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A 上圖は 明治 三十 六 年 撮影に か、 る もの。 左圖は そ 

の裏丽 にして 即ち 故人が 死後の 遺骸を 學問硏 究の 

爲めに 解剖に 附すべ きを 約せられ たる もの。 

(次の 覺書參 照) 
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上掲、 相 馬 氏 宛 書翰の | 節 
右は 灌佛偈 (岩 野 氏 蔵) 
下は西光寺檀家總代玉匱氏令息華 
燭の 典に 寄せられ しもの 
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右圖 、繪 葉書 明治 十 年 三月 獨 逸より 
姉 崎 氏へ 寄せられ しもの 
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上圖、明治三十七年十ニ另ニ日獨逸 
ょり 姉 崎 正 治 氏へ 寄せられ たる 書信 
の 一節 
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右揭 、梵字 名號 (裏 辻 倫 道 氏藏) 。漢字 名號は 昭和 五 年 十一 另 
筆 (石 田 海 彰氏藏 ) 

下圖、昭和八年五另四日、故人の法號と寫眞を印度初轉法輪 
の 聖蹟 卒堵 波に 埋藏 すると ころ。 中央沙 彌の 捧持せ る 白き 楮 
は 法號 、その 右は 署名 入りの 影像。 その 右の 洋装は 野生 司 香 
雪 氏。 此の 日 午前 九 時 初 轉法輪 寺 C ムラ ガン ダク テビハ ー ラ) 
比丘 衆 埋藏會 の讀經 ありて 後ち 納 む。 


故人 葬儀の 實况 

(上) 芝 中の 敎へ子 一千 二百に 護ら れ靈 
柩 大本山 增上寺 山門ょり 大殿に 向 ふ。 

(中〕 靈柩 哀愁の 裡 に 自坊西 光寺を 出づ ( 

(下) 會葬者 無慮 八千增 上寺大 殿の 內外 立錐 
の餘 地な く 香煙 濛 々たる 中大 導師 道 重大 僧正 
の>炬。 
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本 全集 下卷 には、 上 卷の學 術 的 研究論文 以外の 全部を 收 o る ことにな つて 居る ので、 明治 廿五 
六 年代ょ， り 現 時に 至る あらゆる 關係文 獻を涉 漁す る 一方、 各方 面の 方々 に 材料の 提供を 依 嵐し、 
幸ひ續々その貸與を得、小品文範、遺墨斷片に至る迄、その數頗る多きに達し、それがため編 || 
を約半歲延期して專らその备貌の體系を整ふるに努めた。 

然し 愈々 編輯に 着手す るに 際し、 直ちに 逢着した 難事 實は 、もし 夫 等 一切の 文獻 遺墨を 收めつ 
くしたならば 非常に 尨大な ものになる は 勿論、 同一 論旨の 論文 感懷等 も 頗る 多數に 上つ て、 內容 
上可なりの混雜を來す事であつた。蓋し故師は學者であり、德者であり、事業家であると共に、 
終始一貫 操觚 者で あつた。 卽ち學 生 時代ょり 長逝に 至る 迄、 在獨 時代を もこめ て 淨土敎 報、 新佛 
敎 、敎學 週報、 勞 働共濟 等の 雜 誌に 直接 主筆、 或は 有力な 寄稿 家と なつて 關係 する 一方、 あら ゆ 
る 方面に 健筆を 揮 はれた。 故師に 執筆を 得る 事は 非常な 難事と されて 居つ たが、 然し 斯樣に 遺墨 
を寬めて見るとその浩漭にして多方面に亘る點、眞に驚くべきもの.がある。要するに故師は確か 
凡 例 一 


その 警世 時 言の 如き、 順を 逐 ふて 飜讀 して 行く 時、 故人が 社 會敎界 宗門に 寄せられた る警策 熱意 
には、 その 一言一句 悉く 襟を 正さし むる もの あるを 覺 ゆる。 然して 又 一面、 『新 佛敎』 等に 寄せ 
られ たる 隨筆 消息 等に 至つ ては、 その 不覊 縱橫 にして 而も 情誼 溢る、 風格が 躍如たる もの あるを 
S はしむ る。 眞に これ 明治 大正 昭和の 敎界 三時 代を 通 貫す る 大文獻 たるを 失は ぬで あらぅ。 

上下 兩卷の 編纂に 着手して ょり 正に 十一 ヶ月、 漸く その 業を 終へ て、 早く も 月 餘の內 には 壹周 
忌を迎へんとするに際し、感懷更に切なるものあるを覺ゆる。 

嗚呼、 此の 全集の 成る 今日の 昨年. の 頃は、 敎界 到る 所に、 その 豁達な 巨軀が 運ばれて、 敎界、 
思想界を 中心に、 現代 日本は 故人に 俟 つもの 頗る 多く あつたが、 一年の 後には、 斯 くも 幽明 境を 
異にして、 全集 上下 兩卷が 作らる、 とは 誰か 之を 想像した 事で あつたら ぅ。 昭和 六 年 一月、 門下 
生 等が 故師 の還曆 祝賀の 計 劃を なした 時、 直ちに 其を 謝絕 して 書を 送つ た その 中に、 

「文集 出版な どは 無益の 事に 候。 良寬で も行誡 でも 生前には 一つの 歌集 一つの 詩集 無 之、 これ 
が僧家の面白味 (: 候、念々無常、,妒が奢妒 ^〇 ぴ 03 你 (:〇 集めてょろしきものは集むが宜しく、 
これ も 勿論 無益の 事に 候 も、 物ず きの 御 方々 の 御 骨折にまで 死人は ロ 出は 出來 申す まじく と存 
じ 候」 …… (下 卷五九 六頁參 照) 

凡 例 三 


凡例  一一 

に 多作の 筆の 人た るを 餘儀 なくされた 形で あつた。 斯樣な 次第で その 季節に ょり 又 問題に ょ b 揭 
載 場所を 異にする のみで 同一 論旨の もの も相當 にある ので、 之 等は 悉く その 代表的な ものを 選び 
同時に 內容に 於ても 所謂 本格的な 主調を なす ものを 撰ぶ 事と した。 但し 詩文は 全 同な もの 以外は 
その 全部を 收 めた、 然し 組版 後發 見の もの も 一二 あり、 幾分 不載錄 の もの も ある 替で ある。 消息 
は その 大多數 は 在獨 時代の もので、 歸朝 後は 多く 極めて 簡略な 用件を 記した もの、 みで、 それら 
は 私事に 亘る ものと 共に 揭載を 省略した。 

斯くて その 全般を、 

一、 講說 論策 ニ、 警世 時 言 三、 感懷隨 筆 四、 詩藻 文範 五、 牘箋 消息 
の 五部に 分ち、 その 附錄に 略歴、 素描 集、 年譜、 諸家 哀悼 文 等を 收 めた。 

右樣の編輯方針をとつた關係上、蒐集されたもの、內、そのニ三割に當るものは採錄を見合せ、 
その 草稿は 全部 整備した ま、、 本會に 保存す る 事と なつた。 故師の 偉大なる 文績 に對 し、 斯く取 
捨を縱にした事情を述ぺて、故師並に江 ^ 諸彥にその誌承を希ふ次第である。 

本卷の 成る に 際し、 上下 兩卷を 通じ 今更ながら 故 師の文 績芳躅 の 偉大なる に 驚歎せ ざるを 得ぬ。 
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講說 論策 

慧澄和 上と 行誡 上人 (明治 ニ 九、 九、 十、 拂敎) 一 

奮つ て 聖典 原文の 硏究 に從 事せ ょ (明治 一二 〇、 一一、 十、 佛敎) • 八 

日露 戰爭 と獨 逸の 輿論 (明治 三 七、 七、 十、 淨土敎 報) ■ …三 

大乘 婦人の 理 SI C 大正 ニ、 五、 一、 精華〕 一六 

現代 感化 救濟 事業の 五大 方針 (大正 五、 ニ、 勞働共 濟〕 こ •.一七 


勞 働と 藝術 (大正 五、 九、 勞働共 濟〕 ニー 一一 

世界 大戰 と宗敎 思想の 現在 將來 (大正 丑、 丸、 淨土敎 報〕 一一 一一 一 

精神 外六乂 の 要 (大正 六、 ニ、 日印 協會 々報〕 一一 一三 

佛敎の 國家觀 (大正 七、 一一 六、 淨土敎 S- 一一 一九 

社會 問題の 趨勢 及 其 中心 點! <正セ 、ニー、 5 、1| 四 一 

目次  一 


凡例  四 
と 記された が、 此の 文意が 偶然に も 適確に 死期を 豫 言され た 事は 驚く の 外は ない。 而も 天下の 物 
ずき が 寄り 集って 遂に 此の 遺稿 全集を 刊行す るに 至っ たので ぁるが、 今頃は 西方 淨 土の 蓮の 臺で、 
例の超然とした苦笑を續けて居らる、事でぁらぅ。 

本 全集 刊行に っいては 計劃當 初、 門下生 等 平素 故師關 係の 事業に 關係ぁ る 人達が 編輯 方針 等を 
定め、 直接 編輯 刊行 事務には、 材料 蒐集 事務に 武藤叟 氏、 材料 整備 事務に 四 湖山 秀暢 氏，'  總括的 
編纂に 栗 本 俊 道 氏が 當られ 、その 間、 高 島 米 峰 氏は 所藏 する 多くの 載 誌 消息文を 貸與さ る、 と 同 
時に幾多の指示を與へられ、小林正，盛氏は病中ををして詩稿全部の校訂に當られ、又金子全應氏 
は 明治 四十 年 以後の 淨土敎 報 誌 全部を 寄贈 せらる、 等、 その外 ぁらゆる 方面ょり 甚大なる 便 誼を 
寄せられた 事は 深謝の 外は ない。 ^ ^ その 芳名は 卷 末に 揭載 の榮を 得た —— 玆に 深く 謝意を 表す 
る 次第で ^ る。 

昭和 八 年 十二月 八日 佛成 道の 日 

壺月 全集 刊行 會 

代表者. 識 


宗敎の 飢饉と 其對策 S 和 四、 五、 敎 育と 宗 s 一 五一 

婦人に 寄す る 言葉 (昭和 五、 八、 婦女 界) ー § 

本尊の 中に ある 吾等 (昭和 六、 十二、 淺草寺 講演〕 ー 3 

S5C 世の 三 德 (昭和 六、 十二、 東亞 青年 居士 會 叢書〕 一六 八 

X X 

小金 井 觀櫻記 ( 明治 廿ニ 、本校 一年の 作文〕 i 

評 高麗 之 夜嵐 S 治廿 八、 七、〕 一八 〇 

高等 專門科 卒業式 答辭 (明治 廿八 、七、〕 一八 a 

X X 


警世 時^ 一目 

內務 省の 三 敎會同 計 劃を 評す (明治 f、 一) 


活 施餓鬼を 修す べし (明治 四 五、 七) 一八 五 

現代 富豪に 望む (明治 四 五、 七〕 ' 一八 六 

先帝 陛下 御 追 恩 (大正 元、 八) 一八 八 
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人類 最高の ニ大 理想 (大正 八、 ニ、 增上寺 日曜 講演 集) 堊 

宗祖 中興 ニ祖の 敎義の 異同と 現代の 淨土宗 ハ 大正 A、 丑、 淨土敎 S 四 九 

佛敎 ょり 見た る勞働 問題 (大正 八、 十一、 ニ 一、 淨土敎 S 五一， 

戰後 思想 及 生活の 指導と しての 法然 上人の 敎義 C 大正 丸、 丸、 it 上 寺 日 ■講演 集〕 …… 吾 

大乘 佛敎の 精神 (大正 干、 一、 增上寺 日曜 講演 集： > 七 ル 
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講說 論策 


慧澄和 上と 行誡 上人 

天 保の 末年より 嘉永 安政に 及び、 幕政の 紀綱漸 くに 弛み、 緣 山の 盛 觀隨て 衰微の 色を 呈 し、 台德 公の 廟前 、一 莖ニ莖 の 
雜 草を 留めん とし、 堂 裡の香 火 漸く 疎に して 供 花 また 鮮か ならず、 白眉の 老僧、 燈前に 嗟嘆して 元祿 繁華の 昔を 談ず 、然 
れども山內幾多の僧房學寮、性相の硏究未だ昔日の風格を墮さず、講鐘朝に響き論鼓夕に « きて、三千の學僧、惠解の硏 
磨は ^' 了的 |^ 山當時の餘影を忍はしも而して此等親々'雲の如き納僧の中に、 ^ として頭角を露呈し、鼎立對時、各其長 
する 所を 擅に して 緣 山の 叢林を 江湖に 重から しめし もの 三士、 學寮の 新 參古參 寒夜 爐邊を 圍 みて 放談 快 話に 嘖々 嘆說 する 
を 聞けば、 儒者 徹定 、天台 圓 海、 道 心行 誠と。 

風雲 倏變 、世態 忽ち 王政 維新の 春を 歌 ふて、 百般の 事物 許大の 激變に 逢着し、 驚 濤怒爛 は敎 門を 漂蕩 して 法 運實に 危殆 
なる の 間に 立ちて ■、此 三 傑 僧は 各其特 秀の茴 目を 開展 し、 特有の 長 技を 揮擢 して、 明治 初年の 佛敎史 に 陸離た る 光芒を 留 
めぬ。 一は 六尺 豐 肥の 一大 漢 、學識 博雅、 百般の 學 藝に該 通し、 能く 勁 拔富膽 の 雄 文を 作り、 宏 達の 度量 廢 怫毀釋 の當時 
より、 大敎院 の 成立に 及びて、 益 其の 價 値を 天下に 識られ 、次て 西 都の 華 頂 山を 董 して、 一時 各宗の 管長 社 會を橫 行した 
りし養_徹定師。ーは長身七尺、鐵の如き筋骨を有し、眼彩奕々、音吐朗々、深邃なる學問、靈活なる識量の外、ー種の 
熱血 熱涙と 經 世の 技量と を 有して、 或は 兵を 東臺に 論じ、 或は 財を 南都に 埋め、 和 敬會の 創立者と して、 明 道 協會の 精神 
として 怫敎演 說の 開祖と して、 天下を 聳 動した る 熱 椀 神 原 精 ニ 居士。 他は 則ち 瘦身骨 立、 衣に 勝へ さる か 如く、 風丰 淸奇、 
溫雅た る 面容、 無限の 學 識を藏 めて、 隆然 たる 德 望、 海內を 風靡し、 大內 、河 瀨等許 多の 好漢を 感化して 德澤尙 今に 章々 
たる 福 田行誡 公、 三者は 實に 明治の 怫敎 史上に 於て 特筆すべき 偉人な り、 緣山學 席の 定紋、 昔より 三 星を 以てす、 三 傑 僧 
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て 世 尊に 比する もの、 蓋し 偶然に あらざる なり、 天台の 圓中 敬師和 上の 像に 賛 して 日く。 

卓 矣我師 神 契 廓 然學該 大小 顯密 普宣闢 幽明 道 聲振玉 泉 卓 錫兩歆 深 徵因緣 模範 四 王法 祖十禪 
著書 百 卷 刊行 盛傳壽 八十 三 說法卅 年 卓 矣我師 彷彿 金 仙 
賛 固より 溢 美の 諛評 なる にあらず。 

和 上の 名聲 、旣に 此の 如く 大 也、 今此に 贅せ すと 雖 、世 皆 之を 知る、 而も 海は 深を 厭は す、 山は 高き を 厭は ず、 日は 明 
なる を 厭は ず、 刀は 利を 厭は す、 善は 數す るを 厭は ずと いふ、 則 高德和 上の 如きの 傳や 、朝 誦夕讀 、見る こと 千囘 する も 
固より 厭 ふべき には あら ざら む、 文辭 固より 拙 ^ 、 然れど も 事の 偉大なる に 至りて は、 われ 深く 大方の 一た び 眼を 勞する 
を 信じて 疑は ず。 

和 上 諱を痴 空と いふ 慧澄は 其 字、 愚 谷と 號す 、安政 九 年- H 一月 滋賀の 仰 木 村に 生る、 傅へ 云 ふ 父母 橫川の 慈惠 大師に 祈 
りて 得る 所と、 幼時 蒙 然として 痴呆なる が 如し 年十歲 、叙 山 安樂 院の大 雲 律師を 拜して 祝 髮す 、幾く もな くして 師の 寂に 
遇 ひ、 文 道 沙彌を 以て 依 止の 師 とす、 學に 力む る 精勵晝 夜を 別たず、 憔悴 骨 立、 夷 然として 知らざる が 如し、 其義を 論ず 
る や、 大體 を達觀 して 瑣 細を 問は ず、 理に敏 にして 事に 暗く 往々 迂な るが 如し、 而も 其 言の 遠大 正 明なる、 往々 にして 驗 
あり， 故を 以て 師と 合は ず、 去りて 正脫沙 彌に從 ふて 江 尾の 間に 遊學 する もの 數 年、 學業 漸く 圓 熟の 境に 入る。. 

文化 六年殽 山 大衆の 請に よりて 俱舍頌 疏を無 動 寺に 講ず、 是和 上が 法 輪を 轉ず るの 嚆矢 とす、 翌年に 至り 東 遊して 東臺 
に 留まる 六 年、 玄義と 文句と を 講じ、 議了る や師跡 安樂 院に歸 りて 具足 戒を 受け、 次て 傳法灌 頂を 受けて 都 法 大阿闍 梨の 
位に 上る、 時に 和 上 年 三十 九。 

文政の六年和上年四十ニ、數麓の世尊寺に於て摩訶止觀を講じ及び四敎義を學徒に授く、誡公の初めて和上に謁せしは 
實に此 時な りき、 

予歲 十九 ノ五 月、 西 京 H 遊學 スル ノ 日、 始メテ 叙 麓 ノ世尊 寺-一 シテ謁 ヲ賜フ 、當日 幸 一一 四敎義 ノ講莛 一一 列ス 、山 法師 
鞋 ヲ着ケ 、笠ヲ 戴 キ來テ 聽講ス ル モノ、 凡 七 八十 員 ナルべ シ 、中心 深 ク感ス 、山家 ノ餘德 台 門ノ彿 法 一一 於 ケル 今日 11 
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講訧 論策  一一 
は實に 明治 初年に 於け る 光芒 萬 里の 三 星た るに 耻ぢず 。 

予や福 薄し、 終に 松 翁 公と 熱栋 居士に 謁する を 得ず、 唯 年 十一 二日々 老師に 『可 敎 r- 誌』 を讀 むを 課せられて 大 居士 
の馨に 大息し、 8 公 Q 詩文 裏 過す るに 困 じたる のみ、 誠 公に 至りて は當て 深川囊 S 栖 にぁり て選擇 S 莛に侍 
せり、 依稀尙 記す、 公 q 蠢霧 上人、 予を 前方に, て懇 £1 義 Q 箇所を 指示せられ たる 气爾來 數へ來 れば已 に十數 
年 誡公墓 畔 の 樹木は 己に 拱 X とし、 誘師 の齒德 亦 漸く 高し、 而 して 顧みれば 予か 狂態 依然たり、 阿 蒙 依然たり 書して 
此に 至る 千 百の 感慨、 覺么ず 油然と して 生ず。 

三 傑 僧の 中、 松 翁 公は 今 言は ず、 他の ー碩 德と大 居士と に 至りて は、 其學 術の 精" 識見の 大 、實に 根源を 東臺の 大德慧 
澄 和 上に 反れり、 前者は 和 上の 講を 聞く もの 十有餘 年" 其學の 根底を 叩き 其識の 宏大なる を禀 け、 所謂 天台 圓海の 嘉稱 
も、 後來 南船北馬、 東西 各處に 橫 說竪說 したる 活怫法 も、 皆 悉く 和 上の 賜な りき、 後者に 至りて は 和 上に 節 事す るの 年更 
に 長く、 其 學問識 量の 外、 亦 克く和 上の 風格 精神を 傳へ 其渴仰 尊崇、 和 上 親 化の 弟子ょりも 更に 大 なる もの 存 す、 天 合 門 
Q 學匠 にして 薩 、普 潤兩 僧正の 如き、 亦 和 上に 師事して 其 衣鉢を 傳 へたる もの、 而も 眞に和 上の 皮肉 骨 蹄を 了 得した る 
ものは 私に 他 門の 行誡 にあらざる や 否やを 謂 ふ、 誡 公の 學大體 に 通じて 煩鎭 に亘ら す、 漫に 古人の 舊套窩 に 甘せ ずして 活 

警 在なる も Q、 其 {裏 q 見 鐘せ ず、 攀囊、 f 律 sis 機 If  ff の、 ii 儉 、節約 自ら 持 

し、 德風— 人を 動す も Q、 蓋し 固ょり 公 か 天禀& むべき は 明な りと 雖 、而も 之を して 箇の 如く 大 に箇の 如く 美なら し 
め)可以のものは可ぞ和上感化のカに賴らざるを知らんや、今や和上がニ三の小傳と梶老兄が集めたる貴重の資职と及び 
盾 |^ 上人と談话とにょりて、聊か和上の小傳を記し、兼て誠公との交接如何を討査-して 以て この 落藏百 襲す へき 卷首畫 
の 解 ■に 代 ^ ん とす、 可なら むか。 

和ヒ票 問の 博大、 眼識の 宏濶 、德 行の 偉大、 敎化の 普及は 少く 指を 怫典に 染めん もの ゝ皆 知る 所、 その 台密 兼 明らめ、 
J 共に 精に ニ 夏 十戒を 嚴 持し 念佛董 を賛 說し自 行には 五萬已 上の 祕密 供を 修 し、 化 他には 四 4- 餘年 Q 講說 、百卷 の 
著書、 加 ふるに 授名 傳戒の 弟子 千已 上に 上る ものを 見る 是豈常 鱗 凡 介の 得て 企及すべき 所なら む や、 當 時の 人 皆 S を以 


，御氣 が ツカネ パ 何に を 云 ふても 愈々 僻みを 增し眾 ては 取り所ろ なき 人が デ キル 樣に相 成候此 段を 御 心得 御考へ C 此處 
一字 不明) 所を ナル ホ ドと 思 召 候は V 其 上に て 御 答は 可 申 上 候 其 御 心の ツカ ザルに 答を する は 無益に 御座 候 千 萬 憚 多 
き 申 分 ナガ ラ 貴僧 樣の 御爲 めと 存じ 候へ ば 無遠慮 串 上 候頓首 

月 六 八日  慧澄  敬具 
圓 乘 坊樣 

今の 世、 人 動もすれば 少 許の 學 識を恃 みて、 紛 々として 是非を 諍 ひ、 眞 如を 辨せず して 起 信を 論じ、 因果を 瞭ら めず し 
て怫敎 を誹詆 する の 類、 滔 々として 皆是 なり、 謂 ふ 此輩膚 淺僻狹 の 徒、 和 上を して 之を 見せしめは 嗚呼 果して 何とかい はむ。 

和 上、 固ょり 台密の 奥旨を 極め 密 供を 修 し、 法 華を 誦し、 戒珠 光圓か に、 定水 湛然た りと 雖 、深く 「諸 經所讃 、多 在彌 
陀」 の 祖訓を 遵奉し、 淨 業を 策勵 し、 徒 生を 勸獎 する 甚だ 力む、 其 一代の 講義 十 席と すれば、 五 席は 念 佛の法 門を 敎 へ、 
常に 行人の 徒らに 向上に 奔 りて、 自家を 返照す るの 明な く、 ロ圓 頓を說 き、 手自拂 を 掉ひ、 玄 と說き 妙と 談し 、或は 甲の 
密供 或は 乙の 懺 法、 唯 其 名を 高く して 道 力の 甚だ 弱く、 實修 の眞に 載き を戒勗 し、 懇ろに 易修の 法に 付きて 一生に 初 住に 
入り. 一生に 妙 覺に轉 ぜんこと を勸 む、 而 して 其 說をな す 尤も 公平、 尋常 念怫 門の 僧徒が 夢想し 能は ざるの 卓 言な きに あら 
ず、 

成 佛ノ道 ハ 天台 大師 ノ御說 一一 テ 足 レリ トス、 淨土 往生 ノー  路ヲ示 スー 一至 リテハ 法然 上人 一一 マカスべ シ 、其 中 安心 ノ邪 
正中 邊ヲ論 スル コト アレ ド 夫 等 ハミナ 文字 上ノ說 話ナリ 眞實ー 一 極樂ニ 往生 セ ハヤ ト 思ヒ定 メタル 人力 必ズ 往生 スべ 
シ 、安心 カ結搆 一一 傅へ テ モ淨土 往生 ヲ 等閑 一一 スル 人 ハ 六ツケ シキ 也。 

囂々 として 四 流六诞 の 異同を 論じ、 一念 多 念、 信 行の 紫 朱を 論じて 些許に 口角 泡き 飛ばす、 世 固ょり 乏しから ずと 雖 も、 
宏遠の 眼光、 實 着の 修 地、 和 上の 如き ものは 遂に 之 あらず、 和 上の 著 『後世 路枝 折』 は、 實に此 眼光と 此修 地と を 以て、 
詢 々行人を 指導した る もの、 紙 葉 僅に 十七 八帋に 過ぎず と雖 も、 和 上 一生 婆 心の 存 する 所は 實に此 にあり、 學怫の ものは 
# らす 一瞥を 要すべき 也。 
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講說 論策  P 

シテ 盛大 カク ノ如ク ナル カナ ト (誡公 手記、 和 上小傳 一節) 

當 時の 狀況歷 然として 眼前に 躍 出す。  宇 寧 こ 、 
天保五年、紀州陵の請に應じて粉河十禪院の開基となり、幾もなく東臺の淨名律院を董して自在、も^^宮の七講と产り 
職に ある 十一 二 年、 後 少時 十隱皇 りて 淸規を 定め、 亦淨 名に 歸 りて 普賢 行院宮 及嗣宮 に講 & む、 當時和 上 年旣に 八十 
議, 老て益 壯に孜 々として 書を 講ず、 此を 以て 門 室の 尊敬 前後 其 比を 見ず と 云 ふ、 文久 三年 二月、 微疾— し 病む 旬 
日、— 一日に 至り、 起 坐珠を f、 大衆と 共に 唱名し i として 終る、 年 八十 三、— に 開講せ しょり 易簀に 至る， 其 
間 約 五卜旱 諸 部の 講謹菌 日な し、 _產 を 講ずる 七囘 、文句、 玄義 共に 四囘 、十 不二 門 指耍抄 十三、 金 光明 i 
一、 妙宗 i、 四 義士 ニ、 戒疏 五囘に 及ぶ、 其 他の 諸 小 部の 講述 枚擧 すべから ず、 講每 に麗を 發刊 する もの 廿八 部、 
殆んど 百1卡 、皆 學佛 者の 南 針と して 光 I 代 i る 10 1、 而 して S 義 の 功 此の 如く 盛ん— と共に、 また 

大に觀 行 SQ 襲く、 <i、 裔持 四 萬 坐に S、 奮 筆 八 1 の 多— 達し、 其 他 _の議 、日々 の唱 
名の 如き、 數 象れば 測るべからざる もの 存 す、 鳴 呼、 和 上の 如— の、 墨に 僧寶 8 式 模範と 稱 すべき かな、 誡 公は 

その 小 傳に賛 して 日く、  . 
窃ーー佳ミル11解行ノ兼備"ニ利ノ圓滿セル指シテ眞ノ僧竇ト稱スへキーー足レルヲヤ"蓋今日衰世5テ本師ーー代テ五 

十 年 ノ轉法 輪相ヲ 示現 スル 者 ハ、 獨此師 ナリト 云 ハン モ 、亦 誣言 一一 非 ルべ シ。 

われ 固ょり 何 ぞ敢て 玆にー 辭を賛 せむ や。  、 

和 上 •學問 Q 風は 都て 大 f 霊して 疆 S はらず、 力めて 邊 僻の f 陷る鳥 け畢 募して 說を 立て、 宏大 f て 
其 論 I す 故に 其 著雲赫 然として 不磨の 光輝 喜む る もの 存 す、 今の 樓木義 霧 正、 少壯の 時、 和老 門に あり、 厚 
利の 眼光、 好んで 辨難 攻撃を 設けて 和 上に 當 る、 和 上 乃ち 一書を 與 へて 之を 砭 して 日く、  1 、 ‘ 

御 出精 結 搆奉存 疑 難の 御 書 拜見仕 候餘程 骨を 折御考 へと 相 見へ 候、 乍 輝 巾 上 候 如是の 御 學問被 成 候て は學 をが 皆 僻み 
.申候此のヒガミのツクは河からツクぞと云ふ事をトクと胸に手を置き御考へソコーーに御氣がゃ # は卜/刀り可申ソコ广 


叩 クカ如 クー 一覺 H タ リキ。 

誡 公の 和 上を 訪 ふ、 和 上 亦 欣然と して 出て 迎 灸 、法談 數刻に 及ぶ、 而 して 和 上の 自室に 退く や、 侍者 か 進む る 所の 茶を 
餘す もの 半 椀 許、 これ 和 上 か 常 癖な りき、 而 して 誡公は 每に 恭しく 拜 して 之を 飮 むて 辭し歸 るを 常と す、 和 上 寂す るの 後 
にあたり て、 誡 公の 珍 畫奇籍 を 得る や、 必らず 先づ和 上の 墓に 謁して、 跪きて 之を 捧げ 每紙 展開、 恭く 之を 示して 後、 自 
ら 之を 閱し たりと、 其の 和 上に 渴 仰した るの 狀は 以て 想 ひ 見るべき にあらず や、 而 して 是皆循 誘 師の當 時 親く 誡公に 侍し 
て 見た る 實歷談 となす、 誡 公の 手記に 日く、 

東大寺 ノ珍 海已講 菩提心 集 ノ開卷  一 "; 世 ノ人ハ 吉野ノ 花、 更科ノ 月見 タラン ゾ "人ト 生 レシ 思ヒ出 ナリト 云へ ケ レト、 
我 ハ 怫法ー 一 逢へ ル コソ世 一一 生 タル 思ヒ出 ナレト 力、 レ タリ、 予行 誡ハ幸 一一 怫法 一一 逢へ ル 中、 特-一 此和上 ニ 逢ヒ奉 リシ 
ヲ以 テ人界 一一 生 レ 出 タル 思 ヒ出ト 思 侍 ルー 一 ナン アリ ケル。 

と 其 和 上に 對する 所以、 和 上を 崇敬す る 所以、 以て 見るべき 也、 而 して 此 崇敬 渴 仰の 情を 籠め て、 後世に 顯 出した る もの、 
之を 此卷 首の 圖幅 とす。 

誡公菊 池容齋 翁と 友と し 善し、 故に 和 上に 乞 ふて 其 眞を寫 さし めんと 請 ふ、 事 再 四に 及ぶ も 固く 許さず、 乃ち 一日 窈に 
容齋を 技して 議場に 伴 ひ、 障 陰ょり 和 上の 眞を 描かし む、 而 して 和 上 之を 知らず、 縱橫の 談論 風發 して 停まる 所な く •眉 
昂 り氣滿 ち、 得々 として 說き 去り 說き來 る、 而 して 畫伯障 後に 慘儋 經營 、毫 を銜み 紙を 展 ベ、 且窺 ひ且 筆し、 稿を 改 むる 
三囘 、漸くに 成る、 則卷 首の 圖な り、 當時畫 稿の 一 は靑巒 居士の 珍藏 する 所と 傳 ふ、 誡 公の 匣銘に 日く、 

容齋族 菊 池、 名武 保、 舊 幕府 臣 、善 畫不讓 古人、 聲 聞天聽 、賜 日本 畫士 之號 、人 適 得 先生 之畫 、則 九襲祕 重、 若護隋 
珠 、予固 知己、 一日 誘 先生 於 和 上議 場、 先生 欣然 展紙 寫眞 、所以 斯成 也、 盖和 上天 下 有 德之人 也、 先生 則 天下 有名 之 
士 也、 苟非 先生 之 筆、 奚克寫 和 上之眞 、由 記。 

時に 弘化 三年、 六十 ニ 歳の 夏な りき、 圖 上の 偈文は 和 上の 自筆に 係る、 ■蓋し 圖成 るの 後、 誡 公の 示す に 逢 ひて、 破顏大 
笑、 率然 毫を抽 きて 錄し たる 所な りと いふ、 原圖 、素 練を 以てし、 表裝 頗 る 美を 盡す 、今や 誡 公の 高弟 循誘師 の 珍藏 する 

慧澄和 上と 行誡 上人  七 


講說 論策 _!-, ハ 

和 上の 勸說 によりて、 東西 兩歆 の學 徒、 念 怫を修 する もの 甚だ 多く、 一時 東 臺の學 徒は 槪ね淨 家の ニ連數 珠を携 ふるに 
至りし とい ふ、 勸 化の 至る 想 ひ 見るべし、 誡 公の 賛して 

昔 ハ 橫川ノ 僧都 往生 要 集 ヲ製シ 、顯眞 座主 ハ大原 一一 勝 林 院ヲ造 レ リシ 先 蹤モ 、思ヒ 出 ラレ テ 世 一一 尊ク ナン、 

とい ふ もの 宜 哉。 

和 上、 また 頗る 詩藻に 長ず、 其 製す る 所の 文辭を 見れば 注々 にして、 雄 健 高雅、 稀に 出す 所の 詩、 高古朗 々誦すべ し、 
歌 また 諧謔に 富み、 幽旨 中に 汪然 たり、 

羽織 着た る 男の 手を 拍ち 躍り 居る 繪の賛 に . 

何事 もなる よふになる 世の中を 祝 ふて 三ッ 手を 拍て 見よ。 

また 往々 句を 出す、 自畫 背面 達磨 賛に して、 

本来の 面目 見たら こちら 向け 
是豈 、尋常 俳人の 一字 も ロに 出す を 得る 所なら む や。 

和 上、 旣に東 臺の四 門 室に 師 とし、 禮遇 太た 渥し、 而も 其 平素 着す る 所の 衣服、 用 ゆる 所の 器 什、 極めて 素朴 儉 素、 衣 
帶の 如きは 時に 破綻 垢膩 、宛 かも 乞食 僧の 如くな りしと、 其 高風 實に欣 慕すべき にあらず や、 其 寂す る や 葬儀は 實に 簡素 
を 極め、 淨名 律院の 一堂、 棺 前に 一木 几を 置きて、 木 牌 一箇 唯 「慧澄 和 上」 と 題す るを 安し、 香華 燈燭 左右に 列り、 前に 
ー爐を 備袅 て、 弟子 山 僧 等 悉く 黃 衣を 着し、 大衆 齊くー  卷の寶 篋印咒 を 誦し 終りて、 各肅 然として 香を 行し、 以て 去る 丨 
是皆和 上が 嚴に 弟子 輩に 遺命せ し 所な らんと いふ、 式 中 ー淨 門の 僧 あり、 破 衲ー牧 の 鼠袈を 損して 跪きて 且つ 泣く、 一 雛 
僧 ありて 之に 從 ふ、 是卽 ち誡 公な りき、 その 雛 僧は 卽今の 福田循 誘師。 

誡公の 和 上に 親炙せ しや 頗る 長く、 其 師弟の 情誼 また 實に濃 かなる もの ありき、 誡 公の 手記に 日く 

…： 東臺ノ 淨名院 一一 住 セラ レシ コト 前後 凡ソ 二十 九 年、 予亦礫 川ノ傳 通院 一一 居ス 、是ヲ 以テ三 大五小 及 ヒ其餘 ノ講莛 
- 一列 リ歲月 亦久シ 、其 虛牲 實歸ノ 法澤ー 一 潤フャ 尤モ寡 カラス トス、 來牲ニ 里 一一 足 ラサル ヲ以テ 步馴レ 路熟シ テ 隣房ヲ 


の四日を現じ、羅什玄奘を出し"天台賢首を興すの盛なるは未だ至らざるなり、而も此偉觀や盛運や、會らず當に見るに 
至らし めさる 可から ず、 乃 其方 法 ?: 論じて 之に 備 ふるを 考 ふる 豈 無益の 贅事 ならん や、 聖典 原文の 研究は 實に此 盛運を 完 
からしめ、 偉 觀を充 すに 於て 的確 緊切なる 方法の 一た る、 洵に 誣言に あらず、 次に 少しく 其說を 申べ しめよ。 

竪に歷史討究の側より見るも、橫に敎義比較の邊より考 5| るも、正確適切の方法は、そが根本資料に泝るにあり故らに 
言を 要せず、 根本 資料とは 經典に 於て は 原文を 意味す、 飜傳の 正しき ものに 於て は、 之に 依る 素より 捷に して 利 ある 明な 
る 所と 雖 、而も 其醇に して 粹な る、 一到 直 入 本旨の 存 する 所を 知得す るは、 終に 原文に 若かざる を 如何せ む、 昔 者 羅什其 
富 瞻の才 學を 以て 大に經 典を 譯 す、 其 章句の 美は 千載の 下 奕と 不磨の 光 あり、 而も 自ら 喟 然として 嘆して 日く、 梵を ■し 
て 華と す、 晡を 含みて 吐出す るが 如し 其 味の 美なる は 唯 含む ものに ありて 存す るの みと、 豈に 千古の 至言に あらず や、 各 
國の語 各 固有の 美 あり、 桃 紅 李 白 其 趣き 各隔歷 たり、 其 趣の 異なる ところは、 他國の 語が 敢て 侵犯すべからざる 所、 此侵 
犯すべからざる 所に 固 荷の 思想 構 逸する を 見る、 昔遍學 印度に ある 十 有 餘年天 禀の惠 解、 多歲の 研究を 加 ふ、 其飜譯 する 
所の 經論 ，辭句 爛熟、 自 ロより 出す が 如く、 周密 愼 重、 字句 槪ね 印度の 語法に 則る、 而も 讀み來 り讀み 去り、 意 通せず、 
沈思 方め て默會 す、 紗 窓を 隔て ゝ 名花を 望む が 如き もの、 注々 にして 之 あり、 衆 賢の 正理其 他の 如き 特に 然り とす、 謂 ふ 
親しく 梵文の 論に 依ら ば 更に 益す ると ころ 多から んか と、 其 他 諸 三 藏の飜 譯嚴密 にして、 一字 も忽緖 にせざる、 史傳に 見 
る 所の 如しと 雖 、尙 二三の 楚夏を 免れず して 時に 義の 通せざる もの 之 あるに あらず や、 原文の 研究に して 今 悉く 絕望 なら 
ば 止む、 苟も 望 あら ば 則ち 力を 盡 して 研究す る、 方に 今時の 急務に あらず とせん や、 經典 原文の 硏究 は、 古來區 々煩 鎖の 
解を 一掃して、 革新、 硏究 の實 蹟を與 ふべ し、 而 して 其 言語 學 上より 得る 史的 考證の 偉大なる は 更に 完 美の 効果を 收 むる 
ことを 斷言 する に惲 からず、 歐 西の 學者か 怫敎を 討究す る や 力を 盡 くして 根本 資料の 討究に 力む、 其勵 精の 切なる 實に人 
をして 驚嘆せ しむる もの 存 する 也、 デ ヴ 斗 ツト 、ヲル デンべ ルヒの 巴利經 典に 於け るを 見よ、 チ ml マ、 キョフ ペン、 ヮ 
シル ヱ ー フ 、ホ ッヂ ソン 等の 西藏經 典に 於け るを 見よ、 ビ ー ル、 アィテルの 支那 經典に 於け るを 見よ、 而 して 邦人は 此等 
諸家の 說を臚 列排陳 する は少か らず と雖 、溯りて 其 根本 資料に 眼を 着 しるもの 幾人 か ある や、 間 梵語 西藏 語に 潜心す る も 

奮って 聖典 原文の 研究に 從事 せよ  . 九 


講說論 策 八 

所、 梶老 兄の 懇請に 賴 りて 特に 縮寫を 許した る もの、 大方の 看官 希く は 等閑の 思を なすな からむ ことを 0 

誡 公の 和 上に 於け る 交渉は 略 上の 如し、 苟 くも 一た び 誡 公に 謁し、 若く は 其 遺誡を 讀みた らん ものは 必らず や 自他 宗派 
の 門墙を 設けず、 眼界濶 大 、抅 束す る 所な く ' 胸底 萬卷の 書を 藏 めて 溫 然として 春の 如く、 素朴 簡素、 超然と して 仙骨 秋 
よりも淸き大德なるを知らむ、而して是實に和上の大に誡公に賦せし所にあらざるか、而して誡公が禪後課餘、興來り # 
動 ひて 揮 欐し來 れる數 首の 和歌、 幾篇の 詩、 二三の 俳 召が 其 趣味 句法に 於て、 著く 和 上に 類似せ る もの、 また 焉 くん ぞそ 
の 感化に よるに 非ざる を 知らむ や、 誠 公戲歌 あり、 自畫の 洗 灌圖に 題して 日く、 

法の 身は たら ゐで すませ 墨 ころも 物 ほし さを の 慾に か \ るな。 

月に 題す る 句 あり、 

鬼の 目も淚 は圓し 秋の 月 

前に 擧 ぐる 所の 和 上の 歌 句と 對比せ ば、 自ら 默會 する 所 あらん、 記して 左 券と す。 

八月 三十 及 三十 一 の 両日 忙 間を 竊 むて 江 東の 俗 寺に 濫 筆す、 書し 去 リて畏 友 岡 村 夢 庵、 中 山 櫻雨兩 老 兄の 歡岳普 潤 僧正の 許に 
あるを 想 ふ、 台學 興ら さる 今旣に 十數 年、 人 意 ^ 强ふ する もの 唯 ニ 兄 あるの み、 ニ 兄 乞 ふ 加餐せ よ、 三十 一日 夜、 蚊 軍 漸く 衰へ 
て、 秋聲 自ら 燈下に 生ずる の 夜。  (明治 二十 九、 九、 十、 佛敎第 百 十八 號) 

奮って 聖典 原文の 研究 !: 從事ぜ よ 

日く 歷 史的 討究、 日く 比較的 考察、 此等新 硏究の 方法は、 今や汪 洋放肆 の 勢を 馳り て佛界 に 張 溢し來 れ り、 苟も 多少 眼 
識 あり、 手腕 あるの 怫徒 は、 酸 ロ 禿 筆、 此等の 潮 勢に 叫び、 以て 偉大の 成果を 翹 望して 止まず、 滔 々たる 大勢 誰か 得て 之 
を •壅 塞す る ことを 得ん や、 然れ ども 是れ唯 潮 勢な り、 輿論な り、 氣運 なり、 其 汪洋の 勢を 湊 合し、 放肆の 流を 朝 宗し來 り 
て、 雲 濤 天を 沒 し煙浪 地を 捲く の 偉 觀を作 さしむ るは、 未だ この 濃 雲 盛 霧の 大氣 運に 乘 じて 騰龍奔 虎の 威を？、 f し、 刃 ムロ 


何ぞ少 く其學 徒を 獎勵 して、 一議 Q 好 問題— 手す る Q 宏量— や、 紛 々たる 小事 業に 奔走して 管 世界に 取る は 識者の 
爲 すべき 所に あらず。 

聖典 原文の 散在す る もの、 尼 波 羅に大 般若、 密嚴 、十 地、 三昧 王、 1、 法 華、 如来 秘密、 普曜 、金 光の 所謂 九 部の 大 
乘經 、悲 華、 賢 劫、 孔畫 等の顯 密諸經 ありて 現に 英國の 書庫に 酿す '其 他、 大小_ 論の ニーの 梵文 西藏尼 波 爾に存 
する ® 少 にあらず、 而 して 此 等の 中 西 人の 硏 究を經 たる もの 亦 多し と雖 、其 玄妙 幽玄なる 大般若 の 如き、 榜 i 經の 如き 金 
光明經の如きは未だ硏究に着手せしものあるを聞かず、巴利の阿昆達磨はテヴヰット博士硏究に着手せりと傳ふるも 14 ハ結 
泯 は. 未だ 發表せ られ ざる 也、 凡そ 此等は 吾邦 怫徒か 堅實の 研究を なして 資 益を 大 世界に 與 ふべき ものに あらず や、 怫典原 
文の 討究に 利便なる 吾邦 怫 徒の 如きは あらざる 也" 盍ぞ奮 躍 一番 大に大 般若の 原文を 讀 み、 楞 迦の梵 文を 披き 、俱 舍の梵 
頌を硏 めて、 眞 研究の 基を 開かざる や、 馬 博士 一た び 東方 聖書 集を 編して、 英語は 頓に學 術界に 重きを なした るに あらず 
や、 吾邦 Q 佛 徒にして、 縱 横に 覽 原文 Q 討究に 馨し 、善美の 結果を 收 めん 曉は卽 ち 日本 暫 して 世界 學術界 に 重きを 
なさし むる 甚難 きに あらざる 也、 卽ち其 結果は 啻に 怫敎 敎義の 硏究上 新生面を 開きて 牢固の 基礎を 與 ふるのみ ならす、 亦 
義學術 Q 爲に大 に氣 管大 世界 上に 吐く 暴 可 けん、 其 結果豈 太 だ 愉快なら ず や、 見ょ 皇 朝の 學 翥學界 に 於て ハ丨ト 
マン、 ス ペン サ ー を壓せ しもの 現に 之 あるか、 文學に 於て 雄を ア ー ノ ー ドに 競 ふべき もの 何人 ぞ 日 一 儿れ皇 朝 學# の爲に 恨 
深き 所なら ず や、 餘輩 は佛敎 討究の 一方 面に 於て は 會らず 當に 泰西. の 所謂 東方 學 者を 凌駕す る もの怫 界に 出で、 ハ ーデ 
丨 、ビ ー ルー 輩の 徒を して 走り 且仆れ しむる の 快を 見む ことを 欲して 止まず、 世旣 に此 種の 硏究に 心を 潜む る もの 兩三あ 
り怫徒寧ろ臥榻の下に他人の蔚唾を容すべけむや、餘輩は滔々たる怫界裡學術の爲にー身を犧牲とせしチョーマの如きも 
の必らずや是あらむことを信ず、ニ十世期の玄奘を出して大に皇朝佛敎の爲に萬丈の虹霓を吐くもの必らずや是あらむこ 
とを 信ず、 怫界人 多し、 豈ー 箇半箇 の鳳鸛 龍兒 なから む や、 

上 來言ふ 所 太た 迂に 似たり、 唯 新硏究 の聲頗 高き に 感じ、 粗 所懷を 書して 同志の 人と 共に 此 愉快なる 研究に 從事 せむ こ 
とを 諮る H 過ぎざる のみ 胸中の 妄想 龜書 する 所 笑 ふべ— 9K 多から む、 四方 篤學 ©土、 幸に 微衷の 存 する f 読して 

奮つて聖典原文の硏究に從事せょ  一一 


講訧論 策 ー〇 
の— も、 學佛 i ね 冷眼— 過す るに I、 思ふ、 雪 的— 的硏 究—甚 高く して 其 効 ii 上甚 f さ 

る もの 主として 之 运ら卡む ば あ參と、 藍 ふ蠢置 QS 議變歐 人の 後 S 若た f Qi に 之 S て 其大源 

とならず むは あらざる やと、 嗚呼 門外に ありて 街學 ロを 糊す るの 徒は 予甚だ 之を 責めず、 而も 身佛 徒と して 擧 解を 硏 磨す 

f のに t ては、 宜しく 大に 牢固 雲の 討究— し、 f て 根本 資料に f、 以て 偉大— 討究 I 典の 11 みよ、 

支那 譯の經 典を 以て、 滿 足すべき の 秋は 旣に 過ぎぬ、 巴理の 小乘經 文大に 硏む べし、 梵 文の 大藏經 典 亦大に 研むべし、 西 

藏の ニナ 藏も討 《ブ すへ し 其 討究の 結 展は實 に 大.^ る 者 あらむ 也、 且く 大聖 世 尊の 傳 記に 見る も ハ丨デ 1、 、 ビヵム デッ 

ト n ック ヒル、 アラ バスク ー等を 對照 する も 尙大に 益す る 所 あり、 況むや 、此等 根本 資料に 依りて 其 同異を 比較す るの 

和 なる 零、 西 人の 佛敎贏 ら ざる も Q、 手に 出 づるも Q すら、 裏す る甚 多し、 況んや 親く 佛敎に 通して 之を 硏究 する 

の 太た 利なる に 於て を や、 巴 利の 諸 本 生 經大に 討究して 之を 在 來漢譯 の 本 生 經と對 比する 豈味 深から ず や、 西藏 の諸咨 

軏 講究 5、 之を 不空法 天 等諸譯 の 謹と 校 量す る豈 至大の 効果を 奏せず や、 尼波羅 所在の 大 乘諸經 論を 討究す る麗 

の 實蹟を 擧 げざる か" 凡そ 此 等の 講究は 實に 佛敎 講究に 於け る 緊切 至要なる 事業た る 也、 怫典 原文の 講究は 現代 佛 徒の 双 

肩に 荷 負せ ざるべ t ざる 偉大— 責任な り、 乞ふ紛 々たる 蜗 牛角 上の 紛爭 、區 々たる 小名 利の 念 I ちて、 大に此 愚大 
の对究に從事せよ。 

眼を 放つ て 世界 S 者が 如何に 佛典 原文 Q 討究に 其 全力 I けし t 思へ、 淨土 8 典 原文は マ クス i の 手を 
着く る 所と なり、 法 華經は ビュル ヌ ー フ、 ケルム 等の 功果を 收むる 所と なり、 巴理の 本生經 及律藏 は、 デヴ 4 ット 、フゥ 
ス ヘル 等 之が 先鞭を 着け、 西 藏も尼 波爾も 暹羅も 緬甸も 大抵 歐 人の 硏究 する 所と なり 了れ り、 古來 羅什玄 奘 等の 偉蹟を 忍 
ひて '4- 代_徒の爲すなきを恩ふに憤慨に勝へざるもの存するなり、吾人佛徒たるもの何ぞ此間に立ちて大に奮はざるを尋 
む や、 鳴 乎 聖典 原文の 討究は 實に佛 徒の 至大 責任な り、 眞言 宗徒よ、 願く は紛 々の 鬪爭を 止めて 少く尼 波 羅の諸 密經て そ 
の B r を 犯 ぜよ 法 華 争 徒よ ^ 々たる格言問題の甚愚なるを撼ちて、少くビュルヌーフ、ケルム等に嚴正なる比丹を行 
ふの 勇 氣を奮 《不生産的 蠢 の忠蠢 に、 全力を 集中す る 俗淨土 宗徒、 小權 謀を 賣莽 して 一時を 彌縫 する 愚 一向 門徒、 


東亞の 戰雲は 黯黑 彼の 如く、 雷 轟電激 、風 怒り 雨 狂 ひて、 天 破れ 地摧 けんとす るの 觀 ある も、 此地に は 「美は しき 五月」 
復り來りて、綠樹雪の如く芳草煙に似て、百花映發千禽和鳴する所、白衣 0 少女、新帽の靑年は亦南阿弗利加の戰塵を意 
とせざる か 若し。 彼處 には 獨 逸の 殖民 政策 破綻して 蠻 族の 忿怒を 買 ひ 1 官軍の 遠征 約 半年に 垂む として 未だ 戡定の 功を 收 
むる 能は ざるに。 

吾は此間吾が學の爲に奮戰したり。吾はー枝の鐵筆を劍とし、圖書館の机を封鎖艇として、及びむ限り吾が驚に鞭ちぬ。 
吾は 無名のへ ー ゲルと なりて、 彼が ヱ ー ナの 砲撃 中靜に 哲學を 講じた るを 習 ひて 國 家と 宗門が 我を 戰 場に 要する 迄、 孜々 
として 吾梵 莢を 繙か む。 時來 りて 劍と 三部 經 とを 携 へ、 念珠と 繃帶 とを 握りて、 小なる フヰ フイ テを 演ぜむ 日までは 我は 
眼中 唯 吾が 書 あるの み。 吾は 帝國の 文部省が 此 陣雲密 布す るの 時に 當 りて 尙新に 哲 學の爲 に理學 の爲に 醫學の 爲に 留學生 
を歐 西に 派遣す るを 見て、 吾邦 家の 前途に 至大なる 喜 あり。 而 して 之と 共に 吾淨土 宗學が 此 際、 尙 吾が 如き ものを して 天 
外 萬 里、 靜に 書卷 に對 する を 得せし むる 大な るに 喜ぶ 所な きを 得ざる なり、 大に 傲る 所な きを 得ざる なり。 

X X X X 

久しく 音を 「敎 報」 に絕 てる 吾は、 何より 筆を 下さむ かに 迷 ふ。 開戰 已來獨 逸の 態度は、 ロイテル や ヴォルフの 電報に 
て、 諸君の 知る 所なる ベく、 東京の 各 新聞が 歐米諸 新聞 抄錄 は、 門外漢 吾が 如き もの ゝ 筆より 更に 精 透なる もの 存 すべ 
し。 開戰の 當 時、 露國は 其の 辭令に 巧に、 讒誣に 妙を 得た る 新聞を 使 厳して 黃色 患と 非 基督 敎民 とを 以て 日本を 罵り、 以 
て獨 逸の 民心を 挑發 しぬ。 而 して 獨 逸は 其 存立 上、 親 露 政策の 必要を 認めて、 日本を 疎外す るの 傾 ありし を 以て、 一時 此 
地の 民心は 靡 然として 露國に 傾き、 新聞 雜 誌の 日本を 罵り 侮る もの 多く" 在外の 同胞を して 不快の 念を 禁ずる 能は ざら し 
めき。 

此地 H ルザ スは ベルリンよりも、。 ハ リを 尊ぶ の 地、 怫露 同盟の 緣故 は、 此 地の 民を して 日本に 敵意を 表せし め、 加 ふる 
に蜀逸 政府の 親 露 政策に 阿諛せ むが 爲に 、日本を 罵る こと 甚 しき 者 ありき、 正當 なる 日本の 公報は 文字を 小に し、 露に 利 
益 ある 虛報は 活字を 大に し、 或は 日本の 公報に 批評を 加へ て 冷罵す るが 若き 當時 吾等の 特に 憤慨に 堪 へざる 所な りき。 
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新 硏究の 爲 めに 一隻 靈 腕を 揮 ふ ものを 出さは 足れり 矣 0 
聖典の 原文を 記せし 書目 

l w pl jeudrama  mitra:  sle  sadskrit  Buddhist  literatus  in  Nepal. 

2、 Hodgson:  assays  on  Nepal  and  Tibet. 

3'  01- f oprf  - o-  ^00^  I-  ^oi. 

1、 南 條文雄 氏： Catalogue  of  Chinese  Tripita r; . 

ら p (明治 三十、 一 r 十、 佛敎第 百 廿三钺 ) 
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紹督ァ レキ シ丨フ の 公報、 ベ トロハ ヴスク の 沈 沒を傳 へ、 擊敗殘 の 艦隊を 率 ひて、 囘 天の 槪 、一世を 呑み、 曉名次 
土に 鳴りし 馨マヵ 14 下 Q 猛將 謀士矣 に、 骨肉 蠢 恨を 蒼海の 底に 沈めし より、 旅 順の 水軍復 .た 振は ず、 次で 
九 連の 大捷 となりて、 黑木將 軍の 威風は 天下を 震撼し、 鳳凰の 陷 落、 旅 順の 包圍 、丸石を 急坂に 轉ず るが 如く、 大火の 古 
林を 媒く ヵ安 く，^ の 5 〖、旣 に 吾 手に 落つ る Q 日に 當 りて、 喜の 大 連に 沈みし 悲報は 先づ 在外 同胞の 腸を 九 廻せ し 
め 次で吉 野凶變 と共に ニ 震 鬪艦蠢 議の號 外を 讀 まざる を 得ざる に 至りて は、 嗚乎是 何等の 恨惠ぞ や。 然れ ども 

て I# 氣 T 浮馨 むと する 吾國は 之に よりて 痛切なる 訓？ 得べ く、 天祐の 迷信 稍 兆し 來り武 に 傲り 攻伐基 むで 仁愛の 
心 同情の 念少 く滅 せむ とする Q 國 民は 之に 鑑みて 大に 修養す る 所 t む。 若 夫 之に よりて 難 I ぶこと 鐵 Q 如く、 不幸 こ 
屈せざる 石の 如くなる 元氣を 鍛錬し 得る に 至りて は 一千 四百 萬の 艦雲惜 むに 足らむ や。 唯 切に 借むべく 原むべき i と 
運命を 共に せる 幾 百 忠勇の 將士 のみ。 


る 露國の 反省を 待つ もの" 如し。 唯 政府の 方針は 尙 未だ 全く 親 露 主義の 政策を 抛たざる の 嫌 あり。 彼の ぺテ ロバ ヴスク 沈 
沒の 際、 〇〇〇〇 は 露帝に 親電を 發 して 之を 痛 悼し、 露國の 憂は 獨國の 憂た るを 云へ り。 社 會黨の 首領べ ー ベルは 之が 甚 
非 中立 的の 行動なる を 責めて 盛に 之を 議場に 難詰し、 宰相 ビユ ー ロ ー は 百方 婉曲の 辭を盡 して、 之を 救 解し ぬ。 然れど も 
獨 逸の 民心は 旣に 此の 如く、 識者の 意見 亦 彼が 如し。 謂 ふに 獨逸 政府は、 早晚 その 政策を 改む るの 日 あるべき か。 吾國の 
士 、乞 ふ 張膽明 目、 之を 観ょ。 

吾國が 擧國 一致、 征戰に 盡瘁 する に 反し、 露國內 部の 睽離は 頗る 甚 しきもの あるが 如し 讀者は 旣に 吾國の 新聞 誌上に も 
多少 此 間の 消息 ありた を 知らむ。 露の 將校 某は 日 人に 重要な 軍略の 祕 圖を賣 りし 爲誅 せられし もの 二三 ありき。 露の 大學 
生 間には 非戰 論者 甚 多くして、 往 々紛擾 あり、 而 して 露 人は 米英に 屬 する 猶太 人が 日本を 助けて 露國に 利なら ざるを 怒 
り、 第二 囘の 虐殺を 行 ひて 三十 餘 人を 屠戮し 、少女を 殺し 孕婦を 窓外に 抛ちし が 如き 暴擧を 行へ り。 之が 爲 猶太 人の 忿と 
怨を買 ひし こと 幾許 ぞや 。クロン ス タットに 於け る 一大 爆發の 密謀は、 猶太 人 之が 首魁たり との 疑 あり。 在外 國の露 人に 
して 露國の 改新に 志 ある ものは、 日本に 同情を 表して 露國の 敗を 希 ふ もの、 吾人 日本人の 甚だ 意外に 出づる もの あり。 姦 
蘭 波 蘭 等の 亡 民が、 多年 露國の 暴壓を 怨みて 機を 見て 發 せんとす るが 如きは、 固ょり 言 ふを 待たず。 絕大の 文豪 トルスト 
ィの 如き すら、 日本に 同情を 寄せつ、 ありと いふ。 唯 彼等 社會 主義者、 革命 黨 等は 寸鐵 なく、 一兵な し、 皇軍 大に 勝ちて 
哈爾賓 の邊に 迫り、 露軍窮 困して 時機 漸く 熟する に 至ら ば、 或は 意外の 變を 露國に 起さん か。 矧や土 耳 古は 鴨綠の 大捷に 
狂喜して 士 氣甚揚 るを 傳 へ、 澳國は 今囘 巨費を 投じて 軍備に 絕大 なる 擴 張を 行 ふ あり。 バルヵンの 風雲 亦甚 露の 爲に憂 ふ 
べき もの あるを や。 

吾 軍は 祖國 の正當 なる 自衛の 爲に 奮闘しつつ あるの みあらず。 實に 人類 平等の 大 理想の 爲に戰 ひつ \ あるな り。 東西 文 
明の 大 融合の 爲に戰 ひつ、 あるな り。 涵容 主義 博愛主義 人道主義の 爲に 止むを得ずして 干戈を 動し つゝ あるな り。 鳴 乎 こ 
の大 理想 此大 爲に大 主 营爲 に 5 は卽大 慈悲の 聖 敎の爲 に 5 所以に— ず や。 吾等は 國 民と して 1 國 家を 衞 
護せ むが 爲に 不義 暴虐なる 敵 國を膺 懲 すると 共に 如來大 慈父の 子と して あくまでも 偏狹 頑迷 人種を 嫉視し、 自由を 壓 抑し、 
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然れど も、 當時 識者は 公正の 思考を 以て 時局を 評論し、 社 會黨は 政府の 黨露 主義と 相容れ ざるが 爲 に、 極力 露國を 罵り 
其 失政 臭め 薄誓彈 して、 言 Q 證 至尊に 及び もの さへ ありき。 謹が 旅 順の 第一 攻管 以て、 非 公法 的 t として 

泣訴的の€柄を設くるや。此地の老博士ラパント、ハィデルべルグ大學のレントゲンなど公法學の 4 泰は、公平に日本の 
所為を 辯 護し ぬ、 而 して 一面には 英米 新聞の 日本に 對 する 强大犀 利なる 辯 護の 存 する あり。 露國の 讒誣は 寸効 なくして 一 
時の 魔 夢と して 過ぎぬ。 吾は 此際 政治的 Q. 意味 已外 英米の 同情 S して 宗敎 的に 倫理的 S 敬と 感謝 1 S じたり。 
蓋し 進步主 S に 自由主義なる 天下 何れの 處か 米國の 如き あらむ や 秩序を 重 じ 禮讓を 尊ぶ 英の 世界に 敖る 所に あらず， CL。 七 
二者の 同情は 日本が 進步 自由 秩序 禮讓 の爲 に劍を 拔き 砲を 發 したる を 表明す る ものに あらず して 何ぞ や。 

二十世紀は 暗黑 なる 中世 頑迷 固陋なる 羅 馬敎會 時代に あらず。 露國が 名 もな き 十字軍を 世界に 呼號 する は 到底 識者の 
笑と なる を 免る、 能は ざるを 如何せ む や。 キシ ネフに 猶太 人を 屠りて 敎 會を 富した も Q、 北淸に 無辜の 男女を 殺戮し U 羊 

血 もて 十 雲 慕れ る も QX  ロより、 非 _民の 痛？ 馨む達 ■して S 言 說 かしむ るよりも 滑稽に— 本。 

日本軍の文 0; :&1行爲は之と反映をなして益露國の讒誣を價なきものとなし了りぬ。日本人の露より歸るものは讒に身を以 
て 免れ、 露 人の 日本より 去る ものは 感泣して 往 く。 教育な く禮讓 なく 性質 野獸の 如く 兇暴なる コサ ックを 以て 軍隊の 花と 
なす 間は 靈は 文明 國民 Q 同情— ふ 能は ざるべし。 | 霞が— に對 する 議 はかくして 全く 天下 S 棄する 所と なれ 
り。 之に 加 ふるに、 海 iw 日本軍が 連 簾 勝の 報は、 義逸 Q 民心を して 日本に 傾か しめ、 新聞の 如 S、 今は 反て 露 
國 の 虚偽なる 公報を 嘲罵す る i れ り。 巷間 震 「君が代」 の譜を 付し、 日本軍 艦の 圖を 付した る繪端 書は. 賣行 飛ぶ が 
安く 觀せ物 Q 中に 日本 Q 水雷艇と 稱 しく 彈機 一た び發 して 巧に 命中せば 敵 艦を 破りて、 賞品を 得る が 如き 裝 置は 尤もよ 
く靑年の喂采を '1^ し「柬鄕マーチ」の如き曲が、樂堂に演奏せらる\をも聞く。雜誌の如きも、今は露國現時の窮狀を嘲 
笑す るの 戲霸る 多く、 日本 Q 勝利、 廣瀬 中佐の 雄 死— を 描出す る 者亦少 からず。 一般の 人心は、 今や 正に 日本に 傾 勺 
しつ XI なり。 彼等は 日露 戰 f 以て. 普 佛戰爭 に 比し、 日本が 新興の 勢 勃々 として、 敵— 付の 如 f の、 正に 
霉普魯 西が 大に佛 蕾 破りし ^ 類す 急す。 かく 識者の 大分、 人民の 大半は、 今や 大に 日本の 勝利 裏して、 暴虛な 


なかった 事は 明 了 だ、 然るに 女史は 事實上 女子と して 立派に 鬚髯の 男子を 屈服して 居る、 現に 其 遺 像の 周圍に 幾多の 名士 
を 集めて 之を 動かして 居る ではない か、 其 着實と 親切の 實 行は、 學ばず して 自ら 近代 慈善事業の 重要 問題を 解決す る先驅 
をな し、 其 熱心と 忍耐は 廣く且 深い 活敎 訓を殘 して 居る。 女らしい 偉大、 大 慈悲の 權 化、 忍 辱 精進の 結晶、 鳴 呼 女史は 眞 
に大乘 理想の 婦人であった、 新 日本の ナィチン ゲ ー ルと 賛美しても 不都合は あるまい。 

國民が 眞 面目に 眞劍 に考へ 且っ 働くべき 時に、 恰も 瓜 生 女史の 年囘が 來て 四恩會 の機關 誌が 生れた、 これ も此 菩薩の 餘 
光で あらう、 願く ば此 美しい 光で 現代 輕薄 なる 婦人 界の 空氣を 幾分に て も 廓清したい もの だ。 

(大正 ニ、 五、 一 精華) 

: 現代 感化 救濟 事業の 五大 方針 

我國に 於て 感化 救濟 事業が 漸次に 盛大に 趣く の 兆候 あるは、 社會 組織の 必要 上、 若く は國 運の 發展 から 見て、 必らず 然 
ら ざるべからざる 趨勢から 來た のでは あります が、 一般から 考 へまして、 實に 喜ばしき 現象で あると 云 ふて 宜しいで せう。 
特に 宗敎 家が 現 時 著しく 此 等の 事業に 奮勵 する 樣に なり、 東京を 初めと し 各 府縣に 宗教家 經營の 各種 救濟 感化の 機關が 、 
日に 月に 新しく 增加 する 傾向が あるのは、 風敎 上から 見まして 結構な 事で 御座います。 然し 乍ら、 現在 此の 如くに 盛況を 
極めて 來 ました 各種の 慈善事業は、 果して 確固たる 基礎の 上に 立ち、 一定の 方針が あって 出来て 居る のでせ うか。 若しく 
は 國家や 社會の 要求に 餘儀 なくせられ て、 兎に角 始めて 見やう と 云 ふ 風な、 無 主義 無 方針な のでは ありますまい か。 若く 
は 又 其 精神は 實に 立派で も、 時代の 進步や 適當の 方法 手段を 一向 顧みざる ために 動もすれば 勞 して 功な きものが ありは し 
ますまい か、 何れに 致しましても、 現代の 感化 救濟 事業には 如何なる 主羲が 其 根本に なって 居る か、 この 主義から 割り出 
された 方針は 果して 如何なる ものである か、 これは 吾々 が 深く 硏究 せねば ならぬ 所で あると 思 ひます。 

大體 感化 救濟 事業の 精神には 、古往今来 變 化の あるべき 普の ものでは ありませ ぬ。 要する 所は 唯一っ の 慈悲 仁愛の 至 
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講說論 策 一六 

人道に 背反す る ものを 改悔 せしめざる ベから ず。 日露 戰爭 は、 人類 平等主義 自由主義の 發 展に甚 重大なる 意味を 有す。 光 
榮 あるかな 吾祖國 。絕大 の 名譽を 以て 二十世紀の 卷 頭を 莊ら むかな" わが 大日 本の 國民 や！ (明治 卅七 、七、 十 淨土敎 報) 

大乘 婦人の 理想  瓜 生 岩 子 女史を 想 ふ 

婦人 慈善事業 家の 理想と 云へ ば、 直ぐに 夫の ナィチン ゲ ー ルを 想 ひ 出す、 此 貴い 婦人の 精神と 事業とは 實に 有難い、 確 
に 世界史 上の 一大 光彩で あらう。 然し 吾國の 遠き 昔に 之に 劣らぬ 立派な 女性が あった、 和氣淸 麿の 姉の 廣蟲卽 ち 法 均 尼は 
北ハ中の一人で其崇高な美しい事業は世界慈善史の中、恐らく孤兒保育の開祖として仰ぐべきであらう、民诏 0 婦人旣に然 
り、 高貴の 方々 光明 皇后 檀林 皇后な どの 偉大な 御 事業と 御 精神とは 世界 各國の 皇妃 傳中比 類 もない 莊嚴な 光に 充ちて 吾る 0 
是が 卽大乘 佛敎の 精神が 實 現した ので ある。 

大 乘佛敎 から 見る と大 慈悲 躬行の 前、 大道 修行の 所には 男 もな く 女 もな く 僧 もな く 俗 もない。 唯大慈 利他の 晴神 藤 ^ た 
人が 貴い、 寶積經 に 妙齢の 阿闍世 王子 無畏德 が 大乘 利他の 見地から 單に 自己の 解脫を 求める 獨善 主義の 佛 僧を 毫も 敬禮せ 
ず、 大に 利他の 氣焰を 吐いた 譚が ある、 此 精神的の 意義が あって こそ 初めて 男女 同權も 云へ るので あらう、 聖德 太子が 維 
摩經で 在家 怫敎 居士 佛敎の 本領を 御發揮 になる と共に、 特に 勝鬉經 を拔い て 御 講說が あった のは、 正に 大乘 婦人の 理想を 
御 示しに なった ので、 其 思召洵 に甚 深の こと ^伺はれる。爾來吾國の佛敎史に偉大な婦人に乏しくない、十年ばかり前に 
英國の ダッフ 夫人が 印度 古代 怫敎 婦人の 活動を 古聖 典から 叙述した が、 日本 怫敎史 中 婦人の 活動は 決して 印度 古代に 讓ら 
ない、 近代の 大德慈 雲 律師の 門下に 女傑が 多かった のも此 一例に ならう、 明治の 維新 以来 陰れた 怫敎 女流の 慈善家は 決し 
て少 くないが、 此中风 生 岩 子 女史は 確に 最近 佛敎 婦人の 理想を 代表して 世界に 誇るべき 菩薩と 云へ る。 

此 偉大な 婦人に 就きて は 私は 多くを 知らぬ、 但し 瓜 生 女史は 慈善を 商賣 にし 廣吿 にす る 虛榮の 女でなかった 事、 珍禽奇 
鳥の 羽で 飾った ボンネットを 冠り て 動物 保護に 奔走す る 貴婦人でなかった 事、 常規を 逸して 狂態 醜狀を 暴露す る女權 論者 


の 慈愛に 對 して、 父の 嚴肅な 敎育的 態度と いふた 樣な 理性 主義に なって 來 た。 是が 現代 感化 救濟 事業の 主張が" 著く 古代 
と 差異して 居る 第一の 點 であります。 

第二の 點は 從來の 慈善事業は 其 場合々々 で實 行す るので 原理と か 統一と か 云 ふ ものは 勿論 持って 居りません。 囚人を 保 
護す るに しても、 貧乏を 救濟 する にしても、 或は 孤兒を 養育す るに 致しましても、 單に 保護 救助 扶育と いふ 事に 止まっ 
て、 其 統一され た 原理の 確立な どには、 一向 眼を っけなかった のです 卽ー言 で 云へ ば 發作的 斷片的 一時的の 行爲 なので あ 
ります。 然るに 現代の 主張では 心理 學經 濟學社 會醫學 とい ふ樣な 、諸學 科の 硏究を 基礎と した、 一っの 科學 的の 原理を 確 
立し 此 原理から 一っの 系統が 出来て、 各 事業は この 系統の 下に 統一と 連絡が 保たれる とい ふ樣な 傾向に なって 來 ました。 
卽ち 舊來の 慈善事業は 一時的の 者で あり、 斷片 的の 者であった のと、 之を 科學 的と し 系統的と した 所に 現代の 主張が ある 
のです。 例へ ば 勞働 者の 保護 問題に しても、 從來の 遣 方では 原理の 確定な どには 餘り 重きを 置かぬ 樣で したが、 現今では 
各 科の 學 問から 研究し 上げた、 一っの 原理から 割り出して、 保護の 方法を 講ずる 樣に なって 居る。 免囚 保護に しても 今は 
着々 此 根本原理の 確立. に 努力して 居る のであります。 吾國 現存の 感化 救濟 事業は 其 精神に 於て は 決して アメリヵ や獨 逸に 
劣る ものとは 思 はれませ ぬが、 然し 其科學 的な こと、 系統的な ことに 就きましては 尙甚 しく 遜色 あるを 免れぬ 樣で すが、 
事業に 從事 する 人々 は 特に 此點に 御 奮 勵を願 ひたい ものです。 

第三に 從來の 慈善家は、 唯與 へる、 救 ふとい ふこと を 以て 慈善事業の 本義と 致して 居りました、 日本 ばかりでは ありま 
せん。 英國で も獨 逸で も 古代の 慈善事業は 皆 此の 風で ありました。 慈善と 云へ ば 唯與 へる こと 救 ふこと で 以て 足れり と 致 
して 居りました。 然るに 現代の 慈善事業の 方針と しては 無論 施 與救恤 は 致します が、 其 大體の 目の っけ 處が 共濟と 申す こ 
とに ある。 卽 無闇 矢_に 與 へる ことは 面白くない。 相互に 抉け 合 ひ 濟ひ合 ふとい ふ 精神で 行らなければ ならぬ。 大體 慈善 
事業もーっの社會的活動である已上は社會相互の齡係上有無相通の原則から割出されたものでなくては、弊害があっても 
効力は 甚だ 薄 ひ、 此共濟 主義の 慈善 方針が 現代の 進む だ考 なので、 英米 あたりの 慈善事業 家、 社會 改良 家は 何れも 此 論を 
執って 居る。 今一々 煩を 恐れて 例證を 擧げる ことは 略します が。 要するに 扶 けつ 扶 けられっ.， 活かされっ X ある 社會 組織 
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f 之から 發 涉 する 美しき 行爲に 過ぎ ませぬ。 光明 皇后の 諸方 面に j 且つた 廣大の 御 慈善、 法 均 尼の 孤兒 救助、 忍 性 菩薩の 

癩病 救療な ど 其 主と した 佛敎 的の ぐ 愛 精神が 今 も 昔 も 少しも 變 りは ない。 また 現代の アメリヵ 邊の 進んだ 慈善事業と、 

中世 フランシス 派 やべ-一 派の 僧侶が、 行つ た救濟 Q1 とは i 蠢 的の § 精神 墨 末 も 蒙が t 理窟は ない 

ので ある。 然し 感化 救濟 がーつ Q 囊 として 立つ 已 上は、 鐘 時代の 進步と 文化の 震と に隨 ひて、 其方 針が 終始 霜し 

て來 るのは 免るべからざる 自然の 理 です。 早 5 話が 帝國 の 國體は 中す まで もな く、 千古 萬 秋 天 壤と窮 りなく 偷ら ぬのは 勿 

論です が、 然し雙 H す も Q は、 文明 Q_s じ、 屢 の 震に 連れて、 着々 として 蠢 せねば ならぬ と 同じ 理窟で 

あま丁 .€ 善事業の中核も之と屏じく決して ^ と今とで變化のあるべきものではありませぬ。然し其事業として實ー了 

さる A 上世 ノヵ法 上から 見て 方針の 上には 進步も ある 發展も ある。 到底 昔の 通りの 儘で ま、 駄目で ある ことにな つて 
來 るので ある。 

現炉付敎 #* が努ブして居らるゝ各種の慈善事業は、果してょく此現代の方針と|致して居るだらうか、或はまた此方針 
と S して、 蠢 の 割に 効果が 餘り擧 らぬ樣 I とが t だら う 4、 是は 事議營 Q 上から 見ましても、 是非 考 へて 置か 
なければ ならぬ こと、 存 ぜられ ます。 

現代 感化 救濟 事業の 主張と 致しまして は、 其 可な りに 複雑なる. 點も ありませ うが、 便宜上、 左の 五箇 條 を列擧 して ¥ 一 
班を 申して 置き ませう。 

第一に 從 來の馨 蠢は 感情 中心蠢 で f ました。 SQ 心 之を 仁と いふ Q ですから、 慈 雲 業は 勿論 純潔な 感情が 
由むとなつて ^ るのは申す迄もありませんが古來の慈 # 事業は唯可愛想だから助けてやらうといふ丈で、其原因の硏究 
や義 助の 効果の 或は 其 璧 a 設備の 完成を 期す るな ど、 云 ふ 點は餘 り 重きを 置かぬ 樣 でありました、 管 こ 現代の 感化 t 
濟蠢は 此純淨 S 情 墨 礎と して、 此 上に 理性の 判斷眞 要として居|す。感情中心主義と相對したかいは寧^;^ 
中、 也 主義 运 S て 居る。 救助 Q 實行矣 に 硏究が 頗る 重要の 點— つて 居る。 如何にして 施すべき か 如何なる 雲に 如何 
なる 人を 救助す る Q が 合理的で 且つ 最有 効で あるか、 杯と いふ ことを 充分に 硏究 して 來る樣 になつ た。 母の 甘やかし 一方 


怫陀世 尊に 於け るが 如くせ ょと 說かれ た眞 意は 兹 にある のです。 有名な 行誡 上人が 兩國の 囘向院 に 住職を された 時分の 談 
です が、 上人は 每日 外出の 時 乞食を 見て は 敬禮 される。 門人は 之を 苦々 しく 感じて 一日 上人に 苦諫 した 所が 上人莞 蕾と し 
て 答 へられる には 盜賊 もせずに あゝ して 正直に 食を 乞 ひつ、 あるのは 貴い こと だ、 老僧は 此惡 行を 犯さぬ 立派な 心がけを 
尊敬す るの だと 誡 めら れた ことがあります。 平等の 怫性 ある 信仰、 こ \ に 深牢の 同情が 湧いて 來 る。 この 深 ひ 固い 同情が 
卽ち 慈善 救濟の 根本と なる では ありませ ぬか。 救濟 者と 被救濟 者との 間に 區別を 立てる。 一を 立派な 紳士、 貴婦人 旦那 樣 
や奧樣 として、 他は 丸で 畜生 同樣に 看做した のは 貴族的 封建的の 舊 思想であります。 この 古い 古い 思想が 漸次に 消滅して" 
二者の 間の 鴻溝が 取れて 來 たのは 恩澤と 云は ねばな り ませぬ。 

私は 玆で 孤兒院 などが 收容の 孤 兒 に、 其慘 めな 憐れ っぽい 境遇を 廣吿 させて 慈善家の 財布の 紐を 解かせ やぅと いふ 陋劣 
なやり 方は 一の 罪惡 として 痛撃したい のであります。 孤 兒に 一様の 醜い 服を 著け させて 市街を 練らせたり、 演說を させた 
り、 音樂を 奏させたり、 甚 しきは 行商までに 追 ひ 使 ふて、 慈善家の 淚を 搾る 非人 道な 酷薄な 擧を 、全然 排斥した いと 思 ひ 
ます。 佛國 や獨逸 あたりで もこの 古い 非人 道の やり方を 平氣で 行っ てる 宗教家 もあります。 日本で も 一時は、 この 野蠻な 
非人 道の 慈善 廣吿に 氣の 毒に も 利用され た 孤 兒 等も少 くはなかった 様です が、 今は 流石に 其 弊風が 改た まって 来たのは 何 
ょり 結構と 存じます。 

X X XX 

第五には 舊來の 感化 救濟 事業には 單に實 行す る ことが 主であって 、出来た 事件を 場合に 及んで 處理 して 行く 丈の ことで 
ありました。 卽ち Executive  charity とい ふ 種類に 屬す 者で ありました。 然るに 現代の 慈善事業は 勿論 種々 の 施設 經營 
で 各方 面に 亘 りて 實 際の 處理に 努力し まして 舊來に 劣る のでは ありませ ぬが、 然し 其 重要と する 所は 惡 事を 未發に 防ぎ 苦 
を 未然に 救 ふとい ふので 其大 體の据 りで、 っまり 貧窮 や 罪惡の 原因を 探究して 豫 防の 法を 講ずる のが 現代 斯業の 眼目と な 
って 居る のです。 卽ち Preventive  charity と 申す 種類が 現代 斯業の 中心 點と なって 居ります。 これは 丁度 現代の 醫學の 
療法に 對症 療法と、 原因 療法と ありまして 脚氣 とか 肺結核と か 云 ふ 一々 の病氣 に對 し、 糖を 與 へる とか クレォ ソー ドを 飮 
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から、 此大 方針が 出來 たので あり ます。 怫敎 では 其 敎育 上、 此の 精神は 旣に古 から 存在した ので、 彼 四 恩の 中に ある 衆生 
恩の 考 な— 如何にも 溫盖が f、 且っ議 が 頗る 透っ た 立派 臭濟產 ft 5 たもので、 經 文には これ li 益の 
ILL 字で 明に 示して あります" 然るに 現 時怫敎 家の 經營 せられっ X ある、 慈善事業には 往々 此共濟 主義の 大方 針が 缺 けて 居 
るた め孤兒 Q 救助に しても、 讓 にしても、 救貧 事業に しても 勞苦 徒ら y 多くして 社會 的の 貢 ■甚 1 しい 樣に 見へ る 
のは 頗る 遺憾の こと \ 存じます。 

第 四に 從來の 慈善事業は、 救濟を 受 くる ものと 救濟 する ものとの 關係が 、主人と 奴 隸と云 ふた 樣に なって 居ります。 否、 
救濟 する 人 皆 一等 上の 人間で、 之を 受ける ものは 殆ど 人間の 取扱を 受けられぬ 樣で ありました。 吾國に は 昔から 乞食 非人 
と申す語があるが、之は日本許りではない歐洲も矢張さうでありました。勿論救はれる人間、惠恤に預る人々は社會の没 
者で ありませ うから 別に 威張る とい ふ 理由は 毛頭ない のでは あります が、 然し 現代の 救 濟 事業の 精神と 致しまして は、 突 
救濟 者の 人格を 認める、 人權を 重ず ると いふ 點が 、舊來 の奴隸 主義 乞食 非人 主義と 大に .茴 目を 異にして 來た點 であり ま 
す。 要する 社會 組織の 上から 見ます と 救 濟と云 ふ ものは 絕對 的の ものではありません 。寧ろ 相對 的に 價 値を 持った も 3 
で 慈善家 や 社會 改良の 努力 も、 根本的に 其對 手を 改善し、 向上せ しめて、 若 も 石 瓦を 黃金 となし、 人間から 極樂爭 土っ 
菩薩 場る とい ふ樣— とは 出来る も QI せぬ。 卽ち 人間と して 人間 fi す 丈？ と—  — す。 兹で どうし 
ても 1* 手のノ ^ を,め人格をして人間相五の義務といふ觀念から、また社會組織の相互責任といふ點から慈善も救濟も 
出来る のであります。 この 人權を 基礎と した 救濟 主義が 現代 主張の 價 ある 所で、 玆に眞 個の 救濟 事業の 意義が あります。 
從來の救済法は他人を奴隸視しての施である。動物扱にして非人などいふ侮辱を加へる救恤法であります。问ぞ知らんや 
其救恤 すると 信じて 居る 御當 人は 社會の 優勝劣敗の 猛烈なる 戰 鬪場裡 に纖に 生命を 完 うした 幸運 兒で あって、 其 食を 施し 
錢を惠 む 所 Q 鑑樓 Q 乞食は 鼻の 爲 には 鐵 砲ょ けの 鐵循 ともなり、 肉彈 ともなり、 踏臺 とも 胸壁と もな った、 傷き 籍れ 
し 傷し い 人々 であるので はあり ませぬ か。 

此の 現代の 馨 の 精神に 吾々 は 大乘鍵 思想の 雄大な 復活を 見る のであります。 華嚴經 などに 衆生に 承 事 供養す る こと 


勞 働と 藝術 

遶風 白露を—、 虫 霞 月— り、 秋— に 人——、 帝都に 於け る藝琶8は、 早く も 都会 f 東變向 
けしめ て、 今や 美術 墨 S 響る、 あり。 文部省の、 疆も 遠からず、 其 紅葉 燦爛 の蠢を 示し 來 るの 習 陡に逼 り 人 
をして 其！！ 會 Q 日遲 きに 焦燥せ しめつ"^ あるの 觀 あり。 事女兒 が服裝 のぎを 趨 ^ と 等しく 一種の^^ 行の 安し と ^ 風味の 

向上、 人淸の 緩和に 於て、 固ょり 帝國 文化の 上に 祝すべき 點な きに あらず。 

然るに 今や 此 人情 Q 調諧 、趣味 Q 增長が 上 中流 及知警 豪の 階級に 局り、 特に 此 二者を 必要と する こと、 渴 者の 飮 、飢 
者の f 於— が 若き 勞働 階級が 其 恩 管 被る 機會と 設備な きは 昭代の ー缺點 とせん か、 今の 富の 藝 術は、 國民藝 術に 
あらず して、 一部： 弄藝術 也。 世 S 奪 議は宜 く 何等かの 方法に 依り、 裏 肇受し 得る と 同じき 藝術 的ー秦 を ャ翁 
階級に 與へ 得べき 方法を 講じ、 政府黨 も 之に 就き 苦心 一番す る 所 ありて 國民藝 術の 謹を 明^^せは 勞働者 雲 S 步 
は 勿論" 勞作 能力の 增進 一層 健全の 發 達を 見る ことを 得ん 乎。  . 

藝術家 1111 囊 <fs て、 5 の靈 、俗— I す— 止め 宜 if 藝— 雲、 特 
に 新 日本 q 勃興 ■する 勞働 及社會 問題と S 術と Q 關鐵に 於て 其生龜 々の 點を讀 せんこと 霧 望せ ざる & ず。 ミレ 
\ ホィエル バッハ 等が 得意の 題材、 勞 働、 工場、 生活 等の 描寫は 夫の 鐵巧に 走り 朦朧に 終り 粉飾に 止り て 何等 實際 人生 
に 意義な 喜 日 Q 閑戲に 比して 切實 に暂 本の 要求し つ" ある 新藝 術た る 梟は ず や。  j 
勞 動と 藝粗 。兹に gf 實の 人生に 觸 るべき 無 聲の詩 あり。 玆に國 運の 前途を 祝福すべき、 希 譲 S 雄大の 妙技 有す 
1 (大正 五、 九、 勞働共 濟) 
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講說 論策  三 一 

ますと か 云 ふ樣に 場合々々 の 病氣に 對 して 其 療法を 按じて 行く、 昔は 醫 者と 云へ ば これ 丈で 役が 濟むだ ものです が、 今 i 
さぅ は 行き ませぬ。 卽 原因 療法の 病症 豫 防の 方面が 現代 醫學の 根本 精神と なって 來 ました。 ゼン ナ I 天然痘の 豫防 已來今 
は 各種の 病症 豫 防の 法が 發 見さ 机て。 人民の 福祉を 增 長して 居ります。 感化 救濟 事業 も 之と 毫も 差異は ありませ ぬ 免囚の 
保護 や、 浮浪 人の 救助 や、 貧民の 惠恤や 幾多の 事業 もあります が、 然し 罪惡を 未 發防壓 し、 失職者を 作らざる 方法を 講じ、 
貧窮 豫 防の 策を 立てる。 玆に 現代 要素の 精神は 存す るので あって、 玆に來 ねば 徹底した 慈善事業は 成立す る ものでは あり 
ませぬ。 

X X X X 

已上從 來の 慈善事業と 現代の それと を 比較し まして、 其 主義 方針に 大に 面目を 異にする 所が あるのを 略說 し、 大別 五っ 
にして 御談し 致しました が、 此の 五っの 方面は 何れも 連絡が あり 關係が ありまして、 五っの 點が 別々 になって 居る のでは 
ありませ ぬ。 其實は 一の 點に各 他の 四の 特點が 具備され て 居る ので、 っまり 此五 大方 針が 貫通して 居る のが 現代の 感化 救 
濟 事業の 價 値の ある 所と 存ぜ られ ます。 

然るに 現 時 吾國の 慈# 事業 特に 佛敎家 諸君の 經營 されて 居る 事業 中には、 柱々 此 現代の 主義 精神に 背馳して 居る のが あ 
りは しますまい か。 科學 的硏究 的の 態度で 事業を 經營 しっ、 ある 人は 幾人あります か。 事業の 統一 原理に 着眼して 散 底し 
た 事業の 經營を 試む る 人 も 至って 乏しい 様です。 況 や人權 尊重の 基礎に 立ち 共濟 主義を 根柢と して 人道の 大本から 仕事を 
する 様な 事業家は 寂々 として 曉 天の 星に 似た る感が あると いふて ょいで せぅ。 況や また 社會 を達觀 して 各種の 方面から 罪 
惡を未 發に絕 減し 貧窮 困苦の 豫 防を 講ずる 人の 如きは 天下 殆ど 其な し 人と 云 ふても ょい かと 思 はれます。 寧ろ 反 對に或 

は 封建的 S 產慕雷 f、 f は 一時的 _ 的 Qi—て我事 了れ— して、 他に 大暴 ヵ蠢 すべき 方面の 橫 

はるを 忘る \弊は ありませ ぬか。 此點 から 申す と吾國 の佛敎 主義の 感化 救濟 事業家に 今一 層の 奮起を して 戴きたい 〇 少く 
とも 大乘 佛敎の 遠き 昔に 旣に 懇切 鄭寧 に敎 へて 置いた 精神に 復 りて-現代の 精神を 指導すべき 大 抱負を 持ち •大 精神を 行 
して 戴きたい ものと 存じます。  (大正 五、 ニ、 勞働 共濟〕 


クソン 兩氏 合輯の 『信仰と 戰爭』 の 如きが 夫で あらう。 此書は 三十 餘 家の 戰爭と 信仰と に關 する 諸 論說を 集め、 特に 大戰 
が 幾多の 困難を 敎會 に與へ た 事 や 大戰は 敎會 のために 大 打撃で あつた 事を 記して 居る。 露國の ルボ ノブ スキ ー の 『戰爭 と 
基督 敎 J など も此 類に 屬 してよ からう。 今一つは 對敵 行動を 含む だ 叙述で 重に 怫國や 白耳義 の舊敎 徒の 手に 就いた 報吿書 
で、 夫 南の怫 白 各地の 名 藍 瓦 剎が獨 兵の 殘忍 酷薄な 砲撃の ために 破壤 された こと や 尼寺 や 修道院が 凌辱され たり 掠奪され 
たりした ことを 寫眞を 入れて 報吿し 如何に 獨兵が 非宗敎 的で あり 非 基督 敎的で あり 非 基督 敎的で あるかを 現實 的に 證 明し 
て 居る。 之 も戰 時宗 敎 思想の 一面の 敍述で あると 云へ る。 それから 第二の 批評 的の 著作の 中には (一) 辯 護 的の もの (ニ) 
說明 的の もの (三) 攻撃的の ものと 三つに 分けて 見る ことが 出来る。 ヲイ ケン やミユ ンス テルべ ル ヒ等獨 逸の 學者 が ^ 想 
上から 蜀 逸を 辯 護した の や、 ベルグ ソンが 聯合 側で 氣焰を 吐いた などは 先 辯 護 的の 代表と してよ かろう。 宗敎 家の 脚で も 
隨分 色々 其國に 都合の よい 說を 立て \ る 人が 澤山 ある。 就中 夫の 非戰 論者と して 古來 力ら ^ 名な クユ ー 力 ー 劳徒は 種々 の 
書物 や、 論文を 發 表して 同敎の 位置を 辯 護し つ、 ある。 グラハ ム 氏の 論文の 如き 其 尤なる もので あらう。 次に 說明 的の も 
のは 宗敎の 見地から 大戰の 意義を 說 明した もので、 夫の ピッパ ー ド 雜 誌の 中に 常に 英國敎 家の 說が 出て 来る、 五月の ジャ 
ッ クス 氏の 說の 如きは 主戰 平和と もに 偏した ものは 聖書に 合は ぬと 云 ふて、 平和を 基礎と した 尙武 主義、 武備を 具足す る 
平和主義の 必要を 面白く バイブルを 引いて 說いて ある。 其 他獨怫 露の 敎 家は 大底此 見地から 筆を 取る。 攻撃的の ものは 主 
として聯合軍側にあるので極カ獨逸の危險非人道の軍國主義を擊攻して居る其代表とじて昨年怫國のシャール、アンレド 
I 敎授 の 說を 擧げれ ば、 氏は 獨逸 今囘の 戰爭を 三方 面から 見て 一つは 史家 ラム プ レヒト や 例の ベルン ハル デイ 等の 生存 保 
疆卽 生物_1 より 來た蠢 論、 獨管 S ぬ f 行かれぬ、 人口の 割 § 土 や 食物が なくなる から 勢 どうして 
も戰 ふと 云 ふ、 これが 頗危險 な 議論 だ。 二つには モルトヶ 元帥 や 例の トライ ッユ ヶ 等の 考 で戰爭 は 神 並に 自然の 意志に 適 
合して 居る、 戰爭は 正義の 基礎で 至高の 德義で あると する 議論、 次には 大牴 の主戰 論者が 共通の 論據で ヵイゼルの 最も 好 
まれる 論 だが 戰爭は 最大 幸福が 世界を 支配す る 順序 上 止むべからず とする 說 で、 此 所の 最大 幸福とは 卽ち獨 逸文 化を 指し 
て 居る 卽獨 逸文 化 普及の ために 戰 ふとな す 論 だ 所謂 汎獨逸 主義の 要點 である 此等 に對 して アンドレ ー 氏は 一々 痛撃 打破を 
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(I ) 『世界の 歷史 は" 世界の 裁判』  . 

有史 已來 今囘の t 界大戰 ほど 物心 雨 界に强 大の 影響と 變 化と を與へ たことは あるまい と 思 ふ。 舞 臺の大 、兵數 の 多、 
旣に 未曾有の 大事 件で ある。 隨て 之が 及ぼす 政治 經濟 商工業 其 他の 影響 もまた 未曾有の 有樣 となって 來る 。一々 統計に 照 
らして 說明を 加へ なくと も、 此 チョ ー クー 本、 此 コツプ 一 筒の 間に も 大戰の 影響は 歷 々了々 として 明で ある。 斯の 如くし 
て シルレルが 名言の 『世界史は 世界 審判 也』 とい ふのを 充分 痛 酷に 味 ひ 得る のは 實に 此大戰 である 。此 審判 —— 火と 血と 
鐵と毒 瓦斯と 爆藥 の怖畏 すべき 大 審判は 二十世紀まで 積み上げ 練り 來った 一切 文化の 成績を 忌 輝な く 批判し 斷定 して 寸 * 
も假 借す る 所な く 養價を 判定して 仕舞っ た。 而 して 此評價 はま 這き 槳大戰 後に 起るべき 新 文化の 進むべき 方針を 示 
して 着々 新發 見や 新 科學が 出 來て來 る。 軍艦で も 大砲で も 飛行機で も 皆 此評價 から 新しい 準備を 急いで 面目 一新の 歷呈て 
進む で 居る。 直接 影響 Q 最も 甚し siQ 方面 旣に此 Q 如く、 他 Qi や敎？ 商工業 や 何れ 1 阜 行して 新 方面に 競 
ひ 進みっ X あるの だ。 社會 問題の 如き も 亦 直接 間接 此 機運の 壓 迫から 戰 後の 新 解決を 示して 来た。 卽ち 識者の 方面では、 
戰後新 工業に 關 する 著書 も 大分 現は れ 、戰 時勞働 問題の 書物 さへ 出 來て來 た。 敎育 上に 於ても 各國 とも 今や 其 調亮を 急 
ぎ、 戰 後の方 針に っきて 新制 度の 確立に 容易なら ぬ 苦心を 拂 って 居る 樣だ 。此の 如くして、 世界の 識者は 今や 戰中戰 後の 
諸問題 にっきて 銳意 研究の 步を 進めて 居る。 知らず 宗敎 道德の 硏究に 就きて は 今何處 まで 進む で 居る か。 不完全で あるが 
一寸 現 時 歐洲各 國の此 問題に 對 する 研究の 一般を 調べて 見て、 次で 管 見の ある 所を 御 批評を 願は ぅ。 

01 ) 戰 時宗 敎 思想 硏究 の現狀 

厥 汧に 於け る戰 時宗 敎思 想の 研究の 現狀は 其 問題の 取扱 ひ 方から 見て、 先づ 三種に 區別 する ことが 出来ょぅと 思 ふ。 

第ニ批評的著作ー戰中宗敎§の現狀謀査及5 
穿 三 豫现的 著作— 戰 後宗敎 思想の 未 來の豫 想 

第一 種に 屬 する 者は 自ら ニ 類に 分れる。 一っは 大 戰が與 へた 宗敎 上の 影響 如何を 敍述 した 者で、 夫の フ f クス、 ジャ 


兹に 調和 Qis 日が 眞 基督 敎 徒に 由り て存 するとす るが 彼の 說 だ。 佛敎 徒と しても*^ 論は 佛敎 にあて はめ》 ナ—を くへ き 
價 ある こと 、思 ふ。 

(三 3 强烈 なる 厭欣 心の 發現 1 内面的 宗敎の 要求 

世' の 大戰は 一 股の 基督 敎會に 尉して は 云 ふまで， 差く 殆ど 致死の 打撃で あつて、 其 平和的 能力， 靜 的の 權 奴が 寸毫 
も效 i がな SQ—f— して— つ 1( に、 一 f 於て は— の 露が、 覽 的の 霞に どれ 丈 sf して 居る 
か V 疑 はれて 來 た。 敎會が どの位 靈 的の 勢力の 源泉と なつて 居る かも 頗る 首を 傾けねば なら _ 題 となつ て來 た。 印度 
人 や 囘敎徒 や アラ ビャの 民族が 戰 場に 立ちて 隨分慘 忍 非道な 議 を敵 兵なる 基督 敎信 徒に 加へ、 尙非 戰鬪員 特に 婦女子な 
どこ ^'1 へ^|忍ぶべからざる暴惡も、聯合國は之に何雲敎的の制裁も加へ卡、解決もして居らぬ。之と共にル1テ 
ル出現の|敎國を以て自ら誇る獨逸兵が白耳_や怫國の占領地に加へた亂行惡虐は其驚くべき謹心の强烈と/^し 
て、 頗る 人 Q—t しめ、 1 督敎— する 幾多の 難問題 S 生して、 未解決の f、 どし く」 獨逸ー 淀の 
置 口 丨 と共に あり』 『神の 意志— 行』 塞 暴 墨 忍の ロ實 として 陸に 海に 思 ふ 存分 振舞つ て 居る。 斯の 如くして 馨鼠丨 
丨 成 立せ1 81 _ 獲— に此 isil れ— 1" ■狀 して 仕舞た ので—。 

戰爭が 成立 敎 會に與 へた 打擊 は此斯 である 敎會が 之が 爲に 被つ た 信用 上の 損害は 恰ど 囘復が 出來窆 でに なつて 穿た 
が、 退いて 一般 宗教、 レの. 發 現を 精査す ると、 唯一 ニの 例に 照らしても 其 熾烈なる ことが 充分に 举 る。 源平 時代 ヵ吾 國宗ぎ 
情操、 の 摯 實蔬劍 であ つたと 同じく、 この 戰爭は 人心 II し眞劍 にし 中心から 囊の 門— 濟と雲 If る 血の 
1¢ 、淚 の聲が 聞へ る。 卽宗敎 思想の 中核た るべき 厭離 犧士、 欣求淨 土の 切なる 中 ^ の訴か 今や 火の 樣な可 J として g へる 
もの ^1。 聯合 軍 側で 伊 國了ン 了 ナ市 Q 1 新聞の 主筆 ガス パル： ヒア コニ 1 が韋の 十一月 士ハ 日の 紙 b-i げた 吿 
白を 見る と 次の 如 41 。主筆— 時 筆 S ちて 祖國— 1 りて 軍に 從 ふたので 1 、サ 4 
戰死 する に 先ち 予 は！^ t に 慰籍 Q 辭皇 せんとす。 今や 吾が 良心は？® 御前に あり、 出發に 際し ハ ド' ゥ了に 方、 ける i 
凝 ぼの 聖堂に 零 拿の 間 不信仰な りし 罪 墨 白し 久しく 霞に 沈みし 不安の 念は 一掃せられ 全く 信^' の 道に 入 ホ 
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加へ て 居る、 また 英國 の セシル 氏が 獨 逸の 靈 心に 就き 痛論し、 獨 逸の 愛國 心は 非人 道 非道 德の 偏狹 の愛國 心で ある こと 
を攻擊したるが如きが之であらぅ。要之敎理上思想上"獨逸に對して攻擊的批評の態度に出て居るものである。尙民間通 
俗の 安本には 此 種の 著作が 非常に 多く" 丸 善の 店頭に も 色々 人を 引つ ける 此 種の 書物が 澤山來 て 居る。 第三 種の 戰後に 關 
する 宗敎量 論に f ては 之 H も f あるが. 一面は fiQ 成襄 t 滅亡 1 言して 純然たる 人道的の 新 敎義が 管 
ことを 豫 測す るので、 其 代表者と して 見へ きは 佛國 Q ロア T 氏で— ぅ。 ロア シ 1 氏 『戰爭 と囊』 の 結論と して 斯く 
論じて 居る。 

基督 敎は 不死 Q 蠢なる 一場 Q 夢と して'  同敎 特有の ものと せられた る 愛の 法則の 片影— 留めず、 世界より、 落 謝し 
去らん とする 平然り 同 敎は落 謝すべし。 而も 愛の 法則は 基督 敎に據 るに あらず して 獨立に 殘存 すべし。 是 人道の 道義 
的 意志と 人道的 强 匿の 存 する 間は 保續 すべき 也。 

宗敎會 の 方面で も 種々 Q 書物が— が 何れも 成立 敎會 産後 華 の變 化 裏け ねばならぬ 特に 英疆敎 の 如 —何等の 
改革を 見ぬ は 止まぬ とい ふの が 何れの 人に 於ても 點 頭す 要點で ある。 此等 著書 中 最も 整然として 且つ 資料 豐富 なのは 今年 
,yJ 版の 『歐洌 の 宗敎 、及び 世界の 危局』 で實に 五 四百 頁の 大著 英國の 牧師 ヲス ボルン 氏の 筆になる。 基督と 劍 、力の 意 
志、 バィブルの 政 遺德、 獨逸囊 及戰爭 、響 ■、敎 會 と社會 主義の 試鍊 、敎會 の 基督 復古、 英 國敎會 と 其 變轉の 時 
期の 八 段に 分けて 論じて ある、 章 名 丈 見れば 何の 點 まで 論點が 進めて あるか-略 窺 はれよぅ。 要する 所は 敎會に 於け る ニ 
潮流 卽ち形 S 典皇ず i 敎 主義と _1车 る 新— f q 調和の 上に 新敎 f 議 1 よ i する の I る、 ォ 

スボル ン 日く。 —— 

不 一。 一 和の 舊敎 主義の 危險 は、 今日 偏議 主義の 獨 逸の 如くに 一切の 自由を、 訓練の 前に 犧牲 とすべし、 去り 乍ら 不規 

律の 新敎 主義は 戰 前の英 國と 同じく 自由 Q ために 1 慕 牲に 供す、、 へし。 事實 の 性質より 見て、 勿論、 社會に 於け る總 

てよりも 宗敎に 於て は、 暴君 壓抑 ( 卽舊敎 訓練) の 弊と 混淆 錯亂 ( 卽新敎 自由の 弊) との 兩者中 必ず | を 撰 f ざるべ か 
ら ざる 必要 何れに あり や。 


3、  平和 對軍國 主義 

4、  萬國 對愛國 主義 

先づ ざつと 第一の 衝突から 說 明して 見る と、 戰中戰 後の 思想界には 疑 もな く此 二つの 思想が 對 立して 益 極端に 走らん と 
し T ある。 個人 義の 英國 が戰举 の警 策に 逢 ふて、 國家 主義に 傾き 讓義の 獨逸國 民 中に 戰爭 は國 家が 個人を 謹と 
する 島へ て 個人義 Q 響が 有力に fT ある。 雲上から 見 一」 も 震 心は 謹 為人 義に人 慕く。 國家 や國民 

全體の 行動を 罪惡視 する 結果は 個人の 救 濟が宗 敎の眞 識の樣 に 感ぜられて 來 る、 籠に 神の 恩寵、 獨り 子の 愛が 味 はれ 
る。 然し 敬神 正義の 觀念 から 敎會を 護り、 國 家の 發展を 助けょう とすると 玆に國 家 主義の 極端な 宗敎が 出来る。 要するに 
戰 後は 倫理 道德の 上に も 宗敎の 上に も此 二つの 主義は 必らず 衝突して 来る。 而 して 宗敎 思想の 上には 之が 著しく 鮮かに 見 
へて 來るで あらう。 源平の 戰後に も 一面には 個人 救濟に 傾いた 一派 捨世 主義の 念佛宗 と、 極端な 國家 主義の 日蓮 宗の樣 な 
のが 出來 たので も 判る。 戰 後の 敎界の 一面には トルストィの 樣に國 家や國 民を 超越して 純粹の 個人 救濟に 力を入れる 極端 
な ものと、 モルト、 ケペル 一一 ハル デ ー あたりの 神と 君主の 一致した 極端の 國家 宗敎の 思想 も 必らず 起る。 

第二の 衝突は 科學 と哲學 、經濟 問題と 道德 、其 他 種々 の 場合で 衝突を 見べき 精神 對 物質の 對立で ある。 卽 一面から 見れ 
ば、 現に 交 戰中科 S 上の 罄 見が 日に 月に 盛に 報 言れ つ、 あり、 戰 S 勝敗は 歸 する 所は 經濟 的の 効力 如何に 由り、 黃 
金と 器械と が 人 頃を 支配すべき 最後の 神椽 となるべき 確信を 高めつ ゝ ある。 現に 聯合 側の 持久 戰策 は此 根底から 割り出さ 
れた 如くに 信ぜられる 。黄金の 萬 能、 物實の 勝利を 明に 證明 しなこと 此大戰 の 如きは 恐く あるまい 。斯の 如くして 物質 主 
義は戰 後 何れの 方面に も覇 王と して 君臨す る だら う。 科 學の權 威は 所有 ゆる 宗敎 哲學を 蹂躪して 玆に强 固な 物質主義の 世 
界觀 人世 觀が 天下を 支配す るに 至る だら う。 然し また 他面から 見る と、 今 囘戰爭 の 慘禍は 要するに、 物質主義 黃金萬 能に 
對 する 深 酷な 懲罰で あると 見られる、 二十世紀の 今日 迄の 文明 も國 家の 方針 も餘 りに 利 學的 物質的に 進む だた めに 在 至 
慘な 罰を 受ける に 至つ たので ある。 卽戰 後は 此 反動と して 宗敎 や藝 術を 中心に して 一つの 理想主義 精神主義の 世界と なら 
う。 世界の 人々 は 今や 旣に 物質主義の 慘禍 に戰慄 した。 此上 に尙 物質主義を 追求して 慘禍を 更に 犬に し、 一層の 剝苦を 受 
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り。 (文部省 報告に 依る。} 

理# 冷靜 の 社 詞家 •として 立つべき 芽 聞 記者は 何 處の國 でも 大 底は宗 敎に對 して 冷淡な もの 不信仰の ものと 相場が 決つ て 

F るが ヒア コー 一 I 氏は 實に此 階級の 代表者と して 中心的な 正直な 吿 S をして 居る。 此吿 Q は 實に最 無 信仰の 知識智 級、 

宗 敎に對 する 冷酷 理智の 批評家の 入信を 示して、 ょく 一般の 戰時 情操を 證 明して 居る。  丨ィ 

之と 相 製して 獨 逸の 教育家 ユリゥス、 リヒテルは 『戰乖 と學 校』 とい ふ 論文を 雲して 攀が 今や 吾々 に 浮世の 生活の 

不 E5 る 裏へ 障 民 Q 多數 を驅 つて 寺院に 壽 せしめつ‘ るが、 此際 敎嘉は 此眞摯 なる 情 管 一層 深く すべく 努力 

すへ— と赢 き、 且つ 日く 「若し 今度の 戰爭 から 傲慢 や 勝利者の 誤り や輕擊 憎惡 などが 獨置 民に 生した のでな く 寧 

ろ 敬 前 Q 新しい ヵ强 S 潮流が 賈 Q 中に 溢れ出たならば、 夫 q 燦爛たる 外面 的 の 勝利に 比して 此內面 的の 勝利が どの位 尊 

く 且つ 立派 fQI 知れない』— を 結む だ。 吾々 は— にも 戰爭 t 生じた、 痛切— 欣—— 見る ことが 出 
來 る。 

宗敎心 Q _ I つて 来た Q は此敵 味方 Q 二 例で 充分で— う i ふ。 卽大 雲には _熱烈な 情操が 囊に向 ふて 底 
I して 奮。 內 外. 大づ の 別 こそ あれ、 夫の 源平 時代に 法然 上人の 念 怫宗を 先驅に 日蓮、 讓 等の 雲 敎が 人心 切なる 雲 
のに 應 じて 起つ たと 同じ 有樣— つて 來るに 相違ない。 夫— ば、 其 新しい 囊は ft ので— う ニ 般の厭 欣の深 
い は S 尊 ある が、 其 向 ひ つ‘る 方向は 篇 であらう。 此處で 少し囊 思想 Q 向 ふべき 方面 如何に 就きて 一言し 

(四) 戰後思 想の 四大 衝突 外面 宗敎 要求の 潮 勢 

租は渠 の 何 E ぽ年會 でも 敎育 問題の 根本 方針と して 時局 思想の 大勢を 解剖して、 四 大方 面から 其 雲の 起るべき 听以 
を論斷したが此 ^ 種の敎育の根本問題は同時に宗敎の根本問題になつて來る。簡單に云ふと此四大方面はかうである。 
1、 國家對 個人主義 


宗敎 問題の 眞價は ある、 兩岐に 分裂し ょぅとす る 人性に 一 點の歸 着す る 所を 示す ことに 於て 宗敎の 偉大な 未來が ある。 其 
處で 、次には 此融會 調和の 點に 就きて 二言す る。 實に 今の 識者 も 宗教家 も此 融和と 調節に 就きて は 苦心慘 儋 しつ \ あるの 
だ。 

(五) 戰後 宗教の 第一 要務 —— 思想 衝突の 調和 

現在 悲絕 慘絕 とも 云 ふべき 屍 山 血 海の この 大戰が 早晩 國際 的に 外交 上 平和 條 約の 締結に 於て その 終局を 吿げ ねばならぬ 
と共に、 將に來 らんと する 思想界の 大 衝突 も 必らず 精神的に 何等かの 融和を 以て 終らねば ならぬ。 此處に 宗教の 重大なる 
責任が あると 共に、 此融會 調和の 能力が 偉大なる だけ それだけ、 宗敎の 未来は 存在す るので ある。 つまり 四大 衝突を 安全 
に 且つ 確實に 調和し 得て 新 方針を 指導し 得る 宗敎が 卽未來 勢力 ある ものと なる の だ。 そこで 現在の ニ 大宗 敎卽怫 敎と蕋 督 
敎の 未來に 就き 簡單に 一言して 見たい。 

思想 衝突の 緩和 調停に 必要なる は 敎義に 具備して 居る 包容 性と 同化 性の 偉大な ことに 歸 する。 卽 ち統攝 化合の 實 力に 富 
んだ 融通無碍の 活 作用 ある 宗敎が 最も 時代に 適合した 資格を 有する の だ。 世界 性に 富む でも 國民 性に 同化し 得ぬ もの や、 
個人 救濟に 能力 ある も、 國家補 翼に 適せぬ もの や、 若く は 夫の 囘敎の 如く 主戰 主義、 純國家 主義で、 平和 問題に 極めて 意 
義のな いものは 到底 此大 問題を 處置 する に 足らぬ ことになる。 此 所で怫 敎と 基督 敎との 比較を すると、 敎義 から 見ても 歷 
史から 見ても どぅしても 怫敎の 方が 包容 性 も 大きく 同化 力 も强い 。其 融和 無碍の 活 作用に 富む だ 點も 公平に 見て怫 敎の特 
點 ともすべき 所で、 一 神敎が 動もすれば 偏狭の 杓 木 定規に 陷 るのに 比して 充分に 汎神 的に _ 在 の解釋 ど 實行 とが 怫敎に 於 
て 見ら る \ ので ある。 此の 如くして 佛敎の 未來に 有望なる は 申す まで もない。 甚督敎 とても 戰後の 思潮 界に 雄視 せんとな 
らば 必らず や、 其 包容 性と 同化 性と に 於て 犬に 佛敎 に學ぶ 所なくて はならぬ。 基督 敎國已 外の 國找を 劣等 視し 、基督教に 
あらざる 文明を 以て 野蠻の ものと なし、 非 基督 敎國 若く は國 民を 蔑視す るが 如き、 頑迷 固陋 偏狭の 態度. ^ ^ー  神敎に 生じ 
たる 猶太 敎的 迷信を 改める 必要が ある。 卽ち 夫の 獨逸 皇帝が 拳 匪 事件の 當時 基督 敎的 文明に あらざる ものは 善美の ものと 
雖 之を 破壤 せんとい ふた 樣な 偏狭に して 恐るべき 黃禍 思想は 必らず 之を 改めて 寬容自 dl 公平な 態度に 出で ねばならぬ。 寬 
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け 更に 嚴 罰 を 見る ことは 出來 たこと でない。 戰後は 必らず や 精神主義の 世と なる であらう と豫测 して、 必らず かう 爲や 
うと 力めて 居る。 此ニ大 思潮の 勝利は 何れで るかは 斷 言出來 ぬが、 兎に角 並立 競爭し 得べき 理窟は 何れに も あらう。 

第三の 平和 對軍國 主義の 衝突 も、 何れに も其戰 後に 發 達すべき 理窟が ある。 大戰 の慘禍 から 平和 論が 思想界を 風靡し 
て、 戰 前の 平和 靈び 之が實 行の 方法な どに 比し 餘程 猛烈で 且っ 大規模の 平 塵 動が 起ら う。 列 强は此 大戰— 取 終の 戰爭 
として 相互の 平和 關 係を 親密なら しめ、 以て 太平の 和樂を 永く 亨 有する に 努力す る だら う。 隨 つて 哲學や 宗 敎も此 平和 主 
義の 基礎から 北 ハ 思想を 確立して 時運を 導かねば なるまい。 特に 生命の 存 する 所、 其 神聖なる 價値は 、一に 平和 問題に 貢獻 
する 勢力の 如何に 依りて 定まって 來るに 相違ない と考 へる。 然し また 他の 一面を 見れば、 元來 平和主義の 英國が 今や 自衛 
の 必要 上軍國 主義に 傾き 來り 、アメリヵ 迄 も 海軍 大擴 張に 熱狂して 超弩級の 軍艦が どし^^ 出来る。 此 大勢を 前に 見て 平 
和 主義は 實に 痴人の 夢で ある。 戰 後に 平和主義の 氣焰は 擧 らう。 然し それは 主戰 論軍國 主義の 粉飾と し申譯 として、 寧ろ 
軍備 獷 張の 裏書と しての み 存在すべき ものである。 宗敎も 此軍國 主義の 爲に 力と なり、 此 軍備 中心の 强い思 想に 勢を 添へ 
得て 始めて 宗教の 生命と 價値が あると する の だ。  _ 

此 極端の 兩 思想は 戰後 必らず 並立して 存在す る。 無抵抗主義の トルストィ 的 平和 宗敎と 囘敎や 日蓮 宗の樣 な戰闘 宗教と 
は 必らす 並立して 其 ^ を爭 ふて 來 る。 

第以の衝突は萬國主義と愛國精神とであるが之は第三と關連して思想家が最も解決に苦む所の大問題である。極端な萬 
國 思想は 列國 交通 思想の 環 流から 必ず 生ずる。 商工業が 旣に 萬國 性質を 帶びた 今日、 思想 上萬國 的の もので なけ 1 f 悅ま 
らぬ譯 になる は 當然で ある。 然し 之と 同時に 現在の 戰爭は 愛國 心の 崇高 雄大を 實地 に敎 へ愛國 心は 民族 隆興 の大 原因で あ 
り" 之がなければ 到底 世界に 國 として 立っ 能は ざる こと 明に 示して 居る。 此に 於て か 愛國 主義 中心の 哲學と 宗敎が 後來最 
必要と なる。 愛國 主義を 缺 ける 宗敎は 今後は 無用の長物、 否 有害の 防 害 物に なつて 仕舞 ふ。 

戰爭は 思想 上に 現に 此 四面の 大 衝突を 持ち 來 しっ X ある。 此 衝突は 戰後益 明に なって 來るで あらう。 然し 思想の 衝突を 
その ま\ にして 仕舞つ たら、 それまでの ことで あるが、 此大 衝突を 調和し 融會 して 玆に 新しい 雄大な 根柢を 置く 所に 戰後 


の 平和論者は 平和の 最も 惡 しき 敵と すべし 是其 性質に 反すれば 也。 また 一 偏の 軍國 主義者は 戰鬪 の最惡 しき 成分 也、 是 

道德 目的な くして 戰宰 する が 故 也。 

と實 に盡 した 說で ある。 此の 如くして ジャックス 氏は 基督 敎義 よりして 兩 者の 關係連 絡を 說明 せんと 試みた。 是は 確に 一 
部 有力の 基督 敎 徒を 代表す る 議論と 看做して よい。 怫敎の 教義に 於て はジ クックス 氏の 議論の 如きは 尋常 茶飯事で 旣に遺 
憾な く說 明され て 居る 夫の 經文 として 戰爭 を說い た 大薩遮 尼 乾 子經の 如きは 此 衝突の 調和に つき 最 有力に して 且つ 最 周到 
なる 說明 といは ねばならぬ。 恐く 諸 宗敎の 聖書 中此經 ほど 痛快 明晰に 平和主義と 軍國 主義との 調和を 說き 得た ものは ある 
まいと 思ふ經 文を 一々 兹に申 上る ことは 出來 ぬが 大 慈悲心 (卽仁 ) と不 放逸 心 (卽萎 ) とを 以て 闘戰 をな すのを 法 行王卽 
理想の 皇帝で あると する のが 其 大體で ある。 卽 仁義の 軍、 平和主義を 根柢と した 軍國 主義が 此經に 明かに 見られる ので あ 
る。 第 四の 世界主義と 愛國 主義との 衝突は 偏狭 頑迷の 愛國 心。 他國の 文明を 無視し 一般の 道德を 無視す る愛國 心。 卽獨逸 
がその 熱狂の 愛國 心の ために 白 耳義や 怫國に 加へ た 非人 道不道 德の擧 文明 破 壤の擧 の 如きを 止めて 自國 のために 盡すは 世 
界の爲 に盡 すと いふ 見地から 来た 愛國 心の 發 達を 以て 解決す る。 卽ち 人道 扶植、 文化 普及、 平和 確立の 三大 主義を 根本と 
した 愛國 心が 此 問題の 最後の 解決と なる の だ。 而 して 之は 確に 普遍的な 包容 主義な 同化 力の 强大 にして 深 ひ 所の 宗敎の 力 
を 借りねば ならぬ。 基督教 も 怫敎も 將來の 努力は 實に 此方 面に ある。 蓋し 四海同胞の 觀 念。 一切 男子 皆是 父、 一切 女人 皆 
是 母の 思想は 徹底した 宗敎の 信念の 源泉からで なければ 發 する ことの 出来ぬ 淸淨の 流で あるから である。 

四大 衝突は 斯の 如くして 略 調和の 見當が 付いた。 佛敎の 敎理で 大體は 解決が つく ことにな つたが、 それなら ば、 怫 敎の敎 
義上ど んな 形式で 最もよ く此 急務に 應ぜら る X であらぅ か、 玆に 於て 簡單に 此點を 一言して 本講の 結論と 致す ことにする 0 

(大正 五、 九、 淨土敎 報〕 
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第一 高等 學 校の 教授と して 學德 高き ブルノ オペ ッオ ルド 博士は、 故島 地 大等師 の敎を 受けて 多年 天台 學 を專攻 し、 其 造 
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宏 な英怫 宗敎 政策の 側が、 偏狭な 一 神敎的 黄禍 主義の 獨 逸を 打ち負かす ことが 戰爭の 終局と すれば、 基督 敎の 東洋 化 或は 
怫敎 化は 此際 當然來 るべき 問題と なる。 少く とも 東洋 宗敎の 理解、 東洋 思想の 尊敬と いふ ことが 歐洲の 敎 家に 必然の こと 
となる は 論な き 所で ある。 戰 後の 平和 締結が 萬國 的の ものであると 共に、 思想界 も此 東西 宗敎 の寬 容主_ の 上に 立たねば 
寸步も 決して 致す ことは 出來 得ぬ であらぅ。 今は 先 づ怫敎 の 上から 四大 衝突の 融合を 一寸 簡單 に說 明して 見よぅ。 

第一の 國家對 個人の 衝突は 一面に 徹底した 解 脫を敎 へつ ゝ 他面では 報恩 行を 極說 しつ X ある 怫敎 には 最も 都合の よい 解 
決が 出来る。 敎理 上から 言へ ば怫 性の 平等を 說き 、個性の 尊重と 能力と を 認め 自由 平等主義を 最 極まで 押し立てつ X、 而 
も 一方では 因 集 差別の 倫理 主義に 依りて 簡明 且つ 適切に 四 恩の 修行を 勸 めて 居る 所に 此 一大 衝突の 解： &が 確實に 出 來て居 
る。 眞宗 あたりの 極端な 個人 救濟 主義の 信仰、 卽惡人 正 機と いふた 樣な 信仰の 上に 王法 爲本 とい ふ 立派な 國家 主義が 兩立 
する も此 根柢が あるから だ。 歷 史上から 見ても 佛敎の 同化 性の 廣大 にして 且强 固な ことは 此 第一の 大 衝突を 調和す るに 最 
都合が よい。 第二の 衝突の 解決は 基督 敎と 言は ず、 怫敎と 言は ず 一切の 宗敎が 解決すべき 根本 問題で あるから、 別段に 論 
ずるまでもないが。單に信仰主萎感情主萎の基督敎よりも哲學の基礎を有し知識主萎の根抵ある佛敎は解決上餘程餘裕の 
あるは 異義の なき 所と 信ずる。 第三の 問題は 英國 あたりで も 其 調和の 必要は 基督 敎の學 者に 依り 屢 論ぜられた、 ジャック 
ス氏 (ピッパ ー ト雜誌 四月 號は 左の 如く 言 ふた。 3 

善良なる、 平和主義と、 惡 しき 平和主義 あり。 善良なる 軍國 主義と 惡 しきそれ と あり。 戰 前の 英國は 惡 しき 平和主義 
に 毒せられ て、 唯 生活の 享樂 及び 善事の みを 夢み たり。 獨逸 は惡 しき 軍國 主義の 犠牲と なれり。 其 理想は 威力の 支配の 
みなりき。 兩 者の 理想は 共に 過誤 ありて 且つ 有毒な り。 惡 しき 軍國 主義と、 平和主義とは 自然の 敵 也。 一は 食用 獸 にし 
て、 他は 猛獣の み。 善良の 平和主義と 軍國 主義とは 共通の 目的に 於て 連盟すべし。 此 目的 や 卽 人類 及國 民の 敎 育也。 蓋 
彼等の 性質は 互に 相戰 ふべき ものに あらず、 寧ろ 互に 相 合して 各自の 惡弊 に對 して 戰をな すべき ものな り。 眞 正なる 武 
士 (軍國 主義者〕 は 平和の 最善より 成立すべく、 眞 正の 平和主義は 戰爭の 必要と 及び 至高の 意_ を 捕捉した る もの ゝみ 
に 於て 之を 見るべし。 是兩 部分を 演ずる 一人の み最 貴の 人 及び 最 貴の 國民は 必然的に 兩 者を 兼ね 有す。 之と 反對 に單純 


通に も 運輸に も、 一切の 經營 者、 實業 家の 悉く 共に 努力すべき 所で あると 思 ふ。 

之を 吾國の 古代に 考 へて、 交際 國 文化の 理解と 其 精神的 交際が、 どの位 外交、 經濟 、貿易、 交通の 慶福を 增 長した かに 
っきて は 多くの 實例も あるが、 就中、 直に 夫の 足利時代 五山 禪 徒の 功業を 擧げる ことが 出来ょぅ。 彼等が 支那 文化の 理解 
と 同情とは 日 支の 外交 上 常に 利便を 招来した るの みならず、 貿易 上に 於ても 例の 天 龍 寺 船の 如き ものが 多大の 福利を 彼我 
の 間に 與 へて 居つ たことは 爭ふ ベから ざる 事實で あつた。 

玆で 吾々 は 日本の 印度 關係の 諸君に 對 して、 今一 層 深く 內雨 的の 印度を 理解し、 印度の 人々 との 精神的 交際が 更に 根本 
的に 更に 學術 的な らんこと を 切望して 止まぬ。 少く とも 外交官 や 貿易商の 中に も 日本に 於け る獨 逸人を 例と して 立派な 印 
度哲學 の硏究 者、 印度 藝 術の 專門家 が 輩出 せんこと を 念願す る ものである。 歐洲に 於け る 印度 敎學の 偉大なる 恩 聖の人 マ 
ックス .ミ ユ ラ ー は、 英人が 印度を 其 國の寶 庫と 稱 しつ k 而も 印度の 理解 尙 乏しき に 憤慨して 二 ndia,  Waht  cannotteacli 
us?" を 著は し 啓蒙 覺醒 の靈 筆を揮 ひ、 大作 今尙 不朽の 美を 遺して 居る が、 吾々 も 亦 印度 關係 諸君が 貿易 上經濟 上の 統計 
以外に、 簿 書簡牘 の 整理 以上に、 サン チ や アマ チヴ チの 古怫 塔、 阿育 大帝の 勅 碑、 下て は アヂ ャン タの 壁畫に 印度 美術の 
優秀を 味 ひ、 ゥパ 一一 シャッド や ヴ H 1 ダン タの古 哲理に 塵 胸を 洗 ひ 力 ー リ 'タ ーサの戲曲に梵 » 術の幽美を賞 ^ するの雅 
懷 あらん ことを 望む ので ある。 ブ リアン •ホ ー トン •ホ ッヂ ソンは 尼 波羅に 駐在した 一 外交官で あつた。 然し 彼が 大乘佛 
敎梵 本の 蒐集、 印度 哲學の 研究に 於て は 今に 不朽の 功績を 殘 して 居る。 パ ー リ怫敎 學硏究 の 泰斗と 永遠の 名 ある リス •デ 
、ヰ ッ 博士 も 一の 法律 事務 專門 家であった。 印度 地理、 印度 古蹟の 大 研究家 大將 ヵレー ーン グハ ムは實 に 一介の 武辯で はな か 
つた か。 日本人と して 自家の 業務 以外、 何等 一般 文化に 貢獻し 能は ずと せ ば、 ソハ 確かに 大國 民と しての 恥辱と いふても 
誣言では あるまい。 

印度 文化、 印度の 哲學藝 術宗敎 、それは 決して 然く粗 遠の ものでは ない。 吾國の 文化とは 離るべからざる 怫敎を 通じ 
て、 印度の 思想 感情は 日本化し、 吾人の 日常生活の 上に 米の 飯の 如くに 吾々 に 親しくな つて 居る。 第一 米の 飯の 糯ぅ るち 
が實に 梵語の Vrhi から 来て 居る ことが 言語 學上 動かすべからざる 證據で はない か。 吾々 は 檀那と いふ 敬 稱を 家庭に 於て 
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詣 深き 獨逸 近代 哲學の 知識を 傾倒して 比較 剖 判、 犬に 智者、 傳敎兩 大師の 幽 旨を 發揚 し、 幾多の 大著を 公に した。 比歆山 
の 管長 梅 谷 大僧正は、 この 奇特な 獨逸學 者の 功勞に 酬んが ために、 先例を 破りて ぺ 博士を 大 僧都の 僧位に 叙し、 乱つ そし 
に 相當 する 大禮裝 の 金襴 七條 衣を 贈與 した。 

この 稀 有な 出来事は 無論 內 外の 人々 に大 なる セン セィ ション を與 ふるに 充分で あつた 。新聞は 何れも 初號 見出しの 記事 
で 誌间 を脤 かし、 ぺ 博士が フロック コ ー トの 上に 夫の 金色 燦爛たる 法衣を つけて 上野 寬永 寺怫 前に 於け る 叙位 式に 臨む 堂 
々たる 寫眞 もまた 少から ず 天下を 驚かした。 

此 破天荒の 嚴肅の 儀式の 後に 開かれた 茶話 會に 、來賓 として 德川 公爵 等と 共に 特に 臨場した 獨逸 大使 ゾルフ 博士は 其 持 
論で— 東西 思想の 融合に 就きて 盛に ぺッ ォル ド 博士の 功勞を 推賞し、 獨逸 近代 哲學 特に フフ ィテ 、シェリングの 思想と 
天台 哲學 との 比較を なし、 其 結論と して 左の 如く 喝破され た。 

「TC1 來タ交 官は 政治經 濟其 也 外 ®* 的 物質的の 國際 事情の 調杳 硏究を 主と し、 其 任務と する 外交の 如き も亦此 等外 面 

的 事務に Q み 局限す るを 普通と する。 然し 自分と しては 此等 外面 的 Q 執務 已 外に 精神 文化 Q 方面 卽 ち宗敎 哲學藝 術 等の 內 

面 生活の 硏 究調亮 も 亦 外交官と して 甚だ 必要な 任務で ある ことを 痛感す る ものである。 外交に 於ても 辭令 折衝 歡 宴と 共 

に、 眞理 の硏究 に發 する 理解、 愛慕、 同情 等の 精神的 交際を 以て 寧ろ 國際 親善の 第一 要諦と 確信し 常に 之に 努力して 怠ら 
ざるものである , ー 

ゾルフ 大使の 深遠なる 卓見は 蓋し 大使が 日獨 文化 協會の 會長 として、 且つ 伯林に 大乘佛 敎硏究 所を 創設 せんとす る 首唱 
者と して、 其 平生の 持論を 復說 した もの だ。 我々 は 勿論べ ッォ ルド 博士の 日本 怫敎 の硏究 が、 日本の 學界に 如何なる 刺戟 
を與 へた かに 就き 印度に 關係 ある 諸君が 等閑に 付すべからざる 問題た るに 充分で あると 信ずる。 然し そ ^ ょりも 明敏 こ 
して 且つ 謹 Q 獨逸 大使 Q 祝辭が 如何に 吾々 に敎 ふる 所 多き かを 一考せ ねばなる まいと 思 ふ。 隱 親善の 第一 要識 は、 實 
に 交際 國の 文化を 研究して、 之ょり 發 する 理解、 愛慕、 同情を 以て 其 基礎と なすべき は實に 深遠なる 要 意の 存す る听。 5 
して 此精刷 的の 交際は 國民 外交 Q 實を擧 ぐべき 今日、 決して 外交官の みに 屋 すべき も Q ではない。 貿易に も 事業ても 1 


が、 何れにしても 日本の 將棋は 印度が 起源で ある ことは 實に 明々 白々 のこと で、 香車 や 角行、 龍馬な どは 印度 起源を 除外 
しては 到底 說明 出來ぬ こと X なる。 

日本 音樂と 印度 文化との 關係に 就きて は甞て 高楠老 博士の 深遠 該博の 御 研究 も あった。 古代から 近古の 文藝に 於け る 印 
度 思想の 影響は 餘りに 明白で、 シ H 1 クス ピ-ャ やゲー テを 讀 むに 何故に 新舊約 書が 必要 だかと 問 ふと 同一で あらぅ。 

然るに 吾國に 於て は 斯の 如く 諸方 面に 亘り 、將棋 の 如き 遊技にまで、 印度の 影響 甚だ 重大なる に 關らず 、日本人が 印度 
を 知る ことは、 實に歐 米に 對す るょりも 疎遠で ある 傾を 見る のは 何とも 痛嘆の 至りで ある。 少し 敎育を 受けた 人は シエ ー 
クス ピ ー ャに ハムレ ツトや マクベス あり、 ゲ ー テに ファウスト ある 位は 中學 生で も 熟知して 居る。 然るに ゲ ー テが、 其フ 
ァウ ストの 大作を 完成す るに 當 り、 其 文章の 典雅 優麗 結構の 莊嚴を 嘆賞して 自己の 新作 結構の 模範と して 利用した、 印度 
の大 文豪 力 ー リダ ー サの r シャ クン タ ー ラ ー 姬 」 に 就きて は、 餘 程の 學者で ない と 其 名 すら 知らない。 カント やへ！ ゲル 
の哲學 者た る こと シヨ ッぺン ハウ h ルの 近世 思想 上 獨特の 地位を 占めつ \ ある ことは 大抵の 讀書 には 之を 耳に し 之を ロに 
する。 然し シヨ ッ ペン ハウ H ルが 宇宙 第一の 竇典 として 死後 生前の 慰藉 實に 之に 過ぐ るな しと 讃嘆 措く 能はなかった ウパ 
-1 シャッドに 就きて は、 高 楠 博士 及 其 門下の 苦心の ■譯 全集の 嚴 として 存す るに 關らず 、世間 一般は 講談 全集 ほどに も 見 
向 もせぬ。 リヒャ ー ド •ワグネルの 大樂聖 たる ことは 誰でも 知って 居る。 彼が 肖像は ベ ー トウ ベン や モオッ アルトと 共に 
上 中流 家庭の ピアノを 飾る のを 屢 認める。 然し 彼が 大作 トリスタン や パ アル シフルに 現 はれた。 印度の 思想、 寂靜、 絕對、 
同情、 大 慈の 觀念 にっきて 大乘 怫敎の 原典 や、 阿 含 諸 經の精 要を 知らん とする 敎養 ある 紳士 淑女は 實に寥 々寂々 たる 有樣 
である。 ワグネルは キヨッ ペン 氏の 怫敎 論を 愛讀 して 之から 其 深遠 雄大の 構想を 得、 其 幽玄 徴 妙の モ ー チ ー ブを與 へられ 
たことは、 其 書翰 集な どに 屢散 見す る。 印度に 關係 ある 同胞の 中、 キヨッ ペンの 佛敎論 どころ か、 所謂 南北 怫敎の 區別さ 
へ 知らぬ 人々 も失禮 かもしれ ぬが 恐らくは 尙 多少 あるので はなから ぅか。 

吾々 は 之が 爲に 日印 貿易の 關係 者、 外交 や 實務 に當る 方々 に、 諸君が 旣に バィブルの 存在を 知らる ゝ と共に、 印度の 最 
古聖典、西吹陀に就きてせめては、其槪耍の知識を有せられんことを切望する。ホーマーのィリャットやヲデッセーに就 
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も戶 外に 於ても ょく. 耳に する。 之 も 勿論 梵語の D「na 布施、 慈悲の 音譯で 仁人と か 仁者と かいふ 宗敎 的の 深義を 以て 紳 
士た るべき 人を 呼ぶ ことにな ったの だ。 之と 正 反對の 莫迦と いふ 有難から ぬ 罵 語 も あるが、 之 も 起源は 梵語の JSToha 愚 
痴 を音譯 した 佛敎學 語であった の だ。 澶那と 馬鹿との 中間に 種々 の 世相が 存在す る。 其 世相の 多くは 印度 思想の 原語 や飜 
譯語で 名付けられて 居る のを 見る。 近代 日本が 英語を 以て 生活の 各方 面が 少から ず 表出され る樣に 、過去の 日本の 生活は 
梵語 若しくは 其 飜譯で 表出され て 居った。 かくて 吾々 が 古き 永き 血液を 傳 ふると 共に 亦 古く 永く 印度 思想と 其 生活と を傳 
へつ、 あるのは 爭ふ ベから ざる 事實で ある。 

近時 大分 將棋が 流行す る。 どの 新聞に も 多くは 詰 將棋 名人 高段 者の 手 合せが 出て 居る が、 西洋の 將棋チ H ッスを 見る と 
大分 吾 將棋と 類似の 點が ある。 盤面の 九九 八十 一と 八 八 六十 四は 少しく 差異す るが、 王將 から 飛車、 角、 桂馬、 歩まで 全 
體は 同一の 組織で 各種の 駒は 大抵 同一の 機能を 有して 居る。 日本の 將棋が 少し 手に入れば 西洋 將棋は 初めて 之を 指しても 
大抵の 外人と 相當 に對 局と なし 得る。 何故かく 兩 者の 間に 類似が あるかと いふと 其 似て 居る の も 道理で、 根本は 之 も 印度 
に發 して 居る。 西曆 紀元の 五 世紀 頃、 印度の 將棋が 流れて 波斯に 人り、 之ょり アラ ビャを 經て 次で 西洋に 傳播し 中世 時代 
の 騎士 や 御 姬樣の 最高の 室內 遊技と して 歐洲 到’ る 處の城 內に極 盛を 致した ものだった。 日本のは 勿論 西域から 支那を 通じ 
て、 盤面に も 駒に も 種々 の變 遷を閱 して 大將棋 などから 現在の 形に なった ので ある。 將棋 とい ふ將の 或は 象の 字が Chess, 
Schacli など、 同 語源で あるか 將た 又其譯 字で あるかは 別問題と して、 西洋の 棋名は 波 斯 語の、 ンヤ ー トラ ー ジユ から 來た 
ことは 學 者の 定論で、 此語 こそ、 梵語の チャド ルアン ガの轉 音で ある。 チャド ルアン ガは卽 ち 四 兵の 義で ある。 象、 騎、 
車、 步 、之が 印度 軍隊の 組織 法で、 飛車 だの 香車 だのは 卽ち 希臘 にも あった 車 兵で、 總 帥と 獨立車 兵と を 代表 さした もの 
だ。 角行、 龍馬 何れも 古代 印度 軍隊 中の 最 有力なる 象 兵を 示した ものに 過ぎぬ。 騎兵の 桂馬 や、 步 兵の 歩は 言 ふまで も あ 
るまい。 吾々 は 無意識に 印度 古代の 軍隊 組織に 親しみ、 亦 其 古き 軍法に 最新の 科學 的の 頭腦を 應用 さして 居る。 晏 國のォ 
ッ クス フォ ー ドの 敎授 マクドネル ス 博士は 今から 四十 年 前、 チ H ッスの 起 元 及 其 印度 文學に 於け る 典據を 論述して、 大に 
學 界の視 聽を惹 いたが、 當時 未だ 日本の 將棋に 就きて は歐 人の 知識 充分なら ず、 其方 面は まだ 論究の 餘 地を 殘 して ある 
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• I 某 靑年會 講話 一節 槪要 ！ 

怫敎は 如何なる 國家觀 を 取りて 居る かとい ふことは 現今の 思想 混 亂の際 甚だ 切要なる ことで ある。 其 所で 數講說 した 持 
論の 一部を 今日 約說 する。 蓋し 先帝の 聖忌も 御 近い ことで あるから、 幾分 聖德讃 揚の涓 滴に も 捧げたい と 思 ふ 微意 も ある 
からで ある。 

佛敎の 國家觀 は 眞諦 門の 三 寶說と 平行して 見る ことが 出来る、 便宜上 表に して 見る と、 

眞諦門 (宗教 的)  俗諦 門 (國家 的) 

怫寶  君主 
法 寶法憲 
僧寶  人民 

怫法 僧の 三つは 實踐に 於て は 同體で あり 三の 差別は あるが 體性は 一つで ある。 性 體の非 空 非 有の 霞覺が 怫で 、其に 具足 
する 百 千 無量の 妙德か 法で I 之が 理事 和合し、 眞俗 融和して 不二の 妙 用を 發す る點が 僧で ある。 この 三寶の 同一、 同體三 
寶說が 大乘の 極意で ある。 小 乘諸經 の 中に も 勿論 同體 論が 成立す るが 徹底した 所は 大 乘の眞 如法 身 不二 般若の 談に來 ぬと 
明 了で ない。  ， 

この 眞諦 門と 平行して、 俗諦 門の 佛敎の 國家觀 は 君と 法と 人民との 同一を 敎 へて 居る。 民 本と か 君 本と かの 議論 もこの 
同一 論で なければ 徹底の 解決が 出来ぬ。 また この 三 大國家 的 要素の 三に して 卽ー 、一にして 卽三 とい ふ 眞理が 、至上の 國 
家、至尊、至强、國家でぁって、正に今日思想の混亂を融會すべき最後の論斷でもぁる。 

第一に 君主 論で あるが、 怫陀 は當時 印度に 共和 國例せ ば 維摩 居士の 居た 毘舍離 や 其 他が 存在した にも 關はら ず、 御自身 
は 四姓 打破の 自凼 主義 平等主義で あらせられた にも 關らず 君主 制を 國家 成立の 最上と せられた ことは、 夫の 佛典に 出る 轉 
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きて 其 文藝價 値を 知らる X 諸君に、 天下の 大 奇書、 印度 宗敎學 術 神話の 大 叢書た る、 十萬偈 三千 二百 萬 言の 大 史詩 マノ ー 
プハー ラタ あるを 知られん ことを 念願す る。 歐洲に 於け る 美は しき 幾多の 譚に 感興を 遣る 諸君は 先づ 雄大に して 優麗 天下 
に 比すへ きものな き、 印度 民族の 聖典と も 云 ふべき ラ！ マ 大王の 譚 、卽ラ ー マーャ ー ナの英 譯をー 讀 せられたい。 ヵーリ 
ダーサ の 戲曲や 幾多の 叙情詩 敎訓 集な ど、 豐富 なる 印度 文學の 源泉は 滾々 として 盡きぬ 資料を 有して 居る。 吾々 は 趣味と 
しても、 漢 、洋 の文學 と共に 梵文學 に 一層の 親しみと 熱愛と を 有する 樣に 、第一に 日印 關 係の 諸君に 切に 御勸め 申したい、 

交際 國 の 思想、 感情、 趣味の 理解は 從て 敬慕と なり、 愛好と なり、 同情と なる。 國際 親善 Q_ は實 £ に存 する は 言 
ふまで もない。 マッチ | 箱を 印度に 輸出す るに しても 其 意匠に 印度人の 神聖と する 火 神 アグ 一一に 關 する 點を 注意し、 其 讃 
歌の 一句に て も 書いたならば、 印度人の 趣味と 嗜好に どの位 刺戟を 與ふ るか 知れない 。洋傘に て も 下着類 にても、 其 他の 
日用 ロ tip 、 美術品に て も" 吠 陀やラ ー マ ー ャ ー ナやマ ハ ー ブ ー ハラ タブ ラ ー ナから 取り 來つた 材料に 依りて 多少 にても 意匠 
を 構へ 表徵を 考 へたら 其賣 行の 結果は 自ら 面目を 革め る もの も あらぅ。 吾々 は 甲谷陀 商品 館に 於け る 日本 商品に 今少し 多 
くの 印度 意匠と 印度 趣味との 現は れんこと を 必要と 信じ、 隨 つて 交際 國の 精神 交際は 根本的に 兩國 民を 結び付く る 連鎖の 
みならず 其發 露す る 所實際 上に 種々 の 利益を 經濟 的に も 生じ 來る ものである ことを カ說 する ものである。 

甶 來 、吾國 民は 印度の 古語に 沒 頭し、 古書を 硏究 する が 如き ことを 迂濶 極まる 閑 事業と なして 實際上 一顧の 價だ もな し 
と 一笑し 去る 傾を 有する。 而も 精神的の 交際ょり 見れば 此 等の 事業は 實に 根本的の 基礎を 供給すべき ものである。 ヮ ー レ 
ン ヘス チン ダが 印度を 經略 する に當 り、 先づ 第一に、 印度の 最古 法典 マヌ 法典の 研究を 命じた のは 流石は 英人で 、印度の 
經營 今日 あるを 致した 所以と 思 ふ。 吾々 は 最後に 明敏 卓識の 外交 家た る ゾルフ 大使の 言を 復 正して、 精神 交際、 文化の 理 
解は 眞に國 際 上の 親善と 慶福を 招致す る 根本なる ことに 深く 留意し、 印度 研究の 熱心が 同志の 間に 一層 熾 盛な らんこと を 
切望して 止まぬ。  (大正 六、 一一、 日印 協會々 報) 


光輝を 發 して 其 本義の 次第に 闇 明せられ。 特に 先帝に 於て この 大 理法の 最も 有難く 拜 せられた のは、 我 日本 丈で—。 こ 
の 1:) 明は諸君が言はずと御存知と思ふ。何處に帝國の如き君民ー家の國家があるか、君民同祖の國家があるか ' 義は君民 
情は 父子」 の 美は しき 正 法の 國 家が あるか。 光榮 ある 歷史 の實 例は 今 之を 略す る。 

已上御 話した この 大理 法を 統治者の 側から 見る と、 

ー獨尊 (王)— 尊榮歸 仰の 中心としての 王 丨有信 (智) 

王！ 歸趣 (法) 丨 文明 威力の 表現と しての 王丨 有力 ( 斷) 

(統攝 (民)— 統帥 平和の 主腦 としての 王— 有 恩 (恩) 

となつ てこれ が、 かの 之と 相反した 民主 主营—  10 、(一) 國家 的の 中心 勞尊嚴 I 德的 品位 缺乏 、(ニ) 
文化 蠢— 統一的 q 露 中心 Q—  a 一一) 統帥— 事— 力の 缺— 1對 して— 1 讓 I す 所以で 
ある。 更に 之ょり 人民の 側 t 見る と、 8 り 人民の 1 素の 具備した 點 から、 其國家 的の 籠 健全 1 道義 i 行か 見 
られ る。 

一誠 — 忠義 (對王 丫國王 恩 一 
民丨信 —— 遵法 (對 法)— 三 寶恩愛 國的 道義 

ー囘向 丨共濟 (對 民)— 衆生 恩 一 J 
玆で 一言 御斷 りして 置く のは これは 國讓の 方面で— から、 この 國家 的の 道 德が卽 孝で あるとの 斷案 ヵら 父母の ぶ 

が 特別に— I かれて 居らぬ。  (大正 七、 七、 廿 六、 1) 

社會 問題の 趨勢 及 其 中心 點 

社 會救濟 問題は 現今に 於て は 最も 必要なる 問題と して 考究せられ てゐ る。 基督の 「人は パンの みに て 生く る 能は ず」 と 
佛敎の 國家觀  四 一 


靈王 Q. も 判る、 佛敎は 確に 理想的 Q 大帝 甚 想して 囊界 では 佛陀 Q— 如く 俗界では 轉輪 王— 上と するとい ふ 
|であ つた、 大 善見屋 等に この— I へる 隨て璧 —聖 道を 說 いた 御 經が澤 山 あ—、：， 地 觀經報 1、 大 
謹 尸 犍子監 41 光明.^ 王法 正論 品、 勝 光王經 其 他數へ 切れぬ、 論 部に も 霧の 王法 正 理論が ある 输伽 などの 中ても ま 
た 王道が 說 かれて ある 卽 心地 觀經 QS、 謹 尼 健 子經 Q 有 信、 有力、 有 恩 QI ニ大德 等が それで ある。 かく 弗 它の王 管 
蠢 せられ、 君主 制— 響 Q 國家 4 られた 第 i 单等門 中に 差別 I てぬ i — Q 大 理法 るが、 今 
この 說明に 入る と 中々 面倒 だから、 第二に 行かぅ。 

第二は 法憲 だが 之を 怫敎で は 之を 王法と いふ。 卽 王者の 大法で、 王の 人格 卽法で あるの が 其 原理 だ、 正 法王、 法 行 王と 

いふ ことがあ つて、 王者の 王者た る 所以は 正 法と 離れぬ 所に—。 法 行と 一季る 點 に—。 此正 法とは 詳く いふと 澤山 

の 箇條 になる が 要約す ると 大 慈悲 (仁愛) 不 放逸 正義) の ニで ある。 卽仁義 の 外に 皇者 はない。 •佛陀 の 外 こ 法が な ハ 

と 同じ 理窟で ある、 王者の 神聖に して 犯すべからざる は此 故で ある。 霊の 憲法が 欽定 謹で、 歐洲 の樣な f 以て 作 

り、 上下の 抗爭— く 編成され た集議 1 法と 違ふ囊 はこの 佛敎 Q— 卽 1 法 であるといふ根本義が了  ると -f 
層 有難く 拜せ られ る。  = 

望は 人民で f が、 佛敎 では 衆生 Q 自業 力は 王 力で— と說 き、 衆生の 福德 裏め たのが 王者で— とい ふの が 因果 
論の 論據 で—、 故に 『王者 民 之 父 S と說 かれたり、 『王 之 養眷如 赤子』 と敎 へたり。 『王者 以民 爲國』 と 示したり して 
ある 君と 民とは 一家で ある 一族で ある。 否 同 I である。 民は 所有 德と 力と 能と つまり 文化の 全體皇 者を 以て 尊 f 表 
はして 居る、 故に 王は 民で—。 王 Q | 身は 盡 Q 民で あると— 。之に つき 大薩 S 子 ■は 八大疆 の f ど 
るが、 今は 短時間 だから 略す。 

佛降 は-^ 法 僧 S 體三寶 說と 平行して、 君主、 法律、 人民 Q 同體說 裏 へられた。 然し 印度では 阿育 王の 統台 
の 下 一 & ほん Q 僅の 間實 現した 計りで、 終に 純 熟 Q 機が なかつ た。 支那 でも 勿論 之を 見る ことが 出來 ず。 又歐州 何れの 
國 にも i る 例は _ま| 蓋しい。 獨 りこの 雄大— 底した 31 に ニ 千年の 久し— 保たれ、 いょ {益 


こ >ず して、 寧ろ 貧乏人を 無から しめる ことに ある。 古い 救濟 事業は 根本的の 策を 講ぜな かつた が 現代に 於て は 恰 
も、 霧が 原因 S 索して 豫防的 療法を 施す のが 現代 旲 勢で— と 平行し、 救濟 すべき も 01 1 しめる ょぅな 豫防 

的で あらねば ならぬ。  、 

(5)  共濟 と救與 (cooperation ^ rescuing) 古代は 救恤 主義で あつた、 卽救濟 する、 能 者が 不能者を 惠む ので あつ 

たが 今は 相互に 助け合 ふ共濟 主義の 根本から 割出した 方針を 取る。 

(6)  平民 的と 貴族的 ( d ICEic&.  Aristocratic) 昔の 慈善事業は 貴族 主_ てあつて、 救 濟 すべき 人と 救濟せ られ 
る ものとの 間に 甚だしい 懸隔が あつた。 卽ち 「乞食 非人」 とい ふょぅな 語は 明に この 思想を 示して ゐる もので—。 現今の 
救濟 事業に 携はる 者は か X る 態度を 排 して、 假令 泥棒と 雖も その 人格を 認めて 之を 救濟 すべキ .責任を 持たなくて はならぬ。 

(こ 私的と 公的 (pubrie  &.  pl-imte) 昔は 或る 一部分 の人の專 有と 考 へられて ゐた が、 救濟 問題は 國民全 體の 義務 
とならねば ならぬ。 今回の 米價 問題に 於ても 若し 國民 全體が 社會 問題の 観念を 有して ゐた なら、 は、 か" る 不祥な 事 變を未 
發こ 防いだ かも 知れぬ。 今や 社會 葉の 實 行に 就いては、 擧國 一致の 議を して その 義務 責任を 持たねば ならぬ 

(00) 國 家と 個人 (National &•  individual) 個人的で あつたの が、 國家 的と なつた、 日本の 現今に 於て 社會 改善 事 # 

慈善 囊の 多くが 外人の 恩惠に 依つ て 居る、 例せば 震 救療囊 ④如き佛 人の 多大— 力を 被つ て 居る 國際 馨の點 から. 
± 結構で あるが、 國民 精神から 見て 甚だ 遺憾の ことで ある。 救濟 事業は 國 民を 改善す る ことなる 故に 敎 育と 同じく 兵事と 
同じく 國民 的の 事業で ある。 從 つて國 民が 先づ この 事業を 率 光して 國家 的の 精神で 行はなくて は ^ らぬ のです る 

以上 簡單 乍ら 八 事項に 一日 一つて 新 舊社會 事業の 相 異點— して— したが、 其 中 一項から 璧 項まで 科學 主義から 來 。第 
四 項と 第五 項 迄は 經濟 問題に 根底を 置き。 第 六 項と 第 七 項は 人道、 囊の 立場から 論じ、 最後の 第 八 項は 政治的 見地から、-. .ュ 
として 見た もので、 是が八 項 中で實 行 上 Q 根本主義になる。 然し この 根本主義には 唯 沉漠 に國民 的國家 的と いふ 丈では 
不徹底で 何 か 現實の 中心がなくて はなら なぬ。 卽ち國 民 的國家 的で あると いふ 理論から 出發 して 其 中心を 求めて 來る 順序 
になつ たので ある。 

社會 問題の 趨勢 及 其 中心 點 四 三 
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一尊^ 今更 新しく 云 ふ 迄 もな く 人口に— して ゐ るが、 然し、 人間 鐘の みで 生きる ことは— ない。 現 戈よ 

劻て f 、 、ンス の 女き この 精神 ヴ 躍如たる ものが ある 。先頃 所謂 八月 事件で 食糧 問題て 關 する 暴 
^ 巧せ 辛 祥以|象が續出した。此秋に際して宗|は其本  “ 2 5“らぬ:；' 

I 食—  疆 であつ た。 これ— より 人情の 至 致で 救 濟囊の 根本 1 、其 弊た— も すれ 
丨 9 i 片勺 理性的の 判— 加へ て 事情 狀 態の 研究 t 來る 合理 主— 據ら ねばならぬ。  ， 

列 f ぎ 星 會 時は 原 1 f 顧みず 單に實 行 的で あたつ のが、 今は 研究 的と なつた。 

民の 研究— す ことで t。— 原因結果を 攻究して 科學 的の 立場から, 事業を 行は 

(べ) 3:7# ^?急(ぎ|含ヲ譲|)應急策であつたものが今は豫防主義となつた。卽ち米價が暴隱したと 
よぅ.^ 起れ は それ S じて 米 Q 廉賣 1 害と で I。 然し 乍ら、 馨蠢の 本質は 1 ^ t-r る こと 


る。 かくて 社 # 問題の 中心 點は 今す ベて 皇室を 仰ぎ、 又 將來も 之を 中、 七に 寧 戴して 益 國民的 國家的 施設の 徹底を 期せねば 
ならぬ。 (講演 大要)  (大正 七、 十二、 廿 五、 勞働 共濟) 

人類 最高の ニ大 理想 

吾人が 人生々 活に 於け る 覺醒の 第一歩は 自己 反省で ある。 吾人が 徹底して 自己を 反省す る 時、 其 所には 必ず 自己の 不完 
全なる を 認識す る ものである。 更に 客観の 現實に 眼を 轉じた 時には" 決して 世界は 美で もな く、 樂で もな く、 淨 きもので 
もな く、 常往 的の もので もな く、 實 に、 無常、 苦、 不淨 、無我が 世界の 實相で ある 事に 思 ひ 及ぶ であらぅ。 此の 主観なる 
自己の 不完全と、 客觀 世界の 濁惡 なりと 云 ふ覺醒 とょり 生れて 來る ものは 卽ち 厭離®  土の 思想で あり、 此の 反省の 結論と 
して 起る ものが 欣求 淨士の 信仰で ある 

此の 厭離 穢土、 欣求淨 土の 思想とは、 不完全なる 自己を 絕對覺 者に 歸命 せしめ、 不完全なる 世界ょり して 完全なる 常 寂 
光 土に 生ぜん とする 向上 發展の 要求に して、 而も 此の 理想 追求は 人類 自然の 歷史で ある。 

而も 現實の 人生は 實に 不自由で あり、 不可能の 事 多く 不可知の 境界 亦 甚だ 多い。 然るに 人間は 不完全の 中に 完全を 欲す 
る ものである。 秦の 始皇が 長生 不死の 仙藥を 求めた と 云 ふが 如き、 斯る 不可能の 事に 於ても 人間の 思想 追求の 煩惱 がー 面 
を 示した ので ある。 此の 如き 窮屈な 世界に 而も 不可能な 大 なる 自由を 要求して 居る ので ある。 

この 要求から 昔は 自然は 恐ろしい もの、 日月 星晨に は靈 妙の 神威を 藏せる ものと して 畏敬せ しも、 現今は 之を 使用し 
應 用し、 人類の 幸福に 供す ると 云 ふ 考に 立ち 到って 居る。 

然し 科學は 進んでも 人間には、 彼の スベン サ ー の 所謂 「不可知論」 の ある 如く 可 知の 境界が 廣く なれば 廣く なる 程 不可 
知の 境界 も隨 って 擴 大して 來る 。かくて 吾人には 不可知を 無限に 續 けて 行く ので ある。 卽ち 吾人には 出來 ない ものが あ 
り、知る可らざるものがあるのに、而も人間は此不可知の境を追求して -5 まぬもので、恰度向ふに山が見ぇる。又登れば 
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拜な— 5。 吾人に 此の 光明の 觀念 がな くば、 寒_の觀念は 起らぬ もので—。 火の 發 見は 人間が 他の 動物に 勝 
る X 一大 原因で ある。 動物は 決して 火を 使用す る ことを 知らぬ。 希臘の 神託の 中には、 プロ ミト イスが 天下の 聖智の 神火 
を 盜んで 人間に 來 たとい ふ 神話が ある。 人間が 神たり 得る とするならば、 神の 如き 火を 持つ と 云 ふこと である。 

光明と 云 ふ ものは、 世界の 一の 理想で ある。 宗敎に しても 光明な き宗敎 には 理想がない。 永遠の 生命。 無限の 光明。 此 

れ 吾人の 最高の 理想で ある。  j 

印度 エジプト、 ギリシャ、 ロ ー マ 何れの 國 の宗敎 にも 悉く 光明の 觀念が ある。 基督の 聖書を 見ても 神は 世界 創造の 時、 
「光 あらしめ ょ」 と 云へ りと 書かれて ある" されば 人間の 理想には 少く とも 光明の 觀念が ある。 

又 現代 哲學の 中心は 生命の 思想で ある。 ベルグ ソン も、 オイケン も 共に 生命 論者で ある。 光明の 觀念 には 平和 論の 思想 
が 含まれて 居る。 

此の 如くして 世界の 現實を 眺めても、 平和と 云 ひ、 正義と 稱し 、人道と 稱へ 、自由を 叫ぶ もの \竟 畢生 命と 光明に 對す 
る 理想であって、 若し 此れな くん ば眞の 平和で なく、 徹底せ る 正義 人道で ない。 

更に 哲學 的に 考察す る 時、 人間の 思想 観念の 中で、 何が 最高に して 而も 普遍的で、 且っ 眞理 なりと 云 ふかに 街し、 カン 
トは 、之れ を直觀 、悟性、 理性の 三を 以て 答へ て 居る。 卽ち 人間の 思想 上 及 認識 上の 問題に 就て 最高の 觀念は 直觀で ある。 
此れ 人間の 已に 有する 先天的 超越 性で 國を思 ふ も、 美を 感ずる も、 神殿に 神の 存在を 意識す る も 悉く 直觀の 力で ある。 此 
の 直觀は 時間と 空間の 兩 方面が その 最高の 形式で ある。 花は 場所が あつて 春と 云 ふ 時間が あって 暌 くこと が 認められる、 
何者を 考へ るに も 此の 二者を 離る、 ことは 出来ぬ。 而 して 此の 時間は カントから 云 ふと 心で ある。 空間は 外面 的に 宇宙を 
あらは す 物で ある。 時間の 內容は 生命で あり、 空間の 杓 容は 光明で ある。 宗教 上 かと 云 ふと 神で ある。 

カントの 所謂 純 粹哲學 の 形式に 一層 深く 內 容を與 ふれば 時間には 靈 魂の 不滅が 生れ (主 觀) 、空間ょりは 光明 卽ち 神が 生 
れ るので ある (客観)。 

此の 如く 何れの 宗敎に 見る も哲 學の內 容を考 ふる も 此の 二者の 理想 あるは 明かで あるが、 更に 此の 點に 於て 何れの 宗敎 

T 
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_ H 四 六 

又^ ふに 山が—、 吾人— 求す る 如く。 前に 美しい 花 1 所に 行けば If へづ？ 

M_u o» f f 如く、 到れ 共 到れ 共道|、 I ハく 限りな ^ 

u-、-_ 力 法 S ヤノノ十年の丁ノ努カにょつて、時代人心の歸趣となり、諸宗超過の法門として永へに世の光明となり寻 
vfi のは、 上人の 偉大— 人格に ょ i———、 實に淨 土 敎に人 SI 上、 生活 上、 永— 理 f 副 ふ U 
f からで—。 若し 淨土敎 に 此の 生命が なかつ た— ば、 已 S3 窗 滅亡し i らねば I ぬ譯 i で—。 
全 r JR 敎の 歷史を 見る と、 人類の 理想と して 現 はれた る ものは ニつ ぁる。  、 i 

命— る。 枭 人類は 生命の 保存に 大！ 努力— して f。 I 人間 本来の 性質と して、 先天的に— 
ir Kar 一 t て f 。 獨又 間の みに 止らず、 凡そ f る 物と して、 覆 等 f 如き小||心にも、必ずボ 
生の 1 は存 して 居る 之れ 畢竟、 生物には、 自己保存、 及 種族の 連 續に對 する 切— 要求の 孝る 所以で—。 

こ 4—上靈 魂の 不滅の 思想 倉つ て 現 はれた。 實に 此れは 人間の 最大限の 戀 で—。 如何に 野需 人間に も、 _ 
1 一 f に 見る も 此の 思想は 最も 力— もので—。 吾人が 物質 論者で も、 靈 妙の 意識が 炭の 如く 燃 ゆる もので ぁ 0> た 
Paul の 精神が 死の 儘黑定 亡び 行く もので ぁつたなら、 世界は 如何に 寂寞な もので— ぅか。 つまり 吾人 
の r は、— ftQ で—。 古き 宗敎を 見ても、 議 の 不滅は 人間の 要求で— と 云 ふて ょらし い。 

て 居る H シフト •アッ シリ ヤ 等の 彫刻—、 又は 纖國  も 
時の 古今を 問は ず、 洋の東西4へ|、 野 震に も、 文明 國 にも. 變り| 人類 最上の 戀 ドて 以^び. の r, 
2 ごに 外面 的に 人類の 理想を 見る ときは、 卽ち ^° 明 ^:0 きヤか4おでぁる。 

宗教の 震を 見— き： キリシ ヤ でも 印度で も エジプトで も、、' ハビロ ニヤで も、 何れの 國 にも 太陽の 崇拜卽 ち 光明の 崇 


力を 認 むる ものである。 而も 宗敎 多し と雖 も、 眞に 徹底的に 此の 要求に 應ずる ものは ただ、 法然 上人の 淨土敎 の^^ ある 
のみで—。  (大正 八、 ニ、 增上寺 日曜 講演 集、 同 三月 號宗 敎界) 

宗祖 中興 ニ祖の 敎義の 異同と 現代の 淨土宗 

(一) 宗祖の 降誕を 記念 讃 嘆す る爲 に宗大 今日の 祝祭が ある、 時偶 冏 公の 五 百年 遠 忌に 逢 ひたる を 以て、 兩祖廣 大の恩 
德を 併せ 讃 ぜん も 無益では あるまい。 宗大は 其 目的と して 日に日に 宗祖を 現代に 現し 奉らん とする の 努力と 共に、 宗乘に 
餘乘に 百钟に 同祖の 大力 用を 再現 せんと 奮勵 しつ \ あると 思 ふ。 否、 かくなくて はならぬ と 思 ふ。 玆に 於て か 雨祖を 併せ 
讃 する、 益々 無意義では ない ことになる。 

(ニ)宗祖と間祖とは歷史的の事情が著く異なる。宗祖の立敎開宗は、其勢ひ恰も無人の境を橫行する觀ありで 諸宗 
の 高僧 悉く 歸 伏し、 天台 も 眞言 も 實際上 雌伏した のは 御傳を 見る と 判る、 冏祖の 時代は 安心立命の 方面では 臨濟禪 の 極 盛 
時で、 宮庭を 初め 奉り、 上 中流の 繕 紳 武人 皆は 禪 であつ た。 夢想 國師 などの 權勢が 飛ぶ 鳥を 落す 樣で あつたのは 申す まで 
もない。而も彼等の淨士宗に對する態度は如何であったか夢想國師は淨土宗は小乘だと茶店問答 0 大膽に放言して禪ら 
ず、 虎關は 元亨譯 書に 淨土宗 を 寓宗と 貶した ので も 判る、 之と 共に 現世の 祈禱 としては 眞言の 大勢 力は この 時代に 名流の 
輩出し 大著の 出た ので 知れる、 而も 文 觀の立 川 流の 邪義 まで も 宮庭に 出來 る程错 を 極めた もの だ。 

(三) 此 時に 當 りて 一面 無 相 空 寂の 禪と 他面 六大 無碍の 密宗を 兩側に 置きて、 宗 勢を 張り 外 侮を 禦い だのが 同 師 であ 
る。 冏師 の敎_ はこの ニ 面から 見て 來 ぬと 徹底し ない。 性 相兩頓 、事理 縱橫 、卽相 不退、 見 生 無 生、 實 義無說 、無 輩 品、 
無 聲菩、 卽成怫 等の 思 ひ 切った 敎義は 此ニ宗 統攝の 上に 顯はれ た、 格外の 宗風 である。 吾々 は 淨土敎 に 於け る 空理の 自在 
な發 揮を 以て 確に 禪に對 杭し 得て、 寧ろ 之に 超越した 巧妙な 判釋を 頌義に 窺 ひ 得る と共に また 四 曼三密 六 大常瑜 伽の 精髓 
を 相頓 の大膽 な鐵 案に 仰ぎて、 驚く 計り 眞言を 壓铜 して 立つ のを 嘆せ ずには 居られない。 
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よりも カ强く 此の 觀念 內容鲁 す暴敎 淳土敎 である。 卽ち淨 土敎は 生命 9 議た i と爵 して 壽命 無量 S 念を 與 
へ、光明に對しては光明無量の觀念を與ふる。卽ち吾人が信ずる阿彌陀佛-は光壽無量の體現である。卽ち三匪(時間的壽 
命 無量) 十 方 (空間 的 光明 無量) に 遍滿 する が 阿 彌陀怫 の 本體で 、此れ 最も 吾人の 理想を 充たす ものである。 

昔から阿彌陀佛の名號を萬德所歸と云ふ。これ名號の六字に所有德とカとが含蓄さる \ 所以で、換言せば所有理想の包 
含で あり、 惣 ての 希望の 歸趣 である。 まして 人類の ニ大 理想た る 此の ニの 觀念が 無量 壽 、無量 光の ニ義を 表示す る 阿彌它 
の 三 字に 攝在 する は 最も 明白なる ものである。 

而 して 此の 壽命 光明と 云 ふことは 主觀 から 入って 來た觀 念と、 客觀 から 主觀 に來た 觀 念との ニが ある。 此れが 一層 明に 
せられた のが 因果 關係 である。 卽ち佛 から 云 ふ 本願、！ fji； 人から 云 ふ 信 行、 吾人から 進む 願 往生 心、 怫の垂 る \ 攝取 、悉く 
此れ 因果 關係 であり、 此の 二っを 結合 さする のが 南無 阿 彌陀佛 の 六 字 名號で ある。 吾人が 此光壽 無量を 圓具 せる 名號を _ 
ふることは、 絕圈 無限に 對す る戀で あり。 小我 大 我と 一致す る 一大 力で ある。 

五 劫 田 権の 震は 過 古以來 人類の 理想を 滿足 させ、 未來 永劫の 衆生の 希望を 完全せ しむる 根本 力で ある。 吾人が 過去 久 
遠の 時代より 血と 涙— 以て 追求せ しニ大 理想が 此養 現し 得る のは 卽ち佛 の 大悲 本懷 より 發 せし 萬 德所歸 の 念 弗を 稱へ 
る ことで も 而も 之れ が 正道の 善根で あるから である。 

更に 印度 宗教の 實體に 見る も 三の 要點 たる 實 在、 思考、 歡 喜の 中に 於て、 實在は 光明で あり、 思考は 壽命 であり、 更に 
此の 二っの 憧憬す る處 に歡 喜と なる ので ある。 

實 に法然 上人の 淨土敎 は 人類 理想の 根底を なして 居る。 此の ニ 大證の 結合が 名號 であると 知り 得る 處に佛 陀大悲 の 有 
蔞味ヵ评かる厂此の信仰ヵ淨土敎であり法然上人の生命であったと同時に、吾人の希望、吾人の理想、吾人の願望こ副 
ふ 宗敎は 眞に 淨土敎 なりと 斷 言し 得る ものである。 

哲學 者は 此れを 形式と し、 政讀篇 義 として 見る けれ 共、 宗教は 此れを 震に 求め、 其 所 S 佛の覺 十 方の 大智 
惠 光明を 眺め 繁共盡 £ 塞大 慈悲の 流れより 與へ 給ふ壽 命の 悠久を 慕 ひ此 所に 人類 最高の ニ大 證を實 現す る 偉大な 


^1 比站こ就きては第ーに信の方面で單直大信を主張することで、十八通の中に此中心思想に十分見へるが、大小の十宗を 
解 信 因果の 四 句 分別に した 所な どは 一枚 起請文と 一 轍で ある 唯 前に も 言 ふ 通り 直觀 的と 理智 主義との 相違が 茲にも 見られ 

る 丈 だ。 今一 應の圖 を 作る。 

f 俱舍 

解ノ解 C 因 ノ因ニ g 實' 

解ノ信 (因 ノ果) SS II 因 分不— 

{天 合 

信ノ  5果ノ因)ー_|1 

(眞言 

信ノ信 (果 ノ果) 淨 土… 果分 不可 說 

再び 言 ふと 權大乘 は 第一 句に 分 通し、 實大乘 中華 天 兩宗は 第二 句に 分 通す るの だが それは 煩雜に なる から 略して® く" 第 
ニには 行の 方面では 厭く まで も 散 心 念怫を 正宗と せられた こと だ。 十八 通の 下 卷觀念 法 門の 彼怫心 光常 照此 人を 釋 して、 
觀 念の 念怫に は 怫の來 現は 影 現に 過ぎぬ 本願の 散 心 念怫は 念々 怫心に 住 在す ると 喝破した なぞは 實に 痛快で ある。 第三は 
善導 ー師を 指南と する 事で これは 往生 要 集 大事の 下に 明言して ある。 

(八)  已 上空 冏兩祖 の 一致した 點を 更に 考 へて 見る と (一) 大 悲本懷 (ニ) 撰擇 本願 (三) 萬 機 普 益の 三點に 歸 して 仕舞 ふ、 
之が 空冏 兩祖を 通じた 吾が 淨土宗 の 根本 思想であって 現代 思想の 要求に 對 する 指導と して 左の通りで ある。 

大 悲本懷 —— 人道主義 
選擇 本願 ！ 正義 思想 

萬 機 普 益 1. 民本主義  ‘ 

(九)  玆で 同祖 時代と 現代と を考 ると 二つの 點が ある、 第一は 冏祖 時代は 一部の 智識 階級 卽ち禪 密 の哲學 に對 して 健鬪 


宗祖 中興 ニ 祖の敎 義の異 InJ と 現代の 淨土宗 


五一 


講說 論策 


五 〇 


(四)  然し この 巧妙な 且つ 大膽な 判 釋—綽 導 空辨然 の 六師 、別して 宗祖の 敎義 とは 大分 懸隔の ある ものに も 見へ る。 
證淨土 難行 顏行易 行の 判敎が 機根 中心 Q 實行主 義 であつ たに 比して、 聞慧 Q ニ藏は 敎理的 組織的で ある。 宗祖 ブラ 
クチ ヵルの 所が ト 'クマ チヵ ルに 變 つて 來 た。 其 他 順次 往生の おとなしき 主張が 動 もす ると 不斷糧 得捏樂 なんて 此 土入聖 
の 卽身 成佛 •主 f 一 紙を 隔 つる 際ど ひ 所まで 進んだ。 又 指 方 立 相は蠢 品說 ゃ_敎 門の 禪的霞 

た樣 にもな つた。 

(五)  この 理論 上の 奔放な 統攝 主義は 信仰 囊が スマラ ステ ック に墮 したと 酷評が 出る 間隙が ある、 而 して 又 霞敎祀 
上に 同祖 QH 夫した ■た Q、 其 他 法服 法式の 末 墨る まで、 矢張り 當時 SS 讓 から 精を 採り、 粹を拔 きて、 
囊の 統制を 固く し蓮宗 一門の 團結を 鐵 の 如くに して、 宗門 S 面を 嚴重 にした が、 之は 宗祖 時代の 筒 易な 無形 式な 念 弗 
中心の 敎 に比べる と 大分 q フ才 U になつ たと 考 へられる。 この. 宗義 上の ドグマ テズ厶 若く はス コラス チ シズ ムこ if 
して 大玄 僧正 Q 探 玄抄が 出た。 而 して 宗制上 の7才 U の 弊に 憤慨して 起つ たのが 卽夫 賃極上人の曼廢立抄⑴復 

(广) 探玄抄 は 明に 大師と g 師 との 間の 相違を 認めて この 撞着を 融會 せんと 試みた。 それは 夫の 隨自 顯宗 『と隨 他扶宗 
門の 妙 判で ある。 馨は經 論 正義、 怫祖 養の 正兵で あるが、 他は 巧 謹 法、 建立 宗旨、 對辨 他宗の 奇兵で ある。 i 卽— 
法扶宗 、宗門 興隆に 止む を 得— 活 手段 S ぎぬ、 此點 から 見—、 間祖と 宗祖 及び 導綽諸 fs 51 裏の 別に 過 L 
ぬ こと、—。 更に 今 私見 15 ふと 第一— 祖 時代— 仰 主義が _主義 と—、 宗教から 哲學 にー轉 して 來 たので 
佛陀 と龍樹 との 印度 佛敎史 の 前例 も 推される。 第二には 素 多 覽別蠢 の 蠢 時代の 直蟹義 、全 體產が 阿 墨 磨 依 法 ■自 
の系 ^ 論に轉じたのだ更に第三に宗祖時代の單直の實行が、兹に理論の說明を要する時代になつたまでだ。これは大體 
は探玄 抄の會 通を 各方 面から 見た に 過ぎぬ が 唯 探玄抄 では 動もすれば 童 ハの 掌 段、 靈疆 の活作 略で ある こと、 見ら 
れるが 今は 歷史的 Q 發展 P、 必然的に 存在す る 連絡で あると 見て 來 たいの が、 ー步踏 込む だ 所で ある。 

(七) 但し 同祖 Q 敎義が 宗祖と 一致 符合して ど q 點から 見ても 異流 でない 點が 、中心思想 として 必らず 存在せ ねばなら 


この 三大 性質に 就きて 怫敎 家の 勞働 問題に 對 する 態度と しては、 第一に 理論 上、 如何なる 位置に あるか、 佛敎的 批判は 
如何なる ものである か、 第二には 實際 上、 如何に 勞働 問題を 處 置すべき か、 怫敎 家は 果して 實際 上、 勞働 問題解決の 力 あ 
り や 否や、 第一の 難關 に對 しては 勞働 問題の 中心 點を 述べ、 第二の 疑問に 應 じて、 勞働 神聖の 眞 意義を 略述す る。 

本 論 

佛敎 の勞働 問題に 對する 理論的 基礎を 示め し 之を 勞働 問題の 中心と なすに っき、 先決問題と して 現在に 於け る 宗教 對勞 
働問題の大勢をー瞥して之を批判し云る必要がある。今、撒略之を辨じて佛敎的の論理基礎を示さむ。 

(1) 現今の 宗教 對勞働 問題 

槪論 すると、 現今の 勞働 問題を 論ずる 者は、 宗敎を 度 外し 或は 宗教を 敵視して ゐ るので あるが、 大體 理論から 云へ ば、 
宗敎 と勞働 問題とは 撞着す る ものでは ない。 今、 勞働 問題を 人類の 歷史 から 見れば、 文化の 重要なる 一部分で ある 文藝、 
政治 等と 同一であって、 この 文化の 一要素で ある 已 上、 決して 宗敎を 度 外し 又は 敵視すべき もので ない。 哲學は 人類 文化 
理論の 基礎で あり、 宗教は 人類 文化 全體の 活動の 基礎 及 理想で ある。 勞働 問題 も 政治 も、 その 活動の 一部分と して あらは 
れ 、理想 實 現の 段階に 過ぎぬ。 若し ー步 を讓 って 勞働 問題が 第一で 文化と か 政治と かが、 第二で あると しても 原則として 
宗敎 と勞働 問題と 撞着す る 理由は ない。 如是き は 基督教の 如き 人類と 神との 間に 差別を 認 むる 宗敎に て も 或る 程度までは 
云ひ得る。况んや怫敎の如き平等の上に立てる宗敎に於ては當然である。然るに事實上、現今勞働問題を論尹るものは" 
宗教と 相反す るか 如き 傾向を 有する は 何ぞ 。思 ふに 是れ歷 史的の 順序で ある。 卽ち 一面から 見れば 現今迪 りっっ ある 勞働 
問題の經1は第ー期の奴隸時代を僅かに過ぎた第ニ期である。卽ち卽今迪りっっある勞働問題の中心は物質にあり、勞働 
者の 生活 改善に あり、 悲慘 なる 階級に 對 する 奮闘の 時機で ある。 勞働 者を して 恒產た らしむ る 時期で ある 故に 物質に 偏す 
る 自然で あるが、 これは 第三 期と しての 精神 時代の 來 るを 豫期 せねば 說明は 出來 ぬ。 又 性質と して 此丈で 終り 得る もので 
い。 現今の 勞働 問題を 見る と 多くは 階級 戰爭で ある。 現 時の 社會 及經濟 組織は 階級 的區 別に 立っ ものなる ことは なほ 依然 
なと して 昔時の 如く、 其 階級 間の 利害の 衝突に 依りて、 不斷の 鬪爭が 行 はれて ゐる 。然し 人類の 歷 史を考 ふるに 物質 萬 能 

備敎ょリ見たる勞働問題  五一 一一 


講說 


策 


五 ニ 


された 今は 一般の 多數卽 ち マジ ョリ テ ーに對 して 健鬪 すべき 時代と なつた。 第二には 宗門の 實勢 から 見る と 同祖 時代に 
は_严對 ^ ;示の矢日識缺乏から ^ 學的系統的の活作略が起つた。今は宗門對社會の事業缺乏の實際から經濟的事業的の方面 
に宗 風を 起さ V るを 得な くな つた。 空祖の 時代は 宗祖 全人格 中心の 信仰 時代で ぁりと すれば 冏師の 時代は 當に 教義 系統 中 
vQ 哲學 時代で 今日は 多 數救濟 霧 的參 る社會 事業 Q 時代 S つて 來 た？ とが、 愛 的 ベから ざる 事實 でぁる。 

(十) 吾々 は兹 に 於て 現代 Q 念佛 化を 中心 塵と した、 社會 的宗敎 としての 淨土宗 が、 現 時の 要求 f とを 切言す 
る 三十 卷の效 K で怫. 敎全體 の敎系 上に 雄偉な 統攝 主義を 發 揮した 淨土宗 は、 今日 大悲 本懷 、選 擇 本願、 萬鑾日 益の 中 
、も 思 先を 以て 現代 想 想の 歸 趣と 現代 生活の 目的を 的確に 指導すべき 時が 來 た。 こ Q 徹底せ る 指導と 熱烈な 献身的の 努力 
が 卽ち 大師と 禪師 に對 する 至上の 報恩で ある。  (大 H 八、 五、 铎ヒ え 報) - 


ょり見れる勞働問題(上)  (撮要) 


序論  . 

現今に 於け る篇 問題は、 重且大 で—、 刻下 Q 政治 も經濟 も、 勞働 問題を 中心として 動いて ゐ る。 現に 英米 怫 の諸國 

に 於ても、 この 問題を 度 外して は、 政治 も 經濟も 出來た もので ない。 この 勞働 問題は 戰前に 於て、 其勢燎 原の 火の 如くで 

あつたが、 戰後 i に 急に 其聲が 高くな つた。 戰 後の 勞働問 ifc には 三つの 傾向が—。 一には 疑 ふべ からざる 世界的 傾向 

を以 つて ゐること で、 意大戰 i 逸に 對 して t れ たもので あつたが、 勞欝 題は 世 f 相手に しての 大_ で—。 

ニには 勞働階 級の 優越と 云 ふこと である。 勞働階 級が 總 ての 階級を 自己の 手中に 入れん とする 傾向で ある。 三には 頗る 恐 

るへ き 政治的 色彩秦 びて ゐる ことで ある。 是等は 固ょり 國に ょりて 多少 濃淡の 別は あるが、 この 三 傾向 f ことは 同一 

で—。 今、 是等の 事件に® する 批判 及 震 的の 考察は、 ここには 略して 唯 宗教家 特に佛 敎は 如何なる 態 
と 云 ふ 事に 就て 述べ やぅ。  、 


な 反感を 3 て 居る。 日本 にても 或る 者が 本願 寺を 燒く とか 大阪 あたりの 寺を 燒く とか 云 ふ 事を 再に する 通矣 に囊に 
反感が あ^  — ぇ—  — 實 で—。 (これは  一— 逸 系 §1— 思想と、 一部 陰險 11 徒の 1 的 罵詈から 來 

一れ 來勞動 問題を 論ずる 者は 新しい 事を 考 へて 蓮を 熱心して 居る のに、 宗教は 舊 組織を 維持 せんとの み 力めて 居る ゝ 、こ 
の點から |1| る兩者の折合髮す管は當然である。然れ共勞雷題の解決はマルクスの說|らなけれは|1いとヵ。 
培4でな けねば 解決が 付かない と 云 ふ 必然の 理 街は 少しもない。 羅馬 法皇 レオ 十三 世は 天麦敎 勞雷盟 f つて 居る 
qrr T5 . ク S 震— 政策を— し 如く、 レ才 十三 世— 敎的 社會 11 して 居る。 この— は少 くと も 法皇が 位に 
あ—— S つたことは § ない。 又 ラィン 驛の— 敎の勞 働— 養人蠢 まつて 氣— 示し？ と— f 又ナ 
ゥマンは 基 雲 社會義 を 唱導して 居る。 ナゥマンは 政治 上には 餘り 勢力は なかつ たが羃 上には 大 なる 勢ブ参 つて 居 
つた i 現 S 逸 Q 中盡翌 派に 基 雲 社 堇警 霧して 錄の民 塞と 謙して 疆皇も 角累 卯の 際に 維持して 

居る。 米國 Q 社會 主義 S 健なる ものは 少く とも 基督教を 度外視して 居らぬ かくの 如く 歷史 的の 事實 に徵 する も マルクス 
已 外に 幾多の 解決法が—。 濃に 於ても 又 此の 解決法が 嚴 として 存 する。 今次に 之を 述べて 見ょぅ。 

(下) 

(2) 佛 敎敎理 上の 基礎 

已 上は 蠢全體 として 勞簡 題に 對 して 解決 美く もので ない とい ふこ—、 理論 霞の 方面から、 極めて 大略の こと 
ではあ ^1 が、明にした。次に怫敎敎理上の義論に入る。實に故に來らなければ、囊馨需題の的確の解決は出ぬ來 
ぬで ある。 

弗 敎敎理 上の 勞働 問題解決 蕋礎は 大略 二方 面から 觀察が 出来る。  . „ 

-*1 、 人文 觀察 マルクスの 考 への 如く 人類 S 史 は、 經濟的 發展の 結果との み 考へ得 可き もの か、 卽ち 人文の 歷史ガ 唯 

物的 史觀 Qf を 以て 滿 足すべき も のか。 是が 根本の 問題で— が、 極めて 常 _ 的に 云 ふても 人類の 歷史は 理想の 追求に あ 


-佛敎 よ 9 見た る勞働 問題 


五 五 


講說 
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五 四 


Is t. を 4 て 系れ る ものでは な s 人々 相 食む 農 的_帶 で 終る もので ない。 最後に 來る i 精^. 時代で あ。 週 ロ L 

Ills 

け H 年靑^ 'に“ ると 多— 覺 が出來 る、 自覺 が出來 ると ある 場合には 自己の 關係 者に 反抗す る 事が ある、 

レ 5 tf 題の U 2 現今 歐洲に 於て は 多少 異る も大 體に 於て 物質に 走っ て 居る。 而 して その 思想 叶 S 
B I、 クス ff で— と f 種.々 の 系統 や 流派は— が 何れも これに 直接 間 挺の 影響 ある ことは 言 ふ 迄 もない。 彼 

fiL J 2 ぱ る もの も t 外國に 於ても マルクスの 說—究 批評す— が 澤山出 來て來 た。 今 マルクス 教義の 装 
M iri Hf  るに 第一には 人類の 進化 發展は 富の分配に 依り、 生産 及び 生產 物の 交易が 人類の 歷史 でありと す 
っ もので、 第二は ダ ふ ヰンの 進化論に 依り 人類の 震は 生存 競爭に 依る とする— である。 從 
本 '!. こは ^£ ^^パ^^ので!?つて、§敗北者は漸次滅亡に陷るの外|い。夫の階級爭鬪說は卽これである。資 
, 丨 f ぞネ本 原 £~ある ヵ囊 的歷 史的に 考察す る 時は/ JQ ニ蠢を 出で ない。 醫 過激派 的 ボル シゥズ ムのー 
li rlK, の fl から 出て 居る。 獨 逸では マルクス 以後 之— 述 する 社會 民、— 「I つて マルクスを 開 f し 尊んで 居る、 
の 社會 S 人々 は 無神論で—。 それ故に 宗教には 大 |反對 を 以て ゐる。 又 その 反對の 一面の 理 S 勺 
I ; 忐ら來 た Q て f 響が 多く 貴 警豪 の 手 y I こと、 之— 護す る 震で あ^こ M X6 
舊敎 の 僧侶は 多く 富んで 居— とな ど ある。 從 つて 是 等に 對 して 反感を 持つ 然 基 

た ^に對 して 社 If 々は— は 各自の 信念の 上に 存 する もので 卽— 事で 國家 として  一 2 公 の” 
i 一 不 くて は— ない— 張して 居る。 然し この 裏 主義は 今 i 國や獨 吾 滅忘爲 に— 轉 覆して 破 壤 された が 
3 逼る 中— 敎— 一大 特權 一大 保障で あつた。 かく、 現今 勞簡 f 論— 者の 中— 逸 系の 者は 少 くと— 
敎に反 f 倉米國 —ISIf れて f 寧ろ 囊 的の もの—— 眾の f は囊| して 


fi 勺 共存の 爲に 今日に 至った 所以を 根底から 覆が へさん とする ので ある。 卽ち 共存 精神、 特能發 揮が 今日の 問題解決 中の 
要點で なくて はならない。 佛’敎 の 此方 面に 下した 鐵案は 前の 上 求 菩提に 對 し、 下 化 衆生の 一語で 盡 きる。 1 衆生 無邊誓 
願 度の 廣大な 精神で 盡 きる。 

更こ 少しく 之れ を 進めて 論して 見る 第一の 上 求 菩提は 理想の 追求と 實現 とで ある、 而して 理想に 無限の 光明と 永遠の 生 
命との ニが ある 無限の 光明は 人類の 知慧 とか 精神 能力を さし、 永遠の 生命は 人間の 安全なる 幸福の 狀 態を 云 ふ。 從 って 眞 
の勞働 問題の 解決は この 理想に 依って 始めて 爲 される。 普通に 怫敎 にて は 光明は 慧 生命は 定で ある、 淨土敎 も 六 字の 名號 
の 信 一 了は 要するに 此ニ大 理想の 實現 にある。 第二の 下 化 衆生とは 人類、 相互の 調和 生活 國 際の 平和 聯合で ある。 勞働 問題の 
解決 i その 社會 的、 國家 的、 國際 的の 意義は かくして 初めて 完全な 解決が 出来る の だ。 

(3) 怫敎 的勞働 解決の 要項 

已 上の 對唯物 史觀及 對 階級 戰論 は大乘 怫敎の 根本 美た る 上 求 下 化の ニ大 精神から 批判的 對外 破邪の 方面で あるが、 之に 
次ぎて 必然に 建設的 對內顯 1E の 實修方 固を 說 明して 来ねば ならぬ。  、 

更に 是等諸 問題の 解決に 就いて 怫敎 には 一に 包容 精神 無我 精神が ある。 而 して 自己 存在 以外に 大なる 者を 認 さむる 時に 
大公 無 執と なる。 基督 敎に ては 此考は 出て 來ない 。ニには 報恩 觀念 である。 基督 敎の學 者は 報恩 觀念は 古い 考へ であると 
言った が 古いので なくて 知らないので ある。 報恩 観念は 經濟 的に 云へ ば 共 濟の義 である。 國家 若く は 社會 的に 云 ふと 共存 
の義で ある。 共存 共濟 主義の 深き 意味が 報恩で ある。 現今 日米 間 日 支 間に 於け る 問題 も 相互に 於け る 報 思の 觀 念の 足らな 
い爲で ある。 世界に 此 報恩の 觀念 あれば 平和が 維持され る。 今日 資本家は 勞働 者に 恩を 感じ 勞働者 も 資本家に 恩を 感ぜな 
ければ ならぬ。 共に 大乘 精神の 共 濟主_ が 必要で ある。 この 報恩の 精神に 依って 人類は 麗は しき 深き 生活が 送れる。 三に 
は 怫 敎の隨 喜で ある。 ユダ ャ敎に 於て は H ホバ 以外の ものは 背けと あるが 怫敎 では 何宗敎 にても 人類は 光明を 與 へる もの 
には 隨喜 する、 獨帝 ヵィゼルが 靑 島を 取る 時 「基督 敎に あらざる 東洋 文明は 打破せ ょ」 と 云って 居る。 然し ヵィゼルの み 
を 責める には 及ばない、 日本の 宣教師 中に も か、 る考の 者が ある。 自他の 善根を 隨喜 する 所に 無限の 生命が ある。 四には 
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- • 1 .メ 

る こと— 實 1 る ^ 想— 争— 文？ 1— ある 是美敎 II へば 人類の 雪は 上 求 菩提であ？^ 

無 把なる 貧所£ む ■である エク K Q 資本論を 聖書 Q 如く考 へる 人 y も 向上 震の 精神 

向 ひ IQ 光明 If  I、 經濟學 的に 見て i 類は 品物 i るが 人類 11 い、 又 人間— 動 P 物の^ 
す f Q1 決してない、 國 i 盟 の條項中 『勞働箸党|ず』皇義4|?は1の^||閲 

ロ ；る ことは 出身な s 要するに 人類の 文化の 上に 高遠なる 理想を 認め、 疆人警 由の 雄大の 發展を 前途に 望む のは 如 
和に しても ぎがな唯物觀では不可能である。又この唯物觀の上には正義や人道や自由の霞した甚礎がない。い 

ds 墨な 調和がない。 I 卽 精神 文化。 靈的 文明を 理想主義 吾々 が 要する 次期を 必然の 未來 として 觀 ^/ つた 時 
に 其 所に、 佛敎の 上 求 菩提の 大 精神が 昭 々として 日 星の 如く 輝が やいて 來 る。  I ' 

二人 疆 {祭 人間の 覽を ダふヰ ン—ふ 所の 生存 競爭 、卽ち 生存 競— ち 生存の 爲 にす る馨の 一つの 8 のみ 
と t れ得 、へき 晚年 には 幾分 1 が變 つて 居る が) 雲 問題に 此 生物 學 的_を 取つ た、 マルクス 
1-0 1 戰 管 何處專 推し 立て 行く が i であるか、 蓋し 人類の 震を 馨 そのものと 見る 人は 鬪爭 の 後に 來る平 和を 豫 
ミす る もので， a る m 戦爭 そのものは 目：^ でな くして 方便で ある。 歐 人と 東洋人とは 性格に 於て 多少 異なる。 平和 籠を 願 
ふ 1/± 人間の本性で|。ゲ1テが晚年ィルメナゥの幽林に於て「林にも巖にも平和あれ我に本和あれ總ての人に“平^ 
fj と 叫ん S り、 平和 i ての 人 q 希 ふ 所で—。 然るに 此大 具を 忘れて、 調和 そのもの 平和 そのものが 、一切り 
問題の 根本 と 1外 視 しその 手段 方面で— 戰鬪 のみを 高潮す るの— 時 マルクス 派— 働 論で I。 大 體大處 
1ヵら見ると、平和とか調和とか云ふものは征服でなくて共存でなくては|ぬ。或る階級或る特權をのみ偏重し^;、 ->/ 
ヵ^に他慕牲|忘根本精神1以で|。露國の過激派が此靈邊執の行方で|。レ1ーンが『昔は專 
1 主が 震暮 めた が 今 i 兵が 之に 代つ— で だ』 盛 語して、 傍 露 人— は それで ある。 今の 11 の f は 
—II 疆で I。 專 制—— 力— 用す る。 他 階級を 1 に I 迫害 I。 人類の 文化# 業 的 # { 色の 發揀 U 協 


る c IQIS_ く 陛下 Q 拳 15 國是に 反する。 法 然上人は淨 土 門を K て 上 童 f 敎 化し 下 
ま遊女をも文匕いた。、.今日吾人もこの靄に依つて資本家怫敎を打破して5主義の佛敎に立たなけれはならない吾等 

I、 勞 SQ 仕事 4— ねばな—。 否、 一歩 進みて、 神聖と 云 はれる、 讀經 禮拜祈禱と同ーの神^を^^^っ 
見て 来ねば—— 土宗に 於て は 正 信の 上には 何 |念佛の鐘とすれば雲||嘆|と同3立 ^ "5^1 

めて 重 つ— ベた がソ 要するに、 序論— ベた 現在の 大勢た る、 勞嚮 題の 萬國的 性質は 1 人道の 根本た 

II 利 導して 行ける、 基 墨の 傾擊 fit の^^ _ 

義の見 1 述べた 大乘 Q— から、 響に 協調 的 神聖の 觀舍 S られ る、 而し 夫の— へき 政 r 色—- 
前 ニ 者の 解決から 自然に 穩 健正當 の ものに 橋 正し 得る ものと 思 ふ。 (大正 八、 十一、 艺 、淨 土敎 報) 

■ J l f 法然 上人の 敎義 


oj 指導 • 


改造 問題と 淨土敎 


由來宗 敎は單 に佛敎 許りでなく、 回敎 でも 基督教で も 其 他の 宗敎に 於ても、 悉く 「改造」 と 云 ふ 意 ^を有^て^も^ 
である。 古來 囊皇義 する— つて、 或は 有限と 無限との 讓 となし、. 又は 現象と 本體 との 關— 

戰後思想及生活の指導としての法然上入の敎義 
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相 t で I。 自他の 一切 功德 i 中して 悉く 之を 一大 理想の 證に 向ける。 願 以此功 1、 3 施 一切、— 4 1、 
く、 自他 反省の 8 思想 も 極めて 的確に 8 觀 念— 勵 す！—。？  J #パ |§ "“4”菱.げて置 

擅へ  • 
t' t 階級 戰 下 化 衆生 方面 (新 協調 精神) — <間 

麵 i 對 唯物觀 .—— 上 求 菩提 方面 (新 理想主義) I 文， 匕 

勺 (Q 一一 次| 敎—欝 題 て 露 上 芻— 達 蓋り」 ti、 この 電 

S. ぢ は 5 を勞働 問題から 見れば 實に大 なる 意義が—。 佛敎は 其 

|1{ 龜 :1: 

で囊 害た、 _i 真 破し Tlf  i 一 驚で r とし 

た 十ブ 5b 子の 中丨は 王族 貴族 も あるが 優 波 利の 如き 卑い 首陀 族の 理髮肺 も ある。 
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ものであって、 其の 着物を 取り、 體を 解剖す る 時は、 中には 土塊 やわら 屑の 穢な きものょり 外に 何もない。 然し 私は 今の 
宗敎界 を 云 ふので はない。 斯る 人形に 等しき、 墓標に 等しき ものに、 生命の 歸趣 自己の 向上を 求めん とする のでは ない。 
要は 原始的の 新しき 活動力を 有する 宗敎 の本體 から 云 ふ ものであって、 卽ち 儀式 や 形式を 除き 取った、 眞の宗 敎の二 ッセ 

ンスに 就て、 此れ 「宗教は 改造な り，！ と 云 ふので ある。  1 
現今の 不滿 あり 煩悶 ある 人は、 釋 尊やメ シヤを 求めん とする 人 も あるが、 此れは 單に 古い 人を 欲する に 非ず して 古き 
精神を 以 って、 救濟を 求むべき である。 淨土敎 は 此の 古き 精神を 以 って、 新しき 人を 救 はんとす る ものである。 

01 ) 

淨土敎 Q 巨 的は、 苦 者に 樂 鳥へ、 闇黑に 光明を 與 へんと する もので—。 現今の 世界は 何の 方面 f、 矛盾に 充 
ち 不都合の 多くが あり、 罪惡が 無 反省に 行 はれて 居る が 故に、 斯る 矛盾を 去り、 調和 ある 光明の 世界に 化さん とする も 
の、 此處は 淨土敎 が 改造ょり 更に 進んで 變 造と 云は るべき 點 であって、 此の 宗敎の 根本的 改造なる もの 眞に 11- れ宗敎 の 
生命で ある。 大死 5 と 云 ふ 言葉 S で 盛に 用 ひられて 居る が、 此れ 死んで 新し 4 んと する もので あって、 所 豐已を 
殺し 現實 を破壤 する ものである。 其處に 新なる 生命が あり、 其處に 徹底せ る 改造が 行 はれる と 思 i 
私は 基督 QisI て、 餘り 好ましい とは— ぬけれ 共、 彼が 所證 書— へ f 以 って 救 f— ん とする もの 
とすれば、 基督は 死す る ことは、 此れ 彼れ が 生きる 所以であって、 卽ち大 死 ー赉で ある。 大死 一番とは 「肉に 死し 靈に生 
きる」 と 云 ふ 換言に 外— ぬ もので あって、 基督の 死 も、 其の 迷信 や 信條は 別と して 斯く 見る 時に 大死 一番と—。 

宗敎は 現在 ある 不都合、 罪惡 、不合理を 破壤 する ものであって、 怫敎の 所謂 涅槃の 理想が 其處 にある。 涅槃は 此れ 總て 
の もの ゝ大 破壤で 、此れ 過激 中の 大 過激、 革命 中の 大 革命で ある。 然しながら 此の 大破 壤 、大過 激 、大 革命は、 決して 理 
想な く 目的な く 要求—、 盲目的 官能的の 衝動では ない。 やがて 次に 來る ものは 大義で—。 佛敎 は實に 其れを 敎 へ、 
淨土敎 は 更に 徹底して 此れを 敎 ゆる ものである。 

(三) 

戰後 思想 及 生活の 指導と しての 法然 上人の 敎義  六 一 


講說 論策  六 〇 

は 生死 解脫の 法と 說き 、又は 轉迷 開悟と 敎 へ、 離苦 得樂 等と 定義す る も あり、 其 他 各種の 說明を せられて あるが、 此に又 
「宗敎 は 改造な り」 と 云 ひ 得る ものである。 

何と なれば、 宗教の 目的は 佛た らんと し、 又は 神に 近、 っかん とする ものである。 換言すれば 宗敎は 人生を 改造す る もの 
である。 人間で も 現在の 有様では 缺點の 多くを 有する ものであるから 斯く 濁惡無 反省なる 生活ょり して、 希望の 生活に 人 
らし めんと する もの、 此れ 宗敎の 改造た る 所以で ある。 

今此に 主に 述べん とする ことは 改造と 淨土敎 に 就ての 問題で あるが、 單に 淨土敎 許りでなく、 少なく 共 人生の 改造を 意 
味す る宗敎 は、 其の 悉くが 根本 精神に 於て 改造と 云 ふこと でなくて はならぬ。 又怫敎 許りでなく、 政治 も經濟 も、 教育 
も、 其の 改造が 單に 組織 や 形式の みの 改造で なく、 其の 根本に 於て 此の 宗敎的 精神的の 改造でなくて はならぬ。 宗 敎も單 
に、 殿堂の 美、 儀式の 體裁 のみの 改造では 駄目であって、 現今の 宗敎其 者を 改造し なければ ならぬ 様になって 来て 居る。 

大戰 後の 歐洲の 天地に 於て は、 基督 敎が 此の 人心 動亂の 危機に 際し、 どれ 程度 迄 此れを 安定し 調和す るに 力 ある ものな 
るかを 見る 時に、 今や 歐洲の 天地は 基督教の 信賴を 持たな くな って、 基督教を 改良し なければ ならぬ 機運に 到って 居る。 
彼の モダニスト 現代 教徒は 此れであって、 ベルグ ソンの 如き も 亦 其の 一人で ある。 

獨逸 には 多くの 舊敎の 教師が 居る が、 彼等は 如何にして カソリックを 改造せ んかに 苦しんで 居る。 日本に 來て 居る 多く 
の 人々 は、 今ょり 四 五十 年の 神學の 研究者 許りで あるが、 現今は、 新 神學が 起り 舊來の 敎義內 客の 改造を 企て X 居る。 日 
本に ある ものは 稍々 個定 して 居る けれ 共、 諸 外國に 於け る 基督 敎は 今や 行づ まった 狀 態に 陷 って 居る。 

一人 基督 敎 許りでなく、 怫敎の 現狀は 果して 如何で あるか、 徒らに 殿堂の 美麗、 複雜な る儀禮 、七 萬の 僧侶は 何を なし 
っ \ あるか、 此の 如き 形式 外 觀を以 って 整頓され たる 怫敎 も、 其の 七 萬の 僧 衆は 多く 現今の 思潮と 沒交涉 である、 而も 現 
代を 指導し 救 濟し能 ふで あらぅ か、 思 ひ 此處に 到る の 時、 今や 世界を 擧げて 宗敎は 自ら 改造され ねばならぬ 秋が 來 た。 

けれ 共 私が 今 述べん とする 「宗敎 は 改造な り」 と 云 ふことは、 斯る 現今の 宗敎狀 態を 云 ふ ものでは なく、 其の 根本 精神 
に 於て 改造が 目的で あると 云 ふこと に 立脚して 述ぶ るので あつて、 現今の 宗敎 は、 恰も 紅粉蜻 蛾の 裝を凝 せる 人形の 如き 


皮相の 改造に すぎぬ。 

S) 

弗敎は 先づ汝 Q 心 1 造せ ょと 敎 ゅる もので—。 卽— 人の 心— くな す 時に 於て は、 無 信仰—  — て 恨 多て 
散1行く春の花の上にも、冷かに人|しき|誘ふ秋の月に對しても、月も花も共に美しき世界の眞實として尊く眺め 
h こ， とが 出來 るので—。 知らざる 昔の 山の 色 水の 姿 も、 今日は 山 色淸淨 身、 溪 聲長廣 舌と して 犬— 宇宙の 說 法と 化す 

るので ある。 怫敎の 改造は 汝 自身の 改造に あり、 汝 自身の 犬なる 反省に 侯つ。  、- 
人類は 自分 Q 缺 f 先づ 反省し なければ ならぬ、 世界の 讓も_ で— けれ 共、 先づ自 分 鼻の 蓮を すれは 世罗ゃ 
人生は 鳥に 謹が 出來 るので—。 一般の 改造 論者の 多くは 自己の 深刻なる 反省を 忘れて 居る。 11 他の 改造は v« 
こ 困難で—。 彼 Q 過激派の 主領た る レ i ーンも 彼が 世を 改造した いと 云 ふ考は 決して 惡 いことは ない。 又 彼の 人格 も 穴 
^ ち輕 t く 非難す ベ— いけれ 共、 惜しむ らくは 彼は 自己 內 面の 観察 S しい？—。 若し 改管 企てん とせは 

最 tj it: 先づ規 在の 否定、 改造 さるべき ものは 自己 精神の 改造で あらねば ならぬ 

然 1 如何にして 1 造し、 淨 土 — I、 維摩 經に は淨 土の 原因 1、 三十 四 許り 擧 げられ て— が 
其の 初^に 主— もの— 擧げて ある。 其の 三とは、 直 心、 深 心、 大乗 心で—。 此の 三つ さへ 具足せば、 不合理、 罪 惡 

不都合なる 現實界 をして、 淨 土と 化する ことが 出來 るので ある。  を，、 

直、 レとは 一言に 云へ ば 至誠で ある。 恐らく 現今の 改造 論者には 此れを 缺 いて 居る。 卽ち黨 霞 張の ため、 自己 發表 のた 
めと 云 ふ— 主と なつて、— 心？ ん 底に ■ゅるが 如き義 の 觀念 がない。 普通 選 擧—ぎ も 前述の ニ— いて 何が あ 
るか。 至誠な きものは 遂に 力な— ので—、 至誠とは S の 沈痛— 要求で—。 彼の ロング フユ？ が 「我れ に 自由 
を與 へよ、 然らずんば 死を 與 へよ」 と 叫んだ、 此の 死を 以て 貫かん とする 要求 こそ 眞 S、1 ある 行爲 である  . 

深 心とは 換言せば 信仰で ある。 至誠— も 信仰がなくて はならぬ。 深 心とは 深き 信仰、 徹底せ る觀 念で ある。 此の 直 心 
と 深 心に よつ てこ そ、 物は 眞の發 達を 遂げ 成功が 得らる \ ので ある。 
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講說 論策  ユハ 一一 

淨土敎 の 大破 壤とは 何で あるか、 厭離 穢土の 現實の 否定で ある。 淨土 敎の大 建設とは 何 か、 此れ、 欣求爭 土の 光明 界の 
大要 求で ある。 

然れば 淨土敎 は 道德 智力 考察を 捨てよ、 我欲 私情を 顧るな、 現 實界に 執着す るな と敎 へて 居る。 從 って 現 實世 落、 見 J 七 
の 自己に 大なる 砲火を 上げて 改造を 企っ る ものである。 正義 人道を 口にしながら 而も 自國 の權 力に のみ 孜 々として 努 むる 
ゥィ. ル ソンの 美 言 も、 其の 精神に 何程の 美點が あるか、 世界 各國 何れの 國を 見ても 現 實界の 上に 何處 にか 理想 光明の 世^ 
が あるか、 此に淨 土敎の 厭離 穢土の 否定が 起って 來る 。改造 せんとせば 先づ破 壤を敢 てし なければ ならぬ。 

然 らば 其の 破壤 とは 何かと 云 ふと、 涅槃の 思想は、 諸行無常なる 萬 有の 起滅 をして、 平等 常住なる ものにせん とする も 
ので、 此に淨 土敎の 厭離 穢土 欣求淨 土の 理想が 生れて 來 る。 

オィケンが Spring と 云 ふこと を 云って 居る が、 此れ 卽ち 現在の 世界と 違った 世界に 飛び込む と 云 ふこと であるが、 彼 
の 所謂 超人の 思想は 淨土敎 の 敎の考 ふる 改造の 叫びで ある。 此處 に淨 土が ある。 淨土は 今迄の ものが 心の 向け 方 一っに よ 
つて、 別樣 なる ものと なる ので あって 月 も 花 も 其 儘が 風趣 ある ものと 化する ので ある。 

此の 消息を 維摩 經の 中に、 釋尊が 「現在の 世界より 別に 世界 あるで なく、 現在 世界 其の儘が よき 世界で ある」 と說か れ 
た 時に 舍利 弗が 「此の 濁惡の 世界 其 儘が 淨土 であると 說き玉 ふか、 何故に 此の世界が 黄金世界と なる か」 と 問 ひ 奉りし 
時、 釋尊が 御手を 擧げて 地面を 按へ玉 ふと、 直ちに 其處が 七 寶莊嚴 の 世界と 化した、 と說 かれて ある。 其の 時に 釋 尊の 御 
言葉と して 「隨其 心淨卽 佛土淨 J と 仰せられて ある。 

此の 經の 所說な る、 「其の 心淨 きに 隨 って 卽ち 怫土淨 し」 と 云 ふ 此の 意味に 於ても、 其の 精神の もち 方に よって 此の世界 
其 儘が 淨土 となる ので ある。 怫敎の 精神 改造は 此處 にある。 此の 精神の 改造を 光 づ 第一と なした る處に 此の世界 其 儘が 淨 
土と なり、 其の 精神を 蕋と なす、 政治 經濟 こそ 眞に 徹底せ る 改造が 出來 るので ある。 卽ち怫 知見、 怫 智慧より 生ずる 世界 
こそ 淨土 である。 此の 淨 土を 實現 せざる に 於て は、 如何にな すと も 現 實界に 徹底せ る 改造は 出來 ない。 されば 改造を なす 
に 於て は、 根本的に 冷靜に 、其の 缺陷 を自覺 する ことが 必要で ある。 單に 改造の 手段 や 方法を のみ 講ずる も竟に 其は 枝 末 


ある、 其れを 美しく 見ら る、 ものは、 此れ 直 心、 深 心、 大乘心 の 力で ある。 

此れを 修養す る 上に 於て は、 六 波羅蜜、 十 波羅蜜 等の 修行 も あるが、 淨土敎 は 此れを 自己の 力に 俟たず して" 改造の 極 
致た る淨土 の大 慈悲の 怫の 力に よって 進む ので ある。 

卽ち怫 とは 何ぞ 、此れ 直 心、 深 心、 大乗 心の 發現で ある、 此の 怫の 御名を 呼び 常に 心に 佛を 念じ、 心の中に 於て 改造の 
道に 進む ので ある。 此の 直 心、 深 心、 大乘心 を、 淨土敎 では、 至誠 心、 深 心、 回向 發願 心と 呼んで 居る。 

直 心 I, 至誠 心。 深 心 _丨， 深 心。 大乘心 ！ 回向 發願心 

至誠 心は 虛假不 實の心 なく 怫を 信ずる ので ある 深 心は 疑 ひなき 深き 信仰を 云 ふので ある。 回向 發願心 は 自分 丈で なく、 
人を 救 ひ 共に 淨土 往生を 期す る 心で ある。 

此の 三 心は 前の 三 心と 少しも 異り はない、 淨土敎 は 此の 三 心を 以っ て怫の 救濟を 仰ぐ ので ある。 

然れば 淨土敎 は 先づ 第一に 現在 世界に 向って 痛切なる 批判を なして、 現 實界を 否定す るので ある (厭離 穢土)。 而 して 此 
の 現 實界の 否定を 終っ た 時に、 此の 現 實界の 不調和を 整理し、 矛盾を 除き、 不合理を 融和す る ことを 思 ふ 時は、 到底 自分 
丈け の 力では だめで あるから、 此の 平和 安樂を 求む るた めに、 此に 宗教の 力に 目醒 るの が 淨土敎 の 信仰で ある。 

自己の 善惡 美醜を 考察す る 時は、 事實に 於て 自己の 愚劣を 知る であらぅ、 隨 って 自分の 社會 、國 家に 其の 觀 察を 向ける 
とき 悉く 不完全、 缺陷の 多くを 見出す であらぅ、 此に 改造の 要求が 起る。 此の 改造の 道程に 常に、 至誠 心、 深 心、 回向 心 
を以 って、 怫の 御名を 叫び、 其の 御 力を 仰ぐ とき、 此の 三 心 圓 滿の怫 の救濟 によって、 此に 改造せ る 世界を 實現 する ので 
ある。 此の 要求が 欣求淨 土で あり、 其の 具體 化せる 呼聲が 南無 阿 彌陀怫 の念怫 である。 

要するに 何れの 宗教 も 其の 目的は 改造で ある。 今の 世に 唱 へられて 居る 改造は 枝 末の 改造で ある。 外形の 改造で あるけ 
れ 共、 宗教の 改造は 根本的の 改造で あり 內面 自己の 改造より して， 世界の 改造を 徹底 せんとす る ものである。 

同じく 宗教の 中に も 怫敎は 此れを 一層 徹底し、 更に 淨土敎 は 深刻に 自己を 內 省し、 現 實界を 否定し 而も 其の上に 易 行の 
方法に よりて、 現實の 上に 淨 土を 眺めん とする もの、 此れ 厭離 穢土の 大破 壤が やがて 現 實界に 淨土を 建設 せんとす る 道程 
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而 して 此の 直 心 深 心を 以 って 國 家社會 のために 盡す 大悲心 、卽ち 宇宙 救濟 、社 會救濟 、人類 平和の ために 行 ふの が大乘 
心と なる ので ある。 此れ 利他主義で あって、 此れが 正しく 行って 行ける のが 心淨 である。 

直 心に よって 不 正義を 止む る もの、 此れ 怫敎の 三 聚淨戒 の 中の 攝律 儀戒で あり 又 一面から 見る と 破邪の 態度で ある。 

深 心は 善を 勸む るので あるから、 三 聚淨戒 の 中では 攝 善法戒 となる。 前の 直 心の 破邪に 對し 今は 顯 正の 態度で ある。 

而 して 此の 破邪 顯 正の 二方 面を 包含して、 以 つて 一切衆生を 利益 せんとす る もの 此れ 大乘心 で、 三 聚淨戒 の 第三 攝 衆生 
戒 である。 


三 心 


自 利 • 
三 聚淨戒 . 


'直 心 (至誠 心) …… 攝 律儀 戒 …… (破 
深 心 (信仰心) …… 攝 善法戒 …… (顯 

大乘心 ( 献時が ； …… 攝 衆生 戒 …… (破 壤顯正 包含) へ 利 他 

(五) 


心 淨 


淨土敎 は 此の 三 心を 敎 ゆる ものである。 吾人が 自利に 於て 直 心 深 心を 持ち、 利他 的に 大乘心 を 持つ ことに 於て 眞に 美し 
き 世界を 實現 する ことが 出来る。 

吾人が 日々 の 行動に 於ても、 單に 自己を 益す る 許りでは いけない、 此れが 家庭の ために 幸福と なり、 社會 のために 利益 
となり、 國 運の 發展に 幾分で も 力と なる 考で なさねば ならぬ。 日本の 繁榮に 此れを 世界の 幸福の ためと 云 ふ 事に 起 考へ及 
ぼさねば、 眞の淨 土は 實 現しない ので ある。 

今日の 政治は 今日 主義で ある。 此の上に も 徹底せ る 直. 心 深 心 大聚心 を 持つべき である。 

されば 改造の 極致は 淨 土を 造る ことに ある。 此を實 現す る ものが 三 心で ある。 此れが 徹底せ る 處に淨 土が ある。 卽ち此 
の 三 心を 徹底す るに 於て 此の 5|1 象界其儘が淨土と化するのである。隨其心淨卽佛土淨の理想は此に實現さるゝ所以であ 
る。 枝 上 一輪の 梅花に も 信仰の 月の 光を 浴びて 見る とき 其 處 には 云 知れぬ 味が—。 其處 には 大 なる 希望と 犬なる 光明が 


き 不完全なる 有樣 である。 然しながら 此れ も 精神の 持ち 方 一っで 淨 土と 化する ので ある。 かるが 故に 佛敎は 斯る 不潔 不淨 
の 世 ^ をして、 本 來の隞 國 たらし めんと する ものである。 要するに 正當 なる 努力を 以 って 道を 行ふ處 に佛國 が實 現す る。 
卽ち 精神の 改造に ょりて 世界が 淨 土と 化する のであって、 信念の 厚き 時に 於て 其の 向上す る處が 佛で あり、 其れが 相續し 

て 行く 處が淨 土で ある。  ‘ 

世界は 精神の 主 觀的發 現で ある。 世界に 戰亂 あり、 諍鬪 起る 所以の ものは、 精神の 不淨 不潔から 來 るので あるから、 此 
れを 美化し、 淨化せ ん とする 處に 佛敎の 精神が ある。 不淨の 世界を 淨 くし、 不完全なる ものを 完全に して 行く ことは 怫 
知見に ょって 成就す る ものであって" 此れ 要するに" 精神の 改造で ある。 

佛敎の 精神が、 同じく、 r 怫の 子」 「 1¢ なり」 と 云ふ觀 念の 中に、 四海同胞の 心と なり、 其處に 淨怫國 土の 理想、 か 實 現す 
る、 黑人も 白人 も、 日本人 も 支那 人 も、 さては 無智 猛惡 なる 食人種に 至る 迄 も 「共に 佛 心を 持っ もの」 と 見る ときに 所 
有國 所有 洲を 通じての 愛と なる、 淨土 は斯 くして こそ 實現 する。 

淨 土を 實現 すると 云 ふことは、 (國 土を 淨く すると 云 ふことは) 要するに 衆生の 成就で ある。 

(S 

成就とは 不完全なる ものを 完全に する ことで あり、 極めて 未熟なる もの \ 成熟で あり、 靑き 果物を 成熟 さす ことで あ 
_ る 。而 して 此れ 佛敎の 根本 觀念で ある 

故に 此の 成就 衆生は、 圓滿 ならざる ものを 圓滿 にす る ことで あり、 不調和の ものを 調和 さす ことに ある。 卽ち 、現今の 
人類は 不完全で あって、 戰爭 もやれば 階級 鬪爭も 起す、 此の 如き 不完全なる 人類を して 圓滿 ならし めんと する 要求で あ 
る 0 

此の事を極めて詳說せるものは、佛敎の中でも、大智度論である。此れ #1 樹が大品般若を釋せる中にある語であるが 
要するに、 世界 及 人類を して、 純淨 なる 世界と 圓滿 完全なる 人類に せんとす る ことが 淨怫國 土 成就 衆生の 意味で ある。 

佛 敎の觀 念を 槪說せ ば、 外面 的には 淨佛國 土で あり" 內面 的には 成就 衆生で あり 此內外 兩 面の 改造を 意味す る 怫敎の 精 
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^卜”^^け法としては榘的に自己萬省し“仰のカにょってゝ淨土の本體尝阿彌陀佛の御名をー念ー舍數 

の 中に、 淨 ま— ん主 if の、 此れ 淨土敎 の 生命— 真に、 此の 一念 一 含 中— 造 あり 向上 

此の 如く 此 Q 響 f 否定し、 常 S 世 f 憧憬し 行く—、 此の世？—— 11 れ くて やがて 淨土 
、、，る^? である 隹の 一切の 政治 も、 敎育 も、 雲 も、 其の 根柢に、 此の 理想 信仰を 以 つて 行 ふ處に 第一義の 改造の 樹立 


0 


改造と 云 含とは、 f f5Q 層で f 、 营 81 神 上 Q 問 it て— ら ぬ。 響せば 1 は S 的で あ 
り、 機械的で あらねば ならぬ。 

产あ こは C そ & 匕ち 及れ 改 ある 何と なれば 宗教の 目的は 一人の 生命を 造り かへ る」？ とでつ、 蠢 
人間の 改造 世界の 改造に ある。  飞 ネ至 M 

更に 進んで 淨土敎 の 達は 前述の 如く、 自己の 生活の 濁惡— げき、 世界の 實 相の 不完全— とり、 完全なる 
はす、 大 悲願 王の. 御名を 呼ぶ ことにょ つて、  1 一 
罪悪の ものを 善良の ものに 改造し 
不完全なる ものを 完全に 造り 直す 

一 こと 力 其の 目的で ある。 此れを 怫敎 の 言葉で 云へ ば 「淨 怫國 土、 成就 衆生」 と 云 ふこと になる。 此 
稂 It 觀念 であり、 淨土敎 の眞髓 である。  -丨 f 吞 

淨佛國 土とは" 黨其 Q も Q\ 讓 其の も Q4 造で あり、 成_ 音は 全人 類 Q 讓で意 。襲に ±ー|宗、 五十 
八 1 分立す fQ あれ 共、 其の 何れの 宗 、何れの 派 I 羅 しての 共通の 觀 念は、 此の 淨佛國 S 就 衆生の 八 字に ある。 

vrsi は 世界 ’h 何 わ も皆篇 である、 然る 5 章の 世界 S5 露 S. 专 5 を交 へ、 生命を 賭し、 浮沈 管り な 


釋 尊の 常 在靈鷲 山の 思想は 知慧 である。 淨土敎 では 現在に 佛の 力、 怫の 慈悲、 救濟が 表と なって、 救濟度 生が 今 も 行は 
れて 居る。 

卽ち淨 土敎は 救濟が 表と なって、 佛壽 無量が 其の 裏で あるが、 法華經 は怫壽 無量が 表と なって、 大悲は 其の 裏で あ 
る 0 

法 華經の 方から 云 ふと、 法身の 中に、 梅の 木の 中に 花の 實 在を 見て 行く ので あるが、 淨土敎 は 櫻の 花の 散る 上に も" 淸 
き 水の 流れの 中に も、 佛の 救濟が ある 攝 取の 力が あると する。 前者は 哲學 的の 智慧で あるが、 何等の 親しき 味がない。 淨 
土敎は 大悲の 救濟の 力を 認める から 其處 には 內面 的の 親しみを 持っ。 

如何なる 聖人 も、 賢者 も 識者 も、 父を 思 ひ、 母を 慕 ふ、 の 愛情は、 智愚賢 不肖の 差別は ない、 此の 深い 情が 人間の 根本 觀 
念に あって 其の 觀 念の 奥底に、 宇宙の 大靈を 憧憬す る觀 念が ある。 吾人は 此れを 觀ずる 時に、 純粹の 感情 生活が 高まる の 
である。 

此の 吾人の 前に、 聖道 門の 理論の 苦行と、 淨土敎 の 大悲を 憧憬して 行く 方面と、 此の 二っの 方面が 共に 宗敎 として、 あ 
る ことを 知る ので ある。 

(九) 

淨土敎 の 彌陀の 本願は これ 改造 精神の 根本で ある。 淨士敎 は 決して 理窟では ない。 佛の 血と 涙の 上に 成就せ る 本願の 上 
に 立っ ものである。 彌陀佛 の 徹底せ る大 慈悲を 改造の 根底と して 本願が あり、 其 手段と して 念怫が ある。 彌陀怫 が 法藏比 
丘の 昔に 於て 二百 一十 億の 世界ょり 選擇 して 極樂淨 土を 建立した と あるが、 此の 選擇 とい ふ 文字の 中に 大なる 意義が あ 
る。 

龍樹が 「大 愛の 精神、 大 慈悲の 心は 三世 諸佛の 本願で ある」 と 云 ふて 居る が、 此れ 今 云 ふ 學問ゃ 科學や 知識-理窟で な 
く、 精神的の 改造であって、 これ 實に 此の 徹底せ る 慈悲に ょってなる ものである。 換言せば 改造の 根柢は 大なる 人道主義 
がなくて はならぬ とい ふこと である。 
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六 八 


神 こそ 實に Kegiion  JReltltion の 根本で ある。 

(八) 

lrfo 7L ;r :' 此の 淨窗土 成就 衆生を、 S 的に、 如何に すれば これが 出來 1 ふる Q が、 聖管 力の 考へ for、 
M u ^ ?l u 底して 考ぇ て、 此れを 實 行す るので——、 禪の 考案、 眞言の 六大— の觀— で^ 

mL みて 丨い丨 ぬし 5 ノつ 力し い 理論の 方面は 萬 人 悉くと 云 ふべき もので ない  ま、 七っ 
上に 向つ て、 簡易に 平明に、 誰し も爲し 得る 萬 人 共通の 蓮の 道を 示す もので ぁる。 丨： f ュ f 界 .奪の 

—if  で— I、 ！ 1111  ぬから、 

思 パ ^ 着 面— f |嚴 門で— i— 

淨土敎 の 人力 鼻を 申して 讓に往 李る と 云 ふことは、 古き 宗教の 人：：- 

.に； 巧 


改造は 警 pt。 淨土敎 の 蓮は 霞 世界 共通の 平和 幸 響增進 せんとす るた めで ある。  ， 

更に 淨土敎 は 文化を 尊重す る。 淨土敎 は 念佛を 串す 上に 於て 其の 助 行が t。 如何— 文化 も囊的 事業が 出來 得らる 
、なら .ま动行である。如何なる方面にも文化の發展、平和の發現に努ヵするものであるならば共に念怫の助行である廿 >--. 
く考 ふる 時に、 商人は 商業を 勉強す る處 、勞働 者が ハン マ ー や シャベルを 振 ふ處苟 しく も 念怫を 申す ものにして ff; f 0 
園の 中に— て、 己れ Q 蠢蠢展 己、 國を 富まし 民を 利す る もの f ば、 悉く 念 怫の助 行で I。 其處に 所有 文化 力 
念 弗の 助 行と なる のであって、 敎員が 敎授 する も、 學生が 勉强 する も、 共に 此れ 念怫の 勘 行で ある。 

この 考はひ とり 念佛 許りでなく、 あらゆる 怫敎の 精神は 其れで ある。 古歌の 
佛法は 障子の 引き手 峰の 松 火 打ぶ くろに 鶯 のこぇ 

と 云っ て 居る の も、 すべての 中に 襲が あると 云 ふので ある が、 而も、 理論と 實 際の 上に 於て、 此れを 霸 する ものは 

ひとり 我が 淨土敎 である。  卜し ヒ、、 一 
淨土敎 は 鐘 や 形式の 蠢を簡 ぶ も Q で I。 置 的には 寺 も ある 震 も あり、 僧俗の 差別は それ 力' 待 土 
敎の 精神では ない。 淨土敎 には 寺 もな く 僧 もな く 俗 もな く、 共に/、 怫の 救を 仰ぎ、 信仰の 中に 念 佛し 自己の 向上 國 
家社會 の 淨化を 計る 中 海 土敎 の 生命が ある。 故に. 神土敎 は、 所有 文化を 現は す 中に 其の 精神が 麗 として 活きて 居る 
現今の 文化の 多くは 破壤 的で あるけれ 共、 それは 決してょ いこと ではない。 此れ迄の クル 了 ル、 シビ" ゼィ 1 ショ ンも 
悉く 此、 e を 認め、 此れを 尊重すべき である。 謹 1 に 古— すて ゝ新 らしき に 走る ベ— のでは ない。 古き-精神を 知 
り、 此れを 尊重して、 以 って 新しき 力を 見出す 可き で 童。 容 るべき すべてを 容れ 、すべてを 愛 It て 行く  S 眞の文 ィ 
の 建設が ある。 黑 人の 文明 も营 がょ ければ 厭 ふべき でな く 白人の 文化 も 其の 不完全なる ものは 完全 S へなくて はな^ 
ぬ。 乃至 支那 も 日本 も棄 利加キ 決して 其れが 自己本位の 文化で なく、 大なる 世界的 文化に 向っ て 進まね はならぬ 佛 

敎は 此れ 裏へ、 分けて 淨土 S 此の 精神の 上に 立つ。  . 、rMM ヒ、、 
此の 豪に 於て、 淨土敎 はすべ て逼を 認め、 感謝の 意を 棒ぐ る もので—。 如何な— 安 S る 人の 事 i り 井 
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_ 說 論 策 七 (? 

如何なる 理論 許りが 立派で あらぅ 共、 其れに 實行が 伴はなかった なら 人間の 改造には ならぬ。 人道、 博愛、 大 慈悲の 心 
を 以 ってす る 時には 此れが 容易に 出來 るので ある。 如何なる 方法 手段 も、 根柢に 大 愛の 精神がなくて はならぬ。 此が淨 土 
敎の 根本 觀念 になって 居る。 卽ち 改造は 人間の 最大 多數に 向っての 普遍 行、 萬 人 共通の ものを 以 ってせ なければ ならぬ 淨 
土敎 が、 彌陀の 大愛大 慈悲を 根底と し、 萬 修萬人 可能の 念怫の 行って 內外 改造の 實を擧 げんと する もの 實に 改造の 目的を 
容易に なし 得る と 云は ねばならぬ。 

萬 機 普 益と 云 ふこと が 改造の 目的で あり、 淨土敎 の 根本 目的で ある。 どの もの も 誰も 皆 救 はれる、 知識 ある もの も、 財 
力 ある もの も、 無智の もの も、 其の 日暮 しの 人の 上に も 救 ひの 網が 打たれて こそ 皆の 救濟 となり、 徹底せ る 改造と なる の 
であって、 淨土敎 は實に 其處に 生命を もって 居る。 

法然 上人の 以前に 於て は、， 貴族 や 富豪 や、 造 1 塔、 寫經の 功 德を以 って 救 はれる と考 へた 時代 も あったが、 上人は それを 
打ち破って、 誰も 彼れ も、 賢愚 不肖の 別な き 救を 叫ばれた。 卽ち デモ クラシ！ が 法然 上人の 救 濟の根 本義で ある。 

改造は 決して 特種 的の もの ゝ 、改造であって はならぬ。 平安朝の 怫敎 は、 殿堂、 伽藍、 寫經 、複雑な 儀禮 や、 哲學 や、 
研究であった。 故に 特殊 的の 階級 や、 財産家は 救 はれる 理窟で あるが、 其れは 大智の 方面 丈け であって 大 慈悲の 方面が 缺 
けて 居る から 萬 機 普 益の 敎で なく 萬 修萬人 行の 救で ない。 淨土敎 は 賢愚の 別を 論ぜず、 僧俗の 隔てを なさず、 貴賤 貧富の 
差異を 立てず、 念佛は 「阿波の 介の 申す .#: . 怫も 法然の 念怫も 共に 彌陀に 救 はれ 極樂に 往生す る爲で ある」 と 云 ふ 上人の 御 
言葉が 實に淨 土 敎の萬 機 普 益を 證 明して 居る。 

此れが 又 ひとり 日本人 のみでな く、 英 人の 念 佛 も、 怫 人の 念怫 、黒人の 申す 念怫も 等しく 彌陀 救濟の 力と なり、 改造の 
基礎と なる 處の ものであるから、 此れ 實に 世界に 向っての 大なる 文化を 織りな す ものと 云は ねばならぬ。 

( I 0) 

現今の 改造には 世界的 意義がない、 其處 には 平和の 觀念が ない。 共に 或る 階級 或る 種族の 擁護に 過ぎず、 彼の 露 西亞の 
ボリ セ ビズム の 如き 改造は 單に 有害無益で 徒らに 暴を 以 つて 暴に 代 ゆる 改造で あって はならぬ。 斯る 平和を 基礎と せざる 


前回は？ 敎 の 三 心の 方面から 蓮 問題を 論じた ので あるが、 今は 更に 淨土敎 の 四修罢 面から 此の 蓬の 意味を 閬明 

改造と 云 ふことは、 旣に 詳說 したる が 如く ニ 面に 於て は 精神の 改造と 共に 他面には ー步 進んで 人類の 世界を して 淨土 
ヒ すると 云 ふこと でなくて はならぬ。 此を淨 土敎で は、 淨 土を 說明 する 上に 於て 二つの 方面から 此れを® めて 居る 6 匕す ■ 

世 親の 往生 論の 所謂 

I 器 世間 淸淨 世界 H 物質の 淸淨 

淨土一有淸世間淸淨 …… 人類 = 精神の 淸淨 

であっ て 器 世間 淸淨— ふのは、 實 i 土は 不完全—、 汚れた 111 ® 現の 世界— と、 所謂 物 

質 方面の 文化の 完全に 顯現 せる ものである。  、 . 

卽 ち極樂 の七寶 宮殿、 七重の 行 樹 ある 立派なる 世界と なる 事で ある。 これ 不完全なる 物質が 完全と なり 生活 At の も 
のが 合理的 理想的— ものと 1 であっ て、 三部 經の 中に、 着物は 縫 ひ 洗 ふ 必要 もな く 破る "事| く、 百味 雲自 
然こ前 U ありと 云 ふが 如き、 これ 詩的 空想で なく、 合理的に それが 完全され たる もの、 此れ 極樂 であり^^ である 
有情 世間と 云 ふのは 人で ある。 これ 淨土 論の 中の 二十 九 種の 莊嚴の 中の 正 報莊嚴 であって、 此の 有情 世間の 中心が 怫陀 

要するに 此れ 器 世間 (物質) 有情 世間 C 精神) の 完全せ る ものが 此の 淨土 であっ て、 其れが 霞の 因は 卽ち 淸淨 、也で あ 
る。 故に 器 世間 淸淨の 方面から 見るならば 極樂 世界の 事業は 文化の 綜合せ る 理想、 有情 世間は 人格の 徹底を 示す もの、 卽 
ちー面に於ては1 ^ ^ £11(文化)の問題と、他面には1^301101味7(人格)の完全せるものである。 

而 して淨 土敎は 此の 一 一大 置を 希望 目的の 焦點 として 響 f 此れに 向っ て 改造 X とする 宗敎 で—。 

故に 前章 Q 三 心は 改造に？ る 吾人の 心の むけ 方で— が、 更に 今 進んで 此に實 行方 面の 上から、 淨土敎 の 四修の S 
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それが 世界平和、 文化 發展 のた めであるなら ば 其は 淨土 敎に對 して 大 なる 恩がある。 

然るに 猶裏 Q 如きは 實 S 狹— 精神 p ある。 ヵィ ザ ふ 精神が 之で あつて、 日麗爭 の 時に 彼の 靑 島の 戰の時 ヵィ 
セルが 「某 一 督敎に 非る 文明を 殺せ」 と 宣言した。 實に賤 しむべく、 又憐 むべき である。 此の 偏狹 固陋の エホバ 主義の 精神 
は實に 世界的 平和を 害し、 世界的 文化を 傷け、 鍵の 所謂、 淨佛國 土を 妨げ、 成震審 不可能— しむ f ので ある。 
眞に 偉大なる 精神を 以 つて、 世界を 淨化し 人類 悠久の 平和を 造り、 宇宙 全體の 幸福を 完全なら しむる もの、 此れ 實に 怫敎 
が 世界 及 人類に 對する 態度で ある。 

佛 r- ir 國ちな く 淨土敎 に國 境は ない。 人顙の 平和を 欲する 時、 淨土敎 は 人間と して 平和に 念佛 して 行ける ょぅに 容易 
にして 普遍的なる 救濟を 敎ゆる ものである。 

最後に^ 一同 e 精神、 社會 性の 觀念 がなくて はならぬ 淨土敎 は、 すべての 人類に 向つ て 暖い觀 念を 持つ ものである。 卽ち 
法然 上人の 尊き 一生は、 實に 此れ 淨土敎 の社會 奉仕の 根本 精神で ある。 故に 神 土敎は 如何なる 事業に 於ても 
願くば此の功德を以つて平等にー切に施し同じく菩提心を發して安樂國に往生せん 

と、 回向す るので ある。 淨土敎 には、 如何なる 人、 如何なる 人、 如何なる 國に對 しても、 如何なる 事業 も、 遍く 一切に 
施す のて ある。 決して 利己主義者で なく、 而 して 其の 目的は、 菩提心を 起して 極樂淨 土に 往生 せんと 云 ふこと、 此の 「，具 
會ー處 」 の 理想の 中に 淨土敎 の社會 奉仕の 精神が ある。 

此の 如く 考ふる 者に、 改造には 大なる 慈悲の 精神を 發 現しなければ ならぬ。 其れ 一般的に 易き 實 行を 以 つて、 其の 理想 
を 實現 せんとす る もの、 これ 淨土敎 の 理想で ある 0 

要するに 吾人は 此の 改造 期に 立ちて、 單に輕 佻 浮薄なる 表面的の 改造で なく、 根柢 あり 理想 ある、 淨佛國 土 成就 衆生の 
器 世間、 有情 世間の 完全を 期す る ことに 於け る大 改造でなくて はならぬ。 此れには 佛の大 慈悲を 體 し、 萬 國の 平和を 主眼 
として、 全人 類の 精神の 向上を 計る ために、 我が 淨土敎 の念怫 生活の 中に、 眞にカ ある 文化の 發展 、人 頃の 平和、 宇宙の 
淨 化を 實 現すべき である。 


不輕 霞が 如何— 人 i て も禮拜 して、 「汝— 行 是菩獲 」 と稱 へられ— が 如— 明かに 大乘 佛敎の 8 でぁつ 

ti. 


- 7-  -np-  ^ ^r- o^c  >.^_lv , ^ ノ /-l  t EL\  c 一 t 、、o  i ] • > , 

藝_:||1 議 

て、 セ L こ 向つ て 生命を 捧げ 歸 命す るので— が、 更に 此の 精神を 以 つて 一切の 人類— する ものて—  tr 2! 、 
1 ゾ^ー 泣の 其の上に も、 此れを 菩薩と して 尊—、 草 一本 も眞 如の 實現 として 拜 する 處 、此の 有情 非 悦に^^^ 

1 瞧 Q、-i— 持つ もの 此れ 囊修 で—。 單 I# 星義 では 此の 精神 S 象ぃ。 故 S 表 達 一 |奪 」 

敎 II ri PHP〒  J、 II  ぢ —1 禮, P : 

と 免 かれて— が、 天下 和© よ り崇震仁まではー般的の考|、最後の務修禮讓の四字|と 1^: るの，で^ 
る。 順 1 言 世界が 豐 かにな り 民— と— こと も、 其れには 禮 f 5 もの S くて は 何にも ならな 

以來の 文化の 破 f 企て、 ゐ ると 云 ふので—。 此れ 勞 響—— きに よる もので ぁ つ て t の 

言 ン| •者の 成 含 不作 管 嘆 じて 居る 一節が 記され 孟つたが、兎も角も、宰相け^ 

If 、 ぃ 中 1 議の觀 念、 恭敬 修の 修養 力が 缺 けて 居る と 云 ふこと で—:; の 資ォ主 r て、 彼 A “バ“ パ：；、 ハ 

い 紅 手 fp. はよ sir 毫 急！ 養！— な、 —i 人 
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が、 如何に 現今の 世界の 改造に 關係が あり、 又 意義 ある もの かを 略述し やぅと 思 ふ。 

2 ニ)  ' 

四 修の事 達蠢 Q 中に 謹され て f?f から、 此れを 披見 すれば 明瞭で 倉が、 其の 四修 の 名目は、 一には 恭 
敬 修 ニには 無 問 修 、三には 無餘修 、四には 長時修 であるが、 多くの 怫敎の 場合には 無間修 以下の 三は あるけれ 共、 淨七 
敎は特に第ーに恭敬修を擧げて居る。其處に改造問題と最も深い關係を見、又其のカある所以を知ることが泔來る。 

ず苟修をー言せば1 77 敎的信念てある。人心の改造を完ぅし、世思を淨土と化する此の光と生命との所有者たる爾陀佛 
の 前に ひれ 伏す ので ある。 然し 此 Q 精神は 現今の 世界には 實に 必要な ことで あつて、 此れを 淨土敎 の 立場から 云 ふと 恭玫 
修に 五つ あつ ある。 此れは 「西方 要訣」 の 中に 詳說 して あるが、 

一はは 有 緣の像 (阿彌 陀怫) 敎 (三部 經) を 敬 ふ 
ニには 有緣の 聖人を 敬 ふ (善導 大師、 法然 上人、 其 他 淨土敎 の 祖師) 

三には 有緣の 善知識を 敬 ふ (我が 信仰の 目を 開き 靈 性の 光を 增 さしむ る 人) 

四には 同行を 敬 ふ (信仰 相續の 友人) 

五には 三 寶を敬 ふ (怫 、法、 僧) 

然るに 現今の 人には 此の 恭敬の 觀念が ない、 徒らに 自己の 權 威を 增 して 行く 爲には 努力は する けれ 共、 他人の 權威を 
認める と 云ふ觀 念が 缺 けて 居る" 換言せば 相互に 人格を 認めて 行く と 云 ふ 信念がない ので ある。 

( I 三) 

人間が 佛に 向つ て 知識 向上を 要求し、 生命 Q 光りを 要求す るた めには 藝に佛 Q 偉大なる 御 力 Q 前にぬ かづく 心が なく 
ては ならぬ。 此の 心が あつて こそ 佛の護 念と なり、 自己の 向上と なり 不朽の 生命の 所有者と なり 得る ので ある。 

現今は 「相互扶助」 と 云 ふことは が あるが、 怫敎は 今一 步 進んで 「相互 報恩」 の觀 念を 敎 ゆる。 相互扶助と 云 ふこと も 
「勘定 づ く」 であつ ては ならぬ。 此の 報恩の 精神の ある 處に 相互 恭敬の 念が 湧いて 來 る。 法 護に 說 かれて ある 如く、 常 


I の 下 sf れ I るから、 今は 1 する が：- 人の 旅人が 東ょり 西に 向つ 51 と 思 ふと、 舊 11 ニの 河 
が ある 一は 炎々 と 燃え 上る 火の 河で あつた、 •一は 滔 々と 狂亂 怒濤を 上ぐ る 水の 河で ある、 其の 恐ろしき ニ 河の 中間に 四 五 
寸許り の 皇が ある、 其 處で 旅人が 後ろを 見る と 群 賊囊が 我を 害 ざん と 追 ひかけ て來 る、 其の 時に 旅人が、'^ の 中で、 我 
れ 右を 見る も 左を 眺 むる も 恐ろしき 水火 ニ 河が あり 退かん か、 我れ は 悪獸惡 賊の餌 とならねば ならぬ。 我れ の 進むべき は 
田く 共 狹く共 七の白道ょりは外はないと決心してニ步三步進むときに、多くの群賊惡獸毒虫が聲を”てろへてー其の道は ^ 
險だ から 歸れ 」と叫ぶ、けれ共、其の人決心して遂に其の&道を進んで西岸に着した。と云ふ喩であるが、實に吾人の信 
念は 此の 白 道で ある。 細いながら 曲らず 一本道を 進む ので ある。 改造 も 此の 如く 純潔な ものでなくて はならぬ。 單に 利己 
主義の 奴隸 となり、 名譽に あこがれ、 罪悪を 敢 てし、 安逸を 貪る もので あつて はならぬ。 純粹 理想に 向つ て 進むべき であ 
る。 其處て 無 餘修の 改造 問題に 對 する 理想が ある。 勞働 者は 勞働 者の 立場に 囚 はれ、 資本家は 資本家と 云 ふ 立場に 縛られ 
て±ならぬ。囚はれの生活には理想がなく、理想なき生活には向上がない。苛くも向上を现想とし、文化の刷新を目的と 
する改造であるならば、決して囚はれたるものであつてはならぬ。何ものにも囚はれず、眞實純眞の白道の驀進これ無餘 
修のカ ある 所以で ある。 

最後の長時修は、前の三修の時間的であるが、此れは生命を賭し.て總べての淨化向上に努むるのである。「畢命爲ぃ期」が 
長 時修の 骨子で ある。 淨土敎 の 念佛を 修行して 彌陀に 歸 命し、 向上を 計る と 云 ふこと も、 決して 一時的、 部分的の 修行で 
な (。 自己 一生 丈け の 生命で なく、 苛く も 人生の 存 する 限り、 場所を 力へ 生を 力け て 淨土の實現を理想とする處に長時 
修の 改造に 對 する 悠久 的の 權威が ある。 

(一 五) 

三、 レ 5T 爹ょ. 、淨 土敎の 修行 上の 規範で あるが、 又 此れ 現今の 改造 問題を 根本的に 徹底す る 上に 於て 必要なる もので あ 
る 0 

¥土敎 は 信仰を 以 つて 自己を 救 ふ もので あるけれ 共、 單に 自己 丈け 救 ふので はなく" 願 共 諸 衆生 往生 安樂 國の 理想を 待 
織. 後 思想 及 生活の 指導と しての 法然 上人の 敎義  七 七 


ので ある。 總 ての 人が、 怫敎の 所謂 「一切衆生 悉有佛 性」 の 平等の 人格を 認める と 云 ふ 精神に ならなくて はならぬ 0淨土 
敎は 先' っ 此れを 恭敬 修に ょって 敎 ゆる。 念佛は 何人に も 普遍的に 修行が 出来、 何人の 念 佛も佛 の 救濟の 前には 變り はな 
い、 男 も 女 も 資本家 も 勞働者 も 共に 同一 佛 性を 認め、 佛 の 前には 同一の 佛 弟子と して、 互 S 讓し 、協調す る處 、こ、 て 
圓滿な る 人生が 實現 する ので ある。 

共に 佛 の 前に ひれ 伏し、 人の 權 利を 認める 精神 こそ、 實に大 乘佛敎 の 精神で—。 大乘佛 敎に敎 ゆる 「禮拜 諸佛」 4 
ふ 意味 も、 單に佛 •を 禮拜 する 許りでなく、 一切の 人類に 向って 敬虔なる 態度を 持っべし と敎 ゆるので ある。 

現今の 社會 上の 諸問題 も、 宗敎 的の 觀 念がなくて は 到底 圓滿に 行く ものでは ない。 日本 國民 相互の 間に も、 國際 的に も 
すべての 方面に 於ても 信仰の 眼を 以 ってす ベて を 眺め、 恭敬 禮讓 の 心を 以を すべてに 向 ふべき である。 

(一四) 

チに 無 修は 改造に 向って 何を 敎 ゆる ものである か、 此れ 其の 目的に 向っ ては 終始一貫して 怠らず 努 むる ことで あっ 
て 若し 改造 問題に 對 して 此れを 眺む らば、 人心の 改造、 文化の 革新、 人生の 淨化に 向って 純潔に、 間雜 なく、 精 昨の 生 
活を續 ける と 云 ふこと にある。 現今の 改造 問題には 少く共 此の 精神が 缺 けて 居る。 

淨ゴ敎 は彌陀 の 名を 常 恒に稱 ふること を 修行す る。 卽ち彌 陀の名 號を日 一に 夕べに 稱 へて、 精神の 向上を オ る、 比 ホ 
を 常 間 修で ある。  / : 

昨年 頃 盛に 各 工場な どで 行 はれた サボ タージ ユの 如き 行爲 も、 サボ タージ ユ 其の ものが 目的では なから ぅけれ 共、 人少 
く 共 人生に 活動す る 以上、 一分 も 一秒 も生產 能率を 進めて 行く と 云 ふこと が 主體で なくて はならぬ。 目的の 爲 には 手 没を 
萬は ぬと 云 n 力 如きは 一角を ためて 牛を 殺す」 の 愚擧で ある。 彼の蓝 米 利 加に 起り し サンジ 力 リズムの 如きは 確かに 精神 
努力の 無間修 が缺 如して 居る 樣に恩 はれる。  I / 

ぴゃ滞 i ニの 無 餘修は 一言に して 此れを 言へ ば 純一 無雜で ある。 何事 も 何者 も餘 分の ものな く、 其れ丈け を やる。 卽ち 一筋の 
白 道を 見て I、 也に そ i を賴 って 進む 白 道 主義を 云 ふ。 此の 白 道と 云 ふことは、 善導 大師の 御疏 、及び 法然 上人の 選 擇集三 


七 百年の 昔法然 上人が、 彌陀の 大悲を 悟り、 淨土敎 を 開き、 人類の 向上、 人生の 淨 化に 向って 死を 賭して 確固 不拔の 精 
神を 以 って 弘通さ れ し眞理 は、 今や 全世界 人類の 頭の 上に、 救濟の 光を 新しく 放ち、 慘たる 世界の 現狀 ょり 常 寂 光の 世界 
に 導く 改造の 權威で ある。 

物質主義は 他を 客る \ 力が なく、 權利に 偏す る もの. には 義務の 觀念が ない、 此れ 科學 主義、 經濟 主義の 缺陷 である。 

尤も 「衣食 整 ふて 禮 節を 知る」 と 云 ふこと も 眞理试 あり T 恒產 なきものは 恒心な し，」 と 云 ふ 言葉 も ■でな く、 社會 組織 
の 改造 も實に 必要で あるけれ 共" 物質主義の 裡にも 精神主義を 忘れて はならぬ。 自己を 進む と* 共に 他の 進 步も考 へなくて 
はならぬ。 權 利の 主張 も 否定す る ものでは ない が、 權利 と共に 義務の 考 、協調の 考もな くて はならぬ。 否社會 組織の 上に 
も 人生々 活の 上に も 信仰が 根柢と なり、 精神主義が 土臺 とならねば、 眞の 徹底せ る 改造は 出來 ぬので ある。 

此の 意味に 於て 宗敎的 改造の 精神を 國民 思想の 上に 普及し、 相互 救濟 相互 恭敬の 精神から、 絕へず 人生の 向上に 志し、 
純 眞の白 道 主義の 生活を、 悠久の 生命 かけて 營 まんと 心掛 くべき であって、 引て は 此の 精神を 西洋 諸國の 物質主義者の 上 
にも そ X ぎ、 眞の 宇宙の 淨化に 資する ことが、 改造 問題の 眞の 解決で あり、 淨土敎 が 彌陀の 救濟の 前に 自他 共に ぬかっ 
き、 三 心 四修を 以 って、 淨怫國 土 成就 衆生の 意義を 闡 明す る處 、實に 今迄の 不都合なる 不完全なる、 矛盾 多き 改造 問題を 
解決す る ものと 思 ひ、 切に 淨土敎 の 信仰を 鼓吹し、 信仰 中心の 改造が 宇宙に 行は れんこと を 望む ものである。 

(大正 九、 九、 增上寺 日曜 講演 集) 

▲ 

レ . 

大乘 佛敎の 精神 

- 

大乘 佛敎が 諸 宗教の 中で も 最も 徹底せ る、 又 普遍的なる 宗敎 である ことは 勿論で あるが、 此れ 又 現代の 文化、 若しくは 
新時代を 造る に 對 して、 最も 必要で あり、 又 意義の ある ものである。 

大乗 佛敎の 精神 -t 力 


議說詭 策 


七 八 


諸の 繁 衆生と 共に 向上 せんと 希 ひ、 多くの 


つ敎 である。 單に 我れ ー人彌 陀に救 はれ、 佛の國 に 往生 せんとす るので なく- 
人類と 共に 怫の救 濟に與 らんと 望む ところ 1C 、 改造 問題に 對 する 力が ある。 

淨土敎の目的は「淨土」であつて、それに向ふために四修を實行する、斯くして思來る結果が世界の淨七ひある。 
吾人の信ずる淨土敎は淨化主義である。不斷に念怫を申して往生を期すると云ふことは、單に悲觀的获世的なる、見代 
文化と 何等 交渉な き考 へでは ない。  • 

淨土敎 で 彌陀を 念じ、 念怫を 修 する 其の 根柢には 人類の 希望に 對 する 大 なる 力が ある。 人の 理想の 究極は 何ぞ 。此れ ^: 
(文化) (空間 的) と 命 (時間 的) である 無量の 光と、 無量の 壽 との 所有者た る、 彌陀佛 を 念ずる ことは 吾人の 此の 人類の 
究極 目的に 向って 進む 所以で ある。  * 


彌陀 


光 …… 智慧 


壽 …… 慈悲 


(文化) 
•悲 智圓滿 
.(人格) 


此の 徹底せ る 文化と 偉大の 人格の 所有者た る怫が 體現せ る极本 精神は 大 慈悲で ある。 而 して 其の 大 慈悲の 發現は 救濟で 
ある。故に佛はー面には文化の發現であるが、他靣には慈悲の發現である。淨土敎には少く共此のニ者の發現がある。费 
通に 考ふる 、厭世主義、 未來 主義、 隱遁 主義は 其の 一面であって、 「平等 施 一切 往生 安樂 國」 の 回向の 思想 や、 「諸 上 善人 俱 
會ー處 」と云ふ阿願陀經の諸相の如きに見ても、文化_を進め、人生の淨化が、淨土敎の大なる目的である。 

( HO 

現今の 世界は 人を も 物質的に 見む とする 傾向が ある。 又 極端なる 保守の 觀念が ある。 此に對 して、 信仰 上穩 健なる 人格 
を 完成 せんと 進む のが 念佛 である。 

現今の 歐洲は 在来の 宗教の 無價 値に 目 ざめ、 今や 新ら しき 信仰を 要求して ゐ る。 


其の 發展で あると 考 へしことの 間違を 發 見した 來 たやう である。 

生理 學的に 人間を 見ても、 人の 體なる ものは 無数の 細胞が 甲乙 相互に 微妙なる 働きに ょり、 相 倚り、 相扶 けて、 幾千の 
細胞、 幾千の 血脈ょり して、 體 其の儘が 一っの 社會的 組織を 持って 居る。 此處に 人間の 本然に 爭ふ ベから ざる 社 會 性の あ 
る ことを 語る ものである。 佛蘭 西の ゼーゲ ームあたりの說も此れに近い。卽ち動物が其の子を保護するのは、ー茴から云 
ふと、 自己な り 其の 血統に 對 する 利己主義の やうで あるけれ ども、 他面には、 自己を 捨て、 迄 も 子を かばう が 如きに 到っ 
ては 彼等の 中に も、 利他 的社會 性を 發見 する。 

所謂 人間は、 自己な り、 自己の 種族に のみ 愛着を 持っ のみならず 、今一 步進で 此のた めに 盡 すので あって、 此れが 宗教 
的に も哲學 的に も、 社會の 根本と なる ものである。 而 して 利己主義が あると 同時に、 人には 社會 的、 利他 的の 精神が 他面 
にある ことを 認容して 來 たので ある。 

卽ち 此の 精神が 具體 化して は 組織と なり、 團體の 運動と なる のであって、 隨 って 國家も 世界的 順應 として 進んで 行く 樣 
になる。 自利を 捨て、 利他 的 精神に 働く 處に 現代 文化の 眞の 意義が ある。 宗敎 も哲學 も單に 自己の みの 進步 であり 解脫で 
あるなら ば 何の 權威 もない。 利他 的で あり 社會 的で ある 處に眞 の 生命が ある。 

一九二 一年、 コロン ビヤ 大學 の敎授 DIt 氏の 著 「哲學 と 社會 問題」 の 中に 「此れ迄の 哲學は 主 觀客觀 等の 死んだ 問 
題で あっが、 現今は 生きた 問題でなくて はならぬ、 又 哲學は 世界の Remaking  Keconstraction に 貢 獻 する ものであって' 
「今日 斯うし やう」 と 云 ふ 問題で なく、 百年 後の 事を 考 ふべき ものである、 又哲學 の 本来の 性質は 現今の 科學は 分業 的で 
化學は 化學 、醫 術は 醫 術と 云 ふ 工合に、 單に 人間の 體の 上に も 知識の 羅列の 傾が ある。 此れ 現代 科學 研究の 缺陷 であって 
人生に 觸れて 居らぬ。 現代の 政治家は 政治の 本質を 餘り に考 ふる 事を せぬ、 學者は 世事に 疎く、 經濟 家は 學 術と 遠ざかる 
と 云 ふ 風で、 餘りに 自己に のみ 傾く 弊風が ある。 亞米利 加の 現今の 精神は 「浮 草 や 今日は 彼 所の 岸に 睽 く」 と 云 ふが 如き 
有樣 である、 哲學は 實に 政治と 科學 とを 結び 附 ける ものである、 故に 哲學は In&vidual  character がな くな り Soal にな 
る ものである」 と 述べて 居る。 

大乘傅 敎の精 神 八 一 


講說 論策  八 0 

現今の 文化には 種々 の 方面が あるが 少く共 現代人が 新しき 文化を 欲し、 新しき 世界の 改造に 向って 要求を 有して 居る と 
云 ふことは 事實 であるが、 而も 其の 裏面には 煩悶の 多くを 見出す ものである。 

現今は 日本に も 西洋 諸國 にも ある ことで あるが、 一種 奇妙なる 宗教が ある。 吾人が 常識を 持って 到底 信ずる ことの 出來 
ぬ 普の ものが、 而も 社會の 知識階級と 見做さる X 方 靣の人 や、 名望家の 間に 信仰せられ て あるが 如き 奇 しき 現象が ある。 

此れを要するに、現代は今や思想は混沌として歸ーする處を知らず、而も何等のこれに對するー大救主なき所以を物唔 
つて 居る。 

ニ 

現代 ^ 潮の 傾向を 見る に、 一般の 文化と 稱せ られて 居る もの X 上には 一種の 利己主義の ある ことを 發見 する。 而も 此れ 
を、 人生の 固有の もの \ 如く 考 へて 居る 傾向が 見 ゆる。 米 國の學 者 中に も 「利己主義が 人間の 本質であって、 此の 外には 
何事もない」など\云って居るものもある。殊に歐洲の現代文明の中には少く共此の考がカあるものとなって居る。比1 
一般的には、 此の 單なる 自己 發展 、自我 發 揚の考 なる ものは、 他面には 大に眞 文化の 策 進を 妨げる ものである。 

權 利と 云 ふこと も、 それは 自己 や、 若しくは 自己の 階級、 同種 族に のみ 利益 せんと 云 ふ考が あるが、 此れは マルクス 等 
の 思想を ぅけし 過激派の 精神と なって、 多くの 他の 階級を 迪 害し、 更に 進み 得べき 文化の 力を 遮 斷せる ものである。 此れ 
は單に 利他の 精神がない と 云 ふ 許りでなく、 彼 人の 利益、 他人の 權 力を 破碎 し、 絕滅 せんとす る 思想で ある。 

彼等は 徧へに 自己の 名譽 、富貴、 權 威に のみ 孜 々として 居る ものであって、 此の 精神が 彼等の 敎 育、 其 他の 方面ても 顯 
はれて 居る。 

これは 一面から 見る と 自由主義の 發現で あるけれ 共、 他面には 實に大 なる 弊害の ある ものであって、 階級 爭鬪の 如き 冷 
たき觀念も此に起 0 するものである。 

近來に 到って 科學 の進步 にっれ て、 佛蘭西 あたりでは 學 者に此 ハの 缺陷が 發 見さる、 ょぅにな って、 人間は 利己主義 だけ 
ではい けぬ、 人間は 先天的に 社 會的要 永を 具備して 居る ものであって、 曾て、 利他 心は 利己主義の 變形で ある、 若しく ま 


怫敎の 根本 思想は 獨善 主義、 寂靜 主義を 排 し、 活動 主義、 利他主義の 中に ある。 こ X に 現代を 救 ふ大な る 力が ある。 物 
質 主義、 過激 思想の 中には 利他主義がない。 

現今の 世界主義 者の 中には 相扶 互助の 精神が あるが、 此れ も經濟 利益 問題では いけぬ。 打算的を 排し 、根本的 扶助の 觀 
念より 成立せ る もので なければ ならぬ。 

或る人は 斯る 精神は 奴隸的 精神で あると 云 ふ もの も あるが、 奴隸 主義なる ものは 己れ よりも 劣等なる もの、 低い ものに 
對し 之れ を扶 け、 救 ふ 謂では ない。 然し 今の 利他主義は 己れ より 其れが 上で あるから 頭を 下げ、 己れ を 捨てる のでは な 
い。 奴隸 主義なる ものは 「泣く 子と 地頭に 勝たれぬ」 又は 「長い ものには 卷かれ よ」 と 云 ふの が 其れであって、 今は 自分 
は 他の ものよりも 力が あるに しても、 又は 高い 地位に あらぅ 共、 偏へ に 他を 救 ひ、 此れが 利益を 先にす る大 精神で ある。 
自分に 力が あり、 權利 ある 身で ありながら 他を 救 ふ ものと、 唯 自分 丈け の滿 足を 希 ふ ものとの 間に 大小 ニ乘の 分岐 點があ 
る。 

阿闍世 王女 經の 中に、 或る日 釋尊が 大勢の 弟子を 召し連れて 阿闍世 王宮に 招かれ 玉 ふた。 然る 時に 王女は 此れが 送迎に 
對 して、 釋尊 には 恭敬の 意を 表せられ たけれ 共、 弟子の 人々 には 何の 會釋 もせられ なかった。 王が 怪しんで 其の 由を 王女 
に 尋ねられた 時に 王女は 「釋 尊は 實に すべての 人の 救濟 主で あるから 偉い けれ 共、 御 弟子 方は 皆聲 聞であって 自利の 心の 
みあって 利他の 精神がない から 禮を せぬ ので ある。 形式 や 修行は 如何に 嚴 めしく 美しく とも、 私は 大乘怫 敎を 奉ずる もの 
であるから、 其の 精神の 所有者 以外には 禮を する もので ない」 と 答 へられた と ある。 實に 此の 小話の 中に も 大小 乘の區 分 
が 明で ある。 大乘 怫敎 は、 美しい 殿堂の 中の みに なく、 複雑なる 儀禮の 中に のみ 存在せ ぬ。 其の 出家と 在家 問— はず、 
男女 賢 ^ の 別を 簡はず 、苟も、 自利を 排し 、利他を 先と する もの \ 中に 存在す る ものである。 

第二に 現代 思潮の 缺陷の 一は 不寛容 主義に ある。 或る 國は饱 の國 との 間に 垣根を 築き、 或る人 種は 他の 人種を 毛 嫌 ひし 
て 居る。 日米 親善の 要求の 裡に は、 日米 親善の 現實が 曝露され たこと を 知らねば ならぬ。 而も 其の 源には 不寛容 主義が 根 
强く ある ことを 認めない 譯には 行かぬ。 其の 國の 宗敎は 他の 宗敎 に變な 態度を とり、 其の 國 人は 他の 國人に 偏狭なる 精神 

大乘佛 敎の精 神 八 三 


講說 論策  八 ニ 

我が 大乘敎 の 精神は 實に 此れで ある。 自利を 捨て、 利他を 先にな さんと する ものである。 宗敎で 云 ふ 解脫 も、 自分 一人 
の解脫でなく、他人を解脫せしめんためであって、畢竟自己の解說は他の解脫である。 

三 

此れ こ 就て 聊か 現代 思想を 考えて 見る と、 大戰の 結果は、 米國を 除いて 他の 國には 厭世 思想が 漲って 居る。 戰には 利 あ 
りし かど 戰後 財界の 不安に 陷り 生活難に 苦しんで 居る 怫蘭 西の 現狀 、戰 破れ 資財な き獨 逸の 今日は 實に中 世紀の モンクの 
時代よりも 一層 悲慘 なる 有樣で あると 聞いた。 過ぐ る 五月 十日に 獨 逸人の 怫敎 僧が 三人 程 私の 宅に 來り 、暫く 日本に 滯莅 
する こと X なった が、 其の 中の 一人は、 二十 年 前に 怫敎を 研究して 後 錫崙に 渡り、 其 後戰爭 のために 英國 の官權 のために 
n はれの 身と なり、 戰熄ん で 許された ものであるが、 其 人の 話に よるに 今や 獨 逸の 國內擧 つて 厭世 思想に 滿た されて 居る 
そぅで ある。 此れ 一面には 戰爭 の悲慘 から 來て 居る が、 又戰 後經濟 上の 困難の ために 起因す る ものである。 彼等の 中流 以 
下の 社會に 於て は 砂糖を 求む る ことが 出來 ぬから サツ カリンを 使 ひ、 コ ー ヒ ー の 代りにい り 豆を 食し、 パンの 中に 藁 木皮 
を 交 ゆと 云 ふ 迄に 生活が 逼迫し 苦痛に 陷 って 居る。 物質 上には 斯る 生活難を 感じ 精神 上には 列 强の壓 迫を 蒙る と 云 ふ、 此 
の內 外呼應 しての 苦痛 悲慘は 勢 彼等を して 厭世 觀を 起さし め、 人生を 離れた る寂靜 無為の 境地を 希 ふ 心に 導く ので ある。 

此の 如きは、 彼等と して 已 むを 得ぬ 實際で あるけれ ども、 浮世を 遁れ 山中 藪 林に 隱る 、ことが 大乘怫 敎の 心で なく、 此 
れを轉 廻 せんとす る ものが 大乘 怫敎 である。 釋 尊の 前生の ことを 書いた と傳 へられて ゐる本 生經の 中に 見る に、 釋尊は 其 
の前世には肉を燒き、身を裂いて他人に與へられたと說かれてある。利他のために身のすべてを捨て\か\る處に大乘怫 
敎の 精神が ある。 ビルマ や セィロンの 怫敎は 小乘怫 敎で あるから 此の 利他の 精神がない。 小 乘佛敎 は、 自分 丈け 救 はれ i 
ばよ いのであって、 湛然 寂靜の 境に 身を よせて、 獨り 自身が 解脫 すれば よいと して 居る ものである。 大 乘怫敎 には 勞働問 
題 も、 社會 問題 も ある、 皆 世を 救 ひ 人を 利す る ものは 皆怫敎 である。 ハン マ ー の 音、 シャベルの 響き、 油 じみた 勞働 服の 
働きの 中に も、 大乗 怫敎は 存在す るので ある。 


るで あら ふ。 日本人に 今少しく 包容の 精神が あるなら ば、 支那に 於け る 排日 思想 も 撲滅す るで あらぅ。 此れを 根本的に 解 
決する ものは 實に 我が 大 乘佛敎 の寬容 主義で ある。 

五 

第三は 形式主義の 打破で ある。 形式に 囚はれ る ことが 現代 文化の 弊害で ある。 囚はれ て 居る と 云 ふこと が 現代の 文化の 
缺陷で ある。 勞働 者が 其の 立場に 囚はれ 、資本家が 自己の 名に 囚はれ る、 此れ 形式主義で ある。 

怫敎 は、 衣 や 袈裟は 其の 傳 道の 方便であって、 實 際の 精神には 僧 もな く、 俗 もな く、 寺 もな く、 家 もない。 規則 や 儀式 
は 末の 事であって、 其の 根本は 精神主義で ある 處に 怫敎の 生命が ある。 

六 

淨土敎 の 精神 も 其れで ある。 一例を 以て 示すならば、 法然 上人 御 往生の 數日 前に 於て、 法 蓮 房 信 空が 上人に 申す 樣には 
「古來の先德には御入滅の後に其の遺蹟と云ふものがあります、傳敎大師は比觀山に、弘法大師は高野山に其の遺蹟が定 
まつて 居ります る、 御 師匠 御 入滅の 後は 何處を あなたの 御 遺蹟と 致し ましょぅ」 と 尋ねた 時に、 上人の 御 答と して 

「蹟を ー廟に 止る は 遺法遍 からず、 余が 遺蹟は 諸 州に 遍滿 せり。 故 如何と なれば、 念佛の 興行は 愚老 一期の 勸化 なり、 
されば 念怫 の聲 すると ころは 海人 漁 人の 住居まで 悉く 皆 余が 遺蹟な り」 

此の上 人の 御 答 こそ 實に囚 はれざる 大乘怫 敎の眞 精神で ある。 

七 

最後に 大乘に 就て 七 種に 分けられて ある。 普通に 此れを 七 種 大乗と 呼んで 居る。 卽ち 
因大  大 

A! >> ~~ "■*— **\  果 

大大大 i 大大大 
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を 持っ、 此處 には 自ら举 鬪が あり 反目が 起る。 ひとり 宗敎や 人種の みならず 學問に 於ても 亦然 りで ある。 此の 不寛容 主義 

のために 軍 靈義が 起り、 敵本主義が 生じ、 此 S 爭絕 ぇず、 8 が熄 まず 世界 is しみと 悲しみの 血と 淚を以 って 
充た される こと k なる。 

同じ 馨敎 の 中で も舊敎 と 新教の 爭鬪は 永い 覽を 以て 續 けられ、 更に 猶太 敎に對 する 迫害の 著しき ものが あるが、』、 
乘敎は 此れを 破 折す る大 光明で ある。 大 乘怫敎 には 國も なく 境 もない。 平等なる 寬容 主義で ある。 此れ怫 敎が 一面には d 
他 主義で あると 同時に、 他面には 大な る寬容 主義で ある。 怫敎の 三千 年の 歷史の 中には、 基督 敎の 如く 殺戮の 如き 悲慘な 
る ものは ない。 國と國 との 爭鬪 もな く、 血と 血を 交へ た 戰の跡 もない。 

若し 大乘 佛敎 の 精神を 一層 具 體 的に 述べ i らば、 串す i 多い 話で t が、 議 の 世界 大 置の 最中に 於て、 東京の 
音議に 於て 音 樂會を 開催し、 皇后陛下 Q 行 管 仰いだ こ とが あった。 其の 時 Q 曲目は、 伊太利、 怫醫 、露 西 ■の 曲 
目で あって、 敵國た る獨逸 Q 曲目を 人れ なかっ た。 時に、 陛下ょり 今日は 獨 逸の 曲目は なぜ 人らぬ か、 と 云 ふ 御下問が あ 
ったので 御伟の方ょり只今は獨逸と交戰中でありますか御遠慮申上げましたと答へ奉ると、陛下は、藝術には國境はな 
い 零 あ— 仰せ 玉 ふた 爲 めに、 害 陛下の 敵國 の 曲たり 共、 霧に 仇 や 敵 寡ち 玉は ぬ、 御寬大 如类御 心に 感 

泣して 獨 逸の 曲目 も 入れた と 云 ふ 話 も 承った ことがある。 斯る 事は 申 上げて ょい か 知らぬ けれ 共、 此の 御 精神は 實に 大乘 
佛敎が 行 はんとす る 精神で I。 英國の 排獨の 精神の 中に 於ても 猶ほ獨 人 ニィ S の 書は 歡迎 されて あるが 如く、 吾人に 
は 他を 許し、 他を 容る \ 包容の 精神がなくて はならぬ、 大乘 佛敎の 生命は 其處 にある。 

> 佛敎 は、 日本の 神道 も 包容し、 支那の 儒敎 も、 印度の 波 羅門敎 も 包容す る 可能性を 有する ものである。 然し 乍ら 佛敎の 
此の 寬大 なる 態度は 決して 無自覺 、無批判なる 包容では ない ので ある。 彼の 無 自覺の 徒が 輕佻 浮薄に も、 或は ク ロボ トキ 
ンにか ぶれ、 マルクスの 前に 我を 忘れて ぬ かづく 態度とは 同一なる ものでは ない。 此の頃 町を 步いて も、 隨分 極端なる 括 
批判なる 廣吿や 意匠な どを 見せられる ことがある が、 此れは 實に無 反省なる 外 國崇拜 から 來て 居る。 

止れに ^ して佛敎は批半ある寬容的態度を有するものである。日本人が今少しく寬容的であるなら尤日米親善も徹底す 


/ 


肖 j 者に 俟っ こと 能は ずして 眞に 他と 共に 計り 人と 倚っ て樂 まんと する もの ゝ爲に 利他、 寬容の 精神を 霞す るの 一大 指 
針た る ものである。 

九 '、  3 
前回に 於て 大乘敎 の 根 本義が、 包容 主義で あり、 利他主義で あり、 平和主義で ある ことを 略述した ので あるが 今又更 

に 大乘敎 の 世界人 類の 上に 力 ある 所以を 述べて 見よぅと 思 ふ。  ， 

第一、 佛敎の 根 本義は 無我でなくて はならぬ。 世界は 自分 丈け では 何事 も 出來な いので ある。 一軒の 家屋 も楝粱 椽柱等 

風 の四® 和合 Q 上に 成り立っ ものである。 故に 靜 かに 此 等の 事項を 究 察し、 此の 心を 霞し、 此の、 七を 活片 する'^ に其處 
に、 社會の 統一が 出來 、精神の 社會 化が 成就す る。 「何物 も 集って 成る」 と 云 ふこと \ 「自分と 社會は 別で ない」 とい ふと 
ころに、 自我、 我欲、 利己を 否定す る社會 精神が 現 はれ すべてに 向って、 偉大なる 調和が ある。 

吾人の 精 1 調印 m よりて 出來 るが 如く、 吾人 Q 肉體も 巧妙— 組織と 巧妙— 調和より 成り立っ もので あって、 官覺 
精神 系統、" 細胞と、 和合 調和して 成立せ る處 、これ 實に 肉體が 社會性 $f 所以で あって、 此 等が 四 分 i し 離散 不和 
合 ^1 る時は、遂に肉體としての要をなさぬので|。此の眞理が囊ならざるべからざる所以であって、こ\に社會のー 

致_^ 實に此 I 我を 敎 ゆる もので—。 無我 f とい ふ理 f 知る 丈け では 小乘 1 、大乘 佛敎は 「無我— 
が 故に 斯 くしなければ 1 ぬ」 とい ふ處に 偉大— 精神が—。 此の上に 社會の 一致が 出來 、何も 1 り 得る 包容の 

请 神が 成立す る。  . 
m)I に佛敎 丈け が 偉い、 霞 丈け がよ いとする のは 我の 精神で—。 怫 性の 發現— 宗敎は 皆よ いものと して 取り入 ネーる 

もので^る。 卽ち大 乘佛敎 の 包容 精神の 一例を 擧げ るなら ば、 彼の 華麗の 五十 五會の 中に、 善 財 童子が 管き いて 廻っ 

た 中には、 國王も あれば、 異端者 も あれば、 甚だ 卑しき 婦人 も ある、 如何なる もの も、 正道を ふみ、 正義を 行 ふところに 

大乘 佛敎の 精神  一 ノ" 
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ちび 巧 M のの S 

衆生 無邊 誓願 度 煩 惱無邊 誓願 斷 
法 門無盡 誓願 知 無上 菩提 誓願 證 

1111 あつて、 所有 人類— はんこと— じ、 其のた めには 煩 f 斷じ 、無 盡の法 門を 知 4 し、卷 

故に これ— む—。— これ 第一 £ 重無邊 震度の 大 I 具を 果す； 龙と努 む f 佛 f 
第二の 法は 天地 萬 有の 法 門で ある。 此れ 字 宙の肅 萬 象を 知る ことで ある。 

第三の 解は 宇宙の 大法 天地の すべての 事を 證悟 する ので ある。 

第 四の 淨大は 此れ 絕對 無限の 法淨 に淨 化せん とする ものである。 

第五の 資糧大 とはす ベての 商工の 業 も 悉く 佛清 j 修行の 資糧 となす ので ある。 

K 時大 と— 限 Q 時間で f 。 此 I 限 Q 時間 1 Q1I かんとす f ので ある 。 

以上の 六を 因 大と云 ひ、 此れ 佛果に 到る の 道で ある。 

第 七の 得大 Ms 果で蠢 。これ 因大 ょり 來れ fQ、 又す ベての 綜合、 結局、 歸着 、終局で ある、 

八 

^ |1 !'| 代 || 5 ^ .! 獨善主譬排するには、此の大乘の利他、寬大精神の#面からして、これを屋し、共 
めて を;^ へきて ある。 敎育 も、 經濟 も、 政治 も、 其の 根柢に 大乘 佛敎の 精神を 置く ことに 於て 初 

して 相— 濟の 光明の 生活— ましむ る 力が t、 殊に 現代の 惡 傾向を る 上 0 て i n 
ィ .自 f して 倉 i 茗て萬 f 解決 せんとす る Iil 本家 や 机上 5 の— I つて 人生 11 T i/ する^ 


にす ベての 上に 愛の 心が 漲って 來 る。 淨土敎 は實に 此の 大 愛の 精神を 敎 ゆる 敎 である。 無我の 徹底せ る曉 は、 一面には 社 
會の 平和、 人生の 助け合と なり、 他面には 無 執着の 故に 其の 向上が ある。 

大乘 怫敎は 斯るが 故に 「何もの も 取り入れて 進歩を させる」 とい ふこと になる。 卽ち 勇猛 精進に して、 衆生 無邊 誓願 度 
煩 惱無邊 誓願 斷 、法 門無盡 誓願 知の 大 精神の 思想 こそ、 實 に進步 思想で ある。 而て 此の 進步 思想の あると ころ 此に 無常が 
ある。 

無常と いふても、 玆にい はんとす る ものは、 決して 源平 盛衰 記 や 平家物語に あるが 如き 「祇園 精舎の 鐘の音は 諸行無常 
の 響 あり 沙羅 雙樹の 花の 色は 盛者 必衰の 理を あらは す」 と 云 ふが 如き 無常では なく、 行 きづ まった 冬の 空から 生々 たる 春 
の 色に かは るの も、 炎熱 堪へが たき 三 伏の 夏が 去って、 新凉 掬すべき 秋の 來 るの も 無常で ある。 昨日が 今日と なり 今日が 
明日と なる の も 無常で あれば、 少年から 靑年 となり、 一 寒 生ょり 國 家の 宰相 迄 進んで 行く の もこれ 無常なる が 故で ある。 
無常とは 生者必滅と か、 老少不定と 云 ふ 消極的 悲哀なる 意味に のみ 用 ゆべき でな く、 萬 物の 生育 發 育、 向上 進歩、 悉く こ 
れ 無常なる が 故で ある。 へ ー ラク ラィ トスが 「萬 物は 流水の 如き もの」 といへ るが 如く、 流る、 中に 無常が あり.、 無常な 
るが 故に 進 步發展 が ある。 無常なる が 故に 精進が あり、 進步 あるが 故に 解脫が ある。 

花は 散り、 月は かくる \が 故に 其の 中に 進歩が あり 發展が ある。 此の 無常を 悲觀 的に 考 へて 浮世と なし、 浮世を すて X 
山に 入り、 世の中との 交渉を 絶ち 靜かに 常住の 境を 求めん とする のは 小乘 敎の考 へであって、 此の 無常 流轉の 中に 進步發 
展を 見出し、 世を 利し 人を 救 はんとす ると ころに 大乘敎 の 無常 觀が ある。 

一二 

怫敎の 大眞理 は 涅槃 寂 靜と云 ふこと にある。 これを#!: 通に 考へ ると、 涅槃と いひ、 寂靜 とい ひ、 共に すべての もの、 否 
定 であり、 破壤 であり、 空々 寂々 に歸 する ものと いふが 如き 意味に もなる。 彼の 「大學 」 に 怫敎の 事を 攻撃して r 虛無寂 
滅の 敎大學 ょり 高き も實 なし」 といって いるの も 前述の 解釋に 起因す るので ある。 或は、 諸行無常、 是生 滅法、 i 土 滅滅已 

大乘 佛敎の 精神  ベ 九 


: _說論$  八 八 

—pili て も is の f f f 鸟 が 故で u 
く 友 Sl  ろに 篇理— れ、 11 ぬけれ 共、 無— ころには 一切— 味方で あり、 四圍悉 

IO 

ふ 5 、我 us fs ■起る。 此の 大 慈悲が 實に大 乘佛敎 の 精神で ある。 釋 尊が 未 皇子の 時に、 我が 領地を 通過し 玉 
蕭 の 精神で iM。， I いて 居— 姓を f 吾 又、 其の 時に 多くの 虫の 死 i てな げ皇ふ 1 、此れ 實に大 

あるが」 こ^ i で^ を 見て S の 心— し S ふて やる。 これ 雜 感情の 證 として 人美 ふので 

^1—^'  lb 
^?5、3 1]1 のィヵ)旬子たりに來るとーつの哲學となつて來る、卽ち理性を基礎としての謹である。 

4'、、 ロ、 ^ 円 n -:f mi と考 きに 此の 如き 詩と なる ので ある、 或は 「行水の すてどころ なし 虫の 聲 J と 云 
ふ— く S の— も、 11 、自然に 起— 根柢に 一つの 慈悲がなくて は—。  注 SJ 云 

相^ 1 ひ、— ロつ て f のと 考 へて 居 —ある。 此れ無緣の大 慈悲で ある。 f 間 

我ナ sf 力 あるので ある。 或る ものに 執着し、 或る ものに 依枯を 用 ゆるので なく、 無我なる が 故 


第一 こは 周遍 でぁる。 卽ち 時間には 三世を 貫き、 蠢 には 十 方に 遍滿す るが 故で ぁつて、 此れを 說明 する もの か卽ち 

13 ム抵 一一！! ^ ある。 

大乘 怫敎は 此の 衆生 i 乘 (斷) 智慧 (知) 果 (證) に 就て 犬— 考 へを 持つ ので—。 衆生とは 人 響 初めと し 生 
IU ける ものを i 日す。 大乘敎 はこの 衆生を して 自分と 共に 究書 滿の佛 となさん とする もの、 この 心、 衆生 無邊誓 
震で—。 乘と| 物で—。— は 此の 迷の 生死の ff 切つ て 寂 雲 然の 彼岸に 着く ので—。 これ— 無— 
經に r 群萠龜 載して 生 j れ た— ち 大乘の 所以で— て、 狂亂 雲— 生死の 海ょ— 
^ ひ 出 だし 彼？ 着かし むる もの、 これを 煩 惱無邊 誓願 斷と いふ。 社會救 濟の觀 念は これでなくて は出來 ぬので ぁつて 
4 1? これでょ いとい 4Q ではない。 智 とは 法 門無盡 誓願 知で—。 法 門と い t とは 霞—  — のみでは 
^ く、 すべて 宇 笛— 理を 諦める 學 問硏究 、更に 進んで は 精神的の もの 1 知らん とする 智慧の 無限の 靈 でぁる。 第 四 
は 無上 菩提 震證 でぁつ て、 これ 吾人が 進み 進んで 阿響羅 i 馨提— 得する ので—。 以上の 四を 醫 してやる こ 

れ^^男1 |^ ^。此れ大乘精神の根底と1でぁって、此れがヵ强く働く時に活動主義と|、小乘敎が否定的 

ぁる。 願とは 大 慈悲で ぁり、 行とは 願を 實 行す るを いひ、 果は 無上— 佛の 境界で—。 而 して 第一 第二は* 他. でぁつ 
て、 第三は 自利で—。 卽ち 自分の ためには 無上の 果に 進み、 他の ためには 願 行を 勵む ので ぁる。 此の 如くして 犬— 事 
' 1 P 成就す るので ある。 

噹上寺 の 遇藏こ 一切 經が收 めら れて あるが、 其の 中に 黃檗 版の 一切 經と いふの が ある、 外の 支 あ 出来では'^ 或は 元 
朝 鮮反の 一 還な I、 悉く 時の 朝廷の 命に よつ て出來 たもので あるが、 此の 日本で 出來萎 霞の  一 S 七 千 卷は黃 襞 
の 鐵—師 が— から 出來 上つ たもので！。 初め 霞 11 願して、— 西 sf 營た處 4 
恰度其 0|1 時大阪附1饉が|て多くの人が死に瀕したので、観和尙は、||のも偉ぃ尊ぃこと1れ共 
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寂饔 ，とい ュ四 句に.}^;^ されて 空 蠢無 が淫繫 Q 理想 佛敎 Q 精神 かの 如く考 ふる 人 も あるが、 此れ 
1 意を 領解せ ぬ も Q? る。.  ブ If  I 

大乗 佛敎 Q 證は 決して 虛 無なる も Q でな く、 證 にして 無 活動— 狀態を いふ もので— い。 J —、 I 
妄念の 嵐が—、 罪悪の 火の 消ぇて、 唯 SQ 靈光 Q み 輝く 平和— 狀態 である。 彼 テが 岩^-上に^  M ナ へ 
けく  f り 一ぐ く 秋の TV の 葉： ^ る才 パの 瀨音に 耳を かたむけつ 此の 大自然に 向つ て 「若に も 平和 あれ、 森に  あ 
れ 、水に も 平和 あれ、 人に も牽和 あれ」 と 念じた とい ふ、 此のす ベての もの 本 和 ある 狀 態が 證 である。 ，「 
平和の 世界が 證 Q 境地で ある。 狂亂 怒濤の 生死の 大海 If して 行く 人生の、 へ 罪 

J — た後 に 來る 淸淨— 天地 これ 無我の 世界で—。 SIQI 、 實に 平和 4 界れ る。；^ い K 
の 理想がなくて はならぬ。 此に 向上が あり 進歩が あり、 眞の 解脫が ある。  - 江 

I 三 

現今の 社會は 階級馨 が 必要 f い つて 居る が、 これ 拿 段と して 大— 理想がなくて— ら ぬ。 隹に皆 威爭圖 

その も Qf 的で あつて— らぬ 。人に して 1 なく 妄動す る— ば 何等 動物 II い。 偉大な P 國以 は韋 

大。— 理想がなくて は— ぬ。 この 理想とは 何ぞ馨 平和で ある。 其の 絕擊 和とは、？ 大— の— たる 淫 M 
る 

小 震は疆 の 上に 靜的 方面— へて 居る が、 大乘 には 活動 性を 認める ので ある。 力 あり あり、 

乘敎の 理想と する 涅槃の 境地で ある。  f ュ ヵナ 

学— 吾人は、 社— しくは 讓 Q 向上の ために、 S ニ 致、 包蠢 精神を 雪し、 社 宴 化の 震の 上に 無上の 
理想を 裏 さして 行かねば ならぬ。 これを 最も 大きく、 霞して 敎 ゆる ものが 大證 の 精神で—。 

•i c. un せ f の 1々あるが ' 佛滅後七百年頃に出世し|無着の著述|大乘莊嚴論の中に大乘の精神を縱橫無 
—述 へ 立て 今 これを 震す るに 「何故に 大乘 S 依す るか」 とい ふと、 これに 四つの— が—。- 


るが 如く、 常不輕 菩薩が 如何なる 人を 見ても 此れを 禮拜し 「私は 敢て 汝を輕 しめぬ 汝は當 に 佛と なる 尊き 人で あるから」 

と 言 はれて、 自分を 惡 ロし 罵詈し 刀 杖 瓦 石を 以て 打擲せられ ても尙 逃げ 廻って 遠くから 大聲 擧げて 前言を 繰返しっ、 禮拜 
せられた とい ふ、 これ 實に 大乘 がすべ ての 人を 敬 ひすべ ての 管して 禮 する 精神で—。 現代人は 或は 自己 實 現と いひ 自 
我 擴充と 叫び 自己を 敬 ふことは 知って 居る が 他を 禮 する 道を 忘れて ゐる 。願く ば 現代の 社會 生活の 上に 此の 恭禮の 精神を 
散底せしめたいものである。人を禮するはやがて自分を禮する所以であるのに、人を敬ふことは自分を輕蔑し 又は 奴隸 
的 態度な りと 考 ふるが 實に 人類 世界の 文化の 美 花が 人々 相 敬の 上に 美しく 睽 くもの なる に 關らず 、單に 我利に のみ 偏し 
自我の 擴張に のみ 腐心し、 他を 敬す るの 禮文 なきが 如きは 實に 現代 文化の 逆轉 といは なければ ならぬ。 

供養とは 誰に も 物を 捧げる ので あるが、 これ 大乘 精神の 大切なる ものである。 佛に 香華 燈 明を さ、 ぐるの も、 憐れなる 
ものに 食を 施す も、 吾が 此の 體を國 家社會 のために 捧 ぐるの も 共に 大なる 供養で ある。 釋尊が 病める 老 比丘を 見て 他の 弟 
子に 向は せられ 「彼れ に 藥を與 へ 食を 與へ よこれ 佛に 供養す る 所以な り」 と 仰せられた る もこの 所以で ある。 

第三 こ鐵海と は、 人々 の 身 ロ 意の 三業の 上に なす 一切の ことがらを it 悔す るので あって 在れは 梵語の ^ rotidasa で 
「向 ふに 向って 自分を 露骨に 出す」 とい ふこと である。 此の 懺悔に よって 自分の 德 をす、 める 所以で あって、 無量 壽經の 
下卷に 「橋慢 と 弊と 懈怠とは 以 って 此の 法を 信じ 難し」 と ある 如く、 自己の 不完全を 悟り、 缺點を 省みる 處に 、信仰の 眼 
が 開き 德の 向上が あるので ある。 

隨 喜とは、 自分の 善根の みならず、 他人の 善業を も 喜び 賛同す るので ある。 隨喜 とは 佛敎 特有の 字であって 大乘敎 のみ 
にある、 此の 事は 寶積經 に 詳說 されて ある、 卽ち隨 喜は、 人の 善事 や 偉大なる 事業を 喜び、 これに 賛成し 滿腔の 誠意を 捧 
ぐるので ある。 これが 大きくな って 他國の 文明 他國の 繁榮を 喜ぶ 心と なり、 引いて は 全 宇宙の 繁榮 、平和を 樂 しむ 心と な 
るので ある。 然るに 此の 隨 喜の 大 精神は 最も 現代人に 缺 けて ゐる 。他人の 成功を 忌み 他家の 隆盛を 心よ しとせ ず 他 國の文 
明を 妬み、 繁榮を 喜ばぬ のが 常で ある。 これが ために 爭鬪が 絕ぇず 戰举が やまぬ ので ある。 平和は 理想では あるけれ 共、 
此の 隨 喜の 精神が 徹底せ ぬ 間は 竟に 此れ 永遠の 理想と しての み 終る もので. あって、 他人を 認め、 他 國を認 むる 大抱容 の 精 
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これを 讀む 人が 死んで は 何の 益に も 立たぬ とい ふところから して、 折角 汗水 十 幾年 も か X って 漸く 募った 金を 悉く 出して 
人々 の 飢餓を 救った。 

第二 回目に 又 苦 辛酸 澹十餘 年 か \ って 初志を 貫徹 せんとして 漸く 金を 募ったら、 又も 飢饉が あった ので 其の 金を 窮民に 
施した。 斯 くして 第三 回目に 又 十 餘年か \ って 遂に 一切 經を 印刻す る ことが 出來た のであった。 實に 今日と 違って 交通の 
便 もな く 一字 ー畫 悉く 木に 刻む 其の 勇猛心、 其の 精進の 力、 實に 此の 經を 手に する 人は 鐵眼 禪師の 血と 淚の蹟 を 思 ふべき 
である。 

又聖武 天皇の 時 支那ょり 來朝 せる 鑑眞 和尙の 如き も、 其の 當時 汽船 もな く、 只 小さい 船に 順風の 時を 見 計って 乘ら ねば 
ならぬ、 それで 鑑眞 和尙が 日本に 来られた ときは 其の 願を 發 してょり 第 八 返 目であった と 云 ふこと である。 願 行は 實に比 
の 如き もので あらねば ならぬ。 

第三は 果で ある。 卽ち 前述の 如く 大乘は 大果を 求む るので あって、 自分 丈け でな く 人を 救 ふ 怫果を 期す るので あるか 
ら 、此れ 又大 なる 所以で ある。 

第 叫は 不及で ある。 不 及とは 何もの も 大乘敎 に 及ばぬ とい ふので ある。 これに、 體 、義 、無限、 無盡の 四っの 理由が あ 
る。 卽ち大 乘の體 にも 何もの も 及ばぬ。 理窟 も大 であり、 なすこと も 無 際無盡 である。 隨 って 其の 發現 として 大乘敎 には 
大 信、 大悲 、大 行、 大忍が 必要で あると して ある。 卽ち大 なる 信仰と、 大なる 慈悲と 大なる 行と 大なる 堪忍が 大乘敎 の 人 
にはなくて はならぬ とい ふので ある。  . 

實に 此の 大乘敎 の 精神が 日本人す ベての 思想 や 心 持の 上に 働かねば 駄目で あると 思 ふ。 

I 四 

次に 大乘 敎の實 行方 面に 就て は 古い 時分には 五悔 とい ふこと を 言 ふて ゐるが 、大 乘敎は 道德 上の 實行や 知識 上の 觀 念の 
上に 不完全なる ことを 反省す るので ある。 其の 方法と しては、 禮敬 、供養、 懺悔、 隨 喜、 發 願、 回向 等が ある。 

大乘敎 は 第一に 佛を禮 する ので ある、 而も 佛を禮 する のは 衆生を 禮 する 所以で ある。 法 華 經の常 不輕菩 蘧 品に 說かれ た 


で ある ナれ 共、 其の 行は 溫い もので—。 其の 論は 高い けれ 共、 その 實 行は 易い ので—。 大乘敎 は 論は 月の 如く 冷たき 
理生が いる けれ 共、- 其の 行は 大 悲の暖 みが ある。 何と なれば 大乘敎 は 如何なる 人に も出來 得る 行で ある。 其の 形式は 僧た 
り 共 俗人たり 共敢て 簡ぶ處 はない。 維摩の 如き 居士 も 大乘敎 の 人で あり、 勝鬉の 如き 皇后 も 大乘敎 の 行人で ある。 實に大 
乘敎は 形式 H 拘 孪る囊 に 非ず して 精神主義の 敎 である。 これ さへ あれば 形式は 何でもょ ハ。 f 大乘敎 は 僧俗 一元論 
である。 「汝等 所行 是 菩薩 道」 がすべ ての 人に 向つ ての 大乘敎 の 精神で—。 議 1 別は 大乘敎 の 論ずる 處 ではない、 大 
乘敎の 精神は 活動的で あつて、 獨善 主義 や 猶太 主義で— 5。 法然 上人が 御臨滅 Q 日 御 弟子が 上人 1 跡を 何處 となす か 
を 伺つ た 時に、 「念 佛 の 聲 する 處は 海人 漁 人の 住家まで 我が 遺蹟な り」 と 答 へられた 處 に、 明に 活動 主義 f 大乘 精神を 見 
るので ある。 

薄伽梵 歌の 中に、 ク 71 パン ジヤ ラ、 ヮル シユ ー ナが 戰爭に 出る 時、 我れ は 宗教を 奉じ 淸き 事業を 營 むべき であるに、 戰 
は 人を 殺し f 洗 ひ 骨を けづ る_1 ばなくて は t ぬ、 霊んで 此れを しなければ 功 1 墓 fl ら ぬ。 と 
非常に 需懊惱 した、 時に 神が あら はれて 「劍を 振 ひ 人を 殺す ことは、 人を 生かし 人を 救 ふ 所以で ある」 と吿 けられた と 
書かれて ある。 これと同じ やぅに、 甘賴 の 太 郞が戰 に 臨む 時、 法然 上人に 向つ て、 念佛の 行者の 淸き 生活と、 實四圍 吹 
きす さむ 戰带 の罪惡 とを 以 つて 如何にすべき かと 御 尋ね 申した 時に、 上人の 御 答は 「かまは ぬ 念佛を 申せ」 と 仰せられた 
とい ふ。 此の 二つの 問答の 中に 實に大 霧 神が 躍如 t て顯 はれ、 且つ又 淨土敎 が 人生々 活の 上に 大 なる 意義の ある 事を 
見出す 0 

要するに 大乘敎 は 社會生 f 肯定し、 親、 善、 證の i の 上に、 大— i と 向上— 以つ て、 人生に 臨む もの 
なる が 故に、 現代の 如き、 權利 にの み沒 頭し、 爭鬪 これ 事と する 時代には 最も 適切なる 敎 である。 醍醐 天皇の 御 刺 語の 中 
にも 「日本 大 乘國」 と— 如く— に 我利 主義の 國 ではない。 無我の 精神、 報恩の 精神を 以 つて 進むべき であり、 更 
に 此の 精神を 擴 大して 世界人 S 上に 大乗 佛敎國 の理 管 霞し 此 に淨篇 土 成 I 生の 杳的鲁 徹する ことが 必要で 

ある。  (大正 1 〇、 一、％ 上 寺 日曜 講演 集) 
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神が 更に 進んで 此の 隨 喜の 精神と なって 悠久の 樂土が 人生に 實 現す る。 

第 六の 發願 は、 前述の 四 弘誓 願に 述べた 通りで ある。 

第 七の 回向は、 何事 も 偉大なる 理想に ふり 向ける ので ある。 一疋の 蟲を救 ふに も、 一枚の 紙に 字を 書く にも、 農夫の 屋 

る 鍬 鋤の 上に も、 商人が 持っ 算盤の 珠の 一っに も、 これを 無上 菩提に 向って 回向す るので ある。 如何なる 大河 も 其の 源ょ 

一滴の 水の 集りで ある。 絕對 無限の 理想 も 小なる 事業の 集った ものであるから、 一切衆生 と共に ー擧手 ー投足 共に 

上發 展の爲 にと 互に 自己の 事業を 勵み 、精神の 修養を 勵 むべき で、 大乘 怫敎 ょり 云へ ばす ベての 事が 皆怫 となる 道で あ 

る 資生產 業 悉く 怫敎 であるか らして、 如何なる もの も 一切の 人と 共に 無上 菩提に ふりむける べきで これを 回向と 云 ふ。 

卽ち 「願く ば 此の 功 德を以 って 平等に 一切を 施し 同じく 菩提心を 發 して 安樂 國に 往生 せん」 と 云 ふこれ 大乘怫 敎の 精神で 
ある。 

これを 今少しく 系統 づけて 言 ふと、 

.平等 (理) 怫も 他人 も 自己 も 同じ (佛 •性) 心 怫及 衆生 是三 無差別、 此れ 怫敎の 根本 精神 也、 これ 無我の 發現 
1 > 
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此の 如く、 平等主義の 無我と、 發展、 ffj 義の 無常と 平和主義の 捏盤 とに ょって 大乘 精神が 表は されて ある。 此の 如く 大乘 
敎は大 なる 理想に 向って 進む ものであるが、 そは 吾人の 持っ 心の中の 小さき 反省に ょってなる ものである。 其の 目的は 大 


と 云って 居る が 如き、 此れ 亦、 怫敎の 理想た る 涅槃に 就ての 誤解から 生じた 言葉で ある。  ， 、 
釋尊が 尼 連禪 河の 邊 りに 涅槃し 玉 ひ、 怫敎は 一切 皆 空と 敎 ゆる もので あり、 空 寂を 理想と し虛無 寂滅が 涅槃の 理想で あ 
るかの 如く 考 ふる 如きは、 大 なる 間違で ある。 

淫 繫の眞 意、 佛敎の 理想は 決して そんな ものでは ない 憐敎の 究竟 目的た る淫樂 には 大理 想を 有する ものである。 

前述の 如く 涅槃は、 人生の 妄動が やんだ と 意 ふ 意味で あるから、 卽ち 人生の 總てに 對 する 否定で ある。 

現代 思潮の 特徵は 何かと 云 ふと 古き ものを 壤 さんと する のが 目的で ある。 此れ 亦 否定 せんとす る 運動で ある。 此の 最も 

甚 しき 思想と しては、。 虛無 主義、 無政府主義、 過激 主義で ある。 

此の 如き 思想の ょい か、 惡 いかと 云 ふこと には Si 論の— ことで— が、 其の 批判は 別と して、 此の 如き 古き ものに 對 
する 破壤議 G 現代に 起っ た、 と 云 ふ囊 は、 然しながら 此れ 已む雙 事で あって、 積年の 極端なる 物質主義 や、 資本 主 
義の惡 弊の 結果と して、 人生に 起り 来れる 必然の 要求で ある。  、 

卽ち晛 今 ま、 在来の 不都合、 不公平、 不合理を 匡正 せんとす る 思想が あるが、 此れが 往 々にして、 方法を 誤り、 道を 間 
違へ るた めに、 1 々の 極端なる 思想と なる ので ある。 けれ 共 其の 原因は と 云へ ば、 此れ迄 世界に 餘りに 多くの 間違の あっ 
た爲 めに 起り し" 已 むを 得ぬ 事實で ある。 

其の 一例は、 物質主義 のために、 資本家が 餘り 多く 橫 暴の 行爲が あった 爲 に、 此れに 對 して 一種の 破議 動が 起り、 又 
國が餘 りに 利己主義で、 自 國の爲 にの み 益 せんとす る武斷 主義、 軍國 主義が あった 卽ち 弱肉强 食であって 獨 逸の ヵィゼ 
ル 時代の 如き、 其れが ために、 不公平が あり、 不平等が 生じ、 此に 免る 可らざる 破壤 主義が 生じて、 遂に 大革 命を 生じた 
ものである。 

彼の 無政府主義の クロポトキンの 如き 議論 も、 此の 時代の 世界、 現代の 疆 、現代の 思想の 問 違の 上に 出来た 苦悶で あ 
る。 然るに 此れを 匡正す るに 彼に 高尙 なる 理想な く、 其の 根底に 人道主義の 血と 淚が 籠って 居らぬ ために、 此れが 實 行の 
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現代 救濟 と涅檠 の 理想 

- 

1 敎力 聖道淨 土の ニ 門と 分れ、 天台、 眞言、 禪 、淨土 等と 各宗 各派に 別れて 居る が、 何れも 其の 最後の 理想は 屋 であ 

禪 の 徹底せ る 届 想 も、 華嚴の 幽玄なる 敎義も 淨土敎 の 深刻なる 信仰 も、 其の 究極の 目的は！ 槃で ある。 
然らば證とは如何|意味か、此れは| 2: 各1,の漢字譯であつて、恰度、"ンドン|敦と書き、べルリン 
を 伯林と 書き、 パリ ーを巴里と書くょぅなもので、埋は *^ |—( ^ 獎は <1 >' ^ ^ である。  ノ 
而 して 其の 最初の 意味は 〔風が やんだ〕 と 言 ふ ことであ る。 風と 云 ふ ものは、 此れが あると、 萬物忽 々として 騷 がし 
い、 卽ち 風が— ために 時には 家を 倒し、 海 f 起す 1 る。 見 上ぐ るの 强 t 烈し 蓋の 爲 には 時ら， 1 ; 

虹の 大 f 風 Q ためには f 流される AJ とも f 。 i は 其の 大風の 止ん if  f ので f 。 丨 
其の 霞から 云 ふと、 f 吹 IK ふ 意味、 卽, T 英語 Qf Vi じで あつて f 止ん ffQ で、 合して 「火き や 
ん だ」 と 言 ふ 事に なり、 俗に 云 ふ 「大風の あと」 である。  。 

ニ 

ri^L CIa: 上往 々にして、 此の 11 り 違— ために、 佛敎に 就て 一つの 疑問を 持つ ものが ある。 例せば 彼の 支那の 
「大學 の 序文」 に 佛敎の 事を 批評して  t 丨 f 

虛無 寂滅の 敎 、其の 高き や大學 にす ぎて 實な し。 


然ら 圼薬は 如何なる 妄動を 止める か、 と 云 ふと 1 人間には 四 顚倒が ある。 四顚 倒とは 何ぞ 、日く、 常、 樂 1 我、 淨に 
對 する 四っの 妄見で ある。 

U 常 顚倒 人は 永久なら ざる ものに 永久性を 見ん として 居る。 實に 人生の 萬 象 一として 常住なる 何物 もな く、 一分 一秒 
悉く 變 化の 連 續で ある。 然るに 人は 此れを 永 ^) 不變の ものと 思って 居る。 

これを 學問 上から 言 ふと、 物質 論で ある。 此の 根底は 無常を 常と 思ふ妄 見から 來て 居る ので、 此の 妄見が 物質 論と-な 
り、 資本主義と なり、 黃金萬 能の 夢と なる。 私が 獨逸に 居た 今から 十 年 前には 獨貨の ー留が 約 四 五十 錢で あったの が、 十 
年後の 今日は 僅か 五 錢六錢 に 下って 居る の も、 黃 金の 無常 變遷を 示して 居る。 此れを 常住な りと ^ ふ處に 常 思想の 妄見が 
ある。 

涅槃の 思想は 此に 無常を 敎 ゆる ものである。 遺 敎經の 中に 

當 こ 知るべし 世は 皆無 常な り。 會ふ ものは 必ず 離る \ こと あり 憂 惱を懷 くこと 勿れ。 世相 此の 如し 當に 勤めて 精進して 

早く 解脫を 求め、 智慧の 明を 以 って 諸の 癡 暗を 減すべし。 世は 實に危 脆な り、 牢强 なる ものな し。 

と說 示せられ たる 實に釋 尊が 常 思想を 否定し 給 ふたもので ある。 

ベルグ. ソンが 「無常が 人生の 實 際」 と 云へ. るの も 亦 這般の 消息を 語る ものである。 要するに 涅槃は、 物質 論 や 資本主義 
は 人類を 害し、 人生に 毒す る ものであって、 名 譽も權 力 も 富 も竟に 絕對の もので なく、 常恒の もので ない と、 現今の 資本 
主義、 物質主義者に 警 吿を與 ふるもので ある。 

マルクス 0 隹物史 觀を以 って、 人類を 統一す る ものと し、 人生 問題を 解決せ んと 試みる が 如きは 誤りの 大なる もので あ 
る。 彼は、 勞働 問題の 如き も、 富の分配 等を 以 って 此れを 解決 せんとして 居る けれ 共黃 金を 以 って 萬 事を 解決 せんとす る 
が 如きは 反って 举鬪 、ストラィキを 助成す る ものであって、 金錢 物質の 如きは 人生には 二流 三流の ものである。 物質の 本 
體は專 有性で ある。 專 有性には 差別は 免れぬ ので ある。 私の 居る 處には 他人は 居る ことは 出來 ない。 他人の 有する 空間に 
は 私は 座る ことは 許されない。 此れ 物質の 定義で ある、 然れば 人生は 差別の 世界で ある。 現象界. に 於て 絕對に 平等と 云 ふ 
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上に 種々 の 間違が 生じて 来る ので ある。 

昨年の 森戶氏 事件に 就て、 三 宅 雪嶺 博士の 辯 護 中に、 氏は 

「佛敎 i 想 も 其 Q 根本 1 上れば 實 i 險 f クロ  f キン 以上 pf。 けれ f 此れを 2 に 利 相した も 
あるから、— ■葉 護— り、 又 S 護讓 の敎| つた 念で、 クロ  f キン— で 1く巧 ^:| 8せ|ノて 
佛敎 にも 劣らぬ」。 

と 云つ て 居られる ょぅ I ふが 二見 面白い 議論で あつて、 怫敎 キンと を 比較す— さすが S t 
だけ— が、 然し、 惜しむ らくは 三 宅 氏には 未だ 佛敎 の大 理想が 解つ てない と 思 ふ。  it 
成程 佛敎は 超 陵 家 的の 敎で あり、 人類 平等の 大 理想の 上に 立つ て 居る。 けれ 共 其の 根柢には 大證の 意が あり、 其の.^ 

便には 大智 Q 上に—、 此 I 智 Q 二方 面を 以 つて 宇宙 q すべてに 對 して 居る。 けれ 共 クロ f z 
智の 二方 面が 缺 けて 居る。  、35のネネに « ぎ 

"ふ" sr l l' り、 佛敎 S? 之れ 等？ のに 對 しての 否定で t と 云 ふ！— 「現在の もの 

巧 f 敎 る も、 大乘敎 の 起— は 小 乘敎— 定 して 居る。 法然 上人の 淨土顯 は聖道 門に 對 する Q 否定で—。 
“% の 於には 否定— る。 然しながら 此の 雲は、 單 なる 否定では ない 大 改造の 前の 大雲 である。 

大 反省を なして、 大 否定を する 必要が ある。 I ゆる 罪悪、 煩悶を 廢 すべく、 些 々たる 事を 否定して 

造* St— 波— ことが— けれ 共、 水の 本性は 寂 靜湛然 たる ものである。 時々 千 浪萬 波を 起し 狂亂 81 
める 事で！^。 とも— 人畜 赛 する— も— が、 これは 水の 妄動で あつて、 水の 本質では ない。 證は 此の 妄動を 止 
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靑島 の戰に 於て、 カィゼルは 宣言して  ， 
「基督 敎に 非ざる 文明は 破壤せ よ」 

と 云へ るが 如きは" 實に 自我 思想の 妄 見より 發 したる 極端なる 毒 語で ある。 彼が 此の 精神を 以 って 世界に 王た らんと 
し、 世界を 我が 有と せんとした 妄想の 結果が 世界の 多くの 人類を して 血を 流し 肉を 傷け しめたる 大戰と 化し 竟に 其の 終 
局は彼をして自ら死地を急ぐの餘儀な $- 結果を造ったのであった。實に自我思想個人主義の顚倒せる妄見なることは此の 
世. 界 最近の 大事 實を以 っても 證明 する ことが 出来る が、 涅槃は 此の 思想に 對 して 「汝の 持っ 自我 思想は 悪い からこれ を や 
めよ」 と敎 ゆるので ある 

⑷淨顚 倒 これ 形式主義で あって、 涅槃は 此れを 捨て、 精神主義に 導かん とする ものである。 卽ち 人生を 美しき もので 
あると 見ん とする 形式主義 者の 夢を 破って、 實に 世は 不淨 なる ものである。 人生の 總 ての 事實は 決して 淨 きものと 思 ふの 
は 間違って 居る。 嬋妍 花の 如き 美姬の 心の底に 夜叉の 潜む こと も 知らねば ならぬ。 形式の 美、 形式の 淨は實 に 徹底せ る淨 
でなくて、 これは 表面で あって、 此れを 淨 とする は顚 倒の 考で あるから、 精神主義に ならなければ ならない と 云 ふの が 涅 
槃の 理想で ある。 

實に 此の 如く 涅槃は、 物質主義、 肉感 主義、 軍國 主義、 形式主義を 破壤 し、 否定 せんとす る ものである。 

けれ 共 今日の 所謂 破壤 主義なる ものは、 間違って 居る。 虚無主義 や、 無政府主義 や、 過激 思想 も、 同じく 破壤で あるけ 
れ共 、此れには 大 理想がない。 破壤 すると 云 ふこと 其れが 理想で ある。. 

圼盤が 現 實の些 一々 たる 事實 に對 して、 此れを 破壤 し、 否定 せんとす る 態度は、 此の 如き 理想の なき 破壤で はない。 其れ 

には 根柢に 大 慈悲の 精神が ある。 其れには 人道主義が ある。 

曾て 「ロンドン •タィ ムス」 に英國 の 或る 牧師が ォデ ッサに 行っ て實 地に 見聞した ことを 麗して 居た が、 其の 中に、 
蜀兔ー 0 咼激主義者は良いものでも惡いものでも亡ぼさぅとして居る。彼等は宗敎を否定し、日曜を休むと云ふことは宗 
敎で 定めた ことで あるから、 日曜は 休む のを やめて 月曜に 休む。 宗敎的 儀式は 一切 此れを 廢 して 行は ず 婚禮も 宗教の 手を 
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ことは 到底 望む ことは 出來な い。 不平等が 人生の 實際で ある。 此の間に 立ちて 差別 的 物質を 以 って 人生を 解決 せんとし、 
平等を 望む が 如きは 空想 論と 云は なければ ならない。 其處に 物質 論者の 大なる 人生に 於け る 矛菅が ある。 

(2) 樂 思想 であるが、 人は 苦しい ものを 樂と 見て 居る。 現今で も、 一面には 獨 逸の 如く 國が 疲弊して、 一圓の 金が 五六 
錢位 にし か 通用せ ぬと いふ 國も あるし、 他面には、 亞米利 加の 如き、 日本 も 亦 成金 國 として 喜んで 居る。 其の 結果と し 
て 現 4 の 日本人の 頭には 極端に 樂を 求めょう、 虛榮に 憧が れんと する の 有樣で あるが、 然るに 此の 樂 なる ものが 永遠 
の もの か、 果して 人生に 滿 足を 與ふる もの か、 と 云 ふこと を考 へて 見な けれ f ならな C。 

美しい 着物、 朗 かな 急 暴、 粉々 たる 香氣 の 中には、 恐ろしき 人間 Q 苦 籠 惡が ひそんで 居る ことを 知らねば ならぬ。 
此の 歡樂の 中に やがて 自己を 破滅すべき 魔の 手が 隱 されて ある ことを 悟らねば ならぬ。 

三百 年の 長き、 あらゆる 專 政を 恣 にし、 あらゆる 快樂を 貪った 露西亜の 王朝の 滅亡に 見ても 樂天 主義は 念々 刻々 滅亡を P 
んで 居る ことを 知る であらう。 

人は、 シヨ ペン ハウ H ルの 「人生は 苦な り」 の 言の みならず、 快樂 主義、 感能滿 足 主義者は、 何時か 涙と 共に 目 醒めな 

けれは ならぬ。 何時か 彼等の 周圍 には 不調和の 世界が 顯 はれて 來る であらう。 涅槃は 此の 妄 見を 誡 むる ものである。 

@ 我顚倒 此れ 自己中心 主義、 更に 云へ ば 個人主義で ある。 小に しては 一身上 I これが 擴 犬せば 社會 は實に 弱 肉强食 

の ^ 慘なる 巷と 化し 陵と して 此の 精神を 持ちて 他國 に對抗 せんか、 此れ 軍國 主義と なる。 其の 危險 なることは 獨 逸の 今 

日を 兒ても 明で あるが、 又棄利 加 あたりで も 盛に 黑人を 酷使す ると 云 ふが 如きは、 これ 亦 我 思想から 出發 して 居る。 其 

似 人種 差 n 力 論と 云 ふが 如き も 明に 我顚 倒に とら はれた る妄 見で ある。 這般の 世界 戰亂の 如き も、 其の 原因は 矢張り 自我钽 
想の 爲 である。  . 

此の 思想の 最も 良く 顯は された ものは 基督 敎の 思想で ある。 卽ち 基督教の 原因た る 猶太 思想が それであって、 彼 敎の神 
たる H ホ ハは 我 性を 持っ も？ 其の 神を 拜 する ものには 幸 あるけれ 共、 他 神を 拜する ものは 罰する と 云 ふ 暴君の 如き 裏 
性を 帶 'rj たる もので、 その 精神を 彼等 基督 敎國の ものは 受けて 居る。 國 として 最も 著しき ものは 獨 逸の 精神で ある。 彼の 


此の 如く 吾人は、 譯尊の 捨て 給へ る 小なる 智慧を すて、 欲望を すて X、 偉大なる 靈光に 向って 進むべき である。 淨土敎 
は 此に阿 彌陀怫 の 信仰を 敎 ゆる ものである。 

現； ある 破 置 想は實 に 必然の 要求とは 云へ、 それには 大 理想がない。 現代 思想を 救濟 し、 塞の 啓發 向上 
を 計らん とする 反省を 持っ 吾人は、 須 らく、 此の 釋 尊の 證の大 理想を 慕 ひ、 囊の 目を 開き、 信仰の 足を 運び、 其處に 
不朽の 彌 陀の靈 光を 眺め、 眞の常 樂我淨 の 光明 世界を 建設すべき である。  (大正 一 〇、 三、 增上寺 日曜 講演 集) 

絕滅か 希望 か 

- 

吾人が 歲晚 にはい っも 思 ひ 出 多き 年の 過ぎ去る 事が 何だか 失望の 樣蠢 がする。 其の 一年が いかに 人の 力と 智慧に 滿ち 
た 年で あったか、 自分の 經綸の 失敗し" 覆と 懊惱 とを 呼び 起した 年が すぎ 去る 事は 深い 失望の 感が 深い。 古人 も 「過ぎ 
たる 光陰は 恢復す る 事が できない」 と 云 ふて ゐ る。 然し 一方— 人は 其の 年に なして 來た 鼻の 事業は、 努力は、 此 S 
になるまい、 何 か大— ものが 持ち 來— ふで— ぅと 云 ふ大— 希望を 以て 進む もの 1 る。 此處に 業を 送る もの 
に 絕滅の 悲しみと 希望の 喜びを 有する ものの 兩樣が 存 する。 

II  : 丨 , 

人生に 就て考 へても 此 Q 兩樣 Q ある も Q で、 由來 人生は 普通の 場合では、 此 Q 肉 身の 儘で 靈や 神がない と考 へる 事が で 
きない。 人生は 永遠 S くも Q で、 物質の 不滅が ある 樣に靈 も どこまでも 持續 して 行く もの だ、 思想 問題の 葛藤は 此の 靈 
と 肉の 爭 ひで—。 肉は— が S ない 或は 肉と 1 共に— との ニ 樣の考 が、 哲學 上に も 社會 上に も經濟 上に も 現 はれ 
て、 社會的 或は 經濟 的の みを 考 へる ものと、 社會 問題を 精神 問題に も關 係す る ものと 考 へる、 卽ち絕 減と 希望との ニ樣が 
あつて 其の 何れ かに ょらねば ならぬ と 焦慮す る。 然し 此の 良否に 就て は餘 程の 疑問であって 今少しく 此れを 考 へて 見た 

絕滅か 希望 か 一 〇 三 


講 .si  一 o ニ 
離れて 行 ふ。 其 他 僧侶を 殺し、 寺院を 燒き 、最近まで 僧侶の 殺された もの 三百 餘人 も—。 

慈 一 つて、 —If  _|、 唯、 _けでぁつ て 
が^ 樂我淨 の 四 顛倒を— る ものは、 其處 には 大 慈悲の 精神が—。 屋が 、人生は— で— 

ぁる。 る 弗び 實に强 い 否定— へて 居る のは、 其の 否定の 裡 に、 眞の絕 S 限 I 樂我淨 を 建設 せんた めで 
—怫 敎の敎 へんと する ものは、 實 に、 大樂 、大 我、 大 常、 大淨の 理想の 天地で—。  ん户て 

11 ん 4 めて— 人類— 敎 Q 目 S き、 信仰 Q 足を 運ぶ ところに 大な 1 が會 。其 1 在 

F1SII I I 顯^ 

道 目 減 4?お1——! る。 慕—— 救！！ に馨 現代 思想の 無人 

理想を 持つ 破壤 、大 慈悲を 持つ 破壤 、大智 を 持つ 破壤 

に —liiif  i 

心、 _; | : 1 ^^ 

一一 一 i_iiI^PZMP ん s 


る、 眼を 閉， J 宇宙は 見— い。 五感がなければ 世間は ない 樣 に、 五感 卽ち心 だけが 眞に 存在して—。 結局 物質は 心の 
變影で あり 寫形 であると 考 へる。 アィデア リズム 卽ち 此れで ある。 

，此 Q 三者は 何れも 不完全で、 等 一の 唯物論は 勿論 偏っ た 見す ぎた 霞 刪で、 第二の 物對 心の 併行 論 も 工合が 惡い 。第三の 
隹心 論は 特に 高 尙の欉 では— が 此れ 亦 物質 論と 同樣 見す ぎた 議 である。 仍て此 上に 更に 第 四沉神 論が 考ぇ出された。 

四、 物對心 此れは 前 三に 鑑みて 各々 其の 缺點を 補 ふたもので 此の 心の 上には 物が あるので あるが 其の物の 中に も、 もが 
ある。 卽ち 怫敎が 唯物論で 行く 樣 であるが 實庚神 論で あって 萬有卽 一心 一心 卽萬 有の 思想で ある。 

以上 此の 四に 於て 道德 上實踐 上 何れが 都合が ょい かと 云 ふと、 前 一は 前述の 如く 殺風景で、 先づ 物に 調和が 存 して ゐな 
い。 ニ 物が 同時に 同一 所を しむる 事が できない と 云 ふのは 原則で あるのに 物心は 同時に 同所を 示して ゐ る*^ に 人間 本來 
持っ てゐる 性能に 逆 ふて ゐる。 人間は 永遠に 生きる 事を 愁 する もので あって、 戀 愛と 云 ふこと も 人の 永生を 擎る 本能 的 
の愁 求で—、 此れが 人生 Q 鳥で—。 物質 論は 慰安が なく i 通の きかない ものに なって 終 ふ。 

第二 物對 心は 此れ 亦 融和で きない 缺陷で ある もので、 第三に 至っ ては 理窟の 上には 世間は なくなっ て 終 ふ。 それで 日 度 
小乘義 Q 樣に 精神的に 立派に なれば 社會も 世間 も 外物は 一切 構は ない と 5 事に なって し皇 。これ 世間を ぶち 壤 して 
終 ふ ものである。 

第 四、 物卽 心は 一物の 表裏の 如く 別な もので ない と 云 ふ もので 怫敎は 此の 立場に たって ゐ る。 

四. 

圻く 人間 ±絕滅の間に永遠の心を持つてゐる。無限の希望を抱いて大なるカを發揮する樣につとめる然るに #* に云ふ 
斷滅 it 死ねば f 心 もない、 五十 年で 自分 i 滅 する もの だ。 けれ 共— 時機には 人間は バラ、、 ハラに なって 終ぅ と 云 
ふ 物 霧 者で も、 鼻の 考 へでは、 生命は 長 からん ことを 念じ、 其の 仕事を 長く 殘 したいと 考 へる。 彼の 橋 本 課 氏は 最 
隹 一の 藝術 家で あるが、 自己と 言 ふ 考ぇを 深く 自分の 藝 術と 人間の 心に 永く 殘し たいと 考へた 人で ある。 

此の 心は 野蠻 時代ょり 現今 迄 通じて ある もので、 人間の 野蠻 劣等の 民族に も歷 史上 種々 の宗敎 は存 して ゐた 。或は それ 
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'' 物質 論 貧は 世間は 物質の 化合で ぁつて、 其の 化 學的屬 の 集合が 人生で ぁる。 靈は亦 其の物 質の 化合の 爲 めに 

。で^?_开でぁ|考ぇる。つまり人間も此の黑板もぞソプも同ーでぁると云ふ物質萬能論で|が、只人？此のヵッ 

フ 等の 荒つ ぽい 物質 P なくして 非常な 精 美な 物質 P 成立して ゐ f 考ぇる。 

此れに 就て 生物 學 Q 靈し 合理的に 進歩して ゐ るから、 最近 i り獨 逸のへ ッ I 
に餘 程に 力を 輿へ た。  i ィ f 、 i_ が マ 立 ^ 

亦 現 H マの 社會 主義は 槪ね 物質 論で、 へ I ゲル 派の 物質 論から マルクスが 出で： f ゥィンよ りへ ッ ヶルが 出で、 其の 兩 
M 4。も ^/, バ§てゐるヵへッヶルのー元論、特に物質ー元モ-ースト、プンドの繼承者は槪ね社會主義者で物質萬 
M — の i か 非常に 盛んになりべ I メン 、ル-ドリ ヒ も科學 的の 物質 論を もつ てゐ る。 亦 一方 社會 主義の 歷 
見ても、 旣成 宗敎の 撲滅、 宗 敎反靈 神 論に なつて ゐ る。 米國等 S 會 主義に ii の 信奉者は— が、 圈 
逸 -c 守の 1i、H_ は 無神論、 無政府、 漏と なり 露 西® を 動かして 遂に 露帝 國を 覆す に 至つ た。  • 
今の マテリアリズム 卽ち 物質 論は、 f 人體は 蛋白質に より 成立し、 炭酸水 窒の四 化合の 力は 震で ぁつて、 文化と 云 
ヒ U 田 定^! 尤， しい 尤も 善い も Q と 云 ふ 事は 物質 論では H 合が 惡 い。 卽ち唯 物質 Q みでは 絕滅 の 悲しみが ぁる。 隨つ 
て 丑れ は 無神論で ぁつて、 絕滅 主義は ぶち 壤さる 可き ものでぁる。  、 ' 

三 

Dr 物對 v 此れは 物質で ぁると 同時に 精神 も— と 云ふ說 で、 普通 宗教で—。 物質 精神、 肉體 精神、 物質 對靈 で。 ハ 

、 生 卜‘ をす ると 同 除に ノン 以外に 精神 生活の ぁると 考 へ、 道德的 田 心 想 人格 的 根據を 認める、 卽ち 物對 、レ卽 ち セ丨ズ ム^, 
ある 

三唯 1 ?2ー方の4\の物對、也の論はニ元論でぁつて、大變具合が悪い。完全なるものは何故できるかと、 

元で なければ H 合 1 い。 此變 印度に ては 唯、 兰兀— 立て 4 裏— 質は 唯 心 Q 上よ— はれた 幻で ぁり！^ ぁ 


々を 回 頸して 理想を もつ た處が 、宗敎 である。  、 
又 逆に 雲 Q ない 生活— 想 i い 希——。 宗 f—の經 濟上社 <里 學 問の 上に も不果 i 力と — Ftp 
る もので 物質的 ばかりでなく 靈的 人格を もっ て 1 である。 耶蘇の 愛、 佛陀の 慈悲は、 此の 理想の 上— 設 された 靈 
的 人格であって、 此れに 向っ て 進む ものは 不屈 不撓の 生活を 得る ものである。 

UN 

淨土 敎は實 £1 と 光 Q ニ Q 希望 Q 上 ESQ  _ を 有し、 最上の 智慧を 光と なし、 最上の 慈悲を 壽とな して ゐるヒ ゲ 1 
テ、 が 「人生は 光と 云 t のが どの 樣に 尊い か、 霞な 憧憬、 霞な 活動 熱 ある 活動を 生命と する」 と 云て ゐ るが k の 言 

I 

1 人す る ものが 彌陀 1 仰で—。 有限— の— 派に する 爲 めに 11 S れる のが 人生の— 
って 法^ ヒ 人が 六萬遍 Q 念怫— された のは、 此の 永遠の 光と 壽に 憧れて 生活され たものに 外— ない。 吾人の 霊活に 
犬なる 力を 與ふ fQ は、 物質 Q 滿 足で 1 生の 希望で—。 卽ち覽 で— く、 常 見で— く 此の 二見を 超ぇた 正 
見で なけ， 51 ぬ。 覽 は物體 精神 Q 偏見で t 寛は 不徹底な 哲學 上の 見界 であっ て、 共に 不完全 f 宗敎 思想で あ 
って、 希望に 滿ち— 生命、 倍々 努力すべき ものが 正 見で— 吾人は どぅしても 此の I によらな けれ 1‘ 

現今の 思想 問題が 多く 此の 質に よっ て 破 壤絕滅 に 傾く か、 常 見に よっ て 保守に 傾く かして、 偏狭と なり1 相 目べ、 
關 係を 見ず 靈の考 へのない ものである。 斯の 如きは 調和 も 同情 もな く、 霞 もな く發展 もない。 共に 否定 さるべき f で 
ぁる。此れが調和の上には必ず正見を樹立せなければならぬ。此の上に信仰の必要が叫はれる。而して不稽底なる偶^!^ 
義 も、 徒ら S 壤す る覽— S えねば— ぬ。— に淨老 If の で、 諸行無常の 上に 永遠の 希 も- 
を 考える 時、  一の 信念が 起る。  此の 思想の 上に 正しき 壽と 光の 永遠を 希は ねばならぬ。 


七 
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が 本能と も 云 ふ 可き 永生 觀 念を 持って ゐた 。人間の 文化の 進步は 科學 的に 雜多で あるが、 一貫した る ものは 永生の 觀 念で 
あって、 アル キメデ ースが 比重の 原理を 發 見した 時に、 此の 功に より 永生す る 事を 祈った と 云 ふ 事で、 財產も 家唉も 亡び 
去る も 自己の 存在は あると 認 むる 執着が ある。 此の 執着は 單なる 科學で は說 明す る ことは 出來 ない。 此處に 斷滅思 想は 人 
間の 努力に 不幸を 與 ふる も 幸福を 與へ ない と 謂 ふ 可き である。 

此れに 反して 常 有 届 想は、 人間が 立派な 事を する 時は 常恒に 永遠に 立派な 事で あると 云 ふっ まり 永遠の 賞罰を 信ずる 觀 
念で、 二元論 或は 一神教 Q 如— 多く 此れで、 神に 背いた 罪は 永變 亡びる 事は な 5、 反 對に神 S ふ 事は 永遠の 賞で あ 
って、 此んな 立派な 結構な 事は ない が、 これは 理窟で 事實 には 工合が 惡るい 。基督 敎 猶太 敎等は 大分 此の 氣分が 多い もの 
で道德 上には 不合理で ある。 

五 

最後に 輪廻 思想で、 之は 斷滅と 常 有の 缺陷を 補 ふて ゐる もので— 。道徳上の 規定 卽ち ある 期間の 規定に より 一行 爲は 
必らず ある 時期に 結果を 受ける もので、 此れは 永恒 に續く 精神で ある。 第二には 道德 上の 原則に 隨順 する もの 佛敎 婆疆門 
等に よっ て 人間 Q 觀念 として 合理的 1 當な 事で あ f 思 ふ。 人間には 本能が 衝動に よりて 誤ち 過失を 犯す 事が ある もの 
で 此れが ある 時に 償は れ而 して 後發 達する ものであるで、 我々 のみならず、 ドィッセン 等 も 此の 議論を もって ゐ る。 

斯く輪 置 想は 吾人 道德 上の 責任 觀念と 永生の 觀 念を 靈 さすに 都合よ く 前の 沉神 論と 相俟 って 極めて 好都合な もので 
ある。 

彼の 楠 公が 七生 報國 Q 精神 蠢中佐 Q 最後の 思想 等は實 に 此の 輪廻 思想の 表現で あると 云は ねばならぬ。 

斯 く斷滅 思想より 輪廻 思想に 移る 事は、 5 の 心の 上に 偉大なる 希望に 滿 ち、 多少の 震 も 打 勝っ て J する 事が 
できる もので 止 處に 永遠の 希望を もって 進む 事が できる もので、 此れを 理想と 稱する ものである。 

由來 理想は、 人間の 底に 持っ てゐ る。 尤も 希望と いふ こ とも美し い 高い もので なければ 理想には ならない もので、 理想 
のない 希望は 空想で ある。 人道 博愛と 云 ふ 事 も 文化に 貢獻 すると 云 ふ 事 も、 擧 問を する 事 も、 我々 の 希望す る ものが、 摩 


して 右往左往 する 暇な き故從 って 其 間 自ら 心身の 向上 發 育を 得る 譯で 、これを 一面から 觀麇 すれば 確に 精神的 求道の 至誠 
が 其 肉體の 上に も 諸 怫の護 念を 誘發 せしめた と 言へ る だら ぅ。  - 
% く 無上の 怫陀 、六方の 諸铞は 等しく 法界の 眞理 宇宙の 公道を 求めて 止まざる 行者を ば 其 誓願に よって 護 念し 給 ふが 故 _ 
に 眞實の 行者は、 自體の 安全、 利福の 增進 等に 關 して 祈らず とても 唯 だ 白 道の 勇進に 於て 自ら 諸 佛の護 念を 受く べきで あ 

る 0 

(二) 

經の 中には 護 念の 意義に 就いて 書かれて 居ない が、 念佛を 申して 自己の 心 鍵の 救濟を 仰ぐ を 其 主眼と す。 而 して 淨土敎 
は 彌陀の 本願に 鎚 り、 充實 せる 希望を 以 って 永遠の 生命、 無限の 光を 體 得する を 目的と し 自己の 肉體の 災禍 障礙に 就いて 
敢て顧みないのを當とす。卽ち淨土敎に於ける「祈り」は心靈の向 11 、佛道への追求であって肉體の安全、自家の福利に 
は關ら ない ので ある。 此の方 面より 怫 敎を觀 察する 時は 二種と なすこと が 出來 ると 思 ふ、 卽ち 
一、 自體の 安全を 計り 現世の 祝福を 是れ 祈る.— 墮落 せる 密敎卽 ち 眞言の 加持 祈禱は 是れに 近い。 

ニ、 自體の 安全を 敢て 顧みず 精神的 救濟を 仰ぐ—- 禪 、淨 土は 卽ち 是れ。 

前者は 祈禱 をな して 朝夕 其 身の 安全を 計る を 目的と し 後者は 永遠の 生命の 爲め には 身命を も 顧みざる 底の もの 而 して 淨 
土敎は 念 佛の信 行に よりて 無限の 光、 無量の 壽を 得ん とする ものである。 

吾人の 信仰 行爲は 肉體 あるが 故に 價値づ けられる ので あるから 肉體だ からと して それを 輕んず べきで ない のは 勿論で あ 
る。 然るに 其 肉體は 外的 障礙や 其の 他の 疾病 あるを 免れぬ、 肉體の 不幸は 精神に 動搖を 起し 易い 故に 諸怫は 「念佛 を 信ず 
る ものは 單に 精神 だけでは なく 肉體 まで も 護 念す」 と保證 せられ だので ある。 阿 彌陀經 に 「是諸 善 男子 善女 人、 皆爲 一-一切 
諸佛 一共 所 n 護 念 一 皆 得. 不 ，退， 轉 、於 阿耨 多羅 三藐三 菩提？」 と あるは 則れ 夫れ である、 I 心 不亂の 行者が 無上 菩提に 於て 退 
轉せ ない と 云 ふことは. 一面に 於て 無上 菩提を 完成す るの 條件 として 肉 體の護 念を 保 證し なければ ならん と 云 ふこと 卽ち安 
全にして幸福ならんが爲めには肉體の護念を必要とす ^ ことを意味するものである。值しこれは佛の方面からの觀察であ 

祈禱を耍せざる宗敎  . 一 〇 九 
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阿 彌陀佛 は 實に壽 光二 願の 覺體に まします。 吾人が、 此の 絕滅の 無理 想ょり 覺 めて" 向上と 永生との 理想の 中に 生きん 
とする 時、 其處に 彌陀の 救濟が 味は る 

淨土敎 の 信仰生活は 實に 此の 理想を 體現 する 生活で ある。 南無 阿 彌陀怫 の 中に、 一切の 生活が あらは るゝ 時に、 吾人は 
實に 光と 壽に滿 ちた 生活が 實現 する ので ある。 

歲 末の 巖 頭に 立ちて、 過去 ーヶ年 乃至 去りに し歲 月を 顧る 時に、 必ずな す ことな かりし ものは 其處に 慚愧の 心が 湧く。 
更に これを 新たなる 歲に向 ふ 時には 必ず 希望が 起つ て來 るべき である。 過ぎし 罪惡に 反省し、 來 るべき 時に 對 して 向上を 
畫く 、而も これが 光壽 ニっな がら 圓か なる 彌陀 救濟の 中に陇 める ときに 眞に 徹底せ る大 希望の 人生が 顯現 する。 

(大正 一 〇 、十二、 增上寺 日曜 講演 集) 

祈禱を 要ゼざ る宗敎 

2 } 

祈る ものは 救 はれ、 祈らざる もののは 其の 救 ひに 與らず とは 常軌で ある、 然るに 今 祈らず とても 救は る、 とは 何？ 經 
に 諸 佛の護 念を 說き 、祖述に 現生の 利益を 言 ふ、 而も 其 加 被は 同じく 念佛の 行者に 存す …… 吾人は 此處に 選 擇集第 十五 章 
が 明示せ る 護 念の 意義と 其範圍 とを 究明す る 必要が ある。 

淨 土の 經 中等し く 念怫の 行者の 利益に 就て 書かれて ない ものがない か、 殊に 阿 彌陀經 は 最も 簡明に 淨土敎 の 要旨を 傅へ 
て 居る。 其の 經の 大部分は 確立せ る 信念を 有する 一心 不亂の 行者の 念佛 に對 して 六方の 諸佛が 誓って 護念證 誠し 給 ふ 事を 
述べて ある。 之れ を 以 って 見れば 一心 不亂 ならざる 行者、 卽ち三 心の 具足せ ざる 念怫者 更に 進んで 信怫の 心なく 誠の 行を 
勵 むことの 出来ない 不幸 者は 護 念に 就いて 除外例た るを 免れぬ。 淨土敎 が 三 心 具足の 念怫 行者を 救 ふとは 斯か る點に 深い 
根抵を 有する ことを 知らぬ ばなら ぬ。 卽ち 自己の 心中に 虛僞の 心なく 申す 念怫の 行者には 世間 的 苦痛 や 肉體的 不幸 等に 關 


怫敎の 主と する 所は 卽ち 後者の 意味に 於け る祈禱 でなければ ならぬ、 眞言 密教の 祈禱も 若し 眞實に 從へば 此の 普遍的 意 
味の 祈禱 である。 前者が 物質的なる に 對し 後者は 精神的で ある、 更に 言へ ば 前者が 原始的で あり、 外面 的で あり、 肉體的 
であるに 對 して 後者は 文化的で あり 內面 的で あり 靈的で ある。 多神教の 如き 野蠻 時代の 宗教の 中には 其の 要求す る 所 如上 
の 如き ものが あると 同時に 進化せ る 時代の 宗敎は 自己 內 面の 眞實 から 迸 出す る 尊い 心 震の 要求で なければ ならぬ。 卽ち充 
實せる 求道の 要求が 眞 面目に 大靈に 向 ふ 時 其處に 敬虔なる 祈りが 顯はれ るので あって 祈ら ざらん とする も 祈らざる ベから 
ざる 心の 要求に 基く 祈り こそ 大乘 怫敎 殊に 淨土敎 の 中心とする 所で ある。 卽ち 淨土敎 の祈禱 は內 面の 最も 勝れた る 要求に 
發 する ものである。 例へ ば 百 萬遍に ょりて 自己の 罪障消滅を 希 ふが 如きは 一往 自身に 就ての 祈りと 見 ゆる 處 から 誤って 現 
世 利益 後生 加護の 祈禱 として 行者 自身に 於て する 屢々 考 へらる \ も そは 大なる 誤解であって 百 萬遍の 行は 罪惡は 凡夫が 眞 
實の 自己 反省に ょって 得た る內茴 的自覺 から 共に 彌陀の 救濟を 仰がん とする 眞 面目な 同行者の 修行で ある、 決して 聖道門 
に 於け る 自力 行を 意味す るので はない、 他力の 救濟 を根據 とする 信念の 增 進行で ある。 卽ち 「念佛 申す 爲め に」 祈る 所謂 
信仰 中心の 發露 である。 

8 

現代の 如く 一方に 宗敎的 要求の 强烈な 時に 於て は 他方に 時代 人心の 趨向を 利用 せんとす る 類似 宗教の 簇出す るを 免れ 
ぬ。 是れら の 多くは 其 出 發點に 於て 旣に 物質的 報酬を 條件 として 居る、 卽ち 鳥居 や 提燈を 奉納した から 福が ある 金が 儲か 
る 等の 類で ある。 之れ 卽ち賂 賄宗敎 である 天理 敎や 大本 敎の 如きは か \ る 信者を 有する 大集團 であって 人を して 往 々宗教 
なりと 誤認せ しむる 眞の 宗敎は 大靈に 向って 眞實の 自己を 解放し 精神的 救濟を 仰ぐ 純眞 なる 心の 要求に 發 する もので なけ 
れば ならぬ。 吾人は 局限 的に して 而も 個人主義 的なる 迷信と を 普遍的 救濟の 要求に 基く 正 信と を辨 別すべき である。 自己 
の 周圍の 安全を 顧みる ことを 避け 眞實な 信仰を 以 って 進ま ば 祈らず とても 諸 佛の護 念は 必然的に 決定され て 居る、 故に 佛 
は 『汝端 心 正 念に して 來れ 、我れ 能く 汝を 護ら む』 とこ その 給 ふ。 六方 諸佛の 護念證 誠は 阿 彌陀經 の 一心 不亂の 行者の 上 
に 決定し、 必得 往生の 記 別は 衆生 稱 念の 前提の 上に 斷定 せられる。 淨土敎 の 信者た る 者 宜しく 其 宇宙の 公道た る念佛 道に 

祈禱を 要せざる 宗敎  一二 
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って 凡夫 卽ち 行者 自身と しては 肉體 は障礙 災厄を 免れぬ 故 願へ ども 其の 安穩は 不定で ある、 唯 だ 精神に 於て 我れ を 護ら せ 
給へ と 願 ふべき である。 怫陀の 護 念と 行者の 用心と を 誤っ ては ならぬ。 

£)  . 

「護 念」 の 字は 梵語で parig.a と 云って grah 「攫む」 と 云 ふ 動詞から 來た 言葉で ある。 英語の Grasp も Gripe も 同 
樣の 意味で ある。 ( 玄 # は 之れ を 「攝 受」 と譯 す) 恰も 母が 我がい とし子を カーっ ぱいで 抱きしめる やぅに 怫が 其の 信者の 手 
をし つかりと 擾んで 離さざる 貌 である。 

かるが 故に 信者に ありて は絕 へざる 求道の 中に 自ら怫 陀 ょり 攝護的 救 ひを 受けて 居る こと \ なる ので ある、 っまり 肉體 
の 護 念は 眞實な 求道の 餘慶 である。 卽ち 『心 だに 誠の 道に かな ひな ば 祈らず とても 神 や 守らむ』 の强き 信念の 行者が 當然 
受 くべき 報 ひで ある。 念佛の 行者 も僞ら ざる 心を 以 って 深く 彌陀の 本願を 信じ ひたすら 佛 道を 歩み さへ すれば 現世の 安穩 
や 家內の 安全な ど 祈る 必要が 何で あらぅ？ 怫 陀の昭 ；護が 公明で ある 限り 眞實な 求道者には 眞理 は與 へらる、 にき まって 
居る。 古歌の 眞意が 「心の 誠」 にある 如く 念佛の 行者は 三 心の 具 不具に ょって 決定され る。 選 擇集第 十五 章の 護 念の 段は 
卽ち 此の 意味で ある。 

(四) 

凡そ 祈禱 には 多義 ある も 大別して 左の ニ 種と なす。 

一、 個人的 (利己的) 祈禱 —— 局限 性…：. (劣等) 

ニ、 普遍的 (利他 的) 祈禱 —— .一般 生 …… (高等) 

金 福 あらんが 爲めに 稻荷大 明 神を 拜み 、良妻を 得ん が 爲めに 摩利支天を 信ずる 等は 皆 利己的の 祈禱 である、 聖天や 鬼子 
母 神 崇拜等 も卽ち 前者に 屬 する。 怫敎に 於ても か、 る 現世 祈禱 あるを 見る が 之れ は 所謂 「祈 禱怫敎 J として 排斥す る 所で 
ある。 然るに 我が 祈りは 自利の 滿足 自家の 安福に あらず 利他の 爲め萬 人の 爲 めとの 信念の 下に 或は 三 密を修 し 或は 六 度を 
行 じて 一切 度 生を 念ずる は是れ 後者の 普遍的 祈 禱 である。 


ー ¥ 深く其の大なる意義を味ひたく思ふ。 

ニ、 歷史ょ U 見た る 降誕の 意義 

第一に 吾々 は歷史 から 觀 た佛陀 降誕の 意義を 考 へる。 歷 史上の 佛陀は 言 ふまで もな く、 混亂 した 當 時の 印度 思想界の 鎭 
定者であった。疋義の王國の建設者であった。彼が徹底した八正聖道の中正主義は九十五種の極端論を粒孩した其の實 
行 的な 平明， な 敎義 は、 人生を 度外視した 卓上 遊戯の 空論を 打破り て 人の 行くべき 大道を 開示した。 彼の 唯物主義の 官能 滿 
足や、肉慾の耽溺を警戒すると共に、迷信的の苦行や無益な禁慾說を悉く破壤して了った。彼はかくて思想上の勝利者と 
共に 大なる 人類の 指導者と して 三千 歲の 今日まで 不朽の 恩惠を 吾々 に與 へた。  ， 

彼は 思想界の 大王であった と共に、 社會 改革の 大 英雄であった。 最重な 階級 制度から 來る 、種々 な 社會の 腐敗 や 混亂や 
橫暴や 壓制や 、不滿 や 不幸は、 彼が 一た び 人類 平等の 大福 音を 傳 ふるに 當 って 氷雪が 溫い 太陽の 前に 忽ち 消へ 去って、 春 
の 光が 長閑に 見ら る \ 樣に 悉く 消滅し 去って、 平和の 春光と、 慈悲の 香 風が 天地に 充 っる こと、 なった。 

世界 ま 彼の 敎で 人類の 平等なる ことを 知っ た。 人類は 自由で ある ことを 明に 自覺 した。 而 して 此の 大な る敎は 世界 各國 
到る 所に 寬容に して 仁愛に 富める 花の 如く 美しく、 月の 樣に淸 い 佛敎 文化を 建設した。 彼の 敎の 到る 處には 決して 戰爭は 
なかった。 印度の 大帝 アショ 力が 平和の 宣傳を 世界に 送って 以來 、支那に も 日本に も 其 他の 國 々にも 怫敎 は實に 平和と 文 
化の 使と して、 大聖 牟 尼の 敎を仰 いだ。 

『四月 八日』 は 此の 歷 史的の 大聖 人を 仰ぐ 日で ある。 吾々 は 此の 歷 史的の 意味から 大聖の 盡きぬ 感化を 味って、 今日の 闇 
黑なる 思想 問題の 唯 中に、 太陽の 如き 大 なる 光明を 仰ぎ見る ので ある。 

三、 信仰 上ょり 見た る 降誕の 意義 

吾々 は ー步 進む で、 宗教 上の 本尊と して、 信仰的に 怫陀の 降誕を 祝し、 且っ 仰ぎたい。 歷 史上の 怫陀は 唯 吾々 が 深い 回 
想、 憧憬、 感謝の 心の 上に 『四月 八日』 に 特に 鮮かに 生れて 來る 丈で あるが、 然し 信仰 上の 佛陀は 現に 大 慈悲を 具へ、 大 
智慧を 有して 吾々 の 上に 照臨し、 何時でも 吾々 を 救 ひ、 吾々 を 導く 如來で ある。 三千 年 前の 佛陀 は、 この 救 ひ 主の 一っの 

釋尊 降誕の 意義  一一' 三 


講說 論策  ニニ 

於て 單直仰 信 ひたすら 白 道を 精進に 步 め、 社會的 効果 だの 自己 的 安全が 如何た るかを 慮る 勿れ、 正しき 信 行 道は 最上の 王 
城に 達し" 朝夕の 日課 念佛は 最勝殊 絕の妙 響を 傳 へん。  (大正 十一、 ニ、 無礙 光) 

釋尊 降誕の 意義 

1、 平和、 自由、 人道の 徹底 

天下 泰平と いひ、 家內 安全と いふ 吾々 人類は 花に も 月に も 平和を 愛好せ ぬ 時は ない。 平和主義が 大戰 後の 大勢で ある こ 
とは 平和 博を 例に 出す まで もな く 明なる こと だ。 また われに 自由を 與 へょ、 然らずんば 死を 與へ ょとまで 叫び、 權 利の 爲 
には 生命を も 賭して 顧みぬ の も、 吾々 の 常で ある。 普通 選擧の 叫び、 民本主義の 議論 も 要する 所、 この 自由 平等の 主張に 
過ぎぬ ので ある。 更に また 『人は 仁な り』 で、 人道 博愛の 精神は 文化の 進歩と 共に 益々 明かに 現 はれて 來 た。 

斯の 如く 平和と 自由と 人道とは 現代 思想の 根本で あるが、 この 平和の 最も 偉大なる 根底を 有して 居る のが 實 に佛敎 であ 
る。 また 徹底した 平等 論を 主張し、 神 も 人 も 同格で ある、 怫陀も 凡夫 も 唯 だ 修行の 成否に 外なら ずと 說い たの も怫敎 以外 
の敎 には 見る ことが 出来ぬ。 更に 大 慈悲を 高潮し、 大 愛を 極說 する の も 怫敎が 、最も 鮮かで 且つ 完全を 極めて 居る。 

而 して 此の 平和、 自由、 人道の 徹底した 犬なる 敎義 は實に 教祖 釋迦牟 尼 如来の 降誕に 於て、 初めて 其の 崇高の 光明を 發 
したので ある。 聖傳 には、 大聖が 降誕の 時大 獅子吼して 天上 天下 唯我獨 尊と 直に 叫ばれた と 書いて ある。 また 『大覺 のた 
めに 吾れ 生れたり』 と 天地を も 動かす 妙 音を 發せ られ たと も讃 して ある。 此の 奇蹟 的の 叙述は 要するに 人類の 歷史に 於 
て、 文化の 進展に 於て、 人道、 平等、 平和の 根底が 世 尊の 降誕と 共に 初めて 築き上げられた 雄大の 意義を 顯は したに 過ぎ 
ぬの だと 思 ふ。 故に 怫敎 徒は 勿論、 苟 くも 人道を 愛し 平等を 尊び 自由を 重ず る ものは、 誰 とても 此の 『四月 八日』 を大に 
祝賀し、 且つ 讃美せ ねばなる まい。 特に 戰後 平和 記念の 事業 や、 人道主義と 自由 平等の 主張が 日に日に 鮮かに 高潮され つ 
\ ある 今日、 『四月 八日』 の 意義は、 特に 重大の ものと なつて 來 ると 思 ふ。 吾々 は 此の 意味から、 大聖の 降誕を 祝し、 且つ 


此の— 不滅 古来 常住の 法身— へて 來て 、其の 千 養 別の 顯 現に 眼を 着ける と、 三千 年 前の世 尊の 降誕は、 今でも 同 
こ f 時 1 じ、 所に 隨 つて 大覺 のために、 天上 天下 唯 我獨尊 S に 何時でも 拜 める こと" なる。 佛が 身を 減せられ たと 
hQ は 唯 歷史と 5 tQ  is ことで、 大乘 思想の 上 と、 佛は 何時でも 1 山で 說 法され て 居る。 何時でも 御 
說 法が あると 共に 常時に ルン ビー 一-園の 聖誕が ある 譯で ある。 否、 實を云 ふと、 この 靈 山の 說法— ものが 卽ち聖 誕の相 
'に 外— ぬので ある。 絕 へざる 創造の 大用 、盡 きざる 進化の 大力、 之が 震で ある。 怫 種を 育て、 佛 子を 生み、 1 を 成 
就す る。 之が 說法で ある。 卽ち 怫陀を 生む とい ふ 外に、 全く 說法 はない ので ある。 

か、 る大 乘佛敎 の 思想は 其の 理窟は 分つ て 居ても、 容易に 味 ひ 得ぬ もので—。 然し 四月 八日と いふ 緣の 深い 日が 來る 
と、 花 も 柳 も、 f 喜に 充ち 小鳥 も 蝶 も 見る く*! 美の 有様を なして、 此の 萬 有 その ま" が佛 の淨ら かな 法身で— とい 

ふ 梁い 教理が 篤と 味へ る こと、 なる"  ノ 
此處で 吾 5 怫陀が 現に 生れ 玉 ふた、 三千 年の 昔の 話で ない、 歷 史上の 追懷 でない、® に 眼の 前に 生れて 居ら t とい 
ふ議を 生ずる こと、 なる。 歷 史上の 追 懷を尊 び、 信仰 上の 霊を 更に 尊び、 然して これと 共に 吾々 は 萬有自 ち怫デ 
地 卽ち釋 SQ 思想、 眷 すれば 1 卽實 在の I を 起して、 如来の 常 恒 1 の 露が 判つ て來 ると、 歷史 には 別樣の 光を 
生じ、 言 は 一層 確固たる 强 味と、 一層 底の 知れぬ 深さが 出 來て來 る。 

如來ま 何時でも 生れて 居る。 然し 四月 八日には 特に 鮮 かに 生れて 吾々 の 前に 立つ て 居られる。 否 生れる とい 2 ょりも 
▲吾々 は淸淨 の、 レと、 敎虔の 至情と で" 此の 日は 各 如来を 生んで 居る ので ある。 昔 善導 大師は 念 佛ー 遍每に 一 怫つゝ 現は ォ 
たと 書かれて ゐ るが、 fQ 如来を 仰ぎ 如来を 信じ、 如来を 霞す る 心 そのものから、 念々 に 如来が 生れる。 否 此の 心卽 

ち 如來 である。 

川來 Q、.：； 一で 如來を 供養し 霞す る、 之 ほど 立派な 供議 嘆は ない。 如來を 生んで、 生れた 如來を 謹す る'^ れ程棺 底 

y > f ^ c 大正 ニ、 四、 東 光) 
したお 祝 ひが 何處に あら ふ 广テ n 
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大な る顯 現に 過ぎぬ。 

大靈の 本 體は千 萬 年は 愚か、 無量の 生命を 有し、 無限の 大力 用 ありて、 常に 吾々 を 護って 居る。 吾々 の 信仰の ある 所に 
此の 大靈は 天上 一輪の 月が、 明淨な 水に 其の 圓滿の 態を 宿す が 如く、 明かに 吾々 の 心に 現 はれる。 慈悲 深い 父母が、 愛兒 
の 叫びを 聞けば 直に 驅け 付ける 樣に 、吾々 が 煩悶の 呻きに 彼を 喚び、 苦 惱の壓 迫に 堪 へられず 彼を 思 ふとき に 直に 來 って 
吾々 を 慰安し、 吾々 を 救護す る。 

實に 彼は 吾々 人類が 最高の 思考を 以て 料り 得る 總 ての 智德を 具備し、 一切の 善美を 成滿 して、 吾々 の 理想と して 仰ぐ ベ 
き 唯一の 實在 である。 吾々 が 文化と 呼び、 藝 術と 唱 へ、 道 德と稱 し'  智識と 誇る 所の 總 てのものを 統合した 最大、 最高、 
最 尊の 實在が 、卽ち 此の 本尊で ある。 この 大實 在の 信仰が 卽ち 宗教と いふ ものである。 「爾端 心 正 念に して 來れ 、吾 かく 爾 
を 護らん』 と 吾々 人間の 世界の 外に 超絕 して、 高く 彼岸の 極樂 土に、 無量 無邊の 光明、 百 福 莊嚴の 妙 色 身を 現は し嚴 かに 
且っ 慈悲 深く、 救世の 手を 垂れて 居る のが 卽ち 彼で ある。 

四、 萬有是 れ卽 ち佛 

然し 吾々 は尙 最後の 一っ 重大なる 降誕の 意義が あるのを 忘れて はならぬ。 それは 卽哲學 .の 觀 照の 上に 於け る怫陀 降誕の 
意義で ある。 吾々 は 此處で 法 華 經や華 嚴經に 說く 所の 信仰を 背景に した 大乘 佛敎の 法身 観、 卽ち宇 南 萬 有の 中に 滿ち充 っ 
る 怫の 相に ついて 味は ねばならぬ。 

宇宙の 眞理 、萬 有を 包括した 最高の 實體に は、 生 もな く滅 もない、 同時に 萬 有 そのものは、 直に 此の 實體 の顯 現で あ 
る T 花は 紅に 柳は 綠なり 菩提の 相。 燕 語り 鶯啼く 般若の 宗』 で、 蝶 も 小鳥 も 如来の 態なら ざる ものな く、 若草の 露に も、 
散り 行く 葩 にも 悉く 怫陀の 光明が 現 はれて 居る。 三千 年 前 八十の 御壽 命で、 五十 餘 年の 間、 八 萬 四千の 法を 說かれ た、 釋 
尊は 唯、 此の 大なる 實體の 一っの 現れであって、 大海の 水の 本性は 不變 不滅で、 時々 大波 小波が 打ち 揚げ 寄せ 来て、 激瀾 
怒濤、時に大船をも覆へし、時にはー碧萬頃鏡の如く平かであると同じく、唯ー時の顯現である。本體から兑たら"成道 
もな く 涅槃 もない。 萬 有 その ま \ が 如來 である。 


アこ しても、 戰前に 於て は 誰し も 亡び やうとは 夢想 だ もして ゐなか つたので ある。 然るに 戰爭の 結果は 兩國共 忽ちに して 
瓦解し、 存する もの 必ずしも 永遠なら ず、 無常の 迅速なる を 示した。 (ニ) 又戰 前の 考 へた 人間は 感 能の 滿 足を 以て 足れり 
と0る享樂主義であった。卽ち日本の腐敗した原因も此の享樂主_(=黃金萬能主義)にあった。然るに戰爭のために苦 
痛に 苦痛を 重ね しめられた 結果、 如何に 黃 金の 力を 以 ってしても 到底 意を 充 たし 得ぬ 事を 覺った 。此の 點に 就いては ロシ 
ァ然 り、 ドイツ 然 り、 イギリス 然 りで—。 享樂 主義 Q 永續 せぬ 事が 判っ た Q で—。 而 して 戰 後は 成金が 簇生して 馬鹿 
な 贅澤を 極めた も Q で、 ドイツ Q 書を 見ても 米國 人が 來て 金力に 任せて ドイツ人を 凌辱した 事な どが 出て 居た。 けれ 共 今 
では 其の 成金の 顏も 見なくな った。 (三) 又 從來は 自我 中心 主義であった。 戰爭の 始まった の も それで ある。 誰も 皆、 己 さ 
へょけれ 11' 他はどうでもょいといふ考へであった。けれ共此の主義も遂に破綠せざるを得ざるを得ざるに至り、資本家も 
大いに 考へる 言に なり、 讓も 利己主義は 瞀 だと 云 ふ 事が 解る やうに なって 來 た。 そして 國家 組織の 上には 共同一致 
を自覺 する やうに なった。 享享 主義、 白 己 滿足主 雲に 駄目に なって 來 たので—。 (四) 又 嘗ては 形式議 を 重 じて ゐた 
が 漸次 それ 等は 減じて 平民主義に なって 來 た。 從來 は社會 は 一の 法律 禮 儀を 以 って ゥマク 行く と 屈っ て 居た が 現今では そ 
れ 以上の ものが あると 思 ふやう になつ て來 たので ある。 

以上 1 卽ち 弗敎の 所謂 四轉 倒に 相當 する もので、 不 常を 常と 思 ひ 苦を 樂と思 ふ ものである。 而 して 戰爭は 是に對 して 敎 
m を 示した。 日本に 於ても 此所に 氣が 付く やうに なり、 本當の ものを 得 やうと いふ 考 へを 起す に 至った。 之れ は 淨土敎 で 
云へ、 ま 厭離 歲 土の 思想で あるが、 就いては 玆に 見逃がす 事の 出來 ない のは、 戰爭に 於て 三っの 思想が 顯はれ て來た 事で あ 
る。 卽ち 第一は 將來の 世界は 人道主義で なければ ならぬ と考 へて 來た ことで、 是れは 博證義 である。 ゥイルソン もハ丨 
デ イング も 皆 この 主義で 來てゐ る。 現今 サン ガ ー 夫人 なぞが 產兒 制限 論を 唱 へて 居る が、 是れ は經濟 問題から 云へ ば 立派 
な議論であるがーツ缺けたところの非難を免れないのは人道主義に反してゐる點である。 #/ く現今は人道主義を要するの 
である。第ニは權利の主張、卽ち正義の觀念である。ァメリヵが立派な會議をしたが而かも多バノの非難を_し得ないのは 
正義に 外れた 處が あったから である。 現今の 權利蠢 も 此の 正義 思想から 來 るので ある。 勞働者 婦人 等に 於け る權 和の 
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現代 布敎の 中心 問題 

〔上】 

本&は 詳細に 論ずれ は 長時間を 要する ので こ X には ほん Q 序論 だけを 述べる 事に する、 布敎 Q 中 全 可, 

云へは 甚た 難問題で t が、 何處 にも あると 云へ る。 卽ち 葬式に も 其 中心が f、 法要に も 其 中 t 'f h 
.怫 にも 轰 翼の 中心が—。 卽ち 佛’敎 至る所に 布敎 の 中心は—  ? t けれ 共 唯 斯くー 5たのみでとし ?^ ^^ 
更に 1 S へば 布 8 道 Q 中心— いては ニッ の 方面が— と 思ふ 、 (一) は理論_方面ょり云つ'||人の敎が果 

.ら 善い かの 問題で ある。 卽ち (I  1 l _Hg?_  諸 
彼の 世界 大 敷— 界 Q 大—大 い— 化して、 今日は ■蠢 の 。 、^^^ 

ふ 是れに 任つ て— も 現代人は 將に 進んで 宗敎に 入らん として 居る 事が 解る。  - -ム 
U て ぎら は 何故— くの 如き 趨勢に なつて 來 たかと 云へ ば、 (一) 大戰 前は 科學萬 能で あつた。 物質 論は 盛に 行 はれ、 ド 
1 。 H ヒ”  ン は 在の 物質 論に ょつ て 盛ん S 督敎を 苦しめた ものである。 彼の 社會 主義 なぞ も宗敎 はな 
M1BM。 み It ir M SIS にない。 無神論は 社會 主義者の 本領で 同 主義者 靡 式には 僧侶 も 立 合は ない とい 
d °f て ある 其く 大單— S であつ た。 日本で も 其の 霉は 科學萬 能で あつた。 然るに、 戰裘始 つて I 
力に 物質文明— 達が f、 それは 要する S 人 機で あつて 平和の ために 貢獻 す— ころ 少—— 1 ^! 

育の， fM れて— たので ある。 實に 世界 戰 の 人類に 與 へた 敎訓は 此の 無常の 觀 念で あつて、 ドィッに しても ロシ 


1 ら .2。 日本 國 家は 古来 君民 合體で 民本主義に 適する 國 で— が 天台、 眞言 等の 盛— 時分 S 金持ち ばかりが 信仰し 
T( ゐた ^ で、 一般は ホン ノ結緣 に 過ぎな かつた。 嵩ー國 民で t 乍ら 信仰の 上では 平等で なかつ た。 然るに 法然 上人 出 
で、 遺憾な く 平等 化せられた ので、 日本 國 民は 初めて 貴族 も 平民 も 共に 平等で ある 事を 知つ たので ある。 或る人は 淨 
は！ 主義 SS と 5%、 法然 上人の 敎 あつて 始めて 臣民 一般が 陛^-の 拳で— 事を 知つ たので— から 讓 主義に 
貢獻 すると 1 あれ、 決して 相反す る やぅな 事は 無い。 是れは 誠に 肝要の 事で あるから 誤解の ない 言に したい。 次 
こ 權利暑 の 方面で あるが、 淨土敎 は 萬 機 普 益の 方面では 非常に 廣 いが 一面 塞の 信仰の 上から 云へは 非常に, い 凡て 
w のを— して 一行— 取す— f 如き1 はない。 是 |い選冒 ■他に— い？—。— 纏て 自 
己の— 1 義 する 上に 於て は 一方に 大— 慈悲— し つ \ 一面には 狹く 、信仰の ためには 全力を 擧げ て— ベ— 
舍つ べきは 捨てる と 5 權利 思想に なつて 來 るので ある。 凡そ 佛敎濶 しと 雖 ども 權利悬 と 結び付いて 斯 くも 力強い 選釋 
をな す敎は 也 こは な ハ。 

却說爭 土敎 H 於て は 上述の 如く 人道主義 も 平等 思想 も權利 思想 も皆顯 はれて 居る ので あるから 最も 現代に 適する 敎 であ 
ると^。 而 して 此 Q 三つは S 三 足の 如— ので、 離れる 事は 出來 ない。 人道主義の 元には 平等 主管り、 平等主義の 
元には 正慧想 (卽權 利の 主張) が— ので、 他の 敎に 於て は 多く 其の 一に 偏す るが 念 怫の法 門に 於て は皆是 等が 合致して 

ー體 となつ て 居る ので ある。 

【下】 

次 上は 理論 上から 淨土敎 の 布教 的 基-礎を 觀た ので あるが、 自明の理と して 其 確 實の價 値を 認めざる を 得まい 卽ち 人道 
平 霊 義の三 主義に 立' 脚し 3 むなら ば 決して 間違 ひない と 思 ふ。 之れ 卽ち古 來宗の 定義と して 擧げて ある 獨 尊の 義 、統 
攝の -^ 、歸趨の三義にも相當するもので、此主義を以つて立つならば、社會の人心は必らず我淨土敎に^^入し來るや明で 
ある。 目下 親鸞 Q 如きは 盛ん S かれ、 盛んに 讀 まれて ゐ るが、 之れ やがては 法然 i る 前提で— や 勿論で— ぅ。 

次に 實際 上から 云へ ば、 淨土敎 に 於て は 前述の 三つの 基礎の— 以上は、 何でも 充分な し 得る だけの 雲は 已に備 つて 
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主張 も是れ からで ある 。第三は デモ クラシ ー 思想 (民 本 思想) である。 此の 思想の 善惡は 別と して 何處に も ある 思想で あ 
る。 大きい 國にも 小さい 國に も、 資本家に も勞働 者に も 皆 ー樣に ある。 僧參 問題 も、 普選 問題 も 皆 此の 平等 思想、 デ モク 
ラシ ー 思想の 盛んになっ て來 たと ころに 原因して ゐ る。 此三 思想が 前の 四 思想の 不備を 補って 現 はれて 來た のであって、 
此の 三思 想に 合致す る宗敎 ならば 布敎に 耐える ので ある。 而 して 淨土敎 に 是れ ある や 否やを 見る に、 法然上 人の 敎浬は 土 
の 三點に 對し 充分 其の 權利が あると 思 ふ。 卽ち經 に 『末法 萬 年餘經 必滅 彌陀ー 經利物 偏增』 と 云 ひ、 又 宗祖の 御詠に 『草 
も 木 も 枯れた る 野邊に 唯獨り 松の み殘る 彌陀の 本願』 と 云って 居られる のは、 我 淨土敎 には 前に 云 ふ 人道 主 _ も 、權利 思 
想 も、 デモ クラシ ー 思想 も 有して ゐる 事を 示された もので あつて、 之れ は實に 他宗 派の 到底 及ばない ところで ある。 可 皮 
かと 云へ ば、 淨土敎 は大體 『諸 經所讃 多 在 彌陀』 の 一 句に 依って 他敎に 優越せ る 事を 示されて ゐ るの だから 多くを 云ふ必 
要 もない が、 今 怫敎を 分けて 見れば 大智惠 門と 大 慈悲 門と が あって 法 華、 華嚴 等は 大智惠 門に 屬 する。 而 して 法 華の 中に 
於て は釋 尊の 御身 體は 永遠の もので 常に 御說 法が あると 云って ゐ る。 卽ち壽 量 品の 大本が 之で ある。 然し 是れは 智慧の 說 
法で ある。 彌陀經 に 所謂 「今 現在 說 法」 と理は 同じで あるが、 彌陀經 の 場合の 意味は 智慧の 說法で なく 救 ひの 說法 であ 
る。 慈悲の 說法で ある。 此の 大 慈悲を 說く點 に 於て は 淨土敎 は佛敎 中の 最高 位に 位する もので、 卽ち 人道主義に 最もょ く 
合致す る ものである。 

ナに 平等 思想に 就いて 云へは、 一 切 衆生 悉有 性怫 とい ふ點か ら觀れ ば 皆 平等で あるが、 實 際から 云へ ば 三論、 法相、 眞 
言 等は 理窟の 上で 說 くので 聽き 手を 得ねば、 卽ち腦 力の ある 者で なければ 入り 得ない。 然るに 大 慈の 法 門の 上では 信卬忙 
位であって、 法然 上人の 「機根 競べ には. 源 空 勝ちたり」 と ある 通り、 理窟の 上で 比較したら 勝てない が 機根 くらべでは 淨 
土敎が 第一で ある。 卽ち萬 機 普 益と 稱 する 所以であって、 これ 平等主義の 大 なる ものである。 法相、 華嚴 、天台 等は 實に 
立派で あるが、 其 S 來 Q 當時を 思へ ば 信者は 皆 貴族で f 蠢 であっ た。 卽ち是 等の 法 門を 信ずる のは 要するに 金持ち 
の 仕事で あった。 然るに 法然 上人 一た び 出 了 法を 說 かる X や 貧富 貴賤を 論ぜず、 皆 平等に 是 れに歸 入す るを 得た。 是卽 
ち 前述 Q 如く 平屋 義 、大 慈悲 Q 敎 であっ たからで 爲め に當時 鍵は 非常に 隆管 極めた が 將來も 亦斯 くの 如くで なけれ 


るに 過ぎない。 

第三は 理想を 與 へて 安定を 得せし むる ことは 前述の 如くで あるが、 此れには 文化的 布 敎を以 ってす るので ある。 卽ち總 
て 固々 の ものを 蒐 めて 來 て、 政治、 文學 、經濟 等み な 相 寄って 一っの 目的 ある 事を 示め し、 それに 向って 進まし むる ので 
ある。 この 個々 斷片 的な ものを 一の 理想に 統一せ しむる ことは 淨土敎 では 卽ち 念佛 になる ので あるが、 兎に ,^ 或る 一の 理 
想を與へ信念によって凡てを整理統ーせしむるは文化的布敎の本領であって、これ人類の幸福を增進する反以である。ー 
切の 文化は 淨土敎 の 精神から 見れば 悉く 念 怫の助 業で ある。 淨土宗 は 一切の 文化 要素を して 念怫を 中心に 回 轉せ しむべき 
ものである。 

斯くて 淨土敎 徒は 最後は 文化 主義 (信念 的 統一的 布敎) で 進みたい と 思 ふ。 これは みな 彌陀大 慈から 顯 れて來 るので あ 
る。 けれども 先づ 最初には 社會 事業が 最も 肝要で あると 思 ふ。 

又敎化 事業， J 就て は 現今は 或る 階級に 限られて ゐる嫌 ひが ある。 これは 須 らく 萬 民 平等たら しめたい ので あるが、 知識 
技能の 方面は 資力の 關係 上、 考 へて 見れば 止む を 得ない 點も ある。 けれども 精神 上なら ば、 平等 敎化 ならば 出來 る。 ー體 
從 來の敎 育には 精神的 訓練は ない。 卽も智 は發 達して ゐるが 情の 方面の 發達が ない。 此の方 面の 訓練は 如何にしても 宗敎 
に 依らねば 駄目で ある。 卽ち 平等主義に よって 是れに 當るべ きで ある。 次に 文化的 布敎 は旣に 述べた やぅに 信仰に よって 
凡 •てが 統一 されれば 最後は 念 怫に なり、 文化 主義になる ので あるが、 從來は 政治 も 敎育も 商業 もみな 斷片 的であった が、 
この 布敎に よるな 1 らば、 みな 続 一され て念佛 中心と なる ので ある。 

平等 大悲 (人道) —— 融和 —丨 社會 事業 ( 統攝) 一 
敎理 、萬 機 普 益 (平等) j— 指導 —— 敎育 事業 (歸 趣) 1 實際  . 

一選擇 本願 (正義) ——安定 —— 文化 事業 (獨 尊) 一 

斯樣に 現代は 布教の 實行的 方面に 於いて (一 (社會 事業 布敎 、(ニ) 敎育 事業 布敎 、(三) 文化 事業 布教の 三方 面が あって、 
將來の 教育家は 是れに 向って 全 努力を 傾注す る 必要の あるは 云 ふまで もない が、 玆にー 言して 置きたい のは これからの 布 
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ゐる わけで あるが、 實際 問題に 着手す るに 當 っては いろ^^の 問題が ある。 卽ち 現今では 布敎は 種々 の 方面に 關係が あっ 
て敎育 問題 社 高 題、 政治問題 等 有 所 方面に 於て 布 敎の必 要を 感ずる。 例へ ば 政治 方面に しても 小に しては 市 # 、 择 
會か ら大 にして は 國會な ぞに 於ても 大いに 敎 化の 必要が あり 又此 等を 利用すべき 要 も あり 更に 又經濟 問題に 就ても、 昔の 
マ丨 ケット (市) は 寺院 中笤 あった、 淺草響 Q 市 なぞ も 其 _で| に 見ても 佛_ の 經濟的 1 慕す る 方面は 中々 
廣い 。斯 く擧げ 來れば 際限 もない が、 今假 りに 布教を 分って 見れば (一) 內的 布敎と (ニ) 外的 布敎 とが ある。 前者は 所謂 布 
敎傳道 及び 葬式 義等 であるが、 後者は 主として 廣義 の社會 事業で ある。 而 して 此の 兩者の 布敎を 實 行す るには 三っの 卞 
面が あると 思 ふ。 卽ち (一) 融和、 (ニ) 指導、 (三) 安定で ある。 顧る に 現今は 政事 問題 も澤山 あるが、 その 中には 多くの 矛 
盾が あるから、 其 矛盾を 除き、 又 資本家 對勞働 者、 與黨對 野黨と 云っ た樣な 對立關 係の 間には 紛擾が 澤山 あるから 此 等を 
融和す る 必要が ある。 信念は 必らず 此 等と 融和す るに 至る であろぅ。 

又 現今 一般人 民は 國 家、 社會の 有樣に 疑問を 抱いて ゐ る。 其 赴く ところ 知らず 恰も 舵を 失っ た 舟の 如くで あるから、 是 
れに 磁石を 與へ 舵を 與 へて 指導して やらねば ならぬ。 之れ が 第一の 要件で ある。 

又 現代は 安定を っ 失っ て ゐる事 も 確で ある。 朝に 甲を 論じ、 夕に 乙を 論じて ゐ るのは、 卽ち 其證據 で、 無理 想なる こと 
を 示め して ゐる 。政治家、 實業 家、 敎 裏み な然り である。 故に 之に 理想を 與へ安 定を 得せし むる 事は、 目下の 急務で あ 
る。 之が 第三の 要件で ある。 

此の 三っは 布敎に 闺 する 必要 條件 であるが、 第一に 對 しては、 其方 法と して 社會 事業を 要する ので ある。 卽ち該 囊に 
ょって 融和を 與へ るので ある。 融和を 與へ るに 就て は、 是れ 以上の 方法は ない。 又是れ を 行へ ば、 自然 淨土 敎の大 慈の 法 
1^_にホ當するので 寺^が中心となって 勞資 、官民、 地主、 小作 等 あらゆる 反感と 敵意の ある ものを 理解 和合せ しむる 
やぅに したいので ある。 所謂 布 敎傳道 も 無論 必要では あるが、 其の 根本は 融和 協調の 理想で あらねば ならぬ。 

第二の 指導に 就て は 敎育的 布敎に 依る ので あるが、 見れ は 必らず しも 學狡の 經營を 意味す るので はない。 モット 大きい 
意義の ものを 云 ふので、 迷 ふて ゐる 羊を 東西 各々 其 行くべき 處に 導いて やる ので、 現今の 敎育 そのものは 云は、 ま 一部分た 


と區 U すべから ざる も 決して 少く ない。 ギリシャの ストィック 派 や歐洲 中世の 神秘 派の 哲學は 前者で あり、 佛敎の 中の 唯 
識卽 法相 宗や倶 舍宗警 婆に 響— 後者の 例と して 稱 してょ い、 其區 別は f 於て 頗る 困難の ことに—。 區 別を 論 

ぜ ざるを 得ない 所以は 玆に ある。  - 

(三)  更に また 哲學は 其 系統 極めて 多く 東西 兩洋 古今 幾千 歲 、其 書は 汗 牛 充楝も 啻ならぬ 有樣 である。 宗敎 もまた 之と. 

同じ、 苟 くも 人類 ある 所、 其 文化の 高低、 種族の 文 野、 其區 別は 種々 なる も、 到る 處 、宗教を 見ぬ 處 はない。 隨 つて 其 種 
別はドは拜物拜魂敎の劣等なるょり、上は世界的宗敎の尊嚴高尙なるに至る迄、殆んど無數といふてょい。かくの如く宗 
敎哲學 の ニ 者 共に、 無數の 種類 あるを 以 つて 兩 者の 交錯す る 所 も 亦 極めて 複雜に して、 東洋の 如く 槪 して 二者 區别た き 傾 
向を 帶 ぶる ものと、 西洋 近世 哲學の 如く 二者 全然 區 別の 傾向を 有する ものと 存在し、 兩 者の 區 別は 露 上 常識の 雲 通 

り然く 簡單な もので ない のは 明 力で ある  . 」 

(四)  今日の 雲は、 この 區 別を 論ずる もので あつて、 卽ち 其の 主と する 所は、 敎養 ある 人士と して 一般 高等 常識の 上 

から 思想 問 P て對 する 智的 要求に 應 ずる 爲で あるが、 然し また 吾人の 精质雲 人格 囊の點 から 也く へからざる 二つの F 
If  I である こ— 一言して 置きたい。 それは 何で— 乎、 第一は 人— 學 あれば 蠢 111 否やと 云 ふの 
こ ある。 即ち 問 人の 精唧 修養の 上からの 問題で ある 。第二は 文化の 發展 と共に 或は 宗教が 哲學 の爲に 併合せ らる るか、 或 
は 之が 爲 に打滅 されて 仕舞 念では ないか。 或は 兩者 ともに 其 特點— 揮して 對辛 るで— ぅかと 云# 來 思想の 大問 
題で ある。 宗教 哲學 同異 論は、 此點に 於て 頗る 重大の 意義を 有する ことと なる。 

一一、 哲學 と宗敎 との 定義の 比較 
1 、 哲敎の 定義 

(五)  哲學と 宗教との 別は、 其 定義を 比較す るが、 最も 議で あらぅ。 然し 兩者 ともに 其 所謂 定義なる ものが 區 々であ 
つて、前に述べた如く系統と定義との差別で、定義も全く差異したものと見ることになる物質論と唯、ん論は其議論がガ 
炭 相客れ ざると 共に囊 も 全く 差異して 反對 の ものが、 出來 得る。 然し 大體に 於て 東西の 學 者が 公認した 共 許の 點を とり 

祈： 學と宗 敎 一二' 
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敎は 僧俗 共同の 布敎 でなければ 駄目で ある ことで ある。 家族の 者と も、 友人と も、 凡てに 布敎 せし むる を 要する。 卽ち敎 
化の 平等主義を 要する。 又 從來は 法衣で やつた 布敎で f が、 將來は 和服で も 洋服で も 構は ない 事で ある。 卽ち 無形 式 主 
義に據 るを 可とし、 從來の 形式主義を 打破し 無差別の 布敎に 移らねば 駄目で ある。 

以上、 S と實 際と に涉 つて 其 Q 大要を 述べ、 現代は 理論 上の 根據を 有する と 同時に 實際 上には 三 事業 布教を 要する こ 
I 明かに したが、 我 淨土敎 I 論の 上に 於て は、 現代 教化の 最 深の 根 f 具へ、 其實 行に 於ても 現代 布教に 好適なる 實 
力と 條 件— 具へ て t。 この 點に 於て 遺憾— い QI、 唯、 實 際布敎 の 方 I 於て は、 未だ 遺憾— が 多い t 
2*折角諸氏の奮_を切望して止まなぃ次第でぁる。  (大芷 十一、 八、 ニ五淨 土敎 報) 


哲學と 


1、 緒言 思想界の 將來と 個人 修養の 大ホ 

(J) 哲學と 宗教とは、 其 名の 異なる 如く 常識 上ょり 見て、 其 差異 あるは 云 ふまで もな く、 自明の ことで あらぅ。 カン 
ト宗や スベン サ丄 示が 存在せ ずして 日 雲、 淨土宗 あり、 法 然やル i アルが 崇拜 される 樣に 、無論 シヨ I。 ヘン ハゥェル や 
アリ スト テ 4 スは 崇拜 供養され て 居らぬ。 誰か 伯林 や ハーバ ート 大學敎 室、 若く は 其 哲學硏 究室將 ちて 本願 寺 や サンピ H 
トロの 大寺院と 同視す る 人が ある f ぅか。 ー體 、此 二者 Q 區別を 一 5 する のは 或は 一種の 麗 では— まい か。 

(ニ) 然し 此 二者 鐘ー歷 史的に 其發管 論ずる ときは 雨 者と もに 同一人 性の 議に發 した 精神的の 產 物で あり、 殆ん 
どニ畫 別すべからざる 親密の 關 係が—。 今で こそ 二者の 區 別は 截然 t て 女 敎師と 世話女房の 様になつ て あるが、 タそ 
の 於め は 何ォ扩 & と 半 じ 蒙ね る雙 生の 姉妹で あつたので ある。 埃 及 や 印度の 古代 神話を 見る と、 之が ょく 判る。 第二 內容 
的敎義 的に 旣 成宗敎 若く は哲學 の內容 に照らして も 哲學に して、 宗教 的 色彩の 濃厚の もの あり、 又宗敎 にして 殆ん ど哲學 


である。 卽ち 之を 資料と して 使用す る 外に 其 相互の 一致 的關 係を 明に する ので ある。 此 見方は 近代の 哲學者 ヴント 、ヘル 
、'ハルド、 パゥル ゼン 等獨逸 碩學の 主張で ある。 ヴント は 「特殊 科學に 由り て 人類に 媒介され た 知識を 矛盾を 去りて 一系 統 
の 下に 統一す る もの だ」 とい ひ。 ヘルバルトは 流石 教育者 丈に もっと 實際 的に 「日常の 生活と 特殊 科學 知識の 調和で ある」 
と說い た。 パゥル ゼンのは 之に 對 して 哲學 的に 「哲學 は 科學的 認識の 總 額」 であると 喝破した。 近代 科學の 進歩は 斯の如 
くして 哲學 に大關 係を 與、 へ 其 位置が 希臘の 古代 や 歐洲の 中世と 變っ て來た が 然し 此考 へは 單に 最近 代 哲學者 のみでな く、 
カントに も旣に 其考 あり。 また 近代の スベン サーの 如きは 此の 考 への 最も 進んだ 一人であった。 

(八)  哲學を 特殊の ー科學 として 取扱は ん とする ことは 二っの 方面から 見られる。 第一は 之を 道德學 倫理 學の 範圍に 極 
限 せんとす る 傾向であって、 之は 英國 派の 倫理 學者 例せば ロック、 ヒユ ームの 如き 人々 の 議論で ある。 哲學は 倫理 科學道 
德科學 として 立っ ので ある。 この 中に 亦 社 會學も 含まれる こと、 なる。 第二は 認識の 科學 として 哲學を 見る、 卽ち心 理學 
が哲學 として 立ち 得る 堅 實の城 廊 として 殘った の だ。 之は リップス、 ベネケ 等 最近 代の 學 者の 議論で ある、 然し 更に 此ニ 
方面を 綜合 大觀 して 哲學を 「一般に 該當 すべき 價 値の 科學」 として 見る ヴィン デル バンドの 說も 之に 附 加して 考へ たら 便 
宜 であらぅ。 

(九)  巳 上 根本 學 、綜合 學 、特殊 學の區 別が 哲學に 生じて 來た のは 前說 明す る 如く 外面 的に 其歷 史的の 發展 をた どると 
科學 との 關係 に歸 する が" 然し 內面 的に 哲學 そのもの \ 性質を 考へ ると 自ら 此三 性質を 具して 居る とも 云へ る卽ち 第一の 
根本 學と 第二の 統一 學とは 結局 論理 上 演繹と 歸納 との 差に 過ぎぬ。 隨て 第三の 特殊 學も心 理 、倫理に 限定す ると いふ 考の 
外 「一般 價 値學」 の 進む だ觀 念に 來 ると 最早 他の 特殊 科學 並と いふ 考へ とは 內容が 頗る 異り 、寧ろ 第二の 統一 若く は 綜合 
とい ふ考と 共鳴す る點を 見出す。 

2 0) 然し 哲學は 右の 如く 知識 理性の 硏究 とい ふ 外に 今一っの 重要な 任務が ある。 之は 卽ち 人性の 究竟の 滿 足を 與へ 
精神 要求に 安定を 得せし める とい ふの 情 的の 方面で ある 宇宙人の 眞理 人生の 歸趣が 了々 として 明なる ときに 吾人は 精神 上 
限りなき 喜と 滿足 に滿 っる 必竟 哲學は 硏究に 出 發 して 此 最後の 安心に 終る ので ある。 其 學說が 物質主義た ると 唯 心 主義た 
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: 一四 

こォ を.^ 較 すれは 大 約見當 たけは つく ことと 思 ふ。 先 づ哲學 の 名義に 付きて は、 其 西洋に 於け る 雲は 人 も” る〜 

イ 1 pl iy u ヤ (S 卽 ち愛智 學の義 で、 夫の ソクラテスが、 その 震と 學 問を 單に 生活 實 益の 爲 にの み 使つ ^ ノフ 

,t 子を 哲 f 譯 した？、 此譯 語が 果して 警 で！— か で あ w れ ix 
か 或 if  4、 譯 した Q— 廢滅 S し、 墓の 譯語 丈が f 遍く 一般に 用 ゐら” ft 以 nj も い 

iii— 篇 す——。 f I 董量 i 理 

ナ. 第三 1秦も他の利 # と同刃のー利學卽ーの特殊學として赞學を見るのである0 

、、ゝ — 濯と して II 含とは、 Is 學呈 、人類 一切 Q 知識 Q5 緩 威と し— へで、 科學 

議 通— 

ソロ i ご eh  の 「蒸の—— め 原理を 明む る もの」 とい ふ 定義 や、 ライブ 一、 一？ ソの 「總 體學」 フイ ヒテ 
極學」 としたの な— 此 系統に 入れられる。 而 して 其 最代表 的と すべ i へ 1 ゲルが、 「對 象の— とし 絕對 
ら% 寸 W -CO に—。— 慕は 方法と しては 主觀の 純然た 羞 想で 科學 知識— 趣し、 其內容 若く は 本質から 云'^ た 
- If の # 」 である 力ら 相對 的の 科學 とは 全く 價値が 違 ふ 崇高の ものと なつて 居る。  . 

湯丨— frQ  — や 柱 や f If する。 亦 哲學は 特殊 此 資料 相 吾 間 § する 矛盾 si f 8 し 調和す るの 


一* 一 こ ± その 精神的の 特別の 有樣 信仰 歸依 である。 前者は 融合 攝取 救濟で あり、 後者は 安心立命 悟了 體驗で ある。 玆で宗 敎 
庭 義は右 Q 兩方 面から 雲した 結果、 略 左の 當 通俗的な 且つ 槪然 的の ものが 出來 る。 

宗教は 謹 至. 上の 對 象を 確立し S 之と 人類との 關係を 震 的に 結合し (ニ) 以て 究竟の 信念 悟了に 生活す— り (三) 

この 三 要素は 宗教の 淺 深、 人智の 文 野で 大分 距離が ある。 亦 其 內容に も 頗る 差異した ものを 發見 する、 怫敎の やぅな 非常 
こ 高 尙甚深 微妙の 如來佛 性、 空な どの 對 象と、 猫 や 狼 や 蛇な どの 下等 宗敎 の對 象とは 全く 別物で あり 亦 其 精神狀 態の 悟 
境 信念に 至りて 禪 家の 大禪師 と アフリカの 魔術 者と 同一に 見る 譯には 行くまい、 然し 全體 として 考へた ならは、 先 右の 定 
義 でー應 一般に あてはま ると 思 ふ。 

3 、兩者 定義の 比較  ， 

(一三) 尊囊纂 二者の 定 S を 比較して 見る、 先づ 左の窘 一見され たい。 


1 哲學 


、根本原理の 思惟 攻究 
、人生 宇宙の 統一 解決 
3、 人性の 滿足と 安定 


宗敎 


1、  至上 至高の 對 象の 確立 

2、  人類の 至上 者と しての 靈的 結合 
S ノ^ 1¢!- 昨 , 3、 信念 悟 境の 精神 生活 

二者を 比 M して 見る と 理論的に 兩 者の 三 要素と もに 一致した 點 の— のを 見出す で— ぅ。 第一の 根本原理 も至靈 上 
の 確立 も、 其 言ひ顯 はしには、 別が あるが、 「實在 」 ■とい ふ觀念 としては 同一の 異名と 考 へて ょい。 第二は 人間 藥宇宙 の氣 
度の 確立す る 事で ある。 神と 人、 佛と 衆生と Q 關係も それに 過ぎぬ。 人生 宇宙の 解決 も 畢竟は それで あれて 要するに 同 
一事の 兩 面で— と 見られる ので—。 望は いふまで もな く 安心立命で あつて、 其 行き方には 勿論 相違は— て も歸す 
る 所、 精神的の 滿足 である。 斯の 如く 兩 者の 三 要素を 比較して 見る と 必竟哲 學も佛 敎も其 本 體に 於て は 同一 物で ある パ ノ 
くと も 一霞 Q 兩面 15 こと 丈— へが 付く。 然ら S で 吾 5 佛敎 哲學は 同一で 1 ひ 得 やう かどう か。 
(一四) 囊と 慕は 旣にー 體の兩 面で— とした— 其兩 面で— 丈、 其 所に 議 とした 異點の 有する 免る ベから ざ 
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ると を 問は ず 慕 者が 其 S ■し覽 した 世界 觀と 人生 f に 依りて 其 精神 £ 產確 立と 滿 f を 得 rt な— 
て—、 之れ なくん ば 一箇の— に 過ぎぬ、 亦 其蠢— ない 簿 已 ip w 
來た 慕の 定義 (寧 1 觀觀的 通俗的の) は 略 左の 如く—。  ■ず— S 口にょり S 

蠢 il 麗の耍 

2 、 宗教の 定義 

一た 宗 f の!? 与すに 困難なる ことは 哲學に 該通的 的確の 定義を 與 へる ことが 殆ど 不可能なる と 同一で ある。 宗 

IT 6J  全く 水火— i# も ある。 例せば _ と 本願 寺 諸派の 如き、 甲は 東に 行けと 敎 2 は 西に 
V、 あ f。 如 來に絕 露命す るの 整 か、 如來を 絕對に 否定し 破壤し 去る のがょ いか、 有 相が 是か— が 非 
力— 力ら 見たら f 烏 f?t ぅ。 同一 佛敎の 中に 於て す f ID 見 

—11^^ 


あり 人生 觀で IJUI 認める。 其處で 第一 1 點 も、 主觀的 Q 側より 見た 理智對 情意の 說 明— 論 便宜 的の もので あっ 
て、 ー應の 議論に 過ぎぬ。 剠實 して 云 ふと、 それ 已上に 更に 深刻 徹底した 區別が 存す るので あるまい か。 

(一六) 第二の 異點 は、 宗教の 倫理 性で ある。 是は 大體 ヵントの 論述した 如く 宗教の 特質と して 頗る 有利な 點で ある 
が、 これ とても 單に 道德實 行と 云ふ點 丈で、 宗教の 價値が 定まる とし、 宗教の 道德實 行方靣 のみ 見た 說明 は必竟 不徹底を 
免る ことは 出来ぬ。 何と なれば 宗敎の 根本 信仰な くして 道德 のみ 單 純に 行 はれ 得る と 云 ふ 議論 も 可成 有力で ある。 儒教の 
如く 見方に よりて は宗敎 なき 道 德敎と 見得る 論な く、 コム トのポ ンチビ ス ムの樣 な考は 多數の 近代 人 思想家が 寧ろ 喜んで 
歡迎 しっっ ある ものでは ないか。 斯く考 へ來る 時、 第二の 理論 對實 行の 異點も 今一 ® 深く 硏究を 要すべき ものと なる。 

(！ 七) 第三の 異點は 宗教の 證 悟性であって、 これは 殆んど 間然すべからざる 宗敎の 特質と 思 はれる が、 然し、 之と 哲 
理 上、 理 智の證 悟と、 宗敎 から 入った 證悟 とが 嚴密に 論じて、 どの位の 區別が あるが、 哲學 から 來た 安心立命には 果して 
動的の 活用が 伴は ぬで あらぅ か、 例せば、 社會 運動の 一っと して 近時 マルクス 派の 社會 主_が 勞働 階級な どに 大分 勢力を 
有し、 而も その 運動家 Q 中に i 敎家已 上 Q 熱を 有して 献身的 5 傳に從 t のも少 くない。 是等 は單 純の 階級意識 若く 
は 其 團體觀 念 或は 反抗 精神の みの 發動 でな く、 實は マルクス 學說の 理解 崇 奉を 之に 由って 生ずる 一種の 信念の 實 現と 見る 
べき ものと 稱 してよ い。 かくの 如く 思考し 來る 時、 第三の 異點も 今少しく 研究の 步を 進むべき 餘地が ある。 卽ち體 現宣傳 
の 活動的 要素は 宗敎已 外の 哲學 にも 之を 存ず るは 勿論、 ある 場合には 宗敎已 上の 力 さへ も 生じ 得る ものである ことが 考へ 
られ るので ある。 

(2) 充實的 = 確定 = 

(一八) 玆で 第一の 特點 に歸 りて、 考 へて 見る と、 主觀 方面の 理智對 情意の 態度 も 勿論、 異點の 重要なる ものである 
が、 更に 其 客觀對 象の 性質の 上に 宗教の 方には 頗る 哲學 と異る ものを 見なければ ならない。 卽 ち哲學 の本體 は歸納 的に 達 
し 得た 冷 かな 理體 たるに 反し 宗教は 人類の 理想と して 至 美 至善 至眞の 力と 生命と を 有する ものを 演 P 的に 仰ぐ ので ある。 
此の 一大 理想は 勿論、 情操 感覺で 想像され 直觀起 越の 定 力で 體得 せられる もので あらぅ が、 其 行程には 嚴正な 理智の 努力 
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l ll ll l ll ll ll s 

(1) 批， 的 疑義 

フ^ < fL m は 此の 二分 說 二元的 對 立論に 慊 ら^^して 寧ろ 一元的 理智 主義に 傾きつつ— ことは、 必ら ずし も 加持 
む ^で！ ?1 ^ || ^ ^る :? ムべルー派の新神學者又は獨逸の自皇督敎者を實例に出す迄もぁ|ぃ。手 
汇月 ff 方て は 奢し く 近代の— 的蠢の 色彩 1 厚で ぁつて、 典 原始の 形體 では 寧ろ 一種の 科 學的對 宇 笛觀で 


ニ、 共同 利他の 信仰 團體 —— 敎會 
三、 其宗敎 人格の 實現 —— 敎祖 

第一は 卽ち 人類の 理想で あり、 第二は 卽ち 道德で ある。 この 第一の 起 越 性と 第二 實行性 若く は 倫理 性が 如實 に體 現され 
不ー不ニに結合されたのが卽ち第三の宗敎人格である。此融合の大なる丈それ丈佛敎と.しては大なるカを有する。亦深遠 
高 妙の 至 致を 極める ので ある。 怫敎の 語を 借りて 云 ふと、 第一 法 (法身) 第二は 僧、 第三は 怫 、(教祖と しての) であって、 
釋尊 ー佛の 中に 法 僧の 二つが 渾 然として 圓 滿に實 現されて 居る。 玆で 神人 隔絕 主義の 諸 敎卽ち 猶太 敎 系の 諸 敎には 理想と 
實修 が敎 主に 於て 性質 上 一分の 體 現に 止まる、 卽 神の 子で 終って 仕舞 ふが、 怫敎 の樣な 心 佛 衆生 三 無差別の 神人 無 別 主義 
の敎に 於て は 全 體の體 現と して 神卽 人と して 完全の 宗敎 人格を 見る ことが 出來 るので ある。 


體 ii ll l 敎， 


% 


-敎會 ■ 

四、 宗敎 の將衮 

05) 宗敎は 哲學と 並立して 存し 得べき か、 亦哲學 の發展 と共に 浜 亡に 歸すべ きかの 問題は 茲で 結論と して 一言す ベ 
く殘 つて 居る。 この 解答は 理論 上から 見れば 極めて 簡單な ものである、 卽哲學 と 宗敎が 前に 論述した 如く、 其 內容に 形式 
に 各 其 特色を 有する 已上 は、 二者と もに 文化の 進展と 共に 共に 其 存績を 見るべき は 推斷に 難から ざる 所で ある。 尤も 現代 
の 哲學が 科學と 密接の 關 係を 生じた るが 如く 現代の 宗敎も 亦 之と 同じく 現代人 性に 適應 すべき 內容 形式の ものと して 存在 
すべきは 勿論で ある。 然し 宗教が 將來を 有する 所以は かゝる 理論的 根據已 外に 實際上 現代人 性の 切實 なる 要求と して 其 至 
大至强 の 基礎を 有する ので ある。 

昆 代、 こ t も 疣く る 所の もの 特に 日本人に 缺く 所の ものは 高遠の 理想で ある、 現代の 腐敗と 不徹底と 退 嬰 萎靡は この 大 
理想を 有せざる に 歸 する。 次に 現代 社會 若く は 人性の 改造と して 必要なる は 協同と 同情に 存 する、 平和と いひ 人道と いふ 
も 要する 所は この ニ 者に 歸着 せざるを得ない。 而 して 之は 宗敎に 由る 外は ない。 最後に 現代の 靈は 人格の 空 無が 其 弊害 
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が 純なる 情緒の 感激 興奮に 相俟 ちて 居る ので ある。 情意の 特に 必要な 所以は 茲に あり、 又 理想と 相反せ ず、 相對抗 する の 
必要な く 寧ろ 之と 相 助くべき 所以 も玆 に存ず る。 此 永遠 不變の 生命 ある 靈體 は、 宗敎に 於て 普遍的の 性質を 有し 絕體 的の 
ものである。 

第二の 特點に 就きて 見る に哲學 から 出發し 得る 道德 及び その 躬行 主義は 多くは 個人的と なり、 又 多くの場合に 於いて 屈 
原が、 『衆人み な醉 へり、 吾獨り 醒めたり』 と呼號 した 様に、 自ら 潔くす る獨善 主義と なり、 精神的 貴族 主義に 陷り 易い、 
智者には 特權が あって 愚者は 埒外に 立たねば ならぬ 傾が ある。 然るに 宗敎に 於け る道德 は、 其 根柢と 目的に 於て 旣に 哲學 
と 相違した 點が あり、 研究と 歸依 とで 行き方を 異にして 居る が 其 共同 的團體 的の 實行 性と 利他 精神の 强烈 なること が 特に 
第二の 特點 をして 彌鮮 かに 哲 學と區 01 せし乞るに至る。 

第三の 證 悟性 も 兩者成 度までは 同一の もので 區別が 出來 ぬ。 その 發動性 も 時に 兩者軌 を 一にす る こと 勿論 認めざる を 得 
ぬが、 宗敎 としては 此證 悟性 こそ 特に 最も 重要なる 一っの 特性が 存 する。 その 證悟 そのもの \體 現で ある 「證 悟した 人」 
卽ち 宗教 的 人格の 存在で ある。 宗敎 上に 於て は敎主 若く は 救世主が それであって、 釋尊や キリストと いふ 史的の 人格 (寧 
ろ 神格) ある ことが 宗教の 最大 特點で ある。 敎祌に 次ぐ、 ルー テル や ロョ ー ラ や、 法然 、親鸞、 日蓮 何れも 此宗敎 人格の 
現は れた 天才に 外ならぬ 。宗教と 同時に 起った 數論宗 は 其敎義 から 云へ ば 宗教と 伯仲の 間に あり、 其解脫 に關 する 觀法や 
修行な ど 宗教の 先驅 として 立派な ものである。 然るに 宗教は 現に 宗敎 として 世界 三分 一の 生靈を 支配して 居る が 數論は 唯 
哲學 として 研究され る 丈で ある。 之は 教祖の 釋迦 の宗敎 的に 完全な 人格と 比して、 力 ビラ 仙人の 此方 面が 著しく 遜色 ある 
に歸 する。 これは プラット 氏な ども 旣に 論じて 居る 所で ある。 

2 九)已上論じた所を總括して見ると宗敎の特色は永遠不變の生命ある絕對理體、共同利他の團體實行、人格の存在 
であるが、 此 三者に 由り て 宗敎は 哲學と 全く 相違した 文化 現象を 現は し、 人類の 一大 活動と して 今 も尙其 特別の 形態を 維 
持し つ X あるので ある。 それは 卽ち玆 に揭 ぐる 表の 通りで ある。 

一、 永遠 生命の 理體 教義 (本尊) 


外交の 行詰り も、 結局は 日本が 財政 經濟の 上で 力が 弱い からで ある。 經濟カ 弱き が 故に ヒヶ をと る 。國際 的に 我國 力の 
振興を 計る のに も、 酒を やめる のが 先決問題と なる。 政治の 腐敗を 革新す る途 も、 排酒に 出發 する。 棑滔 こそは 國難 打開 
の秘鍵であを。 

3、  倫理 宗敎 は排 酒を 信條 とせざる ものな し 

世界に 宗 敎の數 は數百 あるが、 これを 左の 二っに 大別す る ことが 出來 る。 

民族宗教 …… 祭祀 中心 (一民 族に 限る) 

世界 宗敎 倫理 中、 七 (世界的 超 民族 &) 

民族宗教と いふのは、 或る 一民 族に 限り、 他 民族には、 これを 秘密と して 許さない 排他的の もので、 祭祀を 中心とする 
ユダ ヤ敎や バラモン 敎が それで ある。 これに 反し、 世界 宗敎 と稱 する は、 怫敎 、キリスト 敎 、同 敎の 如き ものであって、 
民族を 超 趣し、 倫理 中心で ある。 その 眞髓 とすると ころは" 道德の 根本を 敎 ふるところに ある。 されば こそ、 世界 敎 とし 
て 到る 處に敎 化を 布く ことが 出来る。 か、 る 倫理 宗敎は 皆 禁酒で ある。 人倫を 敎へ 道義を 明かに する 宗敎が 禁酒と なる は 
當然 である。 見ょ 回敎は 絕對の 禁酒 敎で ある。 その 今に 勢力 ある 所以 も 禁酒で ある ことに 胚胎して ゐ る。 キリスト 敎の禁 
滔 なることは 云 ふを 俟た ない。 舊敎の 方では 實際 上、 酒を 飮ん でゐ るが、 •然し これは キリスト 敎の 本體で はない。 勿論 舊 
敎で もえら い 人は 飲まない。 怫敎の 坊さんが 酒を 飮 むと 同樣で 、敎 が惡 いのでは ない、 歷史 が惡い のみで ある。 

4、  佛 ，敎は 最も 古くして a っ 最も 徹底した る？？ i 酒敎 なり 

キリスト 敎のバ ィブ ルには、 勿論、 _ 酒の 精神を 說い ては ある。 が、 酒の 弊害 そのものを 說いて ゐる點 は 比較的 少ない 
回 敎のコ ー ランに 於いても 同樣で ある。 然るに、 怫敎 にあつ ては、 精神と \ もに、 洒 そのもの \ 害悪に ついて、 最も 嚴重 
に 最も 周到 綿密に 書いて ある。 ニ千數 百年の 昔釋 尊の 說かれ た 酒 害の 峻烈 精微 なる 記述は、 今尙ほ 眞理で ある。 古き を溫 
ねて 新しき を 知る、 怫敎 は歷 史的に も敎理 的に も 禁酒なる が 故に、 凡そ 怫敎を 信奉す る ほどの 家庭に あって は、 當然 禁酒 
家庭で あらねば ならない。 
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講說 論策  ，三 ニ 

災禍の 根源で ある。 之— か爲 S 々の 麗 不幸 美 生す るに 至る Q である。 宗教 S 趣 i るを 得— ま 特に 
玆にある。某.督敎の敎義を借りて之を云へば望(理想)と愛(協同)と信(人格)との三っが現代を救ひ且っ之を改造完成^べ 
きもので あり、 佛敎 的に 之を 徹底して 言ったら 大 ( 敎慧) 大悲 (行) 悲智雙 運 (信) は眞に 現代 指導の 根柢で あるので ある。 苟 
くも 斯 の 如し 卷は囊 Q 將來墓 念す るが 如き 達 愚の 至りで あって、 寧ろ 人變 文化の 將來讓 敎あ るに 依りて 存す 

とい ふて よいと 思 ふ。  (大正 十一、 九、 f 敎 報) 

佛敎々典に現れたる排酒の制條 

第 I 序 論 

1、  酒の 問題は 現代 諸問題の 焦點 

今や 我國は 社會 、經濟 、保健、 教育、 政治 等、 あらゆる 方面に 問題が 紛糾し、 行詰りを 生じて ゐるが 、それら 行詰りの 
根源、 問題の 原因に 溯る と、 そこに 酒が 問題の 焦點 となつ てゐ る。 

2、  排 酒は 國難 打開の 秘鍵な り 

社會 問題の 解決策には、 或 ひは 社會 組織の 改革に 依るべき もの も あらぅ。 然し、 最も 手近かで 最も 簡單 で、 ft も 容易な 
る 解決の 一方 法は 禁酒で ある。 例せば、 少年 保護の 問題に しても、 母性 謙の 問題に しても、 酒を 存 して 置いて— 題で 
はない。 不良少年を 作って 置いて 保護す るよりも、 要は その 原因に 溯って 酒を 絕や し、 不良 兒を 絕滅 する 途に 出で ねばな 
らない 。乳 幼兒 死亡率の 問題 も、 排酒 によつ てこ そ 初めて その 禍根を 除く ことが 出來 やぅ。 

更始 一新の 大御代、 國 民の 新 確信 新覺 悟は 先づ 酒を 擲っ にあり、 經濟 上の陴 題が 解 淡 すれば 思想 上の 問題 も 自ら 好轉す 
る 生活の 上に より 幸福より 安定が 得らる X ならば、 そこに、 思想 國難 解決の 途が 開ける。 左傾 右傾の 粉々 たる 動榣 も、 
恒產 なけば 恒心な しで、 經濟 問題の 解決 問題で ある。 


弗敎 d: 出の 時ポ匸 .生れ 出て、 無血の 一大 革命を 行つ た。 ま、 つ 牢 として 拔 くことの 出來な 力つ た ^ 級思ネ 心を 打 飯し 佛敎 
の 信 M に 人 J、 すべては 同じい とい ふ大 平等主義を 唱ぇ、 同時に、 酒を 禁じた。 理性を 尊び 道德を 重んずる 者に とつて 
滔は相 容れぬ 毒物で ある。 怫敎は 飽くまで も 智慧と 道德を 重んずる 敎 である、 卽ち 怫敎は 吾人の 生活の 上に— らしい 基 

礎を 置いた 八 正道は 卽ち それで ある。 

正 見、 正 恩 惟、 正 語、 正業、 正 命、 正 精進、 正 念、 正定 (八 正道) 

王 見 ±下 しき 比 判 力で ある。 右傾 も 左傾 も、 ひつきょぅ 正しき 批判力の 缺除 から 起る、 相次いで 起る 無節操 無責任は 正 
語 つて 起る。 人生 Q 義 はこの 八 正道— かれねば— ない。 酒は これらの もの 1 らせ痳 輝— てし まふ。 理 
智の 純正と 道重活 Q 根本とは 先づ 酒を 排す るょり 生ず、 智慧と 道® i Q 敎な る佛敎 が嚴正 禁滔た るは^® 然 である 

ニ、 佛敎 戒律に 於け る排 酒の 嚴峻 (怫敎 成立の 敎制觀 ) 

1、 小乘に 於け る飮 酒の 禁止 — 對症的 見解 

弗敎 には 小乘 (M い 怫敎) と大乘 (高い 佛敎) と—。 小乘 では、 酒の 禁止が かなり'^ ましい  。 

▽ S 律に 重と 輕 戒律とは 規律 規則の ことで ぁるが、 これを 犯し— 合の 制裁の 程度が 重と 輕 とに B 'r 5 e っ る妄 
重は 波羅夷 pit といつ て 死罪— り、 輕は 波逸提 ご— といつ— 金 刑に 當 る。 而て 殺生— 牙 t 妄 
語の 四つ— f して 戒め、 飲酒は 稍々 輕 tQ とした。 それは 性質が 違 ふ t で、 费 四つは それ 鼻惡い f あ^^ 
^ 性 成と 禅し、 飮酒產 戒と稱 して 區 別した。 商 白 SQ 逢 雲 伽陀 ，昏) の 例話で—  I 當時 印度 §1 ナす 
がゐて 人々— やまして ゐ た。 あらゆる 蠢 退治？ f 甲斐 もな く 今は、 1 陀の道 力 ー is 力、 精神の U 
に 衣る 外は ない とい ふこと— つた、 柳生但 馬と 澤庵 和尙の 話— 1、 道 力と いふ ことは 有り得— とで ある k 
で '| 首賢く1陀の德のヵで糧|服することが出來た。皇は大い|んで、|陀|いて手厚くもてな&| 
U ノた 。姿 伽陀は 酒を 飲んだ、 否が 重なるに つれて、 さしもの 道 力 も その 力を 失 ひ 遂には 居 汚く 醉 倒れて 道'^ に • L 
ゐ た、 丁度 そこへ 釋迦が 御 通り か} なつた、 折 柄 ガマが 出て 來 5 伽 陀の顏 の 上に 小便を した、 釋 尊は 弟子に 向つ て 
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一、 怫敎の 特色と しての 排酒 (佛敎 勃興の 歷 史観) 

佛敎は 西歷 紀元前 五 百年の 頃に 起った。 丁度 その 頃、 支那では 孔子が 生れ、 ギリシャでは ソクラテスが 生れて ゐ る。 當 
時の 印度の 社會狀 態は 頗る 紛糾を 極めて ゐた 。四姓の 階級 別が 儼然として 存 し、 一方 思想 問題が 行詰りに 陷 って ゐ た。 

_ 1、 怫敎已 前の 宗敎 婆羅門 敎酒讃 嘆 

婆羅門 敎 Brahmauisn 一の 聖典 吠陀 Veda は 盛んに 酒の 禮讃を やって ゐる 。酒が 無ければ 神は 動かない …… とい ふ オミ 
キ萬 能の 宗敎 であっ た。 天地 萬 有を 支配し 絕對の 力を 有する 神は 人の 吉凶祕 福を も 司って ゐるが 、大の 酒好きで 酉を 飮 
む。 人生の 安穩 幸福を 願 ふには この 神に 酒を 供へ ねばならぬ。 神を 祈る 役目の 婆羅門 (儈 閥) も 盛んに 酒を 飮んだ 。蓮 摩 
酒 Som, 供養と いふ ことが、 最も 大切な 重い 儀式と して ある。 帝釋天 (ィンドラ) が 酒を 飲んで 大騷 ぎを やり、 奥方と 喧 
嘩を するとい ふ 物語が、 吠陀の 中に 書いて ある。 天地 萬 有を 支配す る ほどの 絕對 力を 有する ィンドラが、 酒の 爲めラ チ も 
なく 神通力を 失つ てし まふな ど 皮肉な 矛盾を 示した ものである。 

2、  四姓 階級 

當 時の 印度には 四姓 階級が 儼として 存 して ゐた 。四姓とは 

A 、  婆羅門 Brahman  (僧 閥) 學問と 祭祀を 司りす ベての 權 力を 有す。 

B、  刹 帝 利 niga  (武 閥) 軍事、 政治を 司る 士族、 華族、 王族の 階級。 

C、  昆舍 Vaisa  (財閥) 農、 H、 商の 階級。 

D 、  首陀 Sudra  (奴 隸) 絕對に 社會的 自由を 認められず。 

この 四っの 階級は、 世襲 的に 存 して、 相互 間の 混淆 交通は 絕對に 許されず、 階級の 下に 位する 者には 自由 平等の 權能は 
全然なかった。 

3、  佛敎は 婆羅門 敎 の酒讃 嘆と 四姓 階級と を 打破し 新道 德を 樹立せ り 


▽飮 酒ょり 酷 酒 ( 賣 酒) に 重きを 置き 之を 禁斷 す大乘 では 酒の 戒を 重罪と し、 十重 罪の 內に特 に 酤酒戒 を敎 へ、 酒を 賣る 
ことを以つて最も重き罪とした。之れは原因療法であつて、酒を賣る者があるから飮む者が出來飮むから樣々の禍ひを 
生ずるといふ見解からである。優婆塞或經では、兇器や毒藥等の賣渡を禁じてゐるが、これらは、すべて原因に溯つて禁 
止して ゐる實 例で、 酒 も 同樣に 、飮 むと いふ ことょり 之を 造り、 之を 賣り廣 める ことを 禁止す るに 若かず、 卽ち 、大乘 で 
は、 こ X に 着眼して、 酤 酒を 禁斷 したので ある。 

酒は 過失 無量、 若し 自ら 酒器を 手に して 人に 與へ以 つて 酒を 飮ま しむる 者は 五 百世の 中手な からん。 いかに 況んや 自ら 
飮 むを や。 一切の 人に 飮む ことを 敎へ 、及び 一切の 衆生に 酒を 飮ま しむる ことを 得ず。 況んや 自ら 酒を 飮むを や (梵 網經) 
怫敎が & くば かり 峻嚴に 酒を 禁ずる 所以は、 滔は 人間の もつ 人格を 無くして しま ふからで ある。 人格は 自覺と 身心 統一と 
理想と を 要素と して ゐるが 、飮 酒は その 何れを も 失は せて しま ふからで ある。 

三、 佛敎に 於け る 酒 害の 說 ( 怫敎俥 道の 敎化觀 ) . 

▽長 阿含經 には、 滔を飮 む 者は 六 種の 失 あり …… とて 左の 六 失を あげて ゐ る。 

一には 財を 失 ふ。 ニには 病を 生ず。 三には 鬪ひ諍 ふ。 四には 惡名 流布す。 五には 恚怒 暴かに 生ず。 六には 智慧 日に 損- 
ず 。『財を 失 ひ』 『病を 生ずる』 は說 明す るまで もない。 『鬪ひ 諍 ふ』 こと も 事實で 、敎育 者の 會 合の 如きで すら、 酒を 飲む 
と喧 f をす る。 『惡 名流 布』 …… 評判 悪く 不信用と なる は 當然で 、近頃では、 人を 採用す る 場合、 酒を 飮む 者は 採らない 方 
針に、 どこの 會社 銀行 もな つて 來た 。能率が 違い、 秘密が 守れず、 信認 出來 ないから である。 

▽四 分 律の 十大失 顏色惡 し。 力 少し。 眼晴 明かなら ず。 瞋 怒の 相を 現は す。 田業資 生を 壤る 。もろ？^' の 疾病を 培 
す。 

益々 鬪ひ諍 ふ。 惡名 流布。 智慧 減少。 死後 粟 道に 墮 つ。 

か X る嚴 しい 敎の もとに ある 怫敎 徒が、 禁酒を 守る は當然 のこと でなければ ならない。 少なくとも、 怫敎の 聖日を 酒 無 
しとして 守り、 怫 事を 無 酒と する 位の ことは、 全 大衆と 共に 實行 すると ころと ならなければ ならない。 進んで は 家庭 行事 
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議說論 策 T 一 こ、 

『見よ 毒 f 退治した i 陀は 蛇に 呑まれる ガマに 小便 t れた 。それは 酒 fs 力を 失っ たからで—、 酒を 飲め 尤 

すべて 斯く  Q 如し』 蠢 へられた。 疆 Q 力 美 一ぎ る、， f_Q_— 所以で ある。  、 i 
▽飮 酒は 準 重罪 丨 五戒の 第五 藍は 右に 述べた 如く 重罪とは 靈を異 にす るが、 然し、 重罪を 雲す る 震が あるの 
で、 之を 準 重罪と し、— 義 の 第五と して ある。 五戒とは 不 殺生、 不 1、 不邪 賭、 不壽 、不飮 酒の 五っの 戒 で—。 
▽本 生經 の 實例獨 身 者の ••：： 今で いふ— 安い サラ？ マンが ゐ た、 偶々 渴を覺 ぇて 酒を 飲んだ。 飲んで 頭が 變にな 
つた そこへ隣 #- の鷄ヵやつて來た。好いものが來たと早速絞めて肴にした(偸盜/やがて隣家の細君が鷄を_して來 
■た。 E が 廻っ てゐ るので、 っいその 細君を 犯した (邪淫)、 t へ 人が 來か X った？ 靈を 恐れて その 人を 殺して しまっ 
た (殺生) 彼は 法官の 前に 弓 出されて 取調べを 受けた が、 犯せる 罪を 知らぬ 存ぜ ぬと 云 ひ 張った (妄語)。 以上 この 男は、 
d MM 戒を 飯っ たこと によっ て 他の 四っの 戒法を も 破っ てし まった。 よっ て釋尊 は 『酒は 起 罪の 塁』 として 戒め、 入 
H には 八戒 十戒の 中 特に 之を 重視せられ た。 (こ Q 外小乘 では 二百 五 十戒な どい ふ ものが あるが、 いづれ も 場合 場 
ロに 應じ 、あたかも 症に 應 じて 療法を 講ずる 如き戒 法で ある。 レ 
2、 大乘に 於け る排酒 ！ 原因 的 見解 (菩薩 戒) 

小乗の t 症 療法 的なる と 異なり、 大乘で は、 原因に 溯り、 原因 そのものを 無くす る ことに 努める。 

▽酒は 戒 Q 精 研に 反す 戒 法の 精神に？、 止惡、 2、 行 善、 3、 奉公 (利他) の 三っ 蒙る が、 酒は 全く 之を 反對 にし 
行惡 、止 善、 奉 私と してし まふ ものである。  、 、 

▽ ■明達 SS し、 蠢 q 塁と f、 8 ■着せし むる虽 って 之を S と定 む。 小乘 で準麗 卷ら れた濟 

は大乘 では 重罪と せらる A 到っ た。 人の 理智を 奪 ひ、 之を 暗昧— しめ、 人間の 夕ガを 外し、 人を 動物と する 恐ろしい 
ものである U る。 起 罪 QgJ 緣と は、 罪議發 の 原因と 條件 とになる ことで ある。 顚到 心を 生ずる から、 尊い もの も 
尊くな く、 畏 いもの も畏 いと 思は ず、 暑い のを 寒い と 感じ、 寒い のを 暑い と 感ずる 錯覺狀 f なる。 —と  ひの 
實 際を 道破した 千古の 金言で ある。 


正 信と 邪 信 

S 、 常識ょり 見た る 宇 敎の IE P 

近頃 社會 Q 上 £義 的 謹が 漲っ S た 事は 大に責 べき 現象で あるが、 然し囊 0 中には 色々 の 別が あり、 或は宗 敎 
ならぬ ものが 宗教の 姿を 以 つて 人を 惑は すな ど、 正 信と 邪 信と にっいて 兎角 見分けが っき 兼ねる 有樣で ある。 單に 表面上 
信者 や 寺院 敎會の 多寡 や、 殿堂 僧侶の 多少を 離れて、 他に 正 信 邪 信を 定 むる 定規と なる。 常識的に も 首肯 かれる 標準が な 
くて はならぬ。 花 紅柳綠 、萩には 萩の 色が あり、 松には 松の 色を 持って ゐるが 、色盲の 人には その 色の 見分けは っかな 
い。 如 可 こ ■徵 妙な 音樂 でも 聾者には、 その 音色を 賞づる 力がない。 然した とひ 色盲は それを 見分けず 共、 花 紅 柳綠は 昔 も 
今も變らず、聾者に音樂なしとも、耳ある人には三味の音も、琴の響きも認識するカがある。っまり此樣な事は總てー 
般の 上から 考 へて 行かね はならぬ。 

此の やうに 全般に 一旦っての 理解を 要する と共に、 又 科學の 上から も 道德の 上から も缺點 のない もので なければ ならぬ 
的確な 治療法を とらずに、 お 水 や御符 を飮ん だり、 神 おろしを やつたり、 犧牲を 神に 捧げる と 云うて 人を 殺したり などは 
科學 上から も、 道德 上から も 零で ある。 叉 例へ ば 一 時流 行した 大本 敎の 『艮の 金 神』 とい ふ 神は、 支那の 宋末元 初の 道敎 
の 神であって、 炅は季 に 配 すれば 秋で、 而も 「秋は 刑 官な り-」 と 云 ふ處の 意味で、 人を 殺す 穀物を 障 ゆるっ まらぬ 神で あ 
る。 此の やうな 支那 傳來の 陰陽道の 惡 神を 以て、 日本に 置き換えるな どは 宗敎史 から も、 道德 上から も、 何等 基-礎の ない 
愚擧 迷信で あると 言は ねばならぬ。 

一一、 信仰の 三 要件 

以上は 一般の 常識から 見て 極めて 解り 易い 事で あるが、 今少しく 踏み込んで 考へ ると、 正邪の 見 別け は 容易に っかな 
い。 第一には 各 國の歷 史上から 見た 信仰と 知識との 關係 である。 

希臌の アリス ト丨 トル 以来、 幾多の 哲學 者が 信仰と 知識との 關係 にっいて 頭を 惱 して 來 たが、 こ X に先づ 『信仰とは 何 

1E 信と 邪 信 一三 九 
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はすべ て 禁酒と いふ ことにしたい。 何と なれば、 あらゆる 家庭 行事は、 子供を 中心とする ものが 多い。 また 然らず とする 
も 家庭の 成員は 子供を 含み、 家庭 本來の 目的は 子供の 良き 苗床た る ことに あるを 以 つて みれば、 一切の 家庭 行事は. 辟 酒 こ 
て 行 ふやぅ、 怫敎 徒の 家庭から 其の 範を 示し、 あまねく 大衆の 實 行を 促すべき では あるまい か。 

▽智度 論 三十 五 失を擧 ぐ —— 財物虛しく竭く。衆病之門。鬪諍の本。無恥。麟名。無智。應所得物不得。得己散失。伏廣の事を人に 
向って 說 く。 事業 成らす 悔愁 す。 身 カ轉少 。身 色壤 る。 (十三より 二十までは) 父母、 尊長、 三寶を 敬は ず、 惡 人に 朋黨 す。 勘 賢を 
疎遠す。 破戒の 人と なる。 慚愧 無し。 克己 無し。 放逸 。人に 僧 惡 せらる。 尊長 擯棄 、不善の 業を 行 ふ、 善 法を 棄 拾す。 不信用 ◊遠 
離 涅槃。 狂癡 。惡 道に 墮っ 、爲 人常當 狂痴。 

▽沙 彌尼戚 經三 十六 過失 酒に 三十 六. 失 有 9、道を失ひ、家を破リ、命を喪ふ、皆悉く之に由る0父母に孝せず。長友を輕慢す。 

三寶を 敬 ふず 。經 法を 信せ ず。 沙門を 誹謗す 。人の 罪を 奸 露く。 恒に 妄語を 說 く。 人の 惡 事を誣 ふ。 兩 舌を 傳 言す 惡 r-I 人を 傷っ 
く。 病の 本を 生ず 。鬪諍 の 本、 惡名 流布。 人に 僧 縦 せらろ。 聖賢を 排斥す。 天地を 怨瀆す 。事業を 忘る。 家財を 破 散す。 恒 に慚愧 
なし。 羞恥を 知らず。 僕婢を 打っ。 衆生を 撲殺す。 他の 妻を 奸淫 す。 人の 財物を 偷む 。善人を 疎遠す 。惡 友に 狎れ 近づく 。常に 恚 
怒を 懷く 。日夜 憂愁す。 東に 牵き 西に 引き 南を 持し 北に 着く (千鳥足)、 溝に 倒れ 路に 臥す。 車よ リ墮ち 馬より 墮つ 〇 河ぐ 逄ひ k こ 
落っ。 燈を 持ち 火を 失す。 暑 日 熱 亡 (日射)。 病 寒天 臥 死。 

▽正 法念處 經の偈 I 最後に 此の 偈を 引いて 此の 講は 結ばむ。 
洒は能く人の心を亂す。人をして羊の如くならしむ0作すと作さ ^ ると知らす、是くの如し應に洒を捨つべきなり0苦し货こ醉ふ 
人は、 死人の 如く 異る 無し。 若し 常に 不死を 欲せば、 彼の 人應に 洒を捨 っべき なり。 酒；^ 是れ 諸々 の 過っ 處。 恒に 常に 鏡 益せ ず、 
一切の 惡 道の 階。 黑闇の 所在す る處 酒は 毒 中の 毒たり。 地獄 中の 地獄。 病中の 大病たり。 

(長 野 縣禁洒 聯合 會主催 禁酒 問題 講習 會に 於て) 


されば 『宗教は 哲學な り』 とい ふこと もい けぬ。 卽ち 吾々 には 宇宙に 對 する 感情が ある。 然し 又單に 盲目的に 情に のみ 
流る る 偏狭 的の ものであって はならぬ。 信仰と 知識 信仰と 感情は 常に 一如 主義でなくて はならぬ。 唯 感情 主義の 宗教は 吾 
々の 迷妄 錯ヾ覺 を 元にす る もので、 例へ ば 彼の 大本 敎の 如きは 全く 之に ょって 成り立って ゐ る。 又 理窟 許りの 宗教が ある。 
現今の 過 ^ 思想の 如き、 之は 政治で なく 宗敎 である。 ポリ セ ー ズム 、マルクス主義の ユ ー ト ピアから 來た もので、 スパル 
ゴ ー、 ラッセル 等の 言を 以 っても わかる が 彼等は 理窟 だけで、 實 行を 顧みぬ 人で •ある。 唯 理性 主義で、 卽ち マルクスと 云 
ふ假 神に 盲 從 する 一の 宗教で ある。 斯の 如き 感情 主義に 走る もの、 理性 主義に 陷れる ものは、 二っと も 危險で あって、 之 
は實に 社 # の 平和を 害し 人 顏の宰 福を そこな ふ ものである。 

ET 佛敎 信仰の 特質 

然 らば 如何なる ものが、 實の 宗敎で あり、 眞に誤 ら ざる 信仰で あら ふか、 佛敎の 信仰から 云 ふと、 普遍的の もので なく 
ては ならぬ と 云 ふ r らば 拂敎の 信仰とは 何 力。 卽ち 『篤信 三寶』 の 信仰で ある。 此の 篤く 三寶を 信ずる と 云 ふ 事は、 » 
敎共 通の 精神で、 淨土敎 の 如き 彌陀 ー佛を 信ずる 宗旨に も猶ほ 三寶に 歸依 する 事は 怠らぬ ので、 聖德 太子が 國を 治め 給 ふ 
第一歩と して、 憲法に も 篤信 三寶を 第一に のせ 給 ふた。 三寶 とは 佛法 僧で、 之を 解り 易く 云へ ば佛 とは 彌陀 、釋迦 の 如き 
み佛 、法とは 八 萬 四千の 法 門眞理 、僧とは 法を 弘 むる 宗教家 或は 敎團 である。 今 之を 形式と 內容の 上から 普遍的なる 事を 
證 明して 見よう。 

神は 一切を 絞 一す る ものなる を 要す。 


形式 


統 

普 


勺 

白 

勺 

白 


內 


容 


遍 

實 行 的 

理想主義 

理知 主義 
道德 主義 


如何なる 場合に も あてはまる もの。 例へ ば 幾何 學の 三角形の 內 角の 和は 二直角と いふが 如く 
共通の 敎。 

如何なる 場合 も 時と 處 との 別な く實 行の 出來る もの、 例へ ば モル モン 宗の 多妻 主義は 各國不 
典 通の 如し。 

神の 心の 持 やぅに ょって 人を 苦め 殺す 猶太 敎の 神の 如き あり。# そのものが 救濟的 e なけれ 
ばなら なぬ。  导 

佛敎の 諸行無常の 思想は 哲學 的進步 的で、 その 間に 向上 あり。 

宗 敎に敎 ゆる 所の ものは 道德と 矛盾し、 無關 係であって はならぬ。 


IK 信 


邡信 


四 
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ぞ や』 と 云 ふ 事に っいての 解釋が 必要に なって くる。 之を 解釋 する には 大別して 左の 三 要件が あると ^ ふ。 

第ーは # 私は宇{这の本體と人間との結合ー致である。その絕對無限なる神と云ふか、佛と名くべきか、そ ^ と、21^と 
の 一 致で ある。 換言すれば 信仰は 有限と 無限との 一致、 相對 と絕對 との 一致を なさし むる ものである。 

第二は、 宇宙の 本體と 一致す る や 否やは 解らぬ が、 少く馨 々は 宇宙の 本體 なる ものを 麗し 得る ものと する、 如ち 1 
一は 大と 小との 一致で あるが、 今は 吾々 の 精神 狀態が 宇宙の 本體の ある 事を 認識す る (衆して 此の様な ものが あるか 否か 
は 別と して) ものである。 何と なれば 人間は 感情が あるから と 云 ふ 立場であって 、基督教の 信仰は 主に 之で ある。 その 意 
味を 明に して シユ ラィ H ル マッへ ルは 『怫敎 は 吾人が 神に 對する 絕對の 服從で ある』 と 云って ゐ る。 

第三は、 蠢 の 神 や、 宇宙 1 は、 人 Q 考へ 得る も Q ではない 。人の 知識は 五官の 外に— いから それは ある かない か 
解らぬ とする。 そして それが 又 二っに 分ける。 ⑴は 宗敎 と科學 とは 領分が 全く 違 ふと 云 ふ宗敎 科學對 立論で、 此の 說をカ 
說したものはリッケルトである。 (2) は宗敎科學別なるが故に解らぬものを知る必要はないといふ、不可知論或は陵疑論と 
名、 っくべき ものである。  、 

何れにしても 信仰と 科學 との 關係 は、 此の 三っで 解る。 現今の 哲學 者と しては、 カントが 之を 明に した。 彼は 知識の 卞 
面は 人が 如何に 働く 共、 限り ある もので、 之は 時間" 空間、 因果の 三ょり 起る。 卽ち 『春が 來る から 花が 唆く』 (時間) 「土 
地があるから家が建っ』(空間)『種子をまくから芽が出る』(因果)の三尺度は吾々の經驗の範圍には使へるけ1ども、也の五 
官を 超越せ る ものでは 解らぬ。 靈魂や 神は 如何に 理窟は っけても 經驗を 超越した もので、 解らぬ のみならず、 證明 も出卞 
ぬ、 然し 霞 上の 要求と しては 神 や麗を 認めなくて はならぬ と 云 ふので ある。 ^: に 理論では 神を 否定し、 霞 方面には 
神が 活 きて ゐる 。そこに リッケルトな どの 對 立論が 生れた ので、 それが 滿 足されず して、 『神は 人の 裡に ある』 と 云 ふ オィ 
ケン 等の 內在 論が 生れて 來 たので ある。 卽ち 神は 人の 心の 內 に—。 その 中に 信仰が あり 理性が ある。 卽ち 一一 S と 知識と 
は 『人® JTU もの、 中に 一致す る。 されば 人性に 背く 宗敎 や、 之を 無視す る 宗教が あって はいけ ない。 と 云 ふ。 

一二、 偏れる 感情 主義と 理性 主義 


の佛 、我れ 是れ已 成の佛 』 と說 かれて ゐる ものが 之で ある。 

又怫敎 が敎 ふる 無我の 精神は、 利他 共同の 精神、 己れ を完 ぅして 他の 爲めに 盡す佛 の 心、 これ 卽ち 社會 進歩の 基本で あ 
る。 此の 進 步發展 利他 共同の 信念が、 此の 佛法 僧の 觀念 によって 生きて くる。 されば 科學が 進めば 進む 程大乘 怫敎の 信仰 
が 了解され、 科學と 信仰とは 違は ず、 矛盾せ ず、 益々 自己を 開拓し、 他を 益し、 社會 を發展 せし むる ものと なる。 

六、 更に 現實 的に 力 あらしむ る 淨土敎 

上は 分析に よる 信仰で あるが、 更に 淨土敎 の 信仰は、 之を 綜合して、 道德 、信仰の 發現 に、 現實 的に 力 あらしむ る もの 
である。 而もす ベての 道德を 綜合し、 すべての 生活を 『南無 阿彌 陀怫』 の 六 字に 統一す る もの、 この 淨土敎 の 信仰生活で 
ある。淨土敎の生活は、智愚賢不肯の別なく、太智悲の發現、大慈悲の結晶たる彌陀を信じ、その本願を信じて終始ー貫 
して 淸き 念佛に 活き ¥ 陀の C 力を 奉じ、 斯 くして 社 # 全般の 進步の やまざる ものを 信 ^ る 力と なり、 自己の 向上、 他の 
發展を 共に く 祈る ところ、 そこに 實に易 行易修 の、 徹底せ る 正 信の 生活、 正 信の 宗敎が あるので ある。 

(大正 一一、 九、 東 光) 

感情 生活の 完成 

一、 感情と 宗敎 

すべて 人が 安心を 求める には、 知識と、 感情と、 意志との 三方 面が 具合よ く 調和して ゐる 事を 要し、 その上で 始めて 永 
遠に 覺めた 光明の 生活が 得らる X ので ある。 然し その 中で 感情は 最も 我々 の 生活に 密接した もので、 その 影響は 甚だ 犬な 
る ものが ある。 今先づ その 感情の 方面から、 宗敎 ！ 特に 法然 上人が 體現 せられた 念怫 生活が、 どこまで 吾々 の情緖 生活 
の 上に 力 ある ものと なつて ゐる かを 考 へて 見やぅ。 

誰でも 實際 生活の 上に 於て は、 知識 も 道德も 必要が あるが、 吾々 には 本來 、花を 見て は樂 しみ、 月に 對 しては 之に. 愛 づ 
感情 生活の 完成  一 四 三 
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右の 形式 內容 について 更に 之を 配合して 見れば 


四 ニ 


形 式 


勺 


統 一 
普 遍 
實 行 
、理想 主 
容 "一理 知 主 


宗敎的 (佛) 

. 哲學的 (法) 
道德的 (僧) 


道德 主義- 

こ \ に 正 信が 成立す る。 怫敎の 篤信 三寶 はかくして 正 信を 樹立す るので ある。 

ー兀 3{' 佛は 絕對であり ^* は萬物の ^ であり僧は和合の姿である。之にょって信仰が正しくななり、之なくしては正言 
とは 云 ひ 得ぬ ので ある。 卽ち正 信は 人智に 全般的な ものであって、 信仰 解 信は 兼ね 具へ たもので なくて はならぬ。 

五 |切に卽する佛敎の信仰 

以上の 分別に ょって 宗教 上の 正 信、 邪 信の 解釋 がっくと 思 ふが、 今更に 佛敎の 上に っいて 正邪を 考 へて 見たい。 震に 述 
ベた 宗敎は 皆 純主觀 的の ものであって、 自分 だけ 神の 恩寵を 感ずる と 云 ふだけ であるが、 大乘佛 敎は 更に 利他 的觀 念を 有 
する もの 卽ち自和と和他とを兼ね具ふるものである。 

元 來怫法 僧は それであって、 心の中に 一致 共同の 精神、 和合の 意味が ある。 道 德の實 行と 云 ひ、 社 會經濟 の 伸張と いひ 
皆 此の 中に 完ぅ せられて ゐる わけで ある。 現今の 進歩した 科學の 上から 見ても 同じく 此の 三寶の 精神が ある。 卽ち 人生の 
無常と 云 ふことは 進 步發展 を 意味を るので、 佛敎 以外の 他の 宗敎は マホメット 敎 でも 基督 敎 でも 皆、 いっ 迄 も 神の 奴隸で 
あり 神の 子で あるが、 佛敎の 無常 觀 念の 裏には 進歩して 『怫な り』 と 云 ふ 自覺に 至る もの、 梵網經 の 中に 『汝は 是れ當 成 


敬な き絕對 服従を 意味す るので あった。 斯く ギリシャの ジユ ピタ ー の 神、 へ ブラィの エホバの 神は、 父子の 懸隔 甚だし 
く、 絕對的 神格を 現は し、 從 って その 間に 親愛、 恩義を 缺いて 居る が、 基督教に 到っ ては 多少 二者の 關係に 親しみの 度を 
加へ た。 然し それ も 神の 子と 呼ばる \ は、 單に 基督の みで、 從 つて 基督と 一般人との 間には、 大なる 懸隔が あるので あ 
る。 然るに 佛敎の 思想は、 之と 異 り、 一切の 衆生 皆是れ 我が 子な りと し、 神の 榮は 一切衆生 も、 亦 之を 有すと する。 而も 
此の 心の 現れが 强 ければ 强いだ け、 怫の救 ひの 力が 强く現 はれる 事と なる ので ある。 

此の やぅに 怫敎 では、 佛も 凡夫 も 父子の 密な る關 係に あるのを 敎ゆ るが、 飜 って 吾々 の 日常生活を 見る のに、 眞に 哀し 
みに 堪えぬ ものが ある。 法 華經の 七っの 喩の 一で ある、 長者と その子 供との 譬は よく 此の 有様を 語って ゐ る。 

その 話は 或る 長者の 子が、 幼い 時 父を 捨て \ 家を 出、 長 じて 困窮した。 父は 之を 尋ねた が、 その子は 長者を 恐れで 逃げ 
て 什 舞 ふ。 之を 見た 長者は 何とか 之を 救 ひ 出さぅ と、 色々 と 策を めぐらし、 先づ 下男と して 傭 ひ 入れ、 漸次に 重く 用 ひて 
遂に 己が 實子 であると 云 ふこと を敎 へ、 すべての 財產を 與へ たと 云 ふので ある。 今日 我々 の 生活は 實に 此の 子と 同じく、 
自ら 光明を 蔽ひ隱 して 暗黑の 生活を 續 けて ゐ るので ある。 然し もし 一度 夢から 醒めて、 阿 彌陀佛 の 慈 光に 接するならば、 
吾々 は 彌陀と 我々 の 間に、 溫かき 父子の 情を 見出す ことが 出来る。 此の 溫かき 情緒の 上の 指導を 最もよ く 現した 力 ある も 
のは 淨 土の 信仰で ある。 

四、 佛と人 

先の世に 如何なる 契の ありて かは 彌陀に 仕 ふる 身とは なりけ る 
と 云 ふ 古歌が あるが、 彌陀 に對 して 大悲の 光を 感得し、 無限の 歡喜に 打たれる 有樣が よく 思 はれる。 淨土敎 の 精神で あ 
る 此の 久遠の 父子の 關係を 古來 多くの 詩人は 力を入れて 讃 仰し、 その 最も 有名な のは 彼の 父子 相迎の 歌で、 平家物語、 源 
平 盛衰 記 等に 出る 悲劇に も、 彌陀 に歸投 する 美しい 情緖が 表されて ゐ る。 

斯樣 にして 彌陀と 我とは 父と 子の 關係に 在り、 而も 此の 狀態が 永久に 繼續 する、 卽ち淨 土敎の 救濟は 永久に 不變の もの 
である。 斯く考 へる 時は、 彌陀と 我との 間に 三 緣の狀 態を 認める 事が 出來 る。 三緣 とは、 親緣 、近 緣增 上緣と 云は るゝも 
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るの 情が ある やぅに、 單に 知識 や 道德の 方面 許りでは、 人の 生活は まことに 理性 ばかりの 冷やかな ものと なる。 誰も 安 も 
暖き 心を ふれ 合 ふ 情の 生活がなくて は f ぬ。 例へ ば 春 Q 行樂に 於て は 人は ー齊に 永劫の 春を 望む けれ 共'  5 花 も 名殘 
りを 地上に 止めて 永久に 去って 行く。 こ X に 惜春の 情を 詩に 作り、 歌に 讀み などす るが、 然しよ く考 へて 見れば、 春は 毋 
限で あり、 吾々 の 人生は 無常で ある。 今年の 春は 去る とも、 又 明年は 春も來 、花 もさくので ある。 從 って 人の 春を 厝む、 い 
の 中には、 自己の 有限を 傷む の 心が ある。 「年々 歳々 花 相似たり 、歳々 年々 人 同じから ず」 で、 人は 己れ のは かなき にっけ. 
て 一層 惜春 Q 情を 痛切に 感ずる？ ある。 而 してす ベて 此の 永劫 Q 春を 求めて やまぬ 所に. 宗 敎に對 する 淸 操が 湧く ので 
ある。 

as、 常 佳の 樂土 

元來 怫敎 では 永劫に 美しき 世界 樂し き處を 淨 土と 云 ふて ゐる 。それは 所謂 眞の 善と 美の 最頂點 に 現 はれた もので、 
之を 徹底して たやすく 求めら る \ のが 淨 土の 信仰で ある。 

抑々 吾々 日常生活は、 はかない 弱い 力を 持って ゐ る。 從 って 散り ゆく 花には 永遠の 花を 願 ひ、 無常の 風に 遭 ふて は 定住 
の 光を ^ ふ。 こ X に 常住の 理想 界を 定めた、 淨 土の 敎へが 出來 たので ある。 之に よって 又 吾々 の 情緖の 上には、 常に 偉大 
なる 人格を 求めて 止まぬ。 卽ち 我々 の 生活には、 永遠の 愛情と 慈悲と を 有する 大人 格がなければ ならぬ。 此の 慈悲と 尊敬 
との 間に、 淨土 によって 現ら れる久 遠の 父子の 關係が 成立す るので ある。 

三、 諸 宗教の 神人 觀 

ー般に宗敎は、我々の上に絕對者なる神ありと敎へ、それは天に在る父なりと呼んでゐる。例へば、西曆紀元前ー千五 
百年より 一千 御 頃に 到る 間に、 印度に 榮ぇ たべ ーダ 宗教では、 ドャ ゥス •ビタ l d yaus-pifar  (天父) と 呼び、 此の 思想が 
ギリシャの 宗教に 影響して、 その 國の 神ジユ ピター Zupiter を 生じ 共に 天父 或は 神父の 義を 示して ゐる 。此の やぅに 印度 
のァ1ルャ宗敎は勿論、へブラィ、ヱヂプト、アラビャ等のセム宗敎に於ても神父、天父の觀念があるので、古代宗敎ー 
般に は、 すでに 此の 觀念が あるので ある、 然し その 觀念 は、 己れ を 救 ふ ものは 卽ち 神な りと する も、 それは 感情の 上の 愛 


る \。 ^ し我に肉あり血あり淚ある間は到底不可能のことである。法然上人も愚痴の法然と嘆かれてゐる。此の世で血 
あり、 淚 ある 間は 罪悪は 免れ 得ない。 卽ち 我は 泥中の 蓮の やうで あるが、 いっかは 美しい 花と 開く 時 も あらう との、 望み 
に 生く る 時、 次第に 自己の 肉體 にっき 纏 ふ 泥 も 取り 果て 顧陀と 我と 一致す る 時が くる。 その 時は 郎ち 此の世を 終っ た 
時、 彌陀の 來迎に 接して 極樂の 蓮臺に 生れた 時で ある。 斯くて 宗敎の 芽は 萠し來 りすべ てのもの ゝ價値 も 尊 さもこ^, に 存 
してく るので ある。 

六、 權利 義務と 温情 慈悲 

現代は、 友ん 親族 間に 於ても、 權利 _務 の 思想、 經濟的 打算 主義の 傾向が あり、 特に 歐洲大 戰以來 その 弊は 益々 蔓 って 
きた。 これ ある 間は 世界人 類の 平和は 望み 難い。 現今 喧しい 勞働 問題 も、 單に權 利 義務、 經濟的 打算 主義に のみ 走る 時、 
その 間は 恐ろしい 憎悪 嫉妬を 生じ、 怨みの 聲と なり、 遂に 此の 問題の 解決は 永久に 望み 得ぬ 事と なる。 過激 思想の 根源で 
ある レ ー 一一 ンや トロッキ I は權 力を 濫りに 惡 用して、 無辜の 善 民を 殺戮し、 社會を M 迫し、 其の 間に 少しの 溫情 もない。 
此の やうに して 國 家の 統治、 世界の 平和は どこに 得られ やう。 

我國の 貧民の 家庭を 見る のに、 その 苦しい 生活の 中に ありながら、 その 庭先に 植えた 木を 見れば 如何なる 所に も 快樂を 
欲する 美しい 情緒の ある 事が 思は れ る。 然し 獨逸や 英國 等の 貧民窟では、 何等の 快樂の 種と なる ものを 認めない。 彼等の 
生活は、 動物に 比する も 大差は ない。 要するに 平和 問題、 國家 問題、 家庭 問題 等、 いろ < の 現代に 現れた 問題を 解決す 
る 唯一の 鍵は、 實に宗 敎的溫 情 主義で ある。 

法然 上人の 說かれ た 淨土敎 は、 久遠 父子の. 溫情 主義で、 吾々 の現實 生活に 光を 放たし める のみならず 未来の 希望を 成り 
た X しめる 所に 力が ある。 故に 吾々 は 常に 淨土 往生の 信仰を して 現 實界に 及ぼし、 現實 生活の 完備に 努め、 引いて は 現今 
將に 破綻を 生じ やうと して 居る 情緖 問題に 光を 輿へ、 民 本 思想に 對 しても、 正義 思想に 對 しても、 其の 他 あらゆる 情緖問 
題に 對 し、 淨土敎 の 信念 力に ょって 意義 あらしめ たい ものである。 
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ので、 彌陀の 身 ロ 意の 三業と 我の 三業と が 合致し、 不卽 不離の 狀態 にある と 云 ふので、 換言すれば、 我々 が 彌陀の 愛に 一 
身を 歸投 し專心 に 念佛 する 時 そは 親しく 近く、 增 上の 力ならざる はない。 卽ち 親しき 父子の 關係が 完全に 現は される ので 
ある。 

觀 無量 壽經に 極樂は 「こ X を 去る こと 遠からず」 と 云 はれて あるが、 之は 理論の 上 や、 形式の 上の 問題では なく、 現實 
的な 感情の 上の 問題で ある 卽ち 彌陀と 我と が 不卽 不離の 狀態に あって、 まのあたりに 彌陀を 仰ぎ、 溫かき 慈父の 腕に 安 
んず る、 光の 生活に っいて 云 はれた ので ある。 

五、 佛の迎 へ 

眞の 信仰の 問題を 考へ てく ると、 何時から その 救 ひに 與かる 事が 出來 るかと 云 ふ 事が、 必然に 考 へられる 事になる。 こ 
ムに 先づ 起った 問題は、 人の 死ぬ 時、 卽ち 臨終に 怫の迎 へが あるか どうかと 云 ふ 事で ある。 來迎を 要せぬ と 云 ふので は、 
眞宗の 平生 業成說 、或は 淨土宗 の 聖冏師 の 臨終 來迎 不要 說など あるが、 又法然 上人 も 一面に 於て、 十 念 往生 說を 唱道され 
てゐ る。 此の 來迎 不必要の ある わけは、 情緖の 上ょり 之を 論ずる が 故で、 此の 點 ょり 見る とき、 我々 は 現 實界に 於て 彌陀 
の 光明に 浴し、 その 本願に 護ら る \ とする 所から、 平生に も 臨終に も、 別段 來迎の 必要は ない と 云 ふ 事になる。 然し 一度 
吾々 の 日常の 生活を 跳む るのに、 無常 轉變の 世に 常なら ぬ肉體 、深 重の 罪悪を 持って 生存して 行く。 もし 我に して漸 愧懺 
悔し、 反省す る 事な くば 遂に 向上 發展の 道を 阻止し、 出 離の 期を 逸する に 至る ので、 こ \ に 吾々 は、 現實の 上に 於て、 理 
想界と 一致 せんこと を 願 ふ 必要を 生じて くる。 然し 此の 理想は 此の 我々 の 世に 於て は 到底 不可能の 事で、 此の 事が 不可能 
なる だけ、 吾々 は 此の 狀態 をい っかは 見やう とする 情が 心の 內に 溢れて くる。 丁度 繪や 音樂が 過去に 於け る 美を 忘れ ざら 
ん とし、 之を 未來に 發展せ しめ やうと する やうに、 之を 宗敎 的に 見る 時、 無限に 實現 しやう と 努力と なる。 此の 無限の 實 
現て ふ點に 於て 初めて 臨終の 來 萣意蒙 あり、 來 籍ち怫 の 迎へ が現實 界最後 Q 刹那に 於て 必要と— ので ある。 吾々 
の 無限への 絕へ ざる 奮鬪 努力の 後には 常に、 滾 々と 湧き出 づる 泉の 如き 慰めを 欲して 止まない。 是れは 理窟で なく 情緖の 
上の 事實で ある。 されば 吾々 の 無限の 父は、 丙 方に 在って 吾等の 奮鬪を 見、 そして 我等を 慰安の， 衰に 入れ やうと して 居ら 


第三 上人の 敎は萬 人 共通の 敎 、平等 救 濟の敎 である。 印度 婆羅門の 敎は 特殊 階級を 限りて 信奉し 救濟 される ものと さ 
れ 、特殊 階級に 獨占さ れて 居った ものであるが、 釋尊は 先づ 四姓の 階級を 打破し、 精神 上 おしなべて 無我 平等の 上に 立脚 
せる 民本主義の 敎を 高唱さ れ萬人 等しく 證 悟すべき 大道を 示された。 之は 佛敎の 眞髓で 、草木が 太陽の 光を 平等に 浴びる 
樣に 、人 4 r 自由で 平等の 恩澤に 浴して 悟を 得る のであった。 然るに 平安朝に 於け る 眞言、 天台 等の 怫敎は 貴族 特權 社會の 
人々 の敎 たるが 如き 觀を なすに 至った。 卽ち 塔を 建て 經を寫 し 儀式を 行 ふ 等 複雜な 行儀には 自然 莫大な 費用を 要し、 上流 
社會の 人を 除きて 到底、 他の 人々 に對 しては 許さるべき 事柄ではなかった ので ある。 且っ 複雜な 哲理 や 深遠な 觀念法 や 難 
行 苦行の 困難は 到底、 凡人の 企及すべき 所でない。 法然 上人は 是 等特權 階級の 手ょり、 一般の 手に 敎を 移し 有智 無智、 貴 
賤道俗を問はず、行住坐臥、修しやすき念佛の法門を懇に勸められ、貴族ょり平民に、興者ょり凡人に平等救濟の道を敎 
られ た。 

第 四 上人の 佛敎は 直截簡明で ある。 釋尊當 時の 怫敎 もまた 極めて 簡明なる ものであった。 その 根本 要義が 四 諦八聖 道 
の 平明 中正の 敎で 、實 行を 云へ ば 衆 善 奉行 諸惡莫 作の 常識 主義であった ので あるが、 域 後 諸 弟子 等の 合誦 にょりて 經律論 
が 成立し、 怫敎は 論理 や 心理の 法相を 按排した 複雜な ものに なった。 かくて 時を 經るに 隨ひ單 に 解 脫佛敎 なる 者が 次第に 
硏究觀 法の 怫敎 になった。 法然 上人 以前の 佛敎 各派に 於ても 諸々 の觀法 修行を なし、 覺 りを 得る には 苦行 難行を 積まな け 
れば ならなかった ので あるが、 上人は 單に六 字の 名號 南無 阿 彌陀怫 、この 直截 單 純な 願 行が 眞實に 徹底され る ことに 於て 
貪瞋 煩惱の 自己の 胸奥には 彌の陀 光明が 照り 渡り。 唯 賴め救 ふとい ふ 簡明な 彌陀 本願に 人生の 最高の 要求が 滿 足される の 
である。 此 簡明な 點 、為行 易修の 念怫が 卽ち 上人 開宗の 本意で ある。 

第五 上人の 敎は 純粹で ある。 一向 專念で ある。 佛敎は 元 來純粹 な 精神で あるが、 それが 平安朝に 入る や、 人々 は 競 ふ 
て 現在の 安穩を 祈り、 權 勢を 願 ひ、 それが 爲めに 祈禱が 行 はれた のみならず、 當 時の 社會は 兵亂 相次で 起り、 社會 人事に 
關 する 事怦が 多くな り、 人心は 益々 不安を 感ずれば 感ずる 程 祈禱が 盛に なり、 祈禱に 伴って 迷信が 流行し、 遂に 天台 眞言 

法然 上人の 敎義 とその 十大 特色  一四 九 
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法然 上人の 敎義 とその 十大 特色 

「た r 往生 極樂 のためには、 南無 阿 彌陀佛 と 申して 疑な く 往生す るぞと 思 ひとりて 申す 外には、 別の 子細 候ら はず」 

法然 上人の 教義 ほど 簡明に して 且っ 直截な ものは ない。 この 簡明 直截の 御敎に 彼此、 理窟 や 議論を 揷 むことは 宗祖の 本 
意では ない。 將又 この 簡明の 敎は唯 實修の 南無 阿 彌陀怫 あるの みで ある。 其處に 何等の 敎條も 論理 もない ので ある。 然し 
上人の 敎義が 一般 佛敎の 上に どんな 位置に あるかと いふ ことは 一寸 解說を する 必要 も あらぅ。 

X X XX 

第 I 上人の 佛敎 は大 慈悲の 佛敎で ある。 ー體 、上人の 佛敎 に對 する 根本 思想は、 上人 以前の 天台、 眞言 等の 敎が 大智 
慧を 本旨と する* に 對 して 大 慈悲 門の 敎を 立てられた るに ある。 抑々 怫敎は 一切 苦を 救 ひ、 一切 樂を與 へんと する もので あ 
って、 大智 のみ 專ら なる は 怫敎の 精神を 失 ふ ものである。 然るに 上人 以前の 怫敎は 智慧の 切要を 說 くも 慈悲の 方面には 頗 
る 徹底を 缺く憾 が あった。 之に 反し 法然 上人は 大 慈悲 中心で、 大 智慧 も 修業 も 理窟 も 一切 之を 第二と し、 只管 彌陀 救濟の 
大 慈悲に すがらん とする 愛の 怫敎 、慈悲の 怫 敎を强 調され た。 卽ち 如來 他力の 大 慈悲を 本位と して 衆生 自力の 大 智慧を 抛 
った。 大 慈悲 本願の 敎はか くて 成立した ので ある。 これは 釋尊が 主 智 主義、 唯理 主義の 婆羅門 敎に對 して 萬人濟 度の 怫敎 
を 立てられた のと 其 軌を一にする。 

第二 上人の 怫敎は 實踐 的であった。 之を 印度の 古代に 見る と、 婆羅門の 敎は 徒に 唯心論、 唯物論 等の 種々 の 議論を 弄 
ぶ もので、 實行 的でなかった が、 釋 尊の 出世して 法を とかれる や 之を 直に 實行に 移された。 阿 含の 六十 二見 經など 拜讀す 
ると、 かく 此趣が 見へ る法然 上人 以前の 大 智慧を 得ん とする 怫敎に 於ても、 始めは 可成に 實 行を 重 じ、 又 實修の 功 も顯は 
れたが 、後に 至る に從ひ 、唯 空理空論の みに 走り、 實 行を 伴は ず や X も すれば 特權 階級の 觀 念遊戲 たらん とする の狀 態を 
示して 來た 。上人は 大いに 之を 排斥し 所謂 聖道 門の 槪念や 觀 念の 遊戯を しりぞけ 實踐的 念怫の 一道を たどられた ので あ 


れた ので ある。 

第 九 上人の 怫敎は 人間 中心の 怫敎で ある。 上人 以前の 怫敎は 聖者 本意の 佛敎で あった。 上 根 上智の 人々、 上級 上流の 
人々 の怫敎 であっ た。 そを 有智 無智 道俗を 問は ず、 萬 人の 手に ひきずり 下して、 平等の 敎 たら しめられた" 淨土 宗祖の 法 
然 上人は 自己を 十惡五 逆の 罪人と して、 人間 中心の 宗敎の 根柢を 示された。 愚鈍な 阿波の 介の 念怫 も、 百世の 師表た る宗 
祖の念拂も、微塵も差異がなぃヵ强ぃ宣明に、淨土敎の本爲 >1 夫兼爲聖人の趣旨が日星の如く、天下に輝き渡った。この 
敎義： は 實に 上人の 全生涯を 通じて、 一貫した る大 思想、 大 主張であった ので ある。 

第 十 上人の 佛敎は 日常怫 敎 、生活 中心 怫敎で ある。 上人 以前の 天台、 眞言 等の 敎は 別修 怫敎で あって、 場所、 時機を 
要した ので あるが、 念怫 の敎は 時機を 要した ので あるが、 念 佛の敎 は 時機と 所と を 嫌は ず、 行住坐臥、 生活と 共に 存在す 
るものであって、時機場所を定めて嚴修するものでない。日常の生活に於ける不斷に修する念怫，が生活とー致するもので 
ある。 この 點に 於て 念佛は 生活で ある。 精神 觀 念を まとめて 修す るので なく、 散 心の 念佛で ある。 煩惱の 起ら ば 起る 儘に 
人間の 持って 生れて 来た 性格 その ま X に、 光明 攝 取の 生活を して 行く ので ある。 

X V X X 

以上 十 侗條を 擧げて 略 ぼ 法然 上人の 教義の 特色を 述べた ので あるが、 上人の 人格、 思想、 淨土敎 の 根本 思想は こ X らか 
ら伺 ふて 見たら、 先づ 正鵠を 逸する ことは あるまい。  (大正 十三、 三、 聚 光) 

宗敎の 飢饉と 其對策 

一 

歐 米の 社會は 何と 云っても 宗敎 には 熱心で ある。 否、 曾ては 熱心であった。 寺院 敎會 のみならず 社 會萬般 の 設備に も宗 
敎的 顧慮を 忘る ゝ事は なかった。 官衙學 校 等の 建築の 樣式か ら 街頭、 公園 等の 設計の 上に も 必ず 神 又は 神 使の 像 又は シン 
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の 佛敎は 祈 禱佛敎 、迷信 佛敎と 化した。 法然 上人は これ 等の 祈禱 怫敎 、迷信 佛敎 より、 純正なる 怫敎 に復歸 せ〕 しめんと 
し、 專念 一行の 敎を 布演 された。 人間を 名利 等のは てし なき 欲望に かって ゐる 不純な 迷信 怫敎 祈晴怫 敎 より、 去って 萬 人 
に專念 一行の 敎 法に よりて、 眞に 解脫を 求めん ことを 勸め られ たので ある。 

第 六 上人の 怫敎は 決定 思念で ある。 蓋し 上人 當 時の 信仰は 頗る 混雑した もので、 病氣の 時には 藥 師如來 、財寶 に窮す 
れば 虛空藏 菩薩を 信ずるな ど、 その 時 その 場合に 應 じて 諸佛を 念じ 信奉した もので、 信仰は 實に 無雜混 亂を 極めた もの 
で、 確固たる {志 立命は 到底 得られな かった。 かく 上人 以前の 怫敎 各宗は 雜行馨 で、 決肇 念の 佛敎 の 量 命を 失 ふて 
居った ので ある。 上人に 至って 信仰の 純一を 第一の 要件と し、 一向 專 念の 信仰を 强 調し 彌 陀の大 慈悲 誓願に おすがり 申 
し 他力本願の 渴 f[ を說 かれた ので ある。 

第 七 上人の 怫敎は 無形 式 — 精神的で ある。 法然 上人 以前の 佛敎は 形式が 發 達して、 僧 階 僧位の 階級 佛敎 となり、 殿 
堂 伽藍の 形式佛 敎 となって、 其 生命は 全く 消磨して 了た。 弘法 大師の 高野山、 傳敎 大師の 叙 山、 南都 北嶺の 諸 大寺院は 壯 
麗 目を 驚し、 勢威は 公侯を 凌ぐ 有樣で あった が、 それだけ 弊風 も 非常であった 、然るに 法然 上人は 一定の 住處 もな く 金剛 
草履鼠の九衣缓で全然階級形式の舊宗敎をー麟した。ー向專念の絕待信仰は眞實の生活である。念怫の聲する處はこれ皆 
吾が 遺蹟な り、 何ぞ 廟堂を 一所に とどむ る こと あらん やと 云 はれた 獅子吼は、 從來の 伽藍 佛敎 、山上 佛敎に 對 して 明に 巷 
の佛敎 '* 實 生活の 怫敎を 說かれ たので ある。 佛敎の 精神は 富貴と 貧賤と を 問は ない、 階級 もな く 又 形式 もない 。眞實 1 赤 
初々 の 精神に 重を 置く もので なければ ならぬ。 怫敎の 生命は そこに 流れて ゐ るので あるが、 實に 上人は 徹頭镦 尾、 形式 佛 
敎 を ^- して 精 ^ の 佛敎卽 ち 念 佛の 生活に 生きられた ので ある。 

第 八 上人の 佛敎は 沒我渴 仰の 敎で ある。 上人 以前の 怫敎は 自尊の 佛敎で あった。 其 弊と して 目然 、個人 觀 、自己 觀に 
耽って 人生の 自由 尊 嚴を云 ふ 自力 倣慢の 風を 生じて、 自己 執着の 弊に 陷 って 來 た。 修道の 第一義た る慚愧 と 反省は かくて 
頗る 缺け て來た .。然るに 上人は 信に 自己を 罪惡 生死の 凡夫な りと 云 はれて 居って 謙虚、 沒 我の 態度で 素直に、 彌陀 の絕待 
他力を 信奉して、 無條 件の 歸 依に 生きられた。 等 精神 も 肉 體も其 に絕待 の 攝 取に 復活して 眞實 無我の 佛敎の 本旨が 顯は 


—豕 Q 一人で——— 米に ありて は 基督 敎 殊に 天主 公敎 などに 於て 1外 に 敎權囊 I つて、 現代 科學 
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新教 P て も 仲 蓮 いので—。 獨 —II 索と 博 
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士り 「宗教の 飢饉」 とで も 云 ふべき 一種の-一 叔寥 感が國 民の 頭を 支配す るに 至つ ナナ 正の；^ 力を rl” ら 可と エ 
着の 精— U— はり 1-宗敎の|」を招來した。現下我國萬般の文化|しき進展を見つ|る“其ヵ01〕 

ら 時に— の 指彈を受 くるが 如き 情況で ある。 かくして 其 等の 凡ては 一言 にして 言へは— 私霄— 

CQr る。 「宗教の—」 であるので—。 我 國の現 狀を 救 ふ ものは S 敎 の 曙」 の 響の 外— ない と ^? C 
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ボルを 見出す ことが 出来る。 詩に も 歌に も小說 にも 脚本に も宗敎 なしでは 濟ま されな かった。 或る 點に 於て は 日本人ょり 

も遙に 宗敎的 人民で あると 云へ る。 北 ハが 十七、 八 世紀を 經て 十九 世紀に 入り 科學 思想の 盛になる にっれ て 宗教の 影が 薄く 

なった。 そこで 青年は 科學に 走った。 科學で 滿足の 出来なかった 者は 藝術に 走った。 然るに 科 學の權 威は 十九 世紀末に 至 
って 半減した。 

靑 年の 希望は 科學 丈け では 充た されなかった。 藝術も 一時的 慰藉と しての 外は 効果がなかった、 朝に 科學に 走り 夕に 藝 
術に 走っ たが 明日は 又 失望の 歎息を 洩らさ f るを 得なかった。 玆に 於て 遂に 再び 宗教の 門を 叩く 者が 日一日と 增 して 來 
た。 宗教々 育の 曙が 再び 輝 出した。 

併し 宗敎 及び 宗敎 々育の 再現は 必ずしも 昔の ま X では 歡迎 せられなかった。 ー轉 機を 劃すべき 時機に 到来した。 時代の 
進 步と靑 年の 要求は 到底 在來 の宗敎 々育の 理論 其 儘では 滿足 せしめざる 狀勢 となって ゐた 。而か も 同時に 一面には 進化 ^ 
の 爲に舊 震を 捨て去り、 時代思潮 Q 前に クリストを 葬り 了っ た 一派に も囊 に對 する 飢 Q 訴 へが 叫ばれて 來た 。此の 要 
求は 現代人の 人格 完成の 上に 必然的に 現 はれて 来た。 

所謂 r 宗教の d 謹」 である。 ヘッケルに 趨った 彼の 青年 等 も 細胞の 肉塊と しての 人類 以上に、 血と 淚の ある 人間の 齒み 
を 感ずる 秋も來 やう。 マルクスを 迷信して 之を 偶像化した 學 徒の 中に も 相鬪ひ 、相 憎む 猛獸の 如き 生活 以上に、 眞に 人間 
としての 霞に 闫醒む る 春も來 やう。 かくて 「宗敎 の飢鐘 」 は 今日 歐 米の 一部に 自覺 的に も絕叫 せらる X に 至っ た。 かやう 
に茲 にも 宗敎 々育の ー轉 機を 孕む でゐ るので ある。 

三 

歐米 における 宗敎 々育は 要するに 基督教々 育で ある。 今日 獨 こに 於て 一面には 舊 式宗敎 々育の 行詰りを 打開して、 新宗 
敎 々育 主_ の 下に、 宗教々 育の 權 威を 明に せんとし-他面には 所謂 「宗教の 飢饉」 に 對 して、 如何にせば 之に 應じて バィ 
フルの 意味を 與 へる ことが 出來 るかに 非常に 苦心して 居る。 フランクフルトの ドク ク ー , ヮグナ ー の 如きは 其の 有力なる 


した 方から 色色な 煩悶を 打明けられ、 その 解決を せまられた こと も幾囘 かは ありました。 隨 つて 多少は さう した 事の 經驗 
がないでも ない のです。  ， 

今まで 全然 知らなかった 男女、 或は 多少と も 知り合って 居た 男女が 結婚に よって、 一緒にな って お 互の 如 實の姿 1 長 
所 や缺點 —— を 充分に 知る ようになります。 さう して お 互の 交渉が 深くな り、 追々 に 生活の 內容が 複雜に なって 來 ると、 
其處 に當然 色々 な 問題が 起って 来ます。 

二人が 一緖 になる までには、 男は 男と して" 女は 女と して、 色々 な 空想 や 理想を 持ち、 結婚したら" あ、 して 見よう、 
こう もして 見ようと 空想の 翼を 伸べ ます。 それは 眞に樂 しみな もので せう。 そして お 互に 理想 や 空想に 對 して、 豫 期、 期 
待を 持ちます。 この 豫期が 相互に 相容れ られた 場合には、 二っの ものが 一っに なり、 完全な 姿が 現ぜられる のであります 
が、 若し 一朝 豫期が は づれ て、 ちぐはぐに なった 場合は、 それ こそ 慘めな ものです。 眞實の 地に っいた 生活に 入る 頃には 
男は、 何故 あんな 女と 結婚した の だら うか、 女は 何故 こんな 男と ー緖に なった の だら うと、 そろ^^ 後悔の 念に 襲は れて 
來 ます。 こ、 から 結婚の 悲劇が 生れて 來る のです。 

夫は、 妻に 向つ て、 「お前は もっと 理解して くれてい X 害 だ、 もっと 自由に 考へて くれても い X 害 だ。」 と 言 ひます。 する 
と 妻は 妻で、 「私が これ 程つ とめても、 あなたは 少しも 買つ ては 下さらない。 着物 や 指環を 買つ て 下さる だけで 女は 滿 足し 
ない のです。 物質よりも 愛です。 あなたは 物質的に 私が 不足し なければ それでい ゝ とお 考へ でせ うが、 私は それ 以上に 心 
を、 あなたの 愛を 要求し ます。」 

どうも 私は こんな 所の 描寫は 下手です が、 こういった 種類の 心の 食 ひ 違 ひが、 溝が 生じて 來 ます。 そして 惡い ことに、 
この 食 ひ 違 ひも 溝 も、 益々 大きくなる 性質を もって 居ります。 世の中には、 この 溝を 抱きながら、 惱んで る 人が 幾人 ある 
ことで せう。 こんなにな つたの なら 別れて しまへ ばい、 にと 思 ひます が、 色々 な 義理 合から、 それ もなら ず" 砂を 嚙むよ 
うな 每 日の 生活の なかに、 喘いで 居る 人が 多い のです。 

結婚は 人間の 最大 幸福です が、 こうな っては 最大 不幸と 言は ねばなります まい。 

婦人に寄する言葉  一 五 五 


併し 我證 ありて は囊 飢饉の 救 雲の上に 於て は 歐米諸 國と異 りて 餘程嘉 であるの である。 大體 、我國 に 於て は宗 
敎 に？ る 態度が 極めて 自由で ある。 從 つて囊 々育 も 我國に 於て は歐米 諸國に 於て 之が 單に 基督教々 育、、、 ハィ ブル 道 慈 
を 限定的— 味す る Q とは 全然 SI にし、 普遍的— 敎 Q 上に 倫 f 宗教と S 係を 明確に し 得る 幸運— 地 立に W 
るので あ。 る。 卽— 商に 於ての み、 f 自由— つ 包括的に 一切 S 統と 弊害— 離れ—— 囊 々育 I 礎を 築き 得 

實に 我國は 今や 制度 Q 上に も 震 Q 上に も、 警 Q ー轉 機に 際它 た。 而 して 警 上の 中心 問 f すべきは、 實 に宗敎 
對 倫理の 問題でなくて はならぬ。 而か もこの 問題の 解決は、 我 國の敎 育 界にー 轉を機 劃す ると 共に、 歐米 における 現代 敎 
育界の 一大 要望に 應 ずる 所以で あらう と 思 ふ。 要するに 「宗教の 饉飢」 は 今日 東西 共に 同様に 謂して ゐ るので— が、 
唯 だ 其の 救 S 上に 於て 西洋には 困難— 壽が 多くて 其の 可能 I 少 いの 1 、我國 に 於て は 努力 さへ すれば 左程 
i せず とも 其 の 救 濟に應 じ 得る 幸福に—？ ある。 而 して 菅 S り我國 の宗敎 飢饉を 救濟 する のみ— ず'  必ず 隣 あ 
る 結果を 繁來し 得る 1 ふ。 雲に 希望す i とは 此の 使命を 全うする が爲 に、 霞の 敎嘉 、蠢 家が 眞晋に 此の 
問、 題に 着意し、 熱心に 硏究 し.. 進ん では— 之が 實 行に 努めて 止ま ざらん ことで I。 而 して 尙 f れは 今回 創：^ さる 
X、 雜誌 「敎 育と 宗敎」 の當 面の 一大 使命で あると 思 ふので ある、  (昭和 四、 五、 敎 育と 宗敎) 

婦人 Li 寄す る 言葉 

結 婚 

雲の 私が 結婚. 5 いて 語る ことは、 い蠢か 矛盾した ことで、 眞相 S れ得 るか f かは 勿論 疑問 2 う。 然し 結婚 


國家社 會の發 達 も、 人類 全體の 幸福 も、 みな 賢明な 良き 女性の 力に ょっての み もたらされる のです。 これは 否みが たい 
事實で せう。 日本が 今日の 國 家を 持って、 世界的に 進出した ことは、 實に 過去に おける 良妻賢母の 賜と いって い \ので す。 

形 ばかり 見て 內容を 見ぬ と、 とんだ 間違が 出來 るので す。 良妻賢母は 丸 髭 や 小 笠 原 流ではありません。 精神の 問題です。 
正しい 心の 問題です。 婦人の 人格の 問題です。 氣運が ずんずん 仲び て 行く 獨 逸の 婦人の 現在を 見て 今の 馬鹿< しい 生か 
ぢ りの 所謂 新しい 女は、 多少と も 反省す る 所を 見出し ませう。 

瓧 會人 としての 婦人 

良妻賢母を 禮讚 しました が、 良妻になる には、 賢母と なる には、 先づ臺 所に 働き、 着物を 縫 ひ、 子供を 育てる だけが 女 
の 務と考 へる ことは 禁物です。 

こ、 に 私達の 考へ 方、 理解の 仕方が あるので す。 臺所 にも 頭を 働かせば、 いくらでも 餘地が あり、 活社會 との 接觸が あ 
ります。 その他 裁縫に 育兒 に、 社 會と關 係の ない ものは 一っ もありません。 この 地上に 共同生活を して ゐる 以上、 社會の 
埒外に 飛び出る 譯には いかない のです から。 

女は妻であり母であると同時に社會人であるとの自覺が必要です。政治のことはこれは男のする仕事だ、經濟ってもの 
は 與 へら ^ た 金で 世帶を 切り 廻せば い-の だ、 女は 手を 出さないで い \ ものだ 、思想 傾向なん てこと も 婦人は 知らなくて 
もい \ 、兎に角 婦人は 家庭に とぢ こもっ て、 家政に 育兒 にい そしんで 居れば いいの だ、 とい ふ 考へ方 は 過去の ことです。 
この 考へ 方を する 者は、 餘りに 時代 意識の ない ものと 云は ねばな り. ますまい。 これでは 良妻賢母 型が 罵倒 されても 仕方が 
ないで せう。 

現代に 生きる 婦人は、 政治の ことにしろ、 經濟 のこと にしろ、 思想 傾向に しろ、 專門 的な 深い 知識は なくと も、 常識的 
な ことは 知って 居て 貰 ひたい ものです。 

「お前に こんな こと 話した つて 分らない」 と 夫から 言 はれる ことは、 婦人に 取つ ての 侮辱では ないで せう か。 

良く 聞く ことです が、 「日本の 婦人と 交際す るょりも、 西详の 婦人と 交際して 居る 方が 愉快 だ。 あちらの 婦人は 常識が 發 
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編 l して、 f って解 

k ヵ缺 くへ 力ら i もの、 ょうに、 心の 鏡は 寸時 も 缺 いでは ならな ハので す。  ' fv の 广 め 

f ^olf —0—^ 11 ^ 

夏 妻 賢母 

い^^^^^ 1 いすべ からく 現代の 晶 めた 女性は、 この 執 はれ— へ、 封建時代の 殼を 打破すべき でぁると 

活は果 L> て 1 M せ” か。  "いとい 4 窟 は！ に— いに きまつて 居ます。 若し 惡妻— だつ たら、 家庭 生 
ん 

女性の 覺— 叫ばれて を— す。 又—— 濟獨 ft— う。 馨 運動；^— う。 lil、 『13- ぐ 
て貰ひたいのは、良妻賢母の疆です。總ての問題の解決は皆此處から^;のです。.せ|その1是| 


といっ て— 程です。 裏 結婚を 知らないから とて 時代 遲れ でもあります まい。 否、 過渡 時代に 於け るか"— な 
現象に、嚴肅な批判ヵと、指導精神.のあるのが、眞に時代の先驅をなす人であります。 

地獄 刀 葉 林 

現世で 思 ひを 遂げなかった 男な り 女な りは、 あの世で、 どんな 目に 會ふ か。 

原 ft 僧都の 「往生 要 集」 は 巧みに、 その 場面を 描出して をり ます。 

思 ふ 女を 追っ て 一人の 男が 走っ て來 ます。 女 sf さう になっ たので、 そば® 樹 に のぼり 始めました。 男は 楦の 下で 

:「. 可 故、 逃げる のです。 私 も 登って 行きます」 0 
といって、 樹に のぼって 行きます。 と 今まで 靑か った 葉が、 いつの 間に か 刀の 葉に なって 下に 向って ゐ るの 一す fJ — 
その 刀に 肉を 刺されながら、 血み どろに なって® ぼって 行きます。 そして やっとの ことで 女の 足に 手が ■ミう になっ 
た 卽祁 、女は 大地に 飛び下りて しま ひました。 男は 淚を 流し 嘆いて いひます。 

「何故 あなたは、 そんなに 無情な のです。 私が いやな のです か」  、 

併し 女は 一言 も 答へ t 下から 手招きす るの みです。 愛 愁の 炎— ぇた 男は、 また 樹を 下っ て 行きます。 すると— で 
下 &{ 向いてゐた刀纖が、5っせいに上に向いて、下りて來る男を刺しました。1上る時と同じ嘉|めなけれはな 
りません。 皮は 破れ、 肉は 裂け、 やっと 下に— たか と思ふと、 女は 叉 外の 樹に 行っ ての ぼって しま ひます。 こうして 結 

奇女に近づく事が出來ないのです。  し 又 一 
以上の 話は ー體 何— 語る Q— う。 說 明す るま1 ない、 證鬪爭 のはて しない 永 續を偶 意した ものです。 f 以上 

の說 明は しないで、 後は 皆祿 の判斷 にお まかせした 方が、 味が あるで せう。 

不况寺 代 

政 台 街 題 や社會 問題に 觸れる ことは 避けます が、 何とい ふ 不況 時代で せう。 世界的な 不況た といします ^ 首、 落 叙 
賓童 、食へ ないた めの 盜 み、 貰 ひ 子殺し、 管の 新聞は これ 等の ことを 謹して を— す。 每年 「今年が 不霞 のどん 
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達して ゐ .るから。」 これは 事實に 近いょぅ です。 

併し、 日本— 慶 織では、 主婦 £lt は 多少 無— 注文 かも 知れ ま X が、 以上—— 意と I は 持つ— ひ 
た い^^のです。 

玉 IQ 中— 婦 Qf して—、 夫婦、 I、 妹婦 、婢婦 の 五つが 擧げ てあります。 第一と 第二は 夫— 子の 如く 潜 
し 天と^^に 何事に も 協力し 助言す る 型の 婦人を 云 ふ？、 これが 最もょ いとして あります。 臣 Q 如く 妹 Q 如く 或 ま 
$ の 如く 柔順に 夫に 事 へても、 婦人と して 完全な ものではありません。 

ー °|[ ぎ0^雲崎5導、渡りもの^外人達はょく馨な日本婦人を_して、ー時約束の結？した念でありま 

す 伢 §1 「マダム、、 、ハッ タフ ラィ」 は 其 | 例の 悲劇— した もので 1。 ニ 年 ばかり？  メリ 
「友愛結婚」 も 之と 五十歩百歩の もので、 何ともい やな 言葉です。  彳 

友愛結婚 

これは 極端な 性の 解放で 二部の ハィカラな 人、 社會主 _ 者には 歡迎 される かも 知れません が、 いやにな つたら、 リれ 

ると いふので すから T 浮 草 や 昨日は 東 今日は 西」 その 騖は 何度でも、 好きな 相手と. 一緒になる とい ふので す。— q A 

間、 のば 氣持 とい t のは、 なくなつ てし まひます。 そして 社會の 秩序は 亂れ てし まひ、 男女 關 係は— ぐ な 

り、、 道 靈んて ものは 全く 地に— てし まひます。 この結果は 何が 殘る でせ ぅか。 殘る ものは 世相— くす る、 亂— 

てす  /V 

試 i 婚と か、 產 結婚と かいふ ものは、 時候は づれ の 松 蒙たい な念 で、 f しく—— すが、 本物では ありま 
せんこん な ことを 直譯 的に 鶴 呑みに して、 實行に 移す ことの 危險な ことは、 いふまで もない こ 
この 問題の 起つ た アメリカの 人で さへ、  — 

ゐ^」 の 人が 騷 いで ゐ |けマ I のァメ 1 人は 問 S はして— せん。 て ミカで も、 IISII んで 


って 下さる、 吾々 は 救は れる 方で ある。 斯の 如くして 本尊と 吾々 と 天地 雲泥と 申します が、 本尊の 方は 常 樂 永遠の 天ト  1 こ 
光明を 放ち、 吾々 の 方は 醜い 地上に 喘ぎっ ゝ步 いて 居る ので、 玲瓏 圓滿な 天上の 御本尊と、 地上の 見苦しい 吾々 とは 其の 
間は 極端と 極端との 相違が あります。 從 って 常識 上から 見ます と、 吾々 が 本尊の 中に ある 事は 出來 ない 譯 であるし、 又 反 
對に 本尊 か 吾々 の 中に あると いふ 事 も 無論 不可能な のが 當然 である。 この 樣に距 って 居る が 本尊の 中に あると いふ ことを 
御 話しす るので あるから、 頗 ぶる 暴論の 樣にも 聞え るが、 然し 此處に 佛敎の 眞理も あり、 一切に 超越して 有難い 所で ある 
のであります。 

一 體佛敎 と 他の 宗教との 違って 居る 點は 、卽ち 其處 にある ので、 佛敎 以外の 宗敎で は 人を 救 ふ 神樣は 遠く 天上に あり、 
其 威力 權カは 絕對 である。 神樣が 瞋れば 罰が あるし、 喜ぶ ときには 賞が ある。 而も 其の 神様と 人間との 間には 大きな 溝が 
ありまして、 人間は 假令 神様の 恩寵を 蒙って 天國に 生れても 神 樣の從 僕た る ことは 永遠で あり、 何時 迄經 っても 神様には 
頭が 擧がら ない。 っまり 神樣は 永遠の 君主であって、 吾々 は 永遠の 奴隸 である。 神の 國に 生れ、 天 國に樂 を 受けた にした 
所で 神は 依然として 高い もので、 吾々 は 依然として 低い 者で ある。 之 か宗 敎學 上で _ すと 神人 隔絕敎 とい ふので ありま 
す。  ， 

然るに 佛敎の 方では 全く 之と 違って、 吾々 と怫 とは 今は 勿論 身分が 違って 居ります。 怫の 方は 四智 、三 身、 十 力、 四 無 
畏 、三十 二相、 八十 種 好を 具足して 眞 善美 聖 の絕對 である。 然るに 吾々 は 現今に 於て は、 或は 煩惱が あり 迷が あり、 苦み 
が ある。 卽ち惑 •業 •苦の 淺 間し い狀 態に ある。 乍 去、 吾々 の 有って 居る 心 靈卽 ち佛性 とい ふ ものは、 之は 彌陀 とも 觀 音と 
も 釋迦怫 とも 同一であって、 吾々 を 或る時 或る時 或る 場合、 修業 さへ 積んで 行けば 同格に 出世が 出来る。 此の 人間が 段々 
修業を 積んで 行く と、 最後には 觀 音と 少しも 變ら ぬ樣に 圓滿な 聖者に なれる。 觀音 許りでは ない、 十 方 三世の 諸佛も 吾々 
も 違は ない。 これは 丁度 子供と 親の 關 係と 同じであって 兩 者の 間には 立派な 溫かい 血 派が 通って 居られる 總 ての 功德、 總 
ての 力、 總 ての 智慧を 吾々 も 潜在的には 有って 居る。 た r 觀音は 之が 立派に 顯れ たお 方で あるに 過ぎない。 然るに 佛敎以 
外の 宗敎は 奴隸と 主人との 關 係であって、 奴隸は 如何に 賢明で あり 手腕が あっても 羅馬 時代を 初めと して 到底 主人と 同格 
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底で せう」 とい して 來ま したが 年々 不景氣 は 深刻 さを 極めて 來 てを ります。 この 攀 でい ったら、 來年 はもっ と 
ひど^不景氣が來るかも分りません。この不況時代にあって、婦人は覺悟しなくてはなりません。或點から云ふと不景氣 

物質的に 節約 生活に 全力 1 ぐ ことは 勿論で せう。 病氣 をし な 編に蠢 霊に 注意す る こと も 亦 必要で—。 昨し も 
っと 根本？ とを 忘れて 1 せん。 それは 精神的に 心 Q 落着— 失は ない ことです。 常 I 氣と 愛と を 持っ て— こ 
とです。 商賣 しても 儲からない、 t 嫌 だ、 と 思 ふ、 そこに 隙が 出来て 来ます。 心の 議が 起っ て來 ます。 夫婦 
信じ 合 ひ 助け合 ふこと です。 

失職して 日夜 就職に 心を 碎 いて ゐる人 も— で せう。 又 仕事に あぶれて 情ない 思 ひを して ゐる人 1 る こと で せう。 そ 
んな時 妻が 夫 条滿に 思っ たり、 夫の 無力を 面罵したり する ことは 一番い けない ことです。 そんな 時 夫は どんな 氣 がする 
てせ うそれ は 夫を 苦しめる と 同時に 自分を 苦しめる ことになる のです。 例へ 失戠 しなく とも、 不況 時代 こ蓿 へる _错 と 
覺 悟は 誰に も 必要です。  i 丨 { 、— 

德川家康の常語といふ「上を見るな下を見ょ」といふのは多少とも人間の向上心をおさへる嫌はありますが、このー¥爵 
の 通りです。 上 直ても 際限がない、 と 同時に 下を 見ても 實 際に 際限の ない ものです。 私達は 下を 見て、 まっし ぐら こ、 
この 不況 時代を 切り 拔 けたい ものです。  (昭和 五、 八、 婦女 界〕 

本尊の 中に める 吾等 

一體本 尊とは 吾々 が 拜む對 象であって、 其の 御德は 如何にも 圓滿 且っ 絕對 であります。 總 ての 智慧 慈悲を 有って 居ら 
れ ますが、 吾々 は それに 對 して 惱み 苦しん 遍る罪 雲 知の 塊り で 不完全 f った もので——。 本 1 吾々を救 


れは 何で あるかと 言 ふと、 觀世 音と いふ お 名前が それであります 其の 名前の 中に 吾々 が 過去 久遠 劫 以來 ちゃんと 這 入って 
居る。 此の 意義の 極め 深て いお 名前に 就て は 旣に 天台 大師が 觀音 主義と いふ 書物を 書かれて、 其の 中に 觀 音と 言 ふ お 名前 
に 就き 深甚 微妙の 御 解釋が 縱橫 無盡に 書かれて ある。 が 手近い 所では 観音と 言 ふ お 名前は 先づ 此の 觀音經 にある 通り、 興 
の御德の方面から說かれてある。觀の方はお經の中に眞觀、淸淨觀、廣大智慧觀、悲觀及慈觀と書いてありますが、此の 
觀には 現代の 總 ての 科學も 經濟も 哲學も 一切の ものが 統一され て 這 入って 居る. また 音の 方と 申す と、 妙 音、 觀世 音、 梵 
音、 海潮音 及 勝 彼 世間 音と 嚴かに 書かれて ある。 之は 社 會を救 ひ、 天下を 救 ふ 一切の ものを お 救 ひになる 廣 大無邊 の御活 
動を 讃美して 其 高く 大に淸 からな 最高、 最善、 最 美の 大作 用を 明かに した ものであります。 

さて 已上は 觀音樣 御自身の 德を 讃美す る爲に 其の お 名前を 解釋 したので あるが、 更に 觀音樣 が 吾々 にお 働き かけに なっ 
たこと として お 名前を 解釋 して 見 ませぅ。 觀は十 方 三世に 徹底す る 大きな 智慧を 以て 千里の 先で も 萬 里の 奥で も 海底で も 
天上で も 御覽に なる、 之が 觀で あります。 三世を 盡 して 居る 御 智慧、 御 慈悲の 力です。 次には 音です が、 先に 申した 所は 
觀音犠 自身の 有って 居られる 音であります が、 此處 では 此の 音は 吾々 の音聲 である。 言 ふ 迄 もな く 吾々 の 苦しみの 聲 、願 
ひの 聲 、煩惱 苦痛を 訴 へる 聲 である。 吾々 は 生活に 疲れ 或は 病氣に 取り付かれ、 種々 な 災難が あって 或は 火に 燒かれ 、水 
に 溺れ、 四苦八苦に 苦んで 居る。 叫び 悶え、 なげき ゃぅめ き、 之れ がすな はち 此 所の 音であります。 大 體音聲 には 結構な 
音 ある、 眞理の 梵音ゃ 最高 無上の 法 音 も あるが、 亦 聞く に 忍びぬ 極 苦の 音聲が 津波の 樣に 渦卷 いて 居る。 一方には 諸佛の 
說法が 常恒 宇宙の 聲 として 流れて 居る が、 亦 地獄の 聲も ある。 八 熱 無 間の 聲も ある。 八 熱 無 間の 釜に 油の 煮へ たっ 聲もあ 
る。 飢渴に 悶へ 苦しんで 居る 餓鬼の 聲 も、 食 ひ 合 ひ 嚙み 合って 居る 畜生の 呻き も ある。 申す 迄 もな く 不平、 煩悶、 呪 ひの 
聲も 盛んに 聞え る。 不景氣 に 苦 L む 生活苦の 聲 も喧々 囂 々として 聞え る。 其の 叫び ゃ 呻きが 卽ち 音であります。 觀音經 に 
「觀ニ其音響1」といふのは此の音聲をお聞きになることを示してあるのだ。つまりそのお名前に吾々の苦しみを入れて御 
出になる ので ある。 吾々 の 苦み を 荷つて 御名に して 居られる ので ある。 

繰返して 言へ ば" 觀 音の 音の 一時には 自分が 這 入って 居る。 否、 自分の 代表で ある。 自分 そのもので ある。 吾々 は 苦み 

本 啓の 中に ある 吾等  ニ ハ 三 


講說 論策  一六 一一 

には なれない。 身分が 永遠に 違 ふ。 佛敎 以外の 宗敎は 丁度 この 不懲な 奴 隸と慘 酷な 主人との 關係で ある。 佛敎は 之に 反し 
て 子供と 親との 關係で あるから 其の 關係は 全然 別の ものであります。 其の 知識の 上から 見ても、 經驗の 上から 申しても 親 
子は 比べ物に ならぬ けれども、 子供は 終 ひには 親になる、 佛敎は 其の 關係で 飽く迄 親子の 間柄であります。 之を 宗敎學 上 
神人 同敎と 申します。 して 見る と 吾々 が 本尊の 中に 居る と 申して 宜い ので ある。 子が 親の 中に あると いふても 少しも 變な 
ことは ないで はありません か、 又 逆に 本尊は 吾々 の 中に 居る と 云っても 勿論 差 支の ない ことで ありませ う。 

之 だけ 申します と、 もう 問題は 旣に 終っ たのであります が、 もう 少し 詳しく 申します と、 宗敎を 信仰す るに 就て は ー體 
斯うい ふ 感じが 何ょりも 先づ 必要で ある。. それは 吾々 の 信じ 奉る 所の 阿 彌陀樣 でも 觀音樣 でも、 其の 本尊と 吾々 が 常に 一 
緖に 居る とい ふ强い 感じがない と實 際の 信仰に ならない。 とい ふこと であります。 觀音樣 を拜む 其の 時分に 觀音樣 が 吾々 
の 心の中に 這 入って 居る と考 へない といかぬ。 觀 音 # の淸く 巨大な 御 心の中に 吾々 が 這 入って 居る。 同時に 其の 淸淨の 御 
心、 莊嚴 なお 姿が 吾々 の 肉體の 中に 這 込って 居る と 感じなければ 信仰は 徹底し ない。 さう いふ 點は 他の 宗敎で も 申す こと 
\ 存じます。 但し 前に も 申す 通り 他の 宗敎で は 理論の 上では 此の 點隨分 困難な ので、 丁度 是も 猛烈な 然も 氣 まぐれの 主人 
と 最も 無智な 奴隸 との 關 係と 同じ やうな 關 係を 有して 居ります から、 神は 愛する ょり 畏れの 方が 主になる。 然し 實 際の 信 
仰狀 態から いふと、 との 宗敎で も 自己の 信じて 居る 本尊 樣 、それは 何でも 宜しい、 之が 自分と ー緖て あると 考へ ねばなら 
ぬ佛敎 では、 此の 點に 於て 立派な 理論 も あるので すから、 此の 信仰の 强さが 著しく 目にっく 。古い 歌に 
唱 ふれば 吾も怫 もなかり けり 南無 阿 彌陀佛 々々々々々み 

と ある 通り、 阿 彌陀樣 を 信仰す る 時分には 自分が 彌陀か 彌陀が 自分 か 分らな くな ってし まう。 其處迄 行かなければ 信仰 
の强 みはない。 其の 趣を；： 取 も 明かに 且っ 最も 徹底して 說いて 居る のが 觀音經 である。 

観世音には 色々 の御德 があります が、 就中 最も 有難く 感ずる 所は 吾々 凡夫が 始終 觀 J W 樣の 中に 這 入って 居る。 觀音 信者 
は、 觀音樣 に對 して 萬 事 御 任せして お出で \ すうが、 其の お任せし ない 前に 己に 觀音樣 は 吾々 と ー緖で あった。 お 願 ひを 
する 前にち やん と 吾々 の爲に 影の 形に 添 ふ樣に ー緖に 居て 下す ったと いふ 事が 考 へられる と 一層 信仰が 强く なります。 そ 


回 J して 斗 喫して 吾 る 音 も 聞え て 居る。食物を得やぅと思っても得られない ±# 合どん/\自分の子 #, を食2とい2餓鬼世 
界の咀 ひの 聲 や、 或は 畜生 殘 害の 世界に 弱き者は 强き 者に 食は れ る、 その 悲慘な 泣き 聲、 殘忍 な咆 へる 聲が 、觀音 樣のお 
名前と して チヤンと 聞え て 居る ことを お 姿と して 之 だ圓 光に 顯 して あるの だ。 然し 地獄、 饿 鬼、 畜生 も實は 現今の 罪 惡の 
多い 世界に 其 Q 一端が 響に 存す るので、 新聞の 三面記事には 子が 親を 殺す の も—。 親が 子を 殺す の 1 る。 これは 地 
獄で ょない か。 生活 上の 苦み が ある。 經濟 上の 苦み が ある。 失業の 苦み が ある。 之は 餓鬼の 世界ではありません か。 人が 
働いて 食へ ない、 勉强 しても パンに ありっけない、 政治 黨派も 醜 劣 至極な 喧嘩で 持ち切って 居る、 衆議院に 於ても 醜い 暴 
力の 喧噪が あり、 毆り合 ひが ある。 之は 獸 類の 世界で ある。 常に 怨恨の 炎を 燃やして 勞働 階級は 資本家と 抗爭 して 居る。 
卽ち 修羅 爭 3 世界で せぅ。 奪 5 風に 11 S 鬼 や 童 や 地獄の 世界 だけ 2 く 到る 處に悲篇 啤き の聲が 渦 ま 
いて 居る がそれ が馨樣 には 明かに 聞 える。 と 共 S 界の霊 寫眞 とし 直ぐに お 光の 中に 現 はれ 出して 吳れ るので す。 

觀音樣 には 斯の 如く 吾々 が 呻いで 居る の も 苦んで 居る の も 始終 聞え て 居る のです から、 之が ために 吾々 の 心からの 願 
ひ、、 ぃからの 叫びは 勿論 直ぐ 御 聞 取になる。 吾々 が 「念-一 彼觀音 力 一」 で 一心に 本尊の 稱 名を する 心の 叫びを 始終 聞いて 居 
ら 'a る。 かくして 詰り 吾々 は 本尊の 中に あります。 別に 這 入らぅ と 思は ね ども 本來這 入って 居る。 中に 入れて 吳れと 申さ 

んでも 本尊の 心の中に 安全に 且っ 確 實に這 入って 居る のです。 

觀音樣 の お 師匠 様で ある 阿 彌陀樣 も それと 同じです。 阿 彌陀と 言 ふ お 名前は ー體 どんな ことかと いふに、 無量と 申す こ 
とです。 何が 無量で あるかと いふと、 光と 壽が 無限 無量な のです。 卽ち阿 彌陀樣 は 無量 光、 無量 壽の佛 であるので す。 阿 
彌陀樣 には 今一っ 大事な ことがある。 それは 眷屬の 無量です。 阿 彌陀樣 の 中に 無量 無 邊の 眷屬が ある。 卽ち 吾々 が 這 スっ 
て 居る。 こ、 に 有難い 所が 魂に 徹して 伺は れ るので す。 其の 極樂 世界は 詰り 吾々 の爲だ 、吾々 が 信仰して 行く 所の 世界で 
ある。 吾々 Q 存在がなければ 阿 爾陀樣 は 別に 極樂淨 土な どを 構へ る 必要は ない。 お 名前の 中に 無量の 光、 無 邊の壽 の絕對 
'の 御德が あって、 空間 も 無量、 時間 も無邊 の、 宗敎 上から 見て 最高の 御名 前で あるが、 この 空間と 時間に 吾々 眷屬が デち 
盈ちて 無量で ある 所に 一層 有難い 所が あるので す。 阿 彌陀樣 の眷屬 とい ふと、 吾々 も 南無 阿 彌陀怫 の念佛 と共に また 這 入 
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が ある。 罪が ある、 其爲に どうも 煩惱 苦痛は 免れる ことは 出来ない。 迚も 此の 惱みは 救 はれ 切れない。 こうい ふ 場合 吾々 
凡夫には 如何と もす る ことが 出來 ない。 此の 苦み を大 慈悲で 聞いて おられる。 それが 觀 であります。 觀音樣 の絕對 無限の 
お 心の中には 何時でも 吾々 の 苦み が 反映して 居る。 それが お經に 詳しく 書いて あります。 或は 火に 入って 燒 かれたり、 或 
は 舟が 沈んで 惱んだ り、 或は 災難を 受けて 殺され か、 ったり、 或は 無實の 罪を 受けて 牢に 入れられたり、 乃至は 財 產や家 
庭の ことで 煩惱が あったり して 苦む。 其の 不快な 悲慘な 有 樣をど うかしたい とい ふので、 恰も 赤ん坊が 親に 向って 乳を 求 
める やうに、 純 眞な心 で 南無 觀世音 菩薩と 呼ぶ ので ある。 お經に 「一心 稱 名」 と 書いて あるのは こ X である。 

人間と して 現世に ある ものは、 金が あれば 有る で惱 み、 吾々 の やうな 貧乏で 實に 苦しい。 然も 之を 訴 うべき 所がない。 
天に 訴 へても、 天は 茫 々たる もので、 幾ら 訴 へても 其の 聲は 聞かない。 地に 訴 へても、 地は 默 々として 何事 も 答へ ない。 
か X る 場合に 絕對の 都に 在る 觀音樣 丈け がそれ を 如實に 聞いて 下さる。 觀音樣 は 其の お 名が 明かに 示して 居る やうに 吾々 
の聲を 待ち 構へ て 居られる、 始終 吾々 の聲を 聞いて 居られる ので ある、 大體觀 音樣は 種々 に 體を お示しになる。 或る時は 
魔物の 形、 或 時は お坊さんの 形、 或る時は 王様の 權威 ある 相に なり、 居士と 申して 身分 ある 學 者の 姿を 現じ、 長者の 樣な 
形を も 御 示しに なつたり、 美人に なつたり 三十 三 も お 姿が ある。 こ \ に 一っの 注意せ ねばならぬ ことは 此の 觀世 音の 圓 
光、 お體の 周圍に 輝く 光が ある。 御舟 後光が あらが、 其の 中に 五 道の 衆生が 現 はれて 居る。 普通の 怫樣の 御 像を 拜兑 しま 
すと、 先づ善 光寺の 如 來樣の 舟 後光には、 怫樣や 天人な どが 現 はれて ゐ ますが、 觀世 音の 圓光に は 地獄、 餓鬼、 畜生、 修 
羅 、人間の 樣な 種々 な 世界が その 圓 光の 中に 歷 々として 映 じ 出されて 居ります。 尊い 菩薩の 圓滿の お 光の 中に 地獄の 樣な 
淺 ましい 刀林劍 山、 牛 頭 馬頭の 鬼の 有樣が 現れて 居ったり、 餓鬼の やうな 悲慘な 有樣が 映 じて 居る。 生殖と 生活の 外には 
全然 道德も 倫理 もない 爭鬪 ばかりして 居る 畜生道が その 儘 現 はれて 居る。 修羅と 申して 自分の 存在の ため、 名譽 のた め、 
財產の ために 爭鬪 本位で 血み どろの 戰ひ ばかりして 居る 所の 恐ろしい 社會が ある。 相互に 常に 切り合 ひ 殺し 合って 居る。. 
そんな 風に 慘儋 たる 惡 社會惡 世界が 醜い 姿 その ま \ に 皆歷 々と 圓光 中に 反映して 居る。 實に 目障りの ことで あるが これは 
一體 どうい ふこと かとい ふと、 それは 前 申す 通り 觀音樣 の お 心の中には、 地獄の 呻き 或は 釜の 煮える 音、 鬼が 鐵 棒を 振り 


に、自ると、尙ー層信仰が强まるに至る、朝に晚に喜びの時も、悲しみの時も又はお堂に參詣して手を鳴らして觀音樣を 
拜 する 時 も その 中に 自分の 總てが 這 入って 居る。 信仰と して これ 程 確かな ものは ない。 其 處に觀 音樣の 徹底した お 慈悲の 
深さが 泌々 と观 はれて 来る。 吾々 の やうに 不完全な 缺點の 多い 弱點 許りの 人間 も お 名前の 中に 遠い 何 億 萬 年の 昔から 懷か 
れて 居っ た。 吾々 の 叫び も 願 ひもとう から 包まれて 居っ たとい ふ 事に 就て 深く お考 へに なったら 其處に 强い 正しい 天地が 
開けて 來る 。現に 今、 心から 念じて 居る 自分の 願 ひ、 自分の 希望、 惱 みや 苦しみの 聲が殘 る 所な く 本尊の 聖なる 御名の 要 
素と なって 居る ので、 この 外に 慈悲の お 名前は 何物 もない ので ある。 例へ ば 自分に 大 失敗が あって 惱んで 居る 場合 も、 其 
の 叫びを 聞いて 居る 者が ある。 親 も 親友に も 話せない 深い 秘密が ある。 其の 秘密に 對 しても、 其の 聲を 聞いて 居る ものが 
ある。 如何なる 事に 就ても 救 主が 聞いて 居る、 否、 救 主 その お 方の 御名 前が 吾々 の 苦み や惱 みその ものと 明かに 代表して 
居られるのではないか。かく信仰し來るとー遍失敗しても復起き上ることが容易であるが、この信识の無い者はー度失敗 
すると それき りであります。 また 信仰の 無い 者は 好運の 時には 調子に 乘 って 遣り過ぎたり 慢心した りして、 折角の 成就を 
破壤 して 仕舞 ひます が、 信仰の ある 者は 益々 愼 み、 自分の 行爲を 磨いて 行く ことが 出来る。 本尊の 中に ある 吾等、 本尊と 
共に 生きる 吾等、 此等に 人間 生活の 眞實は 正しい 價値が 始めて 出て 來 るので す。 

觀音 信仰は 要するに 此の 本尊の 中に ある 吾等を 見出す に 過ぎません。 それを 觀音經 で 徹底して 書いて あるので す。 ー體 
人間には 苦み が 多い か、 樂 しみが 多い かとい ふと、 どうしても 苦み の 方が 多い。 それは ハィネ や ショ ッ ペン ハウェルな ど 
云 ふ 詩人 や 哲學 者を 證人に 出さず とも、 常識 上 直ぐ 判る ことで ある。 而も 社會が 進めば 進む ほど 種々 の 苦み や惱 みが 正比 
例して 增 加して 來るが 、それが 始終 觀音樣 の お 耳に 這 人る。 そこで 吾々 は 純な 心を 以て この 救世の 大 慈父に 御す がり 申さ 
なければならない。不正直な不純な聲は本尊の神聖や慈悲とー致せぬ。寧ろ御心配を增す許りとなって仕舞ふ。前にも申 
した 如く 觀世 音の 光りの 中に 十分の 衆生が 現 はれて 生きて 居ります。 實際觀 音樣に 聞ぇ る聲 には 善 も あれば 惡も あり、 功 
德も あれば 罪惡も あるから、 吾々 としては 一切の 秘密、 煩悶、 罪悪 等は 赤裸々 に 申し上げなくて はならぬ 普 だ。 それを 飾 
ったり、 僞った りしは 何の 益に も 立たぬ、 詰り 子供が お母様に ねだる 時分に 唯 だ聲を 擧げて 乳を 求め、 皆な 無心に 純に 乳 

本 啓の 中に ある 吾等  I 六 七 


講說 論策 


六 六 


つて 1 ので—。 觀 II も 其の 通り、 佛の說 法 も 這 入つ て 居る が、 吾々 の 「一— 

ると 響— いふ— 前には 餘程 力が— と 思 ひます。 此の 點— 墓に 詳 か— い T> ある。、、 9 ガ 其で 
言 wtr—、 卽 II 響鲁得 ニ解脫 こと 明かに 示されて .ゐる、 この 大—强 い 信仰が 肝要で あ— す。 響— 
W る^は 切 1 る 願を その f に 偽らず 飾らず、 何事— 世 音 まかせに する。 社 含には 飾り も あれば f も—^ 

—If の もの、 萬 有の 本 f の もの 自仰 ぐべ II では あ— す—、— り や ^ 
^1^^耍 |1 ^^ぅ。心からの本當の-叫び、||用する父母に|の心を打ち明け  ^11 
願 ひ 1111 に II 入つ て 居る。 自分の 切實— 叫び、 苦しみの 叫びが I として 這 入つ て 居^ 

““ ける H “て f トは U は t。 自分の 現狀 I、 負 ふて お出— る 觀音變 純に 呼びかける 時に、 きつと 
1 とい ふこと—々 乎と して 信 f すれば 尊— 强琴 偉大 i 終— 音 その fl 地 み 
き 吾、々 に t 迄は 觀音祿 は 如何にも 尊い もの、 高い もの、 吾々 とは 遠く かけ 離れて 居る こととの み考 へて I つた。 然る こ 1 
一 い、 有 ^ や、 賤し いもの や、 非常な 惱 みの— ものが t 前の 中 に這人つて居る點が明かに|と何〔も. 
I ひ； f い懷さ 慕は さが 湧き出て 来る。 自分の 現在、 將 來の總 てが 全く 觀世 音— じて 存在す る ことが 間る。 戈 
91 Is ?? 擧 けて 成功の 雲赢 げきと もあ t。 又 時には それとは 反對學 業— 敗し、 生活 馨 しいで 死』 

パ I へは とん— 害 も SI  (へ、 力 I へて、 進むべき 方向 美て s ると いふ こと——  1 
”巧？ ^ して、 「自分の 全 體は旣 に 本尊の 中に t。」 一切 何事 も 本尊 S 任せす る。 本尊と 共— き 2 " 

M 竚 Ii "H s? ll fl n^ 

要す：^ Is の 中 f 雲の 中、 t 着で—、 それが 敎 S に i 人我 fs 墓 Iff つて ゐる と 共 こ 
自 ノ刀 も 亦 夢 墓に、 賢つ てゐ る。 我れ 觀音 と共に 覺め觀 雲と 共に 眠る。 自分の 信仰. がいつ でも 響と 一緒で— と考 M 


ります。 

〇 

第二の 斷德と 申します のは 「煩 惱は 無邊 なれ ども 誓願して 斷 ぜんとす」 で 吾々 の肉體 には 本能 性慾 其の 他 種々 の ものが 
ありまして、 本心を 暗まして 居ります が、 其の 根本と 致しまして は、 貪、 膜、 窺、 詰り 物が 欲しい と 云 ふ 愛慾、 瞋 ると 云 
ふ 憎惡の 感情、 事物の 眞相が 分らない 蒙昧なる 愚癡と 此の 三 毒が 根本でありまして、 種々 の 煩惱が 出來 るので あります。 
吾々 も 人間の 皮を 被って 居る 以上は 否で も應で もこの 罪惡の ある ことは 免れ ませぬ。 如何に 學者 でも 如何に 金が ありまし 
て も、 人間と して 生活す る 以上は、 其 所に 苦しみと 惱みが 必然に ある。 卽ち 諸々 の 煩惱が ある。 社會の 事情が 複雜 になれ 
ばなる だけ、 段々 に 煩惱が 多くな り 又 深く もなります。 其の 煩惱が 佛 にありまして は 雲を 拂 って 明月が 輝く 樣に 全く 打拂 
はれ、 一切の 罪悪が 根本的に 斷 除され たのが 卽ち 斷德 であります。 

〇 

第三の 恩德と 申します のは 「衆生は 無邊 なれ ども 誓願して 度せ ん とす」 今、 世界には 幾 億と いふ 多數の 人が 生存して 居 
ますが、 どれ もこれ も 皆 正しい 敎 、正しい 道に 據 って 居る 者とは 申されません。 特に 昨今は 大分 思想 問題が やかましくな 
って、日本人の皮を被りながら、日本の歷史を知らず、日本の國體をも辨へず、唯外國崇拜に醉って鬬譯物や生半じやく 
の ものを 振 廻して 途轍もない 謬見に 陷 って 居る ものが あります が、 斯う 云 ふ憐 むべき 者を 救って やる。 或は 社會 問題に 就 
きましても 向 ふは 資本家、 こっち は勞働 者と 云 ふやう に 階級を 構へ て 相 呪 ひ 相 ^ って 居る、 さう 云 ふ 風な ものが 色々 澤山 
あります が、 さう 云 ふ ものを 誰でも 救って やる、 それが 恩德 であります。 

〇 

以上の 智斷 恩の 三德の 根本と して 觀音 樣の大 智慧の お光りが 輝き、 大 慈悲の 御手が 溫かく 吾々 の 上に 加は り 三十 三 身を 
示現して、 朝な 夕な に 吾々 を 救 ふて 下さる ので あるが、 扨 今 申し上げょうと する 救世の 三德 はこの 通途の 三德と 一寸 趣き 
が 異 って 居る。 觀音經 を 通じて 伺 ふ 三德 は、 無論 通途 の智斷 恩の 某 礎の 上には 立ちます が、 御經に 行き渡って 居る 觀音樣 

救世の 三德  ニ ハえ 
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をね だる。 其處に 母の愛が 感 通す るの だ。 吾々 の 願 ひ 純粹な 心、 小 兒の心 を 以て 御 願 ひする 事が 必要る であり ませう。 

以上 申し上げた 事は 極めて 平凡で 簡單な 事であります が、 私の 樣な S1 惡な賤 しい 聲も觀 音模が きっと 御 聞きに なって 居 
られる事と確信しまして申し上げたばかりであります。貴方々の朝暮の「念，1彼觀音カ1」の御信仰もいょ/\美しく、いょ 
/、 純に なって 觀音樣 が 笑って 御 聞に なり、 喜んで 御 聞きに なり 入 我我 入の 立派な 境涯に 達せられん 事を 祈りいた します。 

(昭和六、ご一、淺草寺講演「觀世音の硏究」所載) 

救世の 三德 

〇 . 
私の 御 話は 極めて 平凡な ものであります が、 大體と 致しまして は 觀音經 全體に 亙りて 其の 精神の ある 所を 御 話す る 積り 
であります。 詰り 吾々 がどう 云 ふ 點で觀 音樣を 尊敬す るの か、 又 吾々 は 苟 くも 観音様の 信者と して その 御 德を讃 嘆し、 そ 
の 御德に 依つ て 信仰を 固めて 居る 以上は、 どんな ことを したら 宜か らう か 右樣 のこと に 就きまして 一言 申 上げたい と 思 ふ 
のであります。 

そこで 本題の 三德 であります が、 一 體怫の 三德と 申します ものは、 釋尊で も 阿 彌陀樣 でも 其の 他 十 方 世界に 怫は澤 山 ま 
します が、 其の 怫樣は 何れも この 三 德を備 へて おられます。 それは 智德 、斷德 、恩德 の 三であります。 

〇 I 

智德と 申します のは、 怫樣は 一切の 眞理を 透徹して 總 ての 事を 知って おいでになります。 吾々 大乘 佛敎の 信者は 朝晚四 
弘誓 願の 偈 を拜讀 して 居ります が、 其の 中 「法 門は 無盡 なれ ども 誓願して 知らん とす」 とい ふの があります。 卽ち宇 笛の 
眞理 、科 學と云 ひ、 宗教と 云 ひ、 種々 ありまして、 文化が 進めば 進む ほど 學 問の 分科が 出 來て實 に 無邊で ある。 怫敎 にも 
八 萬 四千の 法 門と 申しまして、 敎は 大海の 如く 深く 廣い 。其の 八 萬 四千の 法 門を 皆 知る ので あるが、 それは 智慧の 德であ 


ります。 是が 文明の 華と も 云 ふべき 禮で あります。 此の 禮が缺 けて 居って はいかぬ、 今學 校では 愛を 敎 へます が 敬は 敎へ 
方が 寧ろ 弱い。 亞米利 加 あたりで も 甚だ 天眞 爛漫の 美點は あるが、 敬の 德は 大分 薄弱であった。 可成 無作法な 眞似も 彼等 
は平氣でゃってのけて居ったが、昨今は大分蓝米利加人も之に氣が付いてワシントン崇拜を始めて每日小學校の生徒は例 
の 四十 八州を 代表す る國 旗を 出して 禮を します。 段々 に 報恩 觀や敬 禮の實 行が 出 來て來 るが 日本では 反對で 現今の モダン 
連中は 禮儀 作法から 脫 しやぅ とする。 人間から 野獸に 逆行し ょぅとす る。 實に 皮肉で ある。 

人間と 致しまして は 其の 身分に 於て 其の 職業に 於て 信 敬が 必要であります。 國際 問題で も 個人の 交際で も 社 會の應 接で 
も、 敬 禮と云 ふこと がない と 仕樣がない。 敬 禮と云 ふことは 其の 間に 如何にも 美し さが ある。 禮儀は 文明の 花で ありま 
す。 此の 無禮 無作法の 行爲が 殊に 學 生の 仲間、 女學 生の 仲間に 盛んになって 行く 樣だが 觀音樣 の 信仰から 先づ 第一に 之を 
戒めねば ならぬ。 

昔日 本では 自分の 敵に 向っても 敬禮 をした、 敵で も相當 身分の ある 者に 對 しては 「御 敵」 と 云った、 大將に 向って は、 
「御大 將」 と 云って 居る、 名乗を 擧げ るに も 相當の 敬語を 使用して 居る。 如何に 敵で あるから とて 暴慢 無禮な ことは 決し 
て 云は ない。 これは 平家物語な どを 御覽 になっても 分ります が、 苟 くも 武士た る ものは 敵に 對 しても 身分の ある 者には 相 
當の 敬意を 拂 って 居る。 玆に 日本人の 良い 所が あった。 今では 自分の 親に 對 しても 亦 師匠に 對 しても 敬意がない。 私は 能 
く 申します が、 現代の 日本人には 敬意の 念が 薄い。 敬禮が 無い と 云 ふことは 惡 思想の 元であります。 絕對の 信用を 拂へば 
否で も應 でも 敬禮が 出て 來る ので ある。 今 露西亜と 云 ふ國は 共産主義で 舊 習慣、 舊 制度は 皆 破壤し 去り 禮 儀の 如き もの も 
無論 ブルジ ョアジ ー の 遺風と して 唾棄して 居る が、 この ソヴ ィヱ ット口 シアで も レ ー ニンには 相當 敬意を 表して 帝政 時代 
のべ トロ グラ ー ドを 改めて レ ー 一一 ン グラー ドと 稱 して 居る 位です。 又 モスクワには 所謂 ロ シヤの 大本山 クレムリン 大寺院 
があります。 其 所に レ ー 一一 ンの 遺骸が 安置され て 居る。 モスクワに 入って レ 11 ーンの 遺骸に 敬禮 をし ない と 甚だしく 露 人 
の 感情を 害する 程で ある。 斯の 如く 其の 人に 絕對の 信を 拂 へば 敬 禮せ ざるを 得なくなる ので ある。 
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の 御 德の說 明には 自然に 別の 三 德が現 はれて 居ます。 それを 申し上げる のです。 

第一に -0- 上げたい のは 信 敬の 德？ 。觀 墓を 拜見 すると 之が 第一に 目に付く、 觀音樣 は絕對 の 信仰を 起して 人— ふ 
ことを # 别に 御敎 へに なつて 居る。 先 づ觀音 樣の御 姿を 見ます ると" まことに 萬 德圓滿 な 御 相好で あるが 其の 觀音樣 の & 
頭には 寶冠が ありまして 金銀 七寶無 上の 寶珠を 鏤めて あります が、 其の 冠の 中に 佛像が あります 此の 佛像は 何で あるか 
と 云 ふと 阿 彌陀樣 でありまして、 卽ち御 師匠 樣で御 自分の 本 地怫で あります。 觀音樣 は 無論 立派な 大 菩薩であって 此の上 
ない 御 方では あります が、 併しながら 恩師に 從 ふ、 絕對 信頼の 模範を 示して 御出でになる。 之が 觀音經 の 根本 精神で あり 
ます。 御經を 見ます と 此の 信 敬の 强い御 示しが 何處に も 現 はれて 居る。 ぅかぅ か讀む と 何でもありません が、 世 尊 偈の中 
に 觀音樣 を 讚して 「弘誓 深き こと 海の 如く、 劫を 歷 とも 思議せられ ず」 とありまして、 其の 次に 「多 千億の 佛に侍 ふ 一と 
あります 藝日稳 は 阿 彌陀怫 ばかりでは ない、 一 佛ニ怫 のみでは ない 千億 佛と • して 多 數の佛 に 奉 侍して 居る。 大慈大悲 
を 垂れる 大力 用 Q 尊い 御身 分を 下げられて 只管に 御佛を 尊敬して 居られる。 其の 御德を 弘法 大師 も 震され て師を 敬し 師 
を 信ずる の 報恩の 誠を 說 かれ、 觀音 樣が寶 冠に 彌陀を 戴く と 云 ふこと を 特に 說 かれて 居る。 又親蠻 上人は 法然 上人の 御 弟 
子であります が、 自分は 地獄へ 落ちても 構は ぬ、 法然 上人の 仰 言つ たことは あくまで 之を 信ずる とまで 極言され た。 又 法 
. ノの左 弟子で 淨土宗 のぎ^ 祖鎭西 國師聖 光 上人は 矢張り f 我 大師 法 然は釋 尊 P ある」 と 云っ て絕對 の 言 狡を 掛けて 居 
られ る斯 Q 如く 淨土宗 の ニ祖聖 光 上人 も 親鸞 上人 も 其の 御師羅 の 法然 上人に 對 しては 斯 くまで 信 敬して 居られる。 か 
くの 如く 人を 信ずる、 七が 必要で ある。 自分の 信仰す る 人に 無上の 信 賴をさ \ げ 、絕對 に 之を 信 敬す るの が佛 法の 根本で あ 
ります。 

現今では 敬 ふと 云 ふ 心が 甚だ 薄い。 現代 思想には 種々 の缺點 があります が、 その 最も 惡い點 は 敬 ふと 云 ふ 心が 著る しく 
薄弱に なっ？ 巷 ある。 弟子は 師に對 して 敬が 缺 けて 居る。 子供は 親に 對 して 敬が 甚だしく 至らない。 其の 他 一般に 敬 
と 云ふ觀 念が 餘程 減少して 來 た。 禮儀 中心の 菌 としては 養殘 念な ことで—。 是は卽 ち 平等主義の 弊であります。 元 
3r 平等と 云っても 社 會關係 上 自ら 分業が ある。 分業が ある 以上は 身分が ある。 身分が ある 以上は 相當 の敬禮 が 必要で あ 


と1 はない。 罪 111 。世間の 親御さんでも 不具な 子供 や 低腦の 子供には i 情が 掛る。 罪の 

果い '1 慈悲が 梁い。 一切衆生は 無數 無量で— が 之を 悉く 一子の 如く 可愛がる ので ある。 こ t 上旨 ノ—" 
、沐いー ±( 17を生彖暴ろ_|きを置いてあります。人間の感情からは惻隱の心が起る、ー寸それを指して居る 

ミー 5 P そ 1 i 評 u 道で！。 天の理でぁる。 書^^ 

て 慈 f 見る。 卽ち 無上—— 云 ふ ものは 愛であります。 —1 たりで も 神の愛を 說く 時、 衆生 緣は 
ょく 免き ますが、 t ロ學 的な 法 象 まま だ說 きませ ぬ。 儒敎 では 稍 之に 近い ものを 說 いて 仁と 云^^ 居る 

三' は 卩— 、之は が 情 も哲靜 y 趣した もので 絕對の 慈悲で—。 衆生 緣は 感情 上に 義を 有つ て 居る。 8 は 萬 有の 眞 

理の 上に 動 s て 居る 慈悲で— が、 第一 一一は 絕對 無限の 大 慈悲であります。 

ゝく弗文|| 00 ありまして普通の愛や仁と串すょりも大分廣く|り又大いに深いので1が、觀音樣は此 
の;: ^れ^^^^りまし^ 8- 怒悲が卽£音樣の御ヵであ|す。三十三身の御示—^^ 

J 日 t 書いて— 一字  一-^ も、 響の 淚 、響の 愛が 仰がれぬ と 到底 分る もので ない 響 核の ナ 梦は女 する ち チ ヒ 
吾'々 $ つて 居られる。 自分の 悦ぶ 時— しむ 時 も 寢る時 も 起— 働いて 居— も 觀音樣 は 其 處に f ら ±i u f° r」 

Il s ll __ l! “ p n^ 

iQ 上に 輝いて 居る。 其 q 大 慈悲 Q 御 力が 分らぬ と、 觀 霞の 意味は 無用の ものと なつて f 舞 j り Ir II f 

ぁりますが、此の經典の|敎化の大|は實に此の馨經||營巨ちー切諸佛の °#: ”3^^^^^ 
もノて 居る ので あり— が、 之を 拜 見す るには 先づ 以て 響 樣の大 慈悲を 知る— 一とす る 1 ナ—  f、 一 
ot ではない。 平等で—。 あの人が 可愛い とか 誰に 特別に 目を 掛ける と 云 ふので はない。 實に 絕單等 であり？ てナ 
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觀音經を拜見して先づ吾々は信仰と云ふことが必要である。同時に信仰のある以上は敬禮がなけ1、まならない。前申す 
通り 觀音_ は寶 冠の 中に 阿彌陀 如來の 尊像を 頂いて 居って、 自分の 師匠に 對 しては 絕對の 尊敬を 拂 って 居る 觀音樣 は 吾々 
の寢て 居る 所で も 不淨の 場所で も 何時でも 示現され るから、 觀音樣 に對 しては 吾々 は 始終 尊敬を しなければ ならない。 ^ 
谷次良直實は法然上人の弟子であるが、此の人は日本武士の標本であります。此の人は入道して西國から歸る寺分に西卞 
の 阿 彌陀に 尻を 向けて は 相濟 まぬ と 馬を 後ろ向きに して 乘った と 云 ふ 話であります。 此の 時の 熊 谷の 歌に、 

極 樂に强 の 者と やさた すらん 西に 向って 後ろ 見せねば 

とあります が、 鎌 倉 武士の 純朴な 强い 力が 手に 取る 様です。 源平の 戰ひ には 關東隨 一の 强の 者と 云は れた熊 谷 も、 西 京 
から 江戶 地方へ 來る 時分には 西に 後を 見せない と 云 ふ 深い 尊敬の 心が あった。 私共の 先輩の 或 人は 冬になる と 本尊 樣の所 
へ 火鉢を 持って行く。 怫像 には 火鉢は 必要は ない、 馬鹿々々 しい 樣では あるが、 其の 心 掛には 信仰の 尊い 匂が こもる。 日 
本人の 良 習慣と しては お婆さんな どが 花 一輪で も 亦 珍しい もので も來 ると、 甚 でも メロンで も 先づ佛 壇に 供へ て チ ーンと 
鐘を 鳴らす と 云 ふ 尊敬の 心、 愛の 心が 日本の 今日を 築き上げた のです。 

〇 

第二に 慈悲の 德 、觀 音經は 慈悲 中心で ある ことは 論を 俟ち ません。 觀 音の 大 慈悲、 是れが 觀音經 全部の 大 精神で ありま 
す。 貴方方が 觀音 樣を拜 むには 先づ觀 音の 大 慈悲を 仰ぐ ことが 最も 必要であります。 「怫 とは 何を いはまの こけむ しろ 大慈 
悲心 にしく も のぞな し」 觀音樣 は 何 ぞと問 ふたら 慈悲心と 答へ る 外は ない。 怫の 心は 大 慈悲で ある。 木佛 金佛は 吾々 の 信 
伐 上の 一の 表象に すぎ ませぬ。 卽ち 如來と 申し、 觀 音と 申す ものは 大 慈悲であります。 ー體 怫敎の 慈悲と 中し ますと 普通 
の愛ょりもー罾深い。佛敎には大慈悲を說くとき廣くは三十ニ種まで說いてありますがそれは略しまして、费通申すのが 
三っあります。 卽ち 衆生 緣 '法 緣 、無緣 であります。 只 人を 可愛がる と 云 ふこと 丈では 佛敎 では 濟ま ない。 普通の 宗敎で 
は それで 宜いが 、怫敎 はもっ と 深く 突 込んで 居る。 唯 感情的の 衆生を 可愛がる 丈では ない ので ある。 

一は 衆生 緣 、一 赉淺い 所 だが、 觀世音 菩薩は 一切衆生を 平等に 愛し 給 ふ。 特に 罪人 程 愛を 注がれる。 大悲の ml には 僧し 


んで こそ 本當の 勇者になります。 佛敎 では それを やかましく 云 ひます、 一部分に 勝っ ことは 出來 ますが。 全 宇宙の 人に 勝 
っには 本當の 心で なければ ならない。 如何に 偉い人 間で も 自分の 頭の 中に 憎む 心 や 或は 人を 滅ぼす 心が あると いかぬ。 

不動明王は 一手に 煌々 たる 劎を 握り 一手に 縳 魔の 黑繩を 握って 猛烈に 恐ろしい 顏 をして お居で になる が 不動明王は 慈で 
救 ふ。 それ故に 不動 樣の 眞言を 慈 救の 呪と となへ る。 あれが 只 人を 切って やらう、 人を 縛って やらう と 云 ふので はいか 
ぬ。 本 當の慈 愛が あって 人を 活かす 爲已 むを 得ず 劍を揮 ふ。 貴方方 も 觀音樣 を 御 信仰になる 以上、 御本尊の 三德 である 信 
敬と 慈悲と 妙 力 此の 三德を 幾分で も實 行す る 事が 必要であります。 

人 問は 信が あっても 義が あっても 力がない といかぬ。 觀音樣 には 信と 慈悲の 力、 內 面の 心の 上前 二っの 立派な 働き も 外 
面の 第三の 力が あるので 內 外相 應 じて 本 當の 慈悲が 出来る。 吾々 も 之を 理想と して 進まねば なりません。 

〇 

吾々 は 唯今 も 申 上げた 通り、 觀音 信者と して 「一心 稱念觀 世 音 菩薩」 と 觀音樣 の 御名を 稱 ふれば 吾々 を 救 ふて 下さる 觀 
音樣を 自分の 親樣 、師匠と 敬 ひ 尊ぶ に 就きましても、 吾々 は 先づ 以て 禮 儀を 行 ふ。 自分の 師を敬 ひ、 自分の 親を 敬 ふ。 皆 
法蒂經 て. ある 甬 一り、 常不輕 菩薩は 生物 皆佛 性が あると 誰でも 尊んで 居ります。 其 職に 於て は 大臣と 車夫とは 違 ひます が、 
大臣は 大臣の 職責が あり、 車夫には 車夫の 職責が ある。 けれども、 各々 職に 就いては 一っであります。 吾々 は 其の 職責に 
就いて 信 敬を する。 現今の 惡 思想 も お 互に 信 敬し 合 ふと 云 ふ、 共 敬し 合 ふと 云 ふ 頭が あれば 氣分が 直ります。 

耑崎 家に 桐 馬 像 六 君と 云 ふ 人が ある。 東京では 交通が 頗る 亂雜で 電車の 事故な どが 澤山 ある。 自動車、 自轉 車の 事故 も 
多くて 甚だ 危險で ある。 だから 交通の 整理を して 此の 事故を 減らさう と 云 ふので 交通の 道德を 守らう と 云 ふ會を 作っ た。 
其の # には 佛敎の 人 も 耶蘇 敎の人 も 人って 仲ょ くやって 居た。 其の 申合せの 中に 車掌が 切 ^ を吳れ たら 有® うと か 御 面 
倒と か 何とか 云は うぢ やない か、 若し 車掌に 對 して 誠意を’ 以て 信 敬の 心で やる と 車掌の 心 持 も 大分 變っ て來て 能率が 擧が 
る 事と ならう。 車掌 も 自分の 職責 上 やる、 吾々 は賃錢 を拂ふ 、仕事を する 者と させる 者 雨 方が 信 敬を し 合 ふ。 車掌 や運轉 
手は 客を 信 敬す る。 客は 有難い と 云 ふ 禮を云 ふ 心が あります ると 大變に 能率 も擧が れば氣 持 もょ くなる。 東京 市民が 其の 
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陽の 光が 金 殿 玉樓を 照し、 又 小さな 草木 も 照す 樣な ものであります。 

〇 

Jf!、 ドは •パ ありま バ が、 觀音 經を拜 見し まして 之— 仰す る こと も 容易で ある。 また 觀音樣 の^^^ 

す 力 觀音梦 全部の 內 にが 力と 云 ふ 事が ある。 觀 音の 御 力を 仰ぐ と 云 ふ 事は 餘程 信仰を 進まぬ と 判らない。  づ 

— f I。 先づ觀 墓では I に 「威 神 力」 4 いて I が、 此の— 力 音— 
EQ 力が 現 はれて ど— ふ— で— ひ 世 f 慰め、 如 1 も 一切衆生— しては— の 救 
ある 氣を 付けて 御經 蓋ます と 此の 威 神 力と 云 ふ 言葉は 觀音經 全部には 可な り 澤山書 いて あ— す。 言 敬菅 
1 御 德も 歸 する 所は 此 Q 妙 力に— ので f 季 。それ t 「觀— 菩薩 摩 1 は— 之 力 f — こ；^ の 如 いー と #; 
いてあります。 最後には 「觀世 音 菩薩は 是の 如きの 自在 神 力 あり」 と ございます。  ， - 
世 尊偈鼻 見し ますと 「念 鐘 音力」 と 云 ふ 御 話が 十— かへ 農て 居る のみ 1 で 「觀音 妙 智力」 
まは 具足 神 通プ」 と 重ねて 說 かれて 居ります。 是は實 に觀墓 の 使命であります。 詰り 觀音樣 の 信 敬 一 1 の^^ 

M れて 力と なつた もので 倉から、 觀音樣 Q 力— f が實に f— す。 恰度 引力が あつて 1 W 力；; 
支、 1 ますが、 觀 音力 Q あ—— 仰— が 吹く、 觀言大 慈— 仰ぐ 時には、 蠢 ■でも 此の 力— ^ 
る 止の 大 救世 力には 誰でも 褂 つて 居ります。 觀 音力に •支配され て 居ります が、 是が 必要であります。  xi 

吾 ^ || ^ 00 ^| ^0 ?| ^| ^ て出來たかと云ふと、前にも申す通り信敬と慈悲のぁる所に卽ち慈悲のヵがぁる。 

- むと 力 あれは 力が 出ます。 老子 も 「慈！ が 故に 能く 勇」 と 云 ふて 居る。 人— ひ 天下を 隣 

勇で t ます。 西 If 乃 木— も 頭の 中に 絕對の 慈 1 た t 本當の 勇氣が あつ 
j rco JT f ます— 必要であります。 若 も 着の 慈悲がないで 本當の 力は ない、 吾々 が 何を する ので も 利— 
、こ ふので は 力は あり ませぬ。 自分 の樣に人 を 3 がり、 自分の 樂 みの 如く 人— ませる と 云 
2 て あ f—Q ブ il す。 昨今 I 者と 串し— 者は 動ともすれば 戰 つて 勝つ それでは いけ ませぬ。 人を 憐れ 
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頭で 行く— 車は 極樂— らう。 單 S 車の みならず、 5 でも 商店で も 同じ— で、 使 ふ f If 者— 

の _係1 儀 f n く 笑つ て 始終 頭— げ合 ふ— f 醫 問題は 起らない。 現今では f 下げる 听では な*^ 

W に— になつ て喧嗤 する。 自分勝手を やる。 他人— 力 や 手腕は 少しも 同情し ない。 其處に 階級 戰 が— のです。 

際關 H 矣ふ 事が II す。 今— 垄那 S— 人つ て f ます。 風— f して 困つ て f ま 

d、r 支の— も 共 敬の— が 支那 人の 間に あれば 良い 1 ひます。 日本人を 度外視し、 馬鹿にす f 支那 問題は 解決 

ょけ 、、び ロ々 もそう で 二言め には 「チヤン コロ」 では 何事 も 旨く行かない。 吾々 の正當 なる 主張は 何處 まで も 主 1 
はす— 相手の 支那 人には 相 當の信 敬を 表する のが 良い。 彼—むこ  —^  ^ 

會上 にも 震 上に も 之— 行すべき で あります。  し $ - mQf  f して 社 

* 〇 

又薩 もそう です。 馨の 慈悲— 敬す る 以上は 餘り 迷信 的— 裏を 信じて、 勝手 藝なこ とも 御 願 ひ 可 f 
1^ でも 聞いて 吳れ ると 云 ふ 事に しては 困る。 一切衆生を 憐れむ 心が お 願 ひする 前に 先づ 以て 必要で、 人を 倒して 自 h だけ 
V ィヵう と 云^^ 禾 字和 的な も Q ではい かぬ。 若し 不正の 爲 に、 不義の 爲 に、 觀音樣 を拜ん でも それは 着 一方で ありま 
す例せば何か不正行爲をする時分にどうか觀露の御ヵで法律の制裁を免れる樣にと云つて拜んでも、ィソィッは駄 
ある。 本 當の大 慈悲心を 以て 一切衆生を 救 ひ、 國を救 ふ 心で なければ ならない。  丨づ 
觀音樣 力 深い 情を 以そ 深い 慈悲を 以て 救つ て 下意 樣に 、吾々 が假令 毛す ぢ 程で も觀音 樣の 慈悲を‘ Z とき S 音樣の 
御利益が—。 觀音樣 Q お 心— つて 自分勝手な こと 1 つても、 それ I 信です。 親の 命令 I ひ、 親の 意見^^ こ 
そ本當 G— る。 親の 命令 I つては い—。 觀音樣 は— I 體— つても 一切の 衆— 救は うと、 釋 うこ 
成 1 せずに 永久の 間 自分の 無上 大覺 の佛の 位まで も 捨て、 御座る。 此の 犠牲を 味つ て來 て、 其の上に 觀音樣 に 御 願 ひす 
る、 詰り 觀音 信者 1 くまで も 愛 Qf 以て、 家庭に 於て は 相愛し 合 ひ、 又社會 に對 しても 社會 の 人 墨す る、^^ けれ 
ば念鑛 音力の 御利益は ない 事に—。  / > 


人を 全力を 以て 愛する 心を 手始めに、 敵を 愛する までの 大 慈悲心が 出る、 と 同時に 其 力に 依って 自分は 如何なる ものに も 
動かず、 金に も 威 ® にも 如何なる もの も 己を 如何と もす る 事が 出來ず 、己の 信仰は 山を も 動かす 力が 出て 來 ます。 過去の 
歷史を 見ましても 信仰の ある 人. は 偉い ことを 致します が、 吾々 佛敎 信者 も觀 音の 力を 仰いで どぅか 己の 爲にも 家の 爲にも 
國の爲 にも 御 互に 盡し たいと 存じます。  (昭和六、十ニ、ニ十、東 55 靑年居士會叢書第三、觀音經の硏究) 


小金 井 觀櫻記 

(明治 廿ニ年 本校 一年の 作文〕 

桃 紅 李 粉色漸 退。 鶯吟聲 緩春旣 深。 寂然 書房。 獨坐 無人。 唯 有 
I 縷炷香 繞硯邊 。窓外 欹耳點 々細雨 誘 人。 習々 輭風促 遊。 於是 
俄然 思觀 花。 檢瓢 有酒充 。查 画 孔方見 吾 笑。 余日 足以出 遊。 不 
知 欲 遊何處 邪。 東 臺花已 謝。 墨陀花 未開。 嗟 乎 吾 何遊歟 。忽聞 
鈴 響鏘々 賣新 紙。 呼 贖 一葉、 讀 I 過、 拍手 日咄 吾忘矣 。起而 被 
蓑 鎧 着 笠 胃。 荷瓢 穿鞋 。睨 天 怒 雨。 蹂 地叱濘 、喃 々吟 行。 至 新 
宿 停車場、 乘 汽車。 須臾 黑龍蟠 空、 奔 蛇如電 。山 去 田 田 去 家。 
家 去 藪。 畔疇川 溝如螺 過。 瞬間 達堺 村。 下車 雨旣收 、卽 脫笠狹 
之。 一 遲一速 大呼 日 樱與汝 I 杯盍來 早見、 語 未 終。 擧頭 蓠朶香 
雲帶 露、 重_花 房 一條、 素 練斜橫 、波 光 湧 花、 灼 々爛 々不可 名 
狀 、南 黃菜靑 、苗 舖蜀 錦、 一謅蓠 頃皆是 田、 北 秩父翠 倍 烟中描 
景、 11 緲似 書、 問儈文 日地是 小金 井水 卽 多摩川 也、 因 直開瓢 、 
一飮 一見、 步 々探勝、 或對 潋艷淸 流 酌 落花、 或 凭盤桓 古木 獠香 
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露、 陶然毆 瓢歌 日、 

悠 、悠 、春 水涓 流、 踔彩 靄、 漠 々浮、 波 如 碎銀 花、 似 晶毯、 
樹裡啣 杯 笑、 林間 鼓瓢 謳、 烏追瓊 葩輕 飛、 兒揷 瑤荅驅 牛、 艷 
々理路 戯蜂靛 、紛 々渡津 胡蝶 舟、 坐 撫老櫻 差 大白、 不知 此君 
想 我不、 

歌 了 櫻花瓢 々来 入 杯、 殆如酬 余余大 喜、 去 至 他、 蹣跚 放吟凡 
ニ 里、 此間唯 織 霞伴予 己、 鳴 乎 何 快 邪、 忽至 I 小 橋、 榜云 小金 
井橋、 橋邊有 I 老僧、 吟日 君不見 三百 年來標 、年々 吐 芳香 玉英、 
顧予 笑、 予又笑 花 又 笑、 僧 日子 何來 邪、 余日 瓊水待 人、 玉 花 誘 
我 何不來 乎、 僧 日子 有 酒 我 有 茶、 是獨如 流水 笑花已 、乞來 我 
庵、. 同 語 花 事、 余日 諾遂赴 庵、 庵 去 小金 井數步 、在 松 樹陰 與余 
茶 一 碗、 宇洽茗 玉 川 水 淸香可 語、 示 文 一扁題 云 小金 井觀櫻 記、 
其句奇 絕其辭 秀麗、 如 盆 中珠以 深淵 龍、 余 嘆賞 不 措、 問 日蓮 氏 
名 何、 日 無々、 庵 如何、 日 空々、 却 問汝名 何、 全、 欲 答嘵鐘 I 聲 
妨吾 言、 僧 去 庵 逝 只 春雨 滴瀝 、竹 風瑟々 、身 在 稱名寺 僧堂、 前 
日 所 伴、 觀 花同學 或臥覺 、手足 撩亂如 巴 如 十字 知是孤 枕 I 夢 
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もう 一っは 人を 愛する 心、 國を憂 ふる 心が 觀音 信者に なくて はならぬ。 子供の 惡い 時分には 親は 何を 措いても 之に 盡す 
自分を 愛する 心を 移して 人を 愛する。 

自分の 子供に 對 する 愛、 其の 心が 直に 觀 音の 心であります。 母が 子供に 盡す 時には 自分の 身は 死んでも 子を 绽 ふと 云 ふ 
心であります。 是が觀 音力であります。 此の 心さへ あれば 何でも 出來 ます。 

此の 大 慈悲心は 信仰の 上に 必要で ある。 西 鄕南洲 も 乃 木 大將も 此の 慈愛の 上に あの 樣な大 威力が 出て 來た 。また 北條寺 
宗が冗 寇の 役に 見事に 大功 業を 遺した の もそう であります。 一方には 信仰が あって、 一方には 愛の、 いが ある。 家庭 上に も 
社會 上に もどう 云 ふ 場合で も 之 さへ あれば 玆に觀 音力の 自から 働く のであります。 

觀 音 # は 信 敬と 慈悲と 力であります が、 觀音樣 を 信仰す る 以上、 その 實 行を 心がければ 御 自分の 無病 長命 息災は 云 ふま 
でもない し、 大に しては ー國の 上に も大 なる 効果を 生じます。 觀音 信者で ある 以上は、 觀 音の 慈悲を 體 得され、 觀 音の i 
敬のカを自分の胸に收めて自分の家庭を淨化し、自分を知って居る者を說いて觀音カを現す樣にせねばならぬ。今日御磨 
聞の ー百餘 人の 熱心 家が 又 ー百餘 人の 熱心 家を 作り、 展轉 して 觀音 三德 の實 現を 期されたら、 日本の 將來は 光明に 盈 っる 
事と 思 ひます。 そう 云 ふ 意味を 持ちまして 觀音樣 の 三 德のお 話を 致しました。 

さてもう 終りです が 此の 御 別れの 合掌、 此の 合掌に 就いては 眞言の 方では やかましい 議論が あつて 可な り淮 しいが、』、 
體 合掌の 右手は 怫で 左手は 人間を 表した もの、 それが ち やん と ビタリ 合 ふ。 卽ち 右手 佛の六 根を 表示した 五指と 掌と 人 
間の 六 根 卽リ眼 耳鼻 舌 身 意の 左手と ピック リ合ひ ます。 信仰は 其處で あります。 宗敎は 有限と 無限の 結合と 申します が、 
合掌が、 之を 表して 居る。 貴方方 も 此の 心を 忘れずに 觀音樣 の 信 敬と 慈悲と 妙 力と が 自分の それと ピッ タリ 合 ふと 觀 じて 
自分の 修養の ために も 家庭の 爲に もシッ カリ 御 信仰して 下さい。 之が 大きくな ると 此の 妙 力で 國を救 ひ、 天下を 平 かにす 
るので あります。 

か X る 信仰の 下に f 朝 念觀世 音* 暮念觀 世 音」 始終 觀 音の 信 敬、 慈悲、 妙 力を 仰いで 幾分で も 信 敬の 德が 現れて 己の 家 


世 
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講說 論策 

: 也、 卽欲記 所 夢 文 皆 旣忘矣 、嗟嘆 把 * 遂書 夢中 樂 云。 

一 評 高麗 之 夜嵐 

I (明治 廿八年 七月 松 雨 漆 間德定 氏に 宛てた る もの) 

一 全 扁大觀 。總 I 千 I 百餘偈 。偈有 長 有 短、 句 凡 四千 五 百有餘 
一 五七爲 調、 偶對爲 格、 井井 布 叙、 I 絲不亂 、眞是 偉大 之 雄扁、 

一 皇朝詞 壇。 未曾有 之 大作 也。 唯此 一己以 足 爲多矣 、祝 於 語句 之 
一 一 念 錬精 鑄。 造 搆之刻 思奇絕 、命 意之 深玄 雄渾 揮。 揮 南 華 龍 門 之 
| 彩 筆。 說華嚴 法 華 之 至高 邪。 謂 古昔、 西梵迦 多衍那 、婆 須密 
| 多、 婆蘇槃 豆、 那加閼 刺樹那 、阿濕 婆 瞿沙 等、 大小 乘之諸 大聖 
一哲、 立言 濟 生、 槪妙 偈雄頌 、光闡 大法 咳 玉 唾珠、 粲然囘 章雲漢 
一 支那 禪家淨 門 之諸德 。亦 以警拔 富瞻之 歌詞。 說殺活 自由 之 旨。 
ー讃 紫雲 蓮 花 之 境 比々 莫不然 。皇朝 固 秀麗 之 邦。 風光 絕奇 。乃播 
一華 釆 麗之詞 。讃锡 佛乘 。實其 所、 廣 大之理 、絕妙 之 筆。 由來不 
一 相 離。 實 如是、 所 由 雄 風 巨 海。 相應相 待、 以有烟 波 萬 頃 白濤滔 
| 天 之奇觀 也。 今 也 文運 奎昌之 世。 而釋門 有 文 者。 寥落 如 * 星、 
i 何 夫 衰之甚 邪。 主人 躍然 。蹶起 于此 間、 揚朝陽 之 輝、 歌 圓覺之 
一理。 是僕 所以 一層 爲多于 松 雨 子 也。 以是翫 賞不 措。 禪餘課 後。 

一 毎 卷興來 則 信 手 評 之。 語々 滅裂。 雖無 些許烜 眼 擇出卷 中 佳處、 
一而 忘 醜 見 拙 强顏示 君 者。 以竊 有期 干君已 耳。 鳴 呼 由， 來 高山 流 
j 水、 知 音 酷少矣 。江湖 果能有 味此至 文。 解 妙趣 邪 否。 任 他。 靑 
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山 固 高、 流水 自 長、 不盡 乾坤。 無邊 風月。 到處自 湛然矣 。六月 

下潸ー日、礫川環翠書摟、淡々樹色、淺々山光窓下。 敬讀 a . 

< 

高等 專門科 卒業式 答辭  一 

(明治 廿八年 七月 十一 日 卒業生 總代 として 
讀み たる もの) 

高等 專門科 俱舍部 卒業生 某等肅 答、 某 等 伏 惟、 方今 國家 之趨 
勢、 與敎門 之 行 運、 泡佛 徒宜大 努力 之 秋 也、 國 光宏 耀 、事 端 益 | 
滋可 施設 者 夫 何 局、 宗綱將 張、 物 狀愈亂 、可 經營者 亦 泡 多) 
矣 、世 道 人心 極濟必 務、 橫疑抗 難、 開 導歸責 、鳴 乎 難 哉、 緇林 ：： 
之 任 也、 某 等 生 等 生 此多故 之 時、 負此 至難 之 任、 辱 列 宗學之 高 一 
班、 濫受 宗門 之 恩 養、 於是 乎、 夙夜 眷 々恐 惟其不 及、 農夕陳 々 一： 
憂實 其不完 幸、 有學 務提撕 、先輩 捋掖 、騫蛾 駑涉 、僅 窺 六 足 之： 一 
門墻 、斧稷 規模、 漸成七 年、 之微 功、 而顧 佛海浪 高法巔 雲深講 | 
學欠 精、 行 履 多 尤 、酬 一 宗之鴻 恩、 副 萬 衆 之 輿望、 何以當 之 | 
邪、 思 至 之、 則 慚惶眞 不能 措 也、 今 也蓮輅 光 臨 星 客 森 列、 嚴儀ー 
穆 々盛典、 洋 々玆擧 、卒業 之式大 訓煥發 、先 針路、 慈誡交 至、 | 
代 開 冥 蒙、 某 等 I 身 之光榮 又極矣 、豈勝 感激 之至耶 、某 等 思 之 j 
夫 鈍刀 錶斧 、揮 濯 時 可備敎 軍 朽木廢 索 補綴 或 足 護法 城 乃 某 等 難 一 
無 可、 取 惟誠 惟 一 幸憑怫 祖 之靈祐 、上 管長 猊下 法 威、 所 加 下 先 一 
輩諸老 援護 所 致、 資範 于英以 輝敎 勢習規 柱礎以 固 法門濟 民利 生 | 
外 應國家 之 趨勢 轉迷 開悟 內乘敎 門 之 行運焉 、謹 白。  j 

)x«/ ^ 


主として 淨土敎 報、 敎學 週報 嘴の 卷 
斬 社說 として 發 表された もの 


◊內務 省の 三 敎會同 計 劃 
を 評す 

內務 省の 三教 代表者 會同 問題、 卽 所謂 宗教 利用 案は 今や 
敎界の 一大 問題と して、 敎家 が縱論 横議の 好 題目と なり 反 
抗の 行動、 鎭撫の 術策 亦 之 あるを 傳 ふ、 而も 最大 問題の 如 
くして 實は大 問題に あらす、 宗徒は 此際冷 靜着實 、其 職責 
と 本分と に 努力して 寸を 得て 寸を 守り、 尺を 得て 尺を 固守 
せむ のみ、 豈漫に 雷同す ベけ む や、 豈叉妄 に輕擧 すべけ む 
や。 

由來宗 敎家會 同の 如きは、 泰西に 於ても 吾國に 於ても 吾 
國に於ても其例に乏しからす、市俄古、巴里倫敦の宇敎 
大會は 言 ふを 須ゐ 中、 吾國に 於け る 日露 役當 時の 敎家 大會 
の 如き、 其 效果の 如何は 別と して、 形式と しては 神 佛耶の 
會 同は 業に 旣に之 ありし 所、 今囘 の ^ の 如き 拉遼 東の 版の 

內務 劣の 三 敎會同 計 劃を 評す 


- 明 


み、 而も 單に 國體 擁護、 地方自治、 健全 思想 宣傳の 如き 一 
にして 且つ 簡に 、何れの 宗敎も 何れの 哲學も 吾國に 於て 
は、 其 根本主義に 於て 必らす 一致し、 必ら す實 行せ ざるべ 
からざる 主題を 捉へ來 b-一」、 會 合を 促す が 如き 會も 甚た不 
可なら す、 會せざ るに 於ても 抑 何の 痛痒 ぞ 、平凡なる 哉會 

<f n や。 

慈善事業に 於ても 社畲 問題の 研究に 於ても 佛耶が 禪く寬 
容 主義の 下に 動き 來り 、夫© 浮浪 人 硏究會 ©如き 動物愛 護 

もの ぁり、 其 思想 方面の 審に至 冬は 今 之を 贅せ ずして 
識者の 直 E する 所、 此の'  如き 寬容の 大勢は 豈 政府ょり 令せ 
られ た る會 同を 待ちて 方め て 之 ぁりと せむ や、 政府に して 
若し 今 囘の會 同に 依りて、 方め て 各 宗教の 交際を 融和せ し 
め 辱る と 思考せば、 嗚呼 亦迂 ならす や。 

f 府が此 高 1」1 謹、 敎家轉 其 他 何等かの 特 
遇を 敎家 Li 約 甘む を 露す— す も、 抑 叉 何等かを 敎家に 
命じ 之を 驅 使し 走狗と して 所謂 何等かの 利用 I さし めん 
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聯邦 議會 が該 法律の 撤退を 否決した る 理由に 至りて は 犬に 
內務省の三省を要すべきものあり、英佛諸國政客 0 、シエス 
ィットに 對 する 議論の 如何な b しや も 亦 犬に 當路 者が 明 目 
_膽こ賈す、 |^ らす內務省は此ジユスィット派の官-敎及計 
畫に 就きて 何等 監督の 成案 ありし か。 

宗敎 として 國 家に 報效 すべき 方面は 蓋し 廣 し、 軍隊 布 
敎 、監獄 敎誨鐵 道 及 郵便 電信局の 傳 道、 產業 獎勵の 如き 其 
所管の 官廳は f すし も內務 省に 局 止せす、 議讓信 農 
商務 等の 各省に 渉りて、 其認許 監督を 必要と す、 若 夫吾國 
に 於け る 外 國敎會 及び 外國に 於け る 吾 國佛敎 徒の 宣敎 事業 
の 如きは 當然 外務省の 交渉を 待た f を 得す、 內務 省た る 
もの 一面 宗敎 にに 對 して 更に 精確 明瞭 S 査を 第一義と な 
すと 共に、 他面に 於 一‘」 は 他© 諸 省に 對し て先づ 周到の 打 合 
と 熟議と を 要し、 各省との 有機的 連絡を 圖 りて 粗 織 的 成案 
を 以て 方め て敎 家に 臨む を 可とす、 然らす して 輕忽躁 急 今 
囘の 如き 會同を 開かむ とす 其 效果の 薄弱に して、 宗敎 とし 
ての 報效 事業に 些の補 ひなき を 知るべき のみ、 識ら す內務 
齡ま今 囘の會 同 問題に 於て 各省との 交渉 及 協議、 周到 完全 
な- 〇 しや 否や。 

書し 來れば 言 ふべき もの 尙幾 個を 數ふべ しと 雖 、要する 
內務 省の 三 敎書同 計 劃を 評す 


に 今の 狀 勢に ては 三敎會 同の 如きは 尙甚 だ 早し、 記者は 之 
を 機と して 當路 者に 着實 なる 方針を 以て 宗敎 調査 會の 如き 
ものを 設け 敎界の 宿老を 集めて 徐に 事を 計る を勸吿 す。 

X X X X 
三 敎會同 問題は、 其 極 遂に 宗敎家 懇話 會の 形式を 以て、 
遠から 中 開催を 見る に 了ら むと す、 先に 管長の 召集と いふ 
もの 轉 じて 代表者の 請 待と なり、 甞て 訓示と 命令と を 以て 
成れる を 傳 へし、 所謂 利用 案は、 今や 變 じて 單に 諮問 討議 
の 硏究會 となり 了れ り、强穹の末魯縞を穿仁ざるの觀なさ 
にあら すと 雖も事 必らす 玆に 至らざる を 得 ざり しは 識者の 
夙に豫 想した る 所、 其 平凡の 解決、 終局の 他奇な き、 深く 
批評を 用ゐす して 可なる のみ。 

而も 內務 省と して 宗 敎に對 する 萎務 的の 問題は 斷じて ル 
骨稽な る 一 幕に瞭りて決了し ?: るにあらす 內 務 省力 基督 
敎に對 する 根本的に 要する 解決は 各方 面に 於て 尙依然 たり 
實カ尙 充實せ 中 智識 未だ 堅牢なら ?'' る 吾 國の外 交が 時に 
無方针の觀あり或は輭弱 -0 譏あるに累せらる、內務省を責 
め 其 義務の 完全 遂行を 逼 まるは 今や 酷に して 且愚な るべ し、 
而も解決すべき問題の依然 ?: るは依然たり、內務省たるも 
の會同 問題の 小康に 甘 じて 此 根本 問題を 閑却せ ざら むこと 

一八 三 
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とする も 今 囘の 如き 輕忽 粗雜な る會 同の 方法 形式に ては 甲 
論 こ 駁適從 する 所な く必竟 甚だしく 得る 所な きに 終るべし 

玆に 於て か 今 囘の會 同は 實に 平凡の 會合 のみ、 而も 其 平 
凡なる 會合が 幸に し 5 府が 遂に 宗教の 實ヵを 認 めざるを 
得 f し 1 たりし は實に 意外 也、 雲は 兹に 一段の 露な 

政府に 對し 5 此 sff に f 5 に 大に囊 の 
現 ^ に對 して 硏究 調査を 行 ふべき を勸吿 し、 着實 周到の It 
究と 公正 堅實の 對宗敎 方針の 畫 立を 希望す るの 好機 # たる 
を吿 ぐるの 光榮を 有す。 

統監 時代の 拙劣 卑屈なる 政策の 失敗ょり して 未だ 甚 しく 
改善し 解脫 せし を 聞かざる 朝鮮に 於け る 基督 敎徒 取締の 如 
き产 地に 於け る外國 人を 主敎 とし 監督と せる 加 特カ敎 若く 
は ^ S1 敎 に 對する 監督の 如き 今尙 常に 霧裡に 彷徨し 音 戸 こ 
猨 索し つ S あるに あらす や、 彼等は 迎合 佞 便の 新敎 各派を 
統# する ょり 少しく 困難なら む、 而も 先決問題は 實に是 也、 
是 等の 問題に し 一」 解決す る 所な くん ば、 今囘 の 如き 舍司ま 
政府の 對宗敎 策と して 抑 何の 要 か ある。 

一般 神道に 對 する 政府の 態度の 如き も 更に 明確を 要す、 

4 にして ー步 之を 謬ら ば 國體上 或は 危險な る 結果を 生す る 
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虞な きに ぁらす 三敎 代表者 會 同の 如きは 特に 此點に 深 重の 

注意を 要するな きか、 若 夫紛 々た 美理蓮 門の 如き 漸く 淫 

祠の脫 化した る ものを 以て 之を 佛耶と 同一に 經 世の 資とな 

さんと する が 如きは 世界 識者の 嗤笑を 如何せ むと する、 要 

する に 神道 に® しては 會同 問題 上尙 三思、 古、 百 思の' 餘 
地 あるべし。 

X X X X 
三 敎會同 問題に 就きて は、 江湖 識者の 議論 旣に盡 きたる 
力 若し、 其尙 討究を 要する の餘地 甚だ 廣濁 にして、 其 準備 
に 必らす 要すべき もの 未だ 頗る 完 からざる、 世論の 等 4 
めて 疑は' f 所 也、 內務 省た f の此際 宜しく 酵の 言論 
に 公 疋 の 態度と 寬宏 の 度量 ぁるを 可とす、 是 寧ろ 內雙 
威嚴 也。  ' , 

討究の 餘地 準備の 不備に 關 し、 記者は 尙數 行を 兹に加 ふ 
るの 遲から ざるを 信す、 獨逸 帝國に 於て I 千 八 百 七十 ニ 年 
公布の 法律に 依りて 其 定住す ら嚴禁 したる、 ジェス ィツ ト 
敎會の 如 1 近時 二三 敎 父の 有力者 吾 國に來 冬 ジェス ィ 
ツト 大學を 起す の擧ぁ りと いふ、 記者は 信敎 自由の 我國に 
於て 夫の ィ H スィ テン、 ゲゼ ツツの 如き ものを 制定せ ょと 
は 言は す 而も 此法律 制定に 至りし 壽及 制窘來 幾囘か 


陰險 とが 幸に 從來 の馨 敎界に 於て 今囘の 墓に 依り 誤解 
せられし 宮川 某を 代表と せ ざら むこと を 切望す。 是少 くと 
も 三敎富 一」 ふ 保障に ょりて 切望し 得る 所 也。 

X X X X 

東 本願 寺が 三敎富 に斷霞 席した る、 其內 情に 於て は 
幾多の 事 淸 ©潜伏す る あるべく、 其 態度に 於ても 或は 種々 

ざる 馨は 確に 宗敎 として 生命の 存 する 所なる べし、 世 或 
は 同派の 態度に 就きて 政府との 難問題 生起すべき を傳ふ る 
ありと雖這囘の會同は由來懇談慰勞の性質を帶び其案“ ^ 
'-、 、 內務 大臣 親署には あら 中して 軍に 穿 敎 局長の 通 吿丨り 
し禮式 上 稍 奇異なる 形式の 外 毫も 命令の 意味を 存せす r 
も 若此間 何等かの 難問題を 起す とせば、 是寧 ろ會同 問題の 
精神を 破壤 する ものに あらす や、 記者は 政府が 東 本願 寺 詰 
霞 題の 如きは 愚者の 夢なる ベ— 笑 ひ、 而 して 東 本願 寺 
の ^ 君に 對 しては 寧ろ 神 經の餘 りに 敏慧な るを 緩ぅ せむ こ 
とを勸吿 す。  (1、 一、 三〕 


活施 餓鬼を 修 すべし 


◊活 施餓鬼を 修 すべし 

米粒 今や 黄金ょりも 貴く、 甑釜 到る 處 塵埃を 生す るの 慘 
を 見む とす、 識者 之が 爲に 論議 痛切を 極め、 政府を 警 策し 
霊 家を 翼し、 米價の 調節に 1 古 心 到— るな く、 
仁人 義士 亦 之が 爲に實 際 救濟の 業に 從 ひ、 或は 外米の 低價 
販賣を 試み、 或は 或 種の 施米 事業を 企て'  孜 々として 應急 
の 方策を 講中、 f 其 言議 する 所 未だ 根本の 解決を 得る に 
至らす、 應急 效濟の 如きは 寧ろ 燎 原の 大火に 杓 水を 洒くヵ 
若き 憾 あり、 細民 飢餓の 悲聲、 學童絕 食の 慘狀 日に日に 新 
聞に 上り 來 る、 縱令蠢 Q 力と 霞の 活動が 幾分 米 價の低 
落を贏ち得たりとするも、現狀にして底止する所あらすん 
文、下曆の長るべき大パー1ツクは遠からすして爆發し來る 
の 1 吳な きに あらす、 憂 國の士 、愛 民の 人此 危機に 丁り て豈 
に 坐視 傍觀 する に 忍びむ や。 

而も 敎家 が此 危機に 對 して 努力す る 所の もの 寥 々として 
今に 甚 t: 聞く 所な きものは 何故 ぞ や、 幾多 論議の 學者 あり 
幾 固 累緋の 高僧 あり、 而も 此 細民 死活の 秋に 際して 半箇の 

一八 五 


警世 時^ 一目 
を。 

旣に恕話會の形式を取る、其請待すべ き 方面の 決して ^ 
質 上各宗 々務 の當局 者に 局るべからざる や 論な し 各 宗已外 
各宗已 內躬宗 政の 樞 機に 參せ中 して 而も 學識 經歷德 望寧當 
局 已上敎 界に重 望を 負 ふ もの 少しと せ 中。 之を 例す るに 大 
內靑 » 井上圓了諸氏の如き前田南條村上諸老釋宗演黑田眞 
洞諸師の如き必らす選に拽るべからざるもの、此說旣に江 
湖 二三 識者の 唱道を 見、 天下 公論の ある 所、 內 務當路 者に 

して 必らす 會を 開くべく んば先 必らす 此等 敎界の 宿老を 招 
くを 忘る、 勿れ。 

X X X X 
三 敎會同 問題は、 世論の 喧噪に 似す、 彼が 如く 平凡に 祭 
了したり、 卽然く 終了せ しと 雖 、斯 0- 平々 凡々 裡 、東 本願 
寺が 旗幟 鮮明なる 缺 席に 依りて、 不統一の 缺陷を 示し、 天 
理敎金 光教の 如き 夫の 「クリスチャン、 サイ アンス」 にも 比 
すべき 敎團か 佛耶 兩敎と 比肩して 招宴に 趣け る 滑稽に 依り 
て 喜劇 更に 一段の 妙を 加へ、 而 して 其 教理に 於ても 敎 制に 
於ても 吾 日本に 於て は 尙硏究 と 同化と に 幾難關 を數 ふべき 
羅馬敎希臘敎の代表者が此純國家主義の會合に出席したる 
宏量に 依りて 頗る 溫順な る 撞着を 見たり 此等 奇異なる 着 彩 
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は 今囘の 如き 會合に 於て は 蓋 何 か あらむ、 寧ろ 聊 平凡 中に 
警 味を 加へ たるを 喜ばむ 己 耳、 而も 此 不統一、 滑稽、 撞售 
は眞に 以て 今 囘の會 同が 其 ^ 機と 準備と に尙幾 層の 愼重な 
る 注意を 價 すべ かりし 活證 となすべき にあら す や、 而して 
是又ー面從來政府の宗敎政策 |» -若此の如き名を下し得べく 
んば丨 に 一層の 堅固と 着實 と精勵 とを 必要と する を 示し广 
る ものに あらす や、 今 囘の會 同に 於て 少 くと も宗敎 に對す 
る 尊重の 敬意を 表明し 其國 家に 報效 する の實 力を 認めた る 
政府は、 實に 聰明なる 敎 家の 感謝す る 所、 而も 之と 共に 彼 
等は 必らす や、 政莳の 今後 宗教に 對 する 周到 着 實の調 杏 i 
公正 謹嚴の 監督と を 切望して 止まざる べし。 

X X X X 
華族 會 館に 於け る 三敎徒 交驩 會の 歸途 直に 敎壇に 立ちて 
怫敎 高僧の 爲すな きを 冷罵し 基督教が 後來 獨り國 運の 隆昌 
に 伴 ふべき を說け る 宮川某 ありし は 事實な るが 如し、 佛敎 
徒にありては他山の石寧ろ玉を磨すべきのみ、而も某の言 
動は 誠 實と禮 儀と を 生命と する 普通 紳士と しても 尙不穩 な 
るを 免れ 中、 矧む や宗敎 家を や、 更に 矧むや 三敎會 同を 賛 
したる 敎 家を や、 記者は 某の 擧を 以て 面 從向腎 、詭 詐僞善 
の 表明と なす もの あるを 遺憾と す、 而 して 比の 如き 僞 善と 


の 研究に 從ひ 、混 亂蕪穢 の 現代 思想を 疏 開して、 民心の 歸 
趣す る 所、 人性の 統攝 すべき 所を 確立せ むと する の擧 あり 
由 來吾國 の 富豪が 徒らに 庭園 臺閣の 美を 誇り、 若く は漫に 
珍玩奇 什の 弄 賞に 巨資を 傾けて、 世 道 人心に 對 する 痛痒 相 
關せざ る 風馬牛 も啻な らざ りし 間、 此等 遠大の 擧を 聞く 
確に 思想 開展の 一段として 喜ぶべき 價あ り。 

而も 吾人は 世の 富豪に 望む は此等 遠大の 擧を敢 てす る 前 
に、 先着 實に 自宅 信仰の 確立 如何に 着眼す るに あり、 宗敎 
の 性質 狀態を 討究し 現代 思潮の 汪溢を 大觀 する が 如きは、 

須 らく 之を 他日に 讓 りて、 先 第一に 實踐の 門に 入り 躬行の 
地を 履み て 或は 禪 堂に 三百の 痛棒を 喫し 去る も 可 或は 密觀 
に祕 法を 行 ふ も 可、 或は ロ稱の 一行に 單 信の 人と なる も甚 
可 或は 神の愛 子と な b て 天國の 門を 窺 ふ も 亦 妨げす 何れ 
にしても 先 信念を 確固 純正なら しめ、 着實 信仰の 人となり 
て 方め て、 他の 閑 問題を 云々 すべきの み、 人は 人心の 歸嚮 
を 云々 する 前に 先 自ら 眞 面目に 歸嚮 する 所を 定む るを 要し 
他の思 ^ の統ーを喃々するに當りて實に自ら其精神の眞統 
ーに反省し來るを要するにぁらすゃ、然らすんば黃金學者 
を 約り て 漫に 虛聲を 博し 以て 社 會の崇 仰を 買 ふが 如き 譏 生 
じ、 財界に 於け る 手腕 技量は 又 之を 思想界に 擅に する を 得 

現代 富豪に 望む 


て、 黃金萬 能 何事 も 成. るべ しとす るが 如き、 潜 越 僑慢を 憤 
るものあるに至るを如何せむ、彼等の擧美ならざる [: あら 
す、 而も 彼等の 燦爛たる サロ ー ンに學 者を 翱 翔せ しめ宗 
敎家を 低頭せ しむる 前に 彼等 自ら 謙遜 熱心、 至誠に 祈禱し 
坐禪 し、 念佛 する を 要 ある 也、 彼等は ロ 遠大の 事を 論じ、 

耳 幽玄の 說を 聞く よりも 先 づ專心 一枚 起請文を 讀 み、 馬 太 
傳を 味ぅ の 切要 あるを 知らす や。 

彼等'か眞信仰の人たると共に要すべきは、必らず慈悲躬 
行の人たるべきこと是也、單に慈善團體の名譽職顧問等の 
虛名を 擔ふを 止めて、 實 際に 慈悲の 手を 揮 ひ 同情の 足を 運 
ぶべき こと 是也 、國 民は 富豪に よ b 決して 一部の 哲學書 一 
册の 宗敎書 を 得む ことの 要求せ す、 切實に 彼等が 賑恤 C 活 
事業に 就き 一層 奮勉 せむ ことを 望む で 止まざる 也、 一條の 
救貧 法？ へ尙 未だ 存せざ る吾國 にあ りて、 富豪の 盡す べき 
急務よ 實に 焦眉の急を 吿げ つ、 あるに あらす や、 彼等が 今 
盡 すべきは 淸 風凉榻 、便佞 巧言の 宗敎家 輩を 響して 空言 高 
談に 耽る よりも、 一片 愛藏の 古器 を賣り ニ 幅 珍什の 名畫 
を販 きて 一宇の 無料 浴場を？ ニ 夕の 無 遮 施米を 實 行す 
るに あるに あら 中 や、 彼等が 夢想す る 所謂 危險の 思想、 唯 
此實 際の 自覺と 活動と に 依りて、 之を 防止す るを 得べき の 
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蒈世時 言 

鐵眼 禪師な きもの 蓋し 日本 敎界の 恥辱に あらす や、 三敎會 
同の 如 ^ 宦擧に 得々 綺羅を 飾りし 佛耶 神道の 諸君は 其 宣言 
の 甚だ 美なる にも 似す、 這箇 現前の 大 問題に 對して 些も計 
畫 する あるを 聞かす、 先に 續に 救世軍が 外米の 販賣を 開始 
して 細民を 賑はし 今や 增上 寺が 或 種の 應急 救濟 法を 發 表せ 
むと する を 耳に する 外、 佛 殿の 冷 風 徒らに 長袖を 弄して 都 
門 幾千の 寺院 一 も 奮起す る 所な く 幾多の 宗務 廳 之に 對 して 
ー片の訓令だも發せざるは抑何故ぞや。 

增上寺 及 都 門 二三の 有力者を 後援と したる、 宗教 大學の 
學 生は 今や 起てり、 彼等 青年 純潔 熱烈の 精神、 此 危機に 激 
せられて、 赤手 空拳 猛然と して 起てる 也、 嗚呼、 慘 狀は眞 
に旣に 前に 至れり、 敎家 今に 至りて 猶ほ袖 手 座視せ む や、 
夫 世が 卿 等が 冷酷 無情に 對 する 深 酷の 批判を 如何せ むと す 
る、 奮起せ ょ、 都 門の 寺院 諸氏、 卿 等 豈無資 無力の 學生に 
劣る 所 あり、 而 して 何の 面目 ありて 卿 等の 檀信に 見 へんと 
する 0 

X X X X 
米價の 暴騰、 細民の 飢餓に 丁り て、 東京 富豪の 甚 しく 奮 
はざる は實に 吾國の 恥辱な り、 濟生會 の 爲に幾 萬 幾千 幾 百 
の巨額を寄附したる紳商富豪は今ゃ生民菜色ぁる時にぁた 
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りて 毫も 計畫 する 所 あるを 聞かす、 名門 華冑、 亦些 も倉廪 
を 開きて 賑恤 の外擧 あるを 見るな し是實 に吾國 文化の 爲の 
一大 取 辱に あら 中 や。 

都 門の 華胄 紳商に して 一た び 起たん か、 都下 幾 萬の 細民 
を娠 すに 於て 其效果 必らす 見るべき もの あらむ。 

敎 家は 此際 一大 聯合を 造り、 仁愛 慈悲の 大道の 爲 t 先づ 
紳縉 富豪を 動す を 要す、 火の 如き 辯 論鐵の 如き 手腕、 厭く 
まで 之を 用ゐて 富豪を して 一た び 此死活 の大 問題に 頭を 廻 
さしめ よ、 願く ば 應急救 濟に對 する 十字軍の ために 朱門 高 
き 所玉樓 深き 裡 幾多 ぺータ ー、ゼ、ハーミツトの奢辯を揮 
ひ 去れ、 是營 々として 爾が 零細の 貧囊を 傾けて 外米の 販賣 
に 貢獻 する よりも 先 第一に 切要に あらす や。 

都 門の 寺院 諸師此 危機に 丁り、 少く とも 盆 供 施餓鬼の 供 
米 一 袋 ニ 袋を 投す るに 吝なる 勿れ、 活 施餓鬼を 行 ふ 今日よ 
り 急なる はなし。  (明治 四 五、 七) 

◊現代 富豪に 望む 

近時 ニ 三の 富豪が、 學校 宗教家と 提携して、 宗敎 諸問題 


く 其勞を 多と すべき 所なる べし。 

唯 記者は 各宗 今日の 態度が 少 くも 三年の 繼續を 見む こと 
を玆に 繰 かへ すの 榮を 有す、 假令 現在の 經營其 規模 小に 失 
し、 其方 法 粗朴を 免れす とする も 寧ろ 堅牢 着 實寸を 得て 寸 
を 守り 尺を 得て 尺を 守り 着々 發展 して 效果を 永遠に 期す る 
を 要す、 浮華 輕 薄、 呼號 徒らに 大 にして 實カ 之に 伴は ざる 
各宗 在来の 弊害は 此 事業の 開始と 共に 斷然 之を 葬り去る こ 
と尤 肝要 也。 

各宗は 今や 此新 經營に 就きて 政府に 聽き學 者に 諮り 資金 
の 調査 條規の 編成 等 頗る 苦心し つ、 ある もの、 如し、 甚可 
也。 而か も此 等は 此新經 營の實 際に 就きて は 末の 叉 末の み 
要する 所は 實に 之に 當る 人物を 得る にある のみ、 眞摯 熱誠 
終世を此事業に献するの士あら中んば千條の法規 0 萬 〇 資 
金必竟 何す る も のぞ 

而も 天下 何の 所に か、 天然の 彌勒、 _然 の 釋迦あ らむ、 
仁を 求めて 仁を 得る 所、 人々 皆堯舜 たるを 得べ し、 記者は 
玆に 於て 各宗靑 年の 奮起を 希望せ、 ざるを 得す、 特に 後來の 
處 世に 苦心して 左 魂右魄 悶悶の 狀にあ る 吾宗の 靑年 に對し 
て 痛切に 時機の 到來 を警吿 せざる を 得ざる なり。 

當事者 も亦此 時機に 際し 力めて 實傳 道の 要義を 學 徒に 體 

先帝陛下御追恩、各宗先づ人物を獲ょ 


得せし むる を 至 切と す、 宗學 講習 會の 如き 煩 斑 陳腐の 舊宗 
乘を 臚陳 する を 割きて 宜く 感化 慈善 救 濟に關 する 實義を 講 
習すべき のみ、 是 記者が 甞て 希望し ?: る 所、 今 此機會 に 際 
し 更に 之を 再 言す。 

宗教 大學が 前 學 期已來 感化 法の 講義を 開始した るは 頗る 
體を得 た り 記者は 同大 學が 益此 種の 實カを 學生に 與 ふるを 
希望す る 也。 

各宗 今や 起てり、 起つ 甚美 也、 而も 其 起つ や斷 じて 官僚 
閥族の 寵兒 たらむ が 爲なら や 斷 じて 自派權 カ發展 の爲な ら 
す、 斷 じて 名聲利 慾の ためなら す、 實に 佛陀大 慈の 恩 光を 
傳 ふるが 爲な るを 要す、 各 宗當路 者に して 此 事業の 爲 には 
時に 自縲洩 の 辱に 甘 じて 救 濟の實 を 盡 せる 彼の 法師 春 朝の 
決心 氣慨 ぁりて 方め て 免囚 保護を 云々 すべきの み苟 くも 此 
決意 あらす んば 到底 有終の 美を 收む ベから ざる 也、 各宗當 
路者旣 に 此 事業に 當る宜 く 時に 錦襴を 脫 して 印半纏を 被 着 
する の 決心 あるを 要す、 是實に 事業を 就す の 最大 基本 也。 

C 大正 元、 九」 
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警世 時 一一 l w 

み、 思想 統一 問題の 如き 迂遠の 事、 畢竟 何す る物ぞ ひ 

(明治四五、七」 

◊先帝 陛下 ( 11 ) 御 追 恩 

大行 天皇の 至 仁至德 、今古 比な く 東西 倫な し稱 して、 大 
帝と 尊ばむ と、 其大 以て 盛德 を顯彰 する に 足らす、 讃 して 
聖皇と 崇めむ も、 其 聖豈能 大業を 盡 さむ や、 海外 萬 邦 痛惜 
讃揚の 熾なる 前古 今囘の 若き なく、 億兆 赤子 哀嘆 慟哭の 深 
き實に 此際に 比する ものを 見す。 

天下 思慕の 誠 兆民 哀惜の 情は 今や 廟 社を 帝都に 奉奠 する 
の 哀願と なり、 「十一月 三日」 を 永遠に 保存す るの 希望と な 
り、 或は 神苑 謹 造の 議 或は 紀念 銅像 拜 鑄の 說縉紳 識者の 間 
に 起り 國民靡 然として 之に 從ふ 、孰れ か是 追慕の 至情なら 
ざら む、 誰か 是 忠誠の 發露に あらざる も のぞ、 國 民は 今や 
切々 謂ら く、 如何にして 報恩 追慕の 誠を 致さむ かと。 

吾宗 は大行 天皇 御 異例の 報を 承る や 夙に 各宗に 率先して 
御 祈願の 忠誠を 抽 で、 生者必滅の 黑雲 圖らす も 天日を 隱し 
諸行無常の 悲風 痛ましく も 遠く 鸞輿を 運ぶ や、 祖山 に 芝嶽 


一八 八 

に 八 千の 寺院 ー齊に 起ちて 御 追悼の 法會を 嚴修し 梵唄 今や 
潮の 如く 起り、 香烟 方に 雲の 如く 繞り. て 至 心 專念唯 報恩 追 
慕の 淚滂沱 たる もの あり。 

而も 大に 先帝 陛下の 遺烈 を稱揚 し餘德 を發 揮し 以て 思 
慕の 丹心を 致さむ とす、 宜く 永遠に 紀念の 誠を 留む るの 道 
を 取る を 要す、 風敎の 振作、 文運の 恢興斯 の 如くして 國家 
に 貢獻し 報效の 忠誠を 表する ことを 得む 世の 縉紳 識者の 言 
議 する 所 其 精神 謂 ふに 實に茲 にあり。 

記者は 是に 於て 謹で 闔宗に 白す 

冀くば 紀念會 堂を 帝都に 建立せ ょ 
是闔宗 の 忠誠を 表し、 至 仁 至德を 永遠に 紀念し 奉る 最適の 
方法に あらす や。  (大正 元、 八) 

◊各 宗先づ 人物を 獲ょ 

各 宗當事 者は、 今や 奮起 免囚 保護の 實 際に 當ら むとし、 
其 態度 着 實眞摯 有終の 美を 期す る ものに 似たり、 是確に 大 
正 新 敎界の 慶事た るを 失は す、 吾宗當 局が この 各 宗協會 の 
經營 につき、 終始 奔走、 力む る所少 から ざり しは 闔宗の 等 


餘 りに 怠慢 無能なる に憾な き 能は す。 

嗚呼 此 秋、 此秋 實に傳 道の 好機 也、 此 好機に 當 りて 今の 
傳 道家に 切實の 修養と 讀 書と 研究と 工夫と を 勸む。 

. (大正 元、 1〇) 

◊歲 末と 佛敎 行事 

宗敎 史家 考古學 者の 硏究 する 所に 聞く に、 夫の 三 四月の 
交に 行は る/' 基督 復活祭、 及び 此 月末に 來るべ き 降誕 祭は 
總て古ゲルマン族の祭神の古式を轉化したるものにして、 
古代 傳道 者が 換骨奪胎の 手腕の 非凡なる を 窺 ふべき もの あ 
り、 大神ウ オ タンの 敬畏 、女神 ホルダの 渴 仰は 十字架の 出 
現と共に跪くも根絕したりと雖、降生樹や迎春の祭典や、 
各種の 祭式 行事は 尙 千年 已 前の 古風 昔 俗を 留めて 民俗の 習 
慣は牢 とし 拔く ベから ざるを 示す、 而 して 之れ を 轉用利 導 
したる 古代 基教の 諸 聖は其 善 巧 方便の 偉力、 吾兩部 神道の 
融會に も 比すべく 善 權の妙 術、 東西 一揆と 賛す べき 也。 

ニ 千 五 百年の 古 邦、 風俗の 酵美を 以て 誇る 吾國に 、典雅 
優美の 祭式 行事 多き は 固より 其 所、 曲亭の 俳諧 歳時記を 繙 

布敎家に寄す、歲末と佛敎行事 


きて 季題を 閱 しても、 春夏秋冬、 季 として 祭な きは なく、 
祭と して 趣 深く 優雅なら ざるは なし、 古代の 碩德 高僧は 多 
く 之を 利用して 敎 化を 捲け り、 否單に 之を 利用した るの み 
ならす、 又實に 民情 風俗の 機微を 察して 新 祭式を 起し 新 行 
事を 定め、 能く 國民の 趣味に 投合して、 攝 化の 善 巧 至れり 
盡せ るを 見る、 而 して 此善巧 方便は 鎌倉時代 勃興の 新宗敎 
に 於て 特に 著しき を 認む。 

近く 之を 例せ む、 楓葉 霜に 飽きて 晚秋盡 き、 天地 肅 殺、 
人心 自ら 省察の 念を 生じ 來る 今日、 見ょ、 黃 葉紅蘿 錦の 如 
き 山寺に# 式 あり、 霜 風 幕を 動かす 町 寺に 報恩 講あ り、 十 
•夜 あり、 晩秋と 宗敎 、霜 白き 晨 、報恩 講の熱 粥に 感謝の念 
を 高め、 落葉 繽紛 たる 夕、 十 夜の 鐘に 虔 信の 情を 養 ひ 來れ 
る 吾等が 古代 聖者の 活眼 靈腕 何ぞ夫 深く して 且つ 至れる 
や。 

泰西の 趣味 風尙 、漸く 吾國 に津染 する に隨 ひ、 クリス マ 
スも亦 年中行事の 一として、 歲 々年々 其 盛大を 增す觀 あら 
むと す、 古代 支那 文明 傳播の 時代に ありて、 滔 々として 支 
那の祭事を迎へて之を消化融舍し 乞巧典に七夕祭の優雅 
を 始めた る吾國 民が 今や 泰西に 於て 漸次 敎會 性を 攞 E して 
無 邪氣の 家庭 祭と々 り 來れる クリスマス 淸 新の 趣味を 感じ 

一九 一 
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◊布 敎 家に 寄す 

城 柳 宮槐搖 落し 去り、 金 風蕭瑟 として 白露 袂に滿 つる 時 
人心 自ら 端肅 にして、 反省の 念、 深 痛の 思 座ろ に 生す、 矧 
む や 諒闇に ぁりて 人情の 虔 誠摯實 自ら 他 時と 異に、 悲 秋に 
對す るの 意 特に 痛切 深刻を 覺ゅ るを や、 方に 是道を 傳へ法 
を說 くの 好 時機 敎 壇に 立つ もの 奮勵 努力すべき 實に此 秋の 
如く 急なる は ぁら じ。 

各 宗派 亦此 好機を 洞見した るか、 或は 布敎師 大會を 開き 
或は 傳道 會議を 催し 此 千載一遇の 好機を 逸せざる に 力む る 
が 如く、 吾 宗の傳 道家 亦漸に 動きて 馬に 株 ひ糧 を貯 へて 大 
に 軍容を 新に する の狀ぁ り、 大正 新 秋の 敎界蓋 多少の 慶賀 
なきにあらす。 

.而も 近時 所謂 布敎 家の 爲す 所を 見、 其說く 所を 聞く に 其 
修養に 於ても 技術に 於ても 實に 一層の 勉强を 要すべき もの 
比々 として 槪是な るの 觀あ り、 彼等 談す る所迂 腐に あら ざ 
れば 空疎、 輕薄 にあら ざれば 無學 、摯實 、痛切、 淸 新の 感 
を 惹 くもの 甚 希に 現代人 心の 肺腑に 觸れ 、社會 精神の 飢渴 
に 應する もの 寥々 晨 星も啻 ならず、 此の 如くして 道を 說き 


一九 〇 

法を 傳ふ 、其傳 ふる 百萬囘 にして、 說 くこと 塵沙界 に亘る 
も 以て 人心を 指導し 世 道を 開拓す るに 寸效な きを 如何せ 
む。 

傳 道家の 衰弊 此の 如く 甚 しく、 敎 壇の 權威微 々として 振 
はざる もの 蓋し 形式主義 及 口舌 布敎の 病毒 膏肓に 入れる に 
依る と雖 、亦敎 家が 敎 化の 方法、 技術に 於て 毫も 硏究 する 
所な く、 現代の 思想 感情、 傾向 嗜好に 就きて 殆ど 無智なる 
もの 其 弊 源たら ざるを 得す、 敎材を 精選す るの 苦心、 對機 
を 洞察す るの 要意甚 力む るな く 徒らに 舊套を 墨 株し 一時を 
糊塗す る もの 實に 是傳道 無力の 至大 病 源 也。 

記者 時々 街頭を 步し 電車に 乘 り、 現代 商店の 廣吿に 苦心 
する を 目撃し、 謂ら く 現時敎 壇の 士に して 若 此等廣 吿に要 
する 苦心の 十分の一 ニ 之 あらしめば 卽敎 壇の 生氣に 充ち淸 
新の 趣を 生す る必ら 中 別 樣の觀 あるべき かと、 現 時の 廣吿 

— 之を 歐米に 比すれば 尙 幼稚と する も が 意匠の 巧妙 

文 宇の 精練、 其 苦心の 決して 尋常一様に あらざる を 見、 新 
聞 誌を 利用す る賣藥 化粧品の 如き ものを 薦むる 方法が 常に 
慘擔の 苦心ょり 得來れ るを 讀 み、 其 世の 視聽 を惹き 人情の 
弱 點に乘 する の 術を 解す るを 思 ふ 時、 現 時布敎 家の 活きた 
る 人世に 對 する 研究と 苦心が 彼等 市井の 商店に 比して すら 


X X X X 

西 園寺內 閣僵れ て後繼 未だ 定まらす、 政論 紛々 或は 官僚 
政治の 橫暴 軍人 主義の 跋扈を 憤り、 或は 政友內 閣の 不謹不 
忠實を 罵る、 而も 一切の 黨 派爭權 、感情、 陰謀 等の 政治的 
云々 を 除去して 之を 達 觀せば 要するに 積極 主義と 消極 主義 
の 衝突の み、 事業と 經濟 との 喧嘩の み、 體面權 威と 生活 問 
題との 撞着の み、 大正の 國 民は 今や 此 苦しき ジレンマを 渾 
ての 方面に 於て 切拔け ざる 可らざる 苦境に 立てり、 奮は ざ 
る 可む や。 務めざる 可む や。 

大正 國民が 煩悶し つ/' ある 旋渦の 中に、 見ょ、 吾が 宗門 
も 大勢に 囘轉 せられて 大 撞着 大 衝突の 時期に 刻々 近くを、 
嗚乎 見ょ、 現在 宗門の 經濟狀 態 果して 如何、 宗門が 物質的 
の 生活力 今 果して 如何、 而 して 今 雲の 如に 起らん とする 事 
業、 宗門 體 面の 爲 に經營 すべき 施設を 見す や、 憂宗 の士、 
此 痛切なる 衝突の 苦味を 今 夫 如何に 味 はんとす る。 

大晦日 來 らんと す、 此 大晦日は 或は 快く 通過し 得む、 而 
も國 民の 上、 特に 吾 宗門の 上に 遠から す 落ち 來るべ き 恐る 
べき 大晦日を 夫 如何に 通過せ むと する、 憂 宗の士 西 園寺內 
閣の 崩壤に 鑑み 少しく 警策 せす や。 

(大正 元、 Ml) 

人事 匇忙 、元老を 論ず 


◊元老を 論ず 

新しき 內閣は 元老 諸 公 連日の 會議 幸に も 小 田 原に 流れす 
肝 煎の 效能 漸くに 現 はれた る もの か 今や 彌蓋 明きと いふ 段 
取に迄進みたり、由來桂公の再起は西園寺內閣の崩壤と同 
時に、早晚必らす之ぁるべき運命なるを早く旣に觀识した 
る 怜悧兒 すら ぁり、 多少 政界の 雲 行に 通す る 者は 十の 八 九 
大體其と目星を付けたる程なりしに、是すら元老連の相談 
を 通過せ ず 其 允可 裏書の 形式なくて は 手 も 足 も 出で ざる こ 
とを明に示したり、何事にも新しきを好み、女房と疊とい 
ふ 諺は 愚、 苟 くも 物と いふ 物 新しから すん ば 承知せ ざる 吾 
國民 も、 いざ 鎌 倉と いふ 曉は舊 の又舊 大著の 元老を 擔ぎ出 
し 其 厄介に なら ざれば 到底 致 方な きを 今 囘 の政變 にて 自白 
したり、元老の勢カ今更ながら恐れ入る外なし。 

元老 連の 勢力 權能 右の 如くに 廣大な るは 泰西 諸國に 殆ど 
類例な し、 我國の 元老は 其 忠君 愛國の 精神 老て益 盛な りと 
賛す べき か、 國家が 元老 優遇の 有難 さに 吾國 特別の 情 合 ぁ 
りと 申すべき か、 或は 大正の 今日 新進の 人々 が 甚意氣 地な 
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之を 歡迎 せむ とする は 寧ろ 怪むに 足らす、 乃ち 怪むに 足ら 
中と 雖 も佛敎 徒は 此 最近の 民俗 風潮に 對し 何等 思慮す る 所 
なくして 可. ^ る 力 や 否や。 

十ニ月の行事祭式、古來少きにあらす、成道忌といひ佛 
名會 とい ひ 日く 針供養、 日く 追儺、 之に 新 要求の 趣味と 形 
式と を 加へ 時代 化して 敎 化に 資せ ば 其 人心に 投す る必す し 
も舶來 物の 下に あら' ざるべし、 傳 道家は 宜く 此等舊 行事の 
轉用利 導に つきて 常に 一隻の 眼光を 有せざる ベから す、 是 
目下 切實に 必要 也。 

『古壺 に 新酒』 とい ふ ストラゥスの 言は 教理 發展の 上の み 
ならす、 實際傳 道 上 實に善 巧 方便の 最上 乘なら む。 

(大正 元、 十二) 

◊人事 匇忙  (歳末 感) 

森 蘭 丸 信 長の 陣にあ り、 短兵急 鋒 相 接し、 叱 地 暗 啞戰方 
に闌な ると き 其 文書を 草す る や、 謹嚴 の正楷 ー點苟 くもせ 
す 人其大 緩を 責めて 急に 處す る當を 得ざる を 以てす、 蘭 丸 
日く 急 促の 時、 至 迫の 際、 卽是最 重 最大の 事 決す、 豈夫愼 
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重に 愼重を 加へ、 ざるべ けむ やと、 蘭 丸の 性格に 於て は吾悉 
く 其 愛すべきを 知らす、 而も 此語に 就て は每に 津 々の 妙味 
を感す 、特に 歲晚に 於て 切に 其 妙の 甚 しきを 見る、 大匆忙 
の 中 實に大 閑の 工夫を 要し、 大塵大 俗の 時 眞に大 起 脫の精 
神甚 必要 也。 

歲華 推し 移りて 人々 匆忙を 極め、 市井 織る か 如く、 門 巷 
鼎 沸の狀 あり 此匆 々忙 々の 中、 省察 生じ 慚愧 起り、 感奮 發 
す、 之に 相反す る ものは 自暴自棄の 慘あ り、 屈伏 挫折の 恥 
あり、 甚 しきに 至りて は桎措 の 罪に 陷り 或は 自ら 身を 滅す 
の悲を 見る、 歲 晚は是 人生の 最眞 面目なる 時 ロング フ H a 
ォの 歌へ る 如く 一生を 一場の 戰鬪 とせば、 歲 晚は是 危急 存 
亡の瀨 戶際 にあら 中 や、 此眞劍 勝負の 處卽宗 敎の最 必要な 
る 時 也、 傳道 者は 此 際に 處 して 深く 自ら 修養す ると 共に 亦 
此 人生の 大 活劇に 對 し、 機微に 觸 る、 攝 化の 善 巧を 忘れ ざ 
れ。 

終日 計算と 數 字と に勞し 、奔走と 算段と に 疲れ、 殘燈に 
大息し 寒裟に 困 臥す る 時、 一枚の トラ タト あり 一冊の 傳道 
書 あつて 力と 慰と 反省と を 與へ ば卽 如何、 教化の 妙は 實に 
此にあり、寺院たるもの願くば歲晚品物を檀信徒に贈ると 
共に 切に 此傳 道の 重要 時期を 逸する 勿らん ことを。 


喝破せ b。 

オィケンの 此著ほ 三門ょり 成る、 第一は 問題の 整理に し 
て、 先づ 基督 敎の 現在と 將來 との 實狀を 觀 察し、 次で 近代 
に 於て 基督 敎と 衝突すべき もの 何なる やを 列擧 し、 最後に 
基督 敎滅 亡に 對する 推着點 を、 世界に 於け る 同敎の 位置 人 
類の 輿望 及勞 働の 內的 性質の 三面ょり 論究して、 整々 堂々 
論陣を 進めの 第二 門に 入る、 解答の 根基と して 新生 命の 具 
象と 宗教 的應 用との 兩側を 痛論し 第三 門に 来り、 基督教の 
改新 的 可能性を 說 き、 成立 敎會 中に 於て は此 改革 不可能な 
るに 絕 望し、 最後に 新 基督 敎 興起の 避くべからざる 要求を 
述べて 卷を 終れり。 

豈ひ とり 基督教の みと 云 はんや、 『吾々 は 尙佛敎 徒たり 
得る か』、 是れ實 に 現在 日本の 大 問題に あらす や、 而して 
此大 問題が 燎 原の 火、 奔流の 勢を 以て 思想界に 流 注し 來る 
時、 佛敎 の各宗 各派は 高く 其 門 壇を 築きて 絕 えて 壇 外の 大 
勢に 通ぜす 區 々の 形式を 云々 し 煩 鎖の 愚 階級 無益の 繁文縟 
ft に 拘々 焉 として 痩 心 腐心、 維れ 日 も 足ら ざらん とす、 而 
して 國 民は 『吾々 は 尙佛敎 徒たり 得る か』 と呼號 しつ、 あ 
るを 知らざる なり。  (大正 ニ、 一、) 

吾々 は尙 佛敎 徒たり 得る か、 一宗 公僕 主義の 實行 


◊一宗 公僕 主 萎の 實行 

「宇都 宮新執 綱に 望む」、 如何に 沈着 保守の 人な りと 雖、 
ーたび新たなる地位を占むる時は、何か目先の變りたるー 
仕事を と 云 ふが、 普通の 人情な り、 望月 前 執 綱が 種々 制規 
の 更正を 實 行した るは、 勿論 世 運の 進歩に 適應 すると 云 ふ 
大方 針に 出で /: る ものなら むが、 其 一面は 確かに 亦此 人情 
の 露 現な b とも 思は る S。 そは 兎 も あれ、 新舊 執務 者交迭 
の 際には、 尤も 人氣に 投じて 新 事業 新 計畫が 施設 さるべき 
好機 會 にして、 或點 ょり 見れば 此の 新しき 仕事を 缺く とき 
は 代り合 ひて 代り 榮も 致さ、 ざる 感な きに 非ら す、 宇都 宮師 
今や 初 袷 快ょ く 新 執 綱の 椅子に 倚る、 定めし 種々 新 經營の 
腹案あるべく、ー宗もまた種々の新注文を持ち出すは必定 
謂 ふに 代り 榮の ある 何等かの 新 事業が 遠から す 實 現せら る 
V きこと と 信す る。 

就て は 記者 も此 代り 目に 當 りて 極めて 簡單な る 希望を 開 
陳 する の榮に 預 りた し、 手早く 申さ ば 別義 にも あらす、 宗 
局 執務の 實際 をして、 力めて 簡捷輕 易なら しめ、 親切 利便 
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きを 憤慨すべき か、 元老の 厄介になる が 有用なる か、 利害 
得失 是非の 議論は 且く 措き、 人生に て 云へ ば 旣に是 十二月 
大晦日に 程 もな き 年輩の 元老が 國家 最高の 顧問 最後の 救世 
主として 兎に角 盛に 奔走す るを 見て、 此歲 晚に對 する 時、 
別樣の 面白味を 感ぜざる 能は す。 

政界 元老の 活躍 右の 如くなる に 比し 敎界 各宗の 元老 如何 
と 見る に、 是は又 其 凋落 衰廢 の狀 見る も 氣の毒 の有樣 也、 
講壇の 元老は 田舎 廻りを 專業 とし 絕 へて 中央の 講壇に 氣焰 
を 揚げす、 學界の 元老は 修養 講話 や 御說敎 に隱れ て、 新硏 
究など 發 表する 勇氣 全く 零と なり、 新進の 指導、 問題の 中 
心な どは 思 ひも ょらず、 元來な れば 政治 杯と いふ 方面には 
老人は 邪魔者と な b 甚 厄介なる 虞 ぁれ ども、 法臘を 貴び！ UK 
老を 重す る 宗敎界 には、 元老 生存の 權利 確なる 害な り、 然 
るに 現在の 所、 全然 反對な るは 甚 奇怪なら す や。 

敎界の 元老に 二種 ぁり。 其 一種は 本山の 奧 深き 處に 祭り. 
込まれ、 金 緋の木 偶と して 活社 會と沒 交渉に 活 感化の 全く 
之な き 長老 連、 他の 一類は 姥捨山 同檬 生ながら 敎界の 一隅 
に 葬り去られて 全然 生存の 意義を 失した る 老朽 連 也、 祭り 
上げら る、 もの、 捨てら る、 もの 無能 暗愚に して、 捨 つる 
者 祭り込む 者 冷酷 狡猾なる か、 抑 其 凋落 衰廢の 原因 如何に 
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就きて は 種々 議論 あるべ し、 乍 去 昔時 學 林の 小僧に して、 
偶には 禁足 や 停學も 命ぜられ しこと すら ある 御 連中が 今や 
時め きて 橫行 濶步團 子の 丈比べに 役に も 立たざる 喧嘩 沙汰 
を演す るに 當り 、當 時の 先生たり し 人々 袖 手傍觀 之れ を 如 
何ともす る 能は す、 小言 も脫も 利かす と ありて は、 今更な 
が甚敷賴母子からぬこと、いふべし、橫暴の振舞などあり 
ては 迷惑 千 萬な れど も、 苟 くも 一宗の 敎長 とも あるべき も 
のは 時には イ H ス イット や 救世 車の 大將軍 位の 實際的 貫目 
と 威力と か 欲しき ものに あらす や。 

世は 師走の 霜枯時 也。 霜枯の 寂しき は 現 時の 敎界に .あら 
す や、 行誡 上人 もな く 日 薩和尙 も あらす、 韶舜和 尙も存 せ 
ざる 元老 凋落の 敎界は 嗚呼 實に 寂寞た る 哉。 (大正 元、 一二〕 

◊吾々は尙佛敎徒たり得るか 

世界 學 壇の 泰斗に して H 1 ナの 小天地に 天下の 耳目を 集 
中せしめ、旦贺思想界のー大巖石たるルードルフ、ォイケ 
ン は去歲 ー小册 子を 出したり、 題して 『吾々 は尙 基督教 徒 
?: り 得る か』 と 云 ふ、 題目 旣に 現在の 最大 問題を 遺憾な く 


る 手腕に 信賴 し、 其 平民主義、 公僕 主義、 實行の 手初めに 
先づ比 己 3撣なき無禮なるー文を寬假せられんことを费願し 
て 置く。  (大正 一一、 五 


◊小 林 芳次郞 君の 「念 佛々 


高 輪 淑女 學 校長 小 林 芳次郞 君は 西本願寺の 篤信 者 也 其 
經 零る 所の 學 校は 同氏 大信大 行の 現は るる 所、 敎習 にも 
管理に も、 渾 て念佛 主義を 藝 とし、 敎 室に 佛 壇を 奉安し 
て敎 科の 傍、 勤行 式を 課す、 眞に都 門 女 學界の 異彩 也 d 
林 氏は 此の 如くして 同校 經營に 力む る 十數 年、 校 甚大なら 
す、 出す 所の 卒業生 多 から すと 雖 、出す 所は 悉く 純 信貞礙 
ょく家を治むるの淑女、复然として紛れ仁る世間女學と别 
趣を 具 ふ。 

小 林 氏は 此の 如くして 勤勉 篤行の 敎育 家な り、 而も 氏の 
裝牢の 信念は 至る 處に發 して、 其 親切の 情。 報恩の 誠は自 
ら 人を 動 4 すに f もの あり、 氏が 苦心の 『念 佛仁ば こ』 の 
机き 確かに 其 I 例と なるべし。  、 

小 林 氏は 遍く其 知人 友好を 說 きて 銳意卷 煙草の 喫 餘殘片 

小 林 芳次郞 君の 「念 佛 たばこ」 


を 集め、 空しく 吐月峯 中に 委し 塵芥に 歸 すべき ものを 救 ふ 
て、 之を 一 箱に 集積せ しめ 月々 使丁を 遣して 之を 受く而 
して 此請 ひ來れ る 幾 百 幾千の 殘片を 氏は 夫人と 共に 親しく 
丁寧に 整理し、 其 紙を 解き 不潔を 除き 燼灰を 捨て 眞に 殘餘 
の 草の みとりて、 且つ 淨め 且つ 乾かして、 之を 煙管 用の 煙 
草に 再製し、 凡そ 二三 十 服の 度を 以て  一^ T 紙 包に 收 >し ル 
の 如き 紙 包 墨 ニ 5 、其 原料の 如きは 蓋し 幾千 片の讀 
を委 する を 知らす、 其 苦心と 努力は 眞に 尋常 ー樣の ものに 
あらざる 也。 

小沐交 曼ょ „ 此 苦心の 再製 煙草に 名す るに 『念 佛 f: ば こ』 の 
薄を 以てす、 蓋し 一服の 間も佛 恩を 念すべき の 深意 也、 而 
して 此 貴き 名は 氏が 愛育の 女生の 鐵手 にょりて 小包 每に筆 
瀆 鮮かに 題せられ、 遍く 下屬の 同胞、 煙草を 得. るの 便 乏し 
き 人々 に 施與 せらる、 東 本願 寺經營 の無料宿泊 ^- 0 女きは 
其恩澤を被むる實に大に之に由りて、大いに信念と 1. 安と 
を得仁り。 

小 味 交 長は 吾 宗に勞 働 共濟會 ぁるを 聞き、 實に百 數十包 
の 『念 佛 たばこ』 を惠 み、 旣 にして 百、 旣 にして 二百、 今や 
第三 囘の 施與 i したり、 舍內— 働 者は 此好 施に 多大の 
慰安と 喜惊 とを 得、 封 中 線絲の 煙草に も、 自ら 着實 "勤儉 
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ならしめ、 所謂 お 役所 風 御 役人 臭味を 全然 撤廢 せんこと を 
希望す るに 過ぎす、 卽ち 飽く迄も 一宗の 公僕と して 宗務 屋 
の 番頭ぞ と 云ふ觀 念を 以て 文明 流の 平民主義を 實 行せられ 
たきこと 是な り。 

警察の コラ^^が モシ^^に 改まり、 命令と 階級が 生命 
なりし 軍隊に 於て すら、 今は 國民的 家族 主義が 教育の 大方 
針と なりし 現代なら ば、 勿論 少しく 大勢に 通す る 常識の 人 
ならむ には、 愚 にもつかぬ 階級 や、 要 もな き繁 文縟禮 にも 
拘 々として 4 天地の 中に お 山の 大將 然と 威張り散らす 馬鹿 
々々しさは、 之を 敢て する お 芽出度 人 も ぁらざる べし、 宇 
都宮師 は 老練 熟達、 世故に 長け、 人事に 通じ、 圓滿 着實の 
人な れば 、必ら す や 京都 邊の 某々 派に 毒禍 を流釀 しつつ ぁ 
る 夫の 階級產 や、 役人根性の 弊害を 確かに 認められ たる 
なるべく、 將叉 此の 如く 愚なる 階級 主義が 最早 時代 後れの 
殘物にして敎霞發展の爲に至大の障礙となることは其實祭 
の經驗 ょりも 御 承知の ことなる べしと 確信す、 而 して 新 ^ 
綱が 此 平民主義、 公僕 主義の 實 行は 難 かしき 經綸 論の 御說 
明 や複雜 巧妙なる 畫策 經營な どよりも、 實際 上、 宗門の 發 
展に 如何許り 慶福を 齎らす や 計るべからざる なり。 

尙 、此 問題に 關しー 言 致し 置きた きは、 今期の 宗會を 通 
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過した る 夫の 七面倒なる 職制 や 俸給 例の 事 f 4 、 此 等は 
成程 宗門 統治の 必要 上、 秩序 系統を 重す る點 より 設けられ 
たる 樣に 見え、 ー應は 相當の 理由な きに あらす、 又 さして 
有害 不都合と 云 ふ 程の ものに あらす、 さり J1L ら若 大勢 ヒ、 
敎學 の發展 より 見れば、 先に 如何 樣にて も 可なる 底の 代 勿 
記者の 如き 提案 當時 多少 諷_ を 漏らした るも强 いて 反對す 
る 程の 價 値すら 認めむ、 其 儘と なし 置きた る 位なる が、 土 
等の 制規 とても 若 不幸に も 事理を 解せ ざる 沒分曉 漢の手 こ 
惡使 濫用せられ ん には、 必—や 忌むべき 階級 主義を 馴致 
し、 御 役所 流義 役人根性を 益々 增長 せしめ、 ピユー P 丨ク 
ラシ ー の 害毒堪 ゆる 能は ざるに 至る 虞れ なきに 非す、 然る 
に 幸に も 宇都 宮新執 綱の 老練なる 手心と 熟達の 取扱に より 
^ 職沏も巧みに活用せられ、さしたる弊害なく辟事に其 # 
項の 實行を 見る に 至るべき か 又 かの 俸給 例の 如き も 或は 單 
に 宗務 机上の 空算に 出て 實際 上には 尙 幾多の 研究を 要する 
餘地あ る やぅに も 見受けられ、 杓子定規に 之を 何れの 方面 
にも 運用 するとき は、 隨分 不都合 不合理の 滑稽を 演出す る 
なきに あらす、 これ もまた 新 執 綱が 老練 熟達の 手心と 圓滿 
周 至の 取扱と を 必要と する ものなら む。 是れに 就きて よ、 

尙 少しく 議論 も あれ ど、 序でに 一言して 新 執 綱の ft り榮あ 


へ 大正 ニ、 九) 

◊宇井、 神 林、 池 田 三 氏を 送る 

現 時 佛敎界 の 通弊、 浩嘆 に堪 へざる もの あり、 流 毒暴融 
法 運の塑 塞を 來 すの 慘 、豈云 ふに 忍びん や、 其 禍根 弊害を 
直し 來るに 一にして 足らす と雖 、輕 薄利 ロの 俗才を 重んじ 
力 筆 薄 書の 小材を 尙び 、無 學無識 の守錢 奴を 高し とし、 學 
問の 尊嚴を 忘却し、 學者を 輕侮 冷遇す るに 至らざる なき、 
實に其 主因の 一たら すん ば あらす、 精透牢 記の 識見 世を 指 
導するに足るなく、重厚の風、證嚴の德、地を掃ひ鄙陋粗 
矛 の 俗滔 々として 群を 爲す もの、 之に 基因す。 ILL 際 洞 の\ 于 
井 伯壽師 、眞言の 神 林 隆淨師 、天台の 池 田 澄 達師、 梵學硏 
究の爲 に 船を 同ぅ して 渡 歐の途 に 上らん とす。 盛ん、 此の 
如きは 賞に 空前の 事、 獨り 帝國の 文運に 光彩を 添 ゆるの み 
ならす、 萎靡 沈滯 せる 吾が 東洋 學の爲 に 奮起を 促す のみな 
らす 、亦 佛敎界 の 通弊を 覺酲 する の快擧 として、 人 意を 强 
うする に 足る 0 

宇井 文 學士は チュウ ビン ケン 大學 に懸籍 し、 ガルべ 先生 
乃木將 軍の 一週 年を 迎 へて 


の 指導を 受けむ とす、 先生が 印度 哲學の 造詣 深遠なる は學 
界 定評 あり、 特に 數論哲 學硏究 に 於て は獨 壇の 名家 印度に 
遊ぶ こと 長く して 爛燦 た る 筆力 亦獨 逸文 壇の 雄な り、 宇井 
師超邁 の識カ 印度哲 學の 硏究漸 やく 蔗を嚙 むの 境に 入る、 
今や 詩聖 ゥ ー ランドの 倘祥 吟哦 せる 風光 絕 佳の 地に 於て 曠 
世の 碩學に 師事す、 其 後來の 見るべき 眞に健 羨すべき 哉。 

ラインの 長江、. 岸 兩畫 くが 如き 明媚の 山 丘を 通じて 蕩々 
の淸 波、 陸嵯奇 石と 相 映す る 所、 ボン 大學 あり、 敎授 ヘル 
マン ャコブ 印度 史詩 及 ジャイ ナ 聖典 研究の 白眉と して 學界 
の雄鎭 たり、 是吾が 池 田 文學士 が大 史詩 摩波羅 と佛敎 との 
關係を 闡明 せむ が 爲に 赴くべき 所に あらす や、 往け 男子 
ラインの 長江、 飛 龍 岩の 奇勝、 豈 ひとり 獨 逸人の 爲に 美な 
らむ や。 

和 蘭は 近世 文明の 先輩 也、 英獨 未だ 雄飛せ ざり し 時、 露 
米の 崛起 せ、 ざり し 前、 和 蘭は 雄 邦 中の 覇を 以て 居れり、 ラ 
イデ ン大學 は 此和蘭 全盛時代の 記念 學府 也、 瓜挂 、錫歷 ハ 
他諸國ょり蒐集し |: る幾千幾萬の佛像佛具の_は龙然とし 
て 大學の 研究室に 滿て り、 敎授 スバ イエ ル、 此大學 に 在り 
撰 集 百 緣經梵 本の 出版者と して 幾多 佛敎 に關 する 名論 文の 
稿者として聲名ー世に高く、眞に大學者ケルヌの嫡脈たる 

九九 


宇井、 神 林、 池 田 三 氏を 送る 


警世 時^ 一一 日 

忍耐、 努力、 親切 等の 偉大なる を 感じ、 一服の 『念怫 たば 
こ』 は 各 師碩學 の 訓話に 十倍す るの 功 あるが 如く、 敎界に 
定評 ある 小 林 校長の 信仰と 德 行に 對 しては 今 之を 品評せ す 
唯、 記者は 此 『念 佛たば こ』 の 一事が、 大に吾 宗教 徒の 痛誡 
たり 警策 たるを 示め さんと 欲する のみ、 敢て 當路と 云は す 
敢て 本山と 云は す、 敢て 一般 寺院と 言は す、 今の 宗門は 
『念佛 r: ば こ』 が 訟 する 處 の着實 と勤儉 とを 缺かす や、 親切 
と 熱心と を缺 かす や、 忍耐と 丹精と 勤勉と を缺 かす や、 事 
務の 敏活 布 敎の皇 張、 學 事の 刷新、 大に 其聲あ りて、 其 
實甚だ 擧らす 、財政の 整理、 本山の 再建、 大に 進むべく し 
て 其 進めむ との 色 ある 吾宗は 或は 趨 りて 小 林校艮 の 門に 到 
りて、 一服の 『念 佛 た ば こ』 を 乞 ひ、 且 喫する の 要 あらざる 
か、 如何。  (大正 ニ、 八) 

◊乃 木將 軍の 一週 年を 迎 へて 

國 民は 乃木將 軍の 一週 年祭を 修 して 忠烈の 氣 、千古に 日 
星を 貫く を 仰ぐ 時、 其 殉死の 意. 義が益 深く して、 更に 新な 
るを 痛切に 感じた るなる べし。 


一大 八 

國 民は 漸く 沒我 奉公の 精神を 喪失 せんと 欲す、 將 軍の 死 
は 之を 鞭韃せ んが爲 なりき、 而 して 將 軍の 死後、 醜陋な る 
個人主義の 横行 彼が 如し、 文 臣の錢 を 愛し、 武臣の 命を 愛 
する 彼 か 如し、 外交の 振は ざる 此弊根 あれば なり、 文敎の 
擧ら •ざる 此弊根 あれば なり、 將 軍の 一週 年を 迎 へて、 豈醉 
限の 感慨な かむ や。 

國 民は 職責 嚴守 の德を 缺かん とする や 久し、 將軍の 死は 
之を 覺醒 せんが 爲な りき、 而も 朝と な 

/\  野と なく、 昭代の 
聖恩に 答へ て、 其 職責を 嚴守 する もの 幾人 ぞ、 國民が 將軍 
を 思 ふ もの、 夫 家 食 ふして 良妻の 思 ふの 比なら む や。 

國民は 奢侈 矯飾 自ら 守る 所な くして、 輕佻 浮薄 國重 の衰 
亡を 意と せ ざら むと す、 將 軍の 死は 之を 打擊 する が 爲なり 
き。 而も 將軍 墓畔 香煙 徒らに 濛 々として、 勤儉 質素の 風、 
地を 掃 はんとす、 嗚呼、 此時 誰か 將 軍の 遺德に 痛切の 囘想 
なきもの ぞ 0 

國民は 共 濟共勵 の 精神に 乖 きて、 階級 閥鬩の 思想を 長に 
他人を 排 しても 尙 自ら 厚き に 就き 功に 居らむ とす、 將 軍の 
死は 實に此 等 萬 骨を 靡亂 して、 ー將の 功に 傲る の 輩を 調伏 
する 爲な りき、 而も 滿朝滿 野、 今や 多くは 自ら 功に 傲り 安 
に 居る の 人、 天下の 將軍を 慕 ふ もの 豈禺爾 ならむ や。 


名物たり、 之に 撤退を 逼る •か 如きは、 自ら 公園の 衰頹を 招 
く 所以の み 

公園 設備の 完全は 實に 可な り、而も記者は風敎を毀つ 0 
シヤン ジ H リゼ ー を 欲せ -す、 歷史を 無視す るの チ ー ガル テ 
ンを好ます、徒らに享樂優遊の爲に市民の淸凉境となり、 
現に 偉大の 慰安を 與へつつある淨域を汚漬するを遺ばとす 
嗚呼、前將軍去りて未だ三十五日の忌をだに迎ぇす、而も 
市政 者は 德川氏 重大の 恩を 忘れて、 其 祖先 崇敎の 記念 道場 
に！ I； 迫を 加 ふる 如きは、 元大 江戸の 市民と して 德義 上、 大 
に慚愧 すべ  く 此 忘恩の 愚擧が 敎育 上の 惡 影響、 夫 如何 ぞ や. 
市政者ょ、希くば芝公園をして忘恩違萎の惡遊園 ?: らしむ 
る 勿れ。 

而も 此 稿を 草して、 犬に 山內の 寺院 諸師に 警吿す 諸師希 
くは、 其 寺院 學寮 をして 必らす 東 照 神 君興學 護法の 大 精神 
に副ふものたらしめょ。公園內に有利の地を占むる諸師は、 
青年 寄宿舎、 兵士の 家、 圖書館 少年少女 集會 場の 如き、 
幾多の 文明 的 設備を 設けて、 大いに 寺院を 利用し、 模範的 
に 市民に 道場の 威嚴を 示め す 便 あらす や、 而も 今の 諸師、 
果して 市民の 欲する 所、 識者の 希望す る 處に副 ふや 否や、 
市政 者が 山內 寺院を M 迫す る 固より 暴 也、 而も 此壓 迫を 招 

f 上 寺山內 寺院の 活用に 就て、 江 原素 六 氏に 言 ふ 


くは、 或は 又 其 罪を 諸師 に歸 せざる を 得ざる 遺憾 あるを 思 
ふ。 諸師 希く は 此際 深く 反省 三思せ ょ。  (大正 ニ、 一一) 

◊江 原素 六 氏に 言 ふ 

江 原素 六 氏、 怫敎徒 談話 會が 米國 大統領に 致せし 大會電 
報の 中 『僻見を 袪 る』 文字 あるを 忌み、 之を 責む るが 如し、 
君子 人の 言 也、 而も 想へ、 夫の 黄禍 論 や 排日 運動 や、 之を 
僻見ょり 來らす とする の 理由 あ b や、 敎 家は 必らす しも 辭 
令巧妙の外交家たるを要せす、事實を事實として眞摯に誠 
直に 諫曉 せる 夫 可なら す や、 基督 敎に 於け る プロ テス タン 
ド (反抗 敎) の 意味 も 一面なら す や、 極端に 例を とら ば、 メ 
リ ー 女王を 痛責 せる ノックス、 羅馬 法王を 罵倒せ る ル，- テ 
ル、 北條 氏に 逼れる 日蓮、 慈眼 愛 騰の士 、亦 時に 此事あ る 
にあらすや。吾人は償善にして君子を街ふ宗敎家を取とし 
て 巧言令色の 佞 僧を 以 つて 罪惡の 兒と爲 す、 豈諛 ■、 美 言 
を 弄して 天下を 誤 まらん とする の陋に 忍びん や。 

‘( 大正 ニ、 十二) 

ニ 〇 一 


警世 時 言 

に 恥ぢず 、神 林 文學士 、玆に 来りて 大に爪 哇佛敎 美術の 粹 
を搜 り、 祕 密佛敎 吏に 於て 發明 する あらむ とす、 意 氣眞に 
盛んな りと 云 ふべ し。 

三文 學士 研究の 目的は 眞に 吾學界 の須 らく 力むべく して 
未だ 力めす、 行 ふべ くして 未だ 行 ふ 能は、 ざり し 所、 而 して 
世界 ^ 切に 其 新 硏究の 成る を翹 望す る 所に あらす や、 現 時 
印度 哲學 と佛敎 との 關 係に 於て は、 纔かに マック スワ レー 
ザー氏 一人を 見、 大 史詩と 佛敎に 於て は 不肖が 多少の 端緖 
を 開きし 外、 甚だ 聞く 所な く、 佛敎 美術、 特に 密教々 理と 
の關 係に 就て は 一の グリュン ヴ H 丨デル 博士 ありと 雖 、甚 
しく 見るべき ものな し、 此際 世界 梵學界 の 壇上に 三文 學士 
の 成功を 望む 豈獨 り吾國 文運の 爲 のみと 云は む や。 

(大正 ニ、 九) 

◊增上 寺山內 寺院の 
活用に就て 

東京 市が 芝 公園 設備の 完きを 望む が 爲 、其 計 畫に從 ひて 
山內 寺院の 二三に、 或は 門墻 の撤廢 を逼 り、 或は 位置の 轉 


ニ 〇〇 

換を 命じつつ ありと も 云 ふ。 東京 市が 公園を 美に し、 其設 
備を充 全に して 市民 享樂の 便を 計らん とする は 其 精神 可な 
らざ るに あらす、 而も 之を 歐米 市政の 實 例に 見る に、 健全 
なる 市街の 設備は 歷史を 尊重し 風敎の 振作に 愼 重の 注意を 
拂ふ て、 而 して 後、 初めて 其 完全なる を 見る のみ、 必ら中 
しも 歐 州の 大都市が 一 古樹ー 古墳の 微と雖 、精細の 保護を 

加へ て 道德的 意義を 涵養す るの 實例を 示め すを 要せざる ベ 

し 0 

緣 山は 德川氏 崇敬の 致す 所、 今の 幽邃 無二の 勝地を 開拓 
したる ものにして、 一 寺 一 院と雖 、德川 家信 法 崇敎の 遺跡 
ならざる はなし、 特に 妙 定院の 如きは 德川 家列祖 追福の 爲 
に 創設した る 當念佛 道場に して、 淸淨 の靈境 今に 寺院の 模 
範を 示し、 鑑蓮社 亦 之に 同じく 今や 盛に 信徒 集めて 精神の 
慰安に 力め、 其 中に 權 貴の 婦人 亦 少なから す、 或は 忠魂 錄 
を 編し、 或は 廣く 施藥に 力め 實に傳 道の 典型た るに 足る、 

其 風教に 補 ひ ある、 豈言を 待たん や、 芝 公園は 此の 如き 歷 
史的の 道場 風敎補 翼の 靈地 ありて こそ、 方め て 市民の 良好 
の 感化を 與 ふるを 得べき のみ、 之に 位置の 轉換を 逼 るは 寧 
ろ市政者の短識を海外に暴露するにあらすや、寶珠院の如 
き 其 奉安す る 閻魔 王 像は 一部 市民の 崇敬 盛に、 優に 市の 一 


めすを 信ぜん と 欲す。 

思 ふに 增上寺 再建の’ 如き、 社會 事業 經營の 如き、 宗門 緊 
切に 資金を 要し、 而も 遺 金 寄附の 最も 適當な る 方法、 淨財 
活用の 法 今や 自ら 善を なすを 待つ ものの 如し、 此 際、 豈十 
方僧物、三寶物を私して空しく不淨財 |: らしむべけむや。 
高德の 老師 等を して 守錢 奴、 有 財 餓鬼の 醜名を 流し、 遺德 
を 汚漬 せし むべ けむ や。 

(大正 ニ、 一二) 


◊大 古の 中、 大新 あり 


悠 々た る 永劫、 天地 古く 日月 久し、 此中 新春 旭日の 光特 
に 新た •るを 仰ぎ 蒼々 たる 天、 方に 淸鮮の 喜色 ぁり、 大地 穰 
々別 こ 生々 の氣 、橫 溢す るを 見る、 大古の 中 實に大 新 ある 
哉 常 恒不變 の 法身は 見ょ、 潑潮變 化の 妙 用を 示す 箇 0 如き 
を 元旦 先づ 襟を 正う して 對 する 眞に此 至 境 也。 

此至 境は 蓋し 大 THr 二字の 餘 する 所に あらす や、 大は 以て 
實寒雪 體に 取るべく、 正は 以て 四時 百 物 毫厘も 差な き 
天則の 變化 を頌 すべし、 大 古の 中に 大新 あり、 大正 -© 二字 


元旦 最至 味津 々たり。 

如來大 慈の 敎を 仰ぎ、 自信 敎人 信を 期す る 吾等は 此感特 
に 深く 此味憲 に 長し、 大悲の 慈 光は 無 邊の全 空間 也、 其 妙 
體 o 壽命は 無量の 實時間 にあ やら や、 此大光 動く 所、 攝化 
十 方 長へ に 熄ます 、此壽 命 常に 活動し、 刹那の 微と雖 、偉 
大の 力と 淸 新の 生命と を 與ふ 、元旦 壯大の 宇宙 觀に 端然と 
して 正坐 するとき、 吾等は 佛身觀 に 入る、 此觀に 入りて 宇 
宙更に 壯嚴に 新年 彌 尊し。 

吾等 何んぞ 、如来の 愛子に あらず や、 父子 相迎の 誓は 久 
遠に 存じ 聖衆俱 會の樂 、永劫に 吾等を 待つ、 嗚乎 吾等と 如 
來 一に 何ぞ 古き、 而も 如 來の大 慈悲を 體 して 動く とき 新な 
る 生命 湧 然として 出で、 人生の 眞義 方め て 明 也、 吾等 元旦 
諭 觀すべ きもの 此新 生命 也、 此眞意 萎の 人生 也。 

此の 如くして 元旦は 純 美の 景 、至善の 德 、天 眞獨 露の 眞 
境、. 眼前に 橫 る、 夫 何を 以て 之を 頌し 之を 賛せむ 、起ちて 
旭日に「御名」を呼べ。起ちて大宇宙の妙庇嚴と大カ用 0 
前に 大法 爾の 「御名」 を 呼べ 「御名」 ぞ _ ー此 至大 至 正の 境に 
於け る 無二の 詩歌 也、 斷案也 祈 禱 也。 

此呼ぶ 「御名」 に 吾等の 慚愧 あり、 努力 ^' り、 奮勵 あり 
微々 た る 吾等な くば 御名に 依りて、 國 家に 盡し 世 ^ に盡 


加 特カ敎 の 威力を 論じ 增上寺 再建 運動 K 及ぶ、 大 古の 中 大新ぁ 


ニ 〇 三 


警世 時^ 11日 

◊加 特カ敎 の 威力を 論 ヒ 
增上寺 再建 運動に 及ぶ 

加 特カ敎 が 現代 思潮と 直 容れす 、羅馬 法王の 權 威は 些か 
に バチカンの 一隅に 舊儀禮 を殘 すに 留まれり と雖 、而も 其 
陰然た る 勢力は 尙歐 州の 政局を 震憾す るに 足り、 英邁の 力 
ィザ ー 陛下を して、 尙 、時に 秋波を 法王 廳に 送る の已 むを 
得' ざるに 出で しむる もの、 豈偉な らす とせん や。 

加 特カ敎 の 威力 尙 此の 如き もの、 其 原因 一にして 足らす 
と雖 、其 一は 敎會 威力の 豐富强 固なる 點 、與 つて カ大な り 
獨逸 聯邦 中の 大敎會 は 大低巨 萬の 資產 ぁりて、 寺院の 修繕 
の 如き、 大抵 信徒を 煩 さす、 其 各地に 傳 道して 成績の 優良な 
る、 必らす しも 神 母に 廣大な る 建造物を 有する 女 學校及 夫 
Q 曉 星 中學 等の 好適 例を 枚擧 する を 要せ ざら む。 而して 此 
强固0資產と豐富の流動資金はみな儈侶及信徒の遺產其大 
部を 占む、 一信 徒死す る や 其 遺産の 全部 若く は 幾分は 必ら 
す 寺院に 入り 敎 會に來 り、 若く は 慈善 敎 育の 機 關を 潤澤す 
僧侶 また 同じ、 是 記者が 實見 する 處 、加特 力 敎會の 富有な 


ニ 0 ニ 

る 之' か 爲 のみ。 

記者は 加 特カ敎 の 高潔なる 學僧 にして、 •パ I リ佛 典の 硏 
究家な る H ド モンド •ハ ーデ ー師を 識れ り師が 增ー 阿含經 
原文 刊行の 如きは、 現に 學 者の 感謝す る 所 也、 師 昇天す る 
や、 遺 金 三萬餘 、之を 全部 ミュンヘン 大學に 寄せて パーリ 
語 研究生の 學費 となしたり、 是 一例の み、 天下 幾多の ハ ー 
ディ 師あ り、 加 特カ敎 の 慈善事業、 社會 事業が 新教の 地ア 
メリ 力に 於て すら 雄視 する 所以の もの、 此 精神と 實行 にょ 
るの み。 

現 時 吾 宗高德 の 老師 倫 亡 相次ぐ、 聞く 多くは 福 業 圓滿の 
人と、 希く は ハ ー ディ 師の 如き 擧 、加 特カ敎 信徒に 劣るな 
き 高潔に して 遺德 を顯彰 する の擧が 、着々 行れ 以て 範を宗 
門に 示め さん ことを 切望す。 

此等 高德の 法資法 孫、 名を 賣り 、譽を 街 ふを 恥じて、 修 
陰德 幾多の 宗門を 利し 社會を 福す るが 如き 遺 金 配 與の擧 が 
祕密に 行 はれた るべき も 記者 或は 推斷 する 處 、而も 伊豆 某 
寺の 一 僧が 其 遺產の 大部を 增上 寺、 宗大 等に 寄贈した るに 
見、 且つ 現 時社會 名流の 士が其 遺 金を 慈善事業に 寄附す る 
の 美風 あるに 徵 しても、 記者は 濟々 たる 法資に 富む 此等諸 
師の遺 金が、 必らす 何等かの 方法に 依りて 宗門に 模範を 示 


せざる ベから す 白 毫の慈 恩、 幸に 大厦 高堂の 中に 居し 衣暖 
に 食豐な るの 幸 ある 諸師 、希く は 松 皮を 煎、 木實 を碎 きて、 
僅に ロを 糊す る 北海の 飢民、 風霜 家な く、 家產 悉く 熱 灰に 
蕩盡 して 路頭に 泣く 九州の 窮生を 思 ふとき、 豈不慳 の 財を 
喜捨して普濟諸貧苦の慈悲を行するの志なきを得むや。 

記者は 此際 更に 一宗の 識者 傳 道家に 吿げむ とす 希く ば 今 
囘の救恤方法をして周到親切有終の美あるものたらしめょ、 
布敎團 員が 一 笠 一杖 親く 被害地を 訪ふて 慰問を 與 ふること 
は 第一に 必要 也。 孤 兒 寡婦 窮老の 伶仃賴 るな きものを 救護 
して相應方法を講じ、各方面の慈善團體と交渉し其生活 0 
保全を 圖る 次に 最必要 也。 荒 蕪崩壤 到底 生活の 方法な き 地 
にある ものは 移民 方法を 講究して 親切に 新 生活の 指導に 當 
る 次に 甚 重要 也、 而 して 此 等の 實 行に 就きて は 布敎團 員は 
東北 救 濟會の 如き 江湖 有力の 團體と 連絡を 取り 奮 ふて 其爲 
に 動き 其 慰問 使と なり、 勸募 員と なりて 充分の 力を 盡すを 
要す。 此等 朝野 貴紳 富豪を 中堅と せる 團體も 其 救 恤の實 行 
に 丁り ては 實に宗 敎 家の 力を 待つ もの 甚大なる もの あれば 
也。 布敎團 員は 宜く 速に 此 等と 連絡を 取 り て 一致 行動を 取 
るを 謀らざる ベから す。 

記者は 苒たび 玆に布 敎團員 及 一宗の 諸師 に對 して 更に 克 
布 敎時言 


己 自制の 此際 切に 必要なる を 思念せ むこと を 希望す。 救恤 
運動の 期間は 其 嗜好す る 所を 節約して 饒益 有情の 爲に勉 め 
られむ ことを 懇請す。 是實に 人を 感ぜし め 世を 動す 最上 乘 
の 法 也。 最 有力なる 傳道 也。 記者は 玆に 於て 府下 荏 原の 老 
宿 j!  1^11 取 師を 想起せ ざるを 得す、 師が所 住の 寺院は 必し 
も 肉 山 酒 地に あらす。 唯師は 克己 喫煙を 禁す る十數 年。 之 
が爲節し得たるの費を擧げて甞て宗敎大學に十數卷の珍籍 
異書を 寄附し、 今春 復勞働 共 濟會と 養老院に 金 圓を 贈りて 
歡を勞 働 者 及 孤 老 と共にせ り。 是豈今 救 恤の擧 に 力む る傳 
道 者の 龜鑑な らす や。 禁煙 旣に然 り、 矧むや 其 他を や。 

X X X X 
リヒテル 事 伴 一た び 伯林に 勃發 して、 世人 帝國 海軍に 疑 
誅を懷 くもの あ. るに 至る、 蓋し 昭代の 不祥事 也、 而も 官人 
が大厦 高樓に 安居し 鉅財豪 富、 給す る 所に 過ぎ、 俸祿に 超 
ゆるもの豈獨り海軍 0 ニ三高官に止まむや。岳武穆の文臣 
不愛錢 、武臣 不惜 命に 正に 相反す る滔 々多くは 是也 。佛と 
云は す 基督と 云は 中、 敎家 今や此 輩權 貴に 阿諛して 佞辭を 
呈す るを 知りて、 痛棒 熱喝 、懺悔を 敎 へる の 好漢な し。 嘆 

ずべき 哉。  (大正 三、 ニ) 

ニ 〇 五 


警世時言 

し、 人類に 盡し社 會に盡 すを 得む か、 此 「御名」 一つ。 玆に 
吾等 宗徒の 和 協 一致 あり、 慚奮 興起 あり、 永遠の 刷新 改善 
あり。 嗚乎大 古の 中の 大新 、大正の 二字、 南無 阿 彌 陀佛。 

(大正 三、 一 

◊布 敎時言 

武技を 修むる もの、 寒中 三十日 特に 嚴重な る 訓練を 行 ひ 
霜晨 星光參 差た る 下、 熱 汗 淋漓と して 龍鬪虎 奮の 壯快を 極 
め、 以て 大に 身心を 毅 冶し、 稱 して 寒稽古と いふ。 寒稽古 
は獨り 武道に 止まらず。 歌曲 管 絞に 專らな る もの、 亦此期 
に 丁ぅて、 殘月氷 華、 曉風 針の 若き 露臺に 座して、 技を 練 
り聲 を修 む、 優 倡 舞妓の 輩、 嬌喉を 破り、 纖手を 裂き、 香 
血を 絃 管に 灑 きて 努力 奮勉 する もの、 甚 ボ ノから すと いふ。 
工場の 徒弟が、 氷 星 寒月、 寒參 りに 六根淸 淨の聲 勇ましき 
もの、 亦是 一種の 寒稽古に 外なら す。 

佛 門に 於ても 甞て 寒行 あり。 寒念佛 あり 禪 門に 於て は 今 
尙此 期待に 攝心に 力めて 修練 怠るな し、 聖胎長 養の 工夫 特 
に此 期を 可な りと し、 身心の 锻練を 行 ふ 寒中より よきは な 


二 〇 四 

ければ 也 ◦吾宗 幸に 別時 行儀の 嚴儀 あり、 此期を 利して 之 
を 行 ふ、 蓋最 修養に 功を 見む か。 

記者は 此 修養の 好期に 丁り て 特に 全國布 敎團濟 々たる 勇 
將猛士 に 建言せ むと 欲す。 希く ば 此 寒中を 利して 大に 身心 
の 修養を 力め、 辯 論を 練り、 素行を 砥礪 し、 强健な る身體 
と 堅實の 意志と を 育成して 以て 宗門の 堅城 鐵騎 たるの 素地 
を 造る を 要す。 諸君は 旣に 社會の 木鐸と して 風教の 支持を 
以て 任と する にあら す や、 卽其 修養す る所豈 靑年武 伎の 徒 
に 劣る 所 ありて 可なら む や、 豈舞伎 優 倡の 輩に 及ばざる 所 
ありて 恥な からむ や、 —— 霜 晨の佛 名高く 澄みて 大衆 嚴に 
慚悔 を修 する 時、 寒夜 街頭に 大擧 して 獅子吼 聲振ふ 處是敎 
家 生命の 存する 所なら す や。 

X X X X 
今や 佛敎各 宗は競 ふて 東北 及 九州 慘害 救恤の 運動を 開始 
し 訓示を發し慰問使を派し金品を勸募し其成績見るに足る 
ものな しとせ す。 本宗ま た 此 間に 立ちて 大に濟 生の 爲に奮 
ひ 東京 布 敎圑の 如きは 特に 率先して 熱烈に 義金 勸募に 努力 
し、 大に 江湖の 同情を 集中し つ/ M のり、 事實に 喜ぶべし と 
なす。 本宗 寺院た る もの 此際 宜しく 布 敎團を 援護し、 內外 
相應 し. ^ 鞍 飢餓の 同胞を 救濟 し、 以て 國家 宗門に 報效を 明 


あらむ とし 所謂 伴食の 汚名を 解脫 せんとした るは、 一時の 
歷喜に 過ぎ 中。 依然として 椅子は 重みな き腰懸 たるを 證 し、 
前 大臣が 敎 育に 對 する 改善 も、 將又 宗敎に 就きて 尤 らしき 
言明 も、 今や 空約束と なり、 政 黨內閣 の 均勢は、 實 地の 所 
敎育 宗教ょり 大事と 相 見へ、 愚直なる 敎員 連、 朴實 0 坊主 
共をして又もや §: 大臣の方針如何を、も配せしめざるべから 
ざる 場合と なれり。 凡そ 此の 如き 文部省に して、 右の 如き 
事情の 下に 交 迭 する 文相な れば 、其實 、縱令 政 友會の 陣笠 
連の 甲 君 乙 先生を 迎ふ とも、 致 方な き 所 記者は 寧ろ 大岡氏 
の 如き 黨歷に 富める 領袖の 來りた るを 光榮 とすべ からむ。 

大體 邦人は 餘りに 大臣に 重きを 置く が 抑の 心得 違と いふ 
べし。 進歩せ る國 民に ありて は、 各 主務 省の 長官は、 結局 
眞面 h に 當該 機關を 運轉 し、 嚴重 公正に 監督 行屆 き、 正直 
に 帳面 尻を 押へ、 機敏に 執行 濟の 調印し 得る 常識 あら ば 可 
なるべく、 か、 る 事務員 長なら ば、 別に 大岡 氏の 伎倆 や黨 
歷を待 たす して 可なる べし。 矧んや 其學德 人格を 云々 する 
に 及ばん や。 實を云 へば 文相に 必らす しも 偉大の 人格を 要 
せす 學德の如きは間に合せ出來合の安物にても毫も不都 
合 あるべき 理な し。 小學 校長に して 偉大に 田 舍中學 の敎員 
にして 文部省を 指導し 得る 樣にな りて こそ 寧ろ 健全なる 國 

淨土宗 全書の 完成 大岡 文相の 新任を 評す 


民の 發達狀 態と や 云は む。 文相の 人格を 云々 して 神 佛の如 
き人を要求し、學德双絕天神樣の如きをーつ橋 (: 拜まむと 
するは是官僚萬能主義ょり出でたる意氣地なき隅見にして、 
自ら 治め 自ら 進み 自ら 律す るの 力なき を 自白す ると 同然 也。 
國民は 今少しく 自動 自重して 官僚 崇拜の 中毒を 根治 せんこ 
と 肝要 也。  . 

人 誰か 親任官の 大禮 服を 着して 呱 々の 聲を擧 ぐる もの あ 
らむ 。何事 も 何物 も 其 職に 居り 其 位に 處 すれば 狂 愚に あら 
ざる 限 如何椽 にか 參る もの 也。 馬子に も 衣裳と いふ ことは 
此處 確に 千古の 眞理 也。 大岡 氏の 貫目 や 教育 宗敎 上の 經驗 
閱歷 など 云々 する 單は 、餘 りに 御 心配 過に あらす や。 

是の 如し。 記者は 新 文相の 就任を 尋常一様の 平凡 事と し 
て 別に 意に 介す るに 足る 大事と も 認めす。 唯 一片 祝 辭の禮 
を 致し、 併せて 前 大臣 殿 切 角の 御 約束を 反古に せす。 否更 
に 一層 之を 適切 着實 にして 極力 教育の 積弊、 宗教の 腐敗を 
掃蕩し、 特に 教育 宗教 問題に 出来 得る 限り 親切 周到の 方針 
を 取らむ ことを 切望す。 謂 ふに 敎育 宗敎に 全然 素人の 新 文 
相は 寧ろ 此 改善 事業 通り 善くは あらざる か。 而 して 特に 切 
望す る 所は 文部は 國家國 民 文教の 統 管機關 にして 民心 世 道 
に最 重大の 關係あ るは 云 ふまで もな く、 勿論 政 友會の 優待 

„ UO 七 


警世 時 言 


◊淨 土宗 全書の 完成 

宗門の 至大 慶事に 當 りて、 恰も 『淨 土宗 全書 J か 多年の 辛 
酸を 閱 みして、 漸くに して 完了を 吿げた るを 見る。 是 M 意 
の 期す る 所 ありて、 自ら 然るを 致せし が 如きの 喜な きを 得 
ざるな り。 宗門の 慶福は 東西に 於け る拜戴 奉迎の 大典 已外 
此擧界 の慶あ りて、 期せす して 自ら 更に 宗門の 威嚴を 添へ 
來るの感なくんばあらす。宗典の刊行に關して畫策努カせ 
る 林野 上椎尾 等の 諸師其 編纂に 與れる 梶守中 松濤 高 野 千 葉 
等の 龍象而 して 此 至難の 事業を 經營 して 蕭相國 の 位置に 立 
ち 有終の 美を 完 ぅせし めた る傳 通院 貫主 野 澤師の 功 勞に至 
りて は、 闔 宗は此 一宗の 至大 慶事に あたりて 大に 感謝す る 
所 ありて 可なる べし。 而 して 此宗典 刊行の 完成は、 獨り宗 
門の 名譽 のみに あらす 實に吾 國學界 の 光榮な り。 記者は 之 
を 機會に 、一宗の 最大 慶事と 國 家の 至高なる 大典に 當 りて 
我が 『淨 土宗 全書』 を 各國 皇室に 奉呈し 主要なる 大學に 寄贈 
する 如き 雄大なる 美擧が 、一宗 恰好の 記念 事業と して 實行 
せられむ ことを 切望して 止まざる 也。  (大 H 三. ■三) 


ニ o 六 


◊大岡 文相の 新任 ^ 評す 

大岡 育造 氏 新に 文部大臣の 印綬を 帶び ぬ。 宗教 團體の 機 
關たる 本誌と して、 敎學專 管の 至高 長官が 就任を 賀す るは、 
固ょり 當 然の禮 儀なる ベく、 而 して 又 新任 大臣に 希望し、 
若く ば 之を 論評す る こと 亦 當然の 任務と や 云 ふべき 0 

大岡 氏の 新任に 就きて は世往 々にして 之に 不滿を 懷く頃 
あり。 其 學德を 云々 して 鼎の 輕重 如何を 論す る もの も亦少 
から中。甚しきは同氏が熱望十年漸くにして大願成兢した 
るを 嘲笑し、 槿花 一朝の 榮華に 得々 の 色 あるを 指彈す る も 
のす ら之あ り。 此等粉 々の 世評 果して 酷なら ざる か。 就任 
方に 其當を 得た るか、 記者は 唯 自ら 其觀る 所を 以て、 新大 
臣を視 し且 之に 望まむ のみ。 

記者 とても 理想 通を 露骨に すれば、 大岡 氏ょりも 他こ數 
等 優良なる 文相 適任者を 認めざる にあら す。 加 藤 弘之男 や 
濱尾新 男 や、 稍 野次な れども 三 宅 雪嶺 氏 や、 其 他尙數 指を 
數へ 得べ し。 而も 現 時 此の 如き 人を 推す ことは 到底 出來 'ざ 
る 相談の み、 文相の 椅子が 奥 田 氏に 依りて 漸くに して 威 重 


覺むる 如何、 日く 人物 中心の 宗門を 再興す る是 のみ、 眞 
正なる 宗門 敎 育の 復起を 圖る是 のみ、 世は 今や 黃金萬 能の 
毒害に 苦しめり、 宗徒は 此際 起ちて 犬に 弊害 打破の 先覺者 
を 以て 任ぜざる ベから す。 

『廓清』 の 氣 運は 今や 行く 處に滿 てり、 宗徒は 自ら 廓清せ 
すん は、 遂に 外壓の 廓清に 迫らる S に 至らむ のみ。 廓清せ 
ょ、 願く は擧宗 一致の 根基の 上に 大に 現今の 宗弊を 廓清せ 
ょ、是當路者の方針 ?: らさるべからす、而して擧宗ー致の 
宗是 T: らざ るべ からざる 也。  (大正 三、 五) 

◊時 言數題 

巡 教師の 派遣、 布 敎團の 活動、 特殊 傳 道の 勵 行、 開敎區 
の發展 、大局ょり 觀れば 宗門の 傳 道は 氣勢大 に揚れ る もの 
、如し、 而も 此等 外面の 發展と 相 待ちて 瞬時の 忽緖に 付す 
ベから ざる ものは 實に 內面實 力の 充實と 一致 也、 敎會 海外 
に 發展 し、 新 敎會を 臺灣 朝鮮に 見る と雖 、內地 寺 擅の 關係 
漸く 浮 疎と なり、 薄弱と ならむ か、 剩除 寧ろ 其 失 ふ 所 ある 
を 嘆せ る已 耳、 南船北馬 巡 敎に勞 し、 朝に 夕に 屋外に 獅吼 

黄金 萬 能の 悪夢、 時 言數題 


し、 而 して 其 擅 信の 敎化 甚擧ら す、 寺 門の 荒 廢と檀 越の 怨 
聲とを博得せむが卽之を右に收めて直に左に失ふの愚仁ら 
ざら む や、 今の 宗門は 外面 發展 の奮勵 と共に 實に內 面充實 
の 覺酲あ るを 要す。. 

囘敎の組、マホメツトは其敎化の第ー人として其妻に梦 
福音を 授け、 妻より して 姻戚、 姻戚よ b して 隣人、 而 して 遂 
に 天下を 席棬 する の 偉蹟を 樹て t: り、 記者は 思 ふ、 現在 宗 
門の 巡 敎師 、傳 道家 諸君が、 其敎 壇に 上る 前、 信徒に 接す 
る初めに先づ其妻室を敎化して之を敎家として 0 〗最善の 
半身』 たらしめ ならむ には、 其效果 今に 幾 倍す る もの ある 
べく、而して所謂內面の充實ー致は事甚だ易々仁るべし。 

敎學 講習 會あ り、 講習 支會 あり 而も 此 等より. 必要なる は 
寺院 妻女 信念 養成、 品性 改善、 技能 收得の 一機 關也 、東西 
本願 寺に 於け る坊守 敎會の 如き、 着實 の機關 也、 宗門 若し、 
公然 此 等の 事業を 經營し 得す とせば、 宗內 の老宿 先輩は 宜 
く此 等の 事業に 着手し 布敎團 以外に 別に 有力なる 別働隊を 
得る を 期せよ、 而 して 此 別働隊は 箇人 としても 關係 として 
も 其效果 必らす 大に 見るべき もの あらむ。 

曾 妻 問題は 今は 問題に あらす して 良に 事實の 解決の み、 
今の 如き 無教育、 無 信仰、 無 節度 不規律の 婦女を 以て 寺院 
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警世 時 言 

休憩所に あらざる を 以て、 公明 嚴正 ー國の 文敎を して 黨閥 
政爭の外に超然たらしめて堂に淸淨無垢を保たしめ、斷じ 
て 之を XX 村の紛 、渦中に 卷き 込み、 ^ 醜なる 利害の 繩張圈 
內の ものと せざる こと 是 也。 こは 大岡 氏が 最近 議會に 於け 
る 比較的 公明正大の 議長 振に 照らして、 先々 安心し 得む 
力 (大正 三、 四) 

令 黃金萬 能の 惡夢 

海軍 腐敗 問題の 中心は 唯錢な り、 西本願寺 事件の 焦點も 
亦 實に錢 に 過ぎす 帝 國の權 威と 光榮 とを 代表すべき 軍人は 
|» 臭 0 爲に蠢毒せられ德敎と感化とを看板となせる本山 
僧侶は 黃 白の 爲に綴 継の 辱を 被れり、 帝國 に橫 溢せ る黃金 
主義は 此ニ 大事 件に 依りて 遺憾な く其慘 害と 醜と を 暴露せ 
り。黃金萬能 0 奴隸爪牙となりて罪惡を傳播するもの之を 
官僚主義と なす、 維新 己來 蓄積し 來れ； 官僚は ニ大醜 事に 
依りて 其 一 班を 窺 ふに 足るべし。 

黃金萬 能 主 萎の 素 菌は 官僚の 惡瘡と 相 待ち 農 血 泥 塗の 酿 
を 露呈した る 上の 如し、 而も、 其 外に 勃發 せす して 內に禍 
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根を 藏し 病根を 深く しつ、 ぁる もの 敎育界 に 宗敎界 に枚擧 
何ぞ 限らむ 系統 設備 整然として 而も 滔々 として 不良少年を 

造る 今の 學校を 見よ、 宗敎界 の墮落 敗穢の 如きは 寧ろ 言 ふ 
に 忍びざる 也。  ' 

吾宗の 如き 今や 比較的 平 靜の狀 にぁり、 而も 宗徒は 今 眼 
前に 橫 はる 覆 轍を 見て、 斷然黃 金 萬 能の 惡 夢より 覺む るを 
要す、 官僚 全能の 卑劣なる 惰性を 泥棄し 去る を 要す 卽 宗徒 
の 健全なる 自覺と 自治の 大 精神を 奮起すべき 最後の 時は 今 
實 に來れ るを 覺悟 する を 要せる 也。 

事業 も 傳道も 唯黃金 之を 能くすべし、 訓示、 布 達、 命令 
之を 能くすべし、 是 宗門 現在の 哀む べき 一大 迷信 也、 多少 
の 黃金ぁ る ものは 寡婦 孤 兒を 欺き 取る の 人、 弱者 低能者を 
虐げ 奪 ふ もの、 尙 高僧と して 翱 翔し、 辛くも 學校を 出て 識 
カ闇昧 操行 下劣なる もの、 苟 くも 黄金の 豐な る， のれば 以て 
宗門の 要務を 占む るを 得べ し、 而 して 學德の 優秀の 士 若し 
淸貧 自ら 甘す るが 如くん ば 到底 今の 宗門に 立つべからざる 
也、 慨 すべから す や 宗門 敎育 Q 振は ざ る是已 耳、 傳 道の 甚 
だ 效果な き是已 耳、 老年 も學 者も傳 道家 も 宗門 何れの 方面 
にも 今や 黃金 病に 罹れり、 覺 めよ、 覺めす んば廖 果は遠 か 
ら ずして 西本願寺の みに 非す。 


是最も 男兒 らしく 紳士ら しき 擧 なり、 而 して 亦 最も 適當の 


方法 < 


(大正 三、 七) 
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◊世界 大戰を 前にして 

ギ エンナ 宮庭の 大慘禍 は 俄然 歐洲 の戰 雲を 捲き 起し、 多 
年武裝したる平和は今や猛獅巨鷲の爪牙を現じ、南歐の風 
雲頓に籠骧虎搏の變を呈し、北海の波浪忽に電擊雷轟の景 
を 見る、 文明の 爲 、人道の 爲實 に悲む べし 

而も 夫の 全獨逸 主義の 存在す る 限り、 全ス ラフ 主義の 消 
威せ ざる 限り、 二十世紀に 於け る憲 羽の 虜木と 大帝の 幻夢 
全く 覺めざ る 限り、 而 して 複雜痛 酷なる 野心 怨恨 恐怖 嫉妬 
の歷 史的 事情 蓄積醞 釀 して 消失す るに 方な き 限り、 歐汧の 
大戰亂 は早晚 到底 免るべき にぁら す、 問題は 其 爆 發の遲 速 
と廖禍 の 大小な りしの み、 而 して 今や 填 國老帝 百年の 後を 
寺たすして、早く大爆裂の世界を混亂の渦中に投するぁり 
災禍 0 及ぶ所、今俄に豫期すべからす、勝敗の數また機運 
の 甚端兒 し 難き あ ト人其 結果の 如何 隨て 固より 之を 判定す 
ベから すと 雖 、平和 克復の 一日 も 速に 兵氣 銷へ復 t: 日月の 

海軍 問題と ロ錢の 處置 、世界 大戰を 前にして 


和 光を 仰 C の 希望は 蓋し 世界を 擧げて 一致す る 所なら む。 

此大 II こ 就きて、 特に 感す るは 夫の 平和 事業の 前途 尙甚 
遼遠に して、 歐洲の 宗教の 如きは 世界平和の 爲に 今や 寸毫 
の權 成. を も 有せ ざ ること是也、兵カ萬能 £ |-1| には上帝 0 ス土 
能 全力 旣に 存在せ す、 否、 强者伏 弱迭相 呑噬の 祈禱を 八方 
よ b- 受けざる ベから ざる 天上の 偶像を 思 ふ、 寧ろ 其 滑稽と 
不條理 とに 失笑な きを 得す。 

謂 ふに 此大 戰の慘 害は、 列强 之を 歐洲に 止め 延て 東洋に 
波及せ しむる 如きは、 其 利害の 打算より 見ても、 萬 之な か 
るべ し、 然れ ども 現代 歐洲は ナポレオン 一世の 覇業 時代と 
異なり、 ゥヰル ヘルム 一世の 統一 時代と 異なり、 一作 一 動 
の 影響は 單に 歐洲に 局限せ す 自然に 東洋に 多大の 關係を 生 

實に其 責任 重且大 とい ふべ し、 而 して 吾等 佛敎 徒は. 此際大 
に •結束して 國民を 警醒すべき 固より 其 所の み。 

吾國 は由來 東洋の 平和を 以て 國是の 大方 針と なす、 日淸 
役 も 日露 役 も、 日英 同盟 も 其 精神 唯 之の み、 而も 假 に ^ 幸 
にして 此西歐 雲 蒸 風變の 急に 際し 故に 東洋 平和を 攪亂し 若 
くは 爲に する こと ありて、 吾國が 平和 鎭 護の 行動を 拘束し 
壓抑 せむ とする 橫 暴の 擧 あら ば、 吾 國は宜 く 起ちて 其 面 民 
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警世 時 言 

經營 の內助 者たら しむる は 一種の 風敎 問題たら すん ば あら 
ず、 之を 先 解決せ すして、 外傳 道に 力む る も 其效果 は斷じ 
て 知るべき のみ。 

去歲获 原雲來 氏は 梵語 學の 方面に 於て 單騎 殆ど 西 京帝大 
の 文科 全體を 敵と して 快戰 したり、 今夏 亦 椎尾辨 匡 氏は ^ 
本文 三郞 氏に 對し佛 敎敎理 史上の 問題に 就き 輪戰を 開始せ 
5 西 京の 帝大 e 來 新進 氣銳の 俊才を 以て 充ち氣 勢 東大を 凌 
•かんとし、 東大 諸 敎授の 如き 默 々其 陣容を 羨望す るの 觀あ 
るの み、 他の 佛敎 界の學 者の 如きは 豈言 ふに 足らむ や、 此 
際宗 敎大學 の 敎授 諸士が 常に 之に 當り堂 々として 常に 攻勢 
にある もの、 獨り宗 學の爲 のみなら す、 東京 學界の 爲氣炎 
を揚 ぐる ものと 云 ふべき 哉。 

姉 崎 正 治 氏が ハ ー ヴ ー トに 於け る佛敎 講演は 其說 殆ど 大 
小 乘の全 系に 亘り 、特に 至難なる 天台 系統の 學理 を閬 明し 
た るの 勞と 功とは 佛敎界 の 感謝に 價 すべし、 而も 同氏の 歸 
る敎界 寂と して 氏を 迎ふ る禮を 執る もの あらす、 頗る 哀む 
べき 也。 

姉崎氏の講演中日本佛敎中確に最大潮流のーなる淨土敎 
又淨土 系統の 學說敎 義の講 目な きは 記者の 甚惑ふ 所 也、 同 
氏が今秋 0 佛敎偷理の講筵には必らす此缺陷の補足せらる 
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べきを 信す。  ハ 八 正 一一 一、 セ) 

◊海軍 問題と ロ 錢の處 置 

海軍問題の罪源たりしギッヵ-ス會社ロ錢の殘餘七十五 
萬圓を 免囚 保護に 投ぜ むと する 三 井の 擧に 就て は、 賛毀相 
半す るの 狀 あり 谷 田 監獄 局長の 如は 極力 之を 賛 じて 益 斯業 
隆 興の 運を 喜び、 小川 博士は 之を ニ 重 贈賄とまで 極 罵して 
其 偽善の 擧な るを 警吿 したり。 

此罪 源の 黃 白の 爲に 今や 顯官 貴紳 富豪 鐵 窓に 呻吟す るの 
苦を 甞めん とす。 三 井の 此擧は 此點に 於て 甚 しき 皮肉の ア 
ィロ 一一  ィた るの 感甚 深し、 世の 賛否は 之を 別と して 此 等の 
旣決未 判の 罪人 大官 懲役 縉商を して、 此擧を 聞かしめば、 
其感 果して 如何ぞ や、 三 井の 擧は 廣吿な るか 懺悔なる かア 
ィロ 一一 ィな るか 玆に 於て 記者 實に惑 ふ。 

三 井に して 若し 此ロ錢 の 爲に其 家名に 瑕瑾を 來し 迷惑を 
吾國 海軍に 及ぼした るの 慚愧 あら ば 若 かす 此ロ錢 を 悉く 之 
を 贈りたり ギツカ ースに 還附し 不明を 海の 內 外に 陳謝して 
ギ ツカ ー スをし て 之に 依り 其爲 すべきを なさし めんに ょ、 


し 獨創發 明の 前途 尙甚だ 遠き を證 する ものにして、 敎 家は 
特に 此病 現象に つき 愼重に 思量し 考察して 國 民の 思想に 雄 
大 鞏固の 獨立 主義を 樹立す るの 覺悟 肝要 也。 「ベルグ ソン 
の 如き オィケンの 如き 實大乘 の 域に 至らす して旣 に 佛敎 (: 
ぁりて は 尋常 茶飯事の み」 一部の 識者 階級が 拜外 思想 奴隸 
思想を 鞭韃 すべき 亦此 時を 宜しと す、 敎家夫 吾 國の學 問の 
爲に 思想の 爲に大 に 奮は す や。  一大 正 三、 八) 

◊世界 戰禍 に處 する の 道 

敎界 各派は 今や 競 ふて 軍隊の 慰問に 力め、 犒軍恤 兵の 事 
に 奮 ひ 或は 戰 勝の 祈 禱を 嚴修し 或は 布 教師を 派して 軍に 從 
はしめ、 軍國 忠勇の 元 氣、 _ 烈の雄 風を 鼓舞 振作す るに 於 
て、 略敎 家の 本分を 竭 しつ S ぁるが 如し。 而も 此 世界 未 曾 
有の 戰亂 、國 家が 將に大 に 伸張せ むと する 千載一遇の 時機 
に當 りて、 戰勝 祈願の 修法 已 外、 勸論 慰問袋 已 外、 全く 敎 
家の 能事 之な しとせば、 卽世道 人心の 指導を 以て 任す る敎 
家の 威嚴と 面目 夫何處 にか ある。 記者は 今時 局に 對 する 敎 
界 各派の 態度に 觀て 、玆 に忡 々の 憂を 禁する 能は ざる もの 

世界 戰禍に 處す るの 道 


あり。 

第一に 敎界 各派は 單に 目前の 恤兵搞 軍に 汲々 として、 世 
界禍亂 の 由て 来る 原因、 其關 係と 事態に 就きて 明確 精 透の 
識見に 乏しく 特に 其 重大なる 宗敎的 意義に 就きて は 何等 深 
刻の 思想 もな く 何等 堅牢の 觀 念も存 せざる に 似たり。 元寇 
に對する日蓮の齊烈なる戰爭觀は今方に之なかるべからす、 
グスタフ、 アドルフの 眞摯な る 軍 國觀は 今 確に 之な かるべ 
からす 此 根本の 宗敎 意識 あらす んば千 百の 時局 行動は 敎家 
としては 寧ろ 附和雷同の 嫌な きかを 怕 る。 記者は 實に此 雄 
犬なる 時局に 丁り 各派の 間に 深く 固き 護法 興 國の誡 火炎々 
として 燃へ、 平和と 人道の 爲に 働く 熱烈なる 宗教 信念が 先 
大に發 動 せんこと を 法の 爲國 の爲 祈りて 止ま， ざる 也。 

第二に 敎界 各派は 徒らに、 外國 威の 發揚を 助けむ が爲 に、 
慰問 從軍に 急に して、 內 重要なる 大 問題の 討究を 怠れり。 
卽内國運展開の基礎たる社會問題の解決を全く閑却し去れ 
るが 如し。 而 して 是實に 時局の 進涉に 伴 ひて、 邦家 民人の 
處理 すべき 最 緊急の 問題に あらす や。 借問す 今 敎界戰 時の 
失職 問題に 留意す る もの 幾人 ぞ 。海外 貿易 狀 態の 激變ょ り 
來る 生活の 壓迫 、特に 下層 醫療の 困難を 思 ふ もの 幾人ぞ 。 
若此 等現實 痛苦の 問題に して 解決す る 所な くん ば、 縱令國 
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を 明に し 東洋 平和の 確定は 卽ち 世界平和の 至大 擔保な るの 
實際を 示す を 要す、 是國 家の 體 面の 為也、 國 民の 發 展の爲 
也 正 萎と 人道と 平和との 爲めに 必ら 中なさプるべからざ 
る 吾國の 使命 也。 今此覺 悟と 決心と を國 民に 敎 へょ C 
時に 臨みて 悠然として 起ち 得る の 準備を 敎ゆる もの 夫 誰 
が 任ぞ や。 

世界の 大戰亂 は 決して 對 岸の 火災に あらす、 時運 機の 旋 
轉眞に旦夕を計るべ ヵらす吾國'の必らす立た §'' るべ から 
ざる 0 時亦豈急遽なら、ざるを必せむや、佛敎徒は兹に於て 
今ょり 一大 結束を なし、 一大 決心を なし 大に備 へ 大に警 し 
めて 國民を 覺醒 する の 準備を 要す、 . —— 東洋の平拍の爲に 

祖國の 光 榮と發 展の爲 に 抑 も 人道と 正義と を 根本的に 發軍 
せんが 爲に。 

全歐大戰亂の勃發するに及び、交通運輸の杜絕と共こ、 
日用 必需の 物資、 頓に價 格の 暴騰を 來 し、 就中 醫療藥 品の 
如き、 市 價四倍 乃至 七 八 倍の 驚くべき 昂 上を 示せり、 戰亂 
の 慘毒延 て 之に 及ぶ、 眞に畏 るべき 也、 謂 ふに 經 世の 事に 
從ふ の士は 今 何等かの 方法を 廻らして 應急 善後の 大策を 
立つべき 也、 然ら すん ば 中流 已 下の 人民は 到底 疾病 療養の 
力 法を 久し 坐して 死を 待つ の 光景を 生ぜむ も 未だ 知る ベ か 
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ら中 、赤十字社の 如きは 此際宜 く 夫の 濟生會 等と 力を 協せ 
民間 醫 業の 仁人と 謀りて 適當の 方法を 設 くるを 要す、 而し 
て敎 r は此 % の 實際問 題に 就き 卒先 盡ヵ する、 蓋し 刻下の 
急務な り。 

有無相通じ 彼此 相携 へて 文明の 惠澤に 浴す るは 世界の 大 
勢 也、 故に 極端の 輸入を 唱 へ、 一切の 物資を 擧げて 悉く 自 
國の材 ^ に 取らむ とする が 若き は 或は. 一笑に 價せざ るべ し 0 
而も 生命 保續 に最 必要なる 醫藥 原料の 大部を 外國に 仰ぎ、 
一朝 事 あるに 際して 周章狼狽す るが 如き 現狀は 決して 大國 
民の 事と いふべ からす、 國 家の 隆興 之が 爲に 沮害 せらる、 
夫 幾何ぞ や、 國 民は 此現狀 に 見て、 大に 奮起すべき にあら 
す や、 今に 至りて 此論あ る、 恰も 兵に 臨みて 刀を 锻 へ、 渴 
して 後 井を 穿つ の 類と 雖 、國 民は 此 際眞摯 に 思量し 慚 奮す 
るの 好 時機なる は 言を 待たす。 

海外 輸入品の 杜絕 は、 一面 また 國民が 無益の 奢侈、 無義 
の 虛榮を 戒飭 すべき 好機會 たり 敎家此 所大に 獅子吼して 簡 
易 質素の 剛德を 國民 に敎ゅ る 良に 時を 得たり 0 
若 夫 洋籍歐 書の 輸入、 特に 獨 逸書の 渡来 全く 遏絕 したる 
が 爲に 、學界 に 一大 恐慌を 起す の狀 あるを 見る に 至りて は、 
吾國學 問の 獨立 未だ 全から ず 徒らに 模倣飜 譯 の兒® を 事と 


たり 0 

昔し 元の 忽必烈 東洋の 一隅に 崛起 する や、 健 馬長鎗 、百 
萬 0 堅甲を擁して、直に歐洲を衝く。鐵蹄蹂躪する所、其 
屠殺の 慘 、血 海 屍 山の 愴は 今尙歐 人の 戰慄 する 所 也。 獨人 
は 二十世紀に 於け る 蒙古 兵な り。 蒙古 兵ょりも 暴虐 也。 
蒙古 兵は 寺院を 燒夷せ ざり き 大學を 破 壤せざ りき。 ル ー テ 
ル 敎會の 君主 兵士は 二十世紀に 於て 蒙古 兵已上 Q 暴虐を 敢 
行して 之を 得々 として 祖國の 大勝と して 誇示し つ/' あり。 

此歐洲 基督 敎國に 於き、 基督 敎民に 對 して 酷虐殘 忍なる 
獨逸 兵は 靑 島の 一角に 於て は 道德 あり、 規律 あり、 禮讓あ 
り、 行動 恒に 文明の 節 座を 越へ ざるが 如し。 若 勢の 屈する 
所、 止む ベから す、 皇軍 威壓の 前、 橫暴 を逞 くす る餘 地な 
しと 評 破し 去ら ば 己む。 而も靑 島獨 兵が 武人と しての 行動、 
重圍 中の 勇氣と 態度 大に感 すべきは 終に 認めざる を 得す。 
此の 如くして 歐 西に 於け る 無道の 獨兵は 東洋に 於て は 道德 
ある 武士 也 ◦基督 敎國に 於け る 殘 忍の 惡 魔は、 カィゼルが 
黃禍の 災源 としたる 佛敎國 に 於て は、 制 節 あり 禮節 ある 勇 
士 也。 是實に 大奇觀 にあら す や。 吾等は 此 間に 一種の 感想 
なき 能は す。 

吾等 此奇觀 を 見て カイゼルの 黄禍 論。 此論に 親緣 系統を 


有する 米國 宣教師 輩の 非 基督教 撲滅 論、 基督 敎の みを 以て 
文明の眞意なりと迷執する偏僻间陋の狂熱妄想が事費に於 
て 根本ょり 破壤 せられた るを 快と す、 而 して 彼 一 神 敎の根 
底に 橫はる 猶太 敎式 H ホバ 主義が 其復柳 、暴虐、 殘 忍を 遺 
憾なく カイゼルに 依り 暴露した るを 見て、 世界 宗敎 0 ー轉 
機が 亦 此大戰 に 怯り 必らす 来るべき を 默 想して、 我 國敎家 
の 深 秋靜に 修養せ むこと を禱 る。  (大正 三、 一〇) 

◊宗教 大學の 傑 敎古經 書 
畫展 覽會に 寄す 

宗敎 大學は 宗門 高等 教師 養成て ふ 重大の 任務 已外 別に 少 
なくとも帝都佛敎學の中樞 -f: るの抱負と宇門思想趣味0指 
導 者た るの 自覺を 有せざる ベから す、 隨つ て絕え す 學術社 
會 との 交際 連絡を 親善なら しむる の 方策を 講じ、 且つ 市內 
宗門 寺院との 良好なる 關係 をして 一層 緊密なら しむる の 機 
會を 作るべき は當事 者の 苦心の 最も 多き 所なら む、 今囘同 
大學の紀念式に際し開設せられたる佛敎古經書畫の展覽會 
は 頗る 高雅に、 遠大の 抱負と 宗門 指導の 天職の 一端を 窺は 
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威 犬に 張り 戰 勝の 光輝 世界を 照灼 せむ も內國 運の 發展 は甚 
しく 沮塞 せらる S を 免れ、 ざら む。 起て、 敎家 時局の 活 問題 
は 實は卿 等の 脚下に 存す るを 知らす や。 

第三は 卽思想 問題の 落莫 也。 生硬なる 飜譯 思想を 以て 半 
解の泰西學說を以て、得々たる憐むべき吾思想界にありて 
敎 家の 地位は 更に 甚だ 憐れむべし。 特に 戰 時に 入りて 已來 
敎門 思想の 寂寞は 眞に廢 屋空舍 の 如き 狀あ り。 健全の 思想 
なきものは 必す 亡ぶ ◦今の 敎家が 唯 勝 軍の 祈禱、 從軍敎 S 
の 派遣に 熱中して、 大戰 後の 思想が 如何に 國 家と 教門に 波 
及す るか、 戰 亂の爲 一時 輸入を 止めし 歐西 思想が 戰 後滔々 
として 浸入す るに 對 する 要 意 如何、 抑 又 今や 吾國 思想 獨立 
の絕好 時機に 際して 敎理闡 明の 樣式 如何、 此 等の 根本 問題 
に 就きて 聾の 如く 啞に 似た るの 恨 あり。 嗚呼 夫 其 本を 忘れ 
て 其 未を 紛飾 せむ とする の輕薄 思潮 敎門を 毒せ ざる 力。 嗚 
呼戰後 必らす や 生すべき 極端の 世界主義、 平和 論及 危激の 
新 思想を 禦 きて 護 國扶宗 の 爲に敎 家が 立つべき の 準備は 旣 
に 成れり や 否や。  (大正 三、 九) 
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『基督 敎の 文明に あらざる ものは、 假令 善美なる ものと 
雖之 を絕 滅破壤 せょ』 と是 カイゼルが 拳 匪 事件の 當時 遠征 
軍の 元帥 ワルデ ルセ ー に嚴 命した る 所に あらす や。 今や 力 
イゼ ルの 復響 的の 深酷殘 忍は 非 基督 文明を 絕 滅破壤 する に 
滿 足せす。 更に 基督教 的の 文明を 破 壤し絕 減し、 其 善なる 
ものを 灰燼と なし、 其 美なる ものを 焦土と 化し、 老幼を 屠 
戮し 、婦女を 虛 殺し、 獨 旗の 庵く 所、 滿野腥 血、 尺寸の 靑 
草な からむ とす。 慘と いふべき 哉。 

ル ー バンの 大學を 破壤 したる は誰ぞ 。フランスの 大寺院 
を燒失したるは誰ぞ。パリのノートルダムに爆彈を投下し 
t: るは 誰ぞ 。獨 逸が 現代に 於て 基督教の 文明を 破壤 したる 
は旣に 十二分に あらす や。 而 して カイゼルは 常に 神と 共に， 
あるを 說き 、敬虔なる 基督 敎 王の 代表者を 以て 任じ、 ヲン 
デス キルへの 至高 敎長 として 說法す るに あらす や。 基督 敎 
は カイゼルに 由り、 ル ー テル 敎會の 最高なる 君主に 依りて 
また其醜隅慘酷の罪惡をニ十世紀文明史上に血を以て印し 


◊浦 * _ 敎 と 支那 布敎 

西本願寺は 日露 戰爭 後より して 多年の 懸案たり し、 夫の 
浦 鹽斯 德布敎 問題の 解決に 成功し、 今や 露國 官憲よ b. 敎堂 
敷地 下 附の尤 許に 接したり と 聞く。 是獨り 西本願寺の 為に 
すべきの みならす、 また 吾 國佛敎 全體の 幸福と なすべ く、 

而 して 又 吾國 文化 風 敎の體 面 上 大に視 賀 すべきを 見る。 露 
國 政府 及 其敎職 寬洪の 態度、 自曲の 精神を 以てよ く 西 本願 
寺の 正當な る 要求に 聽き吾 國德 敎の權 威を 重 じ、 佛敎傳 道 
を 部分 乍ら 公認した る ものは 日露 親善の 精神的 意義より 見 
て 益 欣喜すべき 也。 

此 成功は 勿論 日露 雨國 政府 及兩國 民が 親善の 關 係に 基く 
は 疑な しと 雖、 兩國 をして かく 其盡 すべきの 協議を 盡 さし 
め 以て 公明なる 今日の 解決を 見た るの 效は 、之を 西本願寺 
の 浦鹽傳 道家が 堅忍 牢强の 至誠に 歸せざ るを 得す'  佛敎界 
は玆に 於て 必らす 二十 年に 垂： むさす るの 苦 辛を 傳道の 爲に 
味 ひつ々 ある 太 田覺眠 師の 名を 忘る、 能は ざるべし。 謂 ふ、 
日露 戰役中 孤影 瓢然 本尊を 奉 負して 敵地に 同胞を 慰問し、 

浦 鹽開敎 と 支那 布敎 、宗門 布敎退 W 萎靡の 兆 あり 


戰後十年 0 苦節を露土に忍びたるも 0 は實に太田師なりき、 
此 苦節 卽ち 今日の 光榮ぁ り。 布哇に 支那に 若く は 朝鮮に 三 
年 五 年の 起臥 早く 故山の 寺 門を 翹望 する が 如くん ば、 開敎 
の 事業 豈擧 るを 得む や。 

浦 鹽開敎 の 允許の 報 ぁるとき、 恰も 支那 布敎權 問題 ぁり 
露 國は希 臘正敎 を國敎 とし、 基督 敎 諸派と 共に 容易に 之と 
相合ふを許さす、别むや憐敎をや。然るに浦鹽に於ける寬 
洪と 自由の 處置 彼が 如し。 之を 支那が 法 系 法統相 同じく、 
同文 同敎の 親を 以てして 尙吾が 佛敎布 敎權を 頑然 峻拒す る 
と 比する に 殆ど 同日の 談にあ らざ るな り。 支那が 若 我と 一 
曆 の 親善を 厚く せんと 欲せば 先 自ら 進みて 布敎權 問題を 解 
決せよ。 是我佛 敎の爲 と 云 はんより 尊ろ 支那 啓發の 利益な 
ればな り。 支那た る もの 希く ば 浦 鹽開敎 の 允許に 鑑みよ。 
而して 政府 も 民間の 政 客 も 特に 此問 題に 就き 支那の 覺醒を 
促す を 當 面の 急務と なすべき 也。  (大正 四、 六〕 

◊宗門 布 敎退娶 萎靡 Q 兆め り 

これを 兵を 談する 者に 聞く。 勝敗の 決する 所は、 唯 其 精 
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しむる を 得て、 珍什 寶墨 充實 累積し、 學界 を裨 補し 宗徒を 
覺醍 したる こと 眞に 尠少に あらす、 單に其 古寫經 部の 一室 
に 見む も 其 量 其 質、 遠く 二週間 前 開會を 見た る 法 書會を 凌 
駕 して遙 かに 上位を 占む るを 見る。 望月 學長及 加 藤、 椎 尾、 
今 岡、 大 村、 黑 木、 今津 等の 諸敎授 、梅 崎、 小 林、 鈴 木、 

岩 崎、 小 野 等 新進 學匠が 刻苦 精勵 黽勉 晝夜 を舍 てず して、 
ょく 此 空前の 擧を 企て 多大の 成功を 收め' T: るに 對 しては、 

園 宗は之 に感謝する ^/ あつて可なるべし。 

今囘の 如き 展覽會 は宗大 としては 第一 次の 試みの み。 其 
陳列の 完美 周到なら す、 材料の 精選 嚴誡 を缺 ける、 若く は 
研究 的 態度の 更に 一層を 要すべき が 如きは、 固ょり 深く 咎 
むる に 足らす、 而 して 其 齎らした る 效果に 至りて は 蓋し 見 
るべき なくん ば あらす、 學界 貴重 觀閱に 就き、 自由の 門戶 
を 開放した る是 第一の 功也。 從 來私學 に對 して 貸 與縱覽 の 
例、 殆んど 之な かりし 帝大 印度 學敎室 及 史料編纂 珍 藏の珍 
書を 宗 大展覽 室に 見る を 得しが 如き是 大に慶 すべきの 一に 
あらす や、 宗門 寺院に 對 し、 古 史料 古文書の 珍重 保存を 敎 
へ、 其藏帙 祕 軸の 眞價を 發 揮して、 散逸を 禦 ぐの 道を 開き 
し是 第二の 功勞 也。 今 囘の展 覽會に 由り て 新に 發 見せられ 
たる 貴重 文書、 若く は 寺傳已 上の 價値を 確め られし 貴重の 
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古經佛 畫實に 二三に して 止ら す、 其 之に ょりて 社會 に佛敎 
學 資料の 智識を 普遍せ しめ、 宗徒の 思想 趣味を 祟 高に 導き 
た ると 共に 宗大に 尉す る 尊敬と 親和を 加へ しめしの 效は固 
ょり 別に 賛す るの 要 あら ざら む。 

東京 帝 國大學 文科 特に 印度 學敎 室が、 現今に 於て は 世界 
學界 中、 唯一 品と も稱 すべき 楞伽梵 文 貝 葉 本を 初めと して、 
許 多の 古 貝 葉經を 些の猶 豫慳惜 ぶく 最も 自由に 展覽會 の 使 
用を許したる寬宏の襟度と興學利人の遠大の精神に至りて 
は、 獨り宗大の爲に喜ぶべきのみなら中、ー般學界の爲に 
此新 例を 欣喜す く 各 科の 硏究 室に 於ても 此襟 度と 精神が 盛 
に 勃興して 益々 學術 研究の 進展を 切望す。 

宗大展 覽會の 效果に 見て、 官 私立 及 各 宗大學 の 學術的 交 
際と 研究 的の 連絡が 更に 一層を 加へ、 資料 展覽 と共に 眞摯 
なる 學會の 公開を 望む 獨り 記者の みならむ や、 而 して 一時 
宗門 識者に 研究せられ し 夫の 宗寶 保護の 案、 或は 宗史 資料 
蒐集の 說の 如き も 今 囘の展 覽會に 際して、 其 必要を 積極的 
に證 明し 得る に 至れり、 謂 ふに 宗大は 展覽會 の 成功に 誇り 
て 得意 小成に 滿足 する を 止め、 進む で 外は 學 界に對 して 周 
旋する 所 あり、 內は 宗門に 對 して 大に輿 論を 喚起 ^ 、 一般 
の 希望を 滿 足せし むる に奮勉 すべき 也。  (大芷 四、 五、 


淨土宗 の 事 ^ として 大いに 社 # を 動かすべき 勢力 の 集中を 
闕け り、 東京 布 敎團の 怠慢 視 せられ 無能力者 視 せらる、 も 
の、 實に之 統一と 連絡に 着眼せ す、 勢力 集中の 根本 方策な 
き菲に 歸せす んば あらす。 

東京 布 敎團が 奮 躍 綱紀を 張り 精 銳を盡 して、 健 園すべき 
最高の 時は 今 至れり。 而 して 此大戰 闘の 策 源と して、 ま づ 
一面 東京 各種 傳道 事業の 連絡を 計るべき 統一的の 機 關を具 
へ、 他面には 絕ぇ中 傳道 開拓の 新 方面と 新 事業と を 講究す 
べき 調査 機關を 有する 中央 傳道講 究會を 起すべきな り、 此 
の 硏究會 に 於いて 摯實に 講究し、 熱誠に 計畫し 堅牢の 精神 
を 以て 每に 勢力 集中の 方策を 講じ、 腹背 呼應し 首尾 響きの 
如く 答へ て、 一事 一物 必らす 東京 敎學の 全力を 擊 ぐるの 戰 
法に 出づ るを 要す。 此の 如きと きは 東京 布 敎圑の 威力 再び 
天下を 動かす の 時 あるべき 也。 

布 敎團の 誠實に 反省すべき 時は、 今 脚下に 來れ り、 今に 
して 振は すん ば 寧ろ 此 無益の 虚名を 撤廢 する を 宗門の 利な 
り とす。 基督 敎徒が 芝 公園に 絕ぇす 傳 道を 行 ひて 着々 效を 
收 めつつ あるを、 對 岸の 火災 視し て寸 毫も 前進の 意氣 あら 
ざる 布 敎圑は 何時 迄 其 熟睡を 繼續 せんとす るに や。 

(大正 四、 六} 

外人の 佛敎 新歸依 


◊外人の 佛敎 新歸依 

英國人 ガーピ ー 氏、 去 十一 日、 前 圓覺寺 管長 宗演 老師を 
師 とし 濟門佛 祖正傳 の 古儀を 乘 りて 得度の 式を 擧げ 、貴紳 
學者及 四 五の 外國 貴女 等 之に 隨 喜し 淸規の 嚴肅莊 重 近時 稀 
に見る法筵なりしと云ふ、大敎のためまことに慶すべく、 
枯橋 衰廢、 氣息奄 々た る 現 時の 宗敎 意識に 對 する 一大 警策 
として 最其 祝すべき を 見る 也。 

帝 國に來 遊した る 外客に して 大敎を 尊重し 正 法に 歸投し 
た る もの、 ラフ カチオ •ハ ー ン、 伯爵 グ ー デン ホ I フ 等、 
世の 周知す る處 、優に 五指を 屈する に 足るべし 最近 また 久 
しく 橫濱に 居住した る 一英 人が 佛 式の 葬儀に 由り 送 終の 禮 
を 執- 〇 しもの あるを 聞く、 然れ ども 正式の 羯磨を 受け 三 衣 
一 鉢 受戒 入道して 佛祖傳 々の 血脈を 相續 したる ものは 實に 
ガ ー ビ ー 氏、 其 人を 以て 噴 矢と す、 宗派 老漢 、門下 法 乳の 
恩に 浴す る濟 々たる 燕 頭 虎頭の 中、 個の 堂々 たる 碧 膛朱髯 
の宗覺 比丘 あり、 實に 基督 敎國民 第一の 大 乘佛敎 僧侶たり、 
而も 此新 比丘 宗覺が 元 基督 敎の敎 職に ありし と 云 ふを 以て 
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警泄時 言 

銳を 集中す る 巧拙 如何に 存 する のみと、 今や 獨 逸は 腹背た 
を 受け、 Is 力 勢を 盡し 51 む、 而も 容易に— 
るの 色を 示め さす、 尺寸の 地と 雖、 外敵の 侵入を 容 すなく 
飛行船を 放ち 潜航艇を 驅り往 々にして 聯合 軍の、 レ膽を 寒 か 
らしむ f の、 實 に— 力 集中© 巧妙— むる に歸せ すん 
はぁらす其世界無比と稱する_道網を利用し瓯沒東1、 
百 萬の 兵、 手足の 如く 精密なる 連絡と、 嚴肅な る 統一の 見 
るに 足る ベ i の、 之れ 卽ち獨 逸が 世界を 敵と して、 動 も 
すれは 優勢を 示め さんと する 所以に あらす や 0 

一時 燎 原の 烈火の 如き 勢 ぁ b- し 吾 宗の傳 道 界、# こ 東京 
の 傳道界 が 近時に f、 著しく 退 嬰 萎靡の 兆— I - は 
f ベ か— る 事實と ff を 得ず、 一宗は 東 照公眷 

1、 而も 愚劣 f し 大名行列 已 上に 何者か 屬；^ P 
瓦へ ^ し 力。 人は 基督 敎徒 聯合 大傳 道の 後、 必らす 何等か 
の 11 京の I 界に 1 なる 彈 力を 以て 現る： へき 
を窃に 切望したり き、 而も 今に 至る まで 尙寂 々として？ 
きは 狂 も 何故 ぞ 、京都に 大阪に 各地 方 

見 M 足— 矣 i 爵 に—、 5 _ 00 

は 真なる 行動を 以 つて か、 此 等の 努力に 對し 模範 敎區の 
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眞價を 維持す るの 方法を 取りた るぞ 、資力 地方より 乏しき 
力 否 人物、 地方より 劣れる か、 否、 傳 道の 便宜と 設備、 
地力に 比して 不足なる 所 f か、 否、 而も 蕭 不振 之に 至 
る 果して 何故 ぞ 0 

一宗 敎學の 策 源、 宗務 敎學 部の 存する 所、 最多 數の實 力 

4 る 寺院を 有する 大都市、 敎學 方面 最 優の 名士を 網羅す る 

所、 囊大學 の 存在す る 所、 帝國 文化 政教の 中心として 叫 

擊切磋1取强 ^/ なるの地、而して傳道界の不振、彼が如く 

無刺經か、或は然らん、怠慢か、或は然らん、荒廢か、緩 

弛 力無 能力 か、 或は それ 然るべ し、 而も 東京 布敎 團の瞭 

るは ざるは 更に 一大 原因め り、 日く 勢力 集中の 方法 甚だ 拙 

劣なる に f、 整然たる 統一と 敏活 f 籍を缺 くに あり、 

猛 將謀士 雲の 如く、 兵站 給せ ざるな くして 每に退 敗の 兆 あ 
る 一に 之に 因る。 

個人と して、 之を 見よ。 單 一の 敎會 講演 事業と して 之を 
見よ ■コ ドモ の會に 於ても、 勞働者 浮浪者の 救護 慰安に 於 
て も、 軍隊 H 場の 講演に 於 1 、婦人 靑 年の 敎 化に 於ても、 
東京は 尙全國 Q 模範た— 失は す、 囊 大量が、 固 人と 
しての 家庭 傳 道、 公開 布教の 如き 見るべき ものな きに あら 
す、 而も 此等 幾多の 傳道 事業には 連絡な く、 統一な く柬京 


箇の 道心、 箇 の實修 、光瑞 君を して 直 龍たら しむる 道な 
り、 然らす んば其 趣味の 博、 奇才の 縱撗 、徒らに 大正の 酒 
井 抱 一 上人と して 了る に 止まらん のみ。  (大正 四、 九) 

◊博士  V」 なれる 椎尾辨 匡 氏 

椎尾 辨匡師 、新たに 文學博 土の 榮冠を 頂けり、 是摯實 精 
勵の努カに釾する必然の報酬として喜ぶべく、大材偉器を 
遇する 適 當の旌 表と して、 更に 甚喜 ぶべ く、 而 して 敎界の 
學術 、精彩な く、 元氣な く、 萎靡 消沈、 死に 垂 むとし、 碩 
學 巨匠 又漸 やく 調 落衰殘 して 些の貢 獻の學 林を 賑 はすに 足 
る ものな き 所、 新進 氣銳 、干鍈 新に 研を 發す るが 如く、 縱 
is 該羅 の學識 、靑眼 一世を 空に する 椎尾師 の此旌 表は、 大 
に敎 界の爲 に氣焰 を擧 ぐるに 足り、 其 奮 躍 興起を 促す に 足 
らむ 、此 事茲に 於. て か 益大に 其 喜ぶべき を 見るな り。 

敢て 全體を 擧げて 一抹 黑殺 せず と雖 、今の 博士 號の 授與 
が 銓考の 公正を 缺 き、 推 選の 順序を 誤り、 情實に 纏綿 せら 
れ 、各 科の 均等を 失し、 間々 濫選 濫授の 弊害 あるは 世間 眼 者 
の 定論な り。 學 位の 授與は 此の 如くして、 百弊の 蟠結 する 

大谷 光瑞 師を 評す、 博士と なれる 椎尾辨 匡 氏 


所、 些の學 術上旌 表の 意義 あるな く、 世の 學位に 對 する 尊 
敬と信用は漸次に冷却し來る 0 傾なきにあらす、此間學識 
に 加 ふるに 精力の 絕 倫、 椎尾師 の 博士 號授與 を 見る、 積弊 
玆に 於て か 稍 一洗の 緖に 就く を 見るべく、 榮 冠の 榮冠た る 
所以と 其榮 位の 尊重すべく 信用すべき 所以を 證 明し 得べ し、 
帝國學 術の 權 威の 爲此所 亦 頗る 喜ぶべし。 

謂 ふに 椎尾師 は 旣に 久しく 博士たり 得べ かりし 人、 今に 
至りて方めて師が價値と材カとを輕重高下するに足らざる 
や 論な く、 其 論文の 如き も 旣に三 四 年の 前に 完成した るに 
あらす や。 博士た ると、 たらざる とは 椎尾師 の 人物に 於て 
殆んど 言 ふに 足らざる べし。 卽ち言 ふに 足らす と雖 、此些 
事に 由り て敎 界に學 者の 敬 重すべき を敎 へ、 人材の 尊貴な 
る 所以を 覺 らしめ、 以つて 興 學眞攀 の氣 風を 鼓吹す るを 得 
ば、 卽ち此 事、 豈大に 喜ばさる を 得ん や。 

然れど も、 人 若し 椎尾師 が 今 囘の榮 をみ て、 之を 學 者と 
して 尊重す るを 知りて、 宗教家と しての 師を 閑却し 去る が 
如くん ば、 寧ろ 椎尾 師を累 する ものと 云 ふべ し。 滔々 たる 
敎界 、苟 くも 一 技ー藝 あれば、 法衣を 脫して 俗界に 入り、 
俗吏たらむとし、敎員たらむとし、會社員たらむとし、汲 
々として 唯 其 及ばざる を 恐る る もの 多くは 是 也。 此 間、 吾 
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意義 甚深 重なり。 

歐州 基督 敎民 にして 佛敎 僧侶と なりし もの # からす、 英 
國佛 敎會の 中堅と して 活動し つ、 ある 歡喜慈 ( ア ー メンダ 
メッテ ー ャ〕 大 比丘は、 英國の 敎養あ る 紳士な りき。 聖典 
の飜譯 に、 著作に、 講演に、 歐人に 多大の 感化を 與 へつつ 
ある 智燈 (一一 ャ ー ナチ ロヵ) 比丘は 獨 逸の 學究な b き、 此等 
歐 人の 比丘は 其數今 漸く 增 加し、 英京 ロンドンに 於いては、 
r たに 佛敎會 館 就り て 比丘の 禮拜止 住の 僧堂を 造り、 伊 端 
の 境 ルガ ノ' # 畔 には 僧伽 籃 建立せられ て 修道 安輝の 淨呂 
あるを 見る、 而も 此 等の 比丘は 悉く 錫 蘭、 若く は 緬甸に 於 
いて 得度 受戒した る 僧伽に して 南 傳小乘 律の 人た るに 過ぎ 
す、 大乘戒 に 依り 大乗の 敎に歸 して 大 比丘と なりし は、 實 
に 吾宗覺 比丘を 開祖と す。 

宗覺 比丘の 得度は 所謂 佛敎 西漸の 決して 一場の 夢想に あ 
らざ るを 確證 する ものと して 實に 喜ぶべし。 而 して 之と 共 
に 日本 佛敎 徒の 自覺 をして 一層 强大な らしむ るは 實に 刻下 
の 急務なら すん ば あらす、 特に 精修 密行、 實 地の 力量を 增 
大す るに 力め 以て 大敎 西漸の 萠芽を して 凉蔭四 布の 大 菩提 
樹た らしむ るに 奮勉 せざる ベから す。  (大茁四、七〕 
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◊大谷 光瑞 師を 評す 

.大谷 光瑞 師 、いまや 支那の 補陀 山に 滯 錫す、 近時 連 りに 
雄麗の 文章を 國民 r 聞に 寄せ、 識見 往々 にして 群 流に 卓出 
する を 見る。 最近 其耶律 楚材の 詩を 論じ、 諸葛孔 明の 人物 
を 評する を讀 むに 學 問の 該博、 識 力の 起邁 、官 學敎授 輩の 
企及すべからざる もの あり、 而 して 其 事を なす 雄大、 覇氣 
縱橫、寒鹘の蒼空を撲つの慨あり.、島國偏狹小量の.平人中、 
師の 如きは 蓋し 異材な りと 云 ふべ し。 異材 、師の 如し、 而 
して 名門 鉅 族の 出、 彼が 如し、 而も 海外に 放浪して、 本國 
敎界 の爲 には 甚 しく 師の指 導に 俟 つもの 少 きは 何 ぞや 。粉 
々たる 日本の 敎界 、果して 師を容 るるに 足らざる か。 師は 
百年 後の 天才に して 現在を 超越せ るか。 

允 瑞師 、遠大の 雄圖は 邦人と しては 眞に 異數な り、 其學 
問の 該博、 識見の 越邁 、氣 力の 充實 、亦 確かに 群 丘を 拔け 
る泰 嵩の 如き 觀 あり。 而も 箇の 好漢 惜 らくは 一分の 道、 レを 
缺 き、 一分の 實修を 足らす とす。 是れ 光瑞 師が 日本 唯一の 
材た らんと して、 尙 、蟄 龍の 嘆 ある 听以に あらす や。 


らば 吝惜 するな くして 其 資料の 使用を 公許して 中央 亞細亞 
學の 發展を 期せり。 西本願寺の 貴重の 蒐集が 此點 ょり 見て 
頗る 遺憾なる を 知る 記者は、 河口 師の將 來品か 幸に ホッヂ 
ソン 蒐集の 如く 日 東の 學界を 益し 大いに 『光は 東方ょり』 の 
實を 世界に 發揮 せんこと を 切望して 止ます。 

(大芷 四、 十) 

◊大典 參 列，、」 法衣 着用 禁止 問題 

流罪を 朝恩な りと 感謝して、 邊 土に 信仰の 普及す るに 欣 
傥の念 禁じ 難く、 悪口 罵 辱、 刀 杖 枷 鎖の 迫害 も尙 之を 逆緣 
なりと！ g びて、 三寶 値遇の 勝因な りと 甘受す る。 寬洪 の佛 
敎 徒は 豈社會 の 之を 待つ の 厚薄、 國家が 之を 遇する の好惡 
に 於て 其 道を 二三に すべけ ん や。 佛敎 徒は 唯 上 求 下 化の 爲 
に 自ら 責め、 自ら 力めて 奮 進 勇往す るの 外、 他を 責め、 外 
に 求む るの 閑、 まつた く 之 あるな し、 法 句經の 中に 善德の 
士を 以て、 萬 朶芳芬 の 名花に 譬ふ 、名花は 逆風に も薰 じ、 
順風に も 匂 ふ、 和風 麗 日と 白雨 黑 風と 其 美、 蓋し 隨處に 趣 
あり、 逆風 裡 には 荊棘と なり、 順風 中に 桃李た るが 如きは、 


佛 徒は 決して 爲さざ る 所な り、 世の 我を 遇する 必竟 何物 ぞ、 
國家の之を待つ要するに何の價かある。我々は唯道の爲に 
動き、 世の 爲に 働き、 人の 爲に 力む る あるの み。 

佛敎 徒と しての 精神 主張は 實に 此の 如し、 而も德 敎の振 
作と 文運の 隆興 とを 以て 任と する の 有司、 健全なる 國 民の 
精神の 確立と、 牢强な る 國家觀 念の 統一と を 以て、 其 根本 
方針と 爲 すべき 爲政 者は 風 敎の爲 に 之を 遇すべき ものは 必 
らす 之を 遇し、 之を 待つべき ものは、 必らす 相 當の禮 を以 
てすべき は爲 政の 大本に あらざる か、 然るに 近時、 動 もす 
れば 官僚 形式と 一時 糊塗の 政策の ために、 此 大本を 忘却し 
て國 民の 信念に 動搖 疑惧を 生ぜし むる の 傾向 あるの 憾なき 
にあら す、 而 して 此 遺憾は 今囘の 大典に 就き 各種の 方面に 
於て 頗る 露骨なる に 似たり、 是れ 忠誠なる 佛敎 徒を して 憂 
慮禁す る 能は ざら しむる 所、 千載 稀れ に 拜 する 盛典に 際し 
てこの 事 ある、 洵に 恐懼に 禁へす 、有司 為政家が 之に 對し 
て 反省 熟慮し 以て 民心の 不安を 鎭定 せんことは 抑 も 刻下 焦 
眉の 急務なる べき か。 

其 一事を 擧げ ば、 夫の 大典に 參 列すべき 佛敎徒 總代已 外 
の 僧侶 及び 各地 方の 大饗に 御 召の 光榮 ある 管長 已 外の 僧徒 
に對し 法服を 披 着す るを 禁ぜし が 如きは、 蓋し 此 民心 疑惧 

ニニ 三 


河口 慧海 氏の 西 藏尼波 羅將來 資料、 大典 參 列と 法衣 着用 禁止 問題 


警 世 時 言 

•か 椎尾師 が 淨土宗 の 一 僧侶と して 一 小 寺院の 住職に 甘 じ、 
廢絕 せる 法會を 復興し、 檀 越の 敎 化に 力め、 自ら 身を 屈し 
て 貧家 矮屋に 至る まで 鄭重に 法 施を 行す るを 見る。 新文學 
博士が 眞骨頭 寧ろ 玆に あり、 昔は 行誡和 上、 其 歌 名高く 九 
重に 達し、 屢 々法務の 餘 。御 歌 所に 伺候す べきの 恩命 之 あ 
b き、 和 上 日く 『俺は 歌讀じ やねえ』 と、 詠草 奉 進は 時々 
之 ありし と雖 、足 寸步も 宮內 省に 向は ざり き。 新文學 博士 
の 椎尾師 も 亦、 必らす や 昂然 『俺は 學者じ やねえ』 と 獅子 
吼 して 敎界を 警醒せられ んか。  (大正 四、 九) 

◊河口 慧海 氏の 西藏 
尼波羅 將來 資料 

河口 慧海 氏が 西藏尼 波羅及 印度ょり 將來 したる 物件は、 
聖典 佛像 佛畫法 器の 各種を 網羅し、 地質、 鑛 物、 藥 草、 昆 
虫の 末に 至る まで、 該羅裙 拾始ん ど 遺漏 あるな く、 優に 一 
箇 の西藏 尼波羅 博物館を 設 くるを 得べ し。 昔は プリ ヤン、 
ホー トン、 ホツヂ ソン、 尼 波 羅國總 領事と して 大に 佛敎聖 
典の 蒐集に 力め 傍ら ヒマラヤの 地質、 鑛 物、 植物の 硏究こ 


ニニ ニ 

從ひ 多大の 貢獻を 學 界に爲 したり。 河口 師今囘 の成效 ょ洽 
も ホッデ ソン 氏と 符節を 合する が 如し、 是日 東學術 史の爲 
に 一の 痛快 事を 加へ たりと せんか。 帝 國の學 界は此 堅忍 不 
拔なる 探檢家 及學藝 資料の 蒐集 者に 對し適 當の旌 生を 行 ふ 
を 可とす。 

數年 前、 大谷 光瑞 師は鉅 萬の 資を 投じて 中央® 細 亞佛敎 
故址の 踏査に 從ひ 多大の 資料を 得たり、 其 功 勞は帝 國學界 

の爲に 夫の フタ イン クリコン 工 ー テル、 ペリオ 等に 占斷 
を 擅に せしめざる 快榮を 捧げた る もの、 若し 獨逸 皇帝が、 

レ、 コックを 伯林 大學 の名譽 ドクトルた らしめ、 英國 がス 
タインに サーの 榮稱を 與 へたる に 比する に當時 帝國の 文部 
省は 何等かの 方法に 依り 大谷 氏を 推賞せ’ ざるべ から ざり し 
にあら す や、 今や 河口 師歸 る、 文部省 及帝國 の學界 は識ら 
す、 何を 以 つて 此の 雪嶺 羅 刹の 蠻 境に 半生を 送りた る 稀 有 
の功勞 者を 遇せん とする。 

探 檢家及 蒐集 家に ありても、 其 貴重の 資料を 玩弄 視 骨董 
視せす 、努めて 之を 眞理 闡發敎 育學恢 興の 活資 料たら しむ 
るは 實に 切要な り、 ホッヂ ソンは 其 蒐集の 梵本 を英 國佛國 
及 印度の 三 所に 分與 して 適材を して 硏 究に從 はしめ 以 つて 
今日 梵學の 隆盛を 來し スタインの 如き 凡そ 篤 學の硏 究家あ 


◊人ロ問題に於ける 

宗敎的 解決 

人ロ問題は現時社會上 0 ー大問題であることは申すまで 
もない。 之が 解決 方法に 付きても、 或は 經濟 的の 方面ょり、 
或は政治的0方面ょり、或はまた生物學醫學等の學術的方 
面から 種々 の 研究 も發 表されつ/' あるが 宗敎 上から 此 問題 
を 解決したら どぅなる か。 宗敎 は此 問題解決に どれ 丈の 價 
値が あるか。 而し てまた 實際 上から 見て、 宗敎 家は 此 問題 
解決 者を 以て 任ぜざる ベから ざる ものでは あるまい か。 こ 
れが 本講の 研究題目で ある。 

大體 佛敎に 於ても 基督 敎に 於ても 人口問題に 對 して 積極 
的に 說く 所は ない。 また 歐米 にも 之に 關 する 成 書は 宗敎移 
民に 關 する 書中に 多少 其 議論の あるのを 除く と 全くない 樣 
だが 今 左の 三方 面から 人口問題を 解決す る ことが 出來 やぅ 

と 田 じふ。 

第一には 宗敎の 傳道的 精神からで ある。 佛敎 でも 基督 敎 
でも 初期の 時代には 厭世的であって 現在 世界には 餘り 重き 

人口問題に. 於け ろ 宗敎的 解決 


を置かぬ。然るに佛敎 0 大乘、基督敎の新敎になると現實 
の世界を立派にして疗くと云ふ積極的の思想が盛になっ^し 
來た 。『莊 嚴 佛國』 の大 理想 や、 『神の 國』 の 思想が それ だ。 夫 
の法華に我此土安穩天人常充滿と說くが如きは最も積極的 
思想を 說ける ものである。 その 結果と して 愛人 愛 世の 觀念 
が 厚くな り、 人口が 激増して 行く 場合には 宗敎の 傳道的 精 
神、 萬國的 精神から 人口 稀薄な 地に 向っ 移民を する。 印度 
に 佛敎が 起ら ざり し 以前は 吠陀の 宗敎で は 他國に 行く を禁 
じて 居った が、 釋尊滅 後一 百年を 經て 阿育 王が 印度を 統一 
する や、 盛んに 宗敎的 移民を 行 ひ 錫 蘭 島に 今尙 ほ佛敎 •か 盛 
に 行 はれて 居る のは 其 結果で ある。 其 後 ジャワ、 スマトラ 
等の 今の 蘭領 印度に 向っても 傳道的 移民が 行 はれた、 此の 
如く 宗敎と 移民とは 最も 密接なる 關係' かあって、 手近い 所 
で 云 ふなら ば、 明治維新 後 北海道に 於け る 開 招の 成功は 北 
陸 方面の 眞宗の 信徒が、 多數 移民した ことか 有力な 原因 一 
をな して 居る。 又宗敎 上の 迫害を 避けん が爲 めに 移民， K ila 
す 場合 も 少なからぬ。 夫の モラビア ン 派の 宗敎 移民 や、 ％、 
米 利 加の 最初の 淸敎 徒の 如きは 卽ち 夫れ である。 

第二には 宗敎 上の 博愛 慈善の 觀念 から 人口の 減少を 防遏 

する ことが 出来る。 凡て 善良なる 宗敎 には、 慈悲 博愛の 觀 

* 

ニニ 五 


警世 時 言 

泥 专れ^ # の 端を 發す るの 一な り、 僧徒が 僧服を 着して 宮中 其 他の 儀 

t r r- 正に 一日 一る 最近の 慣例— 所、 國 家の 囊 f 行政 

法理 上の 精神に 見て、 また 必らす 此の 如くなら ざるべ から 

す、 然るに 今囘 ©大典に 際し、 特に 此 Q 如き 內規を 公示せ 

られ たるは、 蓋し 歷 史上の 光榮を 奪 ひ、 最近の 慣例を 棄 て、 

且宗敎 行政の 根本 精神に 戾 り、 而 して 一般 信徒の 信念を 蘩 

亂 すべき 惡 結果を 來すべ きもの、 事、 決して 小事と 云 ふべ 

きに ぁらす、 響は 此點 に 關し 5 司 諸君が 大に 熟慮 せん 
ことを 希望せ ざるを 得す 0 

i 伯爵 大谷 氏が、 此內規 の爲に 伯爵 總代 としての 參 列を 恐 
懼拜辭 したる は最其 道を 得たり、 蓋し 大谷 家の 伯爵た るは 
王法 為本の 宗義ょ りして 國 家に 盡 したる 功勞 を旌 表せられ 
たる ものにして、 夫の 伯爵 家 祖先の 一人が 登極 大典の 資を 
献じ たる 如き 其强大 なる 一因 なら む、 卽 法衣の ため 伯爵た 
りし もの、 而 して 大谷 伯の 功勞は 世の 等しく 認 むる 所、 先 
帝^: に 賜 ふに 法衣を 以てした まへ り、 伯爵が 先帝 已來 、常 
に此 恩賜の 法衣を 着し 參內 して 忠誠を 必ら すし も 故に 云よ 
す、 而も 此の 功臣に 對 し、 此由緖 t 伯 震に 對し 、恩賜 
の 法服を 着す るを 得ざる を 規定す るか 如きは、 抑 も當を # 


ニニ 四 

ざるの 甚 しきもの、 常理を 以てせば 國 家は 隆 々たる 國運勃 
,M ハの 瑞たる 今囘の 大典に 當り て、 この 吾 國の登 極大 禮史に 
特筆 せらるべき 法衣の 伯爵 家を して、 ま づ 記念 旌 表して 何 
等 かの 特別 禮遇 を與 ふべき にあら ざり しか、 かの 法眼を 生 目 
して 職務を 行 ふ 監獄 敎誨師 の 如き、 勿論、 其 制服と しての 
法衣 被 着 大饗參 列の 光榮を 荷 ふべき もの、 之に 法衣を 禁 1> 
るが 如きは、 國家遷 善 改惡の 職務を 委任す るの 精神 果して 
那邊 にある か。 

維 _ 時の 廢佛 毀 ^ 力 如何に 吾國の 良風美俗を 破りて、 
今日 道義 衰頹の 因を 作りた るかは 有識者の 公認す る听 、而 
して 佛敎 僧徒を 不淨 扱と なした る 愚 味 乖理の 迷信と 偏狭® 
劣の 邪見とは、 皇國の 歷史に 照らし 世界の 公道に 觀 て、 t 
正の 今日 半 文の 價値な きも また 自明の理な り、 賢明なる 有 
司が 法衣 禁止 佛僧 冷遇 等の 囊 Q 爲に 誤？ 震の 悪評を 
世界の 識者に 受 くるが 如くん ば、 實 に大疆 代の 不祥事に 
す や。 

佛徒 としては 唯一つ の 四 恩の 道 あるの み、 法衣の 禁と不 
禁 との 如き 亦 何 か あらむ、 唯 世 道 人心と 世界に 對 する 皇國 
の體面 上、 止むべき にあら す、 卽ち 一言して 有司の 反省を 

ひ 王む  (大正 四、 十) 


其 主義に 於て 一致し、 其 結果から 云 ふと 人口問題に 觸れて 
居つ て、 適當な る 人口 制限の 理に 契つ て 居る と 思 ふ。 

以上 宗教の 傳道 精神、 慈悲 博愛の 觀 念、 德義 の實踐 三方 
面から 觀 察して 宗敎の 上から 人口問題に 對 して 或る 程度 迄 
の 解決を 與 ふること が 出來 ると 思 ふ。 近 來米國 に 於け る 日 
本人の 移民 問題に 就いて 基督 敎者が 盡 力して 居る のは 宗敎 
の本義たる自由寬容公正の精神から考へて喜ぶべきことで 
あつて、 我 人口問題に 對 する 一面の 宗敎的 解決を 見る こと 
が 出來 るが、 何處 まで も 自由 寬容 公正の 精神の 上から やら 
なければ 折角の 盡カが 水泡に 歸す るの みならす 却つ て 障害 
を窗す 虞れ が ある。 自由、 寬容 、公正の 精神は 宗派 的の 觀 
念とは 水 炭 相容れ ざる ものである 力ら 飽くまで も 其 間に 於 
て 宗派 的觀 念を 挾ます、 自由 寛容 公正の 精神を 發揮 せんこ 
とを 望まざる を 得ない。  (大正 四、 一一〕 

◊功 勞者旌 表の 批議に 對 して 

國家が 大典に 當り敎 育 慈善の 業に 功勞 ある ものを 旌 表す 
るに 際し、 世、 往 々にして 基督 敎徒 のみに 厚く、 佛敎 徒の 之 

功 勞者旌 表の 批議 に對 して 


に 超 ゆる 努力が 寸 毫も 認められ ざり し 偏頗を 私語す る もの 
あるを 聞く 事、 ー應は 御尤もなる 愁訴ながら、 再應 之を 考 
ふるに佛敎徒は寧ろ此偏頗とも手落ちとも見ゆる所に滿足 
を 感すべ き點 ^ るを見さるに ^) らさるぺし。 

凡そ 世間の 響 宴 集會な ど の 際、 外來の 賓客に 上 撰を 供し 
家人は宴後、倖に殘肴剩酒に滿足する所に善き所あり。ー千 
年の 久しき 國民 精神の 薰陶に 母と なり 女房と なりて、 一 方 
ならぬ苦勞を重ねたる佛敎徒が ^ 來の耶蘇敎徒が晴の儀式 
に客扱ひの特別禮遇を得たりとて、之を恨むは家人として 
餘 り に 水臭く 子供ら し。 嘗ては 吾國を 祖先 崇拜の 多神教の 
野蠻國 とし、 所有 吾 國の弱 點と惡 所と を 列擧 し、 此の 如き 
多神教の 野蠻國 を 耶蘇 敎に改 宗せ しむる 爲 とて、 叩頭 百拜、 
外國ょり贏ち得たる輸入資金にて出來た學校、若しくは慈 
善事 業、 而 して 此 外資 輸入 事業の 番頭 手代たり し 日本人を 
旌表したる今の當局には夫々の氣苦勞もありしなるべく、 
また 其宏 量を も 家人と しては 推諒 すべきが 當然な らん、 而 
して此の野蠻國は、まだ耶蘇敎に改宗せす、彼等が痛罵した 
る 祖先 崇拜が 中心と なり 居る 大典に 彼等 敎徒 を旌 表し 得る 
までの 隆盛と 文化と を實 現した るは 家人と しては 實に 痛快 
の 情に 堪へす 、卽ち 彼等が 祖國を 罵り 辱めた る 結晶の 事業 

ニニ 七 


善 世 時 言 

念が あって、 此觀 念から 棄兒ゃ 孤兒を 救濟 して 保護を 加へ- 
以て 人口 輕 減の 傾向を 防ぐ ことは 歐羅 巴に 於ても 中 世紀 か 
'ら行 はれる 所で ある。 棄兒 を收容 する ために 特に 設備を な 
して 墮胎や 避姙を 避けし めた。 此のた めに 非難の 聲をも 招 
いたが、 宗敎 上から 棄兒の 孤 兒院を 造って 博愛 慈善の 觀念 
の活動を現はした。我日本に於ても白河樂翁が領內の人民 
中に 墮胎 する もの、 多き を 憂へ、 之を 防遏 せんがた めに 圓 
山 應擧に 地獄の 繪を 描かし め、 之を 民衆に 示して 墮胎の 罪 
の 恐るべきを 知らし むる と 同時に 慈悲心を 起さし め、 以て 
.墮胎 の 弊害を 去っ たと 云 ふ 事蹟が ある。 樂翁 公の みならす 
古 來宗 敎的觀 念の 上から 人口の 減少を 救濟 したる 例に 乏し 
くない。 現今の フランスの 如き、 夫の ニ子 制度の 樣な 文明 
的 弊害の 下に 人口の 減少して 行く 所に 於て 之を 救濟 せんに 
は、 佛國に 於け る宗 敎は衰 へて 居る から 古代の 如く 宗敎の 
權 威では 直に 之を 防遏 する ことは 出來 まいが、 併し 此 性愛 
精神の上から形を代へて精神的哲理的の防逷方法を取った 
ら 、此の 法律 的の 勸懲的 主義よりも 遙かに 良好の 結果を 見 
られるだらぅと ^ ふ、 

第三には 宗教の 道義 的 精神に 基く 德義の 實驗に よって 人 
n の 濫造を 防ぎ 得る と 云 ふこと である。 人口問題に 於て 困 
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る 問題は 不道德 の 原因に よりて 出来る 私生兒 とか 精神 上の 
缺陷 なる ものと か、 乃至 一人前の 精神 能力を 有せざる 人間 
の 屑が 出来る ことで ある。 之に 對し ては 最近 學問 として 問 
題と なつて 居る 「ユ ー ジエ 一一 ッ クス」 の 如き ものに 觸れ て來 
るが、 宗敎 上から 見る と 佛敎で も 基督 敎でも 戒律なる もの 
が あつて、 或は 酒を 禁じ 或は 邪淫を 禁じて 德義 を勵 行す る 
と 云 ふこと か 最も 適當な 人口の 制限 法と なる。 釋尊や 基督 
は 人口問題の ために 無 妻で あつたので はない が 釋尊已 前に 
は 多妻 主義が 盛んに 行 はれ 放逸 不道德 の 原因から 人口の 濫 
造を 來た して 居つ たようで ある。 精神界 の 方面に 精力を 傾 
注せん には 物質 界に對 する 精力を 犧牲に 供す る 必要が ある。 
而 して 斯く する ことが 人類の 幸福を 增進 する ことになると 
云 ふ 自信から 釋尊 でも 基督で も 無 妻で あつたの だら う 思 ふ。 
植物で も 花を 立派に 睽か せようと する には 實を 結ばない よ 
うにす ると 花に 充分の #* を 送る ことか 出來る やうな もので 
ある。 然るに それが 後には 佛敎で も 基督 敎 でも 禁欲 主蠢と 
なりて 形式に 陷 り、 中 世紀の モンク ゃ佛敎 僧侶の 生活が 常 
軌を 逸して 居る ようになつ たので、 釋尊 基督を 始め 其 弟子 
達が 無 妻を 實 行した と 云 ふのは 形式的の 禁欲主義から 出^ 
ものでなくて カント やス ヘン サ ー等の细妻を實行し |: のも 


宗祖の 眞血尙 同宗 徒の 間に 枯渴 せざる を 證 して 甚 痛快の 事 
となす、 謂 ふに 此 問題は 決して 日蓮 宗徒の みの 閑 問題に あ 
らす して 佛敎 全體の 懸案 否宗敎 の權威 全體に 亘る 重要 問題 
にして 基督 敎 徒と 雖 尙生氣 あら ば必來 りて 一考せ ざるべ か 
らざる ものな りと なす。 

此ニ 問題が 佛敎 各派 中假令 偏狭 頑迷の 譏 ある も 尙敎義 の 
純潔と 信仰の 醇正を 大に 誇り 得る、 日蓮、 本願 寺 ニ 宗の間 
に生じたるは佛敎徒信仰生活の彈カ今に全く緩弛せざるを 
示す に 似たり。 吾 宗徒 此間 如何の 觀をな す、 

宗祖 流罪の 當時烈 々たる 主義と 權 威は、 德川 時代に 入り 
て 迎合と なり 阿附 となり 御都合主義と なれり、 明治を 歷て 
大 芷 に 入りて 宗門 信念の 生活は 如何、 權威あ るか、 主張 あ 
るか、 鼎鑊 にも 畏れす、 斧鉞に も 屈せざる 底の 確信 ある 
か、 今の 宗門が 形式の 整 齋稍其 所を 得て、 人材の 世を 導く 
に 足る もの 乏しき 所以の もの 此 迎合 阿附の 病、 骨髓に 入る 
に 由らざる なきや、 否や。  (大正 五、 三) 

◊宗 大佛專 卒業生を 迎 へて 

神社 對宗敎 の 問題、 宗 大佛專 卒業生を 迎へて 


ニ 旬を 出です して 吾人は また 宗敎大 學及專 門學校 卒業 Q 
俊才を 祝賀す るの 喜 あらんと す。 一宗は 之に 依りて 宗學の 
兩 面に 淸 新の 勢力を 加 ふるの 慶あ るべ く、 社會 は敎界 人材 
を 要する こと 大旱の 雲霓を 望む が 若き 時、 諸 俊才の 利器 快 
腕 か 如何に 當面の 盤根錯節を 排開 する かを 刮目 環視 せん。 

從來 卒業生の 赴く 所は 留學 生に あら ざれば 開敎 事業に 局 
限せ るが 如し。 篤學 精巧の 士は蓋 一宗の. 至寶な り。 吾人は 
必らすしも留學生に赴くの士を廷なりとせす。否、此等好 
學の 靑年彌 出で、 彌 多く、 動もすれば 學問を 輕 侮し 學 者を 
冷遇して 敎學の 大本を 忘る、 現代の 宗弊を 根絕 せんこと を 
切望す る ものな り。 夫の 開敎 事業の 如き 稍 適材を 適所に 用 
ひつ/ M のる に 似た る觀あ る も、 之を 帝國々 民の 發展 力に 照 
らし 来る ときは 開敎 使の 頭數 學校會 堂の 配置 殆ど 十が 一に 
だ も 足らす。 矧むや 帝國の 同化 政策 或は 平和 事業の 上に 觀 
ば 現在 開敎の 貢獻は 殆ど 空 零に 近き 憾な きに あらす。 吾人 
此故に 諸 俊才の 開敎 事業を 志望す る もの 益々 多き を 切望す。 
豈 局限す る 所を 以て 諸 俊才の 行を 壯なら すと せんや。 

然 りと 雖 、今の 留學 生が 徒らに 舊套窩 を 株 守して、 宗乘 
餘乘の 訓詁 的 死 硏究の 外、 時代の 思潮を 思 導し、 宗 學の大 
體を 確立し、 若く は 民人の 實際救 濟に關 する 緊要の 活學問 
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警世 時^ 一一 日 

も 今は 毒藥 却って 藥とな りし 御 家の 繁昌に 大喜も 致した く 
祖先 崇拜の 野 蠻國が 着々 として キリシタンを 合 ^ し 遂にょ 
吾等と 同じ 樣なる 忠良 眞實の 家人た るまでに 至るべき 野蠻 
國の 勝利を 心 窃かに 喜ぶべき にあら 中 や。 

さるに て も、 基督教の 敎育 慈善の 業に 當る經 營者卽 番頭 
手代の 輩は、 當 局ょり 功勞旌 表の 奏請 ありし も、 其 御主人 
たる 英米の 資本家に 光榮の 及ば ざり しは 甚だ 殘 念と 申す ベ 
し、 實は 救世軍の 本部 や、 米國の 傳道會 社な' どに 勳章 にて 
も 贈るべき が 正當 にて、 英米の ためには 何時も 忠實 との 噂 
ある 當局 者は 此方 頗る 其當を 得た る やと も存す るな り。 

. ( 大芷 五、 三) 

◊神社 對宗敎 の 問題 

西オ願 寺を 中心とした る、 七五三 繩 問題 卽 神社 及 祭式と 
宗敎 との 關係 疑義、 及 日蓮 宗の學 者 間に 熱烈の 論戰を 生じ、 
信徒また之に » 應して爭議頗る熾なる夫の本尊問題は、近 
降宗敎上 0 大問題にして、事決して本願寺及び日蓮宗に局 
限すべき 性質の ものに あらす、 各宗の 識者が 之に 對 する 態 
度の 甚だ 冷淡を 極め、 敎 界の學 者が 摯實の 言論 之に 及ぶ も 
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の寥 々たる か 若き は 頗る 奇怪と 言は ざるを 得す。 

神社 對宗敎 、若く は 祭式 對 信仰の 疑義は 帝 國の進 運上^ 
らす 一度は 解決を 要すべき 至大の 問題に して、 神社に 對す 
る當局 及 民衆の 觀念 頗る 透徹を 缺 き、 古來 慣習の 祭式と 憲 
法 上 自由を 保障せられ たる 宗敎の 信仰との 關 係に 就きても、 
爲政 者に 確然た る槪 念な く、 一般の 民衆 も 亦 之に 就きて 燕 

震亂 sf  S み、 5 に馨 Q 際、 麗 蒙の 淺見 

ょりして、 强て 所謂 神佛の 分離を 妄 行し、 廢 怫毀釋 の暴擧 
を敢 てして、 混然と して 玉の 如き 國民 信仰を 破壤 したる 惡 
結果に 出、 つと 雖 、今にして、 何等かの 解決を 與へ 、何等か 
の說 明を， 輿へ すん ば國民 の 精神 生活 上 常に 不姿 る壓 抑を 
餘 すは 勢 免るべき にあら す、 之が 爲に 生じ 來 る、 帝 國文匕 
の 壅 塞は 實に 容易なら ざる もの ある y し。 

日蓮 宗の 本尊 問題は 宗 敎對國 家の 問題 信仰 對俗權 の 重大 
なる 問題に し 一」、 近時 動もすれば 宗敎 をして、 唯 讓の僕 
婢とな し 俗權の 犬馬と なさし め、 迎合 阿附靡 然として 風を 
なし、 王公に 事へ す 其 事を 高尙 になす て ふ 夫の 俗儒の 識見 
すら、 佛徒 間に 見る 能は、 ざるの 今時、 偶此 問題に 由り て 一 
部 尙摯實 の 信仰と 大乘爲 法の 精神 依然として 消磨せ、 ざるを 
見る、 蓋し 多少 意を 强 ぅする に 足る もの あり、 而 して 是 日蓮 


慘の 結果に して、 他は 卽 警察 及 司法の 進歩 改善の 餘地 ある 
を 示す もの 經 世の。 事に 當り 、言論を 以て 任す るの 識者は、 
此 時に 當 り、 充分 愼 重の 硏究を 行 ひ、 帝國隆 興の 光明 面に、 
暗黒の 汗點を 投下す る此等 不祥事の 絕滅を 期せざる ベから 
す。 

世の 論者 注々 謂ら く、 双 傷 問題の 如き、 拷問 事件の 如き、 
小學 法令の 不備に 歸 し、 警察 制度の 周到を 缺 くに 原因す と。 
言 ふ 所 良に 可な り。 而も 今の 小學 令の 繁重 細瑱な る、 幾條 
增加を 行 ひ、 今の 警察 制度の 複雜な るに 更に 屋 上屋を 架せ 
ん とする か 若き は、 要するに 勞 多くして 得る 所、 甚だ 僅少 
なるべし。 記者は、 此等 法令 制度の 不備 缺陷 を責 むる に 先 
ちて、 先づ小 學校敎 職員 及び 警察官 吏の 人格 改善の 問題を 
急務と なさん と 欲する 也。 

今の 中小 學の敎 育 家が、 單に 學藝の 注入を 以て 能事 了れ 
りと し。 毫も 自家 人格の 修養に 力を 着けざる は甚 だ 悲むべ 
き事實 也。 其方 正謹嚴 、名聲 ある 敎育 家と 稱 する もの も、 
形式 規律を 墨守して 精神の 感化を 度外視し、 酷吏が 個人を 
監視す るの 態度を 以て 生徒に 臨み、 毫も 生徒の 人格 箇 性の 
尊重を 知らざる もの 甚 多し。 況むや 其 放 縱無學 、徒らに 人 
の 子を 賊 して ロを 糊す る ものに 至りて は 實に言 ふに 足ら ざ 

敎 育の 缺陷 とその 責任者 


るな り。 今の 教育は 此の 如し。 其茲に 至れる は、 實に 維新 
の當 時宗 敎を迫 害 凌辱し、 頑陋な る 反 宗教 的の 態度を 以て 
敎育 家の 威嚴な りと 迷信した る現罸 のみ。 

教育勅語の 捧讀を 以て、 形式的の ものと なし、 其 精神 根 
柢に 至りて は、 毫も 意に 介す るな く。 設備 も 敎科も 監督 も 
渾て 形式主義と、 法令 主義との 外、 何等 感化 薫育の 意義な 
き 今の 敎育界 は、 要するに 宗敎主 萎 — ^ 道と 正 萎と 全人格 
の 修養と を 基礎と せる 宗敎 主義を 缺き た る 結果に 外なら す。 
殺伐 慘忍 動もすれば、 血を 見て 快と する が 如き 惡德が 在々 
可憐なる 小學兒 童の 間に 行は る、 に 至る は、 要するに 仁慈 
博愛を 旨と せる 佛敎 感化の 漸く 根絕 せんとす るの 兆を 示さ 
すと する 力。 

警察官 吏に 於ても、 一片 人類 相愛の 心を 藏 し、 所謂 張 華 
手 菩薩 心を 以て、 事に 當らば 必らす しも 宽枉を 出さす、 必 
らすしも酷吏法を |? するの識なヵりしならん。囚人をして 
進む で 自白す るに 淚を 以てする に 至ら’ ざれば 酷 法は 決して 
法令の如何ともする所にぁらす。寃枉豈また止むの時ぁら 
んや、警吏の修養なる哉、今の警官をして佛敎信徒たらし 
め ば、 斷 じて 世を 驚かす 寃罪 問題、 拷問 事# は發 生せ ざり 
しなら む。 

二三 一 
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に眼眸 を轉す るの 人甚寥 々たるは、 蓋し 一宗 發展の 爲遺或 5 
龄 からすと いふべ し。 吾人 因ょり 絕對に 夫の 舊 式の 訓 諸を 
不要と なさす。 而も 思潮を 思 導し、 大體を 確立して 宗學を 
現代に 顯彰 すべき 活學は 更に 必要なる を 思は ざるを 得す 0 
吾人は 大處 、高處 、深處 に眼晴 を据 へ、 識 力と 創見と を尙 
ぶ 慈 雲 普 寂 Qf#f 欣尙 し、 無 一 墨、 比較 宗學 、辨 
護 宗學の 如き 現代 必要に 起らざる ベから ざる 新學 問の 確 
立の 爲に精 透なる 研究生の 出 でん ことを 祝禱 し、 而 して紛 
々たる 日 支 群小 古學 僧の 末 註 主義に 趨るを 避け、 佛敎學 の 
基礎 學科た る 梵語 パー リ西藏 等の 聖 語に 力を 用 ひて 根柢 ぁ 
る 深 奧の學 風 起らん ことを 希は ざるを 得す。 錫 蘭に 緬甸こ 
印度 內 地に 苦 辛學を 修むる 士各宗 相 踵き て 多く、 吾 宇 蜀り 
之な きは、 宗學の 恥辱なら すと せむ や。 若 夫の 實際 問題に 
至りて は 各 國宗敎 法律。 經濟諸 科。 傳道 方法 學 。敎會 監督 
學 、及び 各種の 社會 事業の 研究の 如きは 民衆 救濟上 焦眉の 
活學 問に して 諸 俊才が 此の 如きの 硏究 に從 ふは 獨上宗 の 
慶 のみに あらざる なり。 

開敎 事業に 於ても 諸 俊才に 依りて 一新紀元の 劃定せられ 
ん ことは 吾人の 願 也。 從來の 内地人 中心 主義は 諸 俊才に よ 
りて 帝國の 同化 政策に 貢獻し 平和 事業に 寄與 する 土民 © 開 
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化、 白人との 外交に 當り 得る 對外 方針に 轉ぜざ るべ から 中、 
卽 英語の 熟達、 朝臺及 支那 語の 練習を 諸 俊に 薦めざる を 得 
ざるな り、 而して 諸氏に 由り て 南洋に 蒙古に 宗 勢の 擴 張せ 
ん ことは 獨 吾人の みの 希望に ぁらす、 吾人 此 故に 諸 俊の 中 
に露萌商語、蒙古語馬來諸語の硏究家が必らす出づべきを 
豫 想して 止ます。 

特殊 傳 道の 方面は 國 運の 發展と 共に 諸 俊の 才に俟 つもの 
甚 多し、 軍隊に 工場に 諸氏が 快腕を 要する の 天地 甚廣 し、 
諸氏 希く ば 濶大の 眼を 開き 大に 人文の 爲に 貢獻 せょ。 謹で 
賀し 且祝 す。  (大正 五、 三) 

◊敎 育の 欽陷 とその 責任者 

最近 社會の 問題と なりて、 世の 視聽 を聳 動した る もの ニ 
ぁり。 一は 學童双 傷 問題、 及び 小學 校に 於け る 傷害 失踪 等 
の 不祥事 怦 にして、 小學敎 育の 改善を 促す の聲 、漸く 識者 
の 間に 喧し。 他は 寃枉 者の 續出 と共に 暴露せ る栲問 事件に 
して、 人權の 尊重 上實に 容易なら ざる 問題に 屬 す。 

一は 卽帝國 の 小學敎 育に 於け る 缺陷不 1 ょり 生じに る悲 


り、 特に 大乘 佛敎 原書 出版 會は 露國學 士院の 事業と して、 
旣に 幾多の 經論を 公刊した るに ぁらす や。 英國に 於ても、 
佛敎の 研究 特に 熾 盛に して、 夫の パ I リ三藏 出版 會の 主腦 
た る リス デ ギ、 、ツ翁 が マン チ H スタ ー 大學に 於け る佛敎 講座 
の 如きは 世界 學者 0 翹望を 集む る 所な り。 特に 露國の 如き 
は留學 生を 東京に 送り 帝 國大學 及 吾が 宗敎大 學の加 藤 荻 原 
諸學 者に 就きて 俱 舍唯識 等の 硏究 をな § しめつ/ m 9 り、 海 
外の 佛敎 研究の 狀勢斯 の 如し、 然るに 帝國 最高 學府に 於け 
る 佛敎の 硏究は 僅に 印度 哲學の 下に 隸屬 し、 其 振は ざる や 
甚 しく 敎鞭を 執る 頓學 高僧を 遇する の 道の 如き も、 菲薄徒 
らに 講師の 賤職 を與 ふるに 過ぎす。 之を 英露に 比する に單 
に 體 面の ー點ょ りする も、 實に獅 然 たらざる を 得す。 況む 
や帝國 文化の 責任ょり 見る を や。 更に況 む や 世 道 人心 開發 
の點に照らすをや。此過去の恥辱と缺陷とは今漸くにして 
淨 除せられ ん とす、 假 令佛敎 家なら ざる も 誰か 之を 賀せざ 
る もの あらん。 

帝國は 東洋 平和の 指導者た ると 共に、 叉 文化の 啓沃 者た 
らざ るべ からす。 此 意義に 於て 帝 國大學 に 於け る佛敎 講座 
の 開設は 一面 支那に 對 し、 他面 暹羅 印度 淸 國に對 し、 頗良 
好の 感を與 ふべ し。 支那は 甞て楊 仁 山の 如き 篤信の 居士 あ 

帝大 沸敎 講座の 設置、 宗敎 大學の 三十 年式 典 


り、 烏 域 散逸の 古釋 典を 吾國 に 求めて、 之を 刊行し、 道を 
本邦の 名師に 求む る もの また 少から す。 若佛敎 講座の 帝大 
に 設立 せらる、 が 若 くん ば、 支那 佛敎 信者 及 研究家の 歡喜 
夫 如何ぞ や。 其 暹羅及 印度 諸國の 民心に 與 ふる 影響の 如き 
蓋 論せ すして 可也。 卽此新 講座の 開設は 東方 平和の 上に 於 
て も實に 甚 深の 意義を 有する 也。 賀せざ るを 得ん や。 

佛敎界 に ありて は此新 講座の 開設を 刺擊 として 益 摯實精 
透の 學風 重厚 典雅の 氣象を 興起し、 以て 夫の 學問 蔑視、 學 
者 冷遇の 輕佻な る惡 習を 剪除し、 善良に して 眞摯な る 研究 
的 競爭の 風が 各宗の 間に 興り 來り 以て 敎學界 の活氣 を呈せ 
ん ことを 切望す。  (大芷 五、 五) 

◊ 宗敎 大學の 三十 年式 典 

宗 敎大學 は、 ニ 週の 後、 盛大なる 三十 年 記念の 式典を 擧 
行 せんとす。 鴨 臺 の新綠 、薰 風徐に 動きて 風光 畫に 似た る 
處 、學苑 の 紅 紫 益芳英 華を 縱に して 敎學 進展の 祥瑞を 示し 
以て 宗光 闇揚 のために 萬 丈 虹霓の 元氣を 橫 ふる も 今や 目 睫 
の 間に 逼れ り。 一宗の 前途に 對 して 誰か 歡天喜 地の 情な か 

二三 三 


警世 時 言 

兹に於 て か 思 ふ。 最近の 戰懐 すべき 一 一大 問題は 其 罪敎育 
家に も f す、 警察官に— すして、 其實は 寧ろ 之を 敎 
導し 誘 被して 人格の 修養、 精神の 安立を 完 ぅせし むる 能は 
ざる、 宗教家 無能の 罪の み。 宗敎 家は、 此の ニ大廖 事に 對 
して、 決して 之を 對 岸の 火災 視せざ らんこと を。 

子 认の食 日 ^ 學校 、.補習 夜學 等を 經營 する 傳道 者ょ。 
警察 講話に 當る特 志 家ょ。 卿 等が 努力は 今や j 脣の 熾烈を 
立て前 進すべき 時 方に 至れり。 吾等 全國の 布敎圑 は、 此ニ 
大 問題を 刺擊 として、 大に此 等の 新傳 道を 鼓舞し 策勵 して 
帝國 文明 Q 暗 點を淨 除す るに 蠢 せんこと を。 

(大正 五、 四) 

◊帝 大佛敎 講座の 設置 

東京の富紳安塁は村上老師©勸獎に從ひて、金五萬® 
を 寄附し 東北 Q 素封家 齋 藤氏 もまた 澤柳三 好 等諸碩 學の签 
靜を 納れ L ニ 萬の 義金を 喜捨し、 東京 帝 國大學 に 於け る 
佛敎議 座 0 設置を兹に始めて成るを吿げ、京都 (: 於ても之 
に 動かされて、 篤產 の淨資 を捧 ぐる あり。 東京と 美 卜 競 


三 ニニ 

ひて 佛敎學 の 新 講座を 北山の 學府に 見る の 日、 或は 遠 か 
1 さらん と 聞く。 敎界 のた め、 帝 國文敎 のために、 實に次 
慶に堪 へ' ざる 也。 

由來帝 國 Q _ 雲 大小羅 _ Q 靈が翌 すべきょ、 

震の 過去に 顧み、 研究の 現勢に 照らし、 抑 も 亦 外 國學壇 
に闺 する 體 面に 見て、 業に 旣に當 然之ぁ るべ かりし 听 、其 
今に 至る まで 之を 缺き たるは 帝 國文敎 の 一大 恨事に して、 

亦 最高 學府の 一大 恥辱と 稱 すべ かりし 也。 然るに 今や 時漸 
くにして 熟し 此 多年の 恨事と 恥辱とは 方に 解決の 遂に 就 
き來れ り。 豈 一大 快事と 云は、 ざるを 得む や。 而 して 帝國隆 
興の 機運し 當り て實業 家が 單に 商工業の 直接 貨殖の 事業 

以外、 斯 Q 如き議 f 精神蠢 、風敎 振作の 根柢に 淨材 

を投するに至りしは、帝國文明の發展、人道の 
益 其 事の 痛快なる を感す る 也。 

其 皇室は 何等 佛敎に 出 緖な く、 其國 民は 毫も 佛敎 と因緣 
を 有せす。 其 雷の 背景と して 佛陀 if 負 ふ 所 甚少き 
歐 执諸國 にぁり て すら、 佛敎の 硏究は 今や 諸 大學の 重要 學 
科の 一とな り、 競 ふて 之が 歷史 敎義の 討究を 公表し つ— 
り。 且く 吾が 親交 國たる 露國の 一例に 徵 する も、 大宝 こょ 
ヲル デン ベルグ、 チェル パトス コィ 等 著名なる 佛敎學 者 ぁ 


ありて は、 必らす や、 崇嚴の 追悼式 あるべき と 信す。 特に 
获原 椎尾大 島等內 外敎授 の功勞 者 ^ 旌 表する と共に、 學校 
創立者 黑田師 の 遺 弟に 記念 資金を 與へ 、若く は 其 墓碑 香華 
の資を 補 ふが 如きは 報德の 至情 上、 良好の 影響を 一宗に 與 
ふべき を 信す。 但 金額は 決して 多き を 要せす、 唯學 校と し 
ての 誠意を 表すれば 足れり 矣。 

學生諸 俊才が、 出身 先輩を 勸 募して 記念式典の 資を 集め 
先輩 諸氏 亦 快 然應諾 し 出身者に あらざる 有力者 も 頗る 之に 
隨 喜し、 醵出の 金額 豫筧に 超過す るに 至る とい ふ。 學生愛 
校の 至情は 校外 先輩 有志 援護の 義俠と 相 待ちて、 近時の 美 
談と いふべ し。  • 

學生 諸氏が 此 等の 資金を 以て 各種の 餘興を 設け 校 室內外 
の裝 飾に、 意匠を 凝らして 、大に 式典の 光彩を 發揮 せんと 
する、衷情實に愛すべし。唯宗敎學校は自ら厳然たる宗敎 
學 校の 特色 あり。 漫に 愚劣 俗惡の 普通 大中 學の餘 興を 學び 
て、 輕薄 唾棄すべき 醜狀を 一般に 示す が 如きは、 風 敎上大 
に 愼戒 すべき 所。 健全なる 餘 興は 多少 可な りと する も、 吾 
人は 夫の 俗曲、 相撲、 假裝 行列 以外に、 學生 記念 大傳 道を 
行 ひ、 記念 コドモ 大會を 催し、 或は 廢兵老 疾孤兒 狂者 囚人 
の 記念 慰問を 行 ふが 如き 何等かの 傳道 及び 社會 問題の 解決 

タゴー IV 翁の 來朝 


に 貢獻 する 方法を 講ぜん ことを 切望せ ざるを 得す。 是亦先 
輩 有志が 義捐に 應する 最善の 道に ぁらす とする か。 

(大正 五、 五〕 

◊タゴ I ル 公 羽の 來— wi 

哲學 も文藝 も宗敎 も、 一切の 思索、 一切の 批評、 悉く 昏 
陲し 沈滞し 閉塞して、 微塵 も生氣 なく 活動な き 時に 當 り、 
西天老 詩人の 來 朝は 恰も 大旱に 雲霓を 見た るの 觀ぁ り。 宰 
相 大臣ょり 貴族 富豪 學者に 及び、 怫敎徒 も 基督 敎徒 も藝術 
家 も 學生も 婦人 も 萬 ロー  齊、 此吹陀 時代の 詩仙を 現代に 現 
したる老詞宗の風姿を讃美し、其信仰のー神たると汎神た 
ると 將 た多神たり無神たるとを問はす、競ふて此ー詩人に 
花環を 捧げん とす。 歡迎の 盛、 此の 如くして 外客を 待つ は 
近時 其 例な き 所。 敎界に 於け る 地位と 功業の 偉大を 以ては 
老 詩人に 優る 數 等の 上に ぁる ブ ー ス氏 の來 朝に 際しても 此 
の 如くなる 能は ?'' b き。 來らむ マキシム  コ リキ ー等に麥 
しては 固ょり 之と 比すべ  /\  も あらざる べし。 

タゴ ー ル •翁に 對する 此の 如き 熱烈の 敬慕は、 其 原因 蓋し 

ニ 三 五 


らん や 誰か ニ 尊の 席 護 列 祖の冥 祐に對 して 深厚 痛切の 感 
謝な からん や。 

春雨 秋風 三十 年。 三十 年の 日月は 決して 管に ぁらす、 
士.蓉 一 ^ 此間 宗門 最高の 學府は 芝より 小石 川に 轉じ 、小石：： r より 現 
在の 帜臺に 遷り其 名稱の 若き も宗學 本校より 高等 學宅、 M 
して 淨土 宗大學 、日く 何日く 何而 して 今の 囊大學 の 校 名 
を 胃す に 至りたり。 而も 依 處と毳 との肇 は學 校の 謹 
を 示す の 雲と して 終始一貫 宗門の 敎學 に貢獻 する 所甚深 
く、 宗門に 送れる 人材は 濟 々六 百餘 名の 多き に 上り、 見に 
敎學實 務方茴 に ^ 動す る 人材 十 中の 八 九は 悉く 其 出身者 こ 
り、 貢賦 豈 ff とせん や。 而し T 今や 單に 宗門の 爲こ 
功業を 樹 つ——、 世界 文敎 のために、 帝 國の纖 

f は感 化 S 囊 1 学る f I く 出身者 

中に 輩出す— 見る。 謂 ふに宗 大三十 年の 歷史は 最近 宗 n 
史中 尤着實 にして 勤勞 多き 部分な らん。 此 三十 年の 長 日 1 
を 囘想 する 時 宗門 現 蠢步の 根源は 決して 篇な參 るを 

此 盛大の 式典を 迎 へて、 宗 運の 進歩 を視 するとき、 宗大 
3 の 盛運を 開拓し、 宗門 最高 學府の 根柢 基礎を 築きた る 
故黑 田— の 先見 露と 其 不磨の 遺勳は 今更の 如く 一宗の 


感激す る 所たら すん は あらす。 勸證 きて 今や 一 百 十餘日 
此 盛典を 迎 へて、 自ら 無限の 感慨 あり。 勸學の 遺範を 紹繼 
して、 裏の 業に 當りたる歷代の雲、傳へて今の望月 £| 
講に 至る 其、 苦、 も慘儋 、幾多 燕 頷廣の 好漢を 打^. したる 
功勞 は、 次 てま た大に 宗徒の 感謝す る 所たり。 

宗大三 t 年の 式典は、 斯の 如くして 意義 極めて 深長 也。 
此 意義を 顯彰 して、 宗學の 尊 嚴を發 輝 せんが 爲 に、 宗大當 
事 者は f 式典— 定に 苦心し、 周到_、 I を 期 
す f の、 如し。 就中、 望月 雲が、 萊奔西 走、 宗門の 珍 
書名 畫寶 什を 產 して、 一大 宗史 展馨を 催す の擧の 如き 
は 確に 此記 念を して 意義 あらしめ 學 校の 獲を 確立し 面 
目を | 新し 以て 一般 敎學の 量を 促す の 一大 蒙に して、 丨 
謂 ふに 是已上 響の 方 あらざる べし、 其 達の 展馨に 比 
し、 一段の 驚愕と 嘆美と を 學界 に與 ふるは 疑 ふべ からざる 
所なる べき か。 

.他の 式典 蠢中 、公開 講演の 如き 敎 務勤勞 者の 旌 表の 如 
き、 旣に馨 者の 準備 完 きもの あらん。 故 黑田學 長を 初め 
とし 敎職買 及ぴ 32 身 者學生 諸靈 位の 樣法 要の 如き も、 普 
通中學 にあり て すら 式典の 前後、 必らす 之を 行 ふを 以て、 

疆報德 の 模範 f 霧 作 善の 淸規を 示すべき 宗大に 


佛敎徒 此際豈 一部の 父子 相迎を 詞宗に 譯傳 する 人な きか。 

一部の 碧 巖錄を 理解せ しむる の 好漢な きか。 惠心の 九 百年 
來敎 界に大 詩人な く 大藝術 家な くして、 遠来の 珍客に 法 華 
の 所謂 『大王 膳』 を 供す るな きを 恨む。  (大正 五、 六) 

◊m 露 新 協約と 佛敎 

日露 兩 大帝 國の新 協約は、 戰雲 暗澹の 間、 突如 一道の 曙 
光を 赫揚 して、 東洋の 平和は 爲に 磐石の 固き を 加へ たる 喜 
あるとき、 吾國 民は 此光榮 あり 禮讓 あり 權威 ある 美は しき 
國際關 係に、 一層の 親善を 增長 せしめ、 一段の 情を 促進す 
べき、ニ三重要の楔子を得たるを視賀せざるを得す。 

其 一は 露 國文藝 の 名流が 近時 漸く 吾國を 訪問す る もの 多 
く、 觀風察 俗、 周到を 得む と 力む る 珍客を 迎 ふるの 喜是な 
り。 第二は 久しく 吾大 學に學 びて 一家を なし、 現に 露 都 帝 
國大學 の 日本 文學 講座に 令名嘖 々た る H リセ ー フ 博士が、 

新 夫人を 携 へて 綠樹薰 風、 舊學 窓に 久濶を 敍 し、 精 討 細檢、 
錦上 更に 花を 加 へんと する を 聞く 是な り。 最後は 則 ぺト卩 
ダラ ー ド佛敎 研究の 留學 生と して 其頭腦 手腕 遠くは ワ シリ 

日露 新 協約と 佛敎 


エ ー フ 、ミ ナエ ー フ等を 凌ぎ、 近くは ヲル デン ブルダ、 チ 
エル ヮ トス コィ 等の 量を 摩せん とする 偉才、 ドクトル、 n 
ォゼン ベルグ 氏は、 多年 東京に ありて 苦心 硏鑽 したる 效空 
しからす 今や 其佛敎 研究の 第一 部と して 浩擀 精密の 佛敎辭 
典 集成を 公刊し 餘カ 更に 其 創意に 成れる 驚嘆すべき、 五段 
檢 索の 漢字 典を 著は し、 錦 衣歸北 ペトロ グ .ラ ー ドの 學 壇に 
新に 光彩と 權威 とを 添 へんと する 吉報 實に是 なり。 

鹽し國家相亙の親睦は、實に國民が深痛なる性情の理解 
に 基かざる を 得す。 日露 兩 大帝 國は 嘗て 不幸なる 事件の 爲 
に 端な くも 互に 對 手の 力量、 手腕を 認識 敬 重す るの 機 # を 
得 更に 世界の 大戰に 際して、 兩國 間の 義俠 寬廣の 誠意 益發 
揮せられ、 終に 今 囘の新 協約を 見る に 至れり。 而も 露國民 
の 間には 夫の ガリ シアの 勇敢なる 勝利に ありて は 吾 國の砲 
煩 兵器の 威力を 稱賛 すると 共に、 亦 漸く 日 東の 文 藝宗敎 に 
憧憬を 有する もの 多く、 國民 性情の 理解は 益々 兩 大帝 國の 
間に 斷すべ からざる 友誼の 連鎖を 結び 来らん とす。 此點に 
見る とき、 露國 文豪 名優の 觀 光、 其 新進 學 者の 来朝は、 誠 
意 ある 外交、 光榮 ある 使節と 相 待ちて 雄大の 貢獻を 兩 大帝 
國に 致す もの。 吾人 國 民は 是に 於て か、 ヱ リセ ー フ 、ロオ 
ゼン ベルグ 等 諸 俊才の 爲に 、犬に 稱嘆 感謝の 言な くして 可 

二三 七 
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ニ三にして止ま §' らるべし。東洋偉人といふ點もあるべく 
親緣 思想の 復活を 喜ぶ も あらむ。 而も 其 中核は 吾 思潮の 涸 
渴 ょり 生す る渴 仰の 念を 發 露した るに 過ぎす。 敎界に 於て 
も學界 に 於ても 新 思想を 求め、 新 指導を 欲する の 情は 彼が 
如く 甚 しく、 暗中摸索して 何等を か 捕捉せ むと する 煩悶は 
歷 々見るべき あり。 彼等は 今や 印度 一老 翁の 詩に 於て 其 煩 
悶を 解決 せんとし、 其 指導を 無意識に 仰がん とす。 高處ょ 
り 之を 見れば、 帝國 文運の ために 慚愧の 情なき を 得ざる 
也。 

タゴー ル 翁の 說く 所は、 恰も 故べ ルツ 博士が 吾國 ペスト 
豫防 法に 對 して 猫兒の 飼育を 勸誘 したる と 同一 筆法の み。 
尋常一様の 事、 達人の 言に 入りて 別趣 味を 生す とい ふべ く 
其邦人を警策し奮起せしめるたるも亦_少ならざるべし。 
而も此ー老翁に由りて何物をか得むと欲したる吾思想界は 
今や 却て 此ー詩 人に 何物 かを 與 ふべき 責任 あるに 至れる を 
自覺 せざる ベから す。 幕府 時代 淸韓の 客來る や、 當 時の 儒 
生は 詩 酒 唱和 日 東 文 學の爲 に其體 面を 保つ を 忘れ ざり しに 
あら 中 や。 タゴ ー ルを 待つ、 能樂 日本料理 三曲を 以て 能事 
了れ りと し、 些も 思想 上の 唱和な きが 如きは 決して 帝國學 
者藝術 家の 名譽 とい ふべ からざる 也。 


二三 六 

佛敎家 ありて は 彼が 爲に燒 香して 駐車を 迎へ 彼を 馬 鳴 
寵樹の 代表者と して 讃嘆 し、 此 ブラモ 、ソ マジ ユのー 詩人 
を 待つ に 渴仰 至らざる なし。 怫敎 徒が 大乘 寛容の 精神を 體 
して 日 東 思想界の た めに タ 翁歡迎 のために 奔走 するとせば 
實に喜 ぶべ く、 其 佛耶を 一致せ しめ、 藝 術宗敎 を總 合せし 
めて翁のために^ ^ 東洋 思想 開拓の ために 勞す とせば 實に 
稱 すべき 也。 而も 佛敎 徒は 厭 迄もタ 翁に 何物 かを 與へ 、少 
くと も 日 東の 地を 踏みて、 佛 寺の 鐘 聲に 择を澄したる彼に 
佛敎の 何物た るかを 理解せ しむる の責あ ら中 や。 怫敎 徒は 
阿羅々 迦羅々 の 二人の 仙人が 外道た るを 知り、 發心 前の 迦 
葉 三 兄弟が 婆羅門た るを 學べ り。 現代の 阿羅々 迦羅 々たり。 
迦葉 た るゴ ー ルは 遂に 大乗の 正道に 導入ん べき 大 婆羅門 大 
外道なら ざる か。 怫 徒の タ翁 を迎 ふるは 一面 大乘 寛容の 精 
神と 共に 亦統攝 誘導の 見識 主張 あるを 要す。 此 主張 あり 見 
識 あり。 南め てょ くタ 翁を 迎 ふるの 道を 得たり とすべき 也。 
而 して タ 翁の 信奉す る 所の フラモ ソマジ ユ卽 印度ユ 一一 アン 
敎 は此大 乘統攝 融合の 玄理を 得て 一層 其 根柢を 固く し其活 
機を 大 にせむ のみ。  , 

東京に 於け る 複雑 繁華の 禮儀 講演 歡迎は 今や 一段落を 吿 
げて 詞宗は 海 濤の凉 風靜に 詩想を 五 浦の 閑地に 養は むと す 


種に 屬 する ニ 大別 當が 、一善 光寺を 守る に當 りて、 其權限 
に 於ても 勢力に 於ても 自ら 衝突を 生すべき は 自然の 勢に し 
て、 特に 古 來 道義 上 相扶相 成を 主として 嚴密な る 法規 約束 
の 其 間に 存 するな く、 便宜 唯 信徒の 攝得を 主と したる 兩者 
にあり ては、 法治 主義の 今日に 至り 權義 上に 爭議を 見る ベ 
きは 寧ろ 必然と 云 ふべき のみ。 甞て數 十 年の 昔、 兩 者權義 
の 間に 大 衝突を 生じ、 淨天兩 宗當局 者の 間に 困難 複雜の 折 
衝を 重ねて 今日の 少康狀 態を 博 得する に 至れる を 記 臆す。 
今日の 紛爭は 要するに、 十數年 前の 權義 問題の 再燃に 過ぎ 
や 然く 再燃に 過ぎす と雖 、今日 此紛爭 が 信徒 信仰の 消長、 
山 運 發展の 隆替に 影響す る 所は 從 前に 比して 遙に 痛烈を 極 
むる もの あるべく、 世の 同 山に 對 する 批評 判 次 も、 世 運の 
進步 知識の 發展 と共に、 自ら 前に 比して 嚴峻 切實な る もの 
あるべ し。 同 山の ために 憂へ、 敎界 の爲に 恐る、 所以 實に 
玆に あり。 

大 fj 進が 橫暴な り や 否や。 大本 願が 屈辱せられ たり や ^ 
や。 大勸 進が 正當の 權義を 主張す る 根底 あり や。 其 反對な 
うや。 此 等の 解 淡に 就きて は 記者は 啄を此 間に 揷む の硏究 
と 準備 あるな し。 唯 記者の 希望す る 所は、 問題の 解決を 道 
德的 、信仰的と なし、 相扶 け、 相補 ひ 相 待ちて 山 運を 興隆 

信 州 善 光寺の 係爭 問題 


せし むべき 大方 針に 由り て、 與ふ べきは 與へ讓 るべき は讓 
りて 高く 相互 永遠の 利益と 繁盛と に計晝 する にぁり。 是善 
光寺に 忠なる 所以に して また 敎界に 永く 尊嚴を 保つ の 道な 
り、 然らす して 權義 問題、 法律問題を 主眼と して 解決 せん 
とせば 一敗 一勝、 一起 ー僵 、到底 紛擾の 歸結を 見る 能は ざ 
るべ し。 是兩者 並立の 歷 史上 必らす 然らざ るを 得す。 而し 
て 其 結果は 唯海內 無二の 靈境 を衰廢 せし むる に 終らん の 
み。 

天 淨兩宗 の當局 者に ぁりても 此敎界 の 不祥事、 風 敎上哀 
むべき 重大 事件を 坐視せ す。 協議 懇談、 勸解 調停に 力めて 
圓滿 解決の 方法を 講じ、 能 ふべ くん ば、 兩 者の 權限 分界、 
組織に 就きて 此際 公正 愼 重の 協約を 成立せ しめ 以て 禍根を 
永久に 裁斷 する の 親切に 出づ るを 要す。 各宗 協議 會 成立の 
今、諸派の宿老俊才驩交益加はり、亙に胸襟を開きて大に 
敎 門の 長 計を 畫策す るの 時、 此 種の 調停 勸 解の 如きは 蓋し 
過大の 困難を 訴へ ざるべし。 此 不祥事を ー轉 して 所謂 雨 降 
りて 地盤の 强固 を來 すも甚 しく 勞苦を 要せざる べき か。 天 
淨兩宗 の 要路 諸賢 敎界の 大勢に 鑑み、 風教の 前途に 見て、 
以て 如何と する。  (大正 五、 八) 

ニ 三 九 
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ならん 哉。 

藝術 及び 一般 國文學 に 就きて は 今且く 措く、 帝 國佛敎 の 
硏究に 於て は ロオゼ ン ベルグ 氏の 炯眼 其 近著 『佛敎 硏究名 
辭 集』 中に 遺憾な く發揮 せらる、 日く 『蓋し 眞に 日本を 了 
解 せんとし、 眞に 日本の 文學を 知らん とせば 其 文明の 根柢 
をな せる 怫敎を 知らざる ベから す』 と、 露國 學界の 意を 佛 
敎に 致す 深し と 云 ふべき なり。 此露 國學界 も佛敎 との 關係 
に 就きて は 今 簡單に 一言を 挾む 要 ぁるを 覺ゆ。 

露國 と佛敎 との 深厚なる 關 係に 就きて は 過般 ミ ハィ ロウ 
ィチ 大公 殿下の 特派に 際し、 之を 敍說し 更に 機會 ぁる 每に 
數囘 之を 切言し、 以て 吾國 佛敎學 者の 注意を 促したり。 故 
に 今は 唯 露 國學者 佛敎の 討究は 吾國 性情の 理解 上最 有力な 
る效果 を與 ふべき 中核に して、 此硏究 が 延 て兩國 民の 親睦 
を增 長す る 所以の ものを 明 にせば 足らん 已 耳。 吾國 の佛敎 
學 者は 特に 思を 玆に 致し、 東歐に 於け る 猛烈なる 阿鼻叫喚 
の戰鬪 中、 露 都大學 『大 乘聖經 出版 會』 の 事業は 尙着 々とし 
て堅實 の進步 をな しつ/' あるを 忘却せ ざらん ことを 切望す。 
而 して 吾 國の 佛敎學 者の 露國學 壇との 交際は 兩帝國 の 親善 
に 直接 間接に 寄與 する もの 極めて 深く、 之を 犬に しては 東 
洋 平和に 至大の 關係 ある ことは 特に 佛敎 徒の 造次 顚沛大 に 


ニ 三 八 

奮勵 すべき 所に あらす や。 露國 は旣に 新進の 俊才を 帝國に 
送れり。 吾國に 於ても 敎佛聖 語の 一として 最新 研究の 祕鍵 
たる夫の囘鵂語の爲に、若くは喇嘛敎資料の討赉の爲に露 
國の 最高 學府に 學人を 送る ことは、 政府 とても 必要な り、 
佛 敎各宗 としても 甚 切要 也。  (大正 五、 六) 

◊信 洲善 光寺の 係爭 問題 

海內 無二の 靈 境を 以て E せらる、、 信 州の 名刹 善 光寺に 
於て は、 今や 大本 願 對大勸 進の 紛議 頗る 劇甚を 極め。 堅 執 
固守、亙に相讓らす、遂に曲直理非を法廷に爭ふに至り、 
江湖の 新聞 又 之に 關聯 して 競 ひて 種々 の 報道を 傳へ 、或は 
同 寺 沿革の 巷說を 載せて 信仰 攪亂 の媒 をな す ものな きに あ 
らす 、各 宗に亘 りて 信徒の 崇敬 極めて 厚く、 佛敎 徒と して 
は 一生 一 囘必ら 中 同 山に 詣でざ るを 恥と する が 若き 由 緖と 
歸仰 とを 具備し、 山運隆 々として 繁榮 しつ、 ある 同 山に 此 
事 ある。 風敎上 眞に哀 むべ く、 敎界 全體に 取りても 大正昭 
代の 一 不祥事と して 痛嘆すべきな り。 

所屬 宗派を 異にし、 甶辙 成立を 殊 K し、 組織 性質 全然 別 


殺を 敢 てし 得る か。 

狂爭熱 競の 經 過は 云 ふまで もな く 一宗 財力 濫費の 悲むべ 
き 支出 帳な り。 今の 宗門は ー錢の 微と雖 、悉く 之を 敎學振 
興の 資源と なすを 要す。 五 千金 ー萬而 して 買 ひ 得る 所は 環 
視 官民の 嗤 笑と 嘲罵の み。 一宗 體 面の 汚漬の み。 本山 法主 
威厳と 敬 祟の 下落の み。 是選擧 運動費の 買 ひ 得し總 ての み 
而 して 怨恨 而 して 不平、 而 して 醜態の 暴露、 剩餘錢 として 
來る ものは 唯 滅法 衰宗の 弊害の み。 而 して 見ょ、 一方に 於 
ては 九十の 老 法主 極寒 酷熱 東西に 移 錫して 大本山の 再建 尙 
前途遼遠の 苦戰 を訴 へつ、 あるに あらす や。 滿蒙臺 灣の開 
敎區の 如き 敎 費の 必需 宗門の 前途 彼が 如く 切要なる にあら 
す や。 抑 も 夫の 競爭旋 渦の 中心に 近き 佛專 校舎の 如き 彼が 
如く 改築の 急を 逼 りつ、 あるに あらす や。 此經濟 必逼の 秋 
に 際し 一宗は 決して 一本 山 法主の 公選 競 爭の爲 に、 而も 非 
宗敎的 非念佛 的の 俗惡醜 劣の 運動の 爲に 信徒の 汗血を 搾取 
し 得た る淨 財を 濫費すべき 時に あらざる 也。 一 萬 金を 投じ 
て 法主を 臝ち得 たる 人ょりも 寧ろ ニ 千 三千の 淨財を 轉じ拋 
ちて 佛專 校舎の 急を 救 ふ 人、 今や 方に 画家と 敎界と 一宗と 
信徒と が 恩 謝し 敬崇す べき 眞正な る 精神的 無位の 法主た る 
を 思は す や。 

法主 選擧 Q 醜 爭を誡 む、 敎化洽 及 策と その 中心 點 


紙幅 漸く 盡きん とす。 記者は 黑谷 本山 後任 法主 公選 關係 
の諸君に對して冀くは再考あらんことを切望す。念佛を勸 
め、 念佛に 由り て榮ゅ べき 大本山は、 選 擧卽傳 道 選 擧卽念 
佛の助 業た る 淸淨の 信念な き 名利紛 爭の 俗僧 輩の 前に 斷じ 
て爾の 一票を 容すべ からざる 也。 

(大正 五、 九) 

◊ 敎化洽 及 策と その 中心 點 

古 德 先賢が、 化敎洽 及の ために 苦心 慘 儋の勞 如何に 深く 
し 且つ 大な りし かは、 實に 後人の 想像 已上 に存 する もの あ 
るを 覺ゅ 。後昆の 兒孫 多くは 庸劣 凡愚、 徒らに 安然と して 
古賢 苦心の 跡に 馴れて、 之を 活用し、 利 導し 改善して、 適 
時の 敎 導に 力む るを 忘却す る、 比々 として 撒ね 是な h o 結 
緣 五重の 如き、 授戒 會の 如き、 今日の 形式と 淸規 とに 到達 
する までには、 多年 刻苦の 經驗實 に 筆舌の 盡す ベから ざる 
ありし なるべく。 御 忌の 如き、 盆會の 如き、 將また 今や 盛 
に 行は れつ S ある 十 夜 法要の 如き、 季節 布教の 確立と 洽及 
を 見る に 到れる 辛酸と 忍耐とは 如何 ばかりの 歲月を 費せ し 
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◊法主 選擧の 醜爭を 誠む 

黑谷 大本山 後任 法主の 一宗 公選に 就きて は、 江湖 早く 某 
々雨 派の 競爭 激烈を 極めつ/' あるを 報じ、 且つ 種々 の 醜聞 
怪事其 間に 撗は るを 傳 ふ。 苟 くも 旣 に選擧 あれば 競 爭の之 
に伴ふは必然の勢にして固ょり止むべ”らざることに屬す 
と雖 、敎 家の 行 爲はー 言 一行 悉く 風教の 補 翼た るべき 要 意 
を 忘却し、 特に 信仰の 淵源 崇敬の 標的を 以て 居るべき 大本 
山 法主の 推 選に つきて、 狂爭熱 競、 勢の 行 窮まる 所に 任せ 
情の 激 する 所を 縱 にし、 目的の 爲 には 手段を 顧慮せ 中、 惡 
辣醜陋 、普通 俗輩の 尙 唾棄 せんとす る ものを 敢行 せんとす 
るに 至りて は、 切に 一 國風敎 の爲ー 宗敎 學の爲 、本山 崇奉 
のために 切に 鬪爭の 渦中に ある 諸君 子の 警覺 猛省を 促さ ざ 
るを 得ざる 也。 

如何なる 學德雙 絕の高 德と雖 、熱 競 紛爭し 怨憎忿 嫉の結 
果推 選せられ しものは、 縱令其 高僧に 寸毫の 野心な く、 唯 
一部 末輩の ために 强 要せられたり となす も、 尙 天下の 敬崇 
は 俄然 一半を 冷却し、 學德の 損傷す る こと 實に甚 しく、 自 
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ら 環視 者の 指彈 する 所と なり、 所謂 最 負の 引 倒しを 以て、 
敎界の 僧寶を 名山に 生埋 した 5 しもの、 其實例 決して 少き 
にあら す、 夫の 永 平 本山 前 貫主の 如き 其 經營の 大功は 近時 
洞宗 稀に 觀る 所、 德量道 力の 常 鱗 凡 介を 超 出した る禪 門の 
巨 龍た りしことも誰か之を拒まむ。而も其公選甚だ粉爭を 
極め、 猛烈 熾 狂の 競爭往 々にして 敎 家の 面目を 缺 くの 擧あ 
b しを 傳へた るが 故に、 天下の 默童 禪師を 見る や 彼が 如く 
之を 一 凡僧 視ー 俗僧 視 して 永く 其 眞價を 認めす。 幾 萬の 信 
徒また冷々焉として頗る之を師表と仰ぐを快とせざりしに 
あらす や。 而 して 默童 禪師が 住 山數月 を 出です 早く 化を 遷 
し ?: る もの また快々の情 一 宗に S する 憂 if と 相 待ちて 
圓寂を 園宗の 覺醒に 供した るに あらざる なきを 得む や。 黑 
谷 大本山の 公選に 狂奔 怒號 する の士 、其 情誼に 於て は 各 之 
誌と すを べし。 唯 猛烈 危激 、退讓 する 所、 妥協す る 所を 知 
らす して 妾に 猪突す るが 如くん ば、 永く 禍根を 一宗に 殘す 
のみなら す。 其 汗血 奔走 纔 に擧げ 得た る 新法 主は、 自ら 默 
童 禪師が 贏ち 得た る 冷笑 嘲罵 指彈 憂悶の 苦痛を 喫して 官民 
信徒の 凡僧 視 俗僧 視の冷 眼中に 永遠に 其 學德の 生命を 虚榮 
の 一本 山 法主の 名の 下に 生埋し 了らん のみ。 熱爭 紛競禍 中 
の 諸君 子、 尙 ょく 此至 愚を 敢 てし 得る か。 此 冷酷の 老宿虐 


◊佛敎 護 國圑の 成立に 際し 

現代 敎界の 所 請老宿 碩德を 以て 自ら 任す る もの、 ロを 開 
けば 卽ち 政府が 佛敎を 待つ の 冷々 淡々 を慨 し、 大官 政治家 
等が 勸說 唱道す る 所に 對し て、 馬耳東風、 殆ど 聽て而 して 
相關 知せ ざるが 若き を 憤り、 之を 以て 天下 風敎 の頹廢 する 
弊源となし、之を觀て、而して、國民精神の庇1弱危脆良に 
所以 ぁりと 論じ 奮 興 蹶起、 進む で 而 して 此弊 源を 廓清し、 
天下 國家を 指導して 國民 精神の 歸趣を 知らし めんと 期す。 

其 憤慨 ゃ實に 吾人の 感を 同ぅ する 所、 其 蹶起に 至りても、 
吾人また決して驥尾に付するの勞を辭するものにぁらす然 
りと雖冷靜の思慮は必らす ^ ^ の懷慨と俾はざるべからす。 
勇奮躐 進 も洞觀 の明畫 策の 密 ぁらす んば 、或は 猪突 以て 溝 
塾に 陷らす んば蓋 幸の み。 今の 敎界 の老 宿が 外 侮に 憤る も 
可也。 外 壓に備 ふる も最 可な り。 政府の 宗敎 政策の 盲目を 
罵倒するに至て益善く、朝野 0 政治家士君子か、宗敎思想 
の 覺醒を 促し 得て 痛快 之より 甚 しきは あら じ、 而も 老宿諸 
君は 何故に 外 侮の 来る 所以、 外壓の 生ずる 原由、 抑 も 亦 政 
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府 Q 宗敎 政策の 確立を 得ざる 根源、 而 して 朝野の 士君子が 
諸君の 言 ふ 所を 馬耳東風、 ー噱に 付し 去る の 基因、 抑 も 何 
處てあ るかを 考察せ， ざる 乎。 之を 考へ 之を 察せす して、 徒 
らに瞋 拳 怒 罵し 輕擧 盲動 せんとす。 是 無智の 野人 匹夫の 行 
爲 。決して 智者の 業に あ. ら す、 決して 一世を 指導す るを 以 
て 任す る 人の 言動に あらざる なり。 

外を 攻めん と 欲せば、 先 づ內を 省みょ。 吾人は 爰に內 省 
と云ふ。蓋し必らすしも所謂老宿諸先輩の行履德操を摘發 
して 風敎上 其 廓 淸を 希望す るが 如き 不敬を 敢て する ものに 
あらす。 唯 思想 Q 根本に 就きて、 一言を 容さ れんこと を 請 
ふに あるの み。 

今の 敎界の 諸 先輩は、 佛敎が 過去の 歷史に 於け る 光彩を 
囘 顧して、 平安 佛敎を 今に 觀 、德 川佛敎 を苒び 起さん とす 
るの 意 ありて、 而 して 大正 •佛敎 の 新 抱負と 新 天職の 那面に 
開拓すべき やを 忘却せ るに あらざる なき 平。 佛敎の 鎭護國 
家は 可な り。 國民 精神の 興起 も 可な り。 而も 今の 佛敎は 帝 
國の 發展と 進軍と に 伴 ひて、 人文 貢獻 。人道 普及。 平和 確 
立の 三 大方 針に 於て 其 雄大なる 前途を 有せざる ベから す。 
之を是思はすして、消極的に帝國の前途を悲觀し偏狹なる 
國家 主義を 迎合して 一種の シヨ ー ビー 一 ストの 團體を 造らん 
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か、 此等 季節 布敎を 現代的に 活用して 古人 苦心の ある 所を 
發 揮し、 この 歷史 あり 由緖 ありて、 民心に 深牢の 根帶を 有 
する ものを して、 適時の 敎化に 有效な らしむべき の 要は、 
二三 年の 前 旣に玆 に 一言した る 所な りき。 

基督教 徒は 今や 此 秋季を 期して、 特別の 大擧傳 道を 行は 
んとし、旣に其陣容の整々たるを示せり。吾宗徒は別に之 
に對抗 する 設備を 要せす とも 現に 都市に 行 はれる 十 夜 法要 
を 摯實に 且有效 に 利用せば、 獨り外 侮を 禦 ぐに 足る のみな 
らす 、更に 積極的に 敎 線を 擴 ■張す るを 得む か。 而 して 之を 
なす 所以は、 此 美しき 法要に 存する 傳道的 意識を 的確に 發 
揮す るに 存す るの み。 

秋 光 方に 闌なる 所、 詩 味 俳味に 滿 ちて、 而も 一種の 溫情 
と 沈着を 有する この 法莛 の、 考證 若く は 源流に 至りて は 之 
を專 門一祝 の 硏究に 讓 らん。 その 之を 彌陀成 道の 報恩 法會と 
倣す が 若き も、 必らす しも 深く 歷 史的 或は 教義 的に 其 是非 
當否を 論辨 する の 要な かるべし。 唯 記者は 此秋 のみの りの 
傳道 意義に 二つの 極めて 重大なる 點あ るを 看過す る 能は ず。 
而し てこの ニの 要點は 適時 敎 化の 極めて 重大なる 問題に 觸 
れつ、 あるを 一言せば 足れり とす。 

第一の 點は言 ふまで もな く 聖經の 『於 此修善 十日 十 夜、 
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務於 他方、 諸佛國 中、 爲善 千歳』 の 眞義 を發揮 する にぁり 
卽ち淨 土敎の 信仰を 根底と せる 積極 道德の 勤修な り。 現代 
敎化に 於て は此 道義 的の 意義 特に 重要なる を 見る。 秋風 蕭 
索、 人心 漸く 肅淸に 向 ふとき、 此の 强烈の 道義を 勸說 して 
五 痛 五燒を 絕滅し 五 善に 就かし め、 善を 以て 惡を 攻め 之を 
彌陀 救濟の 根源に 歸入 せんとす。 十 夜 法要の 意義 玆に 於て 
か 常に 新に、 常に 大なる カ用效 果あ るを 見る。 

第二の 點は卽 この 秋 祭を、 彌陀成 道の 報恩 # となす と 共 
に、 農村に 於け る收穫 感謝の 意義を 結合し 得べき こと是 也へ 
眞俗ニ 諮 是に 於て 融合し、 世 出世の 功德斯 くの 如して 統一 
し、 敬虔なる 信仰と、 剛健の 勞 働とは 表裏 相應 し、 雄大な 
る興國 的の 法會 として、 大に 民心を 改善 指導す るに 足る も 
の あらむ。  ‘ 

第一は 道義 向上に 對 する 宗教 的 努力 也。 第二に 產業 特に 
農村 改善の 信仰的 力 能な り。 斯の 如くして、 此美 はしき 秋 
の 法 會は道 德と產 業の 雨 面に 對し 現代 教化の 根本 問題に 的 
確 明快の 解決を 與 へんと す、 若 之を 活用して 多少の 新 設備 
を 加へ 以て 古賢 苦心の 存 する 所を 發揚せ ば 其傳道 上の 效艰 
蓋し 大に 見るべき もの あらん 乎。  (大正 五、 一 〇) 


◊九十 老 法主の 化導 

增 上寺老 法主、 伊丹 及 京都 地方に 於け る 長期の 巡錫を 終 
りて歸山せらる。ー路吉祥、太だ祝賀すべく、敎門の模範 
誰か 之を 欽仰ざ らん や。 謂 ふに 荷 風 萩 露、 滿 目の 秋 光に 征 
途を視し ;; .る已來、楓紅旣に褪し"蘿黃亦諷零し盡きて、 
半夜の 霜氣 、切々 人に 逼る 時、 玆に歸 山を 迎 ふ。 風雨 健鬪 
六十 日、 勸進利 導、 獅坐暫 も暖な るな かりし 勇猛 精進を 仰 
ぐと き、 何ぞ 感奮の 淚なか らん や。 

老 法主 今囘の 化導は、 宗門 傳 道の 龜鑑を 示し、 九十の 高 
齡 、不惜 身命の 至誠は 眞に 天人を 感動せ しむべ. きもの あり 
之を 敎 門の 側ょり 見て 敎 化の 大範と なすべき は 固ょり 論を 
待たす。 勃々 たる 國 運の 伸張に 伴 ふ、 國民 雄大なる 意氣の 
師表と しても 德敎上 最も 尊崇すべき を 見る。 蓋し 帝國 々民 
現今の 病弊は 其 職務に 摯實 忠誠を 缺くを 第一と し、 苟 安逸 
樂 、小成に 甘 じて 僥倖を 希求し、 着實 向上の 大志な きを 第 
ニと す。 本山 法主と して 宗敎 家と して 其 職責に 嚴格な る、 
敎界の 上下 誰か 老 法主に 匹敵す る も のぞ。 巡 鉢 貧 福を 問は 
す 。供養は 貴賤を 撰ばす。 東西 飛錫暫 も寧處 する ことなし 

九十 老 法主の 化導 


凡そ 勇猛 進 其 志す 所に 熱烈なる 斯の 如きは 各方 面に 亘り天 
下を 通じて 倫 匹少き 所なる にあら す や。 老 法主は 實に國 民 
の 儀表と して、 身を 以て 敎 へ、 不言 實 行、 德敎 振作の 根柢 
を 築きた る ものと 稱 すべきの み。 

宗 政の 革新 已來 、伊達 黑田 等の 巨頭を 以てして 常に 憂 ふ 
る 所は 東西 乖離の 傾向な りき。 宗 勢の 伸張と 共に 延て 今に 
至る まで 宗門 識者 苦心の 存 する 所、 經綸 に當る もの > 終始 
焦慮す る 所の もの、 亦實 に此 東西 感情の 疎隔に ありき。 然 
るに 老 法主 今囘の 巡敎 は、 隆然 たる 德 望の 致す 所、 京都 護 
法 愛宗諸 土の 幹 旋と相 待ち. て、 東西 渾融 の實其 固き を 加へ、 
一宗 統一の 上に 重大の 意義と 效果 とを 添付す るに 至りたり。 
是 時勢の 進 運 必らす 是に 至らざる を 得す、 京都 有力者の 扶 
宗の誌 意 自ら 此喜 ぶべき 快事を 實現 する に 至れり とは 言へ 
其 之を して 迅速に 且つ 確 實に玆 に 至らし めしものは、 實に 
老 法主 勇猛 精進の 至誠、 不惜 身命の 努力に 歸せざ るを 得す 
老 法主 不言 實 行の 賜 夫大な らす や。 一宗の 大局を 觀する も 
の、 希く は老 法主 血涙の 迸 出す る 所、 此 重大の 意義を 宗史 
に留め |: るを忘る、なからんことを。 

老 法主 東奔西走の 效果 は斯の 如く 夫大な り。 而 して 其 之 
をして 永遠に 顯彰 する の 道は 唯 緣山大 殿 工事の 速成に ある 
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とする の 傾 あるは 蓋し 時代 逆行の 愚を 學ぶ ものに あら 中し 
て何ぞ や。 

現代の 淺薄な る 政治家 輩 及び 一種 輕 浮の 實業家 等が、 動 
も すれば 基督 敎に 秋波を 送る が 如き 傾 ある ものは、 同敎の 
現今が 幾分に ても此 世界的の 天職を 完 ぅし 得る が 如く 見 ゆ 
るか 爲なら す や。 否 彼 敎の學 者 先輩 か 之を 標榜す るが 爲な 
らす とせん や。 此の 如き 積極的 大勢の 趣向を 察せす、 大正 
の 愛國心 、大正の 國民 精神が 必らす 世界の 平和、 人道の 洽 
及帝國 文化の 宣傳を 其 要素と なすべき を 忘れて、 思想 萎縮、 
偏に 舊歷史 の 殘壘に 依りて 偏狭の 國家 主義を 夢 みん とす。 
嗚呼 是れ 何等の アナクロ-一  ズムぞ や、 此の 如くして 朝野の 
士君子 か 我に 聽かざ るを 責めん とす。 責めら る、 もの 否か、 
責むる もの 却て 夫 否か。 

宗教が 國家鎭 護の 職責 ある、 誰か 之を 否まん。 而も 宗敎 
には 超國 家の 至大 至 厚の 信念 あり。 此 信念 あり 卽ち發 して 
ょく 國家を 護り， 愛 國の 根底を 堅く す。 所謂 出世の 至善は 直 
に 正道の 大 慈悲 四 恩 十 善を 現す る 所以な り。 未だ 此 超越の 
大信 出世間の 大法な くして、 國家を 導き 世間を 利す る もの 
あらざる なり。 今の 敎界 の諸老 宿は 此 宗教の 根本主義に 就 
きて 痛切に 考慮す るな く、 唯汎漠 に國家 主義を 說き國 民 精 
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神を 敎 へんと す。 抑 も 其 說く 所は 何者に して、 敎ふる 所は 
果して 何等 ぞや 。之を 以て 天下を 導かん とす。 天下の 脊を 
向く る もの 責夫 何れに ある。 宗教の 人を 動かし 世を 導く 所 
以は 痛切の 信仰の み。 聖法 然も 聖日 蓮も聖 親鸞 も 皆 此の 如 
くな りき。 未だ 權略を 主と し 政治 技倆を 誇り、 敎會 政策の 
變幻31沒を以て世を動かし .|: るものを見ざるなり。今の老 
宿 先輩は 此點に 於て 少しく 反省す るの 餘地な き や 如何。 

佛敎 護國團 就らん とす。 佛敎が 國を護 5 得る と然ら ざる 
とは、 唯 時代 指導の 洞見と、 熱烈の 信仰に 由る のみ、 然ら 
すして 固陋 偏狭の 時代錯誤に 陷り 、若く は國宗 迎合の 卑俗 
の奴隸 精神に 縛せられ て 超越 的 純正の 信仰の 墮落を 来さ ば、 
豈啻 に國を 護 b 得ざる のみな らん や。 寧ろ 却つ て國 家に 護 
られ て、 僅に 形骸を 維持すべき 所護國 被護團 として 終らん 
かな。. 

護阈團 、就らん とす、 卽ー言 を 該團 成立 關 係の 諸 老宿に 
呈 して、 眞正 護國の 精神の 確立を 望み、 同團が 時代 指導の 
積極的 健全なる 團體た るに 至らん ことを 希 ふ" 

(大正 五、 十) 


宗門には 吾 誌 初め 相應の 言論 開陳の 機 關もあ り 他に 新聞な 
ども あれば、 ま づ 自己の 宗政 意見、 敎學の 抱負を 堂々 と發 
表し、 或は 有權 者を 一堂に 會 して、 辨論 以て 自家の 主張を 
訴へ 、己が 材能學 議辯才 伎倆 品格が、 果して 有權 者の 希望 
に 副 ふや 否やを 問 ふを 要す。 有權者 も今囘 こそは 一切の 情 
實請托 を 全廢 し、 眞に 自己を 代表す るに 足るべき 快漢 人材 
は 神聖なる 一票を 投す るを 可とす。 品格 下劣なる もの、 操 
行に 非難 ある もの、 可否の 數に 辛して 加は る 外、 木 偶の 如 
く 議場に 立ちて 一言 も 意見を 開陳し 得ざる もの、 如きを、 
選出 するとせば、 是有權 者 その 無學 無智 無 慚無愧 を 態々 國 
家 社 會敎界 の 前に 代表せ しむる と 等く 恥辱 此上 なしと 云 ふ 
の 外な し。 されば 何ょりも 有權 者の 自覺 こそ 今 囘半數 改選 
の肝、も要の事とすべきなり。 候補者と して 立つ 人 も、 また 
大に 自己の 如何を 顧みて 餘 程の 覺悟を 以て 逐鹿 場に 起たれ 
たし。卽ち團宗意見 0 代議員たるのみならす、またー宗品 
位 操行の 代表た るべき 自覺 あるを 要す。 例せば 酒を 嗜む癖 
ある 人は せめて 節酒に て も 一宗に 誓約して 打つ て出づ る必 
要なる べし。 泥醉 議員、 放蕩 議員、 此位 一宗の 面目を 代表 
的に 破壤 する 代物は あらざる なり。 此點 は今囘 特に 撰擧界 
の能 ^- ともに宗敎の自衞上、痛切の自覺ぁらんことを切望 

選 擧卽淳 道、 矢 吹 氏の 歸 朝を 迎ふ 


するものなり。而して宗務が行政事務の上 (: 公明正大一絲 
紊れ 、ざる 嚴重を 期すべき は 自明の ことなる が、 その 高等 政 
策、 政務の 側ょり 大にー 宗 人材の 活用を 考へ 自家への 系統 
主義に 反對 する 所謂 在野の 敵 黨と雖 、社 會敎界 が 認めて 相 
應 する 材能者 には 思 ひ 切りて 寛大の 態度を 示 ^ 、 其 助く ベ 
きものは 寧ろ 之を 助く る 迄にして、 之を 自家 系統の 防腐 劑 
とし 剌戟劑 とせん ことは、 包容 大量 勇氣 あり、 改善 あり、 
遠見 ある 賢明 廣 達の 宗政 家の 仕事な らん、 一言 之 も 添へ て 
論じ 置く。  (大正 五、 十二) 

◊矢 吹 氏の 歸朝を 迎ふ 

大正 六 年の 宗門は、 何れの 點 ょり 觀る も、 希望 洋 溢し、 
自ら 活力 旺盛の 潮 勢を 示さん とし、 全體に 於て、 緊張 努力 
の氣慨 、敎學 の 各方 面に 搖曳 しつ/' あるが 若し。 此の 有望 
有為の 新春に 丁り て、 玆に矢 吹慶輝 氏の 錦歸 を迎ふ 宗門は 
實に 多大の 歡慶な きを 得す。 而 して 夫の 洋 々の 希望は 玆に 
於て か、 寒梅 ー點 、早く 旣に 現實の 芳香を 放ち 来り、 宗苑 
の元氣 は、 新春の 劈頭、 直に 萬 丈の 光燄を 此新歸 朝の 舌端 

ニ 四 七 
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の气緣山エ事の竣功と否とは今や單に緣山ニ固の問題に 
あらす して、 帝 國德敎 振作 上の 大 問題と なれり。 一宗々 運 
のプ -1, 展に死 ^ を與ふべき重大の事件となれり。更にー宗 
統一 東西 乖離の 禍源を 一掃すべき 雄大の 意義を 有する に 
至れり。 緣山大 殿の 速成と 否とは 玆に 於て か 一宗 體 面の呆 
持と 否と、 生命の 存續と 否と に關 する 焦眉の 急務と して 廣 
く 天下に 約束 せらる、 に 至れるな り。 一宗は 今や 全力を 盡 

し、 t? 蠢と 努力 秦以 K 震 主 Q 辛馨衷 に酬 

ひ、 不惜 身命の 躬行を 空ぅ せざる を 要す。 南條 文雄師 スエ 
ズ開 鑿の 詩に 日く 『精神 一到 事 皆 成、 無水 之 間 舟 可 行』 と 
今の 淨土宗 Q 現勢と 信徒は 決して 無水 q 沙漠に f ざる 也。 
而も 九十の 一老 僧を して 獨り 血淚を 搾らし め 風霜に 勞 せし 
むるは夫れ精神 0- 未た到らざる所以にあらざるなきか〇 
闇宗夫 奮起せ よ。  (大正 五、 十一 ン 

◊選 擧即傅 道 

宗會 議員 半數 改選の 發令 は、 本日 その 公布を 見たり 『 M 
擧卽偉 道』 は 一宗の 公選め る 每に吾 誌の 呼號す る 所に して 


ニ 四 六 

今更 事新しく 論 辯を 費す まで もな く、 讀 者は 恐く 亦 例の S- 
說法 力との 嘲笑 も 之 あるべき は 豫想 せざる にも あら、 ざれ ど 
も、 念 佛 Q 何時に て も 有難き が 如く、 大道は 何處迄 も 大道 
ナるか 故に 兹に特 別に 『選 擧卽傳 道』 の眞義 を復び 賢 阴 
なる 一宗 h 下に 訴 へて 一考を 煩は す ことは 實に 止む ことを 
得ざる 必然と も 申すべし。 特に 現 時帝國 勃興の 機運に 祭し 
て函家 社會か 宗敎に 期待す る 所の 多大なる に 想 ひ 到る と 
きは、 今囘 の半數 改選には 一層 この 『選 擧卽傳 道』 の 意義 
力 徹底すべき 必要 あるは 勿論、 宗教家が 實踐 躬行、 身を 以 
て 風教の 肅淸振 刷を 敎 へ、 國 民の 儀表を 以て 任すべき は 言 
ふまで もな きこと なれば、 自家の 存在の 爲 にも 愈 以て 此重 
要の 意 萎を 熟 ^ し 且つ 實 行すべき 場合と なれり。 尤選擊 と 
云へ ば 運動 も 伴 ひ 競 爭も之 あ. るべき は 無論 乍ら、 其 運動 も 
命士 らしく 宗教家ら しく、 公明正大を 旨と し、 超 競 爭の君 
子の 爭 とし 一"、 禮節 言、 品位 言、 訓練 t 眞 面目の 爭 
1 ベ か—。 從來 敎界の 弊と し 5 政の 施設に 關す 
る 意見 や 宗門 對敎 界對國 家に 關 する 抱負な どは 何等の 發 
表もなく、其品位材能伎倆の如何などはー切棚に上げ、靑 
實や 叩頭 や 威嚇 や 黃金や 酒 食な どを 以て、 自己を 披露す る 
馬鹿々々 しく も 亦 愚劣 極まる 方法は、 此際 一切 之を 廢 し、 


る 所と いふ。 眞に喜 ぶべき の 慶事と 稱すべ き 也。 此ニ 十五 
年間の 辛酸 經營 、苦 戰惡鬪 は 固ょり 特に 言を 要せ 中と 雖、 

其 堅忍の 效果に 於て 今日の 堅實な る 基礎を 築き 得て、 位置 
に 於ても、 校舎に 於ても、 設備に 於ても 訓練に 於ても、 ま 
た 多數の 生徒 人員に 於ても、 漸に して 帝都 女學校 中の 第！ 
列に 班して 遜色な きに 至り、 名聲隆 々として 校 運の 前途 益 
有望に、 新學 年人學 志望者の 若き も、 例年に 比し 二三 倍を 
示す の盛浞 を 齎らし 得た る 也。 而 して 此 二十 五 年間に 出し 
たる 一千 有餘の 卒業生は、 實に宗 門が 帝都の 風教と 文化と 
に 於け る 貢獻を 明に 證し 得、 而も 此 間に 確實な a 敎 化の 勢 
力を 各方 面に 扶植し つ、 ぁるは 特に 喜ぶべし となす。 

聞く、 現 時 上流 社會の 家庭には、 基督 敎を 信奉す るの 淑 
女、 比較的 多數を 占めつ、 ぁりと。 是 蓋し 基督 敎が 女子 敎 
育の 效果 漸く 酬 はれた るを 示す ものにして、 維新 已來 、同 
敎は 良好の 女子 敎育 機關 を備 ふること 多く、 其 努力の 深 重 
にして 巨大なる と、 且つ 上 中流 婦人の ために、 現代の 切實 
なる 社交的の 學 科と 訓練と を授 くるの 便宜 最多き とを 以て、 
實に此 好果を 見る に 至れる のみ、 今日に 於ても 幾多 優秀な 
る此等 女子 敎 育の 機 關は 、信仰の 如何を 問は すして 上 中流 
家庭の 信賴を 博し、 隱 然として 帝國 女子 敎育界 の 一大 勢力 

淑德高 女 廿五年 記念 式 


なる を 見る。 

佛敎 徒が 之に 對する 同種の 設備と しては、 帝都には 本宗 
の淑德 の 外、 村 上 博士の 東洋、 故島 地上 人の 遺業た る 千代 
田、 及び 小 林 芳次郞 氏の 淑女の 三校 あるの み、 若し 之に 特 
殊の敎 育 機關な る 眞龍を 加へ 得る も、 僮に 五 校を 數 ふるに 
過ぎす。 基督教々 化の 周到に 比して 劣る 所 ある や實に 甚 し。 
然るに 此五校 中 本宗の 淑德が 幸に も 其 員數及 設備の 點に於 
て最 勢力 あるを 見 ば、 本 宗の女 學界に 於け るの 地位 決して 
輕から す、 貧弱なる 佛敎 徒の 女子 敎 育の 機 關中に 柳 か 意を 
强 ぅすぺ き 一 角を 荷 負し つ 、 あるものとして 1. むるに足る 
べき 也。 

此故に 本宗の 寺院は 我が 淑德が 佛敎界 に 於け る 位置 斯の 
如く 重大に して、 吾宗が 帝 國德敎 上に 於け る 貢獻の 同校に 
待つ もの 甚深 くして 且大な るを 確認し、 擧宗 一致、 同校の 
外 護と なり、 後援と なり、 其 有力なる 檀徒を 勸獎 誘導して、 
奮 ふて 其 愛孃を 同校に 送らし め、 以て 益 同校 訓育の 效果を 
犬なら しめ、 學校 寺院 相 應じ相 待ちて、 敎 化の 徹底を 期す 
る ことを 要す。 今や 同校の 誇るべき 記念 式の 內議 あるを 聞 
き、 且つ 新學 年に 臨める を 以て 玆に數 語を 費して 闔宗 諸賢 
の 注意を 促す こと 爾 り。  (大正六、了 

ニ 四 九 • 
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に 代表せ しめて、 ■以て 多幸の 前途を 慶福 せんとす。 嗚乎何 
ぞ夫 快なる 哉。 

世界の 大戰が 帝 國德敎 の 根本 問題に 至大 至 重の 意義を 有 
する は 論な し。 佛敎 徒は 之が 爲に 特に 人材を 派して 精細に 
列强 思想界の 情勢を 觀 察せし め、 其 政 敎の關 係、 宗敎對 社 
會の 活動 等を 精査せ しめざる ベから す。 而も 敎界 徒らに 內 
に 力む るに 急に して 開戰 已來此 重任に 就き、 全く 何等の 設 
備計畫 あら ざ b き。 矢 吹氏此 間に 立ち 閧 戰の當 時ょり、 米 
國ょり 英國 に往き 周密 精到、 凡そ 事と して 究めざる なく、 
特に 戰 事社會 問題 及社會 事業に 就きて は 其 精密の 頭腦 と、 

敏 明の 手腕は 殆ど 一切の 資料を 蒐集し、 戰闌な るに 及び 佛 
伊瑞 西を 訪ひ 、更に スカ ンヂ ナビ ヤ諸 王國に 入り、 露國諸 
大都に で S.、 幾多の 苦 辛を 甞 め、 以て 親く 戰時交 戰國及 中 
立國の 思想 問題と 實題 事業との 要義を 視察したり、 其 業績 
が 戰中戰 後の 帝國に 貢獻 すべきの 大は 論す るを 待たす。 之 
が爲に 德敎及 思想 諸問題に 於け る 有益の 解決を 期待すべき 
疑な き 所な り、 其 幸慶は 唯に 宗門に 留らざ るな り。 敎界全 
體の 福な り、 延ひ ては 則帝國 德敎界 、思想界 多大の 慶事 也。 

此憂國 護法の 俊才は 思想 實 際の 動的 方面に 其 透徹の 觀察 
を セ ー ヌ 、テ ー ムスの 河畔に 試みし 側に 靜 にヲツ クス フオ 


ニ 四 八 

丨ド の學宗 、大英博物館の 深窖 中、 頭上の ッ H ッぺ リンの 
西域 學卽 中央 亞細亞 古 學是な り。 彼は 西域 發 掘の 大家 サー 
爆音を 聞きつ S 潜心に 其 本分の 靜的硏 究に從 へり。 此硏究 
は 將來佛 敎歷史 及敎た 理史の 根基るべき 最新の 學問た る 古 
スタィンの 信認を 得て 燉煌發 掘の 佛敎 古文書 中、 漢文 古經 
の 精査に 從ひ 、逸經 珍 籍の佛 敎學上 重大の 問題と なるべき 
もの 三十 種を 其 間に 發 見したり。 矢 吹 氏の 殊勳 は單 に此點 
に 於ても 宗門の 誇と すべき 所、 日 東學藝 の爲に 大に旌 表す 
べき 功勳 とい ふべ し。 

矢 吹 氏は 旣に此 多大の 貢獻 をな し、 感謝すべき 殊動 を樹 
てたり、 此貢獻 をして 意義 あらしめ、 此殊勳 をして 其效！ 
を 空しから ざら しむる の責 は、 擧て實 に 一宗に あ り。 闔宗 
の 諸賢、 希く は此佛 天の 冥 示 靈驗を 仰ぎて、 大に護 國扶宗 
のために 奮勉し 以て 此 俊才を して 快く 其材 能を 揮は しめょ。 

(大正 六、 一) 

◊淑德 高 女 廿五年 記念 式 

淑德 高等 女學 校は 今秋を 以て 方に 創立 二十 五 年に 達し、 

其 祝典の 方法に 就きても、 今や 當事 者の 審議を 凝しつつ あ 


然るに現狀を見るに寺院賃貸者は唯利 0 多きを是貪りて 
傳道上の要意を存するもの甚だ稀なる 0 憾なくんばあらず。 
堂々 たる 書院ょり 基督 敎 家族の 讃美歌を 聞く が 如きは 今は 
殆ど 普通な り。 崇佛敬 僧の 念絕 無なる 無 信 Q 小官 吏會 社員 
連に殿堂の神聖を蹂躪せられ、其放漫の醜態を逞ぅせしむ 
るも往 々にして 見る 所に あらす や。 而 して 貸借 者は 寺 僧が 
勤行 供養に 荒 怠せ る Q 狀 、寺 族の 下賤 卑隨 Q 態に 佛敎を 蔑 
視する 0 念を增長せしめ、寺院滯留の結果寧ろ風敎を害し、 
無信仰をして愈更大ならしむるの風なきにあらす。是各宗 
當局 者が 特に 精細の 注意を 怠るべからざる 所、 特に 政府 及 
社會が 宗敎に 留意し 來り 、之が 尊重の 聲 、漸くに して 輿論 
となり 來 りつ、 あるの 際、 當局 者は 此 寺院の 濫用 惡用に 對 
しては 職務 上大に 警戒す る 所た る や論莫 し。 禮拜所 布敎場 
の體 面を 汚漬 し、 其 當然の 作用を 沮 塞廢頹 せしめ 延て宗 勢 
を 失墜せ しむる ものに 對する 監督は 何れの 時と 雖極 めて 切 
要と 雖 特に 今時 此取締 を 怠る が 若 くん ば、 當局が 政府と 社 
會に 約す る 言責を 如何と する。 佛敎 徒にして 若 今に 於て 自 
ら之を 監督し 制裁す る 能は すん ば、 政府 及社會 は必ら す 這 
般の 問題を 提げて 各宗に 肉薄し 來 るの 蹺 、恐らく 必らす 遠 
から じ。 

夏 李 寺院の 活用を 期せよ、 大學と 風紀 肅淸 運動 


而も 事 若 下級 賤階 0 寺院にして、唯ーの資源を賃貸に仰 
ぐが 若き は 幾分 尙之を 恕すべ し。 資力 財源 旣に備 はり 經營 
維持の 方法 乏きに あらざる 相當 寺院に して、 單に其 逸樂驕 
奢の爲 [: 、兒孫の生活の安固豐充を計らんが爲に大規模 0 
賃貸を なし 秋 毫も 布敎傳 道、 佛祖 報恩の 至誠な く、 私利を 
高等 旅館と 競 ひ、 私慾を 下宿 業者と 共に せんとす るが 若き 
は、 此際 最も 各 宗當局 者の 留意を 請は すん ば あらざる 也。 

(大正 六、 ニ〕 

◊大學 と 風紀 肅淸 運動 

宗敎大 學の敎 授會は 前 月 来の 懸案たり し 日躍學 校の 公開 
を可決したり。同校の大學擴張運動が此擧にょり着實に效 
を收めんことは內外の切望する所にして、現代宗敎學校 0 
名 實は斯 Q 如くして 初めて 存在すべき か。 但し 學生が 此等 
社會 奉仕の 實 現は 他日 敎家 として 其 寺院 敎會を 現代化す ベ 
き 切實の 準備なる を 忘れす、 塾 1 貝の 研究 態度と 精到の 客觀 
批評の 眼識を 明に し、 且つ 身苟 くも 此等 公益の 事業に 關與 
する 已 上は 此等 運動の 源泉た る英學 若く は 米 國の宗 敎學生 
と 同じく、 儉素 節約、 斷然 禁酒 禁煙を 勵 行し、 身を 以て 率 

ニ 五一 
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◊夏季 寺院の 活用を 期せょ 

甚督敎 徒は 特に 天幕を 白砂青松の 間に 張り、 講席を 樹 ド 
岩 上に 設けて、 熱烈に 傳 道に 怠らざる に、 佛敎 僧侶は 弘敎 
宣 道の 大道 場を 避暑客に 貸與し 去り、 時に 本尊の 寶 前に 絃 
歌 湧き、 戲笑 起り、 其 秩序な く、 制裁な きは 寧ろ 普通 旅館 
已 > の ||^ 態を極めつ、ぁり。寺院 11 立の意萎と、其存在の 
理 Fl:l は斯の 如くして、 旣に半 文 錢の價 だ もな し、 今や 官民 
識者の 聲たる 夫の 宗敎 尊重の 要の 如き も、 此現 狀に觀 ては 
寧ろ 反 對に此 風敎上 無用の 營利 事業た る fill 貸屋を 撲滅す る 
を至當となすに似たりと、是記者が識れる、佛敎外護の一 
高等官が 拽 したる 痛憤な り。 夏期 來る 每に此 痛憤は 自ら 之 
を 發し 、同憂の もの 亦屢 之を 苦言す るを 聞く も、 夫の 佛敎 
聯合 會の诀 擧 ぁりて 已來 、其 決議に 成れる 各宗 管長の 時局 
に關 する 訓示 公布 せらる S の 時、 此 痛憤は 特に 其 刺激の 熾 
烈な るに 感ぜす んば あらす 各宗 にして 今 若し 鐵鞭を 執りて 
現に 此宗敎 尊重を 裏切りつ、 ある、 山間 海濱の 寺院を 監督 
し鞭韃 して、 少く とも 時局に 對する 寺院た るの 體面 丈な り 


ニ 五 〇 . 

とも 維持せ しむる にあら すん ば、 卽ち 夫の 訓示は 殆ど 一片 
の 敗 紙と 等しき のみ。 各宗が 政府に 對す るの 責任と 權 威と 
斯の 如くして 果して 何れに あり や。 

現在の 地方 寺院が、 都市の 肉 山 福 地に 比して 其經 濟の甚 
しく 缺乏 せる もの あるは、 容易に 認め 得べき 所、 特に 此地 
方 寺院 衰頹 の慘狀 は、 各宗 中、 恐く 淨土宗 を 以て 其最 とな 
すべきに 似た 卜。 此 故に 夏期 若 千の 期間を 割きて 賃貸 以て 
財政 上 幾分の 補給を なさん とする は、 其 情實に 憐れむべき 
なきに あらす。 而も 其 賃貸の 方法の 如き も、 常に 佛祖 報恩 
の 至情と、 攝化利 生の 本懷 とを 忘れざる を 要し。 其 賃借 者 
の 人格 職業を 調査し、 能 ふべ くん ば 先づ本 宗の檀 信徒 有緣 
の 人を 取り、 次て 佛敎の 信徒を 撰び、 賃貸 契約の 際に も少 
くと も 寺院 宿泊の 本旨を 忘れす、 佛陀恩 光の 下に 棲息す る 
の觀 念を 懷か しめ、 佛舍不 相應の 放恣の 行為の 如きは 之が 
愼戒を 乞 ひ、 以て 風敎上 及び 信念の 修養 上 全く 無意義なら 
ざら しめょ。 斯の 如くせば 寺院の 賃貸 甚し く責 むべき にあ 
ら す。 否 責むぺ 力らざる のみな， T 、 之に 由 h て 敎 化の 洽ね 
からざる を 補 ひ、 傳道 Q 一端に 力を 與へ 得べ く、 其方 法に 
して 巧妙なる を 得 ば 夫の 歐米に 於け る 基督 敎靑年 會傳道 旅 
舍 、若く は 行旅 慰安 館の 若き と 效果を 同ぅ すべし。 


にあら ざらん や。 今の 敎界 の經綸 家學者 事業家 多くは 此內 
面の 最大 病弊に 着眼せ す、 否、 滔々 自ら 濁流 中に 浮泛 して 
形骸の 粉飾を 以て 敎 勢の 皇張 了れ りと す。 故に 施設 新に し 
て 弊害 更に 新なる を 加へ、 制度 更改せられ て 紛擾 益大な る 
の 醜を 見る。 佛界 今や 缺けた る もの 多し、 而も 其 最大の 缺 
陷は實 に 戒律 精神の 缺陷 也。 

加持 力 敎會が 其 教義 儀式の 現代に 適せざる を 以てして、 
尙其 勢威を 維持し、 信仰を 保續 する を 所以は、 其 成功せ る 
社會 運動 及び 感化 救濟 事業の 根柢と して、 厳正なる 戒律 あ 
れば 也。 僧侶 家族 論の 浮薄なる 議論が 日本に 上下 せらる S 
時、 加特 力の 僧徒は 嚴 として 其嚴 重の 童貞 主義を 守り、 特 

にジ H スイ ツト 、フランシス カン、 ドミニ カン 等の 僧團の 

峻嚴な る 戒律 生活は 寸 步も抂 ぐる 所な きを 見る。 新 敎敎役 
者が 嚴 正の 禁酒 禁煙を 勵 行し。 家庭の 肅淸 、倫 常の 純正 身 
を 以て 人を 敎ゆ るの 高き は、 吾國に 於ても 新道 德の 樹立に 
少から ざる 貢獻 を爲 しつ、 あるを 見る。 基督 敎の 戒替精 l /llf 
は 現代 指導の 上に 嚴 として 尙 生命 あり。 規律の 嚴 明、 訓鍊 
の 透徹せ る、 藍 故 あ. るな り、 昔は 朱 文 公一 精舎に 詣 し、 鐘 
鼓 讃唄各 法 あり" 規矩 整々 として 淸規 ーも紊 る、 なきを 見 
感歎して 先王の 禮樂佛 寺に 存 する を慨 せりと いふ。 今の 佛 

某督敎 徒の 陋態 、新 戒律 主義を 提唱す 


徒は 古佛 の淨戒 、先聖の 淸規 、範を 名山 大刹に 失して 却て 
之を 洋敎の 會堂に 見る の 嘆な き 否や。 

文 華大に 進みて 文明 病の 生す る あり、 社會 組織の 複雑と 
共に 社會疫 自ら 發 す。 之に 對する 救濟 として 靳 戒律の 切要 
は 論を 俟たざ る 所、 矧むや 文化の 發展は 實に嚴 正なる 規律 
に 待つ もの 多き を や。 現代に 戒律 主義の 缺くべ から、 ざるは 
積極より する も 消極より する も 必要の 勢 也。 此 大勢は 世界 
大戰に 於て 著しく 實 現し、 國家 存立の 上に 於ても 國 民發展 
の 上に 於ても、 如何に 此 戒律 精神が 至 重 至要 兵食よりも 大 
なる かを 明に せり。 特に 米國に 於け る 禁酒 州の 增加 、禁肉 
節食 制の 勵 行の 如きは、 隆 々の 勢 ある 同國が 此新 主義 新 精 
神に 依りて 健全なる 國 民の 一大 發展を 試みん とする 最大の 
努力を 見るべき にあら す や。 戒律 主義は 確に 現代の 大勢 也。 
宗教に して 此大 勢に 乘 じて 嚴 明の 規律を 以て 風紀の 肅淸、 
民族の 健全 發 達に 資する ものは、 將來 の宗敎 として 存立し 
得べ く、 之に 反して 頹廢 せる 規律、 節度な き訓鍊 、宗敎 本 
来の 風格を 失し、 敎 團の淸 規衰廢 せる ものは 到底 亡 減の 外 
なき 也。 現代の 僧 風を 見 寺院を 見て 誰か 敎界の 前途に 樂觀 
する^^の € 。 

維新 敎界 の變に 際し、 佛門 綱紀の 頹廢 累を爲 して 今日に 

JJ R JJ】 


警世 時 1 日 

ゆるの 覺悟 あるを 要す。 然らす んば 蓋し 沐猴 にして 冠す る 
の 類の み。 記者は 此擧が 大學の 社 會貢獻 と共に、 叉 大學其 
自身の 風紀 肅淸の 機會た るを 喜ばん と 欲す。 (大正 六、 ニし 

◊基督 敎 徒の 陋態 

近時 基督教 徒の 一角に、 連り に佛敎 各派の 運動を 冷罵 酷 
評し、 漫に敎 派 爭鬪の 端を 釀 成して 快と なすの 徒 あり 彼等 
は 各宗の 事大主義を 嘲り、 官僚 迎合を 笑 ひ、 固陋 守舊を 譏 
り、 力を 盡 くして 排佛の 氣焰を 基督 敎會に 揚げん とする も 
の、 若し、 佛敎 徒ょり 之を 見れば、 他山の石 として 切磋の 
料に 資すべ く、 感らす しも 其 狹量猜 忌 嫉妬の ヒステリ^ 的 
病態を 讓めす して 可なる べし。 唯 近時 寬容 自由の 精神 漸く 
佛 徒の 間に 現 はれ 来り、 慈善事業の 如き 佛耶 親睦の 端稍觀 
るべき に 至りた る 際、 强て斯 の 如き 橋激の 言論を 縱に する 
は、 國 運の 發展 、文化の 進歩に 觀て 切に 彼等が 淺見と 無謀 
とを 惜まざ るを 得す。 戰後 世界の 大勢が 益 寬 自由の 大道に 
向 ひ、 猶太 的 若く は獨逸 主義の 專制的 一神教の 凋落を 示し 
つ、 ある 際、 自ら 偏狹 固陋、 國 民の 協同 運動を 自覺 せざる 


ニ 五 ニ 

彼等が 自殺的の 行動 唯憫 笑すべき のみ、 彼等が 怫 徒の 官僚 
迎合を 責む るは 可な り。 而も 外 威 迎合、 外 國崇拜 の 危險は 
官僚 迎合ょりも 一層 危險な り。 佛 徒の 事大思想は 甚 だ 陋と 
すべし。 而も 外資に 依りて 國民 精神を 買 はんとし、 外壓に 
依りて 敎化 を强 ひんと する、 獨立心 なく 國民 性な き傳 道は 
更に 更に 大に 唾棄すべき 至 陋至惡 の ものた るを 了せば 可也- 

(大正六、ごご 

◊新 戒律 主義を 提唱す 

佛界の 識者 論客、 敎勢を 討議す る もの、 每に 佛敎 徒に 進 
取 奮勵の 意氣な きを 慨 し、 其社會 貢賦が 基督教 徒に 比して 
甚 しく 遜色 あるを 指摘し、 興學傳 道の 熱烈、 著しく 劣る 所 
あるを 痛言す るを 常と す。 言 ふ 所眞に ょく 時 病に 的中せ り。 
而も 佛敎 々團の 規律 制戒 緩弛壤 敗して 外 敎に對 し慚愧 すべ 
きもの、 頗る 多く、 其訓鍊 修行の 淸規 、漸く 泯滅 する に 幾 
きを 苦言し 起ちて 大に 敎界 風紀の 肅淸に 力む る もの 寥 々と 
して 乏しき は何ぞ や。 佛敎 徒の 社會 貢賦の 薄弱なる は其規 
律の放漫な 0 に由れぅ。其敎學の施設に敏活を缺き、熾烈 
なる を 得ざる 所以の もの、 一に 嚴格な る 訓鍊を 失へ る 結果 


低能の兒孫を敎界に殘したるは慄然として膚に粟を生せざ 
るを 得す。 敎 界肅淸 0 第ー步、敎門五十年百年 〇 大計とし 
て法種增長 〇 根基は、實に敎界倫常 0 嚴格と其優良なる子 
孫を 得る に 存せざ るべ からす、 是れ 單に佛 敎全體 o 爲のみ 
ならず。 國家全 體の爲 也。 世界 文化の 爲なれ ばな り。 

新 戒律 主義は 宗門の 規律と 節制と に 全力を 注ぎ、 宗門に 
於ける禁酒禁煙節酒節煙若くはー宗潔齋日の勵行を主張す。 
是世界大勢 0 上と宗門經濟の上と、國民優生學の上と、信 
念 修養の 上ょり 見て 現今 必需の 急務な り。 亡滅に 幾き、 囘 
敎 徒ょり、 劫 盜の惡 徒に 至る まで 猶 豚肉を 喫せす、 全然 飮 
酒を 禁じつ/ M のる にあら す や。 酒を 嗜みて 得々 として 五重 
授戒の 高座に 昇る 宗門の 布敎師 少しく 省みる 所な き や 否や。 

新 戒律 主義は 嚴格な る敎團 0 軍隊 的 訓練と 規律と を 主張 
す。 布敎 規約の 勵行格 守、 時間 的の 行動。 機敏 周到の 作務、 
實に新 戒律 主義の 生命な り。 

新戒律經濟の要は、風紀上に於ける現代の指導にあり。 
敎圑の統一訓練にぁり。敎界の經濟的及優生學的の發展に 
■あ り。 虛僞な く、 欺妄な き 公明正大の 宗門 制度の 確立に あ 
り。 信念 策 進の 根柢を 定む るに あり。 少 くと も其蓄 妻を 祕 
密 にし、 其瞰 肉の ロを 掩ふ て、 自ら 戒律 淸淨を 街 ふが 若き 

時局 傳道 會議に 際し 布敎 家の 自覺を 保す 


罪惡を 一掃す るに あ り。宗門 0 新家庭をして益淸健ならし 
め 之を 國運 勃興に 際する 國民 の模範典型たらしむるを期す 
る ;: あり。新戒律主義 0 上に立たざる、宗門敎學の施設は、 
虛僞な ら r れば 衝突の み。 新 戒律 主義の 節制と 規律と ;: 饯 
らす して 宗門 0 發展を 望む ものは 石を 抱きて 鷄を得 るょり 
も 難し。 現代の 指導 新 戒律 主義に ょら やして 寸步を 進み 得 
ん や。 社會 問題の 解決 亦此 主義を 以て 其樞 鍵と なすべき の 

み。  r 大正 七、 一) 

◊時局 傳道 會議に 際し 布敎 
家の 自覺を 促す 

特命 巡 敎師會 及び 布敎團 長會議 は、 其 時日 Q 短 促 切迫な 
しに 關らす 、近時 稀に 見る 摯實と 精 動と 緊張と を 以て、 
時局 ;: 適切なる 許 多の 傳道 方針を 審議 策定し、 國民 精神の 
指導啓發の上に巨細ー宗の執るべき南針を確立したり。其 
犬なる ものは 夫の 七條 の宣敎 要件の 如き 卽是 也。 是豈單 に 
一宗と して 適時の 快擧 たるの みならん や。 亦 實に敎 界全體 
に 先 じて、 洪範を 開き、 淸軌を 示した るの 譽を負 ふべき 也。 

ニ 五 五 
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至り、 規律の 混 亂殆ど 收 拾すべからざる の狀に ぁり。 新戒 
律 主義は 此混亂 を 匡正し、 文明 宗教と して 立つべき 訓練を 
敎ゅる 所以、 敎學恢 興の 最大 要怦 として 今 特に 切要な り。 
戰 時及戰 後の 敎界に 於て 何等か 最 切要と すと 云へ ば 卽新戒 
律 精神の 確立 也。 卽 寺院 僧侶の 品性 風紀 改善 問題と、 其嚴 
格なる 敎團的 訓練 是也 。之な くん ば豈此 激烈なる 思想界の 
混 中に 立ちて 最後の 戰 勝者た るを 得む 哉。 

XXX 
右手を 擧げ ては 常に 時代 思想の 應同を 指示し つ 左手 
は 直に 復古主義の 戒律を 揚げん とす。 夫れ 何の 錯誤 ぞ や。 
朝には 社會 問題の 新 解釋を 殆ど 生命と なし、 夕には 旣に舊 
敎 制の 臥 榻に高 眠を 傲らん とす。 また 何ぞ其 撞着の 大なる 
や。 新 戒律 主義の 內容 、玆に 於て か 其 解明に 數語を 費す の 
必要を 生す。 

宗門に 於け る 一般 信徒の 僧伽に 對 する 厳格 至純なる 宗敎 
感が 依然として 存 する 限り 宗門が 此 崇奉歸 依の 上に 其 名山 
大刹を 維持す る 限り、 新 戒律 主義は 嚴 として 祖山及 他の 名 
蹟の淸規の絕待維持を切望し、また之がー層の肅正嚴格を 
要望す 新 戒律 主義は 不規律と 不節制と を 以て 大日 比 や獅ケ 
谷の 如き 宗門 虔信 派の 道場を 破壤 し、 昔日の 律院に 妻兒葷 
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肉の 公然として 行は る、 を 宗門 壤 敗の 衰兆と して 極力 之が 
挽 囘を 主張す。 宗門に 尙戒脉 の存 する 間は 新 戒律 主義は 宗 
門に 模範 僧侶と して 律 僧 及 特別 修行者の ー團を 要求す。 卽 
加 特カ敎 に 於け る 各種 特別 敎團卽 ヲル テンの 聖 フランシス、 
聖ィグ ナチ ウス 等の 法 系を 承け て 今 尙至峻 至嚴の 戒律を 持 
ち、 同敎 決死隊の 急先鋒と して 傳 道に 勵精 する 如く、 關 通、 
法 道、 無能、 德 本、 普 寂、 等の 法統を 受け 其 主義 精神を 實 
行す る嚴 格なる 一新 敎團の 成立を 要望す。 戒律の 精粗に 於 
ては、 佛敎と 日を 同 ふして 語る に 足らざる 基督 敎に して、 
旣に 現に 嚴峻な る 古制を 守る ヲル デン あり とせば、 弗敎に 
して 之を 成し 得ざる 理な し。 之 ありて 本山の 尊嚴 、名刹 舊 
蹟の眞 正なる 維持 初めて 達せら るべ し。 

新 戒律 主義は 決して 漸く 效 果を擧 げんと しつ/' ある 宗門 
の 新 家庭を 咒咀 する ものに あらす。 否、 益 之を 健全なら し 
め、 模範なら しむる を 精神と す。 ヲル デン 已 外、 一般 上下 
敎 學者敎 役者に 對 しては 社會 一般の 典型を して 益其婚 嫁を 
嚴肅 にし、 其 家庭を 淸淑 端正なら しめん ことを 切望す。 維 
新當 時の 敎界 風紀の 緩 弛に 乗じて 興れる 倫 常背乖 、不正 野 
合の 醜行、 及び 性格 敎育 家庭 職業を 擇ばざ りし、 虛僞 節制 
の罪惡 は、 爾來延 ひて 敎界の 品位を 墮 落せし め。 幾多 不良 


XXX 
時局 傳道 會議が 進言 獻策 したる 一宗 禁酒 案は、 速 かに 其 
勵行吿 示の 發布を 見ん ことを 切望せ ざるを 得す、 而 して 當 
局が 銳意 至誠 勵 行の 實績を 擧 ぐるに 努力 せんことは 記者が， 
闓宗 と共に 疑は ざる 所な り。 一宗に して 若此 一つ だ も實行 
する 能は すん ば、 卽堂 々たる 宣言、 嚴然た る會 議必竟 何の 
爲ぞ 。記者は 此際 管長の 嚴勵な る 特別 訓示の 發布を 以て 最 
も 『適宜の 處 置』 なりと 信す。 

XXX 

特命 巡敎師 中に 一宗 教育の 主腦 た る 人材 少から す。 大擧 
傳 道の 曉 、此 等の 人材を 派す るに 當り て敎 育の 荒廢緩 弛を 
來さざ るべき 注意は 極めて 重大な り。 椎尾 氏の 如き 福 島、 
大村ニ 氏の 如き 矢 吹 氏の 如き、 育英 養材の 大任に ぁるの 人。 
單に傳 道に 熱して 一宗 百年の 大計を 誤り、 内外の 子弟を し 
て學 業の 進歩に I 大 沮害を 來 さしむ るが 如きは、 蓋し 大に 
心を 用 ゆべき 所に あらす や。 卽 派遣 時期 及區 域に 就きて は 
特に 敎育 行政の 當局 者と 愼 重の 協定を 要すべき 也。 

(大 疋 七、 三) 


尼僧 活用の 途 


◊尼僧 活用の 途 

佛敎界 に 於け る 婦人問題に 關聯 して、 忘るべからざる は 
傳道 上に 於け る 尼僧 活用の 方策な り。 その 敎 育に 於ても 稍 
體 形を 具へ、 その 利用に 於ても 各宗に 比して 頗 出色 ある 本 
宗は 、今や 一層 この 問題に 精密の 注意を 拂 ふべき にあら す 
や、布唾開敎に於ける尼僧の貢 » は、盖し敎界に比類なき 
所、 東京 大阪 愛知に 於け る敎育 事業 及び 社會 事業に 尼僧の 
偉勳を 傳ふ るは、 また 最近 本宗敎 會史の 誇なら すん ば あら 
す、 一宗は 今や 此實 力に 觀て 、之を 內地傳 道に 活用して 大 
に 效果を 收 めしむ るを 期す るを 最も 捷 利の 方策と す。 

第一に 尼僧を して 婦女 敎 化の 機關と して、 一層 組織的に、 
且つ 有效な らしむ る 方法を 取る を 要す。 尼僧に 名門 縉紳の 
出 多き 本宗 にして、 之を 婦人 敎 化に 利 導す る こと 甚 至ら ざ 
るは 遺憾と いふべ し。 第二は 社會 事業に 於け る 尼僧の 活動 
を 一層 熾烈なら しめ 少く とも 佛國に 於け る 加 特カ敎 會の尼 
僧が、 或は 孤 兒院に 或は 救 療院に 或は 救貧 事業に、 殆ど 全 
體 の社會 事業に 亙り 活動し つ、 ある 十分の一の 奮勵を 吾が 
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警世 時 言 ， 

事 固より 管長 猊下 至誠 憂國の 至情、 護法 濟 民の 赤心に 發し 
高德ー 宗の 感奮を 致せし は 論な しと 雖、 當局が 善 謀 良猷、 
敏活 周到 事に 處 したる と、 敎學兩 界の各 家が 其 赤誠を 傾け 
智囊を竭くして獻言提議したるの功、亦之を沒するを得す。 
記者は 此國民 全體の 思想界と 精神 界に對 して 煥發 せる 雄大 
なる 閧戰の 宣言と 及び 其 縝密巧 妙の 作戰の 方略が、 官民の 
稱讀と敎界の驚異の間に、燦然として光を放ちしを觀て、特 
に圓宗 の和辕 一致が 益 堅牢を 加へ、 其 耐久 持 忍の 力 彌大な 
らんこと を 切望す。 此 一致の 努力 あり、 此 持久の 勢 能 あり 
て 方め てよ く 其 雄大の 宣 戰を實 あらしめ、 其 巧妙の 方略に 
偉大の 效果を 齎らさん。 現に 世界の 大 戰に觀 よ。 此 二者は 
實に 最後の 勝利を 完 ぅすべき 最大 最 優の 道なる にあら す。 

今囘 の會議 中、 從來の 布 敎會議 と 著く 色彩を 異にせる 
ものは、 第一に 敎學 一致の 精神 着々 貫徹し 來 り 人物 中心 實 
力 中心の 勢力が 陰 然として 傳道界 を 壓し來 り、 口舌 技巧の 
舊式 布敎の 必然的 滅亡を 豫吿 する が 如き 觀あ る是 也。 是今 
囘の 會議の 性質に 依るべし と雖 、雄 谷、 椎 尾、 矢 吹、 大村 
等の 諸氏の 言論が 常に 會議の 中心を 占め 居る を 見て、 誰か 
傳道 上の 轉機 旣に玆 に 至れる を 賀せざ らん や。 第二は 卽ち 
傳 道家の 品性 改善 及 I 宗自覺 の聲が 夫の 禁酒 案 等に 依りて 
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現 實に發 現し、 夫の 泥醉布 教師、 亂倫傳 道 者を 一掃し、 古 
來 品性の 陋劣を 以て 識者の 顰蹙を買 ひし 所謂 談義 坊主 說敎 
坊主の 積弊を 革新 せんとす る 第一 步に 進める 是 也。 この 第 
ニの 傾向は 固 積弊 宿 瀆の洗 刷と 雖 、又 是新 戒律 主義の 勝利 
清新なる 國民警 策の 積極的 新 運動の 開始に して、 佛敎が 基 
督敎に 比し 常に 時代に 遲 る、 る 嘆は この 點 ょりして 稍 面目 
を 保を 得る に 至らん か。 

一宗 禁酒 案の 痛烈と 相 待ちて 今囘 の會議 中、 傳道 上の 思 
想 及び 說述の 大方 針と して 婦人 尊重の 提案が 大村文 學士に 
依りて 致された るは 特に 佛敎 運動と して 淸新 適切なる を認 
め、 歐米 諸國が 戰時 婦人運動の 大勢、 及び 將 來帝國 の道德 
的 優生 學的 諸問題に 照らして、 今囘の 諸方 略中最 緊要なる 
もの、 一とすべし。 寶積大 集 諸 大乘經 中 婦人 尊重の 金文乏 
しからす、 婦人の 解放、 婦人 能力の 發 現に 於て は 阿 含ょり 
法華に互りて何れの敎ょりも徹底せる板底を有し、母の恩 
德權 威を 說く最 上 最大なる 我が 佛敎の 本旨を 復活す るは 此 
際 特に 切要な り。 國民 精神の 確立は 此の 如くして 方め て 根 
本 的の 解決に 至らん。 女子 敎 育の 專門 家た る大村 氏が 其責 
を 完 ぅして 此 提案 ありし は、 敎界 誰か 其 職に 忠なるを 賛せ 
ざらん。 


市の 救濟 事業を 援護 策勵 し、 之が 爲に畫 策し、 奔走して、 
自治の 健全と 民衆の 康福 とを 增大 すべき 也。 是現 時に 於け 
る敎 家が 殆ど 唯一の 急務に して、 又 其 地步を 確立し、 品位 
實ヵを 高め、 敎 化の 洽及を 圖る 所以 也。 

記者は この 急務の 一として 各地 布 敎團が 一層の 努力を 新 
にして 細民の 慰問と 敎化 とに 從 はんこと を 切望す。 東京 救 
世 軍の 細民 調査 表の 精確が 注々 にして 警察 府 市の 報吿に 勝 
るを 見つ S、 而も 此等 細民の 多數が 東京 寺院の 檀徒た るの 
事實に 逢着 するとき、 布 敎團の 努力は 必然の 結論と して 生 
すべき 也。 一週に ー囘 、一一 囘 細民窟 に大 慈悲を 說 くの 聲 あら 
しめよ、 精進を 敎へ忍 辱を 勸むる 法衣の 影 あらしめ よ。 大 
阪も京 都 も 其 他の 地 も 『細民の 友』 として 『細民の 父母』 
として 起つ、 布 敎團員 あらしめ よ。 

細民 敎化 と共に 此等 辛酸 生活の 同胞を 代表して 敎 家に 請 
はんとす る 所は、 葬祭 法要の 便宜を 計るべき こと 是な り、 
彼等の 中には 中心の 悶々 を 押へ つ、 一句の 誦經だ に 聞かす 
して慈父愛妻を |? る人あるを知らすや。日本の細民は其 10. 
先に 對し 亡親に 對 する 追 遠の 純 厚なる 至情は、 極端に 人性 
を 失せる 歐 米の 細民の 及ぶ 能は ざる 所、 此道德 上の 美點を 
利用せば 細民 改善の 事業は 蓋甚 難から ざるを 見る。 而 して 

細民の 父母た れ "宗 大生に 望む 


佛敎 家と して 此 種の 事業は 最簡最 易と なす 所。 敎界の 諸賢 
何ぞ此 易き ものょり して、 改善の 徹底を 期し 來らざ る。 

(大正 七、 九) 

◊ 宗 大生 !: 望む 

荻 露虫聲 、秋燈 の 親むべき を 吿げ て、 靑襟學 徒の 帽影苒 
た び 帝都に 充てり、 吾' か 宗敎大 學も亦 其 意氣淸 新の 校門を 
打開して 靑俊 を迎 へんと す。 記者は 此等靑 俊 諸君が 刻下の 
戰時 精神に 富める を 信じ、 多難の 時局、 不詳の 事變が 如何 
に敎 家に 要請し つ、 あるが を 痛烈に 銘記し つ、 あるを 信じ、 
而 して 之 ヵ爲に £. 素 ^ 一 約 堅忍 カ行。 未 來 宗門の 中堅た る 
の 抱負 ある 新 戒律 主義の 實踐 者た るを 信ぜん と 欲する 也。 
金城 や鎭西 ゃ洛陽 ゃ學期 開始と 共に 開かるべき 諸種の 會合 
が 信仰的 精神的に して、 其 手ょり 卑む べき 酒 盃やシ ガレ ッ 
トが全 く 抛たるべき を豫 想す るを 許せ。 而 して 諸君が 時局 
に 切需な る 信仰的 社會 事業 的の 大學 殖民 運動の 最先端の 戰 
士 たるべき を 豫想 する ことを 許せ。 夫の 贅澤 悠長 不生産的 
の ^ 他 校の ベ ー スボ ー ル や テニス や ピンポンの 如きは、 細 
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尼僧 界に 見るべき 努力を 要す。 夫の 大阪 の累德 東京の 淑德 
は 稍 彼等 怫國 尼僧の 活動と 比肩すべき ものと 雖 、更に 各種 
慈善 救濟の 事業が 我國の 尼僧に 待ちつ、 ある ものにして 足 
らす 、例せば 目下 東京に 大阪に 急を 吿げ つ/' ある 托兒 事業 
の 如き" 何れの 病院に も缺乏 を訴 へ、 且つ 弊害に 苦み つ、 
ある 看護婦の 補充の 如き、 甚だ 資力を 要せす、 而も 偉大な 
る傳道 成績を 望むべき もの 目に 觸れ て然ら ざるは なし。 第 
三は 東北 地方を 特に 甚 しとす る 無住 地 寺院の 整理に 尼僧を 
利用して 荒 蕪せ る敎 田の 開拓に 從 はしむべき こと 是な り。 

是等 尼僧 利用の 傳道 策を 決行 するとせば、 之と 同時に 尼 
僧の 敎 育と 優遇に 一層の 改善を 加へ、 尼僧の 爲に宗 敎大學 
を 公開し、 尼僧を して 宗務 及び 其 他の 敎務に 當ら しめ、 進 
みて 宗務 敎學 部に 尼僧 課を 別 立す るの 準備を なし、 尼僧の 
特命 布敎師 を簡 選して 時局 特別 傳 道中 特に 婦女 敎化 を專擔 
せしむる等、其利用に遺憾なきを期せざるべからす、京都 
尼衆學 校の 新設の 爲に 巨費を 投じた る、 本宗の 終に茲 に 至 
るべき や 蓋し 大勢 上の 自然な らん か。  (大正 七、 七〕 
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東京 府は 過般 不詳の 事變に 鑑戒 して、 銳意 細民 地區 改善 
の 事業を 計畫 し、 今や 着々 諸種の 新設 備に 步武を 進めつ〜 
あり。 大阪府は 事 變の慘 害、 東京に 比して 甚大なる を 以て、 
その 平素の 救 濟經營 を 一新し、 一層の 奮勵を 鼓して、 斯業 
の調夺と實行とに全カを ^ 注しつ 、 あるを 聞く。 其 他の 各 
府縣に 於ても、 災禍の 痛 酷なる に戰慄 し切實 に救濟 事業の 
必須を 味 ひ來り 、大小と もに 改善の 施設に 焦心 苦慮し つ/一 
ある^^ •の、 如し。 

此等各 府縣の 救 濟機關 の 新 施設に 關 して、 宗教家の 同心 
協力に 待つべき は 論な き 所、 否 宗教家は 其 本然の 職員 民衆 
敎 化の 任務ょり して、 自ら 進みて 縣 市の 施設を 援助し、 拮 
据 奔走、 官民の 仲介者と して、 周到の 效果を 實 現す るに 至 
らしめ ざるべ からす。 東京に 於て は 近時 敎家 漸く 覺酲 して、 
公私 一致 官民 合同の 努力を 以て 救濟 事業に 當る 喜ぶ ベ 
き 傾向を 生じ ?: り。 大阪に 於ても 京都に 於ても、 神 戶名古 
屋 等に 於ても、 敎 家は 常に 東京に 遜色な き 熱誠を 以て、 苻 


とし、 而 して 寬容洪 量の 宗敎 主義が 敎育上 重大の 效果 ある 
ことを 確信す。 而も 此 持論は 宗敎が 國民 精神と 祖國觀 念と 
に、 確實の 根柢を 與へ 、國 民と しての 健全なる 良心を 育成 
する 中心 勢力た る 本然の 場合に 於ての み 之を 言 ふの み。 或 
る宗敎にして、祖國精神の壓抑を試み國民性の發展を沮 
害する ありと せょ。 文部 當局が 勿論 か、 る 宗派まで も 尊重 
し、 之を 寬容 し、 之を 敎育 上の 補 翼と なすの 必要な きは 國 
民と して 誰か 異議 あらん 哉。  (大正 七、 九) 

◊原 內閣に 望む 

原 內閣は 今や 就れ り。 新 政府が 果して 國 民の 輿望に 副 ひ、 
其 要求す る 所の ものを 充實 して、 帝國が 現に 世界 變局 上に 
負 ひつ/' ある、 重大の 使命を 尅果し 得べき や 否やは、 實に 
國民が 刮目して 其 手腕を 見ん と 欲する 所。 少く とも 大勢 一 
轉 、民心 一新の 必要に 逼られ て、 成立せ る 新 內閣が 何等か 
先づ 弛緩せ る 民心を 激勵 し、 倦怠せ る 士氣を 鼓 躍して、 戰 
時 精神の 緊張と 戰後經 營の着 實牢强 の 決意を 促進すべき、 

大 抱負を 天下に 公示し、 局面の 廻轉を 期す る、 方に 新 政府 

外資に よる 敎育 事業の 狂態、 原 內閣に 望む 


の 第一 歩武たら やん ば あらず。 

今に 至りて 前 內閣の 施設を 酷評す る ものは、 是 死屍に 鞭 
つの 無情の み。 而も 其 失敗の 来る 所の 覆 轍を 示して、 新政 
府に 望む 所以は 亦 必らす しも 順次 失せり とせず。 蓋し 寺內 
內閣の崩壤は一言にして言は ^' その官僚的祕密主義と高壓 
方針に 歸 す。 この 國民 と共に 謀らす、 國論を 度外視した る 
結果 民心の 離反を 見、 輿論の 憎惡を 買へ るの み。 政 黨內閣 
の實あ る現當 局は この 點に 於て、 謂 ふに 必らす や 前 內閣と 
撤 を 異にする もの あらん。 其 政 黨內閣 の惡 弊と して ^ 民の 
禍害たるべき、黨募黨利に急にして、擧國ー致の要ある今 
時、 國民 全體の 慶福に 乖くが 如き 妄擧 は、 先づ 第一に 戒愼 
を 要すべし。 若し 『我黨 内閣』 の 甘夢に 狂喜して、 縱行恣 
設 、橫 暴を 極む るが 如くん ば、 其國 民の 公憤を 博 得し、 輿 
論の 蜂起を 見る、 前內 閣に對 する ょり 猛烈に、 其 攻撃 更に 
激甚なる もの あらん。 

前 內閣は 宗教に 對して 稍 同情 ある 態度を 有し、 その 尊重 
が國民精神振策に必要なる所以を理解するに似たり、而も 
其 官僚 的の 祕密 政策と 高壓 主義は、 玆處 にも 其 鋒 鋩を 露 現 
し" 宗！ 派の 自治に 對 して 干渉を 放てす るが 如き 妄擧 一再な 
らざ りき。 是 宗派が 無智に して 制御な く、 放恣を 極めて 公 
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民 食を 缺 きて 泣く に 淚 すらな き 今日 抑 も 何事 ぞ。 

(大正 七、 九 

◊件 資に ょる 敎育 事業の 狂態 

大阪の 桃 山中 學は 、基督 敎徒 設立の 認定 中學 中、 最 優秀 
なる もの、 一として 推され、 其 校舎の 完 美、 設備の 充實、 

亦 關西敎 育界の 一勢 力を 以て 居れり。 此中學 、國民 精神と 傳 
道 主義との 間に、 多年 重大なる 支 吾 衝突を 重ね 暗流の 欝結 
今春に 至り、 事に 依りて 潰 裂し、 生徒の 憤激と なり、 父兄 
の 奮起と なり、 之に 對す る學 校の 强壓ば 益す 其 反抗を 大な 
らしめ、 終に 生徒 代表の 上京 陳情と な b、 當 局の 警吿 とな 
り、 幾多の 波瀾 粉 擾を 反復せ しが、 今や 學 校長の 辭職 を以 
て、 辛ぅじて 其 局を 結ぶ に 至れり、 而も 學校 經營の 某國傳 
道會 は、 大勢 斯の 如きを 見て 其 從來の 方針を 墨 株す るの 不 
可能なる を曉 り、 又 今囘の 事件が 學 校の 名 聲と 信用に 多大 
の 打 擊を與 へたる を 慮り、 之を 解散す るか、 若しくは 他に 
讓與 する の 意志 あるを 傳ふ 。蓋し 是、 敎育對 宗教の 關係 上、 
容易に 看過すべからざる 重大の 伴に して、 特に 國民敎 育と 
外國 傳道會 との 交渉 上、 憂國 家の 頗注 意を 要すべき ものた 
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る や論寞 し。 

外資に 待ち、 外人の 設立 指導に 藉れ る敎育 事業 若く は 慈 
善事 業が、 一面に 於て 國際關 係を 良好 親密なら しむる 便宜 
あると 共に、 他面に 於て は國 家の 體茴 と實 力と に 省みて、 
頗る 考慮を 要すべき もの ある や 言を 俟た 中。 特に 其 經營者 
が 單に宗 派 關 係に 重きを 置きて、 國民 精神 及び 祖國觀 念に 
何等の 知識 感激な く、 寧ろ 其 傳習式 形式的の 敎 義儀禮 を以 
て、 炎々 たる 國民 精神を 壓服 せんと 試み、 若く は强て 無意 
義 の外國 習慣を 杓子定規 として 勃々 たる 祖國 主義を 抑制せ 
んと 欲する に 至りて は、 是國 民の 敎 育と 感化に 至大の 害毒 
を 流す もの。 日露 戰役 後、 帝國の 隆運と 共に、 此種學 校 及 
慈菩事業の當事者も稍覺醒する所あり、甚しき怪事を耳に 
せす と雖 、尙 動もすれば 頑迷 大勢に 通ぜす 、固陋 國際 間の 
禮節すら解せざる無智の宣敎師之なきにあらす。桃山中學 
の 紛擾 も 要するに、 此偏狹 固陋の 形式的 傳道 主義と、 國民精 
神 勃發の 衝突の み。 而 して 又 事件の 顚 末は 明かに、 一部の 舊 
式 基督 敎 主義の 失敗を 自白せ る ものと 評價 して 可な り。 

文部 當局 者は 謂 ふに 今 囘の桃 中 事件に 於て 痛 酷の 實 物指 
敎を 得た らん。 記者は 平素の 持論の 如く、 文部の 教育 上に 
於け る宗敎 尊重を 切望し、 敎 育と 宗敎 との 相互 補 翼を 理想 


に 切言す る 大處公 處高處 の 達 觀は此 時 良に 切要な り。 而し 
て 雨 法主の 碩德を 揚げ 得る と 否と、 不一 績を顯 はし 得る と 否 
とは 實にー 宗達觀 の 如何に 依る。 一宗は 旣に 大に兩 法主の 
晋山に賀意を表したり。今や大に義天の鳳凰をして翔らし 
め、 德 海の 蒼 龍を して 躍らし むべき にあら す や。 而も 偏狹 
固陋なる 私 黨私 福の 情を 逞 ぅして、 徒らに 荊棘の 門墻を 築 
き、 勢を 驅り 機を 激して、 權 勢の 占 得に 腐心し、 若く は 憎 
惡 嫉視の 甚 執拗に して 蝮蝎の 如く、 沙上 偶語 區々 の 批評を 
挾みて、 强て德 を 毀け 材を害 する の 愚を 敢て する 輩は、 是 
れ共 に兩 法主を 私して 其大を 殺ぎ 偉を 滅ぼし 翔 鳳を して 死 
禽 た らしめ、 遊 龍を して 頑 蛇に 化する 所以の み。 一宗は 今 
や兩 法主を 大 にし 美に して 宗門を 莊嚴 する のみなら す 之を 
敎 界の寶 器と し 天下の 雄材 たるに 至らし めざるべ からす。 
嗚乎 何れの 處にか 金 招 牌に 泥土を 塗布して 其 商業の 繁昌を 
見るの店 §| あらんや。 

黑 雲去來 、紛 々の 世評の 後、 漸くに して 麗日 和風の 快を 
見 /: る兩 山は、 新法 主の 晋山を 機會 として、 少く とも 京都 
敎界 に 一新 生面を 開くべき 決意を 示して 兩 山の 威厳を 天下 
に 示すべき 也。 佛界 の碩學 凋落し、 各 宗の學 林 今や 一の 旭 
雅なし 、夫の 京都 帝 大佛敎 科の 如き 低級 卑俗 殆ど 言 ふに 足 

大鹿屮 島 一雨 法主 晋山の 意義 


らす 。此 際に 當 つて 大鹿 新法 主の 獨特 の講肆 r ,l び 玄溪に 
開けて、 常に 大小 經 論の 深義を 闡發 する に 至ら ば、 各宗の 
學人 翕然と して 集り、 京都に 於け る佛敎 義學の 沈滯を 救 ふ 
に 於て 大にカ あらん、 而し是 玄溪を 一 高等 ^ 寺』 ょり 救 ふ 
所以に して、 亦 犬に 宗門の 權威を 洛 東に 立つ る 所以に あら 
す や而 して 中島 新法 主の 內容 充實 せる 新式の 布 敎は關 西 形 
式 主義 談義 坊主の 流 弊を 打破し 從來傳 道上甚 しく 振 ふ 所 あ 
らざりし百山をして新傳道の策源地たらしむることも、新 
法主の 力量 手腕を 以てして は 決して 難事に あらざる ベく。 
關西 最高 學府 の靑衿 者敎 化の 中心 點とな る も 亦 必らす しも 
望な きに あらす。 中島 僧正が 終始 唱道し つ、 ある 寺 庭 改良 
策、禁酒勵行論の如きも、今や多數門末の師表 ?: る地位を 
以て 容易に 一宗 改善の 端緒を 擧げ 得べき を 信す る 也。 

敢て黑谷末と言はす、取て芎末と稱せす、知末も淨末も、 
今や 一致して 雨 新法 主の 得意の 技倆を 推 尊して、 隨 喜賛襄 
共にカめて之を宗外に發揮するの法を講じ、德同の美を致 
さば 卽ち其 結果は 單に兩 山を して 京都 佛敎 界の權 威たら し 
むるのみに止まらす、叉自らー宗の慶福を致して直接間接 
の 福利を 他 本山に 招致す るを 得べ し。 而 して 此兩新 法主 特 
色の 協同 推 尊は 卽ち 一宗 知 協の 存 する 所、 之を 外にして は 
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德を 解せ、 ざる 爲に 、自ら 招致した る 禍と雖 、政府. 當局 者と 
しての 態度 亦大に 改善を 要すべき もの あり。 宗敎 制度 確立 
に關 する 祕密 主義の 如きは 寺 內內閣 政策の 愚 拙なる もの、 
隨 一" 現當路 者が 政 黨を 基礎と せる 已上 この 愚を 襲 踏す る 
を 要せざる や 論 寞き所 也。 

現內 閣員の 多數は 財界に 經驗を 有し、 其狀 勢に 通曉 する 
前 內閣に 比して 確に 長處 あるに 似たり。 此內 閣に對 して 國 
を擧げ て國民 的社會 政策の 確立を 切望し、 徹底せ る 國家經 
濟 政策の 實現を 以て 其 第一 事業に 數 ふるは 固ょり 其 所の み。 
農民 黨な るが 故に、 米價 調節に 大策 を缺 くが 如きの 嘲笑は 
謂 ふに 之を 單なる 市井の 妄言と して 葬り去る の 遠から ざら 
ん ことを 望む や 切な り。 現内閣が 寺 內內閣 の 後を 承け たる 
第一の 責任は 實に 此國民 的社會 政策の 實行 にある や 言を 待 
たす。 

現內閣 は斯の 如くして 財 的 要素の 比較的に 强大な るに 比 
して 其 心的 人物の 甚寥 落た るは 敎 育宗敎 に關 する ものの 稍 
危ぶむ 所。 財界の 飛將 軍を 拉し來 りて 直に 之を 文敎の 局に 
當 らしむ るが 如きは、 多少 滑稽の 觀な きに あらす。 而も 閣 
員 中 床次內 相の 如き あり、 國民 精神の 振作と、 宗敎 尊重と 
に 注意を 懈らざ る、 前 內閣に 劣らざる べきは、 吾人の 固く 


ニ 六 ニ 

信ぜん と 欲する 所。 夫の 議論 ぁる 中 橋 新 文相の 若き も、 干 
渉と 高壓 との 官僚 的 傳統の 慣習の 傾ける 前 相に 比し、 其 純 
潔 何等 教育界の 情實に 拘束な き點 、寧ろ 大 に文敎 刷新の 實 
を 擧げて 文部省の 痼疾なる 形式 打破 官僚 學 風の 掃滅に 於て 
大に 面目を 革め 得ん か。 而 して 教育 宗教の 關係 問題、 若く 
は 宗敎界 積弊の 打破の 如き 却て 有利の 地位に 立つ 便 ぁらん 
か。 國民 精神 確立 問題に 就きて は 他日 筆を 新に して 更に 之 
を 申 言 せん。  (大正 七、 九 

◊大鹿 中島 兩 法主 晋山の 意義 

玄溪 百嶺兩 新法 主 晋山の 盛儀は、 旣に 了れ り。 一宗は 陰 
欝頭 を壓 する 秋霖の 後に、 長 空 一 碧、 熙 々の 快晴を 喜ぶ が 
如く、 今や 悉く 暢適 の感 を覺ゅ るに 似たり。 唯 切望す る 所 
は此歡 喜を して 一時 小康の ものたら しめす、 亦 私 黨激勵 の 
機たら しめす、 互に 愼察警 省して 益々 一宗の 和 協を 堅く し、 
以て 雨 法主の 德行を 翼賛せ' ざるべ からす 一宗は 少 くと も此 
慶事をして眞個に慶事たるの意義ぁらしめ、同入和合の堅 
實なる 楔 子たら しむる に 全力を 盡く すを 要す 『敎 報』 が 恒 


卑近に して、 而も 簡便なる 第二 對 策の 實 現す る 曉 は、 卽ち 
目下 宗門が 全力を 盡 して 建策し つ、 ぁる 夫の 戰後 時局 傳道 
の 若き も 其 徹底 周到の 成績を 擧 ぐる ことを 得、 宗門 道俗 協 
同の 團結 力を 自ら 從前 に異 るべき を 信す る 也。 

此新 運動とは 何ぞ 。日く 檀 信徒 家庭 敎會の 普及 之な り。 
現今に 於ても 東西 兩京其 他に 於け る 篤信の 家庭は、 寺院 敎 
會の 法筵已 外、 定日 その 家庭に 法話 會を 開き、 其 一族は 勿 
論 店員 僕婢を も會 して 信 根に 培 ひ 處 世の 要 道を 學ぶ もの 少 
からす、 今 論ぜん とする は 之を 一宗 事業、 本山 事業 若く は 
敎區 事業と して、 此 極めて 適切 有利の 敎化を 洽及勵 行せ し 
めんと 欲する に 過ぎす。 卽 本山 若く は 敎區は 寺院 住職を 勸 
獎督勵 し、 之と 協商 合議して、 家庭 敎會を 開かし め、 或は 
布敎師 派遣の 便宜を 計り 或は 文書 頒布の 方法を 講じ、 統一 
的に 徹底せ る敎 化を 行 ふに ぁり、 若し 寺院敎 會の 布敎を 以 
て遙に 敵陣に 對 する 大砲の 威力に 比すべ くん ば、 家庭 敎會 
は卽 直に 敵壘に 闖入して 投中る 乎 擲彈の 確實を 見るべし。 

且 らく 東京に 就き 之を 見ん には 幕政 時代の 市區 改正の 名 
殘を 留めて 寺院の 配布 頗る 偏在 不便の 狀態 にあり、 而 して 
新 敎會の 設立 未だ 甚だ 容易なら す、 基督教の 會堂が 市內重 
要の 地點に 其 利を 占めて 敎線を 張る に 便なる に 比する に、 


陣勢旣 に 佛敎 の 不利を 示す もの あり。 而も 市內 重要の 地點 
其 大屋 巨 店は 槪ね 佛敎 信徒なら ざるな きに 想 ひ 到る 時は 卽 
家々 是 道場 店々 悉く 敎會な るの 實益を 收め得 べき 利 あるに 
あらす や。 家庭 敎會の 必要は 卽兹に あり。 東京に 於て 最も 
多數の 寺院を 各宗 間に 占む る本宗 は、 又 最も 多數 にして 有 
力の 檀徒 信を 有する ものた る や、 算定し 易き 所、 若し 此等 
幾 十 幾 萬の 擅 信の 有力なる 商店 工場 家庭が 十分の一、 定日 
夜間の 講話を 實施 すると 假定 せょ、 卽必ら すし も a 町、 神 
田 京 橋に 於け る 外 敎の會 堂を 羨む を 要せす して、 效果は 寧 
ろ會堂 已 上 ?: らんの み。 

今やー宗は戰後布敎として國民思想の衞立に奮 1. し夫 
の 時局 傳道を して 有終 堅實の 成果 あらしむべき 時期に 逢着 
せり、 此際宗 n は 特命 布敎の 如き 外面 的 勢威を 張る と共に 
內面 的に 家々 に 就き、 戶 々に 說きて 一宗と しての 戰後 奉公 
の大 精神を 確立すべき 要 あ •るに あらす や。 卽ち 家庭 敎會の 
勵行はこの時局傳道の最後にして而も最捷最利の方法たる 
や 自明の理に あらす や。 一宗 も敎區 本山 も 今や 着實に 思考 
し 行動して 本年 中に 少く とも 五百已 上の 家庭 敎會を 各區に 
成立せ しむる の 決意を 要する 也。 

家庭 敎會 にして 確立せば、 殆ど 無制限に 擴張 しつ、 ある 

ニ 六 五 


美の 京洛は 信の 淨土 たれ、 寺 庭 家庭 敎會の 設立 普及を 計れ 


警世 時 言 

全く 兩 法主の 入 山を 慶祝す るの 意義な き 也。 (大正 十、 十一) 

◊美の 京洛は 信の 淨土  n れ 

近時、 京都に 遊びて 之を 聞く、 歐洲 某國の 詩人、 遠く 日 
東の 名勝を 訪ひ て舊 都の 風光に 觀賞 する もの あり。 此 詩人 
夙に 吾が 祖山景 致の 優を 聞き て、 一た び 足を 山門に 入る、 
や、 忽 ち にして 之を 世界 第一 形勝の 伽藍と なし、 其 朝藹の 
美、 午 時の 麗 、晚 霞の 幽 、月夜の 靜 、時々 之を 賞して 殆ど 
倥惚歸るを忘るの態ありしと。是實に大正藝苑のー美談た 
らん。 蓋し 祖 山の 勝を ^ 說し 美を 詠嘆して 之を 東 山の 第一 
勝と なす もの、 天下 その 人に 乏しから す 而も この 遠来の 詩 
人の 如く、 雨奇晴 好、 朝吟夜 詠、 觀賞 厭く 能は ざり しもの 
果して 幾人 か ある。 謂 ふに 祖 山の 美は 此 詩人の 妙 想 麗筆を 
通じて 廣く 世界に 喧傳 し、 彌其 名を 高く し、 京都の サン、 
ピ H トロと して 外客の 塵 集、 數 倍の 盛を 見る あらん か。 

形勝の 美、 伽藍の 壯を 以てして 祖 山は 今斯の 如くして 世 
界 憧憬の 標的と なれり。 而も 祖山が 信仰の 上に 精神 事業の 
上に、思想生活の上に、世界の景仰の中心となる能はすん 


ニ 六 四 

ば、 百 千の 詠嘆、 億兆の 觀賞 究竟 何物ぞ 。嗚 乎、 祖 山は 信 
仰の上に、思想の上に先づ京都の華頂たれ、日本の華頂た 
れ、終に世界の華頂たれ。思ふて玆に至る、祖山及其關係 
者が 大處 高處に 眼を 放て 弛緩せ る 要 部を 緊縮し 祖風 扇揚の 
雄圖 に不惜 身命の 至誠を 捧げん ことを 望む、 甚切な る ちの 
あり。 見ょ、 天 高く して 秋は 旣に東 山々 頭に 老ん とせ 中 

や。  (大： 止 七、 十) 

0 寺 庭 家庭 敎會の 設立 
普及を 計れ 

敎報が新春に於ける兩箇の應急策として進言したる中そ 
の 第一 手の 寺 庭 敎會の 設立は 旣に增 上 寺 及 東京 敎區の 有力 
者に 依りて、 着々 成立の 步武を 進めつ、 ありと いふ 此事 
業の 創設が、 京阪に 波及し、 各地に 響 應 して、 到る 所に 寺 
庭 敎會の 續出を 見る に 至ら ば、 卽ち 宗門の 敎學は 面目 一新 
の恢を 見るべき や必 せり。 今 提議 せんと 欲する 第二 策 も 亦 
寺 庭 敎會と 同じく 迅速 捷 快に 其 實行を 見て 布敎洽 及の 上に 
適切 着實 の效果 を收 めんこと を 切望して 止ます。 若し この 


のニ大 女史 ありて、 十 年の 前に 遺憾な く、 其先驅 として*. 
恥ぢざ るを 證せ しに あらす や。 而も その 銳 意の 熱誠と 獻身 
の 努力とは、 一に 佛敎の 信仰ょり 激發 し ?: るを 見す や。 而 
して 顧みて 現在の 佛敎界 を 眺め、 鬚 眉の 男子 尙 且つ 大勢の 
推移に 周章狼狽して 爲す 所を 知らざる にあら す や 周章狼狽 
する 尙 可、 其甚 しきものは 大勢の 何たるを すら 知らす して 
惰眠を 貪りつ、 ある もの、 比々 皆是な るに あらす や、 ニ大 
姉の 記念 事業 時を 同ぅ して 行は る ◦夫れ この 哀 むべき 敎界 
の現狀 に規箴 する 所 あるか。 

更に 謂 ふ 敎界に 於け る 婦女、 佛飯に 衣食す る もの 何ぞ限 
らん。 今に 於て 一の 小 奥 村な く、 小 瓜 生な きは 佛恩 報謝の 
至誠 缺くる 所な きに あらざる か。 基督 敎界に 於て は 故廣岡 
夫人 あ り、 現に 矢島揖 子 女史 あり。 各 姓名を 敎壇に 馳 せて 
救靈の 道に 盡 せり。 佛敎界 の 事情、 固ょり 基督 敎に 比し、 
異なる 所 ありと 雖 、夫の 名門の 力、 社 會の 勢望を 鍾 め、 敎 
績擧 らんと して、 早く 旣に沙 上の 偶語を 耳に する が 若き は 
ニ大 姉に 對 して 抑 何の 顏かあ る。 敎界に 於け る 婦人は、 こ 
のニ大 記念に 際して、 其 本分と 佛 恩の 報謝に 顧みて 猛然と 
して 奮起すべき にあらざる か。 ニ 大女 菩薩 Q 旌德 事業の 時 
を 同う せる 豈偶爾 ならん や。 


◊兒 童敎化 事業の 革新 

を 期すべし 

近時 佛敎界 に 於て、 兒童敎 化 運動 漸く 洽 及の途 に 就き、 
各宗競 ふて 此方 面に 力を 盡すに 至り、 就中 西本願寺は 日曜 
學 校の 計畫全 國に亘 りて、 着々 その 整頓を 加へ 來る を傳ふ 
本宗 もこの 運動に 於て は 旣往十 年、 有志 者の 不斷の 健闘 ;: 
由り て、 今や 著しく 事業 伸展の 運に 向 ひ、 東京に 於て は 熟 
練の 敎導 家と 基礎 强固な る 集會の 多數に 於て は、 優に 各宗 
にー頭地を拔くの盛況を示しつ、ぁり。若し之を此運動 0 
熾 盛に して 普及 徹底の 至れる 米國宗 敎界に 比すれば、 前途 
猶甚 遠し と雖 、一歩を 行く は、 實に 行かざる に 勝れり。 佛 
敎界の 前途が 現代 敎化 運動の ニ大對 機た るべき 勞働 問題と 
兒童 問題に 其 存亡を 決す とせば、 前者は 尙殆ど 着手を 見る 
能は ざるに、 後者は 兎も角 その 活動の 端 あり、 乃ち 益 之を 
激勵 し、 彌其 盛大を 致さし むる、 蓋し 敎界 、急務 中の 急務 
となす 所な り。 兒童敎 化は 或點 より 見 ば、 宗敎 法案の 如き 
問題よりも 敎界 使命と して、 確に 重要な り。 彼が 若き は 現 


の 奥 村 ^ 生 女史な き敎界 、兒 童敎化 事業の 革新を 期す ベ 


ニ 六 七 


警世 時 言 

東京 市外 新開 區の 敎會 創立の 基礎を 得べ く、 而 して 又布敎 
師の獨 立 活動の 便を も 得る の 端を 發すべ し。 其 寺 擅の 關係 
をして 親密なら しめ、 寺院に 對 する 尊崇を 增長 せし むる 利 
益の 如きは 故ら に 言は じ、 若 夫、 この 適切の 事業と 宗門の 
社會 運動と を 連結せ しむる 方法の 如き も、 其實 施と 共に 妙 
策 泉の 如く 生ぜん。 宗門の 識者 有力者、 希く ば此 卑近に し 
て 而も 簡易なる 新 運動に 宗門の 着實な る 發展を 遂げょ。 此 
議數年 前甞て 切言した る 所、 今 焦眉の 切 需に對 し、 玆に之 
を苒び す。  (大正 八、 ご 

◊一の 奧村瓜 生 女史な、 き敎界 

愛國 婦人 會の 創立者、 奧村 五百子 女史 逝きて 旣に十 有 三 
年。今やこの女傑ー生の心血を灑ぎたる婦人會は、全國に 
亙りて 數十 萬の 會員を 有し、 女史の 忌 辰に 際して 東西 相會 
して、 莊嚴な る 謝恩 法會を 建修 せんとす。 此時 に當り 恰も 
风生岩 子 刀_ が、慈善救濟の記念たる四恩瓜生會の會館新 
たに 成りて この 盛大なる 落慶の 式典を 擧 ぐるに 會す 明治 時 
代に 於け る佛 敎界 否、 帝國が 世界に 誇るべき ニ 大女 丈夫の 


ニ 六 六 

報恩 旌德の 勝 事、 期せす して 時を 同ぅ して 行は る 事 偶然な 
るが 如くして、 その 實 自ら 深意の その 間に 存 するな からん 
や。 

奥 村 女史は 外 國家經 輪の 大策に 着目し、 開敎 拓殖に 盡し 
護 國效敎 己れ が 任と なし、 炯眼 早く 民心の 結合 婦女の 覺醒 
に 意を 注ぎ、 其 功績 千古 磨すべからざる もの あり。 現在の 
愛國 婦人 會が 動もすれば 女史 創立の 精神 氣魄を 忘却して、 
絕て 熱烈 摯實 の氣な く、 徒らに 繁文 褥禮に 失して、 何等 報 
國利 民に 彰 明の 貢 獻なき を 見て、 奧村 女史を 憶 ふ 益 深き を 
禁する 能は す ◦若 夫圾生 女史は 內 に社會 問題の 解決に 苦心 
し、 勤儉 カ行を 敎へ 、疾苦の 救護に 力め、 下層の 教化 改善 
に 寧日な く、 その 計畫 する 所は 現在の 救 濟界の 先を なして 
百年 其 功業に 敬服すべき もの 存す 。大正の 昭代、 國運 隆昌 
の 時に 會 し、 娃 女奸婦 、風敎 を 毒し、 世 道を 亂る もの、 紛 
々蟲蛆 の 如く 出て、 國家 風敎に 補 ひ ある 絕てニ 大女 傑の 如 
きを 見す。 ニ 大女 傑旌德 記念の 擧 、時を 同ぅ して 行は る、、 
夫 この 現勢の 滔 々たるに 針 貶せん か 爲か。 

世界 大戰の 戰塵濛 々の 裡ょり 現在の 兵戈 止媳の 時 :: 造び 
婦人の國家的覺酲としての社會問題に於けるの位置は益重 
大を加 へんと す。 而も 見ょ、 我國に 於て は旣 に、 奧村瓜 生 


として 見べき か、 第 六は 卽ち 各宗兒 童敎化 事業の 一層の 緊 
密を 計る 是な り。 是 現在の 國民性 問題の 解決と ひて 甚 切要 
なる を 認む 。各 宗當 局の 此 重大 運動に 對する 無 識の 覺醒は 
當然 ながら、 第 七と して 特に 終に 數へ 還らん。 (大 E 八、 1 h 

◊女子 敎育 機關の 充實を 計れ 

曩に開 宗七百 五十 年 記念 事業の 審議 せらる、 や、 委員は 
其 諸種の 計畫 事業の 中に、 女子大 學 、設立を 數 へたり き。 
今や 敎學院 は 適時の 諮詢 案に 對して 、同じく 女子大 學の設 
立を可とすべきを答申したり。謂ふに此新事業はニ重の裏 
書を得たりといふべき也。之を今期西本願寺宗 # の女子大 
學 設立の 決議に 比し 来る に、 其 準備の 具 缺氣魄 の 厚薄に 於 
て、 固ょり 差 階 あるを 免れす と雖 、文 敎貢獻 、社會 承 仕の 
氣運 、漸次 宗門に 漲 溢し 来り、 特に 女子 問題と 宗教との 關 
係に 着 實の言 議計晝 を 見る に 至れる は、 確に 慶賀に 價 すべ 
き^ p o ^ すと せす」 

而も 之を 宗門の 現勢と、 國家敎 育の 狀 態とに 照らし、 宗 
門は 女子大 學 設立を 机上 案 頭に 計畫 する 前に、 寧ろ 先づ實 

女子敎 育_關 の充實 を 計れ 


際の 行動と して 實カあ る 敎區に 高等 女學校 若く は宗 敎女學 
校の 設立を 指導 獎勵 する を 最も 急務な りと 信す 本 宗の 女子 
敎育界 に 於け る 勢力は、 東京の 溆德が 近時 著しく 名聲 を擧 
げ來れ ると 共に、 京都の 華 頂、 家政の 雨 校が 商 次發展 Q 機 
運を 示す 外、 之を 西本願寺 Q 東西 雨 京は 勿論、 各地に 相當 
の 女子 敎育 機關を 有する に 比する に 及ばざる こと 尙 甚だ 遠 
し。 浞や 此方 面に 優秀の 勢カ棍 柢ある 、羅 馬敎 若く は新敎 
諸派に 比較し 來 るに 於て を や。 中學の 普及に 於て、 各宗に 
對し稍 誇る に 足るべき 現勢を 示しつ、 ある 本宗 は、 女子 敎 
育に 於ても 斷 じて 現狀を 以て 甘すべき にあら す、 現狀を 以 
てして 直ちに 女子大 學案を 夢み るが 如きは、 蓋し 餘りに 現 
勢に 迂腐な るに あらざる 乎。 

私案に 從ひて 女子 敎育 機關の 新設 せらるべき 敎區を 示せ 
ば、 大阪は 第一に 手を 着く るを 要す。 神戶 之に 次がん 最も 
有望なる は 福 岡な り、 長 崎 亦 設立を 急と せん。 中央線に 於 
ては 長 野 最も 設立の 便 あり、 名 古 屋も其 方法 宜しき を 得 ば 
設立 必らす しも 難事に あらず、 東北は 敎區の 敗 政、 關 1 gl に 
比し、 豐なら すと 雖 、仙臺 には 必らす 一校の 設立を 急と す 
るは 宗勢轉 囘の要 あれば なり。 次で 山. ロに 廣 島に 新 潟に 漸 
次步を 進めて、 少く とも 十五の 女子 敎育 機關を 本宗に 於て 

一一 六 九 


在の ま、 にて 或は 害な からん。 而も 兒童 問題を 現在の ま、 
とせば、 敎 家の 亡滅踵 を囘ら さすと して 至るべし。 

吾が 宗敎 大學が 、兒 童敎 化に 於て 敎界に その 活動と 熟練 
とを 認識せられ、 卒業の 俊才は この 方面に 於て 地方に 根柢 
ある 敎化的 地盤を 築きつ、 あ り。 是 宗門 近来の 慶な り。 特 
に。 近時 兒童硏 究會の 如き 堅實な る 討究 機關を 產み て 學理 
と應 用と に 工夫を 積む を 見る は、 實に 一段の 慶を 重ねざる 
を 得す、 而 して 一面に 於て は 東京 各宗 少年少女 會の 聯合 提 
携 は、 花祭の 如き 共同 運動と 相伴 ひて 次第に 濃密を 益し、 
相互 連絡 研究の 機關も 微弱ながら も 存在を 見る の 機運に 達 
せり、 大體 ょり 言へ ば、 最近 十 年の 佛界 兒童敎 化の 運動 
は、 遲緩な がら も 順調に 發 達したり と稱 すべし。 加 之此運 
動が、 各宗 殆ど 有志 家の 自發的 行動に 出で、 獨立經 營の結 
果 本山を 動力し 當局を して 坐視す るの 暇な きに 至らし め 
しは、 其 根柢の 强固 を證 する にあらざる か。 

而も 今や この 運動に 一期を 劃して、 斷然 たる 革新を 加へ 
載然た る 整理を なすべき 時期に 逢着せ り、 第一には 硏究態 
度の 徹底に あ トノ 、各宗 の帝大 にある もの 若く は 其 他に 專門 
討究に 從ふ ものは、 敎界の 現狀を 見て 兒童 心理 學及ー 新 理 
論を 發 見し、 兒童敎 育に 一新 方法を 畫 立し、 米 獨の飜 譯寺 


代を 透過し 基督 敎 主義の 先入見 打破して、 新 日本に 適合す 
べき 新 兒童學 の 確立に 步 々進むべく、 硏究 諸會も また 4 方 
針に 從ひ 一」、 純 批評 的の 冷却と 純醫 的の 熱愛 倉を 擎 
第二には 從來の 形式主義 模倣 主義 無精 神の 技巧に 換 ふるに 
精神的信柯的の獨創主義內面主義を主となすにあり。現在 
敎界の兒童敎化は敎化にあらすして寧ろ御機嫌取の弊に隨 
せんとせ ず や。 佛敎 ょり 見 ば 何等の 信仰 もな き 俗士を 講壇 
に立たしめて兒童を集むるに汲々たるが如き对ぞ夫谷に可 
るの 甚 しき や、 この 輕 薄の 態度は 今や 一洗すべき 要 あるを 
見る。 第三は 地位の 自覺 也、 今の 兒童敎 化に、 從ふ もの 其 
成敎 せる もの、 往 々にして 宗敎 家と しての 高遠 熾烈の 自覺 
を缺 きて 師範 生氣 質に 落ち、 講談師 流の 態度を 好む の 傾 あ 
るに 憾む 。此 自然の 傾向は 今大に 矯正す べきは 論な き 所、 
第 四は 則 兒童敎 化 事業と 他の 敎學 事業との 連絡を 明に する 
是な り、 是なん ば 種を 播 きて 穀を收 めざるに 等し、 宗門に 
して之を言へば擅信徒の布敎と兒童敎化、中學及高等女學 
校の 經營と コドモ の會 との 諸問題の 如き 是 也、 第五は 舊法 
式舊 信仰の 活招な り。 俗間に 於ても 地藏 祭と 兒童敎 化に 利 
吊す る あり、 針供養を 女子 敎 育に 復活す る あり、 吾 宗に於 
ても夫 0 呑寵上人の信仰 〇 如きは充分之を活用すべきー_ 


宗 安寺を 議場と なせり、 德川 幕府の 際、 農村の 寺院が 常に 
領主 村 役人に 對 する、 訴願 運動、 百姓一揆の 策源地と して 
利用せられ しに 對 比し、 大正 勞資 對峙の 今日、 都市の 現 情 
を 思 ふ。 寧ろ 其 趨勢の 自然なる に 趣味な くん ば あらす。 

唯茲に 稍 怪訝に 堪へざ るは 各 宗當局 者が 此實 狀に對 し、 
寺院の 職能 權威體 面に 觀て 、信仰 上 風敎上 若く は 宗門 行政 
の 上ょり、 何等の 注意 指示を 末派に 與へざ る是 也。 聞說す 
各宗 聯合 會の 幹部は、 勞資 協調 會の 評議員と して 德敎の 側 
ょり、 同會を 翼賛 せんとす と。 何が 故ぞ 。此 適切なる 寺院 
と勞 働爭議 とに 關 して 速に 各宗の 協定を なし、 之を 中外に 
發 表する の擧に 出で ざる や。 聞く 所に 依れば、 寺院は 警察 
の 態度が 之に 關 して 極めて 曖昧模糊を 極め、 貸 輿の 公許を 
言明せ す、 亦 必らす しも その 拒絕を 指定せ す、 寺院 住職に 
して 自ら 決する 能は ざる ものは、 今や 宗 制と 法令と 社會輿 
論との 三 大難 關の 間に 彷徨し、 殆ど 適從 する 所を 知らざる 
もの 少しと せす。 各宗當 局が 此 等に 對し 、時勢に 應じ 大局 
を 誤らざる 指令を 發 して 霧 海の 南 針を 與ふ るは 今 極めて 切 
要と せ 中 や。 

更に 之を 寺院に 就き 考 ふるに、 苟 くも 宣敎 弘法の 道場を 
貸與 し、 檀信 公共の 禮拜 祭祀の 淨域を 自由に 開放す る已上 

勞働 問題の 興起と 寺院の 對策 


少く とも 之に 對 する 確然た る 主義と、 嚴 正の 態度 之 あら ざ 
るべ からす。 寺院に して 佛敎 共濟饒 益の 根 本義に 依りて、 勞 
資 調和の 精神ょ b- 之を 公 ^ するとせば、 實に 可な り 。又 或 
は _俠 自由の 精神、 時代の 思潮、 大勢の 推移と を 了解して 
勞働 問題解決の 貢獻を 期し、 勞働 者の 爲に 計り、 其 友人と 
して 利益と 向上と を 目的と し 力を 致し、 敢然 官府の 睥睨に 
屈せざる 氣慨 あり とせば、 亦 其 勇と 義とに 於て 痛快 事た る 
を 失は す。 然るに 若し 寺院に して 何等 此 種の 問題に 定見な 
く 方針な く 主張な く、 單に席 貸間 貸 流の 滔々 たる 魉 劣の 對 
利 行動に 出で \ 其 神聖の 道場を 蹂躪 せらる、 を 顧みす。 若 
くは 住職 者と しての 權威な く 確守な く、 勞働者 若く は アジ 
テ ー タ ー の爲 に畏嚇 せられ 强 制せられて 其 殿堂を 開放す ベ 
く餘 儀な きに 至れり とせば、 是卽 死を 賭して 守るべき 信仰 
の 城廓を 外 侮の 爲に 占領せられ 奪取せられ たる 者、 住職 者 
としての 威信と 體 面と 職責とは 茲に 至りて 空 零に 歸した り 
となすべき 也 故に 住職 者に して 旣に 殿堂を 勞働 者に 開放す 
る とせば、 徹頭徹尾 寺院 存立の 目的と 乖 反せざる 範圍卽 信 
仰崇 仰の 神聖を 害せざる 程度に 於て 之を 行 ふべ く、 ー步進 
みて言はゾ、純正なる佛敎主義國家主義に基き、その協調 
主義た ると、 對抗 主義た るの 何れに もせょ、 親ら その 會合 
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經營 する の曉 "檀 信徒の 敎 養、 風教の 指導 上 稍 宗門と して 
の 效果に 於て 見るべき もの あるべく、 淨土宗 が敎育 上に 於 
ける 勢威 も 振 ふ 所 あるべき 也。 

此等敎 育 機關の 新設は 當該 敎區の 有力 寺院に して、 奮起 
する 所 あり。 之を 其 地の 資産家、 識者に 說か ば、 設立 必らす 
しも 難事に あらざる ベく、 中央 宗廳は 之を 促進すべき 若干 
の 創立 資金を 與へ 、設立 準備、 敎 員の 配給 其 他に 盡 力せば 
女子大 學の 創立の 百 分の 一の 勞カ 資金を 以てして、 而も 着 
實 の效果 を收 むる 之に 幾 倍す る もの あらん 乎、 福 岡の 如き 
大阪の 如き 寺院に し M たび 奮起 甘 ば、 此欉 の 必須 機關の 
設立を 翹望 しつ S ある 信徒は、 所在 響應 して 或ょ 也 听堤洪 
の 便利を 計り、 或は 設備に 貢獻 する もの 少から ざらん、 長 
野の 如き 大本 願の 權 威と 信用と 財力と を 以てして、 容易に 
市民を 動かし 得べ く、 長 崎は 大音 寺に して 現在の 信用 聲望 
を 維持す る 限り、 その 創立は 甚 しく 困難を 感ぜざる べし。 

各 有力 敎區に 於け る 此種敎 育 機關の 設立は、 國家 報效風 
敎貢獻 の 副産物と して、 各地に 於け る 宗門 敎學の 中心 機關 
を 得る の 利と、 宗門 適材の 驥足 伸展 及 人物 配布の 便を 得ん 
東西 兩 京は 大本山 あり、 大中諸 學校あ り、 新. 才 等亦宗 
广に驗足を伸ふる餘地少なきを見てゝ往友官立學唆に走り 
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て 宗門 敎學の 用を なさ ^ るに 至る も 各地 女子 敎育機 關の設 
立は 謂 ふに 此現狀 を 救 ひて、 宗門 敎學の 革新に 多大の 裨補 
あらん か。 淨土宗 現在の 敎學 發展は 有志 若く は 私設の 事業 
其 基礎を なせり。 宗門が 公設 事業と して 女子大 學を計 畫す 
る 前に、 各 有力 敎區に 於け る 私設 若く は 共同の 女子 敎育機 
關は 先づ其 成立を 見るべき 順序に あらざる か。 (大正 八、 ニ) 

◊勞働 問題の 興起と 
寺院の 對策 

輓近勞 働 爭議及 其對抗 行動が、 燎 原の 火勢を 以て、 熾烈を 
加 ふると 共に、 畫策 連絡の 本營 として、 都市 寺院の 使用 頗 
る 多き を 見る、 現に 漸く 終局を 吿 げたる 夫の 東京 砲兵 工廠 
事件の 如きは、 吾が 傳 通院を 始 とし 西 信 寺 等を 屢集 議場に 
充て 他宗の 寺院 も 小石 川 及び 瀧の 川 方面に 於て、 其 作戰對 
策の 牙營 たりし は 人の 知る 所、 三 田、 龜井戶 其 他の 工場に 
於け る 五十人 百 人の 職工 等が 待遇と 勞 銀との 問題の 為に 時 
々，此方 面の 寺院を ^! 用して 商議を 凝し つ々 あるは 現に 目 親 
の事實 とす。 鈴 木 文治 氏の 率 ゆる 友愛 會もま た 最近 本宗の 


障と に 衣り て 殆ど 幕政 當 時と 同一の 事態に あるを 認む 。然 
るに 今日 我國に 於け る 最近の 寺院 移轉は 寺院の 自由と 相當 
の權 利と を 認め、 强壓の 命令、 寺 地を 左右し 得ざる 法制 あ 
るを 以て、 皮相 上に 於て は 舊來に 比し 大に 寺院の 爲に 幸福 
を增進したるが若き觀あるも而も寺院住職者の公益扶宗の 
觀念甚 しく 低級に 屬 して 私利 私慾の 奴隸 たる もの 少から す、 
檀信徒は敎界の事情に通ぜす、寺院の情傷に明かならす。 
且往 々にして 此 等の 件に 無頓着なる を 以てし 加 ふるに 所轄 
官廳の 監督が 單に 形式 手續の 履行に 留 りて 何等 周到の 調莶 
なく、 寧ろ 寺院を 厄介 視し 之を 驅逐 せんとす る實狀 にある 
が 故に、 都市に 於け る 寺院 移 轉は敎 勢の 衰滅と なり、 敎線 
の 撤退と なり、 檀徒の 離散と なり、 宗門 財產の 消失と なり、 
甚 しきは 之が 爲に宗 風を 毀損し 敎權を 失墜し、 單に 自宗自 
派を、 ^ {舎す るの みならす、 延て佛 敎全體 に 損 障を 與 ふる も 
の 少らす 、結局 三寶 公共の 怫物 を殘賊 して 徒らに 奸僧惡 比 
丘の 私腹 肥やす に 止る に 至る を 見る、 較 近に 於け る 都市 寺 
院 の移轉 多くは 哀むべ き 弊害に 墮 せり。 

之を 聞く 東京 某區に 於け る 某宗の 寺院は 其移轉 跡に 基督 
敎の # 堂を 建てし めしもの すら ありき。 某 寺院 にして 假令 
直接 外敎 徒に 賣却 を敢 てせ ざる も ニ轉三 轉外敎 徒の 手に 歸 

都市の 發展と 寺院の 將來 


し 得べき は 可能の 理 のみ。 而も 某國の 基督 敎 徒は 今や 巨 萬 
の 資金を 投じ ー擧 して 東京の 佛敎界 を 覆へ すべき 計畫を な 
し 空地 ある 每に孜 々として 其 購入を 怠らす、 特に 佛敎 寺院 
跡地の 如きは 黃金を 惜ます して 之を 購入し、 之を 以て 佛敎 
を 罵倒し 佛敎僧 不信用の 罪を 江湖に 鳴らす 屈强の 材料と し、 
佛敎會 あらざる 市民 住宅の 寺院 跡に 在存 する もの も調资 一 
々之を 指摘して、 怫敎 々勢の 萎靡を 嘲笑す るの 資とな しつ 
、ありと いふ。 是 決して 各 宗當局 者の 輕々 に 看過す ベから 
ざる 所、 宗敎法 制定 已前斯 の 如き 醜態を 頻 々として 盛 行せ 
しめ、 監督 行 はれざる が 如きは 特に 佛敎 徒の 不利 不便を 自 
ら 構成す る 所以、 所謂、 自ら 陷穽を 掘りて 甘んじて 之に 投 
ず るの 類の み。 

都市の 發展上 今の 寺院は 早晚 改造を 見べき は 自然の 趨勢 
也。 唯此 趨勢を 善用 利 導して 形勝の 地は 各 宗嚴に 之を 保存 
し、 之を 都 巾 有益の 機關 とし、 會堂を 設け 學 校を 建て、 兒 
童 遊 園、 勞働者 憩 休 所を 設け 市民の 便益を 計る の 方針を 取 
りて、 寺院の 活用を 講ずべき のみ、 基督 敎徒が 小石 川に 麴 
町に 三 田に 其 他に 銳意 形勝の 地を 占領し つ、 都市の ために 
公益事業を 營む に對 して 怫敎 徒は 少 許の 黄金の 爲に盜 現前 
僧 物、 盜三寶 物の 大罪を 犯し、 敵に 糧を與 へ、 賊に 鍵を 與 
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に對 して 指導 若く は 批判の 地位に 立ちて、 その 會合を して 
廣義 の佛敎 主義 大乘 運動たら しむる を 要するな り。 斯 くの 
如くして 方め て 寺院 公開の 意義 あり、 公衆 解放の 精神 隨つ 
て 闇 明せられ 勞 ffj 問題に 於け る 寺院の 勢力、 自ら 重きを 加 
ふるに 至るべし。 今の 如き、 無 方針 無 主義 無定見の 公開、 
無理解 無批判の 受動的 盲目的の 態度を 以てせば、 寧ろ 糧を 
敵に 貸し、 臥榻を 冠 讎に與 ふるの 悔 ある や必 せり。 現に 去 
月 某大 寺に 於け る 勞働者 協議の 演說 中、 基督教 某が バィ ブ 
ルを 壇上に 開きて 盛に 佛 僧を 罵倒した る 醜 事を 耳に せり。 
寺院た る もの 其 心を 用ゐざ ると 否と、 其 定見 主張 あると 否 
とは、 大敎の 興亡に 關 する 犬なる、 此 一例 以て 證 すべきな 
り。 豈大に 留意 奮勵 せす して 可な らん や、 

謂 ふに 東京に 於け る此 寺院 開放の 狀 勢は 必らす 延て各 都 
市 各地 方に 波及すべし。 各 宗當局 者は 猶之 に對 して 何等 意 
を 用 ゆる 所な き 乎。  (大芷八、九) 

◊都市の 發展と 寺院の 將來 

都市の 發達 殷賑と 共に、 寺院の 移轉 併合の 行は る/; は、 
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經濟 史上 自然の 大勢な り。 是獨り 現代に 於け るの みならす 
幕政 時代に 於ても 屢 々名 藍 巨刹の 移轉 あり、 本宗に 就きて 
言 ふも大 江戸の 發展に 伴 ひ幡 隨院 誓願 寺 等は 悉く 中央 地區 
ょり 移轉 したる もの、 門 末 大小 寺院の 移轉 は、 各區 に異觀 
を呈 する 所謂 寺 町を 以て 其 跡を 推すべし。 獨 b 我國 のみな 
ら す、 外國に 於ても 亦 この 經濟的 趨勢を 見るべし、 都市 發 
展の最も急速にして、且つ富賑を極めたる、ラィン沿岸の 
諸 都市は 特に 舊敎 寺院 修道院 等の 併合 著しき を認 む。 H ル 
フルト 市の 如き 古 圖に微 すれば 全市 殆ど 寺觀 修道院を 以て 
充ちた しもの、 今日は 其 十 中の 八 九は 民家 商店と なりて 
寺院 敎會 の存 する もの 唯 由緖 ある 十 數の大 寺を 餘 すに 過ぎ 
中 是唯 その 一例の み。 

此 都市 經濟の 大勢は 今古 東西 異轍な しと 雖 、宗教 界の事 
情と 寺院の 權限 とに 至りて は大 江戸の 當 時と 現代と 日本の 
今日と 南 獨の狀 態とは 著しき 差異 あるを 見る。 幕政 時代に 
は 寺院に 寺 地 移 轉に關 する 權限な く 自由な く、 其 併合 も 移 
轉も唯 幕府の 命令に 依りし も、 之と 同時に 重大の 保護と 周 
到の 監督を 缺かず 。寺 擅の 關係亦 切支丹 嚴禁の 餘澤に 依り 
て、 寺院との 親善は 參拜の 便と 不便と に 影響 せらる、 こと 
あら ざり き。 南獨諸 都市の 事情 も其强 固の 信仰と 國 家の 閑 


し淺 遇に 滿 足して 精神的に 將來 の大國 民を 打 出す もの 勇氣 
あら、 ざる か、 靑年敎 家は 必らす しも 性急に 家族を 造る を 要 
せす、 國家 文教の 危急に 際して は 三十 四 五歲ま で獨 居奮勵 
の 決意を 有せば、 卽ち 中學敎 育の 效果を 擧 ぐる 多大なる も 
の あらん。 一生 身を 癩病 島に 埋めて 獨身傳 道に 力め、 ■終身 
北漠 、南阿の 僻地に 戒律を 嚴 守して 唯 神と 人の 爲に 働きつ 
、ある、 奮起 僧の 尙多敎 に 存す るを 思へ。 宗門の 父兄は 特 
に 其 子弟の 爲 に先此 奉公の 道に 進まし むべ し 是豈獨 り 敎育 
界の 危機を 救 ふの みならん や。 又 敎界恢 興の 一大 長 策 也。 

第三は 文部大臣の 切望し たる 中 學增設 案な り、 敎界は 夫 
の 不完全なる 中學林 制度を 改廢し 時代の 要求に 應 じて 悉く 
之を 公開 中學 となす の 得策に して 時宜に 適する の 法なる を 
覺らざ るべ からす。 東京 府の 如き 天臺 日蓮 曹洞 等は 優に 公 
開中學 たるべき 形勝と 實カ とを 具せ り、 時宗の 藤 澤中學 が 
土地の 信賴を 得、 相 當效果 を擧げ つ、 あるに 想到せば 各宗 
も宜 くー悉 の 刷新 あるべき なり。 各宗に して 各 此方 針に 依 
り、其寺院子弟と共に主として信徒家庭本位の中學を 11 設 
する に 足ら ば、 卽ち敎 運の 革新 自ら 成り、 敎 家の 信用 又增 
大 ^ るものぁらん 

第 四は 敎員 待遇に 關 して 敎 家に 深慮 あら ば 宜しく 寺院の 
中等 敎育 私見 


一部を 開放し 付 屬貸屋 を 利用して 之を 優遇の 意義に 於て 中 
學敎 員に 貸與 する の 方法を 講じ、 敎界 として 寺院 及 其財產 
ょりして 教育界に 應 分の 寄與を なすの 法を 講中る を 可とす 
而 して 此 優遇と 共に 敎員及 其 家族に 對 する 宗敎 的の 訓練の 
行は るべき は 言を 待たざる 所な り。 

各宗に して 現時苟 くも 中學敎 育を 經營 する ものは 此敎育 
危急の 時期に 際し、 其 意義の 重 且大な るを 自覺 し、 相當の 
考慮を 重ね、 適切の 實施 とを 斷 行し 以て 其效 を擧 げしむ る 
べし。 特に 敎員 優遇の 如きは 各 宗は各 私立 學校に 範を 示す 
の 態度に 出づ るを 要す、 單に 私立 經營の 七轉八 倒に 雷同 附 
和して 月謝の 誅求 のみを 以て 足れり とする が 如くん ば、 寧 
ろ宗立 中學を 閉づ るに 如かざる 也。 

現 時佛敎 經營に 係る 中學 は本宗 五、 西本願寺 四、 東 本願 
一、 豐 山、 一智 山 一、 佛敎 主義 ニに して 唯 十四 校を 數 ふる 
のみ 而も 全 國府縣 立中學 校長に して 怫敎 家出 身の 文 學士亦 
乏しから す 各宗 聯合 會若 くは 佛敎護 國圑が 是等中 學敎育 家 
を會 同して 教育 對宗敎 問題の 大本を 議 する ことは 極めて 切 
要な りしに も 系ら す、 其擧な かりし は 切に 遺憾と する 所 各 
宗當局 者 及 有志 家は 當に此 等 機會の 利用に つき 敏活 周到の 
準備 あるを 要す。  (大正 八十) 

ニ 七 五 
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警世 時 言 

へて、 その 豚の 如き 妻子を 養 はんとす、 此の 如き 奸 僧の 存 
在す る 限り、 佛敎は 到底 不振を 免る、 能は ざるべし。 

記者は 特に 宗務 當 局に 切望す。 都市 形勝の 地は 斷然 其賣 
却を 許可せ ざる 方針を 確立せ ょ、 而 して 之を 各宗 に吿げ て 
嚴に敎 勢 頹廢の 主因を 防禦せ よ。 佛 敎各宗 聯合 會は 徒らに 
浮 疎の 空理空論を 擁して 官權に 趨 るの 愚を 止め、 先此 等の 
實際 問題に つき、 敎界の 威を 保持す るの 方法を 講ぜよ。 

(大正 八、 十) 


◊中等 敎育 私見 

最近 東京 高等 師範 學校に 於て 開會を 見た る、 全 國中學 校 
長 會議は 現代 中學敎 育に 於け る 種々 の 重要 問題を 檢討 覆審 
して 主務 省の 諮問に 應 じ、 侃 誇の 意見を 開陳す る 所 あり。 
文部 及 陸軍の 兩 大臣 亦 親く 所見を 披瀝して 敎育 家に 望む 所 
あ. 〇 き。 其中敎 家の 一考を 煩は さんと する もの 二三、 存す 
るを 以て、 略敍 以て 此方 面に 於け る 奮起を 促さん と 欲す。 

第一に 時勢に 鑑み 中學 訓育 上 特に 注意すべき 事項は 當事 
者は敎育上其本分ょり答申する所ぁりたるか、敎家は宜く 


二 七 四 

敎育當 事 者と 協力して 精神の 訓練、 思想の 陶冶に 當 り、 所 
謂智德兼備の良材を育成するにカむるを要す。中學當事者 
も 漸く 舊來の 形式主義の 非と 物質 萬 能 主義の 弊に 反省して 
其 答申 中 報恩 觀 念の 敦厚を 期す るを 必須と せる が 若き 以て 
時代の 趨勢を 見るべし。 敎家 にして 人格 學識中 學當事 者の 
■腹を 博す るに 足る もの あら ば 各 中學は 喜んで 其 門戶を 開 
放すべし。 中學 生は 將來國 家の 中堅な り、 敎 家は 所謂 戰後 
經營傳 道、 民力 涵養 講話の 第二 戰 として 今や 此點に 力を 注 
ぎ來 るべき にあらざる か。 

第二は 中 學敎員 補充 問題な り、 從來 官民と もに 敎育 家を 
遇する 菲薄を 極め、 其 生活を 保障す るに 足らざる の 結果、 
今や 府縣敎 員の 缺乏は 中學敎 育界に 一大 パー ーツク を 起し、 
敎 員の 爭奪戰 は 到る 所に 醜態を 演じ、 殆ど 教育 機關 の運轉 
を 璐滯 せし むる の狀に あり、 今囘の 會議は 此難關 に 於て 頗 
苦心した b しか 若し、 當事 者の 畫策 する 所、 補充の 實を擧 
ぐるに 力 あ. るべ く、 敎員養 成 機關擴 張の 議も實 行を 見べ し 
と雖 、靑 年敎家 特に 中學 にある 學 徒は 今ょり 此 補充に 當る 
決意を 示し、 全國中 學の敎 壇の 大分を 敎家に 於て 負擔 する 
の 獻身的 精神を 奮起す るを 要せざる か、 敎 家は 此敎育 上の 
危機に 際し、 自ら 起ちて 奉公 犠牲の 美德を 示し、 薄給に 甘 


く 目下 東京に 於け る 著名なる 某醫 家は 其 鄕人故 三 星 善應老 
師ょり、其在獨留學中、斷へや吾が「淨土敎報」の送附を 
得て、大に霸旅の客情を慰する所あり。宇門の ^ 勢を失る 
の 極、 歸來 終に 有力なる 外 護 者と して 猶敎界 宗門の 爲にカ 
を 致しつ、 あり 「敎 報」 は 純然たる 傳道雜 誌に あらす、 三 
星師また單に其近狀吿知を主として、必らすしも牢强の敎 
ヒ傳 道を 主と せす、 而も 其大效 を收む る斯の 如し。 若し 純 
粹な る傳道 文書と 熾烈なる 敎化 精神に 依り、 事に從 はゾ敎 
績の顯 著 言を 待たざる べし。 其 費用 勞 力の 如き も、 各敎區 
連合、 各滯 在留 學の邦 國分擔 の 制を 取ら ば敢て 至難の 業に 
あらす。 留學 生滯外 者の 調亮を 得て 其 出身 別を 以て 敎區に 
分屬するも頗る人情に適し |: る方法といふべし。 

第三は 已上 ニ箇の 事業 其 他の 適時 傳道 事業を 熾烈に し 其 
權 威を 增大 せんが 爲 に、 各 布 敎團の 新刊 書籍 硏究會 、宗書 
輪講 會に 類す る讀書 研究の 切要を 希望す。 林 講師の 日蓮 硏 
究は 小冊子と 雖 、適時 絕 好の 教材、 而も 之を 購讀 する もの 
日蓮 宗の布 敎家學 者に 多く、 本 多 日生師 主管の 統一 閣 信者 
の 如きは ー擧に 六十 部を 購 へりと いふ。 而 して 宗門の 購讀 
者は 之に 對し 殆ど 言 ふに 足らす。 以て 敎 勢の 消長を 見る ベ 
きに あらす や。 昔は 學信 上人 勸學篇 を 造りて 宗弊を 痛言 極 

新傳道 方策、 人材の 育成と 宗門の 將來 


筆して 苦諫を 一宗に 薦む 、其 中 宗門 讀 書の 怠惰 各宗 第一に 
して西山辰に對してすら顏色なきを憤慨したるを見たり。 

各 布敎團 長は 切に 此古來 宗門の 怠 癖に 鑑みて 時に 其團 員を 
痛 _ せんこと を。  (大正 八、 十) 

◊人材の 育成と 宗門の 將來 

東 本願 寺の 學 僧、 赤沼智 善、 山 邊習學 の ニ 氏 錫 蘭 及英佛 
に 留學 し、 パ ー リ 梵語 專修 の傍戰 時及戰 後の 歐洲 宗敎 事情 
を調査し、最近歸朝して大に同派の爲に光彩を添へたり。 
見に パリ ー に苦學 しつ、 ある 思想 問題の 研究家 大住舜 氏 南 
條 老師の 學統を 繼 くべき 泉芳璟 氏の 猶 印度に 硏鑽を 重ねつ 
、あるを 迎 ふるの 日は、 大谷 大學は 更に 一段の 重きを なし 
佛敎聖 語 及 思想 問題の 方面に 一方の 雄鎭 として 各宗を 睥睨 
する の 盛觀を 示すべし。 西本願寺 も 近く 羽 溪學士 其 他 一名 
の佛 敎古學 研究の 爲 渡英す る あり。 曹洞宗 は 一宗の 篤學者 
として。 ハ 丨の聖 語の 造詣 靈 なる 立 花 俊 道 氏の 錫 蘭 印度 
を經 て、 今 英國に 留まる あり、 之に 米國の 二三 大學 に留學 
して 社會 事業 其 他に 苦學勵 精しつ^' ある 俊才を 加 ふれば 同 

ニ 七 七 
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◊新傳 道 方策 

各地 布 敎團の 緊急の 事業が、 靑 少年 及び 中流 有識 階級の 
敎化を 中心とすべき は、 旣に 論莫き 所な り。 然るに 從來の 
敎導 方法は その 施設に、 相當の 考察と 準備と を缺 き、 周到 
徹底の 苦心な きの 致す 所、 往々 にして 散漫に 失し、 機宜を 
過 まり、 新敎田 開拓の 注意を 缺 き、 勞 して 而 して 效を收 む 
る こと 能は ざるの 憾あ り。 少年 布敎卽 所謂 コどモ 會の 如き 
布敎團 直屬の 事業と して、 統一 連絡 ある ものは、 各 敎區甚 
だ 稀に して、 多くは 之を 夫の コドモ 專 門の 敎導 家に 一任し 
て、 風馬牛 相關 せざる 狀に あり。 來聽 者の 種類の 如き も 足 
來の布 敎團に 於て は甚 しく 考亮 する 所 あらす。 其 永 續的敎 
化 方策 も 徹底を 缺 くの 遺漏 あり 凡そ 此 等の 缺點は 新 布敎團 
長の 就任と 共に 希く は その 適當の 改善を 見ん か。 

此 緊要 教化 事業の 新 方面と して、 記者は 布 敎圑の 着手す 
べき 三 件を 薦めん とす。 第一は 都市 大學 高等 學校其 他專門 
學校及 高 女 其 他諸學 校の 寄宿 舍傳 道な り。 東京に 於て は 各 
舊 藩主、 競 ふて 其舊 藩士の 子弟の 爲に學 寮を 設け、 其數決 


ニ 七 六 

して 僅少に あらす 女子 公認 寄宿舎の 如き も 四 五を 數ふ べし 
朝鮮 臺灣學 生の 宿 寮 も 亦 之 あり。 京都 其 他に 於ても 官設 若 
くは 私設の 寄宿 舍少 きに あらす、 此等宿 寮に 對し 、絕 へす 
簡易の トラ クトを 配布し 訪問 傳道 をな し、 敎義 上の 質疑に 
應じ 、煩悶の 解決に 任す る 極めて、 有 效の擧 たり。 宗立學 
校 生を 利用して 此 等の 事に 當 らしむ る も 頗る 其效を 奏すべ 
し。 各 寮の 監督者に 於ても 布敎團 の爲す 所に して、 誠實周 
到な らん か。 卽 精神 修養の 爲に 喜びて 傳 道家を 歡迎 すべし ( 
記者は 京都の 某 基督教の 傳道會 が 絕へす 、東京 各 中學の 上 
級 生に 布敎雜 誌を 頒布す るの 熱心を 目覩 して、 玆に 新布敎 
團長の寶起を切望せざるを得す。 

第二は 歐米 各國に 於け る 派遣 官吏 商店 員 海外 留學 生に 對 
する 慰問 文傳道 事業な り。 此 等の 人士は 帝國に 於け る 智識 
階級に 屬 する 上級を 占むべき ものにして、 之が 敎 導の 力、 
效を 奏せ ば 卽ち敎 勢 上 多大の 貢獻を 見べ し、 凡そ 海外に あ 
る ものは 其 鄕國の 書簡 通信を 切望し、 日本語の 文書を 見る 
を 熱 欲する の 情は、 小兒の 甘菓に 於け るが 若し、 此 等に 對 
し 切懇に 慰安の 情を 仲べ し傳道 用の 簡單な る 文書を 發送し 
布敎團 との 文書 的 交通を 開始 せんか、 卽ち 三年の 後、 五 年 
の 後、 有力なる 外 護 者を 得る に 至るべき や必 せ. 90 之を 聞 


全力を 注 r 能は す とせば 信徒を 說き 有力者に 賴 り、 肉 山犬 
剎カを協せて大に人材の陶鑄にカめば豈此急を救ふに足ら 
ざらん や。 曹洞 日蓮 大谷 派の 遣外 留學 生の 多 數は概 ね 信徒 
の 義金に 就れ り。 凡 志願 ある 所 必らす 剌果 す。 宗門 學 窓の 
靑 年は 此 大勢に 見て 何ぞ 宏遠 深 固の 精神を 奮起せ、 ざる。 一 
宗の 長老 も 亦大に 靑年學 徒を 激勵 して 可な り 。 佛敎聖 語、 
泰西 語學の 如き、 必須 必要の 科目を 忌避して、 其 學識益 低 
級に陷り、學界の大勢、改造の前途に » 馳せんとする薄志 
弱行、 陋劣 低能の 學徒 、不幸に して あら ば、 斷然 之を 宗外 
に 放逐して 歸俗 せしめ 農 桑の 事に 服せ しむる 寧ろ 國家 敎界 
の經濟 のみ。 

一宗 も亦絕 へす、 篤志 獨 立の 海外 留學 生を 保護し 慰安す 
るの 法を 取り、 豫算の 許す 範圍に 於て 之を 獎恤 する の 法を 
講じ、 現に 米 各國地 の 大學に 三 四の 自費 研究生 あるに あら 
やや。 宗務に して 此 等に 對し絕 へす 連絡を 計り、 獎勵の 道 
を 取る は 現勢 上甚 必要 也。 現に 最近 一基 督敎 家に 歸俗婚 嫁 
したる某尼僧の如きー宗にして早く之が獎恤慰安の道を取 
りしな らんには、 今や 本宗の 女子 教育界に 必らす や 何等か 
の貢獻を見たるならん。過ぎたるは旣に追ふべからす。唯 
將來に 就きて 特に 當 局の 反省を 切望す。 官費 留學 生と 常に 

我等に 法名 あリ (新春の 初 光に 浴して」 


宗門 的 連絡を 保つ が 如き も 固ょ り 當然 のみ。 (大正 八、 十) 

◊我等に 御名め り (新春の 初 光に 浴して〕 

念佛に 明け、 念佛に 暮れて、 行住座臥に 常懷常 念の 慈攝 
を仰ぐ吾等も、紅瞰ーたび鏡の如き蒼海の上に、新春の初 
光を 漾 はして、 乾坤 煦々 祥 輝に 滿 つる 曉 、無量 無 邊の慈 光、 
淸淨歡 喜の 恩 光は、 玆に その 久遠の 御影を 示して、 感奮 渴 
仰 特に 新なる を 覺へ 、悠久の 天地、 滿 城の 松 竹に 瑞靄を 籠 
めて、 歡聲洋 々、和 氣靄 々、雄大の 囘轉 に 新春の 粧を呈 す 
る處、永劫常住 :0 大壽不變現在の靈壽は、明に其妙用を現 
し 来りて、 嘆美^ k、 別して 鮮かに 力 あるを 認む 。嗚 乎、 
如何なるが 此 感奮 渴仰ぞ 、如何なる か、 此全 精神の 嘆美 稱 
歎ぞ 。吾等に 唯玆に 一つの 大なる 御名 あるを 見ず や。 御名 
ぞ 、御名に 明くる 新年は、 渾 ての 新年の 中の 最も 雄偉に、 
最も 莊嚴に 、最も 眞 に、 最も 力 ある 新年な り。 嗚乎 吾等 御 
名に 活 くる もの、 新年 何ぞ然 く 幸なる や。 

吾等はこの大恩光の下に ^ 春を迎へ  ^4大 # 窝 0 すに 
今年の 第一歩を 履み 。初春の 岸頭に 立ちて、 来らむ とする、 

ニ 七 九 


警世 時 言 

宗學界 の 未 來は實 に 驚嘆すべき もの 存す 。況ん や 同宗の 麒 
麟兒 として 將來學 界の將 帥を 以て 推されつ、 ある 木 村泰賢 
氏の 新に 官命を 帶び て、 留學 の途に 上れる を や。 豐山 派の 
增田慈 良 氏、 日蓮の 木 村 龍寬氏 共に 印度 大學 にあり て、 大 
に帝國 佛敎學 の爲に 氣焰を 吐き、 その 佛敎 哲學に 於け る硏 
究必ら す や、 其 派に 偉大なる 榮光を 寶ら すべき や必 せり。 
各宗に 於け る 人材 育成の 盛なる 見るべき もの # す、 特に 各 
宗 共に 佛敎學 研究の 基礎 學 術に 着眼し、 咸くパ I リ 梵語の 
硏究を 主と しつ、 あるを 見れば、 其摯實 にして 根柢 ある も 
の 亦 窺 ふに 足るべきな しとせ す。 

獨り怪 む、 吾宗が 近時 人材 學 者の 輩出に 於て 各宗の 羨望 
する所となり。學界に於ける地位も必ら中しも低嗲 (: * せ 
ざるに 關らす 、宗內 が 人材を 遇し 學 者を 待つ の 道、 甚だ 備 
はら や。 曹洞 日蓮 諸宗の 如き、 學歷德 行 ある ものは 槪其地 
を 得せし め、 大山 名刹に 徒 衆を 領 して、 中央 地方の 敎化之 
に緣 りて 績を擧 ぐるに 反し、 本 宗は宗 內に學 者 優遇、 學匠 
尊重の 風 基 だ 薄く、 頌學 巨匠を して 居る に 寺な き 慘狀を 示 
し、 宗學皇 張、 學衆 養成の 機關を 以て 居りし 檀 林の 如き、 
俗化し 惡 了し 一種 金閥權 閥の 巢窟 となり、 愚僧 侶 輩の 妻兒 
を 養ふ舍 宅た らんと する の 傾 あり。 而 して 夫の 留學生 規定 


ニ 七 八 

の 如き 頗 放漫を 極め、 近年 留學生 中より 大派本 派 若く は曹 
洞豐 山に 見る が 若き 俊才は 殆ど 之を 見る を 得ざる 現 伏 こ あ 
らす や而 して 一宗 最高 學 府に學 ぶの 徒 も 遠大 宏 達の 雄志、 
硏究を 志す もの 少 く、 熱烈 邁往の 精神 新 事業 開拓の 意氣あ 
る もの 寥々 たるは爭ふべからざる事實にあらすや。弗教聖 
語に 於て は吾國 殆ど 匹敵な き 荻原師 ありて、 一の 赤 沼な く 
一の 立 花な く 一の 木 村增昍 の 踵を 次ぎて 出づ るな き 吾宗は 
果して 慶すべ しとな すか。 百年の 後 椎尾矢 吹等學 壇に 名聲 
を馳 せつ、 ある 人材の 去らん 後、 其後繼 者は 今 全く 宗門に 
跡を絕たんとする我宗門は夫何等の危險ぞや。ー宗は今や 
着實に 反省すべき 時代に 入れり。 ■ 

一宗が 學 者の 萬 能を 信じて、 之を 各方 面に 驅 使して 奔命 
に疲憊 せし むる も、 大に 省察すべし。 海外 留學の 制を 廢し 
て、 人材 育成の 道に 重大の 阻 塞を 見た る も 犬に 熟考すべし 
內 九 -^ 學生を 濫 選して 命す ベから、 ざるを 命じ、 命すべき を 
逸して 其 業績を 嚴莶 せざる も 亦 特に 審 慮に 價 す。 要するに 
ー宗は今や各宗に尉してー時代を後れんとする危機に立て 
り。 各宗が 新 知識を 海外よ b 迎 へて 所謂 文化 改造に 貢獻せ 
ん とき、 呆然 背後に 恥を忍ぶべき 宗門は 何宗 たる 乎。 一宗 
は 今より 大に 之に 留意せ よ。 一宗の 財力に して 人材 育成に 


吾等が 積年 鼓號 せる 新 戒律 主義は 此新 復古主義に 不離の 
片翼隻 輪な り 。 吾等は 玆に禁 酒 禁煙の 勵行を 再た び 切言し、 
僞善脊 德の敗 倫漠の 敎界の 嚴肅な る 制裁に 委せん ことを 提 
說し 、此 等を 標準と して 至嚴の 訓練を 敎界に 叫ばん とす、 
祖道の 復古は 一に 此新 戒律 主義に 依りて 生命 あり。 戒は是 
大法の 慧 命、 今の 敎界の 振は ざる 豈故な からん や。 

永劫 久遠の 偏 照の 慈 光に 念々 刹那の 最新の 創造 攝取 あり 
常 在 恒存の 無量 壽に 寸時 も 閑な き 最新の 力 用 敎化存 す。 我 
等が 復古の 絕 叫、 亦 この 攝 取と 犬 用を 仰く に 過ぎす、 嗚乎 
偉なる 御名 や。 聖な るかな 大なる 御名 や、 吾等は この 改造 
の 新年に 當 りて 特に 御名の 御 力を 私く rf 4r ; 阿 ps r 佛 

(大正 九、 一) 

◊二月 廿 七日を 迎へて 

明治 大正の 兩 聖代に 亘り て、 一宗の 存立 上、 最榮 光に 滿 
てる 紀念 日は 遠から すして 画り 來らん とす。 皇 恩の 海嶽、 
重ねて 之を 仰ぎ、 祖德の 悠久、 更に 光輝を 頌し た る、 夫の 
二月 二十 七日の 一宗 紀念 日は、 三 週を 出です して、 闔 門の 

二月 二十 七日を 迎へて 


奮 躍と 感激と を 新に し、 道俗 歡 喜の 中に、 復た當 年の 追懷 
を 梁く せんとすな り。 吾人 此時に 當り て豈ー 言な きを 得 
ん や。 

勅 賜加諡 、宸筆 重 光の 盛事 ありて より、 今や 將に十 年なら 
ん とす。 十 年の 歲 月、 決して 短き にあら す、 闔宗は 此短か 
らぎ る' t 期の 中に、 果して 何事を なして か 海嶽 の皇 恩に 酬 
ひ、 廣大の 祖德に 報した る 乎。 敎學の 施設が 此間適 當に進 渉 
したるを辨するを止めよ、時局の指導、臨機の對應、特に 
力を 竭し た るを 誇る を 止めよ。 祖廟の 興隆、 近古 殆と 比な 
き 盛況と 順調に あるに 安す るを 止めよ。 旣往十 年 世界 大勢 
の急轉 、國內 事態の 急變 は、 一宗が ー步轉 するとき 百步轉 
し、 一局を 變 するとき 千 局を 變ぜ り。 吾人は 此 [11] 一宗 維新 
の 再轉を 時局 傳 道の 開始に 切望し、 闔門 協力の 決意を、 戰 
後 經營の 宣教に カ說 し、 一宗の 全力 集中の 要を 切論す る や、 
ー'再にして止まらず。而もー宗集中カの緩漫たる依 ^ とし 
て 今の 如く、 大勢 對應の 方策、 常に 人後に 落ち 一宗 教育の 
根本 方針 も、 傳 道の 刷新 も、 開 敎區の 改善 も 殆ど 言 ふに 足 
る ものを 見す、 唯 糊塗 以て 面目を 保ち、 彌鏠 以て 破綻を 覆 
ふの 狀 態に 過ぎ 中、 一宗の 雄渾 壯大 摯實の 氣魄殆 ど 消磨し 
盡 し、 闔門 極ね 消極、 退 嬰、 安佚に 傾き、 毫も 進取 敢行 精 

二八 一 


警世 時^ 一一 日 

激-漏 怒濤の 届 潮を 望み、 動かん と 欲する、 黑風 白雨、 雷 轟 
雷擊の 1 を觀 す、 外来 思想の 批判 や、 國民 精神の 確立 や 
勞資 生活の 難_を 主として 粉 糾 せる 社會 各種の 問題 や、 
隱 々S 々、前途に 出沒 往来して、 覺へす  > 人を して 逡巡嘗 
慄せ しむる もの 存 す。 而も 此 恐怖 や 顧慮 や、 慈 光の 前に 殆 
ど 烈日の 下、 淺霖 薄雪を 見る に 似たり。 吾等ょ 先づ 、正道 
大疆の 信仰が、 何物， f 消融 し、 何物を 變 すべきに 安 
立し、 御名の 下に 唯 自信 敎人 信の 白 道を 躍進 せん。 吾等の 
力 何物 tf 能は T 云 ふ 乎。 霉 Q 力は 卽大 慈の 力の 

發現な るを 知らす や。 吾等に 御名 あり。 千茑 人と 雖 、我 行 

> 1/ 0 
ヵ/A 

吾 % 此 御名に 依りて 動く 時、 改造は 卽ち複 古なる を覺 り、 
革新は 卽還 本なる を證 し、 新生 命 新 思想の 開拓は 卽ち 永劫 
T & b JH 道大 慈悲の 再現に 外なら ざるを 知れり 。吾等は 今 
や 改造の 門戶に 起 UQ 門戸の 鍵に 强大 なる 祖 道の復 
古 あり。 我等は 革新の 烽火を 揚げん とす。 玆に 見ょ や。 熱 
ダ； なる 純正の 信仰の 火 ある ことを 。紛糾せ る 思想 や 複雜な 
る 社會の 問題 や、 一切の 民、 一切の 社會 求めて 而 して 飢人 
の食渴 者の 飮に 於け るが 如き もの、 之を 與 ふに 卽ち單 直 
大信ナ悲傳化 0 躬行、炳として日星の如く立っを ^ ら ^ ゃ、 


二八 〇 

霉は此 害と、 信 fs とに 拿— 1 中し 來 

ら む。 而 して 是實に 宗祖 本 懷の存 する 所なる を 見す や。 

吾等は 現在の 敎界と 宗門に 改造の 斧鉞を 擧げ て、 其 腐敗 
の 末 弊、 大に祖 意に 乖り 、其 置の 流俗甚 しく 祖訓 に遵は 
さるもの あるを 斷 々焉 として 掃滅 せんと 欲す。 愚劣 頑陋の 
級 形式 法規、 その 本山 その 寺院、 その 敎育布 敎 、時 
に 其 僧侶 悉く 祖道 復古の 前に 割 裁 料理を 見べき 自然の 犧生 
にあら す や。 而し 一」 此 革新は 一に 信仰の 焰 Q 劍 の 輝 ふ 所に 
待たざる ベから す、 無形 式 無 階級、 無 僧俗 無 殿堂 主義 
道 人格 中心 信仰 中心の 宗義 に卽— の 解放 あり。 豈獨： : 
區 々寺院の 解放の みと 云 はんや。 吾等は 今や 僧 閥 專權の 婆 
羅 P 式 羅馬敎 式の 愚劣なる 權道を 去りて 僧俗 一致、 諸 上 
善人 俱會 一處の 宗祖の 宗門を 再現 せんこと を 力む。 吾等は 
寺院 解放 法人 設定の 新 改造を 夢む る 前に、 先 づ世尊 僧伽の 
淸規 、十 方儈 物の 甚深な る 聖戒に 就きて 敬虔の 慚愧と 信念 
とを 痛烈に 鼓號 せんと 欲するな り。 此新 復古主義の 上に 雄 
大の 改造 あり。 此 改造の 大業には 紛 々たる 儀式 法規 階級 抑 
何物 ぞ 。況ん や此 末端の 腐敗に 釀生 せる。 虫 蛆蟒酿 に 似た 
る 私の 紛爭 若き は 自ら 消盡 死滅し 去らん のみ。 豈 故ら に 牛 
刀を 擧げて 蠢動に 臨む を 要せん や。 


大に 上流 女子の 化導に 備 ふる あらんと す。 蓋し 最近 敎界に 
於ける稀有の慶事たるを失はす、又三氏の來朝に依り其與 
ふる 所の 影響、 窗らす 所の 慶福 も 亦 頗る 大なる もの あるを 
豫想 する に 難から す。 

二 ヤナ 長老は パ ー リ三藏 の 造詣 極めて 深く 增ー阿 含經全 
部を 獨逸 語に 譯 し、 更に 歐洲學 者の 最も 困難と する 論藏に 
手を 下して 南藏七 論の 隨ー 、『施設 人 論』 を 完譯 し、 更に 那 
先 比丘 經の 批判的 全譯を 出さん とす、 其 法 句 經の 飜傳を 初 
め經集 抜萃、 及 幾多 佛敎に 關 する 論文 及 著作 十數 部に 上る。 
而 して 其 戒律を 護す る 極めて 嚴正 、日に 自ら 刀を 把り て剌 
髮 し、 蚊虻蟲 蟻の 小物に 對 しても 慈愍不 殺の 精神 自ら 溢れ、 
人を して 覺へす 襟を 正ぅ せし む。 謂 ふに 學德 兼備の 稱は長 
者の 如き 老宿 に對 して 方め て 之を 用 ゆるを 得べき か。 ワツ 
ポ ー 師は 虔信實 修の大 比丘、 師に對 する 恭敬の 美德 、道を 
守る 端肅の 行儀、 蓋し 容易に 求む ベから す、 H ル ゼ孃亦 巾 
幗纖 弱の 女 質を 以て、 產を 傾け 資を盡 して 一一 ヤナ 長老 師弟 
を 供養 尊重し、 淸白 純潔の 信 行、 實に 佛敎 婦人の 模範た る 
に 足る。 謂 ふに 此等三 師弟の 到着は 犬に 一般 敎界を 覺醒激 
勵する もの あらん。 特に 學 林に 於て は此 等有德 の碩學 高僧 
を迎 へて、 親しく 其 精 學實修 の 風に 接し、 現に 其 虔信淨 行 

ニヤ ナチ ロカ 長老を 迎ふ 


の 至れる 驗 せん ものは 大に 感奮 反省す る 所 あるべく、 顏敗 
亂雜の 風紀は、 之に 刺激せられ て 自ら 一新を 見る に 至り、 
堅實な る硏究 及び 修道の 精神 隨て 開發を 見べ く、 特に 學徒 
の 雄大なる 萬 國的氣 宇と、 宏遠なる 世界 傳 道の 大志を 育成 
する に 於て、 其 功 極めて 大なる もの あるべし。 

聞くなら く、 甞て 二 ヤナ 長老の 門下に ありて 英人 佛僧シ 
丨ラ チヤ ラ 長老 も 亦 帝國を 訪 ふの 意 あり、 獨人佛 僧に して 
甞て 一一 ヤナ 長老の 會 下に 修學 せる 二三の 比丘 衆 も、 次で 來 
朝 修道の 志を 發 せりと いふ、 謂 ふに 吾 國は後 來此等 熱烈な 
る歐人 佛敎徒 景仰の 目標、 修道 研究の 中心と なるべく、 之 
(: 踵を 接して 來至 しつ S ある 基督 敎學僧 及 自由 思想家の 歐 
人佛敎 研究者を 加 ふるとき は 一層 吾國及 吾が 敎界が 此方 面 
に 於け る 有望の 將來を 約す るを 見るな り。 

但し、 現在に 於て 痛切に 遺憾を 感す るは、 此等遠 來求法 
の 大德を 安す るに 足るべき、 十 方僧留 錫の 招提 寺の 制が 全 
く 其 跡を 絕 てるに あり。 淨 行實修 、規律 あ. る 僧伽 藍 律寺禪 
院の 殆ど 廢滅し 去りて、 淨 行實修 の外國 僧伽を して 甚 しく 
失望せ しむる こと 是 也。 吾人 玆に 於て か國際 的に 止宿 安息 
の 便宜 近代的に 整頓せ る 夫の 基督 敎靑 年會 、若く は 舊敎修 
道院の 規律を 羨まざる を 得す。 謂 ふに 各 宗は此 最近の 切實 

二八 三 


警世 時^ 一目 

進の 精氣の 見るべきな きの 事實 あるを 奈何 せん 此 遊惰 弛緩 
萎縮の 鈍重なる 大氣 中、 一二 流星の 如き 光芒 ある 士あ り、 
頹勢を 支 ふの 觀ある も奔馳 漸く 疲れて、 後 勁 之に 次ぐな き 
の慘 、將に 近き にある を 見す や、 吾人 將に 二月 二十 七日を 
迎 ふるに 當 り、 切 實にー 宗ヒ 下の 反省を 希は ざるを 得す。 

言 ふまで もな く 現代の 汪渤 たる 大勢、 激瀾 怒濤の 若き を 
觀 、その 思想 上 生活 上に 前古 類な き 震撼を 見た る 今日に 際 
して 一宗が 唯 呆然な すなき の 態、 否 寧ろ 之を 感觸 せす して 
長袖 大厦 、別天地 裡 、特殊 生活に 安す るを 見て 『二月 二十 
七日』 は 果して 此の 如き 宗徒に 依りて 迎へら るべき 日なる 
や 否やを 恐懼せ ざるを 得す。 全 國の勞 働團體 、普選 運動 者 
等が ソ リダ リラ ー の大旆 下に 合同 叫喚せ るを 現に 見聞し つ 
、、而も 尙 東西 均衡の 如き 愚劣 拙陋淺 薄無識 なる 舊惡 夢に 
壓 倒せられ 一宗 敎 育の 統一 確立 すら ー斷し 得ざる、 現在の 
宗門に、 二月 二十 七日が 如何なる 意義 ある や 否やに、 甚深 
の慚惶 あるを 如何せん や。 

慷慨は 野 武士 浪人の 常事と 嘲る を 止めよ。 慷铣 激越す る 
所、 吾人は この 二月 二十 七日を 以て 東京を 主として 各 肩 一 
齊 に、 「紀念 大會」 を 開かん ことを 切望し、 以て 盛に 一宗 
の氣魄 を 新に し、 敎學の 一大 改善を 斷 行し、 集中力の 强固 
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を圖 り、 以て 一宗 改造の 烽火を 擧げ 、積弊 一掃の 決意を 示 
さん ことを 勸吿 す、 此大會 は 特に 一宗 反省の 大會 奮激 決意 
の大會 たらん ことを 要す。 傳 道の 如き 此 一大 決意 ありて 方 
めて 當 日に 力 あらん。 之 あらす んば 百般 悉く 虛偽 の孩 式に 
終ら- ん 乎。 

嗚呼、 二月 二十 七日、 一宗 夫ー齊 に 起たす や。 此 聖日の 
示す 意義を 闡 明し 其 光榮 を旺 にせん が 爲に 、市に、 町に、 
村に、 一 齊にー 宗 集中の 大會を 開かす や。  (大正 九、 一〕 

◊ニヤ ナチ ロカ 長老を 迎ふ 

獨逸佛 僧 一一 ヤナ チロ 力 長老は 具に 戰後 流離の 苦難を 閱し 
たる 後、 遂に 安禪靜 修の隱 棲を 吾が 國に覓 め、 弟子 ワッポ 
丨 比丘 及 優 婆 夷 ブッフホルッ 孃を伴 ひて 来朝し、 今や 長老 
は 吾が 宗敎大 學に滯 錫して、 聖典飜 傳 、著作 編述の 事業を 
繼續 し、 之と 共に 日本 佛敎に 就きて 大 に硏究 する 所 あらん 
とし、 ワッポ ー 比丘は 笈を曹 洞 宗大學 に 下ろして、 パ ー リ 
三藏の 硏鑽に 伴 ひ、 金剛 王 三昧の 妙 境に 悟入 せんとし、 H 
ルゼ孃 は淑 德女學 校に 止り て、 女生 訓育の 傍 日本語を 學び、 


會は 萎靡と して 僅に 敎 室の 一隅に 殘喘を 保つ が 如き 狀にあ 
り、 勿論、 基督 敎靑 年會が 餘りに 無批判 無 自覺の 低級なる 
外 國崇拜 主義に 墮 したる 結果、 其 輩出の 人材に、 動 も すれ 
ば國民 性歷史 及國家 常識に 無學 にして、 日本人と しての 低 
能漢の 唾棄すべきな きに あらす と雖 、大體 としては 大勢 順 
應と 世界 思潮の 怜悧な るなる. 了解を 有し、 思想 事業の 兩面 
に 新 活動を なし 得る は 聊か 頑迷 固陋に 失し、 退 嬰 萎縮 何事 
を も爲す 能は ざる 佛敎靑 年に 比して 世の 注目を 惹 くに 價あ 
りと 云 ふべ し。 

今年 秋期の 世界 日曜 學校 大會の 如き も 此國際 主義 利用の 
宣傳に 過ぎ や、 彼の 靑年會 事業 も 特に 此國際 的の 背景を 極 
度に 利用せ り、 今の 基督教に して 若し 此國際 的 背景を 除外 
し 去ら ば 其殘る 所は 殆ど 是な からん、 是 一面ょり 云へ ば 彼 
等が 事大 的 屈從の 怯懦なる 弱點な ると 共に、 亦 其 大勢 利 導 
轉外制 内の 强處な り、 知らず 佛敎 徒は 何を 以て 之に 當り得 
べしと なす か。 

今の 佛敎 徒が 基督 敎徒に 對 して 國際的 位置の 不利 不便な 
るは 論な し、 而も 之を 以て 直ちに 國際 的發展 の地步 及機會 
なしと いふは 短見た るを 免れす。 否、 或點 より 見れば、 基督 
敎 徒に 比して 自由に 且つ 淸新な る 此方 面の 天地 あるを 見る 

佛蕋 雨敎 徒と 國際問 題 


第ーは世界の識者が日本文化の硏究に對する學術的援助の 
新 事業 也、 第二は 怫敎の 國際的 聯合の 新 計畫な り、 第三は 
世界 改造に 對する 包容 主義 及 協調主義の 宣傳 事業を 起し 宗 
敎の國 際 聯盟の 發言な り、 第一に 於て は帝大 佛敎靑 年、 及 
其 先輩が 犬に 努力し、 萬 國佛敎 研究 會の學 術中 心を 造り、 
日本 文化の 根本 研究は 佛敎に 依る の 要 あるを 覺 らしめ、 第 
ニは 各宗 有識者の 奮勵に 依り 先づ 支那 蒙古 西藏 等を 初め、 

錫 蘭暹羅 緬甸其 他の 佛敎 徒の 聯合を 期し、 尙 英米 怫獨に 散 
在せ る歐 米佛敎 徒と 絕 へす 氣脈を 通じ 其 行動を 助く る Q 策 
に 出で、 第三に 贫 ては 歐 米の 思想界が 偏狭なる 形式 宗敎に 
倦怠して、 世界 宗教の 寛容 精神に 集注し 來るに 乘じ 、積極 
的に、 宗教の 連盟を 主張し、 以て 罪 惡の橫 行、 危激な る 反 
宗敎 主義の 絕滅を 呼號 する にあり、 而 して 此 等は、 實に佛 
敎 徒の 基督 敎に 比して、 貪に 吾國 にあり て 利便を 有する 所、 
夫の 祖國主 萎と 世界 主 萎との 調和の 如き も、 佛敎 徒の 此世 
界 的覺醒 と共に 基督教に 比して 复 に、 確實の 地歩を 占め 得 
べき 新 天地な b と 信す。 佛敎徒 夫れ 區々 墻 內の蝸 角の 兒戲 
を 止めて、 何ぞ此 大局に 向 ふて 其 優越の 地盤を 固む るを 欲 
せざる。  (大正 九、 五) 
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なる 要求に 見て、 寺院 改造の 一面に 四方 遠来の 學人止 住の 
籃摩 を復舊 する の 要 ぁるを 認め、 帝都に 於て 少く とも 一二 
の 國際的 公共 寺院 卽招提 寺の 再建を 見ん ことを 切望して 止 
ます。 上野に 於け る臺 門の 一二 寺院を 之に 用ゐ 、芝 公園に 
存す る、 緣山 支院兩 三を 之に 宛つ るが 若き 亦なら す や、 遠 
客な き 時は、 之を 大學專 門 學校學 生の 止宿 及 精神 修養の 學 
寮と なし、 且國際 的 語學の 修練を 主と する 設備を 施さ ば、 
內外 共に 敎界 の爲に 多大の 利益 ぁらん。 各宗 聯合 會及び 佛 
敎 護國團 等は此 等 國際的 設備 及 事業に つきて 犬に 考究 努力 
する を 要す。 而 して 此 等の 設備が、 萬 國佛敎 聯合 協會 、萬 
國佛 敎硏究 本部の 設立の 實際的 第一 着手た る や 固ょり 論な 
し矣 。豈 啻に 遠 客 慰 勞の爲 のみと 云 はんや。 r 大正 九、 五) 

◊佛 基兩敎 徒と 國際 問題 

佛敎 徒と 基督 敎徒を 對 比する に、 傳道 方法に 於ても、 社 
會 奉仕に 於ても、 日常の 生活 社交に 於ても、 著しき 相違 あ 
るを見る、その優劣長短の如き、自らー是ー非、彼此亙に渉 
人して、 必らす しも 輕 々に 評 價を 下す を 得すと 雖 、其國 際 
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的たるのー事に至りては、則佛敎徒は遂に基督敎徒に對し 
ー籌を輸せざるべからざるは恰ど爭ふべからざるに似たり。 
佛敎 徒は 之に 就き、 國家 的、 歷 史的の 長 處强處 を 以て 相拮 
杭し 得べき 彈カを 有すと なす も、 現代の 潮 勢が、 政治に 經 
濟に 思想 問題に、 駸 々乎と して 國際 主義に 傾注す る已 上、 
基督敎徒に七分の勝味あるべきは、論を待たざる所にあら 
す や。 

佛敎が 吾國に 東漸して 已來 、平安朝に も 鎌 倉に も、 足 利 
にも、 下りて 德川 時代に 於ても 國際 文化 宣傳の 能力と 及び 
手腕とに依りて其大を致したるの跡は、必らすしも傳敎空 
海の 入 It 、 鎌 倉 京都 五山 對外關 係を 數 へす、 蘖 n の 勃興を 
記せす して、 早く 旣に讀 者の 默會し 得べき を 信す。 過去 佛 
敎 徒の 國際的 優越は 今 基督 敎徒の 取りて 代に る 所と なれり。 
古への 唐 宋文藝 美術の 傳播 者は、 今の 米國 文化の 謳歌 者と 
地位を 轉ぜ り。 佛敎 徒にして 今大に 此點に 宏遠 精細の 注意 
を拂 ふな くん ば、 其頹 勢を して 益 悲慘な る もの あらしめ 
ん。 

試に 之を 東京 帝大に 於け る 佛基兩 敎の靑 年會に 見ょ、 基 
督敎靑 年會が 系統 あ b 統一 ある 國際的 組織の 下に 活動して 
着々 として 新人の 打 出に 成效 しつ、 あるに 反し、 怫敎靑 年 


然其 本家の 缺點を 自白し 去れり。 哀むべ からす や。 

收賄 無慚の 高級 軍人を 出し、 博士を 出し、 其慘 酷に 於て 
バルチ ザンに 先たち たる 學士を 出せる 吾が 高級 階級が、 迷 
信に 走る も 寧ろ 奇 とする に 足らす、 今の 日本の 學者 紳士 將 
官 は其專 門の 技術に 於て は、 一般 民衆に 比し、 多少の 飜譯的 
智識 あるを 誇り 得ん。 而も 其 精神的 信仰的 宗教 的の 道念 修 
養に 於て は實に 僻邑 邊陬の 朴直 忠實の 農民に 劣れり。 彼等 
が 稱 號や學 位は 唯 憐れむべき 官僚 學 問の 正札に 過ぎす、 其 
人格ょり すれば 空 零なる もの滔 々として 皆 然らす や。 彼等 
にして 邪教に 走り、 迷信に 捕 はれ、 愚に せられて 恥ぢす 、狂 
とせられて 悔ひざ る 又當然 のみ 阿呍 婆羅 婆の 榮 華、 消へ て 
後、 飯 野 某の 橫行 となり、 太靈 道が 堂々 として 新聞 廣吿の 費 
を得る間、何ぞ獨り大本敎を怪まん。而も彼等の四五乃至 
十二 十の 少數 低能者が 大本 敎に趨 くの 故を 以て、 同 敎の不 
可 思議を 嘆じ滔 々として 之に 走らん とする 一般の 民衆に 至 
りて は 官僚 萬 能の 蠢 毒、 學閥 全盛の 迷夢、 膏盲に 入れる 現代 
に浩 嘆な くん ば あらざる 也。 特に 靑年 指導の 任に ある 敎育 
階級が、 此 明白の 理義に 暗く、 拱手 爲すな き沒 常識の 多き 
に 至りて は、 吾國敎 育の 前途 轉悲觀 すべき もの 多き を 見る。 

此帝 國敎育 上の 一大 病根を 見 来る とき、 同時に 宗敎 感化 


の 微弱に して、 敎 家の 奮 勵甚だ 至らざる に、 誰か 罪を 数へ 
ざるものぁらん。奇を好み、 ^ に就くは人情の弱點、米國 
の クリス チヤン、 サィ アンス、 獨 逸の ホ メヲバ チノ 等の 盛 
犬を 見る、 太靈道 大本 敎の 流行 亦 現代 文化の 免る ベから ざ 
る 一つの 變 調と 云 はん 乎。 而も 敎家 にして 此の 如き 迷信を 
跳梁せしめて呆然たる如き何ぞ氣カなく精魄なきの甚しき 
や、 吾 國の敎 家は 今や 迷信 邪教の 流行に つきて、 特に 帝國 
敎 育の 不備を 補 ふの 決意 ぁると 共に、 撥亂反 正の 英氣を 鼓 
し、 捨邪歸 信の 大旆 を飜 して、 精神 界の 惡疫驅 除に 當りて 

可な り。  (大正 九、 七〕 

◊學 士院旌 表不當 問題を 評す 

.權田 雷 斧阿闍 梨を 首と し、 豐 山の 學 僧諸師 は、 過般 學士 
院賞を得たる、大村西崖氏の密敎發達史に對し、其の內容 
が、 眞言 敎學 上、 看過す る 能は ざる 幾多の 暗點ぁ るを 指彈 
し、 之が 爲 特に 評論 會を 公開して 是非を 學界に 問 ひ、 且學 
士院に 抗議 書を 送りて 其 選 賞の 不當 を訴 ふべ しとい ふ。 蓋 
し是學 壇に 於け る 近来の 珍事、 亦 沈滯を 極め、 粗漏に 陷り 

ニ 八 七 


迷信 妖敎の 流行と 敎 家の 責務、 學 士院旌 表不當 問題を 評す 
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◊迷信 妖敎の 流行と 
敎 家の 責務 

最近 內務 省に 於て は、 夫の 大本 敎が 風敎上 弊害の 少から 
ざるを 見、 民心を 蠢毒 する 迷信の 看過すべからざる に 驚き 
て嚴 重の 調 茶を 勵 行し、 或は 一大 斧鐵を 下すべき の說 あり 
臺灣に 於て は 該敎の 殆ど 生命た る、 所謂、 鎭魂歸 神の 施術 
に對し、旣に斷然禁止を命じたりと傳ふ。而して、同敎の 
流 毒が 今や 種々 の 悲態慘 事を 上 中流の 家庭に 出現せ しめ、 
產を 敗り、 家を 覆へ す 外、 下層 社會に 於て は、 之が 爲に病 
兒を 死せ しめ、 狂者を 出 だし、 弊害滔 々として 極まる 所な 
き や、 一般の 社會も 漸く 之に 對 して 警戒の 眼を 轉じ 、東京 
に 於け る 一二 大 新聞の 如き 之が 公正の 批評と、 害 惡の 防止 
に 就き 一定の 方針を 立てつ、 あるに 似たり。 

而も 此の 如き 迷信 妖敎の 流行に 就きて 其 根源を 究めす、 
其 由来す る 所を 明かに せす して、 政府の 法令 若く は 社會の 
制裁を 以て 之を 禁逷 せんことは、 恰も 流行病に 際し 其傳播 
系統の 知識、 充分の 防疫 方法な くして 唯 燥 急に 避病院に 病 
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者を 强 制する と 同じ、 其の 結粜は 寧ろ 所謂 「殉敎 者」 を 出 
ださし めて、 燃 薪に 油を 注ぐ の觀 あらん、 記者は 玆に 於て 
か 内務省の 調杳に 先ち 宗敎界 の 識者が 同 敎に對 する 精確の 
調査を 爲さざ りし かを 訝り、 一部 心 靈 研究家の 周到なる 調 
査報吿 出で、 新聞記者の 往訪 記事の 公表に 先 だち て、 何故 
に宗敎家として、其調査あらざりしかを怪みて止ます。 
大本 敎の 若き 文明 人の 常識と して、 殆ど 思議すべからざる 
迷信が、 二十世紀の 今日、 公々 然として 行 はれ、 而も 智識 階 
級に 多數の 信者を 有すと 云 ふに 至りて は、 一種の 奇跡た る 
が 如し。 而も 冷靜觀 察せば、 刻下 思想 混 亂 時代に 於け る 日 
本の 弱點少 くと も 維新 以來の 錯誤せ る敎化 方針の 弱點を 、 
正直に 露出せ る哀 むべき 自白に 過ぎす。 精神 敎 育の 方面 殆 
と 等閑に 付せられ、 頭の みあり て 腹な き、 官僚 敎育 、形式 
敎 育、 試驗敎 育は 實に 、大正時代に 再た び 新 天理 敎を 現出 
せしめ t: り、 否 天理教ょりも 一層 迷信に 富み、 愚劣 蒙味な 
る 降神術、 狐 憑 法を 晴天 白日の 下 所謂 識者の 間に 行は しめ 
たり。 日本の 所謂 最高 敎育あ る學 者、 高級 高 階の 紳士 官吏 
連が 恥を も 知らす、 凡愚の 妖巫の 前に 叩頭 百拜 する 現狀に 
至りて は何ぞ 夫悲慘 にして 而も 皮肉なる。 見ょ 彼等は 寒村 
僻邑の 翁媼が 奸譎な る 狐 使 ひは 催眠 せらる、 を學び て、 全 


新 機關を 切要と す、 大村 問題の 如き 此 根本 改革 ぁりて 方め 
て 決せん のみ。 權田師 の 運動 此に來 らん か、 卽 徹底 せん。 

大村 氏の 著作が パ ーリ梵語及西藏原典の硏究に於て未だ 
盡さ、る所ぁるは其世界的著作仁るに於て尙餘裕を存する 
所、 少く とも  宗敎 特に 聲字實 相 主 萎の 眞言 敎に於 て 重大な 
る 聖典 史 方面に 尙數步 の 研究を 要する. は 論な し、 其 敎相事 
相の 方面に 於け る 遺漏は 謂 ふに 權 PH 師 等の 批評を 存せ ん。 
但し 歷史と ロ 決とは 其範圍 全く 別 也 ◦宗敎 的 信仰と 科學的 
財 究 とは、 其 境界の 各獨 立せ る、 必らす しも カント、 リッチ 
H ルの 舊套 を學 ばす して 明 也。 記者は 權田師 等が 此點に 留 
意して 自由 討究と 科學 精神の 獨立を 忘れざる を 切望す。 

(大正 九、 七) 

◊萬 國 日曜 學 校大會 に 寄す 

今狄 東京に 開かるべき 萬國 日曜 學校 大會 ( 實 は米國 基督 
敎 日 pi 學校關 係 者 大會) の 準備は、 着々 其緖に 就き、 先發 
幹部 諸 員 旣に着 京して、 會場 建設 其 他 萬般の 事務に 多忙な 
るを 見、 吾國の 縉紳 富豪 も 三千 餘 名と 號 する 大會參 列 者の 
爲に 、國 交上大 に 其 待遇に 評議を 凝し つ、 あるの 報 あり。 

萬國 日曜 學枚 大會に 寄す 


新聞 雜誌亦 相應の 注意を 拂ひて 大會の 進行に 就き 報道を 怠 
らざ るが 如し、 謂 ふに 冷 風 一た び 都 門に 動きて、 內外 上流 
の 人士 及 知識階級の 避暑地ょり 歸京 する の 時、 其氣 勢は 更 
に 一層を 加 へんか。 

此大會 は 刻下 米國の 一部に 於て、 排日の 暴論 甚 しく 猖獗 
を 極め、 狂 熱の 狀、 殆ど 吾人の 常識を 起 過す る 者 あるを 以 
て、 果して 發表當 時豫定 の參列 者を 得べき や 否やは、 聊か 
疑な きに あらす と雖 、同時に 之に 關らす 、參會 する 諸士 は、 
卽米國 に 於け る 最も 穩健 公明に して 平和と 人道と に 正義の 
熱愛者たるべきを以て、之が日米親善の楔子となり、動も 
すれば 太平洋 上に 浮 湧 せんとす る 暗雲 濃霧を 一掃す るに 於 
て 必らす 有力なる 效果を 生ずべ し、 之と 共に 此大會 を 機會 
に 我國に 於て は猶甚 幼稚なる 日曜 學 校は、 その 發展と 普及 
とに 於て、 强烈 の剌戟 と、 多大の 援助と を 得べ し、 大會に 
して 公明に 且正當 に 其 目的に 直進せば、 其 結果は 單に 日曜 
學 校の 一 小事 業に 終らす して、 國交 上、 世界の 平和を 保 維 
し、 文化 上、 德敎の 進展に 裨補 する こと 必らず 尠少に あら- 
ざる べし。 

謂 ふに 今囘來 京すべき 米 國の諸 紳士は 必らす 、寬宏 自由 
の 襟度、 廣く 人道と 文化の 爲 に奮勵 し、 日米 間の 誤解と 阻 
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情 實に纏 縛せられ、 名 閥に 拘束せられ つ、 ある、 吾が 恥づ 
べき 夏日 長 眠の 學界 を警覺 すべき、 金剛 鈴鐸 たるべき 乎。 

大村 氏の 著作 現 はれし は 去 春に 屬 す、 院 賞の 榮を 見る に 
至る 實に 一年 有餘の 時日 あり、 此間野 山 東 寺の 二三 俊才の 
辯難之なきにあらす、而も組織ある嚴正の批判は末だ公開 
を 見る に 至ら ざり き。 若し 此間新 古 兩義の 諸大學 匠が 權威 
ある 評論 出で 粃證 あら ば 匡 善し、 脫漏 あら ば 補正す るが 如 
き 親切 あ- 〇 しなら ば、 或は 今囘の 問題な くして 止みし なら 
ん學 士院に 於ても 其主赉 が 推薦に 先ち て、 豫め 眞言 學 匠の 
意見を 徵 する 愼 重の 態度に 出で しめば 帝國 至高 學院が 鼎の 
輕重を 問は る、 今日の 苦境に 陷らざ りしな らん。 何れに 於 
て も 吾 國學界 の摯實 を缺き 重厚を 失し、 情 實の爲 に 一時を 
糊塗し、事に臨みて徒らに周章狼狽するの傾あるを示した 
るは 爭ふ ぶきに あらす、 記者は 今囘の 事に 見て、 吾 國に於 
ける 學藝 精神、 科學 態度の 歐 米に 比し 尙 甚く 遜色 あるを 惜 
i 6 すん は あらす。 

露骨に 言へ ば 今の 吾 帝國學 士院に 於け る佛敎 學の權 威は 
法 理工 醫に 比して 著しく 均等を 缺け り。 他の 諸 科に 於け る 
碩學は 各其專 門に 於て 兎に角 一方の 代表者と して 其 力量を 
認め 得べ し、 然るに 佛敎學 特に 密敎に ありて は 薄弱 殆ど 言 
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ふに 足らす、 此言 ふに 足らざる 智識を 以て、 大村 氏の 著作 
を 評定 せんとす。 其 大膽と 滑稽とは 寧 問は すして 可也。 若 
し大村 氏が 學界に 於け る 公刊 事業 其 他 前人 開拓の 功業 ぁる 
が 爲に其 代表の 一面と して 假に發 達史を 取りて 旌 表の 標幟 
となす と 解 釋せば 或は 通 ぜん。 而も 若し、 嚴密な る審赉 公 
正なる 批評に 依りて、 發達 史の價 値が、 學士院 に 依りて 定 
まれり とせば、 天下の 衆 盲を 欺くべく して、 嚴 明の 學 人は 
瞞し 得べ からす、 權田師 等の 如き 明甶な る 情 儀を 知悉して 
尙 學士院 を責 むる が 如きは 蓋し 兒戲に 類せ す や。 權 H-1 師等 
學界の 巨頭は 今や 起 然として 彼等 官僚 學閥を 指導し 敎 化す 
るを 大任と すべし。 豈其 ー擧ー 措に 於て 然く 之を 重大視し、 
紛 々として 其 門に 趨 らん や。 

故に 若し 今囘の 事件を 導 火と して、 帝 國の情 實學 壇を 改 
善し、 今の 學土院 の 如き 老朽 無能の 朽 廢機關 を更 革す るの 
端を 得 ば 甚 た 善く、 之に 依りて 公正を 缺き 、情 實に纏 せら 
る、 吾國の 學界に 多少の 警策 を與 へ、 世人を して 官僚 學閥 
崇拝の 迷信を 斷 除し 得る の 機會を 與へば 大いに 可なる べし。 
實際を 言へ ば 今の 學士院 の 如き 學 者の 隱 居所は、 唯 之を 老 
朽 者の 優遇 機關に 止め、 新に 時代に 應中る 官民 合同の 學術 
審亮 機關を 設立す るを 可とす、 佛敎學 術の 如き 刻下 特に 此 


◊黃金 散盡敎 歌舞 

唐人 詩 あり、 『黄金 散盡敎 歌舞。 留與 他人 樂 少年』 と。 豪 
華の 人、 其 財に 驕 り、 樂に耽 りて 老境の 漸く 深き を 識らず 。 
金屋 幾多の 阿嬌を 養 ひて 嫩紅 蕾艷其 美を 競は しめ、 之を 敎 
ゆるに 時 樣の曲 新調の 歌を 以てし、 以て 終生の 歡を銪 にせ 
んと欲す。而も年壽早く盡き財寶散じず卩 ^ れて 北 ノ敎 
養し 得た る、 幾多の 美姬 麗人 悉く 他人の ものと なり、 苦心 
修鍊 せしめた る 淸歌妙 舞は、 徒らに 他の 張 三 李 四の 酒興を 
助く るの 具と なり 了る。 詩人の 痛嘆、 亦 故な からん や。 而 
も此 痛嘆は 實は 幾多の 寓意を 藏 しての 痛嘆 也。 而し てこの 
寓意が 偶 ま 吾が 敎界 のために 哀 むべき 豫言 となりた るを 憾 
む。 

比 年 敎界は 人材の 必要に 見て、 其 資を盡 し 財を 傾けて、 
英俊の 養成に 力めたり。 其 苦心覚 豪華 老人が 紅 嫩嫋艷 を敎 
養す るが 若き 無益の 閑 事な らん や。 其 支出す る 資財 も亦頗 
困難を 窮めたり。 敎界 は斯の 如くして、 帝國の 最高 學府に 
絕へず 五十人 百 人の 學 生を 送りつつ ありき。 今の 帝 大の文 
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學部が 尙 文科 大 學と稱 せし 頃、 ー敎授 は其學 生に 敎界 出身 
の 人 多き を 見て、 戲に是 文科 大學 にあらず して 坊家 大學な 
りと 云 ひき。 然も 此坊家 大學の 出身者 文 學士諸 俊才が 今果 
して 幾許 敎界の ために 努力しつつ あり や。 敎界 のために 何 
事を 貢獻 しつつ あり や。 否、 此等の 俊才は 敎界 のために 何 
事 かを 考 へつつ あり や。 彼等の 多くは 官吏 敎員 として 立つ 
にあらず んば 、走りて 銀行 會 社の 門を 望まん とす。 敎界は 
兹に 於て か 夫の 養成した る 俊才を して 徒らに 他の 用に 供し 
他の 爲に 捧げ、 而 して 其 敎勢は 益 萎 菲し其 文 材は愈 拂底を 
吿げ つつ あり。 實狀を 云へ ば 敎界は 此 等學士 連中 自己の 爲 
に 甚だ 怜悧に 敎界の ためには 背信 忘恩と も 罵られ 得べき。 
小 智識 階級の 輕薄者 流ょりは、 寧 平素 所有 ゆる 冷遇と 侮辱 
とを 敢 てしつつ ある 所謂 # 僧 逮夜 坊主 讃衆權 律 諸君の 忠實 
にして 熱心なる 貢獻に 感謝せ ざるべからざる 實顚 街 狀態に 
あり。 稍 奇異の 事例 乍ら、 露 國の末 露が 士官 學校 出身の 高 
級 軍人に 利己 偸安、 賣國 忘恩の 徒 多く、 下級 兵卒に 護國の 
勞役を 一任した ると、 或は 萎靡 頹 廢の狀 態を 一にせ ず や。 
敎界の 現況 此に 至りて 轉た 慄然たり。 

普 門 示現 隨類 化導は 大乘の 通則 也。 腰辨 たると 赉頭 たる 
と 村夫子た ると 苟 くも 道を 傅へ 得 ば、 何者に て も、 何の 不 
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隔とを融 # すべき平和の天使ならん。故に吾國の上下も深 
く 之に 留意して 至誠を 披き て、 相隱 すなく 吾 國の特 秀長處 
を 示し、 歷史に 習慣に 風敎に 充分に 我國の 實狀を 明に し、 
以て 衷心の 理解を 得る に 力む るを 要す。 夫の 在米 若く は 在 
布の 陋劣 無學な る 一部 邦人 基督 敎徒が 、米 人に 阿諛して 歡 
心を得るに汲々たるの極、漫に自ら日本を野蠻國視し軍國 
主義 視し惡 制國視 して、 誚佞 欺瞞、 唯 糊口の 爲に せんとす 
るが 如き 醜狀は 東京に 於て は 勿論 之な かるべき も、 動 もす 
れば 徒らに 敎勢を 張る、 汲々 として、 平生の 敎績を 誇張せ 
ん •か 為に、 漫に 他敎を 罵りて、 囘敎的 偏狭の 不寛容に 陷 り、 
固有の 特 秀美點 を隱 覆す るが 如き 輕 薄の 態度は 一部 基督 敎 
徒 及 外國心 醉 論者に 反省を 乞は ざるを 得す。 

吾人は 勿論 此大會 が 國 交の 親善と 文化の 進歩との 外に 無 
益 偏狹な るジ H スイ ツト式 基督教の 宣傳な るを 疑 ふを 好ま 
す、 二十世紀の 今日、 排他 征服の 囘 敎式傳 道は 如何なる 形 
式に 於ても 舊式の 迷信の み、 他の 德敎 文化 歷史を 理解す る 
能は すして 漫に 、之を 異端視し 蠻國視 する 猶太 式の 無學偏 
狭の 運動は、 如何なる 場合に 於ても 專制 宗教の 死滅せ る 遺 
物に 過ぎす、 寬宏 自由を 主 _とし人道正義に立脚する米人 
にして 此の 如く 反 時代 反 デモ クラシ ー の 宗敎武 » 主 萎の 示 
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威 運動を 行 ひ、 思想の 攪亂 衆愚 眩惑の 大 興行 式大興 行を 試 
みんとする'か如きは吾等の信する能はざる所なり。蓋し此 
の 如きは 日本の 今日 不急に して 又 不用に、， 且 其效果 も頗不 
良なる や、 論を 待たざる 所な ればな り。 

吾國の 識者は 深く 之に 留意し、 誠意の 歡迎 熱情の 優遇と 
共に 正直の 吿 白と 中心の 主張に 吝な るな からん ことを 欲す、 
米人は直情徑行也、天眞爛漫なり、相 5: 眞正の理解は阿諛 
諂 佞、 御馳走より 生ぜす して 寧ろ 討議 熱 論 男子の 意氣 より 
發す 、日曜 大會に 聽 くべき は 謹で 聽き 、學 ぶべき は 大に之 
を 學べ 、而も 說くべ きは 十分に 說 き、 言 ふべき は 必らす 之 
を言ふを憚る勿れ、日本人として愚劣なる排日論のために、 
公明なる、 人種 平等 論の ために、 戒む べき、 軍國的 キヤ ビ 
タリ ズ ムの爲 に、 他事ながら、 頻々 たる 黑人 虐待の 非宗敎 
的慘 事の ために 豈大會 臨席の 仁人 義士に 訴 ふる 所な からん 
や、 敬して 遠くる 東洋 流の 虛禮僞 善を 廢 して、 愛して 近く 
の 現代 主義の 理解 交際に 就け、 善に も惡に も 唯 r ィ h ス」 あ 
る 吾 國の瞹 味なる 會 話に 時には 力 ある r ノ ー」 を 揷ま しめよ、 
かくして 眞 正の 理解 生ぜん のみ.、 要は 邦人が 主張 ある 態度 
を 以て 此 日米 親善の 好機を 逸するな きを 望む のみ。 

(大正 九、 八〕 


せんとす る 排日 及 赤化 運動の 嫌疑 ある 不逞の 外人、 出沒往 
來す るの 流言 あり、 累を 大會に 及ぼす 僅少なら ず、 一般の 
信 )1] と敬重とは爲にその摯實熱誠に副はざるの憾少からざ 
りき。 大會が 日本に 於け る 精神 界に 震盪を 與 へて、 基督 敎 
宣傳の 一大 時期た るを 以て 期した る 一部の 豫 想と 希望とは 
玆に 於て か 犬に 齟齬を 來 したる の觀 なきに あらず。 加 之、 
一派の 內茴 的嚴肅 主義を 抱 持す る 內村氏 松 村 氏 等の 淸敎的 
新教徒 連は 大會 のべ ー ジ H ント其 他の 俗化 運動に 慊焉た ら 
ず。 之に 反對 する の 氣焰を 揚げ、 兒童敎 化に 於て は、 其 功 
績新敎 に 比して 寧ろ 堅實牢 强と稱 せらる X、 加 特カ敎 徒は 
全然 之を 對 岸の 火災 視 して 相 關與 せず、 今更 乍ら 其 範圍益 
狹小 となりた るの 觀あ り。 事實を 言へ ば 大會は 日本に 來り 
て大 に敎 ゆる 所 あらんと し、 大に 威を 示す 所 あらんと せし 
に對 して、 寧ろ 反對の 結果と なれり。 日本の 社會 民衆は 大 
會を 待つ に禮を 以てする を 知り、 人種 宗敎 に對 する 寬容の 
度置を示したる外、大會ょり學ぶ所のもの、甚少かりしを 
惜 む。 而 して 大會は 非常の 災後 非常の 會議 を繼續 して 吾國 
氏に 對 して 必らず 幾多の 學ぶ べき 所 ありし を 信ず。 少 くと 
も 大會は 日本 國民が 事實に 於て 人道 正義 文化の 爲には 人類 
宗敎の 差別な き 所以を 確實に 了解され るを 信ぜん と 欲する 

萬！！ 日 校 大會揚 の燒 失佛徙 の 大乘的 態度 


也。 

大會が 會館燒 失の 慘禍 後、 兎も角、 遺憾な く會議 を繼續 
し、 神聖なる 餘興の 如き 寧ろ 恰好の 舞臺を 得た るは、 固ょ 
り內外 幹部 諸君の 努力に 依らん。 而も 此 救急 處變の 活 手段 
は實は 、儒敎 を 奉じ 准怫敎 徒と して 其 興隆に 力を 致しつ ゝ 
ある 漉 澤子阪 谷 男 諸氏 及び 其 率 ゆる 後援 會 富豪 團體の 力に 
あらず や。 跪 澤 子等は 准 文化の 開展と 人道の 進 步の爲 に、 
國際 親善の 前途に、 殆ど 寢 食を 廢 して 大會の 急を 救 ひたり 
今囘の 大會に 最大の 功勞者 ありと せ ば、 其救濟 著の 一人は 
確に 此儒敎 を 奉ずる 異教徒の パトロンな りし ことは 頗る 痛 
快に あらず や。 眞正明 眼の 基督 敎徒 あら ば、 必らず や韓昌 
黎を學 びて、 儒 名に して 基 行なる 漉 澤 子等を 讃 し、 而 して 
偏狭 固 ® 、 無學 譫妄、 米國に 布哇 支那に 吾が 領土に 徒らに 
吾文化を罵り、妄語讒誣、國交を害し、平和を攪亂しつゝ 
ある 其 同信の 宣敎師 等を 貶して 基 名に して 魔 行なる を 偏へ 
に 慚愧せ ん 乎。 

怫 敎少苹 聯合 團を 中心とせる 來京怫 敎 徒の 大會に 對 する 
行動は 亦 大會參 列 者の 驚異した る 所な らん、 H 曜學 校は 基 
督敎 の獨占 と 信じた る 外来の 珍客が、 其數に 於ても 規律に 
於ても 訓練に 於ても 態度に 於ても、 貧に 某. 敎の 日曜 學 校を 

ニ 九 三 


警世 時^^  ロ 

可 あらん。 大臣たり、 代議士たり、 大公 使た るに 至りて 多 
々益辨 ぜん。 柳 原 仕 人れ の 安洋 服 も 時には 紫緋已 上の 教化 
力を 有する 場合 あれば なり、 基督 敎徒 が滿鐵 に、 鐵道 省に 
內務遞 信に 民間の 諸會 社に 其 地位を 利用し 便宜を 活 使して 
其 傳 道の 爲め に盡 し、 其敎 勢の 擴張に 於て 機會 捕捉の 努力 
至らざる なきを 見ょ。 而 して 文教 方面に 比較的 有利の 地位 
を 占む る 多き ボン 科 大學の 出身 諸君の 現狀 如何。 其 熱に 於 
て 信仰に 於て 基督教 官吏 會 社員に 遜色 あるは 實 際の 示す 所、 
彼等は 單に 宣傳 力なき のみならず、 又 其 ボン 科大學 出身を 
隱慝 し、 故に 宗敎 無關 係を 飾り、 甚 しきに 至りて は、 熱烈 
敎界 の爲に 盡カ する ものに 對 して、 私 かに 冷笑 私語を 挿む 
もの あり。 後先 坊主の 中 奴は 浮世の 喜劇、 豚 犬の 如き 妻兒 
の爲に 老後の 安全を 計りて、 渡世の 怜悧 振りを 寺院 買收に 
發揮 し、 三寶 物に 老朽 無益の 殘骸を 托せん とする 心がけょ 
き 御 方は、 實に此 等 髭と 安洋 服に 坊主を 隱 すに 汲々 たる 俊 
才 先生 諸君 也。 敎界 は玆に 於て 「黄金 散じ盡 くして 歌舞を 
敎へ 、他人に 留與 して 少年を 樂 しまし むる」 のみならず、 

叉 北 ハ 辛くも 敎 養し 得た る驕婦 銲 女より して 勝手 氣 儘の 自墮 
落を 振舞は れつつ ある 也。 佛門は 今や 彼等が 爲め 寧ろ 敎勢 
の衰 損を 招きつつ ある 也。 


ニ大ニ 

而も 彼等を して 玆に 至らし めしは、 一に 敎界 先輩 及當局 
者の 罪の み、 彼等の 敎養は 鶴 主義 也。 無 方針 無經濟 の產み 
放し 主義 也。 彼等は 學 費の 給與を 知りて、 俸給の 支出を 知 
らず 、飼育を 知りて 活用 利 導を 知らず、 人材を 優遇して 之を 
留む るの 道 全く 缺如せ り。 況ん や黨弊 情實の 纏綿、 柱々 人 
材を 忌憚 逆 待す る あるを や、 更に 況んや 各宗 各派、 高明寬 
宏の 人格者の 靑年 指導の 中心と なる ものを 缺くに 於て を や。 
復況ん や 各派 當局槪 ね敎 育の 頭腦 なく 宏遠の 思慮を 荷せ ず、 
各方 面の 連絡 統一 指導の 方法 全く 之な きを や、 忘恩 背信の 
徒を 出す は 其 出す ものの 罪の み、 小 智識 階級の 根性 さも 甚 
しきは 之を して さもしから しむる ものの 大に さもしき あれ 
ば 也。 戒む べき 哉。 (大正 九、 十} 

◊萬 國 B 校大會 場の 燒失 。佛 
徒の 大乘的 態度 

萬國 日曜 學校 大會は 開 會に乘 一 むとして、 不幸に も 假設會 
館を 烏 有に 歸せ しめ、 著しく 氣 勢の 沮喪を 見、 其 出席者 も 
最初の聲明に反して少數に過ぎず、次ぎて開會中之を利ル 


代に 於け る斯の 如き 奇怪の 事件は、 要するに 國民 、特に 所 
謂 上 中流 族の 宗 敎に關 する、 無 智識、 無理解、 無 修養を 證 
する に 過ぎず、 維新 已來の 政治 及敎 育が 宗教に 對 する、 物 
質 論 的 無批判の 態度と、 開 國 進取の 宏謨に 於け る 一部 頑迷 
固陋の 倚 古 的 保守主義を ば、 偶 戰後思 想の 動搖に 乘 じて、 
人心を 混濁 疾病に 陷れ 、妖敎 の 傳染に 有利の 病菌 培養 田を 
提供したり。 謂 ふに 常識を 以てして は 噴飯に も價 せざる、 
葦原 將軍式 誇大妄想狂、 兒戲に 等しき 狂 愚の 豫言 迷信に 魅 
せられて、 其 前に 跪拜 して、 恥を 知らざる、 幾多の 高級 軍 
人實業 家學士 連が 此大一 止の 今日 現に 存在し、 妖敎糾 彈の後 
と雖 、尙 且愧ぢ て 過を 改た むる さへ 知らざる 痴呆 狂に 陷れ 
る もの 累々 たるを 見て、 帝國 現代の 文化は 何を 五大 强國の 
一として 誇り 得る やを 知る に 苦む 也。 而 して 是實に 政治家 
敎育 家が 宗敎 に對 して 有した る旣往 半世紀の 傳統的 過失の 
結果の み。 官民 上下は 此不祥 事件に 錯愕 する 前に、 先づ自 
ら北 ハ旣往 宗敎に 對する方 ^ 、否無ヵ針の責罰の ¥ 1 面なり 
しこと を慚 謝せざる を 得ざる べし。 

而も 政府 及 教育者は 此戰慄 すべき 事件の 突發に 際し、 反 
省慚愧 、犬に 對宗敎 の舊式 態度を 改め、 民心の 指導を 圖る 
べきに 關らず 、彼の 小學の 歷史讀 本に 於け る傳 敎犬師 抹殺 

大本 妖敎隱 匪の 暴露 


の 如き 愚 擧を敢 てして 顧みず、 其 失態が 識者の 厚意 忠吿と 
なり、 言論の 上に 完膚 なく 批議 せられ、 終に 議會の 問題と 
爲 りしに も 關らず 、今尙 之に 對 して 何等の 反省す る 所な き 
は 何事 ぞ 。僧侶 參政權 の 問題の 如き も、 亦 此際宜 く 公明の 
態度を 以て 政 敎相扶 の 眞義を 發揮 すべき 時に あらざる 乎。 
而も 議會 一た び 終りて 後杳 として 聲な きは 何ぞ 。帝國 文化 
の恩聖 として、 史上 唯一の 大聖、 上宮 法王の 奉賛第 業の 如 
きも、 幸に 萬 衆の 渴 仰と 遺德の 廣大に 依り、 盛 德益顯 はれ、 
餘光は 彌赫々 として、 從 來偏黨 固陋の 邪說 、不逞 愚 瞬の 無 
識を 以て 蔽 へる 朦雲 殆ど 一掃 せらる るの 觀 あり。 千載の 下、 
更に 慧 日の 犬なる を 仰ぐ に 至れり と雖 、政治 敎育に 關與す 
るものは、特に意を如へて太子春賛の擧に全カを集中すべ 
きに あらざる 平。 然るに 存外に 冷々 淡々 たるは 何事 ぞ 。凡 
そ 現代に 於て 國民 思想を 涵養し、 祖阈 精神 及 文化の 發扼を 
期す る 太子 春賛 ょり 善き はなし、 ^ るに 世の 政治 敎 育の 職 
にある もの、 巨頭 連に して、 馬耳设 風 奉賛の 誠意を 表せ ざ 
る 亦 之な きに あらざる は 何故 ぞ。 甚 しきは 或は 舊來 太子に 
對 する陋 見を 捨 つる 能は ずして、 新 硏究の 成 ^: に理糊 なき 
ものを 兌る、 是傳統 的 敎育及 政治の 罪と 雖 、其 無 反省 恥 づ 
べしと せず や。 凡そ 斯の 如きは 今 N 妖敎の 糾彈に 際して 截 

ニ九五 


警仳 時^^!！ 

凌駕した る 此の 大會が 突然 ニ 萬の 大群を 現して 遠来の 勞を 
謝した る處 、其 驚愕 如何 ぞ や。 而 して 此 等の 兒童が 寬容自 
rl! の敎 練の 下に 外賓を 遇する 親切を 盡し 至情を 致せる を 見 
たると き、 其 快感 叉 如何 ぞや 。之を 證せん とせば 十 數の代 
表 者が 衷心の 歡喜 と愉！ g とを 以て 公正 寬洪の 祝辭を 發した 
るに 徵せ ょ。 怫敎 少年 大會は 確に 日本 佛敎が 鎖 國的 保守的 
軍阈 的な りて ふ、 米 國布哇 に 於け る無學 無稽の 讒誣 中傷を 
一掃し 得た るを 德とせ ずん ば あらず。 其 國際 的意蠢 豈 僅少 
なりとせんや。而して大會と前後し聯合會の公正寬洪何等 
の 私 fill 私心を 藏せず 、唯國 際の 平和と 人道の 徹底に 力め、 

吾 國の敎 化と 文物と を 理解せ しむる に 力めた る、 其 謙讓溫 
雅寬容 包含の 大乘 精神と 紳士 態度とは、 將來 良好なる 結實 
を 隱 々の 裡 世界平和の 上に 見得る や 必せ り矣 。宜 なり、 世 
の 有識者 及薆國 家 奮 ふて 聯合 團の爲 に 斡旋す るを 辭せ ざり 
し 也。 夫の 紛々 たる 狹小俗 惡の巷 論の 如き、 固ょり ー噱に 
價せ， 。 

少年 聯合 大會 は怫敎 文化に 於け る 全 龍の 一片 鱗に 過ぎず、 
而も 此 小事 以て 專門敎 家に 教化の 一 班を 示す に 足らん。 之 
と共に 夫の 佛敎 々化 及 文化 事業の 槪 說小册 子の 刊行は、 よ 
く此實 動の 根柢 ある 所以を 明かに し、 吾國敎 化の 現狀に 於 


ニ 九 四 

て 必らず や大に 外客を 啓發 したる 所 あるを 疑は ず。 日本を 
野 蠻視し 其無宗 敎無敎 化を 罵りて 傳道費 否 寧 生活費の 爲に 
虛 構した る 無 學荒廚 の 讒誣は 少く とも 大會參 列 者に 限り、 
釋然 迷夢を I 掃した るべき を 信ず。 是國交 上 補 ふ 所 僅 小な 
りと せんや。 

遮莫 、大會 の 終局は、 要するに 寬容自 FH の 勝利を 示す 形 
式 名目の 舊宗敎 を 去りて、 精神 內 客の 改造 宗敎に 至る 一歩 
として 其意_ あるを 認めん。 外敎 徒は 之に 依りて 向 外的の 
反省に 人れ、 怫敎 徒は 之に 激勵 して 內紛家 醜を 一掃すべき 
向 ^ 的の 一大 反省に 至ら ば 其效银 方め て完 からん" 

(大正 九、 十) 

◊大本 妖敎隱 II の 暴露 

(其の 責何處 に 在り や) 

希臘 神話に 見 ゆる、 妖魔 パンドラの 秘罐 一た び 開けて、 
百 魅千怪 、粉々 として 四方 群 飛したり しが 如く、 夫の 妖敎 
大本の 隱匪 俄然 天下に 暴露せ らるゝ や、 官民 上下、 愕然と 
して 色を 失し、 it- ハ 罪惡滔 天の 重且大 なる に 戰懐 したり。 昭 


思 ふとき は、 其聲 微と雖 、其 態 小と 雖 、敎界 の 前途に 洋々 
の 春 あるを 喜ばざる を 得ず。 

アレ キ サンド リヤの 昔は 問は ず。 近世 學 藝の隆 興に 見て 
も、 パリ、 國立 文庫の 三百 萬卷は ー時怫 國 をして 學界 の覇 
王た るら しめ、 沿 林、 ミュンヘン、 ライプチヒ、 ストラス 
ブル グ 等の 大學が 、獨逸 新興の 勢を 驅 りて 二百 萬 百 萬の 圖 
書を 整備し、 最新 科 學の敎 ゆる 所に 依りて、 最便最 利の 圖書 
館を 起せし 已來 * 獨 逸の 學界に 於け る權 威は 戰前 彼が 如く 
旭日 ^ 天の 勢を呈 せり。 且く 之を 東洋 學 、特に 佛敎學 に 就 
きて 見ん も、 英怫 米獨に 於け る、 圖書 蒐集の 整 美は、 一見 
實に 驚くべき もの あり。 帝國に 於て は 僅に 二三 藏を數 ふる、 
西藏 一切 經の 如き も 伯林は 三部の 異版を 備 へ、 其 中 全部の 
寫經を も藏せ り。 此ー 以て 他を 例すべし e 吾國は 佛敎學 に 
於ては之を日本文化の精華として範を列國に示すべきに關 
らず 。圖書 館 事業は 遲 々として 進まず 敎界に 於て 稍 見る ベ 
きは、 獨り 西本願寺の 圖書館 あるの み。 而も 其藏 書に 於て 
は 台密 兩宗 、禪の 五山、 必らず しも 貧き を 訴へず 。唯 之が 
整理 保# 閱覽の 方法に 甚 しく 缺 くる 所 あるの み。 

宗敎大 學の藏 書は 必らず しも 多から ず。 但し 故黑 阳勸學 
寄贈の圖書三千卷と共に島田蕃根翁の遺書珍籍ニ百餘部を 

宗敎大 學_書 館の 起工 


中心として、 近時 購入せ る西藏 一切 經前 集全帙 及び 此十年 
已來銳 意 蒐集した る 購入 寄贈 保管の 宗學餘 乘に關 する 圖 書、 
其 他 新刊 叢書 類 及び 書庫 新設の 後 供託を 得べき、 緣山會 下 
其の 他の 珍籍 奇書を 合算せば 優に 十三 萬册に 上るべし。 若 
し 之を 整理し 保管 宜 きを 得て、 閱覺の 便、 捷利 なる に 至ら 
ば、 單に宗 犬に 至大の 利器を 供給す るの みならず、 帝都に 
於け る 異彩 特色 ある 圖書 館と して、 彼の ギメ ー 博物館が、 
小型 乍ら、 怫國宗 敎學の 名物なる が 如く、 犬に 中央の 學人 
を 稗 益す る や 疑な し。 現に 比 年宗敎 大學に 於て 催さる ゝ記 
念 日の 古圖 書、 古文書の 展覽は 中央 學界 の稱嘆を集め、學 
界の 一名 物と して 學者 及び 有識 階級の 同學に 期待す る 所 多 
きは目覩の事實にあらずや。宗敎大學にしてーたび歸書 # 
の 建設を 見ん 乎。 學界を 利し 一般 文化に 稗 補す る 所 決して 
僅少なら じ。 豈獨 り、 沈滯 せる 宗大の 元氣を 復活し、 敎學 
及社會 事業に 深牢な る 根柢を 置く に 止まらん や。 

.各宗 は 今や 競 ふて 所謂 昇格 運動に 熱中し、 之に 依りて 各 
宗 勢の 皇張に 資する あらんと する。 是必ら ずし も 不可なる 
にあらず 而も 宗大が 此各宗 競 進の 中に 立ちて、 獨り先 北 ハ 根 
底を 固め、 犬に 圖書 館の 整理と 其 利用と に 努力した るは、 
故黑田 勸學が 宗門 敎學の 淵源と して 中央 學界に 宗門 高等 學 
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然として 其 態度と 方針と を改變 し、 政 敎相扶 の 理に 立ち、 
敎育 宗敎相 倚る の 正道に 復 し、 所謂 大乘主 g の 王道、 大乘 
主_ の敎 化に 覺酲 すべきに あらざる か。 政治 敎育 の衝 にあ 
る もの、 若 今にして 反省す るに あら ざれば 更に 第二の 大本 
来り、 第三 第 四の 妖人妖 巫績々 として 輩出すべき のみ。 

政治家 無識 なる も、 教育家 無能なる も、 宗敎の 職に ある 
もの、 若し 力量： 精魄 あら ば 何ぞ千 百の 妖敎 の續 出を 杞憂せ 
んや 但し 今の 宗教家なる ものは、 北 ハ實 大本の 狂人 妖巫 ょり 
も世道人心を毒する大なるものあり、其醜劣無恥の匪行、 

M 敎を敎 ふるの 大また 大本と 大差な き少 からす、 特に 其 
私利 私 福に 汲々 として、 自己の 贅肉 ありて 敎門 あるを 知ら 
ず、 大本の 宣傳に 力む る 火の 如く 烈々 たるに 比して 恥づべ 
きもの 比々 殆ど 是な るを や。 妖敎 をして 公行せ しめし 罪の 
重きは 實は 敎界の 不振に 歸 すべし。 思 ふて 玆に 至る、 外 政 
治 家 教育家の 反省と 共に、 敎家此 際の 反省は 十倍 百倍を 加 
へざる ベから ず-天台宗の 遠 忌は 盛大に 終り、 日蓮 宗の記 
念 敎化亦 相應の 影響を 與 へたる 若し、 本宗 の開宗 記念 も 今 
や此 等と 踵を 接して 敎 化の 新開 拓に從 はんとす。 而 して 此 
際 妖敎隱 匪の 暴露 あり。 識らず 、此 等の 敎 派は 何の 記念 事 
業を 以て 此パン ドラ 罐 外の 百 魅 千 魔を 降伏 攝化せ ん とする。 


ニ 九 六 

(大正 十、 五) 

◊宗敎 大學圖 書 館の 起工 

洪 居士の 菜根譚 中、 愛誦に 價 する 文字 極めて 多し。 其 一 
に 日く、 

萬籟 寂寥の 中に、 忽ち 一 鳥の 聲を 弄する を 聞けば、 便 
ち 許 多の 幽趣を 喚び 起す。 萬 卉摧剝 の 後に、 忽に 一枝の 
秀を擢 つるを 見れば、 便ち 無限の 生 機を 觸 動す。 

と。 近時 敎界の 事、 宗門の 狀 、停 滯枯 稿、 萬籟 寂寥の 感 
あり。 其敎學 振は ず、 事業 萎縮して 荒凉慘 落を 極む る、 亦 萬 
卉 の摧剝 、紅 紫を 閉 し、 芳翠を 封 じて、 枯林蕭 條の狀 を 呈 
すると 同じ。 此 時に 當 りて、 吾が 宗敎大 學の圖 書 館 起工式 
あり。 是宗門 文化を 報ずる 一 鳥の 聲に あらず とする か。 是 
敎學の 生 機を 觸 動すべき、 亭々 たる 一枝の 春を 報ずる にあ 
らず とする か。 十二 三 萬の 建設費は 寧ろ愧 づ べき 貧 小の 額 
のみ。 巢 鴨の 僻陬、 蕞爾の 天地、 一 小文庳 の 新設は、 亦 其 
整 美と 壯大 とを 誇る を 得ざる べし。 而も 此建設 の 根柢に 存 
する 磅礴 たる 意氣 と、 宗門 敎學 に寄與 すべき 深 {半の 意_を 


_治 時代に 入るべき 敎 家の 努力は 實に 此處に 存 する。 實際 
の 所、 同化 問題 も 親和 問題 も社會 事業の 宗敎的 精神に 依ら 
ざれば 寸步も 致す ことの 出來ぬ ことは 現勢 爭ふ ベから ざる 
所 だ。 長 谷川 君は 研究家で あるが、 然し 飜譯と 字書の 冷血 
の學 者では ない。 血の ある 憂國愛 民の 志士で ある。 同 君は 
經營家 だ、 然し 商賣 主義 や 賣 名流の 所謂 社會 事業 屋 とは 全 
く 選を 異にして 居る。 同 君と して その 佛敎界 最初の セット 
ル メンッ 、ゥオ ー クが稍 完成した 後、 眼を 滿鮮に 向けた の 
は 決して 偶然で ない。 剋實 すると 社會 事業の 眞の宗 敎的意 
義 、人道的の 眞諦 は、 內 地ょりも 滿鮮に 於て、 寧ろ 遙にょ 
く 徹底 もし、 又開展 もす る。 內地の 斯業が 第一義の 目的 そ 
の ものを 逸して 第二義の 敎會的 政治的の 方便に 墮在 する 傾 
が あるに 比して、 滿鮮は 目的を 目的 そのもの として 遂行し 
得る 快味が 存 する。 

長 谷川 君の 行は 恐く 夫の 開宗 記念 事業 中で 最も 雄大で 意 
萎 ある もの、 一つを 一宗に 否國 家と 世界と に 貢獻す るで あ 
らぅ。 宗祖が 跡を ー廟に 止めざる 雄大 宏遠の 遺訓に 對 し、 
今までの プログラムは ともす ると 餘りに 形式的 非 現代的 因 
襲 的の 區々 屑々 たる ものである。 闓宗は 長 谷川 君の 壯圖に 
見て 今少し 心 膽を張 開し、 眼睛を 潤 開す るが よから う。 

冬 民 長 谷川 君の滿 鮮 視察、 中央 佛敎會 館 成る 


(大正 十、 五〕 

◊中央 佛敎會 館 成る 

神 田に 於け る 中央 怫敎會 館は、 七裘 褐を閱 して 漸くに し 
て 成れり。 是れ佛 敎各宗 聯合の 運動と して、 成果を 天下に 
示した る もの、 僧俗 一致の 事業と しても 優に 大正の 怫敎史 
に 意義 あらしむべき 會館 たるを 失は ず。 將來 協同 事業の 發 
展に 於て 此新會 館の 貢獻 する 所 頗る 大な るべき は、 今ょり 
豫 期す るに 難から じ。  . 

從來佛 敎各定 協同の 事業は 常に 失敗に 陷り 易き 惡歷史 を 
有す。 この 前科 あるが 爲か 識者 有力 家 等は 協同 事業と 聞か 
ば、 每時 早く 嘲笑して 殆ど 顧みざる 實狀 にあり き。 而も 時 
代は 着々 として 連合 協同の 切要を 促して 止まず。 一面には 
夫の 敎 科大學 聯合 論が、 其議の 正大 公明を 以てして 雲散 霧 
消した るが 如き、 對壘 角逐の 割據 主義を 示せし と雖 、他面 
各宗 憂憤を 藏 する もの ゝ中 には、 社會 事業 及 兒女敎 化の 方 
面に 着實 なる、 各宗 聯合の 實 動を 起し、 怫敎 聯合 會も 僧參 
問題、 宗敎法 確立、 其 他に 就き 政府に 對 する 聯盟 抗爭 の必 
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府を 開設せ し 已來の 堅牢 不抜の 方針を 襲用した るに 過ぎず。 
學府の 生命は 一に 圖書 館に あり。 圖書館 は 實 に學府 の心臟 
なり。 此の 巢鴨の 新 『報恩 藏』 に 於て 宗學の 精華と 敎 化の 
淵源を 見べ し。 此新 『報恩 藏』 が、 宗大に 於け る 世界的に 
貢獻 ある、 荻 原 矢 吹 望月 椎尾 等の 諸學匠 及び 新進 學 者の 努 
力に 依りて、 大英博物館、 パリ 國立圖 書 館 ハ ー バ ー ト 文庫 
と f 界 的に 學術 的の 交際を 開始す るに 至ら ば、 宗大の 昇格 
と否とは必らずしも問ふ所にあらずして其權威は早く佌界 
に 認識 せらる \ に 至らん。 豈區 々日本の 小 學界に 昇格の 如 
き 官僚 的 名義を 呶 々する に 足らん や。 布 敎傳道 亦着實 堅牢 
の 根底に 立ちて 現代 敎 化の 適切なる 要求’ に 應ず るに 至らん。 

昔は キヨ I ニグ スペル ヒの I 小 大學は カント あるを 以て 
其權威 世界を 壓し 。近時 僅に 人口 ニ 萬の H1 ナはー ヘッケ 
ル 敎授 あるを 以て 其大學 の聲名 列國を 震撼せ り。 鴨 臺圖書 
館の 小を 愛 ふる 勿れ。 要は 意氣 の充實 と摯實 精進の 猛進に 
あり。 此意氣 を 以て 硏 究に從 ひ、 敎 化の 源泉と なす。 紛々 
たる 俗論 愚 說 、眼前 咫尺の 爭 ありて、 百年の 長 計な き擔板 
漢 輩の 非 敎學非 文化の 肓動は 曉風ー 吹、 蚊 蛇 飛散す るが 如 
く消盡 せん。 宗大の 諸君 夫 犬に 振は ず や。 C 大正 十、 五) 


ニ 九 八 


◊冬 民 長 谷川 君の 滿鮮 視察 

.マ ハヤ ナ學 園の 長 谷川 冬 民 君は、 その 病弱の 身を 提げて、 
渾身の 元 氣 •滿 ii 視察 Q 途に 上つ た。 彼が 此行は 言 ふまで 
もな く、 十 年の 心血を 洒 いて 研究 もし 經驗 もして 居る、 社 
會 事業の 調 木 凡のためだ。椎尾君や伊藤 11| 定君が滿洲の沿線 
に敎 化を 布いた ことは あり、 朝鮮には 故增 上寺老 法主 や 中 
島 老師な ど 元老の 親 敎も行 はれ、 宗大學 生の 夏期 傳道 まで 
あることだから布敎の方面は敢て珍とするに足らぬが、せ 
會 事業では 先づ 彼が 行を 嘴 矢と する。 否、 宅內だ けで なく 
敎界で これが 最初で あるの みならず 、一般 斯業界 でもず っ 
と 古い 時代、 大阪の 小川 博士が 調赉 して 已來 、最近の 調 赉 
としては 長 谷川 君の 此 行を 推さねば なるまい。 斯 業界が 彼 
の 行を 重要視して 居る の も、 決して 偶然では ない。 

M 民の 同化と 日 支兩國 民の 親和、 之は 言 ふまで もな く 現 
經世 家の 最も 苦心し つ X ある 問題 だ。 而 して 宗敎家 として 
盡 くすべき 社會 事業の 要諦は 此 處に存 する。 社會 事業を 政 
治的に利5した專制時代から、その宗敎的本義を閬明する 


の 意_ あると 共に 其 成立 後の 効艰は 自ら 之を 推す るに 難 か 
らず 。怫敎 各宗は 之を 寺院の 前衛と して 利用し、 道場に 入 
る 前の 停車場と して 廣く檀 信を 攝 化する の 策に 出で、 新會 
館の 効用を 發せ しむる と共に、 之が 基礎の 確立と、 維持の 
方法に 就きて は、 終始、 援助 保護を 怠らず、 擅 信徒を 勸誘 
して 同 館の 爲に圖 るべ く、 其 第二 期 事業に 對 しても、 亦 同 
館の 目的を して 瞬時 も 迅速に 完成を 期せ しむべし。 新敎に 
舊敎に 救世軍に 基督教 各派の 大會 堂、 各所に 碁 布して 其敎 
田を 開墾し 特に 地方 遊 學の靑 年男 女の 學 生を 吸 收 して 着々 
として 蠶食を 逞 くしつ k あるの 際此怫 敎の 新會館 ある 何等 
の 偉カぞ や。 卽ち 中央 會館 は獨り 東京 敎界 のた めの みに あ 
らず して、 實は 地方 敎界 の爲に 偉大の 牙營 たり。 地方 敎界 
の 諸氏 希く ば 玆に 留意して、 此新會 誼に 對し 援護と 助力と 
を與 ふるに 杏なる 勿れ。 (大正 十、 十〕 

◊東西 雨 本願 寺と 大學の 昇格 

東 西本願寺の 大學は 終に 昇格に 決せり。 怫敎が 新 文化の 
貢 獻と新 思想の 指導と に 於て、 一段の 展開を なすべき 前途 

東西 兩木 願 寺と 大學の 昇格 


に見て敎界全體として颇之を慶すべし。而も兩派が其熏厚 
なる 學問尊 m の 美風を 今日に 紹隆 し敎 育の ためには 全 派 道 
俗の 協同、 一糸 も紊れ ざる 訓鍊が 與 りて 昇格の 結果を 見る 
に至れるに考へ及ぶ時慶意页に加ふ、敎界の現時、輕佻浮 
薄 動もすれば 學術 尊重の 根底を 忘れて 徒らに 事務の 末節瓚 
事に 汲々 たる 潮 勢の 中、 此 快事は 亦 自ら 一種 意を 强 ぅする 
もの 存す 。曹 洞の 如き、 眞言の 如き、 其 資力を 以てすれば、 
必らず しも 雨 派に 如かざる にあらず。 而も 大學 昇格の 熱望 
ありて 未だ 其 實 現を 見る 能は ざる ものは、 學問 尊重の 敦 風、 
協同 努力の 堅牢、 猶 遠く 兩 派に 及ばざる の 致す 所に あら ざ 
るな き 乎。 

兩派の 大學旣 に 昇格せ り 謂 ふに 敎界は 之に 刺激せられ て 
此ー兩 年 昇格 熱は 盛に 各宗に 昂騰す るに 至らむ。 而も 玆に 
特に 注意すべき は 昇格と 否と ょりも 各宗は 先其實 力の 有無 
に 就きて 着實に 思料す るを 要する 是也 。昇格の 美名に 眩惑 
し虛 榮を驅 追す るの 愚を 止めて、 育英 養材の 上に 實カ 中心 
主義を執持すべきは此際の急務也。但玆に實カ主_と呼ぶ 
は 資力の 充實 、經濟 運用の 適當其 一と 雖其 主と する 所は 眞 
に實カ ある 人材の 養成に 存 す。 今の 各宗の 昇格に 熱中す る 
もの 單に 資源の 如何に 苦心 慘儋を 極め、 人材 養成の 方策に 
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要 上、 次第に 舊來の 交際 遊 宴の 形式 會合 、若く は 陽に 相 合 
して 陰に 相 競 ふ陰險 なる 勢力 玩弄の 外茴 機關 たるの 域を 脫 
して、筆實なる協同意識と、 §> 外行動の堅實なる步説の整 
齊を 見る の 傾向 あるに 至れり。 中央 會 館は 蓋し 此 等の 眞摯 
着實の 機運を 代表すべき、 一の 結晶と して 見る を 得べ し。 
其 意義 豈淺 少なり とせん や。 

謂 ふに、 會 館の 事業は 僅かに 第一 期を 完成した るに 過ぎ 
ず。 各宗 協同 運動の 牙堡 として 提供 せらるべき、 各種 事務 
所の ビルデ ング 建設は 尙數 年の 後に あらん。 然も 此會 館の 
成立に 依りて、 夫の怫 敎 徒社會 事業 硏究會 若く は怫敎 少年 
聯合 會 等の 聯合 運動が 多大の 便宜を 得べき は 論な く、 其 行 
動恒に 間歇 的に して、 最初の 宣明 に對 し、 甚 しく 緩 弛の 狀 
にある 菜 京 怫敎護 國團も 此會館 成立と 共に、 復活 革新の 運 
に向ひ、當初の氣勢を挽 1& するに至るべし。衆京佛敎界に 
於け る 各種 聯合 運動が 此新會 館を 中軸と して 其 囘轉を 熾 盛 
にし、 思想 善導 社會敎 化に 一新 生面を 開く に 至るべき は 誰 
か 之を 疑 ひ 得ん や。 

碁 督敎に 比して 怫敎の 敎勢が 動もすれば 一籌を輸す るの 
憾 ありし は、 其 原因 一にして 足らずと 雖 、其 主要の 一は 僧 
俗 一致の 行動を 缺くに 依れり。 怫敎 のな す 所は 如何なる 事 
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業 にても、 僧 主俗從 にして、 寧ろ 檀信 徒は 事業 敎 化の 樞機 
に 就き 何等 關與 する 所な きを 常と す。 之を 基督 敎徒が 全敎 
會 同一の 歩調を 以て、 宣傳と 活動と に 於て は 倩 俗 共に 戰線 
に 立ちて、 其 責任を 分ち 其 萎 務を共 にす るに 比する に 新 時 
代の 敎化に 於け る 成效と 失敗と 自ら 素因の 歷 々たるを 見ん 0 

之を 聞く、 中央怫 敎會 館の 建設 事業の 樞機 に參ぜ しもの 
は 日蓮、 苋 西本願寺、 曹洞 •淨 土の 四 五 有志の 僧侶に して、 
終始 主腦 として 努力した る ものは 亦此 等の 中の 二三に 屬 す。 
而も 今日の 効を 收 めしに 至れる ものは 河 潮 老焐 士の勵 精と 
澤柳 博士 兒玉 伯爵 等の 忠實 懇切の 援護、 村 井、 神 田、 n 十 川 
等の 諸富紳 が 財的帮 助に 待つ 甚だ 多く、 若し 此等 諸氏の 一 
を 逸せば 新會 館の 今日 ぁる また 知るべからず。 特に 兒玉澤 
柳 諸氏の 盡 力は 敎界の 人と 雖 、能くせ ざる 遊 大の勞 力を 杏 
まず。 法人の 設立に 於ても 亦 其 責を 分ち て 終始 會館 の爲に 
經營 指導の 任に 當る べしと いふ。 此 道俗 一致、 緇素 共同の 
經營 は從來 未だ 多く 例 ぁらざる 所、 敎界は 此新 例に 依りて、 
敎界聯合の機運、益间きを見るの端緖を開き來り。佾俗共 
同事 業の 流行は、 延て 社會に 及ぼす 新 勢力を 生じ、 其 結娱 
自ら 從來と 別 樣の觀 を 示す に 至るべし。 

中央 佛敎會 館は 此の 如き、 大正怫 敎の 開拓に 就きて 兆 深 


ざり しに 存 す、 敎 家は 此國民 教育の 危局に 對 し、 宜 く從來 
の逡巡 苟 合の 怯惰を 止め、 勇猛に 敎育 階級に 痛 悔を勸 め、 
信仰を 說 くの 態度に 出で ょ。 而 して 之を 行は んが爲 に 先づ 
犬に 反省して 自己が 世の 師表た るべき 强烈 なる 自信を 造れ。 
是實 に濟 世の 第一 步 也。 (大正 十二 五〕 

◊鮮 人敎 化の 急務 

朝鮮 總督府 出張所の 調杳に 依る に、 現に 內地に 滯在 する 
朝鮮人は 今や 方に 十 萬に 達し 月々 門 司に 上陸す る もの ニ 千 
人に 近いとの 事で ある。 東京に 於ても ニ 千 五 百を 算 し、 深 
川區內 のみ にても 二百 人の 多數を 示して 居る。 

是 等の 中東 京に 於け る 若干と 京都 其 他の 少數は 學生で あ 
るが 其 他は 悉く 勞働 階級に 屬し 、鄕 土に 於け る 悲慘な る 生 
活を 幸福と なすべく、 內地に 出 稼に 来た 人々 である。 而し 
て 其 最多 數を 收容 しつ ゝ ある 福 岡縣で 、東京 も 今は 各 工場 
に少 からず 鮮 人の 職工を 見る こと \な つた。 淺草や 本 所に 
は 現に 朝鮮 服の 飴屋の 外に、 內地 人同樣 、印半纏 や 勞働服 
の 金 君 や 李 君が、 繩暖簾 や バ ー に收 つて 御座る のが 見られ 

敎育界 の 醜狀、 鮮人敎 化の 急務 


る樣 になつ た。 

學生階 級の 鮮 人の 中には、 間 危激の 思想を 抱懷し 、不穩 * 
の 行動を 敢て する もの も少か らず 、亦 彼等を 助長し、 煽動 
し 庇護して、 吾國の 不利を 圖る甘 木 國宣 敎團が あるとの 赠で、 
其 筋の 眼は 絕へず 此種 所謂 不逞鮮 人の 監視に 向けられて あ 
るが。 勞働 階級に 屬 する 多數は 槪 して 朝鮮に 於け る 地方の 
農民で あるが 爲に 、中央の 煽動 未だ 之に 波及せ ず、 其 思想， 
は 純朴で、 唯 正直 勤 動に 貯金す る ことを 考 へ、 政治的 趣味 
を 殆ど 解して 居らぬ. 穩 健の 人々 である。 

旣に 先入主と なれる 僻見に 囚はれ 、拗 曲した 危激の 謬 想 
を 有する 學 生の 善導は 其 困難 實に 一通りでは ない。 然し 政 
治 問題 や 思想 問題に 於て は 全然甴 紙の 如き 右 等勞働 階級の 
敎化は 比較的に 容易に して 其 効果 亦 頗る 著しき ものが ある 
特に 此 等の 勞働 階級 中 十の 八 九は 朝鮮に 於け る敎育 機關が 
未だ 內地の 如く 完備せ ざるが 爲に 、普通 敎 育の 素養を 缺 き、 
日本人と して 必要な 國語は 勿論、 其 母國の 諺文 すら 全く 讀 
むこと も 出来ぬ ものが 頗る 多い、 故に 此等の 同胞に 對 して 
敎育 的の 感化の 有効なる は 論を 俟たず して 明なる こと だ。 

而 して 此敎化 の衝に 當 るのは 艰 して 誰の 責任で あらぅ か。 

近時怫 敎界に 於て は鮮 地に 於け る 動搖と 騷擾に 鑑みて、 
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於て は 其 意を 勞 する 所 甚だ 薄き に 似たり。 是 艦船 兵器を 造 
るに 急に して 之が 生命た るべき 將卒の 育成に 盲目なる と 同 
一の 愚に 過ぎず。 東西 雨 派の 如き も旣に 昇格の 決定を 見た 
る已 上、 宣 しく 此點に 就きて 三省し 更に 大に苻 力 優良なる 
敎授の 充實を 期すべき 也。 昇格 旣に 成る 而も 自ら 之を 學術 
6. に 動力し プ學 として 文化 貢 獻の實 を 中外に 擧 ぐるな く、 
備兵雇 役 僅に 其 n 戶を 張る が 如くん ば 寧ろ 初めょり 昇格せ 
ざる K 如かざる 也。 

謂 ふに 吾國 自然 科 學の諸 科に 於て は、 歐米に 對 して 尙比 
肩すべき 傲 ある も、 文化 學科 特に 哲學 宗教の 學術に 於て は 
依然 後塵を 拜 して 著しく 遜色 あるを 免れず。 此時に 當り弗 
敎學關 係の 語學 、歷史 、哲學 、美術、 文藝 、考 古學其 他の 
學科に 於て は怫敎 徒は 其 責任と して 自ら 進みて、 重 擔を荷 
負し、 此方 面に 於て は硏究 の權威 を 日本に 占む るの 意氣あ 
りて 可なら ず や。 各宗此 意氣の 上に 人材の 育成に 力め、 各 
派 世界に 傲るべき 四 五 乃至 十 數の學 者を 有する に 至り、 之 
をして 自山に 其 手腕を 揮 ひて 派內靑 年の 指導に 當 らしめば、 
昇格の 有無は 必らず しも 問 ふ 所に あらず、 而 して 眞實の 昇 
格は 自ら 此間 に實 現せん。 今の 各宗が 其 派 內の學 者を 優遇 
せず。 之を 酷使して 其材を 伸べ しめず 甚 しきは 之を 派 外に 
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逸 去せ しめて 平然たる 今時、 昇格を 夢む る 果して 何たる 厚 
顏ぞや 吾宗亦 此點に 於て 少しく 反省す る 所 ありて 可なる を 
信ず。 (大正 十一、 五〕 

◊教育界の 醜狀 

或は全級を敎室に濫禁して恥ぢざる敎員あり。或は言を 
身 體檢茶 に 托し、 强て 女生徒の 衣帶を 解きて、 惡戲に 耽る 
學校 監督者 あり。 校長の 職に ありて 情婦を 携 へて 死を 圖り 
しもの あり。 更に 最近 雨々 相携 へて 妓樓に 無 錢 遊興を 試み 
たる 校長を 出せり。 一部の 醜狀を 以て 全體を 律す るは 酷と 
雖 "吾が 國民敎 育の 上に 今や頹 廢腐亂 の 惡氣が 漸次 蔓延し 
來れ るは 此數證 に徵 して 頗る 寒心すべし。 宗敎を 度外視し、 
德敎を 形式 化し、 機械化し たる、 模倣 敎育の 末路は 必らち 
兹 に陷ら ざるを 得ず。 

此 危機に 際して 敢然と して 覺醒の 聲を擧 ぐる ものは 誰ぞ 0 
實に 是敎 家の 務 にあらず や。 敎家從 来の 態度は 徒らに 敎育 
家に 迎合し 若く は 阿 誤して 其責 むべき を 責めず 誡む べきを 
誠し めず、 而 して 必らず 敎 ゆべ く說く べきを 直言す る 能は 


◊靑 民と 白嶺 

原 靑民師 逝きて 今 玆十有 七 年の 忌に 丁り、 赤 尾白嶺 氏が 
西遊の 後此年 方に 十三 囘の 法莛 を迎 へた。 靑民師 は 終焉を 
湘南千 手院の 隱栖に 取り、 その 徹底した 敎 化、 淳 信の 人を 
打 出した のは 多く 曲 比が 濱邊の 松韻壽 聲の 間に 於て した 
晚年 信仰 問題に 關 する 遺篇の 多く も 亦 天 照 山の 幽境に 成っ 
たので ある。 白嶺の 死は 東京であった が、 其 名吟 傑作は 彼 
が 湘南に 病を 養 ふた 間に 出來 た、 鎌 倉の 地、 敎化 漸く 復興 
の 兆を 見る ときに、 此湘 南の 地に 最因緣 深き ニ 俊才の 遺業 
を懷 想す ると 感慨 實に 限りなき ものが ある。 

靑民師 と 同時代 同病の 人で 敎界に 功が あった 人材には 藤 
井宣 正が あり 古川 老川が あり 平 子 鐸嶺が あった。 三 俊と 靑 
民師 とは 常に 往訪して 道を 談じ た。 怫敎史 や 美術史では 宣 
正 It 嶺が 不朽で ある 如く 明治 敎界の 評論 壇に 老川の 名が 歷 
史のー 頁を 飾る と共に、 「靑民 遺書」 は 少く とも 吾 宗の敎 化 
史には 特色 ある 一つの モー ーュ メント として 永遠の 生命を 有 
する。彼は故辨榮氏の友で亙に相資益する所がぁったが、 

靑 民と 白嶺 


現 時の 光明 敎團の 思想 感情には 靑民に 負 ふ 所 甚だ 多き を認 
めねば ならぬ。 這 箇辨榮 派の 思想に 於て 著しき 根柢を 原師 
に 感謝して 居る ことは 遺著の 「敎理 問答」 一っ 見ても 分る 
彼は如何にせば現代的に淨土敎を敎ゅるへき彌 [^ 信仰 
を 傳 ふべき かに 苦心した 恐らく 最初の 人であった らぅ。 今 
は 中島 觀诱 氏が ある、 椎尾辨 匡 君 も 居る、 矢 吹 慶輝君 も 其 
人 だ、 伊藤 中 野吉原 等の 少壯布 敎家も 之と 伍すべき であら 
ぅ。 然し 二十 年 前旣に 最も 大膽に 且っ 率直に 「敎理 問答」 

の 如き 殆ど 革命的の 力 テキ ズムを 書いて、 中には 基督 敎の 
術語 さへ 思 ひ 切りに 活用した 識見と 勇斷 とに 至りて は、 今 
こ ル 大 なる 力の 躍々 たるを 仰がざる を 得ない。 彼は 此敎義 
上の 新 解釋を 儀式にまで 活用した。 彼が 苦心の 「朝 暮の祈 
り 一 や 「_ 海 一 其 他の リタ ー ギ ー が 尙 少年少女 界に 生命を 
失は ぬ 程、 彼の 努力と 識材に 今活 きて 居る。 

識見の 人は 多くは 實 行を統 くもの だ" 改革 家には 織烈な 
る 熱情は あっても 沈着な 內 省と 奥深い 行 持が 兎 もす ると 缺 
ける もの だ、 靑民師 には それが あった。 之が 彼の 感化が 少 
い 乍ら 狹い 乍ら 牢 として 拔く ベから ざる 所以 だ。 又 虔信派 
の 人は 直覺と 純感に のみ 活 くるの 尊ぶ が爲に 動 もす ると 背 
理 主義に 陷り 、迷信と なり、 誇大と なり、 非常識 家と なり、 
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朝鮮 敎化 問題の 研究は 各宗 有力者の 急務と する 所と なり、 
各宗 朝鮮 協會も 成立した が 協會は 成立 日淺 きが 爲か 其の 事 
業と しては 調莶 研究と 内地人 (寧ろ 敎界) に 對 しての 講演 
宣傳 のみに 局限せられ 僅に 鮮 人の 職業 紹介と 身上 相談の み 
を 唯一の 事業と して 其 他に 積極的の 施設と しては 見るべき 
もの 甚だ 少なかった。 然し 現に 前の 如き 敎 家に 對 しての 重 
犬な 鮮人敎 化 問題が 橫 りつ k ある。 協 # として 自ら 此 事業 
に 指を 染めず んば 必然に 指導し 激勵 して 此焦 眉の 急に 應ず 
べき 最高の 時機が 今來 着した ので ある。 

此點に 於て 江 東の 勞働共 濟會が 何等 一宗の 扶助を 受けず、 
獨カ 明照學 園を 開き怫 敎界に 於け る內地 最初の 鮮人學 校を 
造り 勞働者 教育の 設備を 創めた ことは 假令其 規模が 僅に 五 
十 人を 容 る、 に 過ぎざる ものなる にもせ ょ， 特筆に 價 する 
こと ゝ思 ふ。 而 して 此 事業の 開始と 共に 犬に 附近の 勞働鮮 
人を 集めて 官民 共同の 懇話 機 會を與 へた こと なぞは、 確に 
將來 ある 計 畫と稱 してょ い。 然し 共 濟會の 事業は 十 萬 人中 
の 二百 人 僅 一千 分の 一の 教化に 過ぎぬ、 東京に 於ても 深 川 
區の 倍數已 上の 鮮人 ある 牛 込 區 、其 他は 全く 手が 着いて 居 
らぬ 。況ん や 其 他の 地方に 於て を や だ。 鮮人 多數の 在留す 
る 地區は 東京を 初め 宜しく 共 濟會の 範を追 ふて 在所、 勞働 
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者敎 化の 敎育的 設備を 創立し、 同胞 親善の 誼を 盡し 、人文 
開 發の實 を擧 ぐると 共に、 遠くは 以て 國家 百年の 長 計と 敎 
法 宣布の 根底を 造るべき 大策で ある。 是開宗 記念の 事業と 
して 勞甚だ 少く功 頗る 多き 好箇の 報恩 行では ない 乎。 亦 先 
進 同胞と して 其 兄弟に 盡す べき 當然 の務で はない 乎。 

鮮民勞 働敎化 事業の 必要は、 實に 前の 如し 今 囘開會 を 見 
るべき 全國怫 敎 徒社會 事業 大會に 於て は、 之を 敎界 全體の 
社會 事業の 急なる もの ゝ 一として 審議 討論し、 各 宗其宜 き 
に從ひ て 分責擔 任の 法を 取ったら、 解決は 存外 急速に 運ぶ 
かと 思 ふ。 是亦 一案と して 該會 の當事 者に 進言す る、 此問 
題は 決して 一宗 一派の 私すべき もので ない。 

然し 內は 一宗に 外は 各宗 に對 して 鮮人敎 化を 勸むる 先決 
問題と して、 第一に 内地 同胞が 鮮民 に對 する 態度を 根本的 
に 改善して 仁愛 正義の 公道の 上に、 同胞 的 無差別 觀の 確立 
を敎 家の 力に 依りて 的確に 敎 養し、 第二に 敎界 從來の 朝鮮 
開敎 方針を 改新して 鮮人 本位の 傳道 事業に 遷る ことで ある。 
實の 所、 吾人は 吾々 の 兄弟に 對 し尙內 地人鮮 人と 云 ふが 如 
き 差別 的名稱 を用ゐ ざるを 得ざる 現 狀を哀 む ものである。 
日鮮 融和な ぞい ふ套 語は 第一義から 見る と餘 りに 水臭い。 

(大正 十一、 六〕 


く、 功業 万に 就り て 安處時 来れり。 閑 雲 野 鶴を 伴と し、 琴 
書逸吟自ら養ふも人誰か之を仰がざらんや。而も翁自ら瞬 
間し 安息を 貪る を 欲せず、 雨 眼の 視力 積年の 研究の 爲に薄 
弱に 陷 り、 雙脚亦 頗る 行步に 便なら ざるを 顧みず、 但世の 
蒙を 啓き、 國を 憂を 除かん が 爲に 、東西に 獅吼し 南北に 奮 
闘して、 殆ど 寧處 なし、 其 高風 眞に欽 すべし。 

翁去歲門生某醫學士の爲に月下永人の勞を日比谷大神宫 
に 執る。 大 _ 宮の結 婚 式は 神酒を 式 中 重要の ものと なす 人 
の 知る 所の 如し。 翁此 故に 先 宮司と 面し、 人生 最 重の 聖式 
が 罪惡 疾病の 根 芽た る 毒液を 以て 初むべからざる をカ說 し" 
淸酒に 換 ふるに 無害なる 甘酒 卽ち 神代の シロ キを 以てせん 
ことを 主張し。 理義 を盡す こと 至 明、 典 據を擧 ぐる こと 至 
正、 殆ど 間然す る 所な し。 宮司 敎を 聞き _々諾 々、答 ふる 
所を 知らず、 終に 甘酒を 以て 式を 行 ふこと \ し。 猶 之を 將 
來に 及ぼさん ことを 誓へ りと 聞く。 翁の 力を 盡すや r の 
如し、 其氣慨 の存 する 所は 洵に 宗教の 開祖た るの 風 あり。 

欽 すべきに あらず や。 

最返 之を 同志 高 島 米 峰 君に 聞く、 今夏 翁は 米 蜂 君と 共に 
岡 山縣 主催の 夏季 講習 會に 巡講 し、 往き往 きて 或る 一 驛を 
張る 此 町、 全區 酒造を 以て 成り、 來 會の靑 年は 槪ね 酒造 者 

片 山 禁酒 翁の 志操に 學べ 


の 使用人 或は 杜氏に あらざる なし。 司 會者講 に 先ち 窃に翁 
に 之を 吿げ稍 其 說を寬 にせん ことを 注意したり。 翁聽か ず。 
北 ハ 壇に 上る や 酒 害を 說き 酒毒を 數へ酒 失を 論じ 滔惡を 責む 
る 常の 如く、 變質 心臟の 標本を 示し、 罪惡疾 病 悪性 遺傳の 
統計を 指し、 詢 々として 敎訓を 垂る \ ニ 時間、 人の 去る と 
倦む と 全く 意を 介せ ず 一意 其 主張す る 所を 主張して 講を終 
れ りと。 之を して 所謂 各宗の 高僧 學者 たらしめば 卽 容易に 
妥協し容易に讓步しー意聽者の意を迎ふるに急にして其主 
張に 忠と 不忠とは 全く 問は ざり しならん。 翁の 尊 ふべき は 
玆に あり。 是法然 上人が 其 弟子 等の 世の 機嫌と 人の 注視を 
緩なら しめんが 爲に 一時 念怫弘 通の 中止を 乞 ひし 時 『假令 
死刑に 行は る X とも、 此事 言は ずん ば あるべからず』 と唱 
破せられ たる 凛然萬 古を 貫く の 獅子吼と 同一 轍な り。 今の 
敎を說 くもの 其理を 盡す巧 ならざる にあらず。 其 辨を 以て 
せ ば片山 翁に 數 等を 超 ゆる もの 比々 是な り。 而も 其 感化の 
殆ど 見る に 足る ものな きは、 眞 人の 聲と精 神な き 蓄音器と 
の 差 あれば なり e 

江湖 有 道 有識の 士眞に 世を 憂へ 國を思 ひ 躬を 以て 事に 當 
る片山 翁の 如き 上士は 固ょり 稀な り、 然れ ども、 酒 害が 興 
國の 災禍と なり 文化 發展の 障碍と なる に 戰慄 し、 その 宣傳 

三 〇 七 


警世 時 言 

惇德 狂と 化し、 百弊 續出 する もので、 辨榮 氏の 折角 築き 上 
げた 民間 敎化 にも 一部分には か i る 非 薩も存 せぬ ではない 
が、 靑民師 は 一面は 虔信 主義の 直覺 派で、 主 情說の 樣だが 
然し 11 くまで合理的の態度を棄てず亦嚴重な道德說に立却 
して 寸步も 超 常識を 許さない。 此點が 靑民師 の 特に 見る ベ 
き 點と思 ふ。 敎 友の 諸氏が この 十七 年に 忘れられん とする 
「青 民 遺書」 を 一た び 織く ことは 信念 上に も 思索 ヒこ ■も 多大 
の 碑 益 ある こと \ 思 ふ。 

白嶺 氏の 文才は 天禀で あった。 特に 輕妙淸 新は 彼の 特色 
で" 兒童敎 化の 資料に 全力を 注いだ 事は 本 宗敎化 史上不 线 
の 業績で あらぅ。 彼は 徹頭徹尾 文藝を 以て 宗敎を 敎 へんと 
誓願した 人 だ。 彼が 數十篇 の 唱歌 も 戲曲も 童話 も 皆 之が 爲 
だ。 今の 東儀戀 曲 氏と 身を 挺して 沙； J 羽 劇の 舞臺に 立っ たの 
も 之が 爲 だ。 彼は 今の 兒童敎 化 家の 要する 揮て を 創作して 
今に 其價 値を 失は ず、 彼は 今の 佛敎 家が 切々 として 求めっ 
ゝ 而も 犬に 成效 する に 至らざる 文藝藝 術の 根本 宣傳に 早く 
服を 着けた 一人者で あつた。 

P 時の 少年 敎 化を 以て 白嶺氏 時代の それに 比したら 組織 
に 於て 方法に 於て 將技 巧に 於て 殆ど 同日の 論では あるまい。 
然し 其 創作的の 勇氣と 建設的の 信俾 的大 主張に 於て は、 今 
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の 技巧の 爲に 信仰を 賣 り、 模倣の 極、 全然 創作 革新の 元氣 
のないノ々に罢して 實に 鳳凰と 群雀との 感が あると いふ 
てょ い。 如何にせば 兒 童の 心 田に 佛 種を 種 ゆべき かの 純眞 
な熱ダ；な大菩提心は、到底如何にせば兒童の歡心を買ひて、 
JJ ハ淚を 搾り 哄笑を 博すべき かとの みに 苦心す る輕薄 者 流が 
夢に たもす る こと 能は ざる 所で ある。 

現代 應 同の 敎義の 新 解釋と 身を 以て 率 ゆる 如法の 實备、 
藝術 と文藝 を 通じた 彌陀大 慈の 宣傳 、法然 主義の 洽及 、少 
年少 女の 徹底 敎化 、之が 夫の 開宗 記念 事業 中 最も 根本なる 
ものであると 思 ふとき に、 大正の 今日 j 人の 原と 赤 尾は 果 
して 居らぬ であら ふか。 (大正 十 j 、 八〕 

◊片山禁酒翁の志操に學べ 

道友片 山國嘉 翁、 廢 酒宣傳 のために 酸 心 苦 肝旣に 三十 年、 
橫 說堅說 、苟 くも 機會 あら ば 詢々 人を 誨 へて 倦まず、 其徹 
底の 敎 P、 親切の 指導 殆ど 日 蓮の 熱烈に 加 ふるに ソ クラ テ 
スの懇 切を 加 ふるに 似たり。 翁 や 今齒德 共に 高く 醫學 部隨 
一の 先賢と して、 名聲 世を签 ひ、 俊才の 門に 出づる 雲の 如 


然し 學問 Q 方面で 一世の 歸 仰を 集めて 居られる 和 上の 如き 
は實に 敎界獨 步の碩 德と云 ふべき であらう。 性 相の 研究を 
以て 一時 敎界に 睥睨した 豐山 大本山 長 谷 寺は、 この 前學頭 
の老和ヒこ跑りて大正の今日、尙昔時の名譽を赫揚しつゝ 
ある ニ國 一人を 以て 興る とい ふが 一宗 も 亦 之と 徽を 一に 
して、 一人の 力で 鼎の 輕 重が 定まる。 日 疋は今 和 上の 爲に言 

ふべき 最も 適當の 賛辭で あらう。 

今囘 行は るべき 權田和 上の 喜壽 祝賀の 延壽會 は、 實に學 
界の墜 と 一派の 歸仰 とを 證 明すべき 最上の 霞で ある 
帝大を首め各宗大學は勿論、東洋大慶大早大及び美す學校 
等苟 くも 東洋の 宗 敎學藝 術に 關係 ある 學者は 其耆 宿と 新進 
とを 問は ず 競 ふて 發起 人に 名を 列し、 豐山 一派の 頓 德俊材 
も 老壯 を擧 つて 之を 參 加し、 四百 有 餘の 一大 結 衆、 宛ら 胎 
藏海會 の諸佛 菩薩 寵天八 部が 中 台の 毘盧 遮那 を圍繞 する 盛 
觀— した。 和 上が 甞て 敎學兩 界に盡 された 功 勞は斯 くし 
て 聊か 酬ひ られた りと 云 ふべき であらう。 ネ上 としては ^ 
等の 問題で もない が、 數年 前、 博士 會が和 上を 候補の 一人 
こ 鹿し つ- 1、 而も 之に 最至當 なる 榮 稱を與 ふるに 惶吝に 敎 
學兩界 の 恩人 大內靑 織 山 居士と 併せて 之を 一蹴し 去りた る大 
失態と 無識 の無禮 との 如き も、 今 囘の擧 に 於て 幾分 當時憤 

權田赁斧和上の延壽會を賡して越智專明老師を傯ぶ 


篾 した 人々 を 慰む るに 足る であらう。 

露敎 界が學 者を 靈す るの 途 、甚だしく®' 薄に 失し 
各宗 霞の 末路、 多くは 議 霞に 傾き、 之を 飾る に 足る 
何等の もの も 殆ど 之な き 際、 今囘の 延壽會 は此 r 弊に a し 
學問崇 重の 模範を 各宗に 示し、 學者 尊敬の 實 例を 敎界 に敎 
へた ものである。 權田老 和 上の 延壽會 は 此 意義に 於て 更に 
別樣の 喜を 以て、 之を 歡迎し 賞揚すべき であらう。 

更に 亦、 近時 敎界 聯合 運動の 機運 犬に 熟し、 敎育 聯盟、 
傳道 聯盟の 聲 さへ 所々 に 聞 ゆるに 關らず 、各宗 漸く 人材を 
私する の 宗派 根性を 生じ、 敎界も 亦 其 學問識 力の 一般的な 
る ものを して 强て 之を 一宗 派に 局屬 せしめて、 之が 共同 通 
有の 價値を 沒せん とする の 傾 あるは 嘆ず べきの 至りで ある。 
近く 例を 擧 ぐれば 立 花 俊 道， 木村泰 賢、 泉 芳璟 諸氏の 如き 
Id 決して 一宗 局屬の 學材で はない、 然るに 一般 敎界 は此等 
新進 學 者に 對し 最近 如何なる 璧を 取つ たで あらう ヵ學 
問に 國境な きは 天下の 通理で ある。 況んや 區々 の 宗派に 於 
てを や だ。 權田老 和 上の 延壽 會は此 近時の 憂 ふべき 宗派 的 
M 句 X 對 して、 頗る 意を 强く する に 足る ものが ある C 延壽 
會は 此點に 於て、 學 問の 超 宗派 的權 威を 示す 上に 於て 與り 
て大に 力 ある ものと 思 ふ。 

三 〇 九 


誓 世 時 言 

に 忠なる ものに 至りて は 其人少 からず。 否、 舊式粗 豪の 一 
類の人士を除きては禁滔は殆ど識者の輿論となれり此大勢 
の 中、 敎專に ありて は 各宗を 通じ 摯實 に此 問題を 思考す る 
ものは 猶， 比較的に 乏しく、 西本願寺の 名 和 氏 其 他の 識者を 
除けば 酒 害と 風 敎の關 係、 酒毒と 敎 化の 將來を 思 ふ もの 猶 
甚寥 々として 殆ど 此 問題に 對 しては 甚 しく 無頓着 無 反省 無 
神の 狀に あるを 遺憾と せざる を 得ず。 而も 假令 若し 積極的 
に廢滔 運動に 出づ るな くも 慚愧 之に 隨 喜を 表する の 意 あら 
ば尙 忍ぶべし。 其 多くの もの も 而も 識者 學 者の 階級に 於て 
すら 猶 熱烈に 禁酒 運動に 從ふ ものに 對し 冷笑を 加へ 嘲罵を 
放ちて 何等 恥 づる 所な きに 至りて は 敎界の 前途 殆ど 知る ベ 
きの 嘆な きを 得ず。 傳 道布敎 、濟世 利 民斯の 如くして 能は 
V、 酒 狂 酒 亂の甚 しきものを も 管長たら しむべく、 銘 酎 敗 
德の醉 漢を將 ちて 本山 貫主たら しめて 可なら ず や。 敎界は 
今や 片山 翁の 躬行と 信念に 對 して 少 くも 恥を 知る も 決して 
不可なら じ。 

聞く、 怫敎 聯合 會は 幹部 會を 東京に 開き 敎界 振興の 長 策 
を議 すと* 傳 ふる 所の 諸 案は 多くは 機宜に 當れ り。 而も 亦 
希く は 時代の 要求す る 重大の もの 且つ 敎界 刷新の 一方 策と 
して 何等か 禁酒 運動に 關 して 審議を 盡 さん ことを 切望す、 
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而 して 之が 範を示 さんが 爲に 東京に 於け る 大小 公式の 饗宴 
は 一切 酒を 使用せ ざらん ことを 切實 に^-言す、 この 形式 及 
儀禮の 上に 於け る斷 乎た る 改善は 事 小と 雖 、以て 敎界 改新 
の 意氣を 示す に 足らん か。 而して 又 聯合 會が 信を 天下に 得 
る 所以な り。 (大正 十一、 九) 

◊權田 雷 斧 和 上の 延壽會 を 慶 
して 越 智專明 老師を 锶ぶ 

密 門の 碩學權 田 雷 斧 和 上は 今年 七十 有 七の 高齡に 達した。 
博綜該 羅の學 問に 加 ふるに 明快 縱橫の 機 辯を 以てし、 且つ 
玲瓏 天眞 自ら 人を 推服す る、 この 大學 匠は、 幾多の 貴重な 
る 業績と 共に、 非常に 深く 且つ 廣い 感化を 學界に 與 へた。 
印度 哲學 に關係 ぁる 學者は 勿論、 思想界に も 藝術界 にも、 
文藝界 にも 考古界 にも、 和 上の 指導と 誘發 とに 感謝すべき 
所が 甚だ 多い。 近時 敎界に 於て 和 上程 廣い 交渉を 有する 碩 
學は 殆ど 匹敵す る 人を 見出し 得ぬ。 實修功 積り て德 望敎界 
に 比な き 人には 吾が 山 下 現有 上人 も 居られる。 定カ 卓絶し 
て 識見 一世に 鳴る 高僧には 北 野 元 峰 禪師も 現に 健在で ぁる。 


すら 戰前を 一 〇o とし 戰時 二三 ニ迄晶 騰し たる 物價は 今や 
一三 一まで 値 下して 稍戰 時と 均しき に 至りた るに 拘らず 
吾國は 大正 九 年已來 漸次に 輸入の 超越を 見'  正貨 次第に 減 
少を 見つ ゝ 而も 其 物價は 毫も 下降す る 所 あらず 戰時三 四 〇、 
約 三倍 半に 騰り しもの 近時 僅かに ニー 四に 下降し 來れ るに 
過ぎない。 若し 此の 如き 狀勢を 自然に 放置せ んか、 國家經 
濟の 前途 頗る 戰 操すべき もの あるは 言を 要しない。 歐米 諸 
國が 極力 人爲 的に 經濟の 調節に 苦心し つ" あるに 對 し、 吾 
が國 民が 自然の 成 行に 放任す る 無 自覺と 暗愚と 危險 とは 官 
民 有識の 土を して ー齊に 消費 節約の 苦 叫を 擧げ しめたので 
ある。 

現在の 所、 國家 前途の 財 的 悲境を 豫 防す るの 道は 唯國民 
各自の 自制に 待つ 消費量の 縮少と 貯蓄の 勵行 にある のみで 
ある。 是 現在に 於け る 奢侈 及 無用の 濫費に 依る" 不健全な 
る經濟 現象に 對して 特に 其 必要を 認 むる 所で ある。 大正 三 
年末酒て於てー人當りー年八升六勺であつたが八年にー斗 
一升に 上り、 煙草 一人 一四 五本ょり 三 一七 本に 進み、 九 年 
十年續 きて 益 上進を 示しつ ゝ あるは 内務省 統計の 示す 所で 
ある。 二者 旣に然 り、 他の 化粧品 其 他 奢侈 品の 需要 も 年々 
增 加を 示し、 不景氣 に 苦む の 今日 尙 浪費の 風が 依然として 

節約 儉 素慚愧 報謝 あれ 


持續 せらる、 は 必ずしも 三越 白木 其 他の デ パ ー トメ ント 0 
繁昌を 證據 とする まで も あるまい。 

F1.1 來敎 家は 怫祖聖 ill の 示す 所、 節約 儉素を 以て 行 持の ^ 
本と し、 一針 一 芥 、悉く 白毫 の恩德 、信心 檀 越の 淨施な る 
を 思 ひ、 常に 慚愧 報謝の 念に 住し、 無益の 冗費を 首し ブめ 
て 奢侈の 弊風を 戒 むべき は 勿論で あるが、 特に 右の 如き 現 
今の狀勢に立ち、國民ー致節約を勵行すべき重大の時期に 
あるを 以て、 敎家は 身を 以て 擅 信を 率 ゆるの 決心を 同め、 
特に 寺 庭 子女の 服裝其 他の 如きは 大に 注意を 拂ひて 一般の 
摸範を 示す までの 堅實 なる 風紀を 敎 門に 造りた きもので あ 
る。 吾宗に 於ても 開宗紀 念の 事業の 一として 節約 貯蓄の 美 
風を 振興し 之が 爲に 組內の 申合せを 作り、 會合 團體を 起す 
が 如きは 最も 適切の 擧で あると 思 ふ。 敎家は 今や 宜く 官民 
と 同一の 步 調を 取り、 之が 先鋒と して 犬に 國家 前途の 爲に 
奮戰 すべきで ある。 

一 •宗の 冗費 節約、 儉素 節制の 美風は 延ひ ては 一宗 公共 事 
業の 振興と なり、 敎 學社會 事業の 發達 に資 益す るで あらぅ 
111 し 出 為 不幸に も 若し 名を 節約に 借りて 私利 私 福を 營むに 
汲々 とし 毫も 一宗 報效の 意志な く單に 其 子孫の 爲に營 々た 
る無漸 塊の 守錢奴 あら ば、 一宗は 此際宜 く 何等かの 方法に 
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宗外に は 權田老 和 上の 延壽會 に 重々 の 喜 あると 共に 宗內 
に 於て は 碩學越 智專明 老師の 西往に 就き、 實に 痛惜に 堪へ 
ぬ ものが ある。 趑智師 の學は 權田 老師に 比して 頗る 狭い、 
前者は 普遍的で あるが 後者は 特殊 的で ある。 彼は 台密禪 淨 
に 亘 り、 此 は唯淨 土の 一門に 深い。 但し 學者 としての 業績 
功勳に 至りて は、 越智 老師は 必ずしも 權 田阿閽 梨に 遜色 あ 
りと いふ ことは 出來ぬ 。越 智師は 夙に 宗史の 研究に 着眼し 
て三祖 言行 錄淨 土宗 年譜の 如き 不朽の 好 著を 殘 し、 宗典に 
就きて 幾册の 貴重な 啓蒙 的な 註解を 後學 に傳 へた。 之は 權 
田 和 上が 密敎 々理や 圖像や 曼荼羅に 就きての 入門 的の 好 著 
多く、 亦 「續 絃祕 曲」 の樣な 大著 あると 伯仲す ると 云 ふて 
ょい。 權田和 上が 音 羽の 學 林で 幾多の 鳳 雛 麟兒を 育てた 樣 
に、 越 智師は 芝の 第一 敎校で 盛に 人材を 造った。 關東で 、 
今の 宗門の 要路に 立っ 多數 は槪ね 越智 老師を 校長と 仰いだ 
人々 である。 權田師 は 七十 七* 越智師 は 七十を 越 ゆる 僅に 
二三で 逝いた。 而も晚 年は 緣 山の 山務に 關與 し、 不幸 火災 
に 逢 ふて 後 病臥 數年 、また 精 刻の 史筆、 通暢の 註解を 試む 
ることが出來なかったのは權田和上と比して最も不宰の點 
であって 遺憾に 堪 へぬ 所、 天な り 命な りと して 嗟嘆す るの 
外は ない。 但し 越智師 の宗史 研究の 開拓と 先驅は 今や 敎理 
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史に 望月 氏の 如き 巨匠を 出し、 敎會史 に 於て は 大島泰 信 氏 
を 首と し 今 岡 岩 崎 其 他の 諸氏の 後 勁を 得る に 至った ので あ 
る。 越 智師は 其學 風と 研究の 範圍と 境遇と が 權田和 上に 比 
し 著しく 相違した 爲大に 世間は 顯は る、 に 至らな かった 迄 
である。 權田和 上の 祝賀に 關 する 一人と して 越智師 に對す 
る感 は玆に 於て 最も 深い。 

越 智師は 生前、 黑田神 谷 諸老の 如く 學匠 として 一宗の 祝 
賀を 受けずに 西往 した。 今は 唯、 一宗の 學 者に 越智 師の爲 
に 必らず 盡 すべき 一の 義務が 殘 って 居る 丈 だ、 特に 越智師 
の 指導を 受けた 人々 には 此 義務が 最も 深い 箸 だ。 此 等の 人 
々には 權田師 の 延壽會 を 見て、 何故 越智師 の爲に 起たない 
のか。 (大正 十 I 、 十) 

◊節約 儉 素慚愧 報謝 めれ • 

消費 節約 第一義、 是 方今 官民を 通じて 切實に 呼號せ らる 
X 必然に 逼られ たる 絕叫で ある。 歐米に 於て は戰後 漸次に 
生活費の 低落を 示し、 戰 時の 利得 吾國に 十 數 倍し 現 時に 於 
ては 輸出に 於て 吾に 比して 复に 上位に ある 彼の 米國に 於て 


ある まい。 然し 之が 爲— 數黨 と佛敎 徒と i 携關係 I 
じ、若くは某黨と某派との親緣の成立を ^* して何事に1何 
物に も 之と 終始す るが 若き 事情 裏孛る とせば、 是實に 
怫敎 各宗に 取りて、 由々 敷 大事と なる のを 忘れて はならぬ。 
國民の 精神の 上に 立ち、 國 民の 信仰生活の 上に 强大の 地盤 
を 有する 佛敎が 若し ある 特殊の 黨 派と 結合す るの 曉は 、卽 
ち 自ら 好む で 全 體の國 民から 棄捨 せらる、 こと k なる のを 
豫め 決心せ ねばならぬ。 普通 選擧の 火の手は 炎々 として 全 
國に 燃へ 上り、 政黨 改造の 急は、 議會 の現狀 ょりして 一般 
民衆の 絕叫 となって 來た 際に、 佛敎 徒は 使節 事件の 開展と 
して 先 第一に 此點に 就き 特に 愼重 Q 考慮と 公明 遠大の 智見 
とを 必要と する。 

第二に 考慮すべき は 使節 事件の 發展 として 硏究を 度 ^ 視 

した、 震 11 -HQ 雲、 及 sf 缺く 固陋 1 鎖 

國的 不寛容の 言動が、 動もすれば 怫敎界 に 生ぜん とする を 
防禦すべき である。 這般の 不寛容 主義は 現代の 文化 及 世界 
平和の 爲に 最危險 なる 障碍に して、 吾々 が 加 特カ敎 に對し 
て慊ら ざる 所以 も 主として 玆に あるので ある、 吾々 が 取る 
べき 態度は 宜く大 乘怫敎 の寬宏 なる 主張に 依りて 國 民を 指 
導し 文運を 進展せ しめねば なるまい。 

羅馬 法王 廳 使節 問題と 敎家將 來の覺 悟 


第三には 敎化 事業の 充實で ある。 佛敎 徒は 吾國に 於け る 
歷 史上の 根柢と、 卓越せ る敎義 上の 强みは 持って 居る が敎 
化 事業に 於てば 貧に 加 特ヵ敎 徒の 努力に 後れて 居る。 今囘. 
の 事件に 於ても 學者や 貴族の 膚淺の 人々 は 單に加 特ヵ敎 が 
敎化 事業の 奮鬪を 見て 一 も ニ もな く 使節 案に 賛成した もの 
さへ. あるでは ないか。 且く 東京に 於け る 貴族 有識者の 子女 
が幅辏する曉星中學を見ょ、佛英和女學校を見ょ、聖心女 
學院を 見ょ、 更に 上智 大學を 見ょ。 使節 問題の 將來の 解決 
は實は 歷史や 敎義で なくて 此 等の 實際敎 化から 來た らんと 
しつ、 ある ことを 佛敎 徒は 深く 考慮せ ず ばなる まい。 現に 
今囘 使節 問題の 根元は 舊敎 の敎育 機關が 生む だ 一二の 外交 
官軍 人の 手から 出で たと 云 ふでは ないか。 

最後に 將來大 に開展 すべき 加 特ヵ敎 との 觸接に 就きて は 
一層 各宗 聯合の 强固 ならん ことを 切望す る。 敵國 外患な き 
ものは 國亡 ぶと いふが、 旣往 一ヶ月 夫の 對議會 の 運動が 絕 
頂に 達し、 外敵の 羅 、敎門 1 の f 寒號 した 人 も あ 
った 時に 一宗 務長の 選擧 而も 半歲 前の 選 擧の爲 に 殆ど 協同 
運動を 度外視した 宗派 さへ あった 樣だ 。今後の 重大なる 運 
1 就きて は此 Q 如き 1 墨り て M に大處 高處の 洞觀に 
力めねば なるまい。 (大正 十二、 ニ) 
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依りて 大に 之を 戒 飾し 反省を 促すべき ことで あらぅ。 

(大正 十一、 十) 

◊羅馬 法王 廳 使節 問題と 敎家 
將來 の覺悟 

羅馬 法王 廳使 節駐 派の 外務 豫算は 衆議院に 於て 見事に 削 
除せられ て 了った。 貴族院に 於ても、 同院が 國論 無視の 識 
と、 豫算 不成立の 責 とを 甘受せ ざる 限り、 勿論 衆議院の 削 
除に 同意すべき を 以て、 此敎界 は 一大 波瀾を 卷き 起した る 
大 問題 も、 先は 落着した ものと 看 傚す も大 早計で あるまい 
と 思 ふ。 但し 議會に 於け る此 問題の 終決と 共に 怫敎の 徒は 
之に 對 して 頗る 愼 重の 考慮を 要すべき 必要が 生じて 來たこ 
とを 忘れて はならぬ。 M 實 して 言 ふと 議會に 於け る 使節 問 
題の 勝利と 共に、 怫敎 徒は 新に 幾多の 解決を 要すべき 問題 
を 引受け、 內 外に 對 して 種々 重大な 責任を 更 めて 負 擔した 
ことにな つた。 謂 ふに 怫敎 徒と しての 眞 正の 使節 問題、 換 
言 すれば 宗敎 問題 思想 問題と しての 羅馬 敎對怫 敎の關 係は 
實に 今から 始まる ので ある。 怫敎 徒は 使節 問題を 烽火と し 
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て此 最近 宗敎史 に 重大の 記事を 殘 すべき 佛耶兩 敎の觸 接に 
奮闘すべき 實戰 期に 入った ので ある。 

此實戰 は 勿論、 敎理の 研究、 宣傳 と敎化 事業の 施設に 由 
りて 輸 羸を 決すべき ものなる が 故に 一面には 犬に 佛敎界 の 
覺醍を 促す と共に、 他茴 には 此 最近 四 五 年 問に 醞醒し 来れ 
る各宗 聯合 運動に 有利なる 刺激を 與へ 、其 結束を 固く し 協 
同 精神を 鼓舞す るに 與 りて 力 ある こと、 ならぅ。 而も 此の 
如き 宇强 なる 自 覺を與 へて 敎界の 弊害を 一洗し" 敎學の 各 
種 施設に 於て 充分なる 協同の 效 果を收 めんと する には 使節 
問題の 前途に 對し 、政治 運動ょり ー轉 して 信仰 運動に 來ら 
ねばならぬ。 政策 運動ょり 躍進して 敎學及 社會敎 化の 事業 
に 出で ねばならぬ。 吾々 は 之が 爲に 下に 二三の 私見を 述べ 
て 見たい。 

議會 に對 する 使節 問題の 解決に 就きて は 勿論 各 政 黨の了 
解を 得る の 必要が あり、 特に 多 數黨の 向背 如何が 問題の 運 
命を 支配すべき ものなる が 故に 出來 得る 限り 此 主力を 動か 
すべきは 當 面の 對策 として 止む を 得ざる ことで あつた。 然 
し 之を 動かす 所以の ものは 國家の 前途 國 民の 慶福の 爲であ 
って 政黨其 物の 利害の ためで ない ことは 自明の理で あり、 
政 黨と雖 、亦 第一義と しては 國家 民人の 爲に 動いた に 相違 
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は 多くは 是 全然 形式 化した 精神の ない ものである、 虛僞の 
外 觀を非 現代的に 粉飾して 內容は 殆ど 空 零の ものである。 
織烈な 熱情を 缺 き、 眞劍な 嚴肅さ に 見るべき 所の ない 無意 
義の 行事に 過ぎない。 弊害の 生ずる 所は 玆に ある、 敎界を 
硬化せ しめ 病 化せし め 死 化せし むる 所の 中毒の 原因は 全く 
玆に ある。 

本年の 御 忌には 少く とも 此點に 充分の 注意を 拂ひ て、 夫 
の 御 忌を して 徒らに 紫緋 金襴の 無意義の 行列 や、 殆ど 現代 
的に 生命を 失した、 何等の 熱情 も渴仰 もない 形式 一遍の 讀 
經讃 唄を ー轉 して 之に 熾烈な 傳道 精神を 注入すべき ことで 
ある、 當 局の 頭腦に 若し 傳道 第一 信念 第一の 覺醒 さへ 起り 
来り 之を 以て 門 末を 律せば 舊 儀式の 中に 新生 命は 自然に 躍 
動して 來る 。卽ち 宗祖の の 本旨に 歸り 法要 中 別時の 精神を 
以て 特に 禁酒 禁煙を 勵 行し、 至 嚴至密 の 新 戒律 主義の 態度 
を當 局が 親しく 範を 示す が 如きは、 確に 其 一で あらぅ。 本 
山の 御 忌中に. 享樂氣 分、 遊山 氣 分、 接待 氣分 、商霣 氣 分、 
甚 しきは 黨勢 利用の 氣 分を 以て 終始す る當 局が 萬 一存 在し 
た 曉は 、卽ち 中毒が 益猖獗 となり、 病勢は 彌慘谵 を 加へ 來 
る ことは 論を 待たぬ。 

記者は 此安價 な 猿芝居の 如く 社會の 指彈を 受け、 識者の 
東西 諸 本山の 御 忌 法會を 革新せ よ 


笑を 增 得しつ X ある 法要 改善 信仰 復 正の 一策と して 諸 大本 
山の 御 忌中 少く とも 一日は 黑衣如 來衣總 出仕、 道俗 共 行の 
平明 簡易な 勤行を なす 聖日を 定めん ことを 提議す る。 上は 
門跡 法主ょり 下は 沙彌 小僧に 至る まで 一切 宗祖 眞 影の 如く 
綿 衣 鼠 装を 着用し 如法に 在家 勤行 式 及 念佛を 修行したい。 
宗祖の 廣大 なる 平等主義の 宗 風、 萬 機 普 益、 階級 融 一の 生 
命は 玆處で 幾分は 復活す るで あらぅ、 時代は 今や 敎界 に對 
して 之を 古に して 怫國 革命の 當時 盛に 高僧 宦 僧を 斷頭臺 に 
送れる 如く 之を 今にして は 露國獨 逸の 過激、 王 義 者を 仇敵と 
する が 如く、 其 階級 的な 貴族的な、 ブルジ ョア ー 的な 風習 
儀式に 對 して 極端の 憎惡と 反感と を 表して 居る を 知らぬ か、 
水平 社が 本願 寺に 對 する 態度は 決して 他 門の ことでは ない 
ので ある。 御 忌中 黑衣 如法 日の 制定は 此點に 於ても 宗祖の 
本旨に 依り 時代を 指導すべき 一 大英斷 、一大 先見で ある。 
當局者 諸賢 以て 如何と なす。 闔宗の 識者 も 若し 意を 同う せ 
ず 來 りて 共に 當 局を 鞭 縫したら どうか。 (大正 一二、 三〕 
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◊東西 諸 本山の 御 忌 法會を 革 
新せ i 

祖山 並に 衆 西 諸 大本山の 今春に 於け る 御 忌 法要は、 門 末 
及 信徒に 對 して、 明年の 開宗 記念 法要の 準備、 若く は宣傳 
の 重大なる 意義が あるが 故に、 本山 當 局の 苦心は 非常の も 
ので あらぅ、 隨て 儀式に 於ても 傳 道に 於ても 將叉 諸般の 事 
務に 於ても 今春は 例年に 類き な 緊張 味を 示す こと \ 信ずる。 

本山 當局が 對內 的に 右の 如き 緊張 味を 示す と共に 對外的 
にも 時代の 趨勢を 洞察し、 現代 思想の 嚮ふ 所を 達觀 して、 
本年の 御 忌を 好機 鲁 とし 之を來 春の 開宗 記念に 對 する 宣言 
發 表の 宣 傳機關 となし、 之に 依りて 來らむ 七 百 五十 年の 大 
會の 最有數 なる 豫吿を 社會に なすべき ことは、 畫 策の 上な 
る もので あらぅ。 記者は 此ニ點 に 就きて 聊か 所見に 付き 當 
局の 一考を 煩は す こと \ する。 

開宗 記念 大會の 問題と しては、 內 、門 末 信徒に 向 ふて は 
清新なる 信念の 復活と 共に 道俗の 一 大結萊 であり、 外社會 
に對 しては 宗風發 揚祖道 振興の 下に 時代思潮の 歸 一と 指導 
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とに 存 する ことは、 誰と て 異論の ない 所と 思 ふ。 而 して 此 
內 外の 切要に 應ず る爲に は、 從來 因襲 的に 敎界を 蠢毒し 骨 
董 化し 死滅せ しめっ k ある、 夫の 儀式、 中心 法要 萬 能の 弊 
風を 一洗して 敎化 中心 傳道 至上の 祖意 に復 正せねば ならぬ。 
佛敎の首都として邪界的となつた京都に流注する人々は今 
や 享樂遊 觀の 眼を 以て、 都 踊り や 安價な る 猿芝居に 低級の 
眼を 喜ばす 意義に 於て、 紫 緋錦襴 の 行列 や、 時代 や 時間を 
超越した 夫の 法要を 見つ k ある。 然るに 敎界 は猶滔 々とし 
て、 此 低級なる 法要の 興行を 得意と も、 殆ど 法耍屮 毒の 狀 
を 呈 しっ ゝ ある。 東 西本願寺の 如き 比較的に 對社會 的の 新 
設備を なすに 敏 なる 宗派 さへ も、 亦 此法耍 中毒の 弊を 脫す 
る 能は ず、 今や 其開宗 記念に 際して 其 無意義の 法要に 淨財 
を 濫費す るを 以て 盛に 識者 論客の 非難を 受けつ ゝ あるでは 
ないか。 

斯く 言へ ばと て、 記者は 絕對に 法要を 否定し 儀式を 撥 無 
する ものでは ない。 現に 行は る、 法要には 歷史も あり、 憤 
習 も あり、 傳統も あって、 或 度までは 一っの 敎化 事業、 身 
業說 法と 見做すべき 理 Fl:1 も存 する から、 之が 淸 新な 信念の 
發 露ょり 出で 之が 傳 道を 中心として 行 はれた 場合は 固ょり、 
何等 議論 もない ことで ある、 去り 乍ら 現代 敎界の 法要 儀式 


本山の 現代化は 其 平民 化から 始まる、 愚劣 盲昧の 繁縟の 
儀式、 措辭 時代錯誤の 權式や 儀禮は 一切 之を 更 革す るの 必 
要が ある。 本山の 時代 救濟は 確に 其 卑俗 侫媚 、無 識無學 の 
弊風を 根本ょり 絕滅 する を 第一と する。 而 して 本山は 敎學 
の 根本 道場で あり、 修養 場であって、 刀 筆 事務の 御 役所 や、 
集金 係の 宿泊所で ない ことを 徹底 方針と なすこと が 正に 其 
復活の 第一歩と する ことは 誰と て 論の ない 所で あらぅ。 而 
して 道 重 氏の 人格、 精神、 主義は、 正に 此大 革新の 爲に特 
に 準備され た樣 にも 見へ る。 雄大の 本山 經營 とその 光輝 あ 
る 復興は 此 根本主義から 源を 發す るで あらぅ。 宜 なる 哉、 

長老 野澤 氏が 其 當然の 候補を 固辭 して 一に 道 重 氏を 推した 
のは、 同 長老の 德 量と 識見の 大 と共に 亦ょ く 一宗の 聲を代 
表した ものと 有難く 感ぜられる。 

一宗は 今や 一切の 舊套を 打破して 一の 平民 僧を 本山まで 
押し上げた。 此 因習の 打破が 同氏の 光榮 ある 當選 と共に 之 
を 記念に 益 其 勢力を 驅り 、夫の 積年 解けざる 舊レコ 1 •ドの 
黨閥 打破に 及び、 同志 會も 大成 會も其 他の 宗政 團體も 潔く 
解體 して 渾然 一に 歸 したら、 實にレ コ ー ドの 破り 甲斐 も 其 
時 更に 徹底し、 擧宗 一致は 政策 的に あらず して 信仰的に 始 
めて 實 現し 得よう。 

道重信敎氏の增上寺瑞世亿際し、盆會の盛行を期すべし 


此の 文は 特に 二十 年の 同志 道 重 氏の 人格を 重む じ特 に 一の 
敬稱を 用ゐず 、師の 字 さへ も 一切 略 去して 平民 的に 氏の 字に 
した、 矧んや 位の 「正 僧正淮 司敎 已講」 とい ふが 如さ紛 々た 
る 愚劣の 稱號 をやだ 。(大正 十二、. 六) 

◊盆 會の盛 行を 期すべし 

寺院と 檀徒と が 最も 親密の 關 係を 示し 得る は 七月で ある、 
吾國の 習慣 風俗の 上に 今 も獪牢 然として 拔く ベから ざる 濃 
厚な 怫敎的 色彩を 留むる も 亦 七月で ある。 寺院に 施餓鬼 あ 
り、 家庭に 精靈棚 あり、 棚經に 忙しき 僧侶は 墓參に 踵を 次 
ぐ 信徒と 接し、 草花に 盆燈 籠に 此月は 別 様の 宗敎 味を 都鄙 
に 現出す る。 古來 七月を 怫月 とい ふも尤 のこと である。 佛 
敎渡 來已來 一千 餘 年、 怨親 平等、 法界 一如の 廣大な 慈悲 救 
濟の敎 は、 吾國 の强烈 崇高な 祖先 崇敬の 美風を 融 化して、 
玆に この 特殊な 怫月を 今に 殘し 得る に 至つ たので ある。 か 
く 考へ來 る 時、 吾々 は 古来 大敎傳 持 流通の 先德の 努力と そ 
の 善 巧 方便の 苦心の 如何に 深く 且っ大 であった か t 今更の 
如く 痛感され る。 
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警世時言 

◊道 重信敎 氏の 增上 寺瑞 世に 
際し 

道 重信敎 氏が 擧宗 一致を 以て 宗制 更正 新實 施に 際し、 第 
一世の 三緣山 住職と して 就任を 見るべき は、 大勢の 趨嚮か 
ら推せ ば 開票を 待たず して 旣に 決定の 事實で ある。 故に 玆 
に 同氏に 對 する 推薦の 辭を 草す るは 勿論 何等の 必要 もない 
所で ある。 然し 今囘 同氏が 增上 寺に 瑞世 せらる、 に 就て は、 
單 に安譽 大僧正 寂 後、 寺院 も 信徒 も 大旱の 雲霓の 如く 待ち 
に 待ち、 憧れに 憧れて 居た、 新法 主の 就任が 優曇華の 花芽 
出度 開き 三年に して 漸く 實現を 見た とい ふ大 なる 喜の 外に、 
今一つは 道 重 氏の 新任は 緣山 とし 現代 教化の 新 使命を 尅果 
し、 新生面を 開拓すべき 最 適任者の 隨 一を 迎へ 得た 犬なる 
欣喜で ある。 是闔宗 が 意識と 無意識と に 關らず 、勢の 窮ま 
る 所 事玆に 至った ので、 一宗は 單に 擧宗 一致の 無競爭 とい 
ふ 消極的の 協同の 上に、 更に 同氏を 推し 得た 犬なる 積極的 
の 大 意義を 有する こと X なる ので ある。 

實を云 ふと 道 重 氏の 緣山瑞 世は 犬なる、 レ n 1 ド 破りで 
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ある。 年齡 門地を 論じたら、 野澤礫 山に 若かず、 敎 導辯說 
を 以てせば、 勿論 大門、 岩 井 兩法將 に 及ばす、 其學 問は 博 
渉と 雖 、望月の 精に して 斷に 富む、 荻 原の 深遠に して 的確 
なる、 椎 尾の 卓識 博綜 なる、 悉く 道 重 氏の 壘を拔 くに 足る 
ものが ある。 若し 夫れ 戒 行の 密 、經 營の才 、社交の 妙、 風 
丰の 卓、 之を 夫の 六十 餘の 候補 中に 求めば 幾多の 道 重 氏に 
遜らざる の 人物を 看 出す に 決して 困難を 感ぜぬ であらぅ。 
唯一つ 天眞 超俗の 人格と 萬 人に 親む 寬宏 謙讓の 平民主義の 
美德 と、 熱烈に して 親切なる 敎 化の 力 用に 至りて は、 一 宗 
を 通じ、 各宗に 渉りて 恐く 道 重 氏に 匹敵し 得る もの 少きを 
認め 得る であらぅ。 是れ 彼が 華族に も 看護婦に も 篤信 家を 
得、 博士に も 車夫に も信賴 者を 見出し 富豪に も 小作人に も 
崇拜 する 人々 を 得て 衆生 緣の 深厚 一宗に 冠たる 所以で ある 
而 して 一宗が 何等の 理窟 もな く 靡 然として 此黑衣 貧弱の 一 
田舍 坊主、 山 ロ 邊陬の 臥龍を 起した 所以で ある。 偽らざる 
人格の 力、 倦むな き敎 導の 老 先生、 萬 人に 城府を 設けざる 

一平 僧、 是 れ開宗 記念 前 特に 切要の 人物で ある。 而し て增 
上 寺の 革新、 否 本山の 革新に 於て 特に 切要の 人材で ある。 

一宗が 渾 ての レコ ー ドを 打破し 去りて、 此 一田 舍 坊主を 推 
し 来れる 確に 一の 革新を 意味す るので ある。 


內を 動かして 此最 有效に 最 貴重な 宣傳 機會を 徹底的に 運行 
驅使 する ことを 計るべき は 蓋し 開宗 記念 焦眉の 對策 として 
これ 已上は あるまい と 思 ふ。 (大正 十二、 六〕 

◊大震災の 襲來 

未曾有の 大 災禍は 突如と して 帝都に 襲来した。 至 烈至酷 
と稱 せられた、 最近 世界 大戰に 於け る 佛白諸 都市の 慘害も 
今回の 大自然の 暴虐、 巨 震 大火の 跳梁に 比して は 殆んど 言 
ふに 足らぬ ので ある。 唯 見る、 阿鼻呌 喚の 猛炎 毒烟の 中に 
累 々たる 伏 屍 市街を 埋め、 啾 々たる 鬼哭は 河川を 堰 ぎ、 死 
者はニ十餘萬に上り、建築物資の損害八十億に達し、帝都 
の 三分 ニは 倐 然として 茫 々たる 焦土と 化し 了っ た。 三百 年 
の 文化は 今や 何 處ぞ 、明治ょり 大正に 迨び て經營 したる 大 
平 歡樂 の悌 は、 今日 如何の 狀を なす か、 帝都は 實に 九天の 
上ょり 九地の 下に 下落し 了った ので ある。 暴君 ネロが 焚燒 
したる 古羅 馬の 殘骸 大帝 奈翁を 苦め たる モス カウ 全市の 大 
火の 跡は 今や 其慘狀 を大に し 其 禍害を 新に して、 華麗 富瞻 
なりし 東京の 遺骨を 無 殘 にも、 秋 天に 橫 へつ、 あるでは な 

大震災の 襲來 


いか。 

天の 爲 せる 禍は 避くべからず。 自然の 下した る 災厄は 如 
何とも 致 方は ない、 然し 此 禍害の 中に 犬なる 國 民の 一大 反 
省が 喚起され、 此大 災厄を 前に 擧國の 摯實な 一大 奮 躍が 激 
成されたならば、 是眞に 吾 帝國を 興隆し、 革新す る 所以で 
あらぅ。 今囘 の大災 柩 は 之を 一大 天譴と 痛感して 覺 醒の實 
を擧 ぐる も 極めて 切要で ある。 之を 一大 試鍊 と諦觀 して、 
國 民の 實カを 厭く まで も發 揮す るは、 更に 急務で ある。 災 
前に 橫行跳 舞した、 危激 浮薄の 思想、 染蕩 驕奢の 生活、 私 
利 貪欲 安佚 放縱の 病毒、 政黨の 積弊 實業 家の 腐敗 其 他社 會 
幾多の 害惡は 大火と 共に 一掃せられ 巨 震と 共に 粉碎し 去つ 
て、國民の眞實なる自覺と努カ、協同亙助の大精神が勃然 
として 焦土の 中に 萌したならば、 日本は 寧ろ 其 轉禍爲 福の 
吉兆に 欣喜せ ねばなる まい。 此 精神が 帝都 劫 灰の 間に 發し 
靡 然として 全國 に滿 たば 帝都の 復興は 存外に 容易に 成る で 
あらぅ。 吾々 は玆に 於て 甚 しく 悲觀す るを 要しない。 燒太 
りの 東京、 罪惡 淫蕩を 一洗した る 精神的の 新 帝都の 出現は 
寧ろ 吾々 の 切望す る 所ではない。 

此國民 的の 自覺 と共に 反 者と 同時に 必然に 生じ 来るべき 
は 市民の 强烈 なる 宗敎 情操で ある。 之を 歷史に 見、 又 之を 
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法界 無 遮、 焰ロ津 濟の 施餓鬼 會は絕 犬の 人道主義と 平等 
の 物心 兼濟を 極度に 徵微 した 聖儀で あって 現 時の 飢餓、 爭 
国の 生活難 及 階級 戰の 時代に 於て 特に 其 意義の 深遠なる を 
考 へざる を 得ない。 之と 聯關 した 盆會の 儀式は 功德七 世の 
父母に 及ぶ 尊 先 尊祖の 精神を 徹底的 進取 的 精神的に 高潮し 
たもので、 動もすれば 固陋 頑迷に 流れ 形式 迷信に 陷 らんと 
する 素樸な 祖先 崇拜に 深遠な 合理的 宗敎 解決を 與へた もの 
である。 七月の 怫月 は斯 くして 世界 思潮と しての 人道 主 _ 
と國民 精神と しての 歷史觀 が 渾 然として 大乘敎 養の 下に 融 
化し 玉 成した ものである。 國家 に對 する 堅 實な祖 P 的 忠愛、 
家族 主義の 根本 精神た る 孝敬の 至情を 盡す と共に、 社會問 
題 世界 問題の 根本主義に 向 ふて 大膽な 物心 兩面の 平等 救濟 
の 解決を 示した ものである。 施餓鬼は 古い 盆 會も實 に 持統 
天皇 已來の 舊慣で ある。 然し 此 古き 慣習の 中に、 現代 煩惱 
不安の 思潮に 的確の 藥 石を 施すべき 新 意義が 躍々 として 今 
に 光を 放ちつ k あるを 忘れて はならぬ。 ！ 怫 敎社會 事業 
の 基調、 思想 善導の 大本は 實に此 二つの 儀式に 於て カ强く 
代表され て 居る。 

此ニ 大儀 式が 念怫を 中心として 行は るゝ とき、 かの 大慈 
救濟の 深理は 彌陀の 悲願 攝 取を 待て 方め て 其 力 用が 開顯さ 
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れ 、亦 かの 崇祖尊 先の 祭儀は 三部 聖典に ヵ說 する 淨業正 因 
たる 孝養 父母の 敎皆で 益其敎 化の 徹底す るを 認めて 來 る。 
昔し 八 事 山の 諦忍 律師は 一部の 捉は れた學 匠が 施餓鬼 盆會 
は 雜行 なる が 故に 淨門の 人は 之を 行 ふに 及ばず とする 謬見 
に對 して 頗 正鵠を 得た 辨駁を 加 へられ、 今は 誰と て か X る 
愚論を なす もの もない が。 實に此 ニっ の 特色 ある 怫敎 儀式 
は 寧ろ 彌陀敎 の 精神の 籠った 時に、 始めて 其 眞義大 用を 發 
揚し 得る とい ふて ょい。 斯く考 へて 來 ると、 開 宗記念 前に 
於け る 七月は 理論 上に 敎 義宣撝 の 最も 適當 なる 機會 として 
之が 利用の 巧拙 利鈍は 来春の 大會に 的 面の 結集を 來すの み 
ならず 亦 實際上 宣傳の 好機 會 、好 時期と しては 此七月 を 措 
いては 唯 九月の 彼岸が 一っ 僅に 殘る のみで ある。 然も 彼岸 
と 盆會 との 輕重 大小を 較量す ると 盆 會の絕 好の 機會を 逸し 
去つ た宣傳 が、 九月の 彼岸に 成效 する 希望は 先 あるまい。 
卽ち此 七月は 唯一無二の 開宗 記念 宣傳の 機會で ある。 施餓 
鬼に 盆 供に 墓參に 棚經に 所謂る 有效且 有力の 機 會は殆 ど 無 
限に 與 へられ、 欖 信との 接觸最 頻繁に 親密な 時は 此 時期を 
外つ して 亦 ある もので ない。 吾々 は玆に 於て 今夏 七月の 利 
用 活用に 就きて は、 特に 宗務 本山を 始め 全 國敎務 所の 熱烈 
な 且っ 周到な 注意を 切望せ ざるを 得ない。 その 統一的の 宗 


しめ 其方 針を 誤らし めず、 其 職責と 權限 とを 嚴守 せし むる 
ことが 最急 要で ある。 聞く 所に 依れば、 寺院 住職に して 一 
朝の 變災に 周章 狼 贝爲す 所を 知らず、 悲觀絕 望の 極、 律 頭 
に 飯を 賣り汁 を販 きて 恥づる 所な く、 甚 しきに 至りて は 酒 
を賣りて糊ロの資とする敎化筛すらありといふ。災餘の窮 
汰實に 憐 むべき は 勿論で あるが、 其 職責に 就き 自覺 なきは 
一宗と して 恥辱を 負は ぬ 譯には 行かぬ。 寺院の 燒跡に 何等 
の 考慮を 拂はず 、燒失 擅 越の 慰問を も 行は ず、 全然 抛 置の 
態度を 取りつ \ ある 人々 の 如き も、 特に 職責と 權 限の 上 か 
ら大に 戒勗を 要する もので あらぅ。 當局に して 若是 等に つ 
き 緊急 訓諭を 發し應 急. の 方策を 講ずる に 非ず んばー 寺の 衰 
滅は延 いて 一宗の 衰耗 となる であらぅ。 

第二は 第一の 罹災 寺院に 對 する 方針 指示と 其 生活 安定の 
爲めに は少 くと も 何等かの 保障を 必要と する。 一宗は 幸に 
も祖山 及び 關西 寺院の 深厚なる 同情を 基礎と して、 速に 應 
急のカ策を指示することが緊要である。 ^ 西本願寺ヵ ^ 災 
百箇 寺に 對し各 寺 一千 圓の 下付金を 爲した る 機敏 且 鄭重の 
救護 方法には 一 宗 の現狀 、急に 之を 模倣し 得ぬ としても、 或 
は バラック 建築の 實費を 下附し 或は 生活費の 月次 低利 貸與 
をな し、 着々 復興 的の 元氣を 振作せ しむる 事が 切實で あら 

大震災と 宗門 對策 


う。 而 して 之を なすには、 宗務に 寺院 復興 局を 置き 若く は 寺 
院 相談所を 設け、 公平に 各方 面の 人材を 網羅して 遺憾な き 
を 期したい。 若し 此 重大の 事業を 以て 假りに 之を 私 黨の擁 
護 及 利權の 具に 利用し、 或は 事を 私黨の 手中にへ 專斷 して 公 
正を 缺 くの 誠を 招く が 如くん ば 實にー 宗の大 不祥事で ぁる。 
現 當路の 公明と 嚴正は 特に 信賴 する が、 其 同志 會の 正系た 
る 故を 以て、 其內 外の 大事 往 々同黨 の 所謂 元老 中老 連に 掣 
肘され た 歷史に 鑑みて、 一言の 苦 語 も 蓋し 止む を 得まい。 

第三の 大都市 計畫に 伴 ふ 一宗の 根本 方針に 就きて は 更に 
大に當 局の 考慮を 促したい。 殆ど 寺院の 生命だった 墓地 問 
題が 東京 市當 局では 震災を 幸に 最早 着々 其 整理の 計 畫を傳 
へっ、 ぁる 今日、 一宗は 何故に 速に 之が 對策を 講ぜぬ ので 
ぁるか、 是其 一部分で ぁるが、 全局の 問題の 解決に 一宗の 
興亡の 懸かる 所、 當 局の 奮起は 此際 特に 切要で ぁらう。 第 
四と して 免災 寺院に 對 する 策勵 指導 も 勿論 今一 步を 要する 
ことで あらう。 

要 之、 外面 的の 事業が 如何に 花々 しからう とも 內 面の 整 
理と 復興に 一大 鐵案の 存せぬ 限り 其 施設に 何で 永遠の 効 梁 
が |1 められやう、ー宗は今や着實に考慮して前途を畫策す 
べき 時代に 入った。 (大正 十二、 十〕 
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警世 時 言 

最近 世界 戰後 の歐洲 に徵 しても 疑 ふべき 餘 地を 見ない。 敎 
家は 玆に 於て 民心の 指導に 於て 今や 全力を 集注せ ねばなら 
ぬ 時が 來た 。動もすれば 悲觀に 傾き 迷信に 陷り 、履むべき 
道を 履む 能は ず、 復興 恢 張の 努力を 沮害す る 心理 傾向 も此 
際 特に 敎家が 示 導を 要すべき 處 である。 帝都の 復興は 勿論 
經濟に 待ち、 政策に 待て 而も 其 根柢に 於て 强固 不抜の 宗敎 
情操と 正大 健全の 信念が 特に 必要で ある。 之な かりせば、 
如何なる 巧妙 周到なる 政策 も富瞻 適切の 經濟も 到底 眞實に 
恢復の 功を 擊 ぐる ことは 出來 まい 宗敎 家の 奮起すべき は實 
に此 時で ある。 (大正 十二、 九〕 

◊大震災と 宗門 對策 

今囘の 大震災に 就きて、 佛敎 徒が 相 當に活 動した ことは 
誰と て 認めざる を 得まい。 救護 慰問 も 追弔 も 可成 周到に 行 
はれ t 災餘 必要な 各種 社會 事業 も 小規模ながら、 各宗 とも 
に 着々 其 計畫を 見る に 至った。 政敎關 係に 於ても 災後 寺院 
の 復興 問題を 中心として、 聯合 會や護 國團が 時機を 逸せず、 
苦心 畫策 する 所が ある 樣 だ。 唯 各 宗の此 種の 運動が 尙 今に 
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緊密 且 敏速な 連絡と 統一と が 常に 意の 如くなら ざる 爲 と、 
活動す る ものは 常に 陣頭に 疲れて 後勁續 かず、 飛 將謀士 あ 
りて、 訓鍊 された 精兵 勇卒 乏しき 結果とは 未だ 犬に 天下を 
動かし、 民心を 一 にす るの 功を 收むる ことが 出來ぬ 遺憾が 
ある。 加 之、 事業の 宣傳 と報吿 とが 機敏なら ざる 爲に 、往 
往に して 意外の 不利益を 招く こと も尠少 でない。 要するに 
各宗 幹部と 寺院との 呼應が 今一 屁の 緊密を 見る に 至らぬ と、 
効 架は 甚 しく 減殺され る こと ゝなる だら う。 本宗に 就て 云 
は V、 淺草江 東 其 他の 罹災 寺院 中には、 相當 手腕 ある 靑年 
敎家も 乏しくない 樣で ある。 此 等の 人々 は 勿論 典 燒 失根據 
の 復興に 之 日 も 足なぬ ので あらう が、 幹部と しては 何とか 
此 等の 人々 を 動かして、 一宗と しての 復興 運動の 手足と す 
る ことは 出來ぬ もの か。 是 寧ろ 彼等 自ら 復活す る 所以で、 

亦 一宗に 報 効し 得る こと ゝも ならう。 吾々 は 先 以て 各宗特 
に 本宗が 變局に 際する 寺院 訓鍊 の尙 未だ 周到なら ざる もの 
あるを 切に 遺憾 とする。 

大 東京の 復興に 就きて、 吾が 一 百 七十 餘の燒 失 寺院を 如 
何す るか、 此 解決の 如何は 實にー 宗 興亡の 分岐 點 であって 
東京に 於け る 宗門 勢力の 如何は 職と して 此解決 の 結 梁から 
生ずる ので ある。 一宗の 當路は 第一に 寺院の 嚮ふ 所を 知ら 


後の方 策、 復興の 手段が 東 西本願寺は 勿論、 眞言、 日蓮 諸 
派に 比して すら 著しく 遜色 あるを 免れず。 隨て 震災 後 帝都 
宗 勢の 如何は 特に 言を 要せざる 所な り。 此ー宗 の 危機に 際 
して 宗會が 艰 して 其 職責を 完 ぅし 得る や 否やは、 實に 宗會 
の 必要と 不必要の 分る ゝ 重大の 甚點に あらず や。 宗務 當局 
にして 之に 關し責 むべ く 詰るべき あら ば 完膚なきまで 糾彈 
せよ、 鞭 韃策勵 すべき あら ば、 徹底して 之を 呼 號せ よ。 而 
して雋 土に 面し 廢墟に 向へ る宗會 をして 內に は宗を 安 じ、 
外には 官民 及 敎界に 對 して 一宗の 徉 在を 嚴示 せよ。 流言に 
もせよ。 宗會を 京都に 開く とい ふが 如き、 國策に 盲目に 宗 
是こ 無頓着に 一宗の 窮運に 同情な く 其 危機に 理解 もな き 呑 
氣千 萬の 利己 思想が 宗隅 に尙存 する 已 上、 宗會の 責任 や 此 
際 實に大 なりと 云 ふへ し。 勉施。 

宗會が 徒らに 李 四 張 三の 規則 更正を 弄び、 宗會萬 能の 利 
己 的 逸 樂 に 其 特權を 濫用す るを 喜ぶ 間は 現代 ;^ 潮の 指 ^ 
と 民心の 匡救に 於て 寸步も 致す 能は ざるは 當然 のみ。 吾が 
宗會も 之に 鑑みて、 大に 現代 指導の 上に 其 職責の 頗 重きに 
感奮せ よ。 帝國 前途の 憂 ふべき 現代の 如きは 甞 てあらざる 
所、 宗敎 家と して 起つべき の 秋、 實に 今より 急なる は莫し 0 
此國 家の 危機に 立ちて 敎學の 刷新に 何等の 畫策 なく 寸毫の 

各 宗派 宗議會 を 評す、 開宗 記念 大會に 寄す 


識見な しと 言は ビ宗會 は眞に 無用の長物の み。 而 して 此畫 
策 こ對 する 一二と しては 宜く 宗界萬 能の 迷夢より 覺 めて 職 
制 上に 於て は 宗務 長 一人の みの 選擧に 止めて 機務の 統一に 
利便なら しめ、 審 議院の 如きは 全部 之を 宗會 より 解放して 
苜由 に 敎學的 人材の 宗 運に 寄與 する を 得せし めよ。 育英 社 
會 事業に 關 する 財團の 如き 亦專門 家に 多 小 管理の 地 步を與 
へ 事業 上の 便宜と 社會の 信用を 大に する を 得策と す。 議員 
選擧 法の 如き も 勿論 普選の 殆ど 確定 的 大勢と なれる 結果 苟 
くも 讚衆已 上の 僧籍を 有する ものは 男女を 問は ずして 能 所 
の選擧 資格を 與 ふるを 可とせず や。 希く は 思想 指導の 高處 
大處に 立ちて 一宗の 進展を 誤る 勿れ。 (大正 十三、 ニ) 

◊開宗 記念 大會に 寄す 

開宗 記念の 大會は 終に 到来せ り。 大平 無事の 時に 於ても、 
勿論 宗祖 立 敎の眞 意義を 現代に 彰 明して、 廣 大の德 化を 國 
家 社會に 光 被すべき 重責 ぁるに 今や 此至 重の 好機 開 展と共 
に、 一方には 帝都 未曾有の 災變 後、 方に 第一 年を 迎へ國 民 
の 痛烈なる 宗教 意識を 覺醒 すべき 至 切の 時期に 逼 り、 恰も 
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警世 時 言 

◊各 宗派 宗議會 を 評す 

怫敎各 宗派 議會の 流 弊は、 實に 其敎化 的の 職能を 抛擲し 
たるに 存 す。 宗會を 以て 敎會の 埒外に 置きて、 之を 一種の 
特殊 部落たら しめ、 其 言動を 故ら に 宗敎 制裁に 於け る 治 外 
法權として怪まざる是各宗議會の通狀にあらずや。現時各 
宗の 腐敗は 主として 因を 玆に發 せり。 恰も 我が 帝 國議會 の 
亡狀と 品位の 墮落が 民心に 多大の 惡影響 を 及ぼした ると 相 
類せ り。 實を 剋せば 宗 會は卽 ち敎 化、 その 議事は 卽 一種の 
宗教 事務に して、 會合が 嚴肅 、敬虔、 品位 あり 識度 あり 規 
律 あり 協讓 あり、 その 公明正大 堂々 たる 規模は 以て 世を 敎 
へ 人を 導く に 足る ものなら ずん ば あらず。 形式ながら も、 
加特 カ敎の 大小 各種の 會議 、英米 新敎 諸派の 集會は 今に 尙 
宗 敎會議 として 敬 重に 價す るを 見る にあらず や。 然るに 宗 
會と 云へ ば 紛擾を 意味し、 實は大 に 警策 指導を 與 ふべき 政 
府當 局の 厄介と なり、 翩 々たる {n 面 俗吏の 前に 叩頭して、 
兄弟 肉を 爭ふの 醜を 演じ、 每に敎 門の 恥辱を 示し、 每に法 
運の 否 塞を 招きつ、 ある 現狀を 如何に 見る。 この 弊風 中に 
立ち 我が 開 宗記 念の 宗會 は、 區々 の 模倣 的 末節、 紛 々たる 
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傳統的 流 弊を 斷然 一洗し、 信仰的、 敎化 的の 宗會 、怫滅 後 
に 於け る 夫の 聖者の 結集の 意氣を 以て、 ニ 祖國師 の 白 河 結 
衆の 敬虔を 以て 先 づ宗會 をして 別時 念 怫 道場たら しむる の 
抱負 あらしめ ょ， 開宗 記念の 宗 會は少 くと も 此敎家 本然の 
職責に反れるとき始めて實現せん。勿論呑氣なる地震兒物 
の 議員、 バラック 料理店の 惡酒に 飽かん とする 議員、 埒も 
なき 獵職 のさ もしき 議員、 腐敗 靡亂の 政界を 眞 似て 小 術策 
小權 謀に 得意 狐の 如く 猫の 如く 信念と 敎學 とに 些の 理解 も 
なき 議員 等が 假に 不幸に して 吾が 宗會に 跳梁 するとせば、 
卽ち 吾が 宗會は 寧ろ 之を 開かざる を 以て、 開宗 記念の 最上 
策と 爲 すべき 也。 

各 宗宗會 の缺點 は、 地理 的 差別の 迷 情に 執 はれ、 利己的 
割據 主義の 弊に 驅られ て、 大處 高處の 着眼 甚だ 低く、 本宋 
大小の 別、 殆ど 存せ ざるに 歸す 。紛擾の 禍因 玆 にあり、 黨 
爭の災 源 また 玆に存 す。 震 害 善後 帝都の 復興が 帝國現 時の 
最大 國策 たるは 言を 俟たず 、隨て 都門敎 勢の 復興は 佛耶の 
諸派を 通じ 目下 敎界の 至急 至要の 問題たり。 此 際の 宗界は 
宜く 現代 至 切の 問題と 帝都に 於け る 宗門の 興廢が 直に 一 宗 
全體の 運命の 分岐す る 所以なる を 痛感して、 雄大 且つ 親切 
の對 策を 樹立す るを 要す。 淨土宗 が 現 時に 於て 執りた る 善 


出で f 天下は 何を 以て 大會を 見ん。 恐れ多き 事な から、 皇 
室は 今春 御慶 事に 際し 億兆の 誠衷 益々 盛な らんこと を 切望 

して列國に例なき質_に生民の疾苦を憐察せられ中外,'私 
の 大典を 擧げ玉 ひしに あらず や。 記念 大會は 宜く此 鴻範に 
顧みて、 宗祖の 行儀に 反り、 眞實に 慚愧し 眞實に 反省す ベ 
きには あらざる 乎、 孔子 すら 禮は驕 らんよりは 簡 にせよ と 

敎へ たるに あらず や。 

舊慣に 依る 雲 も 法要 も旣に 決した る ものは 必ら ずし も 
之を 改廢 せよ と 言は ず。 而も 前記の 精神に 顧みて、 幸には 
宗祖の 墨と、 現 門 主の 德 化に 依つ て 得た る淨 財は 出來得 
る 限り無 益の 經 費を 節約し" 無意義の 事務的 冗費を 荆 限し 
法要 中心 Q 非敎重 ？ 止めて、 之を 宗門の 敎夏 金に 頒 
ち、 次に 之を 各 區の傳 道 及社會 事業の 基金に 充てよ。 關東 
寺院 f m ハの 如きは、 社會 事業 及傳道 施設の 基本 財源を 提供 

する に 於て營 有益に 其 解決 喜ぐ る龜 ベく、 霧の 振 

M 、 は 之と 共に 必らず 一轉 機を 劃す るの 幸を 見む か。 而 して 
宗門が 國家 社會に 奉公し 其 職責を 盡 すの 道 も 此堅實 なる 力 
針より 發せん のみ。 之な くん ば 大會 法要は 唯 國費濫 費、 宗 
財 徒盡の 惡 事業に 過ぎざる 也。 

開 宗記念 大會に 寄す 


各地 開 敎區に 具 さに 困難と 惡戰 したる 開 敎使 を 優遇 
し、 一宗の 敎 育社會 事業に 聞 達 財 利を 求めず 一身を 宗門に 
捧げて 一意 其 職に 盡し たる 憂 宗家を 特待して 特に 其 ^ . を 
旌 表し 金品を 贈る が 如きは 大會の 最大 急務な り、 宗 敎大學 
の續 淨土宗 全書 公刊の 如き 石 塚 龍學 君が 災餘汁 版に 千 辛 萬 
苦しつ ゝ ぁる_ 傳 全部 英譯の 如き 宗門 敎學の 基礎を なし 宗 
光宣 揚 の先驅 たる もの、 S を 措いても 之を 第一に 援護し 
完成せ しむべき 務なき 乎。 此等 永遠の 生命 ぁる 事業に 一顧 
を與 へずして、 煙火 Q 如く 消吵る 無意味の 舞樂の 如きに 运 
費を 抛つ Q f 壽 S1 く 夫れ 寬 なるや。 

開宗 記念 大會は 終に 到來 せり。 奉 社の _ 冠 族、 S に 
飜 り、 血を 吐く 勞働歌 洛中に 氣を 吐く とき 依然た る 朱 紫 長 
袖の 行列、 何ぞ 宗門の 大 平なる や" 眞に祖 恩を 思は V 大會 
の 一日せ めて は 上は 門 主を 始め 下は 小僧 小 尼に 至る まで 一 
列 一 體の黑 衣の 別時 念怫 を修 して、 眞に平 等大 悲の宗 風を 
彰 明す るの 快擧— か。 此ー宗 全 體の糧 報恩 復古の 精 _ 
ぁりて後、大會の大 # たる所以、記念の記念たる意義ド 
して 如上の 報恩の 利 行、 方め て實 現せん。 一日の 黑衣 主義 
すら 實 行を 見ず して 社會 事業の 大會を 開かん とす この舍 
が餘興 的、 附錄 的の 付 霞たら ずん 農に 幸な り矣。 

三 ニ 五 


警世 時^^  口 

宗祖 出現 當時の 公火亂 離の 焦土 廢墟 は、 今に 其 形狀を 薪に 
して.災餘半歲の今日尙其慘狀を目前に橫へ、他面には國 
政の 弛緩に 乘 じて、 社會 問題の 糾紛 、生活 事態の 困窮は 益 
思想 渦亂の 暗流を 汪洋た らしめ 國史 未曾有の 不祥事は 此禍 
機に 際して、 突如 一大 汚 點を國 民史に 殘し 、思想の 糜爛 險 
惡 、殆と 底止す る 所を 知らず 民心 匡救、 精神 救濟の 切に し 
て 更に 切なる、 大旱の 雲 霓も营 ならず、 實に 鎌倉時代の 戰 
慄： g 畏失望 驚 慌 、依る 所な かりし 人心と 髪 絜た るを 思は ず 
んば あらず。 內 外の 國難實 に 斯の 如く 國步 の窘困 また 甚た 
悲慨 すべし、 而も 此深 酷なる 國 難と 國民 生活の 行 詰れる 所、 
卽 宗祖 大敎 の攝化 正に 力 ある 所なる を 見ょ。 開宗 記念は 此 
國 家の 危局に 際し、 民心の 險處に 立ちて 其 神聖なる 職責を 
r o ん とす。 記念 大會 をし. て 幸に 此國家 民人に 對 する 至大 
なる 責務を 理解し、 言々 步 々此 責任を 果すに 全力を 集中す 
る あらは、 卽ち 宗祖の 生命を 現代に 復活し 得て、 內 外の 渴仰 
を收 め、 宗運の 進展を 致す に 足らん。 若し 然らず して、 徒 
らに輕 薄 浮華の 形式、 虛僞紛 奢の 儀 禮を追 ふに 汲々 とし 國 
家 重大の 時期に 際して、 徒らに 御祭 騷を演 し 紫 緋錦襴 の 行 
列、 時代錯誤の 繁雑 愚劣の 法要に、 大會の 全部を 棒ぐ るが 
如くん ば、 吾が 記念 大會は 寧ろ 此 重大 期に 際する 有害無益 
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の惡戲 也、 國に 反き 民を 欺き、 宗祖を 恥し むる 雜染 虛假の 
邪 行 也、 識らず 近く 開かれん とする 大會 は宗を 興し 國に奉 
ずる 善美の 會な るか、 若く は 祖を賣 り國を 欺く の 醜會に 終 
るか、記念と云へば均しく記念也、然も善良なる何物かを 
殘し 得る か、 永世 拂 拭すべからざる 汚點を 留む るか 開宗記 
念は 實に 一 宗泰 否の 分る る 所 也。 

苟 くも 憂 志の 志 ある もの、 震 後 著く 感ずる は宗 勢の 不振 
な'  開宗 記念と 稱し て實は 元 氣の銷 磨、 精神の 涸衰 、感 
激の 薄弱は 終に 覆 ひ 得ざる 醜狀を 示せる を 見ず や。 須く之 
を 罹災 寺院の 復興 事業に 見る も、 新設 社會 事業に 照らす も、 
精神 作興の 傳道 活躍に 徵 する も、 吾宗が 東 西本願寺は 言を 
待たず 日蓮 宗に 比し 曹洞 眞言に 比し 遂に 其 背後に 瞠若たら 
ざるを 得ざる は 實に枉 くべ からざる 現狀 暴露に あらず や。 
開宗 記念 大會は 實に此 一宗 凋落の 際に 邦 盛觀を 示さん とす、 
大會 にして 有機的に 一宗を 觀 るの 明な く 手足 麻痺し 胴 腹 痼 
疾 根治を 要する の 際に 立ち、 徒らに 其 頭部を 粉飾し、 之に 寶 
冠瓔路 の滿 飾を 施す が 如き 無知 あら ば 卽 如何。 一宗 記念の 
大會 は卽ち 一宗 復興の 大會た ら さるべからず、 此 意_を 度 
外視し、址方的、局部的に樂觀し高擧し慢心して、骨肉の 
r 狀に 淚 なく ^ り爵舞狂题に傲らんとするが如き ^ 態に 


代に 生命 ある 所以に あらず や。 故に 宗派の 敎長が 其德 望の 
隆 々として 益 熾なる に、 引退 閑に 就きて 新に 新敎 主を 戴く 
が 若き は、 歸仰の 中心を 二つに し、 崇敬の 標的を 兩頭 にな 
す もの、 困惑を 道俗に 及ぼし、 時に 混亂を 宗派に 見る の 虞 
なきに あらず。 吾が 一宗に 於ても 此際 若し 門 主の 退 隱を見 
るが 若 くん ば、 勢 ひ崇 信者の 歸 趣を 二三なら しめ 其 極 新 門 
主の 淸德に 累を 及ぼし、 其敎 化の 旺 昌を妨 ぐるが 如き 虞な 
しとせ ず。 而も 流言 蜚語は 往々 にして かゝる 際に 紛生 する 
が 故に、 不幸に して 新 門 主の ために 沙 上の 偶語を 耳に する 
が 如きに 至ら ば、 卽ち老 門 主 至 切の 謙讓も 寧ろ 極めて 一宗 
に 不良なる 結果を 齎らす に 至らん か。 是ー宗 敎 化の 上に 熟 
考 すべき 所た るの みならず、 亦祖 山の 隆昌の ために 大に思 
考 すべき 所に あらざる 乎。 

人 或は 日く 夫の 釋尊 無隱居 論の 行 誡師は 嘗て 增上 寺を 辭 
退して 深 川隱士 として 悠々 自適せ るに あらず やと。 而も 誡 
師の隱 退は、 實に隱 退に あらず して 化導な りき。 誡師の 本 
誓 寺の 隱栖 は、 貴賤 求道の 士 、門前 日に 市を なし、 其 盛、 
寧ろ 緣山 在職 當 時より 盛なる もの ありき。 謂 ふに 若し 萬 一 
老門主 閑 栖の曉 は 其 結果 必らず 、誡師 と 同じ かるべく、 敎 
化の繁は今に *! ふるも滅することぁらじ、桃李自ら溪をな 

門 主 引退 說の 一掃を 期す 


すは 古今然 り。 老門 主の 隱捷は之を閑 にす る 所以に あらず 
して 寧ろ 之を 自 FI1 の忙 地に 置く の 所以なる を 察せょ。 

開宗 記念の 後、 一宗は 國家內 外の 憂惧 すべき 情勢に 立ち 
て 益々 責任の 重きを 加 ふべ く、 思想の 善導に 敎學の 經營に 
全力を 盡さ V るべ からざる 時期に 入り、 而 して 宗勢 復興の 
切要は 亦 敎運泰 否の 分岐 點に あり、 此際 宗徒が 敎 化の 重責 
に堪 へ、 國家 民人の 期待に 副 ひ 得る に 足る 唯一の 自信は 唯 
各宗に 匹儔な き齒德 第一の 老門 主を 戴けば 也。 老門 主にし 
て 一た び 去らん か、 激瀾 怒濤に 漂蕩 する の 孤舟に、 老熟の 
船長を 失せる と 等し、 一宗 元氣の 沈滯と 失望は 推す るに 難 
からず。 開宗 記念に 由り て 漸く 意氣の 勃興を 見た る 一宗を 
して 希く は 此不祥 事 あらしめ ざれ。 

兎角の 世論は 免れざる も淸浦 首相は 夫の 頹齡を 以てし 尙 
且つ 至難の 政局を 料理して 國に 春す るの 自信を 以て 立てる 
にあらず や。 經濟界 に 政治 界に 頹壽の 人々 の 奔走す るは 獨 
り吾國 のみならず、 基督 敎に 於ても 矢 鳥揖子 女史は 一 婦人 
の 身を 以て 高齡 海外に 往 き、 病牀猶 後進を 指導す るの 勇 あ 
るを 見ず や。 政治界 を覺 醒し實 業界を 指導し、 範を 一世に 
垂 るべき 敎家 として 爲 法不爲 身の 赤誠 一 矢 島 女史に 劣る と 
言は V 是吾が 門 主の 盛德を 知らざる の 言の み。 宗務 當局は 

三 ニ 七 
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C 大正 十三 •ニ) 

◊門 主 引退 說の 一掃を 期す 

『大聖 釋尊は 嘗て 隱 居され たことは 聞かね へ』 と、 是 一代 
の 大德福 田 行誡が 、常に 喝破せ る 痛快 語に あらず や。 吾が 

證が 讓奚難 は旣に 八十 Q 露 墨へ、 一生の 慈訓は、 

橫 說堅說 寸時 も寧處 なく、 聖迎 前の 一枚 起請は 今尙 凛と し 
て生氣 あるを 見ず や。 何 くん ぞ退隱 の 如き 閑 想の 此間に 字 
せんや。 ニ祖三 代ょり 始め 列祖 等へ 臨終の 最後まで 嚴 かに 
敎綱を 握りて 化導 唯 及ば ざらん ことを 恐る \ を 仰がず や。 
蓋し 法然 門下の 兒 孫には 還 囊國 、自信 敎人 信の 徹底を 期 

する の 志 ありて、 勿論 敎化 壇上ょり 身を 引退す るが 如き 懈 
怠は 斷 じて 之 あら じ。 

近時 坊間 傳 ふる 所に 依る に、 開宗 記念の 大會 終を 吿 ぐる 
と共に、 吾が 門 主の 引退を 見ん とすと。 謂 ふに 門蠢 齡、 
旣に 九十 有 三、 敎學の 諸務は 蓍壽を 煩は すに 餘 りに 繁瑣 に、 
四衆攝 化の 勞は往 々にして、 道軀 を累 する に 充分なる もの 
あり。 S 弟の 情より 推さ ば、 所謂 功名 就り て、 勇退 時 佳な 
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るの 今 m、 門 主 平日 驚 Q 遺志を 完ぅ せしめん とする の 精 
神は、 寧ろ i 味 甚だ 掬すべく、 親切 璧の 至れる を 見る 
へし 人 皆 淚 ぁり。 一宗 誰か 識者の 心事に 對 して、 惻 々の 
障使 なきを 得む や 而も 大法 傳持 の嚴 なるや、 斷じ て區々 
の 私情を 以 W 動かす を f ず。 讓湾 の 大 f 當り ては 
婦人 李 Q 胸 懷に將 ちて、 大人の 進退 靠 すべから ざるは 
勿論な り。 吾人は 闔宗 と共に 門主隱 退の 浮說が 、勿論 架空 
の 浮說 として 消失 せんこと を 望み、 且つ 門 主に 賢に 讓り能 
を推すの謙 ^ の誠志若し萬ーに之ぁりとせば、兹に謹で 
其 現 時に 於て 道俗 歸崇の 意に 乖き 、時運の 趨勢に 反し、 一 
一 示の ために も祖 山の ために も 極めて 不利の 結果を 招致す る 
を 極諫 して 其 謙 志の 抑 損に 考慮を 垂れん ことを 切望して 
止まざる なり。 

事は 秤 異伢 に屬 する も羅馬 法王は 一 たび 其寶 座に 登 1 尤 
一生 勇退の 事な し。 是傳燈 の眞義 として、 萬民歸 仰の 標的 
たる 已上洵 に 然ら ざるを 得ざる 所、 各 宗派の 宗憲 には 敢て 
11示首長の隱退を拒否するの明文なきも、之を宗政の樞鼗 
に當る 宗務 長 其 他の 如く、 雲 後の 期限を 付せ ざる 所、 卽 
其精 ^ の那鄴にぁるやを看取するに難からじ。、 ^ ^^、 !:' © 

敎 化を 貴び、 因 人 重 法の 實 、兎も角 尙祚 する は是敎 チが 現 


の觀 念の、 ある もの だ。 大局を 知らず 大勢に 通ぜず 、門墙 中 
に 蟄伏し つ& ある 連中は 實に 糞土の 墙で 、度すべからざる 
もので あらう。 消極 主義、 事勿れ主義の 引 込 思案で 現代に 
一宗が 維持 出来れば、 日本は 永く 鎭國で 桃源の 夢溫 かです 
んだ であらう。 糂太 瓶に せょ、 瘦羊 にせょ、 隣には 兎に角 
立派に それだけの ものは あるの だ。 敎學の 上に 元氣も 事業 
も 殆ど 空 零に 歸せん としつ、 ある 一宗は 果して 今 何を 羨ま 
うとす るの か。 (大正 十三、 五) 

◊敎學週報創邗 (: 際し 

東'亞怫敎徒の聯合運動は古秋の東盟佛敎大會を導火敍と 
して 益 其 勢を 犬に し、 大正 一切 經の 出版、 東 西本願寺 及淨 
土宗に 於け る 信仰 歷史敎 義の極 めて 摯實 なる 翻譯 述作 及 外 
字雜 誌の 公刊は 更に 此氣 勢を 高め、 シャム、 ビルマ、 セィ 
ロン 等の怫 敎徒 も、 日に ロに 道 交の 親善を 求む る 機 會を重 
ね 政治 上に 於ても 經濟 上に 於ても、 彼の 漸く 堅實 なる 世界 
宗敎 聯盟 運動、 或は 怫耶兩 教徒の 社會 運動に 親密なる 關係 
交渉を 加へ 来れる 世界の 大勢と も 併せ 想 ひて、 此運動 が 彌 

隣の 港 汰がめ 、敎學 週報 創刊に 際し 


助長して 活潑に 且つ 深刻に 進展すべき は 信じて 疑は ざる 所 
である。 

此 海外の 新潮に 策應 し、 一方 內地の 思想 生活の 混沌に 對 
して怫 敎 聯合 會 、怫敎 護 國團其 他の 聯合 機關が 全力を 捧げ、 
精銳を 盡 くして 其 責務を 果 すべきは 今日で ある。 況 んや內 
に 宗敎 法案、 普通 選擧の 如き 刻下の 大 問題が 橫 りつ k ある 
を や、 敎界 協同の 如何は 今や 其 死活を 決すべき 分岐 點 とし 
て嚴 かに 各 宗各宗 に 臨む で 居る。 協同の 精神 協同の 實動、 
是實 に敎界 をして 現代に 活かしむ る 唯一の 白 道で. ある。 

協同 か將 滅亡 か、 此 重大の 秋に 面し、 世界の 大勢、 國家 
社會の 要求に 對 して 盲目 昏蒙 、徒らに 私憤と 私情と に驅ら 
れ兒戲 の 如き 空名と 小利と に 執は れ て、 大處 高處の 達觀な 
く、 無 執 公正の 大度な くこの 良材 相殺し、 この 資財 相蕩盡 
して 奉公 協力の 精神な きものは 此際 天下の 至 愚 至 兇と 稱し 
てょ い、 『週報』 は 敎團の 全力を 糾合し、 全材 能を 集中し、 
一切の 資力を 擧げ て、 純ら 此內 外の 大勢の 上に、 天下を 救 
ひ國 家を 安 じ、 一切衆生に 奉 事して 大 安樂を 與 へんと する 
外、 何等の 目的を 有せぬ。 『週報』 は 之が 爲に 共に 反省し 共 
に慚愧 し大慈 大智の 御名の 下に 上 求 下 化の 大誓 願に 活 きん 
とす。 『週報』 は 一切衆生の 爲に 時に 一宗 すら 犠牲と して 悔 

三 二 九 
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勿論、 祖 山の 關係者 は 犬に 內 外の 狀勢に 鑑みて 全力を 擧げ 
て 門 主 隱退說 の 如き 一宗を 混亂せ しめ 祖 山を 衰頹せ しむる 
不祥の 流言を 速に 一掃す るに 吝なら ざれ。 (大正 十三、 三) 

◊『隣の 粮此が め』 

1 0 办 〇' ^ ィ 

『隣の 糂汰が め』 とい ふ 諺は、 日本 ばかりで ない。 西洋に 
も 『陡 家の ^ 羊は 自家ょりも 善く 乳を 出す』 とい ふの が あ 
るから、 人情は 何處 でも 同じと 見へ る。 他宗の 形勢が 非常 
に 隆盛に 見へ て、 自宗が 何時も 寒' 靡、 沈滯、 不活潑 の意氣 
地な く 見へ るの も 或は 此 ありふれた 心情に 基く かも 知れぬ。 

西本願寺が 百 二十 萬の 復興 豫算を 以て ー擧 して 東京に 敎 
界の 覇權を 掌握せ ん とする 壯擧 に對 して、 淨土宗 の 復興の 
現狀 はどぅで ある 乎。 東 本願 寺が 法 嗣の華 かな 成婚 式と 共 
に、 社會 事業に 一時期を 劃せ ん とする 意氣の 盛なる に 比し 
て、 一日の長 ある 吾宗 斯業の 現狀を 何と 見る、 谷 大龍大 は 
論な く曹大 も日大 も大學 認可と なつた 曉に 昔は、 「宗敎 大學」 
て ふ 抱負を 以て 各宗を 俯瞰した 一宗 最高 學 府の權 威を どう 
する であるか。 渺たる 法相の 一宗の 管長は 今や 盧山 の萊亞 
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怫敎大 會に大 氣焰を 呑吐 せんとし、 新 義豐山 派の 權田 老師 
は 七十 九の 高齡を 提げて 遠く韓 文 公の 舊蹟潮 州に、 秘密 灌 
頂の再興に赴く。此等の壯擧に對して吾宗は、出來各宗に 
は濟 々の 多 土を 以て 推されつ X、 宿老と 靑年 とを 通じて 元 
氣の銷 磨は、 開宗 記念て ふ大 刺戟に 遭 ひて さへ、 一向 其 振 
起す る 所を 見ない。 是梁 して 敎界 に對 して 面目 ありと いひ 
得 やぅ か。 

是等が 若し 『隣の 糂汰が め』 の 羨望の みとして 輕 々に 看 
過され 得 ば 甚だ 幸福で あるが、 然し 一 宗が 大局から 見て、 
今や 立遲れ となり、 時代錯誤と なり、 落伍者た らんと しつ 
i あるなら ば、 何とかして 奮起 激勵の 方法を 取らねば なる 
まい。 若し 本山は 自己中心の 前に 僅々 五六 千 圆の死 金を 擁 
して 寄生 蟹の ょぅに 大勢に 關係 なく 蟄伏 固 結し、 靑年も 利 
己 主_ を楣に 官學や 役所の 腰辨を 光榮 として、 濟生利 民の 
熱 も 護法 扶宗の 血 も 全く 見られず、 寺院 も 布 敎師も 唯 利己 
のために 其 寺を 美に し 其 生を 安くして、 井中の 蛙た るに 甘 
せんとす るなら ば、 是 孟子の 所謂、 上下 交 も 利を 得て 國危 
きもの、 宜しく 他山の石を 以て ガンと 一つ 喰は すは 勿論 其 
の 麻痺し 鈍重と なつた 神經の 動く まで、 すり 剝がね ばなる 
まい、 『隣の 糂汰が め』 の 連中は まだ 幾分 か 愛宗の 熱と 面 E 


て も 勿論 敎界の 感謝に 價 すべし と 思 ふ。 而も 此法 案は 其 性 
質 上 國民 精神 及 信仰に 關 する 根本 條規 として 重大の ものた 
ると 共に、 歷 史的の 事情と 共に 國際 上の 問題に 於ても 犬に 
顧慮すべき 幾多の 重大問題を 有し、 碁 月の 間に 輕忽 之を 定 
めて 其 効を 急ぐ が 如きは 頗る 愼戒 すべき 所ではない か。 當 
局は 充分に 議 者の 言論に 聽き 、輿論の ある 所を 尊重し、 民心 
の 要望す る 所に 隨ひ て、 新時代の 進展に 鑑み、 漫に其 立案を 
固執し、 其條 文を 骨張す るが 如き 執拗の 態度に 出づ るな く、 
徒らに 功を 急ぎ 遮二無二 今 議會を 通過せ しめんと する が 如 
き 無謀、 且つ 專制 的の 方針を 執るな からん ことを 切望して 
止まない。 吾人と 雖 も、 勿論 法文の 制定を 望む も、 而も 繁 
冗 不完全に して 寧ろ 斷片 的の 舊條 命に 劣る ものの 出現を 見 
る ことは 到底 忍び 得る 所に あらず。 もし 親切に 且つ 熱心に 
誠意 ある 當局が 將來の 改定を 豫 想して、 何を 措ても 至急 之 
を 揑 ねあげん とする が 如き あら ば 立法の 精神と 國 家の 將來 
に 見て 甚だ 取らざる 所、 宗敎法 制定は 將來國 家の 爲で ある 
は 論な く、 誤りて 文部 當 局の 功績の 爲め 名譽の ため 學位論 
文的に法案を泡定せんとするが如きぁらば、古來功賞を求 
めんと して 偏 功を 立て、 無益の 兵を 動かした 唐 代の 小人 將 
軍 連と 大差は あるまい と 思 ふ。 


怫敎 徒が 宗敎 法案の 干渉の 滿 しきを 論じ、 監督の 過酷な 
るを 痛言す るは 正理で ないでも ない。 然し 彼等は 此干渉 監 
督が 自ら 招致した 惡因惡 架で ある ことを 今日 痛切に 自覺す 
るが ょい。 區 々たる 小 寺院の 問題 すら 自ら 之を 決せず 底に 
宗敎 局に 趨 り、 其 醜 劣 卑陋なる 選 擧の爲 に、 黨爭 の爲に 事 
每に 一ツ橋を 煩は したる ことを 幾囘 なりし やを 知らず、 こ 
の 自制な く、 羞恥を 知らざる 淺間 しさは 自ら 求めて 自ら 願 
ひて 干渉の 御繩を 頂戴し 監督の 桎梏を 受 くる 所以では ない 
か、 大正に 脇 坂 寺社 殿の 出現を 見、 一ッ橋に 『てんの 革』 
の 看板が か ゝ げられ て 坊主び つくりの 將來も 恐らく 自業自 
得で あらぅ。 怫敎 徒は 信仰と 正義の 上に 徹底して 宗敎 法の 
批判と 修正と を國 民に 問 ふと 共に、 先 づ自覺 し ■愧し 奮 興 
して 健全なる 自治 能力を 發揮 するがょい、 醜 陋な る黨郇 、無 
智無倾 愧の 本山 議員の 選擧 等の 大革 新を 斷行 する ことが 卽 
ち 宗教 法案の 實行的 解決の 良法では ないか。 (大正 十五、 八〕 

◊敎學 精神の 實 動を 促す 

敎團に 於け る 敎學の 進展と、 之に 要する 協同 一致の 努力 


宗敎法案に對して文部當局及佛敎徒に云ふ、敎學精神の實動を促す  三 三 一 
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ひぬ 大乘 精神を 有す。 夫の 片々 なる 主_ なく 理想な く 何等 
信仰に 基かざる 島 合の 團體の 如き 其 名の 何者なる にせょ、 
『週報』 に 於て は 蚊 虻に だ も價 せぬ。 (大正 十五、 七〕 

◊宗敎法案 1: 對して文部當局 
及佛敎徒に云ふ 

宗敎 法案に 對 する 批判と 評論とは、 今や 敎界の 各方 茴に 
萬丈の波_を揚げ來り、其大修正を要求するもの、其審議 
討究の 匇輕 忽卒を 憂へ て、 之が 延期を 熱望す る もの、 或は 
法案の 杜撰 蕪雑を 指摘して、 之を 不必要と なし、 其 斷然た る 
撤廢を 呼 號 する もの 等、 特別委 員會 の進涉 と共に、 議論 百 
出、 益 其 勢を 高む るの 觀が ある。 謂 ふに 秋風 都 門に 及ば ^ 、 
此 等の 諸 運動は、 それ/ \ 全國 的の 輿論を 誘致し 又 各團體 
の 奮起と 共に、 寺院 も 信徒 も 漸次 自家 頭上の 利害に 就き 明 
確 の觀 念を 得、 其 所屬敎 派に 對 する 熱情の 如き も 必らず 一 
時に 勃發を 見る に 至る であらう。 識らず 當局は 此 形勢を 前 
に" 如何の 態度に 出で、 如何なる 方針を 取らん とする 乎。 

吾人は. 吾が 日本の 宗敎界 の 現狀に 就き、 特に 歷 史的に 特 
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別事 情を 有する 現在に 見て、 其實際 上に 於け る當局 法案 制 
定の 苦心は、 之を 諒と せざる にあらず。 隨 つて 此 法案に 對 
し、 太政官 の發 令以來 最近までの 宗 敎條規 の蕪雜 なる 大成 
以外、 何等 見る に 足る ものな しとす る :; 般の 批判の 如き も 
或は 止むを得ず として 見るべく、 徒らに 舊 習舊惯 に 拘束せ 
られて 新時代の 法文と しての 雄大 自 F11 の 價値空 零なる の議 
も 亦 一時 或は 之を 忍ばざる を 得ない。 而も 宗教に 對 する 干 
渉監督の煩瓚にして、之に凼りてー面宗敎の自巾なる發達 
を 妨げ、 寺社 奉行 時代の 復活を 大正の 今日に 見る が 如き 滑 
稽と之が爲に中失地カの國務の上に非常なる手數と卸子カ 
とを 增 して 所謂 緊縮 時代の 政務の 精神に 大分 矛盾を 藏 する 
ことは 萬 人が 萬 人ながら、 異存な き 痛 評で あると 思 ふ、 例 
せ ば 地方 長官の 第一 次 監督の 如き も 現代の 事情に 於て は 大 
なる 得る 所の 利便に 比して 相 贖 ふに 足らざる もの ゝ存 する 
は、 見易き 道理で ある。  . 

文部 當局 は怫敎 聯合 會など が 法案 制宠の 急務を 其 綱領の 
一として 折衝した るに 應じ て、 之を 滿足 せしめ 而も 大部分 
に 於て 聯合 會の 希望を 納めた る ものと 稱す るは、 其 親切の 
態度 歡迎 すべく、 而も 速に 此 法案を 成立せ しめて 敎 界の慶 
福を 增大 し紛爭 の禍极 を 一掃 せんとす る 熱心と 誠意に 至り 


期の 如し。 斯の 如しと せ ば、 大慠 奮は 勢 其 所で ある、 大奮 
起は 必らず 之な きを 得ぬ 所で ある、 一宗 協同の 精神は 烈々 
として 火と 燃えょ、 擧宗 全部の 敎學 精神は 汪洋 として 海の 
如く 漲れ。 

吾々 の 憤慨は 徒らに 宗派 根性の 勝 他 我慢から する もので 
はない。 吾々 の 痛言は 單に 他を 羨み 自らを 賤 じて 不足不 滿 
常に 煩悶す る 小人 女子を 學ぶ もので ない。 吾々 は 少く とも 
吾が 屬 する 敎團 として 現代の 國家 社會に 於け る 有用の 指導 
機關 たらし めんこと を 欲する 他 何の 意志 もない、 出來 得る 
丈、 其 能率を 犬に し、 其 活動を 敏に し、 其實 力を 充盈 せし 
めて、 現代の 世 道 人心に 道德 的の 基礎を 與へ眞 生活の 根本 
を敎 ゆる 已外 、何等の 偏執 もない。 現在の 淨土宗 に慨 する 
所以は、 其 優越の 地位の 如何に あらず して 無益 有害の 黨弊 
に沒 頭し 其敎化 能力の 薄弱 貧 少なる にある。 其社會 の稱讃 
毀 貶の 如何に あらず して 其餘 りに 私鬪 、私利に 汲々 として 
實 際の 活動の 空 零に 近から ん とする にある。 

吾々 は玆に 於て 一宗 敎學 精神の 奮 興の 前に、 區々 の 小 情 
實小 感情を 一擲し 去りて、 擧宗 協同の 對外 運動に、 目覺め 
ん ことを カ說 する。 外を 觀 よ。 外に 觀て紛 々たる 兒戲 、小 
權勢賣 弄の ま X ごとの 惡戲を 遠 離し 宗祖の 同一 兒孫 たる 僧 

日華 佛敎徙 の 親善と 光明 大師の 遠 忌 


伽の 眞 生命に 生きょ と 極言す る。 一宗は 又 確に 國のた めに" 
人の ために、 抑 亦 一宗 そのもの、 將來 のために、 猛然と し 
て 一大 轉 向を 要する。 懺悔と 信 行との 反省の 秋は 今や 來 た。 
此秋に 臨みて、 尙惡獸 の 如く 毒蛇の 如く、 私利 私欲 小權勢 
に 啦哮 し、 のた くり 廻りつ、 ある ものは 抑 も 何者ぞ 。 

此自覺 懺悔 奮 興の 一大 目標と して、 敎學實 動の 一大 中心 
として、 近く 目隨の 間に 逼 れる靜 寬院宮 五十 囘令 忌は 嚴然 
として 一宗に 臨み、 遠く 五 年の 後に 報恩の 徹底を 約す る、 
光明 大師 千 二百 五十 年の 遠 忌は 旣に その 發 令を 見た。 前者 
の國家 的國民 的敎育 的、 事業 的に 宗門 全體敎 學の大 刷新を 
期す る 一大 好機で あると 共に、 後者は 東亞 大敎の 將來其 民 
族の 慶福 及宗 學恢弘 のために 奮起すべき 一大 轉囘 の樞鏈 と 
稱 すべきで ある。 吾が 敎團は 此ニ大 目標の 下に 猛然と して 
協同 努力の 新生 命に 躍進し やぅでは ない 乎。 (大正 十五、 八〕 

◊B 華佛敎 徒の 親善と 先 明大 
蹄の 遠 忌 

光明 大師 遠 忌は 目 暁の 間に 迫り 祖山は 旣に其 準備を 開始 

三 三 三 
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は、 敎義 信仰の 實現 として 必然の 責務に 屬し 如何なる 場合 
に於ても宣傳敎化の上に 1? じて之を忘るゝことは許されぬ。 
然し 此の 努力は、 (母に 新なる 目標を 定め、 活動の 中心を 確 
立す る ことに ^ りて、 最もょ く 敎團の 協同 力を 新なら しめ、 
其敎化 鑽 仰の 努力に 大轉囘 を 與へる ことが、 有利に 且つ 力 
强く實 現す る。 某 派が 其 敎祖の 記念祭を 機と して 信徒の 倍 
如運動に成功した如き、某宗が興宗祖の遠忌を捉へて敎學 
設備に 一大 刷新を 加へ た 如き 其實例 殆ど 枚擧に 遑な しと 云 
ふて ょい。 我が 淨土宗 に 於ても、 夫の 記念 傳道當 時の K 盛 
な 元 氣と 、烈火と 燃えた 舉宗 一致の 傳道 精神に 顧みて、 現 
時の 宗狀を 思 ふとき、 誰と て 今昔の 感に 打たれぬ ものは な 
からぅ。 

吾 宗社會 事業は 怫敎 各宗の 間に 伍して 一日の長が あるの 
は 定評の 存 する 所で ある 其 人材 自ら 特別の 地 步を占 むる も 
のが 少く ない。 而も 大震 火災の 後に 一時に 長足の進歩を 遂 
げた、 東 西本願寺、 淺草 寺に 比較し 来る 時、 實際上 果して 
何等の 遜色な しと 云 ひ 得る か。 少年 敎化 事業 も、 甞 ては 帝 
都に 覇 權を掩 り 得た 歷史を 有し 乍ら、 現在 西本願寺 あたり 
の 整然たる 統制と 新銳の 設備に 對 して、 之を 恥な しと 誇り 
得る か。 東京の 工場 布敎 特殊 傳 道の 大部分は 曹洞宗 に 占有 
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せられ、 文壇の 敎 化は 東 西本願寺の 手に， 握られ、 熱烈な 改 
宗 がの民間蕾道は日蓮宗の爲す所にー任するの現狀は、ー 
宗 として 默 して 忍び 得る 所なる か、 敎 育は 故黑 W 宠勸 學康 
存の 時代、 其 抱負と 實狀 とに 於て、 隱然 敎界を 俯瞰した 慨 
が あった。 而も 現 時 故 勸學が 社 會に始 した 學匠 人材の 齊々 
たるものーたび凋落したと假定せょ。 5]: ハ後勁を望むに誰か 
中心の 寂莫を 感ぜぬ ものが あらぅ。 學徒 の氣魄 精神の 沈滯 
萎靡" 統一的 宗學 精神の 銷 磨、 堅實 なる 業蹟 の發表 甚だ 貧弱 
なる、 之を 谷 大龍大 に 比して 如何の 感が ある。 普通 敎育事 • 
業は 今や 其 整備と 成功と に 於て、 稍 敎派 問 に 重きを なして 
居る 然し 一宗の 文化 事業に 對 する 意識 精神 遊 だ 薄弱に 共 事 
業の 發展 基礎の 確立に 資すべき 方針 浮泛に して 言 ふに 足る 
べき ものがない。 若し 一二の 有力の 斯業 從事荠 が、 北 ハ 犠牲 
的の 地位ょり 退去した 曉は 前途 頗る 危殆を 覺 へざる を 得ぬ。 
天台曹洞が中學を昇格せしめ、智山の小宗派を以て尙新中 
學を 興す 時に 一宗は 少く顧 慮を拂 ふ 必要がない 乎。 海外 宣 
敎の 事業に 至りて は、 東 西本願寺 曹洞 日蓮に 比して 全く 慚 
愧の 外は ない と 云 ふても ょい、 其 一時 優勢な りし 布 哇の如 
きに 至りても、 今は 第三 流に 墮 在した との 深慨苦 言は、 遠 
く大平洋の濤聲に相應するを坪にする。一宗敎界の現狀、 


眞に兩 君の 爲に榮 とし 且賀 する 次第で ある。 兩君は 固ょり 
本宗を 代表す る もの、 願く ば 大會に 臨みて、 大に 光明 遠 忌 
の 意義を 闡 明し、 本宗の 之に 對 する 努力と 計畫 とを、 宣明 
せんこと を 切望す る。 而 して 此宣傳 に對 して、 祖 山は 特に 
兩君 の爲に 宣傳 に關 する 出版は 勿論 其 必要の 費用を 下附せ 
ん こ とを ^ に 個 請す る。 (大正 十五 八) 

◊講習 會の流 弊を 改むべ し 

從來 の敎學 講習 會の 效果 如何、 之が 宗門 敎學に 貢獻 した 
る 實績は 何もの 乎の 議論は 多數 宗門 識者の ロに 上り、 時に 
或は 講習 會廢 止の 極端 論 さへ 耳に 達する の狀 にあり。 予輩 
は 固ょり 一部の 論者の 如く、 一切を 功利的 打算的に 論定し、 
寧ろ 悠久 普 汎の効 策を 望むべき 性質の 講習 會を 以て、 飢者 
の食渴 者の 飮の 如く 的 面に 實 穷 を擧 ぐる ものと せんとす 
る 希望は 聊か 無理なる 注文なる を 信ず。 而も 現 時の 講習 會 
が 政府 及 府縣の 講習 會が陷 りつ X ある 流 弊と 轍を 同う し 形 
式に 固定し、 淸 新の ェ 風を 缺き渾 てに 於て 行きつ まりを 生 
じつ X あるは、 何人と 雖 否定す る 能は ざる 所謂 ふに 今にし 

講習 會の流 弊を 改む べし 


て 何等かの 改善を 斷 行し、 新生面を 開拓す る 道に 出で ずん 
ば 或は 怕る 夫の 講習 會無用 論が 最後の 勝利を 占む るの 日必 
らず 遠から ざるべき を。 予輩 は此 故に 今期の 講習 會を して 
少 く共此 革新的 意義に 由り て 開かれ 從來 固定の 形式 定例の 
寸法 已 外に 自ら 範を葚 民敎 派に 示し 講習 會の流 弊 中 躍 然と 
して 一道の 淸波を 揚げ 來 らん 事を 切望して 止まず。 

講習 會は 勿論 講習 員の 爲也 。然るに 府縣は 勿論 敎 派の 講 
習は 全く 講習 員を 度外視して、 官僚 式に 講師 萬 能 主義を 取 
り、 而も 時に 低能 陋識 時代に 通ぜ ざる 死學 者を 中心として、 
毫も 講習 員の 學識 手腕を 問は ざるが 若き 是 講習 # が 生命を 
喪失せ る 一大 原因な り、 講習 會は 長官の 訓令に あらず 管長 
の吿 論に あらず。 講習 員の 自由なる 討究 精神、 鬱勃た る 求 
道 堅 信の 熱烈、 卽ち 講習 會を して 眞の 講習 會た らしむ る 所 
以 にあらず や。 予輩 は少 くと も此 講習 員 中心の 議習會 、講 
習 質問 自發的 自由の 討究を 樞軸 とせる 講習 會 、輪講 及 信念 
學說 の發 表を 主腦 とせる 講習 會 、討論 審議を 主と し、 講說 
を從 とする 講習 會が 現代の 流 弊を 救 ふべき 唯一の 道な りと 
信ず、 要 之、 講師 中心の 講習 會 ょり 轉 じて 講習 員 中心、 講 
習 員の 學識 手腕を 尊重し 其 自由 精神に 重點を 置く の 講習 
會 ならしむ る こと 卽 弊害 救濟の 第一 步也 。今や 敎 育學界 に 
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し" 法式 傳道に 於ても 犬に 調 茶す る 所 あり。 宣傳頌 德の資 
料に 關 しても、 今や 盛に 其 蒐集に 努力し つ、 ある 樣 に見受 
ける。 祖 山の 勢威と、 富力と を 以てして、 此宗 史上、 有意 
義の遠 忌の 精神を 閬發 し、 之を 擧宗 一致の 大轉囘 に 向は し 
むる ことを 得 ば、 其 慶福は 決して 一宗の 爲 のみでない。 

吾々 は 固ょり 祖 山の 準備の 完美 周到を 疑は ぬ。 其 一宗に 
對 する 敎學 上の 施設に 至りても 必ずや 範を各 宗に 示す に 足 
る ものが あらぅ。 然し 吾々 は 光明 遠 忌に 別に 一つの 犬なる 
對 外的 意義の 存 する 所 あるを 一言す るを 許されたい。 

東觅怫敎大會に瑞を兆して今や日華怫敎徒の親善は着々 
として 其輯 陸を 堅く せんとして 居る。 日本の 佛典 研究家、 
村 上、 高 楠、 前 田の 諸老 、荻 原、 木 村、 望月、 小 野 等 諸 匠 
の 業績 も 常に 支那 學 徒の 注目を 惹 きつ \ ある。 此際 に當り 
淨土宗 としては 此 大勢に 應 用して 祖德酬 答の 用意を 怠ら ざ 
る こと、 最も 切要の 務で はない 乎。 

之に 對 して、 第一は 大正 大學に 於て、 特別に スコラ ー シ 
ップを 設けて 光明 大師 硏究 の學匠 若干 名を 檢定 募集す るの 
擧で ある。 甘 ハ 基金は 祖山 の下附 若く は 一宗 特 志の 喜捨を 仰 
ぎたい" この スコラ ー シップは 大師に 關 する 敎理史 敎界史 
の兩 面に 亘り 本文批評に 思想 發展に 文藝に 藝術に 所有 方面 


三 三 四 

の研5を期するのだ第ニは 1?1 界に對する大師著作及コン 
メンタ ，-の 解說及 紹介で ある、 日本に 於け る紛 々たる 末 註 
悉く 之を 世界に 問 ふの 價あ りとは 言は ぬ。 然し 少く とも 北 ハ 
硏究の種類潮流傾向を示すは最も學界の歡迎すべき所であ 
らぅ。 第三は 宗門 支那 語學 生の 任命で ある。 少く とも 光明 
忌を 記念して、 北京 廣東は 論な し、 出來 得べ くん ば 則 四川 
あたりまで決死の靑年僧を送ることだ。 ^ 蓮宗の敎義が旣 
に 着々 として 支那 時文に 著譯 せられつ k ある 際 支那と 最も 
關係 深く、 而も 最も 支那の 民心に 投ずる 光明の 敎義は 日蓮 
に 比して 其 宣傳の 難易 言を 要せぬ 所で ある。 

記者は 去年 東蓝怫 敎大會 に 聊か 犬馬の 勞を 取り、 其 法相 
の 熱誠なる 硏 r 家の 観 ^ と 腕を 把り て 相談す る の 快を 得た、 
三時 學會の 名に 遍學 三藏と 同く 彌勒 信仰に 活 きつ \ ある 此 
等の 諸 居士に 對 して、 千 福の 群 疑 論を 說 きて、 瑜伽 對淨土 
の 信仰に 言及 するとき、 此等諸 居士の 肅 然として 襟を 正し 
くした のは 今尙 記憶に 殘 る、 懷感 ょり 光明、 唯一 階の 寶殿 
が 今や 中華の 熱烈な 信徒 硏究 家に 對 し、 廣く 開かるべき 時 
期が 来た。 

今秋の 東亞 怫敎 大會に 於て は 久家慈 光、 大野 法 道兩対 其 
選に あたり、 大に 日華 佛敎 親善の 楔 子を 固く せんとす る。 


系 こ 於ても 重大の 位置を 占め" 他面は 性宗 最高の 寶 典華嚴 
經の 中心と も崇 むべき 十 地經梵 文が、 和 蘭の 一 俊才に 由り 
て 公刊せられ たるは、 更に 拂敎 學界に 一大 慶事を 加へ たり 
とい ふべ し。 

比 俊才は 名を ヨハンネス、 ラ ー デルと 呼ぶ。 白哥 _の怫 
敎學 者、 ラ、 タレ、 プサン 敎授に 師事し、 硏鑽 多年 各種の 
異本を 集め 終に 此 至難の 校訂を 完了し、 之を 其 ドルト ル 學 
位の 論文と して 提出し、 其 優良の 成績 學位 最高の 賞 譽を荷 
ひ、 今春 其 公刊を 終へ て 之を 學界 に頒 てり、 ドルト ル ラ ー 
デルは 此十 地經の 校訂と 硏究 とに 於て、 吾が 大正 大學 敎授 
荻 原雪來 氏の 不朽の 業績た る、 瑜伽論 菩薩 地梵 文の 寫 本を 
利用して 負 ふ 所 極めて 多く、 之が 爲に 甚大の 指導と 便宜と 
を 得た る ことは 其 論文 中 公に 感謝を 表する 所、 特に 卷 末に 
於て 荻 原 教授の 整理 校訂した る前屢 本 Q 一部 約 三十 頁を 
付錄 として 學 人の 參 照に 資した る ことは 日 東學界 のために 
頗る 意を 强 ぅする に 足るべく、 我が 新しき 大正 大學の 爲に 
も 偶然ながら 光彩を 世界に 發 揮した る 美 ありと 謂 ふべき 也" 
世界に於ける怫敎梵文學の硏究は斯の如くしてーは學界 
巨擘の 老手、 他は 新進 俊才の 努力、 _ら 相呼應 して 學壇に 
貢獻 する の 趨勢を 示しつ、 あり 謂 ふに^^ 方面に かては 大 

佛敎梵 文學の 研究と 巨匠の 精進 


乘怫 敎國の 誇と して、 自ら 世界 學界の 重鎮を 以て 任じ、 其 
指導棕 合の 覇 權を擔 ふべき 責 ある 吾國に して、 常に 一籌を 
歐 州に 輸 する の 觀 あるに、 學人 の大に 奮起を 要すべき 所に 
あらざる 乎、 西本願寺に 於て は大谷 光瑞 氏の 光壽會 の梵文 
の 出版 及飜譯 漸く 基礎を 作り、 東 本願 寺の 南 條老间 及 其 門 
下の 英材泉 教授 等大谷 大學の 諸士が 苦心 精勵、 楞伽經 原文 
の 公刊を 終り、 更に 手を 金 光明 梵本に 染めん とする の 快事 
ありて 纔に 世界 學 界に對 する 面目を 支持す ると 雖 、駸 々と 
して 進む で 止まざる 斯界の 趨勢に 對 しては 更に 大に 力め 大 
に 奮 ふ 所な くして 可な らん や。 

大正 大擧は 此新學 期を 以て 堂々 たる 新 敎 室の 建築を 終り、 
自ら 新進の 銳氣を 示して 學界に 飛躍 せんとす る 勢を 示せり。 
希く は 先づ獨 逸の 範に倣 ひて 各學 科の ゼミ ナ ー ル 組織を 勵 
行し-其、 第一 着手と して怫 敎 々學の 基礎 學たる 梵文學 及 
印度 學の 研究室を 設けん ことを、 世界 梵學界 に 於て 今に 一 
方の 雄た る 荻 原敎授 あり" 大正 大學の 世界的 發表 として、 
斯界に 誇るべき 新進の 增田慈 良 君の 如き、 亦大に 大學を 重 
からし めん" 況んや 今や レ' ヰ 敎授の 下に 孜 々として 硏究を 
開始 せんとす る 文 學士高 畠寬我 君の 如き あり、 數年の 後 正 
犬に 一大 偉力を 加 へん や 必な り。 大正 大學 の當局 者ょ、 願 
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於て は 小學 校に ありて すら ダルトン 案自 發的敎 育の 風潮 方 
に 重きを なし 来れり。 今の 儘に して 高等 講習 會を 放置せば 
卽宗學 に 於て は 卽夫の 普通 教習所と 相距る 夫れ 幾何ぞ 。 

講習 第二の 弊は 其 遊蕩 氣 分の 根絕に あり、 講習 會は 東京 
見物に あらず、 之を 利用して 黨 人宴會 にあらず、 眞に 嚴肅 
なる 別時の 敬虔 精神に 出で ざるべからず。 高等 講習が 夫の 
共生 # 、 光明 會に 比し、 內容 常に 貧弱に 元氣 何時も 衰 ふる 
もの 源を 玆に存 す、 新 戒律 主義の 信念 生活、 禁酒 禁煙 勵行 
の 克己 凡そ 此の 如き 警世 精神の 躍動せ ざる 宗敎的 集合に 果 
して 何の 價 あり や、 予輩は 當局及 講師 講習 員が 特に 此點に 
就きて 奮 ふて 講習 會の流 弊を 改めん ことを 切望せ ざるを 得 

し*  0 

_ 目 及 演習 (實地 布敎) 視察に 就きても 言 ふべき 少 から 
ず、 次囘 更に 筆を 新に して 大方に 問 ふ 所 あらん。 

(大正 十五、 八〕 

◊佛敎 梵文學 の 研究と 巨匠の 
精進 
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佛敎聖 語學の 巨匠と して 學梵漢 に 百 一り、 屢々 世界の 怫敎 
國 を歷訪 して、 典 研鑽の 透徹、 學識 の深玄 、每に 世界 學界 
の 尊敬を 一身に 鍾め つ、 ある、 パリの シル ワン レ 半 敎授 は、 
兩 三年 前 再び 尼 波 羅の 首府、 力 ー ト マンド ー に 人り、 王室 
圖書館 に 於て 圖らず も、 邯 敎學莢 僅に 五十 葉に 滿たず と雖、 
大乘怫 敎恃 に瑜伽 怫敎の 硏究に 於て は、 一大 彗 M の 光芒 陸 
離、 突如、 黑 暗の 空中に 出現したり しに 似て 學界の 驚愕 讃 
嘆、 近時 殆ど 之に 集中した るの 觀 あり。 吾國に 於け る 法相 
の學 壇は 論な し、 特に 最近 支那に 於て 極 盛を 極む る 夫の 章 
大炎を 首と し 韓哲武 、陳 鴻寶 等の 唯識 討究の 一 派は 之が 爲 
に 多大の 刺激を 受け、 三 性 八 識の學 海に 雲濤 烟浪の 一大 壯 
觀を 現し、 延 ては 佛敎學 の 全體に 一大 轉 化を 輿 ふる も 謂 ふ 
に 期待す るに 難から ざらん か。 レ、 ヰ 敎授 は此 天下 無二の 珍 
材に周密の权訂と銳和の批却を如へ 去 冬 パリに 於て 之 
を 公刊して 世界の 學 壇に 問へ り。 今や レ、 ヰ 教授の 友人と し 
て、 斯界の 重鎭 たる 高 楠敎授 之を 我 國傳來 の 學院に 廻らし、 
遠からず 其 懇切 明快の 紹介を 吾が 怫敎界 に 致さん とす。 親 
しく レ、 ヰ 敎授の 原著を 手を にす る 能は ざる もの も、 高補敎 
授の紹介を通じて、近く此至珍重寶を賞飯するの便あらん0 
相宗 最高の 聖典 三十 頌及 二十 頌の 刊行に 續 き、 一面 法相 


の 微妙に 發 したる 宗敎 現象を 示す。 種 上人 崇拜も 云 ふま 
でもな く 亦 之と 織を 一にす 而も 上人が 仁 俠慈惠 の 篤行 人を 
感ぜし むる とともに 其 一生の 敎化 最も 密に且 近く 人世と 交 
渉あるが爲に、其彼及の感勢は觀音地藏の理想的超 1|: 的の 
大聖こ土して、寧ろ大なりと見たるにあらざるか。現に各 
宗 奉祀の 諸 怫明王 諸 天に して 上人の 崇拜の 如く 眞純 にして 
且 親しみ ある もの 稀なる を 示す と實に 因て 來る 所玆に 有す 
るを 見る を 得ん。 

呑 龍 上人の 信仰は 旣に斯 の 如くして 淨土 宗實際 勢力の 一 
たり。 其 民間に 於け る 根柢 亦相應 に大な る ものを 見る。 卽 
ち 理論 上 其 是非 正邪を 論評す る 前に 先づ實 際 的 解決と して 
其 信仰の 現代的 意義を 發 揮し 現代の 智識と 生活との 上に 其 
融合 調和を 試む るを 切要と せず や。 此の 如きは 實 C 呑 龍 上 
人の 慈悲 善 巧に 酬 ゆる 所以に して 亦淨 土宗が 時代 指導に 於 
ける 至 切の 急務を なす 所なる を 信ず。 

解決の 根本 方針と しては 先づ 現代 社會 問題の 焦點 とも 云 
ふべき 兒童 保護の 大 精神の 上に 呑 龍 信仰を 高潮す るを 要す。 

而 して 其方 策と しては 一般 信徒 靡 然として 四來 する 「御 弟 
子 入」 の 幼童に 對 して、 從來の 敎化已 外に 更に 新に 敎育的 
衛生的の 指導 方法を 案出し、 特に 兒童及 父兄の 精神に 別に 

吞龍 信仰と 兒童 保護の 淸神 、靜寬 院宮泰 讚 法耍と 東京 寺院 


精 正なる 宗敎 信念を 注入し 誘發 し開展 せし むべき 熱烈 且細 
心の 宣傳を 切要と す。 斯の 如くして 試に 十 年 二十 年を 經ょ 
呑 龍 信仰は 宗門の 上に 敎界の 上に 社會國 家の 上に 更に 大な 

る 勢力と なりて 開展 する の曉を 見ん。 

今や 新田 大光院 に 於て は 學識を 以て 鳴る 鈴 木靈眞 君 新に 其 
職に 就き、 深川靈 巖 寺に 於て は敎 壇の 驍將 伊藤 圓定 君、 上人 
の 三百 年忌を 盛に し 其祠 堂を 修 したり。 兩 君の 如きは 實に本 
宗 革新の 材な り。 卽 平生の 所感を 書して 江湖に 問 ふ。 (大正 
十五、 九)  . 

•◊靜 寬院 宮奉讃 法要と 
東京 寺院 

靜寬院 宮奉讀 法要の 奉修 は、 旣に 一週の 間に 逼 り來れ り。 
增上 寺が 從 來勤修 したる 大法 要は 最近 一にして 足らず。 日く 
開宗 記念、 日く 中興 國師の 報恩 記念、 其 催す 所、 會每に 盛な 
ら ざるに f ず、 江湖に 興へ たる 影響 も 亦相當 の 効果を 認む 
るを 得べ しと 雖 而も 今日の 如く 偉大の 反響を 興へ、 上下 內外 
擧て 奉讀の 誠意を 捧 r るが 如きは、 實に 未曾有の 快事に 屬す 

三 三 九 


警世 時 言 

くば 世界 學潮の 現狀に 鑑みて 雄大の 方針と、 遠 觀遠識 の 計 
畫 とを 以て 學界の 趨勢に 後る X なく 祖國 のために、 佛敎新 
文化の 建設に 貢獻 せょ。 C 大正 十五、 九) 

◊吞龍 信仰と 兒童 保護の 精神 

台密 兩宗に 於て は觀 音、 不動、 歡喜天 等の 祀少 からず。 
到る 處 、福 壽 安康を 求め、 成功 榮譽を 祈る の 徒 群を なすを 
見る。 曹洞宗 に 於ても 荼吉 尼、 三尺 坊 等の 奉祠 ありて、 亦 
民衆の 競 ふて 之に 賽 する あり。 淨土宗 にあり ては、 其宗意 
固ょり 厭 穢欣淨 に存 する を 以て、 斯の 如き 現世 祈禱の 道場 
に 乏しき は 論を 要せざる 所な りと 雖獨り 上 州 太 田 大光浣 は 
自ら 一種 特異の 風格を 有し、 其 群衆 參拜の 殷賑なる 成 田と 
競 ふに 足り 其 祝 禱祈 願の 隆昌、 また 淺草豐 川と 趣を 同ぅ す 
る もの 有す。 大光院 開祖 然譽呑 龍 上人 曠世の 大德偉 行、 遺 
澤を 現代に 貽 すの 盛た る眞に 驚嘆に 價 すべく、 慈悲 善 巧の 
今日に 及ぼす の 影響、 年を 逐 ふて 益々 深き を 加 ふるの 觀あ 
るが 若き も 亦 大正時代に 於け る 驚異の 一たら ずん ば あらず。 
吞蘢上人の崇拜は獨り其攝化示寂の遺蹟に止まらず。埼 


三 三 八 

玉 群 馬 等の 諸縣苟 くも 其 影像を 安ず るの 寺院は、 寺 門 頃に 
繁榮を見て信徒の群參するを常とし、東京に於ても其奉安 
の祠 堂には 每に寺 運の 衰勢を 挽囘 する の實 あり。 關東 全部 
を 通じて 上人の 信仰は 今や 俗信 中 最も 勢力 ある もの X 一に 
位し 其 信奉者の 數も單 に 淨土宗 に 局らず 各宗を 通じて 數 
十 萬の 多數に 上る の 實狀を 見る。 上人の 信仰が 夫の 敎化醇 
正の 本旨に 觀て 、果して 之を 許容し 得る や 如何、 現代の 進 
步せる 文化の 中に 斯の 如き 信仰が 成立し 得る や 如何。 迷 旨 
掃蕩の 議論 教育家 經世家 等の 間に 喧しき 今日 堂々 として 猶 
其 門戸を 將來に 張り 得る や 如何。 凡そ 斯の 如き 議論は 且く 
之を 他日に 讓り 、之が 正義なる にせよ、 不正なる にせよ、 
迷信なる にせよ、 正 信なる にせよ、 上人の 言卬が 現に ^ 上. 
宗の 一大 勢力と して 民衆の 間に 牢强の 根幹を 有する は 實に 
爭ふ ベから ざるの 事實 として 認む べきに あらず や。 

父母の 其 子を 愛する や、 水火 尙辭 せず、 刀 槍 敢て畏 a ず、 
其 至情 何もの も 能く 比する ものな し。 宗教に 於て は、 此至 
情の 機微に 乘 じて 攝化の 妙 用を '^ す もの、 東西 古今 北 ハ 例に 
乏しから ず。 古代 印度に 於け る 1 i 梨 命 一 i 卽 鬼子 母 神の 崇拜 
の 如き 支那 本邦の 子 育 地 藏及觀 音の 如き 天主 敎會に 於け る 
聖母マリャ及び兒童特殊の恩聖の信仰の如き、皆こ 0 人宵 


院は 特に 此鴻 恩に 負 ふ 所 重し とい ふべ し、 寺院が 今 葬儀 法 
要の 勤修 、舊 例を 追 ふて 衰へず 、寺 門の 維持 經營 之に 由り 
て 安固なる もの、 實に宮 の 遺澤に 出づ 、苟 くも 忘恩の 業畜 
たらざる 已上 、朝に 暮に 、其 恩德に 感謝して 心 香を 獻すべ 
きは 何ぞ 言を 要せん。 卽 東京 寺院が 卒先し 全力を 奮って 今 
囘の 大法 要を して 眞に 天下の 期待に 乖か ざるに 至らし むる 
こそ、 眞に 謝德 報恩の 一大 責任な りと 云 ふべ けれ。 

東京 寺院は 旣に 之が 爲に 至誠を 盡 して 淨 財の 獻備に 力め 
其 額 一 萬に 近 からん とすと いふ、 震災の 後、 復興の 途上 眞 
に 力めたり とい ふべ し。 希く は 更に 此眞 情を 大いに 此 熾烈 
の 赤誠に 一層の 白熱を 加へ て、 各 組 各部 心を 一にし 力を 協 
せて三 ^ の大法要中競ふて奉賛の會坐に列し都門五百の寺 
院囘を 重ね 席を 再びして 隨 喜の 至誠を 表し 嚴 儀を 盛に し眞 
に 國民的 祭典 大 東京 市民 報恩の 大法 要が 內外 環視の 中に 其 
名に 負かざる 一大 模範的 法要た るに 至らん ことを 眞 に至禱 
至 祝に 堪えざる なり。 

一品 內 親王の 御 葬儀は 當時 の增上 寺を して 九地の 下ょり 
九地の 上に 救 ひたり。 半世紀の 今日、 此大 法要に 依りて 沈 
滯萎靡 敎運否 塞の 緣山は 今や 一躍して 現代 敎化に 一大 活動 
を 試みん とする 曙光を 認む るに 至れり。 諸 大本山の 法主 臺 

靜寬院 宮奉讃 法要と 東京 寺院 


下 各府縣 の耆宿 機運に 應じ奮 ふて 報恩 興宗の 力を 致さん と 
す。 東京 寺院 諸君 夫 奮起す る 所な くして 可な らん や。 

(大正 十五、 九) 

| 自家 坊主頭の 蠅を 追へ 

j 從 軍僧の 派遣、 慰問品の 募集、 戰腾の 御祈禱 、忠 死者の 追 

}弔、日く何日く何、此等は何れかと云は ^' 寧ろ紋切形のこと 

> 

| ながら、 兎に角、 佛敎各 宗は現 在 其 相應に 奉公の 至誠に 勵み 

| つ >1 ある 樣なり 。外見 上實以 て 御 役！ HI 御 苦勞と 申す の 外は な 

| けれど、 扨々 其 實狀を 見れば 存外の 事に て、 實際 今の所 各宗 
> 

| は內 部の 統一 整理が 要 中の 要と な リ居リ 、此方 如何程 國家社 

| 會の爲 か 知れざる 也。 露骨に. さば 各 宗派が 恤 兵の 慰問のと 

| 躁ぎ 廻り、 一角の 思 義顔 して 御 奉公 振を 見す るょりも 先々 自 

I 家 坊主頭の 蠅を追 ひて せめては 苦々 しき 紛擾 沙汰を 此際 奇麗 

j に片附 けたき もの 也。 暄曄は 何れの 場 處に も近處 迷惑に て 醜 

| 態此上 もな きもの 乍ら、 特に 大 章魚 小韋 魚の 友 食と あリ ては 

I 其 醜 其穢眞 に 目も當 てられし ものに あらず。 (大正 三" 十) 

0 
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是實に 宮の威 德相俟 ち、 現代 女子 教育界の 適切なる 要求に 應 
する 女 學界の 新 女神 新 理想と して 遺 德の現 代に 光 被した るに 
依れり。 故に 其關 する 所は 國民的 敎化的 に 甚大に 且廣 く" 一 
般敎化 及 敎育界 に亘 りて、 影響 極めて 大な るが 爲に 、奉 讚の 
聲洋 々天下に 充溢し、 法會の 盛大を 豫想せ しむる、 固ょり 其 
所な りと いふべ し。 

此國民 的の 大祭 典に 際し、 皇族の 獻供 、內 閣總理 大官縉 
紳の參 拜旣に 定まり、 貴族 名流の 奉賛 後援 日に 益 勢を 高め、 
都 門 三 萬の 女學 生は 衣香 相 接して 靈廟 に獻 香し、 各 區の區 
長名譽 職は 奮 ふて 市挝 に參 拜を勸 誘し、 總 本山の 特派 四大 
本山 法主 親修の 法要 儀式 次第 全く 確定し、 新に 完成した る 
緣 山の 大 殿に 於て 未曾有の 盛儀を 展觀せ ん とす。 斯の 如く 
して 今や 內 外の 視聽は 全く 三緣山 頭に 集中す るに 至れり。 

同 山の 上下は、 今や 之が 爲に 必ずや 周到 愼 重の 準備を 怠ら 
ざるべく、 報恩の 赤誠、 嘆德の 至情、 嚴肅を 盡 くし 莊重を 
極めて、 江湖の 渴仰に 答へ、 內 外の 期待に 乖く なく 以て 風 
敎 振作 信念 興起の 一大 功績を 擧 げんこと、 吾等が 衷心 切望 
に 堪 へざる 所な り。 

而も 此大 法要の 奉修は 、獨 り緣 山上 下の 能くす る 所に あ 
らず 。靜 寬院宮 と 御緣故 最も 深く、 其 恩澤を 被む る 最も 直 
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接なる 東京 寺院の 援助 協力は 特に 其 有終の 美を 濟す 最大の 
增上緣 たるを 信ぜず んば あらず。 

東京 寺院は 大 東京 住民の 代表と して、 大 江戸を 兵火の 間 
に 救濟し 今日の 盛を 見る に 至らし めし、 最大 恩聖が 實に吾 
宗の信仰に巾り吾が緣山の大檀越にいませしことの誇りと 
光榮との觀念をー蜃强烈にするを要す。昔は宗門の大史筆 
攝門上人、日蓮宗徒が紀州の養珠院夫人、加藤淸正公等の 
外 護恩靈 を崇拜 して 極力 遺 德宣傳 に 力む るに 比し 宗徒が 動 
とすれば 其 外 護の 大勳功 者に 冷淡なる を 憤慨した る こと あ 
りき。東京寺院は今や心を一にして奉賛にカむ。斯の如き 
の 慷慨は 今や 全く 無用た るが 如き も、 而も 東京 寺院は 今や 
一層の 渴 仰を 奮起して、 檀徒を 敎へ 、一段の 努力を 以て 太 
宗 婦人の 本尊と して 宮の盛 德を戶 々に 傳 へ、 今囘の 法要を 
盛なる 上に 盛らら しむる は實に 其務 にあらざる か。 

靜 寬院宮 は 排怫毀 釋の當 時に 當 りて 嚴 然として 怫 式の 送 
，終の 儀を 遺命し 玉へ り。 當 時の 緣山は 事實上 之が 爲に 復活 
したり。 怫敎 典禮の 今日 ある 亦 之に 負 ふ 所 甚大なる や 論な 
し。 高 楠 博士が 宮を佛 法 再興、 護法の 女神と して 譜美 至ら 
ざるな き 實に確 論と 云 ふべ し。 此興敎 護法の 大恩は、 各宗 
悉く 荷 負すべき ものと 雖 、增上 寺 門 末と しての 東京 本宗寺 
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東京 府 市に 於け る 

寺院 墓地 


問題の 現在 


尊 先崇祖 は吾國 f 敎の 根柢であって、 苟 
も 之れ を缺 くと きは、 吾が 特色 ある 文化、 
光輝 ある 國體 も、 或は 危殆に 瀕する の 虞な 
きを 保す る こと も 出來 まいと、 存じます 
る、 而 して 此尊先 崇祖の 基礎と して、 墳墓 
を 大切に する ことは、 固より 論を 待たない 
.所で、 あります も、 卽ち 祖先 墳墓の 忌日、 
命日、 の月參 、年參 等の 美風が、 どの位 吾 
が國の 特色 ある 阈民 性を 培養した かは、 寧 
ろ玆に 改めて 言 ふの 必要を 認めますまい。 

然るに 吾國の 都市 行政に 關 する 方面に 於 
ては、 單に 都會の 物質 上の 整 美の ために、 
此 重大なる 道德 的根抵 たる、 墳墓を 邪魔物 
扱に し、 之を 郊外に 驅逐 せんとす るの、 短 
見 淺識の 嫌も往 々にして 之れ ありました、 
將又 墓地の 管理に 任す る 方面に 於ても、 亦 
墳墓を 荒廢 のま \ に I 任し、 其 衛生的 方面 
若く は 崇敎に 副 ふべき、 美觀 風致に 意を 用 
ひざる 向 も、 少から ざり し爲 めに、 益々 墓 


地 驅逐の 輿論を 助長し 來 つた 樣に考 へられ 
ます、 是れ實 に 吾 國風敎 のために 慨嘆す ぺ 
き 至と 言は ざるを 得ない 次第であります、 
然し 都市の 計畫や 整理から 見ます と、 墓地 
移 轉と言 ふこと も、 都市 人口の 稠密に 伴 
ひ、 ^ 止む 可から ざる こと、 なります と、 
どぅしても、 一面に 於け る 都人の 祖 靈參拜 
の 便宜、 言を 換 ゆると、 道 德 上宗敎 上の 必 
要との、 矛盾が 出来まして、 何とかして 之 
を 調和せ ねばならない 事と 相 成ます、 其處 
で 理想的とまで 行かな くと も、 夫の 震災 直 
後に 於け る、 佛敎 護國團 有志の 建言 及び 奔 
走、 區劃 整理 委員と して 中 山理賢 老師 等の 
盡 力に 由り 實 現した る 特設 墓地 設定の 如き 
は 先づ此 矛盾を 調和し 得て 寺院の 安全を 計 
ると 共に 市と しての 經營 上には 多大の 利益 
を與 へた ものと いつて よいと 存じます。 

拙者は 固より 微力 取る に 足らざる もの 
で、 ありまして、 大方 諸 大德に 申 上る に餘 
りに 潜 越で あるとは、 平素漸 隗して 居り ま 
すが、 夫の 特設 墓地の 制定 已來 初めは 東 本 
願 寺の 熱心な 信徒と して、 敎界の 宿老 田 中 
舍身 先生 等の 御 援助を 蒙り 事業を 起した 
る、 故熊澤 今太郞 氏の 下に 愚直なる 誠實を 
生命と して、 其 事業を 援助し、 次で 獨 立し 
て 業務に 從 ひ、 實に壹 百 有餘に 上り、 何れ 
も 御用 命 寺院 諸大德 の御滿 足なる 御 賛辭を 
得て 今日に 至り 聊か 以て 佛祖 に對 する 御 報 
恩の I 分と して、 感銘 致し 居る 次第で あり 


然るに 震災地 區御 寺院の 特設 墓地の 大般 
も 漸く 今 部の 完成を 見て I 段落を 劃す ると 
共に、 来る 昭和 九 年を 以て、 整理の 時期と 
なるぺ き、 免災 地の 御 寺院 方の 墓地は 今や 
正に 整理の 實行も 漸く 逼り來 りたる 際 之れ 
に 罹災 地 寺院の 特設 墓地 設定の 規定を 應用 
する 事は 寺院と しても、 我府 市と しても、 
大 東京 市の 出現と 共に、 好都合の ことで あ 
って、 急速に 墓地 尚 題を 解決す ぺき 唯一の 
良策であります。 故に 或は 其の 實現を 見る 
としても 蓋し 不可能に あらざる は 識者の 目 
ド 田 3 考 しつ、 ある 所であります。 否、 之れ 
は、 積極的に 其 促進を 期す る ことが 寺院の 
爲 めに 萬 年の 大 策と 信じます る、 現に 拙者 
が 終始 直接 工事に 當 りたる 小石 川 戸崎 町 念 
速 寺の 墓地 改修は 免 災地區 寺院に 於け る最 
初の 特設 墓地であって、 此！ 例は 恐く 全部 
免 災地區 の 寺院に も 均 霑す べき ものと 見て 
も 差 支ない と考 へられます、 其 處で玆 に 御 
參考 として 先づ 此の 念 速 寺樣の I 例を 擧げ 
拙者 事業が 愚直 忠誠、 唯、 大法、 興隆、 佛 
祖、 報恩、 の 一念に 存 する ことを 證明せ ん 
が爲 に、 此免災 地 破天荒の 特設 墓地 工事 寫 
眞 、念 速 寺 御 住職 秀讚 上人の 御 感謝状、 其 
他を 發 表する ことを 御 許を 願 ひ 以て 大方 諸 
大德の 御 援助を 仰ぐ 次第であります。 

(昭和 七、 八、 廿 五、 有終 會の爲 めに 作文) 


感 S 隨筆 


◊壺中 乾坤 


「祇園 精舍の 鐘の音は 諸行無常と 響くな り」 と 書き出した 
る 源平 盛衰 記の 絕 叫は、 此書を 一貫した 麗な 佛敎的 世相 
の 觀察で ぁる。 生者必滅の 理 り、 騷 る もの 久しから ず、 剛 
きもの も 終には 亡ぶ る、 悲しく 而も 眞實の 法則を 美しき 畫 
卷物 として 展開した 此 傑作は、 單に 源平 兩 家の 一榮 一 相の 
己錄に 止まらず、 また 吾が 國民が 佛敎の 無常 觀を 代表した 
る ものと も 見られょぅ。 佛敎 思想が 國民 に與 へた 種々 の感 
匕の 中で、 無常観は 其の 最も 强 く、 且つ 深い もの ゝ 一つで 
ぁる。 かくて 通審敎 といへ ば 無常、— といへ ば 必ず 调 
落、 衰滅、 死亡" 鳥邊 野の 煙は 昔、 今は 靑 山や染 井の 墓地 
に、 免れ 難き 苦しき 人間 最後の 運命を 痛切に 印象す る 語と 
なった。然し諸行無常の眞理はもっと廣ぃ。無常の悲觀は 
唯 だ 楣の 一面で ある。 

壺中 乾坤 


感懷に 同じき 消息は 特に 此中 に收 めた る もの あリ。 

XXX 

人世には 定相 なく" 萬 物は 變 化を 免れない。 定相 がない 
から 滅亡 も 死 も あるが、 之と 共に 發生も 成育 も 出来る。 變 
匕 流 噃の 法則 厳として 存す るを 以て 進步 あり、 改造 あり 向 
上が ある。 大震 火災は 勿論 大 なる 無常であった が、 着々 と 
して 復興す る 現在の 努力 も 亦 無常で あるから である。 木枯 
の 霜 風に 萬 木肅條 として 凋落す る 年の 終りは、 無常の 大踏 
歩の 片足で あるが、 梅花 東風に 笑 ふ 来らむ 春は、 直に 此殘 
の 片足で ある ことを 知らねば ならぬ。 葬式 も 火葬場 も 七 五 
三の 宮詣も 結婚 も、 成功 も總 て是れ 無常 大海の 一 波瀾に 過 
ぎぬ。 無常 觀に 泣き •之が ために 厭世の 淚に 暮らす 人は、 
亦 無常の ために 奮起し、 之が ための 精進 努力す る ことの あ 
るを 忘— el ては ならない。 樂 しき 苦しき も、 此變化 流轉の 無 
常を 單に 感情を 以て 處 する 時に 凡人の 世界が ある。 之を 理 
智的に 、其 必然を 觀照 するとき に 科學が あり哲 學が ある。 
更に 之を 良心と 意志と に訴 へて、 其 當爲を 定め 來た ると 
道德が 生じ 倫理が ある。 而 して 此 生滅 變 化の 世相の 中に 常 

三 四 三 


XXX 

子女が 疾病に 惱む とき、 その 父母は 可憐な 患者 以上に 惱 
む。 天下の 憂に 先 だち て 憂へ、 國 家の 艱難を 自家の ものと 
して 荷 ひ、 社會の 病症を 己れ の惱 として、 その 匡 濟救濟 に 
身心を 碎 くものは 是卽 仁人 義士の 誠で ある。 大士 維摩 詰 日 
く 「衆生 病める が 故に 吾 病みぬ、 衆生 病 治 するとき 吾 病な 
し、 菩薩の 病は 大 慈悲ょり 起る」 と、 社 會の罪 惡缺陷 は 常 
に 止む ことなく、 衆生の 苦難 痛惱は 日に 益々 甚だしい かく 
て 聖者の 病は 長へ に 癒へ ない。 

衆生の 病を 吾 病と し、 社會 の苦惱 に堪へ 難き 痛を 覺 ゆる 
とき 「下 化 衆生」 の 聖者の 心を 心と した 大 慈悲の 修行が 進 
む、 然し 之と 共に 吾々 は、 r 吾 病む が 故に 衆生 病む」 とい ふ 
反省 慚 It に 猛然と して 自覺 する ことが 必要では ないか。 吾 
一人の 無自覺 、罪惡 、過失、 懈怠が どの位 社會を 毒し 之を 
累 して 居る か 分らない。 要するに 吾一 人の 未成 佛は實 に 衆 
生を 誤って 居る ので ある。 玆に上 求 菩提の 大 精進が 火と 燃 
ゆる。 

XXX 

惡風暴 雨は 天 も 辟け 地 も 覆さん ばかり、 奔雷蟲 き疾電 fx 
き、 山河 震動し 林 樹悲號 して 凄慘 恐怖の 限を 盡し た。 惡魔 

襃中乾 神 


の大 軍が 一た び 潰 散した 後は、 天地は 復び もとの 常 暗に. 歸 
して 一切衆生の 自覺 なき ことを 表する 如く、 群生は 沈々 と 
して 長夜の 眠を 貪って 居っ た。 

この 大嵐の 後、 今や 東天 漸く 曉を吿 げんと するとき、 見 
ょ、 天際に 煌々 として •明星 ブ ッシャ が嚴 かに 輝き 出した。 
地に 於け る大 なる 光が 今や 直に 出現す るを 豫言 する が 如 
く。 

果然と して 天地の 何物 も 及ぶ 能は ざる 大 なる 光明が 輝き 
亘 った。 是實に 人類 自覺の 光でぁった。 釋迦 族の 王子は 今 
や佛陀 となっ た。 

人類が 自然の 威力に 跪いて 其 救護を 仰いた ベ ー ダの 自然 
神敎は 全く 兹に滅 し 去っ た。 人性 最高 尊の 大 自在 力を 忘れ 
て、 創造の 神、 超人 格の 偶像 吉凶 禍福を 始め 所有 宇宙を 攝 
理 する 天界の 暴君に 甘 じて 奴隸 となって 居た 人間は 玆に全 
く 人性 自曲の 尊嚴を 見出した。 怫陀の 自覺は 實に 人間 最大 
最高の 11 歌でぁった 

怫陀 以前は 人は 神の 下僕でぁった。 怫陀 一た び 出で て 神 
は 反對に 人の 爲に仕 ゆべき ものと なつた。 如来の 前には 理 
智的 創造攝 理の神 梵天 も、 情意 的 人格の 神 帝 釋も皆 白拂を 
執々 寶 座を 拂ふ 侍者に 過ぎな くな った。 

三 四 五 


感懷隨 筆 

住 永遠の 光明、 長し へに 輝き渡る を 仰ぎ見る とき 一起 I 
伏、 H 咼一 低の 千浪萬 波は、 必竟眞 如 海中の 顯 現に 過ぎ ざ 
るを 體 得し 得て、 無常 卽 常の 至 理を 悟り 來た ると き、 玆に 
卽ち 宗敎が ある。 

XXX 

哲人 邵康 節が 天津 感 事の 詩に 日く 

水は 流れて ょし 急なる も 境は 常に 靜かに 花は 落ちて 頻 
なりと 雖も 意は 自ら 閑な り。 

忙中 閑、 閑處忙 、動 中に 靜を 見、 靜裡に 動を 藏 する 工夫 
は、 人間 處 世の 祕訣で あり、 また 修養の 最も 力むべき 所で 
ある。 然し 動 靜兩對 して、 全然 差異した 兩 極の 間に、 調和 
を 求む るに 努力す る ことは、 妥協 的に も 見え、 相互の 卽限 
とも 考 へられて、 徹底した 考 へとは 云へ ない。 また 實際此 
努力は 可成り の 苦痛で も ある。 

玆に 於て 動中靜 、靜中 動の 修養は、 ー轉 して 動卽靜 、靜 
卽 動の 徹底 境にまで 到達せ ねばならぬ。 忙中 閑、 閑 處忙の 
修養の 精錬は、 終に 動靜雨 極の 不一 不二、 表裏 隱 現の 別に 
過ぎぬ ことを 悟了す るに 至り 動靜 一如の 妙 境に 人る ので あ 
る。 

XXX 


三 四 四 

動中靜 、靜中 動の 修養 工夫は、 通途の 倫理、 道德で も あ 
る 程度までは 出來 ょぅ。 而し兩 極 j 如の 妙 境を 體 得して、 
全 生活の 上に 別樣の 天地を 築き、 新 光明を 仰がん とする に 
は、 一步 進みて、 宗教の 領分に 踏み 入る ことを 必要と する。 

宗敎の 要旨は、 有限の 生命の 中に 無限の 光と 力と を 發見 
し、 生滅 轉變の 世界の 背景と して、 永遠 絕對の 基礎を 確立 
する に存 する。 

人生の 妙味と 眞實の 活動は 斯 くの 如くして 生じ、 一切の 
矛盾を 除き 去った 平和と、 調和の 新 生活は この 曉に顯 現す 
る。 

XXX 

宗敎の 領分に 踏み 入って、 何事に 當 っても 無碍 自在の 力 
用を 發 揮し、 如何なる 場合に 處 しても、 氣宇は 王の 如く 綽 
々として 餘裕 あり 思慮 ある 行動に 出づる ことが 出来る。 電 
擊雷奔 の 間に、 永劫の 蒼 空 長し へに 廣 く、 湛然不 變の眞 如 
の 大海から、 雲 濤煙浪 の大活 機を 躍動し 出す ので ある。 

動靜 一如の 極致は、 人生 動靜の 兩邊で ある 死生 一 體の徹 
底に 迄 進まず ば 止まぬ。 玆に 一切の 哲學 と、 宗教の 終點が 
嚴か に存 する。 人間と しての 眞 實の而 目と 活動は、 實は此 
-處 から 生じ 來 るので ある。 


常 心 直に 是 大道 だ。 萬 有の 姿 其 儘に 眞理の 光を 認めて、 眞 
實 生活に 精進 するとき 其處に 菩薩の 修行が ある。 白玉 蟾の 
詩に 日く。 

花 紅に 柳綠 なる は 菩提の 相な り、 燕 語り 鶯啼 くは 般若の 

象ぞ。 

更に 去りて 補陀 山の 上に 覚めん か、 烟濤雲 浪は天 風に 棬 

くの み。 

政治 も 經濟も 國防も 敎育も 一切の 經綸 、總 ての 運營 、大 
乘の正 信の 上に 發 する ものは 無上 大覺の 光たら ざるは な 
い。 治政產 業、 悉く 是怫 法に して、 日常の 事務 生活の 上に 
光明 輝き 天 香 薫ず るの だ。 

勞働は 固ょり 此眞義 から 見て 勿論 神聖 だ。 資本 もこの 平 
等 智慧の 光に 照され 來る とき 亦 神聖たり 得ょぅ。 眞言の 曼 
陀羅で は 凶器の 劍戟刀 鎗剛杵 などが、 諸怫 如来を 代表し 
た、 三摩耶 形と して 拜まれ る。 現代では シャベル や 鶴嘴、 
帳簿 や 電話 器な どが、 大 曼陀羅の 諸 怫のシ ム ボルで あらね 
ばなら ぬ。 

X X X 

一切の 衆生、 觀る こと 自己の 若し、® 海は 同胞、 人類を 
離れて 我な く、 社會を 別にして は 自己は 存在し ない。 實を 

壺中 乾坤 


いふと 我卽ち 衆生、 社 會卽ち 自己で ある。 平等の 大 慈悲、 
普濟 利他の 精神は、 玆に 於て 人類 最高の 道德 として、 自然 
に 太陽と 共に 輝く。 佛陀は 實に此 最大 最高の 仁愛を 體 現さ 
れた もの だ。 諸怫 如來は 大 慈悲を 以て 體 とすと いふのは そ 
れだ 。この 「極 愛一 子」 の 慈悲、 吾々 の 同胞に 對 して その 
愛兒に 於け ると 同じき 純な 且つ 深い 愛を 捧 ぐる ことが 吾々 
お 互に 心がけて なくて はならない。 

吾々 は 共に 如来の 本質を 有し、 同じく 大覺大 自由の 性格 
に生きる。故に吾々が互に敬し亙に尊ぶべきは言を待たな 
い。 r 一切の 男子は 皆是父 .。一切の 女人は 皆是 母な り」 とい 
ふのは この 相互 尊重 恭敬の 精神を 遺憾な く說 破した もので 
ある。 吾ら は 子と しての 愛と 共に 父母と しての 敬を 同胞に 
致さねばならぬ、否未來の怫陀として亙に合掌禮拜すべき 
であらぅ。 法華經 に說 かれた 常不輕 菩薩の 淨行 は此 大道の 
模範を 長へ に 吾々 に 示す。 

XXX 

共生 共存が 人類の 本性で ある 已 上、 共助 共勵は 隨 つて 社 
會 必然の 責務で あり、 而 して 共 榮共樂 は その 目的で ある。 
斯の 如きが 故に 苟も 人を 利し 世を 益すべき 一切の 善行 美事 

三 四 七 


感懷隨 筆 
XXX 

釋 尊の 成 道は 一切衆生の 成 道であった。 ニ 千 五 百年の 昔、 
菩提樹 下に 發 した怫 陀大覺 の 光明は、 實に その 當時 から 現 
代に 亘り 、更に 未來の 永劫を 盡 くして、 吾々 人類の 大覺 を 
代表す る ものであった。 

怫陀の成道に凼りて、吾々は本質的に怫陀同等の大覺の 
尊を 具有す る ことが 本来の 眞理 として、 初めて 明 了に なつ 
た。 吾々 は 最高 最完最 尊の 人性と して、 平等に 佛性 ある 身 
である ことを" 萬 古の 眞理で ある ことを 其 時以來 仰ぎ 得る 
ことと なつた。 聞け 「我は 是已に 成りた る怫 にして、 汝等 
は當に 成るべき 怫な り，」 てふ大 獅子吼は 今尙嚴 かに 響き渡 
って 居る ではない か。 人間は 勿論 何人と 雖も 平等 だ 否 神と 
も 平等 だ。 この怫 性 同等の 自覺は 人類 ありて 已來 の、 最も 
高く 且っ 犬なる 大自覺 でなくて 何で あらぅ。 最も 深く 且っ 
盡きぬ 歡喜で なくて 何で あらぅ。 こ の 大自覺 の 新たに 輝き 
たる 日、 この 大歡 喜が 初めて 世界に 勝利を 祝 ひたる 日、 こ 
の 人類が 最高 最大の 自由を 宣 明した る 日 こそ 卽ち 今日の 
一 さとりの 日」 である。 此日 に當 りて 人間の 勝利と 誇りに 
讃美の 聲を惜 む ものは 實に 自ら 侮り 自ら 輕んず る もので あ 
らう。 仰げば 職 八の 霜 空に 明星の 光は 覺め よと 許り、 尙下 


三 四 六 

界を視 つ、 ある。 大覺 その 姿 その ま k の 太陽は 堂々 として 
今に 光明 遍 照の 慈容に 萬 古 不變の 眞理を 輝かして 居る。 
XXX 

「己の 欲せざる 所は 人に 施す 勿れ」 とは 孔 夫子の 敎 「己の 
欲する 如く 他に も 之を 行へ」 とは 基督の 說かれ た 所で ある。 
人 或は 兩者を 比較して 一を 白銀 律と して 他を 黄金律と なす 
も畢竟は表裏止作の別に過ぎず。世を導き人.ど善くする 
上に 於て 何れに も 自ら 其 適切の 場合が あらぅ。 固より 甲 こ 
優劣な ど 定む べき ものでは ない。 怫陀 はこの 二つを 合せて 
「人と して 生を 愛せざる はなし、 己を 以て 喩と せよ |と输 
さる。 論語と 馬 太傳と 法句經 と" 三 聖の敎 は 時と 處と 隔て 
- 自ら 符節赛 す 雲。 之 塞 I 幅對 として 新年の 床を 飾つ 
たら、 鶴龜 松竹梅な どの 動植物で 祝 ふよりも 遙かに 理想的 
道德 的で 立派な ことで あらぅ。 

法句經 の聖 句は 蓋し 大藏經 海の I 滴で 人に 對 する 己が 如 
きは大乘諸經の通說。どの經文を開けても底に之に出逢ふ、 
手近い 大無 量壽經 にも 「一切衆生 視る こと 自己の 如し」 と 
說かれ て ある。 怫陀の 敎は實 に 之に 過ぎぬ の だ。 
XXX 

道は 邇き にある、 日常生活の 中に 自ら 大乘の 行 あり。 平 


として 懇ろに 勸說 して ある、 其 意義は もつ と廣 くもつと 大 
きく 吾々 が 現在の 生活に 於て 最も 適切を 極めた もので あ 
る 0 

吾々 の 日常の 行爲、 資生產 業、 如何なる 職業に て も 正し 
き 信念の 下に 行は る X とき 悉く 是成佛 大覺の 原因たら ぬ も 
のはない。 何れも 皆極樂 世界を 完成すべき 莊嚴怫 國の大 行 
として 價貴 きもの だ。 吾々 は 之が 爲假令 如何なる 微事小 件 
と雖も、之に誠を凝すとき其ー々は悉く國家人 || の宰福に 
貢獻し 得る ものである ことを 痛切に 感ずる に 至る。 門前の 
塵を 拂ひ 、階下の 草を 除く も皆此 心がけで する 時 立派な 菩 
薩行で ある。 況んや 正直の 勞 働、 工場 商店の 經營、 官衙會 
社の 執務の 如きに 於て を や。 此等は 決して 單に 自己 生活の 
爲の みで ない、 實は 同胞 人類の 幸福の ためな の だ。 未来の 
子々 孫々 の爲 一層 正義 幸福の 社會を 築き 上ぐ る 準備で ある 
の だ。 かくて 吾々 の 生活 行為の 一つ一つを 高遠の 理想に ふ 
り 向け、 其 各が 至善 大覺の 究竟を 成就すべき 材料 資糧で あ 
る ことを 强く自 覺し實 行す る ことが 卽ち囘 向の 眞 意義で あ 
る 0 

XXX 

「泰山は 土壤を 讓らず 故に 大 なり、 巨 海は 細流を 擇ばす 故 
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に 深し」 

とい ふが、 吾々 の 行爲の 半沙ー 塵、 微 滴細涓 は 實に 妙覺 
の須彌 山を 築き、 眞 如の 大智 海を 爲す ものと して 一々 皆 貴 
きもの だ。 否、 此 一つが 缺 くる 時、 至善は 完全なら ず、 圓 
妙 具足せ ぬ ことに もなる。 かくて 晴 耕雨讀 、沐雨 櫛 風、 悉 
是 天下 國家に 繫り 、人生 宇宙に 關 する ものなる を 知る と 
き、 I. 囘 向」 の 大道が 自ら 菩薩 大人の 必ず 履むべき ものなる 
と 了す るで あらぅ。 而 して 自己の 一善は 他の 萬 善を 發起せ 
しめ、 自作の 微德は 萬 人の 大德 を激 作し 助長し 完成して 共 
に 力めて 更に 犬に 更に 完き 善德に 躍進し 向上す る 熱烈の 希 
望に 燃え、 眞劍の 祈願に 活 くるの が 卽ち囘 向の眞 意義で あ 
る。 

囘向は かくて 三世を 通じ 十 方に 亘る 廣大の 祈りで ある。 
亡き人の 冥福を 祈る も此 意義から 見て 極めて 適切に 貴い も 
の だ 「願は くは 此功德 を 以て、 平等に 一切を 施し、 我等と 
衆生と 皆 共に 怫道を 成 ぜん」 とい ふ怫敎 各宗を 通じた 囘向 
の聖 句は 此 意義を 要約した もの だ。 淨土宗 や 本願 寺 諸派な 
どでは 此聖 句の 後半 部を 「同じく 菩提心を 發して 安樂 固に 
往生 せん ' と宗義 上から 唱へ るが 自覺覺 他 共存 共榮 の大圓 
覺の# 願に 動き、 自他 平等の 大 安樂の 理想に 活 くる 囘 向の 
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は、 吾々 として 互に 推稱し 共に 援助して 其 完成に 力むべき 
は 勿論で ある。 この 他人が 善を 行 ひ 美を 濟す るを 己れ が 事 
として 溫かき 心を 以て 共鳴し、 その 作 美修德 を、 吾 身に あ 
て" 衷心の 歡 喜を 表して 助力に 杏なら ぬ淨 行を 佛敎に 於て 
之を 「隨 喜」 とい ふ。 大 慈悲と 恭敬 尊重、 卽ち共 愛 共 敬は 
この 隨喜で 極めて 適切な 實際 的の ものと なつて 來る 。夫の 
共助 共勵 もこの 隨 喜の 香を 得て、 人間味の 美しき 花が さ 
く。 大乘 諸經は 之が 爲に 「隨 喜」 を カ說し 之を 菩薩 必修の 
行 法と して 激勵 して 居る、 寳積經 や 華嚴經 などは 特に 之を 
說 くこと 丁寧 親切を 極める。 三世 十 方凡聖 一切の 善根 功德 
は 悉く 之に 隨喜 せょ とは 此等諸 經の敎 ゆる 所で ある。 慈悲 
(マイトラ、 カルナ) ょり 出づる 同情、 アヌ カム パ (共に 
悲しむ) と對 して 隨喜 アヌモ ー ダナの 一語は 怫敎 聖典の 特 
色 ある ものの 一つで ある。 

XXX 

吾々 の 常 情と して 他人の 悲しみに 同情し、 その 困難 苦痛 
に 惻隱の 心が 動く ことは、 寧ろ 自然で 且 容易で あるが 他人 
の 善行 美事、 幸福 成 効に 對 しては、 兎角 嫉妬、 憎疾の 反感 
を 伴 ひ 勝で、 之に 冷笑 惡罵を *f ふること さへ 少く ない。 リ 
ヒテ ルが 「人の 悲を悲 し 乞は 凡人と 雖も 之を よくす、 その 
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喜を 喜ぶ は 天使に あら ざれば 能は ず」 とい ふたのは 吾々 の 
弱點を 痛切に 穿った もの だ。 隨 喜の 大雪は 懦慢我 慾に 煙む 
る 利己主義 .の 邪 熱 や、 自他 分別に 燃 ゆる 偏見 我執の 毒 炎に、 
公正と 寬宏 との 甘 雨を 注ぎて 火 人の 行くべき 道を 最も 適切 
に敎 ゆる、 人と 人との 間に 互に 其 美を 濟す歡 喜が 湧き、 階 
級と 階級に 各の 長 處美點 を發 揮して 相 助け 相勵 まし 共に 革 
新す る 快樂が 漲り、 國と國 との 關係 として、 各其獨 特の歷 
史と 文化と を 進展せ しめて 有無相通じ、 彼此 相補 ふ 欣悦が 
洋々 として 起る とき、 玆に 人道と 平和の 光が 完全に 輝く こ 
とになる。 階級と 宗敎と 人種との 偏見 我執の 堅 氷は かくて 
隨 喜の 春陽の 前に 全く 消融し 去らぅ、 「基督の 文化に あら ざ 
る ものは 善美な りと 雖も 之を 破壤 せょ」 と 拳 匪 事件の 直後 
ワルデ ルゼ ー 元帥に 勅命した 黄禍 論の 神 ヵィ ザ ーの 言は 彼 
が 凋落と 共に 熱病の 囈語 として 現代から 葬り去られねば な 
るまい。 

XXX 

通俗に 囘向 といへ ば、 亡き人に 追悼の 誠意を 運び 其 冥福 
のた め 法事 供養な どを 營む ことにな つて 居る。 これ も 無論 
r 囘 向」. の 一分で あるが 大乘諸 聖典に、 吾々 が 必修の 淨行 


人生の 歸趨 とに 思 ひを 凝らし 考へを 潜めて 練り 鍛へに 銀 
へ、 吠 陀 より 祈禱書 次で ゥパニ シャッドまで 幾 百篇の 聖典 
を殘 して、 漸くに して 直觀證 悟し 得た ものは 卽ち 自我と 大 
靈 との 一致、 所謂、 梵我ー 體觀で あった。 而 して 此等 聖典 
の奧 妙深玄 な 千 言 萬 語は 要するに 「之を 知見し ぬ。. 之と 合 
一し ぬ。 卽自 なりき」 の 三 句に 盡 きる。 而 して 怫 敎敎義 も 
大體 また これで 說明 する ことが 出来る。 卽始覺 、成 覺ォ 
覺の 三覺 一致の 敎へが すんだ。 

吾等が 一朝 怫陀と 平等な りと 大覺の 慧眼 始めて 開く とき 
が卽ち 吾等の 成怫で ある。 而して 見よ、 吾等は 本 來旣に 如 
来であった の だ、 如来で あるの だ。 

(印度、古聖書の三句は、ブージャサネィ書、三十ー、ニーに 
出づ、 * トィ セン 氏 「一般 哲學史 j、 ニ 九 ◦を 見よ) 
XXX 

知恩院 の行誡 上人は 近世 怫門の 一大 偉人であった。 上人 
の 學德行 解は 一世を 風靡し、 當 時の 各 宗門に 重きを なした 
のみならず、 今に 至る も 其 流 風 遺 韻を 渴仰 する もの も尙多 
い、 瓢逸脫 俗の 遺墨は 斷簡零 篇と雖 、世 競 ふて 珍重す る。 

上人の 和歌は 自ら 一種の 風格を 具へ 百世に 傳 ふべき もの 
二三に 留まらぬ。 「い たづら に 枕を 照らす 燈火も 思へ ば 人の 
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油な りけ り」 の 一首が かしこくも 明治 大帝の 御感に 上った 
佳話 も殘 って 居る。 名扁 佳什の 人口に 膾炙す る もの も 可成 
りに あるが、 あまりの 人の 知らぬ 歲晚の 歌を 私は 恐らく あ 
ら ゆる 年の 暮を詠 じた 詩歌の 中で 最も 雄 麗莊嚴 を 極めた も 
のとして 常に 愛吟す る —— 「一年は 名のみ なりけ り 大御代 
を 照す 日影のは てし なければ」 

永遠 無限の 大慈 光の 下に 社會國 家に 奉公の 誠を 盡す怫 徒 
として、 千代に 八千代に 金甌の 無缺を 讃頌 する 國民 として" 
信仰の 上から も 道德の 上から も、 これほど 立派な 歲晚の 歌 
は 稀で ある。 

XXX 

時には 大臣 大將 ともなり、 時には 富豪 碩學 ともなり、 壯 
士 美人ょり 少年少女まで、 所有 ゆる 階級に 身を 現は し、 緣に 
應じ 機に 隨ひて 一切の 衆生を 濟度 する のが、 觀世音 菩薩の 
大 慈悲で ある。 之を 普 門 示現の 妙 力と いふ、 卽 一切の 時、 一 
切の 處 、如何なる 場合に も 事情に も 必要に 應じ宜 きに 隨ひ 
て 身を 現し 敎化 利益の 妙 用を 施す 意義で ある。 法 華 經普門 
品に 說く 三十 三 身の 說法 がそれ だ。 此處で 三十 三 身と いふ 
のは 唯 其 著しき 一例で 實は大 慈の 現 身で 無量 無邊で ある。 

峻厳なる 法律で 人民を 治 罰する 專制 君主、 五 熱に 身を あ 
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眞 意義に 於て は 毫も 變りは ない。 

XXX 

大乘の 修行は 實に 廣大で 、且つ 高遠の 理想に 立つ。 卽ち 
無邊の 衆生は 之を 濟 度し、 無量の 法 門は 之を 學 得し、 無盡 
の 罪 惡煩惱 は 之を 斷盡 し、 而 して 無上の 大覺を 證得 せんと 
する の だ。 之を 成就す る爲に 或は 四攝 法と か、 六 度と か 種 
々の一ぐを說き ^ いて 八萬四千といふ程の善德が敎へられ 
て 居る の だ。 然し この 高遠 廣大の 行は、 實に 手近い 三つの 
心を 必要と する の だ。 卽ち直 心、 深 心、 大乘 心が それ だ。 
語を 換 ると 至誠と ft 仰と 奉公との 三點の 上に、 萬 眷萬德 の 
ピラ ミットが 立つ ので ある。 

至誠は 天地神明に 通じ、 信仰は 大山を も 動かし、 巨 海を 
も盡 す。 この ニつ を 合せて、 人に 對し 世に 處し國 に 盡し世 
界に 及ぼす 時、 卽ち 奉公の 大行 となる。 

三つの 心は 何れの 時、 何れの 場所に 於ても 寸時 も缺 くべ 
からざる もの だ。 特に 重大の 時に 直面し、 至 切 至大の 場合 
に 臨む 際、 最も 必要 だ。 生命 そのものは、 直に この 三つで 
あらねば ならぬ。 

XXX 

人は パンの みで 生活し 得ぬ ことは 勿論 眞理 であらう。 然 
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し 人は パンなくて は 生活し 得ぬ 現實の 更に 確實な 苦しい 眞 
理を 何とし よぅ。 

實 際の 所 現在は 人は 人と して パンを 取り得ぬ もの も少く 
ない。 地獄の 毒 炎に 燃され" 畜生の 慘害に もがき、 餓鬼の 
極 苦に 壓せ られっ ゝ貪嗔 痴の 罪の 食に 悲き 生を 續 くる もの 
さへ. 其 處此處 に 徘徊す るでは ないか、 否、 今や パンは 阿备 
羅鬪爭 の 諸 物と して 人と 人との 間、 階級と 階級との 前に 血 
腥き爭 奪戰を 冷然と して 眺 むる 惡 魔の 樣に橫 たはって 居る 
とも 見える。 

人は パンなくて 生活し 得ぬ とい ふ敎は 結局 人を して 人ら 
しき パンを 取らし むる 敎に 過ぎぬ。 靈と 肉、 物質と 精神の 
相 離れざる 救濟 、卽財 法 ニ 施 具足の 眞生活 の 上に 大乘の 道 
が 存 する。 

かくて パンは 軍に 人の 正しき 食物の みで 終らない。 その 
物が 直に 如來で あり、 濟行 であるに 至らねば 止まぬ。 物質 
そのものに 智悲の 光が 輝き 生活 その まゝ怫 道を 體現 する に 
至りて 玆に眞 の 道が ある。 卽ち 人は パンの みに て眞 に活く 
るに 至りて 徹底す るので ある。 

XXX 

印度の詩人哲人が幾百年の久しきに亘り"宇 1±? の大本と 


も大に 最も 力 あり 且つ 最歡 喜に 盈 てる 新春を 迎 ふるを 喜ば 
む 0 

南無 阿 彌陀佛 
(明治 四 五、 一、 一、 淨土敎 報〕 

◊天上の 薔薇 

詩聖 フリ ー ドリ ヒ、 フォン-シルレルが 『一 レ M. テ 6 MI 厳 J 

を 歌 ふた 名吟の 中に、 

婦人に 榮譽 あれ！ 

彼等は 地上の 生命に 天上の 薇薔を 揷 みまた 幸福 與 ふる 
愛の 紐を も 結ぶ、 

優雅に 衣 被れる 姿、 神聖の 纖手 もて、 

美しき 久遠の 情の 火を ば 
打 守りつ ゝ熾然 たらしむ！ 

可が 天上の 薇蓄で あらぅ、 荒凉 寂寞なる 人世の 殺風景を 
安 慰す る 美しき 慈善の 花が それでは ないか。  . 

愛の 紐とは 何、 不幸と 苦惱に 沈む 人々 に 投げ かくる 救濟 
の 綱が 卽ち これ だ、 婦人は 議 平和 S 庭に 勿論なくて は 

天上の 薔薇 


ならぬ花である、されど雨風狂ふ荒凉の|に法句經の聖語 
の 如く 逆風に 薫 じて 床しき 香を 放つ、 父母に 夫には た 子女 
にどん なに 優しく 愛の 紐が 婦人から 結ばれる だら ぅ、 この 
紐な くば 家庭は 要な き 扇の 樣に 離散す る、 然し この 優しい 
紐は 社會の 苦惱に 男子の 及ばぬ 强い 力を 持っ、 優雅の 姿、 
神聖の 手、 観世音 菩薩の 樣な 、聖母 マリアの 樣 な、 女の 胸 

には 常に 慈 惠の情 が 燃へ て 居る。 

古今東西 婦人の 慈善事業に 盡 力した 跡の 多い のは 兹に贅 
する まで もない。 これが 眞の 婦人の 威厳で あらぅ、 この 威 
駿 は 近時、 瓜 生 岩 子 女史に 最ょ く鮮に 現 はれた。 

飛行 幾が 珍ら しくな くな り、 自動車の 數が 殖えて 來れは 
衫る虽 、吾國 は 婦人の 溫い 手と 尊き 感情を 要求す る聲が 下 
層に 聞へ 出した、 滿 目荒凉 たる 霜枯が 到る 處見 へて 来た、 
酷薄 殘忍の 風が 何處 にも 吹き まわす、 此時 是非 天上の 蓄薇 
が 唤い て吳れ ねばなる まい、 愛の 紐がなくて は ⑴ ふまい、 
日本は 今や 第二、 第三の 瓜 生 女史を 要する 時に なった、 岩 
子刀自の信仰した觀音樣の樣な婦人、社會病惱の看護婦や 
慈母が 切實に 必要に なった。 

西 隣の アメリヵは 兎に角 幸 だ、 篇 には 今 盛に 天上の 薔 
薇が 淸 香を 吐いて 居る、 アメリヵの 婦人は 狂氣 じみた 女抒 
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ぶり 岩石に 身ら 投ずる 苦行の 大 外道、 天女 あり、 香水を 賣 
る大 商人 航海に 熟練な 老 船長、 或は 一笑 百媚の 春を 賣る妖 
姬 、此 等が 皆 悉く 大乘の 妙 理を敎 へ 菩薩の 大 行を 示す 指導 
者であった。 大乘願 行の 代表者た る 善 財 童子は 長き 年月、 
遠き 國 々に 此 等を 歷訪 遍乘 して 普賢の 大行 大悲を 開いた。 
之が 華 嚴經人 海 品の 五十 三 善知識の 說だ 。この 五十 三の 知 
識も實 は 法界 萬 有 皆 是師で ある 大慧 海の 一滴を 示した だけ 
だ。 

論語の 中に 觀 音大 慈悲の 現 身を 拜 し、 四 福音の 說く 所に 
普賢の 大行 大慧が 字々 句々 に 光を 放っ を 見得る ものが 卽眞 
實 大乗の 大士 とい ひ 得る。  (大正 一 五、 讀賣 新聞〕 


◊光壽 無量の 新春 

東海 瞳と して 旭日 昇る、 光 か 光 か、 起ちて、 量な く 空間 
に 滿ち 溢る ゝ 夫の 淸淨歡 喜の 大慈 光を 仰がず や。 

新春 生る、 洋 々の 和、 欣々 の樂 、天地 今や 祝福と 希望 盈 
つ、 此 美しき 時、 嗚呼 此時 、立ちて 而 して 限りなく、 時間 
を 貫き 覆へ る 彼の 常住 永恒 の大靈 壽を賛 せず や。 


三 五 二 

此光 止 壽卽是 無上の 御名に あらず や 御名は 何れの 诗も 
至大 至聖至 力なり 而も 此 新春に 當 りて 特に 其大の 益大に 聖 
の 逾聖に 力の 更に 絕大 なる を 仰がず む ば あらず。 

南無 阿 彌陀怫 

凡そ 眞 なる もの 善なる もの 美なる もの 吾等が 努力せ むと 
する 所奮勵 せむ とする 所、 愛 國扶宗 濟生利 民、 所有 言論 所 
有 實行總 じて 此萬德 は渾て 御名に あり、 新春 努力に 先ち 奮 
勵に 先ち 實 行に 先ち て 其 第一に 始 むべき もの 夫 御名に あら 
ず や。 

南無 阿 彌陀怫 

平和と いひ 一致と いひ 和 協と いふ、 孰れ か聖 衆の 俱會、 
諸 上 善人の ー處 より 大 なる もの あらむ、 而 して 是實に 御名 
の 賜 也、 一宗に 今 要する 所の もの 人材に も あらず、 黃金に 
も あらず、 唯鐵の 如き 一致なる や 論な し、 此 一致は 唯 御名 
の 力に よりての み、 飛 舞す る沙 土を して 動かざる 泰山と な 
すを 得、 闔宗俱 會ー處 の 同行者、 願く は 新年 この 御名に 依 
りて 四十 五 年の 一致と 和 協が 四十 四 年より 堅き こと 鉛の 鋼 
に 於け る 如きを 誓 ひ 来れ。 

南無 阿 彌陀佛 

讀 者と 吾等、 旣に此 御名 あり、 吾等は 此 御名に よりて 最 


として 治 ど 每時來 り 診し、 左右 憂色の 慘たる もの あるを 
見て、 病 稍 重 境に あるを 覺 りしの み。 一 新聞紙 上 危篤を 傳 
ふるに 至り、 窈に 自ら 所謂 危篤の 甚 平易なる を 笑 ふ。 而も 
之が 爲に "先輩 知友 諸賢を 騷がし 煩 はすことの 多大な りし 
は 實に斬 汗に 堪へ ざる 所な りき。 但し 顧みれば 人生 誰と て 
も 一日と して 危篤なら ざる 時 あらん や。 

病 間、 枕頭 牀側 殆ど 花を 以て 埋め、 紅黃紫 白燎亂 として 
芳香 馥郁 たり。 特に 雪白 楚 々たる 數盆の 雛菊は、 南獨の 
郊外の 平野を 锶びて 昔 遊を 思 ふに 足れり。 華 城 君 等 至る。 
卽ち笑 ふて 之を 指して 白く、 此儘 にして 死す、 更に 梢 側に 
花を 要せず、 亦 可なら ず やと 長 妹 等 左右 苦笑して 熱 四十 度 
の 狂 漢の戲 言に 快なら ざるに 似たり。 自ら 綺語 徒らに 人を 
惱ま すを 恥 ぢ ぬ。 

自己 反省、 大願 渴 仰の 切實 なる 機會は 惡戰の 時、 失敗の 
際、 穿に 之な きに あらざる も、 而も 今囘の 如く 痛快に 自己 
の至弱"至小、至劣、醜惡の至極を鮮ヵに味ひ得經藥 ^ 
獨の感 を 徹底して 體 得した るは 年來 未だ 之な き 所な り。 ニ 
十九 日、 熱 稍 退ける とき、 一友に 送らん とせし 書 あり。 書 
半 •まに熱再用十度に騰り遂に之を終るを得ざりき。殘稿今 
尙殘存 す。 

病後漫 錄 


手術の 後に 候 ひき。 コカの 局部 麻睡 漸々 覺め來 り、 
半面 腐れる 南蠻 瓜の 如く 浮腫して 疼痛、 切々 頭部ょり 
全身に 漲り、 强烈の 熱は、 怒_ の 勢 もて 全身を 猛炎に 
包む の感見 之 候 ひき。 閉目靜 思 すれば" 自己は 唯 一片 
の 敗 葉が、 底 もな き黑漫 々の 深 洞の 中、 唯一つ 全く 萬 
物と 離れ、 萬 緣を絕 して、 行末 も 知らず、 蠢動す るを 
確かに 認め 得 候。 此 時の 痛烈の 大 寂寞の 感 は、 
嘗て 覺 へざる 徹底した る ものに 候 ひき。 而 して 毒 熱の 
氣は 、四方ょり この 一 孤 葉を 燒盡せ しめんが 爲に 吹き 
捲く り、 霜の 如き 銳 利の 刀 風は" 之に 勢を 添へ て、 葉 
肉 骨格 看る 看る 靡爛 せんとす るを、 鮮かに 觀申候 時、 
自己が 現象界に 於け る眞 相は 身の 毛の 竪立 する 程、 恐 
ろしく 露 堂々 と 映 じ來り 候。 

此 自己 觀照の 絕 "h に 達せし 時は 殆ど 未來 など 考ゆ 
る 餘裕無 之 候て、 唯 慄然と して 絕望に 戰 くこと 隱時に 
候 ひしが、 忽ちして、 『久しく 我に 依れる 汝 、此 時に 當 
りて、 尙 現象界の 孤 獨に 恐れ、 甘ず る や』 と 呼ぶ 御聲 
の 天の 一方、 遠雷の 如く 轟き 渡る を 意識 致し、 大慚大 
愧 "至 心に 『彼 J を 念じ 奉る 時、 今 現在の 大慈 光は 甘 
露の 雨の 如くに 注ぎ 來 るを 明 了に 拜し 得て、 枕 上不覺 

三 五 五 


感懷隨 筆 

論者、 鬼 荆の樣 な 一部 英國の 女と ちが ひ、 盛に 神聖の 手を 
動かして、 慈善事業に 從 事し、 救濟 問題に 心配しつつ あ 
る、 親ら 忠實に 事業に 當る 傍に 親切な 硏究と 精密の 調杳を 
絕ぇず 發 表する 事を 怠らぬ。 

此等 女流 慈善家の 初 筆に 書かれる、 シヵゴの ジ H 1 ンァ 
'タム スの 『博愛と 社 會 進步』 は 申す まで もな く、 フ牛ラ デ 
ル ヒヤの メリ ー、 リッチモンド 孃の 『貧民の 間に 友と して 
の 訪問』 や メリ ー、 コン ニグ トンの 『如何に 救濟 すべき か』 
などは 此例 として 多少に ても此 種の 事業に 關係 する 人の 机 
上には 必須の 良書で ある、 此他に 女流 慈善家の 論文 や 著書 
を 調へ たら 數 限り もなから ぅ、 アメリヵは 此點だ ナでも 兎 
に 角 幸 だと 云へ る。 

新しい とは 何とか 盤臺の 魚の 樣な 女が 日本に も 出來た と 
やら、 か ゝる手合を眞面目に働き、親切に社 # の爲に活動 
しつつ ある 西 隣の 眞 正の 新しい 女と 比べる と 全然 御 話に な 
らぬ 日本は 駄文 學に 中毒した 婦人を 養 ふ樣に 裕福では な 

い。  丨 

天上の 薔薇に 今が 眹 くべき 時 だ、 愛の 紐、 神聖の 手 •婦 
人の 威嚴 、これが 大正の 今日に 切實に 入用 だ、 勝 鬉經の 中 
に 勝鬉 皇后が 釋尊 に吿 白され た 『貪 利 心なく、 厭 足 心な 


三 五 四 

く、 限礙 心なく、 衆生を 攝取 する』 婦人が 眞に 必要 だ。 

(大正 三、 一、 一、 帱 華) 

◊病後 漫錄 

去月 中旬 喇嘛 僧 一行を 送りて 後、 耳底 變調 あるを 覺 へ、 
時に 激痛 あり。 友人 長 谷川 國 手を 訪 ふて、 外聽 道に 兩顆の 
疔を 生ぜる を 知り 切斷の 手術を 受 く、 爾來稍 少康を 得た る 
を 以て、 公私 內 外の 事に 當 る、 而も 頑惡の 腫 毒、 此間 勢を 
積み、 二十 二日に 至り、 頹 然として 再び 困 臥せざる を 得 ざ 
るに 至れり。 二十四日 國手 、三輪 華 城 氏、 豚 妹 等 枕頭に 鳩 
首し" 入院 治療を 勸 めて 止まず。 其 意 蓋し 謂ら く、 貧院十 
數の 書生 輩 ありと 雖 悉く 是木强 野生の 漢 、判 底 孤獨の 病 
僧を看侍するに堪へずと、乃ち之に從ひ、ニ十五旧飄然と 
して 長 \ 〈ロ パ ^ ^ の 客と なる。 百忙の 人、 是に 於て か 全く 牀 
上 無爲の ー肉團 となれ り。 

二十 六日 再び 切開を 受 く。 此 間、 丹毒を 併發 し、 心臟及 
呼吸器 また 稍 障害 あるを 見たり 發熱は 一週 三十 九 度ょり 四 
づ度を 上下す。 而も 自ら 甚だ 之を 意と せず。 唯國 手の 揣々 


信仰で結 11' れる、これは最も簡易な*最も眞直のもので、 
また 最も 近い 一條の 白 道で ある。 

信仰の 線は 唯一 本 だ、 一本の 線は 彼此の ニ點が 合一す 
る、 最も 强い 眞理 そのもので ある。 

私は 怫を觀 る ことを 自力で 强て 希望す る ことは 出來 ぬ。 
乘佛 願の 吾等、 一切を 大 慈悲の 御 父に 托した 上は 觀せて 下 
さる 時が 來たら 、彼方から 八十 萬 億の 金 光 身は 自ら 現れて 
下さる。 私は 佛を觀 るょりも、 まづ 私の 罪惡 をし み^^ 觀 
たい。 

佛を觀 る こと、 否、 觀る 正しき 方法す らも、 知らぬ 私な 
れば こそ、 本願に 鎚り 得る ので ある。 如 來の大 慈悲は 觀怫 
の 出來ぬ ものの 爲に 本願の 大道を 開いて 下された。 嗚呼、 
佛を觀 得ざる 者は 幸 だ。 私は 十惡五 逆の 私に 吳 々も 怫 光の 
深い 有難き をし み^^と 感ずる。 

謂は ば 全く 盲の 私には 唯 御名の 聲 、御名を 唱へ 得る 聲で 
充分の 御 力を 仰がれる I 梅樱 程に も觀じ 得られぬ 妄想の 
觀念は 實 在の 御名の 力に 比ぶべく もない。 

(U) 

葉は 落ち 草は 枯れて、 天地は 死せ るが 若き 冬と なつた。 
嗚乎 この 凋落よ。 私 もまた この 天地の 中で 漸次に 凋落して 

光りを 仰ぎて 


行く の だ。 自然は 實に此 凋落、 卽 生滅 遷流の 運命に 縛られ 
て 居る。 私 もこの 大自然 海の 渺たる 一 粟た る已 上は どの 
道* 生滅 變化の 外には、 如何なる 事 も出來 たもので ない。 

然し、 待て。 靈の 世界は 全く 反對に 進む。 その 葉は 彌榮 
に榮 へて、 その 草は 常夏に 綠を增 して ゆく。 自-然 は 時間に 
拘束され、 空間に 制限され、 因果の 鐵鎭に 厳しく 縛りつ け 
られ て、 寸步の 自由 もない 時に、 靈は 、偶然と して 又 超然 
として 一切の 時空 や 因果を 事 もな く 嘲り 進む。 

自然と しての 私が 生滅 變 化、 恐し く身毛 竪立 するとき。 
其處に 常住の 御 光が あり < と 現 はれる、 御名で 現 はれ、 
實 在は 一 切の 時空 因果を 超 へた彼方ヵら懷ヵしく私を 

抱く。 

逝く 年に、 凋落の 老ゐ さらば ゆる 孤 身を 失望と 落膽で 、 
If けなく 顧み 來る ときに、 御名の 中から、 盡き せぬ 若き ブ 
が 滚 々として、 天女の 乳の 如く 流れ出 づ るを、 しみ^^と 
喜ばずに はいられぬ。 

年は 今 私を 離れて 行く。 而 して、 私と して 是已 上の もの 
はない、 肉體も 何時かは 離れて 行く。 那邊に 何處に …… 
何物 も 離れ 去れ。 唯 如何にしても 私と 離れ 得ぬ ものが 一 
つ ある。 それは 大願 業 力 だ。 嗚乎 、何とい ふ强い 力で あら 

三 五 七 


感懷隨 筆 

熱 淚の潜 々として 落下す るを 禁ぜず 候 ひき。 二十 六日 
苦 惱不眠 の 半夜は、 かくて 近來 になき 自己の 省察と、 
無限の 感謝に 明かし 申 候。 …… 

約 一ヶ月の 病臥" その 半月は、 顏面 全部を 氷塊に 埋め、 
水枕 頭に あり、 水 囊耳を 壓 し、 食 餅 診療の 外は 殆ど 常 ^ 三 
昧に 入りぬ。 此間 宗門の 時事、 頗 紛糾 錯綜を 極めた る もの 
多く、 長老と なく、 沙彌 となく、 槪ね爾 山の 問題を ロに せ 
ざるな し。 獨 り病漢 あり。 全く 時事に 關はら ず。 ニ 旬の 淸 
閑。 靜に 平素 怠り 勝の 佛名を 念じ。 常 纖常欣 の 自らなる 別 
時會 、近来に なく、 甚だ 稀 有なる を 喜びぬ。 ニ絕 あり。 聊 
か此 喜を 記しぬ。 

半月 療痫絕 萬緣。 殘紅 嫩綠此 間遷。 

痛 疼 苦熱 好 稱佛。 蒲褥蓠 牀是寳 蓮。 

臥 病 三 旬 何 恨 長。 不聽 世事 得 兼 喪。 

蕭條蝸 室 半 間榻。 自悅 別時 勝 道場。 

先輩 友人 內 外の 同志 擅 越 等數來 りて 相 慰し 芝 中の 子弟 等 
は 日に 切實の 書を 寄せて、 快癒を 祈り 来る。 眞 情の 流露 實 
に 感泣すべき もの あり。 田 中舍身 居士が 長途の 旅裝を 解く 
や 否や 半身 至 痛の 病軀を 提げて 來 り、 其 自己が 至烈 なりし 
丹毒の 經驗を 說 きて 相勵 せし 如きは 特に 感激すべし、^ 一間 


三 五六 

最 失笑を 禁じ 得 ざり しは 日日 看 侍の 長 妹を 目して 病 客が 妻 
と 誤り 倣す 訪 友の 甚多 かりし 事な り。 應 接の 滑稽 時に 一場 
の 喜劇を 現ず。 又 是孤僧 病中 一種の 消閑たり。 

十一 日に 至り、 外 腫內患 漸くに して 殆ど 治しぬ。 卽ち輕 
裝 獨り醫 院を辭 す。 街頭 楊柳の 風、 ニ 旬 禁錮 病 客を して 頗 
る 適 意なら しむる もの あり。 車上 一絕を 得たり。 

汗 被 垢 衾 半月 空。 紫 紅 落 盡艷陽 終。 

今朝 一 浴辭 醫院。 瘦骨衣 輕綠樹 風。 

(大正 七、 五、 淨土敎 報) 


◊光りを 仰， ぎて 


( 3 

二つの 點を結 合する 最短距離は 唯一つ の 直線で ある。 こ 
の 線は 唯一無二で ある。 この 唯一 本し か 何としても 引かれ 
ぬ 線は、 卽ち 如何なる ものょりも 短き 距離で ある、 何もの 
ょりも 最も 近い 一條の 道で ある。 

佛と 吾等は 彼此の ニ點で ある、 時空を 越へ た 彼方の 實在 
と 吾等とは 相對 した 二つの 點で ある、 この ニ點は 唯一つ の 


敎は 其を 己が 心に 味は ふ、 卽ち 主觀 的に 體現 する ので あ 
る。 又哲學 は 分解的で あるが、 宗敎は 綜合 的に 之を 見る の 
である。 哲學は 解剖 學者が 人體を 解剖す る やぅに、 バラ 
にす る。 然し 解剖す る 人には 血 も 肉 もない。 宗敎は 解 
剖す るので はない、 人間の 全體を 見て それを 纏めて 行かぅ 
とする ものである。 勿論 一般の 哲學に も 此の 傾向は ある。 
之は 理智 ょり 信仰へ 到らん とする 哲擧で あって、 希 臘以來 
s も大 いなる 影響を 示して ゐ るのは ヵントの 哲學で ある。 

(ニ) 

ヵントの 哲學の 出 發點は 「純理 批判」 にある。 之は 人が 
物事の 奥底を 見 究めて ゆく ことを 硏究 した ものであるが、 
その 結果は 人生の 知識は 到底 宗教に 云 ふ 「神の 存在」 「靈魂 
の不滅」「_由意志の發現，ーの三大綱領は、吾々が經驗し 
て、 行く 知識とは 別な もので、 少しも 解らぬ、 と 云 ふ 行き 
っまった 結論を 與 へたので ある。 

此の 三大 綱領の 「神の 存在」 と 云 ふことは、 基督 敎のみ 
でない。 佛敎 にも ある ° 靈魂の不滅」と云ふことも ^ 處に 
でも ある。 「自由意志」 と 云 ふのは、 人々 には 自由 無限に 發 
展し 得る 意志が 出來 ると 云 ふ 事 之 あるが 爲めに 成佛も あれ 
ば 玫濟 もうけ 得られる ので ある、 怫敎で 云ふ怫 心と 修行と 

埋 智ょリ 信仰へ 


は、 カントの 所謂 三大 綱領に 當るの であって、 怫敎 には 卽 
ち 之が あるので あるが、 カントの 純理 批判では 之が 說明出 
來ぬ ので ある。 

叉 カントの 折！： 學には 、十二の 分け 方が あるが、 その 中の 
大なる ものは、 1 '空間. I 「時間」 「因果」 の 三で ある。 空間 
と 云ふ觀 念は、 人が 物を 考 へる 時、 必ず 無くて はならぬ も 
ので、 之な くして は 物を 考 へる 事は 出來 ぬ。 靑 々たる 山の 
姿、 紅 匂 ふ 花の 麗し さも 空間を 否定して は 考 へる ことは 出 
來ぬ 。これを カントは 先天性に 云 ふて ゐ る。 時間 も亦然 り 
で 之を 否定して は 又 何事 も考 へる ことは 出來ぬ 。因果とは 
前後の 關係で ある。 春 逝き 夏來 り、 今年 暮れて 又 明年 來 る。 
之れ 實に 否定すべからざる 事實 である。 

然るに 人間の 一番 大切な 空間は、 如何なる ものを 人れ 得 
るが、 宗教の 上ょり 絕對無 限と 云は る、 神 や" 怫は 理智の 
上から 空間と 全く 別な ものである か、 神や怫 は 空間の 中に 
あるか、 將た 外に あるか。 もし 中に あると すれば 有限で 肯 
定 する ことは 出来ない。 然らば 空間と 云ふ觀 念が 眞實 なら 
VT 冲は 存在で きぬ。 何と なれば、 限り ある 空間に 限りな 
い 神の # 在は 肯定 出來 ぬからで ある。 

次に 時間に っいて 見る のに、 靈魂の 不滅と 云 ふことは、 
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う (大正 八、 一一、 淨土敎 報) 

◊春が 來た 

_ 春 か來 た、 春が 来たと、 無 邪 氣に謠 ふ、 少女の 聲が膏 の 
.樣 にしと しと、 降り注ぐ 雨の 間に、 斷續に 聞へ る。 柳の 芽 
にも肇 Q 色に も、 春は もう 近づいて 來 たの だ。 錦の 裳を 
霞に 曳 きて 百花の 冠、 鮮な春 の 女神 ホルダの、 美しい 姿 
は、 直に 此 世に 現 はれる。 

春は 来る 二 雨 また 一雨、 線は 延び、 紅は 色 づきて， 櫻 
も 桃 も 海棠 も 我 劣ら じと、 美し さを 競 ふの も 近から う。 然 
し 此の 雨ょ 「花を 催す の 雨は 是 花を 摧 くの 雨」 だ。 i ^ の 
百花が 間もなく、 嫉風妬 1 蕾 散り 行く 浮世の 春は、 
何故に かく も 果敢ない のか。 

落花に 春を 惜み 、殘 紅に 香を 悼む 悲 は、 此 浮世の 蓮の 
背景に 久遠の 春の 光の あるのを 知らぬ からだ。 散らぬ 花、 
凋まぬ 香の 大 慈悲の 實 在を 仰がぬ からだ。 幻の 春の 背後に 
眞實の 春 Q あるを 明かに 見よ。 かくて 春の 喜は 長く 盡 きぬ 
で— う。 t 麗しき 春よ。 我々 は、 光と壽 の 限りなき 御 
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怫の御 力と 御名に 依りて、 此宇宙 の 美しく 平和な 春の 現は 
れを 讃美し ようでは ないか。 否此御 力と 御名 そのものが 卽 
ち 久遠 Q 春 そ Q もので、 吾々 の 震は 此の 常住 の 春に 生る 
唯一の 證で はない か。  (大正 一〇、 三、 東 光〕 

◊理智 より 信仰へ 

(3 

綠 した \る 夏が 過ぎて 滿目 肅條の 秋を 迎へ ると、 その 自 
然の風物に心はおのづと弓きしめられてすべてが過去を辰 
り 返る と共に 深く 自らを 考 へる やうになる。 そして 其處に 
は 云 ひ 知れぬ 暖さを 持っ 前途の 春が 想 ひ 出さる ゝの であ 
る。 っまり 何もの も 振 ひ 落した 秋の， 淋し さは、 卽ち うら X 
かな春を迎ふる緖である。斯く自然がその飾りを落した听 
に 春が ある やうに、 人生に 於け る 思想の 行 きづまりの 上に 
は、 又理智 より 生る i 信仰が ある。 

こゝに 人間が 天地 自然を 觀 察する 事に 於て、 哲學 と宗敎 
との 異りを 思 ふのに、 哲學 はすべ て、 ものごとを 第三者の 也 
位に 立って 卽ち 客觀 的に 物 ごとを 觀 照す るので あるが、 宗 


切 かと 云 ふと、 「理想と しては 佛」 「實 行と しては 靈魂の 永 
生 一と 云 ふ 事で もし 理想が 出來 ると、 絕對の 理想、 無限の 
理想、 最上の 理想が 欲しい。 之れ 卽ち怫 である 之を 實 現す 
るには 一生 ニ 生では 出来ぬ。 蠢 に^® 魂の 永世と 云 ふ 要求 
がある。カントは理論ばかりのカでは神の存在靈魂の不 
威が 證 明出來 なかっ たけれ ども、 こ、 に 至って 新しい 天地 

が 開けた ので ある。  ' 

これは カントの みならず、 オイケン にも 此の 思想が ある。 
オイケンは 人の 內面 には 理想が あつて、 之に 超 入す るので 
あると 云つ てゐ るが、 此の 「超人」 と 云 ふ 意味が カントに 
は實 行と なって ゐる 。人は 理智 ばかりでは 生きられぬ。 理 
智ま オイケンの 其れの やぅに 行 きづまりで ある。 然し 行き 
づ まりの そこに 生れ 来る ものは 實行で ある。 或る 程度まで 
は 理智が 必要で あるが、 遂には 之に ょって すべてを 解決す 
る ことが 出來 なくなる。 こ \ に 信仰が 現れ 來 るので ある。 

S) 

こ、 に 於て 怫敎に 於け る 淨土敎 にっいて 少しく 考へ るの 
に、 淨土敎 はすべ ての 理智 をす て、 哲學に 反對 する もので 
ある。 宗祖 法然 上人の 一枚 起請文に 

もろこし 我 朝に もろ/ \ の 智者 達の 沙汰し 申さる \觀 念 

现智 より 信仰 〈 


の 念に も 非ず、 叉學 問を して 念の 心を 悟りて 申す 念怫に 
も 非ず。 

と卽ち 學問 や理智 に反對 して" 淨土敎 を」 VI てられて ゐるが 
ヵントが 理痛 上の 先天 觀念や 、議論を 捨て ゝ實行 論に 入る 
が 如く、 淨土敎 がー 切を 否定し、 之を 捨てる のは 惡い から. 
捨てる のでは ない。 偉大なる もの、 ために 捨てる ので あ 
る。 議論 や 理窟 や、 不徹底なる 學問 は怫に なる のには 何の 
益に も 立たぬ から 捨てる ので ある。 卽ち 解と 信との 二つに 
於て、 淨土敎 は 解は 勿論 研究の 意味で 必要では あるが、 そ 
れが すべてでは なく、 その 目的は 信に ある。 つまり 原因に 
なる もの、 大 理想の 楷梯で あって、 その 原因は 因 分と 云 ひ、 
之を 理窟で 說明 すると ころから 因 分 可 說と云 ふ。 

次に 信仰の 方は 絕對 無限に 對 して 之を 體 現し 己れ にと り 
入れる ので 之を 果 分と 云 ふ。 その 絕對 無限とは 佛で ある。 
之は 證 明の 範圍で ないから 不可 說で あると する。 

卽ち 人間 自身の 範圍は 小さい (因) けれど、 果は 人間の 
見る範圍の倍々であるから、その全體は人^には仰ら$ 
さて f 人の 知る 理窟は 理想の 片影に 過ぎない。 之を 淨土宗 
第 七 祖丁譽 上人は 怫 敎全體 にっいて 四 種に 分って ゐる。 
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靈魂が 永遠に 續 くこと で、 之は 宗敎の 生命で ある。 時間は 
人の 定めた ものであって、 從 って その 點から 云 ふと 時間 
は、 その 人の 生れてから 死ぬ 迄の ものである。 故に 時間の 
觀念の ある 間は 靈 魂の 不滅を 信ずる ことは 出來 ない。 

次に 因果に っいて 見る のに、 之は 無限に 續 くもので ある。 
すべての ものは 皆 約束から 出来て ゐ る。 四季の 遷り變 り、 
落花 流水、 之れ 定まる 規則で ある。 人の 心 も亦然 りで、 記 
憶 あり 想像 あって そこに 始めて 心の 働きが 現 はれる ので あ 
る。 

もし 然らば 人は 成佛 する こと も、 救 濟を受 くる こと も 出 
來ぬ 。畢竟 人間以上になる ことは 出來ぬ こと \ なる。 發展 
する ことが 出來 ぬと すれば、 修行と 云 ふ 自由意志は ない。 

た V に 運命の 繩に 縛られて 仕舞 ふ。 立つ こと も 座る 

こと も 

悉く 約束と するならば、 其 所には 宗敎 としての 自由は ない 
こと X なる。 

Q D 

斯く カントは 神の 存在、 震 魂の 不滅、 自由意志の 證 明の 
不可能な ことを 知り、 更に 一步 進めて、 之れ 觀念を 擴げる 
I 實行 t* 半. | ( 倫理 論 3 を考 へたが、 これになる とその 考へ 
が 大分 變っ てきて。 神の 存在、 靈 魂の 不滅、 自由意志に 大 
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なる働きを持つてきて、こ\に「自然法」と「道德法|と 

の區 別が 出来た。 

一 自然法」 とは 宇宙の 原則に ょって 科學の 法則の 如き もの 
で必然の法である。太陽の輝ける、山の高き水の低きに流 
る 之れ みな 必然で ある。 これには 當爲 (斯 くな さん) 
と 云 ふ 精神がない。 卽ち これは 自然 的の ものであるが、 人 
間の 道德 法には 「そうし やう」 と 云 ふ 意志が ある。 之を 區 
別して 見る と、 

1、  自然法 そうな つて ゐる (必然} 〔Must〕 

2、  道德 法そう 爲 やう  ( 當爲) 〔will〕 

となる。 

恰も 人が 眠くな つたから 眠る、 覺め たら 起きる と 云 ふこ 
とは 自然で ある。 けれども 之は 獸 的、 本能 的の 生活で あっ 
て、 人は 之れ 許りでは ない。 働かう、 勉强 しやう、 朝 も 早 
く 起きて やらう、 と 云 ふ 精神を 持っ、 之は 卽ち 人間の 良心 
であって、 之を ヵントは 無上 命令、 絕對 命令と 云 ふて ゐ る。 
卽ち 善に 向って 進み 理想を 追 ふて 生活す る處の 命令を 持っ 
てゐ る。 言葉を 換 へれば、 佛とな らう、 神に 救は れや うと 
云 ふ 意志で ある。 此の 道德 法の 實行を 必要と すると ころ 
に、 人に 理想 及び 實行が 出來 るので あって、 こ X に 何が 適 


の 上から 過ぎ 來 った 理智の 境界を 眺 むる とき 其處に っきせ 
ぬ 味 ひが ある。 詩人が 

尋常一様 窓 前 月 僅 有 梅花 卽不レ 同 
と 云った 如く" 信仰 ある 人の 見た 宇宙と 信仰な き 人の 科學 
とは 大に違 ふので ある。 科學 では 人を 分析し 解剖して 無味 
な ものが あったが、 信仰の 上から 綜合 的に 眺む ると き、 其 
處に 偉大なる 靈的な 力を 認める ので ある。 行 きづ まった 理 
智も 信仰の 上からは 美しい 理智 となる ので ある C 

人生には 絕ぇず 苦痛 も あれば、 煩悶 も ある。 けれ 共 これ 
は 理智の 結果で ある。 その上に 信仰の 樂 園の ある ことを 忘 
れて はならぬ。 强大 なる 眞理の 輝き、 阿 彌陀佛 のっきせ ぬ 
慈 光 救濟を 仰ぎっ ゝ 、南無 阿 彌陀怫 の 御名 呼ぶ 實 行を 示し 
っ \ 永 恒 の救濟 に與ら ねばならぬ。 (大正 一 〇、 三、 東 光) 

◊法悦の 春 

〇 新春の 天地 1 悦その ま X の 姿 
新年は 芽出度く 明けた。 瞳々 として 豐坂 のぼる 初日の出 
に、 先づ悦 の 色を 鮮かに 見せて、 歡 喜の 光遍ね く 世界を 照 

法傥の 春 


らし 亙り、 四海 波靜 かな 大洋は、 蒼々 と 平和の 色を 湛へ 
て、 鏡の 樣な 水面に 微かに 起る 細 漣の 音 も 悅の音 樂を奏 ず 
る 如く 聞 ゆる。 軒端を 吹く 北風 も 今日 ばかりは 何とな ぅ 和 
かに、 天地 萬 有が 悉く 新ら しく 歡喜に 生れ 出た 樣な 感じが 
する。 『元日 や 晴れて 雀の ものがたり』 とい ふ 古い 句は、 可 
憐な 小鳥の 曝 語にまで、 この 天地の 大な る惊が 現は れつ、 
ある ことを 巧みに 詠む だもの だ 1 新年の 天地は 實に傥 び 
のま、 の 姿と いふて よい。 

〇 古い 天地に 新しい 心 —— 悦の心 天地を 純化す 
この 樣に 天地が 歡喜に 輝き、 悅樂に 滿 つる ことは 實に人 
の 心の 反映に 過ぎない。 太陽の 光線を 放射す る もので もな 
く、 大海原 も 元且だ から 全く 變つた 水が 人れ 替た とい ふの 
でもない。 風 も 小鳥 も その ま、 で 何等の 變化 もない ので あ 
るが、 然し 人の 心 丈は 大晦日の 昨日と、 元旦の 今日とは 大 
分の 差異が ある。 否、 全然 ー變 したと いふて よい。 元旦を 
喜ぶ 心、 新春を 壽 ほぐ 氣 分、 御 目出度く 今年の 生活を 初め 
よぅとす る 元氣な 而も 平和な 精神、 誰も 相互に 敬愛す る 美 
しい 情操が、 古い 天地を 新しくした ので ある。 王 半 山が 立 
春の 詩の 中に 

物は 終りを もつ て 始めと し 
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解の 解 物質的、 科學 主義 ノ 
解の 信 理性的、 表現主義 
信の 解 唯 心 主義 


(小  乘) 
丨理智 C 三論 法相) 
(華厳、 起 信 論} 


& g± {信の 信 實行 主義}— 信仰 ( 淨 . 土) 

第一の 解の 解は 普通に 云 ふ 哲學で 何處迄 も理痈 は 通す 
が、 對境が ないから 理想の 發現 もない。  . 

第二の 理性の 宗敎 は、 ー步 進んで はゐ るが 理論の みで ぁ 
るから 叉 行 きづまりを 生ずる。 第三は 理想は 持っても 之を 
現は すのに 理論を 以てする ので 要するに 以上の 三は 理智と 
離れぬ。 然るに 第 四に 來 つては 理窟は 少しも 用 ひず 絕對の 
信 仰を 以 つて 進む ので ある。 果 分の果 分が 佛と云 ふ ものを 
その ま K 受け入れて くる 實行 主義で、 是れ卽 ち 淨土敎 であ 


る 


(五) 


然るに 之には 又 その 三つの 楷梯 がなくて はならぬ。 法然 
上人は、 淨土敎 の 信念を 定めて それを 弘 める 迄には、 實に 
此の 三楷梯 に對 して 惡戰 苦鬪を やつた ので ある。 上人 幼少 
にして 父を 失 ひ 給 ふてから、 淨土開 宗の曉 に 至る まで •あ 
ら ゆる 理智の 修行を された が、 遂に 之 も 信仰の 前には 捨て 
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ねばならぬ 程 行 きづ まった のであった。 そこに 上人の 燃 ゆ 
る 信念が 湧き、 血と 淚の こもる 念 佛實修 の 矢叫びと なった 
ので ある。 上人の 信仰は 理智 を學ば ずしての 信仰では な 
く、 理智の 行 きづまりを 悟られての 上の 大 放棄であって、 
今 吾々 は 上人の 千 辛 萬 苦の 遺物を そのま^ ，ぅけ 入れる ので 
ある。  . 

今日の 靑年 にも 此の 傾向が ある。 理 智の對 境が 進む と必 
ず 實踐 主義に 入る ものである。 單なる 解 信に あらず して、 
信仰を 信仰と して 眺める 處に大 なる 力が ある。 上人の 一枚 
起請文に、 

たと ひ 一代の 法を ょく ノ\學 すと も、 一文 不知の 愚 飩の 
身に なして 尼 入道の 無智の 輩に 同じぅ して 智者の 振舞を 
せず してた V 一向に 念怫 すべし 
と 仰せられた る、 その 愚鋪 念怫 ょり 見た る 宇宙は 實に 偉大 
である。 念佛の 眼を 以 って 見る 處 、世界に 敵 もな く 仇 もな 
く. 悉く 美しき 人生と して 眺 むる ことが 出来る。 卽ち淨 土 
敎は あらゆる 衝突と 撞着と を 圓滿 ならしむ る ものである 0 . 

(六) 

斯 くの 如く 理智は 信仰に 入る ものである けれ 共" 一度 言 
仰に 入ら ば 信仰の 上から 理智を 救は ねばならぬ。 更に 信仰 


悦は 一層の 悅な り』 と。 吾々 は 玆で 世間 並の 悦 、唯 御 芽 出 
度と 無造作に 考 へて 居る 生存 その ま ゝの傥 以外に、 藝術の 
悦が ある。 詩 や 音樂の 高尙な 趣味の 傥 、人生に 對 する 自覺 
した 哲理 觀照 の悅の 尊 さ 道德實 行に 目 さめた 嬉の嚴 かさを 
見る ことが 出来る。 屠蘇の 酔で 唯 無性に 深し く、 何とは 知 
らずに樂むだ淺墓な快樂の外に、別に傥び盡きぬ歡喜の世 
界が 輝いて 居る ことが 知られる。 俗の傥 は 有限で あるが 此 
趣味、 觀念 •道義の 悅は 無限で ある。 物慾の 傥は 性質が 不 
純で あり、 粗野で あるが、 此 詩の 喜、 哲 學の傥 、倫理の 樂 
は眞 純で あり、 亦 極めて 微妙で ある。 然し 何れにしても 其 
立場は I 『門松 や 冥途の 旅の 一里塚』 とい ふ 生滅 變 化の 
無常の 人生で あつて、 花鳥風月 一として 變らぬ ものがない 
世界を 相手に する ものである。 悲喜 苦樂 、是非 善惡 、吉凶 
禍福が、解けっ鏈れっ、靈なり合ひ攻め合って居る生存が 
其對 象であって 見れば、 其 趣味 や 思索が 深く なれば なる ほ 
ど 『悲劇の 眞理』 が ひし  <と味はれて來る。秋界苦、生 
存 苦の 現實が 、此 趣味の 悅が 進めば 進む 丈、 詩に 生きる 
人、 思想に 希望を 見出す 哲人に 逼 つて 来る。 して 見る と 趣 
味 感に 外ならぬ。 道德實 行の悅 にしても 『人生 讀書 する は 
苦の 始めな り』 で、 人は 自覺 する 程、 責任の 苦し さを 感ず 

法悦の 春 • 


る。 義務の 重荷と 束縛の 大な るに 苦む ものである。 すると 
人生には 此の 『苦しい 悦』 寧ろ 矛盾した 悦の 外に 『悦 の悦 J 
ともい ふべき ものは ないで あらう か。 苦樂相 待の L 悦 以外に 
絕待無 上の傥 が、 果して 吾々 に 持ち 得ぬ ので あらう か。 

〇 『吾れ 爾を 助けて 喜ばしむ j 
吾々 は 小兒 のょうに 唯 生存の 悅に 狂喜した。 新年は 人の 
心の 反映 だとい ふが、 實は 元日と いふ 時間の 約束に 動かさ 
れて 、何とは なしに 芽出度く 悅んだ 。然し 目を 開いて 見る 
と此悅 、此 俗の悅 は 『苦しい 傥』 であると 氣が 付いた。 か 
く 『悲劇の 眞理』 に 快感を 味 ひ、 人間苦の の 責任に 行く ベ 
き路を 悟つ た曉 、人と して 甲斐 ある 尊 さと 强 さとは ょく 判 
つたが、 然し 何とも 賴りの ない 寂しい 谷底に 落ちた 感じが 
する。 そして 無上の 悅 、悦 の悦が 必らず 何處か にある ので 
はなから うかと いふ、 强烈な 憧憬の 念、 欣 求の 心が 自然に 
湧き出して 來る 。此 時に 天外に 忽ちに 聲あ つて 
吾爾を 助けて 喜ばし めん 

と 呼ぶ ものが ある。 此の 親切の 主は 誰で あらう。 『助けて や 
る』 とい ふから には 救の 主に 相違ない。 『喜ばし めん』 と 叫 
ぶ 以上は、 無上の 喜、 悦の悦 を與 へて くれる であらう。 吾 
々は 今まで 自分で 悶え 求め、 惱み 尋ねて 何事 も獨 りで 解決 

三 六 五 


感懷隨 筆 

人は ふるきょ りして 新しき を 得る 
とい ふ 句が ある、 が 歌 ひ 得て 妙で ある。 この 人心の 純化、 
昨日までは 鬼の 樣に なって 相爭ひ 、阿修羅の 如く 可成り に 
棘々 しく 怨み 憤り 相 罵った その 人々 が、 相 亙に 御 芽出度く 
相愛し、 相 敬す る 一新の 精神が 充ち 溢れた 所に 『元日 や 神 
代の こと も 思は る ゝ』 とい ふ、 淸淨な 平和な 傥の佌 界が現 
はれて 来る。 佛陀が 維摩 經の 中に 『其 心淨 きが 故に 國土淨 
し』 と御說 きになつ た 通り、 人々 の 平和な 悅の 心が 天地を 
美しく したので ある。 かくて 新年は、 天地が 悦 そのもの i 
姿で ある ばかりで ない。 人々 が 誰れ も 彼れ も傥 の權 化と な 
つて 居る ので ある。 新年の 芽出度 さ。 美し さは 此處 にある。 

吾々 はこの 芽出度 さを どぅか 永く 續か したい。 この 新し 
い 淸淨な 平和な 心で、 今年は 何卒 押し通したい もの だ。 此 
の 希望の 强さが 一層 新年を して悦 に 輝かしめ る。 

〇 祝 酒の 酔は 北風に 醒め 易し 
然し この 希望を 現實 にす るには 少しく 思考を 要する。 先 
づ 第一に 悅と いふ ものが 單に祝 酒に 醉ひ 、歌 ひつ 舞 ひつ 遊 
び 明かす とい ふ、 肉の 快樂 、物質の 歡 喜、 世間 並の 表面的 
の ものであって、 唯岙氣 に 無 邪氣に 太平 無事に 暮す とい ふ 
丈け では 固より 何の 意 萎 もない ことで、 か \る役 は、 シエ 


三 六 四 

1 クス ピーヤ が： 悲と悦 は 時の 遷 るが 如く かは るん \ 流れ 
る」 とへ ンリ ー 王の 劇中に" グロ ー スタ ー をして 言は せた 
通り、 樂あれ ば 苦 あり、 決して 永續 する もので もなければ 
亦 幸福な もので もない。 祝 酒の 醉は 北風に 醒め 易く、 笑 ひ 
興じた 松の 內の歡 樂は眞 は 束の間の 一夢に 過ぎぬ。 而 して 
其悦の 性質が 强烈 なれば なる 程、 結果は 隨 つて 悲 むべき も 
のを 持ち 來す 。『荒め る 惊 は 荒め る結娱 を 取る』 と 「ロメ ヲ 
と ジュリ H ツト J の 悲劇に 語られた 如く、 畢竟 物愁の 悅、 
酒池肉林の 快樂、 色聲 香味 觸の歡 喜は 苦樂 悲喜 相雜は る 
不純の もの、 シャボン玉の樣に消へる瞬間的のものであ 
る 0 

悦は その美し い 翼で 
一寸 輕く 吾等を 抱け ど 
蜜蜂が 甘露の 花を 味 ふ樣に 

ほんの 僅に# の 端に だけ 觸れる (マツ ティ スゾン ) 
俗の悦 、物質の 悅 、自覺 のない 世間 並の 悅に 、なんで 永 
續の 希望が あらぅ。 また この 樣な傥 を 押 通した とて 決して 
幸福では ない。 吾々 は 玆で大 に 考へ权 ばなら ぬ。 

〇生存の悅、生存を觀する傥、生存超絕の悅 
詩聖ゲ ー テは 敎 へて 居る。 『生存の 悦 ょりも 生存を 觀ずる 


の 尊と き 御名で 顯はれ る。 卽ち 念怫の 生活で 法悦が 日 一日 
と 深くな り、 進んで 行く。 念佛の 生活は 卽慈 光照 護の 下に 
於け る 生活で ある。 御名の 聲の ある 所には 必らず 慈 光が あ 
る。 この 慈 光の 中の 美しい 生活を 聖經の 中には 極めて 簡明 
に說い て ある。 

若し この 光りに あ ふ ものは 三っの 罪 垢 消へ 滅びて、 心 
意 柔軟に、 歡 喜し 踴 躍して 善心 生ぜん 
吾々の有して居る、貪欲と嗔患と愚痴の三大罪惡は人類 
の同情や平和や文化に全然相反するもので利己主 || 、爭瞬、 
愚昧そのものであるが大慈悲の光に逢ふとき此罪惡の不淨 
は 漸次に 其 影を 潜めて 惱や 苦み や 憤 や 恨は 自然に 去って、- 
人生と 世界に 對し 常に 躍り 上り、 飛び立 ◊程の 悦に滿 ち、 

萬 善は 力を 費さず 行 ひ 得られる に 至る ので ある。 言を 換へ 
ると 苦しい _務 の 重荷と 思 ふた 道德 、固苦しい 拘束と 考へ 
た 良心の 責任は 信仰の 力で 安らかに 且っ 堅固に 而も 常恒不 
斷に勞 せず して 行 ひ 得らる \に 至る ので あつて、 眼を 擧ぐ 
れば 天地は 別樣の 光に 輝き、 手を 下さ ば 人世は 唯 愛と 感謝 
に 滿ち つ、 あるのを 知る ので ある。 此 生活は 實に悦 の 中の 
悦 であって 人生の 至 樂實に 玆に盡 きる。 

〇『悦 の 中の： 悅』 i 『天に 仰ぎ 地に 俯して 喜べ』 

法悦の 春 


此 法悦の 生活" 念怫の 生活 こそ、 實に 無上の 悦で なけれ 
ばなら ぬ。 吾々 が 生滅の 世界の 中に 此 永遠の 喜を 看 出した 
ことは 何等の 幸で あらぅ。 泡の 如く 消へ 幻の 樣に滅 する 此 
世の 快樂 * 喜傥の 外に 此 至大 至高 至妙の 悅に遇 ひ 得た こと 
は眞に 人と して 生 甲斐 ある こと、 稱 してよ い。 法然 上人は 
此法悅 の 有樣を 法語に 御 記しに なって、 

受け 難き 人身を ぅけて、 逢 ひ 難き 本願に あ ひて 起し 難 
き 道心を 起しは なれ 難き 輪廻の 里を はなれて 生れ 難き 

淨土に 往生 せんこと 悦の 中の 悦なり 天に 仰ぎ 地に 

伏して 悦ぶ べし このたび 彌陀の 本願に あ ふこと を。 

と 仰せられて ある。 罪の 世界より、 救 ひの 世界に 肉の 生存 
から 靈の 生存へ、 生滅 不安 無理 想の 無 信仰な 俗 生活から、 
安定 確固の 理想 ある 信仰の 眞實 生活に 進んだ 所に、 悦の中 
の悦が あり、 天に 仰ぎ 地に 俯して 悅 ぶべき 法悦の 春が 現は 
れ る。 

〇 法悅の 春を 頌 せよ —— 爾が念 佛爾を 永遠に す 
新春の 天地は 悦びの まゝの 姿で ある。 元旦の 心は 神代な 
がらの 淸淨な 平和な 心で ある。 此悅の 天地の 奥に 法悦の 盡 
きぬ光を仰ぎ、淸淨平和の心の底に絕待永久の歡喜の大慈 
悲を 認める 時に、 天地は 無上の 傥に 輝き、 人心は 至大 至高 

三 六 七 


盛 懷隨筆 

がっくと 思 ふて、 實に 此聲の 主、 救 ひの 主が ある ことを 知 
らずに 居た ので あるが、 それは 艰 して 誰で あらう。 生存 以 
外に 超越して 而も 永遠に 生存の 導きと なり 力と なり 光と な 
る怫陀 でなくて は 誰で あらう。 我々 の爲に 眞の悅 の 源泉を 
指し示し、 傥の屮 の 無上の： g を 親切に 敎へ 導く 釋尊で なく 
て 誰で あらう。 佛陀は 三千 年の 昔、 無量 壽經の 中に 吾々 を 
哀れんで かく 叫ばれた ので あるが、 此敎 への 尊き 御 聲は永 
遠の 導きで あり、 朝に 夕に 今 現に 叫ばれて 居る ので ある。 
然 らば 其眞の 傥の 大道、 法悅の 泉は 何もので あらう か。 

◦歡喜 光の 大 慈父 

この 法悦の 泉、 眞實 の悅の 源は、 限りない 命と、 量りな 
き 光と を 具へ、 大慈 父、 大愛の 父と し 吾々 を 救濟 しっ \あ 
る、 阿彌陀 如来で ある。 如来は 無邊の 善と 德 とを 具備して 
居り、 至善 至眞至 美の 本體で あるけれ ども、 ゲ ー テが 『歡 
喜は 萬德の 母な り J と 歌 ふた 如く、 人間が 幸福の 初めと 
し、 亦 終りと して 平和、 淸淨 、善美の 上に 起る 最 美しき 感 
情で ある 歡喜の 一面を 現は して、 歡 喜光怫 として 吾々 を 救 
濟して 居られる。 悦の 源、 法！ g の 泉の 主として 吾々 に 大慈 
悲の溫 い 手を 垂れて 居られる ので ある。 吾々 が 眞の悦 を 獲 
得せん がた めに、 此大 愛の 御手に 抱かれた 時、 生滅 無常、 
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罪惡 矛盾の 身心を 大 慈悲の 懷に御 任 かせ 申した 曉 に、 其處 
に 吾々 は絕 待の 喜、 眞 實の悦 を 見出し、 後の世 も 此世も 何 
等の 不安な き 平和 淸淨 の法傥 生活に 入る ので ある。 

〇 『僚ぶ とき 本願に 乘す』 

されば 吾々 は 何ょり 先き に、 此大 なる 法悦の 源泉が 眼前 
に 汲め ども 盡きず 現 はれて 來た ことを 發 見し、 眞實 永遠の 
悅を與 へる 慈父の 御手が 眞に 永い 間、 吾等の 來 るを 待ち こ 
がれて 居た のが 明かに 知れた ことを 第一に 喜ばねば なる ま 
い。 吾々 が 如来の 助けで 見出した 此坦. 々たる 法傥の 大道は 
實に 他人の ためで ない。 唯 吾等の ために 特別に 設備され 
て、 美しい 花や 列樹 も、 平 かな 快い 路面 も 唯 吾等の ためで 
あつたと いふ ことを 深く 喜ばねば ならぬ。 亦 吾々 はこの 場 
合に かく 喜ぶ ょり 外に 仕方がない。 此喜が 生じた 時は 卽ち 
吾等が 救 はれた 時 だ。 之を 法然 上人が 『惊 ぶと き 本願に 乘 
ず』 と 仰せられた ので ある。 吾々 の法悅 の 全 生活は 實に此 
看 出した 喜、 慈父に 逢 ふてから 初 まるので ある“ 

〇 三 垢 消滅して 善心 生ず 

吾々 が 救 ひに 逢 ふた 驚き、 本願の 有難 さが 明に 了解され 
た曉 から、 法 悅の全 生活は 初 まる。 吾々 の 生活は 玆に大 慈 
父に 對 する、 欣求 、讃美、 ® 悔 、感謝の 總て として 光と 壽 


に 東天に 現出して、 今や 新たに 大正 十五 年の 大 活動 最初の 
威力を 發揮し 出した。 

願與 梅花 倶自新 

新年の 詩歌には 吟誦す るに 足るべき もの 可成に 多い。 俳 
句にも人に瞻炎したものも少くない。热し ^ の盧同の「人 
日立 春 J の 詩が 何時も 面白い と 思 はれる。 

春 度り 春歸り 限りなき 春なる も 
今朝 こそ 方に 始めて 人と 成る を覺 ゆれ 
今ょり 克己す るも猶 及ぶべし 
願く は 梅花と ともに 俱に 自ら 新に せん 

新春に 於け る 第一 事は 反省と 日 新の 工夫で ある。 「元日 や 
神代の こと も 思は る と吟 じた 名句の 通り 純な 淸淨な 天 
地、 平和と 愛敬に 充ち 溢れた 人世が、 現る ゝ 元旦に 吾々 は 
人間ら しく 丈夫ら しい 氣分に なつて、 身心 一新の 努力に 猛 
進すべき であらぅ。 去年の 吾々 を 省り み、 今年の 吾に 新ら 
しい 自覺を 味 ひ 奮鬪の 決心を 激勵 する ことは 新年に 於け る 
靑 年の 最も 適切の 心得で あらぅ。 ■ 

讀起春 王 正月 章 

確か 山陽の 元旦の 詩 だっと 思 ふ。 「東の 窓の 机を 拂ひて 初 
日を 迎 へ、 讀み 起す 春 王 正月 章。」 とい ふの が ある。 

新春 漫錄 


言 ふ 迄 もな く 之は 簡單に 云へ ば 春秋 左傳を 讀 書初めと し 
て繙い たとい ふ 丈 だが、 同書 中の 「春 王の 正月」 とい ふ 芽 
出たい、 太平の 氣 宇の 現は れた 、元旦 恰好の 文を 利かして 
使った のが 此詩の 名 詩た る 所以な の だ。 

来る年 も 亦 来る年 も歷史 開展の 一段 階で ある。 悠遠 長久 
の 吾が 歷史の 流れに 一年が 更に 長さを 加へ るので ある。 吾 
人の 理想の 進展と して 此 一年 丈 又 前進す るので ある。 かく 
考 へて 「春 王の 正月」 を 吟ず ると 其處に 盡き ざる 味が ある 
偉大な 敎 p が ある。 

吾が 誇 ある 歷史は 亦玆に 新ら しき ぺージ を 開かん として 
居る 此來ら む 歷史の 頁數の 中に 吾々 は少 くと も 有意 萎な 何 
行か 何 字 かを 刻みっ ける 決心が あつて ょい。 

靑年 として 假令其 事業 や 功績は 書かる X に 至らず とも > 
書かれん とする 元 氣と精 制と を 以て 歷史 の囘 顧を なす 時、 
便ち 書かれる と 同じ 事になる。 

發 心の 畢竟 

怫敎の 中に 發 心と 畢竟と いふ 事を 說く 。而 して ニ 者は 價 
値が 同一で あると 敎 へて ある。 發 心は 決心の 第一で 畢竟と 
は 成功の 曉とい ふ 意義で ある。 强固 確實な 決心は 完全な 成 
功を 招致す る 基礎で あるから、 此の 如く 決心の 第一 步を重 
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の樂 に踴 躍す る。 新年は 實に 芽出度い、 然し 法： e の 新年は 
最も 芽出度い、 元且は 何とも 歡喜に 盈ちて 居る。 然し 信仰 
あり 理想 あり 眞實の 希望 ある 元旦は 何物ょりも 美く 樂 しく 
尊い 元旦で ある。 豐坂 昇る 永却不 變の大 愛の 御 光を 夫の 初 
日の出に 仰ぎ、 無 際 無限の 歡喜 淸淨の 大靈の 生命の 水を、 
夫の 彼靜 かな 大海原に 觀 じつ 新しく 出づる 吾等が 中心 
の 無量 壽の 御名 こそ 實に 人生と して 最上 最大の 悦の 春を 祝 
福す る 最も 好い 賀辭 ではない か。 吾等の 春は 來 た。 法 僚の 
春は 来た。 この 春は 太陽の 光の 如く、 大洋の 水の 如く、 吾 
等が 歡喜 光裡の 念怫 生活と 共に、 日に 新に 亦 日に 新たに、 
彌盛に 益々 美は しく、 更に 樂 しく 何 處まで 進展して 行く！ 

(大正 十二、 一、 東 光〕 

◊新春 漫錄 

最古 最初 

有史 已來 "人類の 文化は 頗る 悠久で ある。 吾が 神代の 昔 
は 問は ず もがな、 ナイル 河畔の ピラミッドに 今に 豪華 雄麗 
の 記念を 留むる 埃 及は 勿論、 七つの 河の 湊會 交錯す る イン 
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ダスの 流域から 千古の 神韻を 遺した、 吠 陀 讃歌 時代の 印度、 
抑 も 亦 三皇五 帝の 古き 譚 、夏 殷 周の 古い 記 錄の豐 富な 隣邦 
の 支那" 人類、 文化の 歷史は 其 淵源 實に 久遠の ものが ある。 
而も 此 等の 文 華は 春風 二十®# の 紅 紫、 到る 所に 千 差 萬 別 
の 美を 呈し てゐ るが。 何れも 同一の 太陽の 下に 暌き 出た の 
である。 太陽は 實に 古い。 太陽の 古い 其 太古な のは 決して 
之に 留ら ない。 此 等の 文化の 發 達する 前 幾 億 萬 年の 昔、 進 
化 論に 從へば 生物が 生長し 發 達し 進化して 以て 現狀に 到達 
する まで 何時も 其 熾烈な 光と 慈愛の 溫さを 以て 地球に 臨ん 
で 居った。 嗚呼 太陽は 實に 古い。 

此 最古の 太陽は、 また 實に 最新の 創造を 續 け、 何時も 不 
斷に淸 新で 何處 にも 生々 の大 活力を 現は しつ \ ある" 太陽 
は 最も 古い、 而も 最も 新ら しい。 

本體 としての 最古の 太陽は、 活動と しての 作用が 最も 新 
しい 偉力を 現は す。 

吾々 は 歷史を 通じて 自己の 有する、 國民 精神の 本質に 雄 
大雄嚴 の 三千 年の 古き を 仰ぐ と共に 其發 現と しての 同ヒ、 
革新 融合、 統攝の 最も 力強く、 且最 も鮮 かな 活用が 同胞の 
上に 嚴 として 存在す る ことに 目覺 ねばならぬ。 

見ょ、 瞳々 たる 初日の出は 千古 萬秋不 變の大 光輪を 見事 


可れ も義や 儀式と 共に 告紋を 勿論 印度から 傳 へて 来た 
ので ある。 印度の 古語 卽ち 梵語では 卍を ^ 这 S- SP と稱す 
る (支那では 塞 婆 斯底迦 とい ふ 小面 倒な 字を 此 原語に あて 
る)。 吉祥、 慶福、 幸運 等の 意義を 有つ。 歷 史的に 云 ふと 创 
敎徒は 可成に 古くから 之を 使用して 居た が 然 し拂敎 ょり 
以前に あつた 婆羅門 敎 でも 之を 義 し、 印囊の 有力な 諸 
派は 何れも 之を 使用す る 外、 釋 尊と 殆ど 同時代に 起り、 現に 
今 印度 南部に 勢力— めつ、 ある ジヤ ィナ 敎 などは、 種々 
な ^ 字の 變 形を 書いて" その 敎派の 代々 の 祖師を 表示す る 
程で ある。 斯の 如くして 印度に 於て は 卍 字は 諸宗敎 共通の 
j 示と なつて り、 吾國や 支那ょりも ー層汎 な 意義を 見出す。 

(三) 

更に 少し 古代史 や 古物 學の 研究を すると、 攀の 使用は 
非常に 古く、 また 其の 範圍が 存外に 廣い ことに 一驚せ ざる 
を 得ない o H ヂプト や フヱー 一 キヤの 遺物には 歷 然として 卍 
字が 神聖の ものと して 刻鐫 され、 アラ ビヤ、 ギリシャ— 
秀な藝 術 品 や 武器に も屢 、此紋 を 見出し 中世の 基督 敎藝術 
家 も、 また 自由に 卍を 装飾的に 利用した。 

更に 驚くべき は歐洲 の 文化 未だ 開けざる 時代の、 ス カン 
ヂナピ ャや古 ゲルマンの 諸 民族の 間に も、 卍 字が 神聖の も 

四つの !, 


のとして 柱 や 碑石に 彫りっ けられた こと だ。 彼の 樂聖 ヮグ 
ネルの 四 折 大歌 劇 「一一 ー ベルン ゲンの 指環」 の 最後の 曲 一 諸 
神の黎明，，一はゲルマン古神話のヮォタン大神、其他_々の 
天 國ヮル ハラ 神 都の 最後を 歌った 雄大 悲壯 この 上 もない 傑 
作であるが、この神都の背景には祀を刻んだ石柱や石碑 0 
亂 立した 書 割が もの 凄く 火炎の 中に 明滅す るのを 見せて 居 
る。 

古物 學 者の 示す 所に 由る と、 卍 字の 使用は 更に 更に 古へ 
に 溯り 得る。 南怫や 南 伊の 新石器時代に 於ても、 旣に 歷々 
として その 形の 存在す るのを 兒出 すとの こと だ。 

かく 盔遠の 時代を 通じ 洋の 東西に 亘 りて 廣く用 ゐられ た 
?^ 字は其形に於ても千態萬狀の奇を極めた。此等を總 # し 
て 英語では フィ ル ォト ^ ylf s- と 呼ぶ、 フキ ル フォトと い 
、ば西洋祀字といふことだ。この妙な語はアングロサクソ 
ン 語の 「四つの 脚」 から 出て 來た とい ふこと だが、^^ 
は four と關係 あり、 f a は 勿論 ^ 00 e-i- の 古い 形で ある こ 
とま直ぐに考へられることであらぅ。 

此 四っの 脚卽ち 四隅の 曲っ た K の 脚は 東洋 流の 曲尺の 欉 
なのが 普通で あるが、 蔓草の 如き も あり、 鉤形 になって 居 
るの も あり、 渦紋 狀のも あって、 竪のも あれば、 橫の も斜 
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要視 したので ある。 

「一年の 計は 春に あり」 とは 餘 りに 言 ひふら した 陳腐の 語 
に 聞え るが ' 然し 眞理は 何時も 變ら ない。 ファスト ステ ッ 
ブの 大切な ことは 何事に もさぅ である。 

元旦は 靑年 に對 して 大決 心を 促す 重大な 囘轉の 時期で あ 
る。 見ょ、 新 乾坤は 春風に も 梅花に も 見る もの 聞く もの 何 
れも旣 に靑 年の 大 決心、 大發 心を 激勵 して 居る ではない 
か。 靑年 として 此 決心が 確實に 且つ 堅固に 出來 得た もの 
は、 卽ち 將來 大成功の 滎冠を 戴く に 足る 好靑 年で ある。 

(大正 一 五、 一、 芝 中 校友 雜誌) 

◊四つの L 


雷 門から 仲 見 世を 通り、 觀音 堂に 向って 步を 進める と. 
例の 大提 灯が 仁王門に ぶらさがって 居る が、 その 赤く 圓い 
胴 腹に、 黑々 と 書かれた 卍の 絞が、 特別に 眼に 着く。 これ 
が お 寺卽ち 金 龍 山淺草 寺の 定紋で あるかと 思 ふと 實は さう 
でな く、 上野の 淸水 堂で も、 鎌 倉の 長 谷 寺で も、. 苟 くも 觀 
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音 様を 安置して ある 所、 阪東 西國は 三十 11 ;赉 の靈 場、 文覺 
上人で 有名な 那智 から、 澤市お 里の 靈驗 記で 通って 居る 壺 
坂まで どの 寺々 に 行っても 卍の 紋所に 出合は ぬ 所は ない。 
卍 字が 觀音樣 を 代表した 標示で ある ことは、 玆で 明かに 判 
かる。 

然し 實の 所、 卍は 觀音樣 の專用 の紋 では 決してない。 都 
會から 山奥まで 大抵の お 寺では 屋根 瓦 や 幕に もで 此紋を 使 
用す る。 恰も 十字架が 基督 敎を 代表す る。 樣に卍 字は 怫敎 
を 代表した 記號 とも 言へ よう。 地圖や 案內 記に 此記號 で お 
寺を 表する ことは 小學 校の 生徒で もよ く 知って 居る。 

卍 字が 旣に 怫敎を 代表す る ものと なると、 吾國 にこの 敎 
を 傳へた 支那 や 朝鮮では どうかと いふと、 矢 張 此紋を 神聖 
吉祥の ものと して 宗敎 的に 取扱 ふことは 少しも 吾 國と異 り 
はない。 否、 支那では 此 紋を延 喜の よい ものと して 吾が 鶴 
龜 松竹梅と 同様に お 芽出度い 場合に 好んで 之を 用 ひ、 通常 
の 衣服 や 器具に も 盛に 之を 模樣 とする。 西藏や 蒙古 も 支那 
と 同様で 其 使途は 可成に 廣い のを 認める。 

(ニ) 

それなら ば、 怫敎 の發祥 地、 ヒマラヤ 聳へ 、ガン 叫 ンス流 
る \ 印度では どうで ある 乎。 吾國も 支那 も 其 他の 弗 敎國も 


(五) 

H 字は 折の 如く 現代 生活の 理想で あり、 また 實際で あり 
とすれば、 敎育も 自然、 卍 字でなくて はならぬ こと、 な 
る。 敎 育の 目的と する 所は 言 ふまで なく、 人格の 完成に あ 
るの だが、 その 人格の 內容 としては 第一には 智德の 養成で 
ある-精通 明確の 理智を 啓發し 崇高 圓滿 の德 操を 成就す る 
ために 敎育の 努力が 必要と なる。 理智 は卽ち 光明で あり、 
德操は 仁愛を 基礎と する。 智德 の進步 する 丈" 吾々 の自覺 
(1 S 烈と. なり、 確實 となる、 その 結果と して 前に 意義 あり 
充實 した 生活が 輝き 出す。 而し て此 意義 ある 生活は 完全な 
幸福を 理想と して 日に日に 新たに 進歩し 改善され て 行く。 
この 完全の 幸福とは 卽ち 自由でなくて 何で あらぅ。 自由と 
は 遵法と 自治と が 完全に 融合し 一致した、 最高の 文化と 平 
和を 稱した に過ぎない。 吾々 の智德 進歩の 結果は 自己の 自 
由 意志が 自然に 道德 法に 合する 樣に なる、 孔子が 「心の 欲 
する 所に 從つて 短を 超えず」 と 言 はれた のは 卽ち これ だ。 
吾 •々は 個人と しては 智德の 修養に 努力し 自治の 能力を 充分 
に發 揮して、 自己の 天分を 出來 得る 丈 進展せ しめて 獨立自 
尊の 眞價 値を 示し、 國家 としては 光榮 ある 獨 立の 誇の 下に 
精勵 勤勉 經濟 的に も學術 的に も 完全に 獨 立して 外債 や、 模 

座 餘殘筆 


倣から 解脫し 去り、 東西 思想 融合の 大施を 揭げて 新 文化の 
指導者と なり、 世界平和の 雄鎭を 以て 任ぜねば ならぬ 之 
が 卽ち 吾々 の 理想と する 最高の 幸福で あり 自甶で あるの 
だ。 卍 字は 實に 之を 吾々 に敎 へつ" ある。 

1 知識 (光明 - 1 せる 生活— 高遠の 理想 (自 曲) 

ノ柏 丨道德 (仁愛) て 

X X X X 
昭和 五 年の 新春が 来た。 稿を 終る に 臨みて 光明、 仁愛、 
生命、自由の祀字でお芽出たぅ！ 
swastika! 吉慶 、祥福 、幸運！ 

(昭和 五、 一、 I 之 中 校友 雜誌〕 

◊塵 餘殘筆 

正月 三 ケ日 

元旦。 霜を 踏む で 舊門客 印度人 シ ー ナ君 來り賀 す。 門 生 
等と 共に 雜 誉祝ひ、 去 冬 Q ガン ディが 働きぶ りを 語り、 
印度の 將來に つき 氣炎 頗る 揚る 、明日は ボ ー ス累等 と共に 
熱 海に 行く とい ふ、 同 SW く議 If 人れ る 現在を 
喜ぶ と共に、 その 故舊を 忘れざる 志を めでたしと 感じた。 
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の も あり" 細い 針 線を 交へ た樣な もの、 太くて 捧を 重ねた 
如き もの、 簡單の もの 複雑の もの、 殆ど 變 化の 限りを 盡し 
て、 趣味 津 々として 極めて 面白い。 

淺 草の 觀音樣 で 見た 卍 字は、 かくて 古今を 通じ、 東西に 
亘 つた 世界的の 宗敎的 記號で ある ことが 知れた。 この 樣な 
廣く用ゐられた紋所は出字の外にはさぅ澤山はあるまい。 

卍 字の 歷史や 傳播に 就いては 可成り 專 門に 研究した 書物 
も あるが" それは 今 略して 置く。 また 古い 佛敎學 者の 種々 
な 解釋 もき 書 立て X くると 面倒で も あり 際狠 もない から、 
一切 之を 止めと して" 最も 新しく 且つ 現代の 理想と 生活と 
に 最も 適切な 卍の 新 解釋を 一つ 御 紹介して 見ょぅ、 之が 卽 
ち ^ つの1の說である。 

(四) 

吾々 の 同胞は 今や 米 領布 哇の綠 滴る 樂園に 六 萬 人 以上 も 
移住して 頗る 盛大を 極めつ k ある。 隨て 怫敎 の各宗 辰は爭 
土宗 、西本願寺、 曹洞 日蓮 宗等 から 布 敎師が 派遣され て 寺 
r や學 校が 全島を ^ じて 少 からず 建設され た。 現今では そ 
の敎 化は 次第に 囪 人の 間に も 及び、 米 人は 勿論 歐洲 からの 
移住 民で、 俳 敎に歸 入す る もの も少 からざる 狀 態を 呈 して 
來た。此等白人改宗者の中で、棠博士が卍字を非常に 11 黉 
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して 卍 字は 宗 敎記號 として 最高の 表示た るの みならず、 現 
代生把の劳範として此位適切なものはないとまで賛美し 
た。卽ち卍は四つの 1, が上下左右に組み合せられて成り立 
つたものである。四つの1とは『」 € 1，1」0\ボ1」 ? 1^良7 

ift である。 光明と、 愛と 生命 
i/n  j 'と 自由は 現代人の 理想と し 

てまた 生活と して 誰と て是 
「 _ilL  認せ ぬ. ものは あるまい。 ま 

た怫敎 とい ひ 基督 敎と いひ 
I.  1 矿导 神道と いひ、 何れの 宗敎、 

^ 何れの 敎義に 於ても 此四つ 
を 主眼と せぬ ものは ない。 卍 字が 怫敎の 代表 記號 として 適 
當で ある ことは 勿論、 廣く各 宗敎を 通して 之を 標示と して 
も 決して 差 支ない、 否 之より 已上 適當の ものは 考 へらぬ と 
いふので ある。 實に 面白い 說 明で また、 よく ?H の 意義を 說 
明し 盡 くした 妙說 であると 稱 してよ い。 觀音 樣も實 は此四 
つが 完全 無限に 發 達した 靈體に 過ぎぬ、 否、 觀音の みなら 
ず 佛陀 とい ふ も 神と いふ も必竟 、此四 つが 圓滿 完全に 成就 
された 理想の 實現を 稱し たもので ある。 卽ち 宗敎の 全體は 
一の pH 字で 立派に 表現され る ことに 歸着 する。 


白馬 寺の 霜から 始まり、 吾國で は 上宮 法王の 甲斐の 黑駒で 
開敎の對幅が自然に備り、鎌倉怫敎に來ると日蓮上人0馬 
好きに 對 して、 熊 谷 蓮 生坊の 西に 向 ひて 後見せ ■さ乘 り 
で これ も 面白い 法 華念佛 の ー對だ 。かく 三國の 敎史に 馬の 
關係を 述べ立てて 來る と實に 際限 もない こと ゝ ならぅ。 

敎_ としても 怫 身の 三十 二相 中の 馬陰藏 相、 轉輪王 七寶 
の 馬寶か ら 、三乗を 譬 へた、 象 馬 兎 三 獸の河 渡りは 素ょり、 
密 部の 通® 日な ど 逢と いふと 直に 御 引 貪 出る。 

然し 餘り敎 壇の 人々 の 注意せ ぬ 教材と して 馬に 關 する 最 
も 面白い ものが ニつ ぁる。 その 一つは 本 生譚で 童話な どに 
は 最上の 敎材 を與 へ、 他は 經說 S 5 で 修身 談ゃ 信仰 修養 

にぅ つてつ けの ものでぁる。 

第ーはか 2^ 1? 枯起だ"昔羅殺女共が寶を取りに來る男 
の 血肉で 活 きて 居た とい ふ寶の 島の 執師 子國卽 今の セィ ロ 
ン 島へ 印度の 隊商が 一獲千金の 希 管 抱いて 航海し S た 
が、 羅殺 女の 魅惑の ために 直に 浮虜 となり 鐵城に 押込めら 
rt 一」、 明日は 殂上に 上らん とする 危機一髪の 所を、 菩薩が 
雲 馬卽ち 飛行す る 馬と なつて 現れて 三寶の 御名を 呼ぶ 信心 
深き 商人 も 救 ひ 歸 つたと いふ 美しい 譚で 、舞臺 も 大きく 山 
も 相應 にあつ て實に 面白い 話で ある。 その 爲か この 本 生は 

麈餘殘 筆 


印度で 盛に 行 はれて 各種の 異本 も出來 、また セィロン 島の 
起原 史 として 靡議 Q 頃に も 盛に 話されて 傳 はつた の だ 
が、 亦祕密 怫敎の 中に も 織 込まれて 雲 馬は 卽 大慈大悲の 觀 
世 音の 現と いふ ことに あり、 ; ヲム マニ、 パ ツ トメ ー、 フ ー 
ム 一 Q 六 字 無上 呢が 玆で說 かれる に 至つ た。 是が卽 ち 夫の 

l ^ Q 大筋で—。 此 f 墨 1 最上 藝の經 

典と レて 崇 奉され ラマ 敎正 依の 聖典に なつて 居る。 かくて 
雲 馬 本 生は 聖典 史的に も 中々 趣が 深い。 

次の 譬喩 Q 方では 夫の 上馬は 鞭 影を 見て S 走り、 中 馬 
ま 鞭の 音で 直ぐ 走り、 下馬は 鞭を 當 てられて 漸く 走り出す 
とい ふ、 有名な 譬說 はょ く敎壇 人の 使用す る 所 だが、 今一 
S 阿 含の 中 •に 面白い 譬が ある それは 馬 有 三疆と 馬 有 八 
態 譬人經 だ。 第一は 良馬の 三種の 美點を 擧げて 修行者の ^ 
を賛 し、 第二は 惡 馬の 八 種の 狂態， 人を 嚙む とか、 車を 倒 
すと か、 橫道に 走り出す とかい ふのを 擧げ て、 之を 佛敎を 
聽聞亡 ね 未 言の 人々 にあて はめて ある 實に 面白い 譬へだ 
三種の 美 點ゃ八 種の 狂態を 营 記す ことは 稍繁に 渡る から 

，ん ロノ  csl fL く。  (昭和 五、 ニ、 敎學週 毅) 


三 七 五 


惑 懷隨筆 

二日。 宮城の 拜賀 ょり 退 下して 後 ぺッォ ルド 博士 夫妻の 
訪問を 受けた。 夫人まで が 来たのは 聊か 意外であった。 フ 
ランク フルトに 於け る ウィリアム 敎授 中心の 怫敎會 の近狀 
にっき 詳細の 實狀を 聞き、 また ハィデル ヮレ ー ザ ー 敎授の 
怫敎 研究所の 咋 今を も 知る 事を 得た。 雨 者と 我 日 獨佛敎 協 
會 との 合同 論が 獨こ怫 敎徒問 に 相當 有力で 其 一切の 交渉を 
ぺ 博士に 一任して 來た との 話 も あった。 夫人からは 此頃邦 
人の 妻 君と なって やって来た 若い ー獨乙 婦人が 怫敎 硏究に 
熱中して 居る から、 近日 逢って 吳れ との 相談 も あつた。 

三日。 正大の 民國 佛敎留 學生陳 君が 其 友 李 君と 携 へて 年 
始に來 た。 去 秋 朝鮮の 佛敎大 會で識 り あ ひに なった 仁山圓 
瑛の兩 長老の 噂を した。 蔣介 石と 上海 佛敎團 との 面白い 關 
係に 就いても 可成に 穿った 観察 も 聞いた。 帝大に 因 明 研究 
中の 蘇 君が 旅から 歸 ると 三人で また 來 ると 歸 って 行っ た。 

第一 日は 日本語と 英語との 交りで 會話 、第二 日は 無論 全 
然 獨こ語 がかり、 第三 日は 筆談 も 不用で 日本語 だけだった。 

吾 國の學 者 や 宗敎 家には 可成り 達者に 英獨佛 語を 話す 人 
も. 少 くないが 之に 支那 語を 兼ねた のは、 一部の 支那 通已外 
には 殆どない とい ふても よい。 吾國が 東洋 文化の リ I ダ ー 
として 立つ には 斯の 如き 有樣で は 如何の もので あらう か。 


三 七 四 

また 精神的の 日 支 親善 もこれ では 前途 甚だ 覺朿 なく 感ぜら 
れ る。 

フランスの ジニ リア ヌは 老境に 入つて から 奮起 漢 學を修 
めて 七十に 手が 届く 頃、 慈恩傳 や佛國 記の フランス 譯を見 
事に 完成した。 高祖 遠 忌の 報恩 事 a の 一っと して 宦 語の 一 
年生と なる のも惡 くは ない こと だら う 0 

馬 

十二支の 中で 人類の 文化に 最も 親しき 關係 ぁる ものは 恐 
らく 馬に 指を 屈し 得 やう。 宗敎に 於ても、 東西 古今に 亘 り、 
神話 的に 將た 表徵 的に 馬は 何時も 重要の 役目を 演ずる のを 
認める。 遠く 印度に 溯りて 百 匹の 馬を 犧牲 にした とい ふ 馬 
祠の 血腥き 吠陀の 儀式を 論ぜず とも、 一寸 町に 出る と 自動 
車 用 ガソリンの 商標に、 夫の ペガサス (羽の ぁる 神馬) が 
使用され て 居る のが、 直ぐ 眼に 着く ではない か。 

怫敎に 於ても 馬は 可成り に 多く 敎材 として 取扱は れて來 
た。 否、 怫敎の 歷史は 馬で 說明が 出 來るだ らうと 迄考 へら 
れ る。 先づ世 尊の 聖誕に 五 百の 寶馬が 生れた のを 幸 先に、 
御 出家には 犍埗が 御用を 承は る。 成 道 最後の 聖 弟子 五 比丘 
の 隨ーが 馬 勝 尊者で 滅後 傳敎の 祖師には 何と 云っても、 皆 
鳴 菩薩を 看過す る ことは 出来ぬ。 大敎東 流、 支那では 先づ 


嚴平た る 操 持、 決然たる 意氣は 威武 權勢を 認むる こと 塵 
1 の 如くで あつた。 信 長の 自尊心は ひどく 傷 けられた かた 
ちで、 面白から ざる こと 夥し かつた。 たまたま 江 州の 太守 
左々木義弼、すでに敗軍の將となり武田氏を賴つて府內に 
居つ たが、 ひそかに 慧林 寺に 匿れ、 次いで 北 國に落 ちの び 
た。 その 事實が 信 長に 知れた からた まらない C 
「おのれ 賣僧 1 どぅす るか 見よ！」 

短氣の 親玉が 癎瘕 玉を 破裂 させた ので ある。 暴君の 暴君 
ぶりが 存分に 發揮 せられた ので ある。 戰 懐すべき 狂 猛な命 
令を 受けた 一隊 Q 軍兵は 阿修羅の やぅに 慧林當 押しよ せ 
た。 一山の 大衆 百餘 人は 悉く 驅り 立てられて、 山門 樓上に 
逐ひあ デら れた。 ■ グル リツと 取り 圍んた 丘 ノ 卒の祭 戟は 秋の 
薄 よりも 繁く 見えた。 山門の 下には 薪が 山と 積み あげられ 
た。やがて四面ー時に火がつけられた樣々たる黑烟白煙、 
炎々たる焰の渦卷、悲愴ーーー日語に絕した光景である。 

裳 b こは 快 川 禪師を 正位に、 寶泉寺 雪峰存 、東 光寺 藍 田 
靑 、長禪 寺 高山 壽 等の 尊 宿に 次いで、 他の 隨徒 それ^^ 法 
II の 立 次て よって 坐し、 みな 威儀を そな へ、 この 烟焰 裏に 
肅 として 木像の 如く 動かな かつた。 
fg 師は 從容 として ロを 開き 垂 語した G 
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一. 諸人 卽今 火焰 裏に 向って 坐す 如何が 大法 輪を 轉じ去 ら 
む。 各々 ー轉 語を 着けて 末 後の 句と せよ. 一 

一人 一語、 思 ひ^^に 吐露した。 それが 全部 了る ころに 
は、 火勢い よ^^ 盛に、 毒蛇の 舌の やぅな 烈焰が 全 衆に 迫 
って 來た 。而も 一人と して 安住 不動の 姿勢を 崩す 者は なか 
った。 最後に 禪師は ヵ强 い聲で 高唱 した。 
「安弹ま必ずしも山水を須ひん、心頭を滅却すれば火も自 
ら凉 し」 

焦熱地獄 そのもの とも 云 ふべき 怖るべき 最後の 場面が 刻 
々肉迫して 來た 。やがて 凄まじい 紅蓮の 舌が 法衣の 袖を 越 
め始めた。が、恬として石像の如く動かず、っひに 11]- 大五蘿 
を 一切 空に 歸 したので ぁった。 時に 天 正 十 年 四月 三日。 そ 
れから 丁度 三 箇月の 後、 六月 二日、 本能 寺 も 灰になった。 

(佛敎 信仰 實話 全集 第 九 卷三三 四— 三 三 六〕 

XXX 

吾々 も ーっ炔 川 國師に 倣って 「讀書 何ぞ必 しも 山水を 須 
ひん、 心頭を 滅却 すれば 暑 も 自ら 凉 し」 と 傲 語し よぅ 樣で 
はない か。 

快 川 國師の 前約 五 百年 ばかり、 唐の 大 詩人 白 樂天が 、恰 
も 國師と 同じ 樣な 事を 歌って 居る。 唯白樂 天の 場合は 極め 

三 七 七 
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暑 

「言 ふまい と 思へ ど 今日の 暑 かな」 とい ふ 古句が あるが、 
ょく 此 頃の 實際を 穿った ものである 。昨日は 九十 度、 今日 
はまた 二三 度 も 昇った 樣だ 。眼は 眩む、 汗は _ の樣て 流 1 
る。海や山が頻りに戀しくなるのも無理のない听だ。 

然し これ も 考へ樣 、氣の 持ち 樣で 存外に 辛抱 も出來 、凌 
げ もす るの だ、 否-一歩 進んで 暑熱 そのものを# 分に 征服 
する こと さへ 出來 るの だ。 この 暑中に 軍艦 や 商船の 機關部 
に 地獄の 釜の 樣な 高熱の 中で、 石炭を 焚いて ゐる 火夫 も あ 
る。 印度の 熱 地に 汽車を 動かして る 運 轉手も あるでは ない 
か。 「寒 時には 間 梨を 寒 殺し、 熱 時には 閽 梨を 熱 殺す」 とい 
ふ @ 示の語があるが、靑年の意氣に燃ゅる熱で何物をも克 
服し よう。 希望と 努力の 强烈な 精神の 火は 何物を も 燒き盡 
さう とい ふ元氣 さへ あれば 日本 位の 暑さは 何でもない こと 
である。 

夏の 修養の 材料と して おきまりに 出る- E- 斐慧林 寺の 偬 


三 七 六 

僧 快 川 國師の 話は、 何時 聽いて も 炎熱 征服の 絕 好の もので 
ぁらう。 幸 ひ 近刊の 「怫敎 信仰 實話 全集」 の 禪宗篇 の下卷 
に淸 泉 ^ 嚴 君が 健筆を 揮っ たのが ぁるから、 それを 借用に 
及ぶこと\する。 

XXX 

信玄 (武 田) は 天 正 元年 四月、 三 河 遠征の 途 ょり 還って 
病沒 した。 その子 勝賴は 剛腹に して 宿 將の議 を 容れず 、奸 
臣を 近づけた ので、 さし も 金城 湯 地と 謂は れた 中 斐の 勢力 
に、 やう やく 龜 裂を 生ずる に 至った。 次いで 越後の 謙 信 も 
卒した ので、 機、 乘ず べしと 爲 した 織 田 信 長は 德川 家康と 
聯合して 一擧に 進擊 した。 勝賴は 一た まりもな く 追 ひっめ 
られ て、 天 EI 山の 悲劇に 武 BH 氏 滅亡の 幕は おろされた。 

叙 山、 高 野、 本願 寺と、 從來 僧徒に 對 して 思 ひ 切った 殘 
酷な 態度を 執つ た 信 長 も、 淸淨な 出家ら しい 出家に 對 して 
は、 勿論 些の 害意 もなかった。 特に 國師號 の 所有者 快川禪 
師の 高德に は、 そ V ろに 尊敬を 禁じ 得ず、 禮を致 して 雄に 
迎 へょうと した。 しかし 禪師 は府 內の禪 僧を 慧林 ♦に # し、 
議決して 謂った。 

「太守す でに 在らず、 國土 悉く 奪は れ 、法の 外 護 全く 失は 
る 何の面目ぁってか他人に見ぇむ」 


善 財 童子と いふ 少年の 修行者が 宇宙 最高の 眞理を 求めん 
がた めに 世界の 到る 處に C 此中に は 勿論 理想 上の 國も ある 
が) 五十 三人の 先覺 者を 歴訪して 最後に 大悟 徹底 するとい 
ふの が 此 聖典の 大耍だ が、 善 財 童子は 今や 草鞋 竹 杖に 巡 禮 
の 旅を つ V け めぐりめ ぐつ て、 印度 河の 海に 入る 所の 海門 
國に來 た、 此處に 海 雲 比丘と いふ 聖者が 修行して 居る。 彼 
は 十二 年間 何事を もな さず 書物を 捨て、 修行 さへ 捨て、 唯 
海 ばかり 觀て 居った。 海は 彼には 父母で あり、 先生で あり、 
亦 愛人であった。 彼は 海と 共に 起き 出で、 海に 抱かれて 陲 
った。 悠々 たる 此の 十二 年、 一 碧 萬 頃、 鉗 碧の 海の 外には 
彼には 何物 もなかっ た。 かくして 彼は 終に 海の 祕密を 看破 
して、 終には 海 そのものに なつた。 —— 彼は 彼の 心が 海で 
ある ことを 悟つ た。 海 己 上の 最大 最高の 海で ある ことを 明 
かに 悟る ことが 出來 た。 

其處へ 求道の 少年 善 財が 訪問して 来た。 彼は 彼が 十二 年 
間 何を して 來た かを 說い た。 彼は 十 事を 以て 大海の 祕密を 
觀 察した ことを 此の 求道の 少年に 敎 へた。 

第一には 大海の 寬廣 にして 量り 難き を觀 じた。 宇宙の 眞 
理も その 通り だ。 

第二には 大海が 深く して 底の 知り 難き を考 へた。 宗敎の 
消夏 兩 題 


奥旨 も それと 少しも 變らな い。 

第三は 大海が 何處に 行っても 同一の 鹹味で ある ことを 考 
へた。 眞理 とい ふ ものは 平等で ある、 普遍で ある。 

第 四は 大海は 衆寶を 出生す る ことを 考へ た。 吾々 に 利益 
を 與へ滿 足を 與ふ るのは、 何れも 眞理 から 出で 來 たものに 
過ぎない。 

第五に 大海が 衆 流を 吞納 する ことを 觀じ た。 絕對 の眞理 
は 如何なる 思想 も 傾向 も、 之を 統一す る ものでなくて はな 
らな い。 

第 六に 大海の 水の 色は 種々 に變 化する ことを 思惟した、 
紫の 色、 紺碧の 色、 時には 黄金の 色、 名狀し 難き 種々 の 色 
彩の 變 化を 考へた 眞理は 其發 現に 種々 の 相が ある。 

第 七には 大海が 衆々 の 生物の 生息す る 所で ある ことを 考 
へた。 眞理の 中に， 切の 生活が ある、 すべての 生命は 眞理 
に 依らねば ならぬ の だ。 

第 八には 大海は 鯨な どの 巨大な 動物を も、 多 數容受 して 
少しも 狹 きを 感じない。 眞理は 何物を も容れ 得る、 何物で 
も 眞理の 中には 納められて しま ふ。 

第 九には 大海は' 如何なる 豪雨 も 之を 受け入れて 何ともな 
い。 眞理の 前には 如何なる ものが 来ても 之が 邪魔な ものに 

三 七 九 
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て 太平の 時代で、 其 上 事實も 平凡で 前の 話の 樣な 凄味は な 
い。 然し 暑氣拂 として 吟詠すべき 無二の 詩と 云 ふて 好い。 
詩は 當 時の 高僧であった 恒禪師 に 贈った もので、 特に 「苦 
熱に 恒禪師 の 壁に 題す」 と斷 つて ある。 

人々 暑を 避けて 走りて 狂す るが 如し、 獨り禪 師の 房を 出 
でざる あり。 是 、禪 房に も 熱の 到るな かるべ けんや。 

但 よく 心 靜か なれば 卽ち 身凉 し。 

輕 井澤と か 館 山と か、 あの 海、 この 山と 夏に なつて 騷ぐ 
のは 古今 も 人情に 變りは ない。 然し 達人は 世の 爲 、人の 爲、 
そんな 有閑階級の 流行に 追隨 する 必要 もなから ぅ、 尤も 增 
上 寺 だって 護 國寺だ って、 都で ある 以上、 相當 暑い には 相 
違 あるまい が、 其處に 居る 高僧の 精 ) lifl が 水の 樣に 澄み切っ 
て 居れば この 位の 暑さは 何でもない。 身には 常に 萬 斛淸凉 
の 風が 秩に滿 ちて 居よぅ —— 但 よく 心靜か なれば 卽ち身 も 
凉 し！ 

海 

必ずしも バイロン や 李 白を 說かず とも、 海を 詠 じた 詩 や 
歌は、 古今東西に 亘 りて 數卷の 詩集を なすに 足る 程 も あら 
う。 之に 海を 題と した 繪畫を 加へ たら、 藝術 上海の 占める 
範圍は 可成に 大きい ものと ならう。 音樂や 劇に 於ても 海に 
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關 する ものは 相當ぁ るが、 直ぐ 記憶に 上る のは、 例の ヮグ 
ナ ー の 歌劇 「飛べる 和 蘭人」 の 初 幕の 荒海の 情景 だ。 茫々 
たる 人生、 底 もな く詛 はる ゝ懷 疑と 失望との 運命、 死を 欲 
して 死す る ことを 得ず、 生きて は 罪の 重荷に 惱み 、果 もし 
らぬ 流轉と 漂浪に 苦難の 宿業を 表徵 した 大海原は、 ょせて 
はかへ す 大波 小波に 悠久の 惱を 示して 居る。 其處 に詛ひ の 
魔と して 世人に 怖れら れつ ゝ血 紅の 帆を 揚げて、 目的 もな 
くさ まょ ふ 船に 幽鬼の 如く 歌 ふ 「南風 吹け」 の 悲しき 叫は、 
人間の 絕 望呪詛 不安の 深 酷と 幽鬱と を 暗き 海の 一面と して 
如實に 語つ たもので はない か。 海を 詩 材に した ことは 同じ 
でも 同じ 樂聖の 「トリスタンと ィゾルデ 姬」 の 第一 場に 於 
ける 姬を送 つて 敵の 國に航 す トリスタンの 船では、 果 もな 
い 神 祕の 愛を 大洋の 廣 さと 深さに 示さして 居る。 是 もまた 
海の 一面で ぁらぅ。 吾 國の天 笠 德兵衞 や碇知 盛な どに 來る 
と、 海の 趣 も その 意義と 共に 大いに 方向を 變 へて 来る。 

宗敎 上の 文學で は佛敎 ほど 海に 關 する 豐富な 材料を 有す 
る經 典は 少なから ぅ。 眞 如の 海、 本願の 海、 敎理 そのもの 
が 海と して 顯はれ て 居る 計りで なく、 面白い 譚や 表示 や譬 
喩が 到る 所に 說かれ る。 今 其 一つと して 華 嚴經行 願 品の 海 
の敎を 一寸 書いて 見る。 


板 橋の 殘月 、曉 沈々 たり 
風 露は 凄々 として 禁署 深し。 

城柳宮 槐漫 に搖 落す る も 
悲秋は 到らず、 貴人の 心に。 

と 歌った ょうに、 秋が 來ても 葉が 落ちても 一向 無頓着の 人 
も少 くない。 囘想 もなければ、 感慨 もない、 隨て 勿論 反省 
の あるべき 害は ない、 自覺の 生ずべき 何物 も 持たない、 こ 
の兒 童の 様な 無頓着の 有樣 は、 人と して 最も 修養の ない、 
精神の ない 狀 態とい ふて ょい。 

老境に 入りて、 秋の 實 相の 寂し さを 味は って、 少壯 時代 
の 無頓着を 囘 想した のにこう ゆう 詩が ある。 宋の楊 萬 里の 
作な の だ。 

舊は 秋を 愁へず して 唯 秋を 愛す 
風 中に 笛を 吹く 月 中の 棲 
今の 如き、 秋色 渾て舊 に 似た るに 
秋を 悲ま ざらん と 欲する も 自由なら ず。 

唯 秋を 愛して、 凋落の 味 も、 遷流 轉變の 世相 も 知らず、 
淸 風の 裡に 、興じ 戲 むれ、 月下の 歡樂を 極めた 無 _覺 の 時 
代は 何時かは 痛切に 感ぜら るゝ 時が 來 る。 

詩人 や 歌人は 特に 秋の 悲を 理解す る 
秋 窓 閑 筆 


心なき 身に も あはれ は 知られけ り 

嶋 立つ 澤の 秋の 夕暮 
とい ふ 歌は 決して 西 行 法師 一人の 心では ない。 惡に惱 む 人、 
事業に 躓た る 人、 別離に 泣き 不幸を# ち、 悔恨 煩悶に 苦む 
人々、 少く とも 世間に 出で X 人間と 觸れた 人々、 何事 も 知 
らぬ 御坊 樣で 最早ない 人々 には、 秋の 味が 切々 と 身. に 浸み 
て來 る。 精神に 受けた 古痍も 新ら しい 疼痛 も、 しとしと 降 
る 秋雨に、 やる せ もな く惱を 增 して 來 る。 愁と云 ふ 字は 秋 
の 心 秋の 悲は玆 で 最も 强く 人間を 壓 迫して 来る。 秋の 詩 や 
歌 や 俳句に 人を 感ぜし める のが 多い の も 一つは この 理窟 か 
ら來 る。 

凋落す る 人生の 眞實は 秋が 最も 明かに 示して 吳れ る。 遷 
變 無常の 僞り ない 悲さ は、 秋が 眼前に 見せて 吳れ る。 この 
人生の 眞實 、世界の 轉變 から、 我々 は 眞 面目に 還へ る。 春 
陽 三月、 櫻に 醉ふ た榮 華の 酒 も、 水の 樣な 月光の 下に 眞面 
目に 醒める。 天外 流 落、 親 も 忘れ 妻子 も 捨て ゝ 、功名と 榮 
華に 憧れた 人 も、 底 もない 懷 しみを 以て 懷鄕 の淚が 、艸頭 
の 露と 共に 止 度 もな く 流れる。 

夜に 入りて 秋風は 井 梧を 舞は しむ 

敗 荷 哀愁 容を なす 

三 八 一 


感懷隨 筆 

ならない。 

第 十には 大海は 何時でも 充滿 して、 增 減と いふ 樣な こと 
はない、 かく 觀じ て絕對 の 眞理を 思 ふと 眞理 には 由來ー 毫 
も增す ことなく、 また 一毛 も 損す ことは ない、 千古 萬 古 常 
恒に 不變で ある。 

彼は かく 思惟して、 世の中に 海ょり 深く して 廣い ものが 
あるか、 海の 様に 包容力が 偉大で、 永久に 增減 のない もの 
が あるかと 更に 考へた 。 ^ — 眞理 ょり 廣 くして 深い ものが 
あるか。 眞理 以上に 包容力が 偉大で 且つ 永久の ものが あら 
ぅか。 

彼は かく 考 へて、 その 眞理 なる もの 卽絕對 の眞理 なる も 
のは、 彼が 思惟し つ X ある 心 その物で ある ことを 確に 吾り 
得た。 心の 廣さ 深さ、 其 聖賢と 同じき 平等の 性質、 如何な 
る 寶をも 無 盡藏に 出し 得て 諸種の 傾向 矛盾を 統一し、 f 
自在に 活動し 得 生命の 根本と して 何物を も 包容し 得る こ 
とを 悟了した。 卽ち 、永遠の 實 在は 唯 吾心 そのもので ある 
ことが 的確に 悟了す る ことが 出来た。 

海には 藝術が あり、 哲學が あり、 海には 宗敎が ある、 否 
海は 藝 術哲學 そのもの だ、 宗敎 そのもの だ。 

(昭和 五、 七、 芝 中 校友 雜誌〕 
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白露の 朝に、 虫聲の 夕べ、 秋は 日に日に、 ひし^^と 我 
等に 逼 つてき た。 一葉 また I 葉、 昨日は 今日と、 凋落の 慘 
めさを、 次第に 深く 示しつ X、 散り 去り 散り 來る 、粉々 た 
る 落葉の 間から、 最後の 華やか さを 語る やぅに 黃 金色の 公 
孫樹や 、楓槭 の 錦に、 斷末 魔の 悲壯な 色を 見る の も、 最早 
遠くは あるまい。 老い 行く 秋よ 逝かん としつ、 ある 秋よ、 
冷 かな 寂寥の 手を 鑛げ て、 容赦 もな く.- 我等を 哀傷の 鄕に 
弓いて 行く その 蕭 殺の 姿の 如何に 寂しき よ。 

然し この 物 哀しき 秋 も、 歡樂の 美酒に 醉ひ て、 權 勢の 黃 
金の 前に 舞踏す る 人には、 何等の 哀し さも 寂し さも ある ま 
い。 少壯の 元氣に 驕 りて 順境に 得意の 人々 には、 月夜に 杯 
を 重ねる 喜は あつても、 さびれ ゆく 虫の 音に 人生を 味 ふ 丈 
に、 心に 修養と 餘裕 とが 出来て 居ぬ。 彼等は 頑是なき 子供 
が、 母親の 死骸の 前に 捧げられた、 美しい 生花を 喜びて、 

笑 ひ 戲る k と" あまり 違は ない。 人生と 自然と て 封して は 
無 邪氣で は あるが 甚だ 無知で ある。 


の 融通の 利かぬ 道德 先生の 不平 主義で もない。 勿論 不平の 
極、 呪咀の 結果、 自暴自棄の 人間を 茶に した 放蕩 自墮 落の 
獨善 主_ で もない。 

我々 は 正しい 眼で 天地 生滅の 實 相を 見る と共に、 更に 正 
しい 心で その 生滅の 依て 來る ^- 、天 ±11 の、屯の何物たるヵを 
明に 捉みた い。 凋落し 去り 遷 流し 來る 現象の 彼方に、 偉大 
なる 常住の 實際が 炎々 輝きつ ゝ 、常に 我々 に 何物 かを 與へ 
ん として 我々 の 取る に 任せて 天地の 祕密 を與 へる ものが あ 
るのを 明かに 認めたい。 

草木 纔に 零落 すれば、 便ち 萠顥を 根底に 露は す、 時 序 凝 
寒と 雖も陽 氣を飛 灰に 囘 へす、 蕭 殺の 中に 生々 の 意、 常に 
之が 主と なる、 卽ち是 以て 天地の 心を 見るべし。 

と 古人が 云 ふたが、 この 天地の 心を 大觀 して、 秋の 景色 
に 面して 行きたい。 此 天地の 心が 了解され たと きに 散る 紅 
葉、 白い 菊花、 皆 共に 樂む ベく、 愛すべく 散る も 唆く も 皆 
この 大 なる 天地の 發現 である ことに 限り もない 尊 さと美し 
さが 考 へられて 來 る、 自然の 觀察 はこ ゝ. で 眞純の 哲學 とな 
つて、 亦 遂に 純正の 信仰 宗敎 となって 来る。 

(昭和 五、 九、 敎學 週報〕 


獨 有の 歸鄱を 送る 


◊獨有 1 雲)の歸鄕を送る 

海上には ネルソンを 凌駕す る大 英雄が 出で、 陸には モル 
トヶ 何の そのと 云 ふべき 大戰術 家が 現 はれた 今日の 大日 本 
帝國に "泰西の 老學者 輩と 比肩して 遜色な き 様な 人物の ま 
だ-^ 甚少 ない のは 何とも 殘念の 次第では ないか、 理科 や 
醫 科の 方では 大分 研究が 世界的に なって 來 て、 世界の 學壇 
に 橫 行濶步 して 吾 國の爲 に 氣燄を 吐く 人々 も 稍見受 るが、 
哲學や 文 學と來 ては 實 以て 話に もなら ぬ 憐れな 有樣で ぁる 
この 憐 むべき 吾 國學界 の 寂寞を 破らむ 爲に 、吾が 親友 獨有 
は、 今歸 朝す るの だ、 彼が 六 年の 間、 蕰蓄し 精錬した 學術 
を 以て、 吾國 を莊ら む爲に 今歸 朝す るの だ、 吾宗 はこの 有 
爲な 世界的の ー學 者を 得た ことを 深く 賀 してょ かろぅ、 大 
に 誇っ てょ いだろぅ、 淨土宗 大學の 講堂は 有體に 言へ ば 實 
に 豚小屋 同樣で 、各宗 や 政府に 對 して 之が 大學で 候とは 何 
しても 言へ た 義理では ない、 勿論 獨 逸の 坊主 學校 、例せば 
ミユン ステ ル や フラィ ブルダの 舊敎學 林に 附屬 して 居る 眞 
物の 豚小屋は、 もっと 遙に 立派な もの だ、 しかし 此間獨 有 
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蘭 干 立ちて 斜陽の 盡 くるに 至り 
一片の 御 心は 砌蛩 に屬す —— 

我等は 玆に 人間が 少年から 進みて 思慮 ある 壯 年の 進んだ 
人生の 味を 見る。 玆に 宗敎の 閃光が ある。 人生の 愁や 煩悶 
や 苦惱や 、渾て を 如實に 露骨に 體 現した 蕭殺 寂寞の 秋に 靜 
かな 考察と 反省が 生れる、 この 反省の 中に 無限の 慚愧も あ 
れば 、眞 面目な 悔恨 も ある。 

今日と なりて 菊 造らぅ と 思 ひけり 
などい ふの もこの 秋風 悔恨 多き 一面を 吿 白した に 過ぎぬ。 

然し 徒らに 悲 みて、 漫りに 感傷に 耽る 多感 詩人の メラン 
コリ ー が 必ずしも 秋に 面する 人間の 眞實で はない。 

失望と 落膽と 呪咀と 厭世と を 以て、 秋に 面する 人々 は、 
かくて 猶 人生の 眞諦に 觸れ ぬ。 哀傷 鄕に墮 落して、 その 冷 
たい 薄暗い 味に、 衰へ 行き、 瘦せ 行く 人々 には、 別に 天地 
の 大道 あるを 知らぬ ので ある。 

悲しい 人生 遷り 行く 世相に、 泣き 哀み叫 び 狂 ふ、 馬鹿々 
々しさを 見た 一種の 人 秋に 面して その 凋落の 眞相轉 變の實 
狀に 全然 愛想を つかした 一種の 人は、 浮世の 人力の 如何と 
もすべからざる ものである 丈に しかなら ぬ ものである。 浮 
世 三分 五 厘の 哲理は、 此處 から 生れて、 見當 違の 達觀 をす 
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る こと、 なる。 古い 昔 支那の 竹林の 七賢な どは、 此 仲間の 
大將 株で ある。 人生を 茶に し、 否 酒に して、 ゆつ くりと デ 
力 タンの 氣分 に漬 り、 勝手 放題の 氣儘 生活を 逐 うとす るの 
が この 手 合で ある。 っまり 此 思想は 夫の 自暴自棄の 變態で 、 
これに 高慢 自尊の 氣 分と、 無責任の 逃晦 主義と を 調合した 
のに 過ぎぬ。 母の 喪に 瓦を 叩いて 歌った とい ふ老莊 主義の 
慘め にも 且っ 絕對 的の 態度は こ、 にも 見られる。 

希望 もな く、 努力 もな く、 落 付き もない。 この 茶に した 
態度 不眞 面目の 無責任の 生活で 秋に 面する 人々 は 果して 幸 
福で あらう か、 强烈な 起 道德の 酒で 良心を 暗まし、 超 世間 
の 放縦な 行爲で 一時の 悲愁を 隱 して ゐて も、 酒い ょ^^ 强 
くして 愁いょ^- 强 く、 行 益々 奇矯に して、 苦 益々 加は っ 
て來 る。 かくて 彼等は 眞實の 秋を どうす る ことが 出來 やう* 
我々 には 玆處で 今一 步の轉 進 開 出を 試みねば なるまい。 

凋落の 天地に 悲み卿 ちて 厭世の 憂欝症と なる の も 困る 
が、 また 之が 爲 自暴自棄に 陷り 、一種. の脊德 狂と 化する の 
も猶 甚だ 厄介で ある。 玆處で 我々 はこの 秋に 面して 最も 正 
しい 且っ 最も 幸福な 態度を 取りたい。 詳しく 言へ ば 我々 は、 
秋に 無頓着な 肉感 主義、 官能主義、 物質主義で もなければ、 
また 徒らに 悲憤 哀傷を 事と する 厭世的の 文藝 主義 や 神經質 


しい 學者 的の 品格が 確に 其 原因と なって 居る。 ■ 

八月 一日だった、 彼は ロィマン 翁が 重ね重ねの 勸吿に 從 
ひて、 形式的に 「ドクトル」 試験を 通過す る ことにした、 
彼と 同時に 試驗 に應 じた 各科獨 逸の 受驗生 等は、 絹 帽と燕 
尾 服に 嚴 めしく 身を 固め、 戰々 兢 々として 試驗 場に 上った 
のに、 彼は 獨り 山高帽子に 古き フロック コ ー トを 著け 襟 飾 
さへ 雜 色の ものを 用ゐて 茶會に 招 ばれた 樣に r 綠の 卓子」 
(獨逸 大學で は 試驗 場に 用 ゆる 卓子に 綠 色の 布を 掛ける の 
が 古例 だ) に 着いた の だ、 受驗も 極めて 無雑 作で •宗教 史 
の 受持某 老敎授 の 如きは、 日本の 宗敎や 、彿敎 などの こと 
を 一寸 彼に 問うて 「御蔭で 大分 有益な 談話を 聞いて ぁりが 
たう」 と言うた そうで、 是も 丸で 茶會 とい ふ 風だった。 

其 夜は 久しぶりで 沛然た る 大雨だった。 連日の 炎暑に こ 
の 雨で 疲れ きって 居る 予が 精神が 蘇 息した 様な 所へ、 獨有 
の 受験が 大滿 足を 以て 結了した ので、 余は 何とも 言へ ぬ愉 
快を 感じた、 其 上 吾が ロィマン 先生は 特に 其 最愛の 門 生の 
ために、 此地 在留の 日本 留學 生は 勿論、 門 生 知己の 人々 を 
招いて、 大學 前の 大 料理店 ゲルマ 二 ャの 別室で、 盛に 彼が 
爲に祝宴を開ぃてくれたのだから、予が喜愤は實に此上も 
なかった、 ロイマン 先生は 主客 杯を 擧 ぐる 間に、 獨有が 六 

獨 有の 歸鄕を 送る 


年の 精學と 勤勉と を ロを 極めて 賞 嘆し、 其 上 彼が 「ドク ト 
ル」 論文と して 提出した、 瑜伽 論梵文 出版に 關 する 顚末や 、 
彼が 積年の 苦 學蕰蓄 を 親切に 記した 刷 物を 來會の 諸 客に 配 
布し、 また 廣く 之を 歐州學 壇の 同僚に 配布した、 斯る 厚意 
は 固より 特別の 異例であって、 門弟の 「ドクトル」 收得を 
賀 する 厚き 此の 如きは 何處 にも 比類の な、 s ことで あった、 
ー體 口 ィマン 翁は 極めて 勉强 家で、 學風も 極めて 綿密の 人 
であり、 輕々 しく 人に 許さぬ 側の 人で あるから、 大抵の 人 
はとても 翁の 賞 嘆に 價 すると 云 ふことは 出来ぬ、 所が 獨有 
に對 しては 殆ど 全幅の 同情と 稱讃 とを 捧げて 惜まぬ のは、 
全く 彼が 苦 學と勵 精が 非凡の 爲で ある。 

予は 固より 獨 有の 人物 其 物に 對 して 親友と して 衷心の 尊 
敬を 捧げて 居る ので、 學 位と か稱號 とか 階級と かには 何の 
意味を 持って 居らぬ、 が、 吾々 が 怫敎聖 語の 爲には 父と も 
云 ふべき ロィマン 先生が 非常に 喜ばれて、 何とも 云へ ぬ滿 
悦の 色を 浮べて 愛 弟の 學位收 得を 祝 せらる \ のを 見る と、 
實に 嬉しくて たまらぬ、 彼が 學 位は 歐州 第一流の 學者が 至 
愛 至 敬の 紀念 として 贈った 勳 章と 見て よかろぅ、 篤學溫 厚 
の老 先生が 賞讃と 同情と を 結晶. せしめて 衷心の 喜悅か ら贈 
った 紀念 品と 見て よかろぅ、 玆に 於て か、 予は この 特別の 

三 八 五 


感懷隨 筆 

は 確に 世界の 學界に 公表して 恥 かしくない 完全な 淨 土宗大 
學の 敎授で ある ことを 忘れて はならぬ。 

彼は 勿論 最初 力ら f ドクトル」 の學 位な どは 眼中に なか 
ったの だ、 勿論 こんな 兒戲に 類す る 看板が、 眞 正の 學 者に 
必要な 害 もない の だ、 實 際の 所、 彼の 力量は 紛 々たる 獨逸 
の少壯 「ドクトル J 連、 に 比して、 どの位 上だった か 知れぬ 
のであった、 彼が 獅子 賢の 大品 般若 釋 論の 研究の 如き、 彼 
の樣な 明晰な 頭腦 と、 完全なる 大藏の 智識がなければ、 到 
底 出来た 仕事では ない の だ、 稱 友の 俱舍釋 論 もそぅ で、 論 
藏 智識の 皆無なる 歐州學 者には 一 紙も讀 過す る ことは 出來 
まい、 最も 吾宗 學の爲 に視 してょ いのは 彼が 瑜伽 論の 梵本 
を發 見した こと だ、 是は 確に 怫敎 聖典 史 討究に 一生面を 開 
くべき 大 功績で あると 云 ふても 斷 じて 誣言では ない、 特に 
其發 見した 梵本が 現存 梵本 中、 最古に 位する もの X 一で あ 
るの だから、 彼の 功績は 一層 大さを 加 ふるので ある、 彼が 
ケム ブ リッ ヂの圖 書 館で 漢譯の 瑜伽 論と、 一千 年 前の 古 貝 
葉と を對 校して、 驚くべき 手腕を 揮って、 梵 本の 缺 損を 補. 
足し、 難句を 通し、 亂雜に 堆積せ る 葉片を 整理した 技倆に 
至りて は、 白眉 皓髮の 老大家 も 唯 舌を 捲て 驚嘆す るより 外 
はなかった、 兜 卒の 內院で 那 伽の 禪定穩 かな 瑜 伽の 飜傳者 


一二 八 四 

遍 學三藏 も、 この 古梵 文の 發 見を 洞見したら 定めて 一大 欣 
笑を發せられたことだろぅ。 

であるから、 眼の ある 學者 連は 夙に 彼を 畏敬して、 窃に 
老學 者を 以て 彼を 遇して 居った、 「ケム ブ リツ ヂ」 の ベンダ 
ヲル 博士 や 「ガン」 の プサン 博士 や 「ライデン」 の スパイ 
ャー 博士な どは、 現 時怫敎 梵語 學の 大關橫 綱と も 云 ふべき 
人達で あるが、 彼に 對 して頗 敬服して、 時々 著書を 贈った 
り 質問を ょこしたり したので ある、 ベン グヲル 博士の 出版 
した、 近時の 好 書 大乘集 菩薩 學 論の 序文 や、 附 註を 見る と 
これが ょく 判る、 吾が ロイマン 翁 もまた 彼を 無二の 愛 弟と 
し、 友人と して 彼が 「ストラス ブルダ」 にある のを 窃に 誇つ 
て 居った 樣だ 、かくて 彼は 大學に ー學 生と して 籍を 列ね て 
居た が、 優に 無位の 一 敎授で あった の だ、 彼に して 若 功名 
を 欲する ことが 急で、 自ら 賣る ことが 巧で あつたなら ば、 彼 
が 名は とぅに 世界に 知れて 居た ので あらぅ、 然し 彼は 良賈 
の 深く 藏 して 賣らぬ と 云 ふ 流義で あった 1 十二分の 力量を 
二三 分し か 露 現せぬ 人物であった、 玆が 彼の 犬に 貴むべき 
所で 輕薄 自ら 賣る ことの 急なる 今日、 學者 としての 彼の 品 
位は 實に 貴むべき ものでは ないか、 n イマン 翁が 酷く 彼を 
愛敬して 居った のは、 無論 彼が 學問ば かりで なく この 奧床 


たので ある、 但し兹 で 甚だ 殘念で あるのは 予が亡 笠 原 防の 
卜 分の 一、 百 分の 一に 及ばぬ 屑 物で ある ことで ある、 一宗 
i 予の爲 に 甚 しく 損失した ことが 多いだろう 然し この f 
りに 蜀 有の 方で、 二倍 三倍の 利益を して 居る の だ。 

一宗の 上下は、 今や 一致 協力、 敎 學の恢 興に 盡 力して 
各方 面に 新 智識 Q 人材が 活動して 居る のは、 各宗に 多く 其 

比を見な S 今日、 蠢 S 大震 S 窗 熟し、 新進の 秀才 

西に 東に 萬 丈の 蒙— 吐して 武者 振 勇ましく 打ちて 出る 

今日、蜀有の新に歸朝するのは丁度充實精銳を以て威風 -^ 

界を動かして居る東鄕艦隊が英國あたりで ^ 造され户ー大 

甲鐵 艦を 迎へ るょう な ものだろう、 泥 船 破れ 船の 予も其 

中には この 榮譽— 艦 籍の末 班に 列り て、 閉塞 船 位の 御用 

を 勤める 時 も、 何時かは 來るだ ろら。 

(明治 三 八、 八、 六、 淨土敎 報) 

◊梅 原融 君の 逝去を 悼 ^ 

午 下 「東京 朝日」 を借讀 して 龍 北の 逝きた るを 知りぬ。 
暗雲 低迷、 寒 書 窓に 亂颭 す。 

梅 原 融君の 逝去を 悼む 


僕が 東京を 發 する や、 經緯會 の 同人 神 田の 寶亭に 集まれ 
り。 彼等 聲 言して 日へ らく、 僕を 送る と、 而も 要するに 快 
く 喫 ひ、 快く 語り、 漠然として 相對 せし に 過ぎず。 寵 北 ま 
た 固ょり 座中に ありき。 

僕 海外に 放浪す る旣に 八 年、 野 店の 濁酒 山家の 寒 衾、 往 
々にして 經緯會 を 懷ふ こと あり。 智多 星に 似、 入道雲 龍に 
似、 霹 震火黑 旋風に 類せ る 幾多の 怪 髑髏、 紛 々明滅 眼前に 
横る とき、 必らず また 一箇 秀麗 玉の 如く、 清 高 溫雅の 王孫 

柴大官 現ぜざる なし。 龍北是 也。 

僕 去りて 已來寵 北の 事業 甚大なる もの あるを 傳 ふ。 匇ら 
むと 欲して 未 翼 響 得ざる や 久し。 龍 北の 文 S や大爆 
彩雲の 奇 、いょ^^ 完きに 近き を 聞く。 讀 まんと 欲する 切 
にして、 一 も 之に 親む を 得 ざり き。 而 して 今日 取 讀 むを 欲せ 
ざる 底を 讀み 、實に 知る を 要せざる ものを 知らざる へから 
ざる時至れり。寵北の訃及其葬を讀で而して五百の子弟棺 
を 護り て 葬し、 跪きて 香を 奠す るに 至り、 拍案 大喝、 龍 北 
の 龍 北た る昉 めて 之 あり 矣。 

黃昏 市に 出で" 白 石竹 數菜 を購ひ 、麥滔 三壜を 提げて 歸 
り、 机に 對 して 且つ 讀み 、且つ 念じ、 且つ 飲み、 且つ 思 ふ。 
雲 益 暗、 雨愈密 、夜色 既に 滿 窓を 壓 し、 寵北 逝ける か 我存 

三 八 七 


惑 懷隨筆 

意味で、 盛に 彼が 學 位の 收 得を 賀 する の だ、 かくて 予は嬉 
しくて たまらぬ ので、 衰弱した 心身に 害の あるの も 委細 か 
まは ず、 矢鳕に ミユ ンヒ ネル 麥 酒の 大杯を 滿 引し、 數 本の 
ラィン 酒を も 打ち倒した。 

思へ ば 永い 間であった" 予は五 年と いふ 年月、 彼と 起居 
を 同じく して 佛敎聖 語の 攻究に 力めた が、 彼が 精に して 專 
に、 力めて 倦まざる 非凡なる 精力は、 どの位 予を警 策した 
ろぅか、 予は 一時は 近世の 「ロマンチシズム」 に醉 ふて ヮ 
ダネルに 熱中し グリル バル ツェルを 嗜むだ こと も あつた。 
一時は 敎界 の實際 問題に 狂氣 になって、 基督 敎 牧師の 家に 
. 屢宿泊 した こと も あった、 或は 露國 革命 黨の 健兒 等と 親み、 
社 # 黨の 田舍政 客と 友達に なって、 獨逸當 時の 親 露 政策に、 
螂臂を 铖 ふて 役に も 立たぬ 正義と 人道を 呼號 した こと も あ 
った、 或は 自由 思想家の 群に 投じて、 彼等が 基督 敎に對 す 
る 不平 不滿 怨恨の 犬なる に乘 じて、 窃に佛 敎の傳 道に 腐心 
した こと も あつた、 こんな 風に 一面には 覇氣 、一面には 野 
心、 野次馬に して 純一 無雑なら ず、 學 問の 方では 荒む こと 
が 甚 しくて 進境の 頗遲 鈍であった 予が 、今日 尙書卷 を 手に 
して、 佛敎 古文 學の 前途に おぼろげながら、 尙 一縷の 光明 
を 認める ことの 出來 るのは、 全く 獨有の 感化で ある、 此點 


三 八 六 

から 見れば 彼は 親友で ある 計でなくて 確に 一の 良師で ある 
の だ予が 夜 三更、 田舍政 客と 論談 し、 亂 暴なる 露國學 生と 
飮み 敎界の 不平 黨と カッ フ H 1 店に 氣談を 吐いて 盛に 專 
制 的 風潮を 痛罵し、 敎權 主義に 憤慨して、 歸 つて 来る とき 
も T 一一 1 ベルン ゲン」 の大樂 劇に 恍惚と して 聲 曲の # に自 
ら なるジ ー グフリ ー トの 獨吟を 禁ずる ことが 出來ず に 下宿 
屋の 階上に 昇り 來る とき 何時も、 獨 有の 窓には 靜に 明かな 
書燈が 點 つて 居る を 見る の だ、 此時 、予が 魂の 底から 明か 
に 耳に 響く 聲が ある 「海 旭 汝も亦 淨土宗 のー學 生では ない 
か。」 と。 

彼は かく 學 問の 方面に 圓 熟した のみでな く、 道德の 方面 
にも 非常に 模範と すべき 性格を、 この 六 年の 間に 養 ひ 得た' 
彼が 溫 厚の 風 や、 謙 讓の德 や、 眞摯 にして 多く 語らぬ のが、 
幾多 邦人の 留學 生を して 君子 人と 呼ばし むる に 至つ た、 玆 
で予は 故大 マックス ミユ ー ラ ー が、 ある 書物で 非常に 南條 
老師と 亡 笠原師 とを 賞 讃 して、 學問 のみでな く、 其 操行が 
紳士 養成の 淵叢た るヲッ クス フオー ドに 於て、 二人に 比肩 
する ものがない、 實に 好箇學 匠の 模範 だと 書いて あるのを 
思 ひ 出さずに は 居られぬ、 南獨の 現存せ る マックス ミユ ー 
ラ ー は 其 愛 弟なる 淨土宗 の 南條 に對 して 同一の 賞讃を 奉げ 


成り、 怫譯亦 世に 行 はれて、 佛敎の 深遠なる 道德 漸く 泰西 
人の 味ぅ 所と なれり。 夫の ショウ ペン ハウ ヱ ルの 如き も 
先生の 羅甸譯 を 其 書 集中に 藏 したりと いふ。 今や 怫陀の 慈 
光 日に日に 歐 西の 天に 明かに、 反抗 怒號 する もの 歸依渴 仰 
する も QS に、 佛典硏 究の醫 は、 大學 ■壇ょり して 
下山 村の 酒店に 及ぶ の 勢 あり。 而 して 此の 如き もの、 一に 
其 端を 先生が 雲 1 、パ 丨聖 ms 公刊 S せる 也。 怫 
敎徒た る もの、 夫大に 先生に 感謝す る 所な くして 可なら む 
や。 宜な り、 暹羅 、緬甸 、錫 蘭 等の 怫敎 諸國に 於て は 先 
生の 名 雷の 如く 振 ひ、 民人の 崇敬、 人の 意表に H つる もの 
ある 户。 嘗て 之を フランクフルトの 佛敎 詩人 了ル '> 1ル 
プラン グ スト 博士に 聞く。 丁抹某 商船、 南 印度の 某 港に 寄 
A す。 一 暹羅人 あり、 來 りて 丁抹の 旗 影を 認め、 水夫 等を 
请 して 日く 。卿 等は コツぺ ー ンハ ー ゲンょり 來 りしに あら 
，ず や。 汶て問 ふ ファ ウス ボヱ ー ル 先生 尙健 左な り や 否やと， 
生 先の 閱歷 功勳に 至りて は、 甲 谷 他出 版の 大 菩提 會 ■誌 
(一千 九 百年 四月 號) に 極めて 謙遜なる 自傳 あり、 今 叉 前 
記 プング スト 博士 掾大の 彩 筆を 擧げて フランクフルト 新聞 
(一千 九 百 八 年" 六月 十日 水曜日 朝 板 第二) の文藝 壇上、 
大に 先生の 功勞を ■歌し、 深 痛なる 吊 意を 表せり。 今此兩 

グイ ゴ 一、 ファ ウスポ o-. i ク先 生を 哭す 


者を 參 酌し" 傍ら 自家の 知る 所を 補 添して、 故山の 敎家學 
匠と 共に、 先生が 遺 勳を頌 し、 以て 薄 か 追悼 S 意を—」 
べんと 欲す。 

先生は 一千 八 百 二十 一年 九月 二十 二日、 丁 抹邊阪 のー牧 
師の 家に 生れぬ。 方に 是邦曆 の 文政 四 年、 伊能忠敬の 日本 
實测圖 の 初めで 出て たる 時な り、 稍 長して、 アルフ ー ス 
(丁 國 第二の 大 都) の 羅 甸語學 校に 入り、 六箇 年間の 苦學 
を漬 み、 年 十八に して 甫め てコ ー ペン ハ ー ゲン 大學 に籍を 
置き、 主として 神學を 修め" 十 年の 後、 神學 博士 受驗 候補 
生と なりぬ。 而も 此間 、先生の 尤 趣味を 感ぜし 所は、 敎典 
註疏の 講究に ぁらず して、 實に 言語 學に存 せり。 其 一た び 
丁國 の大 言語 學者 ラスクの 著書を 繙 きて、 印度 語學 及文學 
を 論ずる を 見る に 及び、 決然 ハム メルク ヒ及び ゥヱ スタ ー 
ガルド 兩敎授 に 就きて、 梵語を 修め、 硏鑽約 十 年の 長き に 
亘 1 り。 次で パ ー リ 語の 學修に 入りし が、 當時此 語を 修む 
る、 頗 至難に 屬し 、指針に 備 ふべき もの、 唯 ビュル ヌ ー フ 
ラッセン 其 他 二三の 著 ぁるの み、 文法書の 如き も、 極めて 
不完全なる クロ ー の。 ハ ー リ； H 典 一部を 賴り "獨刀 梵語の 力 
に 衣り て、 硏究を 大成し、 遂に ラスク 敎授が 錫 蘭ょり 得た 
る、 パ ー リ貝葉 古 寫經の 解讀を 試む るに 至れり" 奮勵 此の 
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する か。 淡 夢々 として 唯 幽馨棄 影の 存す るを 見る のみ 0 

(明治 四 一、 ニ、 新怫敎 ) 

◊ウィコ^™**  ファ ウスポ エ 

ル 先生を 哭す 

今より ニ茴月 の 後、 コー ペン ハ ー ゲンに 於て、 第 十五 萬 
國 東洋 學會の 開催の 開催 ぁり。 各國の 碩學鴻 匠は 之を 機會 
に、 東より 西より、 列 星の 光 暈を 爭ひ 、群峯 の 峻峭を 競 ひ 
て 風光明媚の 海 島、 ハ フィ 二 ャの古 港 都に 雲集し、 穠麗な 
る ロ 1ゼンボルグの邊、雄壯なるクリスチナの埠頭、 |# 寅 
一た び 開けて、 園裡の 百花、 其 芬芳を 擅に する 能は ず、 灣 
頭の 濤波 また 其 雄大を 讓ら むと す。 盛 觀雄景 、蓋し 今より 
想像す るに 難から ず。 而 して 此 等の 名流 大家は、 開 會の劈 
頭" 丁 抹學藝 の 淵叢と して" 斗然 北海の 雄鎭た るコ ー ペン 
ハ ー ゲン 大學 に對 して" 盛に 其 榮譽を 頌 すると 共に、 亦必 
ず や 同大 學の 元老と して 東洋 學の 泰斗と して、 學 徒の 瞻仰 
する 一老 敎授 に、 功勞旌 表の 辭を捧 ぐる 其參列 目的の 隨ー 
に數 へたり しや 疑な し。 然るに 此老 碩德は 、盛典に 先つ 僅 


三 八 八 • 

に 十 週、 忽然と して 白玉 樓 中の 客と なれり。 世界の 學者 は、 
洋々 たる 歡聲 の裡 、莊嚴 なる 式場に、 雪白の 頭上、 月桂冠 
を受 くるの 人を 見る 能は ずして、 却て 深 痛なる 悲を籠 めた 
る 花環を、 新しき 墓前に 捧げざる を 得ず。 鳴呼是 何等の 遺 
憾 、何等の 恨事 ぞ や。 一千 九 百 ◦八 年 六月 三日 ヴィゴ ー、 
ファ ウス ボ H 1 ル 先生は、 八十 七歲の 高齡を 以て、 溘 然と 
して 遠く 逝けり。 

夫苟 くも 東洋 學のー 端を 窺 ひ、 若く は 宗敎學 の 多少の 知 
識を 有する もの、 誰か ファ ウス ボヱー ル 先生の 名を •耳に せ 
ざる あらむ や。 先生が パ ー リ語學 に 於け る、 1 g. に 東洋 學史 
の 重要なる 紙幅を 充填すべき もの。 萬 世に 亘 りて 朽ちざる 
開拓の 功勳に 至りて は 固ょり 永く. 學 者の 感銘すべき 所た 
り。 特に 怫敎 徒に ありて は、 先生が 眞摯 にして 同情 溢る ゝ 
が 如き パ ー リ聖經 の 公刊に 對 しては、 殆ど 宣敎 弘法の 大德 
使徒と して 尊敬を 捧 ぐるの 責 なしと せず。 獨 勉梵學 の大祖 
アル プ レヒト、 ウエ ー バ ー が 怫敎倫 理の寶 lEil と讃揚 したる、 
法 句經の 原文を、 甫 めて 歐洲に 公刊した るは 誰ぞ。 M 然た 
る 本生經 全集を 出版して 大に 怫敎聖 語硏究 の根莶 を强 固に 
したる は 誰ぞ 。是 我が ファ ウス ボ H 丨 ル 先生に あらず や。 
先生が 法 句經の 羅甸譯 一た び 出で ゝ已來 、英譯 次ぎ、 獨譯 


の 祝賀 論文と して、 之に 付き 丁 文の 論 稿を ^ し。 一千 九 百 
〇 三年、 ー卷を ロンドンに 於て 出版せ り。 叉 土俗 學に つき 
て大に 趣味を 有し、 丁 文 數篇の 著 あり。 其 中 丁 株 古代 夜警 
の 俗謠を 集めた る もの、 廣 く愛讀 せられ、 數版を 重ねたり 
とい ふ。 

先生の 門下に ニ大 俊才 あり、 一は 故 トレンク ネル 氏に し 
て、 那先比 丘經を 刊行し、 パ ー リ 雑纂の 大著 あり。 人咸く 
其 夭折を 痛憤す。 恨事 宛 も 大馬翁 門下の 笠 原 硏壽師 に 相似 
たり。 其 苦心 音寫 したる パ ー リ法 聖典 今尙コ ー ペン ハ ー ゲ 
ン大學 に 珍藏 す。 他は 卽 アンデ ル ゼン 博士な り。 先生が 本 
生經大 集の 總索 引を 作成し、 法 句 經增訂 再版に つき、 力を 
致す こと 多く、 常に 先生を 助けて 後進を 指導せ り。 其 好 著 
パ ー リ讀 本は 廣く歐 洲各大 學の敎 科 書と して 採用 せらる。 
先生 退隱の 後、 衣鉢を 襲 ふて コ ー ペン ハ ー ゲン 大學の 梵語 
敎授た り。 謂 ふに 先生が 蒐集の 資料 及び 遺稿は 博士の 手に 
ょりて 大に 學界を 稗 益せ しむ。 先生 遠 逝す と雖 。此 良資あ 
り。 學界 以て 慰むべく、 丁抹 の 文運、 亦 其 損害を 補 ふに 足 
るべ し。 

プング スト 博士の 記す る 所に 依る に、 先生は 終生 一身を 
學 術の 講究に 委し、 家庭の 淸 福を 享受す るの 外は、 世の 交 

グイ ゴ^-、 ファ ウス ガエ 1 ;!/ 先生を 哭す 


遊を 避けて、 喧雜の 生活を 樂まず 。夫人は 英 國の產 なり。 
賢明 貞淑の 名高し。 子女 亦才藝 に秀ず 。長女 某孃は 永く グ 
リユ ー ランド 都督の 家庭 敎師た り。 嘗て H スキ モ ー に關す 
る 記事を、 フランクフルト 新聞に 投じて、 大に 世の 稱賛を 

博せ り。 

先生が 怫敎 に對 する 至大なる 同情は、 法句經 再版の 題 下 
に拈 出せる" 一基 督敎 官立 學校 長. の 言に 徵 して 充分に 看取 
する を 得べ し。 日く 『怫陀 を考 ふること 愈 深ければ 愈 深く 
彼を 愛する に 至る』！ 丨 ( -d g 30 2 gink  of  . ssla 

the  moro  lovo 一一  一 HI: 是實に、先生が大慈世尊に # する 

言に ぁらず や。 夫の 本 生經大 集の 序文に も、 將自傳 の 中 
にも、 先生が 大聖 牟尼 1 慕し 稱 嘆して、 其 幽玄 高 妙の 倫 
理に 渴卬の 情深 かりし ことは 筆墨の 外 閃々 として 輝く もの 
ぁるを 見る。 謂 ふに 先生が 眞摯高 潔の 人格は パ ー リ 聖典の 
硏 典の 硏 空と 共に 益 犬に、 法句經 ，初版 已來 四十 五 年の 後、 
S の 出 V る 頃には、 性格 霞 熟の 境に 人り、 佛陀 に對す 
る觀 念、 更に 一層の 崇拜を 加へ 來り たるが 如し。 

予や 先生の 高足 アンデ ル ゼン 敎授と 相識る。 トレンク ネ 
ル 謄本に 就きて， 同敎授 の勞に 負 ふ もの 少しと せず。 而も 
先生が 霞 仙骨の 溫容に 至りて は'  夫の 雄偉 壯大 なる スヵ 
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如く、 辛酸 幾年。 一千 八 百 五十 五 年初め て 法 句經の 原文を 
出版し 添 ゆるに 忠實 なる 羅甸譯 を 以てせり。 時に 我 安政 ニ 
年。 タ ルナ I の摩訶 m 婆 公刊 已來 、歐洲 に 於け る パ ー リ聖 
典の 批評 的 公刊 實に 之を 嚆矢 とす。 

法 句經の 出版は 學界に 一大 反響を 興し 先生の 名 漸く 東洋 
古學の 文壇に 重し。 爾來 、重は 其 一生 Q 大 f 從 ひ、 徐 
々に 資料を} 鬼 集し 始めぬ。 是卽本 生經大 集の 出版 也、 大集 
公刊に 先つ 數 年、 四 五の 本 生 經抄を 世に 公に し、 且つ 其英譯 
を も 出したり しが" 一千 八 百 七十 七 年に 至りて、 大集 第一 
卷 初て 世に出で、 二十 餘 年の 後、 第七卷 就り て、 玆に 此大 
著 業 完結したり。 其 勤勉 不撓の 精力と 忍耐と に 至りて は、 
常人の 企圖 する 能は ざる 所なら ず や。 抑 先生が 此 大業を 成 
就す につきて は、 障碍 困難 一に あら ざり き、 ロンドン 其 他 
の貝葉謄本魯魚の說誤は甚多し到底先生の意を滿たすに足 
らざ りきこ 此時 にあたり て、 錫 蘭 古代の 正本に つきて 精 雀 
なる 音寫を 送り、 始終 偉大の 補助を 輿へ たる 大學匠 あり。 

錫 蘭の 高僧、 須 菩提 師卽是 なり。 德 孤なら ず 必らず 隣 ある 
ものと いふべ し。 先生は 此 恩を 記せん が 爲 に、 大 集の 第 一 
卷を此 高僧に 棒げ たり。 公刊の 費用に 就きて はウヱ ー ベ！ 
敎授 の大に 同情を 寄す る ある。 普國 學士脘 を 動かして、 每 
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卷 一千 馬克の 出版費を 補助せ しめ、 丁國 政府 又大に 之が 爲 
に勵 まされて、 各卷ニ 千 クロ ーネの 下附を 許せり。 而も 此 
寬ナ なる 扶助は 五卷を 超 ゆるを 得ず との 條许 なりし を以 
て 第 六 第 七 雨卷の 世に出 づるに 及びて、 先生の 苦心は 實 
に 非常な りき。 然も プング スト 博士が、 フランクフルト 新 
聞 紙上の 一大 論文は 大に 學界の 輿論を 喚起し、 優に 此 困難 
を 解除し 得て、 丁 普の 兩國 、再 扶助を 續 け-一千 八 百 九 卜 
七 年、 全部の 刊行 完く 終を 吿げ 。學界 の 至寶は 玆に 成りぬ。 

本 生 經大集 公刊の 間、 先生は 又スッ ター 一 パ ータを 出 坂し、 
之に 精細 親切なる 字彙 と釋義 とを 附した り。 今尙學 徒の 珍 
襲す る 所な り、 次々 同經の 英譯を 東方 聖書 全集の 第 十卷に 
於て 公に し。 廣く 世の 宗敎學 者を 碑 益せ り、 また 大英 印度 
局に 於け るパー リ古寫 本の您 目錄を も 作成したり。 先生が 
パ ーリ 語界に 於け るの 功勳 は、 此の 如し、 ヲル デン ブル ヒ 
リス デ ヰ ド兩大 守成の. 兩大 守成の 恩人に 對 しては、 方に 開 
拓 者の 榮位 にあり。 故フ H 1 ル、 ハ ー ディ 等の 諸 勇 將と比 
しては、 實に 宿師を 以て 推すべき もの。 死に 至る まで、 居 
然パ ー リ語學 の 元老と して、 學界の 尊敬を j 身に 蓮め たり。 

先生 また 摩 訶婆羅 他に 精通し、 印度 神話に つきて は、 一 
家の 見を 持す、 一千 八 百 九十 七 年、 コー ペン ハ ー ゲン 大學 


する の 意に 出で たる か。 

敎授が 學識を 傅へ、 德 業を 讃 する、 日 耳曼の 諸大學 、友 
裏に 多く、 門下 また 濟々 の 多 土に 富む。 豈また 後學黃 ロ、 
予が 如き もの ゝ 筆を 是 借らむ や。 唯、 日 東の 地、 指を 東洋 
古學の鼎に染め、西梵の學を修むるもの、必らずしも景仰 
の 情を 予 と共にして、 遠く 哀悼を 捧 ぐる 人な きを 保せ ず。 
卽謹で 、其 傳歷を 撮みて、 憑 弔の 微衷を 表せむ と 欲す。 

リヒャ ー ド、 ピッツ シェル 敎授 は、 I 千 八 百 四十 九 年 一 
月 十八 日、 ブレスラゥ 市に 生る。 此地 は實に 北方 日 耳曼人 
氣慨 の粹を 集む るの 地な り。 市の 聖 マリャ、 マグダレナ 中 
學を 終って 後、 ブレスラゥ 大學に 入り、 古文 學及 梵語を 精修 
し、 一千 八 百 七十 年 De w s gr sae  Sakuntali  iecensio H. bus 

(力 ー リダ ー サ 、シャクンタラ ー の、 諸 校本に 就きて〕 の羅 
匆 語 論文を 提出して、、 ドクトル、 フヰー ロソフ ヰ ー の學位 
を 獲たり。 此年 七月 恰も 獨怫の 平和 破れ、 翌月 曼兵旣 にス 
トラスフルクを圍み 普人氧(國 の意穿天を霞くものぁり。 
年少 梵學 者の 新 ドクトルが 愛 國の志 も 凛々 として また 儕輩 
に 讓らず 。直ちに 劎を 把り て 砲雷彈 雨の 下に 馳驅 したり。 
翌年 平和 克復し、 普魯西 王國、 全 獨 逸を 統一す るに 及びて、 
敎授は 伯林に 出で、 大ウ ベル 翁 鉗鎚の 下に ありて、 其 
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百錬の 精 金を して、 層々 光輝 あらしめ ぬ。 次で 敎授は 英國 
に 趣き、 牛 津と龍 動と にあり て、 主として 力 ー リダ ー サの 
戲曲を 研究し、 力を 古 謄本の 繙讀に 專に せり。 千 八 百 七十 
四 年、 鄕 里の 大學に 入りて 始めて 講師と なり。 幾 もな くキ 
1 ル大 學の聘 する 所と なりて、 助教授に 擧 げられ、 次で 正 
敎授に 陞進し、 同 八十 五 年に 至り、 ハル レ大學 に榮 進した 
り。 一千 九 百 ニ 年、 大ゥ H1 ベル 翁 逝きて 伯林 大學 の梵學 
講座 空席を 生ずる に 及び、 推されて、 この 榮譽 ある 講壇を 擔 
任し、 普 國のケ ハィメ ル、 レ ギ ー ルン ダス、 ラ ー ト (樞密 
顧問) の 重職に 叙し。 又 伯林 學士 院會 院の會 員と なれり。 
學者 としての 榮譽 、蓋 至れり とい ふべ し。 かくて、 氏は 獨 
逸首都の學園に重鎭として、後進を_;陶し、時に精巧卓拔 
の 報吿を 出して、 學界の 景仰を 一身に 鐘め たり。 大 英及怫 
國の亞 細 亜 協會が 、敎授 を 名譽會 員に 推し、 米國ー 一ユ ー へ 
ブンの 東洋 學會 、また 之に 倣へ るに 見ても、 敎授が 學會に 
於け る 重 望、 推す るに 難から ず。 

敎授の 得意と する 所は、 古 印度 俗語、 卽プ ラク リットに 
ありき。 晚年怫 敎の 研究に 力めて、 頗 有望の 著作 あり。 グ 
リユ ンヴ K 1 デル 博士、 及 ルコック 氏が 高 昌の故 地を 發掘 
して、 巨 多の 佛敎 古文書の 斷片を 伯林に 簧 らし 歸るに 及び 
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ンデ ィナ ビャの 風光と 共に、 渴仰の 情 V 寤寐 徒らに 馳 せて、 
相 接する の緣 熟せず、 小論 文出づ る每 に、 之を 呈 して 聊か 
景 慕の 情を 慰めた るの み。 今や 東洋 學會の 開催に 當り 、謁 
を 取る の 機 方に 至り、 而 して 一朝 顯幽に 長く 隔て X、 また 
相 遇 ふの 喜を 失へ り。 痛恨 何ぞ堪 へむ や。 乃此 I 篇を 草し 
て 追悼の 意を 表す。 文 や 朴魯 、辭や 拙劣、 豈 夫の 偉功 大勳 
を 盡 したりと 云む や。 唯 景仰の 情を 推 レて、 故山 同好の 士 
同信の 徒に、 弔意を 共に せむ と 乞 ふの み。 北海 洪濤 、雲烟 
萬 里、 雄景 空しく 存 して、 講閣人 空し、 悲しい 哉。 

白百合 や 過ぎに し 夢に 月宮を 

ヵレ まみし こと ありき とお も ふ 

(明治 四 一、 六、 東洋 哲學 3 

0 リヒヤ ト ヒ ツシエ ル 

敎授 % 吊 す 

霜 厘 客 衣を 透し、 雪 氣岑々 たる 降誕 祭の 翌日な りき。 予 
は 二人の 友 基へ て、 恩師 i ひ、 茶 裏し 棋を鬪 はしぬ。 
女王 死し 僧正瘦 れ 、鐵馬 蒼 頭 互に 相亂 れて戰 方に 酣 なると 


三 九 ニ 

き 同門 ドクトル、 シユラ I ダ ー の 恩師に 寄せた る 繪端書 
到りぬ。 師と 之を 見る に 文 後 蒼 勁なる 老 筆、 ピッ シェルの 
名を 署 する を認 む。 蓋し、 この 伯林 大學の 老敎授 は、 今や 
五印壯 遊の 途に ぁり。 楞 伽の 埠頭、 偶 恩師の 愛 弟に 邂逅し 
て、 歡談 半日、 雲_を 寄せた るな りき。 兹に 於て か、 少き 
棋を 止めて、 談は 多く 老敎授 の 上に 遷り 、その 前途を 祝し、 
その 壯遊を 羨みぬ。 

っ 1$ の鬪棋會の後、ー週ならずしてニ封の悲報は、伯林 
波 蓮 湖の 畔から 来れり。 日く。 普 魯西主 國學士 會院會 員、 
伯林 大學 敎授 、ドクトル、 リヒャ ー ドピッ シヱ ル 印度 マド 
ラス病院に於て言；患の後逝くと。事惡夢の忽現し來りたる 
に 似たり。 謂 ふ。 # て 日 東梵學 の靑 年、 東溫 讓を籍 し、 島 
地默 雷を 殺した る、 獰猛なる 風土病の 竦 手は、 今や また 其 
毒 爪を 磨き、 利 牙を 鳴らして、 この 老碩學 をして、 不歸の 
客たらしめしにぁらざるなきを得むや。聞け。梨慎の嗜 
神大 史詩の 仞羣 。爾 等は、 爾が榮 光を 讃じ爾 が 祖國の 古 
文化を 嘆ぜる この 老頓學 を、 何す れぞ爾 が 聖域の 中に、 守 
護す る 能は ざり しか。 抑爾 等は 老碩學 の 才學 を此閻 浮提に 
留む るを恪 惜し、 之を 蘇 摩 長に 薰じ 、甘露 常に 流る ゝ天闕 
に 召し 以て爾等か仙錄を管せしめ、神典を護らしめむと 


一生の 傑作と いふべ く、 精 核 該博、 今尙學 者の 龜 鏡たり。 

第 八、 第 十一、 第 十五は ゲル ドネ ル 敎授と 共同の 硏究に 就 
り。 吹 陀硏究 者の 坐右缺 くべ からざる 書な り。 第 六の 聖尼 
頌は 永く パ ー リ怫典 研究家の 用を なすべく。 第 十七の 怫陀 
の 生涯 及 敎義は 通俗を 旨と して 著作した る もの なれ ども、 

博 綜該羅 また 學人の 指針に 供 ふべ し。 此書は 通俗 學術叢 
書 SAIIS  .Natln*  目 d 0 2. 8 ^- 8\¥<31 ^ のー ^ として-トで價僅 
に 一馬の み。 獨 文を 解す る怫 徒には、 特に 此書を 薦め また 
特囊 の 之を 邦譯 せむ ことを 希望す。 最後の 三 編は 中央® 
細亞硏 究に關 する ものにして 第 十八、 十九には 雜阿 含梵文 
の 研究を 收め 、第二 十には 梵 文法 句 經の 斷片を 論ず、 是敎 
授が絕 筆な り。 

敎授 人となり 率直 剛 遇、 普 人の 性格を 最もょ く發 揮せ り。 
千 八 百 七十 七 年、 ロ ー レンツ 氏の 女 H リゼを 娶り て、 三男 
を擧 ぐ。 長は 法學の ドクトルに して、 普國 政府の 法官たり 
次は 野 戰砲隊 の 少尉を 奉職し。 少者は 尙中學 に 學 ぶ。 敎授 
常に胃患ぁり。謂ふに今囘の事。また或は病因を改に發し 
たるに あらざる なきを 得む や。 

予敎授 と 相識る 甚深 からず。 而も 敎授の 稿 ^ つる 每に 
多く 惠贈の 恩を 荷 ひぬ。 五 年 前、 雜 含の 研究 出で しとき、 

ヤ ード、ピクシェル敎授を弔す 


予は 惠與嘉 ？ が爲 に、 黑田眞 洞 老師 Q 「佛陀 の 光， 一英 
譯 一部を 呈 したりし に、 敎授 は懇に 之を 謝して" 此 書を 賞 
讃し 、且 三の 評語を 寄せられき。 囊に昨 夢の 如し、 而 
して 敎授旣 に 1Q 人に t ず。 去春來 、予は 干 園 古經の 
證定に 從ひ 、檢 出した る 大小 乘の經 論、 三十 種に 上れり。 
其 中、 阿 含 部に 關 する 研究 中には、 特に 敎授が 公刊した る 
梵文雜 含を 細論し、 窃に 敎授が 功を 旌 表する の 一端と なさ 
むこと を 期しぬ。 昨冬 全體の 序論 漸く 成りて、 大英 印度 局 
の 公刊 近き にあら むと す。 而 して 敎授 今や 旣に存 せざる な 
り。 學人此 H5 CO 阔悵 、自ら 他と 異る もの あるを 覺 ゆ。 

日東苽 洋學 を修む る もの、 特に 佛敎の 研究に 志 あるの 人。 
長く 敎授の 恩を 荷 ひ、 其 聖尼頌 を 誦し、 その プ ラク リット 
文典を 讀み敎 授の慧 命は 東方 大帝 國の學 壇に も、 亦 千 _に 
直りて 滅 せざる IM 時。 希く は 記憶せ ょ。 この 老頓學 は 
六十の頹齡病弱の體軀を持ちて、炎熱體くが如き婆羅他の 
及 也 こ ■投じ。 遠く 其 最愛の 夫人と 離れ、 賢 良なる 兒 息、 俊 
秀の 門下の 看 侍すら 受 くるを 得ず。 マドラスの 病舍に 卒絮 
として 獨遊 客死した る ことを。 

(明治 四 ニ、 三、 東洋 哲學〕 
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感懷隨 筆 

敎授は 主として 之が 研究に 當 り、 怫敎 聖典 史上、 沒 すべ か 
らざ るの 貢獻を なしぬ。 乞 ふ 下に 年代を 追 ふて、 敎授が 著 
作を 列記せ む。 

(一) 一八 七 四 U 3 Grammatices  Pracr  一 ticis. ( 羅甸 文) 
(ニ) 一八 七 七 K ^ E ssl sas  sakllllta F tlle  Bergalese 

Kecension  (英文) 

(三) 一八 七 七 至 七 八 11 amacandraiGrammatik  von 

prl;t. (獨 文) 

( & ) 一八 八 0 Desisw ssl l scl of a tmacandra •(英文) 

(五)  一八 八 〇 t> ssa £r yalm-sutta 3 .(.ブラ クリツ ト文校 

刊) 

(六)  一八 八 三 Theri  g sol sha, (パ ーリ文 校訂) 

(七〕 一八 八 六 Kudratas  srjjg ssl a tilakam, ( 梵文 校訂) 

(八〕 一八 八 九 Vedische  Studien  L 

(•ク ) lA ^L H u isl.rofdichterdes r akslllanasena. 

(獨 文) 

(十)一八九四15 2. 11.营2.1911&1 ^- 8<1. §- & §- 21 

zigolir. (獨 文) 

(十一) 一八 九 七 Vedische  s E dien  II. 

(士  D 1 九 〇〇  GlaAk  d.  pr ssl kritpfrachp  (獨 
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文) 


(十三) 同 
(十四) 同 


De  Heimat  d.  Puppsns  piel (獨 文) 
Katalog  d Bibliosche  kd. p M.  p 

1 .(獨 文) 

(十五) 一九 〇 一 vedische  Studieu  III. 

(十六) 一九 〇ニ  Materials  sur w cnntniss  d.  Apabh- 

HI 雲 •(獨 文) 

(十七) 一九 〇 六 Leben  mid  Lehre  d.  Buddha. (獨 文) 
.此他に獨逸東洋學會雜誌中、幾多，の硏究論文を收め、又 
伯林 學士會 院報吿 中に、 中央® 細 亞怫敎 古文書 斷片 に關す 
る 極めて 重要なる 報吿を 公刊したり。 其 ニーを 拔かば 

(十八) 一九 〇四  Brauchssck  d.  Skt-Kais  d. bj uddh 

isten  aus  Idy r tsc-hari,  ChiresischlTllr 

一 Kestan 

(十九) 同 Neve  Beuc r tuck  d.  Skt-Kols  d. 

Buddhisten  pus  Idykutschari,  Chireesisch- 
Turkestan. 

C ニ 十) 一九 〇 八 Dio  TurfalllllKecencionen  d.  I) 11 am- 

mamda. 

已 下 ^ 記した る 中、 第 十二 ブ ラク リット 文法は 故敎授 が、 


農婦の よぅにして 仕舞っ た。 加 之、 其 牧師の 妻と して、 寧 
ろ無愛想にしてロ數の少きは、彼女をして彌益百姓女の丸 
出に した。 然し 此の 如き 彼女は 實に 牧師の 妻だった" 

夫が 十 年の 久しき 印度の 南部に ぁつて、 ドラ ビダ 族に傳 
道した時に、彼女は常に夫を助けて偉大の功を奏した。波 
女が 獨 逸に 歸って t (、印度から 來 る、 茶 や 金屬 性の 食 具 類 
質朴な 親切な 手紙は" よくこれ を 證 して 居る。 彼女が 敎育 
した 幾 百の 女は 今でも 尙べッ ヘル 夫人を 其 母と 思 ふて 居る 
ので あらぅ： 

彼女は 其 故 か 印度が 大變 好だった。 今一度 夫と 共に 傳道 
に行かぅといふのが彼女の本願だった。ョハンナを首に三 
人までの 女 兒は皆 印度で 出來た の だ。 予は 彼女の 家で、 小 
供 等が 食事に 行儀よ く 聖書を 讀み 、その 父母に 對 する 愛情 
の 厚き ことを 見て、 彼女の 感化を 讃めず には 居られな かっ 
た。 

ぁる 休だった、 三日 ばかり 我 友の 家に 宿泊した ことがぁ 
った。 我は 例の 如く、 小 供 等と 花 摘に 出かけた。 其路で ソ 
フヰ といへ る 十歲の 女兒が ：：我は多くの小供 0 中に、こ 
0 1悉麗しく溫良な女兒を最も好むで居った。敢てヴヰカ 
1 、 ヲブ 、亡 H 1 クフ 牛 1 ルドの ソファ イヤ壤 $: 聯想した 

竹、 ^ ベンへ. 氏を 想 ふ 


のでは ない が. 丨 我に、 英語を 知れる か、 怫語を 話せる か、 
印度 語が 出 來るか など 聞く から、 予は まだ 外の 語 も 知つ て 
居る。 犬の 語 も 猫の 語 も 知って 居る と 諧謔に 言 ふての けた。 
すると、この女兒が恐しく眞面目になつて、それは妄語で 
ある、 妄語と いふ ものは 決して 言 ふて はならぬ と 母上 ^' 言 
はれた と 我を 責めた。 我は この 眞率な 堅固な 宗敎 的の 態度 
が、 十歲 0 小供にまで不知不覺の [|1- に出て來るのを見て深 
く 其 母た る 人に 敬意を 表せざる. 1 V」 得な かった。 

モル スハ ィムは、 昔は ジェスィット 派 大學の ありし 所、 
今 も 其 名 殘りに 廣大 なる 舊敎の 女 修道院 あれ ど 人口と ては 
僅に 四千に 滿たず 其 六 分の 五は、 悉く 舊敎を 奉じて、 新敎 
徒は 寥寥 五 百の 少敦で ある。 而 して 南方 獨 逸の 田 今に 常に 
見る 如く 舊敎 徒が 新敎 徒に 對す るは、 犬猿 管なら ざる 有樣 
である、 我 友が 其 敎會維 持の 爲に 慈善市を 開催した 時な ど 
は舊敎 徒は 競 ふて 妨害した 有様 だ あった、 か \ る 地に あっ 
て敎 線を 張る 我 友の 苦心は 一通りでは なかった が、 夫人は 
舊敎、 敎會內 の 女子 ^ 敎 育して、 其 感化は 實に 非常で あっ 
た。 また 其 無言で あるが 親切で 敬虔で、 眞 率の 態度は 初め 
兎角の 言を 弄した 敎會 の翁媼 も 遂には 敬服して、 ょく 其 敎 
を 奉す る樣 になっ た。 
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感懷隨 筆 


◊牧 M べづ ヘル 氏 % 想 ふ 

アルザスに 於け る 十 年 放浪の 生涯は、 今や 黃梁 一炊の夢 
と 消ぇ果てた。 され ど、 櫻花殘 りなく 散り 失せて、 樹々 の 
新綠 漸く 萠 し、 寶晋齋 が 「 晝寢 もした し 柳 も 見に 出」 たき 
此 頃に、 時々 思 ひ 出される ものは、 復活祭の 頃から 床しく 
薰 るフリ ー デルの 花で ある。 坦々 髮の 如き 都 大路に、 生生 
とした リンデの 新綠で ある。 而し てこの 花を 垣に した 庭園 
で、 茶や麥 酒を 飮むだ 友人、 この 麗しき 樹の 下に 逍遙を 共 
にした、 人々 の 面影は、 今 何となく 偶 ばれて ならぬ。 

アルザスの 小 市 モル スハ ィムの 牧師べ ッ ヘルは、 確に こ 
の 面影の 一つで ある。 彼と 余とは 固ょり 信仰を 異にして。 
政治 上の 見解 も學問 上の 研究方法 も、 丸で 違った 地點に 立 
つて 居つ た。 され ども、 彼は 余に 肝膽相 照らす 心 友の 一 人 
であつ た。 彼が 親切の 家の 窓から 夏の 月を 見なが ら寢 たこ 
とも 幾度 かあつた" 雪の 日に 暖き 爐邊に 語り明かした こと 
も 頗る 多かった。 日露 戰维の 時には 彼は 其 貧しき 敎會 衆を 
勸 誘して、 日本 赤十字社に 義捐を して 吳れ た。 予も亦 彼が 
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爲 めには、 慈善市で 働いた こと も あつた。 クリスマスの 時、 
敎 會 の d 供 等に 葉 子分 配の 手傳 をした こと も あった。 あ \ 
麗しき 五月の 此頃 はょ く 彼が 家族 等と ブロ ィシユ の 河畔に 
花を 摘みに 行った ものであった。 而も 我等は ストラス ブル 
ダでは、 時に 大 議論を した。 ある 時、 圖書 館の 前で 夢中に 
上帝の 攝 理と怫 敎の 因果 論を 論じて それを 某孃に 知られ、 
ある 會で大 に 笑は れた こと さへ あつた。 

彼は 予が 去る 前には あまり 幸福の 人ではなかった。 彼は 
其 半身と 賴む 夫人を 失 ひて 孤 燈熒 々五 人の 女子を 撫育して 
居る。 予が感 應遲鈍 な 記憶に も、 尙鮮 かに 殘 って 居る が、 
クリスマスから 一週 ばかり 後、 恐し く 寒 ひ 日であった。 フ 
ォクヱ ー ゼンの 霜 風は アルザス 廣 原の枯 林を 吹きて、 積雪 
深き 墓場の 中で、 我等は 夫人の 墓前に 相 擁して 泣いた こと 
が あった。 我が 齎らした 少き 花環と、 四 誓偈 、稱名 ー會の 
囘 向とは、 友と 予とを して、 全く 怫耶の 異同 や、 人種の 黃 
白を 泯融し 去って 仕舞って、 一齊に 限りなき 同情の 下に 淚 
と共に 相 抱》 たので あった。 あ、 少しく この 亡き 夫人に っ 
きて、 我 追想を 書いて 見ょぅ か。 

他の 牧師の 夫人の 如く、 我 友の 妻は 決して 麗は しき 女で 
はなかった。 其 思 ひ 切った 質素の 服装は、 一層 彼女を して 


に 源ぐ 悲 あるを 如何せ む > 化導 尙百歲 を 超へ て 盛に、 敎導 
M に 幾 歲に百 一る を 望みた る 老師は 去月 泊 然として 圓 寂の 都 
に歸 りぬ。 

鳴 乎 法 楝玆に 折け、 法幢 方に 折る、 嗚乎此 悲傷を 如何せ 
む、嗚乎餘董ー益栴檀の香を吐きて圓生の巨樹旣に倒れ、遺 
編 層々 光を 發し來 りて 大哲 早く 空し、 嗟嘆に 堪 ゆべ けんや、 
謹で訃を大方に報じて遺德を嘆ず、哀哉。 

(明治 四 四， 七、 新怫敎 ) 

◊薄 伽 梵歌譯 主 

戶 松學瑛 氏を 紹介す 

薄伽梵 歌が 印度 哲學 史上、 至 重 至要の 寶典た るは 今费せ 
ず。 其 現に 印度 實際 信仰の 上に 於て 至 貴 至尊た る こと 基督 
敎徒が 四 福音に 於け ると 同位 置に ある。 亦 世の 遍く認 むる 
所なり。吾邦怫敎學者が之にー蜃'の勞を取るべき豈今日に 
して 其 然るを 知らむ や。 泰西 諸國 印度 學者 、夙に 此 書の 價 
あるを 認め 英に獨 に怫に 伊に 到る 處其飜 傳 あるを 見る。 蓋 
故な しとせ ず。 邦 譯の出 づる吾 敎學界 に 於て 多少の 稗 補な 


しとせ む や。 

譯者吾 友 戸松 學瑛 氏は 數年前 先輩 荻 原雲來 氏に 就きて 梵 
學 初歩を 修め、 次で 宗敎 大學に ぁりて 那羅王 其 他の 梵文學 
を 專攻 する こと 三年 カ行 篤學の 人な り。 今囘 公刊す る 所の 
飜譯は 同氏が 宗敎大 學を出 づるに 臨みて 提出した る 卒業 論 
文の 一部に して、 薄 伽梵歌 批評、 本文 飜譯及 索引の 三 中 主 
部に 位す。 此中 第三 部 索引の 如きは 精細 刻苦 一部の 好字彙 
を作り颇る本歌硏究者机右の友となすの價ぁるを認む。 

この 三 編を 合せて 別册 公刊を 企つ る 前に 本誌 新春 號附錄 
として、 譯者が 尙 未定の 稿本を して 匣 底に 深藏 したる を 强 
て 梨 裏に 付す るを 勸 誘した る ものは、 一面 現今怫 敎 學の硏 
究上此 書の 飜譯が 假令其 拙速の 譏を 以てすと 雖も 、尙 一日 
公刊の 早き は 一日 研究者に 利 ぁるを 思 ふと 共に、 他面には 
遍く 先輩 諸賢の 嚴密 なる 批評を 乞 ふて、 他日 別册 公刊の 完 
きを 期す る 底本に 供せ むと する 微 志に 過ぎず。 讀者 希く ば 
其 素朴 未成、 斧鑿 完から ずして 玉 成の 境に 達する 遠き を責 
めず して 可な り。 

この 飜譯を 本誌の 附錄 として、 出版を 許した る 新 怫敎徒 
同志 會及 新怫敎 編輯 長 田 中 治 六 氏に 對 しては、 新進 學徒を 
好 遇して 前 境を 開拓し 指導す るの 宏 量、 誠意 及 自由 討究の 

三 九九 


嗚呼マハテロスマンゲラ師、薄伽梵歌譯主戶松學瑛氏を紹介す 
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感懷隨 筆 

この 感化の ょく 現は れた のは、 夫人の 葬式であった、 夫 
人の 棺は敎 會內の 小學兒 童と 兒 女の手で 墓場まで 運ばれ 
た。 而も 雨 雪紛々 たる 十二月の 寒空に。 

僧 妻 問題と か 云 ふ ものは、 今や 討究で も 議論で もな く、 
實に實 際の 問題で あるら しい、 而し實 際 問題と して 今の 敎 
界を 見る と、 身敎 壇に 立ちて 大悲の 本願を 說 き、 光明の 攝 
取を 敎へ ながら、 其 家庭 —— もし 家庭と 云 へれば —I の紊 
亂聞 くに 堪えぬ のは ありは せぬ か、 學徒を 敎 へ、 宗學を 說 
く 人を內 助す る責 にある ものが、 徒に 黄白を 敎へ 綺羅を 飾 
るの 外一稱 の 唱名 も、 半箇の 信仰 もな き 婦人が ありは せぬ 
か、 なければ 實に幸 だが、 不幸に して かくの 如き ものが あ 
ったら、 其敎 壇に 立っ 前、 學徒を 敎 ゆる 前に 先づ其 家庭の 
改善から して か \ らねば なるまい と 思 ふ。 

僧 妻 問題は 今方に 實際 問題で ある、 而 して 之が 光明 ある 
解決の 方法は 唯一つ だ、 日く、 宗敎 的の 人格 ある、 わがべ 
ッフ H ルの 如き ものを 敎界に 得る こと だ、 否 競 ふて べツフ 
エル 夫人た るを 期す る こと だ。， 亡友 原靑民 氏の 墓參を 終りて) 

(明治 四 三、 五、 淨土敎 報〕 


三 九 八 

◊嗚呼 マ ハ テロ、 

スマ ンガ ラ師 

其 三 藏の學 殖深廣 にして 印度洋の 水の 如く 戒行 堅實は 楞 
伽 神 山の 寶珠に 比すべく 而 して 四 衆 化導の 盛は 夫の 錫蘭滿 
林 沛然た る 甘露の 雨ょりも 偉大な りし マ ハ テロ、 スマ ンガ 
ラ 老師は 八十 五 歳の 高齡錫 蘭の 梵語 大學 興明學 館に 學徒を 
薫陶して世界览洋學者及宗敎學家の奥賞と崇敬とをー身に 
鍾め 南方 一 帶の怫 徒 之を 拜す る眞怫 の 如く 吾 國の興 然大比 
丘 宗演大 禪師等 法 乳の 恩に 浴す る もの 幾 十 今に 興 明大 學の 
一部に 日本 學徒 寄宿 寮 ありて 二三の 比丘 孜々 として 毘 尼の 
硏修 四舍七 論の 鑽仰に 怠らず、 老師の 如き ものは 眞に法 海 
の津梁 長夜の 巨燈 なり。 

老師が 怫敎學 に 就きて 歐 洲の學 者に 敎 ゆる 所の もの 甚多 
く 資料を 與へ 指導を 垂れた る もの 枚擧 に遑 あらず、 其 校訂 
の 三藏諸 經疏釋 音義の 如き 尙今學 徒の 南 針たり 宣 なる 哉歐 
洲學曾 及 諸 大學が 老師を 待つ に 敬を 盡せ しこと を。 而も 楞 
伽の 靈山尙 生滅の 雲 起る を 免れず 怫牙 の精舍 無常の 愁雨時 


河賴秀 治、 權田雷 斧 諸老の 如き も 種々 の點で 吾が 米 峰を 相 
談對 手と し、 之が 說に 聞き 之が 助言を 得た こと も 可成に あ 
る。 學界の 事業と しても 夫の 一切 經の 宣傳と 硏究に 貢獻し 
た 大藏會 はに 今尙 彼の 盡 力と 世話に 感謝す るので ある。 か 
かる 例は まだ 幾箇も あらう。 後進 推輓の 功と しては 其營業 
を 通し、 今學 壇の 寵兒た る 矢吹慶 輝、 本 村奏賢 諸君の 學士 
時代に 其處女 作を 算盤 除きで 出版した などが、 彼の 精神を 
示す 一端と 見られ やう。 兩 君ょり 一寸先 輩では あるが 荻 原 
君の 梵語 字彙の 出版な ども 此と關 連して 學界に 對 する 彼の 
努力を 貿はね ばなる まい。 

吾が 米 峰が 此の世 話ず きの 橡の 下の 力 持と なって 怫敎界 
に 一 功績を 殘した 不朽の 功業の 一っは 夫の 聖德 太子 奉賛會 
の 事業で あらう。 これは 勿論 太子の 御 盛德に 依り、 叉黑板 
JH 木、 高 楠 諸老の 熱心に も 佐 伯 法隆寺 貫首の 高德に も歸す 
るが、實は彼の畫策盡カの非常なものであるのを 1| せねば 
なるまい。 奉 賛會の 今日 あるは 彼が 力と 稱 しても 過言では 
あるまい °. 故の奉賛會長德川賴倫氏が吾が米_に傾倒して 
居た の も 偶然では ない。 

吾が 米 峰の 頭は 光澤々 として はげて 居る。 而も 其 內容は 
常に 新 思想と 觸れて 現代 思潮に 遲れ ない 樣に 機敏に 動く。 

吾が 米 峰 


然し 彼は ある 種 Q 學 者の 樣に暂 街 ひ、 時代思潮に 媚びて 
迎合を 力める 棲な ことは 毫もし ない、 彼の 婦人 觀は 之を 證 
する。 彼は 事業家と して 新 天地を 開拓す ると 共に 思想家と 
して 嚴 正に 守るべき 所を 守りて 直言 直筆、 忌憚な き抵 判を 
試みる。 彼は 專門 的の 學問 としては 大して 深い ものは ない 
が" 大局を 見る 正しき 批評眼を 有する 通俗 哲學 者で あり" 
事物の全體に對して最も發達した常_を有する敎育家とし 
て 見る ことが 出來 よぅ。 

而も 吾が 米 峰は 單に 口哲の 土、 議論の 人では ない、 禁酒 
儀 風の 〖連動に 就き 最も 早く 基督 敎 徒と 握手して 1 E 會 妒 に 
も國際 的に も 健氣に 怫敎 徒を 代表す るのは 彼 だ。 此點 に ^ 
きて は怫敎 徒よりも 寧ろ 安部磯雄 君 や 山 室 軍 平 君 等が 吾が 
米 峰を よく 了解し 其 功勞の 甚大なる を 認めて 居る と 思 ふ。 
此點に 就て 怫敎 徒が 餘りに 大勢に 通ぜ ざる 無智と、 人道 主 
義の爲 に 協同す る 度量な き 偏狭 さと、 抑 も 其 腐敗 墮 落、 顧 
りみ て 他を 言 ふ 怯 惰 無慚愧 の 中に 立ちて 吾が 米 峰の 痛炔な 
態度は 實に 見上げた ものである。 

彼が 忠實 よく 各種の 會 合の爲 に盡 し、 其 誠意で 一貫した 
周到 敏活の 世話 振から 敎會は 勿論、 學界に も 文藝界 にも、 
藝術界 にも 經濟界 にも 幾多の 友人を 有して 居る。 否" 敎界 

四 〇 一 
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爲に其 需要の 區域 甚だ 局る 所 あるが 如き 本譯の 公刊を 斷行 
して 貴重の 誌面を 布施した る 篤志に 對 して 謹んで 譯 者と 共 
に 深厚の 感謝を 捧 ぐ。 

本譯が テ ラン、 タ、 ヰ ス 、チッ テル ジ 、平 ル キン ス 等の 英 
譯 、ボックス ベル ゲル、 口才 リンゼ ル 等の 獨 譯を參 酌し、 
更に ラッセン 等の 古譯に 溯りて 別樣の 面目を 以て 更に 諸君 
に 見えむ ことは 數閱 月の 後に あらむ。 吾が 邦譯の 主は ゥパ 
ニ シャットが 歌 ふが 如く 「常に 動き 常に 働き 常に 作りっ X 」 
ある 人な り。 予は 此已 外に 甚 しく玆 に譯 者を 紹介す るを 須 
ゐざ るべ し。  (明治 四 四、 十二、 新 佛敎〕 

◊吾が 米 峰 

官位 勳等 もない、 稱號學 位 もない、 一切の 肩書は 奇麗に 
ない。 否假令 あっても 全く 不用で、 失禮 ながら 金 も 先づな 
い 方で あらう。 此 現代の 大無齋 たる 吾が 米 峰 こそ 眞に裸 一 
貫で 大手を 振って 立ち 得る 男の 中の 男 だ。 肩書 好の 國民特 
に 僧正、 僧都、 學士 、博士な どい ふク ワイ もない ものを 名 
號や 、題目よりも 有難く 崇め、 その 執着の 醜 さ、 譬へ樣 も 
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ない 愚劣な 敎界の 眞っ唯 中に、 赤裸々 たる 揮 一っの 小男が 
堂々 として 一家を なし、 推し も 推されぬ 精神 界の 一人者と 
して、 其 はげ 頭の 光明を 放ちて、 橫 行濶步 する 雄姿は、 何 
とも 痛快の 至りで ある。 

吾が 米 峰の 雄 辯は 旣に 定評が ある。 敎界の 雄 辯を 數へた 
ら 加藤咄 堂、 山 室 軍 平、 窪 川 旭 丈 等 十指を 屈しても 足る ま 
い。 而も 其銳利 深刻、 骨を 刺し 肉に 透り、 周到 明晰、 輕快 
摧 利の 辯 舌に 至りて は 確に 吾が 米 峰の 特色で ある。 秋水 一 
たび 揮 ひて 鐵を も斷っ 、夏尙 寒き 正宗の 切れ味は、 彼が 快 
辯に 比へ 得ょう。 後は 此雄 辯と 共に 實に摧 利な 健筆を 以て 
鳴って 居る。 彼が 著作を くど^^ しく 玆に 羅列し なくても 
最近の 「思 ふま、」 一 編を 見ても 判らう。 熟達、 平明、 銳 利、 
意 到りて 筆隨 ひ、 諸方 面の 問題に っきて 適切 穩健 な斷 案を 
下す 點は 、一寸 他の 企及し 得ぬ 手腕を 有して 居る。 

而も 吾が 米 峰と しては この 所謂 口八丁 手 八丁 も 其 本領で 
は あるまい。 彼が 尊ぶべき は 其隱れ たる 敎界 の功勞 者と し 
て 世話人と して 盡カ 家と して 事業家と して、 先輩の 犬を 成 
し 美を 濟 さしめ、 後進の 材を 作り 能を 完 うした 點に存 する。 
故 大內靑 織 3 翁 や、 井上 圓了 氏な ども 吾が 米 峰に 負 ふ 所の 助 
が 少く なかっ たことは 同志の 識る 所で ある。 また 村上專 精、 


して 乳糜 (牛乳で 造っ た 米 粥) には 食用の 雲容 、勢力' 

壽 命、 快樂 、辯 舌の 五っが 得られる と說て あるのは、 食物 
の實 益を 說き盡 くして 殆ど 遺憾の ない とい ふて ょから ぅ。 

辯 舌まで 加って あるのは 面白い が、 之は 材能 著しく 能率と 
いふ 側の 代表と して 擧げて あるら しい。 

獨逸 とい ふ國は 、怫國 や 英國に 比較す ると 生活 上で せ殆 
ど 實益 一方の 質素の 國風で ある。 食物 文化に 就いて 高尙で 
精凍さしてゐる怫國あたりから見ると、全然田舍漢の欉に 
も輕蔑 されても 仕方が あるまい。 怫人は 常に 獨 逸人を 冷笑 
ノて nrr ^ ロ 食 ひと 罵る。 ソウ セ ー ジの 樣な廢 物利兩 の 下等な 
食物が 或點 から 獨 逸の 食物に 對 する 考を 代表して ゐ ると 言 
ふても ょい。 凡そ 世界 各 國中獨 逸 程 ソウ セ ー ジの 種類の 多 
い 國は あるまい。 大小 長短 精粗 小指の 様な 可愛らしい もの 
も あれば 生々 しいと ぐろ を卷 いて 隨分氣 味の 惡いの も ある。 

然し この 實益 一方で 美と か 色と かいふ 考は 微塵 もない、 
ソウ セ ー ジに さへ、 之に 親む で 來 ると 一種の 捨て 難き 野趣 
あるを 覺へ 、特に 東洋 特有の 俳味 禪味 とい ふ 種の 興趣を 發 
見す る ことになる。 獨 逸の 奈 良と 稱せ らる乂バゾリャの古 
都 二 ュ ルベル ヒに 遊びて 古 寺院の 側に ある 純 中世 式の 酒店 
を 訪ひ 、昔 その ま、 の燒 ソウ セージ の 一皿を 味 ふとい ふこ 

规味の 食物と 實 用の 食物 


とに すると 此 野趣の 外に 歷 史的の 深い 懷想 に墮る ことが 出 
來る 、現代の 背廣を 着た 人が、 宛然 平民 詩人 ハンス ザック 
スや 大畫家 アル ブレヒ ト 、ヂユ ラ ー の 古い 時代の 中世 人と 
なり 濟 して 一杯の 黑ビ ー.ルにー旦ソゥセージを味ひ 自 If 車 
を 飛行機を 全く 忘れ 得る。 

此 野趣を 中心とした、 獨逸の 食物に つき 興味を 感じた ニ 
つ 三つを 思 ひ 出る ま X に、 書いて 見る。 先づ期 節で あるか 
ら五 月の 食物に 關 する ものから 感想し よぅ。 ワグネルの 歌 
劇 タン ホイ ゼ ルの 中の 五月の 歌に ある 如く、 獨 逸の 五月は 
實に 美しい、 此 百花 繚亂 として 野に 芳草 茂り、 林には 佳樹 
の綠冼 ふに 似た る裡 に、 マ イボ ー ル卽ち 五月 酒の 味は 如何 
にも 優雅で 面自い 。獨 逸人が 五月 一日に 現代的な 盛な 勞働 
者の 示威運動 や靈な どやの 目まぐるしい 側に、 五月 酒の 
如き 如何にも 長閑な 趣味の— ものが 樣 々殘 つて 居る のが 
面白い。 五月 酒を 作る には 葡萄酒の 淡い のを 用 ひる、 モー 
ゼル 製の 白酒が よいと して ある、 之に 秒 糖を 加へ て その 中 
に ワルド マイ スタ ー ( 學名ア スペル ラ、 ヲド ラタ) とい ふ 
多年 生の 芳香の ある 藥 草を 浸す ので ある。 この 草は 日本の 
防風の 樣な 形を した 可愛い 奇 麗な草で花の咬く—に特にづ某 
に 香が 强 いから 此時 之を 採取して 右の 霞の 中に 十分 か ニ 
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ょりも寧ろ學術文藝の方面に彼の眞骨頂を理解する人々が 
多い 樣だ 。此點 も 亦敎界 に 於て 獨步の 人と いふて ょい。 

彼は 幾多の 眞 友を 有する と共に 亦 多少の 敵 も ある 1 だ。 
支那 人は 水淸 ければ 大魚 なしと いふた が、 世間では 强て彼 
の 缺點を 求めて 過 情で ある こと \ する。 惡を僧 み、 爲 を 忌 
み、 醜を 嫌 ふことの 彼が 奇麗ず きの 性格が 自然に 直情 徑行 
を 生ずる に 至る ことに 兎角の 批評を する。 實に 彼は 直言 直 
筆、 不都合の 點は厭 迄 も 追求せ ねば 止まぬ。 彼には 惡に對 
し僞に 對 する 寸分の 妥協 性 もない。 醉ぱ らい 僧正、 呑 助 上 
人に要し寬假なく痛棒を振ふのも之が爲だ。敎界の腐敗 
墮 落に 憤りて、 成立 宗敎に 三下り半を 渡して 居る の も此處 
だ。 然し これは 缺點で はなく 寧ろ 彼が 眞 骨頂 だ。 今の 吾國 
は餘 りに ^ を 納れ li と 合 ひ 醜と 共に する に 急 だ、 淸濁井 
せ 呑む ことは 大で あらぅ が、 世を 擧げて 濁流を 同化し、 腐 
れ 水と 化合し、 相 率 ひて 御齒黑 溝の 腐 臭に 甘 じて 其 本分を 
忘れて 居る。 此 傾向は 特に 敎會に 於て 甚しい 。主 _も なく 
節操 もな く、 主張 もな く、 目腐れ金に 身を 賣 り、 糞の殳 こ 
も 立たぬ 事と 呑氣な 蠢動の 醜 さを 示しつ \ ある 所謂 大小の 
政治 ^ 、 hi 共 各宗 幾多の 不良 老年 不良 靑年 は兹處 で 少し 吾 
が 米 峰の 爪の 垢で も服藥 したら どう だと S ふ。 
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◊趣味の 貪 物と 實 用の 食物 

趣味と 實 益とは 多くの場合 必 しも 一致す る もので な c が 
食膳に 於て は 趣味は 必ず 實益 で、 實 益の ある 所 必らず 一種 
の 趣味が 出て 來る ものである。 鰻の すきな 人が 其所此 所と 
庖丁を 試みて 廻る 中に 終には 之に 關 する 一種の 趣味、 詩 味 
俳味と いふ ものが 出る。 下等では あるが 居酒屋に 簡單な 外 
理に も屢 行く と 亦此言 ふべ からざる 心の 味が、 舌の 外に 見 
られ る樣に なる。 

印度の 古い 經 典を 見る と、 可成に 食物に、 就きて 注意 も 
し 訓誡 もして あるが、 趣味と 實 益の 問題に 關 しても、 相當、 
の 硏究が 盡 されて 居る。 食物の 最上の ものは 必ず 色 (色彩 
と 形狀) 香と 味との 三つが 完全に 具備して 而も 調和を 得 
たもので なければ ならぬ とする のが 印度に | 般の 定めで、 
斯の 如き 食物で なければ 宗敎 上の 供養 品と する ことが 絕 fit1 
に 出來 ぬと して ある。 これな ど 食物 趣味の 最も 高尙な もの 
で 藝 術の 制度まで 踏む だものと も 云へ ょぅ。 食物の 効用と 


人を 喜した の だと 考 へられる。 邦人は— り アスパラガス 
に 就いては 趣味を 感ぜぬ、 寧ろ 新 芋 や 初 茄子 程に も考 へて 
居らぬ。 然し ゲ 1 テの 詩が讀 まれ、 獨逸 文化の 了解が 深く 
なる につけて アスパラガスを 大王と して 味つ た大 詩人の 食 
物 趣味 も 漸次に 研究され ると こと \ なる だら う。 

® 逸の 夏の 食物に 就きて は 管々 しきを 略し、 秋の 田園 a 
味が 最も 豐で 野趣の 充分な 食物 一つ 序に 記して 見ょう。 そ 
れは新酒と栗だ、葡萄酒が純粹の精酒とならず、また_酵 
しつ、 ある 期間の ものを 之を 新滔 とい ふの だ、 丁度 日本の 
ドブロタと いふ 所で あら ふ。 時々 味が 變 つて 行き 混濁の 葡 
萄 ;+ が ブツ^^ 沸騰し つゝ あるのを 田舎の 酒場で 燒栗で 飮 
むので ある。 芳烈で 甘味は 充分 だが、 飲み過ぎ ると 苦しい 
もの だ。 都會で も 之が 出る と 「新酒 あり」 など \ 有名な 朝 
理屋 でも 震を 出す。 秋雨が しとしと ゝ降 つて、 木 葉が 雨 
の 如く 散る 所 寂しい 田 舍の滔 店に 搰を爐 中に 投じつ 新 
酒と 栗と を賞爾 する 興趣は 禪味も 充分 俳味 も 充分 だ。 

埒 もない 走り 書を してもう 止めたい が 秋まで 來た から、 
序に 冬の 變 つた 獨逸 料理を 一つ 書いて 御 仕舞と 3 1: クフ r! 
スマスの 七面鳥は 誰れ でも 知って ゐるが 、獨 逸の 胡椒 兎 
の 料理を 平 氣で食 ふ 邦人は 一寸ない。 況んや 之を 賞味す る 

趣味の 食物と 實用の 食物 


に 至つ ては 日本の 鹽 カラ 同樣餘 程の 通人で ない と 出来ない 
こと だ。 胡椒 兎の 製法は 兎を 一羽 (日本風に) 購 って、 之を 
その ま \ 物干 か 何に かに 吊つ て おく こと 二週間 位、 兎肉は 
稍 腐敗の 臭を 發し蟲 などを 生ずる ことがある が 關はず 置い 
て、 肉が 黑 色を 呈 する 時を 見計らい 之を ブッ 切に 料理して、 
赤葡萄酒と 最上の バタ ー で 煎る ので ある。 勿論 隨分猛 烈な 
惡臭が する から 多量の 胡樹を 加へ るので あるが、 それでも 
中々臭いものだ。拔て出來上った御料理はと云ふと赭黑色 
の r ロ< した 汁の 中に 形狀も 何もない 兎肉が ブッ 切に 骨 
と共に 入って ゐ る。 其 臭は 隨分惡 いが、 肉が 一 兄 腐の 椽に軟 か 
な ことと 汁の 一種の 甘味を 帶び たこと など 特有の 美味で あ 
る。 印度 式に 云 ふと 第一 色彩 形狀が まるで ドブ 泥の 中に 瓦 
礫を 投げ入れて 攪拌した 樣で 而も 第二に 其 香と 来たら、 チ 
1 ズの臭 ひょりも 忍び難いの だから 無論 落第の 食收で ある 
が、 然し 鹽カ ラに 美味と 嗜好と を 持っ 東洋人は この 特殊の 
冬期食物にも相應に趣味と賞爾とが出來ると思ふ。妒〔しこ 
れが實益の方でどの位衞生上の價があるか、之で所請美容 
勢力 壽命 快樂材 能の 五大 實益が 果して 擧 げられ るか 否かは 

專 門の 學 者の 敎を乞 ふ 外道は あるまい。 

(大正 十一、 五、 料理の 友〕 
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十分 浸漬 する ので あるが、 日本 や 支那の 桃の 酒が 惡鬼を 遮 
くる 功 能の あると 同じく、 此五月 酒は 魔女の 阻 や 惡 魔の 害 
を 遮け る ことして 家庭では 之を 喜んで 之を 用 ひる。 富める 
家では 古風な 銀製の 酒壺に 麗 々しく 之を 納めて 外銀內 金の 
匙な どで 之を 客に 薦める。 酒の 味、 習慣の 古風 何とも 言へ 
ぬ 興趣を 生す る。 

.五月 酒に 添へ る 料理は クリスマスの 鵞鳥 や、 復活祭の 卵 
の樣に別に定って居らぬ。然し御國風にサゥセージの上等 
の もの、 例せば フ-ク ハセ ンリ クフ ル ト 製の ものに 山葵を 添へ て 出 
す ことが 屢 々ある。 酸 菜に 蒸 豚な ども 多く闬 ひるのを 見る。 
上流の 家庭になる と、 鵞鳥の 肝が 出る。 この 鵞肝に 就きて 
は 多少 吾國 人に 耳新しい 點 もないでも あるまい と 思 ふから 
一寸 書いて 置かぅ。 

質素の 獨 逸人の 間に 此鵞肝 丈は 馬鹿に 贅澤な 食物で あ 
る。 それ も その 害、 これは 元來ア ルサス 州が 怫領 であった 
時分、 ストラス ブルダの 名物であった のを、 同 州が 獨逸に 
取られた 後 も その ま \ 名物 繼續 となつ たからで ある。 今は 
frr 列が また 怫國 に復歸 したから、 この 奇妙な 名物 もまた 元 

通り 创國 名物の 一とな つた。 食物 一つで も考 へる と 國の興 
亡が 見られて 面白 ハ。 
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鵞 肝を 製す るには 先 春の 初めから 健康な 鵞鳥を 飼育して 
之を 籠に 入れて 少しも 運動を させぬ 樣に して 食物 丈は 1 A 富 
に 運む で やる。 食は ぬ 時は 嘴を 開いて 無理に も 玉蜀黍 や 其 
他の ものを 押し入れる、 此食餌 には 大分 祕傳が あると 聞く。 
力く する こと 凡そ 一年、 冬になる と 鵞鳥 肥滿 して 籠から 出 
しても 飛行 も 出来ぬ 程になる、 年を越して 四月 頃になる と 
此飽滿 した 可憐な 動物は 其 腹を 割かれて 肝を 取られる の 
だ。 肝は 此 一種 ロ傳の 飼育 法で 頗る 大きく 且つ 白玉の もの 
が 出来る。 之を 截 割して 出しても 汚點 のない 白玉の 様な の 
を 最上と する。 之を ハス テー 卜に する か罐に 詰めて 王侯. ^ 
人の騰に上すのである。鵞肝に最良の葡萄酒とい/ (±* 歐人 
特に 佛人が 最も 通と し、 且つ 贅 とする ものである。 隨て價 
が 頗る 高い。 料理屋で 鵞肝が 少量で も 出る と 支那 料理の 燕 
. 巢と云 ふ 格で 非常に 客が 珍重す る もの だ。 日本では まだ こ 
んな 複雜な 寧ろ 慘酷な 製法の 食物は ない 樣だ。 

五月を過ぎるとアスパラガスが南獨の名物として盛に市 
場に 出る" フランクフルト 附近は 特に 此 蔬菜で 名高い。 大 
詩人ゲ I テは 非常に アスパラガスを 愛用して 之を 蔬菜の 大 
王と 費した 程 だ、 ゲ ー テの 此 蔬菜を 愛した ものは 其 優雅な 
味の 外に、 高尙な 色と 香が アスパラガスの 特色と して 大詩 


◊香港ょ リ 

五月 五日、 橫濱を 解續 以來 、日を 經るこ 
と 十 有 二日、 船 內 世と 相 去る こと 遠く 淸閑 
の 天地 自ら悠 々として 聊か 道念を 養 ふに 足 
る、 I 瞥 すれば 窓外 浩渺 として 碧 波 蓠浪、 
時に S 浪 の船體 を搖が 十 •秋の 葉の 如き あり 
と雖 、四海の 風波は 肖ら 此處に 影を 潜め 滿 
船の 乘客 兄弟の 如く 日に 談笑 和樂洋 々焉と 
して 小ユ ー トビ ヤ ( 極樂淨 土〕 の感 あり 眠 
食 放談に 日を 暮らし 時に慚 愧の感 なきに あ 
らず 

佛陀 の冥祐 と諸老 宿意 念の 力とは、 此十 
有 二日の 間、 玄蒗灘 の巨浪 も臺灣 海の 風 伯 
も 其 威を 逞する あらず、 最も 靜隱 にして 安 
眠の 裡に 通過し、 今は 香港 埠頭の 遊子と な 
るに 至れり、 出帆の 日は 皐月の 五日に して 
水 天 宮の賽 日たり、 船の 名は 讃岐 丸に して 
海上 守護の 神た る 金毘羅に 緣 あり、 航海の 
前途は 萬々 歲と 水夫の 歌 ふを 聞く も 亦 これ 
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乘船 者の I 興 事たり、 香港 灣 中に 投錨の 後、 
速 かに 上陸して 處々 を遊覽 し、 時に 店頭に 
入りて 船中の 必要品 購求す る ありたり。 

當 港の 事情は 屢々 、新聞 雜 誌の 通信に 上 
り、之を報道するも、陳腐に屬するを免わ 
ず、 然りと 雖も當 港の 經 1 者た る英 人が 敢 
爲の氣 象に 至りて は、 洵に欣 慕の 至に 堪へ 
ず、 突兀 、海面を 壓 して 聳 ゆる ヴィク トリ 
ヤ 峰頭に 於け る 兵營の I を觀菌 する も 驚歎 
の 至りに 堪えず、 其 他 道路、 水道、 運輸、 
等、 整備して j の 間然す る 所な し、 渺たる 
香港の I 埠頭に して 此の 如し、 本國の 隆盛 
思 ふに 餘り にあり、 東洋の 牛耳を 取れる と 
稱 する 帝 國と雖 も、 尙ほ 彼等の 後塵を 拜せ 
ざるを 得ざる を 想へ ば 心中 無限の 感慨な き 
を 得ず、 其 蛇 然として 雲表に 冲 する セント 
ジンの 高 塔に 對 して、 基督教の 威勢が 斯る 
强建 牢固の 精神を 養成す るに 力 あるかを 觀 
じ、 夫の 牛. の 如く 馬の 如く 轎を荷 ひ、 人力 
車. を輓 く 支那 人が 福祿 延壽前 に 叩頭して 利 
己私悠 の 外 I 物を 存 さざる ものと 對 比し 
て、 其宗敎 思想の 關 係に 想到し 空想に 耽け 


る こと、 之を 久ふ す、 上陸の 時、 乘 りし # 
船の 持主は 小 蒸 汽船 數艘を 有する にも 拘ら 
ず、 自ら 濯を 行い 艢を 繰つ り 可憐なる 最愛 
の I 女 一男を して 蓬 頭垢 面、 尙勞 役に 服せ 
しめて 其 食を 作る に 吸々 たる 感ずる に堪へ 
ず、 此の 一 船には 支那 人を 代表す る 好個の 
模型と する に 足る か。 

夫のピ ー クトラ ムウ ヰ，- (三百 尺の 急坂 
の 上に 電力を 以て 曳き 上る 香港 奇觀の 一〕 
にて ヴィク トリ ヤ 山の 第 I 峰に 上り、 四面 
環々 たる、 烟 波の 間、 層々 の樓閣 、重々 の 
巒 、參 差重疊 し、 鏡の 如き 海上、 巨船 大舶 
稻 麻の 如くに 列り 輕舸 小船 矢の 如く 馳 する 
こと も 恰も 一大 パノラマを 展開した るが 如 
き、 中に 立てば 脚邊の 白雲 漸やく 深く 水 光 
山 色隱見 明滅す ると ころ 九 龍の 半島 指呼の 
間に 迫り、 備灣の 風光 掏すべき 絕 好の 風 影 
實に 『如 此 江山 附大 洋』 の感 、滂 然として 
發生 する を 覺 ゆ。 

市街の 狀況 煩く 報 導す る 必要な きも 歐米 
の 紳士、 骨格 逞しき 印度人、 英 人の 巡査、 支 
那 人の 行商、 日本の 婦人な ど 絡 繹旁 平して 
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上 似の の 顧に々 しにず 大所 實會の 
下不 みあの 經に也 於、 や、 なを 前 
せ能而 り榮綸 伴、 て 要、 而る迎 な 
しのし、 にの 隨予 、之 潮し 宗 へり 
め 予て 顧酬 萬す 輩實 、勢て 運、 き 
て 輩 諸み ゆ一 るが にこの 之の 年、 

* を君來 るを に此 光の 急に 進を 再に 無て てを 如く やん 別 恨て 
延 しがれ の 補足 間 榮旣や 伴 步閱來 見 顧 限 流去以 し、 其む をの 春薰 
てて 寛 ば 道 翼ら にあ 住、 ふは す 第へ みの 水ら て、 其來 と敬景 光風 
以惡洪 唯、 すず 於り 五 亦て 實る ニし れ感 にん 來而 去る す 愛 物將漸 
て 筆の、 洵 る、 て、 年玆起 P 五 臨は ばを 隨 むりしる、、 なのに く 
今を 雅無 にを 爲盡 名は に伏线 、時、 予如 ふと、 て や 艷感る 中 去 至 
日 弄 懷限以 得すす 譽淨贅 洶彗此 會實輩 何 所す 其予 、麗夫 諸にら り 
にせは のて ず 所所 あ 土 說湧芬 間を にの せ、 落 去 輩 風の 如 君 あん 紅 
至し 此慚缺 、のはる 宗 すせ = に 經彼來 ん鳴芙 るの 光罜 何のり と 紫 
りめ の 情 焉諸も 宗時經 るし f 於、 第り。 呼 縮 亦 来の 益ぞ前 てす 老 
し 愚 如 之た 君の 運 期綸を 波く け 第三て 予紛慚 る 優’ やに予 、ひ 
を 論き あるが はの なの須 瀾 知る 一公 諸 輩と を や 亦が、 致 輩此盡 
思を 不る も愛實 際り 上ゐ のる 着 宗會君 がし 以慚 此如舂 さは 多し 

を や 玆至も 也を 哀を や盡 しぎ 於言步 のし 心を 過 凡 窃年あ も 也 ふ 
表、 に誠此 、得 情 加、 しとして 隻主 和て に 毀ぎ 情に、 り、 予。、 
す豈 於の一 そんを ふ予 たす もは 辭義 協敢 於る 德俗自 論、 自輩 更 
る 其て 友 局の や憫る 輩る るの、 と、 是 てての を 慮ら 拙 卽らが に 
に知豈 愛部讀 、むにが にも、 淨雖嚴 予恥公 過 毁其慚 と 公信 無 亦 
淚己 去を 四者淨 で至陋 於、 犬 土 力 然輩づ に > ふ 筆恥雖 正ず 能一 
なと る予 千は 土而ら とて 犬馬 敎 めた 全る 焉 或た 絡な、 以 、は 層 
か 同に 輩の 僅敎 しし 拙、 馬の 報て る 力なた は 罪の き 言て 唯自 の 
ら情 臨に 讀に 報ても と 豈は勞 は 怠 精を きる 亦 其 橫を陋 道此ら 慚 
むと み 有 者 四の 然 のに 憫自は 予ら神 擧なも 免遺抹 諸と を 他 信 恥 
やにて せは 千範 りは 關 むら 大輩ざ 的げ りの る 漏 縱君雖 盡一ず を 
、對 一ら實 內圍し 或せ ■ベ、 宗 がり 方し、 はべ 錯 塗に、 すの、 益 
豈し 滴る に 外は にはず き 犬に 半し 針處 信、 か 誤す 公此 に自予 さ 
此て のる 深に、 非 諸し 所 馬 於 生 所、、 仰 終ら、 る 言 事 あら 輩 ざ 
眞滿淚 も 厚 過實ら 君、 なのての 也是 着の 始ず人 所せ にり 大が る 
知 腔な のの ぎに ぎが 愛し 至 補 心、 予 實振佛 、を、 ん 至、 に 至 を 
己の か、 同ず一 る予 顧と 力 ふ血此 輩な 作祖 而傷矯 とり 旣 信ら 得 
と 感ら予 情、 局な 輩の せを 所を 點 がる 一に もひ激 すて 往ずざ ざ 
相 謝む 輩と 而部 きの 號む竭 な 灑に片 進 宗對衷 事に、 は 五る る る 

幸 對つ認 君 後な こり 也る は 開て な 筆 堅と てな 君 にらて る宠別 
にせ も む に 三る と、、 多、 陳 、し、 忍欲靑 すに 北 揣渺を 輩猊る 
大む大 る 接 月 諸、 こ予大 實せ來 、識不 す 民 所 捧歐ら 々許の 下に 
宗 、慈の し 已君豈 の 輩の にんり 今の 拔 g 原、 ぐの ずた さ 勸大の 
ハの 鳴の 快て 降、 無備 が罪予 とて や 卓の 墨 君而る 天、 るず 誡命離 
明 爲呼光 あ、 予希上 技 華 f 輩 欲 諸 吾拔志 f をし 吿に 留微 、警の 別 
治に 諸 明る 舊 輩く の景な 贖が す君敎 、、呈 諸て 別發學 身玆策 重の 
三 健 君 中べ 好は は 光々 く $ 旣 、の 報才純 i 君 之は せのを にはき 涙 
三 在、 にきを 天 大榮た 鳥に 往 同前の の 潔 言: にと 實む大 敎於猥 はな 
PT； な こ 於也予 外法に るな rg 五 君に 爲周正 3 推 共に と任學 てり 辭か 
H れ のい、 輩 萬の あ果 く；^ ヶを 其に 到大苦 薦に予 すを のかに すら 
廿や 淸て歐 が里爲 ら實、 $ 年薦光 蒲、 の 學す亦 輩、 負爲薄 安る む 
五、 淨は雨 故にに ずを 荒〗 間む 炎 柳一 行 十る 予の去 ふに 力を にや 
、吿歡 旦米鄕 あ 健 や諸凉 と、 る-萬の も、 歲の輩 至る て 捧駑偷 地。 
淨別喜 暮烟淨 り 在、 君の 信 諸 所 丈 病 間掾の 光が 大に 五げ 駘 みな 
土。 光 諸 萬 土て な 鳴に 闌ず 君以 の軀然 大親榮 後の 臨月、 にて く 
敎 の 君里敎 時れ 呼 贈 光る にの 言を す莊 友を 任 光み 五實勉 引、 

報 中と を 報々、 敬ら 間 も 負も議 呵る嚴 、得と 榮て 日に 撻退內 
り に 相 隔に諸 却 愛ん よのへ のをし 處の 其む しと 諸將自 しす 外 


有ち て 馬を 驅り 重を 荷 ふ 馬來人 印度人 あ 
り、 支那 人 あり、 暹羅人 あり、 此間 ラフ ッ 
レフ レース の 角店に 日本 品を 手 廣く買 ふ宗 
商 會の外 二三の 會社 ある 外は 實に淚 を 洒が 
ざるを得ざる可憐の婦人のみ。五百の同肥 
中 其 三分の 一は 醜業婦な りと 聞か ば 誰か 惻 
然として 又 慄然と して 更に 吾 國の爲 に 慨然 
たらざる を 得ん や。 來れ 本島の バレ ー ロ ー 
ドに 來 りて 光景を 見ょ、 連ぬ る 軒は 悉く 此 
可憐の 同胞が 靈を失 ひ 肉を 賣 りて、 臭骸を 
南天 炎熱の 下に 露す ものを、 淚は實 に 彼等 
の爲 めに 流汗と 共に 酷な りき。 

宗教の 一 班は 新 敎に聖 、アンド リュウ 敎 
會 あり、 一八 六 一年に 建立せ らる 、ゴシ ッ 
ク 式の 本堂は 小と 雜 も威嚴 あり、 此 他の 4 
敎會亦 少なからず。 アル メニ ヤン 派に 聖グ 
レゴリ ー 敎會 あり、 舊敎は セントべ ー タ 
1、 ハウ ル、 ジョセフ 等の 敎會を 有し、 猶 
太 人の 會堂囘 敎の會 堂亦存 し、 シゾガ ポ ー 
ル 河邊 には 支那の 會堂 あり、 道佛 混合の 宗 
敎的標 式を なせり。 而して 吾國は 西本願寺 
の敎會 堂馬來 街の 大 通路に あり、 閑雅の 小 

新 嘉坡 より、 づロン ポょ石 


敎會 、傍ら 日本 子弟の 敎養を 行 ひ 日々 學校 
を 開き、 夜學 ありて 靑年及 醜業婦を 敎 ゆ、 
毎週 兩囘 敎會 あり。 兒 童の 校に 上る もの 三 
十、 同 島の 日本人は 皆 其 信徒な りと 云 ふ。 
主管は 佐々 木 千里 師に して 師は 濠洲 及 印度- 
にあり乙人、今や勵糈開敎に從事す、前途 
大に 有望な らん。 此他曹 洞の 釋種梅 仙師あ 
り 市街ょり 七 哩を隔 つる 日本人 墓地に あり 
て 接 心し、 主に 民間 布敎 に盡 す、 居る こと 
五 年、 道 力 頗る 重し と、 訪はん と 欲して 時 
なし、 信を 佐々 木師に 托して、 其 安き を 問 

へり。 

學 校は ラッフル ス敎 校、 クリス チヤン 兄 
弟、 英淸學 校、 ラッフル ス女學 校 等 あり。 
二三の 校 舍を墻 外ょり 望みて、 其 稍 完全せ 
るに 感ぜり。 圖書 館は 博物館と 共に 有名な 
る 植物園を 去る 五 丁の 所に あり。 古物 學の 
資と すべき もの 少なる は、 失望せ しも 爬 
虫類、 龜屬の 珍なる ものは 吾國 にて は 蒐集 
因 11 なる もの 多し。 圖書 館は 一 萬 八 千卷計 
りの 小 ライブラリ ー なりと 雖 、博物 學の書 
に付きて は垂诞 すべき もの 多し、 吾が 携へ 


し、 英譯大 乘佛敎 大意 三部は 永く 此館 中に 
留りて 十 年 百年の 間 多少は 結縁に 法 益を 得 
る もの も あらん。 

植物園な どの 事は 荻原老 兄の 通信 悉しけ 
れば兹 に 筆を 擱 かん。 管に 臨みて 長 程の 
航渡も 大悲の 恩 光 中 事な く玆に 其 三分の 一 
を經 過せ しを 感謝し、 炎々 たる 印度洋 中の 
酷熱 も、 淸淨 光明の 中 平和と 歡喜 とか 以て 
終らん と 思 ふ 更に 眼り なき 感謝の 情なき を 
得ざる なり。 

二十 四 B 讃岐 丸に て 新嘉坡 タイ ムスを 
讀み て英 國女皇 八十 ニ歲の 誕辰 祭の 盛 
に擧 行せ ら る、 を 見つ \ . 

(明治 三十 三、 六、 淨土敎 報) 


◊n  P ンボよ y 

拜啓 、船は 彼 南を 發 してょり 雨 日の 間蜒 
々たる 馬來 半島を 右舷に 望み、 次て スマ ト 
ラ 鳥を 左舷に 見た る 後は、 漂渺た る 印度洋 
の浩濤 大波 も 幸に 夢 驚かず 五月 三十 一日の 


候 V 北方 佛敎 の慧に 走りて 成定共 に 緩なる 
は悲 むべき 極に 候へ 共、 南方佛 ■敎の 丸き り 
慧を 度外視す る も、 最大の 遺憾と 存じ 候 南 
北 佛敎の 調和と 申す ことは 無論 書生の 空論 
には 可 有 之 も、 世 舁的潮 勢の 斯く迄 注 溢し 
来れる 上は 何れの 時 か、 馬 鳴龍樹 、天台、 
賢 首、 空 海、 法然を 起す の 時は 可 有之歟 と 
竊に 嘆を 發し候 も 例の 癖に 候べき 歟、 アヌ 
ラダ ブラ 其 他摩訶 洹沙 にて 承知の 靈 地は 時 
間 も 金 も 無 之 先 づは歸 りと 仕 候。 

サハレ 錫 蘭には 本宗 ょり 常に I 名 位の 留 
學 生を 置く 所は 必要に 可 有 之、 I 年壹酉 
留 、卽 七十 圓も有 之 候へ ば 充分との 事に 付 
篤志 者の 進んで 出 でん ことを 希望 候、 米國 
の. 英國 のと 哲學や 何 かの み 吾 徒の 硏むべ き 
ことには 無論 無 之 候。 

何やら 面白く も 無 之 亂筆是 にて 御 仕舞と 
可 仕 候、 長途の 航海 も旣に 半を 過ぎ 三 週の 
後には 佛 都巴黎 ょり 御 通信 可 仕事に 可 相 成 
と 存じ 候宗事 目下 如何 相 成 候 や、 定めて 闔 
宗和協 益 堅く 宗運彌 隆盛の 事と 三千 里 外の 
孤客も竊に歡喜仕居候、草々 

日想觀 樓雜感 


C 明治 三十 三、 七、 淨土敎 報) 

◊日 想觀 褸雜感 

吾が 南 獨の僑 居は、 ® 向の I 室で、 大學 
植物園の 枯池を 眼底に 瞰下 し、 枯樹 千木 重 
な o 合へ る 中、 天文 臺と理 化 學の敎 室と を 
隔て、 遙に j 百 四十 メ ー トルの ミユゾ ステ 
ル大高 塔を 雲霧の 間に 望む ので ある。 太陽 
が沒 する 所が 宛 かも 塔の 右側に 當 るので、 
夕 空の 美は しさは 畫 にも肇 にも 及ばぬ 美觀 
なの だ。 紺紫靑 白色々 の 雲が 綿紋の 如く 大 
空を 彩る 間に 屹 然として 立てる 古 塔は 黃金 
の 光に つ X まれて 何とも 言 はれぬ 崇高 美妙 
の感が ある。 そこで 吾が 樓を日 想 觀樓と 命 
名した の だ。 —— 借 得 耶蘇 天主 塔、 觀來樂 
刹 妙莊嚴 、乃公の 兵法 此の 如しと でも 申さ 
ぅか。 

朝から 晩まで 古梵經 を讀む 外には 用 もな 
いので、 之と 言 ふ 珍談 奇話 はない のに 限 
つて 居る が、 眼に 見 耳に 聞く ことの 數々 


は > 遠来の 孤客に 取りて、 どんなに 感情を 
起さす だら う。 況して や、 東亞の 風雲 暗澹 
たる 此日頃 むら  <と心 頭に 湧き出 づる閑 
煩惱 は、 あ \ 止めても 止め _い ことで あ 
る。 

獨逸が 目下 列國の 間に 占めて 居る 勢は ど 
うじ やろう。 言は ずと も 諸君の 方が 疾に御 
存知の 箬だ 。また 其 商工業に 於け る實 力が 
着々 英米を 凌ゐ で、 至る所に 破竹の 勢で 富 
の 世界に 恐るべき 一種の 威力を 振 ひつ、 あ 
るの も、 一寸 橫濱 や、 神戶で 御覽で も、 直 
ぐ 分る だら う。 そこで、 此 素因は 何に 歸す 
る だら う、 I 寸考 へる 價値は 確かに ある だ 
らう。 

日本の 文明は 三十 年で 長足の 進步 をした 
とて 歐洲 人は 隨分膽 を 冷して 居る 族 も ある 
が、 獨 逸の 威勢が 世界に 知れて、 其 商船が 
谷 國の 港を 橫 行して 來 たの も、 普佛 戰爭已 
來 のこと なの だ。 どうして こんな 大進步 を 
したの だら うと 云 ふ 丈が 酹暮 なので、 夫れ 
は敎 育を 盛に した 結果な ので、 獨逸と 云 ふ 
と、 あ、 學問 かと 云 ふ樣に 非常に 學問 を獎 

四 ニ 


感懷隨 筆 

夕、 海 天 漸く 暮色に 滿ちた る裡 、初めて 錫 
蘭 島を 認め、 六月 一日と 云 ふに 初めて 哥倫 
坡 港の 風光に 接し 候、 港内 築港の 壯は 言は 
ず もがな、 碇泊す る英獨 露の 軍艦 尚 船の 
中、蘄然として四本樯の大艦高く旭日旗を 
掲げ 候 吾 船 なれば、 心地 實に 宜しく 御座 候。 

錫 蘭と 申さ ぱ 日本佛 敎 徒の 至りし もの 今 
迄隨分 多く、 見聞の 記事 も 乏しから ざる 事 
に 候へ ば、 一々 市街 其 他の 事は 不申上 候、 
小生 も I 日は 有名なる 善 吉祥 大僧正の 宿坊 
マリガン ダ 伽藍に 杖を 曳 きて 幸に も 皎髮仙 
顔の 道容に 接する を 得、 又 日本 僧釋 戒寶師 
にも 面し 二日は カン デ ー の佛牙 糈舍に I 日 
の 長旅 行を 試み 候、 僧正 今年 七十餘 近來少 
く 病める も I 百 五十 名の 僧侶を 一 熏陶 して 日 
々梵語と 巴 利 語の 講筵を 開き、 暹羅緬 旬ょ 
り留學 する 實に 盛に 御座 候、 樓 上に經 藏あ 
りて 三 藏の梵 莢を 安 じ 又圖書 館の 設 あり 
て、 佛 敎に關 する 圖書を 集め 候、 小生は 英 
譯大 乘佛敎 大意 二部を 寄附し 大衆に 鑑蓮社 
の 阿伽陀 藥其 他を 供養 致 候、 行儀の 端肅は 
實に 感ずべき ことには 候へ 共 教化と 申す 方 


面には 何の感 覺も無 之， 或 人の 化石佛 敎と 
申し 候 も 尤と存 候、 其 他 研究な ど 申す 事は 
少しも 不致爲 め、 カラ 話しに もなら ず 候、 
乍 去、 日本 佛敎 徒の 或 人には I 目 此淸淨 の 
伽藍を 見せた くと 感じ、 隨て 身の 道 業 篤 か 
らざ るは 深く 慚愧仕 候、 目下 錫 蘭に あり 
て、 道 業を 修錬す る 僧伽は 
小島 戒寶 向山 亮運 (眞言} 島 家 仁 度 (天 
台〕 エ 藤敬愼 (淨 土) 

の 四 僧に て、 何れも 興然大 比丘の 弟子 分と 
して 向井 肺 外 ニ 名は ガ ー レに 小島 肺は マリ 
ガカ- 1 ダに 學を 修め 候 事の 由、 小鳥 師と島 
家師 には 面會 致せし も H 藤 向山 ニ 師は 不幸 
にも 面 會を得 ず、 護法の 赤 志 此の 如き 人 あ 
るを 思へ ば 隨 喜の 至りに 候。 

カン デ ーは當 港ょり 七十 哩の 地、 一千 八 
百 尺の 山嶺を 越へ て 行く 事に て、 道中 箱 根 
の 如く 高山 流水に 富み、 揶 陰欝々、 田 畦 あ 
り 茶園 あり、 水牛 山羊 至る所に 多く、， 奇花異 
草は 芳香を 吐き、 雲 雨脚 下に 起り、 淸風 面を 
撲 ちて 來るな ど、 汽車 中 瞥見の 奇觀 勝景 實 
に名狀 すべから ず 候、 佛牙精 舍は カン デー 
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湖水の 畔 にあり 地實に 幽寂 閑雅、 寺は 莊嚴 
美麗に て、 流石に 當 地の 日光と も 可 云 名所 
と覺へ 候、 當所 にも 東洋 圖書 館の 設け 院內 
に 有 之 候へ ば 同く 三部の 怫敎 大意を 寄附 致 
候歸途 車中怫 敎 篤信の 錫 蘭 紳士と 談 じ、 窻 
外に 見 ゆる 彼 處此處 の 殿堂の 由来を 聞き、 
某は 高僧 某は 巴利經 典の 達人な ど 承り 候。 

市街の 有樣 などは 格別 申し上げず、 例-一 
依りて 例の 如く 候、 甚督 敎は隨 分立 派の 會 
堂 有 之 カン デ ー の舊敎 寺院の 如く 非常に 宏 
犬の ものに 候、 其 他敎會 の、 至る所に 存す 
る、流石は手の屈きたるものに候尼敎の寺 
も 印度 敎の寺 も亦不 勘 候、 ベタ ー 湖水の 畔 
には 佛敎靈 智會の 活版 所 あり、 日本人は 屢 
々世 話に 相 成 候 事に て 小生 も 一 見し 講義 所 
付 屬の阈 書茧 に怫敎 大意を 施し、 二三の 小 
册子 を資ひ 受け 候。 南方佛 敎に 候へ ば 哿通 
人の 少しく 智識 ある ものは 英語を 自曲に 話 
すと 云 ふ 當 地なる に 係らず、 餘 程の 高僧に 
あら ざれば 英語な ど 話す ものは 無 之、 威儀 
嚴然 、知事に も 公使に も 頭 一つ 下げぬ 所は 
至りて 有難き も 智識の 卑 きは 驚くべき 所に 


信じなさい だから、 恐れる じ やない か" 佛 
敎の 方が 餘程哲 學的だ 』 な ど 云ふ體 が 先づ 
十の 八 九と 致して、 學者 先生は 哲學 だと 
か、 科學だ とか 新しい 議論で ドシ  < 、十 
字 架に 攻撃を しては 居る が、 まだ 其 根は 中 
々堅い もの さ。 之は 宗教の 實際的 事業が ど 
うしても 打破す ベから さる 力を 具へ 居る 力 
らじや ね。 

なる 程宗敎 に價 値が なから う。 神と 云 ふ 
奴、 惠を 施す どころ か 形 もない 空想ち やら 
.う。 じ やが 其價 値がない 宗敎が 、パン も吳 
れるじ やない か。 見離された 貧乏人の 對手 
になって 吳 れるぢ やない か。 病氣の 世話 も 
して 吳れ る、 小兒 には 智慧を 授けて 吳れ 
る、 これは みんな 神樣の 御惠ぢ やと、 和尙 
樣が 仰せ じ やない か 大學の 先生が 何と 云 ふ 
て も、 哲學の 書物に ド ー あらう とも 論ょり 
證據 、和 尙樣の 方が 餘程己 等に 有難い から 
不思議 ぢや ないか。-^  — 社會に 占めて 居る 
宗敎 勢力の 素因は 簡單な もの さ。 この 簡單 
な 所が 歐米 基督 敎の 生命な の だ。 

病氣 になる、 錢は なし 食物は なしと 云 ふ 

CQ 想觀 樓雜感 


所に比丘尼が來て溫ひ柔ひ手で親切に此話 
をして 吳れる だら う、 これで 動かぬ、 感ぜ 
ぬ ものは ない 喾だ 、時間 だ、 空間 だ、 大根 
だ 午蒡 だ、 そんな 小 理窟を こねまわして 
も、 實際 上、 人間に 對 して 親切 もな けれ 
ば、 涙 もない、 (あっても 出して 吳れ ぬ〕 哲 
學者學 者 先生は、 實際 上、 人間の 感謝を！ 文 
不知の 比丘尼と 爭ふ權 利は 先づ 無い 譯 さ。 

歐羅 巴では 宗敎が 貧富の 調和 者と なって 
居る。 貧民の 友人と なって 居る。 社會が 進 
むと 貧富の 度が 甚 しく 隔たる 樣 になる。 文 

明の 恩惠を 頂戴す るは おかねの ある 入と 計 
りと なって 仕舞 ふ.。 今の 社會 はどう も 悲し 
むべき こと だが コ ー なる から 仕方がない こ 
とだ。 そこで、 劣敗 者、 貧賤 者、 下層 社會 
に 敎育も すれば 慈善 もす る 生 產も與 へる と 
いふのは 宗敎 者が 先に 立たねば ド ー しても 
出来ぬ こと だ、 宗教の 信仰から 来ぬ とどう 
しても 箇樣な 崇高な 實行や 事業は 出来ぬ の 
だ。 哲學 者の 親玉 カントが、 やれ 神が 證明 
が 立たない とか、 靈魂が どう だのと 言つ た 
が、 ソソ ナラ、 實 行の 道德問 題は ド ー で 御 


座る と來 ると 先生 宗敎が その 根本と なると 
云は なければ なら なくなっ たと 學 者の 御 話 
だ。 日本の 今日ょり 將來を 推す と、 どうし 
て も 吾 黨の士 が 一膚 ぬいで、 社會が 健全の 
發育を 遂げる 爲國 家に 報 効す る爲 、是非と 
も社會 事業 や、 慈善事業に 眼を っけて 頂か 
ねばならない。 是が宗 敎の 社會に 尊敬を 受 
け、 價 値を 維持す る 根本な の だ。 

それから 公德 問題 だ、 時運の 進む のと 洋 
行歸 りの 人々 が 鼓吹した 故で も あらう、 大 
分 吾國の 言論で、 此 問題が 八 ヶ敷樣 じ や 
が、之は大に怫敎者が骨を折らねばならぬ 
所 だら う。 實 際の 所 歐洲に 社 會道德 の 進ん 
で 居る ことは 君子 國と 看板 かけた る 我國が 
恥 入る 外、 辯 解の 出来ぬ ことが 澤山 ある。 
少し 小僧には 出過ぎた 話し だが、 巡 敎師諸 
君な どは ド ーヵか X る活 問題 —— 國 家社會 
に 利益 ある 活 問題の 上に 眼を 注いで、 世の 
先覺 者と なって 戴きたい の だ。 佛敎 は利樂 
有情 じ やの 衆生 恩 じ やのと 云 ふ他敎 には 類 
のない 無類 飛 切の 社 會道德 t 公共 道 德の根 
基を 有して 居る では 御座らぬ かな。 
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感懷隨 筆 
勵 した 結果な の だ。 

獨 逸の 國 民と 云 ふと 有名の 節 儉な民 だ。 
ある 日本の 學士 が此 地に 来て r 獨 逸で 學び 
得た 有益の 事の I は 節 儉と云 ふ 事 だ。」 と 話 
したが、 成程 それに 相違ない、 それで 學校 
の 方は ド ー デ 御座るな、 何處の 都府に 行っ 
て も 壯麗な 大學が あって、 亦 世 思 知名の 大 
學者を 網羅して 居る ではない か、 玆處 スト 
ラス ブルダな ども 位置と 云 ひ、 建築と 云 
ひ、 大學が 市の 中心と も 云 ふべ. き 程に 見ら 
れ るの だ。 是が獨 逸の 今日 ある 所 由な の 
だ。 外交で も內治 でも 商工業で も此 樣に强 
犬な 根抵が あるから、 中々 勢力が あって、 
活氣が あるの だ。 佛蘭 西から、 此 地に 来る 
と 誰れ でも 人民の 英氣が 勃々 として 溢る X 
計りの 興國の 象が 眼に 映ず るの だ。 敎 育と 
云 ふ 奴、 實に 今に 始めぬ、 偉大なる もので 
ある。 

吾宗の 上下 もどう ですな、 上下 節約なる 
こと 獨 逸の 樣 にして、 敎 育を 尊重す る こと 
も I 番日 耳曼帝 國を學 むでは、 今の 僧侶 生 
活には まだ^^ 節儉 すべき 餘地が あると 小 


僧は 信ずる。 この 餘裕を 以て 今 I 層 完全の 
敎育 をして は 大層ょ からぅ と 常に 信じて 居 
る。 社會に 吾宗の 勢力を 振って どし < 盛 
に 進む で 行かぅ とする には 決して 外に 方便 
手段は ない の だ 然るに 伽藍 建立と か、 儀式 
制度と か、 ソン ナ こと 計りに 力瘤を入れ 
て、 敎育を 蔑視し、 虛位や 虚勢を 張りて 空 
威張に 外 計り 美く 敷か ざり 立っ る。 朱紫佛 
法、 伽藍 佛 法では、 それ こそ 垂死の 悲境に 
ある 東洋 二三の 國 家と 運命を 同じく する こ 
とに 相 成って 仕舞 ふは、 鏡に かけて 見る 樣 
だ。 

國 には 國の體 面が ある。 1 宗 には 1 宗の 
體面が ある。 列 强と云 ふ 御 仲間に 日本は 加 
入を して、 兵隊は 隨分赤 鬚の 膽を 奪った 
が" 學 問と 来る とま だ^-仲々 御談 にはな 
ら ない 樣な これて は 國家 としての 品位 體 面 
は 前途 尙遠 いかな だ。 一箇 人に 敎育 のない 
奴は 社 會に齒 されぬ 樣な もので、 國 として 
立つ には 夫 丈の 學問を 具へ て 居ねば とても 
馬鹿にされる ことを 免れない。 そこで、 淨 
土宗 とい ふ、 一宗は どうです な、 一宗で 候 
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として立って行く品格があるだらうか。體 
面が ある だら うか。 —— 吾 宗は敎 育を 偏重 
にす るの、 財政が どう だのと をつ しやる 方 
は先づ 、之から 御 答 辯が 願 ひたいて。 

僕 等 小僧ょ リもズ ート老 宿 方の 方が 御 承 
知 じ やらう。 德川 時代の 吾宗 だ。 葵の 御紋 
の 御影で 威張た の も あるが、 亦當時 吾宗の 
敎育が 新進の 勢 破竹の 如く、 學 政の 完美各 
宗 に拔ゐ で 居た のが、 其 品位 體面を 保有し 
た 至大の 原因 じ やと 私は 思 ふが、 ちがう か 
ね。 獨 逸に 来て 驚く ことは、 何處の 大學に 
行っても、 直ぐに 萬國學 生會が 組織 出来る 
こと だ。 御國 自慢で、 『フゾ 己の ヲク スフ オ 
ルドと ケン ブリデ 兩大學 にも！ 寸 .来なさい 
な』 など 言 ひたが る 英國人 も 居る から、 無 
論 佛人も 居る。 ロ シヤで 御座れ、 伊太 羽で 
御座れ、 ズ ー ト遠い 阿 来 利 加で 御座れ、 天 
津の 聯合 軍 その ま X の有樣 じ やな、 力、 こ 
れが 日耳曼 帝國が 御 鼻の 高い 所で 亦 威張ら 
れても 仕方がない 所な の だ。 

宗教の 實カを I 寸申せ との 事で 御座る 
か、 大學生 なぞに なると 一耶 蘇 敎は頭 から 


ト本 が讀 めた とて、 實際 的の 活動の ない 奴 
は 何の 役に立つ もの か。 

例の 面白 くもなく、 埒もな いざれ 言恥づ 
ぺき 至りで ある。 先づ此 位で 御 暇を 仕ろぅ 
かな。 あ X この ざれ 言が 諸君の 一笑を 買 ふ 
時には、 宗會も 美事 濟む で、 新ら しい 活氣 
が 宗門に 盈ち 滿ち たる 時 だら ぅか。 夫 外の 
孤客は 宗 運の 隆々 を遙祝 する のみ だ。 不祥 
の 結果 や、 退 縮 萎靡は 思へ と 言 ふたて ド ー 
したつて 思へ る もの か。 

(明治 三十 四、 五、 淨土敎 報〕 

◊濫讀 半日 (新著 批判) 

寒雨弈 々たる この 日曜は、 杖を 郊外に 引 
かむ 勇氣 あらず、 ヵル 一一 バル 祭は 明後日と 
して、 異形の 服裝 したる 男女は 階下を 往き 
つ 来つ ゝ此處 も彼處 も假裝 舞踏の 催 盛な れ 
ど、 之に 就かむ は 吾 稍老ゐ て且囊 底の 甚輕 
きを や。 いで 爐火 紅なる 所、 長く 雙脚を 伸 
ベて 一昨 着せし 日本の 新刊 書籍を 讀まむ 。 

濫讀 半日 


全篇の 糈讀は か、 る 時 固ょり 能くすべき に 
あらず、 繙き來 て 一 紙 ニ 紙 三 紙 五六 紙、 或 
は 開卷數 葉に 止め、 或は 中央 幾 節、 或は 結 
尾少 許、 手に 載せて 被き、 披く に隨て 濫讀 
す、 讀み而 して 心頭に 來 去した る條 々、記 
して 世の 讀者 人に 質す。 

〇 

待ち受けし 書の こと k て、 那珂通 世 氏 校 
訂 の元史 譯文證 補は 第 I に 之を 披 けり。 直 
に 感ずる 所 ニつ、 f は此 書が 豫期 したる ょ 
り價 値の 頗大 なりし ことにて、 33 版 者が 勞 
に 謝する， 感油然 として 生じぬ。 ニには 校 
訂者 が此 重要なる 珍書を 重刊 する に當 り、 
何故に 今少しく 讀 者に 親切なら ざり しやを 
靜 りて 校訂の 實が甚 乏しき もの あるを 憾 
むこと 深 かりき。 

此書 開卷數 頁、 著書が 本據 とし. たりし 阿 
剌比亞 、土 耳 古の 古書を 列擧 し、 次で 之を 篡 
述 したる 泰西 學 者の 名を 揭ぐ 、讀 者は 知ら 
む。 淸 人の 外 國名を 音譯 する 頗る 通 讀に困 
難なる もの あるを、 之に 羅馬字 若く は 假名 
を 付す るに あらず んば 、惑は ざる もの 果し 


て幾人かぁる。讀者は書中屢援引する阿剌 
比蓝學者多桑を(〖.0112011と判讀し得る 
か、 英人霍 渥 兒特の Howorth なること、 
獨人哈 木耳の Hammer なること、 豫め其 
名を 知らず む ば。 之を 了す る 亦 至難なら ず 
や。重邗者が少許の勞を玆に吝むは、讀者 
の憾 とする 所な り。 

淸 人の 著者、 簡淨を 好む や、 此書 にも 其 
癖を 示して、 泰西の 篡述 者の 名のみ を 掲げ 
て、 其 書名は I 切是を 略しぬ。 讀者が 之に 
緣 りて 參 照の 便を 缺 き、 硏 究の途 を妨 ぐる 
亦大な らずや 。校訂 者は 何故に 此缺 けたる 
を 補 ひて 脚註 若く は附 註に 之を 示さ ^ りし 

/to 

陸 氏の 序 中、 多 桑の 書が 英文な りし こと 
を 記す る も、 其 法文なる は 明なる 所、 著者 
淇 氏は 多 桑の 國籍 明なら ざる 樣言へ ど、 此 
人が 佛人 にして 男爵な りし ことは 霍 & 兒特 
の 書中に 之を 示せり。 か、 る 些少の 錯誤は 
固より 校す るまで もな しとして。 本文 中玄 
奘を往 々玄獎 に 作り、 甚 しきは 元 獎と爲 す 
が 若き は、 訂正 者が 看過すべからざる もの 
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日曜日には 耶蘇 寺に 行って 說敎聽 聞と 出 
懸ける が、 何だか やり方、 口調、 技術な ど 
の勘から云ふとズート日本の和尙樣の方が 
御上 手の 樣だ 。だが、 其の 品位の ある こと 
に 至る と 哀しい かな、 碧眼 和尙の 方が 十 段 
も 上の 樣だ 之れ は學識 にも 依る、 品行に も 
依る 言行の マ 致と いふ ことに も 依る。 實行 
上 社 會に盡 L て屛 るから にも 依る たらぅ。 
サ ー コ ー なると、 遣り方， 口調、 技術な ど 計 
りで 品位が 抜きと 云 ふのは 先づ藝 人で 御座 
るかな。 それで 社會 に宗敎 者で 御座る と 威 
張る のは I 寸御 無理 じ やらぅよ 。毎度 小僧 
の 言 草 だが、 口舌 計りの 布敎は 今日の 社會 
には 糞 役に も 立たぬ の だ。 勸財 的の 布敎、 
偽善 的の 布敎に 至りて は 寧ろ 社會の 害毒と 
なる 計り だ。 

獨逸が 學 生を 優待す る ことは 格別の もの 
じ や、 大學 生は 立 小便を しても、 直に 查公 
I 寸來 いを 極め こむ 譯に 行かぬ 位 だ。 病院 
でも 劇場で も 夫々 の 特權が あって 中々 日本 
なぞでは 見られぬ 優遇が あるの だ。 ソコデ 
學生も 自ら 重 じ、 日本の 樣な 墮落學 生を 出 


す ことは 先づ 滅多には ない。 (尤も 弊害 も數 
へればない ことは ない がね) 學 生の 氣 象は 
中々 氣 高く 快活で 温和で 未來獨 逸の 中等 社 
會の 健全 さが 思 はれる の だ。 

どぅで 御座るな 吾宗 でも 今少し 學 生を 厚 
遇して は、 第 I 期の 舊 本校 卒業生 諸君、 卽 
ち 小僧が 今で 御 厄介に あって 居る 太 宗敎學 
各方 面の 先輩 諸君が 來校 中は I 宗の 優遇が 
先 可な りぢや った。 夫れ で 當時 諸君の 氣宇 
の 高かった 事、 自重の 大ぢや った 事は 今に 
記 憶して 居る。 少しの 事で 學 生の 元 氣も振 
へば 昂々 然たる 自重の 氣 も勃發 して 来る。 
有 眼の 老宿 方は 小僧が 言は ずと も 御存じ 
だ。 

それから學生の體育問題だ。肺病面で瘦 
こけた 人間では、 コレから とても 歐米 人と 
世界の 舞臺に 立ちて 雄を 爭ふ ことは ドーし 
て 出来る もの か。 歐 人は 體カが 强健だ 隨っ 
て根氣 もよ いが、 活力 も 長 持が する。 大き 
な 仕事 や 面白い 事業が 出来る の も 之 だから 
だ。 ド ー か 此方 面には 敎育家 諸賢が 全力を 
奮 ふて 頂きたい。 學者 にな， る、 同時に 御 葬 
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式、 才子 だ 役に立つ 其で 多病で 御座る と來 
ては、 遠大の 經綸 、有情 利樂が 如何して 出 
來る もの か。 布敎 家の 方で も、 ドシ  < 公 
衆衞 生を 勸說 して 强壯 の國 民を 造く る樣に 
盡 力して 頂きたい もの だ。 快活に 强壯の 念 
佛を 申せる 樣に敎 へて 頂きたい の だ。 ニ 
十 世紀は 黃 白雨 人種の I 大競爭 をせ ねばな 
らぬ と共に、 佛耶 兩敎の 劇烈なる 戰爭が あ 
る こと 今から 一大 覺悟 をして 貰は ねばなら 
ぬ 0 

靑年 僧侶の 體カ が强壯 になる、 隨 つて 氣 
宇が 濶大 になる。 ソコデ 支那 內 地に 入る も 
の も あらう。 西藏や 印度に 出懸 るの も あら 
う。 爪 桂 スマトラ あたりに 囘敎 徒と 戰ふ人 
も あらう。 蒙古 滿洲 に： 曲 白い 傳道 上の 仕事 
をす る 好漢 も 出 來る たらう。 弓 込 思案の コ 
セ < 然として、 意氣銷 沈、 喪家の狗の 樣 
な佛 敎靑 年が 累々 然た るのは 論ょり 證據、 
佛敎 滅亡の 兆では ないかな。 消極的に 靑年 
の元氣を壓へて、學校の設備、その體育上 
の 問題な どには 之し も 頓着がない と 大金を 
投じて 病人を 製造す る 計 だ。 チ ットや ソッ 


は 此 等の 書の 二三 行を 讀みて も 直ちに 了知 
せらる \ 所 なり。 文 雄徹定 等の 淨土 經籍錄 
中に も、 僞妄の 部に 之を 數へ ありし と覺 
ゆ。 著者の 炯眼 何故か、 る僞 書を 臚列せ 
しに や。 こは 著者の 大作に 輕重 をな すべき 
程の ことならね ど、 著書の 確 實と精 明と を 
重ずる點ょり見、其品位を保持すべき方面 
ょり 見 ば、 次刊 には 宜く 斷然改 削すべきな 

hvo 

密爭 融和 論者の 巨魁と して、 近時 八 事 山 
の 空 華諦忍 あり。 その 念佛 醍醐 祕要藏 (三 
卷？〕 の 中に、 往 々前人 未 發の說 あり。 六 
字 名號を 五佛 五智に 配當 せし など、 聽くぺ 
きもの 少なからず、 專精 氏の 博 覽此を 逸せ 
る頗諦 忍の 爲に哀 むべ し。 

〇 

前 田慧雲 氏の 大乘 佛敎 史論は 續て繙 きし 
ものな りき。 著者が 燃 ® の 眼光は、 精緻の 
硏究と 相 待ちて、 書中 往 々人を 服す るに 足 
る もの あり、 第 | 章 遺敎 結集の 條 F 、 現行 
の 諸 大乘經 が、 結集 當 時の 直 寫的 筆錄 にあ 
らず L て、 質實 素朴なる 講話 的の もな りし 

濫讀 半日 


を、 後 時 梵語に 改めたり となず が 若き、 何 
等の 卓論ぞ 事 稍 駢拇の 譏を 招くべき も、 少 
しく 自家 硏究の 斷片を 記して 以て 慧雲 氏の 
說を確 めん。 

大乘 佛敎の 聖典が、 其 原始 I 種の 俗語 方 
言、 卽 所謂 ブラ ク リットの 一種を 以て 傳蠢 
せられ、 時を 經て 梵語に 改譯 筆錄せ られ 
て、 現在の 形體 をな せし ものなる は、 大乘 
聖典の 原文を 讀みし 人の 容易に 首肯す る 所 
なり。 蓋太乘 聖典の 中には その 梵語 中、 俗 
語 方言の 全然 醇化せられ ずして 殘留 する も 
の 多く、 其 文法の 如き も往 々にして 雅語の 
常規を 逸する もの あり。 諸 聖典 偈頌の 部分 
に 於て は 此特點 特に 其 著しき を 見る。 故に 
現 時 梵語々 學史を 論ずる もの、 別に 佛敎梵 
語の I 目を 設けて、 之を 他の 純雅 なる 梵文 
學と 別てり。 而 して 此等 醇化せ ざる 聖典 中 
の 俗語 方言、 若く は 其 特異の 文法は。 明’ に 
其前身の如何なるものなりしゃを矛すに足 
る ものにして、 之に 由り て大乘 聖典が、 源 
I 種の 方言に 依りて 傳持せ られ しを 證 する 
甚難 からず。 され ど玆 には 且く 其實 際を 指 


點す るを 止めて > 更に 尤も 明白なる 一證を 
提供せ む。 そは 佛敎 梵語に 於け る 韻律の 方 
則な り。 

印度 韻律の 方 則は、 鐘 支那 詩 法の 平仄 律 
を 分つ と 同じく、 語 韻の 長短を 安排 して、 
其 則を 設 く、 而 して 短 韻の 母音の 後、 I 箇の 
子音 相 重なる 時は、 該短 韻は 長 韻と 同價値 
となる ことは 印度 詩 法の 通則な り。 然るに 
大乘 聖典の 韻文に ありて は、 或る 場合に 於 
ては 全く 此方 則に 從は ざる ものな り。 手近 
き I 例と して 無量 壽經 偈頌 中の I 句を 引か 
む。 (南 條氏刊 本の 七十 四 頁〕 

Bncldhana  dtiarmesu  vulitum 

普通の 梵語 詩 法に ては、 第二 句^! arm? 
su の si! が pr ニ子 音の 前 あるが 故に 長 
韻と なるべき 害な り。 然るに 此 頸に ては 明 
かに 其 短 韻なる ことを 許しを るな り。 此等 
の 例は 大乘 聖典 中 枚 擧に遑 あらず、 而して 
是實 に大乘 聖經の 原始的 形體を 知るべき 其 
重要なる 祕鍵 なり。 

プ ラク リットに ありて は 正確なる 梵語の 
pr p ts  ;vi など 語 首に 位して ニ 箇の子 
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にあらず や、 か X る こと 校せ ずむ ば 校す ベ 
きもの 何物ぞ 。 

少しく 煩し きに 似 たれ ど、 左の 淇氏が 引 
用した る 西域 書目に 羅馬 字を 施し、 且つ 西 
人 篡述の 書名を 列記し 置かん。 何日 かは 多 
少の參 照に もなる べきを 思へ ばな り。 先づ 
西 人の 載籍 ょり 初めむ。 

CI〕* A R: o tr* sson:..HistoisdesMon- 
gols.  Amsterdamm  1 824 . 

此 書四卷 あり 余が 見し は その 第二 版 
なりき 

(ニ〕 霍 渥兒特  Howorth;  History  of  the 
^Mongols.  London  1 OO 76—1 OO 8 P0 3V01S. 
(三〕 革而甫  Wolff;  Geschichte  cler 
Mongoles.  Eveslpu  1 872 . 

(四〕 哈 木耳 Hammer 

1 、  Geseh o' hte  der Q oldenen  Horde. 

pest  1 00 40  (蒙古 人が 露國に 於け る 
事迹を 記す 3 

2 、  G.eschichte  der  llchana. 
.Darmstadt  1843  2V01S. (蒙古 人が 波 
斯に 於け る 事迹を 記す〕 


次に 西域 人の 著書を 記せむ。 前記 多 桑の 
蒙 古史 序論の 中に 之を 列記 すれば、 同書を 
見 むん には 贅 事に 屬 すべ けれど。 

( I 〕 拉施特 Kaschid 西 人は 多く 溝 氏の 脚 
. 註に 記せる 法 在 烏拉喝 拉施特 Faoe- 
ullah-Raschid の 書を 用 ふ、 蒙古 硏 
究に 重要なる 祕書 として 札 米 伍. 特臺 
白 兒カ克 Jpmi  nt  Tevarikb あり。 
淇 氏は 露 人 貝勒津 、哀 忒蠻ニ 氏の 譯 
あ s と 云 ふ、 前者は 余 未だ 之を 檢せ 
ず。 後者 Erdmann は露國 カザン 大 
學の 教授に て 千 八 百 四十 I 年 同大 學 
にて 其譯 本を 出版したり。 拉施特 の 
小傳及 著書は、 多 桑 序論 三十 三 頁、 
霍氏序論ニナー頁に之を出す。 
(11)阿拉哀丁河塔蔑里克志費尼 > 1 2. -6& 
inAt p Mrllk  Joveini  (其 著者の 名 及 

著者 略 傳多桑 序論 第 十七 頁に あり) 

C 三) 瓦 藤： 甫二 vp—t 名呵 卜阖拉 Abdoulla 
(多 桑 序論. ニ 十七 頁) 

(四) 訥 薩怖薩 Niavui 生 於 調 薩 Nia 
地。 故 稱日訥 薩怖希 哈潑哀 丁 膜罕默 


四 一六 

德 schiat-ud-jin  Mohammed  乃 其 ^ 

也 …… 爲紀傳 之 書名 西 霄土斯 蘇爾灘 
只 拉兒哀 丁 忙果必 而體 Siret-i 宇 s.alt 
an  jelal-ud-.jin  Mongohiiti  (夢 桑 序 
論 十二 頁〕 

(五) 阿梨 意 本 阿拉育 勒體耳 Ali  Ibn-ul- 

Ethir 西域 毛 夕 耳 MOUSCU 一人 

書名 喀密兒 伍脫臺 白兒カ Knmil  lit 
Tevln  ( 多 桑 序論 十 頁) 

(六〕 阿 卜而嘎 錫 Aboul  Gaji …… 書 用 突 
厥 文名 日 適 直 里 意 突而克 Shejerei 
Turik  (多 桑 序論 四十 八 頁〕 

〇 

次に 村 上專精 氏の 佛敎 統一 論 第二 編 原理 
論の 結尾 數葉 を讀 む。 著者が 綜合 統攝 の大 
手腕は 頗る 痛快を 覺ゆ 、硏 むる 更に 精に、 
論 更に 醇な るに 至ら ば、 世舁の 書と ならむ 
も 亦 望むべし。 末 段 禪密淨 の 融合を 論じ、 
法 ^ 上人の 諸 著を 擧げて 參考に 資す。 然る 
に此 等の 書中 大原 問答 (之に も 多少 議論き 
にあら ね ど 先 づ宗學 者 多數の 論に 從 ひて 正 
作と し： > を 除きて、 餘は 悉く 僞作 なること 


ぬ 拙稿に 對 して、 精 讀の榮 を 賜 ひしは、 併 
せて 深く 之を 謝するな り。 

「依 法不依 人」 は 大敎の 規範と か、 正理莊 
嚴の爲 ならば 僞 作と て必 しも 援引に 妨げな 
き、 村 上 氏の 論 墓に 當れ り、 天台 其 他の 章 
疏に見 ゆる 淸淨法 行經な どの 例 •事々 しく 
列ぺ むまで も あら じ。 

され どこは t 別意 趣」 の 勸化善 巧の 方面 
にこ そ 面白 けれ 「依 法批」 の 哲學的 思索の 
方 固には 稍 如何に やと も 思 ふなる、 僞作を 
引く ことは 第 I に後學 を惑亂 する の 虞 あ 
り、 第二に 自義に 便す るの 弊を 生ず、 歷史 
的哲學 的の 精確なる 硏究 法には 特に 之を 避 
くるを 可とす、 古賢の なした る ことなれば 
とて、 危 きは 其饗に 倣は ざるに 若 かす、 余 
は 村 上 氏の 辨を是 とせざる にあら ね ど、 か 
の 短評を 草せ しとき かく 思 ひ 居たり しま 
、、二言 之を 記し 置かむ。 

村 上 氏 日く、 諦 忍の 著は 密敎 家の 位置に 
ありて 念怫の 調和を 試みし もの 故、 淨土敎 
家の 位置に ありて 密 敎の關 係を 論ずる 條下 
には、 これを 引く こと 當るべ くも あらず 

無用の 辨 


と、 當と 不當と 5 と不弓 と 氏の 綱 眼 自ら 
說あ るべ し、 余 亦 何を か 言は む。 

され ど 余 初め かく 思 ひぬ、 諦 忍は 密 家の 
人 なれ ども、 其 著者と 行實 とに 照せば、 純 
乎た る淨土 門の 人な りと、 昌黎の 語を 借り 
來 りて、 之を 言へ ば、 密名 にして 淨 行なる 
もの、 書名は 忘れし も、 忍 肺は 公家 武人 百 
姓 町人 所有る 階級が 念 怫す るに 適した るを 
說 きたる 通俗の 書 あり、 所 說甚巧 妙を 盡せ 
り。 淨土 門の 傳道 書の 之に 超 ゆる もの 甚希 
なり、 その 善導 法然兩 聖に歸 仰し 居る (光 
明大 肺 別 傳纂註 も 忍 肺の 著と 記憶す〕 ■議論 
の 常に 光明 大師を 本據 とせる、 之を 淨土家 
と 云は む も誣 ひたりと せず、 人物に 大小の 
差 こそ あれ、 台 門 楞嚴院 の先德 を、 吾々 は 
淨土 門の 先達と して 仰き 居るなら ず や。 

次に 御風 氏に 一言 甲し 置くべし、 御風 氏 
は 本誌の 第五 卷八號 に 余が 金剛 戒韋を 僞作 
とせしこと、鎭西ー流傳說の執兑に先入し 
たる 故な りと いはれ たり、 氏の 言甚簡 、余 
頗惑 ひなき を 得ず。. 

氏は 定めて 淨土宗 に 種々 の 僞妄の 書の 出 


でしは 何時頃な りし やを 知り 玉は む、 菩提 
流 支の 麒麟 聖財 論を 初めと し、 幾多の 僞作 
が 盛に 宗門の 典籍に 援引せられ しは、 了譽 
聖冏の 時代に ありと す、 人 も 知る 如く、 問 
公は 淨土 ■宗 中興の 偉 傑と して 學 問の 該博、 
思想の 雄大、 淨土 宗史に 希に 見る 所、 I た 
び其「頌義」を披かむものは、公が英姿の 
颯爽と して 紙上に 躍 出す るを 見む、 然れど 
も 英雄 人を 欺く の 手段 か、 著書 中、 僞 書の 
援引の 盛なる 頗る 驚べ し、 謂 ふに 此等偽 書 
の 多くは 或は 冏公腦 中の 產 物なら むか。 

冏公 出世 已來 、淨土 宗學の 勃興と 共に、 
種々 の 儀式 條目 など 生じ 来り、 白旗 流義、 

鎭 西流義 など 八ヶ 釜し き 正統 主義を 學林に 
見る に 至りぬ、 されば 鎭西 I 流の 傳說に 先 
入したら ば、 却て 寶戒 章な どを 法然 上人の 
眞 作と 祟むべき 害なら ず や、 僞書穿 索の 議 
論 生ぜし は、 大玄貞 極な ど 云 ふ 復古主義の 
學 匠ょり 初 まれり、 今も尙 淨土宗 にて 純粹 
の 正統 主義を 以て 立つ 頑固の 人々 は、 此等 
の學 匠を 待つ に 異端を 以てせむ とす。 御風 
氏の 評は かくて 何を 詮じ 居る にや、 余には 
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音 あるときは、 短縮せられ て p ? ca,  di 
等と なる を 例と す。 大乘 聖典の 詩 法が 此等 
の 語に 限りて 印度 詩 法の 通則を 適用せ ざる 
ことは、是等が源ニ子音を有したるにあら 
で M 于音の ものな りし こと、 卽ち 俗語な り 
しことの 甚 適切なる 證 にあらず や」 

數年前 中央距 細 亞に發 見した る、 樺 皮に 
住盧文字を以て書したる法句經の斷片は、 
此立 論を 助く る 甚大は る ものな り。 此經文 
は 其 茜： 甚育王 碑文の 語と 相 類し、 其 内容は 
南傳の 法 句經に 比して 甚く增 大 する 所 ある 
を 見る。 大乘 聖典の 原始 形體は 凡そ 此法句 
經の 如き 語を 以て 傳持せ られた る もの あら 
む。 (此經 文斷片 ば 今 パリス 及 彼得堡 に分藏 
し、 其 f 部は 佛の セナ ー ル、 露の ヲル デゾ 
ブルダ 之を 公刊したり 3 
〇 

次で 近 藤 常次郞 氏の 仰臥 三年を 見る。 此 
書 I 種の 經 典と いふべ く、 I 類の 現身說 法 
と 見べ し、 澄 淸潭の 如き 想、 行る に 溫籍春 
の 如き 文を 以てし、 擊 實の氣 、慈悲の 情 躍 
々として 紙 福に 溢る。 宛と して 古賢と 一堂 


に會 する の 思 あり。 その 字々 句々、 直下 こ 
人の 肺腑を 貫き、 心肝に 入りて、 慰藉を 與 
へ、 修養に 資し、 奮勵を 促す の大 は、 遠く 
紛々 たる 宗教 書に 勝る。 著者 修證の 深 犬な 
るに あら ずん ば豈 ょく 此の 如くなら む や、 
今の 世 敎舁の 名士と 稱 して、 講義を 貶ぎ 演 
說を賣 りて 得々 たる もの、 其 言 ふ 所、 多く 
は輕薄 乾燥、 毫も 人を 動す に 足る ものな 
し。 此の 如き 輩 宜く此 書を 讀み て、 其修地 
證果の 太 だ 劣れる もの あるを 慚愧 して 可な 
り。 此書 時に 出して 靜に 之を 讀ま む。 

〇 

松 本文 三郞 氏の怫 敎聖典 結果に に 至りて 
は、 參 照の 載籍甚 乏しき 吾國 にあり ては、 
洵に 感謝すべき 賜と いふ ぺし 。吾は 氏が 更 
に 材を寬 集す るの 周 備を願 ふて、 其 後篇の 
績 々公刊せられ ん ことを 欲す。 

餘の 二三の 書は 吾甚 之を 繙 くに 倦む。 乃 
ち讀賣 新聞を 把り て、 露 伴の r 天 打つ 浪」 を 
讀む 。此囘 登載 僅に 三囘 のみ、 好 友を 訪ふ 
て遇はざるの感ぁり0思へらく-迂の天才 
を 遇する 寫字 生の 如く 植字 ェの 如く、 時に 
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幾行を賦し、日に何枚を課す、惡むべき± 
ょり 甚しき はなし、 吾惡 くん ぞ 彼の ハ ガキ 
集中の 紛 々者 流に 伍して 作者を 責め 且怨み 
む やと、 再た び 思 ふ、 天才が 新聞 小 說の如 
きものに 筆を 揷む は、 自ら 脚を 深 泥に 沒す 
る 所以に あらず やと。 

(明治 三十 七、 ニ、 新 佛敎) 

◊無用の 辨 

(新著批判の後に〕 

强ひ てけ、 要 もな き 事な り、 且つは 少しく 
遲れ たれ ど、 拙稿 「濫讀 半日」 に關 して 數 
行を r 新佛 敎」 の 一隅に 借らむ とす 0 「その 
ま X も 佳 けれど 橡に 散る 楓 0 
村 上 專精氏 が 拙稿に 對 する 摯實 なる 文 
(本誌 五 卷七號 3 を 讀み ては、 其 人に 服す る 
深き を增 しぬ、 攻究に 忠なろ 亦豈 敬を 致さ 
V るを 得む や、 非を 飾り 短を 覆 ふて 强辨是 
事と する 此 地の 學 者には、 氏が 如き 寛雅の 
風懷 見るべく も あらず、 一顧す る だに 足ら 


かすのは ' っは この 信 條の 成立に 付きて" 
此 市の 某 僧正が 非常に 骨を 折った とい ふ 因 
緣も ぁるの だら ぅが、 今一っは 此市が 新舊 
兩敎の 劇烈な 競爭 地で ぁる 爲 、新教に 對し 
て 示威運動を やる のが 大目 的 だからな の 
だ、 一 體舊敎 の 連中、 近来 ヵィゼルの 弱點 
に 付け込みて、 勃々 たる 勢力を 此 地に 振 ひ 
出し、 大學 には 神學 科を 設置させる、 坊主 
を 神 學已 外の敎 授に 入れるな と \ 傍 若 無 
人の 振舞を やって 居る が、 今日 も 亦 例の 傍 
若 無人 主義を 振り 廻す に 過ぎぬ のさ。 

何は 兎 まれ、 こんな 話に もなら ぬ 馬鹿々 
々しき 信條が 、近 世紀に 成立した とい ふの 
さへ、 頗 不可思議 なのに、 二十世紀と いふ 
今日、 歐 洲の眞 中で、 之が 爲に 全市が 狂氣 
の 樣に大 騷をや らか すと 云 ふに 至りて は、 
それ こそ 不可思議の 不可思議、 摩訶 不可 思 
議 、極東の 異敎 徒には 到底 飮み 込めぬ 譯 
だ、 こんな 不可思議を 現に 眼の 前に 見る の 
だから、 マリヤの 不稳 托胎な んぞの 不可 思 
議は 何でもない、 羅甸 語の 愚に も 付かぬ 面 
倒な 證明 よりも、 こう 考へた ら すぐ 片は附 
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くの だ、 アポロ デ テックの 敎授 連に、 この 
有 效な證 明 法を、 祝祭の 紀念 として、 I 番 
進呈して 置かぅ かな。 

勿論、 僕は マリヤ 崇拜其 物を 根本的に 惡 
くは 言は ぬ、 猶太 式の 耶和 華、 間の 拔けた 
赤ら顔の 田舍 代官の 樣な 神樣 よりは、 マリ 
ヤの 方が 幾何 氣が 利いて、 人情に 適して 居 
るか 知れない、 磔刑の 像 も、 宗敎は 死より 
生に 入る もの だと 云 ふ、 崇高な 表示と 見た 
ら 、有難くない でもない が、 これ も 刑罰 か 
贖罪と か 云 ふ、 野蠻 酷薄な 穢い 法律 思想が 
潜む で 居る のを 考へ ると、 ゥ ゾザリ する、 
其 所へ 行く と、 マリヤは 實に 基督教の 花と 
いふて よい、 精華と いふて よい、 至酵の 愛 
とい ふ ものを 母の 姿で 表示した 所は、 佛敎 
の觀 音が 何だか 取留 のない 樣な のに 比し 
て、人情に近く適切で固白い所がぁる、否 
面白い 計 じ やない、 眞 面目に 歸投し 得る 所 
が ある、 I 體 マリヤ 信仰が 羅馬 敎會に 起つ 
たのは 人性 自然の 要求から 来た 樣に 僕には 
考 へられる、 錡太 的の 神權 思想と 羅馬 的の 
法律 思想と で 捏ね 上け だ、 冷酷 無情な 法王 


政治に、 民心が 堪らへ 切れぬ は 知れた こと 
だ、 其 所で マリア 崇拜が 出た の だ、 ィグナ 
シウス 、&ョ ラの I 派が、 新敎 勃興の 當時 
に 出で、 大に マリアを 擔 ぎで 舊敎 の頹瀾 を 
多少は 廻す ことが 出來 たの も、 亦 この 人心 
の 微妙を 確かに 捉ら へたからで あらう、 此 
間の 消息を よく 漏して 居る のは、 ワグネル 
の タン ホィゼ ル だら う。 

ある 極 重の 惡人が あって、 羅馬 法王の 敎 
權的 法律 的 I 點 張の 力では、 如何しても 救 
濟が 得られぬ、 得られぬ 計 じ やない、 敎權 
や 去. 律は 中心の 鐵悔を 排斥し ようとす る、 
此の 惡人が 至 聖至醇 の 愛の 力で 初めて 解脫 
か出來 ると 云 ^ のが 贫此ヲ ヘラ I 篇の 胥 目 
で、 ワグネルは 曲 中の 漉 役 ウォルフラムに 
011 eiligcr  Liebe  evige  machtl と 云は せ 
て あるが、 この 聖き 愛の 永久の 力を 實 現し 
て 居る のが 女 主人公の ヱ リザ ベット 姬た 
深窓に 人と なった 可憐の 姬君が 、ワル フル 
ヒ の深秫 中、 老い 行く 晩秋の 夕暮 に、 昨日 
の 綾羅に 換 はる 白 麻の 行 衣に 身を 責め、 マ 
リア 祠 前に 身を 捨て、 タン ホィゼ ルの 罪障 
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全く 解し 兼ぬ るな り、 大體 寶戒 章な どの 書 
は少く 事理を 解す る 人には 互に 其 ©: 贗を看 
破し 得らる、 なり、 こは 村 上 氏の 辨 ぜられ 
し 通な り、 傳說 とか 先入と か 云 ふ ものな く 
ては 解らぬ 程の ものに あらぬな り、 御風 氏 
は 尙寶戒 章に 付き 吾等に 敎示 あるべ しとい 
ふ、 有_き ことなり。 

同じく 第五 卷の 十號に 出で たる 三殼 生の 
梵語 植字の 正誤は 多謝す る 所な り、 こは 或 
は佘が 寫 誤なる や も 知るべからず。 同氏の 
南條 氏が 首 路迦を 最短の 偈とせ られ しこと 
寄 歸傳と 合せず との 疑問に 對 しては、 筆の 
序に 下に 數 語を 費 さむ。 

南條 氏は 通途に 就きて 首 路迦を 最短と い 
はれたり、 通途の 梵文學 にあり ては 是 ょり 
短き ものは 皆無と いふて 可也、 特に 佛敎聖 
典には 用例 絕無 なり、 され ど 剋實 して 云へ 
ば 義淨の 言の 如く  7X4 若く は 6X4 の 如 
きもの も 希には あるな り、 吹陀に 殘存せ る 
ガ ー ヤトリ の 頌體は 8 X3 なり、 こは 梨 俱 
吹陀 には 珍ら しからず。 

(明治 三 七、 十一、 三十、 新 怫敎し 


◊マリャ 祭の 夜 

「明治 三十 七 年 十二月 十一 日ン 
V ストラス ブルダに ての 事」 

マ” ヤ論 タソ ホィぜ ル 曲 中の エリ 

ザペク ト姬 —— 自由 思想家の 家族 夜會 

非戰 論者を 罵る モル モンの 傳 

道 者 「聖母の 不穢 托胎」 の信條 が、 羅 
馬敎會 に 成立して から， 今日は 其 第五 
十 年 目。 

朝から ガン チヤンく 大小 寺院の 鐘 
が 市內に 響き渡りて、 行列。 讚 唄。 說敎 
と、 所有る 宗教 的の 儀式が、 日の 中は 盛に 
行 はれた が、 夜は それ こそ 觀物 だった、 一 
百 五十 メ ー トルの 高 塔は、 暮方 から 瓦斯、 
電氣 、燈 油で、 ィ ルミネ ー シ ョ ン を 始め、 
九 時になる と 種々 の藥 品を 盛に 燃し 立て、 
唯 見る、 壯大な る 高 塔は、 或は 赤く 或は 蒼 
く、 或は 綠に 或は 紫に、 金 體を 燦然た る 火 
燄に 裏む で、 殿堂 其 他の 棟々 一 齊に彩 火を 
黯 じ 出 したの たから 其壯 I' と 云つ たら 蓋 無 
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類だった、六七萬を數ふる信徒の家にも貧 
きは 豆 ランプ 提灯、 富める は電燈 瓦斯で、 
夫々 相 應な彩 火粧勤 をな し、 中には 頗る 美 
麗な 聖母の 像を 店頭に 飾って ある 家 も少く 
はなかった。 

キリストが 超自然的の 托胎 をして、 人間 
の 罪悪に 穢れず 生れ 出た とい ふことは、 誰 
でも 知って 居る こと だが、 今日 御 祝を した 
信條 は、 っまり 同 I の 筆法を 母の マリヤに 
及ぼしたるに過ぎぬのだ、マリヤもキリス 
トと 同じく、 其 母の アンナの 胎内に 神祕的 
の 受胎を して 其 降 生た る 全く 浮世の 罪惡に 
穢 されぬ のじ やとい ふこと が、 この 信條の 
要點 なので、 この 說は マリヤ 崇拜の 勃興 已 
來 、隨分 古くから 羅 馬敎會 の神學 者に 唱へ 
られ たの だが、 反對の 議論 も頗 盛だった 爲 
に、 漸く 前々 代の 法王 ピゥス 九 世の 時に 信 
條 として 確定した の ださぅ だ、 ミュンヘン 
とか キョ ルンと か 云 ふ 舊敎凝 り 固り の 都市 
でも、 この 信 條の爲 にこん なに 御祭 騷をや 
るのを 聞 力ぬ に 此 市では 去年の レオ 法王 
登 職 二十 五 年祭と 同じく、 非常の 騷をや ら 


ぅ、 だが 真理の 太陽の 前には 何の 價値が ぁ 
るか、 羅馬 敎會の 外形的の 幻戲も 吾々 自由 
思想の 太陽の 前には 其 光輝は 到底 永く 續く 
ものでは 斷じ てない』 勿論 滿場 拍手 ナ喝 

苯。 

次いで 客員の 某が 「自由 思想 主義と 無 神 
論」 と 云 ふ 講演を やった、 I 通歷 史的で、 
意見 も 至極 公平だった、 近時 無 神 主義を 以 
て 一種の 宗敎條 目を 造り 無 神 主義の 法王 政 
治を 形成せ むと する 傾の 或る 方面に 見ら る 
、のは 自 S3 思想家の 大に 警戒すべき 所 だと 
やった のは 確に I 部會 員の 急所を 突いた 樣 
だ、 これは 新 佛敎の 諸君に i 寸 聞いて 置 
いて 頂きたい もの だ。 

講演が すむ と、 會員 は此 所に 一團 、彼 所 
に I 團 、雜談 に 興じて 居る 中、 鐵 道の 號笛 
手を やつて 居る、 I 會員が ガリン ヲを頌 し 
た 長篇の 詩を吟 じて、 大に會 員の 喝釆を 博 
した、 文學專 門で ないこぅい ふ 種類の 人の 
詩は、 一種の 力と 熱情と が 字々 に 溢れて 何 
とも 嬉しく 聞いた、 兼て識 合の 露國 革命 黨 
の 某 も來て 居て 『旅 順は 中々 落ちさう もな 
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•し、 クロ パトには 增兵が どし^^ 來る 、僕は 
心配で 心配で たまらぬ、 1 何、 日本が 不利 
が あるかと 思 ふて 心配で たまらぬ の だ J と 
言つ たが" これは 露國 志士  I 般の聲 だ。 I 
部非戰 論を 主張す る 日本の 社會 主義者 諸 
君、 もし 君 等の 同 主義者 尤も 憐な露 國の同 
主義を 救 ふとの _俠 心と 勇猛心が あるなら 
ば、 愚に も 付かぬ 非戰 論を 斷然廢 止して、 
どし~\^露軍を掃蕩するの一策を講ずへ乙 
だ、 劎を揮 ひ 銃を 擧げて 進む で 陣頭に 立つ 
べし だ。 露政胯 の 改新 露國 の新氣 運は 唯 日 
本戰 勝の 力で 開拓が 出來 ると 信じて 居る 露 
國の同 主義者を 君 等は 何と 見て 居る の だ、 
社會 主義と いふ ものは 死物 じ やない の だ、 
灼子定規で行くものでないのだ、丸呑の麵 
譯的社會主義が爪の垢ほども人道の助にな 
る もの かい。 

僕は この 會 場で、 圖らず 二つの 面白い 事 
實を發 見した、 其 r つは モル モゾ宗 の傳道 
者が 會に 二人 も 居る こと だ、 段々 談を して 
見る と、 モル モ y 宗で は、 目下 瑞 西の ッュ 
1リヒに傳道本部がぁって、どしく傳道 


を やつて 居る との 事、 之には 多少 驚かざる 
を 得なかった、 最も 獨 乙の 上流 社會 、特に 
軍人 連中には、 實際 的の モル モゾ信 者も大 
分 あるとの 事 だから、 何も 彼等が 傳 道に 驚 
くに も 及ばぬ が、 ょくこん な 宗旨を 鐵 面皮 
にも 傳 道に 来たと 其 熱心には 多少 驚いた の 
だ、 尤も 當 人の 談 では、 モル モン 特色の 一 
條は最早實行もせず、重 ^ なものでもない 
として ある 相 だが、 何しろ 頗る 奇異な 感が 
した、 僕は 日本に 來た モル モンの 話な どを 
して、 少しは 皮肉の 事 も毒附 いて やった、 
第二は 獨 この 温泉 場と して 名の 高 ひ ゥィ ス 
バ ー デンで、 盛に 舊 敎自囱 敎團が 運動を や 
つて 居る こと だ、 今夜 も 僕は 種々 な 印刷物 
を 同會 から 頂戴した が、 これ ほ大に 注意す 
べき 現象 だ。 どぅか 着 實の發 達を して 法王 
主義を 振 本から 改める ことが 出來 たら、 そ 
れ こそ 舊敎 々會 の爲 計りでなくて、 人類の 
社會の 幸福 だ、 日本の 各宗 内に もどし < 
こんな 革新 運動が 起って、 本山 主義 法主 神 
聖 主義の 根本的 革新が 是非して 欲しい" 
歸路に 就いた のは 最早 十二時 過、 來た時 
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消滅を 祈る 所は、 中心から 人の 涙を 搾り取 
る 幕 だが この エリサ ベット 姬 こそ マリア 其 
物と 見て ょいの だ、 永久に 淨く 美は しく 優 
しき 白百合 其 物と 見て ょいの だ、 元來 ヮグ 
ネルは 愛を 色々 に寫 して、 晚 年の 作の トリ 
スタンな どには、 佛敎の 涅槃の 思想に 髪髴 
とする までに 愛を 進めて 居る が、 タン ホィ 
ゼルは 純 乎た る 基督 敎 的で、 特に マリヤ 思 
想が 曲 中に 溢れて 居る、 マリヤ 崇拜 もこぅ 
考へ ると、 決して 嘲け るに も 笑 ふに も 及ば 
ない、 否 全幅の 同情が 其 詩的な 大乘 的な、 
而も 痛切な 味が ある 所に 注がれる、 こぅ 書 
いて 來 ると" I 夏瑞 西の 山寺で、 聖母の 像 
前に、 應以 婦女 身 得度 者、 卽現 婦女 身、 而 
以說 法と 普 門 品を 讀むで 其 德を頌 した こと 
が、 今更の 樣に思 ひ 出さる X。 

だが この美は しい 信仰を 敎權で 縛り付け 
て、 不穢 だの 穢 だのと 法律 的の 條 目を 捏造 
して、 法王が 之に 裁可を 與へ ると いふに 至 
りて は、 とても 我慢が 出来ぬ、 元來 信仰と 
いふ ものは 人生 自然の 自由に 出づる もの 
で、 之 こそ、 人間の 靈 性の 最大 權利だ 、之 


を 法王な ど 云 ふ ものに 法文で 定められて た 
まるものか、羅馬敎會の不都合\|~萬なのは 
此所 だ、 其 腐敗 や 弊害 も此 所から 出て 來る 
の だ、 彼等は この 惡組 織を 應 用して、 俗界 
の 政治 上に 羽翼を 伸しっ \ あるの だ、 殖民 
地に 蠻行を 行 ひっ X あるの だ、 貪 装なる 國 
家の 犬と なって 居る の だ" 法王 政治、 實に 
こんな ニ 十 世紀に 於け る恥づ べき 馬鹿々々 
しき 紀念は 何 所に ある だら ぅか、 彼等の 定 
めた 信條な もど 云 ふのを 擔ぎ廻 って、 迷信 
の傳 道を して 居る H スィ ット などを 考 へて 
來 ると、 實に ぞっとす る、 こぅ 考 へて 高 塔 
大殿 は燦爛 煌々 と 輝き 燃えて 居る 彩 火を 見 
ると、 無間地獄の 火が 地底から 燃え 拔けた 
樣に 見える、 讚 唄 や 歡 呼の 聲 は、 叫喚 大叫 
喚の 號 泣の 樣に 聞え る、 寺內 の衆偁 は、 宛 も 
是 ミルト ゾ失樂 園の 大 魔王 小 魔王、 幾多の 
魑魅魍魎が、 民 血を 飲み 人肉を 瞰 って、 盛に 
腐敗 頹 落の 計を 講ずる 樣 にも 自ら 見へ る。 

此夜 、自的 思想家の 家族 夜會に 招待を 受 

けた" 

夕飯を 終って 某 文 學士と | 緒に 出かけ 
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た、 高 塔の 彩 火は 今や 其 美の 極 點 に 達し V 
市街の 燈 火は 目 も 眩む 計りに 輝いて 居る" 
然し この 大祭の 日に 法王 政治に 根本的の 反 
對 意見を 有する 吾等の 會合が あるの じ やな 
いか、 社會黨 や、 唯物主義 や、 原始 基督 敎 
徒 や、 舊敎 改革 黨や 、所有る 社會 、所有る 
階級に 今や 羅馬敎 會に對 する 敵意が 春 潮の 
如く 湧いて 居る のじ やない か、 法王 政治に 
對する 痛切な 攻擊 書物が 飛ぶ が 如く 賣れる 
のじ やない か、 舊 敎に對 する 不平。 不滿 ® 
怨恨 今や 最早 蔽ふべ からざる 事實 だ、 同行 
の 某 文學士 とこん な 事を 話し 乍ら、 不圖生 
覺 への 唐詩を 思 ひ 出して、 彩 火の 影で 一 寸 
吟 じて 見た 『 …… 唯 知 一曲、 霓 裳裡旣 有 漁 
陽聲 鼓聲 …… 』。 

僕等が會場に着した頃は、會員も大抵揃 
って 其數 凡そ 六十 人 計、 家族 會と いふの 
で、 妻 君 や 娘 連 も 大分 來て 居る、 直に會 頭 
の 挨拶が 始まり、 次で 副會 頭の 「マリヤの 
不朦 托胎」 に關 する 簡 短な 談話が あった が、 
結論は こぅだ 『美しい 幻術の 樣な彩 火は I 
時 無智 蒙昧の 風俗を 欺く に 力は ある だら 


に獨逸 社會敎 育の 結果で も あらぅ が、 新怫 
敎會も 伊勢屋の 旦那、 勉强屋 の 番頭は 勿 
論、 車屋の 八 公 も 土方の 熊 公 も ドシ^^ や 
って 來て 、熱心に 意見を 吐く 樣 になら なく 
ては 面白くな いじ やない か、 坊主 上り や 雜 
誌 本 や 演說 使の 有 藏無藏 の 面々、 大 天狗 小 
天狗の 鼻 競らべ に 寄って たかって 勝手 氣儘 
の 熱を 吹き やつた 所が、 どれ だけの ことが 
ある もの か。 

奉 天の 大戰も 猛烈に、 なった、 明日 か 明 後 
日は I 大 快報の 號外だ ろぅ、 浦鹽 にも そろ 
/\手 を 出し かけた 樣だが 、何でも ビシ 
やるべし だ •日本の 自 衞の爲 に戰 ふと 
云ふ觀 念の 外に、 人道の 爲 文明の 爲 に奮鬪 
すると 云 ふ 自覺を 盛に 將士に 持たせて、 ゥ 
ント 自由 平等 博愛の 大敵 C これは 此 間の 演 
說會に瓧會黨の某辯士が用ゐた語だ)を粉 
碎 すべし だ、 マホメットが 天 國は兩 劍相交 
はる 間に 存 すと 言た のは、 ある 場合では 確 
に 眞理だ ね、 亞、； 魔に 對して 戰ふ 勿れと 云 ふ 
馬鹿が 何處 にある。 

僕は 此頃 トルストイと いふ 老爺の 根 情が 
戈ん  壺 


大分 判ら なくなっ て來 た、 露國 細民 今日の 
窮狀 はどう だい、 其悲 慘の狀 、壓 制の 樣は 
どうだい、 彼等が I 齊に 奮起した 悲壯 痳漓 
たる 樣はど うだい、 露 人の 話に 依る と、 老 
爺は 今病氣 だとの 事 だが 何に しろ 彼が 身を 
挺して 起っ のは 此時じ やない か、 ガッ ボン 
なんて 希 臘敎の 坊主 さへ あの 通りの 驚 天 動 
地の 大 運動を やった じ やない か" トルスト 
ィ とも 云は る >1 ものが、 今愚圖 々々して 居 
ると 云 ふのは 何事 だ、 彼が 白髮首 I っを シ 
ユロ ッス ベルグの 獄中に 投げ入れて 見ろ、 
其 結果は 千 百の ガッ ボンよりも きっと 大き 
いに 違 ひない。 

君の 音樂 通には 驚いた、 境 野 君は 角力 通 
だと、 之 も 紳士と か 云 ふ もの」 資格の 一っ 
かね、 僕 も 大學の 御蔭で 每週ヲ ペラの 安見 
物が 出來 るから、 少し 棚 下しで ^ 初め やう 
かね、 ナム カラ タン ノ ー トラ ヤ ー ヤ ー の梵 
カラでは I 向 初 まらぬ から、 此所 I 番誰か 
の眞 似を して 餘り 日本‘ に 知られて 居ない 新 
作 ものを 振り 舞は して ハィカラ 風を 君の 領 
分に 吹き 立て X やろう かね、 — 桑原々々 


田舎芝居に 大根の 多い のは 仕方 もない 
が、 たまには 伯林、 ミュンヘン 巴 里 あたり 
の 本場から 名優が 來 るので 面白く 見られる 
とい ふ もの だ、 巴 里の サラ、 ベル ナー はよ 
く來 るが 佛蘭西 語は ヵラ 駄目の 僕には 仕樣 
がない、 此間 ソル マと アル ノル ドゾン が來 
たが、 大抵は 女優と 定まって 居る のが 可 笑 
じ やない か、 何處で も 女でなくて は 夜 じ や 
ない、 幕が 明かぬ と 見へ る、 音樂や 歌より 
も 所作 や 道具、 所作 道具よりも 面と 云 ふの 
が 御 客樣の 大部分 ださう だが から 仕方 もな 
いの さ、 「新 佛敎」 でも 女性 記者が あらせら 
れる樣 だから、 犬に もちやげ 奉って、 御寫 
眞で も讀 者に 拜ませ て 見ろ、 賣れる 事受合 
だ、 何、 滔 々たる 俗悪の 小說雜 誌と I 所に 

するな と、 其 下らぬ 樂屋 落の 愚 態は 何 だ 

、 〇 
I 

昨日の 晩から 又 熱 だ、 少しは 咳 も 出る、 
こういう 時には 日本 文の ものに 限る ね。 「新 
佛敎」 の 外に 某 君から 「新 小說」 も來 た、 
鏡 花は 僕が 大好な 奴 だが、 ああ 千遍 1 律に 
出られる と ゥン ザリ する' 嘲 風 君から 「火の 
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感懷隨 筆 

見た 高 塔の 彩 火は 此時 最早 電燈と 瓦斯と を 
全く 止めて 仕舞って、 僅に 殘 って 居る 憐な 
る燈 油の 火が ニ 1 i 三 點、 星の 光に 天を摩す 
る 計りに 立っ てる 憂 ■な 黑き大 塔に 晚秋の 
殘螢の 如く 消えて は 輝き、 輝いて は 消え 
て、 哀く 閃いて 居る、 街 上の 人 漸く 影な く 
て、 寂々 たる 夜に この 悲しく して 而も 大な 
る 景に對 するとき、 起り 來る 沈痛な 聯想は 
唯 I つ これ や 舊宗 敎の哀 なる 末路。 

(明治 三 八、 一 r 新佛敎 ) 

• 

◊たん 壺 

米 峰 兄 

民主 黨と自 的 思想 團の發 起した、 對露演 
說會も 昨日で 先々 無事に 片附 いた、 僕が 自 
由 思想 圏の I 員で、 民生 黨の肝 煎 連に も ニ 
三の 相識が あるので、 糞の 役に も 立たぬな 
がら、 多少は 演說會 のために 野次らせられ 
た譯 さ、 演說會 はつ まり 露 政府の 暴虐と 腐 
敗と を 痛撃して、 惡 政に 憤 起した 露 國勞働 


者に 對 する 同情の 發 表に 過ぎぬ の だ、 其詳 
細は 遠からず 報道 するとして (？〕、 先づ會 
も濟 むで 御 芽出度と でもい ふ譯が 、昨日は 
發起人 某 君の 家に、 僕と 二人の 露國 革命 黨 
の大學 生が 珈琲の 御馳走に 招かれた の だ、 
この 書生の 一人は、 兩 三日の 後、 ベ ー ター 
スブル グ に出發 する、 「僕 等が 大 飛躍を や 
らか すのは 今日 だ、 何、 君、 危險 だと、 そ 
んな 事は 太平の 氣樂屋 の 言 ふこと だ、 昨日 
も 今日 も 幾 百と 云 ふ 志士 仁人が ふん 縛らる 
X のに、 僕 I 人位が どうな つたから とて、 
何でもなから うじ やない か、 首は 飛ぶ もの 
と 勿論 覺悟 はして あるが、 大抵は また 六月 
には 逢へ るだろう」 是が 彼の 言 草 だが、 何 
とい ふ 沈痛な 猛烈な 凛々 たる 勇氣だ らう、 
それ 妻 君の 手紙、 それ 思鄕 病、 箱庭の 樣な 
家庭の 夢で 4 見て、 御 土 產の 詮索に 罪の な 
い 日本の 文部省 留學 生には、 こんな 氣慨の 
奴は 恐らく  I 匹 も ある， まいよ。 

町は 斷肉 祭で 大騷 、飲む 躍る、 種々 雜多 
の 異形の 假裝 、コン フヱッ テイ (細かく 切 
つた 彩 紙) の 投げ 合、 彼 處も此 處も假 装の 
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舞踏 會 では それ 盛な もの だ、 I 昨々 夜も演 
說會の 後の 第二次 會だ った、 僕の 隣に 居っ 
た I 醫 者の 細君が、 僕に も 是非 翌晩の 美術 
假裝會 C!) に 行かない かとの 事だった が、 
現今は 戰爭に 御座 候とう まく 逃げて 仕舞た 
のさ、 其實 入場券が 十 馬、 入場して から 花 
でも 買って シャパ ン 一 本を 拔く ど、 四 五十 
馬は 一 晚に 飛ぶ ので 此貧 生斷肉 どころ か、 
斷食を 實行 する に 立 至る のを 露 悟らせられ 
ぬのは、 こんな 會 合に 來る女 にも 似合は ぬ 
と 君は 思 ふだろう が、 一 體 女と 云 ふ 奴、 何 
處 でも 先こう 御 芽出度 出来て 居る ものと 見 
へる。 

「新 佛敎」 の ニ號は 今朝 着いた、 毎度 乍ら 
御 氣燄千 萬の こと だ、 マ 體 新佛敎 會と此 
地の 自由 思想 團 とは 非常にょ く 似て 居る 
が、 一 っ 違 ふ 所は、 自 S 思想 團で は學 者と 
云 ふ 側の 人が 割合に 少くて 、實業 家が 多數 
を 占め、 切符 切と か、 電鐵の 車掌と か、 乃 
至は 郵便 配 夫と かいふ 方® の 人が 可成に 居 
って、 堂々 と 宗敎や 哲學や 時事問題に 關し 
て 熱、 D に 意見を 吐露す る こと だ、 これは 確 


培、 道 芽の 灌漑 その 力を 盡 しさへ 候へ ば ラ 
ィンの 江畔 に、 祖 山の 御 忌の 鐘を 打ち鳴ら 
し、 ベルリンの 街邊 にも 緣山六 時の 禮讃を 
見む こと も、 必らず 夢には 之 ある まじく 
と、 今日 も 公 苑蕭 々の 微雨の 中、 眩き ばか 
りの 菊花 壇を 廻りて、 幾度 か 呻吟 仕り 候、 

考へ 候へ ば、 今や 獨 逸に 於け る、 求道の 
聲 、求佛 の 念は 火の 如く 盛に 燃袅來 り 候、 
兼々 申 上 候獨逸 佛許 傳道會 も、 追々 着實の 
淮一涉 を 致し、 今は ハレル 市に 支部 設立の 運 
にも 至り、 機 關雜誌 『佛敎 徒』 も旣 に七號 
まで 相 達し 候。 前號 には 「リ ヒヤ ー ド、 ヮ 
グ ネルと 佛敎」 などい ふ 面白き 題目 も 有 之 
候 ひき。 誌 中 大體は 南傳佛 敎の 論文 多く、 
吾々 より 見れば 聊か 物 足らぬ 樣に 候へ ど 
も、 佛敎 研究の 順より 申さ ば、 從小入 犬と 
申す が 順序に 候へ ば、 寧ろ 喜 ふべき 現象と 
寒 納は喜 居り 候。 

この 佛敎會 は 今の所、 學理の 高遠よりは 
實 際の 行 履、 談理考 證の學 者よりは 熱心 摯 
實の求 道 者を 以て 會を 維持し、 光顯し 居る 
有樣に 候へ ば、 實に 前途は 有望に 候 寒衲は 

ライン だより 


吾 宗內の 諸 大德に 何卒 この 傳道會 と 交際せ 
らる X 樣 切に 希望 什. 候、 右に 關 する 御用 も 
候へ ば 寒衲は 出来る 丈は 盡カ申 上た く 候、 

かく 佛敎發 揚の機 漸く 至る と共に、 I つ 
商 白き 現象を 獨 逸の 王室の 内に 相 見る に 至 
り 候 •そは 獨逸 聯邦の |つにて美術エ藝を 
以て 名 ある ヘッセン 大公 國の 大公 (現 露國 
皇后の 御 父に 在らせられ 候〕 が、 其宮苑 の 
中に、 巨大なる 佛陀の 聖像を 建立 有 之し こ 
とに 候、 大公は もとょり 佛 .陀の 聖敎を 御 信 
仰 あらせら る >1 には 無 之 候へ ども、 四 八端 
嚴の德 相は 明かに 此 美術 國の大 公を して、 
自ら 渴 仰の 念を 生ぜし め 候は 疑 ひなき 事實 
に 候、 基督教の 側には 之に 付きて 種々 の議 
論 有 之候樣 子に 候へ ども、 要する 所、 こは 
疑 もな く、 佛敎の 漸く 獨逸 王侯の 間 迄 追々 
威勢を 與へ來 り 候 事は、 見る に 難から ざる 
こと、 存 申し 候、 

佛敎傳 道會と 同じ 目的に て、 新 宗教の 創 
立に 餘念な きは 靈智會 に 候、 これに 
は 今べ ー ゾダン の哲 學とョ ー ガの神 學を主 
とする 印度 的の 靈智會 と、 ヤコブべ ー メを 


祖述す る 基督 敎靈 智會 と、 二者の 中間に 立 
てる 折衷 派と も 云 ふぺ きもの ありて 大別す 
れば三 派に 候が 何れも 見 性 悟道を 主と し、 
現 身 三昧を 成す るを 說き 居り 候。 此會 には 
頗る 學者連 も 有 之 候。 兩三週 前、 印度 靈智 
會の 某、 寒 衲の佛 僧なる を 知りて、 態々 ハ 
イデ ルベル ダょり 尋ね 來り 、佛 敎禪定 の 事 
に付種、亡質問被致候。この會に付きては寒 
納は あまり 極端なら ず やとの 意見 も 有 之 候 
も、 兎に角 其 求道の 熱心には 感服 仕 居候、 
カトリック 敎 徒は 何れの 聯邦に 於ても、 
聯邦 會議の 議員 競爭 に、 社 會黨と 大奮鬪 を 
致し、 大抵は 多數を 占めし 樣 子に 候、 彼等 
がか、 る 政治 上の 運動の 猛烈なる ことは 兩 
三日 前 手に したる たの 諷刺 畫にて 御 判じ 有 
之べ く 候、 

南獨は バイエル ゾの水 呑 酉 姓 どもの 亡 
者、 唯今 天國の 門まで 罷り出、 老若 男 
女、 聲を 限りに 何卒 門內に 入れて^-と 
懇願 致し 候を、 天 門の 守衞、 聖保羅 は嚴 
めしく、 其方 ども 甚 不信 不屈に 付、 開門 
相 成らぬ と 言 ひ 放ち 候、 すると、 亡者 共 

四 ニ 七 
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柱」 と 「良人の 自白」 に 「心の 跡」 が 來 
た、 小說の 方は 例の 民主 薰の 記者 先生に 日 
本に 於け る 最新の 社會 主義の 美文 學とで も 
して噺してやると、苊にフラィエ、プレッ 
ス (新聞の 名 だよ〕 の社說 になら うとい ふ 
もの だ。 

此 所で 止め やう、 戸の 外で 跛 犬が クン 
鳴て 居るス リ ー、 コム 思 ふ 存分 熱を 吐 
きちら して 少しは 氣持 もよ いよう だ、 大天 
狗の 面々 にもよ ろしく でも あしく でも 勝手 
に 言 ふて くれ、 左樣 なら。 

(下に 異形の 服装した 男女が 大騷 ぎに 騷い 
で 笑ふ聲 ゥァハ キ 、、プ 、、ハ、、)。 

(明治 三 八、 三、 新 怫敎) 

◊ラ‘ ィン だよ y 

ライン 江 畔の 天長節は 六た び玆に 廻り 來 
りて、 貧衲の 空齋も 亦遙に 奉祝の 誠意を 表 
し 奉る こと X 相 成 申 候、 思へ ば 千 紫 萬 紅 凋 
落して、 初冬の 光景 太 だ 寂寞を 極む る 所、 


深く 籠む る ライ ゾの寒 靄の 間、 針の 如き ア 
ルサス廣原の霜風の中に立ちて、壤々とし 
て秀芳 を此 地まで 傳へた る 我國の 菊花 こ 
そ、 此大 なる 佳節を 視し 奉る に、 太 だ 適當 
したる 名花と して、 轉た 嬉しく 感ぜられ 候 
事な れ 、歐や 米 や、 人道の 花、 平和の 色、 
漸く 凋落し 來 りて、 住く 所權 謀と詭 術、 至 
る 所 腐敗と 慘 害、 實に 痛嘆 此 事に 候 ふ 中 
に、 獨 り 高く 文明と 正義と 人道との 爲 に、 
日 東 新進 國 民の 中心の 渴 仰を寶 翁に 集め 玉 
ひて、 允文允武 日と 彰かに 天と 丕 なる、 吾 
等が 大君を 視し 奉る、 吾等ら 幸の 中の 大な 
る 幸に 候は ず や、  • 

千代の 色 唯 菊の みの 世 思 哉 
當 日は 拙寓に 佐々 木 達、 佐々 木隆 興、 浦 
野文彥 の三醫 家、 及び 此地 にて 同じく この 
佳節を 祝し 奉らむ と イタ リヤ壯 遊の 途次、 
立 寄られし 文科 大學の 村 川 堅固 氏と を 合せ 
て寒衲 とも 同胞 五名、 數 鉢の 菊花の 下、 此 
地の 玩具 店に て ^ め 來し數 鹿の 旭日 旗 もて 
飾りし 卓に、 I 同恭く 聖寶の 無窮、 壽祚の 
永遠を 祝した てまつ り 候、 伯林は 帝國 公使 


四 ニ 六 

の 駐在 有 之 所と て、 奉祝の 盛宴は 年 一年よ 
りは 盛に、 今年は わけても 盛大の 事と 承り 
候、 同地に 留學 中の 得 痴道人 (大谷 派の 瑩 
亮 連枝〕 奉祝の 佳什" 來句有 之、 めでたく 
候 ま 御 報 申 上 候 『 菊 畑 北に ひろげし 今 
年 かな』。 この 菊 畑、 是 吾等の 大に 栽培に 
力を 盡すべ き 所に 候、 文明の 傳 播の爲 、人 
道の 擴 張の 爲 。其 大本と して、 大 慈悲の 正 
敎を 宣布の ために。 

菊と 申せば、 此地 にて 菊花の 栽培が 一 缶 
は I 年より 進步 する は、 實に 驚くべき 程に 
候、 「大白 山」 「玉 簾」 など 云 ふ 各種 も 本邦 
を壓 倒す るまでに 美は しく晃 事に 仕立て 上 
げ 候を 見受申 候、 か X る 園 藝の小 技に も、 
獨逸國 民の 改良と 進步の 實證は あら はれ 居 
り 申 候、 是 等は、 特に 我國 民が 再 省 三省よ 
«思ふ ぺき 事に 候。 

更に 相考へ 候へ ば" 栽培 其 宜しき を 得 
て、 灌漑に 怠り 無 之 候と きは、 本朝の 各 
種、 この 獨 逸の 地に 見事に 秀芳 を存 して、 
薔薇 さへ壓 倒す るの 域に 可 達 候、 悉有佛 性 
は 何れの 地を も 隔てず 候へ ば、 佛 種の 栽 


孃なぞ が、 親ら 種々 の 自製 品を 賣 り、 麥酒 
ヵッフ H 1 の 給仕 迄 も 致して、 其賣 上を I 
切 窮民を 賑すの 料と なさん とてに 候。 

吾宗の 諸大德 、願く ば 其 擅 信徒を 說き 
て、 時に この 如き 趣味 ある 慈善事業を 行 ひ 
玉は むこと、 切望の 至りに 候、 東京には 忠 
魂 祠堂會 館の 好き 會館有 之 候へ ば、 甚だょ 
き 結果 有 之べき は 期すべき ことに 候。 

今年は 氣候 兎角 不順な りし 爲 と、 大 暴風 
時に 有 之した めに、 南方 暖地に 行くべき 燕 
の、 途中ょり 北歸 したる もの 多く、 中には 
寒に 堪へ ずして 斃れた る もの も 有 之 候 ひし 
が、 人々 はこの 弱り 衰 へたる 小禽を 救 ひ 取 
りて、 態々 汽車 便に て イタ リヤ 、ス ペイ ゾ 
などに 送り 屆け 候、 汽車の 役員 達 も 極めて 
親切に 此等 幾千の 小乘 客を 保護して 、目的 
地に 送り 屆け申 候、 美は しき ことに 候は ず 
や。 

此 書、 諸 師兄課 佛の餘 暇に I 顧の 榮を得 
むと きは、 この 記憶すべき 大なる 年も佛 
名の 讃 唄の 聲 と共に 過去に 落 謝して、 新 
なる 希望と 奮鬪 とを 以て 明治 三十 九 年の 

殘雪點 々 


新 天地を 迎へ玉 ふ 時なる ベく はるかに 諸 
師兄が 大 慈悲の 恩 光 中に 道福裕 なる を 奉 
祝 上 候。 

來む年 や 日課 日に^^ 新に て 

(明治 三 八、 一二、 淨土敎 報) 


◊ 殘雪點 々 

少く友 「新 佛敎」 に 接せ ざり しに、 今 
嘵 殘雪點 々の 窓 前 彼と 相 見る ことを 得 
て、 窓外 春光、 更に 一段の 和 味を 加裊た 
るを 覺 へたり、 彼旣に わがた めに 語る 所 
甚多 かりき、 吾 また 豈彼が ために 少く語 
らざ るべき や。 

寺 本婉雅 氏の 「十 萬 白 龍」 の 邦譯は 頗る 
多謝すべき ものにして、 吾邦の 宗敎學 者に 
新 材料を 與 ふこと も 勘 少ならざる べし。 但 
し 邦人の 往 々寺 本 氏 始めて この 秘書を 譯出 
したる 如く 思 ふは、 嘗て 此ボン 敎の 奇書を 
始めて 歐洲の 學界に 紹介した る アントン • 


シ ー フネ ル 次で 精細の 研究を 此書に 行 ひ 
て、 批評 的の 獨譯を 公に せし ベ ー e ラウフ 
ヱ ルの ために 甚氣の 毒の 感 なき 能は ず。 

アントン 〇 シ ー フネ ル ー 荀 くも 西 藏の宗 
敎を 口にせん と 欲する ものは、 決して この 
功勞 著しき 露國學 者の 名を 看過す る 能は ざ 
るへ し。 彼が 幾多 西 藏に關 する 資料を 學界 
に寄與 したる 中に 「十 萬 白 龍」 も其槪 要を 
抄出 論評して 報告せられ あるを 見る。 

卽 今ょり 二十 六 年 前 I 八 八〇ぺ ー タ ー ス 
ブル グ大學 紀要の 中に^^$ & 在1 0 1^? 
sutra  das  weisse  N pl ga-Htmdertta-usamv. 

ボン 宗敎典 「十 蓠白 龍」 につきて と 題す る 

もの 是 迅。 十餘 年の 後、 ラウフ エル Laufcr 
あり' 芬蘭 ヘル ティング フォス 大學に 於て、 
盛に 西藏の 神話を 研究し、 好著頗 多し。 彼 
は； N1 フネ ルの 報告 L たる 「十 蓠白 龍」 の 
西藏 原文 撮要を 一八 九 七 伯林に 於て 公刊 
し、 續て 翌年 フィン •ウィグル 協會 紀要 
Memoir  dcla  soc.  finno-§gl.. の 第 十 I 卷 
として 右 撮要の 批評 的飜譯 を 出し、 之に 有 
益なる 序文 及び 字 彙をも 1 へたり。 

四 ニ 九 
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大聖 保羅樣 、今囘 丈は 特別の 取扱を 相 願 
たく。 實の 所は、 吾々 が 死亡の 砌 、御 住 
持樣 方は 何れも 議員 選 擧の爲 に 東西に 御 
奔走に て 末 後の 聖式を 執行 致す ことが 出 
來 申さず 候へ ば …… 

穿ち 得て 妙と 可 申 候、 かく カトリック 僧 
徒の 政治 運動は 後來獨 逸に 必らず 面白から 
ぬ 結果を 來し可 申、 ル ー テル 出で し 國の今 
日、 轉 意外の 惑に 打たれ 申 居り 候、 

露國 今日の 有樣 は、 實にニ 十 世紀の I 大 
疑問に 可 有 之、 昨日 も 露 人の 親友 兩 名と 膝 
を 交へ て大に 目下の 問題を 苦談 仕事 候 何れ 
に 落着 候 も 露國が 之ょり 文明 的の 新生 命に 
入るべき は 疑 ふべ からざる ことに 有 之べ 
く、 此 地に 潜伏 致し 居候 氣 早の 露 國の 有志 
家な ど 至急 歸國 したる 向 も 有 之 候、 歐 州の 
列强 とか 申す ものが 其 暴慢を 坐視し、 其虐 
政を 傍觀 して、 自由と 人道の 發達 上、 至大 
の惡 魔たり し露國 も、 今や 漸く 文明の 曙光 
に 接し 来り 候、 而 して 之 も 全く 日露 戰爭の 
御影に 可 有 之、 吾國 民は 玆に 於て か 犬に 世 
界史に 誇る に 足るべく と 存じ 候、 乍 去 か \ 


る 虐政と 暴戾 とを して、 自由と 正義の 大權 
の 下に 屈伏せ しめし、 露國國 民の 氣魄 は、 
吾々 決して 忘れて は 相 成る まじく 候、 彼等 
がこの改新の爲に流したる皿と積み上げた 
る 骨とは 今日の 改新を 見る に 至りし に 候、 
露 人は 決して 侮るべき 人種に 無 之、 畏るべ 
く 敬すべき 近隣の 兄弟に 候。 

最近 露 國のヲ デ ッサに て 行 はれし 錡太敎 
徒の 虐殺は 實に 言語に 絕し 候、 これが 希臘 
正敎 とか 云 ふ ものを 國敎 とする 人民の 所行 
ぞと 思へ ば 基督 敎の 感化と 申す ものは 如何 
なる ものなる や 太 だ 疎 疑な きを 得ず 候。 バ 
丨ト口 ミユ ー の 虐殺 已來 、基督 敎徒が 慘忍 
なるは兹にもそのょき #1 を示し申候 この 
滲 忍の 心、 之を 人道を 愛し 仁愛を 旨と する 
，目 由の 精神に 立ち 廻らせん こと、 宗敎に 於 
ける 涵容 精神の 妻 成と 仁愛 無我の 大道の み 
唯 之を ょくすべく 候、 世 舁人 道の 爲 めに 大 
敎の宣 帝は 今や 甚 急を 覺 候、 あー憐 むぺき 
錡太の 民族、 その 手足を 斷ぜら れ拔舌 剔 眼、 
此 世から なる 地獄を 露國に 現じ、 老幼 婦 
女、 生ながら 焚かれ、 煎らる \ もの 三千 餘 


四 二八 

と稱し 候。 歐 州の 基督 敎徒 なる ものは、 こ 
の I 大罪 惡に對 して、 I 人の 起ちて 鐵悔を 
敎へ 、公憤を 洩す ものな く、 この 無辜の 老 
幼 婦女に 對し て、 一滴の 涙 さへ 濺ぐ ものな 
きは、 何等の 譯 合に 候 や。 遙か なる 支那 や 
印度に 傳 道して、 要 もな き 信仰を 强 ゆる 彼 
等は 近き ヲデ ツサの 火の 中 劎の 間、 焦熱 地 
獄の裡 に 高く 其 仁愛の 十字架を 掲げて 實地 
に 基督教の 主義を 行 ふべき が 急務に 候は ず 
や。 彼等は 一ヶ月 ばかり 前の、 バ ー クの虐 
殺に も 沈默を 守り 居り 候 ひき。 同信の 徒が 
囘敎 徒に 虐殺 せらる X に 公憤を 發 する 者 無 
之候ひき。彼等が世論を動すのカの漱く乏 
く 相 成 候は 見る に 難から ず 候。 獨 逸の 社會 
黨が露 國の瓧 會黨に 種々 の 援助を 輿へ、 同 
情を 濺ぎ 居り 候に 比する に 基督 敎 徒の 勢力 
基督 敎全體 としての 勢力 も 今日の 人道 展開 
の 上には。 どれ 丈の ものなる や、 先 相 分り 
可 申 候。 

今日は 散步の 途次、 I 寸新敎 徒の 慈善市 
を のぞき 申 候。 寒氣 漸く 强く相 成りた る 今 
日 貧家の 薪炭の 費の 爲に とて 良家の 夫人 令 


例に 徵 して 論じて 日く、 怫陀は 決して 涅槃 
の 實體を 疑 ひ、 若く は 之を 否定したり しに 
あらず、 唯實 行方 面の 戒行を 重む じて、 之 
を 解 脫の 要義と して、 涅槃の 實體 有無の 如 
き哲學 問題は 之を 見と して 戲論 として 之 
に立人るを好まざりしのみならず*又弟子 
を誡 しめて 此の 如き 空論の ために 解 脫の實 
行を 慚廢 する を 禁じたり きと。 彼の 結論を 
見よ、 

「宗 敎歷史 とは 神の 人格 否定の 歷史な り 
て ふ スベン サ：の 語を 眞とせ ば、 則佛敎 
は 方に この 進行の 自然 的 極度に 達した る 
ものと いふぺ し、 自然と 超自然との 間に 
全然 絕對 的の 區別を 認めし もの、 佛敎の 
如き ものは あらず、 佛敎は 其 徒に 超自然 
につきて 云々 する ことを さへ 禁じたり、 
然れ ども 決して 之を 否定し または 懷 疑を 
その 存在に 揷み しに あらず 0」 

豈 公明 正 見の 好漢に あらず や。 

予は未 識の友 ザイデ ンスチ ュッ ケルの 半 
生を 詳に する を 得たり。 ライプチヒ 佛敎傳 
道會の 中心として 活動し つ X ある この 人の 

壺中 乾坤 


閱歷は 必らず 多大の 感興を 讀 者に 與 へん 

o 

彼は サク セン 王國の I 村落の 牧師の 家に 
生れぬ、 父な ろ 牧師は 地方 敎務 監督と して 
頗る 勢力 あり、 彼は 中學を 終りて 後、 父の 
希望に ょりて ライプチヒの 醫科 大學に 入り 
たり、 然れ ども 彼が 天 輿の 宗敎的 性質は 生 
體 解剖の 慘を行 ふに 忍びず、 無辜の 動物が 
種々 の 試驗の 下に 苦 毒を 甞む るを 見る を 厭 
ひて、 斷然 學藉を 文科に 移し 言語 學の 硏究 
C 入りたり、 此の頃ょ りして 彼れ は 漸く 佛 
敎の 書を 讀み 始めて 其 妙味を 解し、 時々 佛 
敎に關 する 論文を 公表し、 進みて 佛敎に 同 
情して 之が ために 多少 基督教 徒の 非難を 招 
くに 至り、 事 父の 耳に する 所と なり 數囘の 
嚴誡を 加 へられた る も、 彼が 佛 敎に對 する 
確信 竿と して 動すべからざる もの ありし か 
ば、 牧師は 斷然其 子の 學 費を 中止し、 又 罪 
惡を 改悛せ ざる 限りは 再た び 相 見る ことを 
許さず、 家門に 寸涉も 足を 踏み 入る ことを 
得ざる 旨を 嚴吿 し、 玆に 言語 學 科の 大學生 
は 其 信仰の ために 自ら パンを 求めざる ベ か 


ら ざるに 至りぬ。 爾来 氏は 文筆 及 語 學の敎 
授等 にょりて 生活し 熱烈なる 信仰を 以て 漸 
く 同信の 士を 得、 ラィプチヒ 佛敎傳 道會の 
基礎 玆に なりて 今や 氏が 主筆と しての 月刊 
雜誌 「佛敎 徒」 は 十二に 達し、 月々 の 公開 
演說に 討論 會 に、 盛に 新 信仰を 鼓吹して、 
頑陋 なる 舊 耶蘇 敎徒等 と惡戰 しつ \ あ り、 
某： 督敎の 牧師 等は 今や 氏を 僧み 氏を 忌む こ 
と實に 蛇蝎の 如き もの あり、 氏が 父 頹齡今 
や 七十、 尙峻 然として 父子 相 見る を 許さ 
ず、 信仰と 主義の ために 甘 じて 人生 最も 悲 
慘の 境に 身を 安く 氏の 心情 や、 誰か 涙な か 
らむ。  (明治 三 九、 六、 新 怫敎〕 

◊ 壺中 乾坤 

出 山の 如来に 麥酒 さ \ けば や。 (成 道會の 
夜〕 ゲル ラブ ドの 教授の 講義 甚 面白し。 此 
人旣に 七十の 老學 者、 地質 學の 巨擘に て、 
兼て 蠻 族の 宗敎史 に 精通す。 ポリ ネシャ の 
宗教に 關 しては、 歐洲 にて 目下 だれも 敎授 
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寺 本 氏の 邦譯は 右二 學 者の 論文 飜 譯を對 
照參 酌した る や、 また 獨 立の飜 譯なる や 予 
之を 知る ことを 得 ざれ ども、 兎に角 予は 
「十蓠 白 龍」 を讀む ものに 前記 ニ學 者の 功を 
沒せざ らむ ことを 望む や 切なり。 

ラウフ H ルの 譯は 甚だ 得が たき 書に あら 
ず、 價亦 昨今 五六 馬內 外と 覺 ゆ。 

融希山 氏の 「宗教の 硏究 沿革 及 その 特性」 
は 親切に して 忠實 なる 譯 なり。 此の 如き 好 
譯は 疎漏 杜撰なる 論文に 勝る こと 億 百 萬 倍 
とい ふぺ し。 但し 原著の 中に 宗敎學 硏究の 
頗る 盛なる、 端西バ ー ゼ ルの 大學を 逸した 
るは、 救に I 言す るの 要 あるを 認む。 

同大 學にヲ ー レリ •バルト レ ー •サラ、 ゾ 
ンの 如き 熱心なる 宗敎 史家 ある ことは 兹に 
賛す るまで も あら じ。 同地々 第二 囘 の宗敎 
史大會 の 地と なりし も亦此 等の 關係 ある 
に：： 山で たり、 ヲ T レリ ー には I 般 宗敎史 
Orelli : AlI OQ emelne  Kellglonsgeschite  18  の 

9 の 好 著 あり、 約 九 百 頁の 大本に して 記述 
極めて 親切な り。 甚だ サウ セ ー の宗 敎學敎 
科 書に 讓らず 。パ ー ゼル には 亦 大陸に ての 


模範的 傳道學 校と 譽 めら る ゝ傳 道學舍 あり 
て、 其 講師に も 頗る 宗敎史 に 熱心なる 人 多 
し。 同 舎の 講師と して 嘗て 「印度 宗敎史 J 
を 稿した るヴ ルム Wurm は、 一 昨年 宗敎 
史构珍  Handbuch  dcr  Keligionsgeschich- 
te 1 904 .を 著は したり、 稍 取捨すべき 所な 
きに あらざる も、 簡 にして 明 尤も 學徒 に獎 
むる に 足る。 

佛敎 古典 研究の 1； 漸く 吾邦に 盛なら むと 
するとき、 予は兹 に 歐洲に 於け る ー大佛 敎 
古典 硏究 家を 失 ひたる 悲報を 傳 へざる を 得 
ず。 I 九 〇 六 年 三月 十三 日 ケン ブリデ 大學 
梵語 敎授 セシル •ベンダ ウル 氏 遊き たり。 

大雲請 雨經の 撮要 公刊を 初と し、 今尙學 
徒の 珍と する ケン ブ リツ デ 大學 文庫佛 敎梵 
^ 聖典目錄等自身の論文著書ょりして三 
年 前に 完了を 吿 げたる、 大乘集 菩薩 學論原 
文 出版の 大作、 その他が いかばかり 佛敎學 
者を 稗 益したり しやは 贩 々する 要 も あら 
じ。 カウ ヱ ル 教授の 後を 襲 ふて ケム ブリデ 
大學敎 授の榮 職 にっきし も その 期 未 甚長か 
らず 、前途 幾多 雄大の 計 畫を殘 して、 I 朝 
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登饳の 悲報を 傳ふ 、墓に 痛惜 慟哭すべき か 
な。 鳴 呼 迄く ば パ ー リ文學 の 明星 バ ー デ ー 
教授を 哭 し、 今 亦 この怫 敎 梵語の 棟梁を 失 
ふ、 佛敎 原文 硏究 者の 不幸 も 酷 だ大な るか 

な、 

友 荻 原雲來 兄は 特に ベンド ール 教授と 親 
交 あり、 同 敎授晚 年の 大作は 漢譯藏 經の方 
面ょり して 兄の 力を 藉り しもの 頗る 多 かり 
き、 余は 教授の 傅が 遠からず 兄に ょりて 本 
邦の 學舁に 公表せ らるべ き機會 あるを 信 
ず。 

友 K クトル c シユ ラ一タ ー 今ア 、トヤ ー ル 
にあり てヲル コト 大佐の 管理す る アドヤ ー 
ル 文庫の 司書と なり、 傍ら 益 印度 哲學 の奧 
を 探らむ とす。 彼 印度に 去る 前、 涅槃に 關 
する 一 論文を 草して 之を パ ー リ 聖典 出版 會 
の雜 誌に 公に せり。 涅槃に 關 する 歐 人の 議 
論と しては 最新の もの 也、 玆に I 端を 抄出 
する も 徒 事には あらず。 

彼は 先 づパー リ三藏 中の 明文を 縱橫に 引 
證 して、 歐洲 の學者 輩の 浬 槃を空 無 寂滅の 
ものと なす 謬見を 指 斥した る 後、 進みて 實 


る こと、 十惡 五 ^ ょりも 甚 しきもの あら 乞 
か、 僕は 斷 じて 卿 等を 待つ に 人間を 以てせ 
ずして、 邪鬼 惡 魔を 以てせん のみ。 

〇 

一曲の ベ ー ト ー ベゾは 今 終りぬ。 是 ょり 
蘇 格 蘭の 俗謠 歌は せむ とい ふ、 老 夫人の 言 
に、 ッ H T3 の絃 まき 直す 子息、 樂譜 忙しげ 
に 捜す 幼女、 白 絹の 裳 長く 曳き 、琴 臺に隻 
手 安き て、 傍の I 女と 何事を か 囁く 娘、 靜 
なる クリスマスの 夜は、 華 かなる 銀燭 に更 
けて、 微醺に 染みし 家 翁の 顔、 怡 然として 
この 富みて 美は しき 家庭の 淸 福に 笑 破る \ 
とき、 孤客の 影 獨悄た る も、 亦 自ら 現前の 
和 樂に攝 し 去られ、 融し了 はれて、 旅情 全 
く 忘れて 快く 相 語る。 

「二月には バィロィトに 行きます かね。 ヮ 
ダネル 宗の 大本山、 近世 藝 術の ジ H ルザ レ 
ムに 是非 御參詣 なさい な ご 「どぅして とて 
も 駄目です。 四 五日 前 ある. 人の 談で は、 切 
符は I 年 も 前から 買 占の 競爭 で、 今では 賴 
むように して、 ホテルから 頭け て もらう の 
が、 一枚 百 マルク 已 上の 相場 だそう です。 
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先づ 吾々 は 及びも付かぬと 諦める 外は あり 
ますまい よ。 然し ヮグネルが 理想に 建てた 
檜舞臺 で、 選びに 選む だ 樂手や 俳優が、 懸 
命の 腕を 揮 ふので すから、 實に それは 見物 

でせ うよ。 」 「バ イロ イトの 噺が 出る 

と、 何時でも 思 ひ 出します が、 私の 友人に 
氣の 毒な 人が あります よ。 ミュンヘン *ド 
レス デゾで 鍛 へに 鍛へた 腕は 素晴 しい もの 
で、 テノ ー ルでは 今 I ニと いふ 名人で、 ジ 
1 クフ リ ー ドなん か 歌 ふと 實に申 分は ない 
のです が、 どうです 此 人は I 生ノ イロ イ 
トの搶 舞臺に 上る ことは 出来ない のです。 
外で も ありませ ぬが、 此 人の 身長が 少し 低 
過る ので、 ヮグネルの 遺 法に 外れて います 
からさ。 當 人は どの位 殘 念に 思 ふて 居る こ 
とでせ う。 」 

〇 

朝より 五 里 ばかり 先の 牧師 某 君の 家に あ 
り。 黃昏 市に 歸 り、 齒醫者 某 君の 家を 過ぎ 
て 晩餐を 共に す。 座 上 二三の 婦人 連 あり。 
談話は 重に W 亭 事件に て 持 切れり。 吾 この 
事件に 就きて、 略 聞く 所な きにし も あら ざ 


りし も>  かくまで 醜に* かくまで も 腐敗し 
たる、 此 市. の 上流 社會を 想像す る ことは 敢 
てせ ざり し。 W 亭は 佛國 料理を 以て 著名な 
り。 贅澤 ものは 玆に來 りて I 品に 十數マ ー 
クを 投じ、 一® に數十 フランを 投す るを 快 
とす。 此處の 給 使 長に、 美人を 客に 進めて 
黃金を 貪る もの あり。 近々 事發覺 して、 豫 
審に あり。 然るに 何ぞ 知らむ、 その 折柳攀 
花の 徒、 狂蝶痴 蜂の 輩、 多くは この 市の 顯 
官 貴人に して 彌撿 し來れ ば憨 多き を 加へ、 
甲 事は 乙 事を 發 き、 某 件は 更に 某 件を 生じ 
て、 展轉盡 る 所な く、 醜陋 腐敗の 狀 、人を 
して 聞く に堪へ ざら むとは。 去 秋は 某 大公 
國の I 司法大臣 、毎に 諧博を 好みて、 一 給 
使の 罪を 得し もの X ロょり、 計らず も 其 素 
行を 發訐せ られ しこと ありき。 而 して 今 ま 
た 此の 如き 醜 事を 耳に す。 上流 社 會の仕 末 
におへ ぬ 代物なる こと、 猶 黴の 常に 表面に 
跋扈す る 如き か。 咄 、黴の 上流 社會 。汝等 
は 常に 下層の 血と 肉と 精力に 養 はれて 其不 
潔 醜悪の 榮 華を 縦に す。 咄 々黴の 上流 社會。 

〇 
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と 比肩す る ものな し。 

「寺院で 女が 脫帽 せぬ とい ふのは、 女性 
が 男性ょり H ラィからで はない じ や。 特 
別の 權利が あるから でばない じ や。 却て 
その 反對じ や。 蠻 民の 間には 勿論 男は 女 
ょりも 優勝であった。 ソコデ 宗教の 事な 
ぞも 、女が 權 利を 有せぬ 事が 澤山 あった。 
人體の頭部は蠻民共が最神聖として居っ 
たもので、 ポリ ネシャ 宗敎の 術語で 申す 
と、 是が 卽タ I ブじ や。 卽 神聖な もので 
神の 宿っ たもの じ や。 然し 是は 男に 限り 
て 居る ので、 女は この 神聖な 特權 はな 
い。 じ やから 神の 前で 女は その 頭を 露出 
する ことは 出来ぬ。 出せば 勿論 罰が あた 
る 譯じや 。神の 前では この 不 神聖な 部分 
は隱 覆せねば ならぬ。 この 古い 習慣が 今 
に殘 りて 居る のじ や" 

獨 逸の 俚言に 「若しも 娘が 口笛 吹く と、 
天で 天人が 泣き出す」 とい ふの が あるが、 
これも極间白ぃ原人時代の遺物の1っじ 
や。 蠻 族の 間には、 今でも 口笛は 神を 呼 
ぶ 呪と して、 最 神聖な もの X | つに なつ 


て 居る じ や。 其處で 勿論 この 大切なる 秘 
呪は、 神聖 權の ある 人が やらねば ならぬ 
譯じ や。 女は その 資格がない から、 口笛 
を 吹く と、 天人が 泣く のじ や。 優雅な 美 
しい 花の やぅな 少女が、 口笛の やぅな は 
したない 眞似 すると、 天人が 少女の 美の 
ために 泣くな ど X いふ 解釋 は、 無論 近代 
の附會に過ぎぬじや。」 

〇 

友 某と 禁酒 大會に 趣く。 會 幹事た る 他の 
友某は極めて峻烈なる禁酒家盘。毎に僕等 
の麥 酒店に 上る を 憤りて" 痛罵 至らざる な 
し。 此日僕 等が 同會を 訪へ るを 得たり 賢 
し、 彼は俏 林の 某 名士に 紹介し、 以て 我々 
を 彼が 主義に まきこまん とす。 僕 愚と 雖、 
さる 小兒の 如き 計略に か \ る ものなら む 
や。 旣 にして 名士の 大演說 了り て、 討論に 
入る。 共に 行きし 某 ロを 出して 日く。 先生 
說 少し 極端に して、 この 複雜な る社會 には、 
どうやら 適せざる 樣な り。 節酒と せ ば 充分 
ならず やと、 名士 大喝して 日く。 君 また 無 
主義の 言論を 弄する こと 勿れ、 唯 分別 ある 
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入の み、 節酒し 得べき を 知らず やと。 吾 友 
すかさず。 されば、 先つ 分別 ある 人を 育成 
する 方、 捷 にして 急なら ず やと、 僕は 覺ぇ 
ず 喝釆せ り。' 

ヲ ペラ も 合奏 も、 小 說も詩 も繪畫 も、 勿 
論 自動車 も テ-一 ス も、 文明の 娛樂 とい ふ も 
の惣 て、 果は 哲學や 道德や 宗教まで も、 悉 
く ある 一階 級の 專 用に 歸し了 りて、 忠實な 
る勞働 者には、 些の 娛樂も 頭與せ ざる 今 
日、 勞働 者が 唯一の 友た る もの 唯 I つの 酒 
あるの み。 哀哉 今や 酒は 貧民を 慰藉し 歡喜 
し 緩和して、 氣 力を 與へ健 鬪を勸 むる の大 
功、 確に 遠く 聖書の 上に あり。 況んや 世態 
に 通ぜず 、人情を 解せ ず、 血 もな く 涙 もな 
くして、 蓄音機の 如く 敎 壇に 立つ、 僞善坊 
主 どもの 說敎を や、 卿 等 敬虔なる 禁酒 會長 
老諸 先生。 若し 夫 吾等が 勞働者 諸君ょり、 
この 唯 I の 娛樂を 奪 ひ 去らむ とせば、 願く 
ば 先づ 與ふぺ きものを 與 へ、 代るぺ き 償を 
拂 ふて、 而 L て 後、 勝手に 卿 等の 欲する 所 
をな せ、 然らず して 徒らに 吾等が 辛酸 苦鬪 
しつ \ ある 同胞 諸君の I 杯 ニ 杯の 飲酒を 罵 


を 呼びたり。 「勿論です」 吾々 の 間には 面倒 
なる 談判 なぞ あるべき やうな し。 

「大分 大騷で すね、 御考 はどうです」。 「い 
や 此所 なぞは まだ 靜な 方です。 今朝 商用で 
メッッから 来た 入の 談で は、 それは 大變で 
す。 銀行へは 取附の 人が 雲の 如く 押 かけ 
る。 食料品の 買 占が 始まる。 女 なぞは ぶる 
顫へて 居ます とさ。 何故 こんな かとい 
ふと、 ナン シ ー あたりの 佛國 民の 氣の 立つ 
て 居る のは 非常な もんで、 獨 逸へ 進めと か、 
大復謦 とか， 伯林を 園め とか、 種々 樣 々の 旗 
など 立て、、 大騷を やつて 居る 新聞の 論調 
といつ たら、 丸で 躍起で、 中には 大勝 利 疑 
なし なぞ 豫言 する 奴 さへ ある 位です。 それ 
ですから 國 境の 獨 逸人は たまりません や。 
騷ぐの も 無理は ありますまい。 然し とても 
戰爭 にはなります まいょ」。 「御 同 見です。 
今 戰爭す る 馬鹿が 何 所に ある ものです か。 
談判は 明日から 始まる のです か、 どうせ" 
い、 加減の 所で、 折 合う のが 落で せう」。 
「三十 年 前の 戰爭 は、 丁度 今度の 日露 戰爭 
と 同じで、 獨逸が 是非 やらねば ならな かつ 
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た 戰爭で したが、 今度は 大分 理窟が ちが ひ 
ますから ね。 軍人 社會の 方の 氣 込は 知り ま 
せんが、 國 民の おび 袅方 はどぅです。 …… 」 
脊後な る 士官の 定 卓には、 佐官 肩章 燈下 
に鮮 かに、 雨 箇相對 して 頻に 吾等の 談話を 
_ り 笑 ふに 似たり。 

〇 

不圖 したる ことより、 獨 逸人に て 今 商用 
のためロンドンに滯在ずる。佛敎徒1君が 
民主 黨員な るを 知り 得て、 吾が 此 地に 少な 
からず 社會 主義者に 相識を 有する 由 書き送 
りて 已來 、吾等が 書翰の 交は、 I 層の 親を 
加 ふるに 至りぬ。 

獨逸佛 敎會の 連中は、 民主 黨 員なる か、 
然ら ざる も、 槪 、瓧會 主義者 也。 而 して 基 
督敎 徒、 特に 舊敎 徒は， 正に 民主 黨不俱 載 
天の 仇敵な り。 4 tatt ノ schawry- などい 
ふ 語は、 民主 黨員が 、無限の 憎惡 、輕 侮、 
怨恨、 嘲罵を 含ましめ て、 坊主 どもを 呼ぶ 
名な り。 

日本に 於け る社會 主義者には、 基督 敎徒 
頗多 きが 如く、 權 貴に 阿り 勢威に 侫す るは 


佛 僧の 犬に 力む る 所た るを 認む。 

東西の 相反す る、 犬に 興味 あり。 

〇 

「人は パンの みに て 生活し 得べき ものに あ 
ら ず」。 是宗敎 家が 毎に 人に 說く所 也。 而も 
竊に怪 む、 彼等は 「人は パンな くして 生活 
し 得べき ものに あらず」 て ふ、 大 道理を 全 
く 忘却した るに あらざる なき かを。 

〇 

「人は パンの みに て 生活し 得べき ものに あ 
らず」 。然 り。 人は 卿 等の 如く、 パンの 外に 
高 樓大廈 を 要し、 美酒 梁 肉を 要し、 甚 しき 
は 醜穢 なる 肉 慾の 充足を も 要せざる ベから 
ざる 乎。 卿 等肥滿 豚の 如く、 酒澤 棗ょり 紅 
なる。 長老 和尙 上人 諸師 、願く は 卿 等が 新 
舊兩譯 三部 經を說 法す る 前に、 先 この 簡明 
なる I 問題を 解決せ ょ。 

クロ  n デイル 

「W から 通信が あるかね」。 r 此間 K と鰐屋 
から ハ ガキを 出した 限です」。 「それでは ま 
だ 例の I 件を 知るまい から、 I 寸 話さぅ か 
冬休に双は少し閑が出來たので、コンスタ 
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四の 海 わが 君が代の 初日の出。 (三十 九 
年元日3「彌戰爭だぞ步兵少尉で出陣だ」。 
「御 同樣 さ。 然し ァゾナ (許婚の 娘) が 泣 
くょ」。 「己れ にも 泣く 奴が あるが、 然し 隨 
分 面白い ぜ」 。「君の 論文は どぅす るの だ」。 
「何べ ラボ ー め。 大學は 無論 閉校と なる の 
さ」。 僕と 同 卓の ニ大學 生は 旣 に開戰 と合點 
し 居るな り。 氣早い 哉。 

〇 

昨夜 テロ哀 鳴して 止まず。 眠爲に 甚穩か 
ならず。 床を 出で &下婢 に 問へ ば 同 寓の士 
官某 君の 愛馬、 急に 發病 して 中尉は 勿論 從 
卒も 、主婦 も您が X りの 大騷 動な りと い 
ふ。 此際吾 飛 出したり とも、 糞の 役に も 立 
つべき にあらず。 犬の 友情を 褒めて、 駄菓 
子 三つ 四つ 取らせた る 後、 吾は 復び 眠に 就 
きたり。 今日 拂曉馬 終に斃 る。 中尉が 隊の 
兵士 數名來 りて、 馬 屍を 運び去らむ とす。 
テロ 出で X 哀吟し 苦 吠し、 馬 耳を 啣 へ、 鬉 
を甜り 尾を引きて、 戀 々の 情、 惻 々然とし 
て 人を 動かす。 主婦 勿論 泣き、 士官 泣き、 
兵卒 ども 泣き、 吾 もまた 泣けり。 


モッ アルトの ドン、 ジュアンを 聞に 行く 
午餐 後、 新聞を 見し とき、 不圖兩 三日 前に 
讀み し、 モッ アルト 百 五十年祭の ことを 思 
ひ 出し たれば 也。 二十 七日には まだ 少しく 
間 あれ ど、 氣の 向きし 時 こそ 興の 來らむ 時 
ぞ と、 晚餐 早くす まして、 ヲぺ ラを 訪 ひぬ。 

初 幕の 後、 食堂に 出で I 杯の 麥 酒に 喉 濕 
し、 獨り 興に 入る とき、 嘗て 讀みし 大樂師 
が慘擔 の 末路の さま、 心頭に 湧 起し 来り 
ぬ。 巨額の 負債と 病 妻と を殘 して 永眠した 
るモッ アルトの 葬儀 こそ、 實に慘 のまた 慘 
なる ものな れ 、最下 等の 棺槨 はこの 大 天才 
の 遺骸を 盛り、 最 略式の 讀經は 僅に 式 ばか 
りの 最後の 禮を この 曠忡の 大音樂 家に 供へ 
しのみ。 今や モッ アルトの 墳墓は、 維那の 
中央の 墓地に、 ベ ー ト ー ベン、 シュ ー バル 
トと 並び 立ちて、 壯麗 雄渾 巍然 として 偉蹟 
を 千 歲に傳 ふるに 足る と雖 、其 内容は 空洞 
にして、 墓碑 建立の 際には、 大樂師 の遺體 
は 旣に 何れに 存す るかを 知る 能は ざり きと 
いふ。 「魔笛」 に 「フィガロの 婚禮 J に 
また 今夕の 「ドン •ジュアン」 に蓠世 不朽 


四 三 四 

の 傑作を 遺した 曠世の 大 天才は、 かくして 
葬られ かくして 未だ 其 遺 體の存 する 所 すら 
探り 能は ざるな り。 天下 慘なる 孰れ か是ょ 
り甚 しきもの あらむ や。 沈思 此の 如く 麥酒 
を 仰げば、 寒雨蕭 々として 雪を 交 ゆる 十二 
月 六日の 午後 (モッ アルトは 五日に 逝きた 
り y 僅に 四 五の 人々 棺を 護り て、 悄々 とし 
てステファン寺院の門を出で \ 、聖マルク 
スの 墓地に 行く さまの 幻の 如く 眼前に 現れ 
來 りて、 また 前後に 賑かな る 綺羅の 群 ある 
を覺 えず、 右に 左に 相應じ て 起る 笑 語 や批 
評すら、 暫く 耳に 上らず なりて、 想は 一人 
の 友す ら隨ひ 行か ざり して ふ、 痛ましき 聖 
マルクスの 新 墓穴を 追 ひぬ。 

〇 

ハル レの 藥劑師 にて 今龍敦 にある 某靑 
年、 其 寫眞と 手紙と を 寄せ 来る、 中に 日く 
「龍 敦に來 りて 已來 、小生 益 世相の 苦なる 
を染々 悟り 申し 候。 苦諦の 眞理は 今や 小生 
を敎へ居候ご 

「どぅです、 一 緖に お附 合な すって は、」 瑞 
西人にて寫眞器械の手代某君は背後ょり僕 


なる" 堇花を 間隙 もな く撺 したる を 持ち來 
る春淺 き 日の 遊と しては 極めて 優雅なる も 
のとい ふべ し。 人物の 調合を 少し 面白く し 
たら ば、 妙竇 題と も 好 詩 料と もなる べきに 
と考 へ、 例の 藤 四郞式 駄句を ならべ 見ぬ 
千 本の 堇に 更けぬ、 春の 夜 や。 

從卒も 千本堇 助け ゝり 
シ 3 コラ 召す、 千本堇 はて & 後。 

淡雪 や、 千本堇 贈る 人。 

千本堇 、摘みた る 村の 塔 古し。 

千 本の 堇 、千 種の 話 かな。 

〇 

支那に於ける馨敎徒遭の 3 禮 ^ ィ1 
伯林に 於け る I 支那 武官は、 「柏 林 日報」 
に I 文を 投じて、 大に 支那 人の ために 氣燄 
を 掲げ、 歐洲傳 道 者が 自國 民の 腐敗 頹落を 
救濟 する の 力なく して、 漫に 支那を 敎化せ 
ん とする の 潜妄を 笑 ひ、 傳道 者の 虐殺 せら 
る、 は、 必竟 自ら 之を 招く にある と 痛論し 
たりき。 今 亦、 拳 匪 事件の 當 時、 獨逸 軍に 
從 ひたる、 大軍醫 ヘル デ 氏、 伯林に 演說し 
て、 拳 匪の 亂 は、 傳道 者の 罪に 歸する こと 
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を 極言した o* 是へル デ軍醫 一人の 私 言に 
あらず。 獨逸 具眼 者の 公論と 見て 可也。 

我 見 偏執の 病、 膏盲に 入りて、 寛容の 精 
神な き傳道 者は 禍なる 、や 哉。 信仰を 强 い、 
改宗を 逼 りて、 暴行 惡德 至らざる なき、 狂 
m の溥道 者は 大な る禍 なる 哉。 國 家の 走狗 
となり、 禊 偵と なりて、 他國の 民心を 離反 
し、 冶 安を 擾亂 する の 僞傳道 者は 至大なる 
禍なる 哉。 

獨逸 にて は 新 舊兩敎 の競爭 ょり 生ずべき 
災禍を 防がん がた めに、 傳道 上に 法規を 設 
けて、 以て 此等 厄介なる 傳道者 共を 取締る 
必要 あるべし •これ 人道と 序 和との ため 也。 

吾國は 正に この 原案の 提出者た るべき 位 
置に あり。 而も 怯懦に して、 列强の 鼻息の 
み 窺 ふ 吾が 外交 家が、 淸國 のために それ 丈 
の、 親切を 盡すや 否やは、 固ょり 怪しき も 
の 也。 

〇 

W 君 は頗る Q 農# f h 
僕を 紹介す る 毎に、 「日本の 佛敎傳 道 者…」 
とやら かすの だ。 自由 思想家の 彼は、 傳道 


者と X 語に、 一種の 霞す ブ— 史的 惡 
意味を 響かせて 居る の だ。 僕 そのたん びに 
日くさ、「そぅです傳道者です。寛容主義を 
傳道 する ものです。 寬\谷 主義が 私の 信 仏で 
すから ね。」 自由と 人道との 薹に伴 ひて、 
「傳 道」 て ふ 語 も、 確に 新 意味を 持つ 樣にな 
らね ばなる まい。 

〇 

法 華の 三十 三 身。 華厳の 五十 三位。 

〇 

佛經に 二つの 美しい 語が ある。 一は^^ 

一一 kamp pl で 他の 悲に 自己を 類同せ しむる と 
靈味 だ。 悲と譯 して あるが、 實は 隨悲と 
譯す のが 正しい。 之と 對 して、 第二に 霞- 
mod_ 誰でも 知つ て 居る。 隨喜 とい ふ 譯字 
の 原語が ある。 他の 善 や 幸福を 喜ぶ の だ。 

第 I は歐洲 語に も ある。 獨逸 語の 同情 
Mitleid なぞは、 寸分 も 隙の ない よい 字 だ 
英語の Sympathy は 語原が 同感の 二字た か 
ら 、寧ろ 悲の 方に 重い 意味が あるが、 悲喜 
ともに 含めて あると 見て よ、。 穿 ニに 相當 
する 語は、 僕の 無學か 知らぬ が、 まだ 霧 
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y テ ィノ ー プルまで 出かけた。 すると、 其 
夜數 名の 警官が 突然 ホテルに 踏 込で、 直ぐ 
御用 だ。 W は 何だか I 切 夢で、 引かる、 ま 
、に 警察に 行った が、 嚴 重な键 問の 樣 子で 
見る と、 彼は 全く 當時 大分 外國 から 入り込 
むだと いふ、 土 帝 暗殺者の 一人と しての 嫌 
疑な のじ や。 1 そら、 あの 恐し い 面 構と 
妙に 沈着で、 相 變らず の 粗服 じ や もの だか 
ら 、地から 湧いた 樣 な、 無實の 災難に 遇 ふ 
たの じ や。 彼 も實に 閉口した が、 胡 論の も 
のでない のは、 自分の 主人に 照 會 しさへ す 
れば 、直ぐ 判然す ると 串し 立てた。 所が 其 
主人と いふのは、 君 も 知って る、 あの バィ 
ル ー トの獨 逸 帝國總 領事 ドクトル S で、 彼 
は その 家庭教師と いふの じ やから、 流石の 
土 耳 古 警察 も靑 くな って 狼狽し、 早速の 放 
免の 上に、 土京滯 在中は 非常の 厚遇で、 歸 
る ■と 間もなく、 ヲスマ _ ャ何等かの » 章を 
頂戴した。 奇談 じ やない か」。 「先生の 門下 
で、外國勳章なぞ、ぶらさげて居るのは界 
ばかりで せぅ。 而も 拘留の 功に ょりて、 黝 
章とは 實に 妙です な、 」 


僕と 僕の 先生は、 旣に阖 書 館に 來 りて" 
各 其 勞 働に 就いた。 

〇 

「タ ベルネ、 アル サシ アン」、 是此地 佛國崇 
拜の H ル ザス 人 共が 常に 集りて、 獨逸 特に 
普魯 西を 罵る 古き 料理店な り。 

ヵルネ バル 祭の 月曜な りき。 彼等 ヱ ルザ 

ス 人は、 此處に I 大集會 を 開きぬ。 三色旗 
は 幾 鹿と なく、 天井 窓な どを 飾り、 マルセ 
丨ズの 歌は 食堂 も 破る-^ 計りに 震 ひ 起り、 
座長は ナポ レヲン 一世に 扮 し、 坐 客 大抵は 
佛國 の將校 兵士を 摸し、 フランス語と エル 
ザス 語の 外は、 使用す るを 禁じて 盛に 反獨 
逸 的の 大怪燄 を 吐きち らしたり。 

偶純獨 逸人の 學生 官吏な どが、 か、 る こ 
と ある こと も 知らず、 麥酒 旅行の | 驛 とし 
て此 料理店に 入り込み 來る もの あるとき 
は、 門口に 立ち居る I 人は、 いきなり 佛人 
か エルザス 人 かと 質問に 及び、 獨 逸人と 答 
ふるが 最後、 拳骨 I つ 頂戴して 、戸外に た 
、き 出さる \ 也。 かく 門前 拂を 喫せし 獨逸 
人 其 數甚少 からず。 其 二三は 甚 しき 侮辱を 


四 三 六 

受け、 同行した る 娘 さへ" 頗る 辛き 目を 見 
せられた る もの ありき 0 

勿論、 こは 市の I 問題と なり、 兩 三日の 
後、 酒店は 警察より 閉店を 命ぜられし が、 
此 閉店 命令は 頗る ヱ ル ザス 人を 激昂せ しめ 
I 時 新聞紙 及市會 にての 論爭甚 盛な りき。 

雨 三年 已來 、此 地の 乖獨的 感情は、 大に 
勢を加へ來り、佛語の勢カ次第に獨語を壓 
倒するの觀あり。固して夫のモロッコ事件 
は 更に 此勢燄 を 助長したり。 今 囘のタ ベル 
ネ 事件は、 實に此 I 暗流の 小波 瀾に 過ぎず。 

此日、予はヱルザス人の有カ者 11 君の家 
にあり て、 午餐の 供を 受けたり。 夜は 是非 
共 日本 服を 着て、 家族 I 同と 麥酒 旅行せ よ 
と勸 めら れ しも、 若し 諾し たりし ならば、 
タべル ネの怪 事 も 見られし ものを と、 あと 
にて は 稍 惜しき 樣 なる 氣 もしたり。 

〇 

昨夜、 同寓 中尉 某 君の 發起に て、 主婦 下 
婦從 卒總が X りに て、 千本堇 作り上げたり 
とい ふ。 何なる もの か 見せよ と 言へ ば、 程 
もな く、 皿に 白砂を 盛りて、 其 上に まだ 稀 


自由誌主筆 ^ 、ドクトル双なぞの面々、 
發起にて、ヲぺラょり ? 君尬夫人8孃の來 
り 助く る あり。 平民 音樂會 成立せ り。 而し 
て 勞働者 及 其 家族の 爲 めに渍 新に して 趣味 
ある 日曜日を 供したり。 

# 場には 絹 服の する、 音 もな く、 寶 石の 
輝 もな く、 價 高き 香水の 香 もな く、 唯 五 百 
にあ まる 素朴 强 健の 勞働者 及 其 家族の、 肅 
然 而も 亦怡 然として 仙樂妙 歌に 攝せ られつ 
、、平素の 奮闘を 慰す るに 似た るを 見る。 
吾 之を 見し とき ほど 佚を 覺へ たるは 少な か 
り き、 崇嚴を 感じた るは 稀な りき。 

此會は 今後 引績き て尙 時々 開催せられ" 
文豪 樂聖の 大作を 演奏せ んと いふ。 

毎に 之を 思 ふ。 文 學及藝 術の 自然美と 共 
に、 神聖に して 淸淨 なる 所以の ものは、 其 
性質の 萬國 的なる と共に、 萬 民 的なる にあ 
りと、 明月 や 淸風や 、高山 流水 や、 成る 度 
まで、全く人爲の媒介を要せずして、滇國 
に 均く 恩惠を 輿へ、 萬 民に 同く 傥樂を 得せ 
しむべ しと 雖 e 文藝に 至りて は、 人 爲の媒 
介に より、 初めて 其 神聖と 尊 嚴 とを 普遍的 
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に實 現す、 故に 吾人は 同胞の ために、 大に 
その 媒介に 力めて、 眞 性質の 完全に 社會に 
呈 露す るを 期す るを 要す。 

ゲー テの 詩 ワグネルの 樂は斷 じて 一 階級 
のために 作られし ものに あらず ハム レット 
もワ ー レンス タィン も、 貧民の 耳を 蔽 ひ、 
眼を 塞がん が爲に 書かれし ものなら む や。 
其 普遍的なる ぺきや 、明月 淸 風の 如く 然り 
高山 流水の 如く 然 り。 

新 佛敎の 兄弟 諸君、 卿 等 願く は 時に 勞働 
者 諸君の ために 夫の 平民 音 樂會の 如き もの 
を 設けて 大に その美 的 音樂の 媒介 者 たれ。 
今や 美の 專 有は 富の 專有 とともに 頗る 悲慘 
なる もの あるを 卿 等は 見ず や。 

o 

屢舊敎 神 學の講 筵に 列り しも、 餘の スコ 
ラス ティクな るに、 根 氣も興 も 盡き杲 て X 
何時も 終まで 聽講 を續 けし ことは あら ざり 
しに、 今學期 ばかりは、 ツァン 敎授の 
「宗敎 と 神祕」 を 神妙に も 傍聽し 了り た 

百 五六 十を 容 るら む 講義 室に、 平服の も 


のとて は、 予と 二三の 舊敎 篤信 者の み。 餘 
す 所 悉是縱 衣の 學林 僧。 他 科の 學 生は 足さ 
へ此處 には 向けず。 黃人 I 匹、 是に 於て か 
特に 目につきて 學僧 どもは、 篤志の 正敎信 
者と や、 予を 看做 すらむ。 豈料む や、 這黃 
漢 、敎 室ょり 直に 自甶 思想 團の集 會に馳 せ 
付け、 民主 黨の 田舎 政 客と 珈琲 店に 氣燄を 
吐き、 閑 あれば ラィプチヒの 佛敎傳 道會と 
交通し つ、 ある、 I 大惡 魔なら むとは。 

i 日 敎授は 精 靈敎と 基督 敎神祕 の 差異 
を 說き て、 精 靈敎の 神祕が 手品師 的の もの 
なること を證 し、 其 病的 現象を 痛撃し、 該 
敎の 迷信が、 世 道 人心に 害 ある 頗 巨大なる 
を 極言したり。 

予 は敎授 ょり 精靈敎 の歷史 、現況、 及び 
特に 其 病的 現象 にっきて、 深刻 犀利の 批評 
を 聞きた るを 感謝し、 且 大に滿 足しぬ。 さ 
れど 何故に 基督教の 神祕 が、 獨り 迷信なら 
ざる やは、 舊敎々 會の ドグマに 半 文の 價を 
認めざる 予 には I 向 解し 得られ ざり き。 

他日 敎授は 聖者の 三昧 發得の 話を な L、 
又時々修道者に現はれ來るといふ、「聖創」 

四 三 九 


感懷隨 筆 
中に 見當ら ぬ。 

第 I も 美しい が、 第二は 實に 美の 極 だ。 
第 I からは、 厭世的の 沈痛な 倫理が 生れる 
が、 第二からは 樂世的 雄大な 道德が 出来て 
來る だら ぅ。 

第二の 丸で 反 對の語 だが 獨 逸に Schaden 
丨 froh  | 他の 害を 喜ぷ とい ふ 字が ある」 實に 
厭な 語 だ。 獨 逸人は 確に 外國 人に ない 各種 
の 美德を 有して 居る が、 此のシ ヤー デゾ フ 
ロ ー の 感情が どぅやら 英佛 人に 比して 强い 
樣に 見 ^ るの が、 實に厭 だ。 

〇 

「復活祭の 月曜に、 是非 富籤を I 枚 貢って 
頂戴な。 その 籤は、 屹度 當る とい \ ます か 
ら ね。 私 も I 枚 貴君に あげます ょ。 然し 誰 
にも 祕密ょ …… 」主婦の妹 1: が、吾に特に 
密談せ んと いふ 用事は 之に 過ぎ ざり き -0 ょ 
ろしい 月曜の カフェ ー においで なさい。 私 
は 籤は 入りません が、 ニ篱 マルクの I 番籤 
が 當った ら 、半分は 私の もの さ、 …… 何に 

する つて： •ハ ハ ア j 

此 娘より、 吾は 獨逸梓 巫の 實驗談 を 聞き 


得たり。 日本の 梓 巫は、 女と 極り 居れ ど、 
獨逸 のは 大抵が 男に て、 而も 夫婦と も かせ 
ぎ、 妻 君は 助手と して 働く 故、 凄味は 日本 
程な き樣な り。 先 づ導れ て 室に 入れば、 梓 
巫 先生は 客の 向に 坐し いざ 之ょり 藝當に 取 
りか \ ると なれば、 彼は 槪妻 君の 膝に 凭れ 
て 眠る や 否や、 顏面顫 ひ 動き、 齒齬 恐ろし 
く、 次で 種々 の 事を 語り 出す とい ふ。 

一件 —— 卽 一眠が I 馬と いふ 相場に て、 
隨分 實收も ありとの 事な り。 馬鹿は 日本 ば 
かりに 居らぬ 也。 

〇 

獨 逸の 梓 巫と 親類の 樣な る宗 敎團體 、今 
英國 にあり て、 頗る 人を 惑し、 勢力 も 侮る 
ベから ざる もの あり、 Christian  Seience 
卽是 也。 こは ベ— 力 ー、 エッ テイと いふ J 
婦人の 起した る團體 にて、 今一 百 萬の 信徒 
を 有すと 稱せら る。 神と 基督の 力に て、 萬 
病を 治す とい ふが 主意に て、 「科學 と 治療」 
など 云 ふ 書は 毎月 I 千部づ x も賣れ ると 云 
ふ 勢な りと 云 ふ。 詳しき ことは 書く に 紙幅 
なけれ ど、 先づ イギリス 天理教の 尊 號を上 


四 三 八 

り 置か ばよ かんめり。 

〇 

日本の 貴紳 等の 發起 にて、 遠からず 東京 
市には 壯麗 なる 劇場の 設立を 見るべし と。 
新聞 屋 連中、 之を 賛 して 日く、 外 國貴客 等 
の 東京に 來る や、 觀覽に 供すべき もの 實に 
少し。 恥づべ き 至な り。 此擧 、稍 市の ため 
に體 面を 維持す るに 至らん かと。 

愚なる 哉 先生方。 劇場な どの 贅澤は 第二 
とし、 先づ 人間の 步か れ得ぺ き 道路を 造り 
百 病の 根 原た る 汚 猿 極まる 下水の 仕 末を し 
て、 而 L て 後に ヲぺ ラな り、 音樂 堂な り、 
勝手に 建立な されい。 

如是、 吾一 老僧より 聞けり。 雪隱を 見れ 
ば、 其 家の 家風は 判る もの 也と。 東京の 下 
水 便所、 是 有難き 日本の 文明 的 首府を 代表 
せり。 

今の 東京 市に ヲぺ ラを 築き 見よ。 的是、 
沐猴 にして 冠す る もの \み 。癩病の 裸 男に 
百圓の ハナマ帽子を被するの類のみ。よき 
御考 なる 哉。 

C 


米 峰の 「理想的 商業」 之を 評する 唯 三 語。 
日く、 頗氣の 利きし 書 ^ 。 ょく 氣 のっきし 
書 也。 甚だ 氣に 入りた る 書 也。 已 上。 

〇 

片山國 嘉君來 る。 留る數 日 快談炎 雲蓠重 
の 暑を 消す るに 足る もの あり。 

「西洋で も 髮を極 短く 別り ます かね 」 

「別らぬ こと も ありませ ぬが、 貴君なら ば 
別 りても、 別らぬ でも 同じでは ありませ ぬ 
かど 

片山君 半 禿、 頭髪 甚疎 薄な り。 予 故に 聊 
か 嘲を 加へ しのみ。 I 坐 之が 爲に大 に 笑 ふ 
予等同 君との 快談 なる もの 略 此の 如きの 
み。 禪を 語らず、 淨を 論ぜず。 日本 飯を た 
きて 胡贝を 嘴る。 唯 恨む 所は 同 君 稍 酒を 惡 
むて 筒 中の 趣を 了す る頗 薄き もの あるを。 

〇 

I 夜 I 醫學士 の ロンドンから 来る を迎ふ 
彼宗演 老漢と 各地を 遊歷 し、 大に老 漢攝化 
の 巧なる を 稱 して、 其 襟度に 服した るが 如 
し。 老 漢歐洲 遊歷 の日甚 短に して、 萊 江の 
邊 、雄偉の 道猊に 接する を 得 ざり しは、 憾 
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甚大な りき。 老漢が 華盛頓 地理 學會に 於て 
演說 したる 「大乘 佛敎の 根本」 は 旣に獨 逸 
佛敎會 の機關 「佛敎 徒」 に譯 載せられたり。 

同誌の 主筆 サィ デン スチユ ッヶ ルは、 之 
を 論評して、 老漢が I 神敎と 佛敎 との 合 I 
を說 きたる に 痛撃を 加へ、 捏藥 の觀 念は 全 
く 基督教の 神の 觀 念と 正 反對の ものなる こ 
とを 說き 歐洲に 於て は、 「神の 死， 近づき 來 
り 「神の 危機」 は 到る 所に 叫ばる \ に 、佛 
敎 徒の 却て 之と 合 I を 唱道す るは 不思議な 
る 現象な りと 嘲りたり。 

謂 ふに 敎會的 基督 敎の 神は、 確に 瀕死の 
危機に あり。 其 死 や 確に 近づき 來 たる 也。 
吾等は 實に此 厄介なる 神の 死を 賀 して 止ま 
ず。 而も 進步 したる 目 ® 基督教、 人道的 基 
督敎の 神は、 千古 萬 古 永遠の 生命 あるべし 
而 して 是 確に 眞如 活動の I 面 法身の 詩的 寫 
象に 相違な し。 獨 逸の 佛敎 徒は、 今や 實際 
方面に 於て は舊 宗教の 破壊に 急に して、 佛 
敎 敎義實 行の 純正を 期し、 理論 方面に 於て 
は 未だ 眞如緣 起の 汎神觀 と 涅槃 論との 關係 
に 明かなら ず、 老漢 の說を 解す 能は ざる も 


宣なる 哉。 予は兩 三 語を 同 會に送 りて、 老 
漢の 所謂 神は 敎會的 基督教の 神には あら ざ 
ること、梵語の 0 碧ニ右くは1 ^ {13にあ 
らず して Param 5 tman  . (大 我) とも 云ふぺ 
きものなる ことな ど、 辯 じ おきたり。 

〇 

朝に 芋 蟲を驅 り、 油 蟲を 除き、 夕に 水を 
濯ぎ、 雜草を 刈る" 下婢 大に 喜びて 其勞の 
犬に 減ずる を 感謝し 隣人 共は 日本人の 下男 
吾が 下宿に 傭 はれし と 思 ふらむ。 而も 恣に 
薔薇を 剪み、 苺を 摘み、 亞聲を 出して 漢詩 
を放吟 する を 見聞す るに 及 •ひて、 彼等は 予 
の 何者た る やを 幾 ど 解す る 能は ざるべ し。 
客 來れば 忍 冬繫れ る 小亭に 卓を 安して、 茶 
を 飲み 力 ッフヱ ー を 啜る。 木 葡萄 頗收獲 
ありて、 壓して 十大場 の 果汁を 製す るを 得 
たり。 人 あり、 日く、 以て 酒を 釀 さば 芳烈 
三 鞭の 如しと。 而も 予未だ 之を 試む るの 勇 
なし。 唯 毎朝 果汁 濃に して 密の 如くなる を 
パンに 付して、 日本茶の 美なる を 賞す るの 
み。 吾 病 生活 かくして 甚 しく 苦を 感ぜ ざり 
き 0 

四 四 I 
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卽 基督 磔 殺の 際の 鎗痕 が、 明に 高 德の兩 腕 
に印し出づるといふ、實見談をなして"之 
が 科學の 思議すべからざる 一 現象なる を縷 
陳 したり。 

其 基督 敎已 外に、 此 等の 現象 あらむ か。 
敎授は 便ち 直に 迷信を 以て 之を 斥けし なら 
む。 ジェスィット 敎徒が 、現 時 神 水 咒符其 
他の 迷信々 播布 しつ 愚民 どもを 益 愚な 
らしめ つつ あるは、 識者の 等く 認め 居る 所 
ならず や。 此等 は遂 信の 除外例なる にや。 

〇 

スペィン 皇帝 大婚の 盛典に、 爆彈を 投じ 
たる 凶漢 ありき。 吾邦の 新聞 も 之が 爲に少 
からぬ 頁數を 割きし ことならむ。 兩陛 下の 
玉體 、幸に も 御 安泰な りし 故、 勿論 例の 感 
謝 祈禱會 とい ふ もの マドリッドを 初め 各地 
の 寺院に 盛に 執行せられ たり。 舊敎徒 謂ら 
く、 上帝の 恩 や 威 や、 洋々 乎と して 夫大な 
る 哉と。 然るに 新 女王陛下の 御 改宗に 懷焉 
たらざる 英獨の 新敎徒 間には、 この 不吉な 
る慘 事を 以て 上帝が 赫怒 以て 改宗者を 誡勗 
したる に 過ぎず となす (？) の 徒 少なから 


ず。 獨 逸には 公然 之を 說敎 したる 一 僧侶 あ 
りき。 英國 にても 此說 特に 盛に し" 當時ト 

ラフ アルガ ル 附近に て沈沒 したる J 軍鑑の 
災厄 さへ 之に 連關せ しめて、 上帝の 怒の 偏 
頗なら ざる ことを 說きし 僧 も ありき。 驚く 
ベから ず や。 夫 天下 何れの 所に か 芋掘 坊 
主、 馬鹿 坊主な からむ や。 吾等は 笑ぅて 彼 
等が 宗派 的の 偏狭を 憫 殺すべき のみ。 然れ 
ども 記憶せ よ 敎會的 基督教の 神は 必竟 かゝ 
る 愚に して 危險な る 思想を 生ぜし むに 便な 
る 神なる ことを。 專制 君主 的の 神は、 時と 
して 異虐 桀紂の 如き 行 爲 あるべき は 固より 
自然の み。 

0 

慘は 露國の 今日より 慘な るは なく、 悲む 
べきは 露國の 現況より 何れ か 犬なる もの や 
あらむ。 而 して 見よ。 彼の 歐洲 の敎 家なる 
ものを。 各國 民主 黨の 徒は 犬に 其 同 主義者 
の爲に 力めたり。 猶太 敎徒 は、 其 不幸なる 
同胞の ために 巨蓠の 義捐金を 集めたり。 而 
も 何等 敎 家に I 點 義憤の 血 だ も灑 がず。 I 
滴同情の淚すら流さ 1'' るにぁらずゃ。歐洲 
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の 宗教、 算じ來 れば 、悲い 哉、 其 活力 今や 
零。 露國 此の 如く、 露 民 此の 如し、 何等の 
厚顏 、■何等 S 僞善ぞ や。 猶吾國 に傳道 費を 
投じて、 漫に 博愛 人道を 呼び、 濟世利 民を 
說く .こと や。 

語を 寄す、 ニコラィ 主敎 猊下。 予は 切に 
猊下の 歸國を 不幸なる 猊下の 故鄕 のために 
懇請せ むと す。 猊下の 故山は 今 炎々 たる 地 
獄 猛火の 中に あり。 猊下 之を 坐視す るか。 
流血の 海 や、 靡 肉の 丘 や、 寃魂遊 鬼、 啾々 
として 哭聲國 に 滿つ 。貌 I 卜猶 之を 傍觀 する 
か。 猊下が 吾國に 於け る傳 道は、 前途 甚だ 
有望なる を認 むる 能は ざる 也。 而 して 故山 
の 危急 彼が 如しと せ ば、 寧ろ 今 其祖國 のた 
めに 奮： 一して、 生 民の 疾苦を 救助す るを、 
智 にして 且つ 當れ りと せす や。 

〇 

毛 利柴 庵の 入獄は、 新 佛敎史 に 特筆大書 
すべき 一大 功業 也。 第二 世 出で、 第三 世 第 
四 世 之に 績 き、 罪 彌 重く、 刑 益嚴 なる に迨 
びて、 新 佛敎の 光彩 方め て赫焉 日の 如く、 
寰宇 を照灼 せむ。 ブラボ 1 柴 庵！ 


叱られし 吠 陀の某 字、 果は七 八 年の 前 深 川 
の 町 寺に 納所と して 塔婆 書きた る 時の 怯 字 
羅 字な ど燦爛 として、 空 華の 如く 閃光の 如 
く 現して は 消え消えて は 現 はれて 千 態萬狀 
を 極む れど 、肝心の 阿字は 中々 に觀じ 出さ 
れず 。漸くに して、 圓光 中の 一大 阿字 眼前 
に 現し 来りし もこは 身の 深 川 本 誓 寺に 於け 
る 行 誡和上 影 堂の 中に ありて、 その 阿字の 
扁額を 見つ^ 1 ある 時の 幻影に 過き さりき。 

- かくて 熱の 苦は この 妄想の 爲に 全く 忘れし 
も、阿字は其片點さへ吾に示さ ^' りき。謂 
ふ 要するに 散 心 念佛の 徒なる 哉。 「發 熱に 1 : 
字觀じ 得で 日の 永き」。 此夜 下痢 大に 至り、 
五體 綿の 如し。 此 儘に 死せば 面倒な しと 思 
ひぬ。 「 …… 埋骨 萊江 側、 使 芳醇 益馨」 。起 承 
未だ 出来ざる に、 催眠 藥の效 早く 現 はれて 
曉 まで 困 臥しぬ。 

二日の 後、 熱 少しく 低下し、 曉風 特に 快 
く覺 ゆ、 窓に 垂 る、 蔓艸 緩く 動きて 甚趣あ 
o 「熱さめ て嘵靑 し 窓の 藤」。 

漸く 床を 離れ 得る に 及びて、 移轉 のこと 
あり。 多く も あらぬ 藏 書の 外 長物な き予は 

壺中 乾坤 


左程の 固 倒 も あらず。 僅に 机上の 論 稿を 親 
ら 整理した るの みに て 餘は 悉く 主婦と 友と 
を 煩したり。 吾 友は 書架の I 隅に 累 々たる 
英獨 各種 無政府 黨の 新聞 雜誌 あるに 驚きぬ 
此中獨 逸に て 嚴禁の もの さへ 一二 種 あり。 

予 友に 告げて 日く、 安ぜょ 君、 僕は 無政府 
黨員 にあらず。 否此 等の 新聞 雜誌を 僕に 惠 
む、 ロンドンの C とは、 常に 無政府主義に 
つきて 論爭 しつ X ある 也。 僕は 怫陀甲 道の 
敎ょりして、彼をして穩健なる瓧會主義者 
に轉ぜ しめんと 力め、 彼は 其 熱烈なる 理想 
主義ょり して、 僕を して 無政府 黨俱樂 部の 
一員たら しめ ざれば 止ま ざら むと す。 吾等 
は 人道の 上に 於て は 親友 也。 而も 主義に 於 
ては 今 大に戰 ひつ \ ある 也。 

友 日く 君に して 今 何 かの 事件に て、 獨逸 
警察ょり 家宅捜索を 受 くるが 如き こと あら 
むか。 則 意外の 寃を 被るべき や 必 せり 注意 
すべから ず やと。 予 日く、 獨 逸の 警察は、 
日本の 留學 生を 以て 御坊 樣と思 ひ 居るな 
り。 少し 許りの 專門學 の 外には、 政治な ど 
のことは 丸で 知識な き 好人物との みと 思 ひ 


居るな り。 安ぜよ 君、 僕は 警察の 注意人物 
たる 程、 怜悧 には 見へ 居らざる を。 

片山君 友の 雨 醫學士 と共に 日なら ずして 
瑞西歷 遊の 途に 上るべし。 予 もまた 之より 
病餘飄 泊の 人たら む、 

「雲の 峯 あしたは 何處の 空に 立つ」 

〇 

日く 鐵 十字、 日く 聖ゲヲ ル ギ 、日く 何、 
日く 何、 人は 這箇 玩具に 似た る 殺戮の 紀念 
を、 狂婦の 如く 胸間に 飾り立て X、 誇る こ 
と揚 々然た り。 俗流 之を 重 じ、 之を 榮譽と 
し、 競 ふて 之を 得る に 死を 以てせむ とす。 

蠻 族と 稱 する 同胞 あり。 敵を 屠り、 仇を 
殺して、 其 爪 髮を拔 き、 齒牙を 取り、 其 骨 
片を摧 きて、 以て 身を 裝 飾す るの 具と す。 
屠る こと彌 甚 しく、 殺す こと 益 盛に して、 
その 装飾 また 粉々 として 隨て 多き を 加 ふ。 

世は 何故に 彼等の 天然の 兒を 痛罵して、 
その 行の 慘 酷を 責め、 貶して 之を 弊 蠻の民 
となす 乎。 

今の 世、 舞臺 以外に、 服装の 燦然と して 
金 紫を 輝かし、 朱 綠を煌 かす もの、 男子に 
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I 母 亦 頭る 壤々 の 富 ありき。 駄句 數首 出來 
たり。 其 中 極めて 獨逸 的なる もの ニっ、 獨 
譯 して 友 某に 示す。 左に 彼が 酷評を 抄せ む。 
a 薔薇に 添えて ま ゐらす 苺 籠 

君は コントラストの 所に 苦心した 樣 だ、 
其 處は貢 ふて やる。 (予 日く ビ ー ルは 奢ら 
ない ょ)。 然し 誰が 受取る のか。 女 か 男 か 
大に明 了を 缺いて 居る (予 日く 天機 不可 
洩) また 苺 籠の 中には 果して 實が 入れて 
あるの か、 どう だか (予 日く これは 失敬 
だ〕 これ も 不明 了 さ。 序に 君 も 知って 居 
る だら う。 獨 逸で 「籠を もらう」 といへ 
ば、 知れた ことを 肱鐵 砲の こと だから、 

I 寸妙 な感が 起らぬ でもない。 但し これ 
は日本語じや無難と乙て、やっと及第と 
して 置かう。 

甚 酒に 君 彈ぜず や トリ スタ y 

また 君の ヮグネル 通 か、 ゥン ザリ してし 
まふ。 東洋 流の甚 酒と トリスタンの 毒酒 
とを 利かした 積 だら うが、 あまり 有難く 
ない。 I 髖 苺は 小 供ら しい 味 だ、 トリ ス 
タンの 樣な 深刻な 愛に、 苺 じ や 下等 だね 


何、 その 毒々 しい 所を 見ろ と。 僕なら 苺 
酒は ズ ー ト輕 いモッ アルトの 物 か 何 かに 
配合す る さ。 それから 玆に彈 とい ふ 字が 
あるが、 一體 何を 彈ず るの だ、 グイ オリ 
ンかビ ヤノ か、 何 だ。 要するに、 これは 
前よりは 拙 だ。 及第 覺束 なし だ (予 日く 
これは 驚いた〕 日本の 俳句は 要するに 丸 
で 謎 だ。 不明 了 だ。 君の 樣な 薄の ろい 頭 
にはよ いか もしれ ぬが、 僕の 樣な 哲學者 
には だめ だ (予 日く それでも 哲學者 かい 
哲學 者も麥 酒は 召 上る もの かね。〕 

尙日 本式の 數句 あれ ど、 今度は 讀 者より 
落第 申 付ら る X を 恐れて、 之を 祕 す。 

漢詩に 苺を 詠 じたる もの あり や 否やは 予 
知らず。 和歌の 題には 多分 之な きこと なら 
む。 俳句には 隨分面 白き もの あるべき に 
や。 一卷の 歌集 も 句集 も 座右に なき 予には 
故人の 感興を 知る の 幸な し" 博雅の 諸君 敎 
示を 賜へ。 

〇 

英國の 政治家に て、 一時は 某 地の 市長 ま 

で 勤めし、 ジア フエ ー ス 、バルフ ォ ー アと 
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云 ふ 人、 故 ありて 獄に 下り、 m 獄の 後、 其 
入獄 中の 記事を デ ー リーデ イス パッチに 速 
載し つ \ あり。 英 國 監獄の 眞相 、描き 得て 
目覩 する が 如し。 其 I 節に 機械的 幽欝なる 
敎誡師 の 說敎及 儀式ょりも 平和に 愉快なる 
半日の 休暇を 囚徒に 與 ふる 方 心性の 改善に 
利益 ある こと 大な るを 說 きたり。 蓋 名論 也。 

〇 

常に 下痢と 頭痛に て、 半病人な りし 予は 
亡 月の 終りに 眞箇の 病 客と なり 終れり。 一 
時は 熱 頗る 高く、 食し 得ざる こと 四日に 及 
びぬ。 予は初 竊に チブスなら ざる やを 恐れ 
兩 友の 醫學士 は專門 的に 急性の 肺炎なら ざ 
る やと 甚 焦慮し ぬ。 され ど兩 友の 投劑憚 功 
を 奏して、 今は 平日の 如く 麥 酒に 味 あるを 
覺 ゆるに 至れり。 

熱甚し 力り し 時、 不圖觀 法して 見た と 思 
ひ、 數息觀 I 時間 ばかり 修 して 大に 快を 覺 
えければ 今度は 大乗的に 阿字 觀を 試みぬ。 
眼を 閉ぢ て、 金色の 阿字を 觀し 出さむ と 苦 
しみし も、 或は ケム プリ デの 古 謄本に て 判 
讀に 苦しみし 某の 梵字、 ロイマン 翁に 痛く 


集中しぬ。日く彼は世界的の滑稽俳優毡。「 
日く 彼は 世界の 前に、 最上 乘の 喜劇を 演ぜ 
りと。 之を 笑 ふ ものは 心より 其 巧妙なる 諧 
謂を 笑 ひ、 之を 賛する ものは、 其怜倒 にし 
て 天下を 愚に する の膽を 賞し ぬ、 而 して 人 
は 彼が 盗賊た るを 忘れて、 無害 滑稽の 老爺 
を 以て 遇せむ とす。' 

彼が 行爲は 滑稽 演劇の I 幕 ものと なり 
て、 各地に 大人を 博し ぬ。 俚謡 も 出で き。 
戲書 •も 出で き。 降 生 祭の 玩具と して 飛ぶ が 
如くべ ル リン、 ミュンヘンの 街頭に 賢ら れ 
たりき。 大 詩人 ハウプトマンの 名 知らざる 
もの も あらむ。 名優 マ トコ スキ ー、 フ アラ 
丨の 名、 耳に せざる ものな きに あらざる ベ 
し。 而も この 不思議に も全獨 逸の 人 氣を負 
ふて 立ちし 大盜の 名を 知らざる ものは、 恐 
く I 人も獨 逸に あらざる ベし。 

而も 彼が 大 喜劇に 笑を 發せ しもの、 獨り 
獨 逸に 止まら ざり しなり。 英も佛 も 伊 も、 
環視の 列國 民、 みな 哄然として 大笑を 發し 
ぬ。 

彼が モ アビ ー トの 未決 檻に ある や、 美酒 
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珍味. 日に 山積し、 贈 金 凡そ 六 百 萬 馬克 已上 
に 達しぬ。 其艷羨 ひべき ものに 至りて は瑞 
西 I 女 塾の 少女 達が、 手製に なれる 菓子、 
佛國某 貴婦人の 手づ から 縫 ひた 襯衣の 如き 
もの 1 ら之 ありき。 彼が 快活に 笑て 五 年の 
重禁錮を 諾 したる も宜 なる かな。 

ハウプトマンの r ビ ー ベルべ ルウ」 諷刺 

の 妙 筆大に 法官の 無能を 罵れり。 彼は ハウ 
ブト マンに 比して 其 技 一層 妙趣 あるを 見 
る 0 

邦人は 恐く 未だ キヨプ -I ック 大尉を 大笑 
する 能は ざるべ し。 是幸 也。 

〇 

寺院の 宏大 莊麗 、他 國に其 比を 見ず して 
窮民の 多き また# 界に 冠たる もの、 伊太利 

ぁり。  ヘム 

血を 流さず、 火を 用ゐ ざる 漫 性の 人身 
御供は、 現 時 法王と いふ もの X 存 する 國に 
行は れつ、 ある 也。 

〇 

薄暮 山間の I 停車場に 着 車を 待つ。 頭を 
擧れば 、美しき 少女 衣 さへ 亂れ .て、 泣き 崩 


れ 居る 圖 あるを 見る。 怪みて 熟視 すれば、 
則 蓠國對 少女 賣買 奮鬪 同盟 會の獨 逸 委員が 
不幸 毒手に 落ちし 少女に 對 して、 救 濟の方 
法を 說示 したる ものな り。 大書して 日く。 
事 急なら むと きは、 直に 之を 本 停車場の 吏 
員に 訴へ よと。  、 

今や この 悪むべき 慘 毒は、 潮く 其勢焰 を 
歐 例に 高め 來ら むと す。 去秋ヴ イヱ ンナに 
於け る リール 夫人 事件の 如き、 其 慘實に 言 
語に 絕 したりき。 

窓外には 肥大なる カトリックの 和尙 豚の 
如きが、 外套 暖く 身を 包みて、 のんきに 行 
くを 見る。 

〇 

英國 を崇ぷ の 友 あり。 予に 語って 日く。 
ジェントルマンの 字、 設し 佛獨の 語に 存せ 
むには、 願く ば 之を 聞かむ。 況むや 他の 國 
語を やと。 而も 予 は今甚 しく 此字 を惡 む。 

蓋、 此字絹 精と フロック コ ー トと 虛禮と 
體 裁と 僞善 とを 其 必需の 條件 として、 汝の 
汗と 血と を 以て、 營 々食を 得つ &ある 忠良 
の.民を分界せむとすれば也。上中流の瓧會 
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感懷隨 筆 

於て、 唯 軍人と 僧侶 あるの み。 

アメリカ 印度人の 軍裝 、アフリカ 土蠻魔 
術 者の 祭服、 豈 異ならむ や。 

〇 

予 にして 若し 神の 恩 籠と いふ ものを 信ぜ 
しなら むには、 吾國が 償金を 得 能は ざり し 
爲 、ベ ルリ 、\、 パリ 等に 存 する、 愚に して 
耻を 知らず、 慘酷 にして 人間ら しからざる 
勝戰 塔、 凱旋門の 如き ものを、 東京に おつ 
立る を 得 ざり しこと を、 第一に 感謝した る 
ならむ。 

〇 

肉 貴く して 金の 如し。 民 馬肉を 喫して 飽 
かず、 次ぐ に 犬 肉を以 す。 而 して 艨艟 新に 
なりて、 日々 幾蓠マ ークの 石炭を 食 ひ、 兵 
丁い ょ< 多くして、 紅綠の 服装、 獨り寂 
寞の 寒村に 美を 擅に す。 而も、 彼等 軍隊は 
渺たる I 小蠻 族す る 未だ 征 する こと 克は 
ず。 士官は 腐敗し、 土氣 は頹廢 し、 賭博、 
賄路 、敗德 、士卒の 虐待、 日に日に 新聞に 
上り 來 る。 

獨逸ビ ー ル醉 ふべ し。 獨逸 音樂醉 ふべ 


し。 その 學藝 また 或は 醉ふべ し。 而も 斷じ 
て その 陸軍 萬 能 主義、 海軍 萬 能 主義に 醉ふ 
勿れ。 兵器を 祭りて、 餓袅ん ことを 强 ゆ。 
鳴呼殆 哉。 

〇 

中尉 某 君、 是我 隣室に 寓 する！ 紳士 也。 
操嚴 正、 ょく 學を 力め、 頗る 他の 漁色 無識 
の 腐敗 軍人と 選を 異にす。 寓の 下婢、 靜脈 
瘤 破 潰した ると き、 一 番に馳 せ 來り 、不潔 
臭 猿を 厭は ず、 應 急の 手 當を 施した るは 彼 
なりき。 而も 彼が 其從卒 を叱咜 し 罵 辱す る 
の 激烈に して 酷薄なる は、 我を して 時々 梵 
笑を 抛ちて 立たし めんと す。 

溫厚 にして 謹巖 なる 彼、 尙 如是、 況むや 
他を や。 

獨 逸の 士官は 今や 一種の 誇大 狂を 病め 
り。 彼 輩 妄想す らく。 荀も 軍人に あらざる 
ものは、 獨逸 紳士に あらず、 平民 どもは、 
o 要するに 我等の 命令し 驅 使すべき 奴 隸に過 
ぎず、 と。 彼等 腐敗の 病 源 兹 にあり。 彼等 墮 
落の 細菌 また 實に 玆に發 生す。 

忘る X 勿れ。 雨は ライン 河の 兩岸 にの み 
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降らざる を。 

〇 . 

キ ヨブ-一 ック 大尉 事件。 邦人は 恐らく 何 
等の 趣味を 感ぜず、 此報を 新聞紙 上に 讀過 
したるな らん。 記憶 稍强き 人に ありて は、 
或は 伯林 附近の 小 都市 キヨプ -I ックに 於て 
陸軍 大尉に 扮し 、十二 名の 近街步 兵を 騙し 
て、 市役所を 襲 ひ、 市長を 檎 にして、 伯秫 
に 押送し、 金 四千 馬克を 奪 ひたる、 大膽な 
る盜賊 ウイルヘルム •フォイ グトを 想起せ 
む。 

而も 邦人は 其 不敵なる に I 驚す る 外、 彼 

が 「キ ヨプ二 ック 大尉！ として 空前の 人氣 

を獨 逸に 得、 名罄嘖 々として、 兒童 走卒と 
雖 今 其 名を 知ら さるものな きの 奇觀 ある 
を、 恐く は 聞か ざら む。 

彼は 期せず して 人心が サ ー ベル 主義に 堪 
: ゆるを 得ず、 重厚なる 軍隊 萬 能の 空 氣に壓 
迫せられ て、 不平を 漏す 所な きに 際し、 無 
限の 嘲笑と 侮辱と 滑稽と を、 實行 的に 普 魯 
西の 軍隊に 加へ たり。 此 故に 彼が 悪むべき 
大盜 なりし にも 關はら ず、 同淸は 彼の 身に 


わが 歐洲に 於け る 最後の 降 生 祭との 意を も 
寓 して。 

他日 夫人は、 坐 客 ある ごとに、 我を 賞賛 
して止まず。大通の名 1?, の家庭と、家客と 
の 間に 高し。 我 頗る 意外の 感な きを 得ず。 

予實は 5. 家が大の佛蘭西崇拜なると、每 
に 古 ァルザス 人を 以て 誇る を、 毫も 心 付か 
で、 偶然に も かの 小 匣を 贈りた る 也。 

され ど 今は 必ずしも 大 通の 辭退を なす 必 
要を 認めず。 時に なほ 油の 如き 古酒に 醉ふ 
を樂 しまむ。 

〇 

阿 メリ 力と 日本と 戰爭の 場合には、 獨逸 
は 何れに 味方す る やを 論じた る 一 米 字 新聞 
あり。 勿論、 獨逸は 星 旗 か 日英 艦隊の ため 
に、 海上ょり 驅逐 せらる X を 坐視す る氣づ 
かひな しとい ふが、 其 結論な り。 キヨ ル- 1 
ツシ H ツァィ ツング が、 滑稽 的に 之を 飜弄 
したる は甚 意を 得たり。 

但し 獨逸 新聞は、 決して アメリカの 同業 
者を 冷 かすの 資格な かるべ L。 彼等の 間に 
は桑港に於ける小學兒童放逐事件のぁりし 
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とき、 日米の 戰爭 、端を 之に 發せむ など、 

豫言 者め きたる 論文を 一^した る もの 少から 
ざり き。 獨逸が 日本を 嫉視して、 事 あれ か 
しと 希望し つ、 あるは、 か、 る 際に 自ら 洩 
れ來る 也。 

而も 予 は、 玆に 少しく 邦人に 警告し 置か 
むと する 事 こそ あんめれ。 そは 邦人が、 目 
下 頗る 傲慢 負 高の 傾を 有し 來 り、 平和 着實 
に 事を 決する の 注意を 缺き て、 動もすれば 
大言壯 語、 威張 ちらす を 以て 大國 民の 能事 
了れ りと なす や これ。 

桑 港 事件の 當 時、 吾國の 識者と. 、> ふ もの 
にして、 激越の 調往 々無政府 黨 員の 檄に似 
たるを 以て、 邦人を 煽て 上げる もの 之 あり 
と 聞きたり。 虛 名のた めに 國民を 語るな く 
んば 幸な り。 

〇 

熱 田靈知 氏、 京都 文科の 印度 哲學 を擔任 
すると。 予 寡聞、 未だ 氏に 如何なる 業蹟あ 
る やを 知らず。 而も 吾 知れる 眼に 於て は醫 
科に 足 立 荒木の 如き 略 世界に 知られた る學 
者 ある 大學 、必ら ず 其 名を 辱し めざる 適材 


を 迎 へたる ことなるべし。 賀す る^ 1。 

英國の 諸 大學に 於て は、 就任 前、 外阈諸 
碩學の 推薦 狀を得 て、 之に 自家の 業 蹟目錄 
を 添へ、 就任の 後に、 之を 學舁に 公表す る 
を 法と し。 獨 逸に 於て は、 就任の 際、 必ら 
ず 就職 演說を なして、 在 席 先任者の 質問 
批評に 答へ、 後 之を 印刷して、 廣く 天下の 
學 人に 問 ふを 規とせ り。 

第 I の 例は 今 旣に遲 し。 而も 予は熱 田 氏 
が、 佛 敎の學 者と して、 第二の 例を 學界に 
開かむことを希望して止まず。 

〇 

瞿曇 大聖 主、 憐愍 說是 法、 悉斷 I 切 見、 
我 今 稽首 禮、 —— 今や 我は ドクトル •ヮレ 
ザ ー 氏と 机を 一 にして、 氏が 獨譯 したる 漢 
本 中 論 四卷の 證義と 訂正と を 終りた る 也。 
日曜の 極めて 靜か なる 朝、 リンデの 香帶べ 
る 微風の 窓ょり 入りて、 石 欄の 雛菊 美人 艸 
など、 種々 の 花に、 露 まだ 重きに、 何處に 
奏すら む、 幽 なる 軍樂の 斷續 響き 来りて、 
靜趣 1餍 味 深き を 加 ふるとき、 此 最後の 偈 
を 講じて、 聖龍樹 の 崇高なる 信念を 仰ぐ。 

四 四 七 
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と、 下層と に鴻 溝を 橫 表 むと すれは 也。 

ジェントルマンを 要求す る 彼等 も、 固ょ 
り 我 同胞な り。 之を 呼びて、 彼等を 喜ばし 
得ん に 「予 として 必らず しも この 愚なる 尊， 
稱を 、彼等に 被す に吝 なら じ、 而も 之が た 
めに 他を ワイルドマン と ^ 視す るに 至らむ 
こと、 予が斷 々焉 として 應 ずる 能は ざる 所」 
〇 

M 、 是我が ゲルマ- 1 ヤ酒 樓の定 卓に 侍し 
て、 麥 酒を 進む る 女 也。 我 始めて 此 地に 來 
るや、妙齡華顏、ょく幾多の年少士官を惱 
殺せし め、 大學 書生を 飜 弄して、 嬌艷の 名 
I 時 高 かりき。 今や 色 漸く 衰 へ、 粉 華 凋落 
して、 唯々 の淸 聲伎體 に、 立秋 前の 俤を留 
むる を 見る のみ。 時 恰も 降 生 祭に 際して、 

百 千の 花 燈彩燭 、滿 堂の 翠葉 綠樹と 映發す 
る 所、 肅然 渠に對 して、 稍 司 馬 靑轸の 感動 
く、 再盞の ピル スネル 白 泡 沸々 とて 甚 佳な 
るを取りて日く「どぅ '/£ _祭に面白ぃ事で 
も あるかね」 「あ！ 可愛 想に、 また 厭な 
降 生 祭が 来ました ね」。 肺肝より 發せ し此數 
語は、 遂に 予を して 小 琵琶行の 主人公たら 


ずん' ぱ止 まざりき。 「ミンナ 老ひぬ 、クリス 
マス 酒 寒く して」。 

〇 

ニ 十七 日 大雪の 後な りき、 予は アルザス 
山間のー小都市に、牧師 6 君を問ひぬ。新 
に 夫人を 喪へ る 吾 友を 慰めて、 少ばか りの 
贈 品を 憐 むべき 四 孤 兒に 賫ら さむ 爲なり 

气 

半日は 友の 書齋に 且つ 泣き 且つ 慰めぬ。 
四 福音 傳 ふる 友の、 却て 無常 生滅の 理 、今 
更の 如く 身に 泌みて 、世は 大夢 にあらず や 
など 嘟 つに、 苦 空の 理に 安住す る 我の、 天 
意の 空しから ざるを 說き て、 奮勵の 前途の 
重きを加へたるなど切にに慰除しつ。 

薄暮 予と老 牧師は 共に 亡 人の 墓に 詣でぬ 
霜風凛々として卜溪連裟の間ょり起り、ブ 
ロィシュの 流れ、 半 凍りて、 寒 鵜 二三 前 林 
から 力なく 飛び 来る とき、 寂寞. 行 人絕 えて 
無言の 我等には、 雪を 踏む 靴音の み 幽な 
り。 墓 門を 入りて 紅 紫 さま の 花の 色 未 
だ 新なる 新 墓に 雪 深く 埋めた るを かきわけ 
つ、 持ち 来れる 小なる 花環を かけて、 法 句 
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經を 誦し、 十 念を 微唱 しぬ。 

此 時まで 我 傍に 立ちて、 靜に 我が 默禱に 
感謝の淚と2めあへざりし老友は、聲を放 
ちて 泣けり。 彼は 敎會 衆の 前に ありて、 幾 
度 かこの 忍び 難き 哀を 忍びけ む。 彼は この 
降 坐 祭の 前後、 其 無限の 愁を 耐袅て 聖職に 
起す に 勇な き 身を 力めた るなら む。 今や こ 
の 包みに 包み 忍びに 忍びた る淚 は、 極東の 
異敎 僧の 前に 於て、 洪水の 堤を 決した るが 
如く 溢 出したり。 彼は 聲を擧 げて大 に 泣き 
ぬ 0 

我等の 涙は、 基督 敎と 佛敎 とを 融し 去り 
ぬ。 獨 民と 日 人との 區別 を泯し 了り ぬ。 成 
等は 限りなき 同情 海中の 人となりて、 互に 
彼此の 別 さへ 忘れて、 融然 として 大に 泣け 
る 也。 

〇 

路易五世式の縫物小陧、今の我には少か 
らず， 囊底に 苦痛を 感ぜし めし も、 常に 我に 
ボル ド ー の 古酒を 飮 ましめ、 雪白の 鵝肝掌 
の 如くなる を 供して、 甚だ 吝まざ る K 家の 
少女 十三なる に、 奮 ふて 之を 贈りつ。 多少 


露國の ド* ヲル デゾ ブル グ及ッ ニル パト 
スコ H、：！i 雨 學者の 名は、 日觅彿 學 者の 感 
謝を 以て 記憶すべき 所 也。 

我は 敗 殘の露 國に 於け る 「佛敎 文庫」 出 
跤の 活動が 着々 として 偉大の 貢獻を 世舁文 
運の 爲にな しつ X あるを 見、 退いて 日本 學 
俾 者の、 舊に伎 りて 徒らに 胡盧 を畫 くを 嘆 
じ、 その 學 問の 露國に 後る \ もの、 箇 三千 
里なる の 恨な くん ば あらざる 也。 

臥 榻の下 他人の 甘 睡を容 すな かれ。 是我 
東洋 古學 のた め、 毎に 佛敎 古學 のために、 
日東學 者の 座右銘と なさん と 欲する 所の も 
の。 

〇 

池 田 照 誓 氏、 印度に ある 三年、 梵語を 專 
攻 し、 業 就り て歐洲 に歷 遊し、 觀風察 俗の 
途次、 來りて 我が 寓を訪 ふ。 憾むべ きは、 
同氏 滞 遊の 時 甚 短く、 遠来の 珍客を 待つ の 
意を 盡す 能は ざり しと雖 、天外 同好の 士、 
特に 金剛 乘敎の 伎 才に邂 逅し て、 多少は 我 
が祕敎に關する硏究の一端を洩すことを得 

「新佛 敎」 の 諸兄に 寄 ' f 


しを 頗喜び ぬ。 

辯 嚴去り 慈 雲 逝きて ょり 幾歲、 I 時敎舁 
に： 梵學の 正宗と して 立ちし 眞言 宗は 、今や 
此獨特 の 方 固に 於て、 稍 寂寞の 觀 あるを 免 
れず。氏歸るの後、希くは大に其材を揮ふ 
て、 頹 綱を 張り 學燈を 赫灼 たらしむ る 快 あ 
るべき か。 玆に 氏が 歐亞の 各 港ょり 發せし 
芳信に 謝して、 並せ て 其歸 山を 視す るの 意 
を 表す。 (明治 四十、 一— 五、 新 怫敎〕 

◊「新 佛敎 の」 

諸兄に 寄す 

(一) 日本的 シヨ ーピ 二ズ ムス 

米 峰から 端 書で 諸兄が 顏を 合すと、 いつ 
も 其方の © が 出る。 ィ 、加減に して、 早く 
歸朝 候へ との、 御 詫で あつたが、 僕と て も 
勿論 こんな 所に 何時までも 燻り こむ で 居る 
氣はな い。 實 際、 東洋 大帝 國の 首府の 泥道 
を、 足駄で 捏ね まわす 方が、 いくら 面黑昧 
が あるか 知れまい。 何千 萬斛 ミュンヘン 麥 


酒を仰っても、—に羽を生じて、白 0 登仙 
する でもな し。 ウイン 河の 岸を、 每日御 百 
度を 踏む だとて、 とても 人魚に なれそう も 
ないから、 氣 さへ 向けば、 明日に も ロイド 
か、 郵船の 御 厄介に ならう。 尤もシ ベリ ヤ 
通過と いふ 奴が、 I 番 安直 だから、 露 肋の 
土百姓と 三等の 合乘 など も、. 大に 愉快 かも 
知れぬ。 此間シ リヤの バイ ル ー トに 居る 親 
友 ^ に、こんなことを書いてやつた  。 

「 …… もう 彼是 七 年 だ"^! 1 氣の 利かぬ、 
Flicgcndc  Holl p: ndcr とい ふ もの だ。 但し 
ゼンタの 樣な 理想的 美人を 探し 廻って、 戀 
で 解脫 しょうなん て、 煩悶 も 苦悶— i 便利 
なる 日本語 だと、 貧 的の 僕には 此處 で、 I 
寸酒麗 のめされ るの だ、 ゴッ^^の 蠻的獨 
逸 語では 御 生憎 だ I もない し、 さりと て、 
二十世紀の タン ホイ ゼ ルと 御座って、 艷魔 
崛に 酒池肉林、 香圍 粉陣 の快樂 に、 歸 るを 
忘る と 云 ふ樣な 、色男では 勿論ない の だが。 
是 でも、 多少は 祖國學 問の 獨立 のために、 
柄に もない 馬鹿 元氣を 出して、 コッ^^ や 
って 居る 迄 さ。 東洋 學 、就中 (全く 眞 面目 

四 四 九 
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いかで か 限りなき 法 喜 禪谠の 快な かるべ 
き。 

我が 極めて 完から ざる 獨逸 語が、 よく 八 
不 中道の 眞 意を 傳へ 得べ しとは 固より 信ぜ 
ず。 羅什が 簡潔に して 而も 含蓄 多き 妙譯 
を、 自由に 飜じ 出さむ 困難の 至大なる こと 
も亦豫 想せ ざり しに あらず。 且つ 病殘の 
客、 精力 甚缺 け、 爲す べき こと 山積して、 
時間の 常に 乏しき を 恨む 身の、 此 至難の 業 
に當ら むこと、 頗疑 はしき 虞 ありし かど、 
ヮレ ザー 氏が 三年 已來 、獨カ 漢文を 學び て、 
辛酸 尅苫 、邦人 逾通讀 を 難しと する、 この 
佛敎 古典を 譯 出した る 精力と 精進と に 感奮 
し、 謭劣 我が 如き ものに も 禮を渾 ぅして、 
來り問 はんとの 書を 見て は、 殆ど I 切を 忘 
れて 、氏が 爲に 一臂の 力を 揮は むと 決心し 
つ X 心 窃に此 業が 多少は 大法 宣揚の 因緣に 
も なれ かしと 祈りつ X、 同寓 玆に此 業に 隨 
ふこと 十 有 五日。 漢譯 藏經を 右に し、 觀自 
在の 聖像を 左に し、 梵典 洋籍 、紛然と して 
机上に 准き 我 狹く穢 き 書 室には、 偉大 六尺 
の 好漢、 美髯互 腹 音吐 鐘の 如き 獨 逸の 學究 


と、 短 髮蒼顏 、風采 甚揚ら ざる 日 東の I 佛 
僧は、 終日 兀坐 相對 して 且つ 論じ 且つ 說き、 
且つ 書し 且つ 證 す。 空 や 有 や、 非 空 や 非 無 
や、 梵語に 次ぐ に獨 語を 以てし、 獨 語に 間 
ゆるに 西藏 語を 以てす。 傍人 之を 見れば 殆 
ど 雨者藝 語を 闘は すに 過ぎざる 觀 ありし な 
らむ。 

我は 初め 氏が 獨譯 の價を 頗る 疑 ひぬ。 謂 
らく 全部 或は 訂正を 要する 虞な きに あら じ 
と。 而し てまた 甚だ 遂ひ ぬ。 如何にして 着 
心 甚强 く、 我執の 病膏盲 に 入れる を 常と - f 
る泰 西哲 學 者に、 中 論の 如き 書の 深 旨を 傳 
へむ かと。 而も 我が 憂虞は 實に 無益な りき。 
氏が 靑 目、 月 官等 幾多 梵語 西 藏の中 論疏釋 
に 通. 轄 して、 其 大 旨を 得た る も、 實に其 素因 
なる ベ けれど、 僅に I 部の ウィ リヤ ムス 華 
英字 典の 力を 以てして、 ょく 此の 如き 好譯 
を完 ぅした るかと 疑は るるまで、 十 中の 八 
九は、 驚くべき 程 適確に 本文の 意を 傳へぬ 。 
而して 氏が 永く クノ ー、 フイ ッシヤ ーに親 
炙して、 新 カント 派の 奧を 極めた ると、 大 
に ハルトマンに 私淑して、 硏究多 歳に 亘れ 
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る哲學 的の 素養に 加へ て、 數年 を佛 敎文學 
に 費して 獲得した る 力量は、 ょく 龍 樹眞宗 
の 妙 意を 體 達して、 非 有 非 空の 理 、八 不執 
を 遣る の 妙、 多言を 要せず して 其 大綱を 提 
示す る ことを 得ぬ。 

日く 心、 心 數法 (新 譯の心 心 所)。 日く 見 
If 修道 所斷 。凡そ 此 等の 術語に 至りて は、 
固ょり 多少の 解釋を 施す の 必要 あり。 難解 
の 文、 複雜 の論點 に 至りて は、 稍闲 難を 感 
ぜざるにあらざ 0- しも、大體は急流輕何を 
下す の 勢を 以て、 二十 有 七 章、 凡そ ニ 週を 
以て、 その 證議を 了へ ぬ。 

氏が 中 論の 硏究 は、 實に其 起稿せ むと す 
る 佛敎哲 學體罙 の 第二 編の 基礎 材料た る も 
の 也。 氏 今や 去りて、 白 耳 義のゲ ント にあ 
り。 佛 敎哲學 者と して 學界 に雄視 する 同地 
の敎授 、ラ ® ヮレ •プサンと 共に 其 論 稿の 材 
料を 整理せ むがた め 也。 

氏が 稿は、 恐く 此 クリスマスを 以て 了ら 
む。 的 是 、惰眠を 貪りて、 死せ るが 如き 獨 
逸の 哲學界 に、 必ずや 多少の 活氣を 起し 來 
るべき もの。  • 


義の 大敵なる カトリック 坊主の 勢力 依然た 
るは 如何で 御座る だ。 これが 獨逸國 民 精神 
の 精華なら、 御 自慢の ルー テル や、 ゲ ー テ 
や、 カントは 其 墓を 發 いて、 屍を 瑞 西の 湖 
中に でもた、 き 込む がょ かむ ぺ い。 
i) 眾 願寺漾 

獨 逸に 於け る 加特カ 敎蓠歲 に ひき かへ 
て、 佛國じ や 見る も 憐な有 樣じや ないか。 
クレマン ソ ー 內閣が 、ビシ^ ^ 法王を 凹ま 
す 御手 際は、 何とも 快 心の こと だ。 この 政 
敎 分離 運動が、 半死の 澳太 利に 及び、 西 班 
牙 葡萄牙 あたりまで 波及して、 ドシ < 法 
王の 金箔を 引 剝す樣 になれば、 此等 腐敗 顔 
落の 諸國 も、 幾分 か 新鮮な 活氣 を囘復 する 
樣にな る ことだろぅ が。 然し これは、 まだ 
中々 の 事では あるまい。 餘談 はさて 措き、 
目下 佛國 坊主 共の 窮境と いったら、 維新 當 
時の 佛僧 の樣が 想起せられ て、 それは 隨分 
可愛 想 さ。 昨日の 新 間を 見る と、 法王は 目 
下 毎日 數 W 通の 書面を、 佛國の 坊主 ども か 
ら受联 さう だが、 其多數 は、 彼等 生活の 困 
難を 訴 へ、 敎會內 信徒の 喜捨 や、 信 施 ばか 

「新 佛敎」 の 諸兄に 寄す 


りを あてに して 居りて は、 到底 やりきれ 申 
さず との、 泣 言が 書いて ある 相 だ。 佛國々 
民 も、 最早 無益の 馬鹿 坊主 どもに、 金を 出 
して 贅澤を させて 置く 程、 御 人 好で なくな 
って 来たらし い。 本願 寺樣 、御 要 心 …… 。 

S) 修道院 

なんて、 無茶に 加特カ 敎の惡 ロを 叩きな 
がら、 僕は 近來も ょくく カフ テイン 派の 
修道院に 遊びに 行く の だ。 丨| 此 派の I 敎 
父が 心 やすいので、 町から 電車で 凡 五十 分 
ばかりの、 女人禁制と いふ 嚴 重な 修道院に 

ょく 行く のさ。 院內 には 七十 餘 名の 修 

道 僧と、 百 五六 十の 沙彌が 居って、 食料品 
は 勿論、 衣服 雜 具の 類まで、 院内で 調製 
し、 ビ ー ルの 釀 造まで 自家で やる ので、 畠 
も あれば、 工場 も ある、 隨分廣 犬な 構で、 
全く 社 # と 隔離して ー域廊 をな して 居る の 
だ。 僕は この 建築物から、 器具から、 洒掃 
應 對の總 てが、 I 切 中世 式で 微塵 も近货 臭 
味がない 別天地で、 院 製の ビール — 、ュ 
ンへン 某 庵の 直傳 だとい ふ 御 自慢の 1 を 
飲み 乍ら、 罪 もない 話を して 半日を 消す る 


のを 非常に 愉快に 感ずる の だ。 ♦コチ ック式 
の 廊下に 出る と、 香の ^ が 何處か ら ともな 
く來て 、苦行 僧が 本堂で 誦して 居る、 聖母 
の 羅甸禮 讚が 斷續に 聞へ る。 庭を 涉 くと、 
古風な 石 十字架が 寒 林の 間 紅葉にから まれ 
て、 落葉 准き 下から、 小鳥が 飛び出すな 
ど、 實に 平日の 俗氣を I 跣して 餘り あり 
だ。 若し 宗教の 感化 力が、 十の ものと すれ 
ば、 恐く こんな 中世 趣味、 脫 俗趣味 も、 そ 
の I 二分は 占めて 居る の だら う。 日本の 禪 
宗が 暗に、 國 民の 高雅な 精神を 涵養して 居 
るのは、 頗る 深い こと だと 僕は 常に 考 へて 
居る。 平凡な 俗悪な 門徒 寺 や、 法 華 寺が 大 
嫌の 僕には、 どうして もこの 脫 俗趣味が、 
馬鹿に 氣に 入る の だ。 チヵゴ か 二 ユーョ ル 
クの 附近に、 極 幽邃な 禪 寺の 二三 軒を つ 立 
て X、 木魚で も 叩いたら、 ヤン キ ー のがら 
根性 も、 多少は 人間ら しい ものと なる 
だら うな ど X、 考へた こと も あつた。 然し 
我觀 などは、 こんな 愚論には 直ぐ 反 對と來 
る だら う。 そうすると 縱 橫を賴 むで 例の 
「少し 座つ て 見ろ」 を やつても らうの さ。 

四 五一 
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感懷隨 筆 

だょ〕 佛敎 古學の 方面では、 どうか、 日本 
で 事が 足りる 樣 にしたい と、 書き出す と、 
貴樣 は、 また そら 例の 日本的 ショ ー ビ 1 1 ズ 
ムスが 初 まつた と、 I 々にけ なしつ ける だ 
らう。 歸 りに 寄って 行けって？  パリ 

ストラス ブルグ —— ヴ イエ y ナ —— ^コ 

ンス タス チノ ー プルと いふ、 東洋 急行列車 
の 便利な こと も、 御存知ないでも ない が、 
そんな 汽車は、 僕な どには 彼 側を 向いて 居 
るから ね。 …… 

先 こんな 體た らく" 頗るの 大俗氣 と 御座 
る。 rlslrgend  ein  Grab,  niemES  der 

Tob!" なんて 呻り 死を、 何處 かの 癲狂院 
で 仕る のには、 まだ 少し 脈が 確す ぎる。 
(ニ) 獨 逸の 社 會黨 
獨 逸の 總選擧 の 詳報は、 日本の 新聞で 先 
刻 御存知 だら う。 社會 黨の大 失敗と いった 
ら どうだい。 一 體獨逸 現 政府の 掏摸 外交の 
蹉跌 —— 列强 間の 孤立。 南阿 殖民 政の 大味 
噌 。大臣 軍人の 敗 德と來 て、 軍備の 擴 張、 
食料品の 騰貴と いふの だから どう 顚むで 
も、 ビュ ー n 丨 親爺の 成功す る 理窟は 毛頭 


ない のに、 意外なる 哉、 保守 黨や 、自由 黨 
にまん まと 多數を 占められて、 八十 近ひ議 
席が、 半分に 減少とは 隨 分な さけない 談じ 
やない か。 尤も 政府が 必死と、 中立の 良民 
を 威嚇した 痕跡 も あるし。 新しい 黨派の 出 
来たの も、 確に 大 蹉跌の 原因だろぅ が、 要 
する 所、 首領 株の 驕氣と 無能、 其實 行に 乏 
しい 口先 政策が、 今囘の 失敗を 招いたら 
しい。 特に だ、 南 獨逸や パ ー デン あたり 
で、 坊主 黨卽 中央 黨と 握手して、 苦しまぎ 
れに 決選投票で、 多少 埋合も 付け 樣と悶 へ 
た、 醜態と いつたら、 平生の 心 懸も思 ひ 
やられて、 樞吐 でも 吐つ けて やりた くな 
る。彼等 〇 0§|は黨略的の小刀細エか 
ら 、不自然な 黑赤 同盟を 結む で、 平生の 主 
義 まで 沒 却し、 其 極、 坊主 黨の 利益の 爲 
に、® 虫 主義の 名士、 キユプ デ 敎授や ブル 
—メン タ ー タルの 樣な 人まで 落選せ しめた 
の だ。 實に今 囘の社 會黨の 運動は、 彼等が 
光彩 ある 歷史に 掌 犬の 黑點を 印した の だ。 
—— 彼等が 今 囘の大 失敗は、 要するに こん 
な黨 略の 爲に 、主義まで 犧牲 とした、 罪惡 


四 五 〇 

に對 する 相當の 天罰 だ。 

9 D 獨 逸の ? Mil 

議會 解散の 際、 各黨 ともに、 カィゼルの 
萬 歲を三 呼して、 議場を 去った のに。 社會 
黨ば かりは、 七十 餘名 、何 處に 風が 吹く か 
といった 樣な 風に、 勝手 氣 儘に 退散に 及む 
だの だから。 今囘の 大敗が、 いかばかり、 
カィゼル陛下の龍顏を斜ならず匕たかは、 
分りき った 話さ。 然し、 獨逸國 民の 勝利。 
愛國的 精神の 發锡 など、 所有る 御 穿 出たい 
文字を 列ぺ て、 今囘の 選擧に 恐悦して 居 
る。 ビユ ー ロ ーは 、遠からず、 例の ー百餘 
名の 中央 黨に 、頭を 下げて、 御 愛嬌を 振り 
まかねば ならぬ のに、 何故 御氣が 付かれぬ 
のか しら。 前門の 虎なる 社 會黨の 勢力は、 
祝賀すべく 減殺した が。 後門の 狼、 坊主 黨 
の 根抵は 一 線 も 動かざる にぁらず や だ。 
ぁ 乂今囘 の選擧 は、 獨逸國 民の 勝利、 國民 
•精神の 發揚 、愛 國觀 念の 成效 だと？ 保守 
黨の華族素封家連。肖由黨の銀行家ゃ官學 
の敎授 連は、 先づ 大目に見て ょいと して 
も、 夫の 狂信、 壓 制、 陰險 、狭量、 自 ® 主 


T にこん な 御面相 も 貧乏神の モデルに 御 人 
用ぢや ごは せんかと 罷り出 づ るのは、 何時 
かしら！ 雨 峯と八 年 ばかり 前の、 護國寺 
の舊 夢を 話す る 機 も あれば ょいが …… 
さつき 病 牀で考 へた。 歸 つたら、 破れ 寺 
で 一つ 百蓠遍 でも 催して、 諸兄を 請 待し、 
我觀 、黃洋 の 輩に、 ゥン ト 嫌の 念 佛でも 申 
させた 上に、 ドブロタと 鱗の 接待で もして 
やらぅ かと。 この 方が 安 西洋 料理を パク ッ 
ィて 僕の 大 嫌な、 玉 突な ど 餘興 にやら かす 
ょり、ょつぽどシヤレて居るだらぅ。 —— 
また I 張 羅のモ 1 一ング の釦が 取れた。 
今晩は 久し振りで、 病魔 退散の 御祈禱 に、 
聞し 召さぅ かしら。 二階では また ヰ オリン 
を 初めた。 何の 曲 だか 知らぬ が、 僕は 僕で 

一つ 怒號て やれ。 
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滯 獨雜感 


◊滯 獨雜感 

米 峰 兄。 四 五日 天氣 加減 滅法に ょい。 こ 
んな 事は 冬 中 霧に 閉鎖され てる 此 地では、 
實に 珍ら しい 事 だ。 今日は 獨 逸の 天長節と 
あって、 寓の 前の 軍隊 敎會 では、 今 御說敎 
の 最中。 お 寺の 周圍 には、 騎 砲兵の 小銃が 
列を なして 組合され て 居る。 お 寺の 儀式が 
すむ と 直ぐ 觀兵 式と なる の だ。 新 佛敎は 一 
昨日 着。 今度は 頗 早く 出来た。 編輯 も 先 上 
乘の 部。 林 君の 盡カ にお 禮を 申して 置く。 

お 主が 共同 納骨 所の 議論は、 實に 僕の 宿 
論であった。 三年 ばかり 前に、 片山 國嘉翁 
が 此 地に 来て、 暫時 同寓 した. 時、 大體の 意 
見を 話して 置いた。 この 事業は、 一面、 佛 
敎 徒に、 敎 會經濟 上の 大利 益を 知らし もる 
と共に、 他面に、 公衆に、 火葬の 衞生 上の 
大 利益を 篤と 飲 込ませる 必要 も あるので、 
お 醫者樣 達の 盡カ も、 是非 賴 まねば ならぬ 
と考 へて、 同 翁と 熟談した の だが、 翁 も 非 


常に賛成して吳れた。其後火葬に關する歐 
洲の —— 特に 獨 逸の .1 現況 も 少し 調べ 
其 漸次 盛運に 向 ふのを 認めた が、 又 一 方、 
ある 化學 者が、 學術 的に、 火葬の 不利益 
(？) を 主張す る も讀み 、頑固 連の 說も 聞い 
て、 多少の 參考 にした が、 歸國 (？) して 
から、 お 主 等と も實は 相談し ようと 思 ふて 
居った 所 だ。 去年は 例の 于闐 古文書で、 丸 
で 夢の 中であった 爲に、 一一 人 共 仕事の 方は、 
自然 第二に なって 仕舞つ たの さ、 今 お 主の 
說を 讀んで 、實に 愉快に 感じた。 何時か お 
主の 說に 賛成を 表する 論文を 書いて、 これ 
に 多少 集めた 材料な ども 發 表して 見ようと 
も 思 ふ。 何れにしても、 こんな 事は、 少し 
でも 同志の 聲を 高く して、 健全に 社 會の輿 
論を 喚起す る樣 にす るに 限る。 

僕には 學葬 とい ふ考も ある。 學葬 とい ふ 
のは、 井上 圓了 さんが 死なれたら、 東洋 大 
學でお ともらい を 出す。 黑田眞 洞 老師が 往 
生す ると 宗敎大 學で_ 式を 持っ とい ふ 意味 
ではない ので、 死體 を學問 研究の 材料に し 
て 仕舞う とい ふこと である。 僕も證 文を 書 

四 五三 


感懷隨 筆 

(穴) 新锏敎 の 機運 

新佛敎 も、 彼是 七 年で、 赤兒 なら、 旣に 
小學 校と いふ 年な のに、 根から 眼に 見えた 
效果 も擧ら ぬと、 謙遜の 樣な 、自慢の ょう 
な、 黃洋の 愚痴だった が。 精神的の 事業 
は、 そう 燒酎を ひつ かけて、 直ぐ 千鳥足と 
いふ 樣 に、 手 取最く 行く ものでは 御座らぬ 
で、 黃洋が 、また 本願 寺の 小僧に 平身低頭 
して、 涙金 有難 頂戴と いふ 樣な 卑劣な 眞似 
(或る人は これを 成功と いふ さう だが 3 を も 
働かず。米峰が兎にも角にも、瘦腕(有體 
にだ〕 I 本で" ゥン ト 威張 こむ で 居るな ど 
のが、 卽新 佛敎の 命じ やおは しまさない か 
い。 ベラ ボーメ 、咄 堂、 黃洋 等が 五六 十 
囘 、愚 演說 をっ かって、 縱橫 、我觀 等が、 
七 八十 編惡 文を 揑 ねまわした 所が、 それで' 
天下が 動いて、 本願 寺が 潰れて (丸で 地震 
だ) 新佛 敎の囘 敎的會 堂が をっ 立って、 お 
たまり こぶしが ある もの かね。 實は 、己の 
先祖の 御 釋迦だ って、 經文 に歷々 と 書いて 
ある 通に、 たった I 度の 御說敎 で、 一切 世 
間 天人 阿修羅 等 …… 歡喜 信受作 禮而 去なん 


で、 そう 旨くは 問屋で 卸さなかった に 相違 
ない と、 本文批評 家の 言 ひさうな こつち や 
お ま へんか。 學林 小僧の 間に、 兎に角、 自 
围 討究の 考が 起って 來 て、 頑固の 天 保 和尙 
すら、 涵容 精神の 何物た る ことが、 多少は 
分り か、 って 來た のな どは、 先づ 手前味噌 
に、 己 等の 力 だと、 自 惚て考 へたら、 先滿 
足だろう！ 何でも 勇往 さ。 邁進 さ。 努力 
さ。 奮勵 さ。 不斷の 精進 さ。 —— 無 盡の誓 
願 さ。 大乘 修業 さの 本領は、 玆處 にある ぢ 
や あるまい か。 ル ー テルが 出た 前に、 幾多 
の 小さい 宗教改革の 團體が 存在し。 幾多の 
志士が、 火刑の 煙と 化し 去った のは、 言 ふ 
にも 及ぶまい。 我等は ル ー テルょりも、 實 
は 此等宗 敎歷史 ，に 名 も 留めない、 努力 者に 
多大の 尊敬を 拂 はねば なるまい。 僕 等は、 
實にル 1 アルょりも、 是等 無名の 人 丨- 舒 
々と 時運を 育成して 來た 人々 を學 ばねば な 
らぬの だ I 日本では、 偉人を 呼ぶ 聲が隨 
分 高い が、 實は 偉人の 出る 樣に盡 力し、 努 
力せ ねば、 ルー テル も、 法 然も、 日本には 
出て は來ぬ さ。 澤庵 一つ 漬けても さう さ。 


四 五 ニ 

不斷 の壓 力と、 奮 勵でや つと 食へ る樣 にな 
るの さ、 —— 言は ず や だ、 卵子を 見て 時 夜 
を 求む る こと 勿れ だ！ 

(セ) 電毅式 俳句 

泣顏に 蜂で、 病 僧 また 四 五日 來ィン フル 
だ。 此方に 居る と、 同國 人の 好と いふの 
で、 未来の 博士 先生方の、 口 ハの 御投劑 さ。 
昨日 之乏庵 (片 山國嘉 親爺 だよ〕 から、！ 
緖に歸 つち やとの、 勸誘が あつたが、 こん 
な ことには、 至極 不得要領の 僕は、 何時 歸 
るか 分らぬ と斷 つて、 病牀 駄句と いふのを、 
三つ 四つ 書 添た。 新派で も舊 派で もない ッ 
マリ 考 を、 十七 字に 約め たとい ふの だか 
ら 、電報 式と でもい ふの だら ぅ。 然し 是で 
も黃洋 や我觀 などの 無風 流 者より、 幾分 か 
タチが よい かも 知れぬ。 書いて 見やぅ か ー 
殘る 雪、 麥 酒と 取らむ、 風藥。 

冬 籠、 嚏に、 寫經 汗した る。 

「ア スビリ ヌ し癒へむと、友の戲る \ 。 

寢 汗して、 スト ー ブ斷 へし、 夜寒 かな。 

(八) ドブロクと_ 

大分 長 手紙と なつた。 素 明の アト リーエ 


五日、 ロンドンから 出發 、齲々 歸國す る。 
僕 かへ る、 僕 だつ てま さか、 何時まで もこ 
んな 愚に して 俗悪なる ストラスの 小天地に 
愚圖 っいて 居た くは ない のさ 。 

これから 大學の 祝賀 式に 行く。 視賀 には、 
必敎授 の 中から I 人出て、 其 蘊蓄を 披露に 
及ぶ とい ふの が、 嘉例に なって 居る が、 講 
題 や 講 者の 名は、 彌 々開講と なる まで 學長 
の 外には 祕密 で、 誰も 知って 居らぬ とい ふ 
の も I 寸奇だ 。今日は 誰 だら ぅ。 

( I 月 二十 七日〕 

〇 

昨日までは、 例の 于闐 から 出た、 般若 斷 
片 の證定 で、 六 百卷 、片端から 操る とい 
や、 隨分御 苦 勞の勞 働を やった が、 かなり 
面白い 結果が 出た。 今日の 土曜は、 春雨は 
降る し、 頭は 痛む しする から、 圖書 館は や 
めて、 濫讀 か濫艸 に 充てょぅと したと き、 
嘲 風 兄の 書と 「新 佛敎」 と、 ル サックの 目 
錄が來 た。 

手紙は 十分 ばかりで 讀み 、雜 誌には 約 一 
時間 半ば かり か \ つた。 目錄は 一寸 手間 ど 

滯獨 雜感 


った。 誰が 集めた か 知らぬ が、 支那の 經史 
雜 書の 非常な 豐 富な ラィブラリ ー だ。 宋明 
板の 珍 物 も隨分 あるが、 永樂 大典の 端本が 
ニ册 まで 中に ある。 蒙古 や 西 藏に關 する 書 
も_ 涎す ぺ きもの も少 くないが、 全體で な 
くて は 賢らぬ との 事 だから、 とても 僕の 御 
齒には 合は ぬ。 永樂 大典は 翰林院に あった 
もの だから、 多分 拳 匪の 時 誰れ かの 手に入 
つたの だら う。 

大^! 報道したい 事が 溜って 居る から、 ま 
とめて 五月 か 六月 號に 間に合う ょうに 仕ら 
う。 しかし 一 寸豫報 だけは 序に やって 置 
く。 心臟が 少し 變だ との 事 だから、 いっ 御 
陀佛 になる かもしれ ぬから。 

第一は 五月に ロンドンで 蓠國佛 敎會が 開 
催される 事 だ。 パリ 語舁で は 一方の 驍將で 
ある キャ ビ テン ロスト 氏が 蓠事 世話を して 
居り、 リス、 デ 平. ッ敎授 など 有力な 後援 も 
あるし、 歐 人で 緬甸派 の大 比丘と なった 歡 
喜 慈 (アナン ダマ ッテ イヤ〕 や 智三舁 (ニ 
ェ ー ナティ 口 力〕 など 云 ふ 人々 も 非常な 盡 
力で あるから、 極めて 着實 な右敎 友會が 成 


立す る だら う。 獨逸 佛敎傳 道會は 例の サイ 
デン ステ ユッ ヶル 等大擧 して 參列 する だら 
うし、 瑞 西や佛 .國 の佛敎 徒 も 之を 機會 に、 
大聯 合の 基礎を 造る だら う。 僕 も 是非 行 
く。 嘲 風 兄 も イタ リヤ から 參列 する だら 
う。 大拙 居士は 恰も その 當時 ロンドンに 滯 
在中の 害 だ。 

第二は 去年の 末に ライプチヒで 佛敎大 討 
論 會があ つたこと で サイ テンス テユッ ヶル 

は 衆多の 自由 派佛敎 僧侶 及學 者の 中で恒 に 
善く 戰っ た。 詳細の 報知 も あるし。 機關雜 
誌の 記事 も あるから。 少し 詳く 書いて 送ら 
50 

第三は 目下 舊敎 神學舁 に 於け る 一種の 暗 
潮 だ。 去歲 法王 ピゥス 十 低が 近世 主義 排斥 
の敎 書を 發 して 以来、 各地 大學の 神 學敎授 
にして 法王の 譴を 蒙り、 若しくは 監督者の 
僧正 等と 衝突す る もの 多く、 其餘波 は 法王 
に 忠實の 敎區の I に數 へらる X ストラス ル 
まで 及び、 僕 も I 度は 講義を 聞いた、 ヱ ー 
•フルト 敎授 も、 ある 事で 犬に 法王の 御覺を 
害し、 座 下 高僧と いふ 榮 職を も、 褫奪せ ら 
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いて： 死んだ 體は 京都 大學の 足 立 文 太郞兄 
に獻 上して ある。 これは 勿論、 一般には 出 
來ぬ話 だが、 せめて 僕 等の 仲間 丈で も、 や 
ったら どぅかと いふの だ。 證 文の 下書が 見 
附っ たら、 少し 意見を かいて 何 かで 發 表し 
て、 お 主の 考も 聞かぅ。 

愛 國的戲 曲 家であった 、フォン、 ゥィル 
デン ブル ー フは 、突然死んだ。 よい ドラマ 
も ある。 故 大村仁 太 郎君な どは、 獨逸第 I 
流の 戲曲家 だと 大に擔 いだ もの だ。 なる ほ 

どよ，， ，所 も あるが、 ズ一テ ルマン や ハウフ 
トマンなどの、最新の思潮に觸れた人々の 
傑作が 出た 爲に 、末路は 寧 振はなかった。 
ゲー テと シルレルの 居った 詩聖 城と いはれ 
ろ ヮィ マ ー ルに、 其 遺骸は 葬られた。 

閑暇の 時は、 ちよい < と獨逸 最近 美術 
史の 講義を 聞きに 行く。 公開で あるので" 
五六 百は いる。 講義 室の 半分は、 女達で あ 
る。 士官 や、 敎授や 。實業 家と いつた 樣な 
人の 細君と 娘で 隨分 きらびやかな もの だ。 
講義は 幻燈を 使用して 代表的の 名畫を 見せ 
るので 頗 面白い。 この 月曜は 例の メンツェ 


ルであった。 此 人は 歷史晝 の 名手で あっ 
て、 宮庭の 技藝官 であった。 カイ ザ I の お 
肖像 もょ く 書いた もの だ。 其 所で 僕 謂ら 
く、 カイ ザ ー の お 誕生日の 前では ある。 先 
生人氣 取に、 此畫 伯を 擔ぎ 出し、 お 仕舞に 
は カイ ザーの 肖像を 出して 萬 歲愛國 を 鼓吹 
するな ど、 窃に 笑って 見て 居る と、 初は 例 
の フレデリック 大王に 關 する 各種の 名畫を 
見せ、 次で イタ リャ 旅行 中の 雜感畫 其 他 
で、 最後に 出した のは 獨 逸の 最新 文明の 畫 
であると て、 工場の 勞働 者が 錬 鐵に從 事し 
て 居る 所を 出して、 こんな 非 美術的の 奴に 
一種の 精氣を 吹き込む で、 限りなき 趣を 得 
せしめた 技量を 嘆美した。 僕は玆 で 思っ 
た。 獨逸 大學の 教授 達は まだ そんなに 腐っ 
ては 居らぬ、 少く とも まだ 多少は 健全な 思 
想を 確に 持って 居る と。 

新聞 や雜誌 も、 近来は 多くは 見ない。 珈 
誹 か麥 酒屋で、 あれこれと 拾讀 する 位の も 
の だ。 日本の 加州 議案に 對 する 態度 も、 大 
分 大人ら しくな つて 来た 樣だ 。桂內 閣の議 
論の 軍備に 對 する 答 辯 も、 四日 ばかり 前に 
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讀んだ 。雜 誌では、 例の シム プリシ ィズム 
スをよく讀むが、諷剌畫では先づ獨逸ーだ 
らう。 I つ此 中から 受賣 をし ようか。 ベル 
リンの フリ ー ドリ ヒあた り だら う。 例の 花 
竺の樣 な 流行の 大ボゾ ネットを 被つ た. 先. 
魔性の もので あらう。 華族ら しい 若い 男 
と、 何れも 高 價な 毛皮に 包まれて、 高慢な 
雪道を 渉いて 居る。 其 前に、 勞働 者が、 外 
套もな く 寒さう に 走る。 華族の 君 日く、 「此 
寒さに 舛套 もな く步く 奴は、 實に 風紀 紊亂 
とい ふべ しだ」 うまく 穿つ たね" 

去年の 冬から 慘 酷に 財布が 空だった。 然 
し錢 がない と 交際を する 世話 もな く、 手紙 
を 書く 必要 も 生ぜず。 酒を 飮む こと さへ 全 
く 入らず。 I 向 三昧に 古文に 親しむ ことが 
出来て、 自然に 戒律を 守れる。 アブ フル ー 
ト に無錢 だと、 雲 照和尙 の！ 食の 眞似 など 
は 屁で もな. い。 何でも 坊主 や 學 者は 錢なし 
に 限る。 

大分 今度は、 初の 方が 眞 面目だった が。 
段々 壺月流 の パラドックスが 出さう だが 
ら。幕としよう。まつた、大拙居士は來刀 


本の 害と ならざる べし ー獨 乙に 於け る國 
體對外 敎の實 例— 基督 敎對 國體を 樂觀す 
丨 签 督敎 者に 對 する 菩言 |_ 新 基督 敎の必 
耍—雜 信數項 
米 峰 兄 

「新佛 敎 .一 も 「速 想 的 宇宙 觀」 も 共に 昨日 
着。 後者の 方は、 今朝 六 時 前から 始めて、 
床 中で 讀 了した。 銳利 明晰な ホ レミック 
は、 加 藤 老人 御 得意の 伎倆と 見へ る。 摯實 
な 學者的 態度に も、 少から ず 敬服した。 然 
し 內容の 御 議論には、 乍殘 念、 一向 感服 も 
せねば、 成程と も 思は ぬ。 ホィエル バッハ 
や ヘッヶルでは、 第 I 殺風景で 滋味に 乏し 
くて、 頗 面白くな いと 思ぅて 居る 僕には、 加 
藤 老人の 議論が、 どんなに 正々 堂々 として 
立派で も、 それ以上の 感を與 へない のは、 
どぅも 仕方がない。 僕は、 また 一 方なら ず 
加 藤 君が 憂國の 至情に 感奮した が、 大體日 
本國 民の 腹 量は、 基： 督敎 位を 消化 出来ぬ 程、 
薄弱な 偏 固な 憐な 者とは 僕には 考 へられ 
ぬ。 加 藤 君は 基敎の 同化 不同化と いふ 言 
を、 敎理 的に 大分 重く 考察して 居る、 客體 

萊江雜 信 


の硏究 は、 順序と して 御尤 だが、 然し I 步 
進む で、 主體の 側から、 日本 國民が 之に 對 
する 消化 力 如何と いふ、 民族的 能力を I つ 
考 へたら、 存外 樂に 問題の 解決は つくまい 
かと も 思 ふ。 勿論、 基敎は 今でも 日本 國民 
には 隨分 一種 厭な 臭氣の ある、 チ ー ズ 若く 
は バタ ー の樣な もので あらう。 又是が 必無 
ければ 日本 將來の 文化が どうの かう のとい 
ふ 代物と も 僕は 買 被らぬ が、 歐 西の 科學や 
文藝の チキン、 コテ レッの 後で* これを 食 
ふて、 相應の 趣味と 滋養と を攝 取す る こと 
は、 國 民の 發達 上、 損では あるまい かとい 
ふのは 僕の 考だ 。實際 今まで、 日本の 新 文 
化に 基敎が 貢獻 したのは、 事實 である ぢや 
ないか (尤も 多分は 科學や 文藝と 共通の 點 
からな ので ^ せ ば 慈善 敎 育と V ふたよう 
な 側からの 貢獻 だ、 基： 敎 本来の 精神からの 
貢獻 は、 どの位 深い かま だ 調が つかぬ、 卽 
ち チ ーズの 要素の カゼインが、 直接、 どの 
位、 影響を 人體に 及ぼした かとい ふ 勤が、 
まだ 僕には 初って 居らぬ がー) 加 藤 君は ま 
た 主として 世界 敎と 吾國 特別の 國體 族父統 


治と 不兩 立の ものである。 天皇の 上に 上帝 
などと いふ 化物を 安置す るのは、 國 體上大 
危險 であると いふ 御考で 、これが 則 新著 一 
編の 大 精神で あるが、 大體加 藤 君は 宗教の 
發達 進化と いふ 黯 にあ まり 考察を されな か 
つたので か、 る祀 憂に 終られた としか 考へ 
られぬ 。日本に 若し 後來 基督 敎が 地步を 固 
める とすれば、 必らす 我國民 性に 適應し 
た、 ある 發達 をし なければ ならぬ。 英國や 
獨逸や 塽國や 露國や 、何れも 其 宗敎は 各特 
別の 國民 的發 達を して、 今日まで 來 たので、 
何處も 同じ 基督教では ない。 新敎 とい ふて 
も、 獨 逸の ラ ゾデ スキルへ と、 英國の チヤ 
1 ナ 、ヲブ 、イング ラントとは 國民 的の 發 
達に 爭ふべ からざる 差異が ある。 それで 日 
本で 若し 將來 基敎が 儒佛と 天下 三分の 勢に 
なつた 曉 には、 また 儒佛が 日本で 受けた 變 
化 や 發達も 必然的に 通って 来ねば ならぬ。 
卽族父 統治に 衝突せ ぬ 世界 敎 となって 行は 
れ なければ ならぬ とい ふの が、 僕の 考 へだ。 
一體世 思 的 性質の 教理 上から 明白で 雄大で 
廣い のは 基教ょりは 寧佛敎 の 方に あ ふの 
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れた 。これは 大に 注意すべき 現象で ある。 

この 他には、 镯乙 軍人の I 部が 頗る 腐敗 
して 居る とい ふ 現象を 具體 的に 說明 すべ 
き 種々 の悲 0 力 ある。 ア T レ ルス タイン 
事件な ども 其 一 っ だら ぅ。 これは 同地で 頗 
る材 幹の ある 一大 尉が 其 上官 少佐 某の 妻と 
不義の 關係が あった が、 其 極 クリスマスの 
夜、 上官の 宴に 招かれて 其 家に 宿泊した の 
を 機 會に寢 室で 少佐を 射殺した こと だ。 此 
大尉は 永く 審理 中であった が、 前週だった 
か 獄中で 自殺して しまった。 軍人 萬 能 主義 
は、 往 々か \ る 弊に 陷る もの だと 云 ふ 事 
丈、 同胞が 考へ .て くれ X ばょ いの だ。 

此市が 次第に 膨脹し、 次第に パリ 化する 
にっきて、 此 謝肉祭は 非常の 賑 だった。 金 
がな、 からどの 會 にも、 どの ダンスに も J, 了 
かなかった が、 最後の 夜、 卽 前の 水曜に 例 
の定 卓で 老壯の 士官 連中を 對 手に 大に飮 む 
だ。 勿論 「何事 ぞ 花見る 人の 長刀」 と 云 ふ 
野暮ではなくて、 何れも スモ ー キング か 何 
かの 平服で 假 面まで 被って 居った 人 も あつ 
たので、 大に 愉快 だつ た、 丨 ±1 大盈 の麥 


酒は 旣に盡 きて、 以て 聊普國 士官の 瞻玉を 
奪 ふに 足りた ると き。 時計は もはや 三時を 
超して 居た。 

此間ハ ゥプ トマ ンの 新著、 「力 ール 大帝の 
氣 質」 を讀む だ、 よく 書いて ある ドラマで. 
頗 神韻に 富む で 居る。 最後の 幕は 最もよ い 
出來だ 。大意 だけ 抄 1 f して 見よぅと 思 ふた 
が 止めて しまつた。 

一 時 伯林の 皇立 劇場で、 空前の 盛名を 博 
した 名 女優' ハ リーネ 、 ルッカ も 終に 死む 
だ。 ゥィルへ ルム老 帝が 非常に 御晶負 であ 
って 種々 な 美しい 逸話が 殘 って 居る。 女優 
は 幕_ 合に 一 杯の 紅茶を 飮む のが 例で あっ 
た。 あるとき" ルッカは 飾 針を 外套の 預所 
に 忘れて、 侍婢を 取りに やった 爲に 、荼を 
飮む のが 遲れ よぅとした、 この 時 恭しく 銀 
盆に 玫璃盞 を 捧げて、 女優の 前に 現 はれた 
のは 大白 末 帝で あつたと いふ 話さへ ある。 質 
朴な 剛直な 獨逸 帝國の 建設者と-この 姿聲 
前古に 比な しと 稱せ られた 名花との 對 照は 
實に面 6 ぃ。 

そろ^^ 問題外の 駄 話に 入りそう だか 


四 五六 

ら "もう 停止を 噴 ふても よい 時分 だ。 

忘れた。 病氣は 罪悪 だなん て、 馬鹿な こ 
とを 言 ふた もんだ。 最も 病人は 惡 魔の 魅い 
たもの だと 信じて、 無暗に 病人を 苛 責する 
宗敎 も、 現に 歐洲 の眞 中に 祕密に 行 はれて 
居る が、 君のは 丸で 義務 狂と でも 云 ふの だ 
らう 少し 餘 裕 が ある 樣に する がよ から 
う。 活動々々 で、 さう 動 きづめ に 動い V、 た 
まる もんかい 。あまり 無茶の 事は 少し 法 意 
する さ。 この 無茶 こそ 實に 罪惡 だ。 

どら 雨 も小歇 になつ た 。フランス 側の 空 
は、 だん< 晴れ だして 來る樣 だ。 亦公苑 
に 行って 鹿で も 訪問して やらう、 此頃 日本 
產の 鹿が I 頭き た。 此奴の 方が どうも 僕よ 
り 少し 利口ら しいから、 頗る 妙 だ。 あの 利 
害 得 喪の 外に 超然と して 萬 人に 對 する 態度 
は、 僕には とても 出来ない。 

(明治 四十 一、 三、 新佛 敎〕 

◊萊江 雜信 

r 迷 想 的 宇宙觀 」 を讀む ー 基督 敎は敢 て 日 


係は 前に 擧げた 實 例と 略 同一に ならう と 思 
ふ。 否 I 方では 日本では ランデス キルへの 
敎 畏 などい ふ ものは 存在せ ず、 國家及 其 元 
首は 全く 信敎 自由の もので あり、 他方では 
日本の 基督 敎 徒は 獨 逸の 舊敎 徒ょりは ずつ 
と愛國 的、 ずん と進步 的の ものと なる だら 
うと 思 ふから、 その 關係が 一層 圓滿に 行き 
はしまい かと 僕は 樂觀 してる。 何故ならば、 
今や 新 文明は どし < 吾國に 入りて 來 る、 
國 運は どん  <進 むで 東亞の 覇權は 握らむ 
としてる。 と^, ふ 時に 舊 式の ア I メンや 、 
固陋の ドグマでは、 どうしても 遣り 切れた 
もの じ やない。 茲で大 變更が 早晩 基督 敎會 
に 来る。 而し てこの 大變更 は 日本的 新 基督 
敎會の 成立を 意味す るの だ。 さもなければ 
基督 敎會の 前途には あまり 多くの 希望は 繋 
げ まい。 加 藤 老人 も あまり 此點で は祀 憂が 
ない 樣に御 願 申す。 但玆處 で 筆 序に、 とく 
と 耶蘇の 御 連中に 聞いて 置ても らいたい こ 
とが ある。 外では 御座らぬ が、 元々 非國民 
的 だの、 非 富 國產だ の、 何 だの 蚊 だとのと 
いふ 惡ロが 、兎角 お 主 方の 側に ある 樣だ が、 

萊江雜 信 


これは 丸で 原因の ない ことで もない かと 考 
へる がどう じ やい。 小い 下らぬ 例は、 馬鹿 
々々しいから 僕は 擧げ ぬが、 大體 御主 等は 
偏 固な 融通の 利かぬ 敎會 信條ば かり 墨守し 
て、 宗 敎の活 作用と いふ ことが とんと 分ら 
ず、 頑固で 異敎 呼は りを し 基督 敎 民の 外は 
犬 か 豚の やうに 考 へて 不寛容 極まる 毛唐 牧 
肺の 馬鹿げた 所を ょい 事と 心得、 宗教の 適 
應 性と か寬容 とか 無 執と かいふ ことに、 少 
しも 氣 のっかぬ からして 心に もない 悪評を 
受ける ことになるの だら う。 御主 等 だと 
て、 强て露 探同樣 、非 日本人と いはれ るの 
は あまり 快く も あるまい。 又 こんな 惡評 
が、 敎勢 伸張 上に 及ぼす 惡 影響 も 御氣が っ 
かれぬ でも あるめ い。 だから 此 所で I っ 加 
藤 老人の 攻撃を 有難い 藥石 C 佛敎じ や 之を 
逆緣 とい ふの だが 御主 等の 方ぢや I 寸 こん 
な 面白い 術語は あるまい〕 と奮發 して、 偏 
固な 敎會 的の ドグマ や、 不寛容な 馬鹿 根性 
を サ ラリと 捨て X、 毛唐 牧師の 御 鬚の 塵を 
拂つた り。 外國の 敎會に 無心を いふ ことを 
止めて、 少し 眞 面目に 基督 敎の 前途を 考へ 


たら どうだい。 露骨に いふと、 敎會 的傳說 
的の 基督 敎を 捨て 自甶 主義の 基督教に 
入れと いふの だ。 更に 具體 的に いふと 新 基 
督敎を 立てぬ か、 日本的の 新 基督教を 立て 
ぬか、 とい ふの だ。 弘法で も 親鸞で も 日本 
的の 新 佛敎を 立てた れば こそ、 あれ だけの 
成 効を したの だら う。 御主 等 も 日本の アゥ 
ダステ ィン や、 ト ー マスになる 氣 はない の 
か、 少し 小さく 共、 せめては シユ ラィル マ 
ッへル 位の 腕を 揮 ふて、 加 藤 老人の 輩を ア 
ット 言は せても らいたい もんじ や。 何時 ま 
でも バタ 臭い ペンキの 香の 拔けぬ 切支丹 敎 
會 では、 此先兎 辰の 上る 見込は ない ょ。 因 
に餘 計な 御世 話 燒のや うだが、 救世軍な ど 
も、 兎角の 評判が ある 山師 親爺の ブース か 
ら獨 立して、 もっと 自由な 氣狂 じみぬ 新敎 
會を 起した がょ し。 舊敎の 連中 も。 獨逸あ 
たりの 所謂 近世 主義者を 提携して 、一っ 法 
王と 手を切る 勇氣 はない かね。 なん ぼ 貧乏 
でも、 I 等國 と、 ふのに 外國 の御惠 金で、 
おめ <慈 善事 業 や、 敎育 事業を やって 居 
る樣 では、 當 局の お 主 等 も、 あまり 世間に 

四 五 九 
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で、 加 藤 君が 佛敎の 同化 的 性質を 許しな が 
ら "基敎 の 方に 酷な のは 少しく 僕には 分ら 
ない。 それから 上帝の 統治と いふのは、 宗 
敎 上道德 上の 話で、 天皇の 大權は 政治 上の 
事で ある。 丸で 範圍も 性質 もちが ふ もの 
で、 丁度 自然法と 憲法が ょい 例で あらぅ。 
「神の ものは 神に 還し カイゼルの ものは 力 
イゼル に 還せ」 とい ふのを、 合理的に 極め 
て 自由に 解釋 したら、 大した 間違 も 起る ま 
いと 思 ふ。 且夫 天皇の 上に 神が あって 不都 
合で あると いふが、 自然法 や 道德 律の 前に 
は、 恐れ多い が 上 御 I 人 も 吾々 も 同 I の 支 
配を 受けて 居るぢ やない か。 こんな 宇宙 理 
法 や 倫理 律の 調和 的に 總合 したる を、 宗敎 
的 情操で 活かして 見た のが 神で、 所謂 信と 
愛と 望の 源泉と いふの が是だ らぅ。 されば 
か X る大 理想に 活動して、 それから 力を 得 
慰を 得て、 簏事や って 居たら、 國 民の 資格 
に缺 くる 樣な こと も、 あまりな から うぢ や 
ないか。 尤 右は デ ー スト や、 ュニ テリ ヤン、 
若く は獨逸 自由 神學 者の ように ••頗 大膽に 
神樣を 見た ので、 敎會 信條に 縛られて る牧 


師 連中は、 どうい ふか 知らぬ が、 兎に角 大 
體 の 所は そ うぢ や あるまい か。 然し これは 
理屈 だから、 I 渉 退いて チヤキ < の敎會 
的 基督 敎 にっきて、 事 實を 擧げて 見ょう か。 
今 獨逸聯 邦の 覇權を 握って 居る 普國 は、 人 
の 熟知して ゐる通 新教が 國敎 で、 その 王樣 
(勿論 獨逸聯 邦の 皇帝 だ〕 は、 所謂 ランデス 
キルへの 敎長 である。 所で 其 領內の ライ ゾ 
ランドの キヨ ルンは、 有名な 舊敎 の巢窟 
(大僧正が 置いて ある) である。 ヘッセンの 
フランクフルト 市は 逾太 人の 本場と も 云 ふ 
べき 所で ある。 I 體普國 の國體 から 考 へて 
加 藤 君の 筆法と、 論理で、 推す ときは、 羅 
馬 法王の 統治の 下に ある、 舊敎 徒、 頑固な 
民族 敎の 信者の 猶太 教徒、 是 程普國 の國體 
に 害の ある ものは ない。 危險の ものは な 
い。 何故かと いふに 羅馬敎 徒は 無論、 基督 
が 地上の 代官と して 法王を カイゼルの 上に 
置いて 居り。 猶太 敎 徒は 其、 イスラ H ル 族 
特別の 神と して、 エホバを 崇拜 して 居る か 
らだ 。其關 係は 加 藤 君が 「天皇の 上に 神を 
置く」 とい ふ 純理 的 法理 的な のから も現實 


四 五八 

的で ある。 隨 って I 層 進む で 居る 丈、 一層 
危險 ではない か、 將又 ヘッセン や ライン ラ 
ン ドは、 普 國に對 しては 何百 年と いふ 深厚 
な歷 史的の 關係 もない 是又 日本の 其 督敎徒 
と、 日本の 國 家との 關 係とは 凡て 差異して 
頗る 疎な ものである。 さり 乍ら この 恐る ベ 
き 猶太 敎徒 非國家 的の 舊敎徒 (加 藤 君の 論 
法で だよ) 果して 普國の 害に なった か、 普 
國のた めに 非國家 的の 惡行 をした かとい ふ 
と、 丸で あべこべで ある。 普國の 財政は、 

I 方なら ず ライン 沿岸の 酒造家に 負 ふて 居 
る。 フランクフルトの 銀行に 感謝して 居 
る。 それで かの 海軍 や 陸軍 も I 方なら ぬ 進 
步 をして 居る。 ライン 舊敎 徒の 皇帝に 對す 
る 忠愛 も、 ユダ ャ敎 徒の 獨逸國 の 文化に 盡 
して 居る の も、 伯林な どの 新敎 徒と 少しも 
か はらぬ ではない か。 僕は 勿論 日本の 基督 
敎徒が 此所酉 年 か 五十 年の 間に、 ライン ラ 
ゾ ドの 舊敎 徒の 如く 强大に 多數の ものと な 
るとは 信ぜぬ が (今の 樣な 手腕の ない 女性 
的な 偽善で 糊口に 汲々 たろ 牧師 樣方の 御 力 
では)、 然し 若しそぅ なつた とすれば、 關 


黨のニ 新聞は、 殿下の 口頭 試驗 にっき 云々 
の 評を なし、 法科 大學 を隨分 手酷く 攻撃し 
て 便侫 學者 といっ た樣な ことまで 論じ 立て 
たので、 大學の 方で も默 ては 居らず、 近々 
公判になる だら うが、 I 寸 日本では 見られ 
ぬ、 事件 だ。 

伯林 大學の パゥル ゼン 博士 も 永眠され 
た。 日本で も 大分 其 著書が 讀 まれて 哲學者 
としては、 ニと 降らぬ 人だった が、 逝去の 
報 なぞは、 日本には 傳ら なかっ たらう。 か 
X る 側の 人は あまり 世間から やかましく 言 
はれぬ のが 常 だから。 

ッェッペリン 伯 飛行船 大成 效 、及 其悲慘 
な大 災厄は 日本で も 新聞 屋連が 、例の あて 
推量の 愚 報知を したら うと 思 ふ。 今は 佛で 
も 伊で も瑞 でも、 何れも 飛行船の 發明が あ 
って、 先 四 五 年の 所の 人氣 は、 飛行船と 極 
る だら う。 此間 ツエ リツ ペリン 伯に 贈る と 
題して、 ラィプチヒの 鹽谷溫 君から 七絕が 
」首來た「凌雲一擧駕長風。自在飛船渡大 
空。 百 折 遭難 技 加 熟。 盛名 齋仰老 英雄。」 
流 名は うまい もの だ。 僕の 下手な 次 韻が あ 

日 數則 


る 「巨大 如鵬疾 若 風。 御雲 制氣劣 悟空。 羽 
船 I 業 姓名 擧 。節 白 龍 是蓠國 雄。」 

連日 雨 秋に あつて 來た 。今年 もまた ライ 
ン 河畔の 落葉に 寂しい 夕日を ながめねば な 
らぬ か。  (明治 四 一、 九、 新怫敎 ) 

◊漫言 數則 

— 米峯 氏への 私信 — 

(C 雜誌の _輯 

「新 佛敎」 四 五日 前に 着。 實に 驚いた。 僕 
の惡 文の 標題を 圖拔 けた 大 活字で 表紙に 刷 
り 出した には 實に 驚いた。 實 際の 所 少し 狂 
氣じみ た 眞似じ やない かい、 特に 此號 には 
黃洋 、我觀 、咄堂 お' 主な どい ふ 新佛 .敎 門閣 
の 連中、 顏摘の 所に 雪嶺 翁の 文まで あるの 
だから、 何とも 冷汗が 出た とい ふ もの だ。 

I 體 僕は 表紙の 要目に 一一 號 と五號 とで、 
所載の 文に 大小を つける のさへ、 甚 面白く 
なく 思 ふて 居る の だ。 苟 くも 雜 誌に 載せた 
已 上は、 一首の 俳句で も、 三十 頁の 大 論文 
でも、 同 I の 待遇は 當然 であらう。 まして 


美文と 論文の 目次を、 大小に 刷り 分けるな 
んて 仕方は、 頗る 面黑 くない 次第 だ。 その 
代りに だ。 編輯 會で嚴 重に 資料の 精 撰を や 
る ことにしたら よから ぅ。 あまり 杜撰の な 
ぐり 書 や、 意味 も 分らぬ 不忠 實な 反故 論文 
(特に 硏 究に關 する) は、 どし <處 分して 
仕舞 ふの だ。 投稿 家 もそぅ である、 必らず 
忠 直な 硏究的 及 創作的 良心に 訴 へて 出來る 
丈、 ベストの ものを 出して 欲しい の だ。 實 
の 所、 駄作 や 濫造の 愚論 惡 文で 「新 佛敎」 
を 草紙に 使 はれて は甚 閉口す る。 いくら 新 
佛敎 の寬容 主義が 美くても、 か X る點 には、 
僕は 寧 極端の 不寛容 主義が よいと 信ずる。 

01 )佛敎哲學者ヮレザー 
ドクトル、 ヮレザ ー が セツ キン ゲンから 
ヶ ー ルに 榮轉 して 来たので、 話 相手が 出来 
て頗 愉快に なつた。 ヶ ー ルと いふと ライン 
河 I ッ越せ ば、 直 向 ふの パ ー デン 大公 園の 
I 小 市で 僕の 健脚なら 三十 分で 先 十分、 小 
奇麗な 人氣 のよ い 物の 旨い よい 町 だ。 金曜 
日には 梵學會 で 大抵 やつて 來 る、 圖書 館で 
もよ く 遇 ふ。 土曜 か 日曜には 此方から 出か 
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意 張ても あるけぬ じ やない かい。 お 主 等は 
加 藤 君の 攻撃に 對 して、 頗る 力めて 居る、 
立 源な 議論 も ある、 實際が 加 藤 老人の 稍 偏 
局な 野暮な 議論ょりも、 御主 等の 方に 見る 
へきものもある樣じや。 ^ し擊やロやで愚 
圖々 々言は ずに、 實際前 云 ふ 通り、 國民的 
の 新 某 督敎を 立て、 吳れ ては どぅだい。 吳 
々も お 主 等に 此機會 を 利用して 忠吿 して 置 
くが、 異敎 呼ばは りを したり 不寛容の 言動 
をしたり、 する のは 二十世紀の 今日、 狂人 
ょり 外には ない と考 へる のが 肝要 だとい ふ 
こと だ。 何だか 無茶苦茶に なつて 仕舞つ た 
が、 「迷 想 的 宇宙 觀」 を 見た 惑は 此の 如し。 
評を 致せとの 御 命令 だが、 第 I 加 藤 君の 他 
の 著書を 參照 する ことが 出来ず、 第二 諸氏 
の 之に 對 する 諸 評論の 原著 ( 抄錄 した もの 
では 不安心 だ〕 を 對 比する 便宜を 缺 きて 居 
るから、 精密な 確 賞な 批評は 此 種の 著には 
出來 たもの ぢや ない 依りて 御禮を 申して、 
評の 所は 願 ひ 下げ。 

「新 怫敎 J の 方の 愚 稿の 對合 表は 頗 手際よ 
く 出來 て大滿 足、 君に も 銜禮を 言 ふが、 實 


は 活版屋の 植字 エ 諸君に 厚く 御禮を 申した 
いもの だ。 鐸嶺 氏の 說は 同感で ある。 咄堂 
の 題 撰びの 巧なる も 感心。 君の ぶちまけ 主 
義も 感心、 ニ楞 君の 慕魄 もょ いが、 書くな 
らば 少し 骨を 折って、 南傳の 本生經 を一應 
對 比したら どうだった らう、 東京 大學 にも 
ある、 僕 も I 部 淨土宗 大學に 托して あるは 
づだ 。論文には 骨惜は 無用の 事。 

J 昨日は カィゼルが 第 十五 師團 の閱 兵を 
行 ふため、 第 十四 第 十五 兩師 團の對 抗大演 
習の 後、 此 市に 来られ、 皇后 皇太子を 初 
め、 他の 皇族は 勿論 サク セン 王 其 他 獨逸聯 
邦の 王 候、 槪參 集し、 高級の 武官 も 多く や 
って 来て、 町の 裝飾 は、 僕が 此 市で 未だ 見 
な- > 大盛觀 であっ た。 市は 煮へ かへ るょう 
な 大騷 、夜の ィルミ ネーシ ョゾ などと 來た 
ら 、實に 振った もの だ。 閱 兵は 棧敷 (帘團 
もっ いて 居る 屋根 も ある 立派な もの だ〕 が 
六圓五 圓三圓 五十 錢と いふ もので、 立 見 (丸 
でし ばいの やう だ〕 でも 五十 錢は 取られる 
の だから、 雨は 降る し 貧乏の 僕は 行かな か 
つた。 皇帝は 今では 伯林で 近 衞の閱 兵 中 だ 
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が、 明後日 また 此 市に 御 出に なって、 四 五 
日滯在 今度は アルザス 土語の 劇を 天覽 とい 
ふの だ。 幕間に ナポレオン 時代から 此 地で 
有名な 消防隊の フランス 式 音樂を 御 聽に達 
するとい ふの だが、 隨分 民心 慰撫には 御 骨 
の 折れた こと だ！ 

此間 アウグスト ヰ ルへ ルム 殿下の パク ト 
ル 事件と いふ 珍事が 大學に 湧いた。 同 殿下 
は 現 皇帝 第三の 皇子 だが、 ボンと 伯林で 法 
學御 修行の 後、 此 地の 大學で ニ學 期の 御 積 
學と いふので、 學位 の收 得を 大學 から 僅に 
四學 期の 御在學 にも 關らず (法科は 六學期 
已上少 くも 在學せ ねば 學位 はもら へぬ) 特 
別に 御 許し 申した ことにした。 フレデ リッ 
ク 大王 時代の 警察 制度と いふ ものが 御 論文 
で、 口頭 試驗も 驚くべき 好成績。 最 優等で 
法學の ドクトルを 御受 になった。 普國 王室 
で學 位を 受けられた のは、 殿下が 嚆矢 、此 
地の 大學 でか-! る 高貴の 方が 受驗せ られた 
の もまた 殿下が いの I 番 でぁった ので、 大 
學の 側は 勿論、 王室の 方で も 目出度 目出度 
しでぁった が、 好事 魔 多し か 民主 黨と 急進 


な 資力に あらず して 寧其氣 力を 缺き糈 神を 
缺 いた、 敎 職員 連 だと 思 ふ。 卽ち 彼等の 獻 
身 的 精神の 缺乏 であると 考 へる。 ベル* キ ー 
は あまり 大國 ではない が、 其 國の加 特カ敎 
徒は I 重に 熱烈な 信念の ある ジヱ スィ ッ 
ト敎徒 だ —— 四 五の 大學を 立派に 經營 して 
居る。 本願 寺大 谷の 雨 派は 勿論、 曹 洞の 
如き 眞言の 如き、 決して 貧弱な 宗旨では な 
い。 年に 四 五 萬 乃至 十 萬 位の 敎育 費は 熱烈 
な 敎育 家が あつたら、 大した 力を 費さずに 
集まる と 思 ふ* 或處で 僕の 熱烈な 敎育 家と 
いふのは 新形の フロ クコ ー トを 着む が 爲に 
各 宗大學 の敎授 となる 宗敎 家の 文學士 連。 
小ぽ けな 家庭と かいふ もの、 爲 に、 月給 目 
あてに 働く 宗教家の 文學士 連を 言 ふので は 
ない。 午後は 托鉢しても 午前は 教務を 取る 
舊 式の 舊佛敎 的の 道心 家を 言 ふので ある。 
今 加 特カ敎 の 和尙の H ックが 帝 大の怫 文學 
敎授 として 居る が、 此人は 其 月給を、 悉く 自 
家の 敎會に 出して 其 必要の 分 丈 もらって 居 
ると いふ 話 だ。 少く とも エックの 精神の あ 
る敎育 家、 月給の 爲に 働かず、 道の 爲に働 

漫言 數則 


く敎 校の 職員、 若く は敎 員が 四 五名 あって* 
其 血と 熱で 學生を 薫陶したり、 自家の 斫究 
もしたり したら、 もっと 活氣が 各 宗の學 校 
に 見られる だら う。 僕は I ヶ月 ばかり 前に 
一友 人から かう いふ 話を 聞いた。 ある 大宗 
の 秀才で 文學士 であるが、 帝 犬を 出る と 直 
其宗の 大學に 高給で 使 はれる。 非常に 虛榮 
の 强い當 世 風の ハィヵラ 娘を 妻に する。 今 
は 子が 二人 あるので、 二人まで 乳母を 雇っ 
て、 頗る 贅澤 な暮 をして 居る とのこと だ 
が、 こんな 風な 秀才の 理想が 若滔 々として 
現代の 學林 小僧を 風靡して 居たら、 卽夫が 
各宗學 林の 活氣 のない 衰弱す る 一大 病因で 
あらう と 思 ふ。 僕は 此點に 於て は、 十 年 前 
と 同じく 今も尙 極端の 舊式を 守っ て 居る。 
特に 宗教の 局に あたる ものの、 自家 犠牲の 
必要は 加 特カ敎 徒の 僧院 や 大 學を訪 ふて 一 
Jt 切々 に 感じて 來 た。 宗敎 家は どうしても 
非 現代的で なければ ならぬ、 少 くも 俗悪な 
物質的な 淺 薄な 虛僞な 現代に 對 して 超然と 
して 居なければ ならぬ、 若く は 憤然として 
之と 戰は ねばならぬ。 今の 宗敎 々育 家には 


此氣塊 が 缺 けて 居る のでは なから うか。 各 
宗學 林の 小僧 どもが 祖師の 着られた 麻の 法 
衣よりは、 外國 では 下等の 職工で も 着る 樣 
な 脊廣を 有難く 思 ふて 居る の も、 實は 無理 
もない 談 だ。 

何だか 手紙の ような 論文の ような 鶴 的の 
ものに なって 仕舞に けり だ、 何年た っても 
相變ら ずの 書生論の 所を 笑っても らふ か。 
然し r 當時諸 葛 亦 書生」 そう 無責任な 怪氣 
燄で もない のさ。 

(四〕 獨遵 政界の 沍现 
獨逸は 議會で 今 相續税 否決の ため、 首相 
の辭表 提出、 その 不裁可と 來て 、今は 解散 
の 低氣壓 だ。 社 會黨は 今度は 珍ら しく 政府 
案に 賛成し、 自由 黨 、急進派 其 他と 連衡し 
て 保守 黨及 加特カ 坊主の 中央 黨に當 ったが 
敗れた の だ。 要するに 農民 對 商工業の 戰鬪 
で 前者が 負けた の だ。 社 會黨は 次期の 選擧 
に 多數を 見込む で、 解散を 議會で 叫む で 居 
るが、 どうなる か、 財政の 危機は 日本 も獨 
逸 も 同 I と 見へ る。 なんて 氣樂を 言 ふと、 
何、 御 自分 も 危機 所ではない。 隨分 其已上 

四 六 三 
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けて 行く。 今は 西藏々 經の I 部を 英國 印度 
局と 伯林 大學 から 取 寄せ 勉强 して 居る。 此 
間 行ったら 解脫 軍の 楞伽經 疏と其 他 二三の 
大部の ものが > 机の 上に あつた。 中 觀と瑜 
伽と に關 する 梵語、 西 藏の 資料を 集めた 豐 
富な ことは、 實に 驚く。 高楠敎 授に賴 むで 
縮刷藏 經 I 部 貢 込む だので も、 其 遠大な 熱 
心な 硏究 態度が 知れる だら ぅ。 今獨 こで 佛 
敎語學 者は 少 くない。 偉大の 人物 も 此方 面 
には 隨分 ある。 然し 佛 敎哲學 特に 大 乘哲學 
者と して、 光輝 ある 未来を 有する のは、 先 
此人だ らぅ。 獨 逸外で ガンの プサン 氏、 露 
の チェルバ トス コイ 氏が 大 乘哲學 者と して 
知れて 居る。 特に 前者は 月 稱の中 論釋公 
刊 、其 他で 先 第 I 流の 學者 だが、 プサン 氏 
が 舊敎 的なる に 比し、 ヮレザ ー 氏は クイ、 
フイ ッシャ ー の 高弟で ある 丈、 哲學的 素養 
に强 い， 所と 公平な 硏究 的の 點が ある。 若し 
氏の 梵語の 造詣が 今少し 深くな り、 之に 支 
那藏 經と閱 する 腕が 凄へ てく ると、 ブサレ 
敎授ょり寰に優良な結果を同氏に望むこと 
が 出来る だら う。 何は 兎 も あれ、 僕には 此 


人の 酒 好な のと 無 妻 主義な のが、 犬に 意氣 
投合した IT た T 花の 屋」 とい ふ ホテルに 呑 
氣に 城を 構へ 込む で、 r 君此所 等の 敎員 連と 
來 ると、 硏究 なんて ことの 解る 奴は 一 西 も 
居ない。 豚肉が 上った とか、 馬 鈴薯が よく 
出來 たと か、 家鴨の 卵が どう だと か、 丸で 
土百姓 同然 だ。 情ない 奴等 さ」 まあ、 彼の 
氣熵 はこん な もの だ。 

(三) 「佛 敎學 校の 將來」 に 就いて 
お 主の 各宗敎 育機關 を、 經濟的 見地から 
合同し ようとい ふのは、 現 時 識者の 公論を 
代表した ものと 見て よから う (勿論 東洋 大 
學を I 時 その 間に合せに 使用 するとい ふ 方 
外の 愚論は 眞平だ が) 僕 も 勿論 此意 見で あ 
る。 其方 法 も I ニの 友人に 話し* たこと も あ 
るが、 然し 現 時の 敎界 の狀 勢に 照す と、 直ち 
に 現 狀の破 壤をや った 所が、 まだ 到底 理想 
通の 共同 機關の 出来る 見込は 絕菌 である。 
だから、 今の所 方法と して 折角 成立した 敎 
育機關 をなる ベく 活氣の ある ものにし、 な 
るべ く 特色の ある ものにして、 其 間に 學校 
の 連絡と 交通と を圓滿 にし、 他に 大 合同の 
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準備を 計る 外は ない。 其 手段と しては" 僕 
は 各宗大 學の敎 職員の 懇談 會 、各 宗大學 を 
中心として 定期 學會の 開設の 二つを 是非實 
行し、 この 他に 各 宗大學 々生を 會員 とした 
I 大俱樂 部 僧 道 や 娛樂の —— を も 興し 
たい。 I 言す ると 各 宗大學 の 連絡 機關が 、大 
合同の 前には 是非 必要と いふの だ、 此 次は 
お 主の ラ デイ サルな のに 對し 漸進 論 だから 
少し 意見が 違 ふ。 此の 如き 連絡 機關の 成立 
は、 自然 學校の 間に 善良 公平な 競爭を 生ず 
るから、 自然 特色の ある 面白い 發達が 見ら 
れ る。 獨 5 1 十大學 の中バ ー デン 大公 國は 
其國の 小なる に關ら ず、 ニつ も 立派な 大學 
が ある。 貧弱な サク セン •ワイ マ ー ル侯國 
は 豆大の 領地なる にも 關ら ず、 歷 史的の H 
1 ナ大學 を 立派に 維持して 哲學 者の ォイヶ 
ン 、進化論者の 互 魁 ヘッヶルを 其 校の 慠り 
として 居る。 これは 要するに、 聯邦 對立か 
ら來た 善良な 競爭の 結果で ある。 僕は 此の 
如き 競 爭を各 宗大學 の 間に 見たい と 思 ふの 
だ。 

大體 僕が 各 宗大學 に 憂ぅる 所は、 其 貧弱 
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の 破目に 瀕して 居る のさ。 然し 夫で も平氣 
の 平左衞 門で 糞の 役に も 立たぬ 古 斷片を ひ 
ね くって 居る。 此所が 先づ 僕の 命 かね。 呆 
れ たもの だ。 

(五) 歐测の 飛行 接 熱 
歐洲は 今 殆ど 飛行機 狂に 陷 って 居る の だ 
らぅ。 昨日の 新聞で 見る と パリ ーの I 富豪 
が 飛行 器硏究 として 六十 萬 ばかりの 資金を 
パリ 大學 に獻納 し、 尙年々 鉅 萬の 硏究費 を 
出す との 事 だが、 獨 逸の ギヨ ッ ティ V ヶ \ 
大學で は、 此春 飛行機に 關 する 講座を 新設 

し、 シヤ ロッテ ゾブ ルグ 、ハン ノ ー ベル、 

ドレスデンな どの 工科 大學 にも 其 講義と 實 
習が ある。 ッ H ッ ペリン も此六 週間 ばかり 
前に 大 飛行に 成功した が、 今は 伯林の 陸軍 
部內の 嫉妬で 大 不平の 樣 だ。 卽普國 陸軍で 
は、 パル ゼ アル、 プロ ォス の兩 軍人が 各 飛 
行 機を 發 明し、 相當の 成績 も あって 之が 普 
國の 飛行 船隊の 主腦 となって 居る ので、 ッ 
ェリッぺリン飛行船2の第1、第ニのニ艘 
は 所謂 帝國 空中 飛行 器と なつた にも 關ら 
ず、 兎角 繼子 扱に されて 居る。 伯林に 飛行 


船 繋留 所を ッ H ッべ リンが 建設を 願った に 
も關ら ず、 まだ 愚圖 々々になつ てるの もこ 
の暗鬪 をよ く說 明して 居る。 ッェ クぺ リン 
が 伯林の 附近まで 飛行しながら 飛行 器 修繕 
の 必要と いふ 理由で、 ヵイゼルに 待ぼう け 
を 喰は したな ども 多少の 面 あての 意味を 持 
つてる ことと も考 へられる 。普國 陸軍では 
ッ H ッぺ リンの 大成功と 其國民 的の 崇拜を 
承認して は 居る が、 尙 理論 上 頑固に 其 固定 
式の 不完全な のを 主張して るの だ。 此間ー 
雜 誌の 諷刺 畫に此 間の 消息を 示した 面白い 
のが あった、 空中で ッェッペリンが 其 風船 
に騎 して グロッセ 及 パルゼバルの ニ 飛行船 
と惡戰 して 居る。 カイ ザ ー は 彼の ライ ヒス 
アドラ ー に乘 つて ビス トルを ッェッペリン 
に擬 する。 すると 下には 大腹 便々 たる ジョ 
ンブ ルが 之を 見物して 日く 「やるべし <、 
盛に やるべし」 。旨い。 

まだ 書けば 際限 もない が 此位 にし やう、 
此週 少し 多忙な ので、 今度は 論文は 御免を 
蒙りたい もの だ。 九月には 何 か I っ 書かう。 

(明治 四 ニ、 六、 新 佛敎〕 
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三月 十四日、 春 雪 後、 與淸 光寺 櫻 雨、 獨 有、 
節 堂 及 宗敎大 學淑德 女 學校敎 職員 諸 星、 張 別 
宴 于大森 海岸 松淺樓 上、 餞 桑門 僧正 歸國 、主 

詩藻 文範 


客 痛飲、 極盡眞 情、 宴將 終、 一詩 成矣 
殘雪村 梅 夜色 淸 。送 君 東海 故人 情。 酒盡歌 休燈影 

寂。 春 潮 也 作 別離 聲。 

◊馬 關 途上 與櫻木 龍瑞君 

長 日 車窓 客 意 閑。 藝山 防水 半 眠 間。 無端驛 裡歡聲 
湧。 林立 檣帆是 馬關。 

◊ 訪福岡 西方 寺 

來拜 西方 寺。 堪歡 心地 開。 聲聲 稱佛裡 。悉上 紫 金 
臺。 

. ◊乙 卯 八月 飯 田 講習 會講後 有 作 . 

湖海 與 山嶽。 淸風 有所窮 。胸間 書萬帙 。凉味 傲 王 

公。 

<> 西遊 偶吟 

衬酒醉 詩 挤。 晚秋老 美人。 杯 中空 與 色。 渾是大 千 
塵。. 

四 六 五 


其 三 

滿漢 興亡 夢 一場。 金 人世 閱幾 桑滄 。莫 嫌貧院 香華 
薄。 尙是東 瀛鈹 腹鄕 b 

◊題 管 笛 (連 環 五 首) 

菅笛 梶寶順 上人 法嗣 、菅水 勝 道 上座 遺稿 之 名 
也 

菅 笛聲々 轉易悲 。荷 風 荻 露 憶 君 時。 斷腸又 說當年 
事。 縷 々香煙 繞 翠帷。 

縷 々香煙 繞翠帷 。誦經 只 合熄愁 思。 寶蓮 上品 人 成 
果 。瘍折 示津我 導師。 

瘍折 示津我 導師。 遺 編拂淚 幾囘披 。暮雲 蕭 寂江邊 
寺。 啷 々草 蟲 雨後 滋。 

啷 々草 蟲 雨後 滋 。嘆 嗟嚴父 鬢毛衰 。半生 敎養 辛酸 
業。 三尺 新 墳ー卷 詩。 

三尺 新 墳ー卷 詩。 殘紅無 主滿踝 籬 。今秋 別 有 傷心 
印 ノ。 菅笛聲 々轉 易悲。 

(大正 五 年〕 

◊大正 六 丁 己 試筆 
詩藻 文範 


寒 寺 校 經不厭 貧。 東風 四十 六 年 春。 一誠 護法 有心 

血。 獨對 梅花 氣益 振。 

◊題 芝中學 卒業 帖幷 校旗 

粲 然豈啻 _ 身 誇。 時 散芬 芳護國 家。 滿校 春風 旗 影 

動。 竿頭 揭出 日本 花。 

◊ 與楼 井生 卒宗 敎大學 

舂花秋 月 苦錐鑽 。今日 堪欣戴 桂冠。 報 國扶宗 君 勿 

失。 鎭西 男子 有忠 肝。 

◊攀植 村壹國 手玉 礎 

一隊 探勝 氣勢揚 。不關 山 雨 谷風 狂。 鬢班又 伍 舞 雲 

旅。 名敎之 中樂地 長。 

◊遊 鹿 野 山 步植村 國手高 韻 
翠嵐 綠雨 薄衣揚 。山寺 登攀 吟欲 狂。 九十 九 溪如走 

浪 。環洋 遠望 却 平 長。 

◊贈 小 林 正 盛 僧正 爲 眞言 新義 大本山 長 谷 寺 
事務 總長 

金 紫 不嫌執 寺 綱。 普 門 示現 從浪滄 。拂衣 洗 鉢 自由 
處 。長 谷 山 頭萬斛 凉。 

四 六 七 


詩藻 文範 

(大正 四 年： > 

<> 謝 馬關酉 谷 寺照眞 、惠贈 故 文 眞和上 遺品 
赤間硯 

憂宗 論策 箇 中生。 紫 石猶霑 護法 誠。 遺愛 磨 來秋夕 
淚 。先 筆唱 無量 壽 名。  • 
◊大正 五 年 九月 祝 戶松賢 臺懸弧 慶事 
圑欒 慶宴恰 秋晴。 唯 見 祥光壁 障 生。 松籟 當門傳 喜 
處 。狐々 高 起 興 家聲。 

◊次 懿堂學 長墙韻 

報 國扶宗 幾 苦 辛。 毅然 豪 骨 見天眞 。十 年 心血 鎭西 
溢。 成育 才俊千 百 人。 

◊入 深 也馬溪 

危巖嶮崛幾長程。神削鬼饞雛可名。山水促人歸不 
得。 更尋深 也馬溪 行。 

◊羅漢 寺 

同 攀百尺 翠微危 。一士 一 僧若舊 知。 風雨 満天 羅漢 
寺。 唯 誇 健脚 憶含師 。 

◊松 園 僧 正大 祥忌賦 呈心法 寺在禪 上人 


四 六 六 

大祥香 火 素 秋 遺。 人去更 知事 業艱 。最悅 松 園遺翠 
在。 淸蔭留 得護緣 山。 

◊沼 津 講習 會 席上 偶作 

砂 白松靑 結講盟 。殘炎 不動 晚風 生。 烟濤雲 浪掀坤 
軸。 八 萬 四千 妙法 聲。 

◊ 賀芝 中學 卒業生 入 高等 學校 
旣上登 龍 第一 門" 平生 力 學見深 根。 危巖急 瀑天關 
遠。 奮 躍 勿 忘 君 父 恩。 

◊ 覺譽 曉林淸 新居 士下炬 

ニ 十三 年 辛 又 酸。 覺來 一夢 眼中 寬 。心身 脫落 淸凉 
地。 八月 曉林風 露 寒。 

◊謝 本 誓 寺實英 上人 贈 西 藏鑄像 三 首 
其 一 

俗事 紛々 轉失眞 。梵經 蕃籍架 生 塵。 相傳靈 像藏深 
意。 醒覺學 窓懶惰 身。 

其 ニ 

西 蕃何寺 百年 傳 。四 八端 嚴妙 相圓 。半 匣 詩 書 狼藉 
上。 奉安 供 得 露 紅 硏。 


誘掖群 肓上寶 蓮。 雄 論卓說 積成篇 。大慈 攝取靈 山 
壽 。永 媳戲 言後與 前。 

(大正 八 年) 

◊和 笠 庵 翠山兩 詞宗 詩 韻 却 寄 
節 高 笑斫柴 。門徑 雪深埋 。風月 隨心 好。 琴 書‘ 情豈 
乖 。浮 鷗少俗 友。 閑 鶴 一詩 懷 。吟步 梅花 早。 淸香 

處 々皆。 

◊歲晚 寄 川口 生、 君 精 攻刀劎 、時 專究 幕末 
刀工 水心 子 之 事、 吾 寺有此 名工 之 墓 
確說精 論定 是非。 水心 身 後 劎生暉 。欽君 胸 裡藏干 
鏡。 椽 筆縱橫 紫電 飛。 

歲 月匇忙 夢裡遷 。囘頭 明日 是 新年。 高 人 不管世 塵 
俗。 半夜 霜 風 把 劎硏。 

◊山上 氏香偈 

貞淑 温容 猶在眸 。夢 囘十有 七 年 秋。 上 堂 今曉以 何 

薦 。殘月 淸風萩 露 迷。 

◊贈 袈裟 爲芝中 加 行 生 

芝 峯月花 幾硏攻 。宗戒 行 圓果見 功。 粗服 贈 君々 勿 

詩藻 文範 


笑。 鼠袈 破 * 大師 風。 

◊大正 九 年 十二月 二日 大正 大學 校舍 上棟式 
香 語 

正道 大慈 拔苦窮 "佛心 現 處事何 空。 鴨 臺秋月 春風 
裡 。建立 常 然濟世 功。 f 

◊送 三界 智 長老 跋阪 比丘 之暹羅 
豈說前 程 行路 難。 飄然 杯 渡海 天寬 。曇 華祗樹 何時 
會 。吹 袂濤風 痩 影 寒。 

白雲 滿荊 兩頭陀 。斷結 不要 別淚 多。 日暮港 邊寒浪 
外。 落暉 笑指是 暹羅。 

◊弔 鈴 木 豐善師 

人 去 香臺轉 寂寥。 空 庭 枯葉 朔風 飄 。窮 冬客裡 傷心 
事。. 冷雨 凍 雲 新 墓標。 

(大正 九 年) 

◊寄 上條 克己 氏 

痴慢貪 01 五十年。猶 # 稱佛繫親緣。今朝紅旭輝殘 
雪。 白 道 一條 慈 照圓。 

.◊悼 安西 覺順師 遷化 

四 六 九 


詩藻 文範 

<> 題 瓊浦大 音 寺 

甞伏魔 軍 寰海淸 。傳燈 赫奕攝 群生。 崎陽 第一 風光 
寺。 的是鎭 西護國 城。 

◊偶作 

波 光如 鏡 泊 千 船。 珠玉 滿山夜 燦然。 時 有 海風 梵聲 
曲。 大音樓 上 未成 眠。 

0 發 崎陽 有 作 

崎陽 曉發動 離 情。 肥 水筑山 幾 路程。 白雨 黒風 三百 
里。 長蛇 車 列 吐 雲 行。 

◊福 岡佛敎 講習 會了歸 京、 寄 同地 諸 老宿及 
大學 敎授諸 博士。 

慚懼經 論腹笥 空。 偏歡 師友 輓推隆 。歸 來都府 煙塵 
裡 。猶夢 玄洋壽 勢 雄。 

◊秋 意 

世事 從來笑 拙 謀。 誦經不 管歲華 流。 下 堂今曉 袈裟 
冷。 初覺 僧家 也 有 秋。 

(大正 六 年〕 ♦ 

◊大正 戊 午 元旦 應制 


四 六 八 

紅 旭東 瀛 出。 萬 松 海霧 撗 。曉風 洋上 到。 興 國有新 
聲。 

◊大正 戊 午 一月 讀 維摩 經 

屍 山 血 海慘刀 兵。 世界 病惱瞋 毒 生。 誰 倩 維摩 神醫 
手。 如 雷 ー默致 昌平。 

c 大正 七 年) 

◊櫻 田 烈士 六十 年 墓前 法要 香 語 
鐡窓殉 節 笑 成 仁。 積雪 血 洒報國 振。 今日 昭 明 ® 澤 
遍 。堯天 舜日墓 門 春。 

◊芝 岳圑 追弔 會香語 

講堂 會 衆 ^ 先人。 世事 觀來 夢歟眞 。一抹 香煙 斷續 
裡 。薰風 五月 淚痕 新。 

◊和 小 林 雨 峯見寄 詩 韻 

風獵館 庭葉紛 飛。 笑 見 白雲 追雨歸 。北 馬 南 船秋老 
處 。詩 扁堆 玉滿三 衣。 

◊ 步林歸 堂 三 河 行 化 之 連 環 詩 韻 却 寄 
爲法酸 辛 山 又 川。 囘天氣 節魯仲 連。 犬 羊 懾伏獅 威 
下。 誘 掖群肓 上寶 蓮。 


<> 賀原田 靈道君 新婚 

瓊莛 華燭 會 佳賓。 災後特 歡瑞氣 新。 淸豔 水仙 寒菊 
節。 交 枝 先 占 復興 春。 

(大正 十二 年) 

◊ 迎 大正 甲子 春 

霜 風雪 氣悉鮮 新。 震 後喜迎 甲子 春。 五十 三年 淸福 

足。 國恩 更荷佛 恩淳。 

◊開 宗 記念 偶成 贈 出 淵 豐俊氏 
菲々 春 雪黑衣 班。 亦 抱 深憂 上祖 山。 滿殿 綺羅 歌舞 

外。 誰揚 遺德滿 時艱。 

祖 道® 來重素 誠。 兒孫底 事 徒誇榮 。春風 人 醉金緋 
外。 不似廟 前 松柏 貞。 

◊謝 井上 胤 文 君 贈 其 著 『憧之 里』 蓋 記 同 君 
嚴 考之德 、論 孝道 也、 胤 文 君 篤信 墓督敎 
而說 孝莫不 至" 其 人可懷 、詩 用卷 頭嚴考 
作五絕 梅花 之 韻 

和氣 高風 冠士 林。 名門 累世 植善 深。 佛 耶儒敎 東西 
學 。寸册 收來大 寶箴。 
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溫厚如 玉最詞 林。 斯父斯 兒感更 深。 一穂 秋 燈垂淚 
讀 。孝設 字字是 千金。 

◊ 淺草傳 法院， 江淅 天童 七 塔， 高僧 二十 八 
位、 歡迎會 席上 作 

江 浙紗禪 攝化昌 。應請 浮 海事 津 梁。 淸風金 錫 慈悲 
韻。 零露 紫 袈戒定 香。 呪 水 雨 華 茗谷畔 。鳴 鐘天樂 
墨 江 傍。 嚴然 二十 八 龍 象。 列 宿 聚奎照 道場。 

◊和 旭牕國 手瑤韻 

其 一 

詩 福 仙居豈 不平。 S 雪 義淸 。秋來 S 吟行 

苦。 四 壁 溪泉坐 聽聲。  ： 

其 ニ 丨 
書 蘭 新 成晝亦 新。 遠巒近 樹自相 親" 羡君詩 卷仙爐 

外。. 烟嵐 咫尺 屬高 人。 

◊三緣山靈殿芝中學追悼會香語ニ -i* 

其 一 

競技場 裡有 雷名。 神 足 飛 過何處 行。 十 萬 億 邦 今 躍 
去。 脚痕 現出 寶蓮 英。 

四 七 一 
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鎭西 自有鎭 西風。 薰化 一時 敎界 雄。 高臥廿 年終不 
起。 常 山 梅 雪講臺 空。 

◊大正 十 年 孟春 二十 三日 高 崎 修養 會講後 次 
碩果 、止 舟、 蜻洲三 賢 詩 韻、 

身是 白雲 任去留 。講 經來喜 直心修 。寒 楳老栢 長 松 
寺。 滿目靑 山 古道 悠。 

◊大正 十 年 首 夏 講習 會席 上作 
春 盡乘閑 入 上 城。 最歡 求道 衆 賢 誠。 講經罷 處靑嵐 
發 。滿目 巒峯重 翠淸。 

◊日 鮮 X 會合 共濟會 席上 

瑞氣祥 雲萬國 春。 日 鮮况是 弟 兄 親。 滿堂和 氣欣如 
海。 現出 人間 極 樂眞。 

(大正 十 年) 

◊三 枝樹 夫人 小祥忌 獻香偈 
半卷壽 經薦寶 蓮。 玉 容髪髴 水 沈 煙。 暮雲 密々 蕭々 
雨。 綠樹愁 新 亦 一年。 

◊大正 十一 年 十一月、 璽書 相傳 後、 示 倉 島 
大音 上人、 
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芝 嶽鴨臺 幾 苦 辛。 多年 講學勞 精神。 相傳 徹底 無餘 
事。 渾在大 慈 六 字眞。 

◊雲 晴院 地藏尊 開眼 偈 

六道 能 化。 廣濟 群生。 金 錫迷覺 。寶 珠信淸 。淨願 
旣 固。 靈像方 成。 利益 千載。 長 護法 城。 

. (金 十一 年〕 

◊大正 十二 年 八月 塔峯阿 彌陀寺 偶作 
碧溪翠 嶂古佛 家。 登高 自覺 發眞 知。 長 松 深 窟人如 
在。 幽鳥 啣華巖 上 飛。 

◊九月 一日 震災 後 有 作 

江 東 災火燬 無 遺。 幾 萬 喪 妻 亦哭兒 。止 說寒 僧亡此 
苦。 燒書卷 萬 若 妻兒。 

◊和 小 林 雨 峰 僧正 詩 韻 

精神 寧 是委寒 灰。 災後春 光 柳 色 催。 最悅 高僧 思 意 
切。 一詩 幾撻壯 心來。 

◊讀 佛國品 

講經 半夜 法 堂 秋。 如是 月明 如楚樓 。螺響 梵王今 在 
坐。 華池寶 藺豈須 求。 


四國 東西 豈 別人。 白毫光 裡轉相 親。 春宵 禪夜歡 如 
海。 渾是密 嚴淨土 身。 

◊趣味 講演 十 週 年 祝賀 會 席上 卽事 
從南枝 法苑初 伸。 英氣旣 見 自絕偷 。奇骨 稜々 風雨 
夜。 仙 姿 凛々 風雪 晨 。橫斜 現出 人情 妙。 氷 玉映來 
佛意眞 。辛苦 十 年花馥 郁。 淸香占 得 四方 春。 

<> 寄 佐藤靈 山師 賀壽碑 竣功 
濟世苦 辛 幾 十 年。 扶宗 護法 大功 全。 壽碑新 就 非 徒 

爾 。齒德 共 高鶴阜 天。 

◊二月 一日 緣山 講經 終了 謝恩 會 席上 有 作 
破 裘敝葛 四重 年。 慚 愧講經 多謬愆 。環翠 龍 藏宗古 
道。 布 金 香 界集群 賢。 啞羊唯 倚師尊 杖。 駑馬特 憑 
檀信 鞭。 三 帙講經 春雪霽 。芝 峰 普被大 光鮮。 

◊和 竹淸 居士 詩 韻 

新 晴天 色 碧 琉璃。 春 淺寺留 白玉 枝。 講拙慙 多窮消 
雀。詩高調入上林鶸。金堂日照慈悲德。紺苑雪巷 
纒縛 疑。 談笑 何 唯 芝 岳 地。 長期 俱會 道場 時。 

◊贈 安藤 嶺丸 師囘疾 

詩藻 文範 


其 一 

學得 維摩 現 病 憂。 避寒 臥蓐亦 風流。 百花 祭 近囘陽 
速。 昆谷 更看氣 勢遒。 

其 ニ 

藥爐 窓外 幾 枝 梅。 一雨 一風 倍玉瑰 。痼疾 瘳 時當不 
遠。 春光 旣動墨 陀隈。 

◊國士 館 安部 秀助氏 四十九日、 追弔 會 席上 
有 作、 

淵 博學風 自絕偷 。雄 文 長 策 資經綸 。梅花 雪 後 東風 
冷。 空 把 遺編哭 故人。 

又 

人心 世 道岌危 哉。 難局 喪 君 亦可哀 。國士 館 林埋國 
士 。淸芬 百 載 墓前 梅。 

◊ 哭 印度 國 士冒須 夫人 

契 深 日印 至情 圓 。大志 常存 琴瑟歡 。二十 八 年 貞烈 
蹟 。東風 吹 夢 白梅 寒。 

又 

藍 挺 春 闌現威 神。 華 雨 香 風 天地 新。 从是萬 生咸復 

四 七三 


詩藻 文範 
日 能 居士、 早稻 田大學 疾走 選手 
其 ニ 

一遊 是夢去 無 還。 芝 岳 秋 深淚自 潜。 二十 四 年 南海 
忌。 空留 明月 照 人寰。 

釋禪 慧將遊 南洋、 志 未就而 天、 悲 夫、 

◊ 迎法 隆寺定 胤和 上 皈朝ニ 首 
定 胤和 上、 法相 宗 管長、 深 通 唯 識敎義 、今夏 
應招臨 支那 盧山佛 敎大會 、途次 名邑大 都、 講 
述三 性八識 要旨、 人 莫不嘆 服焉 、蓋 支那 佛學 
者 方今 專硏 唯識 、所以 投機 應緣 也、 惡詩故 多 

用 相宗典 語、 和 上 我 道 重 信敎上 人 親友、 戒律 
最嚴 、受 一世 歸仰 

金 錫 破 禹域瓌 。盧 山復見 遠公眞 。三 性 明月 西 湖 夜。 
八 識澄泉 東嶽晨 。淨戒 香 薰千界 覆。 大悲華 散 一家 
春。 頌功不 盡無詩 筆。 黃菊迎 君滌旅 塵。 

和平 功業 啻纓紳 。苜有 高僧 賛經綸 。兩國 雲 晴遍計 
執。 一誠 月 皓實性 輪。 講論 燕市揚 文化。 禮塔金 陵 
資友 隣。 楓錦滿 山 迎大士 。燦然 照映 紫 衣 身。 


四 七 ニ 

<> 寄 桑原 隨旭氏 

災後咸 談家國 難。 江湖 豈莫 蟄龍蟠 。要 知 撥 亂反正 
策。 試 入 起 雲軒裡 看。 

(大正 十三 年〕 

◊大正 十四 年 乙 丑 元旦 

宣威 善政 自超偷 。彫像 長傳蒽 敎淳 。顯晦 有 時金體 
隱 。去 來應 現白毫 伸。 萬 千 門 戶慈雲 仰。 百 ニ 都 城 
法雨臻 。崇 信從今 延不斷 。光明 遍 照福斯 民。 

◊こ 丑 元旦 

五十 四 囘曆又 新。 春光 到 我 水 雲 身。 老松 古 栢環庵 
處 。瑞藹 滿山屬 道 人。 

◊山 色 連 天 

坤輿群 嶽各爭 雄。 雲 氣雪光 接 大空。 空 相 一圓 無私 
覆。. 萬 春 齊仰古 葱 葱。 

◊新年 偶成 

幽林獨臥病生安。數卷古經ー鉢餐。此間貧挤新年 
事。 曉把 往生 禮讃 看。 

◊恭和 密林 尊者、 題 四 國驩會 照 相 圖玉韻 


◊偶成 

大千可 入。 一枝 自 春。 花晨月 夕。 逸 無 悠眞。 

C 大正 十四 年) 

◊大正 丙 寅 元旦 

王道 悠久 日月 明。 恩 波仁澤 至今宏 "源泉 深遠 三千 

歲 。五十鈴 河 碧水 清。 

同 

蘭若方成歲亦 */ 。佛恩五十五囘春 上 S 打 鼓天猶 
味。 梅 彩 燈前破 荊 身。 

◊ 敕題 

旭 照 江山 歲始更 "霜 華尙見 氣カ盈 。日 新不熄 乾坤 
意。 萬 古長 流 河水 淸。 

◊寄 題 國士館 

斷眠錐 股 幾 酸 辛。 此日業 成意氣 新。 滿苑錦 楓存赤 
志。 當門嶽 雪見 清純。 翔 天 雛 鳳 張文翅 。跳 海稚龍 
起 玉 鱗。 從是 三千世界 路 。休 忘 國士古 精神。 

◊偶成 

三 歲芝峯 共 苦 辛。 霜 風 留別 恨何頻 。偏 期 雲水 悠遊 

詩藻 文範 


足。 玄 海月 明訪 主人。 

◊清 浦 子爵 母堂 西 邁香偈 

貞慈純 信 世 推 賢。 九十 ニ 年母德 全。 國 老元勳 孝子 
在。 溫容笑 上 紫 金 蓮。 

◊寄飯塚米雨氏 

胸中萬伋山。ー隻有心眼。禪後竹窓明。模嚴古宋 

版。 

◊將拒 絕執綱 就任 有 作 

凌 空 千尺絕 塵埃。 積 翠長吹 天籟 來。 獨立亭 々存本 

色。 莫將山 樹作盆 裁。 

◊祝 鈴 木靈眞 僧正 晋山 

華幢雲 蓋樂聲 高。 滿袂金 風 錦紫袍 。敎化 從今亘 百 

歲ノ廣 開 淨土樹 星旄。 

◊祝 山 田 鐵郞氏 華燭 盛典 

最歡 君子 配 佳人。 瑞 氣滿觉 別 占 春。 貴冑仙 娥蘭蕙 
質。 名門 俊傑 琳 琪 身。 玉 樓宴樂 松 琴 合。 金 屋華粧 
嶽雪 新。 從 是赤繩 維百歲 。和 鳴 鸞鳳永 彬彬。 

.◊小川 銀 次 郞敎授 謝恩 會 席上 次 藤 井上 人 玉 

四 七 五 


詩藻 文範 

活 。花 紅 柳 綠百千 春。 

◊賀原 田 晶堂氏 結婚 

十 年報 國志雄 哉。 此夕婚 成 喜色 催。 新緣滿 窓新屋 
好。 名花 紅白 交 枝 開。 

◊野 田家 三囘忌 辰賦之 

流水 行 雲三閱 年。 又觀 白露 思 悽然 。上 堂 此日燒 香 
處 。一脈 幽 薰通寶 蓮。 

◊ 賀長岡 氏還曆 

黄菊 紅楓 高士 家。 秋來 特覺瑞 光多。 主人 吟處長 杉 
在。 稷々 銀 濤頌壽 歌。 

◊山 ロ 氏 葬儀 香 語 

篤學 カ行 約 大名。 奈何 宿業 奪斯 生。 打開 盤 屈 人間 
路 。大道 直通 圓寂 城。 

◊臨 國士館 先 亡 諸氏 追悼 會有作 
濟 民憂國 赤誠 同。 十 歲經營 學館崇 。想 見 先賢 辛苦 
跡。 滿林秋 寂 錦楓紅 。 

◊示 加 行 僧 

求 法 酸辛盡 至誠。 霜 林樓動 念經聲 。勿 忘 華 頂廟前 


四 七 四 

道。 幾度 祖鞋印 雪 行" 

◊大 鹿勸學 一周忌 香 語 

性 相 無人 懷 大賢。 高風 如 在對遺 編。 牌 前 念佛 秋蕭 
寂。 紅 菊 黃楓亦 一年。 

◊澤村 宗之助 丈 一週 忌 香 語 
忽卒 一年 風物 遷 。紫 紅 依舊 易凄然 。梵 香髪髴 音容 
在。寂々東風落范天。 

◊隱岐 雜詩三 首 (大正 十四 年 八月 六日 於隱 
岐國 海士村 後鳥羽 天皇 御 火葬 塚、) 
潜龍不 復跡茫 々。濤 影瀾光 遺恨 長。 隱岐 洋上 一痕 
月。 嘗照 勝田宮 裡廂。 

◊大正 十四 年 八月 六日 隱岐國 於 黑木村 後 
醍醐 天皇 御行 在所 跡、 

幾 囘讀史 憤何禁 。昭 世拜啼 遺蹟 陰。 三十 六 灣千萬 
浪 。猶留 嗚咽 到 如 今。 

◊大正 十四 年 八月 七日 歸途有 作 
ー灣 過去 又ー灣 。山 影 波 光巖石 間。 後島 訪祠前 島 
寺。 凉風滿 舸載眠 還。 


學德由 來敎界 雄。 登壇 唱導 一宗 祟。 三緣山 裡春闌 

處 。錦 紫 映 輝 萬朶紅 。 

◊題 密林 師惠贈 四 國驩會 寫照且 次 韻 

華日獨 乾ー屋 人。 白毫光 裡轉相 親。 春宵 禪話歡 如 

海。 渾是密 嚴淨土 身。 

<> 祝 原 澂信君 唱導 師勤修 

濟世 育英 積德 功。 甲 南隱棲 令名 隆 。登壇 唱導 春 方 

好。 法 旆高颶 楊柳 風。 

◊半田 生 葬儀 香 語 

芝 岳 勵精期 立 功。. 英才 底 事 一朝 空。 薰風吹 送 綿綿 
恨。 十 有 八 年 短 夢中。 

◊凾 嶺雜詩 
其 一 

十日山居絕萬緣。谿花折得奉金仙。白雲滿寺無人 
到。 時聽 曉鶯與 夕蟬。 

其 ニ 

十日 山 居 忘 是非。 閑 雲 過 處鳥高 飛。 半天 禽沒 靑巒 
在。 獨立 依然 對夕 暉。 

詩藻 文範 


其 三 丨 
屛風山下古禪居。臥見白雲自在舒。睡裡不知 111 氣 

變 。雞 風飜 盡讀殘 書。 

◊望 湖臺 
其 一 

四面 翠屛玉 鏡 開。 芙蓉 倒 冕 影皚々 。大觀 最見絕 勝 
處 。凾山 第一 望 湖臺。 

其 ニ 

行人 過 寺 幾 徘徊。 時 問 像 經國寶 推。 默笑不 酬指前 
岳。 凾山 第一 望 湖臺。 

◊長 建 寺法嗣 七囘忌 香 語 

花 月 七 年夢裡 過。 追想 當日感 何 多。 獻 香誦偈 秋風 

靜 ,° 八德 流通 墨 水 波。 

◊鈴 木 生 下 炬香語 

剛毅 嚴正有 純 誠。 孝子 順 孫 家集 英 。六十 八 年禪榻 

夢。 薰風滿 岳覺來 情。 

◊玉 井 文彥君 一周忌 香 語 

篤 學硏精 期 立 功。 一朝 底 事悉歸 空。 鷄 林去歲 綿々 

四 七 七 


詩藻 文範 

韻 

三十 春秋 夢裡遷 。德 光磨 月見 團圆 。動 功敎 界長傳 
世。 撫育 材英 幾歷 年。 眞性香 高 黃菊馥 。赤誠 色灼 
錦楓然 。勿 言 師道 今亡滅 。明 照 館 中坐寶 蓮。' 

◊ 大鹿 法主 小祥 忌香偈 

性 相 無人 憶 大賢。 高風 如 在對遺 編。 牌 前 念 佛秋萬 
寂。 黃菊紅 楓亦 一年。 

◊時事 

幽境 高 樓會群 賢。 革新 論熱氣 衝天。 國情宗 態危如 
此 。歌舞 何時 復綺 莛。  . 

同 

縱 橫逸氣 結新盟 。三月 梅花 雨後 情。 玉 椀 珠杯高 興 
處 。春寒 增上寺 鐘聲。 

◊加 藤 憲政 會總務 追悼 會香語 
君 國元勛 一代 雄。 經天緯 地樹臺 功" 獻 香擧偈 春光 
寂。 滿岳 松濤 仰德 風。 

◊和 田 氏 追弔 會香語 

五十 五 年忠直 身。 至誠 一 轍憶斯 人。 東風 一夜 乘雲 


四 七 六 

去。 留 得蕭條 寂寞 春。 

◊澤村 訥子丈 告別式 香 語 

六十 八 年 風月 身。 雄姿 颯爽 逐年 新。 東風 吹 夢 去 何 
處 。空 見 墨 江 寂寞 春。 

◊送 密林 曼珠 兩師歸 南支 

靑龍鈴 鐸絕無 聞。 誰克 中興 續秘 文。 北越觀 深三密 
雪。 南支 學博 四曼 雲。 護摩 壇上 天 華 落。 灌頂場 中 
異馥薰 。金 錫 去 時 春 恰好。 櫻 雲滿市 送宏勳 。 

◊澤村 宗之助 丈 三囘忌 香 語 
三年 風月 夢中 過。 紅白 花 開感特 多。 上 殿 誦經春 寂 
寞 。數聲 幽鳥 爲誰 歌。 

<> 田 中 家法 要 香 語 

積善 有慶 一家 昌 。孝子 順 孫聲# 芳 。十 有 七年存 德 
澤 。春風 滿屋 百花 香。 

◊祝 召 田 寬定師 唱導 師勤修 
萬 朶櫻雲 映 紫 衣。 東風 吹 動 導師 旅。 多年 積 德在今 
日。 增上山 頭 振 法 威。 

<> 祝 鈴 木 靈眞師 唱導 師勤修 


苦熱 如燬凉 不通。 萬 人 避暑 事何窮 。山 僧 此處無 他 
策。 聲 々稱佛 起 清風。 

◊別 府溫泉 

翠綠 三面 ー灣 平。 沸々 靈 泉隨處 生。 千百樓 臺朝暮 
舶 。可 知 別府別 仙鄕。 

波 影 泉 香 仙客鄕 。靑巒 起伏 ー灣 明。 要 知別府 風情 
美。 浴後 乘凉 暮夜 行。 

◊大正 大學 特別 講座 修了 式 後 示 諸 生 
熱炎烘 暑 役 身形。 流汗 苦修 懺悔 庭。 金口 眞詮君 知 
不 。過 三千 火必聞 法。 

◊ RP 孤蝶 女史 

平生 敏慧 惜芳 姿。 十 有 四 年 薄命 悲 。一夜 山村 無限 
恨。 秋風 孤蝶 去 何 之。 

◊次 德林 上人 韻 贈 岡 本 貫瑩君 
講學不 嫌 萬 里程。 不須兒 女 別離 情。 秋 光波 動靑雲 
水。 爽氣日 鮮巴里 城。 藝苑積 攻支竺 美。 翰林 t¥ 涉 
古今 宏 。自存 一貫 硏磨 志。 歸錫 欲加敎 界瑩。 

◊高 田 愼吾氏 追悼 會卽事 

詩藻 文範 


攻學 篤行 自卓然 。拓開 斯道 世 推 賢。 秋風 寂寞 人 何 
去。 唯餘經 國濟民 編。 

不覚 顯榮 唯愛眞 。革新 社會有 精神。 白雲 明月 秋 深 
處 。多事 國家思 此 人。 

<> 寄 塚 本 善隆君 

最喜 壯遊馳 大名。 宗 光顯赫 北京 城。 秋風 白露 君歸 
日。 祖德 報來盡 至誠。 

◊悼 本 庄良敎 君 

辛苦 育英 二十 年。 不求顯 達 至誠 堅。 秋風 有 恨 空 嘆 
息。 ー炷心 香伴暮 煙。 

◊謝 中 村 辨康氏 贈 葡萄 

琅幵 累顆 玉光殊 。靈液 無比 甘露 腴 。供佛 龕前燈 映 
發 。現 來淨土 帝 靑珠。 

◊芝 岳 同窓 會 席上 偶作 

盟交 芝峯十 幾年。 東 鴻西燕 各隨緣 。此宵 送 友又迎 

客。 秋 滿帝城 蘭 菊 天。 

◊善導 大師 繪詞傳 序 詩 
仰 則 彌高鑽 益 堅。 平明 叙述 祖風 全' 

四 七 九 


由來 通俗 終 南 
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恨。 分 付緣山 綠樹 風。 

◊長 瀨鳳輔 君 葬儀 下 矩香語 
美 玉 玲瓏 仰德 姿。 經綸滿 腹 萬人師 。鳳 鳴 忽止朝 陽 
寂。 國士館 林 風 色悲。 

◊寄 川端 信之師 

抂將殘 筆報靑 衿。 這 箇浪禪 一片 心。 得失 是非 吾 何 
顧。 靑 鞋布襪 自在 吟。 

◊原 田 玄徹氏 歡迎會 席上 

扶宗 護法 約 民 安。 十 有 七 年 幾 苦 辛。 敎育恩 深 文化 
業。 慈悲 德及 和平 因。 楓華月 白講經 夜。 椰 樹風淸 
禪座 朝。 歸錫笑 看 芝岳景 。紅 楓黃 菊賀斯 人。 

(大正 十五 年、 昭和 元年〕 

◊悼 福 見 淚草氏 令閨 

蘭質蕙 心壽不 長。 雪晨埋 玉轉斷 腸。 艸堂孤 寂將何 
薦 。一 卷觀 經半炷 香。 

◊和 法隆寺 法主 定 胤和 尙詩韻 
化洽 春風 俗與 僧。 銷融結 縛 固 於 氷。 最歡 華甲 隆名 
刹。 香 象 靑獅任 所來。 


四 七 八 

超然 脫俗異 群 僧。 行 戒妙觀 凝 似 氷。 六十 年 來行化 
遍 。夜光 奕々 照 千乘。 

◊泊  l /lif 苑 

細雨 無聲滌 市塵。 淺深樹 色綠陰 新。 淸氣 古石 幽情 
裡 。滿坐 補陁會 上人。 

◊豐島組滿鮮弔魂視察圓留別 
千里 弔 魂 幾 古城。 •由來 敎化盡 忠誠。 繞身新 綠紫衣 
映。 拂 面 ® 風 金 錫 鳴。 船 上誦經 濤影靜 。車中 念佛 
翠光淸 。平安 一路 歸京 日。 顯赫 大宗 度 群生。 

◊支那 書 晝家四 氏 歡迎會 席上 偶作 
四哲 同舟 訪日 東。 畫書 三味# 何窮 。隨緣 揮 洒百千 
幅。 遺 得 善隣 珠玉 豐。 

蘭 菊 竹 梅會四 賢。 入神 書晝 各隨緣 。墨 江 | 夜 陽關 
曲。 想 得 西 湖 花 月 天。 

◊及 川 智雄君 追悼 會香語 

儒 佛神耶 自在 通。 超然 逸氣 道何窮 。蘭 盆 今日 弔 君 
處 。滿 坐淸凉 一味 風。 

◊華 頂 山卽事 


◊贈 芝 中 卒業生 加 行成 滿 記念 
芝 岳 鴨 臺幾苦 辛。 相 傳宗戒 見 精神。 贈 君 微物請 休 

笑。 破讲 鼠袈乃 祖眞。 

◊誕生 寺 漆 間德定 僧正 歡迎會 席上 有 作 
八 音 四辨度 群生。 飛 錫 緣山化 益宏" 此夜迎 君歡不 
盡 。秋 高 墨水舊 鷗盟。 

(昭和 ニ 年〕 

◊新丰 

滿目祥 光 入 初春。 一天四海 大平晨 。紅 暾照出 乾坤 
廓。 千 岳 萬 山 花悉 新。 

祥光仰 得 無量 覺 。和 氣 現來淨 土人。 念佛聲 中年 玆 

改 。東 山 翠色 特淸 新。 

◊ 賀本多 淨嚴叙 正 僧正 

濟人仁 俠挺斯 身。 護法 愛山 幾 苦 辛。 豈啻江 東 盛大 

賀 。一宗 悉 喜頌榮 春。 

◊賀加 藤 精神 僧正 勤修御 修法 大阿闍 梨 

鎭國瑜 伽 萬歲垂 。傳燈 榮職直 盛儀。 加持 衰冕眞 名 
滿 。導 御紫緋 令譽馳 。燔火 曉紅祥 鳳 舞。 鈴 音 夕 動 
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瑞龍隨 。閼伽 水 結何辭 昔。 凛烈 一誠 護帝 基。 

◊北 越 訪雷斧 老阿闇 梨 途上 作 
推 讓求賢 霽月 胸" 桃園 友義 結三宗 。恢宏 敎學純 誠 
在。 風雪 越 山 起臥 龍。 

.◊高 橋 生 下 炬香語 

酬德 報恩 盡 至誠。 法 宴 今日 會群英 。獻 香擧偈 春光 
麗 。一枝 白梅 世 外 清。 

<> 哀悼 九 條武子 夫人 

貞純婉 淑母儀 全。 四十 一年 何薄緣 。香 雪 半宵 消去 

處 。空餘 寒月 影 簫然。 

◊送 小 田 原生 歸鄕 

螢雪 鴨臺 幾覓眞 。講餘 濟世幾 苦 辛。 故鄕 春色 君歸 

日ノ領 得湘南 景物 新。 

◊祝 田 子 添 田 守 屋松田 四 氏 代議士 當選 

議場 新 見 四 賢 名" 蘭 菊 竹 梅 各競淸 。濟世 利 民 無 政 
黨 。光風 霽月 大人 情。 

何 論 政友與 民政。 欲濟 飢寒 社會 病" 春色 滿堂招 四 
賢。. 黨情 超越 心 如 鏡。 

四 八 一 
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意。 顯赫宗 光至 百年。 

精攻 刻苦 徹 源泉。 史筆 不嫌 通俗 扁 。普 益 萬 機 潤 塵 
界 。開 來淨土 幾 金 蓮。 

◊次 山 本 農相 詩 韻 

滿畝黃 雲 映 夕 紅。 勸農裕 國政何 空。 經綸別 見 閑 天 
地。 收得 詩囊美 玉豐。 

翠光藍 影 落 欄 前。 高 間吟哦 客欲僵 。廊 廟不忘 山水 
趣。 秋橫 詩興 自淸 鮮。 

◊悼 天臺 座主 

護法 復興 巨刹 衰 。敎門 等 歎 化 西 移。 四 明 寂寞 秋將 
盡 。起績 遺風 果見 誰。 

◊贈 祥雲 伊東 雨 氏 

艨艟 壓海礮 雷鳴。 方 外 又 蒙 倍 覽榮。 歸路獻 香諸嶽 
殿。 別飄大 旆護皇 城。 

◊贈 伊藤 道海師 

白 字 淡 風 示 赤心。 紫雲 臺拍有 知 音。 宣揚 乃 祖禪風 
外。 自有 經營絕 古今。 

<> 比 敷 山雜詩 


四 八 〇 

僧房 夜 坐 月 如 銀。 談密論 禪絕世 塵。 古 柏 老杉 風 息 
處 。猿啼 切々 隔雞 頻。 

霜氣 滿溪片 月明。 哀猿 斷續夜 三更。 靈山千 歲滄桑 
裡 。幾 個 先賢 聽此 聲。 

靈峰 寂々 月光 凄。 寒 蕩流霜 所々 溪 。大哲 古賢 遙去 
後。 哀猿 唯依舊 時啼。 

◊坂 本 芙蓉 園卽事 

溪莊園 樹客來 稀。 雨後 林 泉 落葉 滋 。薄暮 閑 園蕭寂 
裡 。山茶花 白映寶 池。 

◊送 川 北 生 歸米國 

又 突 霜 風向 米洲 。滿船 明月 思 悠々。 經綸自 是男兒 
事。 不識 對誰說 客愁" 

◊衆議 院議 長官 舍州上 孤 山師 招宴 席上 有 作 
玉樓 一夜 會群 賢。 方是歲 華欲盡 天。 三十 餘年神 交 
在。 霜 風 深 處發金 蓮。 

◊盛夏 偶作 

炎 雲 苦熱 冷 無 通。 避暑 萬 人 百事 窮 。此處 山 僧存別 
策。 聲々 念 佛起淸 風。 


浮世 滔 々追 利 名。 敎門未 脫鬪諍 盛。 秋 深 芝 嶽快心 

事。 棺底 淸風稱 佛聲。 

半生 敎績世 推 賢" 遁俗有 時不辱 先。 五十 五 年殘夢 
覺 。秋 光滿月 白雲 天。 

◊ 凾 III 雑 詩 

林岳蕭 々旣晚 秋。 紅 蘿黃葉 易牽愁 。今宵 獨到 僧房 

宿。 月 照凾山 古道 場。 

◊前 田聽瑞 君歸朝 歡迎會 席上 
滿市霜 風歲欲 行。 迎夜 一夜 盡 心情。 伯林 明月 龍 城 
水。 主客 陶然 笑談 盛。 

◊同 

霜 風雪 氣托孤 身。 甲 是乙非 孰覓眞 。人事 多忙 年 欲 

盡 。唯 餘磊々 一精 神。 

◊贈 袈裟 黑田成 勝 君 

芝嶽 赤門 幾苦攻 。相 傳兩 脈果全 功。 贈 君 微物君 休 

笑。 破袍粗 衣乃祖 風。 

◊戊辰 歲晚 

塵緣 業界 托孤 身。 甲 是乙非 孰覚眞 。滿面 霜 風 年 欲 
詩藻 文範 


盡 。唯 餘磊 々古 精神。 

(昭翔 三年) 

◊元旦 試筆 

雪氣霜 風亦自 新。 寒 僧 迎得大 平 春。 上 堂 打 鼓天猶 

暗。 梅 影 龕 前破衲 身" 

◊賀山 田 氏 嗣子 誕辰 

繞寺瑞 光壽福 伸。 更歡 盛會祝 佳辰。 滿堂 賓客 春 如 

海。 萬歲聲 中瑞氣 新。 

◊悼 坂 田 良' 弘氏 長女 貞子之 死 

茫 々業 海哭 無情。 婉順 可憐 薄命 生。 淅瀝霜 風春淺 
夜。 焚 香 唯 唱願王 名。 

貞 純敏慧 一家 歡 。底 事業 風 折 玉 蘭 斗 卷觀經 矛 ^ 

讀 。凄 凉斜月 落 梅 寒。 

_ ◊梅 窓 院亡息 香 語 

呱 々求 乳 一家 歡 。底 事夭瘍 追映瀾 。遺恨 靑山蕭 寂 

路 。香煙 斷續 北風 寒。 

◊贈 塚 越 丘 次郞氏 

達識高材ー世雄。遺編數讀憶高風。經綸滿腹餘陰 

四 八 三 


詩藻 文範 

<> 送 村 上 妙 淸尼之 錫 蘭 

繊弱 別 見 護法 心。 南天 聖蹟 入雲尋 。客 途萬里 山川 
話。 笑 對故鄕 春色 深。 

◊玉 置 金 八 大人 饗宴 席上 有 作 
奇葯妙 方 全譽囂 。凌 雪 社運 謙無驕 。富 榮元是 精勤 
德 。祥 福由來 積善 標 。歌舞 極歡 千客會 。月 花盡興 
萬 金 宵。 滿堂和 氣春如 海。 綺宴洋 々慶賀 謠。 

◊ 賀杉山 大運師 勤修唱 導師 
三緣 山上 法 旅揚 。爛漫 花 明 紫錦裝 。唱導 有 榮春日 
麗 。恢 宏祖德 炫宗 光。 

◊賀 阿川 貫達師 勤修唱 導師 
多年 學海有 才名。 唱導 今 瞻化益 盛。 芝 岳 春 深 花 似 
雪。 堂々 祖德赫 揭旌。 

◊送 林 古 溪之豫 州 

東風 吹 弱 柳。 別路 隔山 川。 黃鳥出 幽谷。 落 紅對觥 
船。 渭城 三重 曲。 湘水 數聲絃 。詩 卷珠璣 集。 琴 書 
洪璧旋 。錦繡 紫 if 拂 。龍她 鉞硯硏 。姓名 元 藉甚。 
天下 有 誰 損。 


四 八 ニ 

◊書 井上 三次 郞氏 先考 詩集 後 
講學 勤王 全 晩年。 杳林 國士百 詩編。 昭代 如 今春 色 
滿 。幾吟 家集 落 紅 前。 

積善 累功永 歴年。 孝 孫 果見纂 遺 編。 詩文 三百 溫醇 
筆。 滿面 春風 玉 檻 前。 

◊送 禮美 博士 歸佛蘭 西 

義林鴻 業 布英芬 。唯 識莊 嚴發祕 文。 綠樹薰 風皈路 
泰 。東西 自 仰不窮 動。 

◊讀富 田 阿 闍梨隻 脚 切斷記 
休 說災殃 宿業 存 。瑜伽 密意絕 言論。 布施 隻脚 曼荼 
會 。威 德現來 六 足 尊。 

大士 願行豈 偶然。 六 波羅密 各隨緣 。少林 斷臂 先賢 
在。 施 脚 昭時拓 福 田。 

◊ 凾嶺偶 占 

冷然 ■化 翠巒 間。 雲 氣滿衣 霧撲顏 。湖 伯 山 靈笑迎 
我。 清風 八月 古 凾關。 

◊月 窓院信 道和尙 、有 生 葬 之 儀、 亦 是覺醒 
流 俗 善 巧 方便 也、 乃 賦兩偈 、表微 tt 


<> 賀頌 

多 摩 大昌寺 杉 浦演順 上人、 天資 俊邁 忠誠、 當 
事 化導 莫懈 、每 扶翼 宗 運、 與竭 于國家 宗門、 
，又 克致カ 於 寺 門經營 、鍾檀 信之歸 仰、 酸 辛 多 
年、 建造 大殿及 書院、 拮 構宏麗 、多 摩 勝景 更 
加 一新 偉觀 、其裨 補 世 道 人心 之切豈 勘 少 邪、 
宗光發 揚之勳 亦大矣 、此日 有慶讃 供養 之 盛儀、 
宴 不禁隨 喜、 便 來獻香 表 喜、 且 呈賀頌 一首、 
以 布衷忱 

精 舍新成 法 鏡 明。 晝梁寶 柱 盡經營 。多 摩 靈刹淸 風 

滿 。建立 常然度 衆生。 

<> 贈 袈裟 小 俣 眞誠君 

講法誦 經攝萬 機 奉 被 常 現 大人 威。 紳纓已 上濟世 
策。 遺 在 福 田 忍 唇 衣。 

◊ 賀頌竝 序 

廣船松 谷 君、 傳承 老師 廣悅 上人 之 衣鉢、 新董 
寧 樂淨國 精舍 、上人 扶宗 護法、 齒德旣 高、 淸 
譽充于 一宗、 君 今 以縱橫 才華與 俊敏 材 、能玆 
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續法統 、謂 紹隆之 美、 可 期而待 也、 貧 道與君 
因 緣非淺 、衷情 欣嬉宴 不能 禁 、卽客 中 草 蕪 詩 
一首、 以表賀 、希 信行雙 » 、 ニ 利莫懈 、大輝 
- 前 秀 ■是爲 序 

古都 秋 滿碧天 澄。 喜 見俊材 續法燈 。湖海 十 年龍蟄 
伏。 雲霞 一 齊鳳飛 昇。 丹 楓排錦 盛儀 映。 黃菊散 香 
賀頌應 。淨國 山 頭淸福 足。 和風 麗日護 眞乘" 

◊寄 阪堂 上人 

現疾 十旬學 古賢。 藥 爐茗捥 好隨緣 。白雲 明月 毘耶 
室。 獨有 高僧 每住 禪。 

讀書常 會聖兼 賢。 臥 病悠々 絕世緣 。湯葯 退 時殘菊 
在。 淸香 一脈 伴 安禪。 

山 居不羡 竹林 賢。 牀 褥善權 斷俗緣 。冬日 照 霜年盡 
處 。.唯 容 寒雀訪 晨禪。 

圍寺長 松 映碧甎 。近 門 煙 水泊虛 船。 初冬 沼 水 風光 
好 。相 訪可寺 又 語玄。 

辛苦 病餘 洒硯甎 。學洋 欲 泛大慈 船。 戒宗兩 脈深宏 
義 。硏霰 藉 君拓鈔 玄。 

四 八 五 
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德 。傳得 子孫 福 莫窮。 

◊ 賀 巢鴨專 修院 落慶 

精舍 方成薦 故人。 香 雲 華 海祖風 新。 上 堂誦偈 春光 
麗 。建立 常 然轉法 輪。 

◊今 井 氏 老母 香偈 

七十 四 年母德 全。 貞順如 玉 事誠虔 。東風 吹 夢 人 何 
去。 寂寞 春寒 月 獨圓。 

◊祝 五十 鼠老 トー 人 勤修唱 導師 
萬 朶香雲 映 紫 衣。 東風 吹 動 唱導 旅。 多年 積 德功勳 
滿。增上 11[ 頭現法威。 

◊寄 題 國士館 

洋 々活氣 一天 淸 。萬 朶櫻 雲滿帝 城。 

海。 開來 爛漫 國華 精。 

◊鶴 岡 氏 響 宴席 上 
論 詩 談晝會 佳賓。 滿座幽 情絕世 塵。 

處 。一家 清福 屬斯 人。 

◊湖畔 卽事 

雲 密風斜 雨又晴 。長 虹 明滅 大湖橫 。千 重 波 白連峯 


國士館 中 春 似 


花 落 鳥 啼春盡 
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暗。 煙 柳靑々 拂 岸淸。 

◊ 與勝田 生 

龍 谷 鹿 溪幾苦 辛。 度 生 濟生自 忘 身。 與君欲 仰 東 山 
頂。 明 照 光 圓八百 春。 

◊贈 笠 木 良 明君 

摩 詰 后 身攝衆 機。 刷新 道俗 氣風微 。落 英似惜 大人 
去。 片 々飛 芳貼客 衣。 

◊ 呈華頂 老門主 

大 慈善 巧 設眞詮 。湯 藥乳糜 攝化緣 。現 疾綠雲 華 頂 
嶺 。薰 風榻下 現金 蓮" 

誰將 法藥濟 群生。 邪見 貪瞋 到處 盛。 世界 疾時 菩薩 
疾 。拜瞻 丈 室 臥床 宏。 

◊東洋 大學 新入生 歡迎會 席上 有 作 
湊合 東西 意氣隆 。愛 眞護國 學堂崇 。鷄聲 臺上薰 風 
滿 。迎得 俊 材七百 雄。 

◊小 坪 正 覺寺靑 年 聯盟 夏 安居 卽事 
湘南新 見 別行 林。 三祖 遺芳 仰德 音。 唱佛止 時 靈氣 
動。 大濤如 鼓覺禪 心。 


願力 慈悲 谷樣 深。 欲 匡 世道與 人心。 縱橫辨 舌 狻猊 
吼 。絕紗 詩 偈鳳鸞 音。 般若 影 明臺上 鏡。 瑜 珈薰徹 
海 南 沈。 晋山 有慶 君知不 。敎俗 咸登七 寶岑。 

瑞雲 淑 。滿 山門 氣須覺 禎祥 有德 源。 沐雨櫛 風 高麗 
地。 晨 霜夜 雪筑肥 村。 振鈴 出 寺 星千點 。洗 鉢 上 堂 
月ー痕 。濟世 度 生 僧俗 識 。推 尊 永 記扶宗 恩。 
勝見眞 詮委濫 吹。 偏 欣碩德 濟傾危 。栴檀 林 馥無荆 
棘。 乳 海 波 平絕穢 屍。 登 坐 旣張學 則 緩。 上 堂 欲 補 
敎綱虧 。密門 面目 從今 革。 颶扇祖 風 答 盛時。 

◊贈 桑原 隨旭氏 

凾山 一夜 凶音 傳 。苔 石 老松 六十 年。 遺恨 至 今湍水 
咽。 貞風依 舊巨巖 堅。 人 尊惠澤 留碑碣 。世 頌德功 
設法莛 。勝景 甞霑恩 露地。 誦經立 盡晚秋 天。 

◊ 賀原田 三千 夫 氏 華燭 盛典 
天 選 嬋娟配 俊 良。 前 程 多幸 樂洋 々。梅花 紅白 交 枝 
發 。淸馥 先 春 見 瑞祥。 

◊山 ロ 敎授喪 愛 兒作國 歌 十 首、 ー讀 悵然賦 
ニ絕、 
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茫々 塵 世 恨 何 多。 血淚凝 珠十首 歌。 後苑梅 開絃誦 
絕 。向 誰 韶景剪 綺羅。 

掌中 珠碎隔 幽明。 堪見慈 親淚萬 行。 陰慘 僧房 殘雪 
夜。 焚 香 唯 唱願王 名。 

◊悼 相 馬 文 雄 君 客死 于 南米 
魂 隨春浪 喚 無 還。 遺恨 空 籠 南米 山。 壯圖 雄心 留底 
事。 梅花 寒月 照 塵寰。 

◊送 堀定正 君米國 

劎 孰振慧 伏 魔 軍。 ヵ學 躬行 別 見 君。 雄志 上船 春滿 
海。 東風 吹 浪映靑 雲。 

◊贈 大谷 梅庵賀 趣味 講演 十 週 年、 井〗 題 中華 
僧 普 陀志圓 所 描 梅花 

橫從南 枝 法苑初 伸。 英氣旣 見 自絕偷 。奇骨 稜々 風 
雨 夜。 仙 姿 凛々 雪 霜 農。 

撗斜映 出 人情 妙。 氷 玉現來 佛意眞 。艱苦 十 年花馥 
郁。 淸香占 得 四方 春。 

◊宿 天台 比 叙 山 • 

雪 峰 寂々 月光 凄。 寒 蕩流霜 所々 溪 。古哲 大賢 空 去 
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散 楓圍裡 碧苔甎 。殘菊 岸頭 落葉 船。 暖日 和風 南 沼 
寺。 閑 窓 詩思更 幽玄。 

(昭和 四 年： > 

◊賀 天上 敎寺 皆應正 僧正 勤修 緣山唱 導師 
齒德 俱高遍 令聞" 北 邊法將 世 推 君。 登壇 唱導 天 華 
落。 緋錦映 霞 現 紫雲。 

扶宗 護法 幾多 年。 今日 光榮豈 偶然。 天樂雨 華增上 
寺。 闡揚祖 德發金 蓮。 

◊次長 谷 寺 雨 峯闍梨 詩 韻賀境 野黃洋 薦文學 
博士 

多年 學界 獨荷荆 。雄 辯 高論 護法 城。 博士 何 加涓滴 
大 。堂々 哲 海本來 名。 

失意 門前 茂柴荆 。乘時 訪客 若 都 城。 先生 冷眼 無榮 
辱。 笑受 翰林 學士 名。 

◊贈 袈裟 于栗本 俊 道 君 

晨禪夕 講攝群 機。 披着常 在大士 威- 濟世豈 單冠冕 
業。 功歸福 德淨田 衣。 

◊鎌 倉 光明寺 偶 占 
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湘南 名刹 古檀 林。 拂暑濤 聲伴梵 音。 夜半 講終天 似 
水。 當門 明月 照禪 心。  . 

◊寄 森 田 善 因 氏 

山 居 十日 絕塵緣 。折 得 野 花奉佛 前。 滿地 白雲 無拂 
處 。唯 聞 曉鳥與 夕蟬。 

◊金子 常 全 師像讃 

護法 扶宗盡 赤誠。 眞 標高 節 至今淸 。化 風 縝密精 金 
美。 心事 公正 玉 鏡 明。 晦德陰 功 門 有 後。 居 謙 積善 
寺餘榮 。園 松 株々 存 遺愛。 重翠鼓 濤覆梵 城。 

◊昭和 五 年 十一月 十二 日、 恭次雨 峰 大僧正 

感懷七 律 五首瑤 韻、 謹 賀瑞世 於 長 谷總本 

山 

名山 視篆豈 無 因。 阿字 心 觀月布 銀。 芬馥尸 羅香孰 
匹。 澄淸 三味 淨超偷 。紅 楓織 錦莊獅 坐。 黄菊 敷金 
待至眞 。三十 有 三 靈現說 。人 天 今 仰 紫 衣 身。 

紅 樹絳林 谷欲然 。景 光自似 喜奇緣 j 溪聲和 唄 群 龍 
象。 松籟 傳歡會 俊賢。 續燄法 燈快運 業。 聯芳 學苑 
淨泉禪 。秋晴 秀麗 豐 山寺。 現出 密嚴淨 土 天。 


0 灌佛偈 

藍 毘降聖 幾千 秋。 依舊 春風 滿 五洲。 甘露 水 香花爛 

漫 。普 天 盡地悉 無 憂。 

◊賀岩 野詞兄 積 痫漸退 

臥 病 九 旬 絕俗緣 。世情 人事 付雲烟 。淸癯 住 定眞羅 
漢 。避穀 養 精自洞 仙。 花影滿 窓排葯 石。 鳥 聲通室 
報快痊 。離床 大喝 維摩 詰。 占斷香 霞翠靄 天。 

◊稻岡 大尉 墓碑 有感 

鵬翼 排雲 萬仞 天。 功名 空碎恨 綿々。 唯留報 國犧牲 
骨。 義烈 凛然 百世 傅。 

◊寄 大石君 

放浪 江湖 幾 苦 辛。 高才 大器 孰知眞 。却 將縳 虎擒龍 

手。 薦客金 龍鳳脯 珍。  - 
◊恭攀 常 盤榴邱 博士 瑤礎 

春時傳 厄幾銷 魂。 英 氣今歡 倍舊存 。名哲 推 功揚美 
績 。俊才 頌德仰 師恩。 菊 薰淸節 祥盈屋 。楓 織繡文 
瑞集 門。 欣 慶寧留 華甲 壽 。雄篇 續出照 乾坤。 
鐵石心 臈氷玉 魂。 衝天 意氣 病餘存 。精攻 史蹟 資奎 

詩藻 文範 


運。 闡發眞 詮報佛 恩。 花 月 五 囘振旦 地。 風霜 舟 歲 
杏 壇 門。 江湖 頌蒽爭 無 故。 偉業 籠 乾 又 蓋坤。 

◊寄 兼井恭 一氏 

萬 里 波濤 落日 邊 。椰陰 恰好 閱書篇 。天空 海 ■南洋 
岛 。日本 男 兒意氣 全。 

◊贈 中 山 長 政 氏 

俗情 險涉 千層浪 。時事 危登百 尺 竿。 賴 有西牕 書 萬 
架。 暖風晴 日 閉門 看。 

◊善導 大師 遠 忌 賛詠錄 其 一 
旌旗滿 目 旅程 雌。 禹域 何時 鎭濁瀾 。結 衆 欲 探 高祖 
跡。 烟塵不 見 古長 安。 

其 ニ 

紗術 成金 轉芄甎 。敎人 成 上寶華 船。 遺文 九 卷君看 
取。 偏 說稱名 不語 玄。 

◊贈寫眞荒州辨達上人 

痴慢貪 瞋墮獄 身。 錦 衣 堪笑示 何人。 雨 華 天 樂東山 
下。 偏 喜 佛名上 枯脣。 

◊去 洛 
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後。 哀猿 唯作舊 時啼。 

◊百 萬遍 法主 說音 大僧正 像賛 
瓊玉慈 容鐵石 心。 一生 化導 佛門 籤。 栴檀德 榭薰遐 
邇 。磐 若 明燈照 古今。 百 嶺留芳 榮法苑 。誠 湖貽惠 
福禪 林。 高風 歷刼 長無朽 。遺影 敎人自 正 襟。 

◊送 高 田隆光 氏滿洲 

千里 弔 魂 幾 古城。 由來 敎化盡 忠誠。 繞身新 綠紫衣 
映。 拂面薰 風 金 錫 鳴。 船 上誦經 濤影靜 。車中 念佛 
翠光淸 。平安 一路 歸京 日。 顯赫 大宗 度 萬 生。 

◊敬 題 常 念 寺餘光 錄攀藤 井上 人 玉 礎 
遺 澤如春 久煦溫 。聯 芳續燄 法孫繁 。十 年 編 史彰功 
業。 百世 留傳 報惠 恩。 蓮 社齊崇 師道 渥。 山門 同 仰 
孝 風 尊。 可 規澆末 人心 薄。 卷 裡宜觀 大鑑 存。 

◊下 郡 山 氏香偈 

婉順 貞淑 托孤 身。 二十 四 年 幾 苦 辛。 一夢 覺時春 寂 
寞 。梅花 影 冷 照 天眞。 

◊ 澤村老 夫人 香 語 

六十 五 年 風月 淸 。溫雅 貞潔 托斯 生。 湘南夢 破 梅花 
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冷。 波浪 揚來實 相聲。 

◊歲晚  ， 

霜 風雪 氣送窮 年。 囊 底不留 半箇錢 。唯 喜佛名 重大 
富？ 今朝 旣算萬 三千。 

◊賀塚 本 善 隆學士 烏 域壯遊 
最喜 壯遊馳 大名。 宗 光顯赫 北京 城。 秋風 白露 君歸 
日。 祖德 報來盡 至誠。 

(昭和 五 年〕 

◊寄 上條 克己 氏 

短 髮加白 六十 春。 唯餘 念々 佛名 新。 滿天霜 氣殘星 
下。 迎得 昭和 第 六晨。 

◊ 賀黑田 成 勝學士 華燭 盛典 
天將淑 媛配才 良。 瑞集 家門 福德 長。 瓊苑風 和薰苣 
蕙 。瑤池 波靜宿 鴛鴦。 貞功欲 倣休玲 業。 偉績 須期 
一石 光。 恰好 新春 呈 吉兆。 梅花 紅白 交 枝 香。 

<> 成道會 獻香偈 

誰 測 世 尊 恩 海深。 天人 龍 思托慈 陰。 菩提 華發 三千 
歲 。ー點 明星 照 古今。 


◊寄 高木 藤 太郞君 

是非 得失 豈須 論。 氣 魄尙盈 乾與坤 。雨後 海棠 春 欲 
盡 。落 紅 滿地弔 英魂。 

落 紅 滿地弔 英魂。 俠骨堪 欣葬故 園。 蓋 世 雄 才經國 
器。 長 留詩卷 照 來昆。 

長 留詩卷 照來昆 。亦 見 江湖 思慕 敦 。傳事 表 忠誰最 
切。 俊 公 遺 姪 義人 存。 

◊寄 上野 克已君 

半月 療癎 絕萬緣 。殘紅 嫩緣 比間遷 。痛 疼 苦熱 好稱 
佛 。蒲 褥蒿 牀又寶 蓮。 

臥 病 三 旬 何 恨 長。 不能 世事 得 兼 喪。 簫條蝸 室 半 間 

榻 。自悅 別時 勝 道場。 

◊寄 三 村 淸三郞 氏 

奇書 寶玩 積爲堆 。中 有 主人 藏大才 。時事 痛論 驅鬼 
筆。 世情 憐見現 蛇盃。 傳神彭 澤籬殘 菊。 遠 韻 孤山 
窓 宿 梅。 迎歲先 成 憂國賦 。新春 齊後讀 何囘。 

身隱 紅塵 萬丈堆 。超凡 鑑識 貫 三才。 詩情 任 手 珊瑚 
杖。 禪悦隨 心 琥珀 杯。 淸福千 竿榮古 竹。 高風 一脈 
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馥 寒梅。 新春 喜讀 仁人 志。 世 道 因斯見 挽囘。 

◊昭和 壬 & 孟赛 、丁 洛東法 林 精 舍讓譽 上人 
二十 有 七 囘忌 辰、 現 住 良哉師 、彫 造 上人 
眞 像、 設 大法 莛 、以表 報恩 嘆德 至情、 隨 
喜 何 勝、 輙 作雨偈 、恭捧 龕 前 
恢弘旣 仰 德行芳 。二十 七 年恩澤 長。 眞像從 今靈跡 
祐 。三 條法水 百 秋昌。 

蓮 門 扶翼 讃餘 光。 遺跡 檀王舊 道場。 影像 今 成嚴似 

在。 春風 繞寺 古梅 香。 

◊壬 申 孟春 言 志 寄 大木 靈道師 
六十 一年 無用 氓。 烟蓑 雨笠 托殘 生。 游魚 水 淺分齊 
粥。 喜 雀 枝 低 伴唄聲 。苦 茗開爐 亡酒累 "寒 楳當牖 
促 詩情。 僧房 何 厭 風霜 冷。 自有 春光 別 樣淸。 

■ ◊ 賀玉置 源 ー郞君 華燭 盛典 
春動祥光滿鳳幃。笙歌韻合瑞雲燁。交枝芳苑雙松 
茂。 比翼 晴空兩 鶴 飛。 才德奉 親 連錦繡 。貞 順潤屋 
列珠璣 。家門 福 樂天緣 永。 琴瑟相 和頌國 威。 

◊次 壬 生雄舜 僧正 詩 韻 
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四 九 〇 


東 山 如 夢 暮春 街。 曉色淡 鎖 鴨 水涯。 兩岸翠 煙千樹 
柳。 猶留雨 氣擾歸 懐。 

◊次 韻 巽 軒 井上哲次郎 博士 喜壽 所感 
頌壽 門人 喜欲顚 。高 齡碩德 達 尊 全。 先生 不老 勁 凌 
壯 。矍鑠 爲他說 聖賢。 

齡擬 南山 豈倒顚 。雄才 高 節嘆雙 全。 百年 不學人 何 
用。 獨有 先生 壽且 賢。 (百年 不學法 句 經偈〕 

皇朝 哲學紗 門 開。 識綜 先賢 學啓來 。訓育 積年 忘老 
至。 滿堂 子弟 悉 英才。 

喜 見 書 窗早梅 開。 天地 亦爲 獻壽來 。海 鶴 蟠桃何 用 
說 。候 門 威鳳瑞 麟才。 

老来 精力 不凋 零。 積翠松 陰獨鶴 形。 通妙闡 幽忘歲 
月。 江湖 底事數 仙齡。 

慈 敎宛如 甘露 零。 育成 後進 影隨 形。 翰林 長老 嚴然 
在。 齒德雙 高 至 百齡。 

珠源星 海 仰 文 功。 宛 似 芙蓉 聳 碧空。 山 斗 聲名雲 錦 
筆。 祥 光輝 庭 架 長 虹。 

東西 哲學括 成功。 韓子 範疇 般若 空。 四 庫三 藏存腹 


笥 。杏 壇 時 映 彩 華 虹。 

文營 元帥 大牙 明。 論陣 堂堂 極 正 平。 老健伏 波誇不 
得。 壽躋 百歲令 書生。 

垂功 竹帛 輔 昌平。 學貫 三才 達 五明。 聖代 堪欣 人瑞 
在。 紫 芝 紅 杏 任 叢生。 

(昭和 六 年) 

◊新年 言 志 
其 一 

半生 任敎沒 風塵。 慈 照 恩 深 養 幻 身。 朔北戰 雲摩鐵 
錫。 海 東 濁流 憶梁津 。稿 書 宜治文 詮舊 。破 硯猶存 
志氣 新。 六十 一年 如是 相。 淸霜紅 日 小 庵 春。 

其 ニ 

瓦 鉢 * 衣托此 生。 卷舒 六十 一 雲 程。 遊 魚 水 淺分齋 
粥。 喜 雀 枝 低 伴梵聲 。苦 茗開爐 無 酒累 。寒梅 當牖 
促 詩情。 僧房 何 厭 霜風肅 。自有 新春 景物 淸。 

◊祝 沼 部淸君 華燭 盛典 

新春 重 喜瑞盈 堂。 屛繡 鴛鴦 玉 燭光。 佳客 錦 莛歡溢 
處 。梅花 紅白 交 枝 香。 


<> 鵞湖 遊詩錄 

雲 密風斜 雨又晴 。長 虹隱見 大湖橫 。千 重 波 白連峯 
暗。 煙柳靑 々拂岸 明。 

◊贈 渡邊 女史 將辭大 乘學苑 
苦心 五歲 母功宏 。敎育 始終 見 一誠。 新 綠薰風 君 之 
處 。長 餘慈德 百 秋 清。 

◊過 紀州 高野山 九度峪 弔 大德院 殿淸和 源氏 
惣社 義忠 公之 墓 
其 一 

千里 弔 來空斷 腸。 秋風 吹老 九度鄕 。唯餘 一片 墳塋 
有。 古 竹林 中低 夕陽。 

其 ニ 

劍 戟相爭 六尺 身。 威名 尙記 延元宸 。秋風 暮雨高 野 
畔 。來弔 南朝 義烈 臣。 

◊正 覺院下 炬香語 

七十 四 年母德 全。 貞純如 玉 事誠虔 。東風 吹 夢 人 何 
去。 梅 散 春寒 月 獨圓。 

(昭和 七 年〕 

詩藻 文範 


詩藻 文範 

薰 風解 綬鳳眉 伸。 敎海笑 他 弄鈞綸 。積 翠金龍 山上 
寺。 一 樓詩酒 自由 身。 

淸節扶 宗法 運 伸。 山門 頌德 仰經綸 。功 成 勇退 無留 
處 。唯 聽閑雲 伴 色 身。 

◊執 綱 任期 滿了 偶成 

勤苦 六 年無寸 功。 扶宗唯 誓 盡愚忠 。今朝 任 滿秋光 
美。 徐歩 東 山 細雨 中。 

自覺 袈裟 別樣輕 。六 年 風月 奈何 情。 東 山 一夜 銀燈 
下。 秋滿 高樓聽 雨聲。 

◊寄 本 多 俊 明 上座 

玉 骨 氷 姿絕俗 埃。 江 南 老樹 早春 梅。 休 言 水 墨無淸 
馥 。幽韻 藏香筆 底 開。 

◊ 恭和小 林 豐山化 主 賀富田 大僧正 管長 就任 
兼 寄懷高 韻、 謹呈 大僧正 
其 一 

曇鉢紗 華 昭代 出。 擧宗欣 躍拜人 豪。 天含瑞 氣浮珠 
蓋。 日布祥 光映 錦袍 。表賀 曼荼羅 碩德 。稱 功海會 
悉英髦 。殿 前 松籟 和經 唄。 稷稷 音淸萬 頃濤。 


四 九 ニ 


其 ニ 


持咒看 經絕百 非。 書 窓 閑處 白雲 飛。 霜 梅 有 影 慈悲 
室。 雪 竹 時 拂忍辱 衣。 學照 慧燈輝 一世。 行 澄定水 
攝群 機。 笑 調 衆望 登猊 坐。 從是眞 風見 發 揮。 

其 三 

巡遊 百 水與千 山。 護法 扶宗寧 有閑。 進退 應時 觀泰 
否。 行 藏審運 察 循環。 長 成 婦道 創庠 序。 纂輯辭 林 
開密關 。別 見 功 ® 傳 後世。 縱橫 史筆 馬 兼 班。 

其 四 

業 海茫々 覓要津 。宗綱 綜理了 前 因。 雙肩旣 掛金 緋 
貴。 隻脚能 全意氣 新。 九 字 五輪 拯 鬼畜。 四 曼三密 
福 天人。 唯今 護國 山頭景 。顯現 毘盧淨 法身。 

◊ 釋尊成 道畫賛 

覺樹華 開欝翠 陰。 慈光德 澤仰宏 深。 曉 空依舊 三千 
歲 。ー點 明星 照 古今。 

◊寄 近 藤 瑞運氏 

草木 空存 向日 誠。 長 雲 何 處覓皇 城。 春寒 橋下潺 湲 
水。 似 聽當年 嗚咽 聲。 


て 化を 遷 せり 是 m 予は 終日 君が 側に ありて 相談せ 
り、 大笑すべき 談あ 'りき、 大に 泣きし 談 ありき 
淡月薄暮、相辭して歸り、三虽老師の棺前にー輪 
の 月下に 通 宵唱佛 せし ときは 知る 旣に 君が 老師と 
歡 然として 寶池に 握手した る 曉な るを 君畫 を嗜 
み、 和歌を 能くす、 贈らる、 所 數枚 今尙匣 底に 藏 
す、 豈 料らん や 之を 君が 遺稿と なさ  < るを 得ざる 
ことを、 君號を 暮村 とい ふ何ぞ 知らん や、 是淡月 
遠 靄、 君と 寒村 最後の 別を なすの 惡讖 をな さんと 
は、 嗚乎哀 哉。 

(明治 三十 一 、 八、 五) 

◊奉 悼 明治天皇 御 崩御 
誠 惶誠懼 玆恭惟 

大行 天皇 至 聖至仁 蒼天 之 高 莫比盛 德赫日 之 威曷偷 
英武 維新 鴻範 憲政 章々 百世 仰 大猷奎 運 蔚興歐 
蓝文藝溜灑ー味渾融恩海開拓乾坤大施烈々萬 
代 頌宏謨 遼東之 民 雞林之 人 在々 浴惠露 所々 歌 
德風南 卽綠天 寶島此 卽雪浪 福 海神 威 震 六合 聖 

詩藻 文範 


慈 包 八荒 噫丕哉 前古 無 匹 東西 唯一 功德 大業 彈 
述 不能 盡說何 極矧是 大乗 至道賴 仁王 之 化育 
攝化益 振 圓頓妙 理仰聖 帝 之 統治 光闡更 大徽號 
加謊宗 光發輝 褒賞 先德祖 風扇揚 天恩 特重聖 
澤 至大 痛 哉 天下 赤子 之號 泣難囘 天日 之 永 去 
哀哉 宇内 萬 衆 之 至誠 莫奈 鸞輿 遐登 金輪 遂摧 
寶軸玉 冠 今 掩明珠 覆 載 陰 暗 烏 兎 無 光 慘雲罩 空 
悲風匝 地 

皇 上皇 后兩 陛下 至 仁 至孝 宸忡是 重 
皇太后 陛下 坤德 至貞尊 憂 太 深 百 寮 萬 姓于朝 于野慟 
哭 哀傷 不知 所 爲嗚乎 哀草莽 微臣某 々等慄 々戰々 
宴 不勝哀 苦 哽噎之 極 也 於 是戒愼 三業 淸淨 j 心 
讃唄 念誦 仰奉資 
神 力 倍 光威 德增輝 伏奉壽 
皇上 皇后陛下 聖體萬 安 

皇太后 陛下 寶算無 窮 微&其 々等 泣 血頓首 敬白 

(大正 元、 七、 三十 •一〕 

◊「明 照」 勅額 下賜の 厚恩を 拜戴す 

四 九 五 


詩藻 文範 
C 以下 主に 慶弔に 蘭す る 文範) 

◊嗚呼 小島 大然君 

明治 三十 一年 七月 二十 九日 友人 得 業 小島 大然君 
武陽針 ヶ谷廓 信 寺に 於て 寂す、 越て 三十 一日、 領 
家 村の 山中に 火葬す、 年を 亨る 僅に 二十 有 九、 往 
西の 本 懷 君に 於て 寧ろ 履まん や、 而も 敎界材 能を 
要する 彼が 如く 甚し 、指導 師友を 要する 此の 如く 
急な り、 公 や 私 や、 思 ふて 到れば、 泣然 たる もの 
盡きざ るな り、 悵然 たる もの 亦實に 止まざる 也、 
嗚呼 哀い 矣。 

予が 師と識 る、 東京 支 校に 於て す、 爾來七 年、 
窓を 同して 本校に 學ぶ 、此 間師が 篤 實の資 、熱誠 
の 質、 義侠の 心、 固く 諸人の 識る 所と なれう、 而 
して 坎標 窮困頻 うに 君に 逼 まり 病惱の 犯す 間歇 * 
るな し、 而かも 君 平然たり、 本校を 卒ゆる 後、 單 
身牝 海道の 開敎を 以て 任じ 天鹽 (: 豐國 寺を 再建 


四 九 四 

す、 宏壯 の敎會 堂は 今將に 成らん とし、 二百の 檀 
信 今に 君が 化を 慕 ふ、 旣に して 加 藤氏に 推されて 
東北 支 校に 敎授 たり、 育英の 側 大に師 の 事務を 助 
けて 頗る 力る 所 あり、 東北 支 校の 今日 ある 君が 功 
亦 必らず 其 一に 居ら ざ るべ からず、 而 して 病惱益 
深く € 幹彌累然たるを加へ、身肉脫落し面色 
蒼然たり、 而も 其 人に あへ ば 厲聲 凛々 として 慷慨 
の談 ロを 衝 いて 出 づ るを 見る のみ、 云 ふ所談 ずる 
所、 皆 護法の 事に あらざる なし、 每に 日く 吾 死 や 
近し 唯 其 武田 rr の 如くなら ざるを 憾 o と。 

加 藤 師及荻 原 井原 淺 野の 諸兄 大に 君が 爲に 計る 
あり、 强 請す る多囘 本年 六月 漸く 君を して 東京に 
靜養せしむ、居る數日亡友仲谷氏の葬に遇ふ、乃 
病を 力めて 之に 會 し、 慷慨の 談玆 ょり 更に 益甚 し、 
後 都 門の 黃塵紛 々として 稱名 を妨 ぐるを 患 a 廓 信 
寺に 宿して 或は 村翁 野媼に 道を 說き 或は 東京 友人 
の 訪問に 快談 して 亦 世事を 談ぜざ りき、 此の 如く 
する もの 三 週、 終に 去 二十 九日 夜を 以て 溢 焉 とし 


之を 擴 大して 世界の 平和 事業 精神 事業の 進歩の 爲に 、大 

に 聖恩の 廣大 を賛揚 すべき 也。 

宗徒に ありても、 また 御 筆 恩賜が 一 寺 一山 一宗 一派の 
私すべき恩惠にあらざるを思ひ、ー面誠惶誠 ^ 深特至 1^ 
の 熱情を 以て、 現今の 宗門の 狀勢と 活動が 御筆拜 戴の 光 
榮こ ffl 副は ざる もの 實に 甚大なる もの あるを 自覺 し、 擧 
宗 一致 聖恩 奉答 祖風 扇揚に 全力を 盡す と共に 他面に 於て 
は廣大 の歆 慮を 奉體 して 其 行動の 世界的な らんこと を 欲 
し、 一般的な らんこと を 期し、 宗我 偏狭の 私情を 撤廢し 
て、 度生津 濟の大 活眼を 豁 開して、 犬に 祖國 宗門の 爲に 
其 本分を 盡 すを 要す。 

臨時 會も此 盛典を 記念す るに 足るべく、 今や 其 善美の 
成績を 擧げ むと する もの、 如し、 甚可 なり、 唯一 利を 起 
すは 一 害を 除く に 如かず、 僧 風の 改善 先最 必要な り、 布 
敎 師の陶 汰亦最 必要な り、 敎育機 關の大 改善 亦甚 必要 也、 
而 して 其 中心として 祖 風の 復古は 最 必要な り。 復古は 革 
命な り、 革新 也。 眞に 盛典を 記す るに 足るべき は 此精神 
界 革命 己 ^ 。 

—— 大正 三、 ニ、 廿七 . 

詩藻 文範 


◊奉 悼 皇太后 陛下 御 崩御 

大行 皇太后 允貞 允淑 大和 大順巍 然坤德 中外 齋仰盛 
光純 仁 純 慈 至 敏至明 穆如母 儀 上下 咸崇 鴻範赫 
赫 明治 偉業 內助洵 大救恤 疾苦 惠澤流 四 維章々 
大正隆運慈蔭是賴愛育黎庶恩露沾六合别亦叙 
1紗法御寫蓮經興廢續絕莊嚴靈區徽音及禽魚 
懿行亘 草木 噫悲夫 光明 檀林遂 現 無常 鸞輿 遐登 
早 追 

先帝 仙 遊之蹤 痛 哉 耶輸勝 鬉亦示 生滅 椒宮永 閉更逢 
新 陵 欽定 之悲 日月 戢輝 乾坤 失 彩 億兆 慟哭 內外 
痛 昔 & 某々 等 宴不勝 恐懼 哀苦之 極 也嗚乎 景仰 
遺 德海枯 石 爛賛揚 豈盡謹 述偉行 天老地 荒惆悵 
，徒 長 于嗟悲 哉恭捧 蕪辭以 表艸莽 赤子 之鄙忧 臣 
某々 等 誠 惶誠恐 謹 白 
X 

明治天皇は 絕 代の 明 天子 也、 神 功大 業 前古 比な く 東西 
4 冊 希な り。 而て 皇太后 陛下 ^ 世の 明 皇后と して 婦德完 美 
母 儀 純圓內 聰明の 聖慧を 赫 して 外 端嚴の 麗質を 以てし 穆 

四 九 七 


詩藻 文範 

兩 儀顯赫 。乾德 四 維に 盈ちて 億 衆 咸く昭 明の 至 治 
に 浴し。 七 政炳曜 。聖恩 八紘を 包みて、 百世 長へ 
に 章 烈の奎 運を 頌す 。嗚呼。 大 哉乾德 。茲 に高德 
旌 表の 鴻範を 示し。 敎化 津濟の 功。 德政裨 補の 
動。 歷朝 先帝 叙 崇の 聖廣を 明に し、 登極 大典の 
新春。 紫闕の 瑞雲、 先づ恩 露を 帝師明 照の 兒孫 
に 傅へ。 盛なる 哉、 聖恩。 御 筆 龍 飛、 火 輝を 萬 代 
に 垂れ。 宸翰 鳳 舞。 中外 悉く 仁澤を 仰ぎ、 禁苑の 
梅 柳祥霞 方に 動きて、 今や 殊遇を 祖廟 華 頂の 山門 
に 賜 ふ。 一宗の 道俗、 眞に歡 天 喜 地、 慶賀： K; 舞 措 
く 所を 知ら ざ る 也。 恭く 惟れば。 先帝 無 邊の敷 
慮、 加諡 の鴻 恩を 拜 してょり 纔に三 載。 今や 亦此 
至大の 慶 典に會 す。 方に 是無價 の瓔珞 貫く に 摩 尼 
の 明珠を 加へ。 金 縷の天 錦、 揷 0 に 鉢 曇の 名花を 
以てする もの。 宗門の 吉慶 福祥洵 に 之に 過ぐ るな 
し。 時 恰も 靑帝駕 を 廻らし、 陽光 舒に 動き、 和氣 
旣に 到る。 東 山の 春色 此時 德澤 に 浴して 翠光 更に 
鮮 に、 天 華 紫雲、 山門 新に 光彩を 發 L、 芝 峰の 松 
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柏 此處慈 風を 傳 へて 瑞靄仙 霞、 宗運益 遐邇に 振は 
むと す。 嘻 。聖 德廣大 。泰 嵩と 共に 仰げば 益 高し。 
賓頌夫 易そ盡 きむ。 擧宗 一致。 純忠 至誠。 謹て 報 
效を萬 一に 期すべき のみ。 祖風 深遠、 溟渤と 等し 
く 俯して 愈 其 長き を 臨む。 宣揚 希く は 道俗 和合。 
努カ奮勵せ0。謹で頌す。 

X 

『三 服の 帝師 、德 は當 時に 重く、 四海の 良 導、 行末 代 
に應ず 』 是 東 山 天皇が 圓光 大師の 徽號 下賜の 聖勅 にあ 
らず や。 勅語 嚴 明、 甚簡 なりと 雖 、大師の 偉德盡 して 餘 
蘊 なし、 眞に 尊むべき 也。 今上の 御 筆、 龍 舞 鳳 飛して 長 
へに 無上の 光 榮を祖 山の 山門に 留め 玉 ふ。 決して 偶然に 
あらざる 也。 

而も 此御 筆の 恩賜は、 單に 之を 淨土一 宗の 慶事の みと 
して 仰ぐべき にあらず、 苟 くも 德敎の 扶殖 、民心の 指導 
を 以て 任ぜん ものは、 前に 觀 慮の 廣大 、一 國風敎 の 興隆 
と 敬虔なる 信念の 增 長と 高 德雄 材の旌 表と に存 する を 拜 
して 之れ を 小に しては 佛敎 興隆の 爲に 喜び、 之を 大 にし 
ては 一般 宗敎 及敎 育の 進# の 爲に大 に 慶賀し、 或は 更に 


恭しく it れば皇 德穆々 、茲に 萬 世 一系の 神統を 
承け 玉 a て、 允に 文、 允に 武 、前烈 を赫揚 し、 積 
功を 恢 興して、 文化 大に 張り、 憲章 是正し く、 皇 
國 鞏固 泰 嵩と 等しく、 帝道 蕩々 新に 千邦特 尊の 國 
體を 統治し 玉 a て、 良に 仁、 良に 義 、締盟 誼圓炉 
に、 修好 事 善に、 拓殖 内に 盛に、 産業 外に 伸び、 
國運隆 々として 溪潮の 若し 

今や 茲に萬 象肅淸 、百 穀豐 登の 良 辰に 當 り、 東 
山 紫明洛 水澄 淨の 古都に 於て 曠古の 大典は 中外驥 
呼の 中、 禮儀 長に 皇朝獨 有の 森嚴を 示し" 惟祗惟 
聖 、佛天 影 護、 列 聖照鑑 し、 空前の 盛觀に 遐邇虔 
祝の 裡 、式次 良に 神州 特存の 崇大を 現し 是尊是 威 
百 神來り 亨け 兆民 咸く拜 す、 巍々 たる 寶 座の 下、 
金 枝 玉 葉は 列國の 冠 冕に 對し 、肅々 たる 靈 殿の 中、 
百 僚の 金 紫は 玉 彩の 旛幢に 映 じ" 萬 歲の聲 、雷 轟 
大 八州の 山河を 震憾 して 鷄林 蓬萊の 草木に 亘り延 
て南渴北洋の蒼波に及ぶ"嗚呼大なる哉、盛んな 
る 哉。 某等洵 に 誠 歡誠喜 踴躍扑 舞に 堪へざ る 也。 

詩藻 文範 


窈に 以れ ば、 登極の 大詔、 炳 として 日 星の 如く" 
忠良奉公の旌表は聖恩古今に偏く、養老賑恤 # 澤 
都鄙に 洽 し、 至 仁 至 慈、 神人 盡く 泣く、 赤子 誰か 
感激せ ざら む や。 

领む や 又 先には 則ち 踐祐の 初 先帝ヵ論の叙ビ日 
を繼 ぎて、 宸筆龍 飛、 祖 1-U に 勅額の 事 あり、 近く 
は 則 一宗の 法主、 佛敎 各宗を 代表して 大禮參 列の 
光榮に 浴す 聖恩の 一宗に 重く して 且大な る、 宗 
徒の 誠 恐誠懼 、感佩 措く 能は ざる 所 也、 豈 夙夜 眷 
# 、 旦暮 孳 々として 昭代の 德澤に 答へ 聖恩の 涓埃 

を 報す るに 精 勵せざ らん や。 

希く は 無量の 光明 長へ に聖 威に 加は りて、 永く 
本邦 平和の 重鎭を 日 東 君子の 祖國に 見、 東 瀛樂浪 
の昭代に頌せ0。噫、希くば天下和順、日月淸明 
の金言、之を金甌闕くるなき聖世 [: 諷歌して兵戈 
無用、 崇德興 仁の 經訓 、之を 瑞穗穰 々の 大平に 嘆 
美せ む、 謹で 頌す。 

(大正 四、 十一、 十) 

四 九九 


詩藻 文範 

穆 として 內助 補佐の 大勳 を完 ぅし 玉 ふ、 眞に是 日月を 並 
ベ 懸けて 乾坤を 昭 i らす もの、 明治の 史は嗚 乎實に 光 ある 
かな" 國民は 一に 此 神父 聖母を 仰ぎて 國 運の 降 昌を謳 歌 
しぬ、 而 して 先帝 仙 遊の 後才 かに ニ 年、 國民は 亦 國太母 
の « 輿遐かに去るを奉送するの悲に會しぬ、嗚乎何ぞ夫 
不幸なる の甚 しき。 

國太 母の 盛 德懿行 は 素ょり 茲に盡 すべきに あらず、 近 
代 泰西の 后妃礙 德濟 々たる 中 之を 奉 比する を 得る を 覓む 
る亦甚 難し、 唯 御 性格の 極めて 相 類せ るを 推さ ば、 夫れ 
普國の 皇后 リィゼ なる か、 婦人の 典型 淑女の 理想 國民の 
母と して 獨逸國 民が 神 母 マリヤの 如きに 崇拜す る此明 皇 
后は 吾が 國太 母の 御 盛 德を說 明すべき 最も 近き 實 例なる 
べき か。 

花客 玉 質の 麗、 聰 敏寒明 の資 天下 比な く、 烈 々たる 英 
斷 意志、 之を 包む に 溫柔婉 順の 婦德を 以てし 敬虔 慈惠の 
深き" 貞節 天皇に 盡 すの. 至れる 是 リィゼ 皇后の 一生 也而 
して 是 直に 推して 其國太 母を 賛 すべき もの。 

リイ ゼ皇 后は 普國が 大那 翁の 蹂躪に 苦め る 時に 當 りて 
千 辛 萬 苦、 唯 國家國 民の- 爲に勞 し壽四 十に 滿たず して 客 
中に 崩 じ 他日 獨 逸の 雄大なる 勃興を 見る に 至ら ざり き、 
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吾が 國太 母が 終生 維新の 大業を 補佐して 大正の 繼業に 至 
らしめ 國 運の 隆 々 4 に 大寢に 登遐を 示す に 比する、 國民 
は 稍 慰む る 所 ありて 可なる べき か。 

詩と 歷史 とに 造詣 深 かりし、 リィ ゼ皇 后は 其 才藻 傳ふ 
べき ものな きに あらず、 持に 其 書信は 繡錦綴 花、 文章の 
上 乘 とすべし、 而も 吾國太 母の 御 歌 五 萬に 上り、 字に 句 
々皆 金 鳴り 玉 振 ふて 比する。 亦國 民が 大に 慰す る 所 ある 
に價 せず や。 

若 夫 敬虔の 至情 一生を 神明に 托して 難艱溫 屈せず、 和 
平捋容 常に 國家國 民の 爲に勞 したる、 獨逸の 賢 皇后と 奉 
佛 •寫經 、慈愛 禽獸に 及びし 吾國太 母と を 比する、 信仰の 
人性を 玉 成す るの 至 器に して、 宗敎が 人格の 美を なす 一 
日も忽 にすべからざる 東西 共に 鴻範を 垂れたり と 云 ふべ 
きのみ。 

(大正 三、 四、 十七〕 

◊奉 頌 登極 大典 

乾坤 普く 吉祥を 鍾 めて、 景曜 六合に 光 被して、 
帝威の 奕々 たるを 仰ぎ、 海嶽徧 に 瑞麗を 凝らして、 
慶風 四方に * 布して、 聖 澤の洋 々たるを 欽む。 


ぞ 知らん や、 不幸に 加 ふるに 不幸を 以てし、 痛嘆 
に 續 くに 痛嘆を 以てせん とは 一宗 錯愕 、今や 爲す 
所を 知らざる 也。 

嗚呼、 大本山 百萬遍 法主 北條 大僧正の 示 寂怵惕 
宴に 深し、 悲痛 極まる 所、 豈多 きを 語る を 得ん や。 

大僧正の ® 德偉 行は 內 外の 齊 しく 仰ぐ 所學 術の 
深遠、 文藻の 蔚豐 、機辨 の縱橫 、亦 百年 長く 宗史 
を 嚴飾 すべし、 特に 高義友 誠、 病を 力め、 身を 忘 
れて緣 山 興隆の 爲に 奮闘し 玉 a 、 山陰の 僻地、 化 
椽の 間に 溢 焉 として 獻身 犠牲の 宏範を 示現せられ 
し 若き、 之を 聞きて 泣かざる もの あらん や、 噫、 
加 茂の 長江、 今古 恨を 流す の 逝 波 終に 慈 舟を 歸へ 
すなし。 遺 德唯益 追慕 哀嘆を 深から しむる のみ" 
哀哉 、虔で 哀を 擧げ て、 至惕至 痛の 眞衷を 表す。 

(大正 七、 三) 

◊奉迎 賀章 

光盈 四海。 賀磺雷 轟。 御艦嚴 還。 瑞罩 六合。 歡吵 
潮 湧。 鵷鷺 肅迎。 嘻々。 

詩藻 文範 


仁 孝 英明 天資。 肇開 曠古 雄圖 。盛 暉赫乎 揚於萬 邦。 
聯叙寬 厚合德 完成 絕代顯 功。 隆芳蔚 然傳干 百 代。 
聖朝昌 勢。 方 藉丕績 締盟 友好。 俞重 親善。 以築 
坤聖輿 泰平 之 根基。 昭世查 運兹 賴臺 » 現代 ^ 
步 。廣釆 精華。 至恢寰 宇 文明 之發展 。某 等 臣民" 
慶躍欣 舞。 嗚呼 曷極 哉。 至歡至 喜" 衷情 宴 不知 所 
言 也。 恭惟旣 往ー百 二十 有餘 日。 海 則險浪 怒濤。 
陸則洪 熱溽 暑。 處 風土 變 。對 慣習 異、 以 九重 天嗣。 
克閱 千百勞 苦。 儀禮 式典 之密 賜謁臨 宴之忙 。居 
東宮 之 尊貴。 悠然 盡厥 大任。 加 之、 臺觀 周到 無 寧 
日。 高硏 精緻 莫 寸隙。 大示 宏範干 兆民。 長 乘大鏗 
於千歲 。中外 等 仰。 遐 邇共頌 。穆々 大空 器 度。 昭 
昭 蒼海 識 量。 惠風恒 被 上下。 德光每 照 左右。 言々 
悉爲帝 者 之 法。 步々 咸契 王道 之 則。 帝室 之 尊由以 
益 尊。 國家之 堅 歸而彌 堅。 昔者漢 明帝爲 太子 時。 
庭 臣奉頌 四 章、 日日 重 光。 月 重 輪。 星 重 輝。 海 重 
潤。 嗚乎重 光重 輪之慶 。國 基方與 芙岳泰 。重 輝 重 
潤 之 喜。 民心 今仰麗 日安矣 。今 茲恭 迎鶴駕 。謹拜 

五 〇 一 


詩藻 文範 

<> 御大 典 奉祝 文 

皇威六合ニ溢 1/ テ、烈々赫日ノ盛ヲ揚ゲ、坤輿 
ノ 大半、 擾 々ノ 戰禍ー 一墮シ テ 黑雲妖 氣四布 密布ス 
ル 時、 日 東 ノ福地 獨リ祥 光瑞 輝 一一 滿チ テ、 玆ニ登 
極ノ 大典 ヲ中 外歡呼 ノ中二 拜シ 、皇恩 四海 ニ 漲リ 
テ、 穆々 ノ聖澤 深ク且 ッ大- 一、 萬 世 一系 ノ尊愈 固 
ク 、君臣 一家 ノ治益 美- 一シテ 、和 氣慶雲 長へ， ー豐 
葦原 ノ 神州 ヲ罩メ 、國 ヲ擧ゲ テ 方 二 聖代 ノ萬 歲ヲ 
頌ス 。噫 何 ソ夫レ 盛 ナル 0 

噫 何ソ夫 幸多キ 。謹 デ鄙辭 ヲ陳シ テ 衷心 ノ歡喜 
ヲ表シ 、忠誠 ノ勞 作、 以テ 昭代 泰岳ノ 文運 ニ 塵埃 
ヲ加 ヘン コト ヲ カメ、 摯實ノ 勤勉以 テ聖治 洪海ノ 
國勢二 滴 露 ヲ致ス ニ 奮、 ノン 哉。 

謹 デ 頌ス。 

(大正 四" 十一) 

◊ 授與法 號之文 

誠 # 克己 

佛陀以 克己 爲 修道 之 大本、 宗祖 所敎還 
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愚至訓 、亦是 克己 己 耳、 而貫之 唯 有 一 
誠 字與、 

海 旭 

(大正 五、 三、 二十 六) 

◊北 條 大僧正を 悼む 

棟梁 一た び 玄溪 に拆 けて 闔宗深 悼の 淚未だ 乾か 
ず、 紫雲 山 頭、 四 衆 哀號の 間、 送 終の 嚴儀 、僅に 
了らん として、 悲雲 今や 忽に して 百 山を 陰 覆し、 
慘風 方に 淨 域に 充 ちて 一大 凶報の 敎界を 震駭す る 
あらんとは、 嗚呼 一宗 何ぞ 夫れ 不幸の 劇甚なる 此 
の 如き や。 殆ど 同時 ニ 大本山の 大殿に 喪幡を 懸く 
るの 慘烈 は、 宗史 ありて 已來 、其 例 乏しき 所、 淨 
門の 憂愁 豈 筆舌の 能く 盡す 所な らん や。 

吉水 大僧正の 圆 寂を 示し 玉 ふや、 擧 宗痛吳 、殆 
ど 言 ふ 所を 知らず、 而も 幸に 北條 大僧正の 金 錫 到 
る 所に 妙 響を 發 して、 攝 化の 常に 旺昌 なる を拜し 
て、 尙大に 心に 慰む る 所 あり、 窃かに 意を 强 くし 
て、 百 山の 法 輪 長へ に 吉祥な らんこと を 祈れり. 可 


性海浪 平。  眞 月影 圓。 

道 光四 輝。  覺樹 萬榮。  . 

長 示坤輿 仁愛 之 大範。 

永 垂宇內 正義 之 宏鑑。  謹 白。 

(大正 十一、 六" 十六) 

◊原 敬 氏 七々 日 忌 追悼 宣疏 
經國 大器。 識 略剛邁 。統帥 之 偉。 宴 示 宰相 之 宏模。 
處世高 節。 廉直 謹讓 。孝義 之 盛。 實爲布 衣 之 淸範。 
廟觉立 動。 一死 奉公。 至誠 方顯。 

江湖 種 善。 半生 報恩。 美風 等 仰。 

恭 惟 

大慈寺 殿 逸 山 仁敬大 居士。 

威信 之 重。 精勵之 犬。 

膺 坤輿變 局。 勇 斷電發 。遠定 和平 之 計。 

際 邦家 隆運。 明敏 響應 。克立 匡濟之 策。 

惜 哉。 龍驥虎 奮。 國要材 切。 棟梁 俄 折。 空 恨 
狂 豎之毒 匁。 

悲 夫。 雲 蒸風變 。時 求 賢 急。 鱗鳳忽 去。 徒哭 


北 地 之 新 填。 

國家 喪失。 民衆 災厄。 嗚 乎曷盡 哉。 

今 茲 

大 居士 薨 後。 正 四十 有 九日。 

遺 勳益顯 。痛嘆 愈 深。 

於此 乎。 

立憲 政友會 諸賢。 

追懷 功業。 思慕 恩義。 

仰_ 悼惜之 情。 伏 捧奠供 之 誠。 

積雪 運 純淨之 志。 遙拜大 慈 寺之靈 域。 
翠松 表不渝 之 誠。 方 開 三 緣山之 法 筵。 
♦ 讃唄潮 湧。 禮誦動 八功德 池之瓊 波。 
鐘 鼓 雷 轟。 讚嘆 通 七 寶 樹林 之 梵 音。 
百味 供備 。千 種樂 響。 

霜 氣浮妙 香。 淨薰至 十 方。 

殘陽照 寶 華。 芳影映 三世。 

穆々 威 神 如 在。 昭 々靈儀 方 至。 
仰 希依此 一座 之淨 業。 


詩藻 文範 
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靑 蓋。 鸞驂高 嘶 東京 驛 頭。 金 輅舒輾 千代 田 大道。 
豈勝誠 賀誠慶 之 至 邪。 甚等 學中學 者。 仰 遵鴻模 。破 
礪 切磋。 荒 怠嚴戒 。奮 期國家 有用 之材 。伏 奉 令旨。 
鍛鍊修 治。 學行必 力。 誓 資國運 進展 之 端。 以 終生 
記 今日 之 盛事 也。 時 維 秋 光 初 動。 淸風滿 都。 綠門 
彩 旗 加 一層 之 美。 天意 亦 與國民 同慶 福。 歡天喜 地 
至 幸至慶 。嗚 乎何盡 。慶 草蕪辭 。以表 至情 之 寸忱。 
謹 白。 

(大正 十、 九、 三) 

◊樋 ロ 便 孝 上人 弔辭 

樋 ロ 便 孝 上人。 沈毅英 敏ノ大 材ヲ以 テ、 護法 顯宗 
ノ 赤誠 ヲ懷キ 、數次 宗門 ノ 重職-一居 リ 、敎 學ノ闡 
揚偉勳 ヲ仰グ モノ 甚多シ 、就. 中 上人 ガ 東京 敎區ヲ 
統管 セラ ル ヽヤ 、恰モ 吾ガ芝 中 學校ノ 設立， 一際 
シ 、銳意 熱誠 殆ド寢 食 ヲ廢シ テ 開創ノ 難事-一 當リ、 
遂ニ 隆然 タル 校舍ノ 新築 ヲ見ル -1 至 リ 、宗 光ヲ內 
外 二 發揚シ タリ、 今ャ吾 校 幸 11 官民 ノ援護 ト 一宗 
ノ 扶助 トー 一依 リテ 、聊力 昭代 ノ奎運 ニ 貢獻シ 、卒 


五 〇 ニ 

業生ヲ山3ス旣ー11千ヲ超へ、前途益隆運ノ望ァラ 
ントス 、其 源 ヲ推シ 、其 基 ヲ原ヌ 、洵ー 一 上人 辛酸 
ノ德 澤ト云 フべシ "今ャ 卒然 上人 ノ西化 ヲ拜シ テ、 
痛惜 哀悼、 嗚乎 曷ソ勝 ヘン ャ 、乃 チ玆ニ 全校 ヲ代 
表シ 、遺 勳ヲ 追懷シ 、餘 光ヲ 景仰 シ 、恭ク 香木 ヲ 
捧ゲテ 、酬恩 ノ至衷 ヲ表ス 、哀 哉。 

C 大正 十、 十、 八〕 

◊阿 荅爾敎 授小祥 忌 香 語 
爲仁 一死 未 誠 凝。 半 夏 夢 遇感豈 勝。 

高 節 凛 然人悉 見。 雪山 千古 玉 稜稜。 

外 國語學 校 敎授摩 訶般底 荅修利 阿荅爾 先生 
義烈 洒碧 血。  氷操拆 白骨。 

些雲悲 重。  洹水恨 深。 

在字啼 血。 一年 早 過。 綠 樹新愁 。小祥 方 至。 

日印 同人 諸君 子。 於玆" 

供 心 香 意 華。 捧淨飯 妙 供。 弔 英魂 懷大 節。 

薰 風散寶 香。 紅花 動梵 音。 

仰 希 至誠 感 格。 英靈納 供。 


淨土 開祖 圓 光明 照 大師。 

十 方諸佛 。三世 衆聖。 

影向垂 光。 降臨 來 照。 

大 居士 英靈。 

行 願果滿 。四智 鏡 明。 

定慧證 成。 三 身 月圓。 

增上 威力。 倍增神 光。 

盡冥 助手 囘運之 復興。 

致 靈祐於 帝圖之 鞏固。 

(大正 十二、 十一) 

◊獅子谷佛定上人の西邁を悼む 
大本山 淸 淨華院 法主 大僧 疋 獅子 谷 佛定上 人 ノ西邁 
ヲ悼 ミ、 恭ク 深厚 ノ 弔意 ヲ表シ 、痛惜 ノ 至情 ヲ捧 
グ 。惟 ミレ バ老 法主 戒珠 澄潔ノ 唱導 特ニ四 衆ノ推 
服ヲ 得、 敎陣 ノ法將 トシ テ 尊崇 甚ダ 高、 ゾ 、其闔 門 
ノ 輿望 止 ムナ クシ テ 淨華ニ 瑞世 セラ ル、 ャ 、山 運 
勃然 トシ テ 面目 ヲー 新シ 、次 テ 管長 候補 ニ 薦 メラ 
レ テ、 一宗 ノ瞻 仰ヲ鍾 メラ ル 今ャ時方ニ開宇記 

詩藻 文範 


念ノ令 辰 二 會シ 、法 門 ノ開闡 、宗光 ノ發暉 、宴-一 
法將ノ 指導 ヲ 切要 トス ル ノ 際、 卒然 麈寰ノ 化ヲ措 
キテ 願王ノ 召喚 二 應ゼ ラル、 淸鑑仰 グべシ ト雖、 
一宗 豈洪嘆 大息 ノ淚 止ム产 ヲ得 ンャ 。卽兹 一一 辭ヲ 
陳べテ 恭ク 衷忱ヲ 伸ブ。 

(大正 十二、 五、 三十〕 

◊開宗 七 百 五十 年 記念 式辭 
淨土宗 第 廿四次 宗會ハ 茲-ー 遇 ヒ難キ 開宗七 百 五十 
年 ノ慶祥 ヲ迎へ テ 欣幸ノ 至 リー 一 堪へズ 、獻曝 進 芹 
ノ至 狀ヲ馨 リシ テ、 謹テ彰 德ノ頌 ヲ捧ヶ 、本宗 管 
長 知 恩 院門主 大僧正 山 下 現有 猊下 ノ慈鑑 ヲ仰グ 、 
恭ク惟 レ、 パ、 猊下 神襟淸 遠、 德宇宏 深、 溫雅ノ 道 
標 、塵 俗 ヲ拔キ 、英明 ノ眞氣 、雲潢 ヲ凌グ 、敎學 
ノ統制ハ綱維、嚴乎トシテ張リ、緇素ノ導御ハ典 
攬昭然 トシ テ 圓力ー 一、 順立兩 門主ノ 文藻 器 度、 併 
セテ 一身-一 鍾メ 、鳳 # 大僧正 ノ興復 、克ク 大成 ノ 
偉業 ヲ完 クシ、 高ク 法燈ヲ 輝力シ テ 四 衆 ノ攝化 寧 
日ナキ 今一 ニー 十有餘 年、 明治 大正 ノ隆 運-一 跨リテ 

五 〇 五 


詩藻 文範 

無量 壽如來 。十 方三寶 。垂光 慈 照。 

圓鑑受 誠。 應現納 供。 

大 居士 英靈 。增 長威德 。成滿 妙樂。 

致 冥祐于 昭代 之昌 勢。 永 鎭皇圖 鞏固。 

垂影護 於 現 時 之 隆運。 長資 民福 增 益。 

(大正 十、 十二、 廿ニ) 

◊原 敬 氏 三回忌 追悼 宣疏 

往事 是 夢。 經 綸雄材 、一 去。 時 遭 災厄。 變局 艱難 
追 懷曷堪 。現狀 未 幻。 統卒 大器 方 空、 運膺 遷移。 
政界 紛擾。 思慕 宴 深。 

遺 勳分竭 、凛烈 之 死。 益 輝 誠忠 之 光。 

流 風莫體 。蘊藉 之 情。 更傳 恩義 之 美。 

恭 惟。， 

大慈寺 殿 逸 山 仁敬大 居士。 

重望處 世。 泰山 巍々 。萬 衆咸 服。 

勇斷現 事。 長江 滔々 。四方 等歸。 

功業 何 盛" 擧 世惜材 。情誼 是 厚。 每人 頌德。 

悲 風浙瀝 。當 年之慘 。尙留 舊淚。 


五 〇 四 

流 霜凄凉 。三歲 之 忌。 早 促 新愁。 

立憲 政友會 諸賢。 

會此 大祥之 正諱。 

荽傾之 誠、 累年 益 厚。 渴仰之 念、 重會愈 切。 

於是。 

災餘萬 障。 拂去 灰燼。 焦土 都 裡嚴修 報恩 之 妙。 供 
子 三 緣之大 殿。 禍 後百忙 。撥 來芄 礫。 曠厚 市外 這 
捧酬德 之 心 香於大 慈之靈 域。 

梵音動 東海 之 秋 潮。 三部 眞詮 大薦 法樂。 
讃唄振 芝嶽之 幽林。 五 種 勝 行 具設妙 供。 
淨香颶 金 風。 薰合樂 境 之 紫雲。 

寶華映 寒空。 色 飾 香 刹 之 彩 林。 

菊花 有芳芬 郁埋庭 ◦表 夫 淸德之 遺馨。 

楓葉辰 紅 照灼滿 林。 示 此積誠 之 至 丹。 

仰 希。 

運 斯萬善 莊嚴之 勝緣。 

捧此 一心 淸 淨之淨 因。 

大慈大悲 無量 壽如 來。 


之 情 之 機久矣 。時 哉。 世界 大戰 後。 寰有 切望 康平 

如大旱 於雲霓 。東蓝 大敎 同信 協力 之雄擧 。自應 機 

種。 

運 

廬山烟 霞 去 夏 新 蓮 社友 盟 
緣嶠 風月 今秋 敦俱會 交情 

nH 

白 匕 

朝野 賛襄 宗派 協同 

遵式巴 連 弗 多先蹤 
追慕 迦什 彌羅 遺風 
茲開 東亞 佛敎 大會 

高論 雄 議審濟 時之責 
善 謀 嘉歓定 匡 世 之 策 
於是 

騎 鸞乘獅 迎大士 于東瀛 
伏 虎 降 龍 勞應眞 於 帝京 
菊花 芬馥擧 國瞻仰 示 至 忱之歡 
楓葉照 灼咸人 慶祝 表 衷情 之 丹 
災餘禮 遠 客甚菲 白露 唯 寓眞心 

詩藻 文範 


劫 後 遇 大人 極微 金 風 偏 慚德音 
伏冀 U 由此 僧伽 淸淨 和合。 藉夫曇 摩 微妙 功德 
三 寶垂光 諸 天洞鑑 
此 土安穩 天人 充満 法 華樞鑰 
刀 山劎林 化成 摩 尼珠閣 
兵戈 無用 崇德興 仁壽經 要約 
鑊湯爐 炭 變作芬 陀瓊萼 
改造 世界 普 現 大慈佛 身 
四海 一家 共 逢 福 智莊嚴 之 春 
革新 文化 洽轉 正道 法 輪 
百國 同胞 齊邀 壽樂 無窮 之晨 

合掌 和 南 

(大正 十四、 十一、 一〕 

<> 天台 座主 吉田 大僧正 弔辭 
故 天台 座主 慈是心 院源應 大僧正 ハ 戒珠 一世 •一輝 
キ 、定香 四方 一一 薰シ 、温雅 謙譲、 德 化洽ク 及ビテ 
能ク西 衆 ヲ攝シ 、勤恪 カ行 敎導倦 ムナ ク大- 一宗 風 
ヲ揚グ 、名 藍ノ 衰頹ヲ 興隆シ 聖蹟 嚴乎 トシ テ 顯、 ノ 

五〇七 
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學 ヲ興シ 、敎 ヲ布キ 、大ニ 祖風ヲ 扇揚シ 、勅 諡徽 
號ノ榮 典 一一 次 グー I 、 

宸筆加 賜ノ重 光ヲ以 テシ、 宣 化ノ廣 、規模 ノ 雄、 
內外具 ニ 瞻ル 、治山 ノ久シ キ 、勳 績ノ大 ナル、 近 
古 宴-一匹 儔 ヲ見ズ 、耆 壽旣ニ 高 ク、 戒珠琳 瑯光ヲ 
積、、、 テ、 敎界 一代 ノ 泰斗 ヲ推シ 、品 望 方 一 一隆 ニ、 
定香誹 馥 、遠ク 布キ テ釋門 百世 ノ 師表 ヲ仰グ 、開 
宗 記念 ノ嚴儀 ハ 偉功 ヲ藉リ テ 始メ テ ® 觀 ヲ致シ " 
敎學 更新 ノ 機運 ハ 景行ー 一則 リテ 進展 ノ緖二 就 ジ、 
某 等 幸-一英 風 ニ 附シ、 鴻範- 1 從ヒ、 叨リ- 一宗 政ノ 
樞機ー 一參ジ 、聊 力騫駑 ノ馳驅 ヲ盡ス 、今 ャ百載 一 
遇 ノ慶時 二會シ 、渴仰 曷ゾ禁 ゼン、 卽恭ク 頌ヲ獻 
ジテ .、 酬德 報恩 ノ 微衷 ヲ表ス 、冀ク ハ 壽泉 吉水ノ 
淸流 ニ盈チ テ、 慈 敎永ク 萬 衆 津濟ノ 淵源 トナ リ、 
瑞峯華 頂 ノ翠光 濃 力- 1、 ゾテ德 化 長へ ニ I 宗 慶福 ノ 
柢柱タ ラン コト ヲ謹テ ，白ス 、 

(大正 十三、 三、 七： > 

<> 東西 佛 敎大會 歡迎辭 


五 〇 六 

佛 光遍 照 萬 邦 讃頌康 平 
法 雲 普 蓋 兆民 謳歌 昌榮 
夫 

鶴 林 月 淨仰至 聖牟尼 之 休 命 
王 舍花映 現 大帝 阿育 之德政 
動 集 賢聖闡 揚三藏 
廣布仁 澤傳敎 十 方 
大王 迦腻 色迦重 完婆沙 結集 
文 華康箏 戀 蔚興于 顧賓 都邑 
淸範 垂千歲 
宏模照 百世 
惟 吾大 日本 國 

自雞林 傳金像 朱 軸。 震旦 高僧 接踵來 化。 古 有傳律 
鑑眞 。近 見 興禪隱 元。 求 法 大師。 赴 請碩德 。來往 
接 踵。 錫 鉢 相 望。 性 相 密淨蘭 菊競秀 。宋元 刻藏。 
高麗勅邗。法寶完備。天下無比。東海宴爲法流朝 
宗 。而 未見 東亞 同 敎會 同一 堂 之 快。 世 運 進展。 交 
通 指呼 之 時。 有志錙 素。 渴望謝 荷 負 之 恩。 展提 M 


天潢直派。嫦娥降神。躬當艱難。匡濟是カ。 
金 枝 一條。 王 母現眞 。幾閱 辛苦。 靖定賴 恩。 
婉 順玉容 。內包 秋霜 重 威。 義實 千古 典型。 
溫潤 麗姿。 外 施 春 水惠澤 。仁 宴 百 代 儀表。 
今茲。 

尊儀從 仙 遊。 方 五十 年。 

昭代 追懷 盛德 。維新 鴻業遺 動 益彰。 

聖世 思慕 景 行" ® 敎 大本 餘德愈 宏。 

於 此本月 本日。 

虔_ 泰讃 至誠。 伏 捧奠供 衷忱。 
天恩賜香。縉神星羅。 

金 風 動 芝峯。 德音 普傳。 

翠松護 靈廟。 操 色 長存。 

百味 妙 拱。 祯 報恩 素志。 披 三部 眞經。 

一心 清 淨。 盡酬德 赤誠。 修種々 正 行。 

金 鈴響處 。讃唄 感天樂 八 音 之 妙 響。 

彩 華 散 時。 禮誦現 曼荼六 時 之 靈瑞。 

詩藻 文範 


香 雲 普 覆 十 方。 華 海廣映 三世。 

仰 希。 

運斯 ー會淨 業。 

大慈大悲 無量 壽如來 。洹 沙諸佛 。塵 數聖 衆。 

炳現無 慈。 靈鑑照 誠。 

淑靈尊 儀。 

三 身 金 殿。 偉煌增 長。 千葉寶 蓮。 莊嚴 成滿。 

致 冥 祐干照 代 隆運。 永鎭皇 基。 

垂影護 於 現時昌 勢。 長資 民福。 

(大正 十五、 十、 ニ〕 

0 靜寬 院宮奉 賛會御 法要 宣疏 
浩漾 五十鈴 瓊 流。 恩 波 普 潤 萬 春。 

玲瓏 千代 田 皓月。 慈 光遠 輝 千秋。 

景 行懿德 。遐邇 齊仰偷 常 之 儀型。 

徽績章 功。 中外 共 瞻德敎 之 典範。 

恭 惟。 

靜寬 院宮膾 一品 内親王 好 譽和順 貞恭大 姉 淑靈尊 
儀。 

五 〇 九 
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レ、 大法 ノ廢 絕ヲ 恢復、 ゾテ敎 綱章然 トシ テ 張，、 
甞ーグ 寺門ノ 基礎 ヲ 鞏固 ナラ シメ テ 雄範ヲ 法苑ニ 垂 
レ、 今ヤ 女學ヲ 創設、 ゾテ 宏模ハ 查運 ヲ補フ 、询ニ 
是德敎 ノ山斗 ニ シテ眞 俗ノ國 寶ナリ 。吾ガ 大 正大 
學幸- 1 故 座主 大僧正 ノ慈蔭 ヲ被リ 、高遠 ノ 指導 ヲ 
忝 フシ、 去歲 開校 ノ 式典 ヲ擧ゲ 、爾來 日 ヲ追ヒ 月 
ヲ重ネ テ 益 隆昌 ノ運ー 一向 ヒ 、聯合 三 派 ノ同入 和合 
亦 大僧正 ノ高德 ヲ仰ィ テ 摩 醯三目 相 待 チ テ 知德ヲ 
硏磨シ 、伊 字 三 * 相 依リテ 俊髦ヲ 育成ス 。每ニ 故 
座主 大僧正 ノ 親化ヲ 渴仰シ 、親 ク恩容 一一 接シテ 慈 
敎-ー 浴 セン コト ヲ 念願 スル 甚切ナ リキ。 何 ゾ圖ラ 
ン 比敷ノ愁雲、忽ニシテ慧日ノ明曝ヲ隱シ、四 
明 ノ悲風 俄-一 梵輪 ノ寶軸 ヲ折リ 、亦 獅座ヲ 敎室ー 一 
瞻禮ス ル ノ 機ナシ 、浩嘆 大息、 嗚呼 何ゾ 勝へ ンヤ、 
乃 チ 去 二十 有 七日 大學 講堂 ヲ嚴 飾シ 、加 藤 豐山派 
管長 修法 ヲ主リ 、恭 ク理趣 供養 ノ 秘法 ヲ薦メ 、全 
大學 相會シ 心 香 ヲ獻シ 意 華 ヲ捧ゲ "肅ミ テ 故 座主 
大僧正 覺位金 蓮 ノ增輝 ニ 擬シ 奉リヌ 。今 ャ茲二 送 


五 〇 八 

終 ノ大禮  一一 丁リ 、敎 職員 學生 代表者 某 甲 等 校旗 ヲ 
捧持、 ゾテ金 棺ノ前 一一 跪キ 、至 心 合掌、 衷心 拜弔ノ 
微忱ヲ 表、 ゾ奉广 、仰ギ 希クハ 故 座主 大僧正 覺靈、 
高ク 三身ノ 明月 ヲ 輝ヵシ 、嚴力 ニ 四 智ノ寶 蓮ヲ開 
キ 某等ガ 虔 誠-一照 鑑ヲ垂 レ 玉ヒ 、學運 ハ 山 運ト共 
一一 長へ 一一 昭代 ノ 文化 ヲ補翼 スルー I 至 ラン コト ヲ、 
嗚 乎、 仰ギテ 遺徳 ヲ頌ス レバ、 比 叙靈峰 千秋 巍峩 
トシテ聳へ、俯シテ餘澤ヲ嘆ズレバ琵琶ノ大湖忙 
洋トシ テ廣シ 、 賛揚止 ムナ シ 、痛惜 曷ソ盡 キム、 
哀 哉、 合掌 和 南、 敬 テ 白ス。 

(大正 十五、 六〕 

◊靜 寬院宮 五十 年 御 法要 宣疏 
芙蓉 萬瓊 。瓊峰 玲瓏。 欽仰 貞烈 于 永遠。 

滄溟千 丈。 玉瀾瀲 灕。 瞻仰仁 孝 於 悠久。 

盛 哉令德 。鸞 鏡澄瑩 。眞是 婦道 之鴻範 也。 

丕矣懿 行。 龍珠圓 照。 豈非母 儀之宏 模耶。 

恭惟 0 

靜寬 院宮贈 一品 内親王 好 譽和順 貞恭大 姉 淑靈尊 


ラシ、 其 一躍 市會 議員 トシ テ 市會- 一重 キヲ ナス 二 
徵シテ 明 ナル ヲ認ム 、同 君 ノ東堂 山 董職ハ 必ズャ 
圓滿ナ ，解決 ノ 下、 積年 ノ紛 糾ヲ理 メ 、昔時 ノ繁 
榮 ヲ復シ 故碩 光師 ノ志ヲ ナス ャ必 セリ、 一宗 ノタ 
メ又 地方 ノタ メ眞ニ 慶賀 ニ 堪へザ ルナ リ、 卽チ兹 
二 一言 ヲ寄 セテ 祝辭 トス 

(昭和 ニ、 十一、 ニ) 

◊成 島 治平 老甲府 市長 就任 祝賀 會視辯 
才藻 富瞻 。示 白 香 山 之 神懷干 今日。 

信修醇 厚。 見張 無盡之 高風 於 現代。 

謙讓 剛直。 桃李 下自 成蹊。 

篤 敬 護法。 祇 林道 方 爲榮。 

茲 惟。 

成 島 治平 老 居士。 

喬木 名家。 陶朱 箕裘。 

剛毅 嚴 正。 篤學 通漢洋 最長 詩文。 

忠 篤誠實 。硏 玄亘敎 禪特尊 蓮乘。 

淨 寫聖經 。金字 玉 軸。 顯齒並 度。 

詩藻 文範 


興隆 寺 門。 晝棟彩 梁" 遠近 等 仰。 

利濟之 厚。 四隣 荷 恩。 種德之 深。 ー鄕浴 澤。 
衆望 潮 集。 咸推榮 位豈無 故 邪。 

全 會雲應 。擧撰 顯職宴 有 故 哉。 

而老 居士。 

固辭 再三。 後 尊重 公議。 不顧 一身 安危 也。 
謙讓數 次。 終隨順 民意。 敢辭 半生 勞苦 耶。 
進退 之 明。 堂々 如斯 、固 現代 所 希 見焉。 
推讓之 美、 雍々 至茲 、眞聖 世之祥 事矣。 

於 此乎當 山 親 緣會。 

仰 思 積年 之 指 敎俯頌 累歲之 功勞、 

香 雲 華 海。 虔修斯 座 之 法要。 

紗偈 梵唄。 恭擬 ー會之 祝禱。 

仰冀、 

大慈大悲 願 王 無量 壽如 來。 

三世 佛陀神 光照 臨、 十 方薩趣 慈眼 擁護。 
吾老 居士、 

福 智雙備 風月 更淸 、壽 樂共殘 花 雪 益麗。 

五 M 


詩藻 文範 

竹 園琳瑯 玉容 。貞烈 眞 節。 高顯當 時國步 艱難。 
天潢 縹緲仙 姿。 仁 孝英標 。遙照 現代 世 道 推移。 
去 歲旣開 令 忌法莛 。朝野 雲集。 賛揚 無盡。 
今年 重 結 奉賛蓮 社。 官民 潮應 。頌美 彌廣。 
名公鉅 卿。 協力 商議。 大期令 德光被 四方。 

籍 紳碩學 。同心 要約。 奮圖惠 澤流傳 百 代。 

綱 維 方 成。 規模 新 成。 

乃 茲本月 本日。 

虔 捧ー會 奉吿奠 供。 恭修四 衆 報恩 淨 行。 

九重 賜 香。 三臺 獻頌。 

檀上 菊花。 芬馥傳 德馨。 

廟前松 色。 積 翠存貞 韻。 

彩幡珠 蓋。 浮 麗日鮮 。鳳簫 龍 笛。 澄 金 氣淸。 

五 種 淨行妙 供。 映 七 寶 樹林 之 霞。 

三部 聖典 梵唄。 通 八 功 德池之 潮。 

清風 送 香。 妙 .*' 動 塵 數之佛 刹。 

白露 宿 華。 淨 影浮恒 沙之淨 土。 

仰 希。 


五一 〇 

西方 願 王 無量 壽如來 。十 方佛陀 三世 薩埵。 

大悲 降臨。 大智 照鑑。 

淑靈尊 儀。 

四智鸞 鏡。 高 輝 靈威於 眞如香 海。 

三 身鳳輅 。炳現 神 通 于義空 銀漢。 

聖代 奎 運。 影 向永垂 。帝道 皇圖山 斗 維 固。 

昭世隆 勢。 冥 祐恒存 。國豐 民 安海 嶽是 長。 

(昭和 ニ、 十、 ニ) 

◊東 堂 山 晋山 式祝辭 

故 田村碩 光師 堅忍 ノ 雄志 ヲ懷キ テ 一意 奮闘、 東 堂 
n ノ 恢復 ヲ 誓願 トシ事漱ク成ル-ー垂ムトシテ不幸 
凶 双 ノ殪ス 所 トナ リ 、山 運ノ前 途轉タ 望洋 ノ嘆ア 
リ 、久米 原 修 丈君此 難局-一際 シ 、宗命 ヲ奉シ テ 起 
チ 奮然 東 堂山恢 興 ノ爲- 一力 ヲ致ス 所 アラン トス、 
謂 フー 一 君 ハ 器 度 寬宏ノ 中 剪斷果 決能ク 事ヲ 處シ、 
大ー 一心 胸ヲ 豁開シ テ 衆ヲ容 レ、 而モ 中正 嚴 明、 其 
カムべ キヲ カム、 其 識見 手腕 ノ高 キト 德望 信用 ノ 
大ナル トハ 、君ガ 川 越 市 青年 團長タ リシ 功業 ニ 照 


乃 文乃武 惟神 惟聖 
仁 孝 英烈睿 哲明正 
靑宮攝 政 威望 惠澤 兆民 咸慶 
鶴 駕遠遊 令 譽德風 列 强盡敬 
先 旣傳承 神器 昭繼 天統 四海 仰紹隆 之丕甚 

今方 遵式 帝範嚴 擧大禮 八紘 頌恢宏 之 盛儀 
喜 喜 

宸衷 深遠 煥乎 宣敎 化之鴻 模 
叙 慮廣大 炳然示 民心 之歸趨 
紫宸 寶殿瑞 光映 照旌旛 
春 興 神宮 靈氣 罷罩幔 門 
威儀 穆 々衣冠 星羅尊 嚴絕偷 
祭祀 肅々 齊 穀珠盈 嵩高 自眞 
丕哉皇 民 一家 之 親 垂德敎 之 根基 遐邇 讃美 
盛兮 君 國同致 之 固 示 化育 之 淵源 中外 瞻観 
擧民欣 躍 捧献芹 之忱誠 
盡國扑 舞 致 傾 葵 之 衷情 

臣 某々 等 

詩藻 文範 


宴 不勝誠 懼誠憙 至 虔至賀 之 極 也 
卽 恐懼 惶 悚上頌 

仰拜賀 

聖德與 天地 昌 
伏奉壽 

寶算俾 海嶽長  . 

乾 綱 宏張奎 運炳蔚 千秋 謳歌 康平 
天業 熾 揚國威 振興 萬 春 鼓腹 昭明 

臣 某々 等 

誠 惶誠恐 頓首頓 首恭頌 

(昭和 三、 十一、 十) 

◊ 佛前 結婚式に 關 する 文 
其 一 奉告 文 

南無 本尊 無量 壽如來 。大恩 敎主釋 ■ 牟尼世 尊。 十 
.方 三世 一切 三 寶 。大日 本帝國 大小 神祇。 照鑑護 念。 
今茲 何某 與 何某 子 宿世 深厚。 善 因 方 成。 熟 現前 吉 
祥良緣 。兹滿 足入爲 X X 寺 法 嗣卽卜 本 月 本日 吉 辰。 
嚴飾 道場。 具備 淸規 。一心 淸淨 。三業 虔誠 。受戒 

五 ニニ 


詩藻 文範 

大 收丕績 、補 翼國 光之 赫 奕。 

盛 立偉勳 、毘賛 世 運 之 隆昌。 

全市 文 華、 富 盛 永 荅昭明 之 聖代。 

擧民 康寧、 悅樂 長酬協 相 之 御世。 

C 昭和 ニ、 十二、 十三〕 

◊戊辰 殉難者 追善 法要 宣疏 
弘誓 願 海。 深 廣無涯 。寧 隔怨親 之 別。 同仁 乾德。 
崇高 似 天。 誰 乖覆照 之 恩。 

惟 明治維新 大業。 

是 宏遠 皇圖 。揚其 美于 四方。 國體 精華 示 其 秀於八 
紘 。偉勳 盛 功。 古今 絕偷 。東西 無比。 當于此 時。 
普天王 £ 誰不思皇化之翼賛。卒土赤子誰不ヵ國威 
之發揚 。唯 材器 自有通 局。 所處不 免中邊 。勤王 佐 
幕。 順逆 異途 。攘夷 開國 左右 分流。 刀鎗殒 命。 刑 
辟授 首。 骨肉 靡亂 。肝 職 塗 地。 慘何 勝言耶 。嗚呼 
囘天 偉業。 振 古遺勳 。固 雖出帝 德廣大 。亦實 忠臣 
義士 殉難 死 節 之 所 致。 勇 憤壯烈 。殺 身 成 仁 之 賜 己 
耳。 而此間 失 方向。 迷 去就 荷 汚名 死無榮 者。 其 事 


五一 ニ 

雖 誤。 其 心事 宴可憫 。嗚呼 昭代 燦爛之 文化。 是當 
時 烈士 碧 血所染 出。 國基 之牢强 。豈非 義人 碎骨所 
築 成。 今茲 戊辰 甲子 ー圍 。三拜 改元。 皇威方 大揚。 
國運茲 盛 伸。 天恩 旣及 枯骨。 仁 澤今無 親疎 仰 遺 動。 
俯見餘 光。 追 懷何堪 。卽茲 卜 維新 恩聖 。靜 寬院宮 
奉賛 法要 之 後一 日。 普會 朝野 名 賢 十方檀 信。 恭修 
建！ 會之 法要。 以擬 維新 報國 殉難 諸 烈士 之 冥福。 
金風滿 山。 浮 所獻淨 香。 妙馨醍 塵數佛 刹。 白雲 徂 
來 。映 捧來 百花 彩影遍 洹沙淨 土。 檀上 忠烈 節義 之 
靈 位。 法 樂增 上。 威德 倍加。 願 海深 裡怨讎 長 亡。 
萬 春共鎭 護帝 國 。皇 恩厚處 。彼此 齊仰 。千秋 同資 
助國 運。 謹疏。 

c 昭和 三、 十" 三) 

◊御大 典賀頌 

萬 世 一系 寶祐 日月 重 麗華恩 光遠 照 
千 歲 不磨 鳩 典 麟鳳鍾 禎祥 景雲 普熠 
恭 惟 

天皇陛下 


茲ニ 本日 ノ 盛典 一一 參列シ 、衷心 ノ欣賀 慶祝 ヲ表ス 
,ト共ニ來會ノ諸賢ヲ代表シテ、佛祖神明照 & ノ 
下-一 謹 ミ テ新郞 新婦 ノ 誓約 ヲ 證明ス 希ノ此 誓約 
m ニ 彌堅ク 。月-一益 新-一、 ゾテ 、和樂 歡喜ノ 家庭 ヲ 
完成シ 。同棲 多幸。 一生 ヲ貫 キ以テ 榮譽福 德ノ將 
來ヲ實 現 セラ レン コト ヲ。 

其四訓  論 

佛祖ノ 照 鑑ヲ仰 キ四衆 ノ證明 ヲ得テ 今 ヤ方- 一 結婚 
ノ典 ヲ擧グ 。蓋、 ゾ國 家ノ隆 興 宗門 ノ昌 榮必ス 才良 
ノ賢夫 淑德ノ 貞婦 相 待 チ 相扶ク ル ニ 賴ル。 內助完 
カラ ズンバ 外 丈夫 ノ 才能 ヲ發 スル-一 妨グ 家室齊 
、ノス 何ゾ 男子 報效ノ 志ヲ伸 ブル コト ヲ得 ンヤ 。爾 
等 兩人ノ 婚儀 自ラ 世俗 ト殊 ナル モノ アリ。 從今已 
往互二 相愛シ 相信シ 相重ン シ 金石 ノ契 松柏 ノ操ー 
生 必ス變 ハ 广ナク 、至誠 ノ 信行ヲ 策勵シ 、常 ニ 慚 
愧ヲ襄 キ 。本分 ヲ重 ンジ "華奢 ヲ去リ 、勤 儉ヲカ 
メ 、自信 敎人 信ノ聖 訓ヲ忘 レス、 以 テ世ノ 配偶者 
ノ 模範 トナ リ 、終生 相 扶ケテ 國家 宗門 ニ カメ 終 ニ 


一蓮 ノ 樂果ヲ 得， ヲ期 セョ 。特- 一訓 論ス。 

其 五 終 式奉吿 

茲- 一吉 祥滿 足式ヲ 終了 スル-一 當リ 。恭ク 新郎新婦 
兩位ノ 誓約書 及ビ 來賓 代表 ノ證 明文 ヲ寶 前- 一納メ 
奉 ル、 伏 テ 冀クハ 、大慈 照 鑑ヲ垂 レ、 大智 威神ヲ 
廻 ラシ、 神 慧康壽 。信 行和樂 、長へ-一 ■新郎新婦 ノ 
上 ニ 存シ、 來會ノ 諸賢 モ 、亦 恩光ノ 慶福 ヲ分タ ン 
コト ヲ。 恭ク 白ス。 

(昭和 四、 十一、 廿 五) 

◊相 馬 文 雄 氏 葬儀 香 語 

昭和五年一月十六日南米ァマグンに於て客死せる 
相 馬 愛藏氏 次男 文 雄 氏の 葬儀に 際し 

魂 隨走浪 喚 無 還。 遺恨 空 籠 南米 山。 壯罱 雄心 
留底 事。 梅花 寒月 照 塵寰。 

惟 

春 濤院汪 譽文雄 居士。 

凛々 凌 空。 浩氣 落々。 貫 虹 大志。 

孤 劎去國 。雙 鞋柘 地。 


詩藻 文範 

立 誓。 嚴擧 成婚 之 式。 原 夫 乾坤 雨 儀。 合其德 。百 
物 成育。 陰陽 ニ 元 正 其 位。 萬 類 生長。 菩薩 大行依 
以立焉 。淨業 正 因取以 固矣 。是故 正 華燭 大禮 。示 
偷常之 大本。 設笙 歌之嚴 儀。 明 道義 之根抵 。豈莫 
佛陀之 冥 護。 神明 之加祐 邪。 希 新 郞才德 益 高。 新 
婦肩 淑彌 美。 夫 唱婦隨 。示 家庭 之淸範 。內助 外勤。 
輔國運 之昌隆 。偕老 有壽 。信 行必 固。 福智共 進。 
雙棲 多幸。 鸞鳳和 鳴。 永 頌文華 之 隆盛。 琴瑟偕 調。 
長歌 昭代 之 旺昌。  謹 白 
表白 文 S 俗信 徒の 場合〕 

謹 テ極樂 化主彌 陀如來 、本 師釋迦 善 逝、 遍 法界 諸 
世 ^ 八萬四千淸淨聖敎、塵刹賢聖僧伽淨土三國 
傳 燈列祖 、特ニ 宗祖 圓光 東漸 慧成弘 覺慈敎 明照大 
師 、當 Lif 開山 大和 尙 ノ靈鑑 ヲ 驚力シ 串シテ 白 サク、 
兹-一 何某 何某 子ト 宿世 ノ善緣 圓熟シ テ 偕老 ノ約成 
リ 、今月 今日 ヲ卜シ 照鑑ノ 下 冥 護 ヲ仰キ テ嚴力 ニ 
華燭 ノ 盛典 ヲ擧グ 、惟 ミル 一一 行 業果 報實 -1 不可 思 
議二シ テ 行 果悉ク 攝取ノ 光二 浴 セ ザル ナク 、家 室 


五一 四 

眷屬 畢竟 念 佛ノ助 業-一 シテ 人々 終 1 一 引接 ノ正 因ヲ 
結フ 希 ク^ \照3^ノ本曾本師等一座ノ丹誠ヲ知見 
シテ長 ク慈光 ノ照益 ヲ賜ヒ 、尊 前 ノ兩人 琴 瑟相和 
シテ永 ク特留 此經ノ 德音ヲ 賛頌シ 、鸞鳳 双飛シ テ 
高ク萬 機 普益ノ 敎運ヲ 扶翼 シー 蓮 托生ノ 堅 誓 終生 
渝产 ナク以 テ國 家法 門ノ 忠臣 良婦 タラン コト ヲ、 

謹 テ白ス  , 

其 ニ 誓詞 

茲ニ 佛祖 恩光ノ 下。 媒妁及 親戚 友人 ノ證 明ヲ 仰キ。 
戒ヲ受 ヶ誓ヲ 立 テ、 嚴力ー 一 成婚 ノ式ヲ 完了ス 〇 希 
クハ 嚴戒慈 1! ノ示ス 所ヲ 遵奉シ 。今日 ノ 心ヲ以 テ 
終生 ノ心 トナシ 。偕老同穴 ノ契 、斷ジ テ 變ズ产 コ 
トナ ク 。異體 同心 ノ 約、 年 ト共ニ 益 固ク 。相愛、 >• 
相 敬 シテ 。共-一信 行ヲ 策勵シ 。互 ニ 勵マシ 。互 二 
慰メテ 。同ク 德操ヲ 鍊磨シ 。和樂 孝順 〇 誓 ッーブ 寺 
庭 ノ淸範 ヲ示シ 。勤勉 精 勵必ラ ズ國家 宗門-一報 效 
スル コト ヲ期 セン。 謹 ミ テ誓フ 0 

其三證 明文 


(昭和 五、 五〕 

◊箱 根 內原君 三 尊像 點眼記 
內原君 出 於 蘆湖舊 家。 奉仕 凾嶺 離宮 工作 之 役者 多 
年。 去歲有 宮殿 修補 之 命。 君 亦 蒙 工務 之榮 。恪勤 
精勵 。今夏 竣 厥功焉 。卽請 得 殿 柱 之殘材 。同家 弟 
相 山 君。 謹 彫上宮 法王 聖像 一尊 蛭 子 大黒 神像兩 位。 
以永 記光榮 。敎 子孫 不忘報 効。 可 謂。 用心深 且厚 
矣 。恭 惟。 上宮 法王 皇國文 代 之聖聖 。與夫 憲章 德 
敎 。至 百 エ技藝 。咸仰 其 叙 智 仁慈。 蛭 子 大黑兩 神。 
列 管領 産業。 司 福宰祥 。家門 鎭 護。 執 善。 加 之。 
內原 君崇奉 太子 偉德 。培養 淨 信。 策 ® 德 操。 益 致 
力 於 業務。 信敬兩 神肅淸 家門。 蓋 其 志已身 今茲點 
眼 之 儀旣畢 。熟拜 各 尊。 力 法 精 美。 慈容 福相。 蕩 
然 。滿 目不覺 使人瞻 仰。 謂 相 山 君 亦 非 尋常 薄德之 
人 也。 可謂此 兄而有 此弟矣 。希 益 策 進 道義。 長 養 
信 行。 則 壽樂祥 慶自臻 也。 是爲 記。 頌 白。 

憲章 之祖 。德 敎之宗 。法王 聖德 。慈 恩 萬 重。 
携魚勸 漁。 擔米カ 農。 蛭黑兩 尊。 産業 現容。 

詩藻 文範 


威光 廣大 。至 心信從 。神 功 無 際。 晨昏 禮恭。 

.(昭和 五、 八、 ニ 十三〕 

◊表白 文 

日出 高等 女學 校長 小 林 芳次郎 氏 夫人 追悼の 爲め無 
遮 大會 を修す るに 際し 

原 夫 

慧日高 輝 大聖 現世 恩 光遠 被 照 灼貫干 三世 
慈 雲 蔚興眞 敎導衆 法 雨 普 汪潤澤 及 於 十 方 
功德 無上 怨親 齋躋 七重 樓閣 之華臺 
利益 究竟 順逆 共 登 八 功德池 之寶船 
兹今 ， 

日出 高等 女學 校長 優 婆 塞 小 林 慈 雲 居士 
夙信樂 三界 矜哀之 大願 
復精勵 ニ 利 成 備之勝 行 
輙設無 遮 之 大會廣 資恒沙 有無 兩緣 
方 開 普 門 之 盛儀 大福 塵數顯 i! ニ界 
私 則 永 記 內助貞 功 補 還 來度生 誓願 
公以 廣感 師友 好意 振 平等 一切 囘向 

五一 七 
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三歲艱 辛。 一誠 當 事。 

哀 哉。 

鵬翼 未 張。 早見 挫折。 

梁木 將朽 。旣 從毁 減。 

嗚 乎。 

阿 莫孫水 長。 痛恨 無 終。 

西 流坡林 深。 浩嘆 何窮。 

遮莫。 

碧血不 消。 傳 創業 之 名。 _ 

俠 骨常芳 。輝 先覺之 明。 

雖 夭殤堪 傷。 

激作 同胞。 護國 存靈。 

容犧牲 甚悲。 

奮起 後昆。 淸範 維馨。 

送 終 有偈。 

千里 碎 骨。 眞 身不壤 。巨 嶽大 江。 獨領法 界。 
南無 阿 彌陁佛 

(昭和 五、 一、 十六： > 


五一 六 

◊題 袈裟 箱 

昭和 五 年 三月 十四日、 不肖以 居 宗務 執 綱 之 職、 不 
揣丁祖 山 高祖 遠 忌 法事 讃 唱導、 慚愧 宴深焉 、荒 川 
辨達 上人、 不捨 平素 道 情、 惠膾 佳品、 賀之 不勝感 
銘 也、 卽 茲呈微 物、 永記芳 誼、 

(昭和 五、 三、 十四) 

◊古 銅 文殊 師利 菩薩 像 記 

癸亥災 後、 帝都 復奥 工事、 各區 相次 而起焉 、及 日 
本 橋 某町發 堀、 土工 偶 出 此像於 地中、 沙泥 膠着 不 
辨其爲 何、 林 國手異 之、 購 得拂淨 、卽 蒼然 奇 古、 
風趣 可 掬、 來 示余觀 之、 其 爲文珠 師利大 士無疑 也、 
手法 不凡、 從蓮坐 及御師 、檢 之、 不似邦 風、 或是 
淸初之 作 乎、 蓋 足 貴重、 惟 文 珠大士 大乘諸 菩薩 上 
首、 智慧 廣大 、福德 無量、 國手得 之 謂、 是 平生 種 
善 之 餘慶己 耳、 宜珍藏 百 襲、 永 爲家寶 、特瞻 禮、 
供養 香華、 崇敬 靈威 、以端 心 正 行、 則 益慧增 福、 
家門 禎祥、 當 有其驗 、若 夫 徒 賞 弄秘翫 、恐乖 天授、 
審之 哉、 


大慈汪 溢して 普く 群生を 度し、 浩々 たる 華 頂の 秋 
月、 妙智は 照 徹して 弘く衆 機を 接す。 今や 祖山門 
主上 人白壽 の賀會 を迎 ふるに 當 り、 眞に 誠歡誠 喜、 
扑 舞、 述ぶべ きの 辭 なく、 雀躍、 陳 ずべき の 言な 
きを 如何にせ む。 

惟み るに 吾が 知 恩の 祖 山、 維新 已來 俊傑 相承け、 
高德 化を 接し、 各宗 稀に 見る の 盛 觀を呈 せ り。 名 
譽 學天師 、經 營の材 、報 國の 志を 懐きて、 維新の 
變革 に處 して 一山 安固の 基を 定めしょり、 大材偉 
器 松 翁の 名を 敎界に 振 ふ あり、 次ぐ に 一生の 大德 
寒 林 尊者を 以てし、 靈瑞 師の獻 身中 興の 端を 開く 
と共に 運海師 の謹嚴 之を 承け 傳 へて 吾が 門 主上 人 
に 至る。 貌坐に 登り 綱 維を 執 持す る もの 四十 年、 
祖山 繁榮は 前古 比な きの 隆な るを 見、 宗門 敎學の 
進展、 其 誇るべき もの 悉く 功を 上人 威望の 恩德に 

收 め、 一宗の 蠢嘉も 亦 皆 上人 統治の 下に 囊 

を內 外に 發揚 したり。 一門 道俗の 上人を 仰ぐ 眞佛 
の 如き も 蓋し 故な きに あらず。 歷代 俊哲の 道德功 

詩藻 文範 


業 之を 集成した る もの、 夫れ 上人 其 化導 信望、 
之を 湊會 したる もの、 夫れ 上人 か。 淸高 深遠、 寒 
林の 風格 旣に 上人に 就て 之を 見る は 言は ず、 其詞 
藻 亦 松 翁に 比して 洗 鍊の精 亦 之に 當る (: 足る。 是 
豈其金 龍の 片鱗に あらず や。 若し 夫れ 陰 功 晦德、 
淵默 化を祥 し 敎を垂 る、 若き は 大德 多し と雖 其 
匹儔を 見る 甚多か ら ず、 祖山歷 代を 問は ず、 宗門 
列祖中 上人の 如き 高齡を 見ざる、 亦 積德累 功の 自 
ら 超然たるを 仰ぐべき のみ。 

希く は 上人の 壽更に 高き を 加へ て 長へ に敎 門の 
瞻仰を 受け、 淸 福彌豐 かに 永く 法 城の 重鎭 たらん 

こ^- o 

嗚 乎。 蟠桃海 鶴、 何ぞ， 壽を拜 すに 足らん や。 大 
椿靈 芝、 亦 終に 兒戲 に屬 す。 無量 壽光 中、 華頂祥 
雲、 獨 り 千秋 昭代 德敎 の瑞 をな さんの み。 

合掌 百拜 

(昭和 五" 十、 十五〕 

◊葵 堂白壽 會賀頌 

五一 九 
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其甚志 之宏深  其 事 之 盡功實 

可此 爲德敎 淸範、 足 將見信 樂龜鑑 
謹 惟此日 卽是拜 

明治 大帝 之 大葬 干 十 有 九 年 之 昔靑山 原頭 神威 赫々 
照臨億兆猶在更懷乃木大將與夫人殉忠之忌辰義烈 
凛然 千秋 照 世 
恭頌 

聖德如 天 一視同仁 日月 齊光而 不磨 此 振作 周遍 法界 
廣度 衆生 之 善根 追憶 將軍 夫妻 忠誠 貞烈 天地 爲吳鬼 
神 皆 泣 顧 激勵愼 終 追 遠 報 本 反始之 至情 
便 此ー會 之 本旨 深 而遠焉 
■斯勝 業 之 趣意 廣且 大矣 
其 補 翼 敎化豈 尠少邪 
其 扶持 道義 何 徒爾 也 
今 方 

莊 嚴旣備  供 儀 具陳 
百 八 摩 尼 珠映滴 露 三 衣 羅紋色 輝 秋 花 
錦 風颯々 吹 動 香 雲 遍到十 方淨土 


五一 八 

草蟲啷 々隨伴 梵聲遠 通 三世 幽界 
仰冀 

法界 如來塵 沙賢聖 降臨 道場 照鑑護 念 
眞如 大空 一 碧 高 澄 無 隔親竦 星宿 並 光 
群 靈森羅 共 證俱會 一 處常樂 
法 性 巨 海 萬 頃 遠連莫 論善惡 波瀾 合 響 
衆生 和 融齋昇 同 入圓 覺妙果 
冥 祐歸處 德敎大 振 和 樂福國 
幽功到 時 文化 熾 起 昭明利 民 

敬白 

(昭和 五、 九、 十！ ニ) 

◊ 111 下 管長 白 壽賀頌 

一世の 師表 內タ齊 しく 德功 の隆な るを 仰ぎ、 
百 代の 典塑 、遠近 咸く道 風の 豐か なる を崇 む。 是 
豈獨 5 淨土 一門の みと 云は む や、 實に 大法の 長老、 
敎界 を擧げ て 誰か 推 尊せ ざら む や。 鶴 齡旣に 一 百 
に垂む として、 戒 香は 彌々 栴 檀 の 妙 馨を傳 へ、 定 
水は 益々 寶 池の 淸 澄を 堪ゆ 。澤々 たる 吉 水の 舂 潮、 


謹 頌 

(昭和 五、 十、 十九.) 

. ◊智 照院 引導 香 語 
貞 純敏慧 一家 歡 。底 事 一朝 玉拆 嘆。 

殘雪香 臺湘水 寂。 梅花 空 落 碧空 寒。 

惟。 

新圓 寂。 智照院 明譽珠 光大 姉。 

蕙 心固豐 、溫雅 之 性。 芳姿亦 富、 婉順之 行。 
去歲見 華燭 盛典。 和氣 滿堂爲 全家 之 喜。 

今春 重 桑 弧 慶事。 歡聲 溢屋加 一門 之 福。 

豈 料。 花 顏玉容 。倐 忽隨 無常 業 風。 

何 期。 明眸 皓齒 。唐突 委 幻夢 世相。 

亨年僅 二十 有 五。 

湘 南海 暗。 波餘 綿々 之 恨。 鎌 山 月 冷。 影留 切々 之 
悲。 

雖然。 

塵界 塵 花。 金 蓮 今 開 常樂之 彼岸。 

穢土 埋 玉。 寶臺 直飾莊 嚴之紗 相。 
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唯 見。 

翠閉紅 鎖。 四 大識浪 。轉成 眞如智 海。 

粉 消香盡 。六 根 情 雲。 化 現 本覺義 空。 

遮莫 方今。 

上品 華臺 。新迎 仙 魂曉。 

十 地樓閣 。現 蒙授記 時。 

如何 是 送別 一句。 

佐紀汰 々婆、 遠 久留 々比 等 遠、 

摩 知 也 世 舞、 波 奈乃宇 天 那爾、 

那加波 乃 古志 天、 

(昭和 六、 ニ、 十九) 

◊足 達 家 靈簿序 

尊 先崇祖 、宴 倫 常 根幹 酬恩報 德豈非 道義 柱礎 
邪、 以故 祭祀 蒸 禋 、國基 慈 堅、 愼終追 遠、 民德歸 
厚、 吾國振 古醇此 美風、 培此 良俗、 國體之 尊、 冠 
絕于 世界、 從大 敎流傳 三藏玄 旨、 特明囘 向 之 法、 
顯 幽普濟 、五部 秘軌 、別 設薦供 之 則、 存亡 兼 利、 
慧 日煦溫 、民心 慈雨、 灌漑 人情、 以迨于 今、 苟爲 

五 ニ 一 
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仁慈 廣大 "人 仰 高風、 天 壽旣躋 、南山 之隆、 

行修 深遠、 世賛顯 功、 淸 福自瞻 、北 斗 之崇、 

恭 惟、 

淨土宗 管長 知恩院 門跡 孝譽 大僧正 猊下、 

一世 師表。 內外齊 服。 道德 寬洪。 

百 代 典型。 遐邇共 嘆。 化導滋 豐。 

蓮 社 至大 師父。 思慕 浴 恩。 獨啻淨 門。 

敎界 最高 長老。 賛美 推 尊。 普通法 園。 

鶴 齡旣垂 一 百歲 、戒香 芬馥搖 優 鉢羅華 妙馨" 
獅坐久 臨 三十 年、 定 水燈淨 堪阿耨 達池淸 冷、 

皓 々吉水 春 潮、 大 悲充盈 、普濟 有情、 

洋 々華 頂 秋 月、 妙 智照瑩 、廣度 衆生、 

大功 偉勳 、敎學 補 翼、 咸藉厥 力、 

重榮仰 光、 宗門 嚴 飾、 皆歸 其德、 

敷 旨 往年 旌表 丕績 、見 錦 袈拜受 之 命、 

天恩 去 秋 褒賞 盾德 、拜 金杯 下賜 之慶、 

門葉欣 躍、 誠意 豐沛 、春光 呈祥 、一宗 鼓 應 、奮 
起白壽 勝會、 


五 ニ C 

兒孫渴 仰、 和氣芳 靄、 秋 景示瑞 、四方 雲集、 大 
樹朱旛 賀頌、 

原 夫、 

沙門 固 無賀壽 施設、 久住轉 輪眞、 是奉敎 要訣、 
僧伽 宣從念 死經說 、現世 護 念、 寧 不乘願 法悦、 

謹 謂、 

壽命甚 難 得、 恭 誦梵筌 、佛世 亦 難 値、 虔繙眞 編、 

積德宏 摸、 取 之 于吾道 御、 供養 難 得 福 田、 

眞佛觀 想、 鑑是於 我 師父、 歡喜難 値 善緣、 

島 沪、 

古柏大 椿、 蓋是 俗事、 無量 壽光 千秋 爲瑞、 

蟠桃海 鶴、 亦 徒兒戲 、常住 樂刹萬 春 無墮、 

仰 冀、 

佛日輝 照 益 光輪、 諸 天 現 擁護 威 神、 

仁 山長靜 、雲嶺 一白、 昭代 瑞 鳳、 仙 壽豈百 常存、 
眞俗 柱石、 

德星恒 明、 曉天 太白、 明 時祥麟 、禪 悦更積 永住、 
德敎 木鐸、 


從 泊然歸 寂、 別離 淚未 乾、 綠樹 白雲、 烏兎忽 
改 、茲會 一 百日 之 忌 辰、 追懷情 切、 思慕 更 深、 
輙茲虔 開ー會 道場、 奠供 醍醐 法 味、 嚴薦追 孝 
之 至誠、 仰 希 廻 茲功勳 、資 助覺靈 、莊嚴 紗果、 
法 雲寶閤 、改 輝四智 之慧燈 、上品 金 蓮、 更薰 
六 度之德 香、 慶及 家門、 增 長福智 、恩 布 子孫、 
壽康無 極、 謹疏 、偈日 
翠影露 華 夢裡遷 。忌迎 百日 切 思 賢。 

長江 峻岳 遺功 在。 覺月卽 今照大 千。 

(昭和 六、 八、 三十〕 

◊S 澤 子爵 追悼 法要 宣疏 
山 崇海涵 、惠澤 普及、 中外 信服 偉德、 

日朗星 高、 慧鑑 遠徹 、遐 邇賛頌 偉 a 、 

行仁而 富貴 名 聲振干 一世 
有 道以壽 福、 功業 垂於百 代、 

■ 恭 惟、 

泰德院 殿 仁智 義讓 靑淵大 居士 靈 位、 

興朝瑞 龍、 盛代 祥 鳳、 

詩藻 文範 


明敏 勇斷 、開拓 福利、 翼賛 維新 鴻圖、 

寬宏 達識、 振興 文化、 資財 三代 奎 運、 

祖述 先聖 仁愛 之 深。 慈 雲洽及 宇內。 

誘導 後進 信義 之 厚。 威望逍 伸 海外。 

財界 長老、 產 業經濟 、莫 不賴其 力、 

江湖 師表、 德 敎文藝 、稀 不待其 恩、 

萬 人達 尊、 旣具其 三 上下、 永 禱壽山 之不 崩、 
江湖 善果、. 國有內 外、 齊望長 春 之 無渝、 

悼 哉、 東亞 變 局、 龍 奮虎骧 、國要 統帥 之材 
急、 棟梁 俄 折、 

悲 文、 坤輿 事態、 雲 蒸風變 、時覓 指導 之 賢 
切、 山丘忽 崩、 

今茲、  • 
大居士 、薨後 二十 有 一日、 

遺 德愈彰 、痛嘆 益 深、 

於是 乎、 

靜寬 脘宮奉 賛會 、曁 國士館 專門學 校、 

追懷 恩義、 思慕 敎 導、 

五一 一三 
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國民 者、 誰 付 之 忽緖耶 、宜恪 遵前憲 、陶冶 性情、 
補 翼 昭代 之奎運 也、 足 達 氏 出 大職冠 鎌足 公 遠裔經 
小 野 田 三 郞兼廣 、至 中祖遠 元、 初 冒 本姓、 其 孫 遠 
政、 住 丹 波國 、後葉 轉 和歌 山、 仕 桑 山 氏、 其 宗族 
移 封 大和 新 在、 隨之 、世々 任 家老 職、 天 和 年間、 
主家 有事 歸 田、 移 於 同國三 島、 子孫 綿々 相 傳及于 
今日、 當主重 右衛門 君、 篤 厚 勤恪、 尊 奉淨敎 、.崇 
敬 祖先、 莫不 至、 尊供薦 福、 具 極慇勤 、人 推爲鄕 
黨 之淸範 、今 新 製靈簿 、以明 家門 追 遠 之 規矩、 可 
謂 當世稀 見 人 也、 近時 世態 險惡 、人情 澆漓 、所謂 
人心 是危 、道心 是微 、皇國 之 美風、 良俗 幾拂 地焉、 
原 其 禍因、 莫不由 世 忘 報德之 誠、 人 失 酬恩之 道、 
可 勝深慨 乎、 當此 時、 足 達 君 之所爲 、事雖 小、 非 
無 補 世 道 人心、 靈 簿成矣 •徵予 其 序、 卽記 平素 所 
感 、以 題卷 端、 足 達君以 此心治 家、 推 此誠處 事 則 
家門 之淸 福、 子孫 之昌榮 、自可 期 己 耳、 可慶 哉、 
冀 春風 秋雨、 瞻 仰供簑 、花 晨月夕 禮讃囘 向、 增上 
信 根、 長 養聖胎 、成滿 二世 大願、 謹 序、 


五 ニニ 

c 昭和 六 年 三月 彼岸 日) 

◊望 西 樓了慧 上人 六 百 囘遠忌 頌德偈 並 序 
護法 傳持誠 恪絕偷 貽惠澤 於 百世 祖訓 編纂 内外 齊 
仰 其 光扶宗 宣布 精 勵超羣 垂偉勳 干 千載疏 釋 撰述 
古今 擧稱厥 功 嗚呼 靡 上人 則 宗祖 遺文 或歸 散佚 湮 
滅 末世 永 失 慧燈有 上人 故 記 主 精義 普及 洽流遐 代 
猶浴慈 潤 今茲上 人 示 寂 方 六 百年 施 化 遺跡 繁榮福 
智俱備 所 創 山門 隆昌 敎學 共振 開祖 之 盛 德可謂 宴 
大矣貧 道 幸 有 善 緣亦得 列 遠 忌 報恩 法要 感銘 莫極 
鑽仰 何歇卽 奉拙偈 ー首以 表衷忱 
大哲 西遊 六 百年 傳燈 今設 報恩 莛 
東 山 凝 翠眞標 古 鴨 水流 芳惠 澤鮮 
新綠頌 功聯錦 筆 * 風 仰 德集玉 編 
獻香九 拜靈龕 下 愚 拙堪歡 有宿緣 

(昭和 六、 五、 十六〕 

◊久米 民 之 助 翁 百ヶ日 疏併偈 
恭惟 

空々 軒玄 ♦如 泡 居士 


卽今笑 登 千 葉 座。 唯餘 幽遠 鐘 鼓 清。 

恭惟 

靈輪 大和 尙 

溫雅德 風。 實 踐淸鑑 。攝 生篤實 。興隆 竭 力。 

住 於 幽遠 精舍殆 四十 年。 

檀越仰 之。 猶若 慈父。 僧伽 尙之 。以爲 長者。 
護法 赤誠。 幾閱 艱難。 與 年益 熾。 

扶宗 至情。 屢經 曲折。 重臘彌 堅。 

復興 功 成。 超然 曉仰 紫雲。 

造 營事竣 。悠々 夕觀 落日。 

不啻江 東 首座 長老。 

亦 實都門 隨ー耆 宿。 

何圖 

一朝 現 病。 笑應大 悲願 王迎 召。 

於 老師 卽雖 本懷可 喜。 

在 有 緣茲有 痛惜 無限。 

今茲 老師 示 寂。 早會 初七日 之 忌 辰。 

法嗣 靈信師 。盡追 孝 誠。 致 報恩 志。 
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普 招 部內大 德有緣 道俗。 恭嚴修 一 坐 法要。 

以表酬 德追懷 至衷。 

凉風送 香煙。 繞 上品 華 臺。 

彩 華搖芳 影。 莊 法雲寶 閣。 

貧 道 有宿緣 。悉 老師 道 交 者 四十 年。 

今 列法莛 。感慨 甚 深。 

嗚 乎。 

殘炎彌 天。 白蓮 淸香空 散。 

苦熱 滿 地。 寶瓶智 水 茲盡。 

痛嘆 不 止。 思慕 何禁。 

輙恭頌 一期 功績。 虔仰 半生 德 行。 

所望 還來 本誓不 空。 速泛 慈航于 迷津。 

唯 希 普賢 弘願 圓滿 。早 轉法輪 於 敎界。 

(昭和 七、 八、 二十 六) 

◊動物 供養 祭宣疏 
大慈恩 海 攝羣萠 。遵敎 爲仁盡 至誠。 

鱗 甲 羽毛 咸解脫 。芝 峰 秋老碧 天淸。 

恭 f、 愛 物 布 恩、 致惻隱 情、 是 聖賢 要 道 也、 憐生 

五 ニ 五 
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恭表 悼惜之 至情、 伏 捧奠供 之 赤誠、 

霜 風 送 心 香、 虔拜寬 永寺靈 域、 

菊花 薰意 華、 方 開 三緣山 法莛、 

三部 妙 典、 禮誦 、通 七重 寶林之 梵聲、 

五 種 正 行、 讚嘆、 度 八 功 德池之 法 音、 

鳳笙龍 笛、 妙 響 伊 全、 滿山 松籟、 德韻 永存、 
玲膳上 供、 法 味 騰涵、 滿林殘 陽、 惠風長 仰、 
昭々 靈儀如 在、 穆々 靈儀方 格、 

伏冀 、依此 一 會之淨 業、 

本尊 西方 願 王阿彌 陁如來 、十 方諸佛 三世 薩埵、 
照鑑納 至誠、 應現受 供養、 

大 居士 英靈、 

義空高 輝 三 身之覺 月、 香 海 廣湛四 智之眞 水、 
增長威 神、 倍增 法樂、 

冥祐垂 福祉 於 萬 秋、 

加護 致 寧 康于千 春、 

長 鎭帝圖 鞏固、 永資 民福 伸張、 謹疏。 

(昭和 六、 十二、 ニ〕 


五 ニ 四 

<> 淨林院 追悼 香 語 
敏明貞 淑世推 賢。 內助多 功母德 全。 

四十 八 年 花 月 夢。 霜 風 晝處發 金 蓮。 

惟。 

資性 聰敏貞 純 奉 事。 敎養 子女。 幾閱苦 辛。 
內助收 功。 寺 門經營 。藉 其ヵ甚 多。 惜 哉。 
世緣不 長。 一朝 臥 病。 正 念 西 逝。 宴 可 痛惜。 
豈勝 哀悼 邪。 雖然 。業 繫茲斷 。常樂 華 開。 惑 
障 今盡淨 境。 智火燒 有 鳥 幼 身 金剛 妙體 。長顯 
現 甘露。 洒 生滅 殘骸 。法界 智身義 成 滿又可 以 
慰 哉。 遮莫卽 今上 品 華 臺莊嚴 旣備處 。法 雲 金 
殿寶飾 具足 時。 如何 是 送別 一句。 

先 だ、 ば遲 る、 人を 待 やせむ 
花の 臺に 半殘 して 
南無 阿 彌陁佛 

(昭和七、ー > ニ十三) 

◊倉 靈輪 大和 尙初七 日 忌宣疏 
興隆 攝化盡 精 誠。 七十 五 年 護法 情。 


化 之 深 亞功默 軒 宜稱詉 訪 聖人 者 也 夫 詉訪湖 勝景 與 
琵琶湖 秀色雙 鳴 於 天下 唯慽* 湖隱 君子 其 人 無傳已 
耳 其 人 誰 邪 日 岩垂 今朝 吉 先生 是也 先生 識訪 人胷襟 
海曠 廉直 爲性 識見 高邁 學術精 深長 經理之 材而不 求 
顯榮 任小學 校長 兼 中 學校敎 諭 至高 等女學 校長 純 誠 
一貫 致 力 于薰毓 三十 有餘 年子 女 崇仰獨 如 慈父 又 能 
釋紛 解爭輔 導 利 濟爲鄕 黨謀莫 不至蒙 先生 之 敎成家 
立身 者询不 勘 少吾 三如會 荷恩惠 最厚矣 先生 逝而十 
年 遺 德日彰 流 風餘澤 追慕 益 切卽人 先生 行 樂之地 立 
碑 以表甘 棠存愛 之志銘 日。  ， 

岡 見 山 秀淸高 其志鵞 湖水 麗洪量 可 比。 

臥龍 一生 眞是 大器 貞珉百 秋 功德永 誌。 

C 大正 十五、 七) 

◊ 畔柳久 五郎 氏 建碑 選 文 

仁俠 剛邁當 難不辭 見義必 行甞投 政界 慷慨 時弊 奔馳 
國事 旣而卜 店舗 於 神樂坂 經營氷 仲買 業防遏 私曲 矯 
正 暴利 勇斷 勵精定 協同 共 營之基 釋紛治 爭致カ 公益 
莫 不至焉 信望 鐘 干 一身 交遊 遍於 天下 嗚乎如 畔柳久 
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五 郞翁其 績永可 傳也翁 以文 久 三年 十二月 十二 日 生 
於 三 河 國碧海 郡 安城 町 四十 年 前出郯 其 凛烈 氣節明 
敏 才幹 略 如何 記而 資性 仁慈 有 春風 之 懷其人 眞如美 
玉 仁 及 禽獸翁 今 名望 彌高德 行益顯 過 華甲 已五 年自 
建壽碑 以爲 埋骨 之 計 超凡 之 風足 見 修證之 深 也 謂 積 
善 所 致 壽康躋 干 百 秋 夫 何 疑 乎 碑 成 卽刻杉 浦 重剛先 
生 贈 翁 詩 代銘詩 日。 

八面玲瓏 有 高 節 神州 男子 尙明 決。 

試 將天產 比 其 操 不二 峯頭 千古 雪。 

(昭和 三、 九) 


(以下 序文〕 

◊「行 誡 上人 傳」 序 

洋 々たる 和風、 德聲十 方に 滿ち て、 玆容 春ょりも 溫に、 
i« 々たる 高 行、 道標 一世に 重く して 仙骨 秋ょりも 淸し 
學識や 蒼 溟の廣 きに 似て、 自他 悉く 容れ 、敎 化は 沛雨の 洽 
きが 如し、 善く 上下に 及ぶ、 春 花秋楓 の 美、 似て 詞藻の 豐 
富なる に 比し、 月 白 風淸の 高、 以て 氣 宇の 洒脫な るに 譬 

五二七 
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記 功、 慰 無 吿哀豈 非德敎 大本 邪、 信 及 犬 豚 人情、 
以敦仁 被 雉 兎。 民風 故 美。 聞說理 化 學硏究 所鍾最 
近硏 鑽精粹 、窮 世界 學 術、 蘊奥 裨補國 運、 增進民 
福、 功績 宴多焉 、而當 其燊爛 成果、 收顯 赫發見 也、 
無辜 禽戰洒 膏血、 割 骨肉、 甘資 攻究 之 材料 者、 實 
敷 千 萬、 思 之 則 誰 無 哀情 惻々 之 念 邪、 嗚呼 闡幽發 
微 、攝養 人生、 其 功 洵歸此 等 無告 犠牲、 益 世 利 人、 
增進文 化 其 ヵ固賴 y 類 可憐 貢獻 謂慘苦 無限 實 
驗 、亡 身 痛楚百 端、 考査 殒命 、其 事 眞可悲 、其 死 
何 勝 悼、 硏究所 諸賢 夙 念 之、 旣有 動物 慰靈 之議、 
玉 置 合 名會社 代表 玉 置 金 八 君、 聞 之 奮起 淨 願、 期 
活素發 表 第 拾 週 之 佳辰、 恭請 研究所 諸賢、 曁 遠近 
佳賓、 茲啓建 此ー會 、法莛 、香 雲 華 海、 薦硏究 所 
學用 動物 一切 羣靈 追福、 讃唄簫 鼓、 韻 搖霜氣 、陳 
大悲 普益德 音、 幢幡 珠 蓋、 影飄金 風、 布 悉有佛 性 
眞詮 、紅 楓織 錦、 現七寶 樹林、 芳 菊聯英 、映 八 功 
德 池、 伏冀 、本尊 大慈大悲 阿彌 陀如來 、十 方 三世 
一切 三寶 、覆 護昭鑑 、檀上 所讃 、硏究 所學用 動物 


五 ニ 六 

一切 精靈 、共 亨紗 供、 齊浴恩 光、 同 脫苦 輪、 咸離 
業 縛、 覺路茲 開、 慧眼 方 明、 第一義 空、 金翅 一 任 
飛翔、 最勝法 苑香象 自在、 遊步彩 鳳、 玉麟 吉兆、 
應 昭代 盛運、 靑 龍玄龜 禎祥 副 民人 慶福-謹 疏。 

, C 昭和 七、 十一、 十二〕 

C 以下 碑文) 

◊唐 澤山上 三助 會 記念碑 文 

長 野縣上 詉訪町 土橋 源藏 、武川 又兵衞 、飯 田 太 金 
次 三 氏の 三助 曾の 記と して 作れる もの 

神 交金鐵 。義 比桃苑 。道 情 芝 蘭。 誼 契虎溪 。不啻 
鼎 足 相 約。 報 答國恩 終生渝 。三 心互勵 誓願。 樂果 
盡 劫莫變 。貞 石容 崩。 友盟 永存。 品 蓮常榮 。必證 

紗覺 。此三 眞友誰 哉。 土橋 野 水。 武 州 寒月。 飯 田 
濤聲。 

r ^c 正丄ヽ 、 十ン 

◊岩 垂 先生 頌德 碑文  . 

昔 中 江 藤樹高 蹋歸田 寒村 授學德 風 遠 及 近 江 聖人 之 
名嘖々 干 今 焉而人 未知 近朋治 大正 之 間韜光 晦績敎 


法を 此 h に傳 ふ。 滿山の 松風 積翠を 凝して、 梵 音と 和し、 
數峯の 雪 5 に^ B を 織りて、 香煙を 帶 ぶ。 靈 地勝區 、岳 

を 負 ひ、 f 臨み て、 营麗 す。 而 して、 雪 奕世靈 

の 盛なる、 畫楝彩 梁 輪奐の 美、 朱 紫映發 し、 侯伯 豪族ょり 
市民に 至る まで、 渴仰の 誠を 運びて、 香 雲 華 雨、 四時 絕ゆ 
るな く、 名德 高僧、 累代 法燈 を揭げ て、 四 衆を 攝し 、今に 
至りて、 猶縉紳 名門の 崇奉を 鐘め て、 護山 保 勝の 力、 頗至 
れ るを 見る。 兹を 以て 稀 器 珍什、 庫藏に 充溢して、 高僧の 
手澤 墨痕 尙存 し、 名寶 異物 籍册堆 くして、 

王公 貴紳 崇 奉の 犬なる を證 す。 之を 例す るに、 夫の 宋元 
高麗 三 大藏の 如き、 眞に寰 宇 唯一の 至寶 なり。 而 して 劫火 
の嫉む 所、 ■時— 威龜 しくし、 維新 已來 、囘 錄の災 
至高る 兩囘 、寶器 珍什、 烏 有に 歸 して 痛惜すべき もの 間々 
之な きに あらず と雖 、其 大部は 天 龍神 鬼の 呵護 する 所、 靈 
怫祖 像、 千古に 法驗の 新なる を 示し、 黄 卷朱 軸、 名 什 妙 墨、 
秀を百 代に 傳ふ 。嗚呼 夫れ 偉なら ず や。 玆 年、 宗祖 滅を示 
し 玉 ひしょり 方に 七 百年。 

飫 旨 深厚、 新に 加 諡の鴻 恩を 拜 し。 祖德赫 々として 光を 
萬 世に 垂る 。一宗 感喜 、聖恩を 奉答し。 祖德を 光揚せ もと 
する の 至情、 實に熾 然として 燃えん とす。 三 緣山亦 玆に於 
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て か、 一七 日の 御 忌大會 を虔修 し。 

宮庭 伶樂を 下賜し、 梵唄 潮 湧、 供養 雲海の 盛を 極む。 某 
等 此優曇 靈芝難 遇の 祥 時に 遭 逢して、 歡喜 踊躍 措く 能は ず、 
乃ち 簿册を 閱し 、寶 庫に 就きて、 群英の 粹を拔 き、 萬 華の 
芳を聚 める 凡そ 三十、 撮影 剞到 具に 愼 重を 盡 して、 之を 世 
に 公に し、 題して 緣 山聚芳 とい ふ、 斯 する 所は、 丹 靑鸞鳳 

舞 ひ、 墨 底 龍 蛇 躍る 所。  ‘ 

聖 帝名將 護法 興隆の 篤き を 仰ぎ、 名德傑 僧、 敎化傳 持の 
跡を 鑑み、 六 三 信 行策勵 の 一助と なして、 

朝恩 奉答、 祖 德發揚 、愛山 護持の 赤誠を 砥礪 せむ とする 
にある のみ。 若夫將 りて 以て 東洋 美術の 粹を窺 ひ 史上 風 ノ 
廢 の 痕を硏 むる Q 資に 供せば、 文運と 世 道と に 於て、 豈少 
補な しとい はむ や。 宗祖 德澤 慈雨の 涓滴 、希く は 是の 如く 

して 報ずる に 幾から むか。 謹で 序す。 

(明治 四十 四 年 四月 大師 七 百年 御 忌日) 

◊「現代と 淨 土宗」 序 

知見に 透徹を 缺き 、敎 導に 熱誠を 存せ ざる 學怫の 徒、 動 
もす 漫に怫 法の 超 現代を ロに し、 現代と 宗敎 との 關係 
を 論じて、 救世 濟 民の 力 能を 說くを 見て は、 ー槪に 之を 排 
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ふ。 誡 公の 大德 偉蹟、 固ょり 筆舌の 玆に盡 すべきに あら ざ 
る 也、 公 寂を 示して ょり 旣に十 年、 法苑邊 蔔 の香畫 き、 栴 
擅の 影 空しく、 佛界闐 寂と して 籠 象 方に 寥 たり、 此際に 及 
むで 誡公の 德を思 ふ、 豈 國亂れ て、 忠臣を 思 ふの 感な から 
む や、 世人 益 公を 渴 仰して 道價 年に 倍し、 半 片の斷 簡零墨 
と雖 、珍 藏百 襲す る 夜光の 如くなる に 至る、 亦宜 なる 哉、 
小僧 宿緣弗 深し、 童 時 公に 謁する 兩三囘 、生得の 愚 蒙、 猶 
介爾の 善心を 發 して、 法 林を 探り 性 海を 航せ むと志した る。 
悉皆 公の 賜に 出づ 、爾 來十數 年、 紛々 たる 妄想 雜 起し、 名 
利の 念、 心 內に 搖ぐ每 に、 瞑目 公を 思へ ば、 當 年の、 慈顏 
皓眉 、彷彿 眼前に 現じて、 且喩 し、 且戒 むる が 如し、 嗚 乎、 
江湖、 公の 法澤を 蒙りて、 慈 恩に 浴す る 小僧の 如き もの、 
洵に尠 少なり とせむ や、 道 友 寶順師 、頃日 公の 垂示 數 則を 
輯め 、揷 むに 詩歌を 以てし、 且ニ 三の 逸話を 錄 す、 編纂 頗 
る巧妙を極む。來り示して日く、子深く誡公を渴仰す、盍 
ぞ 一関の 勞を 取らざる と、 乃諾 して 之を 見る、 篇 々章々、 
悉く 公が 高 懷慈淚 の 溢る \ 所、 春風 洋々 筆端に 生じ、 秋水 
冷々 墨 下に 漲り、 或は 淵 博の 學識 海の 如きを 認め、 時に 香 
雲丹 霞、 風淸月 白の 好 趣に 接す、 編す る 所 一として 道を 履 
み、 行を 潔くす る もの X、 龜 鏡たら ざるは なし、 苟も 之を 
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讀む 一過 すれば、 假令 未だ 公の 高風を 識ら ざる 者と 雖 、心 
裡忽ち 一場の 和風を 扇ぎ、 冷々 たる もの、 自ら 塵 腸を. 洗 ふ 
て、 杳然 俗寰を 遠ざかる が 如き 感 あらむ、 況や 、平素 公を 
信じて、 其 高 德を渴 仰して 感を今 日に 深 ふす る ものに 於て 
を や、 寶順師 の 志亦觀 るべき かな、 剞劂 成る を 吿げ 、且其 
因緣を 書せ ょと 迫る に會 す、 乃ち 謹で 一言を 題す。 

誡公舊 棲の 地 東都 礫 川 處靜院 の 西 窓 下に 於て 

(明治 二十 九、 十二) 

◊「 緣 山聚芳 J 序 

吉 水の 淸流 一た び 源を 東 山に 發 してょり、 德澤忽 に遐邇 
に 布き て、 灌 注の 益羅に 普く、 慈雨 長に 群生を 沾 して、 濕 
潤の 恩、 ト方に 及ぶ、 而も、 祖風壯 に智願 海の 洪濤を 鼓し 
て、 汪洋の 偉 觀を盡 し、 遺影 圓に 功德 池の 鏡 光に 映 じて、 
浩擀の 雄景を 極め、 敎 綱章然 、丕に 張りて、 法苑 風を 慕 
ひ、 精舍 林の 如く 海內 に滿 ち、 法 威 赫乎 、盛に 揚 りて、 敎 
界 に雄視 し、 龍 象 雲の 如く、 天下に 溢る、 に 至りし もの、 
實に三 緣山增 上 寺の 開 創を 以て、 其 根基と なすべき を 見 
る。 斯靈山 や 創立 以來玆 に 三百 年、 淸規 整然として、 一宗 
の 綱 格、 範を此 山に 仰ぎ、 講學欝 然として、 列 祖の玄 旨、 


を得せしむるに足るものを求めば、猶幾多の遺憾自ら此間 
に存 せり。 今 岡敎授 、愛宗 の 志、 玆に槪 然として 動き 終 
に 其 積年の 蘊蓄を 注ぎ、 其 周到の 史筆を 驅り 的確の 資料に 
據 り、 繁を 去り 錯を 正し 平明 簡易、 通俗の、 高祖 傅を 編成 
し、 揷む に舊傳 古雅の 繪圖數 十 面を 以てし、 童 幼 も 自ら 祖 
德に 親しむ を 得せし む、 其 心を 用 ゆるの 懇切、 筆を 着く る 
の 周到、 眞に 推賞す るに 足る。 通邑大 都ょり 山村 僻邑に 及 
び、 此編が 萬 機 普 益の 功を 收む るの 犬なる、 誰か 之を 疑は 
む。 加 之、 平明の 間、 精確なる 宗史學 の 根基を 橫へ 、簡易 
の裡 、深遠なる 宗義學 の 源泉を 湛 ふるを 以て 布教に 從ふも 
の、 講壇に 立つ る もの 之を 講本 とし、 敎科 書と して、 段を 
追 ひ、 章を 重ね 詳に祖 風を 扇揚せ ば、 其 利便 亦 極めて 犬な 
らん。 其頁數 甚だ 多から ずと 雖 、精を 盡 くし 粹を擇 ぶ、 所 
謂 寸璧萬 金に 價 する もの、 眞に 適時の 好 冊子た ると 認む。 
今や 良 著 公刊 近くに 當り 一言を 徵せら る、 卽至 心隨喜 所感 
を 錄 して 衷心 之を 江湖に 推薦し、 添 ゆるに、 拙偈ニ 首を 以 
てす。 

仰 則 彌高鏆 益 堅、 平明 賛述祖 風 全、 由来 通俗 終 南 意、 顯 

赫宗 光至 百年。 

專攻 刻苦 徹源衆 、史筆 不妨 通俗 編、 普 益 萬 機 輝祖德 、開 
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來淨土 幾 金 蓮。 

(昭和 ニ 年 十月 十五 日凾 山 望 湖 臺十夜 ) 

◊「求道の 栗」 小 序 

亡友 靑民 上人の 一生に、 吾等 同行の 典型と して 流澤狗 に 
百世を 潤す もの ぁるを 覺ゅ 。上人が 摯實 なる 求道 得 信の 精 
進、 其嚴肅 端正なる 操守、 その 勁烈 正大、 主張す る所畏 る 
るな き、 其 溫容詢 々人を 敎 へて 病を 忘る る" 此 等の ー尙以 
つて 世の 師表た るに 足る、 ^ んや 之を 具 ふる 事を や、 上人 
逝きし ょり 二十 有 三年、 敎界 の近狀 に 見、 宗門の 現 態に 考 
へて、 亡友を 思 ふの 情 極めて 切實 なり、 亡友 もし 存せば の 
嘆 豈獨り 吾の みならん や。 

今や 遺 弟 正定寺 善久師 、上人の 齋 忌を 修す るに 當 りて 癸 
亥の 災餘 求む るに 難き 『靑民 遺書』 の 要 文を 纂輯し 十 方の 
師友に 頒ち其 志の 厚き は 論な し、 世を 益し、 人を 利す るの 
大 、豈亦 言を 待たん や。 四十 年 前、 淺 草の 精舍 、春 花 秋 月 
幾囘か 亡友と 苦談 したる 追憶、 新刊を 得て 自ら 眼底に 新な 
りて、 感慨 何 ぞ堪ん や。 敎界 宗門の 士 、亦 幸に 此 小冊子に 
由り て 上人の 面目を 傯び 反省を 得、 決意を 固めて、 其 警世 
度 生の 精神 更ら に大に 振 ふに 至ら ば 卽ち 亡友の 志 亦 伸ぶ る 
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して 阿附と 罵り、 迎合と 嘲り、 毫も 適時 敎 導の 誓願を 思は 
ざる もの 亦 之な きに 非ず。 蓋 宗教の 超 現代を、 本質と せる 
や、 猶 其超國 家を 理體 となす と 同じ。 而も 本質 理體は るず 
廣大の 力 用と 相 待つ。 此大 用に 於て 國 家の 補導 文化の 翼賛 
あり。 現代の 適 化 亦玆に 於て か 其大 能と して 存せ ざるを 得 
ず。 此大用 大能 なき 所、 宗敎 なき 也。 彿法 なき 也、 此廣大 の 
誓願 化導を 離れて、 徒らに 空虚の 理體に 執 せんとす、 惡平 
等の 邪見に あらず んば 、ニ 乘自 調の 退墮 のみ、 是れ世 尊の 
大に戒 むる 所に 非ず や。 見ょ、 赫日 煌々 として、 天空に あ 
り。 超勝獨 妙、 高く 萬 衆に 絕 す。 而も 其 照明 煦溫の 力 能、 
億 物 其惠を 被らざる はなし。 佛日 無垢 輪亦實 に是の 如し。 
此毘盧 遮那遍 照の 大 能を 沒 して 太陽を 論ずる もの、 何ぞ其 
見の 僻に して、 志の 淺き甚 しき や。 

淨土敎 は 由來大 慈悲 等 流の 眞諦 、最も 時機の 相應 を高唱 
し、 末法 萬 年、 餘敎 悉く 滅 する 時、 獨り攝 化の 大 用を 留む 
るを尙 ぶ。 大師 華 天 密禪の 諸敎に 對し 、「機根 くらべには 
源 空 勝ちたり」 と斷ぜ られし 深意 蓋兹 にあり。 現代 適 化の 
妙 CT は 兹に 於て か 至處に 達し、 此に來 りても 最も 活潑々 
地の 大 能を 縦に す。 是 故に 現代 敎 導を 離れて、 何の 處にか 
淨土敎 あらん や。 現代人 生の 解決、 現代文明の 淨化已 外、 


五三 〇 

豈大 悲本懷 の對 機を 求む ベ けんや。 這 箇の活 機を 體 得する 
能は すして 念 怫を說 き、. 淨 土を 談ず るのは、 抑 も 佛祖の 本 
懷に 暗き ものと 云 ふべき のみ。 

弦月 桑原 君は 至誠 護法の 土な り。 常に、 道を 傳 へて 倦ま 
ず、 四方に 奔走して、 坐席暖 なる に 暇な く、 軍隊に 病院に 
監獄に、 詢 々として、 眞乘の 大能大 用を 闡顯 す。 其 知見の 
博、 敎 導の 誠、 良に 適時の 敎家 として 恥ぢ ざる 所な り。 

今や 其 著 「現代と 淨 土宗」 新に 成る を 吿 ぐ、 是渴 者の 淸 
泉、 饑 人の 珍 膳と して 現代 求道者の 熱望を 醫す るに 足る ベ 
し。 之を 江湖に 推薦す るに 於て、 豈其 急先鋒た るを 辭せん 
や。 乃ち 平素の 懷ふ 所を 書して 序文に 代 ゆと 云爾。 

(大正 五 年 十一月 下旬 東京 江 東 僧院 蕃蔡殘 魟處) 

◊「善導 大師 繪詞 傅」 序 

大正 大學敎 授今岡 達音師 、精攻 苦討宗 史を硏 め、 學 徒を 
陶冶す る 多年、 其勞 苦の 多き に 倦まず、 其 功績の 少から ざ 
るに 傲らず、 專 意力むべき に 力めて 殆んど 世事と 相 關せざ 
るが 如し、 今や 吾が 宗 高祖の 遠 忌を 迎 へ、 報恩 大會の 準備 
漸や くにして 進み > 鴻德鑽 仰の 好 著續々 として 出づ 。而も 
廣く 之を 民間に 流布し、 童 蒙に 至る まで 光明の 眞風を 仰ぐ 


益 攻究の 熾烈を 加へ、 意氣 更に 新 穴に， 精力 彌 集中して 世 
外に 超然たる 學 風の 崇高なる、 學徒 仰がざる なく、 圓熟精 
鍊 の義燈 、高く 光を 放ちて 隱 然として 斯學 一方の 雄鎭た る 
の 大を なせり。 

惟 ふに、 吾國 維新 文運の 蔚興 と共に、 梵文學 の 開祖た る 
譽を荷 ふべき もの、 誰か 指を 南 條文雄 老師に 屈せ ざらん。 
老師が 堅實の 創業を 紹隆 する に 博 洽雄麗 、光彩 一世に 陸離 
たる 高 楠 順次 郞 博士 ぁり。 梵學の 建設 普及、 其 功、 マック 
ス •ミユ ー ラ ー の 衣鉢を 傳へ 、之を 兼ぬ るに 養材 育英、 濟 
々の 多 土を 其 門下に 輩出せ しめし 經綸 、方に 大ゥ H1 ベル 
の 力量を 以てす。 吾が 荻原師 之を 承け て、 博き を 求めず、 
多き に 走らず、 專に して 精、 深に して 確、 究 むる 所微に 入 
り、 細に 至らず んば 休まず。 探る 所、 源に 達し、 底に 徹せ 
ずん ば 捨てず。 孜 々汲々、 一に 心を 潜め 力を 竭 くして、 唯 
佛敎 梵語の 開拓を 以て 己れ が 任と なす。 聖經に 所謂 「窮深 
盡奧 、究二 其涯底 1」 の 金言、 借りて 以て 師の爲 に賛 すべき 
乎を 思は しむ。 斯の 如くして、 今や 師は 啻に 古國に 於て 斯 
學の 專攻其 右に 出づる ものな きのみに あらず、 歐 米の 學界 
に 於ても 亦 其嚴密 精 核の 批判に 畏敬し、 師の 一顰一笑 も 之 
に 注目す るの 觀 あり。 南 條 老師は 之が 為に 其 梵本楞 伽の 出 
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版に 際して、 特に 師の說 に 聽く所 甚だ 多く、 レ ギ敎授 も 其 
計畫稱 友の 俱舍釋 論の 公刊を 師に 一任した るが 如き、 實に 
之を 證 すべきに あらず や。 試みに 師が 世に 問へ る 「■譯 名 
義大 集」 の 校註、 安慧 「唯 識釋 論 ' の評譯 等を 把り て兒 
ょ。 師が 精彩 光輝の 潑濑 として、 自ら 群 流を 拔 くもの ある 
は、 直に 之を 了す るに 難から ざらん。 最近 南 條文雄 老師 不 
朽の 大著 英譯明 藏目錄 の 再版に 當 りて、 之に 添付した る是 
正 補遺の 索引の 如き も、 亦ょ く師が 精 透の 片鱗を 窺 ふべき 
にあらず や。 

荻 原師旣 に其專 一の 攻究の 爲に 、早く 帝 國大學 講師の 職 
を 去り、 唯 大正 大學 梵語 學敎 室の 主任を 以て 甘 じ、 今や 其 
不撓 精進の 全力を 傾倒し •其 蘊蓄を 集注し、 平素の 造詣を 
揮攉 して 現觀 莊嚴 論、 稱友俱 舍釋論 等の 校訂の 難事を 完成 
する に 幾く、 更に 典 畢生の 本願た る瑜伽 菩薩 地の 公刊 も 遠 
からず して 大乘 敎學の 硏究に 無盡 不磨の 寶藏 を開展 して 一 
新 時期を 斯界に 劃 せんとす。 而も 荻 原師は 更に 今 其緯々 た 
る餘 力を 驅 りて、 吾國 梵語 學界の 名流 俊傑を 會 同し、 漢譯 
對照 梵和大 辭典の 編纂に 力め、 佛敎界 に 於け るべ ー トリン 
グト D ォトと して 至難 至高の 創業に 從はん とす。 學壇が 其 
完成を 翹望 する 大旱の 雲霓の 如し。 

五三 三 


詩藻 文範 
と 見ん か、 謹で 序す。 

(昭和 三年 七月 明 照 會館樓 上) 

◊「荻 原敎 授還曆 記念 祝賀 論文 集」 序 

淨土宗 正 僧正 勸學 ドクトル •フキ T2 y フヰ H1 文學 博士 
荻 原 雲 來師は 、明治 ニ 年 二月 十日 和歌 山縣に 生る。 幼に し 
• て嚴 父を 喪 ひ、 慈母に 伴は れて 上京し、 當年 布教 興 學の大 
德 として 淨土宗 の 重鎮たり し 荻 原雲臺 上人の 門に 入りて 薙 
染 し、 稍 長ず るに 及びて 其 嗣子と なれり。 師は 夙に 英語を 
修めて 寧 馨兒の 名高く、 淨土宗 本校に 學びて 大小 兩乘 及び 
哲學諸 科を 研め、 別して 俱 舍大毘 娑沙 を精攻 し、 明治 三十 
年 優秀の 成績を 以て 其 業を 卒 ゆ。 同 三十 ニ 年 選ばれて 第一 
囘の 淨土宗 海外 留學 生の 命を 受け 壯遊 の途に 上り、 當 時の 
獨逸國 ストラス ブルダ 市、 カイ ザ ー、 ウ 牛 リ ヘルム 第二 世 
大學に 入り、 敎授 口 イマン 博士に 師事して 梵語 學を 專攻す 
る こと 六屋霜 に亘 り、 精勵 刻苦、 其 大材偉 器を 玉 成す、 師 
は斯の 如くして よく 恩師が 精 透 深 密の學 風を 傅へ、 加 之、 
漢譯大 藏の博 渉該羅 、梵本 の對校 的確を 極めて 怫敎 梵語の 
特色を 闡發 する 獨特の 手腕を 示す を 以て、 其 名 漸く 歐洲の 
學壇 に顯 はれ、 特に 故 ケム プリ ヂ大 學敎授 セシル •ベンド 


五三 ニ 

1 ル 博士の 大乘集 菩薩 學論を r 怫敎 文庫」 に 公刊す るに 當 
り、 終始一貫、 多大の 援助を 與 へ、 其 功を 成さし めしに 由 
り、 リス デ' ヰ ッ、' ツ敎授 夫妻、 へ ルン ル、 プサン、 リュウ デ 
ルス 等の 諸 大家 頗る 此 極東の 青 衿 ー學 僧を 敬 重す るに 至 
り、 ケム ブリデ 書庫の 珍什た る 夫の 漢譯瑜 伽 論 菩薩 地の 梵 
本を 貝 葉 中に 發 見し、 其對 校の 結果、 梵莢の 整理を 完了し 
たる 功績は、 師が 梵學界 に 於け る 地位を して 居然と して 終 
に 動かすべからざる に 至らし めたり。 恩師 ロイマン 敎授 
は、 玆に 於て か、 謙譲 韜晦の 荻 原師を 强ゐ て、 此貴 重なる 
貝 葉 公刊の 豫 報を 草せ しめ、 之を 學位 論文に 宛て、 以て ス 
トラス ブル グ大學 梵擧敎 室の 誇と なせり。 

荻 原師は 此學界 に 於け る隆 々の 聲譽を 荷 ふて 歸朝 する 
や、. 殆ど 何等 世に 求む る 所な く、 一切の 塵 事を 抛攞 して、 
主 一 無 適、 佛敎 梵語 研究の 外、 何者を も 顧みず、 或は 帝國 
大學の 講師と して 或は 宗敎 •豐山 •立 正 諸 學院の 教授と し 
て、 緻密 精嚴の 鉗鎚を 提げて、 懇親 篤 切、 學徒を 提撕 し、 
手法實に恩師に髡駕たるものぁり。時偶、癸亥大震の災蝸 
俄然と して 襲来し、 帝都の 大部 烏 有に 歸 し、 師も亦 積年 蒐 
集の 資料、 刻苦 輯錄の 手記と 弗に、 一切の 藏書を 盡 して悉 
く 之を 灰燼に 委せ 師此 間に 處 して、 毫も 屈する 所な く 


を 期せり。 而も 或は 多少の 過誤、 雄篇を 累 する を怕 る、 慚 
惶實に 甚し 。且 切に 寄稿 諸賢 及讀者 各位の 詰 恕に 待つ 所、 
公刊の 期日 も、 去 秋 荻 原 師の就 蓐の爲 と、 關係 同人が 公私の 
繁忙と に 妨げられて、 計らず も 歲餘の 遲延を 生じた るが 如 
き 失態に 陷れ り。 是亦 偏に 大方 各位の 高察に 懋 へて、 寬宥 
を 仰ぎて 止まず。 唯 某 等 有志の 希 ふ 所は 此 記念出版に 由 
りて斯學の國際交驩、益親睦を加へて日新宏張の機運を激 
作し、 萬 國の博 同 講究、 彌 緊密を 重ねて、 光顯 振興の 美、 
更に盛なるを致し、延いて以て世界文化の進展を莊嚴し 
其 康寧 和樂の 基礎を 培 ふを 得て、 長に 荻 原 師の學 德を傳 へ、 
永く 內外賛 襄資助 諸賢の 恩義の 美を 貽 すに 至らん ことを、 
謹で 序す。 

(昭和 五 年 四月) 

◊「正朔 要覧」 跋 

我國 維新 已 前、 歷朝數 々改元の 事 ぁり。 民間 亦 私に 年號 
を 用 ゆる もの 出で、 國 史を學 ぶに 當 り、 學徒 その 繁絮 複雜 
に 困惑す る もの 蓋し 少しと せず。 編者 玆に 見る あり。 三十 
餘 年の 精力を 傾け、 博 綜該羅 書 史記傳 に 渉りて、 正 湖の 大 
系を 撮み、 繁を祛 り 簡を擇 びて、 專ら 正確を 旨と し、 悠遠 

詩藻文懿 


紛糾の 年次を 整頓して 本書を 成し、 一目 掌 ^: を 覩 るの 觀あ 
らしむ。 其 苦心の 深く して 努力の 犬なる 編者 報國の 素志と 
相 待ち人 誰か 之を 賛美せ ざらん や。 本書が 便益 捷 和 學 徒を 
稗 益す るの 犬なる は 論莫 し。 

之に 藉 りて 國史の 大綱を 了 得し、 延て 以て 國民 精神の 振 
作 に 資する の 功 亦 見る へき あり 

卽ち 之を 國民 必須の 寶 典と 云は む も亦誣 ひたりと せじ。 
特に 精攻審 霰、 年號の 典據を 明瞭に し、 其 勘 文 者を 精赉 
し、 且つ 改元の 詔勅を 謹輯 したる が 如きは、 編者宮 本 和 一 
氏の 心を 用 ゆる 決して 尋常に あらざる を 知るべし。 富に 敬 
服に 甚 へざる なり。 書 成る、 卽ち數 言を 賛 して 跋に代 ゆと 
いふ。 

(昭和 五 年 七月 蘭 盆) 

<> 「和語 燈錄」 序 

吾が 三祖記 主禪師 、超 倫の 學德を 以て、 犬に 祖 風を 光闡 
し、 法瘇 を湘 南に 樹立した まふ や、 化 風 盛に 振 ひ、 四來の 
俊英、 山門 常に 市を なし、 達識 宏辨 の士 、濟 々として 桃李 
芳&競 ふ。 就中、 良曉 •尊 觀 •慈 眞 •性眞 •禮 阿の 諸 高足 
は 自ら 群を 拔き 衆を 挺で 各々 一方の 雄鎭 として、 化を 當時 
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今や 荻原師 、齒德 正に 高く、 學界の 宿老と して 世の 敬 重 
彌加 はり、 去 昭和 四 年 正に 還 唇の 喜を 迎 ふ。 年 壽を賀 する 
が 如きは、 固ょり 僧家の 法に あらず と雖 、歐 讲 の學界 が學 
位 受領の 二十 五 年を 祝し、 五十 年を 慶 して 學 人の 業績を 旌 
表し、 講究の 振起を 圖るに 準じて、 邦 俗に 遵ひ 以て 获原師 
の 功業を 光顯 し、 之を 機會に 斯學の 發展に 資する、 亦 所謂 
菩薩々 般若の 勝 方便た るを 失は ざらん 乎。 友人、 同志 某々 
等、 此に 於て か 去 昭和 三年 四月 十七 日、 荻 原師が 震災 後淨 
財を 抛ちて 再建を 助けた る 芝 公園 明 照 會館に 會 して、 賀壽 
記念 公刊の 議を 協定し、 幸に 大正 大學學 報 出版部 關係 諸賢 
の 賛同を 得て、 邦文 及歐 語の 論集を 刊行す るの 計畫 成り、 
不肖 等 有志 者の 名を 以て、 廣く 之を 內外 斯道の 泰斗に 訴 
へ、 雄篇の 惠 贈を 勸 請したり。 喜し い 哉。 吾等が 微擧 •は 荻 
原師の 信望の 存 する 所、 內外 碩學の 深厚なる 芳情 高誼と、 
斯學 興隆の 盛 意と に容 れられ 、碁 月を 出で ずして、 遠く 海 
外 金玉の 大作、 姚黃魏 紫の 美を 聯ねて 雁 信 相次ぎ、 吾國學 
壇の 宿 將の亦 精 銳を盡 くして 之と 相應 じ、 玆に吾 國梵學 の 
壇場 未だ 嘗て あら ざり し 一大 雄景を 展開したり。 唯 見る、 
論は 皆 未だ 世に出で ざり し大觀 精攻の 傑作、 文は 悉く 新に 
硏を發 せる 闡出發 徴の至 筆に あらざる なく、 其ー篇 と雖、 
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學 界の視 聽を聳 動す るに 足る。 況んや 數十篇 を星羅 して 珠 
璣 互に 映 じ 蘭 菊相薰 する の 盛觀を 極む るに 於て を や。 講學 
授敎 、分 陰の 至 貴なる を 割き、 祕 奥を 傾け 蘊蓄を 注ぎて 毫 
も恪む 所 あら ざり し 大家 諸 哲の道 情の 崇高 深厚なる に 至り 
ては、 某等欣 躍の 極、 何の 辭を 以て 之に 當 るべき 乎を 知ら 
ず。 唯 衷心の 至誠を 披き 、至高の 敬意を 捧げて、 諸 大家の 
恩義を 銘記 せんの み。 

吾が 大正 大學 經營の 天台宗* 新義 眞言 宗豐山 派 及 淨土宗 
の 宗務 廳及 有力の 諸 大德が 、或は 補助金を 交 附し 、淨 財を 
醵出して、 刊行の 資源に 充て、 或は 畫策 奔走、 力を 竭 くし 
て事業の促進を計り、以て此擧をして終に今日の成就を見 
るに 至らし めた る 護 敎興學 の 盛 意に 對 しても、 吾等が 感激 
措く 能は ざる 所、 夫の 內外 碩學 、廣大 の 法 施は かく 此無所 
得 淸淨の 財 施と 相應 じて、 玆 に圓滿 具足の 功德 を實 現した 
る もの、 吾等は 佛祖恩 光の 下に、 唯 不可思議の 勝因 勝緣を 
讃 嘆して、 諸 大德の 至誠に 酬ひん 乎。 

某 等 有志は 玆に 、終りに 臨み、 本 集 編纂に 就きて 數言を 
費す の聽 許を 大方に 請 はんとす。 本 集 編輯の 大作 雄篇は、 
和洋 兩文 共に 其 序次、 一に 玉稿 拜收の 次第に 出れ り。 印刷 
の 校正に 就きて は、 某 等 關係者 精力を 竭 くして 其 遺憾な き 


謂 ふに 現代の 敎家に 求む る 所は 徒らに 高遠 空躁の 理義に 
あらず して 切實 簡明。 通暢易 解の 實踐 にあり。 この 要望に 
叶 ふべき の宗 書は 第一に 吾が 和語 燈錄を 推さ V るを 得ず。 
良哉師 の美擧 、是に 於て 益 2 意義の 深切なる を 認む 。嗚呼 
誰か 之を 讃せ ざらん や。 公刊 就る に 近く 一言を 徵せら る。 

愚 蒙 また 何ぞ縛 草の 請な からん や。 卽ち 平素の 所 懷を 記し 
て恭く 衷心の 隨 喜を 表すと いふ。 

(昭和 五 年 佛名會 前 七日) 

◊「周易 對照觀 音 籤 新釋」 序 

印度は 吠陀 時代の 昔から、 實に 呪術と ト占 との 祕密の 國 
土であった。 然し 釋尊 がーた び 出世して 新しき 正道を 宣布 
する に 及び、 一切の 卜占 や 呪 法は 嚴重に 之を 禁止して 了つ 
た。 蓋し 斯の 如き ものは、 恐るべき 幾多の 罪惡を 生み、 ま 
た 愚昧なる 迷信に 昏睡せ しむる 流 弊を 認められた からで あ 
ら 5- 。 

然るに 佛 陀の滅 後、 其敎は 東洋を 風靡して 希躐の 一部 ま 
でも 三 寶の德 音を 仰ぐ に 至り、 西域に 支那に 大 慈の 光明が 
葬々 として 輝き渡る に隨ひ て、 阿 含 諸經の 中に 旣に 萠芽を 
有した。 眞言 陀羅尼が 大乗 諸經 に缺 くべ からざる 一要素と 
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して 發展 し、 敎 化の 善 巧 方便と、 包容 該羅 の敎理 とに 基き 
て、 廣大な る眞如 海中には、 ト堂の 長江 も 祝 術の 大湖 も納 
めて 餘す 所な く、 遂には 宿曜經 や 梵天 火 羅九曜 の 樣な占 星 
の經典 や、 占察經 、梵天 神 策經の 如き 專 門の 卜占 聖典が 支 
那に譯 出さる X こと \な つた。 

支那の 龜卜や 占筮は 可成に 古い。 王室に 大ト の宦が 嚴然 
として 存 し、 天 像 地變は 勿論 公私に 亘 りて、 ト占の 盛で あ 
つた 事は 左專 一つ 見ても 判る ことで ある。 其處に 印度 式の 
卜占 法が 渡来した もの だから、 怫敎 信仰と 固有の 支那 ト 占 
との 親密なる 關 係を 生じ、 而も 特色 ある 發達 をした のも怪 
むに 足らむ。 

此等の混合占法は可成り古くから記錄に見ゅる、然し剎 
策經 から 發 達した、 竹 ® の 占法は、 唐 あたりから 其方 法が 
次第に 傭って 來た樣 で、 或は 一 百 籤 或は 一 百參拾 籤の# 在 
した ことが 古書に 見へ る。 而して 此等は 悉く 觀 音大 士の信 
邛と、 結合した もので、 觀 音の 妙 智力、 其 廣大な 功德 から、 
人事の 吉凶 奮が 義な る歸 仰を 通して 變現 はる" 信仰 
の 流行と なった 然し 支那は 觀音籤 ばかりでは ない。 關帝證 
など も あつたから、 尙 他の 佛仙 菩薩の 籤 法が 存在した こと 
も 容易に 想像され る。 
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に 布け り。 

了 慧道光 上人 亦此 等、 鏘々 たる 諸 法將と 雁行 英を聯 ね、 
連轡 雄を 馳 す。 師蠻禪 師の僧 誌上 人を 傅す るに、 之を 三祖 
門下の 上 首を 以て 推て 特に 智辨 の縱 逸なる を賛 す。 以て そ 
の 聲譽が 如何に 敎界に 重 かりし かを 見る に 足らん か、 而し 
て 其 深遠の 解 行を 寂後廣 濟和尙 の勅諡 ありし に徵 して 知ら 
れ 、其の 文藻に 富み、 編者の 雄材 あるは、 入 宋訪師 の傳必 
ずし も議に あらざる 事を 證 すべきに あらず や。 

學者往 々上人の 宗義を 目す るに 師傳に 順は ず、 正 源と 支 
ゆる 所な きに あらざる を 評す。 その 大醇 小疵の 指摘、 或 
は 當ら ざるが 如き も、 而も 上人 實踐の 尊き、 祖德顯 揚の赤 
誠は 宗風發 揮の 摯實 なると 相 待ち、 深 重なる 報恩の 願 行は 
幾 編の 著作に 躍動して 宗徒を して 長へ に淸範 宏模を 仰がし 
め、 其の 學說の 是非を 贖 ふて 餘り あるの 觀 あり。 特に 夫の 
和漢 兩語 燈錄 、苦心の 編纂は 眞に是 蓮 門 不朽の 一大 偉勳に 
して、 苟 くも 元祖を 崇 奉し 遺敎に 浴す る ものは、 宗門の 自 
他を 論せ ず、 流派の 正 傍を 問は ず、 等しく 此寶 典を 座右に 
安 じて、 共に 永く 上人の 恩惠に 感謝すべき や 論な し。 傅を 
案ずる に 道 光 上人 攝化度 生の 遺跡、 著書 講說の 道場に 華藏 
悟 眞の雨 寺 あるを 記す。 後 寺は 上人 敎 化の 大半を 費した る 
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靈場 として 知られ、 其の 流派の 本山たり しことは 三條 流の 
名、 之を 證 すべきが 如し。 應 仁の 大亂 、悟 眞の 堂宇、 一朝 
灰燼に 歸 してょり、 三條 流派 之と 共に 堙滅 して 其の 傳を失 
し、 碩學義 山の 講錄 まだ 其の 遺跡の 覓む ベから ざるを 槪せ 
り、 而も 近世の 大德袋 中 良 定の擅 王法 林 寺を 建立して、 廢 
絕を 復興し 遺跡を 新に する あり、 其の 名更 まると 雖 も、 今 
や 上人を 追崇 して 開山と し、 袋 中師を 尊びて 中興と なし、 
法燈 を紹隆 し、 堂宇を 盛に して、 犬に 遺風を 顯彭 し、 上人 
不朽の 功業と 共に、 又其祠 堂を 不朽に 傳 へんと す。 上人の 
盛 德洵に 孤なら ずと いふべ し。 

現 住信ヶ 原 良 哉師は 篤實 護法の 土な り。 夙に 開山の 偉德 
を鑽 仰し、 寺 門の 興隆に 力め、 酬德 報恩を 以て 己れ が 任と 
なす。蓋し宗門稀に見るの人なり。師今やこの趣旨に凼り 
て、 江藤澂 英君 等の 學 匠と 圖 り、 先づ 開山 不朽の 遺業、 和 
語 燈錄の 公刊を 發 願し、 元亨の 古 板に 由り て、 厳密 周到の 
校訂を 行 ひ、 以て 廣宣 流布を 期せん とす、 蓋し 開山が 元祖 
及辨然 兩祖に 奉ずる 酬 恩の 赤誠と 相 通ず る もの あり。 洵に 
景仰の 至りに 湛へ ざるな り。 矧んや 師の淨 願は、 此の 勝 業 
に出りて自信敎人信の聖訓を體して宗運顯揚に資せんとす 
るの 深き を 副 ゆるを や。 其 篤志 唯 感銘を 益す のみ。 


c 以下 趣意書) 

◊大正 新修 大藏經 刊行 趣旨 

上下 三千 載、 光華 限りなく 乾坤に 盈ちて、 粲爛 たる 文化 
は 東西 適き 所に 百花の 芬 芳を發 き、 縱橫幾 萬 里、 德澤遍 く 
群萠 を津濟 して、 甘露の 法 雨は 到る 所、 億兆の 生靈を 滋潤 
す。 仁愛の 至 道、 圓妙の 極理 、十 方に 通じ、 三世を 貫き、 
一切を 包攝 し" 萬 有を 該羅 す。 大聖 釋迦牟 尼の 眞敎 、蕩々 
乎と して 夫大 なる 哉。 而 して 此 至大 絕妙の 遺 敎を傳 持 宣揚 
する もの、 實に 吾が 大藏經 あり。 是卽ち 八 千餘卷 、一億 有 
餘萬 語の 一大 叢書に して、 その 中 宇宙の 眞諦を 說き盡 し、 
人生の 歸 趣を 示し 極め、 百科の 知識は 悉く 綜會 融合して 餘 
す 所な く、 修德信 證を敎 ふる、 奧を 究め 深を 盡 して 至ら ざ 
るな し。 眞に是 人類 智德の 源泉に して、 世界の 一大 寶庫た 
り。 大藏の 名 ある 洵に宜 なりと 云 ふべ し。 此中藏 する 所の 
寸珠 片璧 も、 皆よ く 世を 濟ひ 人を 利す るに 足る。 若 全部の 
摩 尼 夜光を 擧げ て、 遍く 天下に 公開し、 その 勝 妙 無上の 大 
功德 を、 廣く 世間に 彰明 せんか 卽ち內 には 刻下 沸 鼎 魚爛の 
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慘狀を 呈 する 思想界の 動亂を 戡定 して、 莊嚴の 文化を 昭代 
に 建設し、 雄大 堅實の 人心を 確立す るに 足り、 外には 以て 
世界に 寬宏 公明の 大道を 擴充 して、 平和を 增 進し 福祉を 倍 
加 せん。 而 して 能く 之が 閬發 宣布に 當り 得る もの、 吾が 日 
東學怫 の 徒を 措いて 誰ぞや 。弘 通の 責務は 一に その 雙肩に 
懸れ り。 況や叉 世界 大戰の 後、 求道 探眞の 切要に 促されて、 
怫敎の 討究は、 益歐 米の 天墟に 其 潮 勢を 高め、 博 渉 深獵、 
漢譯の 聖典を 爾索 すする の學 者、 亦® 少に あらざる を 見る 
を や、 吾國怫 學 者の 任務、 玆に 於て か 更に 重く して 且大な 
るを 痛感せ ずん ば あるべからず。 

然るに 此 千古の 一大 寶藏 は、 憐む べし、 今や 巨刹 名 藍の 
高閣に 祕襲 せられて、 徒らに 蠢 魚を 肥す の 具と なり、 若し 
くは 單に獻 香 供 華の 對象 として 崇奉 せられ、 その 眞價 久し 
く埋沒 し、 至寶 空く 匣 中に 朽ちて、 世を 益し 人を 濟 ふの 大 
能、 全く 顯現 せざる の憾 あり。 且 その 刊行の 舊 き、 黃卷朱 
軸、 漸次 散佚 煙 滅 して 學 徒の 之に 接する 頗る 難く、 縱令之 
に 接し 得る も 八 千 餘卷の 尨大、 之を 獲る 實に 容易の 業に あ 
らず 。見ょ、 鐵 眼禪師 の黃檗 板は 現に 其 梨躉を 宇治の 祕庫 
に留 むる も、 廣大の 容積、 屋を 埋め、 棟に 充ち 、剞 劂旣に 
至難の 業たり？ 明治 年間の 縮藏 、卍 字 藏は稍 繙讀に 便な り 
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吾國 に觀音 籤が 何時 傳っ たかは 不明で あるが、 現在 一 百 
番の それは 元三 大師 卽ち歆 山の 良 源 僧正を 以て 其 開祖して 
居る。 然し 籤の 偈文卽 五 言 四 句の 吉凶の 說明は 大師の 自作 
であっ たか、 或は 支那 傳來の ものを その ま、 大師が 襲用 さ 
れた かにっ きて は猶 少しく 的確な 研究 も 要らぅ、 然し 偈文 
の措辭 押韻 其 他から 見て 先づ 後者で あると しても 差 支は な 
いょぅ だ。 傅には 元三 大師が 信 州の 一 寺院から 觀音 籤を 相 
傳 された とい ふ 話 も ある 樣だ。 

かくて 此 一百番 籤は 淺 草の 金 龍 山を はじめ、 到る 所の 觀 
音 奉祀 寺院で 目下 盛に 行 はれて 居る、 但し 籤の 偈 文の 錯誤 
や、 解釋の 矛盾、 讀み 方の 亂雜 なのが 可成り にあって、 折 
角の至誠を |1 して疑を 1* じ迷を決せんとする信 仰 も 、之が 
爲に 冷却せ しめられ、 或は 却て 迷路に 導き 疑 網に 追 ひやら 
る X が 如き 遺憾 さへ 生じ、 寺 僧の 無關心 と 無學に 寧ろ啞 然 
たらしむ る もの さへ 甚だ 少く ない。 

道 友 江 守錄輔 翁は 篤學 カ行の 土で 經史の 素養 甚だ 深き に 
加へ、 特に 易 理に 通曉 して、 詩文 も 頗る 見るべき ものが あ 
り、 佛敎 敎理に 於ても 其槪 要に 亘 つて 居る。 坊間 觀音籤 に 
關 する 俗書が 甚だ 杜撰に して、 用を なすに 足らざる に 加へ 
て、 名 藍 古刹の 印 ® にも 前記の 如く 甚 しく 本来の 旨に 乖く 
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もの あるを 慨 して、 平素の 蘊蓄を 傾け 其讀 方の 過誤を 訂正 
し、 文句の 錯亂を 更改し、 平明 周到、 籤偈の 意義を 說 示し 
て眞 に鄭寧 親切を 極めて 居る、 加 之、 之を 易理と 比較 硏究 
し、 六十 卦の 各卦を 取りて 之を 一 百 籤の 各偈に 配し、 問 ま 
前人 未 發の說 を も 見受ける ので ある。 觀音 籤の 說明 書と し 
ては恐らく空ユ ^! の名著であらぅ、觀音錢も恐らくこの書を 
以て 眞實の 功力を 發す るで あらぅ。 

言 ふまで もな く 易斷の 根本は 實に 至誠に 存 する。 觀音籤 
も亦此 至誠が 根底で ある、 天地 山澤 、風 雷 水火、 一毫 も爲 
なき 天則の 上に 眞 正の 至誠が 感 通して 人事 自然の 未知を 測 
るの が 易で あり、 如 來の眞 性 j 誠大 慈の 發現 する 所に 至 心 
歸 命の 誠 ある 時、 自ら 因果 謬らざる、 人事 天象の 未然が 現 
はれ 來 るので あらぅ、 易と 佛敎は 決して 別の もので ない。 
この 東洋 精神の 重 點を捉 へ 得た 江 守 翁の 勞カは 頗る 多と す 
るに 足る と ft ずる。 

今や 此 平易に して 而も 奥妙に、 通俗に して 雄大の 哲理に 
富む 快 著の 校訂 漸く 成らん とする 時、 計らず も 江 守 翁から 
一言を 徵せ られ た。 仍て 筆に 任せて 平素の 懷を 書し。 翁の 
快 著を 世に 薦 む。 

(昭和 七 年 歲盡前 十日 欺 京 佛敎俱 樂部樓 上に て) 


圖 らんと す。 凡そ 斯の 如くして 略 時代の 要求に 應ず るに 足 
らん 力。 

唯怕 る、 事旣に 難 中の 至難に 屬 し、 某 等の 爲す 所、 固ょ 
り 全きを 望むべからず。 錯誤 遺漏 隨て 必ず 多から ん 。前 程 
を 望む に 迢々 として 遠く、 險山萬 里、 途を塞 ぐの 感洵に 
深し。 然れ ども 弘傳の 愚 忠 、幸に 佛 意に 順ず るか、 各宗の 
當局 協同 一致して 事業を 援護し、 激厲策 進 至らざる なく、 
學界 の碩德 、名門、 貴紳 齊く 賛襄を 一にし、 之に 加 ふに 外 
には 列國 の碩學 熱烈に 資 助を 與 ふる あり。 資料の 蒐集、 今 
や 潮 集し、 校 勘の 事業 方に 着々 として その 途に 就く の 喜を 
見る。 大正 新修の 機運 玆に 於て 旣に 熟し、 各宗 一致、 列國 
協調の 一大 平和 事業、 絕 好の 文化 活動は 斯 くの 如くして 洋 
々の 希望の 間に、 昭代の 奎運を 莊し 偉観を 添 へんと す。 乃 
ち玆に 一切を 發 表して 廣く 江湖の 協賛を 仰ぐ。 四方 篤學精 
致の 君子、 虔信 實修の 大人、 希く ば 奮 ふて 此淨 業に 援助を 
文 门む なく、 此勝 事を して 迅速 成就す るに 至らし め、 內は隆 
昌の國 勢に 應じて 民心 啓沃 、文敎 翼賛の 功を 收め 、外は 坤 
輿の 和平に 貢獻 して、 永へ に 萬 邦 慶福の 春を 謳歌 せんこと 
を。 謹で 白す。 

(大正 十二 年 四月 八日〕 
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◊ 敎學 週報 發行 趣意書 

謹啓 時下 炎暑 之 候 益々 御 淸祥之 段 宗幸之 至、 欣賀此 事 奉 
存上 候。 陳者 、目下 政界 内外の 狀勢 は旣に 高鑑の 如くに 有 
之、 これに 對應 策動すべき* 宗門 政界の 一大 刷新に 就きて 
も、 其 痛切の 急務は 是叉 殆ど 贅辭を 挿む の 餘地無 之 乎と 存 
ぜられ 候。 

此時に 際し、 嚴明 なる 宗 運の 指導、 公正なる 宗 事の 批判 
と共に、 一宗 全 體の 公機關 として、 周 察 敏速と 報道を 提供 
し、 敎 學社會 事業の 連絡を 親密 切實な らしむ る ことは、 園 
宗 刻下の 要望 止み難く、 新 思想 問題の 槪要 智識 現代 敎化 
に 資すべき 敎材 提供の 如き も屢 各方 面の 要求、 高聽に 達し 
居り 候 事と 存 候、 而 して 是等 各方 面の 要望の 近時 湊合 大成 
せられし もの か、 前月來 各方 面ょり 頻に新 雜誌發 刊の御 相 
談に 接し、 或は 激勵 勸獎の 過分なる 御 書面 頂戴 致し 居り、 
目下 財界の 慘況に も 關らず 、匿名の 淨財御 提供の 御 申込を 
受け、 創刊に 關 する 資金の 如き も 何時に て も 準備 成れる の 
御 通知を 忝 ふし、 加 之從來 何等の 宗政團 體に屬 せざる 學者 
布 敎 家の 奮 ふて 同人と して、 編輯に 從ふ を吝 まれざる 幾多 
不 請の 大士 も不少 、各方 面の 御 親切なる 純 志 同情 義俠は 翁 
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と雖 "その 本今甚 乏しく 千金 猶 之を 得る 能は ざるに あらず 
や。 而し てまた 幸に 之を 得て 一た び 經本を 手に する の 快に 
逢 ふ も、 その 編篡舊 習を 襲 ひ、 古傳に 從ふ が爲 に、 錯雑 混 
淆 、通覽 の 便を 缺き 、講究 殆ど 望洋の 嘆 あり。 その 校訂の 
如き も、 時代の 進 運と 共に 犬に 改善を 加 ふべき 餘地少 から 
ず。 之を 現代 學界の 切實 なる 要求に 照らす に、 充分の 滿足 
を與 ふるに 足らざる や 言を 俟た ざるな り。 東西の 識者、 玆 
に 於て か 何等かの 方法に 依りて、 時代 適應の 新刊 藏經を 見 
ん ことを 熱望す る、 比 年、 大旱の 雲霓を 臨む の觀 あり。 某 
等 不敏 自ら 揣らず して、 玆に 大正 新修 一切 經 公刊の 大業を 
發 願した る もの、 豈止 むを 得ん や。 

某 等 旣に此 大業を 發 願す。 窃に 望む 所は、 之を 以て 聊か 
昭代の 文化を 稗 補し、 大敎の 宣傳に 補 翼し、 希く は 以て、 
『大正 新修』 の 名を 辱し めざらん ことを。 卽ち 新修の 骨 目と 
して、 五大 特色を 擧げ 、之を 本 刊の標 幟と なさん とす。 第 
一は 卽嚴富 博 渉の 校訂な り。 蓋し 最近 二十 年、 中央 亞細亞 
の發掘 事業 踵を 接して 盛に 泰西に 起る や、 于圃 、燉 煌、 龜 
玆 、高昌 等の 諸古國 、廢墟 の 下、 千年の 珍籍を 出し、 石崛 
深き 所、 驚異の 祕 庫を 發き 、六 朝の 古經 、唐宋 の手寫 、續 
々として 江湖に 現は れ "佚經 奇書 今や 英佛の 書庫に 累 々山 
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積す るに 至る。 某 等は 先此 古本に 就きて 現行 本との 至嚴の 
校馨を 行 はんとす。 是獨り 大正の 昭代に 於て 能くし 得べき 
所、 夫 何等の 慶福 ぞ や。 茶 等は 之に 加 ふるに 正 倉 院勅封 
の 天平 寫經 拜觀の 允許を 得、 之に 參酌 する に、 大山 巨刹 名 
門 貴紳の 祕藏 古經を 以てし、 所有 内外の 資料を 盡 くして 周 
到の 對 校を 行 ひ、 現行 一切 經の紕 繆を 是正 せんと 欲す。 第 
ニは 周到 清新の 編纂 之に 次ぐ。 某 等は 公正 嚴 明の 學術 基礎 
の 上に、 根柢ょり 從來の 混雑せ る經 本の 排列を 更新して、 
系統 組織を 明確 齊整 ならしめ、 逸經を 探り 祕 本を 覚めて、 
悉く 之を 編入す るの 外、 更に 硏 鑽信修 に切實 なる 章 疏を加 
へ、 大藏 內容に 錦上 華を 添へ、 充實 周密、 間然す るな きを 
期せん とす。 第三の 梵漢對 校は 某 等の 窃かに 東西 最近の 硏 
究を 綜合し、 平生の 講究を 江湖に 薦办ん とする 所。 凡そ 梵 
語 巴 梨 その他 苟 くも 原本 ある ものは、 力を 竭 くして 之を 對 
照し、 經題 品目は 勿論、 經中の 人名 地 稱學語 等、 一々 之に 
原語を 付して 語原を 明に し、 以て 硏究に 便 せんとす。 第 四 
は經 典の 內容 索引を 製し、 藏 經諸刊 本の 對照 表を 造り、 且 
つ內外 現存の 梵本及 古寫本 目錄を 加へ て、 討究の 大成に 資 
せんとし、 第五は 此新 藏經を して 經 本の 携帶を 利便なら し 
め、 頒價を 低廉す るに 全力を 注ぎ、 犬に 聖典の 洽及 流布を 


の靈 格を 示し 給べ り。 

吾等は 國民 として 將叉 東京 市民と して、 宮を 永久に 禮讃 
し 記念し 奉るべき 重大の 理由と 責任と を 感ず。 第一 婦人の 
最高 典型と して、 第二 國難 匡濟の 女神と して、 第三 東京 市 
の 大恩 人と して、 而も 白 M 至の 直宮 として これを 肉 體の上 
ょり見、これを道德の上ょり見"これを東京市の上ょり見 
むと き、 豈 一遍の 奉 讃講說 、一時の 法要 儀禮に 止むべき も 
のな らん や。 宜しく 永久 奉賛の 方法を 講じ、 令德 普及の 方 
途を 案ぜざる 可らず。 吾等 こ k に 於て 靜寬院 宮奉賛 會を設 
立し、 報恩 謝德の 至誠を 致す と共に 廣大の 令 德を宣 揚 して 
婦道の 刷新を 圖り 、女子 修養の 龜鑑を 示し、 以て 現代の 急 
務に應 ぜんとす。 冀くは 滿 天下の 淑女 縉紳 、擧. つて 本會に 
加盟し 協力 同心 速 かに 所期を 達成 せんこと を。 

(昭和 ニ 年 十月 二日〕 


譬 ふべき 信 行の 芬芳 と共に、 百難の 雪を 經て 、益 崇高を 加 
へ 給へ り。 此間偶 維新の 大變 革に 際會 して、 宮は 繊弱の 一 
身を 狂瀾 怒濤の 中に 投じ、 朝 幕の 間に 苦節を 嚴 守し、 卓然 
として 大萎 名分を カ說 し、 無用の 干戈を ^ けしめ ^ — .の 
社稷を 一髪の 危機に 救 ひ 江戸 百 萬の 生靈を 兵火の 厄ょり 免 
れ しめ 給へ り。 其 大功 偉勳 は、 眞に 百世に 亘 りて 仁德 貞烈 
を 欽 仰し 奉るべき 所、 婦道の 儀表 夫れ 何人 か 宮に匹 ふべき 
もの あらん や。 

昨秋、 宮の 五十 年令 忌に 丁り、 三 緣山增 上 寺に 於て、 法 
要 奉 修の擧 ある や、 海 內 翕然と して 報恩 歎 德の聲 に滿 ち、 
朝野 官民 競 ふて 群參 し、 延 きて 海外に 及び、 遺 德を賛 する 
もの 少 からず。 其 盛況 緣山 創立 以来 未曾有と 稱す 。特に 滿 
都數 萬の 女學 生が、 赤誠の 想 華を 廟前に 捧げ、 接 踵 連袂、 
肅 々として 献 香拜禮 したる 壯觀に 至りて は、 如何に 令德の 
廣大 なる かを 證 すると 共に、 女子 教育界が" 多年 求めん と 
して 得 ざり し 最高 理想の 女性を" 宫に 於て 窺 ひ 奉り 得た る 
渴仰歡 喜の 表示なら ずと せんや。 謂 ふに 世界 各國各 理想の 
女性 あり、 英の ナィチン ゲ ー ル、 佛の聖 ジャン ダ ー ク 、獨 
の 女王 ルィ ゼの 如き 其最た る ものな り。 然るに 宮は夫 等に 
もまして 適切 深厚なる 感化を 吾が 國民に 與へ給 ふ 最高 最大 
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◊日 佛佛 敎協會 趣意書 

歐洲 近代の 初頭に 立ち、 學術文 藝の山 斗と して、 典雅 豐 
麗 の盛觀 、居然 覇を寰 宇に 唱へ しもの 誰か 怫國を 雅さ ざら 
んや 。その 燦爛の 歷史は 今に 芬 芳を傳 へ、 光彩を 鮮か にし 
て、 パリを して 猶 依然として 世界 文化の 雄鎭た らしめ つ、 
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然として 今や 新 雑誌の 上に 集る の觀有 之、 拙 生頑魯 不敏と 

雖 、之に 對 しては 唯々 感激の 外な く、 玆に 、幾囘 同志と 諮 

り、 

宗祖の 御 忌日を 期し 『敎學 週報』 第一 號を 創刊 
仕 候 間、 此段 平素の 御 芳情 鳴 謝し かたがた、 謹で 御 報 申 
上 候、 謂 ふに 現今 國家經 濟の狀 態に 見ても、 宗門 雑誌に 可 
然 統一 整理を 斷 行すべき 場合に 有 之、 屋 上屋を 架す るの 愚 
擧は 相愼み 度、 尙 目下 宗界 一部の 事情は 或は 新刊 雜誌に 就 
き 多少の 誤解 も 無 之に あらざる ベく とも 杞憂 候も此 等は 得 
て 「敎學 週報」 自身の 上に、 諸賢の 公明の 御 批判 相 願 ふこ 
とゝ 仕り 不遜なる 釋明 などは 相 避け 度 衷情 御酌 取 願 度 候。 
r 敎學 週報」 は斯の 如く 物質 上、 全く 純正なる 愛宗 護法の 結 
晶に有 之、 不適 不材 なる 拙 生と して 此公機 關運營 代表に 當 
るは 到底 覺束 なき 儀と 深 慚深愧 の 至りに 候 も、 一時 乏しき 
を 承け て 其 主宰の 任を 潰し、 出来 得る 丈の 御 奉公 仕り 度、 
同人 一 同、 空拳 赤手 最善を 盡 して 內には 目下 宗門の 狀勢に 
幾分の 貢獻を 致し、 外には 宗門の 輿論と 實情 とを 敎 界社會 
に 御 披露 申し、 宗 勢の 社 # 的 基礎を 固く する に 資した く 何 
卒 平素の 御 道 愛を 倍し、 同人 同樣 特に 御 援助 奉 願 度 此段ー 
同を代表して御繁忙中を顧みず、御高鑑願上侯也。早々拜 


具 < 
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(大正 十五 年 七月 二十 五日) 


◊靜 寬院宮 奉賛會 趣意書 

天壤 無窮の 大宗 家と して、 上に 皇室を 奉戴し、 文化の 淵 
源 德敎の 典型を 此に 仰ぐ は、 是れ 吾が 國體の 一大 特色に し 
て、 歷 朝の 龍 子 神 孫は 躬を 以て 民に 先んじ、 治に 當り ては 
查 運を 開き 亂に 臨みて は 國 難に ^ じ、 以て 鴻範 $: 遐代に 
乘れ rn へり。. その 芳獨 偉績は、 史 上 昭 々として 千載を 照ら 
す もの あり。 

恭く 惟れば、 靜 寬院宮 親子 內親 王は、 生を 竹の園生に 享 
け、 妙齡 にして 柳營に 降嫁 あらせられ、 金 枝 玉 葉の 御身を 
捧げて 公武 合 體の楔 子と なり 給へ り。 その 「一 女子 ノ身ヲ 
以テ 、國難 ヲ匡濟 スル ノ用 11 供 スル コト ヲ得バ 水火 ノ中ー 一 
投スル モ辭 セズ」 と 奏上し、 遠く 東關に 下向し 給 ひし 當時 
淳 ^ の御衷情を拜察し奉らば、誰か感激の淚なきものあら 
ん 。かくて 宮は 一度 德 川の 御 一人と ならせ 給 ふや、 全力を 
主家に捧げ、純孝義母に事へ、貞淑夫君を助け、仁愛臣僕 
に 臨み、 婦道の 完備、 宛 も 皓月の 圓か なること を 仰ぐ が 若 
し。 而も 將軍 中道に して 薨去の 後、 松栢の 節操は 梅花に も 


る 夫れ 遠から ざれ。 

日 佛佛敎 協會の 本願と する 所は 略 前に 示しぬ。 而も 少し 
く 之を 詳說 せんか、 其の 期す る 所は 日怫 人の 怫敎の 敎學、 
歷史 、言語の 根本的 共同研究を 主眼と して、 或は 比餃高 野 
の學 園に 怫國 の碩學 を迎へ 又は ソルボン ヌの 講壇に 吾國の 
高僧を 送り、 或は f 典 諸 跡を 飜傳釋 明し、 時に 論文 著作を 
公刊 抄錄 し、 或は 資料を 蒐集し、 圖 書を 蓄積して 以て 斯學 
の 大成を 圖 らんと す。 而 して 此 等の 事業の 中心として パリ 
に 其の 根本 道場を 築き、 日怫及 各國學 人の 止 住に 便に し、 
謂 說の學 壇を 興し、 硏究の 部 室を 開き、 是に 附屬 する に 精 美 
の 文庫を 以てし、 綜合 佛敎 研究所の 實を擧 げんと す。 而し 
てこの 研究 ^ は 內 面の 充實 と共に 外觀に 於ても 日本 佛敎藝 
術の 精 美を 集め 七堂伽藍の 古樣 式に 則り、 以て 現代の 法隆 
寺を パリの 一角に 現出 せんと 欲す。 怫國の 有志は 之が 爲に 
單に淨 財を 抛つ のみならず、 又 福 地を 相し、 淨 域を 選み、 
政府は 此の 國際的 快擧を 喜び、 其 要望に 應 じて パリ 形勝の 
幽境 サン クル ー の 附近に 於て 廣濶の 勝地を 卜し 之を 下附し 
たり。 怫人 高誼の 純 美なる 夫斯の 如く、 其 朝野を 擧 りて 熱 
烈なる 誠意 亦 彼の 如し。 吾 同胞た る もの 誰か 感奮せ ずして 
可な らん や。 吾等は 微力を 顧みず 怫國 寺の 建設を 發 願した 
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る もの 實に 之が 爲な り。 

謂 ふに 今や 吾國 財界の 窮迫に 際す。 此窮 時に 當り て鉅萬 
の 費を 遠く 天外 萬 里の 地に 投じて、 寺院の 建立を なすが 如 
き、 或は 不急 無用の 嘲罵を 受けん。 而も 吾 國歷史 の 精華と 
文化の 特秀 とを 世界に 閬明 する は 今方に 要 中の 要な り。 學 
藝の國 際 進出、 亦國運 進展の 上に 觀て急 中の 急に 屬す 。而 
して 之を なすの 道、 世界 觀 光の 中心た る パリょり 利なる は 
なし。 況んや 友國の 高誼に 答へ 其 至誠に 酬ひ て、 吾が 精華 
を 薦め 吾が 長所を 供す るは 是れ國 際 上 必然の 責務た るに 於 
てを や。 

百 萬の 費 決して 僅少なら ずと 雖 、此の 根本の 道場に 賴り 
て、 國際 上の 吾國の 優秀なる 文化 地位を 彰 明し、 日 佛兩國 
親善の 强固 たる 楔 子と して 平和 確保の 基礎を 與 へ、 怫國に 
學ぶ吾 同胞 學 徒の 講究に 利便を 與 ふると 共に、 其 品位 責務 
を 崇高 强烈 ならしめ て、 吾 學界に 多大の 稗 益を 與へ 、遠く 
は 以て 東西 思想 融合の 策 源た ると 共に、 吾が 歷史 、藝 術、 
文藝 、宗敎 を 紹介す る 結果、 亦 彼我 貿易の 上に も 良好なる 
結果 ある や 疑 ひなし。 卽ち 其の 得る 所の 大 、役ず る 所に 比 
して果して如何ぞや。聞く米人の如きは筒人尙ょく矩費を 
投じて 外國 に圖書 館を 寄附し、 敎 堂を 建立し、 學校 病院を 

五 四 五 


詩藻 文範 

あるに あらず や。 就中 支那 學及 怫敎 を經緯 とせる 東洋 學に 
ありて は、 怫國 は實に その 開基と して 千古 不磨の 榮譽を 有 
せり。 試に 思へ、 彼の 梵學界 の英材 ビュル ヌ ー フ出で ず、 漢 
文學の百匠ジュァンなかりせば、歐洋東洋學の今日ある未 
だ 知るべからず、 七十 餘年前 早く セ ィヌの 淸流に 源を 發せ 
し梵 文法 華 經の翻 譯 、佛國 記 慈 恩 傅の 硏究 は、 實は 今英獨 
に 流 注し、 蘭 露に 瀰滿 して 汪洋 たる 東洋 學 海の 雄 景を成 じ 
たるを 見ず や。 この 開 創の 大業、 之を 繼承 する に セナ ール" 
シャヷ ンヌ 等の 大材偉 器を 以てし、 守成 紹隆 の功勳 ょく 先 
哲を光 影し 後 賢を 育成し、 之を 大成す るに 現に シル ヷン、 
レギ 等の 碩學 あり、 世界の 秀材 雲の 如く 其 門に 集り、 吾國 
亦 同氏 等に 負 ふ所甚 多く 淸譽內 外に 布く。 佛國 現代の 文運 
其の 誇るべき もの 一にして 足らずと 雖 、東洋 古學の 如きは 
其の 隨一 にして、 而も 特に 偉秀 なる ものた る や論莫 し。 

此の 東洋 古學に 就て、 怫敎が 思想 上 歷 史上 其樞 軸の 地位 
を 占む る、 猶歐洲 文化史の 中心 實に 基督 敎に存 すると 相 類 
す。 而 して 佛敎敎 學の體 系 完全に 傳 承して 而も 進展の 跡 著 
しく、 經書 典籍の 整 美を 極め'  堂塔 像畫 の豐 富なる 獨り其 
秀を 吾國に 推さざる 得ず 今や苋 西 思潮 融合の 希望は 世界 先 
覺の 理想と なり、 此の 理想の 下に 萬 邦 平和の 實現を 念願し、 
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文化の 新 建設に 力めん とする 識者 彌多 きを 加 ふるに 至り、 
英に獨 に 露に 米に 世界の 耳目 漸く 吾國に 集注し 来れる 特に 
怪む るを 須ゐず 。此の 時に 當 りて、 東洋 學の 因緣 最も 深く 
して 且つ 親しく、 而も 東洋 思想の 理解に 於て 通 徹歐洲 の 先 
驅た り、 東洋 藝 術の 鑑賞に 於て 常に 範を 列國に 示せる 怫國 
が、 先 づ吾國 と 提携して 佛敎の 共同研究に 力めん とする 蓋 
し 偶然に あらず。 その 大宦 碩學 、藝苑 の 互 星、 財界の 先進 
所有 ゆる 名流が 其の 齒德を 忘れ 其の 尊長を 屈し、 在 怫の吾 
が 靑年學 徒と 手を 握り、 膝を 交へ て驩會 談笑の 中、 パリに 
於け る 日佛佛 敎協會 の一擧 して 成る を 吿げ たる 固ょり 自然 
の 勢に して 眞に 慶賀すべきな り。 而も 此歡 喜と 祝賀とは 獨 
り怫敎 の爲 のみな らん や。 佛國 名流の この 純 美の 感情と 崇 
高の 思想とは、 國 際の 親善と 文運の 進展の 上に 寄與 し貢獻 
する 所實に 限りなき もの あらむ。 

吾國に 於ても 旣に 此佛國 名流の 美 擧を覩 る。 義 として 實 
に 止むべからず。 盛事に 激勵 せられ、 壯圖に 感奮す る もの、 
同志 相 # して 日 佛佛敎 協會を 設立し、 東西 相應 じて 左提右 
携 、以て 目的の 達成に 力めん とす。 東臺の 櫻 雲、 三 緣の楓 
錦、 希く は 遠く サン クルの 翠 光、 ヴ H ル サィ ユの 勝景と 相 
映 じて 終に 華 嚴ー會 の 大觀を 見る の 喜の 吾等の 前に 展開す 


詩藻 文範  . 

開設す る も 實に少 からず と。 吾 國九千 萬の 同胞は 措て 論ぜ 
ず、 其 中 八 千 萬を 數 ふべき 佛敎徒 諸君 一た び 奮起せば パリ 
の大 伽藍 も I 擊 手ー投 足の 勞に して 成らむ。 希く は 十 方の 
同志、 世界 文化の 發展と 平和の 促進との 爲に 、且 吾が 祖國 
の 光 榮の爲 に、 奮って 吾等が 發 願を 極力 援護 賛襄せ ら れん 
ことを。 

(昭和 五 年 四月) 

◊葵 堂 白 壽賀會 趣意書 

今秋 十月 十九 日は、 舊曆 八月 二十 八日に 當り淨 土 門 主 知 
恩院 門跡 孝譽 大僧正 貌下第 九十 九 囘の 誕辰を 迎 へさせ 給 ふ 
に 逢 ふ、 有緣の 道俗 誰か 祝意を 表せ ざらん や。 

貌下 管長 在職 三十 年に 垂ん とし、 道 輝 一世を 掩ひ 、化導 
四方に 普く、 仁風齒 德類ひ 古今に 稀れ なり、 淸節 篤行 畏く 
も 天聽に 達し、 殊邁の 恩を 拜せら る k 一再に して 止らず、 
昭々 の 道 績と赫 々の 偉業とは、 祖德の 高風と 共に 將に 光譽 
を 千載に 傳ふべ く、 一宗の 隆運 今日 ある もの、 素朴 自ら 奉 
じ範を內外にォし玉ふ貌下慈懷の賜ものたらずんばぁら 
ず、 是を 以て 擧世 景慕齊 しく 師表と 仰ぎ、 慈父の 禮を 致し 
て敎へを膝下に請ふ者日に多きを加ふるを見る、询に故な 
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きに あらざる なり.。 

1 ^^維れ淸 ^ 菊花放香の好季節、末弟等偶々貌下の白壽を 
ことほぎ 奉る の勝緣 に會 する、 誠 歡誠喜 何ぞ勝 へん、 遠近 
心を 協せ 相俱に 慶祝の 至情を 展べ 、聊か 謝恩の 微衷を 表す 
るな くして 可な らん や、 下名 等の 不敏 敢て 自ら揣 らず 、玆 
に 葵 堂 白壽賀 會を發 起し、 則ち 三 章の 淸規を 掲げて 廣く同 
感の 士女に 謀る ところ あらんと す、 大方の 諸賢 幸に 賛同を 
賜へ。 謹で 白す。 

(昭和 五 年 七月 吉祥 日〕 


布敎 家は 讀 書の 時間な しとして 其 新 材料の 空乏を 辯 

護す る もの あリ 。以ての外な リ 。近時 石惺齋 の續菜 
根 譚を讀 むに 

r;° 0 0 00000000 0 0 00000000 
餘リ あるを 待ちて 人を 濟は V、 遂に 人を 濟 ふの 日 

o°?o° 、。 1 fo0 IO° t>o io0 i;o ?: Io0 ^o0 #' so0 

Q 0IO° LO 。 

此語 千古の 確言な り。 之を 服！！ すべき もの 單に 布敎 
家の みかは！ 

(大正 三年 十月) 


拜啓 、當 地は 目下 九十 度 以上の 熱度に て 
閉口 至極の 事に 候。 當 地の 生活は 室 代 二十 
五 馬より 三十 馬 (一馬 Mprk は 五十 錢) 食 
料 朝飯 五十 片 (一馬の 半〕 晝飯 一馬 半、 晚 
食 一馬は 如何しても 免れず、 其 他雜費 中々 
相 嵩み 候。 是 でも 獨逸中 最勤儉 の 風 ありと 
極稱せ ら る、 當 地の 日本 留學 生の 費に て 伯 
林 あたりは 月々 四百 馬は 相 か X り 候 由、 況 
や 龍 動を や 況や巴 里を やに 候。 荻 原 君が 此 
中に 辛抱して 旣に五 百 馬 以上の 珍本を 睛入 
致され (中には 大學圖 書 館に も 見 難き 珍書 
有 之 候〕 候は 小弟の 頗る 感服す る 所に 候以 
て當 地の 生活 如何を 御 察し 被 下 度 候。 

當 地の 日本 留學 生は 醫學士 三 名、 理學士 
一名 あり 皆勤 儉カ學 の 人に して 末賴 もしき 
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人々 に 候 博 土 ロイマン 氏は 實に 親切なる 人 
にて 萬 事 善く 世話 致し 吳れ學 者と して 忠實 
なる は 感心の 至りに 候 家は 內 室と 可 驊 の 幼 
童 二人と 下婢 一名、 極く 質素なる 生活を な 
し、 常に 材料の 蒐集に 怠らず-、 淸貧 カ學の 
狀人 をして 奮起せ しむ。 毎 火曜日の 夜は 大 
學 前の 酒店に 梵學生 相 集り 博士と 共に 麥酒 
を飮み て 大に談 ず、 而 して 毎夕 消す る 所 ニ 
十錢 位に 適き ず、 淸興此 事に 候。 

小弟の 家は 夫の ミユン ステ ル 高 塔の 直下 
にあり ナイル 河畔に 臨みた る 一 小古屋 にて 
目下 大洋 病院 長たり し 望月 醫學士 も 同宿 致 
居り 來月 下旬ょり 荻 原 君と 共に ロイマン 博 
士の 家に 移轉 する 箬に 候。 

(明治 三十 三年 九月 十五 日 淨土敎 報 社 
宛.) 

〇 

拜 啓、 久敷 御無沙汰に 打 過ぎ 候、 氣候は 段 


々溫く 相 成 柳 芽を 吹き、 行々 子 鳴き 渡る と 
云 ふ 景色、 大學は 目下 春季 休業と 相 成 候、 
乍 去 ロィ マゾ 博士は 隔日 態々 生 等の 室迄來 
られ 懇切に 種々 指揮 致され 候、 篤學 後進を 
提撕 する の 厚き 感服の 外な く 候 小弟 此間例 
の 如く ぼつ <梵學 の硏究 罷在 候、 下宿 樓 
上、 宗敎社 鲁の觀 察なん ど 思 ひも ょらず、 
喝破 碧眼 兒に 日本の 大乘敎 を 知らせ やり 候 
事な ど 何時の 事なる にや、 實 に意氣 地の な 
き 次第に 御座 候、 時に 食卓 上の 豚肉に 對し 
て、 自身 亦 徒らに 豚肉の 如き かを _ り しこ 
とも 有 之 候、 荻 原 兄は 種々 大乘經 の 梵漢譯 
を 試み 居られ 現に 英國 龍敦大 學の敎 授セシ 
ル、 ペン ダウ ル (c.  Wendell) 博士と、 露 
國 首都に て 出版せられ し佛敎 文庫の ある梵 
本 大乘經 に 付 考證の 議論を 鬪 はし 居り 候、 
其 結果は 追々 當 地の 東洋 學會雜 誌に 現は る 
べき 事と 存ぜ られ 候、 宗 學の爲 いさ X か 心 
强く相 感じ 私に 喜び 居り 候、 別封 餘白も 有 
之 候は ^ 御 場所 ふさげ 許し 被 下 度 候頓首 
(蘇 杜拉 城に て、 明治 三十 四 年 三月 十 
九日、 淨土敎 報 社 宛) 
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說 と出據 とを 御高 敎を乞 候、 遠地 聖敎 に乏 
し 之の み 不便に 候。 

古に しては 高辨 、近くは 鳳潭 、何れも 淨 
土反對 家な り、 四十 華嚴 に付きて 何 か說あ 
り や 否や。 

明日ょり 又 去歲の 避暑地に 行き 申 候。 

(三十 五 年 八月 廿 三日 土 川 善澂氏 宛) 

〇 

六 週の 客を 終へ て 歸れば 貴 書及惠 贈の 珍 
本 あり 旅裝 を釋 かずして 拜披 、御 厚志 今に 
始めず 感 佩の 事に 候、 此 上に 唯精勵 硏鑽師 
兄の 恩に 可 報 候。 

數 日の 中 英國 ょり 四十 華 嚴の梵 文 到着 可 
仕 硏究彌 面白く 可 相 成 候、 一寸 御 厚志 御禮 
まで 寸箋 如此 候。 

此の 圖は彼 マルチン ル ー テルが 宗敎 革命 
の 根底と も 云 ふべき 古城の 一室に して 彼が 
バィブル 飜譯の 大業は 此室 にて 成れり、 
机、 寢臺 、椅子、 書 ^ 皆當 時の まゝ を存す 
れば此 地を 訪ふて 感慨 實に 深く 有 之 候。 記 
念の爲 バッハ 氏の 筆に なれる 此 室の 石板を 
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座右に 呈し 候。  一 
(卅五 年 十月 九日 晨 、日本 東都 東 山 知™ 
恩 院山內 淫土宗 第五 敎 校長、 土 川善澂 j 
氏 宛}  I 

御 返信 申 上 候 ひし 已來 、目下 慈 雲 手寫の 
梵 本を 對校 中に 候、 同 和 上 及 其 門下が 當時 
苦心 講學の 跡は 此ー卷 にても 歷 々相 知られ 
候、 生 等 今日 材料 充分、 硏 究法完 美の 世に 
ありて 一 もな すなき は大漸 此 事に 候。  I 

さて 高 示の 中、 「慈 雲 律師が 何等の 原本に 一 
ょって 三經を 印せ しかは 粗 三 經の各 末尾に 一 
記せり」 と、 然るに 過般 惠 贈の 本の 最後の 一 
紙 他 紙を 以て 補へ る痕 ありて 其 文を 見ず、 I 
御 面倒ながら 御 序に 右 御 一報を 乞 ひ、 其 全 
文を 侍者を して 謄寫せ しめられん ことを 乞 
ふ、 印刻の 年代 も 小生の 本に ては 未詳な り I 
之 も 御 一報を 乞 ふ。 

材料 講入 郵税 等に て 多分の 御 費用と 恐縮 I 
此 事に 候、 自坊 若く は 宗務より 多少の 御 送 
金 可 申 上と も 存じ 居候。 


(明治 卅四年 三月 五日) 

〇 

毎度 雲 箋拜受 特に 玉 作 感銘 此 事に 御座 候 
却 說生駒 兄病狀 日を 逐 ふて 佳良に 熱 も ほと 
んど 平熱に 復 し、 食事 も 通常の 如く 痰 中に 
血 も 漸く 止り 來り候 平信の 往復 も 今は 身體 
に 障害を 與 へざる ベく 御 閑暇の 節は 面白き 
通信など時々御送り被下候は 1'' 大に病間の 
無聊を 慰すべき かと も 存じ 候。 

右 一寸 御 報まで (同年 三月 十日 午 下) 

〇 

眞 性自絕 有空邊 y 禍福 由来 若 夢然。 

朝 海 江河 水 惟一。 捲 潮 溟渤濤 三千。 

禪觀靜 處身無 苦。 煩 惱休時 心 不遷。 

我 把 此言慰 病友。 白雲 一片 在靑 天。 

右三 重 押韻。 徒韌宰 n n 。 無 此ニ幡 n 。 
右 體格風 調。 素 論外 已耳 。至蔬 筍 之氣滿 
扁 。則 特爲可 厭。 咀欲 □□大兄 之 嘆 笑。 
豈有他 邪。 呵々。 

〇 

拜 啓、 其 後 御疎濶 □□は 海 滴 是 祈り 候。 
生 駒 兄は 爾來經 過 非常に 佳良 (一時は 腹 

五 四 九 


蹟箋 消息 
〇 

拜 啓、 五月 末己來 兎角 喉頭 面白から ず、 
腦の 工合 も 比較的に 健全なら ざる 故、 「敎 
報」 にも、 しばらく 通信を 絕ち 候、 其 中 「宗 
粹」 にも 何 か 書く つもりに 候。 

惠與の 普賢 行 願賛梵 文は 學術上 非常に 價 
値 ある ことは ロイマン 先生 も稱し 居られ 候 
過般 同 先生の 厚志には 英國劍 舞 利 地 大學珍 
蔵の 同賛 異本の 全 帙寫眞 原版を 得 候に 付、 
兼ての 御 厚 配に 聊か 酬 ゆる 爲 、硏究 濟 次第 
一部を 老 兄に 可 進呈 仕 候、 右は 貝 葉の 古本 
にて 頗る 珍と すべく 候、 され ど 其梵 文の 古 
韻を 存す るは 日本 梵 文に 不及 候、 今更な が 
ら慈雲 律師の 梵學に 苦心せ しは 可 驚 事に 
候。 乍 御 面倒 左の 件々 御 報を 乞 ふ。 

華 嚴行願 品 C 般若 譯) の 末 書の 名。 

四十 華厳と 八十 華嚴 とを 花 嚴宗の 人は 如 
何に 取扱 ふ歟。 

十 善 法語の 傳釋 におる 慈 雲 尊者の 傳は誰 
の 筆に なりし か。 

右の 件々 願く は 法錄大 至急に 奉 願 度、 尙 
慈 雲 律師が 何處の 原本に よりて 梵本三 經を 


印刻せ しか、 其 原本は 尙 現在す るか、 其傳 
來の 年代 如何 (之は 中々 面倒の 事な りと 存 
ず〕 出来れば 御 しらべ 奉 願 度 候 

(明治坩五年七月十六日、京都甫東山 
知 恩院 御山 內 淨土宗 第五 敎校長 、土 川 
善澂氏 宛〕 

〇 

本日 英國 ケム ブリデ 大 學敎授 ベンダ ル 氏 
より 吾師に 宛てた る 書に て、 四十 華厳の 原 
末 中に 同く 普賢 行 願 實の梵 文を 含有す る こ 
とを 知り 候 (是 れ弟が わざく •吾 師を經 て 
べン博士に問ひ合せし所訂り：>、同賛の硏究 
も 願々 面白く 相 成 候、 ロ 翁は 亦露國 より 蒙 
古飯の 行 願賛を 借り 吳 るの 約 有 之、 彌 面白 
き 結果に 可 至と 老兄が 日本 版を 惠與 あり 
しを 今更の 如く 威， 謝 候、 就て は 過日 願 ひし 
條 々何卒 御 囘答高 示 奉 願 度 候。 

友より 紀念 はがきを 得、 拙惡 見る に 堪え 
す、 東洋の 美術 國 今少しく 奮 ふを 要す。 

弟 海 旭 

古 來華嚴 家に て 四十 華嚴が 八十 華嚴 より 
一品 多き に 付議 論 あり や 否や、 若 有 之 ば 其 
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〔雲 箋 小片】 

A 森 岡 常 藏氏宛 

拜啓生 駒 君 爾來の 熱は 二十 五日 三 六， ニ 
二十 七日 三 七 こ 一、 二十 八日 三 六、 三月 一 
日 三 六， 五、 三月 二日 三 六。 七 なれば 其 快 
境に 向へ るは 知るべき 已 耳、 洛血も 漸く 止 
まり 痰 中實に 僅かの 紅色を 見る 計に 候、 食 
欲 も 進み 氣分も 快活に 轉じ 、快癒 も 一旬 か 
ニ 旬の 中と 思へ ば意氣 春陽に 富みた ると 共 
に 何となく 喜ばしく 候。 

當地も 大學は 大抵 學科 休業と なり、 小生 
の 方 も 本日 限に て 先は 之ょり 命の 洗濯を 致 
すべく 存じ 居り 候。 

左記、 放 笑の 材料に もと 存じ 候 
蘇 城 看 生 駒 盛 兄 之 病、 

雪 壓蘇城 寂四邊 。玻窓 陰 沈 轉蕭 然。 

無 何故 國遠三 萬。 不息客 愁亂百 千。 

爐火燈 光 夜 徒 永。 鐘 聲鳥語 日 空遷。 

却 喜 枕 上 減湯藥 。笑 約 同 遊烟柳 天。 

久しく 韻書を 手に せず、 平仄な どは 如何 
なる にや、 「別 乾坤闕 日月」 の 如き 神 來の玉 
韻に 對し 一し 唯 益慚已 耳矣。 
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之は 獨 逸の 耶馬溪 とも 云 ふべき 1 i 遜瑞 
西の 隨 一と 云は る、 バス タイ 岩に て、 下を 
流る X は ドナウ川に 候、 松 多く、 巖 石の 奇 
なる は 他には 類な し。 

(诉五 年 十月 十三 日 土 川 善澂氏 宛) 

徹定 上人の 蓮 門 經籍錄 の 中、 行 願 品の 末 
書を 書き あらざる か。 

〇 

君が 心を 籠め し 手書は ニ 週の 前に 着し 稍 
後れて 君が 亡樗牛 氏の 爲に大 光燄を 吐出し 
たる 一妙 宗」 の ニ册を 受け、 本日 亦 君が 辛 
酸の 筆を揮へ る 「時代思潮」 を 見る を 得た 
り、 ヱ ル ザスの 平野 霜 漸く 消して 藍の 如き 
長 丘の 彼方 シュワルッ ワルドの 連山が 雪尙 
深き に對 し、 此 等の 諸 編を 讀む とき、 轉た 
梵 魂の 君が 新寓シ ヨウぺ ゾハウ ヱ ルの 像 前 
に 至りて 君と 半夜を 語る の 心なら しむ。 

「時代思潮」 の ベックリンは 僕が 其 好む 所 
の もの、 想 ふに 此 原因は 君 か 書齋に 瞑想を 
助けて 友な きを 慰む る ものなら む、 ベック 
リンの 畫は其 想の 幽遠と 其 手法の 精銳 なる 
外、 其天與 とも 云ふぺ き 色彩の 妙 あり、 此 


圖の 如き も 着色の 優を 以て 美を 近世 畫史に 
擅に する もの、 吾國の 色彩 版が 尙 此の 如き 
藝術の千蓠分の一だに其俤を忍ばしむるこ 
と 能は ざるは 遺憾の 外な きなり、 表紙は 例 
のジ ー グフ y 1 ドなら む 憂氣 充分な り、 苦 
氣亦 可な り、 唯 此の 深憂 刻苦の 外 奮 ふべ か 
らざ る、 强健 雄大の 氣 あるを 要す。 君は 表 
紙の 畫に此 趣な りとは 認むる 能は じ、 「時代 
思潮」 の 文字 稍 俗な り、 其 紅花 亦 僕の 趣味 
に 合は ず、 但し 此の 如き もの 必竟此 地の 人 
の 能く 云 ふなる ぞ君 t=- wack-sache のみ、 幸 
に 放言を 恕せ よ、 僕の 駄句の 挿入に 至りて 
は實に 冷汗 脊に滿 つ、 素人の 橫 好に 人は 哄 
笑せ しむる の 具と もな りて 誌上に 滑稽を 添 
ふるを 得 ば 可な り。 


樗牛會 の 事業は 僕 甚だ 之を 賛ず 、一つは 
君が この 友 道廢し 交誼 紙ょりも 薄く、 葬に 
會 する の歸途 、死人を 罵る が 如き 世に あり 
て 造 圖の擧 の 如きは 之を 優雅と 呼ぶ 外 僕に 
辭 なし、 優雅に 事業を 興して 亡友に 篤く、 
世の 輕薄者 流を 戒む をを 欽 仰して なれ ど、 


五 五 〇 

膜 炎を 並發 して 大に危 みたり しも) 目下は 
病院 外 約 二三 丁此 所までは 散策を 試み 得る 
樣に相 成、 床上に ある ことは 至て 少 く、 多 
くは 雜談 と散步 とに 費し 候、 此分 なれば 來 
月に も 相 成 退院の 吉報を 老臺に 致す を 得ん 
かと 窃に 喜び 居り 候、 右 一寸 御 報まで 如此 
候。  (同年 五月 十八 日 正午) 

〇 

生 駒 氏病氣 全快 祝 句 
さみだれの 晴れて 嬉しき 今日の 月 

(同年 六月 廿 二日) 

C 生 駒 氏病氣 全快 祝賀 會にて 松 浦、 荻 原 
足 立 氏 等と 寄書して 森 岡 氏に 宛てた る も 

の〕 

〇 

三十 五季 七月 盂羅 盆壺月 
淸客 如何、 此地炎 帝 之 熱、 酷 極 猖_ 、嘵起 
晚步 、菩提樹 香、 興！？々 之 烏 語、 止 少慰 問 
已 耳、 至 夫綠陰 河畔、 麥酒之 冷、 浣心洗 腸 
則 圖不須 言 也、 

角 報至矣 、乃 寄 之焉 、謂 兄旣見 之、 或不過 
俗諺 所謂 鬪后 之棍 、然思 兄之隋 之 太甚 、試 


畚 


山に 送りて 後バ 1 ゼ ルの 第二 囘蓠國 宗敎史 
會に 臨み、 歸路 少しく バル ヌの 高地に 入り 
て 少女 峯の 雪を 嚙み ルッ H ンを 過ぎて 再た 
び此 地に 歸り ぬ。 アル ペンの 山上 その 雄大 
なる 雪景に 對 して 駄句 數首を 得たり。 
連れる 雪の 峯々 、摩竭 魚の 
玉の 鱗の 逆立つ 脊 
久方の 天の 大宮 、頹れ 落ちて 

玉磊 々の アルプスの 峯 

千 葉の 玉の 蓮の 臺 あれ ど 

去りて 幾 劫、 摩訶吹 廬沙那 
罪の 世の 興亡、 何ぞ 

唯獨り 冷に 觀る 雲の 峯々 窖々 
峯 々は 似たり ぬ 人の 菩提 質 多 

御 空 競 ひて 立てり、 純白に 
五 首 之を 歌と 云は むは 僭越なる ぺ し" 唯 
吾は 吾が 辭 と想盡 くるまでを 盡 くして、 こ 
の 偉大の 山を 讚した るに 過ぎず、 君が 嘗て 
觀たる アルプスには 如何なる 感が ありし。 

旅 中の 志 興と 大會 の雜 事とは 一々 故國の 
師友に 報ずる の 煩を 省きて 之. を 淨土敎 報に 
投じぬ、 野 味 その 中に 君が 味豐な る 膳に 上 
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るの 時 も あらむ か、 少しく 時間 あら ば 更に 
祥く 大會の 記事を 君に も 送らん を 念 ひ 居た 
り。 雜 含に 關 しては ロィマン、 荻 原 その 中 
之に 關 する 研究を 公表すべし、 レヴィは 小 
篇を 刊行し たれ ども 完と云 ふを 得ず。 

宗 敎大會 にて 頗る 多く 君の 知人に 會し 
ぬ、 ダ ー デン ホ I フ泊の 如きは 終始 相 往来 
して 大に 相談 じたり、 キリス トリ ー ブ にも 
會し たり、 ド ィセ ン 先生は 其講を 終る の 後 
直に バ ー デン ワィヤ ー の 避暑地に 去られた 
るを 以て 開會 j 日を 後れて 行きた る 僕は ヶ 
ムビン スキ ー の舊 夢を 温めて 君の 近時を 話 
する 能は ざり しを 深く 遺憾と せり、 ガル 
ベ、 シユレ ー タ ー、 シ ー ベ ク 、ギメ ー 等は 
何れも 勃々 たる 元氣 なり、 神學 者の 有名な 
る もの も頗 多く、 ゾ H ダ ー ブロム、 ディ テ 
リヒ 、ジヱ レ ミヤの 如き 人々 にも 會す るを 
得たり、 印度 諸 敎及佛 敎に關 する 講演は 甚 
少 く、 セ ミ テイク 部門の 講談と 基督 敎に關 
する 談說の 多 かりし は 現今の 學界の 潮 勢を 
見るべし、 各地に 傳 道した る 熱誠なる 傳道 
者に も 數人會 合したり、 其 信仰の 力の 深大 


循誘師 今 行誡和 上. の 舊居寒 林 精舎を 守 

る 書 極めて 精妙、 古 美術に 精し く、 端嚴 

の 品行、 頗る 敬すべき の 人な り。 

C 三月 廿 二日) 

〇 

バーゼ ルに て 開 會の萬 國宗敎 大會を 終り 
て、 少しく 瑞 西の 山地に 遊び、 昨日は ユン 
グ フラゥの 峯 頭に 萬 古の 雪を 嚙み たり。 今 
少しく 此 地に 留り ルフヱ ルンを 經て 再た び 
シス ラスに 歸ら む。 大會の 事 君に 語るべき 
こと 多し、 パ ー ゼル にて 或は 君に 書き送ら 
む。  (诉 七 年 九月 八日〕 

〇 

當 市は 尙舊敎 が 勢力を 有する 土地 丈、 力 
丨-ネ ヮルも 非常に 盛大に て 火曜の 夜な ぞは 
一徹 宵 種々 の 行列 有 之、 酒店な どは 至る所 
立錐の 餘地 なき 迄に 有 之 候、 小生は 當 時、 
此地の 邦人 某 肺結核に て 病 居る を 看病す る 
爲に 行列に 加は る ことは 止めに 致し 候、 昨 
日まで 一週の 餘 降雪 ありし 爲 目下 頗る 寒く 
有 之 候、 先は 一寸 御 返事まで。 

高吟：而白く拜讀致候。 (九月 甘 二日) 

五 五三 
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察 致した る畫 端を 以て 賀辭を 送り 來る 、此 
の 如き もの 其 一端を 推知す るの 料と なる ぺ 
し、 吾國の 奮闘は 實に 人類の 爲 なり、 文化 
の爲 なり、 君が 主幹の 誌が 此際國 民を 鞭瘦 
して 堅牢に 奮鬪 を續 けんこと を敎 ゆるは 正 
に是此 時に あらず や、 意味 雄大なる 此の 大 
戰の 際、 君が 「時代思潮」 の 出現せ しは 僕 
が 衷心 欣喜に 勝へ ざる 所な り。 

僕 他事な し、 寫經讀 書 全く 世を 隔つ 、唯 
時に 寒村 田 翁と 其に ラィン 酒を 擧げ て、 故 
鄕の 梅花を 想 ふに 過ぎず、 昨夜は テルの 一 
百年祭 ありき、 友に シラ ー 崇拜の 人 ありて 
共に 市の 劇場に 行きて 半宵を この 高潔の 文 
土と 凜烈 たる 殘 人の 追憶に 消せり、 この 紙 
は、 ワィ マ ー ルに 終て 最初 興行の 際の 番附 
を復 版した る もの、 甚 趣味の 犬なる を覺ゆ 
君に 寄す る 所以な り。 

時 黃昏字 甚だ 惡 し、 幸に 判讀せ ょ、 北 堂 
令 ^ 健なりや。 

(明治 三十 七 年 三月 十八 日 姉 崎 正 治 氏 
宛〕  . 

〇 


七月 二十 九日 及び 同じく 三十日 華 葉は ニ 
週の 前に 瑞 西の 旅ょり 歸 りて 之を 讀みぬ 、 
爾來 少しく 忙しき 事 ありて 君に 復 する こと 
甚だ 遲れ たり、 先づ 喜ぶ 所は 君が 家に 小 天 
使の 降臨した るに あり、 此書 着せむ 頃は 天 
使が 庭前の 菊花に 嬉 々として 笑を 發 する 顏 
の麗 くて 燈前 爐邊に 手を 鳴らして 相樂む 君 
が 俤も想 はれ 愛孫を 抱きて 滿 足の 慈 顏豐か 
な 君が 北 堂の 樣 さへ 心頭に 浮動し 來る なり 
僕に も 許せ 滿 幅の 慶賀を 捧げて 君の 家に 淸 
福を 大に視 する を。 

エー ゼン ドン クに與 へし ワグネルが 書牘 
集は この 書と 共に 座右に 致せり、 吾等が 樂 
聖 偉人の シ 3 1 ペン ハウ ヱ ルに 對 する 思想 
も佛 敎に對 する 志 も歷に 彼が 心腹を 發 きて 
此 書に 現は る、 君が 彼に 對 する 深き 同情を 
以て 秋風 深き 燈下 この 書に 對せば その 感興 
や 必ず 津々 として 盡 きざる もの あらむ。 君 
が 彩毫を 借りて 吾國 何れの 雜誌 にこの 多 趣 
の 書の 介せ らる X あら ば、 蕭索枯 稿の 吾讀 
書 界に麗 はしき 春の 野を 現す る ことなら 
む。 僕は 八月の 二十 九日より 兩 三日を 黑森 


五 五 ニ 

氏 も マックス ミユ ー ラ ー 死し ゥ工 ー ベル 老 
たる 此 時、 先づ 第一流の 梵學 者に 候、 時下 
寒氣 幸に 祈 自重。 

新年には 別に お 視辭を 上ぬ 考に 候尙小 
林老兄にぉ序の節{孔敷御聲言預り度候。 

(明治 卅四年 十二月 十一 日) 


△姉 崎 嘲 風 氏 宛 

年 前に 書きむ とす 老 兄の 感興 此處 如何、 
今日は 寒 雨蕭々 として 爐 火力な きが 如し、 
窓 下 帳 然として 悠久なる 天地の 靜かに 過ぐ 
るを 思 ひて 我 念願の 甚 小なる を 嘲け る。 

逝く 年 や 
寒 山 獨り靜 かにて 

(明治 卅四 年歲盡 前 三日) 

〇 

本日 亦 雪 あり、 遙に老 兄を 憶 ふて この 書 
を 寄す。 

此箋は 故 行誡和 上の 高弟 循誘師 の 態々 母 
國ょり邊り來りしもの X 一つな り。 當 地 の 
畫に 比して 雅趣 頗る 掏すべし。 卽ち 一葉を 
呈 す。 


軍人の 偉大を 見る たびに 日本 外交 家の 怯懦 
にして 暗愚なる を 憤慨す るを 禁ずる 能は 
ず 0 

學 問の 方面に 於ても 此際吾 國の學 者今少 
く ^ 々 たる 功名心 あらむ ことを 欲し 萬國的 
に 有爲の 志を 憤 興せむ ことを 熱望して 止ま 
ず 野蠻 の露國 無智 文盲の 露國人 これ 現 時 吾 
國民が 妄言し 居る 所なら す や、 知らず 歐洲 
學晁に 於け る 勢力は 日本 尙微々 として 露 人 
の 下に あるを。 

京都 大學は 君の 如き あり 荒木 君の 如き あ 
り 堂々 歐洲學 壇に 馳驅 して 赤髯者 流を 驚倒 
する の 快を 見る 願く ば 此際吾 國の學 者が 奮 
勵 小成に 安 じ 桃源の 小天地に 眠を 貪る の蹈 
習を 脫 して 學問 上に 於て 犬に 露國を 征服す 
るの 大決心 あらむ ことを、 この 人類 出現以 
來破天 荒の 快事を 見て 日本に 大 詩人 もな く 
大哲學 者 もな く 大科學 者 も 出で ざるが 如き 
は 日本の 恥辱に あらず や 僕は かく 書いて 來 
りて 益 君を 思 ふ (中略〕 

僕は 七月 中旬 以来 身 ft 甚疲勞 したる を覺 
ゆ 過度に 發 汗し 時に 發熱 あり 君が 實驗 室の 
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机上に 赤裸々 として 橫 はるの 時 も 或は 來ら 
ずなきを保せず、然れども安ぜょ食欲減ぜ 
りと 雖酒味 猶我悶 を排 する に 足る あり、 本 
月の 下旬は r パ ーゼ ル」 の 萬 國宗敎 史會に 
出席せ む 日本人は 今迄の 所 僕 一人の み 盲人 
蛇を 恐れず 吐出し 得む 怪氣燄 は ドシ < 吐 
出せむ 總會 と部會 にて 一文 づ つの 大安 賣を 
せんとす。 

松 浦 望月 諸兄 健な o や 僕 一月 以來甚 書を 
作る に 獺くな れり 時々 快談の 〇〇 なる を 羨 
む 荒木 君 亦 益 雄大の 氣燄 あらむ 幸に 僕が 敬 
意を 致せ。 

「ゲルマ ニヤ」！ 2 て ニ 杯の ビル ン ネルハ こ 

の長文をして1氣呵成に書かしめたり、日 
末 人 御 付の 「ミナ J 簏 其 手腕を 士官 學 生の 
間に 揮 ひつ、 あり、 三年 半の 永き 彼が 姿容 
漸く老ゐ我學亦頗停滯荒凉を覺ゅ燈下酒興 
來る とき 觀じ來 りて惺 然 たる ものな きに あ 
ら， T 

令閨に よろしく 君と 屢 連名の 書を 呈した 
る ストラスの 腥 坊主の 名は 猶 令閨の 記憶に 
存 する や 否、 君が 令息 等の 益 腕白な らんこ 


爲利 衆生 故 
示現 有滅盡 
世 尊 不恩謝 

妙體無 滅相  • 

爲利 衆生 故 

現 種々 蕺嚴  (錄金 光明 經偈) 

〇 

午前 大抵 古 經を寫 し、 午後は 濫讀 す。 頃 
日ゥ ー ラゾ ドの 詩集を 手に す。 ゥヱル テン 
ベルグの 月桂 詩人 調捨 難き あり。 自然の 景 
を 歌 ふ 特に 佳なる を覺 ゆ。 

講壇 彌祥 多き や、 此夏は 僕此 地に 留 りて 
何れへ も 旅行せ ざり き、 朝は 花に 酒き 夕は 
鉢 間を 渉す。 

嘵風白 薔薇を 吹く とき、 片月 林間に 出沒 
するとき 殘暑 全く 忘る。 

君が 家旣に 定まら ば 乞 ふ 一報せ ょ。 

(九月 十日) 

〇 

寒菊は いつも 宗祖 忌に 備 へて 床しき 花な 
れど此 地 之なければ 水灿數 枝を 市に 求めて 
爐邊靜 に圓光 大師 傳を讀 む 室外 雲 低く 風 荒 

五 五 五 
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なる は 感ず ぺき至 なれ ど 學 問の 力の 乏しき 
は 驚く の 外な し、 西藏に 十數年 ありし 某は 
西 前經典 何物な り やを 知らず、 支那に 十五 
年傳 道した る 某に 佛經を 多少 讀み たりし や 
と 問 ひしに 予は その 答の 意外に 愚な りしに 
失望したり。 

此地も 今は 秋風 漸く 蕭條 たらむ とす、 今 
日は 秋晴 甚だ 散策す るに 適す、 之ょり 吾等 
が 小狗 を携 / て 萊菌の 河畔に 至らむ と 思 
ふ。 

日本 國民が 旅 順の 未だ 陷落せ ざるに 燥 急 
怒を 發しつ \ ありとの 報を 昨日 讀み たり、 
此の 如き 輕浮 なる 民心 何ぞ ょく 一事を 遂行 
し 得む や、 君が 叱咜勵 精 この 際甚 切要な り。 

此地も 些の奇 事な し 四 五日 前吉田 君と 共 
に 歌劇 「ウォルムスの 鍛 兵士」 を觀 る、 樂 
麗く劇 巧なら ざるに あらず と雖 、古 劇は 到 
底 古 劇た るを 免 かれず、 トリスタンの 深玄 
リングの 雄大を 好む の 吾は 感興 甚動か ざり 
き 吉田君 今 切りに 美術 文學を 愛好す 亦大に 
カントの 倫理に 就き 精巧を 重ねつ \ あり 
荻 原は 俱舍 原文に 忙し 猶何か 書かむ として 


書く こと 旣に盡 くこの 冬は 能 ふべ くん ば ィー 
タリ ヤに 送らん ^ と 思 ふ、 され ど財囊 輕き j 
僕の 果して 然し 能 ふや 否やを 知らず、 来年 
の 春には 君を 訪 ふて 三年の 舊 夢に 一夜を 語 
り 明す ことならむ。  一 

(明治 三十 七 年 九月 十一 日 姉 崎 嘲 風 氏 宛〕 

此書は 君が 歸朝以 來僕が 始めて 君に 送る™ 
もの、 蹀漫の 罪は 幸に 之を 寬恕せ ょ 君が 數 5 
囘の尺 牘雲笺 は 僕 等を して 親しく 君が 面貌 一 
に 接して 酒 間氣焰 を 聞く 想 あらしめ たり 最 
近の 京都 發竇箋 三 葉 昨日 着す。 

獨逸國 民は 識者 も 無 識者 も 今や 靡 然とし 
て 我 國に對 して 同情を 表する に 至れり 然れー 
ども 獨逸 政府の 狡猾に して 曖昧なる 政策と 
獨 帝の 先天的 親 露 主義は (寧ろ 先天的 僧 日 
主義 3 時に 履に 障る ことなき にし も あらず 一 
毎に 謂ら く 伯林に 敏腕 快 手の 外交 家 ありて I 
この 獨 逸の 國民 的の 潮流を 利用して 大に國 i 
論 ー變せ しめ ◦◦獨 逸 政策の 變更を 見る も 
至難に あらざる べきを と、 戰宰も 外交 も 勇 一 
氣と 敢行と なくん ば 到底 駄目な り 僕は 日本 i 


五 五 四 

〇 

久しく 信を 恩 兄に 絕ち ぬ。 僕 業綠尙 消せ 
ざるに や、 アルザスの 霜に 故國の 梅花を 蔓. 
み、 萊江 支流の 氷 上に 步 しては 徒に 落暉の 
色鮮 たるを 仰いで 東海の 浪今 如何にと 傯ぶ 
のみ。 

恩 兄と 別れて 今や また 一年の 幻 過ぎむ と 
す。 永劫の 刹那、 刹那の 永劫、 人事 箇の如 
くに 過ぎて 法界 嚴 住の 眞 性に 渴 仰す るの 念 
轉 深し。 恩 兄は この 畫を抑 如何に 見る。 

囊底數 空に して 法爾に 戒律を 守り 得る の 
快を 味 ひ 債鬼 門に 肉迨 して 人情の 妙なる を 
觀 ずる こと 長し、 ここに 忍 辱の 波羅密 あり 
精進の 勤修 あり。 

講壇 定めて 淸福 多から む。 昨冬 一 小篇あ 
りて 印度 局に 送りぬ。 

鈴 木大拙 久しから ずして 京都に ある ぺし 
而して 弟 尙此地 放浪す。 笑 ふべき 哉、 而し 
て 去 歲大に 恩 兄を 勞 したる 二月は また 環り 
来ぬ。 

佛不槃 涅槃 
正 法 亦 不滅 


かりき" 君 若し 彼と 會 合の 時 も あら ば 吿げ 
よ 彼が ラィン 河畔の 友は 常に 忘れざる 涙を 
以て 彼が 爲に 祈りつ X あるを、 力 ー リダ I 
サの 名曲 も 頗る 巧に 傳祕の 妙を 極めたり、 
文宇も濃 |2 にてよく可憐なる印度の少女を 
描く に 適す、 唯 第二 ヴ .シャン タが 僧院に 留 
まりて 座主の 座を 占めたる 如く 譯した るは 
誤れり こは 刹 帝 利の 弓の 力に て 降魔、 守護 
となりた りしに 過ぎざる 言 ふまで もな し。 

昨夜 士ロ田 氏 等と 共に ジ ー グフリ ー ド 見に 
行く 幾囘 見ても 心 氣 の淸爽 を覺 ゆるは この 
雄大に して 氣魄滿 てる 曲な り、 君と 共に 見 
たら ば 更に 面白 かるべし など 思 ふ、 ヮグネ 
ル專 門の 樂長 L 某と て 多少 英國 にも 名を 知 
られ 居る 人は 今 キョ ルンに 去りて あらず ジ 
1 グフリ ー ドに 扮 して テ ー ルの よき S 某と 
いふ 靑年 俳優 も ミュンヘンに 榮轉せ .，るかは 
樂 長と 俳優には 少しく あき 足らぬ 感 ありし 
も 名曲は どこまでも 名曲な り、 君は 尙序樂 
の 美し さと 第三 幕の 糸の みの 魂を 奪われき 
顏 とを 記憶す るな らん、 あ \ 偉なる かな、 
吾々 の 樂聖や 。 
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此地 にも 面白き ことなし 、萬 國會議 のよ | 
く ありし 年な り、 社會 黨會議 、婦人 會議、 へ 
宗敎歷 史會議 などは 日本 にても 知られた る | 
會 なるべし、 自囱 思想家 會と いふが 羅 馬に j 
ありたり、 舊敎 徒の 爲に 蹂躪せられ たる 如 | 
し、 自由 思想家と いふ ものには 僕此 地に て 
四 五の 友人を 有せり、 少し 許り 「新 佛敎」 

に 其 こと 記した れば 內狀も それにて 多少 洞 j 
見せら るべ し、 其 中 悉く 書きて 君に 送る 時 | 
も あらむ。 

I 昨日は 此 地より 半時 間 計の 小 村に 友人 
の 牧師 某を 訪 いて 其 慈善市に 聲援 を與 へた | 
り、 人口 四千は かりの 小 村落に 五 百に 足ら 一 
ぬ 新教徒を 結合して 舊敎 徒の 僧惡の 中に 眞 | 
實に傳 道し 居る、 吾 友に 吾は 出来る 丈の 力；： 
を假すを吝まず、友は印度に十年も傳道し^ 
て、 寬容 主義の よき 僧な り女兒 十一を 初と 一 
して 四 人 あり 吾は 特に 六つの ヱミ リャを 愛 | 
す 信徒 惣代 とも 云 ふべき 植木屋の 娘、 荒物 | 
屋の老；.姿、巩神敎と_>ふことを知ら、さりし{ 
小學 校の 先生 皆此 地に 於け る 僕の 親しき 友 一 
人な り、 音樂會 のとき は 常に 來て ソプラノ  | 


に 巧 僕に邊 りし哲 學雜 誌の 論文を 引證 する 
榮を 得べ し。 般若の 證定は 六 百卷の 中ょり 
幾 個の 小斷片 を 摘出す る ことと て 困難 少か 
ら ざり しが 漸く 昨を 以て 一切を 了れ り 悉く 
ニ 萬 五千頌 般若な りき 唯 斷裂せ る 金剛 般若 
の 一葉を 除きて は。 町は 謝肉祭と て 漸く 狂 
し 来らむ とす、 鶯歌蝶 舞の 天地 冷眼に 看 去 
り 香 圍粉陣 の 乾坤 一笑に付して 靜に 書を 讀 
む 僕は、 人 それ 何とか 見む… 

(二月 甘 七日) 

〇 

ロ 翁は 秋 中神經 痛に て惱み 居た るが 今は 

快方な り。 相 變らず 勉强 にて 世話の 燒 すぎ 

に聊 閉口な り。 三年 餘恥 地に ありて 細かき 

町. の 名 も 熟知 掌を 見る が 如くなる に 至りし 

かば、 今は 市 全體吾 家の 如き 心地す るな 
00 

北 堂 令閨に ょろしく、 荻 原は 此 年末 ケム 
ブリデ に 去らむ、 —— 瑜伽 論の 梵 本を 寫し 
俱舍を 校訂す る爲 にー 僕は 一 _底 の 都合 尙此 
地に あらむ。 

滴 仙の 恨 琴 か 秋の 濤 

五 五 七 
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とを 祈る。 

君が 「廣 袖の 俗 衣： を 見む も 其 中なら む 
京都 醫 科の 元老 諸君と 一夜 大に飮 み 明さん 

も遠からじ、さら尤 

手紙の 亂暴 にして 穢 きこと 吾艾 ロの 訥辯 
を 聞く と 苦痛 何れが 大 なる。 

(明治 卅七年 八月 九日 足 立 文 太郞氏 宛〕 

〇 

故國 には 黃葉 紅樹の 間に 累々 たる 柿の 實 
の 熟して 冽々 たる 秋水に 大根 洗 ふ 野趣の 深 
き 時 今や 至りし ならむ、 此 地は 昨日 も 霧 深 
く 今にも 亦濛 々として 朝ょり 陰 寒の 氣 人を 
襲 ふ、 村徑 落葉を 踏みて 獨り 行く 時 悲しき 
が 如く 樂しむ が 如し、 甘き 悲など 云へ る 語 
吾 惑に 適したら むか。 

漢の 詩は 秋を 悲むと 秋を 樂しむ と あれ ど 
か \ る 感を表 ffi したる はなし、 日本の 歌は 
悲みの 方 多き が 如し r 漩 柿の 靜に 秋を 送り 
けり」 とい ふ 句は 吾が 庸く 愛する 句 なれ ど 

今 出す 沈痛の 味を 持たせた き感 何時もした 
る 0 

君が 家に 小 天使の 降れる 吉報に 次ぎて 時 


代 思潮と 文錄 堂の 美は しきは がき 六 葉 一昨 
日 接 手し ぬ、 別封の 梵詩は 其 時より 稿を 起 
して 今 漸くに なれる もの、 同じく 梵 土の 神 
韻を 味へ る 君が 至福を 視せ むは 假令 其辭の 
拙くて 搶 夫の ざれ 歌よりも 惡 俗な らんと 
も、 好める 道に 君 も 許さん かと 思へ ばの 兒 
童ら しき 考 よりな く和譯 も亦此 上な く 拙な 
りされ どこは 北 堂 令閨が 秋の 夜の 燈 下に 半 
刻の 嬉笑を 博せ むが 爲也 、詞藻 豐なる 君が 
令閨には 此 等の 惡詩 こと ぼ 恥 かし、 され ど 
これ も 親しき 友には 劫て 心 打ち 開きて よき 
ことなりと 僕は 信ずる 也。 

楚 詩は 韻律に 縛られて 思 ふ樣 には 行かず 
首 路迦と 云へ ば最 易き 韻律 なれ どこれ さへ 
思 ふま \ には 行かぬな り。 

時代思潮に 君が ワグネルの 譯 文を 見る、 
簡潔に して 字々 皆 力と 氣 なる 彼が 文字は こ 
れ にて 聊かは 其俤を 傳へ得 む、 牧野 啓 吾と 
いふ 人は 僕と 同船して 歐洲 に來り L 人な り 
此 人眞摯 にして 神に 忠 ならむ とする 心 切な 
り 其 熱烈なる 情操は 一時 人に 過ら れて 不幸 
なる 時々 を 消せし を 僕は 毎日 哀れむ こと 深 


五 五六 

れて 雪將に 至らむ とすれ ど 吾机邊 には 古聖 
の恩容 字々 の 間に 動きて 恍 として 春の 如き 
を覺 ゆ。 

昨 淨土敎 報 得て 君が 小石 川の 舉 林に 宗祖 
忌の 休暇を 廢し たるを 誡む るを 知り 君の 深 
き 志を 喜 ふや 切 也。 

(卅 七 年 一月 甘 五日) 

〇 

胃痛は いかに、 陰 寒雨濛 々たる 時 切に 加 
養を 乞 ふ。 

別封 佛敎雜 誌 一部 座右に 呈 す、 多少 獨逸 
に 於け る 運動を 卜 知し 得 ぺけむ か、 二八 ニ 
頁の 下に 記した る佛耶 論の 記 面白し、 佛敎 
者が 起ちて 基督 敎傳道 者の 亡狀 を訴 へたる 
特に 快を 覺 ゆ、 友プ ング スト 嘗て 僕に 日へ 
り、 日く、 嫌なる もの ニつ 酒精と 傳道 者な 
りと、 兄の 考如 何。 

昨 例の 干 闐古經 の斷片 中ょり 中 阿 含 優 波 
離經の 小片 一つ 證定し 得たり 喜び 少から ず 
右を 嘗て 發 見した る 長雜兩 含の 斷片凡 七 葉 
を合して「梵文の阿含」の題 7 にー小篇を 
卿すべし。 此篇 中中 含を 論ずる 下に 老 兄の 


人道の 軍戰 へは 克つ 
滿韓の 域々 旭旗 雲と 揚 りて 
海軍 到る 處 凱歌 潮と 湧く 

きみが 兒此時 あれ 出で ぬ 
『取 神の. 出生』 その ま X に 
( * は 印度 詩聖 力 ー W ダ I サが 不朽の 名篇〕 

(三)  . 

1 E i* の 民の 思想に 
輝き 初めぬ 解 脫の光 
荒れさび し 砂漠の この 世 
開きな むと す 信仰の 華 
紛 々たる 群 邪の 徒 上 求の 菩提心 芽して 
五 欲 放逸の 輩 や、 下 化の 大悲心 動く この 
希望 海に も 似た る 時と 世に 
あれ ませる 兒ぞ歡 喜の 瑞兆 
: 正覺の 前の讳 沙宿 

, ャの 原の 星の かげ 
(**  日本 現代 Q 心 界 のさ ま) 
r*** 佛 所行 ft その他に 見 ゆる こと〕 
($** 馬 太傳 第二 章の 初 そのほか〕 

花 も 紅葉 も 月の 影 も 
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法 性 法の すがた その ま X 
眞諦の 外には 宇宙な く 
大地 唯 正 見の 發現 

正 見の 眼 火と 輝きて 

正道 踏破す この 兒の 未来の 
あなめ でた くぅる はし や 
(*,x:>u‘.x 慈 雲 律師 十 善 法語 不邪 見戒の 下 
にこの 思想い とた ふとし。〕 

(五〕 

劎の峯 も 火の 海原 も 
正 見の 前に 恐 やは ある 
鬪へ此 兒勇氣 凛々 と 
汝が K 彩の 鳴 乎い さまし や 
》 r IH* ^s の劎 ひつ さげて 

堂々 天地に 恐な く 
人間の 師子 火中に 立てり 
蓠 古の 勇士 ジ ー ダフ リ ー ド 

( * 木 木 * ,x ■火‘ ^ グネ 少、 ニ、 ヘン ^ ンケソ の 第 
ニの ニ 幕 已下〕 

(六) 

正見ぞ 永遠の 光明 
無盡 なる 萬 德の泉 


村落 君が 同情の 涙 や 永く 同 君の 霞を 吊す る 
に餘り あらん。 

〇 

四月 も 將に盡 きむ とす、 菩提樹 下に 陽炎 
立ちて 鹿 苑に花 紅 柳 綠の相 現す る此 頃い か 
に、 老 兄の 沈思が 得意な らん か なぞ 思ひ績 
く、 春愁 ょ、 弟萊 菌の晚 風に 立ち 盡 して 稍 
此味を 知りぬ、 閑煩惱 休むな き □□ふが 如 
きものは 春 水の 酒になる 聲のみ 。 

(明治 卅四年 四月 廿 一日) 

〇 

此の 週に 入りて 雨 甚だ 多し、 綠 樹陰 森た 
る處自 らさ みだれの 趣 も 有 之 候、 此間シ ヤ 
クン タラを 初め 候夠章 棘 句に 頭を 痛 もる 
事 少なから ね ど 又 情趣 津 々として 捨世睬 も 
有 之 候、 此 一年 も 半旣に 過ぎ、 此 夏は 師に 
從ひて シュワルツ ワルドの 山中に 村翁と 語 
らん か、 ミュンヘンょり ウインまで 行ん 
か、 などと 考へ 何れに も 決せず。 

〇 

兄が 去りし 夜 朝日 奈知 泉君來 蘇し、 兄と 
共に快談するを得ざり1を遺憾に思はれ 

五 五 九 
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なる ある 物 持の 娘 某は 美は しけれ ど、 僕甚 
だ好まず、あまりに都市の風に習れるに 
や。 

東洋 學の 方は セ ミト ロ ギ ーの莊盛に比し 
て ィンドロ* キ ー の氣慨 甚揚ら ず、 ロィマン 
は 印度 音 樂に關 する 古き 謄本を 手に入れた 
り、 これは 面白さうな り、 I 寸&ィ 翁 夫人 
の 之を ビア ノに のせた るを 聞きた る こと あ 
り、 友人 某 ミリゾ ダの 獨譯を 完了す、 僕 そ 
の 乞に 應 じて パ ー リ と漢譯 との 比較を なし 
たり パ ー リの 現行 本は どうも 漢譯に 比して 
新しき 樣なり 其 中 君の 敎を 乞は む。 

下らぬ こと 順序 もな く 書き立て、 而も 筆 
路 さへ 殊の外 讀み にくし 恕し 玉へ、 下らぬ 
話に I 種の 味 あると 共に、 用 もな き 手紙に 
も悠 々の 趣 あらず やな ど 辯 護す る 迄 もな 
し。 

北 堂に も 令閨に も 何卒 僕が 限りなき 視賀 
の 意と 歡 喜の 情を 傳へ 玉へ、 想 ふ 明年 櫻 花 
散りて 新綠 うるは しき 君が 礫 川の 家に 君が 
愛兒の 美し 豐 なる 頰を撫 せん 日の いかに 樂 
し^ 一/よ。 


壺月 一 

嘲 風 兄 ： 一 
ヮグネルの 書牘 集は 此書 蕾せ む 頃には i 
旣に 君が 机上に 藏り てあらむ と 思 ふ、 僕 i 
は ニ 週 ばかり 前 之を 發 送したり。  \ 
文錄 堂の ハ ガキ 美な り 唯 其 價の稍 高き ( 
を 恨む、 此地 にて 三十べ- 1 已 上の ハ ガキ ，： 
は先づ 希な り。 

(明治 三十 七 年 十月 廿 一日、 姉 崎 嘲 風 
氏 宛〕 

so 

金 風 天地を 採 かし 來 りて 
薫る 離の 黃菊 白菊 
紅葉 山河を 錦に つ \ みて 
心 も 膚も淸 き 初秋 

きみが. 兒此時 あれ ましぬ 
あらたに 出た る 月の ごと 
(ニ) 

百雷にと父ろく天の譴 
千電 にきら めく 人の 義憤 
正義の 戰攻れ はとり 


五 五八 

C# 六 年 八月 五日〕 

〇 

此地も 春風 漸く 立ち そめて 柳靑く 杏花 a 
し。 

樗牛 を哭 したる 君が 深き 感想を 讀み て、 
靑 襟の 涙を 禁ずる 能は ざり き。 

君獨り 春の 寂しき 夕 かな  壺月 

五 印の 地、 古聖の 跡、 健脚 いょ< 健に、 
淸眸 益々 冷なる •君を 賀し旦 つ 甚だ 羨む。 

〇 

一週の 前 林 彥明師 ょり 来信 ありて 大西君 
の鄕里岡山に永眠せられしを聞き未だ其ス 
を識ら ざり しも 愁傷の 心 禁ずる 能は ざり し 
が 今亦老 兄の 書を 得て 轉た 悵然た る もの あ 
るな りされ ど 思 ふ、 群小の 虛淚は 以て 志士 
一を 哭す るに 足らず、 五 千里 外に 熱涙を 洒ぐ 
I 老 兄の 如き あり、 一人 以て 異を 吊す るに 足 
| らむ か、 惡詩 あり、 唯老 兄に 示す のみ。 

霜雪 籬邊菊 一 根。 孤 芳 勁節絕 塵紛。 

今朝 拆云君 無 問。 歎 吊 大西學 士魂レ 

黃昏 東に 向 ふて 才人の 逝く を 悼めば 愁雲 
綿々と 1, て散ぜず、海烟深<鎖すキールの 


此の 如しと せ ば、 一 非の 存 する 所は 夫當局 の 
緩漫 にある か。 

金 光明 經の梵 文は 一八 九 八、 カルカッタ 
にて 一部分 公刊せられ たり、 勿論 a 謬少か 
らぬ 出版に て 吾等が 他日苒 訂を 要する は 論 
なしと 雖 、大體 は 引用に 適せざる にも あら 
ず。 (以下 梵文 略す〕 

爾 時妙憧 已下 我靈鷲 山の 頌は梵 本 之を 缺 
く>曇無_の譯にも之を缺くが故に、こは 
最古の 本には なかり しもの ならむ か。 

機を 得 ば、 ロンドン 若く は ケム ブリデ の 
Ms  S を 見て、 更に 君が 引用の 部分に 相當 
する本文をかき遂らむ。 

XXX 

君が ハム ブルグ にて 逢 ひたる、 エドモン 
ド、 ハ ー デ ー も 遂に 萊菌 河畔の 寓居に 寂せ 
り、 一度 フライ ブル ブ大學 を 去りて 已來、 
偏狭に して 度量な き獨 逸の 官學は 一面 頑 逯 
なる 舊敎 主義と 他面には 猜疑 嫉妬に 滿 てる 
新敎 徒の 爲 に、 この 學舁の 偉大を 納 る、 に 
吝な りし かど、 彼は 靜に 其盡 すべき ことを 
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盡し爲 すべきを なして 孜 々として 倦まず、 I 
一生を 佛敎聖 語の 爲に 犠牲と して 寂然と し™ 
て 彼岸に 趣きぬ、 彼が 遺 產五蓠 マ ー ク なり 一 
彼 遺命して 盡く 之を佛 .敎硏 究の爲 に 分配す 
べしと いふ、 何ぞ 其の 高き や、 獨逸 5 、方學 j 
の 老儒 等 も 彼と 親交 ある もの 甚 少なり、 ヤ 
コビは 同じく ボンに 居りし も 彼に 就きて 甚 一 
多き を 識らず 彼は 法 句經の 象# 品の 偈の如 j 
く 閑 林に 獨捿せ る 象 生を 以て 終りた るな 
り、 僕 今や 彼が 傳を譯 して 日本に 送らむ と 
す。  | 
ハ ー デ ー の 母 今 マィンツに あり、 僕 其 住 一 
居を 知る に 苦しむ、 兩 三日の 中に 之を 披索ー 
し 得 ば 少しく 彼に 付きて 精細を 知るべく、 
彼が 寫照亦 吾 手に ならむ、 かくて 拙稿 成ら 
ば寫照 と共に 君に 寄せむ、 佛敎を 倍し 之に 
崇敬を 有する 人は 彼に 對 して 至 深の 尊敬を | 
表せざる ベから ず、 彼の 寂の 美は しきは、 \ 
愚劣 老廢 の佛敎 管長 等の 死に 比して 甚 偉大 | 
なり。  | 
君 も 願く はこの 學晁の 偉大の ために、 吾 | 
學舁 に其訃 を 公に せよ、 子孫の 爲に 美田を 


義の 爲に視 する や大 なり、 唯 本國の 同胞が 

猶甚輕 佻 浮 草なる ものなる を憾む もの 大に 
慨 する もの 深し 矣」 (诉 五 年 五月 十五 日〕 

O 

秋も彌 々闘と なりぬ、 君が 嘵の焚 も淸か 
るべ しな ど 思 ふ。  、 

君が ライン フ ヱ ル デ レに 到る の 日、 弟 も 

淸遊を 共に したしとの 念 却らず、 去歲 割愛 
して 去り レ パ ー ゼ ルの 美術を 再び 訪 ふて、 
必ず 君を 靈泉 沸々 たる 所に 見む、 フ H ル デ 
ンに 到る の 日 希く は 一報を 賜へ。 

(货五 年 九月 十八 0) 

〇 

此地も リンデの 實 堅くな りて 大楓樹 漸く 
秋風を 生ぜん とす、 君と 急 風疾雨 ラインの 
長江に 亂颭 して、 滿天の 墨雲バ ー テンの 連 
山を 閉す 所、 ゲ ー テを 語りて 故樗牛 氏に 聯 
書した る も ニ 載の 夢たら むと す、 先月の 初 
め 君が 芙容峯 下ょりの 書を 得て 痛切なる 感 
の 秋に 入りて 益 深から ん ことを 想 ふ。 

( 卅六年 九月 一日〕 

〇 

五六 一 
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善と いふ 善 之より ぞ增 長し 
古聖 悉く 之に 賴 りて 安住す 

君が 兒 の光榮 あ X 未来 明に 其 名 示し 

マサミ  マ卄 I 

正 見は よき 兒 正 見は よき 名 
(嘲 風 老兄が 愛兒 『正 見』 を 擧げ玉 ひ 
しを 賀 する 梵詩首 路迦十 有 四 韻の 邦譯 
明治 三十 七 年 十二月 十三 日 ストラス ブ 
;v ダに て 姉 崎 氏 宛) 

〇 

雲箋 及び 「時代思潮」 「現 身佛と 法身佛 .一 
一週の 前、 旣に接 手したり、 高誼は 霄 毎に 
厚を 加へ、 芳情 信每に 深き を 益す、 幾度 か 
君が 書を くり かへ し讀み ては 謝意の 甚 深き 

もの あり。 

I 昨 旣に雪 あり、 昨日まで 斷 つては 降り 
て 今日は 甚 寒し、 爐火 紅なる 處 に長榻 引き 
寄せて 惠 贈の 書を 讀む 、雲海 萬 里を 隔て \ 
故人と 語る 思 あり、 E:' 潮は 每號其 精彩の 益 
々煌 耀たる もの あるを 喜びて 國 民を 鞭撻し 
策 進す るの 勞を 謝す、 佛身 論は 君が 年來の 


攻究 更に 再三 精讀の 後を 待ちて 或は 愚見を 
披陳せ む。 

此 地の 學者が 此 種の 研究を 行 ふや、 往々 
にして 桔 談に陷 o 乾燥に 流れ、 解剖 徵を極 
め、 比 校 精を 盡 くして、 而も 生氣 全く 紙面 
を 去り、 鈎玄彌 深く して 蠟を嚙 むが 如き 感 
も隨て 深し、 H1 バ ー の 書は 此弊 稍々 見る 
べし、 其 末流に 浴玄 、後塵を 拜 する 徒に 至 


5^0 

| た、 昨夜 同 君と 犬に ゲルマ ニヤに 飲み かの 
r ニ 十 年戰— 古戰 場の 踏 查談を 聞きた、 小弟 
一足 立 氏と 寓を 共に する ことに 決した、 左れ 
i ど 一年の 舊寓 何となく 去り 難き 思 も 有り。 

(三十 四 年 十月 十四日) 

\ フリ ー ダ ー 色褪せて 煙の 如き 新綠の 間に 
) 牡丹の 花火の 如し 君が 窓 前の 興趣を 思 ひて 


りて は 固より 言を 待たず、 君が 書は よくこ 
の 弊を 擺脫 して 一面には 客觀 的の 對究の 見 
るぺ きもの あると 共に 他面に 躍動す る ^ 々 
たる 光明を 存 して 史を斷 し 理を說 くと 共に 
亦 人心の 歸趣 を瞭 にせり、 是僕が 甚君が 多 
とする 所な り、 所謂 客觀 的硏究 とい ふ もの 
、弊は 君が 著に より 多少は 校 療せら る X こ 
と あらむ。 

序文に 資料の 運用 日本に て 充分なら ぬの 
的 見 ゆ。 ミ ューラ ー の 文庫は 君が 獵 渉索搜 
に 資する ものな かりし か、 同文 庫の 整埋が 
未だ 充分なら ずして 君が 討究に 便を 輿へ ざ 
りし か、 同文 庫の 日本に 至りし 已來歲 月 短 
しとせ ず 而も 君を して 不自由を 感ぜし むる 


新たに 就り し 詩聖の 像を 寓 す、 像の 左右に 
詩と 音樂の 女神 あり、 臺の圖 は 一面 ゲーテ 

がへ ルデル ヒミユ ニス テルに 上りて 故鄕に 
ライン 酒を 祝 ひしを 表し 他には ゼ ー ヤニハ 
イム の 花園に フリ ー ドリ ケ と 話す る圖を 出 
す、 今へ ルデルの 側に て 半面の あらざる は 
聊 悟るべし。 

スタン レ ー、 ヨ ー カイ、 レ ー ンハパ は 近 

時 逝きし 偉大なる 人の 名な り、 故國 にも 其 
の 話し ありし ならん、 ベ ー トリン クの死 に 
至りて は 未だ 或は 人知る もの 多から ず 其 中 
に 悉く 君に 報す るの 期 あらむ。 

吾 軍 向 ふ 所、 勢、 大河を 破す が 如く枯 草 
を 燃す が 如し 痛快 極り なし、 人道の 爲に正 


ワグネルの 感化は 日に日に 此 地に 偉大と 
なり 行く を 見る、 彼が 百年祭の 爲に 各大都 
市の 委員 等は 其 準備を 始めつ \ ぁり。 

尙 書けば 盡 きざるべし、 此 囘は玆 に 筆を 
擱か む、 君が ギ ー タ ー の 講壞益 幸 多き を 視 
す。 

愛息 正 見 君、 定めし 麗しく 生 立ち 玉 ひ 
しなら む。 君が 爐 前の 樂や知 るべ し。 

北 堂に も 令閨に ^ 願く は 僕が 視 言と 敬 
意と を 致せ。 

(明治忻七年十ニ月ニ日、嘲風兄宛：> 

〇 

君が 手書は 去臘の クリスマス 前に 着し 次 
に樗 牛會 報の 第一を 得て 再び 君が 亡友の 心 
血を 披瀝した る 大文字を 讀み ぬ‘ 此篇 嘗て 
之を 帝 國文學 にて 讀み しが.、 彼が 如き 雄篇 
は何囘 見る も 興味の 唯 深き を 益し 行く を覺 
ゆるの み 此感は ワグネルな どを 見る 時に も 
屢 起り 來 ると 同じ、 僕 — 丨べ ルン ケンを 見 
る 全局 旣に 三囘 最後の 曲は 四囘 之を 開きし 
かど ー囘 はー囘 より 趣味 興會の 淋漓と して 
增大 する を 知る のみ 他日 鎌 倉の 濤聲を 聞き 
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て 更に 後錄を 見な ば、 一層の 感ぁ るべ し。 

今年に 入りて 繪曆 二つ 美 葉 五 拾 枚に 添ぅ 
に 時代思潮の 惠 贈を も 得たり 僕獨り 君の 賜 
を專 にす る も 惜しければ 繪は パーゼ ルの 老 
女 友と ウィンの 一 新婦に 贈り 繪はが きは 此 
地 士官 集會 所の 番人た る 曹長 某が 其 同僚 及 
部下を 勸 誘して 少から ぬ 義金を 吾等が 祖國 
に 致した るを 感じて 大部分を 之に 寄せ 尙殘 
餘は 知己の 友人に して 君が 惠を霑 はしむ る 
ことを 得ぬ、 厚意 洵に大 なり 謝辭盡 くる 所 
あらず。 

令息 益 健なる よし 大賀 之に 過ぐ るは なし 
東風 君が 軒端に 薰じて 梅花の 香鶯の 歌を 和 
するとき 君が 家の 淸福夫 如何 ぞや。 

僕 去 歲已來 稍 四 犬の 安靜を 鋏く 去 臘は不 
眠 症を 病みて 夢穩 ならず、 今年に 入りて 攝 
氏 零下 十四 度の 寒は 僕に イル フル H ンザを 
惠み て今尙 爐火の 兎角 親しき を覺 ゆ、 衰弱 
せる 弊軀を 霜雪の 間に 露せ むと 無謀な り、 
特に囊 底 近時 頗る 輕 ければ、 靜に 家に あり 
て 書 燈に對 する を 快と す、 歸期も 未だ 決せ 
ざれ ど 北 春は 再た び 故山の 花に 吟ぜ むと 思 


一 C 卅六年 五月〕 

\ B 露 風雲 如何に 思 召す、 どぅせ 一度は 文 
) 明史の 順序ょり 見ても 開戰 必然なら む" 日 
ー本民族の運命裡に存せば願くは剽劏羅の撗 
一 暴を 東方に 壓す るを 得む。 

\ 唐人は 晴好雨 帝な ど 申し 候へ ども、 雨中 
ーの旅行はぁまり固白 ^ も無之候、同寓者黑 
瀬、 山中ょり 歸來 、此 頃は 普通の 生活と 
相 成 候、 此地も 秋冷 衣 寒く 相 成 候、 ライン 
| 酒に 松茸なくて 秋 寂し、 何時も イデの きた 
;; なき 事に 候、 □□ □にて 拜 眉を 約して 一年 
ーの餘と相成候、此間、ロロ敎坊主の酒呑み 
居る 畫は かきに 照して 同寓 者に ^1 し、 御覽 
に 入れ 候、 獨處高 梅 第 幾 層、 寫經快 這 笑 炎 
| 風、 醉來辯 說酒香 美、 酷似 畫裡葷 肉 僧と 一週 
一前は こんな 生活に て 候 ひき。 (伸 六 年 九月) 

一 淸容如 何、 小生 去月 二十 九日" 此地 にぁ 
り 蓠國宗 敎大會 に 列席し 大 法螺を 吹き 立て 
一 候、 日本人は 小生 一人の こと、 て 馬鹿 談說 

五六 三 
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贖 ふに 汲々 として 一生を 官 學に朽 了して 人 
文の 開發 、人心の 醞釀 に些も 益す る 所な き 
•吾 國の俗 學者輩 亦 之に 依りて 多少 反省す 

る 所 あらむ、 ヲクス フオ ー ドの マクドネル 

.S had-Jevptrl を 公刊したり 、▼吹 陀 神話の 唯 
I の 材料と す ぺく 近来の 好 出版な り、 氏は 
この 出版を 吾師 ロィ 翁に 捧げたり、 ハ I バ 
1 ト 、ヲリエ ン タル、 シ ー リ ー スの 中と て 

其 美本の 割に 價貴か らず。 

ウルム 氏！！ andb d cll  der  BellTOl 011 s crQ esc" 
一一 S' を 出す、 小册 子な り、 槪要を 知る に 便 
なり、 學問 上の 價は認 むる 能は ざる も、 學 
林に 讀 ましむ るには 適せり。 

XXX 

昨夜 I 醫 人ょり 文部省が 留學生 全 體を召 
喚す るの 內意 ぁりとの 報告を 得たり、 事實 
ならば 當局 者の 暗愚 驚くべし 留學 生の 召喚 
は 大局の 財政に 些の 影響す るを 見ず して、 
戰 後の 經營 には 一方ならぬ 損害を 與ふべ 
し、 遠大の 眼識 あら ば 多少の 苦痛を 忍びて 
冬、 H 藝 、醫學 、其 他に 留學 生を 增派 する 


こそ 今日の 急務 なれ、 之が 召 喫と いふが 如 j 
きは以ての外のこと \ 云ふべし、況むや、 

現 時、 各國の 新聞が 日本の 事物に 注視す る 
の 際、 一時に 留學 生を 召喚す るが 如き 擧 
は、 實際ぁ ら ざる 日本 財政の 闲難を 暴露し 
て市場の信用を失墜するの虞ぁるをや、事| 
實な らば 願く ば 君が 誌上に 於て 痛論 切言 其 
極めて 愚劣の 策なる を說 け、 文部の 愚 役人 一 
共は 住々 にして 天下の 大事を 談る もの 少しへ 
とせず、 政府の 俗吏の 眼光 淺 短なる は 言 ふ 
まで もな し、 此處 切に 有識者の 苦言を 望 
む。  \ 
僕が 贈りた る ワグネル 書牘は 着せし や、 
此便 と共に ベルリンと ワグネルとの 評論を 
寄す、 新年の 書 窓、 君が 興 會を惹 くを 得は 
幸甚な り。 

一昨夜 再た び r ゲッテル デム ルン ダ」 を 
見る、 此 ffi 一た び 此地 歐洲を 去りて は 聞く 
ベから ず、 君は 尙ジ クフ リ ー ドの 吊の 曲 
を 記憶す る や、 萊菌 河畔 烈 々たる 火焰の 前 
に 立ちて 獨吟 する ブリコ ムヒル デの よきを | 
記憶す る や。  i 


五六 ニ 

五月 下旬、 予在黑 林 山、 黃昏偶 見 翁媼_ 
聖母 塚、 側々 動 人、 實 如此圖 、就 問 之 日 吾 
兒 、從軍 在 南阿、 潜々 涙 下、 鳴 乎 吾 國現時 
如此 翁^%、 亦非少 也、 賦惡詩 寄 嘲 風、 焉 
山村 拜日 落、 歸犢後 林 鳴、 翁瓢禱 何事、 吾 
兒遠 出征。  (卅七 年 六月 二十日〕 


△大谷 瑩亮氏 宛 

佛於 無量 劫。 勤苦 爲 衆生。 云 何 諸 衆生。 

能 報 大師 恩 (花 嚴行願 品〕， 

明治 三十 六 年 四月 八日 獨逸 にあり て 三た 
びの 聖誕 日は 來 りぬ、 萊菌河 上 春風 漸く 動 
きて 桃 紅 李 白の 間、 百 鳥の 和 鳴す る所獨 都 
に 華 嚴を讀 みて、 君と 大悲の 光中歡 喜の 充 
ちた ると を 喜ぶ。 

(明治 三十 六 年 四月、 ベルリンに て： > 

〇 

秋風 漸く 客 衣に 冷に 木 葉繽紛 雨ょりも 甚 
しき 時 如何に 御 起居に や、 野 衲 無事、 來れ 
ば 出て 紅蘿蔓 葉の 村を 訪ひ 一盞の 新酒に 田 
翁と 語る を樂む 、唯 最も 快らざる ものは 罪 
なき 野禽を 擒す るに あり。 


爲政 者と 看做す ことを 得ず、 政府は 宜しく 
社 會 主義なる もの X 何たるを 硏めて 之を 利 
用し 一面 舊社會 の 悪風、 例せば 藩閥 主義の 
如き もの 官尊民卑の 如き もの 敎 育に 於け る 
官臭 貴族 臭の 如き もの、 來ら むと す、 武族 
の 跳梁、 御用商人の 奸 などを 掃蕩す るの 方 
針を 取て 他面には 之を 指導して 新氣 運の 拓 
開に 備ふべ きに あらず や。 

獨 逸の 講壇 社會 主義の 如き ナゥマンを 首 
領 とする 自由 社會、 S 義の 如きを 見ょ、 其 精 
隨 決して 吾國の 憲政を 扞 格すべき ものに あ 
らず 「民の 富める は卽 朕の 富めるな り」 と 
の仁德 帝の 聖語は 今日に 於ても 吾國 憲政の 
大義と して 不磨の 光 ある ものに あらず や、 
獨逸 は歷 史的に 社會 主義者を 利用し 之を 調 
和して 國 運の 進 埗を 計る の 考を缺 きし 爲今 
も 尙社會 主義者と 軋 礫して 果は舊 敎黨の 如 
き 仕 末に 終へ ざる 頑 黨と結 托せざる を 得 ざ 
る 醜體を 演じつ、 あるに あらず や。 

然れ ども 玆に 一 言すべき は 日本に 社會主 
義 と名乘 りつ \ ある もの も 多少の 誤 なきや 
否や 社會 主義の 糈神は 社會の 健全なる 發達 
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にあり、、 必ら ずし も非戰 論を 唱道す るを 以ー 
て 其 本領とは せず 必らず しも 人民の 意志に I 
反して 極端の 理想主義を 唱導す るを 要せず) 

シルレルの マリアス、 チユ ワルトに 女王の 一 

忠僕 某が マルアが 獄中： 止 式の 舊敎 式の 敎儀ー 
を擧 ぐる 能は ざるを 訴 へしと き、 「宗教は 語 j 
にあらず して 精神」 なりと 喝破せ し兹 なり、 I 
舶来の 信條 其まゝ 、獨 逸な り佛國 なり 果 亦〉 
露國 なりに 出来た る社會 主義の 信條 を飜譯 I 
して 特に 定規に 日本に 當 嵌めん とする が 如 一 
き 傾が、 日本の 社會 主義者には なき か、 例 I 
せ ば 非戰 論な り、 今や 日本の 瓧會が 健全な 一 
る發 達を 遂 ぐるに 此戰程 必要なる はなし、 一 
自家の 防 衞の爲 にも 權 利の 伸張の 爲 にも 此 j 
戰は必 然 的に 爲 くて はならぬ にあらず や、 
彼等に して 之を 考へ ば何ぞ 其 主義の 爲に進 
むで 陣頭に 立たざる、 トルストィの 論は 露 
國 にあり てこ そ價 あれ、 吾等が 國に は實際 
上半 分の 價もな し、 戰の 根本的に あしきは 
三尺の 孩嬰も 知らざる はなく 唯 吾人は 涙を 
以て 時に 戰ふべ き 必要 あるを 如何せん や、 i 
自箇の 足が 地上を 踏み 居る を 忘れて 議論す 一 


初雪に 澳 酒の 寒き 夕 かな 
栗 やきて 古 經讀む 夜の 雪 
など 下らぬ 寢言 をなら ぶ、 漢堡の 通信 もま 
だ 何 處へも 33 さず、 懶甚 し、 此日 芝の 宗務 
所ょり 御 叱りの 書面に 接す。 

ニ 週の 中には 家を 擧 げて轉 宅すべし、 今 
度の 家は、 電燈も あり、 出来た ての 家で、 
公園には 近く、 値段は 今 通りと 云 ふので 女 
主人は 大得 意な り、 近来の 觸 自分ながら 呆 
る \ のみ。  (十一月 廿 八日〕 

〇 

獨 逸の 美術界に 近來 日本風 潮の 着々 入り 
来れる 證據に (花鳥の ヱ ハ ガキ) こんな も 
の 一葉 御 目に かけ. ます。 

弟 例の 如く 愚圖 っいて ゐ ます。 西洋で た 
れる囊 屎は すれ ども 冀の 役に も 立たざる 馬 
鹿々々 しき 次第 恥ぢ 入った 次第です。 

(钟 五 年 二月 八日) 

〇 

おはがき 拜見御 繁昌との 事 大慶の 至り 
だ、 此地も 馬鹿に 不順の 天候で 雨 三日 前に 
は 煖爐を 用ゐた 位だった、 今日 も蕭 々たる 

五六 五 
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ふなり。 

旅 順の 陷 落は 大慶の 至な り 日本 にても 旣 
に 報 ありし ならむ が、 歐洲 新聞の 論調は 之 
を 機會に 平和を 締結す るの 可を 露 國に勸 む 
る もの 多し佛 .字 新聞 特に 其 論旨 銳く 其聲甚 
大 なり、 蓋し 露國 の益爐 坑に墮 落して 之が 
爲 に自國 財政の 恐惶を 見む ことを 憂 憂して 
の 事なら む、 同國の 內閣も 今や 大 危機に 隞 
せり、 一部 人士の 說に 由れば 目下 佛國の 革 
政 執 ( ir く 炎を 擧げ來 りたり と 云 ふ、 獨帝が 
旅 順の 攻守 兩將に 普國の 最高 動覃を 贈與し 
たるが、 彼が 性格の 餘 りに歷 々として 見へ 
透く が 如き 心地して 可笑し、 獨逸も 今は エ 
ッセン 鑛山 の大ス ト歹 イキ ありて 其 騷擾を 
極む、 民主 黨の爲 に壓せ られて 悲境に 沈み 
居りし 自由 黨 近時 大に氣 を 高め 来れる 色 あ 
り、 其 派の 如きは 民主 黨と 接近し 来りて 之 
を 連合せ ん とする 傾 も 見 ゆ、 今年は シル レ 
ルの 一 百年祭と て各大 學及大 劇場は 勃れ も. 
式 祭の 準備に 汲々 たり、 之が 爲 めに シル レ 
ルに關する著書など多く祖づ。 

吾國の 旅順陷 落後に 於け る 民心は 如何、 


識者は 此際益 剛健の 意志と 着實 の自覺 とを 一 
國民に創ゆるの責あり。  \ 
而し てこの 千歲 一遇の 好機を 社會に 於け 一 
ろ 弊風 改善の 爲に 利用ぜ むことは 世を 經綸 A 
する ものの 一日 も 忘るべからざる 所に あら ン 
ず や、 「時代思潮」 の 健在 玆に 於て 甚 必要な 一 
り —— 切に 其 雄大なる 發達を 祈る。 

君が 書に 依り 日本の 政府が 社會 主義者に 一 
對 する 酷薄なる 態度 あるを 知り 又 高 島圓等 I 
の 書 束に て 一層 其 實狀を 知れり 僕 切に 日本一 
政府の 爲に 之を 惜む。  ：： 
第一、 政理 として 今の 日本が 力 X る壓抑 八 
主義を 取るべからざる は 論な し、 自由 言論々 
の 尊重、 國民 自覺の 獎勵是 政府が 發 達すべ 一 
き 大日 本の 前途に 向 ふて 根本に 置くべき 政 一 
理 なり。  一 
政府の 無學者 流は 少しく 社會 主義の 何物 i 
たるを 硏究 する を 要し、 明に 其吾國 の政體 j 
民情に 適する や 否やを 知る を 要す、 社會 主：； 
義と 聞きて 一 も ニ もな く 無政府主義の 如く  i 
蛇蝎 魍魎の 如くに 考ふは 其 度量の 小と 眼識 一 
の淺 きとは 到底 大國 民の 發達を 促進すべき 


五六 四 

も 大持てに 御座 候、 一寸 お 伺まで 草々。 

c 世 七 年 九月) 


△高 島 米 峰 氏 宛 

御 結婚の ょし、 天外 萬 里、 祝 莛に 列す る 
を 得なかった のは 實に殘 念で ある。 此日ラ 
イン 河畔で ア ルサス 酒で 犬に 御 祝 ひ 申し、 
駄句 一首を 御 送り まう す。 

瀧 添へ て 高山の 奇五干 秋 

紅白の 薔薇、 僕が 歸る 頃には 可憐な 數朶 
の 蕾 さへ、 添えて 美は しき 兄が 家庭の 花園 
を 見る だら う、 萬歲！ 

別封 蘇 城 名勝 帖 新婚 記念の 贈 品と して 進 
呈 する、 幾久しく 兄が 溫き 家庭に 愛を 得 ば 
實に幸 だ。  (明治 卅四年 九月 十八 日) 

〇 

今朝は 朝ょり 腦の 工合 甚だ あし、 圖書館 
に 行きて 例の 華嚴梵 本を 對校 する も 甚だ 獺 
うし、 此所惠 贈の 小册 にあり、 長榻に 臥し 
て續み且っ笑ふ、ょくもヵく "1' らぬ雜誌が 
編篡； 出来た もの 也、 一昨々 日 降雪 ありて 已 
來頓に 冬げ しきと なりぬ。 


暴 謎 犬なる ときは 針小棒大の 報歐洲 に傳は 
り 之が 爲に露 人に 乘ぜら るの 恐も存 するな 

此 等は 單に 政治 上よりの 愚見な れど 人文 
上より 見 ば 政府 現今の 行爲は 甚だ 毒氮を 思 
想界- に 流す もの、 識者は 之に 警 策を 加 ふる 
を 至當 なりと す、 學 問の 自由 及 其獨立 漸く 
兆した る 日本に 政府の 暴壓あ るは 甚國 運の 
前途に 氣づか はし。 

XXX 

柄に もな き 政治 論 憤慨の 餘 りに 發 したれ 
ば是 より 少しく 學術 上の 報道を 試みむ、 雜 
含の面白き發見が中央亜細亟にありしこと 
は 君に 報じたり と覺 ゆ、 今 亦 金 光明 經の 
斷片 及び 漢傳に 有せざる トハル マシ ャ リラ 
スト フ您^ F 經と いふ 小經 の硏绝 報吿 ありた 
り 文字は ブラフ ミ ー 體 にして 言語は 頗 困難 
なる 方言な り、 偵 林の 學 者は 今や 全力を 此 
等 中央蓝 細 亞發 見の 古 經斷片 に 集中し 之が 
爲 に西藏 語な ども 講を 聞く もの 頗多 しと 云 
ふ、 今 他に 尙數十 枚の 支那 文の 斷片 あり 皆 
唐代の佛經なりぁまり價のぁるべしとも思 
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は ざれ ど 僕は 之が 解 讀と考 證に當 り 且つ 梵 
文の 方に も漢譯 ょりす る 智識を 用立てん こ 
とを 申し やり、 且つ 斷片の 貸與を ロイ 翁と 
共に 請求した る も 右の 硏究 は俏林 大學及 人 
類學 博物館の 專賣 として 勿論 材料 貸 出の 如 
きは 固く 許さず 尤も 僕に して 伯林に 來らば 
材料の 觀覽を 許容せ むと いふ 右 古 經斷片 の 
硏究 成績に 付きて は 多少 本國佛 . 敎 史家の 資 
挤 ともなるべき を 思 ふが 故に 近日 其槪 略を 
記して 兄まで 送り 何れ かの 雜 誌に 公表を 乞 
はむ と 思 ひ 居るな り。 

東洋 學の 方面には セ ミ テイクの 勢燄 非常 
にて サンスクリット 方は 稍 之に 壓せ られし 
觀 あり、 ド イセ ン 先生な どは 相手に もせ ざ 
る T.b— の 吠 擅 多 經英譯 第三 出で たる 事 
は 兄 も 知らる \ なるべし 商 羯羅の 註を 傍と 
して 羅摩拏 闇に 據り しを 特色と す 「阿育 王」 
を 著した る 少壯考 古學者 
Smith  は Early  History  of  India,  We- 
11 Kll ti g;  Alexander  Campaigns.  8 vol 办 s. 
o xtol-d  crorendor hj reD. 

の 新著 あり 本日 之を 龍敦 より 買 ひたり 精巧 


を 嫌 ふ、 此 中には 住々 下らぬ 杜撰 極まる も 
の 多き に懾焉 たら ざれば なり。 成るべくは 
會 報に I 度に 出した し、 東哲 には ハム ブル 
グ 東洋 學會の 記事を 送らむ。 

(卅五 年 八月 廿 四日) 

〇 

拜復 バル チック 艦隊 全滅は 此地 でも 意外 
に 成 効の 大な るに 驚いた、 毛唐の 奴 どもの 
驚き 方は 非常の ものだった よ。 

此地も 前週は 怫蘭 西と 今にも 兵火 相 交 ゆ 
る樣 で、 兵隊の 大輸送 も あり 兵營 では 非常 
の 準備を したが 危機は もぅ 去った 樣 だし、 
あ X つまらぬ。 

金 四十 ニ 馬餘も I 週間 ばかり 前にた しか 
に 入手した よ、 用事は しかと 受 合った から* 
I 週間の 中には 何とか 返事を する よ、 船は 
八月 十五 日 イタ リヤの ジェネ パを 出る の 
だ。  (七月 三日 夜〕 

〇 

先 御 目 出た ぅ、 —— 御 互に 高の 知れた 人 
足 だが 兎に角 人道の ために 何とか 蚊と かで 
こねまわして 居る の だから 御 目 出たい と 云 
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臢篓 消— 

る 論者は 先 づ靜に 其 脚痕に 注意す るを 要 
す、 彼等を して 今一 層着實 ならしめ よ、 穩 
健なら しめよ、 實際 的なら しめよ。 

卽 政府と 雖、 妨に檢 束 加 ふ もの 他な から 
む、 fit 會 主義者は 日本は 卿 等の 本國が 定め 
し ニ 大信條 國敎の 如き こと、 學 校に 宗教に 
盲を 强い ざる こと 丈は 卿 等が 本國に 誇る ベ 
き 所なら ず や 何ぞ 少しく 眼光を 大 にし 着 實 
の 思考を 以て 國運 の進埗 と 民の 福祉と を 計 
らざ る、 時々 聳 動す る奇 論と 志士 仁人を 模 
して 白眼 天下を 脫ま むと する の 痴態とは 卿 
等尙 天下の 同情を 買 ふ 能は ざる 原因に あら 

大政 策と して 政府が 社 # 主義を 妄 K する 
ことは 僕の 領解す るに 苦む 所な り、 (第一) 
政府は 之に よりて 歐州 識者 間の 同情を 失 ふ 
の 恐 あるべし、 蓋し 人の 露を 悪み 吾を 美す 
るは 其 原因 一にして 足らずと 雖要之 露の壓 
制 主義に 對 して 吾が 自由主義 なること 其 一 
大 原因なら ずん ば あらず 之を 是察せ ず 此 一一に 
力 もな き 會合 團體に 暴壓を 加 ふるが 如きは 
大誤 にあらず や (第二〕 獨 逸に 於け る社會 


黨の歡 心を 失する は 日本の 爲に 不利なる こ 一 
と、 獨 逸政舁 の 消息に 通ず る ものは 僕の 言 
を 待たず して 今の 政府が ビス マ ー ク已來 ヒー 
ユー口 ー に傳 來し來 りたる 親 露 政策を 取り 一 
て 識者 國 民の 輿論と 常に 相反す るに 對 し、™ 
極カ日本に黨して日本の勝利を讓歌するにー 
獨逸 社會黨 にあらず や、 彼等が 數 十の 新聞 一 
と 八十の 議員と に 由り て 鼓吹せ らる \ 日本一 
の 利益は 蓋し 尠少 にあら じ、 日本の 政治家 一 
に 敏腕 快 手の 人 あら ば、 彼等を 陰に 使嗾し 一 
て 獨逸全 體の國 論を 動し、 獨 逸の 現在 政策 一 
に 根本的に 改 ためしむ る も 不可能には あら 一 
ず、 今 夫、 日本 政府が 社會 主義に 對す 暴壓ー 
を 彼等が 聞く とせょ、 其 日本に 對 する 同情 一 
の 冷却は 論を 待たず、 日本は 毫も 益す る 所} 
なくして 是 雄大なる 一大 味方を 失 ふに あら 一 
ず や、 政府 者の 眼識な き 驚く に堪 へたり、 一 
(第三)露國革命黨の希望に1くこと是も固：： 
より 言を 待たざる 所な り C 第 四〕 國 論の 不一 
統一を 海外に 發表す るの 不利なる こと、 社へ 
會 主義者の 如き もの 僅々 十 數人其 團體の 如 i 
きも 甚大なる にあらず、 而 して檢 束甚 しく〉 
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雨 ありて 春寒 甚 し、 南 歐の樂 大地で ある 五 
月 も 之では 滅茶 々々のこと だら ぅ、 

例の 如く  r 死語の 硏究」 三昧な ので 面白 
い考も 出ない > 出た 所が、 碌な もので もな 
いから 當 今は 失敬 仕る こと \ 願 ひたいの 
だ。 此 地では 五月には 深 林の 中に 生ずる 香 
氣の ある 一種の 草を 酒に 浸して マ ィボ ー ル 
と 云 ふ 奴を こしら へる が、 本 國の柏 飯に あ 
たる かね、 昨日 先に 住んで ゐた 家の 婆から 
一 瓶 もらつ たから、 之で 君の 令閨の 壽を祝 
さぅ。  (卅五 年 五月 廿四 日〕 

〇 

弟 目下 山間の 僻地に あり 窜 f 耳を ^ み 野 
蜜を 集めて 悠然 一 夏を 送らむ とす、 此間ほ 
しきものは 會心の 友の み、 而も 兄 等と 相 去 
る こと 九 千里！ 

別封 論文は 帝國 東洋 學會 の會 報に 投ぜむ 
と 欲す。 會 報は 讀 者に 僕と 同好の 士多 きを 
思へは なり、 而も 其 出版 急なら ざれば、 寧 
ろ 新佛敎 にても 東洋 哲學 にても 貴意に 任せ 
て 紙面を 借らむ と 思 ふ、 但し 東哲の 紙： №1 恩 
借を 得る 場合には 甚だ 雜篡 中に投 ぜらる X 


修養なる 哉藝銜 の 神は 唯膽を 烹 '腕を 折り， 
心虛を注ぐ人にのみ其靈を宿さむ已耳。 

ワグネルに 關 して 昨年 暮まで に 二種の 新 
著 ありたり 9 

一) Jicust o n Stewart;  Chamberlain  : Ri- 
chard  Wagner,  iviunch o n 8 M 

2〕 "With  KievQ 一. xlic  gjesam-t-lmnst  des 
XIX  gallr-h-Kich o' rd  Nngncr  Milne— 
uen  4 M-. 

第一は 英譯も 飼, も ある 程 故 好 著なる ベ 
し 著書は 歷史な るに も 好 著 あるを 見たり 器 
用の 人なる べし。 

第二は 澤 山に 揷繪 あり 書き方 少し クダ 
しけれ ども 好 著な り 僕 昨日 これを 買い 
ぬ 此人ワ ダネルの 高弟と して 作曲家な り、 
僕 その 「僧院の 夕暮」 を 聞きし こと あり、 
ハル フ H に 少し 平 オリンを 混ぜた 限りに て 
他の 樂器 なき 所 至りて 僕の 趣味に 適したり 
き。 ワッッに 關 する 小册 * 十 も，， Klinstcr 
MonographieT c の 中に 出で たり-朱 だ 之を 
見ざる も從 前同シ ー リスの 作に 照らす に ま 
とまり 居りて 便利の 書な りと 考 へる。 
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露 國の內 亂は猶 鎮定せ ず、 莫莳 の總督 セ) 
ルギゥ ス太公 もプレ ー ブと同 I の 運命に 遇 一 
ひたり 獨逸 にて は エッセンの 大 ストライキ ニ 
漸く 鎮定したり、 兩 三日 前 膠 洲灣の 防備 論 一 
議會に 出で たる 樣 なり、 人氣 的の 議題に 過 | 
ぎざる べし 社 會黨の 人々 は 之を 冷罵し 居れ 一 

惠美君 威 氏 今囘眭 代 思潮の 編輯に 關して 
東上す との 報 同氏ょり して 到りぬ、 君が 士 
を 愛し 材を惜 むに 餘 惠に沾 ひたる ものなら 
むと 窃に 君が 仁に 謝す、 惠美氏 才華頗 凡な 
らず 、文才 亦 儕輩を 拔 くもの あり、 幸に 後 
來君が 力を 借りて 其材 を大 に伸ぺ しめん こ 
とを、 君が 厚志を 謝し 且つ 同氏が 後 來の爲 
更に 懇願す。 

僕が 歸朝尙 確 t 疋せず 、親々 浮萍の 如くし 
て 未だ 此地を 去る を 得ず。  一 

北 堂 令閨に 僕が 敬意を 致せ、 正 見 君には 
特に 僕が 未だ 識ら ざる 熱き 愛を。 

此日尙 寒し、 今 寂しく 晝餐を 終ぬ、 窓外 
天 低く 垂れて 雪を 孕み 爐火 爆々 と L て 時に 
飛ぶ、 此書 至らむ 時、 軒端の 梅花を 散して 


病 氣 はどう だい、 其方 肺病、 此方は 金 
病. 何處も 同じ 秋の 夕暮れと でも 云 ふの だ 
らう。 而 し夕暮 でも 曉 でも 隨處に 興趣を 見 
て ゐる 中は 僕の 坐 命は まだ ある。 君 もま だ 
急には くたばるまい、 I 寸 御見舞 だ。 

ク レヲソ ー トの ヤス ハ ー 丸と，.， ^ 奴が あ 

る 非常に 飲みょ く 出來て 居る、 試みない 
か、 多分 日本に も來て 居る だら う。 

僕の 于闘 硏究が 「新 佛敎」 に 出たら 其號 
を 僕の 名で 西本願寺 法主に 一部 上げて 吳 
れ 、それから 僕に も 二部 餘計 に吳れ ぬか。 

春 中 馬鹿に 寒くて 春寒の 麥洒に 嚏 二っ 三 
つなん て 奴を やった が、 今朝 床の 中で 初め 
て 前 林の 鶯を 聞いた。 そうだ 今日は 五月 一 
日だった。 

〇 

はがき 着す、 僕 も 去年の 冬 少し 馬鹿な 目 
にあっ て I 月已來 大闲却 だ、 而し 弱った 顏 
をす るの もい や だから 例の 通には やつて 居 
るが、 實の 所は I 通の 困り 方では なかっ 
た。 何とか 方法は 付 くだらう が、 何しろ 文 
なしで 色々 の 事に 金は いると 云 ふの だから 
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なる 圖數葉 ありて 觀 古の 浮と すべく 間 所見 
ありて 氣燄 も亦大 なり。 

兄が 講 室に 未だ 之な くん ば 一部は 必ら ず 
備へ給 ふを 可とす。 

XXX 

雜 文亂艸 、稍 長くな りぬ 是 にて 筆を 擱か 
む、 一昨 已來 風雪、 滿街皚 々として 奇寒骨 
徹を す、 雪 窓の 爐火此 書を 艸 して 送る 兄を 
思 ひ 切に 法 安を 祈る。 

(明治卄八年一月十八日、風兄窓前宛) 

〇 

君が 書 二通と 「喜劇 旅 順の 陷 落」 を 得て 喜 
特に 深し、 拙 詩 醜を 世間に 露す は慚の 極な 
れど 君が 愛 兒の爲 に 喜を なすを 得 ば 慶 之に 
過ぎず 旅 順陷落 中に 洋樂 を揷 むこと 極めて 
よし、 純然たる 歌劇の 成立す る 前には 正 劇 
に 名家の 曲を 挿む こと 得策なる べし 僕はゲ 
丨テの エダ モンドを 見て 其 慕 毎に ベ ートべ 
ンの樂 あるを 非常に 面白く 感じぬ 君が 作 中 
に タン ホィゼ ル マルシュの 存す るは 甚意を 
得たり 但し僕は開慕ヱレチャギヌの出る 
前に 極靜 なる 音樂を 欲しき なり ワグネルに 1 


て もモツ アルト にても 幾多の 作曲 中 必ず 適) 
當 する もの あらむ、 次に 李 翁 少しく 威嚴ー 
なきに 失せず やと 思け る、 其 白 も 亦 少しく 一： 
淨 文め * したる 句を 適當 とせず やと 恩 ふな 〈 
り 一面に 支那の 傲倨 尊大の 俤をも 李 翁に〉 
見せず は 引き立ぬ ことなるべし エレ スチャ I 
ギンは 甚ょく 出來た り 一 辭の寶 すべきな 一 
し、 誤植 少し あり、 左に 記 也む、 六 頁の 七 一 
段、 四 一行 南山 不 落は 難攻不落なる べし 七 i 
頁 一段 ニ 三 行 閻魔の 朝は 廳なる こと 勿論な 一 
るべ し 僕は 切に 君が 劇が 獸の 如く 狂奔し 思 一 
の 如く 跳梁す る' 戰爭を 知って 正義 博愛を i 
忘る X 國 民を 警告す るの 切 頗多き を 疑は I 
ず。  I 
日本 劇界の 事 時に 之を 日本ょり 来れる 新 j 
聞に て 見る も 今少し 辟 優の 修養に 目を 付け 一 
ざる 中は 何事 も 到底 駄目なる べし 籴 八の 如 
き 女が 女優の 明星と して 威張り 居る 中は 日 j 
本の 劇界 も 知れた ものなる べし 前週 アグ ネ 
ス ツル ア來 りぬ、 その 「沈 鐘」 の ラウ テン 一 
デラ インを 扮す るを 見て この 感 特に 深し 來ー 
週は アル ノル ド ソンを 見る ことを 得べ し、 一 
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ふても よから うじ やない か。 

歸 らうと 思 ふと 錢が なくなる から 不思議 
だ。 鷄聲 堂の 二階で、 豆腐で も 食は しても 
らうの も出來 るか どうか。 

三っ 原稿を 書いた、 I っは 新佛敎 の 諸兄 
へ 御 年始の 積り だ、 例の 如く 下らぬ もの だ 
が 中に 少しは 諸兄に 何とか 思は す點も ある 
力 も 知れぬ。 C マヴィ と 思 はすことは うけ 
合 だが〕 I っは 商賣の 方で あるが、 大宮さ 
んに 見せてから 出して 吳れ 玉へ、 新 佛敎が 
あまり 繁昌で 空地がなかったら、 姉妹 雜誌 
の東哲 でもよ い。 I っ (平 井 氏の 分) は 六 
號で 出して ほしい。 何れも 二度 書き直し 
たの だ。 半病人に しては 大 仕事 だ、 活版屋 
に讀 よい 樣 にす るの も 一種の 人の 書い もの 
に 矢 鳕に啄 を容 るるのは 馬鹿げた 事 だ。 本 
邦の 學者が 他人の 說に 無頓着に 不親切で あ 
るのに 多少の 反省を 與 へる 積り だ、 尙ドシ 
/\ 書 くから、 出せる 丈 だして 吳れ 玉へ、 
これ も 神經過 敏と いふ 病的 現象 かしらむ、 
クタ バル かもしれ ぬよ。  (一月 二日) 

〇 


ぎた るな し、 天 この 對 魔の 大任を 吾 國に與 
へて 血を 以て 世の 罪を 洗は しめんと す、 吾 
國 民は 益 この 大 なる 任務を 自覺 して 區 々た 
る國民 的の 志 情を 去り、 自甶 の爲に 博愛の 
爲に 止むを得ずして 劍を揮 ふて 魔を 降す の 
大 菩提心を 增長 せざる ベから ず。 

別封 故 ハ 1 デ ー師 の小傳 I 册 ，兄に 寄す、 
師に對 して 同情の 深 かりし 兄の 如きは 恐く 
獨逸 にあら ざら む、 舊敎の 頑固ょりは 異端 
として 忌まれ、 官學の 連中ょりは 舊敎 僧と 
し て 斥ら る、 然も 自珀な る 講究と 淸肅 なる 
戒律とは終身潘らず、悠々として圓寂に入 
りし もの 何の 高潔 ぞや 、佛僧 幾 萬、 彼が 如 
き 好漢 幾人 ある、 小傳の 作者は 僕 I 面識 あ 
り 不日 其 家を 訪 ふて 飜譯に 及び寫 眞複寫 の 
權を 得む と 欲す。 

ハ ー デーガ シヤ ー のス ピヤ 通な りし こと 
とは 彼が 人格の I 層の 高き を 益す。 

新聞 切拔 I つ、 僕が 大ヮグ ネルの 未亡人 
と其恤を傳へし、バィロィトの樂師を此市 
に 見し 喜びを 分たん が 爲に 君に 呈 す、 滿市 
は 之が 爲 めに 狂 せん 計な りき、 總督ホ ー へ 
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ゾッォ ルレ ゾ 公爵を 初め 市の 上下は 悉く 劇 一 
場に 集 ふて、 雷の 如き 熱烈なる 尊敬と 感謝 一 
の 喝采を 二人に 捧げぬ。  \ 

シルレル 祭 も 遠からずして 至るべく、 此 一； 
祭を 終へ て 後 僕は 船に 上ぺ きか、 吾國 にて 一 
も獨 逸文 學に 好を 有する もの 相會 して シル- 
レ ル 祭を 擧行せ ば 美しから ず や、 君が 樗牛 S 
會及び 同好の 諸 士相議 して、 この 自由と 淸 
操の 大 詩人の 爲に 感謝を 捧げ 玉は ず や、 之 
には、 ニ 三 言 「新佛 .敎」 に 書き送りたり 叱 一 
覽を乞 ふ。 

この頃 インドロ ギ ー に 就きて は 面白き 書 
もな し、 ア ー ル ブルダ 敎授 某氏の 梵語 文典 一 
出で たり、 希羅諸 語を 對照 しある 所、 博 言 I 
學 者には 便利なる ぺし 、伯林の フランケと I 
巴 里の レヴィと 怯 沙と云 ふ 語には 劇しき 論™ 
串 あり、 荻 原は 之が 解決の 爲 一文を 公に す W 
ベく 力めつ、 あり。 


北 堂 令閨に 僕が 視 福の 意を 致せ、 特に 君 
が 愛兒 に、 異域 識ら ざる 叔父の ありて 彼が 
爲に切 に 福を _ りつ X あるを 告げよ。 


〇 

新怫敎 着す、 縦 橫と 別れてから 旣に 四十 
日 だ。 今や 彼は 其 玩具の 樣な懷 中 時計 や蓄 
音 機で 大に 同人 間を 跋扈して 居る ことで あ 
らう、 而 して 僕尙 依然たり だ。 

昨夜は 人類 學大會 の 夜 宴に 二三の 邦人と 
共に 出かけ、 ベ ルッ 博士と 大分 種々 の談を 
した。 同氏の 觀音談 など 中々 面白 かつた。 
實に 多面の 趣味を 有して 居る 好 學者だ 。來 
年は 再び 日本に 歸 るとの 事 だ。 

此間 恩師の 勸 吿で此 地の 大學 から 學 位を 
もらった。 實に 愚な 譯だが 、彼是 云 ふ 程の 
ことで もない から 其 儘に して 置いた。 

愚 稿 少し 兩三 日中に 送らう。 

(明治 四十 年 九月 十五 日) 

〇 

哲學 館主の 退隱は 此の間 新聞で 見て 驚い 
た あまり 突然で あるので I 時は 何 か 事情で 
も あるの じ や あるまい かと 思 ふたが、 そん 
な 事 も あるまい。 此地で は 七十 八十まで 講 
義もや れば 論文 も 書く と 云 ふ 風 だ、 日本の 
學者 はどう もい けない と 云 ふのは、 實は酷 
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君が 詩興ます^^ 大 ならむ。 

繪畫雨 三 葉 別封して 呈す 、多少は 君が 
雜誌の 材料 ともなり 座右に 寓目 ともなり 
なむ かと。 

(明治诉八年ニ月廿日、嘲風兄宛) 

〇 

トリスタンの クル ヴ H ナル、 タン ホイゼ 
ルの ヮォル フラム、 鳴 乎 天地の 間に 友情 ほ 
ど麗く 高き もの あり や。 

天外に 放浪す る 短き にあらず、 盃 酒の 外、 
利害の 餘 には 眞 情を 披 きて 僕を 慰む る もの 
、なきに飢たる身は君が書を得るごと君が 
賜を 受 くる ごと 心は 不盡の 喜 あり、 尙江氏 
の 社 會小說 二部は 先づ 着し 次で 「心の あと」 
賜 ひ 英文 小說 一部 吉田 氏に 充てた る小說 I 
部を 得ぬ、 重々 の 厚志、 何を 以て か 謝せむ， 
惠與の 書 皆 深き 興味と 同情を 以て 讀み 、惠 
を 同寓の 同胞に も 頭ち たり。 

膝 妹-より 時々 送り 来れる 讀賣 紙上に て 露 
伴 氏の 「天 打つ 濤」 を讀み 其 神品に 感ぜし 
僕は 出廬に I 層の 隨喜を 表しぬ、 露 伴 氏 彼 
は 確に 紛 々たる 群小 文學 者に あらず、 彼を 


し てせ めて 露國 にても 生れ しめば、 彼が ゴ 
ルキ ー I 輩を 凌駕す る 幾 等 ホリレ ヤを 知る 
ベから ず、 願く は 獨英の 文藻に 秀づ るの 
士 、この 天下 有數の 文人を 世 ^ に 鼓吹して 
其 美を 坤 輿に 鳴さん ことを。 

讀賣 ifd 者の 兄に 對 する 惡罵は 僕 顔 之を 不 
快と す、 兄が 樓牛 氏に 對 する 盡 ざる 友情を 
冷評 惡嘲 して 呶 々の 汪 語を 臚列す る & ざ、 
何ぞ其 品性の 陋 にして 人情の 薄き の甚 しき 
や、 思 ふ、 吾國艟 彼が 如き 愚 文字を 喜び 見 
て吻々として自ら喜ふの徒多き今の如くん 
ば、 卽ち 人心の 危機 も 察する に 難から ず、 
吾人は 唯宜 く此點 に 深く 眼晴， を 着けて、 着 
實に國 民 品性の 改善と 趣味の 向上と を 期す 
べきの み、 彼が 如き 醜 文字 畢竟 何す る もの 
ぞ 、兄 も 亦 之に 對 して 唯 驕兒頑 童の 惡戲と 
して 怒らむ ょりは 寧ろ 之を 憫れみ しなら む 

> o 

奉 天の 大捷 捕虜 五 萬と いふ、 日本に 同情 
ある 此 地の 友人 等は 切なる 祝賀を 昨日 來頻 
々として 僕に 寄せ 来りぬ、 暴虐、 壓 制、 不 
正の 政策と 政府と を懲 すの 快は 快の 此に過 
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たまらない じ やない か、 夫で も麥酒 も飮む 
し勉强 もやって ゐる 、實 際は こんな 時に 面 
白い 學問 上の 結果 も 出る 儀 だ、 一月 已來ー 
っ ニっ 堀 出し ものを したから 其 內新佛 敎の 
I 隅で も拜 借し やぅ。 

日本の 鐵 道も國 有と なった 樣だが 、結構 
だ、 但し 役人 顏を する ことを どし^^ 攻擊 
せねば いけぬ。 

健にして貧なら贫だょいが、僕は貧にし 
て 稍 病 だから 申 分は あるまい。 

堇 一朶 麥 酒の 債に 添えて けり 
〇 ■ 

新佛敎 着す、 兄は ょく 駄文 愚 文を 作れ ど 
—— 時事 亂 評を さすの だ ！ 今囘の 文は 確 
に 快 文な り、 雄 文な り、 苦熱 今日 雷雨の た 
めに 洗 はれし 時 この 文を 讀む 、頗る 天下の 
快事 也。 

駄文 一 っ 送る、 以て 哲海縱 橫素明 等の 舊 
友にー々进するの煩に代えむとす、雜誌餘 
白 あらむ 時 一 隅を 與へ しめょ。 

病 未だ 佳なら ず、 而も 狂態 依然たり、 可 
笑。  (付 九 年 九月 十七 日〕 


ぎぬ、 字々 に 溢れた る 同情の 酌み 句々 に 漲 
れる 友誼を 味へ る 孤客の 歡 喜は 此間 如何に 
深く 且大 なりし か。 

但し この 十 間は 殆ど 寸暇を 有せ ざり き— 
丨師 のために 大集經 諸 部の 內容 目次を 作り 
之が 麗藏と 他の 三 大蔵に 於け る 差異を 明に 
し、 無 盡意經 の 梵漢對 照を も存し 且っは 常 
盤 井 氏の 論文 にっきて 少しく 訂正を 要すべ 
き 業 ぁりき、 今や 事 略 了り 師と 僕が 共同 硏 
究に 就れ る 干闐の 古文書 も 其 I 部は 結末を 
告げし かば 玆に 漸く 滿心の 誠を 表して 老兄 
が 至大なる 友誼に 謝せむ とす。 

先づ 願く ば 問 ふこと を 止めょ 何故 少しく 
早く歸東して母を省せざりしかと資金の缺 
乏や 攻究の 緊切 や 固ょり 之ガ 解と なる へく 
も ぁらず 矧むや 此他 吾が 身 邊に歸 東の 阻 碍 
となるべき もの 當時 j も 之な 力り しを や 而 
して 寸斷の 腸を 抱き 九 裂の 心を 撫 して 歸る 
能は ざり しもの 喰 胸間に 藏 する 一の 祕密ぁ 
るに 由れ るの みこの 祕は今 吾 至 親の 師ロイ 
翁に も吿げ ず 至 密の友 荻 原に も 明さず 尙今 
は 何人に も 開く 能は ざる 極祕 なり、 老 兄に 
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して 齡漸く 高く 所作 已に辨 じ 行 業 旣に圓 か 一 
に 幾多の 俊秀を 講壇に 養 ひ 得 等身の 大作を i 
天下に 遺し 正 見、 種 世 等の 愛兒 乃父を 辱し 
めざる 偉大の 好漢と なりて 天下を 潤步せ I 
むを 白髯を 撫で \ 喜び 見る の 時 あるぺ し此 
時に あたりて 僕猶餘 生を 空 山の 廢 寺に 托し 
て修禪 誦經 する の 幸 ありと せょ 乃ち 願く は 
I 夜 月明に 乘じ來 りて 僕を 叩け 僕 或は この 
胸間の 祕を洩 して 靜に大 寂の 近くを 待たむ 
或は 思 ふ 僕 此七八 年の 間 多少 宗門に 愚忠を 
竭 して 後 跡を 雲水に 托し 荒野 亂艸 の裡 老病 
蕭 然として 故人を 思 ふ 時 あらむ 乃ち 或は 此 
祕を老 兄に 書して 之を 僕が 最後の 書と なさ 
む、 鳴 乎老兄 希く はまた 問 ふ 勿れ、 而 して 
亦 此の 如きを 老 兄に 書した るを 逝 じて 他に 
語ら ざれ。 

老兄が 力 ー ン 氏に 計りて 僕が 苦難を 津濟 
せむ とする の 俠義と 友愛に 至りて は 感泣の 
外 辭 の出づ べきな し 乞 ふらく は 一に 老 兄の 
慈懷 に賴ら む。 

實を尅 して 之を 言へ ば 僕は 旣に幾 囘か此 
事を 提げて 老 兄の 高 義に訴 へむ と考 へたる 


0 

頂戴して 悪口を た X いては すまぬ が、 俗 
悪の 文藝界 と 閨秀 文壇 ありがたう。 ありが 
たいのは 日本の 俗悪 趣味が どこまで 到達す 
るかを 觀 るに 便なる 爲の 御禮だ ょ、 僕が 俗 
惡の繪 端 書で 御禮 とする の も 仕方が ある ま 
い。 此間シ ルレ ルの 百年祭の ある 所で 「シ 
ルレ ルと 日本」 と 云 ふ キワ 物を 一つ 出して 
やった、 要する 所は シルレルの 道義 觀 念と 
日本の 武士道と をコ ジッヶ たもの さ、 其 中 
窃に 君に 見せょう。 

昨夜 自由 黨の I 醫 者に 招 ばれて、 來週此 
地の 衞戍 監獄を 見せても らふ ことに 約束を 
したう まく總 督が 許して 吳れ ると 其 記事は 
新 佛敎の I 頁 位は ふさげる ことが 出來や 
う。  (五月 廿 四日) 

〇 

拜 啓去歲 長逝した るゥ H 1 パ ー 敎授の 遺 
書 全體を 通じて 競賣せ ら るる こと \ なりた 
り、 坐は 何卒 彼の マックス ミユ ー ラ ー 翁の 
文庫と 同じく、 之を 吾國に 留めた し、 之を 
吾 敎界に 留めた くと 存じ、 業に 拙宗 にも 之 
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(明治 卅八年 三月 十四日、 風 兄 宛〕 

〇 

十日 ばかり 前に、 君 宛に、 「新 佛敎」 に、 
例の 通りの 駄文を 送った が、 御用に 立てば 
何よりだ。姉崎兄の所に、少し眞面目の文 
を I っ 送って 置いた から、 何處 かに 出た 
ら 、君の お目玉を 頂戴し ようか。 

近来、 眠られぬ に 少し 閉口して 居る が、 
例の 如く、 駄法螺 も 吹く し、 麥 酒も飮 む、 
本も讀 める から、 先 づ< 命には 別 條はあ 
るまい。 

近頃、 I 露 友の ために、 モスカ ゥ橫 死者 
の大音 樂會の 世話を して 居る の だ。 今日、 

I 銀行員から、 五十 馬、 右の ために 寄附を 
うけた。 所が、 銀行員 日く さ、 其 中より、 日 
本の 東北 飢饉の 爲 に、 御 割きに 相 成りても、 
よろしくとの 事 だ。 向う では、 氣を 利かし 
た 積り で、 有り難ぃ 譯だ が、 其 所が 瘦 我慢 
で、 皆 音 樂會の 方に 出して 仕舞つ た。 日本 
が 御 厄介になる のは、 まだ 間が あると 言つ 
て やつた。 

感心な のは、 僕の 露 友 だ、 彼は、 化學者 


だが、 コルサコフの 高弟で、 ビヤ ノは黑 人 I 
ほど やる の だ。 外に I 人の 醫學 生と、 法學 
生と が、 ま づ今囘 の 立 役で、 チヤ ィコ フス I 
キ ー を 驚 力 さう と、 ^ のた。 あとは、 此地 I 
のヲ ペラから、 後見 旁、 女優 男優が 四 五名) 
くるの だ。 日 太 人には、 まだ こんな 藝當 は：' 
出来ぬ が、 しかし 出来ぬ 方が、 …… バンヵー 
ラの 方が、 國の ためには ょい かも 知れぬ。 一 
此はが きを 書いて 居た 所へ、 例の 露 友が 
やって 來た 、五十 馬を 渡す と 其 喜と いふ も I 
のはな かつた。  I 
彼は、 化學敎 室の 教授 某 君を 依賴 して、 i 
無理 押に 敎 室の 人々 に、 切符を 買は せた と 
の 評だった。  一 
固 白い 談 もない が、 同人は 皆無 事 か、 其；： 
うちには、 僕の ド モリを、 法 兄 怪談の 中に 一 
見る ことが 出来る だら う、 ょろしく 言つ て 一 
吳れ 。 一 
(明治 三十 九 年 四月 一日 高 島 米峯氏 宛) i 

空谷の 跫音 にも 比すぺ く 大魃の 甘 雨に も 一 
似たら む老 兄が 書を 得て より 旣に 十日を 過 一 
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で、 要するに あまり 用事を 多く 引受ける 罪 
からだら う 0 

日本人は 僕と も 目下 三人、 あとは 醫者 だ、 
毛唐の 奴ら に 多少 知り合 ひが 出来た ので、 
寧ろ 毛唐 共の 方が 談が 合ふ樣 になって 来た 
同人 諸兄 も 大分 大ま じめ になった 樣 にはる 
かに 見受け 奉る が 疎 犯 例の 如く 空想 妄想 例 
の 如き 僕は 君 等に 逢って 大いにび っくりす 
る だら うと 窃に考 へて 居る。 

昨日は 外套な しで ラィンの 河畔に 散步出 
來 る天氣 、今日は 雨雪紛 々、たまっ たもの 
じ やな.^ よ。 

同人 諸君に よろしく。 日本に 歸る のが 近 
くな って 嬉しい ような、 又 嫌な 樣な氣 がす 
るよ、 頭を さげて、 足を 曲げて、 馬鹿げ 切 
った ロ條を 百 萬 だら 述べねば ならぬ 機が 近 
づ くと 思 ふと 實に ぞっとす るよ。 

敎舁 にも あまり 面黑い 議論 もない 樣だ、 
ロシャ の 革命 も 下火 だ、 春眠の 近いせ いだ 
ろうか、 日本に も 何 か面黑 い談 もない かい、 
先づ この 位に しよう" サヨ ナラ。 

(ニ 月 十九 日〕 


せむ。 

老兄が 歸 朝の 後 約 一年の 後な りき 僕は 華 
嚴諸 部の梵 漢對 照の 業と 夫の 浩漭 なる 謄本 
臨寫 とを 修り 直ちに 祕密佛 典の硏 究を 開始 
しぬ 資料は 口 ンドン の 亞細亞 協會 ケム プリ 
ッデ大 學甲谷 他 文庫ょり して 頗る 寛大に 供 
給せられ ぬ、 僕は この 材料に 依りて 硏究の 
大綱を ニ大 時期に 別ち 第一は 原始的 祕密經 
とし 第二を 成熟した る 祕密經 となしたり 第 
一の 代表者と しては 孔雀 王經を 撰み 主と し 
て 祕密經 と四呵 含との 關係 及雨大 史詩との 
連鎖を 討究し 之に 他の 原始時代に 屬 する 密 
經を湊 合 集中し ぬ、 第二は 其 中心として 空 
智 金剛 經 若く は 如来 三業 祕密經 の 如き 原本 
の 現存す る ものを 撰定 して 之に 漢譯諸 部の 
後代 祕敎を 按排せ んと 欲す、 第一の 硏究は 
其 骨子 旣に 一年の 前に 就り 其 材料 も 略 具足 
して 殘る 所は 唯 ケム ブ リツ デに 門外不出と 
して 珍藏 する 二種の 古 貝 葉 經を旣 に 校定し 
たる 甲 谷 池 本と 對 比する に 過ぎず。 

僕は 此殘 業を 理む るの 傍 第二 期の 硏究に 
入らむ として 資力 極めて 乏しく 且 多少の 債 
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を 負 ふて 此 地を 去る 能は ざるに 至りし を以ー 
て 第二の 研究を 廢 して 之を 荻 原に 計り 若干：： 
を 得て 一先 皈東せ む 愚考な りし も 之 すら 意 一 
の 如く 充分なら ざり しがた め此 地に 留り窮 一 
を忍ぴ 困 乏を耐 へて 師 と共に 專心 于闐 硏究ー 
に從ひ ぬ、 卽ち 中央 亞細 •亞 古文の 硏究及 其 I 
亡滅せ る 古語の 討究に して 十月 已來 漢譯の I 
助に ょく 證定し 得た る 古 經斷片 三十 餘種に I 
上 リぬ此 討究は 實に 僕が 困 厄の 間 至大の 慰 I 
籍たりしのみならず玄た僕に新しき聖典史 
の 智識と 材料と を與 へたり、 僕が 言 ふに も 
足らざる 漢 譯藏經 の頭腦 も古經 を證定 する j 
必要に 逼られ て 稍 博大を 加へ し感な きに あ 
らず 。 

かくして 僕は 終日 兀坐藏 經を讀 み 古文を 
翫び 古文 字の 漂滅 消磨して 腐 蝕甚し きも 苦 
讀 しつ 、今に 至れるな り、 先月の 末ょり 今 
月始な りしが 師はこ の硏究 のために 僕が 盧 
に 來り訪 ひし こと 一日 五 囘餘な りし ことす 
ら ありき 今尙 日に ニ 一 囘は師 の 訪問を 受け 一 
ざるを 得ず かくして 僕が この ストラス ブルー 
グに 於け る 最後の 半歲 は吾師 との 最密最 深 


皆寫眞 のみに 候。 頂戴 ばかりして 義理 あし 
く 相 成 候 も その 內何 かの 畫帖差 支度 候 家中 
總出 にて 避暑 やら 旅行 やらに 出かけ 小生と 
今 j 人の 日本 少年に て 面白く やり 居 o 候 昨 
日は ビス テキを 作り 大 失敗、 肉の 黑燒 m 來 
候. 今日は 豚肉 燒 ぅまく やける かと 案じ 候。 
黃洋 兄に もょ ろしく、 同 兄の 編輯は 元老 網 
羅 主義に て 社の 經濟の 方からは 確かに 成 効 
したる ものと 奉賀 候。  (八月 十八 日〕 

〇 

四 五日 來 下痢に て 四肢 綿の 如し、 十月 分 
の 原稿は 腹案 あれ ど 材料の 整理 之が 爲 めに 
まだ 出来ず。 ッ H ッべ リゾ 伯の 空中 飛行船 
は 無残の 最期を 遂げた。 大成 効の 前大 悲劇 
あり、 I 面 諸行無常の 雄大なる 眞理 を觀ず 
ると 共に 他面には 老伯が 此の 大 打撃に 屈せ 
ず 七十の 頹齡 更に 再 造を 企てし 勇氣に 感服 
す、 獨逸國 民の 同情は 非常な り、 災後 僅に 
數日 義捐金 五十 萬に 上る。 

行 願 讃の方 もし ばらく 執筆 出来ず、 但し 
興來 らば I 氣呵 成に やりつけ 申さん。 

(明治 四十 一年 九月 五日) 
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也 而も 此の 如きは 嗖に老 兄の 友誼に 狎れ俠 
裘を濫 用す るの 責 重きを 思 ひて 常に 筆を 擺 
きぬ、 然るに 今 何の 不幸 や老 兄の 先づ 之を 
僕に諭すあらむとは思へらく老兄架厚の友 
情は 僕が 憫れ むべ ぎ微 願と 相 感じ 相 通じた 
るな きを 得む か 願く ば 下に ^ 間に 藏せ しを 
老 兄に 呈露せ しめょ。 

僕 嘗て 此 地に 於て 久しく 交際した る醫科 
の 一老 敎授 ょりして 力 ー ン 氏の 愛人を 聞き 
其 富を 散 じて 學塞を 勵ます の宏 度を 知り ま 
た 日本を 愛好す る顏大 なる の 雅量を 詳 にし 
其 人と 相識ら むと する の 念 樣な りき 旣 にし 
て 同氏が 東京 大學に 巨費を 獻じ て老兄 等を 
歐 •内に 招聘した る 美擧を 耳に し 其 普通の 富 
豪が 自， 學に！ 1;;:i に實 利の學 藝に のみ 常に 資 
を 給 さる こと_ を 異にし、 宗敎學 法理の 如 
きに 重きを 置く の 謙 度 稍 風俗を 拔 くもの あ 
るを 感じて 景仰の 情轉た 深き を 加へ たり、 
而 して 當時僕 衣食の 資潮 く乏 きを 吿げ 、硏 
究之が ために 障； f を 被る もの 少から ざろ に 
當り 或は 一た び 書を 力 ー ン 氏に 呈 して 資を 
仰がむ かと も考 うるに 至りぬ、 蓋 僕此池 に 


ある短きにあらす交はる所また少しとせー 
ず、ニ一資產ある家にも今 @ 相往來す而もー 
此等 は 要するに 潠か窮 V 訴へて 資を仰 くべ 一 
き 人に にあらず、 僕に して 若し 今此等 の 門' 一 
に首を垂れ膝を屈して诗を乞はむには或はー： 
資を得 む も 難き にあらざる べし、 而も 今に i 
苦節を 守り 窮を 忍び 揚 々として、 人後に 立 | 
たざるものは學衛を重ずること黃金を重ず〉 
るが如くならざる風俗者流に叩頭するを取、 
ぢて已 耳 カーン 氏に 依らむ と 欲した る 所は： 
實に玆 にあり。  \ 
但し_は直ちにカーン氏に書を呈する頗：ー 
禮を 失する ものた るを 慮り 一に 老兄の 指導 一 
と 紹介と を 填は して 老兄 にして 事 決行す る 一 
可なる % 告け むには 卽書を 戴して 同氏の 萎べ 
侠に 依らむ と 思 ひぬ、 而 して 老兄 儀が 此祕 ：； 
を打開せざるに先ちて思命懇ろに僕シ論す) 
るある僕の歡喜夫如何に大なりしか。  '一 
事 就る や 否やは 固ょり 豫勘し 得べき 所に i 
ぁらぅと雖、老兄が此高設を讀みしとき、 一 
僕には 再生の 思 あ o き。 先 づ高諭 に從 ひて 
略して 硏究の 目的と 歸朝 豫定の 時期と を 記 
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を勸告したるも目 |' の ^ カ或1(購求の事就 
らざる やを 憂 ふ、 ょつ て 更に 西本願寺の ® 
田君にも爵を發して同设にて_入のこと\ 
なるべき やぅ 勸告致 し 更に 高： 挤 路 士にも 右 
の 趣 申 送りし に、 然れど も 更に 考ふれ ば、 
之を 各 宗 合同に て _ 入 する 樣なる こと \ た 
れば 至極 妙なる ベし とも 思 ふ。 此邊 御考ぁ 
らば 何とか 御 奔走 願い 度、 佛敎 W 年 會 、新 
鄉 敎社 主動と なりて 右の霄 を 永く 本邦に 留 
め、敎界の ]|1 洋學庳を造るに至れば非常に 
講學上 利便なる べしと 存ず 、遣 書の 錄 J 
f 購入 方法」 は 高： 踊 氏に 發迓 し、 且つ 委細は 
同 君に 申 上 置 たれば 御主が 一新 佛」 「東 哲一 
にて 一番 大 吹に 吹か ば 効力 犬なる べしと 思 
ふ。  (七月 十一 0) 

C 

博 文 館 版の 寫眞畫 報 本日 着、 面白く 拜 見、 
直に 口 ィマ ゾ夫 人に 送り 申 候 廣業 の ;® 多く 
候へ ども 中には 見られ 候 もの も 有 之 候 何故 
に 日本の ヱ ヵキは 木 偶を 寫すを 知りて 活き 
なる 人間を 描く を 知らぬ にやな ど X 思 ひ 
候。 此地 にも 大分 戥审 に關 する 書帖現 はれ 


實眞摯の砰究的態度を取り>而も忠實なる 
加 特カ敎 の 一 僧と して 淨戒を 守り 寂然と し 
て 書 齋に圓 寂した る 彼は 僕が 最近の 模範な 
り、 妻拏な く兒 孫な く 麻衣 綿 服 一生を 送 了 
せむ と 誓 ひし 僕には 歸 東の 後は 費を 要すべ 
きもの あらず 而し てこの 五 年の 間は 多少 檀 
越の 僕を 助く る もの も 出で 來るべ く 力 ー ン 
氏に 對し て責 を果 さ ^ る ことは 必之 あら ざ 
るべ しと 信ず。 

ワグネルは 曠世の 偉材 也 而も 其 パリに 苦 
しむ や 愛犬を 葬む るの 資さへ 乏しき を訴へ 
たりと 聞く 鈍駑 僕が 如き もの 困 厄に！ i るは 
固ょり 怪むに 足らず 悶 々の 情 時に 起り て硏 
究の熱 漸く 冷なら むと するとき は 常に 此等 
偉材が 難を 排し苦 を 忍びて 大業を 就した る 
を 思 ひ 自ら 奮 ひ 目ら 力めて 勇猛 精進の 志を 
振起す るの み、 僕は 固ょり 至 愚の 惡材 なり 
而も 僕は 老 兄に 於て， M 1 ゼン ドン ク 夫妻の 
如き 美しき 情と 材を 愛する の高懷 とを 認め 
て 窃に歡 喜に 堪へず 奮 精の 情 精進の 念は 之 
に 由り て 幾 層を 益し ぬ。 

僕が 老 兄の 慈 懷に鎚 りて 一た び 高 義に訴 
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へむ と 欲した る 所は 略玆に 盡く老 兄が 至 厚 
の 恩 諭に 依りて 半歲己 胸間に 欝結蟠 屈した 
る大 塊は 今 僕 悉く 之を 老 兄の 前に 呈 露し 了 
りぬ この 外は 唯老 兄の 鱗 察と 高 助に 一任す 
る已 耳。 

謹で 種 世の 生誕を 祝す、 慶事の 遠からず 
して 老兄が 家に あるべき ことは 吉田 兄ょり 
聞きぬ 老兄 願く ば 僕が 至 深の 視 福と 慶賀と 
を 受けょ。 

僕 も 一昨年 已來 漸く 舊敎 僧と 交は る こと 
深き ^ 加ぅるに 及びぬ 時に クロ ー スタ ーに 
行き 塵 世を 外にせ る 外 天地に 僧團の 生活の 
純潔なる を 愛す、 舊敎 につきて は老 兄に 書 
すべき 少しと せず、 次便と なさむ、 唯一 語 
之に 添えし む 上 僕は 日本の 佛. 思の 日に日に 
俗化し 来り 近世 化し 去らむ とする に 至大の 
不平と 憤慨と を 有する もなる ことを。 

師ロ イマン 翁は 老兄を 見て 其 去 歲已來 の 
于闐 硏究を 語り スタイン 及へ ルン ルの 送れ 
る 珍奇の 斷片 を老 兄に 示さん といへ り、 外 
封は 四 五日 已前師 が老 兄に 發送せ むこと を 
托した ものな り、 一讀 願く ば 高評を 師に送 


れ。 

XXX 

去 十一月、 淨土宗 に 宗會 あり 議员 等は 椎 
尾を 擧げ て宗學 部長と し 未だ 歸期も 決せ ざ 
る 僕を も布敎 fr 長と 力 ゝ ^ もの 1- ^ ひたり 
とい ふ。 僕は 言 ふに 足らず 椎 尾の 材 は尙大 
に 用 ゆるに 所 あるべ し、 僕は 愚なる 宗會の 
人材を濫用して之を蓮むるに類するの擧を 
憤れり、 僕は 来らむ 牛 津の宗 敎史大 會に黑 
田眞洞 翁と 椎尾 とを 淨土宗 ょり 派遣せ むこ 
とを 今當路 者に 建議し つ k あり。 

(明治 四十 一年 一月 廿 九日、 嘲 風老兄 宛〕 

. 〇 

過日 來屢老 兄を 煩は したる 一條に つきて 
昨日 午前 遂に 百事を ロィマン 翁に 打開し 了 
れり老 兄が 此件 にっきて 僕に 忠言を 與へ僕 
が 爲に盡 さむと する 友誼の 厚き を も 殘る所 
なく 語り 盡しぬ 。 

但し 僕 恩師に 對して は老 兄に 對 して 胸間 
の祕を 露呈し 自家の 驢事馬 耳を 悉く 語る と 
は 稍異た る もの ありき 去春已 來惡戰 したる 
薪 米の 苦の 如きは 今に 猶之を 知らし めず 唯 

五 七 七 
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の 學術的 交際に 依り、 憐れむべき 吾が 日誌 
に 多少の 色彩 あらしめ ぬ。 

若し ヵーン 氏に して 幸に 僕に 資金を 給す 
るの 思に 出で むか 僕は 來月 乃至 三月 上旬 ま 
でに 于闐 硏究を 結了し、 右に つきて 牛津の 
へ ルン ル 氏 及 印度 政廳に 送るべき 報告を 艸 
し 了り、 直ちに 目的の 如く 第二の 硏究 を續 
行せ むがた めに 劍 橋に 行き 約 二月 餘を 費し 
て 材料の 整理に 力め 業 了れ る 後 少しく ロン 
ドンの 亞細蓝 協會 にて 働き 閑 あら ば パリに 
出で 二三 英國 に存せ ざる 密敎 謄本を 投寫し 
再た び此 地に 皈り 伯林を 經て其 處に豐 富な 
る 中央 亞細距 の 古 經斷片 及古佛 像を 見 モス 
コーを 過ぎて 飯 東せ むと す 計る に大約 七月 
の 上旬と ならむ 力。 

僕は 實に此 費を 力 ー ン 翁に 借らむ ことを 
欲した る 也、 僕は 勿論 同氏の 俠 骨に 依りて 
其 恩に 俗す るを 恥と せず、 而も 徒らに 恩惠 
に 甘 じて 此資を 乞 ひ 得む ことは 僕の 喜ぶ 能 
はざる 所な り 僕は 實に 同氏の 義に 由り て 約 
五ケ 年の 年限と 極めて 低率の 利子と を 以て 
之を 恩借せ むと 欲した る 也 金額は 槪算 して 


邦貨 金 ニ 千 五百圓 あら ば 足るべし と 信ず、 
卽獨貨 五 千 馬 佛貨六 千法餘 なり、 僕は 極め 
て 節約に 就き 此 中に て此地 にての 殘債を も 
理め歸 朝の 旅費 も此 中に て支辨 せむ とす。 

力 ー ン 氏の 恩に 浴 せんとす る ものは 已上 
の條 件に て 僕に 貸費す るに ある 也、 卽ち法 
律的の貸借にあらずして道義的の貸費に依 
り經濟 的の 追 利に あらず して 恩惠 的の 給費 
たらむ ことを 希望す るに 過ぎず、 僕が 研究 
に對 する 同情と 僕が 佛僧 としての 信用に 佼 
り證 人を 要せず 抵當を 要せず 一佛僧 渡邊海 
旭の 名に ょりて 恩借を 快諾せられ ん ことを 
欲する にある のみ。 

老兄 願く ば 力 ー ン 氏に 對 して 僕を 紹介し 
i 君が 知る 限りに 於て —— 僕が 誠實 なる 
j 佛僧 として 愚直なる ー硏究 者と して 偏に 
力 ー ン 氏の 德を慕 ひ 其義と 恩と に 由り て 九 
伋の 功を I 簣に缺 くの 慘なく 多少の 新 材料 
と 新 硏究を 日 東に 資 らし 飯り 他日 その 文運 
のために '71 滴の微動を致すべきものなるを 
推薦し、 希く ば 貸費の 快諾を 得て 僕を して 
再生の 幸 あらしめ よ。 
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金額に つきて は老 兄ょり 直接 之を ヵーン 

氏に 計らる、 も 可、 僕ょり 別に 書を 同氏に 

呈して 細目を， 伸ぺむ も 可な り、 何れに して 

も 僕は 老兄が 力 ー ン 氏に 計られた る 後書を 

同氏に 呈せ む、 師は 僕が ために 喜びて、 僕 

が 旣牲約 八 年の 材料 蒐集と 硏究の 成績に つ 

き 推薦 狀を 書し 吳るべ く、 また 僕が 如何な 

る 性格に て 如何に 此八 年間を 送 了した る や 

も 喜む で 之を ヵーン 氏に 證明 し吳 るなる ベ 
し 0 

老兄 また 願く ば 力 ー ン 氏に 對し 僕が 歸朝 
の 後 相當の 寺院を 董 職し 多少の 寺產 を繼承 
しまた 多少は 宗門に 於け る 有力の 位置を も 
得べ く隨て 貸與の 費は 必ら ず辨 償の 責を果 
さるべき を 明言せられ むこと を 0 

僕が 今 管理者に 委した る 西 光寺は 米穀の 
牧入約 一年 一千 八 百に 上り 之に 寺院の 普通 
收 入を 算し 來れば 年額 ニ 千 七 八 百に 上る ベ 
L 、 僕に して 歸來再 住し 多少の 整 一: を 加へ 
は 一年 七 八 百の 金を 支出す るは 極めて 容易 
なるぺ し、 僕が 一生 故 エドモン ドハ ーデー 
の 如くなる ベく、 極めて 進步せ る 思想と 忠 


就ら ざり しは 僕に 於て 固ょり 些の 遺憾 あら 
ず。 

老 兄に 對 しては 此際唯 無限の 感謝と 慙愧 
の 念 あるの み、 昨秋 來 胸間に 鬱積した る磊 
塊 語る に 友な きに 當り て、 老 兄の 同情に 促 
され 一切 之を 打開し 次で 之を 恩師に 語り、 
それに 旣に 僕に 取りて は 一の エン トラス ッ 
ング にして 快の 甚だしき もの 況むや 之に 就 
きての 老兄が 深厚の 同情と 煩勞 とを 博 得せ 
るを や、 僕は 今些も 遺憾な し。 

撲は 固ょり 今 成算と いふ ものを 有せず、 
窮乏 亦 玆 に 於て 殆ど 極に 達しぬ、 而も 一 苦 
兩腕尙 用 ゆるに 足れり 如何なる 方法 かに 依 
りて 一道の 活路を 開きて 期す る 所を 達せむ 
老兄 願く ば甚 しく 僕に 就きて 憂へ ざれ。 

坪 谷 氏に 關 しての 厚志 宴に 感 佩に 堪え 
ず、 僕老 兄が 此 種の 人にまで 僕が 爲に勞 を 
取りた るを 蓠 謝す。 

力 ー ン 氏に 會す るの 機 あらむ。 只 願く ば 
僕が 敬意を 傅へ 頗る 氏を 煩した る もの ある 
を 謝せよ 不幸に して 僕が 攻究は 氏の 意と 合 
はずと 雖 、氏が 好意の 書は よく 之を 諒 しぬ。 
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黑田 椎尾兩 氏 派遣の 事に つきて は 大に宗 
內の 輿論を 喚起す るの 要 あり、 之に つきて 
は老 兄が 有力なる 助を 借る の 時 あらむ、 但 
し 之と 僕が 事と を 關聯せ しめむ は 寧ろ 事を 
破る の 虞 あるべし。 

書 外 再 信に 讓らむ 蕭 々の 寒 雨 時に 来る、 
破 窓 枉げて 寂寞たり。 

C 明治 四十 一年 二月 廿ニ 日、 嘲 風 兄 宛) 

〇 

ボル ド I ょりの 雲箋に 接して 座に 老 兄の 
淸遊を 思 ふ、 春 潮 雨 淡く 古寺 鐘淸き あたり 
想 や 深 かるべ く 恩 や 幽 なる へし 

比 地 春實に 厭 ふべ し 一昨 も 昨 も 淡雪 あり 
て 爐邊尙 去り 難し、 師は今 パリに あり フエ 
1 ルの 目次した る 西藏經 を對 照せ むが 爲去 
る 日曜 飄然と して 此 地を 發せり 夫人は 事の 
甚 急なる に 驚きた る樣 なりき U 十四 五日に 
は 再た び 此 地に 歸ら む。 

僕は 恐く 来週に 女主 人に 從ひ 居を 移す ベ 
し 今の 家僕には 過ぎ たれ ど 入口の 狭く 闇き 
ために 新しき 家に 移るな りと いふ、 新寓は 

一階 今より 高 けれど 淸潔 にして 快適な り 空 


晴れた ると きは 我 好める 黑 森の 連 裏 •も 指呼 
の 間に 望み 得べ し 浴室は 明く して 極めて 佳 
なり。 

老兄此 地に 來らむ 時は 願く は 僕の 寓に投 
ぜよ縱に雙脚を伸し肖田に胡坐かきて家に 
あらむ如く百事遠慮なく長旅の積欝をー诜 
せよ、 供す るに 美 ^ なく 薦む るに 芳醇な け 
れど 日本 飯を 飽食して 快く 起臥せ むことは 
ホテルに 勝る ものな しとい ふべ からず 同寓 
者 二人 あり 共に 醫學士 なり 一人は 鶴 外 氏の 
家に ありて 稍獨 逸文 學をも 解す 語る には 極 
めて 無害の 人々 なる。 

僕も老 兄の 來ら むまでに は 一切の 硏究を 
一先 づ切り 上げ 多少の 資をも 得て" 快く 老 
兄と 數 日の 休暇を 取らむ とす、 一日 相携へ 
て 杖を 黑森 山に 引かむな どと 思 ひつ \ あり 
フリ ー ダ ー の 花の その 頃 さかむ ことを 望 
む、 大拙 居士は 今 ロンドンに あり 昨 書を 得 
たり 老 兄の 動靜 にっきて 問 ふ 所 ありし かば 
今 これを 答へ 了り ぬ。 

今週は 般若の み 讀み たり、 五大 部 般若の 
對合 表を 作らむ が 爲 なりき 初は 一二 日の 業 
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後 來硏究 上資を 仰ぐ の 必要 上 力 ー ゾ 氏に 對 
* して 一臂の 力を 借らむ ことを 懇請した る已 
耳 言 ふに も 足らざる 僕 なれ ども 此 間に 橫る 
一種の 苦衷は 願く は老 兄の 高諒に 委せむ。 

師は 快く 僕の 請を 納れ 大老 兄が 友情の 濃 
にして 材を 愛する の 至れる もを 嘆美し この 
窜の滿 足に 局を 結ぶ の 幸 あちむ ことを 祝福 
しぬ、 而し てまた 僕の ために 右に つきて 種 
々の 肋 言を 惠む に吝な ら ざり き。 

師が 僕の 爲に艸 したる 兩 道の 書は 今朝 就 
りぬ 師は 親ら 之を 僕に 資し 錡種 々の 忠言と 
注意と を與 へぬ。 

1 通は 此書 と共に 直接 V ヰ 敎 授に發 送し 
たり恐くー便遲れて同氏の手にー八るなるべ 
し 蓋此 書は 最急 便に 托し 他は 通常 係 なれば 
力 ー ン 氏に 對 して 僕が 直に 書を 戴す る こと 
は師の 好まざる 所な りき 且つ 師がヵ ー ン氏 
に 宛した る 書は 老 兄を 通じて 力 ー ン 氏に 呈 
する を 最も 適當 にして 且つ 最も 禮を盡 すの 
道なるを論しぬ、僕はーに師命を奉りぬ、 
而 して 前に 之を 同封して 老 兄の 過大なる 盡 
痒を 煩は す。 


貸費 或は 給費には 一に 力 ー ゾ 氏の 意に 任 
すべし との 事 も 恩師の 言な りき、 是老 兄が 
僕の 意を 諒 して 力 ー ) ノ 氏の 意に 任せ 適當提 
議すべ きものな るを 語りぬ、 僕 また 之に 從 
ひり 是固 ょり 僕が 最初 思考した る 所な れば 
也。 

老兄 にして 前便の 如く 目： 卜の 事情 上 親ら 
ヵーゾ氏に當るの面白ヵらさる勤あらむに 
は 願く ば 高見の 如く 先づ レ、 ヰ 氏と も議 して 
適當の 妙案を 取らむ ことを 懇願す。 

今は 唯一に 老 兄の 方寸に 一任し 速に 事の 
就ら むこと を 切菌 する のみ。 • 

事 就ら むか 僕には 再生の 思と いふべ し 憂 
悶に眼 り 煩 勞に瞑 せる 身の 再た び 起ちて 嗚 
乎 日嗚乎 光と 呼ばむ こと ブル ユメ ヒルデの 
如くなる べし 就ら ざら むか 僕 ーも憾 あるな 
し 僕が 最も 愛敬して 一生 道を 語り 文を 論ぜ 
むと 心に 誓 ひし 老 兄を 終 牛 一 忘るべからざる 
恩 ある 吾が 師 、之に 平素 景仰 欣慕せ る 一同 
勞 者の 僕が 爲に盡 して 而 して 就ら ずん ば 是 
命なる のみ、 僕は 旣 にこの 盡カ とこの 恩情 
にして充分の慰藉と光榮を有せり、豈他を 
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望まむ や。 

. 壺月 

嘲 風老兄 

兩 三日 來暖 春の 如し 江 氷 唯 岸に 殘り 堤畔 
嫩艸 靑しサ ゾ、 クル ー の あたりは 景稍整 ひ 
来れるなら む。 

昨來 また 寶積 を讀み 傍ら 入諸佛 境界 經の 
英 譯に從 事す。 

明日は ギ ヨッテル デム ルン クの 開演 ある 
べし、 この 雄大 悲壯の 曲は 幾度 見 幾度 聞く 
も飽かず、牲きて見ばやと思ふ。 

昨夜 靴を 捨て 了り ぬ 三年 來 僕に 事へ た 4 
の 多少の 感 あり 駄句 三つ 就る。 

雪 どけに 夕 破れ 靴 あはれ なる 
敗 靴臀す 事て りぬ 雪 どけに 
や、 ふれ 靴 煙 側 意を 負 ふ 馬將軍 
(明治 四十 一年 二月 十四 結 崎 孜宛〕 

〇 

事は 必ら すし も 期す ベ， からざる 事 也、 か 
けし 希菌 の實 現を 必せ むこと 誰か 始ょ りし 
て 待ち 得べき、 老 兄の 至らぬ 隈なき 盡カあ 
り 恩師の 力に 訴 ヘレ ヸ 氏まで も 煩は して 事 


りし かば。 

切に 惜む 、時甚 乏しく 資 も頗裕 なる をを 
缺 くる 身の 君と サン クル ー あたりの 括 林に 
相 語る 能は ざる ことを。 

書すべき ことは 次便に 書せ む、 今は 唯 兄 
が 安 かに 着し 玉へ る 吉祥を 心より 賀して 一 
書を 寄す るの み。 

(明治 四十 一年 四月 八日、 嘲風老 兄 宛) 

〇 

「紫 風 全集」 到着 仕 候。 

到着の 時は、 恰午 下にて 候 ひき、 同寓の 
兩 醫學士 と、 食後 日本茶 喫しつ ゝ 、直ちに 
包を 開き、 先づ卷 頭の 故人 小 照に、 僅に 一 
囘の會 見なが ら 、飄 々仙の 如く、 洒 脫淵默 
の 面影、 ありあり と 心眼に 映 じ來り 候。 一 
醫學士 は、 故人と 同じ 中學 にあり しとの 事 
にて、 見し 事 も ありし 樣 なりと 申され 候。 
斯くて 吾々 の談 は、 故人の 印度に 於け る 辛 
酸 逸事 等に て 持 切 候。 

三時 過、 恩師 来られ 候、 午前に 績 きて、 
金剛 智の理 趣 般若の 譯を 筆受せ られん ため 
に 候。 覺束 なき 獨逸 語に て、 小納譯 すを、 
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肺は 之を 正雅 なる 獨逸 語に て寫 得せら る >1 
に 候。 譯 全く 了り たる 後 かの 遺稿を 示し、 
故人の 事 何くれとなく 語り 申 候。 小 照 及 ひ 
ベナレス 大 學朶士 林の 畫など 相 示し、 且其 
遺稿の 一なる 七佛通 誡偈梵 文と 共に 讀み 
て、 互に 法 然たる もの 有 之 候、 ゥヱ ンッエ 
ル、 フ ー ト、 トレ' ンク ネル 等、 中道 摧折せ 
る師が 友人の 上を 語られ 候て は、 今昔の 感 
深く 有 之樣に 見られ 候。 

願く は、 此 理趣獨 譯の淨 業、 廻して 故人 
が 莊嚴報 土の 點 滴に 捧げた く、 師と 心を こ. 
めて 讀みた る 通誡偈 も、 願く は 自受 法樂の 
一分に もと 存候 。越て 二日、 雪 窓靜に 全編 
の 通讀を 終り 候、 老兄及 高 島 兄が 編 篡に關 
しての 御盡 痒は、 何とも 感謝の 外な く 候。 
故人の 志、 故人の 心血、 之れ にょりて 永く 
後學に 奮勵を 輿へ、 長へ に 有情を 饒益せ ん 
事と 有が たく 存じ 候。 

別紙 ほ、 鼠 稿を 閱し て氣 付きた る 一に 
候。 元より、 か X る ものは、 世に 公に すべ 
きものには 無 之 老唯臺 と 高 島 兄の、 內披に 
供 へんの みに 候。 


師と 合作の M ハ ガキ 一枚 封入、 島 地老和 
上に 拜呈の 積に 候。 一寸見 失 も 候 ま、、 め 
つけ 次第、 郵便に て 御 許まで さし 上 可 申、 
歐 西の 老碩學 と、 日本の 一沙 彌が 、遺稿よ 
みて 記した る感 は、 多少 和 上の 老懷を 慰す 
る 料に もと 存じ 候。 

右 遺稿 御惠 贈の 謝 辭 まで 如此 候、 高 島 兄 
に 御 出合の 節、 よしな に 御 鳳 聲奉願 上 候。 

草々 拜具 

(明治 四十 一年 四月 三十日、 島 地大等 
老兄 宛〕 

〇 

ミュンヘンよりの 素 築 ラ イビ チヒ よりの 
一信を 得 今 亦 パリより 朶 雲に 接して ロンド 
ンに再遊の快を知り毎に君が諠金の如くな 
るを 味へ りへ ルブ 著の佛 陀 論も惠 贈を 恩を 
荷へ り 永く 書せ ざり しは 君の 東西 雲 遊の 際 
信書の 達せ ざり L を 思 ひて なり 幸に 之を 恕 
せよ。 

怫陀 論は 旣に 之を 讚み たり 偏見 狹量此 書 
の 如きは アポロ デ テ ソクの 常とは 言へ 寧ろ 
好 笑の 資也 但し 佛敎 の傳播 西歐に 炎々 の 勢 
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ぞと思 ひしに 存外 時を 費し ぬ 昨 漸く 業 了り 
ぬ此 夜は 少 L く 通信を 淨土敎 報の ために 艸 
せむ と 思 ふ。 

般若の 中二 大事を 說く とい ふ 文に 日く 觀 
一切 法 空 日く 不捨 一切衆生 なり 此ニ 句ょ く 
大乘 の敎_ を詮 して 妙味の 盡き ざるを 覺ゆ 
前 一に 執 するとき は卽潁 空 後一に 着す ると 
きは 唯 我執の み歐 西の 哲學と 宗敎も 執を 離 
れ着を 捨 つる ものは 甚 少し 文 學も 美術 も 無 
所 着の 趣味に 安住せ る ものは 我 甚だ 多く 之 
を見ず。 

萬國佛 敎會に 就きて は 未だ 詳報を 得ず 老 
兄來ら むまで 百事を 確め 置かむ。 

僕 無事 近 來少く 視力の 近くな りしを 覺 
ゆ。 

報ずべき こと 極めて 乏し、 此 地の 佛國崇 
拜の 極に 達せる は州會 にて 小 學に佛 語を 公 
課と せむ とする の 願書 出で たるに 知るべし 
「エル サスの 血」 とい ふ 新しき ドラマ も 多少 
この 消息を 洩せ り、 曇る、 陰 寒。 

(明治 四十 一年 三月 十九 日、 風 兄 宛〕 

〇 


ル エノ ピウ ムに 充て 端 書を 發した る 後 兄 
が 美しき 雅箋 ルガ ノ 勝景を 載せて 至れり、 
桃に 李 白は 琉璃を 溶かした る大 湖に 映し 白 
銀の 屛 風に 似た る アル ペンの 連峯 之を 匝る 
の 地、 兄の 道懷 いよ <豐 なる を 加 ふべ く 
兄の 趣味 益 深に 入り 幽に 通ぜ む賀 すべき 
哉、 此 地天潑 曇りて 雨 又 風 郊外の 野 卿 摘む 
T くも あらず、 朝市に 出で X 石竹 雨 三朶雪 
鈴 子 四 五 莖金雀 花 少しを 購 いて 聖像を 飾り 
ぬ 基督の 生誕には 雪 深から ざれば、 興甚至 
らず 、佛陀 の 降 生に 柳 暗く 花 明に縈 歌 ひ 燕 
舞は ざれば 頗る 寥寞の 感を惹 くを 如何せ 
む。 

十二 日は よき 會 なるべし、 道を 好み 心を 
磨して 塵 世を 忘る、 の士 は往 々瑞西 佛蘭西 
の邊 に出づ 、獨 逸には 今は か \ る 人出で 
ず、 理智は 人を して 殺風景なら しむる もの 
と 見へ たり。 

此 週は 少しく 細 •艸 急ぐ もの あり 来週より 
大品 般若の 梵漢對 照に か \ らむ 、此業 稍 時 
を 要すべき も 奮 ふて 之に 從ふ べし。 

曹洞 宗の大 森禪戒 とい ふ 人 今牛津 にある 
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由 友ょり 聞きぬ、 兄の 門下なる にや。 

雨 漸く 收り西 天 薔薇の 色を なし 來り ぬ而 
して 聖日 旣に 了ら むと す。 

(明治 四十 一年 一月 十日 嘲 風 兄 宛) 

〇 

何時ょりか 兄に 音信を 絕ち けむ、 兄は 再 
たび 鵬翼を 西歐の 天に 搏ちて 胸間蕰 蓄の虹 
霓を 吐き 來ら むと いふに 僕は 艟こ の萊 江の 
舊卿盧 に 斷簡零 墨を 硏 めて 漸く 將に 世と 誰 
かむ とす。 

此三歲 の 間 母を 喪い 亡： 帥を 哭し心 に 百 憂 
を懷き 身に 疾病の 苦を 受け 衣 針 常に 乏しく 
薪 米の 資も缺 くる 所 多 かりし も 些許の 信念 
と介爾 の硏究 とは 日に 慰藉と 生命を 授け 
て、 病 殘の衰 軀尙大 に爲す べきの 自覺 あら 
しめぬ、 硏究と 信念は 僕を して 狂せ しめ 
ぬ、 而も 此狂也 僕が 生命に して 僕が 安住す 
る 至大の 樂地 なり。 

兄が パリに 着かむ 日は 心に 之を 待ちたり 
き、 之を 柳 君に 聞く に 及びて 我 喜 こそ 幾何 
なりし ぞ 、君に 書して 胸中の 祕を發 き n: つ 
は 兄が 指導に 待たむ と 期せし こと も 頗多か 


しも 未だ 確答に 接せず、 囊中 頗る 闲 難を 極 
む 老 兄には * に 一方なら ざる 辛勞を 煩し 今 
亦 厚誼に 訴 へん ことは 恥を 知らざる に 似た 
れど 若し 今 餘裕あ らば 應 急の 策と し 八月 上 
旬まで 英貨 十五 磅乃至 一時 恩借 叶は ざる や 
若し 大橋 氏老 兄の 話の 如く 今會ば 實に 幸な 
り、 老兄 東西に 電馳 して、 南 船 北東の 暇な 
く資も 無論 餘裕 の存 する ことは あらざる ベ 
し、 され ど老 兄の 信用と 名と に 於て 如何と 
か 方法 存すべ きかと も考へ 高 慮を 煩す こと 
X したり 特に 懇願す。 

幸に して 高 諾を得 ば 正金銀行に 令して 十 
四 五日 頃までに 廻送を 勞した し 二月の 分と 
合せて 先に 記した る 期限までに は必ら ず 返 
濟の 務を完 ふすべし。 

昨日 肺の 筆に 就れ る ー小册 子を 呈せり 僕 
が 多少の 幫助 をな したる 所は 文中 自ら 明な 
るべ し、 ニ 一輕 薄の 人 僕を 嘲りて 日く 徒ら 
に 人の 爲に 犬馬と なりて 滋味は 他の 喫する 
所と なる 天下の 至 愚な りと 然も 彼等は 師弟 
の 誼の 何たるを 知らず 佛徒が 鐘 益 有情 莊嚴 
法界の ためには 唯 働く を 知りて 自宗の 何た 
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るは 念頭に 存せ ざるを 思は ざる 可憐の 輩な 

り 深く 意に 介す るに 足らず 遙に 健康を 

祈る。 

(明治 四十 一年 七月 八日、 嘲 風 兄 宛〕 

〇 

四阿 含硏究 艸稿燒 失の 慘 事を 聞きて 心痛 
むこと 甚し 、學 人に ありて は 愛妻を 哭し愛 
兒を 悼む の哀 にも 比べるべし、 老 兄の 心事 
洵に 同情に 堪へず 、然も 此 際は 老 兄の 言へ 
る 如く 忍耐の 方便と して 寧ろ 心地の 修養に 
資する の 意 あら ば 慘 事の 幾分 亦 慰藉を 得べ 
きか、 行誡 老師 嘗て 芝の 大學 林燒 けたる と 
き來 りて 學徒 を喩 しー絕 を 賦し ぬ、 前 句は 
忘れた る も 後 句に、 

…… 不識 諸行無常 實 、亦 是學 生汚學 問の 
語 あり、 老兄艸 稿が 猛火の 三昧に 入りた る 
もまた 正に 此觀 をな すぺき 力。- 

昨 之を ロイ 翁に 語りた るに 十四 年 前に も 
同 樣の慘 事 ありし を 語られたり、 當時ハ ー 
デ 7 、 ファ ウス ボ H 1 ルの 貴重の 珍 末 皆 雨 
丁 童子の 食と なり 了れ りと いふ、 此ニ 名家 
今や 比 世の 人に あらず、 老 兄の 稿 も 同じく 


同種類の バ ー リの硏 究 なり、 何 かの 因緣も 
あるべき にや。  . 

大 學の經 費支迅 に吝 なる は惜 むべき こと 
なり、 世に 活 くる 金と 死す る 金 あり、 大學 
が 役に も 立たぬ 死 金には 費を 惜まず 、今囘 
の 如き 有益に して 邦家の 學藝を 紹介す る 機 
會を 逸する を惜 むな り、 老兄心 事の 離 歸 の 
爲に 痛む と共に 亦 帝 國大學 のために 頗る 哀 
む。 

第三の 件に つきても 世事の 轉 意の 如くな 
ら ざるを 思 ふ、 老 兄の 言の 如し、 但し 大村 
氏と 雖 、事の 大小と 利害と に敏 ならむ に 
は、 恐く 老 兄の 請を 斥け じ、 願く は 幸 ある 
結末に 終らむ ことを 望む、 切に 望む。 

老 兄の 財 事の 內容 を洩 さる \ に 及びて 弟 
は 頗る 老 兄を 煩は せし こと 過大な りしを 悔 
い 且つ 恥ぢ ぬ、 大橋 氏に して 老 兄の 意に 充 
たらむ程の俠を示さビる限りは願くば再た 
び 僕に 對 して 貴意を 勞せ ざれ、 何とか 都合 
して 此難關 を逸脫 する 工夫つ くべ し。 

老 兄の 事情 此の 如しと せ ば、 彼の 五磅の 
方 も 至急に 辨 債を 終る の責を 切に 感ず、 今 
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を逞 ぅし 來らば 此の 如きの 著は 爾来 雨の 如 
く 多 かるべ し、 靜思淨 修 して 眞讅を 觀ずる 
人に ありて は佛 たり 神た るを 問は ず 如是の 
戲論は 遠 離す る こと 百 由 旬なる を 可とすべ 
し 法 句 經も四 福音 も 法 華 も 默示錄 も 聖胎長 
養の 資 として こそ 眞の 宗教に 志す 人の 面目 
にあらず や、 無我の 大道なる かな 無 執の 眞 
理な るかな 基督教の 僧侶 之に 缺 くる ある 
や 久し、 君は 基督教 聖徒の 傳を讀 みて 何處 
にか 透徹せ ざるが 如き 感は あらず や。 

僕今劍 橋ょり 古寫經 數帙の 送致を 得て 之 
を 于闐の 古 經斷片 に對 校し つ \ あり、 文珠 
般若は 極めて 希なる 聖典なる 故數 日を 消し 
て 全部を 寫 了し、 大品 般若は 全帙を 漢譯と 
對 比して 一 の 表を 表し 今 金 光明 經の 古本を 
取りて 文を 印度 刊 本に 比す、 同刊は 其粗雜 
驚くべし、 歐人が 住々 にして 印度 刊の梵 典 
を 信用せ ざる も 確に 一の 理由は ある 也、 蓋 
し 印度人の 梵典を 刊 する や 吾等が 雜 誌の 原 
稿を 校訂す ると 等し、 其 カ餘り あるが 爲に 
寧ろ 粗雜を 招く のみ 老が 大著 中に 此れを 引 
きたる 所 ありと 覺 ゆ、 其 部分 丈は 校訂 終り 


たる 後寫 して遼 致せむ、 この 寫經は 十六 世 
紀 位の ものに て 紺 紙 金泥 宛と して 本朝 奈良 
都 時代の 古本を 思は しむ 字體 また 凡なら ず 
展覽頗 る 神を. 慰す る もの あり。 

パリに 藏 する 梵典 目錄ニ 週 ばかり 前に 購 
ひぬ カバ トン 氏の 著な り、 佛 典は 一 百 六十 
五 種 四十 花 嚴の 如きは 四 部 あり 金 光明 も 三 
部を 藏す 、但し 何れも 十九 世紀の 新寫 本に 
して 劍橋 若しくは R A S 如き 古代に 屬 する 
ものな し 以て 甚だ 貴し となす に 足らず、 然 
し此著 皆 ビュル ヌ ー フが 手譯 の存 する もの 
なる を 思 ふ 時 一度は 通覽 したき 思 も 生ず。 

ファ ウス ボエ ー ルの 遠 逝は 老兄 恐く ライ 
ブチヒ にて 聞きた るなる べし、 アル ツール 
フンク スト 去 十日の フランク フルト 新聞 に 
翁の 傳を艸 し 盛に 功業を 頌せり 僕 又 日本に 
於け る 同好者の ために 翁を 傳し 之を 「東洋 
哲學」 に 投じ 置きたり、 コオ ペン ハ ー ゲン 
にて 今や 此の 如し 一切の 行は 如何にしても 
無常 也。 

此地 にて は縣會 議員の 總選擧 にて 頗猛烈 
の競爭 ありき 市に ては 自由 黨と 中央 黨の連 


五八 ニ 

合て ふ 面白き 現象 あり 爲に 悉く 民主 黨の議 
員を 殲滅し 了れ り、 大學の 側よりは 例のス 
パ ー ン氏 出で、 チ ー グレ ル 翁に 代れり 一時 
舊敎 僧を 自由なる 大學の 講座に 入る、 につ 
きて 紛 々の 洩を發 せし、 此 地の 敎授連 は 今 
餘り 昔日の 言論を 忘れ 果てた るに 似たり、 
政府と いふ ものは 何處 にても 萬 能の ものと 
覺 ゆ。 

ロィマン 翁は 例の 如く 于關 死語の 講究に 
多忙 也、 ぺ ー タス-ノル グ K1 より 更に 多數の 
材料 来りぬ、 其 中 舍利弗 陀羅尼 丈は 旣に證 

定を 了れ り 他は 今、 ヲック スフ オ ー ドと コ 
ッぺ ン ハーゲ ンに 出さん と 思 ふ 小論 文の た 
めに 事に 托して 證定を 怠り 居れり。 

僕 も 都合して コオ ペン ハ ー ゲ \ に 行きた 
しと 考へ 今國 許に 照會由 なり 荷物の 都合 上 
ロンドンより 歸る こと X なれば 宗敎 史會の 
方に も 一寸 顏を 出し 得べ し、 然し 是等 何れ 
も 希望 だけな り、 宗務の 方は 例の 御 役人を 
辭 退し 了り たれば 出金は 許す まじ 他に て ど 
ぅか 都合つ くべ しと 考 ふ。 

右の 申出と 共に 旅費 其 他を も 請求し やり 


の だから、 その 生國も 西遊記に 出て 來る國 
々の 名と 同然。 何も かれこれ 搜索 する 程の 
こと も あるまい が。 面し 香 至と、 ^ 名は 
健 陀羅を ある 人が 香 行 國と譯 したのから 思 
ひ 付いた 虛 構な 名では なるまい か。 香 行と 
いふの も隨分 無理な 譯だが 、行と 至とは 一 
寸 意味 も 似て 居る。 香 字を 梵字に 宛てた の 
は、 今迄 少しは 對譯の もの も 見た が、 まだ 
見あたらぬ。 それから 高 桑 君の訶 陵を 羯陵 
伽と したのは、 今學界 が定 って 居る ことで、 
高 楠 君の 寄 歸傳 英譯 にも、 そうして ある。 
ッヤ ッンヌ の 求 法 高僧 傳はど うであった か 
今 一寸 手許に ないから、 手紙には 書けぬ が 
多分 同じく そうで あつたら うかと 思 ふ。 無 
論 地名の 一致は それでょ いの だが、 然し 義 
淨は 、決して 訶字を 5 に 使用した ことは 
ない、 淨師の ー番對 譯字を 多く 使用した の 
は 孔雀 王經 であるか、 嘗て その ^ がな、、 
a 對譯 家と して 嚴密 に音寫 をして 居る の 
は、 浮 師に不 空、 玄羿な どが 其最 たる もの 
だから、 勿論 報 陵 伽に 訶陵 とい ふ樣な 字を 
使 ふべき 替がな い e そこで、 梵音の 伽 陵 伽 
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を 南海 音で 訶 陵と 轉じた のを、 その ま、 に 
寫 したと する 方 か穩 であらう か。 こんな 轉 
音の 例は いくら も ある。 だから 平 子 兄の 義 
淨 肉筆な どと、 力む にも 及 ふま じと 思 ふが、 
どうだい。 その 證據 には、 訶陵國 を 波 陵國 
と 書いた 所 も傳記 の 中に 見へ る。 彼 字は 訶 
と 同じ 價 値に 使うた 所は まだ 見ない が、 兎 
に 角、 訶陵を 直に 羯陵 伽に する のは、 少し 
調べた 上で なければ、 危險 では あるまい か 
と 思 ふ。 何れにしても 高 平 二君の 眞 面目に 
論戰 して 居る 態度は 感服の 至りで ある。 

伯林 大學の ピッシ H ル 敎授は 去 冬の 二十 
七日、 ボンべ ィの 病院で 歿せられた。 二十 
六日、 師の ところに ドクトル、 シラ ウ ー ダ 
1 と 連名で コロンボからの ハ ガキが 來 たの 
を 見て 色々 の 噂を したが、 その 四 五日 後に 
は 悲むべ き黑 枠の 報知が ベルリンの 留守宅 
から 來 たの だ。 實 C 何とも 惜しい ことを し 
た。 多分 猛烈な 風土病に やられた ので あら 
う。 何 所に か、 ネク口  ログを 書して、 弔意 
を 表しよう。 去年の 秋の 末に 出た 高 昌發見 
の 法句經 ：梵 本硏究 が、 最後の 仕事であった 


の だ。 

ヶルム 先生と 南條 老師と、 共訂の 法華梵 
文、 第一 册が露 都の 「佛 .敎 文庫」 から 出た 
全體 は、 今三册 位で 終る だら う。 申し分の 
ない 刊本 でぁる。 何とも 喜し い 事 だ。 唯、 
プサン 敎授や 故 ペン ド ー ル 氏の 校訂した、 
聖教には、 西藏譯 を對 照して ぁるが、 南條 
老師の 校訂で 漢 譯の對 照が 缺 けて 居る の 
が、 少し 惜い が、 これは 結尾に 付く こと X 
信じて 居る から、 不平 も 申さぬ。 

悉曇阿 彌陀經 にっきて、 少しく 書いて 見 
たいと も、 思 ふたが、 この頃 とんと 氣が乘 
らず 。今少しは 濫讀の 方に 費す っもり だ。 

メシナ の 地震は どうだい 。犬なる 哉 乾坤 
破 壞のカ や だ。 ロォマ 法王が 十萬リ ー ラ 罹 
災 者に 出した のを 昨日 讀む だ。 少しは 大和 
尙の罪 も 亡びる だら う。 

この 位に して 置かう。 忘れた これが 卽新 
年の 賀狀 のっ もりだった のを。 縱橫の 所謂 
年間 坊主は、 ちがつ たもん じ やらう。 昨夜 
又々 下劑 。粉々 として 降る 雪に 對 して、 主 
婦と 更に 小犬 一匹を もらうべき か、 もらう 
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少しく 盡カ 中な り、 願く は 少しく 之を 寛に 
せよ。 

XXX 

昨、 鈴 木大拙 氏より 支那 天台 山に 存 する 
貝 葉の 寫眞を 得 又 其模寫 二葉を 得ぬ。 寫眞 
は惡撮 拙寫餘 低暗黑 にして 甲 こなすべく も 
あらず、 模寫の 方は 梵語 知らぬ 人の 手に な 
りたる 乍ら 聊か 勞を用 ゆると きは 解 讀し得 
べし、 僅に 一枚の ものながら 最後の 葉の こ 
として 

白蓮 尊者 造、 眞謙 論、 破六宗 了の 文 あり、 
宇體は 11 *人*8の四十垂嚴甲谷他の孔雀 
經と 同じ 鈎 體の梵 文には 十 世紀より 古から 
ず" 十三 世紀より 新しから ぬ ものな り、 漢 
譯藏 中に 存せ ず、 全帙を 見る 能は ざるを 惜 
む、 支那に も尙此 種の もの ありと 思へ ば 一 
生 雲水の 志望 唯 益 堅し、 此地は 今蕭 々雨 あ 
り甚 暑から ず、 同寓 日本人 弟と も 五 人と な 
りて 稍靜 思に 適せざる を覺ゆ 而も 此間 こそ 
靜 思の 工夫を 要す ぺき にと 考へ迄 せり、 コ 
ペン ハ ー ゲンに 出さん と 思いし 稿 も 事に 障 
へられて 未だ 終らず、 終らず して、 終る や 


も 知れざる 也、 何れにしても 甚 しく 意を 勞 
せず 0 

XXX 

金 光明梵 文對照 中、 義淨 の譯の 中庫訶 婆 
羅 多と 直接の 關係 あるべき と 思は る、 文 一 
つ 見出したり、 但し 古譯 にもな く梵 文に も 
なければ 餘り 嬉しく は あら ざり しも、 兎に 
角、 此方 面 (史詩と 佛敎〕 は 次第に 資料の 
增し來 るを 喜ぷ 、其 中 閑なら むと き 稿を 起 
して 老 兄に 示さむ。 

XXX 

甚 しく 憂へ ざれ、 憂來ら むと きは 古書に 
對 して 聖賢と 語ら ば 可なる ベく、 弟 四年來 
百 憂を 懷き心 に 萬瘡を 包みて 尙 生き 得る も 
のは 此方 法に 依れる 贈な り、 荷物と なる の 
恐 さへ なければ 法然傳 にても 送らむ か。 

X X X 

黒板 氏に 君の 會 したる も 知りぬ、 H スぺ 
ラントな どは 最早 口にせざる に 至りたら む 
と 思 ふ、 同氏は コぺン ハ ー ゲンに 行く にや 

(明治 四十 一年 七月 十七 日、 嘲風老 宛〕 

〇 
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米 峰 兄 —— 無暗に 寒い 元日だった。 午餐 
に乜の家に行ったが、.窖に貯藏してある、 
ミネラル、 ゥ オ-タ ー が 大分 水 結した 爲 
に、 場の 破れた 奴 も 四 五本 も あったとの 話 
だっ た。 なる 程 卓上の アポ リナ リスを 見る 
と、 壜の 中に、 美しく 氷の 柱が 立って 居っ 
た。 ヱ ル ザス 酒で 大分 暖 になって 歸 って 來 
ると、 高 田 君と チユー ビンゲンから 來た高 
安 醫學士 が 「忠 度」 を謠 ふて 居る。 十二月 
の 新 佛敎は このと きに 着いた の だ。 

その 夜は 鈴 木 醫學士 の 誕生と いふので、 
同 君の 寓で 大分 騷 いだ。 「壺 坂」 が 出る、 劍 
舞が 始まる、 詩吟 やら、 俗謠や ら、 隨分脤 
な ものだった。 無 藝大飮 の 僕は、 大飮の 外 
には 仕方 もなかった。 ニ 時半に、 五 人の 同 
胞同 君の 家を 飛び出して、 華氏 零下 二十 度 
の 雪 後の 寒さを ものともせず、 二三 軒ブン 
メリた る 末に、 ある カッ フヱ ー で 高 安 君と 
チェ ースを ニ 面 やった。 無論 僕の 勝。 これ 
が 四十 ニ 年の 元旦と 御座い。 平 子 兄と 高 安 
君の 論戰 も、 大分 華が さいて、 面白くな っ 
て來た "一體 達磨 和尙が 、空中 樓閣 らしい 


駄哲學 駄句に 洒がむ 下痢 三 斗 

狂 僧の 下痢す る 時 や 雪の 鐘 
殘 雪の下 痢に 俗腸尙 安し 

末の 妹 も 母親と なった との 報を 得た。 而 
して 僕は まだ 依然として 珠噌 すり 坊主の 放 
浪漢 である。 r 落魄 江湖 載 酒 行」 の 方は、 ど 
うやら 今の 境遇 だが。 とても 「 楚容鐵 細 掌 
中輕」 とい ふ樣 な、 眞似は 柄で もない。 十 
年 一 覺萊江 夢と 來 ると、 あとは 果して 何物 
を赢ち 得る であらう か。 

お 主 も 少しは 工合が ょから う。 新宅 建立 
とは 豪氣 だね、 然し この頃の お 怜悧 もの \ 
樣に 厭味 たっぷりの 建築を するな ょ。 此 
所、 何處 まで も江戶 式に 行く に 限る。 

(明治 四十 ニ 年 三月 五日、 高 島 米 峰 氏 宛〕 
〇 

麗しく 霽れた る 昇天 祭の 朝な りき 窓 前 滴 
る 如き 七 葉樹の 綠に鮮 なる 日光 映 じ 雄大な 
る ヲルゲ ルの 軍隊 敎會に 高く 低く 起り っ絕 
ゆるを 聞く その 絕 ゆる 間に 靜に 澄める 天に 
烏の囁くを聽取し得べし、君が惠贈此時至 
れ り、 何等の 視福ぞ や。 

牘 _ 消息 


多大の 辛 勞も深 固の 椿 進とは 唯此 種の 業 
に 辛く して 幸 ある 汗の 除を 覺へ しも のぞ 之 
を 知 るら め、 學思に 資する ことの 廣 くして 
大 なる 後輩を 饒益 する ことの 撰なる 賛せん 
まで も あら じ、 E 含對 照の 業の 就れ るは 確 
かに 南北 雨 傳硏究 の 指針と なり、 聖典 史硏 
究の 一隅に 强牢の 礎石を 据 ゆる もの、 君の 
勞 苦に 對 する 衷心の 尊敬と 感謝は 拙き 筆の 
記し得べき所にあらず。 

昨夜 大作を 披 きて 所々 を讀み ぬ、 心附き 
し 黠 も少か らず 、西 施の 嬌面 に枉 けて 黑子 
を黯ぜ む 譏は あらむ とも 他日 二三の 贅 語を 
記 L て 君に 呈すべ し。 

その 一つ 五 ニ 貢の 脚註 r 鷄 山」 は 是正し 
く「鷂山」の訛刊なるらし 0 旮1£ .&' .11を 
「鷂山」と譯すは古飜の常なれば、五ニ員鸚 
鵡經の別_中、 ]^ 七三九、及七八三は其大 
體に 於て は 中 含の 鸚鵡 經と同 本 なれ ども、 
實は中 含の 同經を 擴 大して 大乘 的の 經 典と 
なした る もの なれば 一應 之を 斷り 置く 必要 
あら ざり しかと も 思は る、 此經 典の斷 片于 
闐か ら岀 でたり、 五 七 員の K 5 ki  ridSyi は 


君の 麵譯 誤な し* 此 聖者を 黑鳥陀 夷と 譯 4 •> 
し 所、 諸 經に見 ゆ。 

他は 他日 閑を 待ちて 再 淸を矚 煩 さむ、 大 
作 中尤價 あり 尤 光彩 あるは スッタ |一 パ ータ 
の 硏究な り、 大作 每紙隨 珠明玉 を 以て 充盈 
す、 而も 此一篇 は千珠 中の 大摩 尼と や 云は 
む、 眞に 敬服の 至りに 堪袅ず 、四阿 含 中に 
於て！ i i^- 含の 硏究 截然として傑出するもの 
あるを 覺 ゆ。 

XXX 

僕 班 足 王 ( 梵字 略す) 0 w li:autasiaj pl 
tpls)  -i 關 する 小硏究 を艸し リス デ ギ •ッ夫 
人の 囑 にょり 三 ヶ月 前 之を パ ー リ 聖典 出版 
會の 年報に 投じぬ 校正 來る數 日の 中に ある 
へし 大斧を 乞 ^ と 時 も 近 かるべき 乎、 
此硏究 は 一 固 南北 兩傳本 生の 關係を 論じ 他 
面に佛 典と、 陝陀 、史詩 及 富 蘭那の 交渉を 
究めた る ものな り、 于闐斷 片の證 定報吿 も 
今刊 中に ありと いふ、 餘白 あら ば、 四阿 含 
證定の 脚註に 兄が 大作を 注 出す る榮を 得べ 
し、 哲學雜 誌の 中 含硏究 報告は 之を 記し 置 
きたり。 

五八 七 


疆篓 消息 

ベから ざる かを 議論して 居る。 

當 分は 原稿の 實の 入った 奴は 書け さう も 
ない、 七月には 又 新佛敎 的、 非常識 的、 •速 
信 的の 大惡 文字を 書いて 少し 今の 如き 御主 
のょう な 病人に ばかり 書かせて 大 頭は 何を 
して 居る か 判らぬ 樣な 不熱心 不 、 r 潑 の ^ 態 
の新怫 敎 並に 某 雜誌 にどん と 拳骨を 入れて 
やらねば なるまい、 お 主は ー體 、それまで 
坐き て 居る かい。 

(明治 四十 ニ 年 一月 三日、 高 島 米 峰 氏 宛) 
〇 

大洋 兄 —— 何とも 嬉しかった。 情の 籠っ 
た 故人の 文字は、 ラィンの 古酒の ょうに、 
寂寞た る 人の 肺腑に 浸み 渡った。 道灌 山で 
兄が 狂暴な 醉 書生を 降伏した ことな ども、 
思へ ば あ \ 十 年 以前の 夢と なりに けり だ。 

左の 方が 達者なら、 先々 兄 も 安心 だ。 萬 
事が 類！： して 居る 獨 逸では、 右で ビ ー ルを 
仰ぐ ことに 極つ て 居る が、 僕は 大抵は 左で 
うんと ビル スネルの 大盃を 擧 ぐるの が 例 
だ。 左 道とは これより ぞ 始まりに ける か 
な。 此頃 二週間 ばかり 止めて るが、 イザと 


なれば、 チヤ ゾ カラの 兄な ぞは 、なんでも 
あるまい。 歸 りにシ ベリ ヤに 是非よ る 害 だ 
から、 奉 天 あたりで ニ晚か 三晚飮 み 明かし 
て 積る 話で もしよう か I。 

ニ 月央は 無茶な 暖氣 で、 北獨 逸では 出水 
で、 大騷を やった が、 今月に なって 又々 毎 
日 降雨、 永 滑 もま だ 33 來 ると いふ 氣候だ 。 
小さな 町で、 珍談 も 奇談 もない。 千 九 百 十 
ニ 年に 內國勸 業 博 覽會が 、此 市に あるので， 
今は 土地の 選定で、 市會で は、 犬に 火花を ち 
らして 喧嘩して 居る 樣だ 。閑人には そんな 
事は どうで もよ い。 それより 早く 前の 鉢で 
鶯 でも 啼 いて 吳れれ ばよ いと 思 ふて 居る。 

神經が 衰弱した か、 何だか、 そんな 事は 
どうで もよ いが、 兎に角、 兄と 會 合して 吹 
き 合 ふのは 實に樂 みだ。 はるかに 兄の 健康 
を 祝す！。 

短夜を 君と 醉舞 にあ かさば や 
米 峰 兄 i 南條 老師の 還曆 は、 何 かの 新 
聞で 一寸見た が、 お 主の 考は 至極 隨 喜の 至 
りと 御座る。 僕は 御馳走 や、 お 祭騷は 全然 
廢 Ih して、 歐洲の 碩學の 慶賀に 用ゐる 所謂 


五八 六 

「視賀 論文」 Fgtscllrift の 編輯が 最もょ い 
と 思 ふ。 老師の 學德を 景仰して る 人々 は、 
論文と 印刷 費と を 出して 之を 編輯し、 一部 
の 書と して 老師に 捧げる の だ。 故大 べート 
リゾグ の 視賀も 之で やった。 ヶルム 先生の 
も 之であった。 近時、 此 地のシ ユミ ー デへ 
ルグ 敎授 (毒物 學の 開祖と いはる、) にも 
立派な 視賀 論文を 知己 門下が 編輯して、 贈 
呈した 。日本から も ニーの 門 生が 論文を 出 
して居る。どぅだ、お主一つ發起人として 
働ぃて 吳れ ては。 門 生 も少か らず 、學德 を 
慕って 居る 人 も 多い から、 結果は 永遠に 老 
肺を 頌 する 立派な ものが 出来る と 思 ふ。 僕 
も 貧しい 腦と 財布 がら、 出来る 丈の ことは 
して 老師に 對 する 平生 崇 仰の 微意を 表しょ 
ぅ。 秋に でも 祝賀の 會が ある 樣 だと、 僕 も 
或は 下足番 位の 御用を 勤めら る X こと \ な 
るか も 知れぬ C?  ?) 

少し 徹夜で もして 書き ものを すると f sn T' 
额といふので '1' 痕の句を四五 ^ りだした 
下 飼 十 度 窓に 橫斜の 影 もな し 
下痢の 僧ぬ っと 立ちた る 夜寒 かな 


晬 代の 親友に 石炭 屋の 番頭さん が 居った 
が" 何しろ 市勢 膨脹の 今日、 古い ことで あ 
るから 一寸は 其 人の 住居 も 知れな かった の 
を、 二人して やつと 搜 しあて、 見る と、 矢 
張り 従前の 通りの 番頭さん で、 裕福に 氣樂 
に 町は づれ に別蕺 みたい の 家に 住む で 居 
た。 細君は 高 橋 君の 出發 する 少し 前に 来た 
ので 来年は 銀婚 とい ふ 御め でたい 談も あっ 
た。 僕は 此 主人の 頗面 a い氣 象が 馬鹿に 氣 
に 入って。 飮 友達が 一人 增し たのと 大に喜 

むだ。 何 一千 九 百の ヰルシ ユを 惜氣も 

なく呑ましれといふのでないのだが。 

高 橋 君が 來た ので これまで ストラスに 居 
た、 日本 留學 生の 總數が 急に 調べて 見た く 
なり、 調べて 見る と、 中々 面白い。 千 八 百 
七十 八 年 大澤謙 ニ 翁を 開山に して 今まで 七 
十一 人 ある、 醫界の 元老 連が、 大分 此から 
出て 居る のは 知って 居た が、 穗積八 束、 富 
谷 錐太郞 、高木 豐 三、 井上 密 なんて 法律 界 
の チヤキ <が 居た のは 少しも 知らな かつ 
た。 ー步 進む で、 此 先生 連の 逸話、 卽 失策 
談な どを 調べ 出す ともつ と 面白から うが ま 

暸箋 消息 


あそん な 時間は ありさう もない。 

(明治 四十 ニ 年 五月 廿日 高 島 米 峰 氏 宛) 

〇 

「新 佛敎」 着。 雲 照 大和 上 入寂の 弔詞 何と 
も 嬉しく。 此眞摯 の 態度と 雅懷が ある 內は 
哲海坊 が圖ぼ らで 「わすれ ぼと け」 となら 
うと も、 お 主が 和洋 混合の ペンキ 塗を おつ 
立て やうと も、 新 佛敎の 前途は 先々 有望で 
あらう。 有難い 譯 だ。 

黃洋の 「京都 行」 で 谷 本 君と 雪嶺 翁との 
間の 葛藤を 頗 面白く 讀む だ。 雪嶺と いふ 親 
爺も隨分小供らしい惡戲をやらかすね。愉 
快な こと だ。 梨 庵 (今は 谷 本 君は 此號を 使 
はぬ かしら) 君とは、 此 地では 隨分 ハガキ 
の 交換 もした が、 この頃は とんと 御 無 サタ 

、、こ 〇 

坊主 どもが 敎 育の 話と か、 哲學の 事と か 
を 聞くなら、 谷 本 君な どを 賴む もよ からう 
が、 南無の 解釋に 態々 佛敎 には 大した 智識， 
もない、 先生 連を 引ぱり 出 十に も及ぷ まい 
じ やない か。 東京で も 西 京で も、 何かとい ふ 
と、 かう ゆう 連中を 擔ぎ 出す 癖が 坊主 連に 


あるが、 僕には どぅも 彼等の 氣が 知れない。 

大洋 兄の 所には 是非 厄介になる ことに 極 
めて 置く、 呑 氣な僕 だから、 ことにょると 
五日 か 六日 食 潰して、 コン ソン 閣下を 驚か 
し 奉る かもしれ ない。 隨 分の 困った 人物 だ。 

風呂に 入っ て 馬鹿に 蒸し あっい 爲 、重く 
なった 頭 も 少し 輕く なり、 小犬を 序に •洗っ 
て やつて ソファ ーの 上に 大の 字になる と、 
非常の 雷雨 だ。 天下 此 位の 快事は ない、 電 
を 見ながら、 三本の' ゥルストで 日本 飯を ^ 
って 此 手紙を かいた I 忘れた。 第二 版、 
實に おめでたぅ。 —— 

薔薇 風、 君に もり 歌譯 さば や。 

若 竹 や、 薰風や 、君が うば 車。 

(明治 四十 ニ 年 五月 二十 五日、 スト ラ 
スブ少 ダ 發米峰 氏 宛〕 


肅 啓、 艷陽之 花季 風雨 特に 多く 時候 兎角 
不調 之 砌憨御 淸穆御 化導 被 遊 候 御儀爲 大法 
幸 慶此事 奉存上 候陳者 今囘祖 山及緣 山に 於 

五八 九 


牘箋 消息 

XXX 

願く は 遠からずして 君と 東海の 天地に 相 
語る の時甚 遠から ざるべき を、 今や 一 養 底 甚 
輕 し窮殆 骨を 削らむ とす 交友 玆に 於て 漸く 
減じ 往來 する 所 また 寂寞たり 唯 机上の 典籍 
と榻 下の 狗兒敢 て 我が 黃 金の 有無に 拘 はら 
ず ニつな き 至情を 以て 僕を 慰む るを 喜ぶ の 
み、 天下 夫 何れの 所に か 古書の 如く 逾披に 
きて逾 狗兒の 如く 忠良 愛すべき もの あらむ 
や。 

XXX 

友 ドクトル、 シユラ ー ダ ー 今 アド ャ ー ル 
の 司書と して 盛に 古騰 本を 印度の 谷地に 集 
む 昨 夏の 菓 集は 頗 好成績に て アンキ ユエテ 
ィル テユ ペロンの アウ ブネ チャット 中に 譯 
する 所に して 永く 原本 あら ざり し數 種の ウ 
パ ニ シャット 又 彼が 發見 する 所と なりたり 
蓋 彼は ド ィセ ン翁に 次ぎて ウパニ シャット 
硏究の 巨擘た る 朱 来を 有する 如し。 

X A X 

粹秋屮 3 でし ド イセ ン氏哲 學史の 一、 三 去 
月 閑を 偷み て讀 了し ぬ、 鬱明曠 達、 天下の 


快 書と いふべ し 末 段、 日本と 支那の 哲學を 
括 論と したる また 簡にして要を得たり、 或 
は 君が 肋なる なから む やと も 思 ひぬ。 

XXX 

恩師は 今哲學 科の 學長 として 俗務 多端な 
るが 如し、 去歲 逝きた るシ ュブシ ュマン 氏 
の 後任と して ギ ー センの パー トレ メ ー 氏 就 
職し ぬ、 バィロィトの 生れに て 熱 ^ なるヮ 
グ ネルの 崇拜 者、 シュン ヘン ビ ー ルの 嗜好 
者な り、 前週 金曜 恩師 等と 例の ゲル ァニャ 
に 酌みて 甚快 を覺 へぬ、 今晚 また 會 あり、 
僕は 眞摯 にして 學 生の 如き バ 氏の 来らむ を 
心に 望み 居れり。 

XXX 

正 見坊憨 健に して愍 惠 なるべし 萬 福 之に 
過ぎず、 願く ば 北 堂と 夫人と に 僕が 衷心の 
敬意と グル ッス とを 傳 へよ。 

XXX 

敌鄕は 今新綠 漸く 黒く ^ 11 火の 如く 新茶 
薫ず る 時なら む、 謹で 君が 講壇の 大 吉祥を 
祈りて、 餘は 次便に 期せむ。 

(明治 四十 ニ 年 五月 廿 一日、 嘲 風 恩 兄 宛) 


五八 八 
〇 

米 峰 兄 

五月 だ， こい ふのに、 雪が 降ったり、 雨 雪 
が 来たりして、 一時は 老人 連は 暖爐 まで 焚 
いたと いふ 騷だ ったが、 此 頃は 牡丹が 開く、 
藤が 咲く 朝晩は 鶯が啼 く 好 風光に なった。 
獨逸 —— 特に 南獨 逸では、 この 二三 週間が 

眞の パラダイスで あらう。 

日本では 增上 寺が 火け る、 雲 照 和 上が 入 
寂す るなん ど、 大事 件が あった 樣たか づ 
さな 町は 至極 太平な もの だ。 僕の 友人の 公 
園の大  1 配. が 往生した 位が、 まづ 報道の 價 
が ある だら う。 一ヶ月 前に 大分 弱は った 樣 
子が 見へ て、 眼 色な どが 尋常で ない。 段々 
に 衰弱す る 勢が 見へ た。 四 五日 前に 行って 
見たら、 先生 居らぬ から、 園丁に 聞く と 馬 
鹿に 苦む から、 一昨日 お 情に 銃殺して しま 
ったとの 事 だ。 その 肉を、 今 一 駕や 梟な どが 
喜む で瞰 ふて 居る。 うむ ざり する ね。 

二十 五 年 前、 此 地に 居った 高 橋 茂と いふ 
一等 軍醫 正が やって来て、 色々 昔話を 聞き 
大分 面白かった。 此人が 書生を して 居った 


章ょりも 此方が 先決問題に 候。 

先は 右 迄。 

(大正 九 年 九月 二日、 三輪 政 一氏 宛) 

〇 

拜 啓、 霜 風雪 威撞勢 力を 逞しく 候砌 益々 
御淸赓 欣賀 此の 事に 存上 候陳者 創業 百事 お 
多忙 之 際 特に 高 志を 勞せら れ候貴 譯拙生 共 
迄 お 贈 與の榮 を 忝な ぅし 感銘 此儀 と相傥 び 
申 候 教職 御 多忙 中 這箇明 怯忠實 之 完譯相 成 
候 事 何とも 敬服の 次第 絕儉之 御 勢力 敬 仰 之 
至に 御座 候 在 獨當時 翫讀之 書、 著者 逝去に 
ょり 貴譯を 見て 感慨 無限に 候、 先は 右 迄 多 
用 中 亂染御 禮如此 候。 拜具 

本日は 大： IF. 五 年 芝 中 燒失之 日に 有 之 風 
霜舊の 如く 雪餘 感慨 頗る 深く 佛恩 世恩津 
々として 輕 身に 徹する を 覺え老 « 當時之 
御 奮 鬪に對 しても、 鏟 昨日の 如きを 覺え 
候、 唯 校風 犬に 振は ず 阿 蒙 舊に佼 りて 胡 
蘆を 描く のみに 有之慚 愧之 至に 候。 

芝 中 四 年 修了 若く は 卒業生に して 靜高 
志望者多數有之幸にして其中ニ三の入學 
者 在 出し 居り 候へ ば 特に お 指揮 奉 願 置 


候。 

(大正 十二 年 二月 九日、 川 韻 光順 氏 宛) 

〇 

肅啓 、春光 麗明之 候 益 御 淸康御 法務 之 段 
砍喜此 事奉存 候、 陳者 今囘蒐 京 御門 末 道俗 
の 熱望を 幸に も 御探納 被 成下唱 導師 御 就任 
之 御 義實に 本敎區 寺院 一同 之 面目 不過之 何 
とも 幸慶 之至欣 賀此上 も 無 之 候 特に 本日は 
春風 麗日 近来 稀なる 好天 候に 有 之。 佛祖の 
御加酤 も 平素 護法 之 御 篤志に 御 加へ 相 ■成 候 
事と も 伺 はれ 如何にも 吉祥 至極と 歡喜 一層 
に 御座 候、 小納も 御 部 內御始 多 數御來 集 之 
末 班に 列し 御 隨喜申 上 度 心得 候處布 .敎團 之 
要務 殊の外 多忙に 有 之 候 まま、 門下 宗大硏 
究科 卒業生 山 本 龍 海を 代理と して 末 班拜姿 
掏許し相給りたきに付宜敷御執斗奉願度尙 
別封 甚 乍輕微 寸志 相 表 度 御 笑納 奉 願 度 先は 
御 祝 辭迄如 斯候 。敬具 

(大正十ニ年四月十：九日、眞田孝全氏宛レ 

〇 

肅啓 、■晚 春 之 砌益御 淸ぽ： 奉賀 卜： 候 震災 後 
公私 殊之外 多 ft を 極め 災餘 之窮子 百般 之經 


營に 寧日な く 常に 缺禮に 打 過 居候 段海涵 願 
上 候、 今囘は 臨時 門 末會に 就き 過般 之社會 
事業大會等の比末之爲入洛致候、兼てーニ 
要件 有 之は 拜眉を 期し 候處急 件を 生じ 今夜 
歸京 候に 付 御無沙汰 御 詫 旁 敬意を 表し 兼て 
今 囘之門 末 會に付 特に 高配を 煩は し 度 拙 筒 
拜呈仕 候。 

未曾有 之 盛況を 以て 終了 仕 候、 今 囘の開 
宗記念 大會は 其 結末 之 處理に 付 御存知 之 如 
く 頗る 官民瓧 會之 注視を 惹き 居候に 付 可 相 
成 此 場合 祖 0] 之 名聲を 揚げ 百年 之 長 計を 立 
つるの 雄斷に 出度 右に 付社會 事業の 振興に 
就きて は旣 に相當 提案 も 有 之 候 も、 之と 共 
に 宗門 敎育 振興 之爲に 記念 事業と して 適當 
の 方法を 講ずべき 事は 祖 山の 體面 上官 民の 
期待に 對し 江湖の 注目に 答 ふべき 最適 切 有 
利 之 擧に可 有 之、 右に 付 一二 愚見を 當 局に 
申 上 置 候、 攏川 議員 殿に も右懇 々申 述置候 
に 付 何卒 右 御聽： 取 之 上尊臺 之 熱烈 撃 實之御 
援助 御 賛同を 得て 大局 上 宗光發 揮 山 運隆榮 
之 基礎を 定め 度 幾重に も 切望 仕 候 拜鳳之 上 
右 申 上 度く 存居 候處 前記 急速 歸 京の 事と 相 


漬箋涫 息 

て 御 催 之 大淸淨 業に 付 拙 弟 共に 迄 御 案內を 
忝し 感銘 良に 此 事に 御座 候 宗門 現在 之發展 
を 見 其 源泉に 爾り 尊上 人御始 護法 大德 不惜 
身命 之 赤〗 諷を 思念し 寧る 時 感慨無量 而して 
扶宗之 尊 宿大德 多くは 邁往之 素懷を 被爲逐 
闔宗の 兒孫其 大功を 記す る もの 寥々 たる 時 
尊上 人 之 高擧は 唯々 感涙 之 外 無 之 何とも 衷 
心 隨喜此 事奉存 上候當 日は 萬 障 さし 繰 必ず 
末席に列し申度尙當日御用も有之候は ^' 何 
卒 何なりと も 御 下命 之 程 被 仰 下 度 仰 高敎候 

敬具 

(大正 五 年 四月 十六 日、 鷲 尾量瑞 氏 宛) 

〇 

拜復御 書面 關西 地方ょり 歸京 後拜見 仕り 
廿 一日 歸 寺の 豫定 なりし を 大阪に 於け る 例 
の 米騷動 後の 設備 及實 際の 民心 等 多少な り 
とも 視察いた し度少 々遲引 歸東候 ま \ 折角 
の 御 立 寄 も 失禮仕 候、 歐州戰 後には 世舁に 
も 眞摯の 厭離 穢土の 求道 心 發現可 仕 幾分に 
ても眞 面目に 上 衆 下 化の 精神 發し 候へ ば 百 
蓠の祜 骨鉅 債の 實貨 全くの 空しき 犠牲の み 
に 無 之 敷と も 近時 切く 相 感じ 申 候 要は 正直 


の 努力 誠意の 實行是 丈が 今後の 解決に 可 有 
之 敷 0 

農村 改善の 爲乍 毎度 非常の 御 熱心 何とも 
敬服の 至り 敬虔 深 信は 饒 々の 嘉 と共にい ょ 
御增上 何とも 深し き 御 事、 千 萬 景仰に 
奉存候 病後 大慈之 加 被 力 格別の 事 も 無 之、 
緣に 任せて 出來る 丈の 御 奉公 仕 居候 御 安 意 
願 度 先は 右 御 返事まで。 

C 大正 七 年 十月 二十 九日" 上 條克老 居士 宛) 
〇 

拜啓其 後 御無沙汰 申 上 候、 さて 世界 日曜 
學 校大會 一條 旣に 着々 御 進埗の 事と 芳勞感 
謝 仕 居候へ 共經濟 問題の 方は 特に 愼 重の 御 
考察 申 上 度佛敎 各宗の 方は 餘り 多くの 期待 
を 置き 難き 事情 あり 精々 一千 圓內 外岀來 候 
へば 先づ 好結果に 候 故に 過般 も 申 上 候 通り 
大部分は 谎澤男 其 他 有力者の 手に 依り 別に 
三千 乃至 五 千の 資金を 調達す るの 必要 有 之 
此義は 拙 生 最初より 痛切に 申 上 候 通りに 御 
座候吳 々も 違算な き 樣相願 度 事業の 成 効と 
否とは 實は此 資金の 如何に 候此點 には： 拙 生 
に 安心 出來 難き 所有 之候吳 々も 御 考察 願 度 


五 九 〇 
候。 

次に 佛敎# 宗聯 合の 準備は 明日 中 重立ち 
たる 方面は 訪問す るな り 電話を かけるな り 
致して 精々 四日の 出席を 態慂 する 樣致 度此 
は 旣に岩 野 君に も 申 上 候へ 共、 從來の 聯合 
團の 方針ょり して 今囘の 出席には 餘 程の努 
力を 要する ことに 有 之 到底 あの ま \ にて 出 
席 人員 如何 甚 案ぜられ 候、 特に 聯合 會 幹部 
窪 川 其 他 (特に 弘津) 護國團 幹部 (安藤 柴 
田) 佛敎 靑年會 (木 山 藤 岡〕 其 他は 是非共 
十分の 了解を 得 置く 必要 有 之 明日は 岩 野 君 
其 他と も 御 談合 必死の 御 準備 願 度 候。 

先は 右 如此に 候、 新聞の 發 表は 各宗 聯合 
相談 會の 後の方 得策と 存 候、 但し 旣に發 表 
の ものは 仕方無 之此 上は 聯合の 堅き 勢を 添 
ゆる 各種の 方法を 取り 度 候。 

少年 聯合 團 幹部の 內ー蓠 位は 責任を 負 ふ 
位の 腹の ある 人 あら ば 格別 左 もな き 時は 餘 
程の 努力 必要に 候。 

英文 册子 印刷の 方は 其 半分で も 三分の ニ 
でも 廣吿で 勘定の 立つ 樣 三越 や 白木、 高 島 
屋 、丸 善 あたりに 精々 運動 肝要に 候 實は玄 


外 拜凰萬 々可 申述 侯。 

霜 風雪 氣外鮮 新。 震 後喜迎 甲子 春。 
五十 三年 淸福 足。 國恩 更荷佛 恩淳。 
(大正 十三 年 一月 七日、 千 野 學誠氏 宛) 

〇 

拜復 、八月 十一 日附 貴翰に 對し 早速 御 返 
事 可 申上處 、月 初 來 山陰 地方の 旅行に 淨き 
水村山郭に放浪し其間少恙を得て_臥を貪 
り 漸く 昨今 歸校侯 仕 末にて 自然 答艸遲 引に 
相 成 失 儀 海 涵願置 候。 

一、 大正 一切 經中金 光. 明對譯 梵語の 件 
1 右は 拙生對 校の 國譯大 藏經中 金 光明の 
對譯 梵語 其 儘を 採用したり。 

2 故に 現在： 梵本 (現莅 ：梵 本と 漢譯 との 對 
照 表は 國譯大 藏經金 光明 序文 中に 槪要 
表示せ り〕 の缺 けたる 部分に も、 或は 
一定せ る學語 或は 他經 ょり 檢岀し 得た 
る 語、 若く は 蕃藏に 依り、 補へ る 原語 
等 之 あり、 但し 毫末 も 想定の ものな し。 
3 之が 爲 、他經 に 比し •對譯 稍繁縟 を 見 
るに 至り 特に 蕃藏に 由る】〕 b pl HHli の 


如きは 寧 蛇足に 類す ると 思 ひし も輯纂 
會議の 結果 その まゝ 放置したり。 

4 原本 闕如の 部分 梵語の 挿入は 住々 讀者 
を逯はしむる怊あるはー應貴說の通り 
なり、 科學 的なる や 然ら ざる やは 知ら 
ず、 唯 同 經所收 大正 一切 經經集 第三 卷 
の卷首 目次に 現在： 梵 本と 漢譯 との 對照 
表を 擧げ あるを 以て、 多少 具眼の士に 
は、 原本 缺 けたる 部分の 原語が、 公定 
の もの、 若く は檢 出の ものた る 位は、 
他の 歐洲 にての 出版の 例に 徵 しても 知 
らるぺ く、 大した 弊害 も 之な しと 考ふ。 
ニ、 宗 大所 藏蕃 本の 件 
大體レ オン、 フヱ ー ヤ の目錄 に 依りて 其 
凾號 通りに 存在した る ものを 參考 となした 
.るに 過ぎず、 內 容もフ H 丨ヤの 記す る 通、 
梵本 (現在 梵 本とは 出入 あるべ し、 精査の 
暇を 缺く〕 と義 淨漢譯 の重譯 との 二部を 收 
む、 貴 問 第三の 現在梵 本と 吻合す る ものは 
之を 缺く 、版は ナル タン 板なる ベし、 精 本 
とい ふを 得ず、 丁數其 他 今少し 精密の 報告 
を艸 した けれど、 右蕃 本は 大震災 當時 不幸 


にも 多の 二三の 祕密軌 本と 共に •拙 生 私書 
庫の 中に 搬出 硏究 中の ため 劫 灰に 歸 せり 
右 大略 御 返事 迄、 拙 牛： 嘗て 金 光明 印度 板 
の 杜撰 粗雜紕 繆甚 しきを 患へ R A 8の廳を 
底本と し 傍ら 印度 本 其 他を 對 校し 友人 ハイ 

デルべルグのマクス、ワレーザー敎授ょり 

ケム ブリデ 本の 善美なる 寫眞 一具を も 得 更 
に 貝 葉 殘缺の 寫眞を も 添へ て大體 校訂を 終 
り、 或 時機 公刊の 腹案な りし も 材料 校本と 
も 十 年の 苦心を 刼 火に 委し 候、 諸行無常 何 
の 恨む 所 も 無 之、 資料の 蒐集、 對 校の 勞苦 
他日を 期すべき 望な きに あらざる も、 貴 答 
に 際し、 稍 閑 煩 惱の 不覺湧 起す るを 免れず 
候、 凡 情 可 笑 亦 可憫の 至に 候。 草々。 

乍 末筆 硯益 御淸祥 、御 考究 憨精 美、 中 
心祝禱申候拙生震災後殆ど學業を廢し、 
奔波 放浪の 生活 深 慚深愧 の 至に 候。 

(大正 十四 年 八月 二十 七日、 櫻 部 文 鏡 
氏 宛) 

〇 

拜啓 本日 北 越 風雪の 旅行を 終り 歸坊 御惠 
贈の 佳品 及配篇 一部 拜受 仕り 候 御 芳志 拙 生 


嘖箋 消息 

成 亂筆御 願 迄 如 此 候忽々 拜 具。 

(大正 十二 年 四月 二十 六日、 藤 井赫然 
氏 宛) 

〇 

拜復お見舞を忝なぅ1」御厚情何とも感佩 
之 至に 候。 

住 寺は 芝中學 出勤 中に 全部 燒失圖 書寫本 
一 萬 ニ 千册程 原稿 資料 五十 點 計り 灰燼 仕り 
候は 聊か 遺憾に 候 も身體 丈は 頭 健に 幸學校 
の燒 失を 免れ これを 根據 として 救濟 事業な 
どに お 手 傳申上 居候 身 體も 至極 頑健に 有 之 
頗る 呑氣に 起居 仕 居候 住居は 主と L て 芝 中 
學に候 も 深 川の 方に も 假寺務 所 出来 候に つ 
き 時々 見廻り 居候 右不 取敢お 近事 迄 重て お 
厚情 奉 謝 候に も宜敷 奉 願 度 其 中 入洛 拜顏を 
得度 存 居候。 

(大正 十二 年 十一月 十一 日、 足 立 文 太 
耶氏 宛〕 

〇 

拜啓霜 風 連夜 御精勵 の 甲斐 ありて 災後諸 
方面を 通じて 最大の 運動の 畫 策に 寸 滴も洩 
すなき 周到の 成案を 得 御盡カ 唯々 感謝の 至 


に 御座 候 特に 布置 接排の 整然 巧妙 老雄 兵を 
指揮す るが 如く 善棋 石を 點 ずるに 似て 乍 毎 
度 御手 腕 敬服の 至に 候 拙 生 御 別已來 二十 六 
日 上野に 行き 午前中は 兎に角 私用を 濟ませ 
午後は 同志 者と 中華 民國彿 .敎 濟日團 代表 歡 
迎に 働く 積の 所 四十 度已 上の 高熱に て 海外 
の 佳賓を 接する に 適せざる のみならず 百事 
倦怠 同志 者に も相濟 まぬ と 存じ 演說や 歡迎 
文 も 其 儘に し 直に 病 軀を兩 妹の 看護に 委せ 
候『風邪に御注意』の大獅-子吼を爲さんと 
意氣込 居候 ひし 身が 此の 體タ ラクい や 早 何 
とも慚 愧の 外な く將又 今囘大 運動の 機務に 
付 尤も 重大の 時機を 逸し 多少と も 尊 臺の御 
助 申 上る ことの 出來兼 候は 何とも 遺憾の 事 
に候學 校の 職員 使丁 等 もょ く 拙 生の 旨を 體 
して 尊臺の 手足と なりて 働きつ X あり や 否 
や 百事に つけ 充分の 御 便宜を 計り 居る や 否 
や 心配 致 居り 候 本日 熱 計は 尙三 十八、 五を 
示し 居り 候 も 元 氣は稍 恢復 候 ニ 日には 何と 
かして 囘復 して 出席 致 度 先は 右 感謝 やら 近 
狀の御 報 やら 如此 御座 候。 

丸の 內の 何處か 一ヶ所に 臨時 救護所を 
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置く の 要な きか 或は 當日 丈け 宮城 前 赤 十 
字の 出張所に 交渉し 便宜を 計り もら ふ 方 
法 にても 取るべき か 御意 見 如何。 

病氣は 大した 事 も 無 之 愛 甥 愛 姪 等 ハ 1 
モニカを 吹いたり 覺 束な き童謠 など 謠ひ 
慰め 吳れ 兎に角 慈 光照 護の 中 漸次 輕 快に 
向 ふを 喜 居候。 

(大正 十二 年 十一月 二十 九日、 伏島孔 
次 氏 宛) 

〇. 

肅啓 

先以 甲子 興復之 新春に 際し。 尊堂 各位 萬 
祥御迎 陽 之 御 儀 欣賀拜 祝 不過之 候 舊年震 
災後は 種々 御 芳情 千 萬 辱く 一 囘拜趨 御禮申 
上 度處 公私 多用 未 任 其 意 缺禮仕 居候 玆に新 
春に 當り賀 辭拜上 旁 謹て 御 厚 禮迄如 此候合 
掌拜 具。 

尙舊年 十月 中旬 粗末の’ パ ラック 自坊燒 
跡に 建設 十一月 下旬 更に增 築 致し 寺務罷 
在 乍 憚 御 安 意 奉 願 度 居候。 

御 寄贈 

御本尊は 其內 檀家 共と 同行 奉迎 仕度 書 


決定 仕り 候は ^ 如何 樣 とも 方法 講ぜら るべ 
き 儀と 存候景 光 殿 あたりに て會 合する もよ 
ろしい かと 存じ 候其內 親しく 御 固 談申度 候 

御芳勞 千 萬 感謝 申 候。 

辻 氏は 京都に て 其 父 三省 君に 面會と 記憶 
し 大鳥徹 水老と 入懇と 存じ 候 故 福 原 隆成師 
にも 歸 佐いた し 居られ 候。 

立 石 氏囘心 の 業 も 漸次 取 運ら れ度 小生 も 
誕生 寺 參拜之 節 其 決心 仕 候 但し 此 儀は 騷な 
る 時は 事を 破る に 至る へく これ も 御 ^ 談に 
讓り候 先は 御 返事 迄 合 十。 

• (昭和 五 年 六月 六日、 坂 田 良 私 氏 宛〕 

〇 

拜啓 雪氣陰 森、 本年 も 最早 殘 少なく 相 成 
候 節、 益々 御 淸康敎 化 御 旺盛の 段欣賀 之 至 
奉 存上候 扨 今囘は 慈眼 普 照 貧衲共 迄、 南國 
上人 五十 囘遠忌 御 記念の 公刊 御惠贈 之榮に 
浴し 御 芳志 何とも 感銘の 之 至 奉存上 候、 上 
人 之 大德陰 功 並に 維新 當時之 絕海義 堂に 被 
爲在候 事は 緣 ねて 拜承 仕り 景仰 仕り 居り 候 
處 、塵 事 多忙 永く 盛 德を詳 にす る 能は ざる 
恨 有 之候處 、御惠 贈に 依り 金玉の 雄篇と 共 
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に 日常 之 規箴と 可 相成宏 範拜讀 仕り 宴に 有 
難 御 厚 禮申上 候、 詩に ありて は弘經 寺 梅痴 
上人、 歌に ありて は 緣 山行誡 和 上と 御 交友 
不淺儀拜承仕りー層御高動に感佩仕候、詩 
風は 拙衲共 申 上る 迄 もな く 精錬 縱 .橫 、就中 
僧院 螢火の 如き 之を 羸 奎津隨 中に 挿む も 其 
の 上 乘を以 つて 拜讃可 仕 もの 乎 >謹 で 拜誦 
仕り 候 右御禮 まで 不敢取 如斯霜 風浙瀝 何卒 
御 自重 奉 願 候 合掌 再拜。 

逸傳第 十三 頁 「濟海 寺と 云へ るは 禪宗」 
は淨土 宗の寫 誤 か 今 友人 島 村 春 道老 住持 
致し 居り 候、 十六 頁 「竹 詩」 は 無論 竹 杖 
に 可 有之尙 他に 氣附候 もの 有 之 候 も 其 中 
詳細 可 申 上 候。 

(昭和 五 年 十二月 廿 四日、 中 山理賢 氏 宛) 

〇 • 
拜啓昨夜は塵事百忙中、近來になき淸宴 
御 催し 下され、 御蔭に て 頗る 愉快を 覺 へ、 
何とも 有難く 感銘の 事に 存 候。 

昨夜 も 一寸 愚 懷申述 置 候 通、 來會諸 星の 
御 懇情は 何とも 感謝の 至りに 候 之 丈 にても 
光榮の 儀に 候に 之を 空しう する. が 如き 愚見 


を 申 上 候は 甚 不本意 千 萬 乍ら、 何卒 拙 生の 
平素の 信念 主張を 御酌 取の 上 拙 生に 關 する 
祝賀 (還 曆 覦 賀 のこと〕 の 儀は 一切 御 取 止 
の 程 偏に 懇願 仕置 候。 

大體 僧門. には 賀壽の 法 無 之、 明 末淸初 法 
運の 澆漓 に乘 じて 誚謖 好事の 倣 俗 行事 多少 
は 名山 大刹 にも 行は れ來 り、 先哲の 苦言 も 
有 之 候 事と 覺へ 居り 候 拙 生 平素の 師と仰く 
慈 雲、 著 寂、 貞 極は 勿論、 近世の 行 誡和上 
にも あの 御高 齡に して 嘗て 賀壽の 儀 無 之、 
此等 諸大德 とは 同 架は 出来 候は ね ども 拙 親 
敎師 、西 光寺 十五 世 海 定も同 寺と しては 功 
績 多く 檀徒の 歸仰も 特に 重く 拙 生の 今日 あ 
る 全く 海 定の遺 德に候 も、 是又賀 壽の儀 無 
之 候、 拙 生 等 精神 上 及事實 上の 師 尊を 模範 
として 進む 已 上、 假令 •破戒 汗 行 言 ふに 足ら 
ざる も尙且 僧門た るの 眞 骨頂 丈は あくまで 
も 保持 致し 度 候、 折角 御 厚志に て 行は るべ 
き 賀壽の 儀 も 右樣の 次第にて 寶 蓮台 上諸大 
德 の彈訶 の 恐 あるの みならず、 現 時に て も 

一人 や 二人、 山林に 德を隱 して 古道に 親し 
む 好漢 も 有 之べ く、 千 人の 稱讃 ょり 此等朗 

五 九 五 
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共に 迄 御 心 添 之 程 感銘の 次第に 御座 候 其 中 
拜眉御 厚禮可 申上存 候へ 共 不取敢 御 挨拶 迄 
如此候 合掌苒 拜。 

讀 

十 方 寺良弘 上人 新 編 
謝德 報恩 發 至純 闡揚祖 道 有 精神 
蕭條寒 寺 霜 風 夜 亦 把 雄篇 涙 濕巾 

壺月 浪禪錄 

(昭和 三年 一月 十三 日" 坂 田良弘 氏 宛) 

〇 

拜 復尊臺 誠忠 之 御 赤誠 終に 貫徹 相 成り 堂 
々侃譯 の正議 最後の 美を 致され 候 快報 拜承 
仕り 宴に 以て 近來之 一大 慶事 今囘之 
御 盛典に 付隨 一の 御 忠勤 御 切勞と 衷心 景 
仰 仕 候 先輩 某官及 一二 大官 ょり 豫め右 之 事 
薄々 拜承致 居 御 親書に 接し 何とも 盛 謝欣罐 
に 御 度 候 先は 右 御 返事 迄 書 外 其內拜 訪萬般 
高見 謹 聽可仕 候。 

宗事御 警吿拜 承 仕 候 一字 片 々の 私事 論 
ずる 迄 も 無 之 事と 存じ 居候 唯 公明を 推し 
慚愧に 依り 共に 坊主ら しく 仕りた く存居 


のみに 候拜 具。 

(昭和 三年 十一月 六日、 坂 田良弘 氏 宛〕 

〇 

拜 啓、 昨夜 凾嶺駿 海の 旅を 終り 皈京 本日 
宗務に 出勤 仕り 重ねての 御惠贈 拜受仕 候。 
御 芳情 ども 拜謝此 事に 候。 

二十日 前便 串 上 候 如く 御殿場に 高 楠 博士 
訪問 「三 寶 章」 を 贈呈 仕 候 同 翁 も 意匠の 高 
雅 製作の 精妙なる ことに 感嘆 致され 側の 老 
夫人 も 切りに 其 藝術的 及宗敎 的の 優秀品な 
るを 賛美され、 拙 生 も 贈呈 甲斐 ありし と嬉 
しく 相感申 候。 

但し 同 博士の 之に 對 する 忌憚な き 意見 も 
有 之 御參考 迄に 申 上 置 候、 人 各 有 所見、 學 
德同 翁の 如き 人の 意見 も 取るべき あり、 然 
らざる も あり、 之は 取捨 御 自由に 願 度 候。 

一、 此 章を 終始 携帶 するとす ると 少 々重 

過ぎ 大きす ぎは せ さる か 此 章の 目 

的は 携帶 本位 か 安置 本意 か。 

一一、 三寶 章と 銘打って 三 寶の記 號何處 に 
もなきはちと變なり法輪の 1' へ銘文 

の 空地に サン チ ー や アマ ラグ チ ー あた 
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りの 三寶 記號 等を 鐫むた ら どぅか。 

三、  今少し 金 質を 薄手に し、 形を 少し 小 
. さくして、 廣く實 用に 適する 樣 にした 

ら どぅか。 

四、  法 輪の 描出は 甚だょ く 大體法 輪 記號 
は 卍 字 記號に 比し怫 敎 的に 純に 且つ特 
色 ある ものと して 廣く 佛敎に 知らせた 
し。 

五、  說 明の 梵 文に 誤植 あり、 之は 人を 誤 
る もの 故 訂正を 要す (之は 拙 生と 同意 
見〕 

XXX 

右 迄 御 挨拶を 兼ね 重ねて 御 禮申上 候。 

合 十 

(昭和 四 年 八月 廿 四日、 須賀隆 賢 氏 宛) 

〇 

拜復 初夏とは 乍 申 冷 暑 兎角 不調 之 候 各 御 
淸康願 上 候。 

芳 翰拜讀 毎度ながら 扶宗 護法 之 御 赤誠 感 
你之外なく #- 。 

宗祖 御 血統 立 石 家 御 一門と 御 會合之 件 至 
極 結構 之 事に 候 宗務 にても 緣山 にても 御 催 


敢 以寸楮 衷心 甚 深く 御 哀悼 表し 上 度 一昨 朝 
も 深 川 貧 寺佛龕 前にて 御供 養 手 向け 候へ 共 
近日 拜參御 牌 前に 御燒香 申 上 度 心得に 御座 
候、 弔 詩三篇 甚だ 拙劣 衷心の み 御供 奉 申 上 
度 候、 泣拜。 

一 . 

悵寒 春淺覺 悲傷  此 夜間 君 哭北堂 
想 見 綿々 純 孝 涙 幾 枝 梅 發暗恨 長 

ニ 

春寒 剪々 繞靈林  一脈 哀深寶 鴨 香 
怵愔我 同 風樹獎  亦 開燈下 古經筐 
三 

慈容 一別 隔 幽明  堪見 孝順 涙 萬 行 
春淺 僧房 萬 寂 夜 焚 香 唯 唱願王 名 
(昭和 七 年 三月 十一 日、 笠 木 良 明 氏 宛) 

〇 

拜復 昨夜は 花祭 用 供養 品種々 御屆を 忝し 
乍 毎度 御 厚情 千 蓠奉拜 謝 候 新聞 之奉視 文は 
一昨日 一寸 日々 誌上に て拜見 何とも 有難 嬉 
しく 奉存 居候 處 八日 迄 連績御 登載の 御覺召 
を眾 o 何とも 感激 之 次第に 候。 

花祭 唱歌 及 其 他 之 佛敎 聖歌 之 吹 込 ニ 枚 文 
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部 省 內佛敎 音 樂協會 ょり 取 寄 候に 付 拜呈仕 
候 御 家庭に て 花祭 之 際 御 使用 相 願 はれ 候は 
i:' 幸 慶に存 候。 

尙 竹製 誕生 佛は烏 取 之 一知 人工 夫いた し 
製作 候 ものに て 彫刻 色彩 其 他尙改 むべき 點 
も 有 之 存候も 一寸の 思 付に 付 一つ 御 贈り 申 
上 候。 

右御禮 まで 其 中 拜承蓠 々可 申 上 候。 

印度 名香 每度ボ ー ス樣 ょり 頂戴 有難 候 丁 
度 時期に 付 其 一分を 分ち 日 比 谷の 花祭に も 
相 分ち 申度存 居候。 合掌 再拜。 

(昭和 七 年 四月 四日、 相 馬 良 一氏 宛) 

〇 

肅啓 、先日は 法務 御繁用 中推參 仕り 非常 
に 御手 數相 かけ 候已 耳なら ず、 過分の 御 優 
遇を 忝ぅ し 何とも 感銘の 至りに 御座 候、 御 
蔭に 依り 多年の 宿願と 爲し 候、 芳山 之巡拜 
を 了り 老杉 大松之 間 山 雨 溪風之 中 感謝 特に 
深く 寡に 生涯の 思 出と 可 相 成 御 芳情 何とも 
深謝 此 事に 存上 居候、 唯 旅程 匇忙を 極め 山 
房に 御 淸談拜 聽之時 極めて 乏し かりし 事は 
遺憾と 存候 も、 名山 佳 友實に 近事の 一大 快 


事を 覺へ候 事は、 何ょりと 相 喜 居候。 

拜 別の 後、 夜 十 時に 近く 大阪に 入り 小 林 
君の 新 書院に 一泊、 一昨 歸京仕 候に 付御靜 
慮 給は り 度 先は 不取 敢着狀 を 兼ね 御 禮迄如 
斯 候、 令夫人に も 乍 末筆 宜敷願 上 候、 合 十 
同封 甚だ 輕微內 金壹圚 吉水院 拜觀御 立 
替の 中に 御 加へ 奉 願 度、 金 貳圓は 過般 自 
動 車に て 負傷 被 致し 旅館の 若き 方に 御 序 
の 節 見舞 金と して 御 屆迄願 度、 暑中に も 
有之吳 々も 大切に 致さる 樣遙に 快癒の 程 
祈 居候 事 御 傳願上 候 
(昭和 七 年 八月 八日、 加 島諦忍 氏 宛) 

〇 

拜 啓、 秋 光 日に 琴瑟を 加へ 来り 候 節 益々 
御 淸康賀 上 候 京都に て拜 前は 夫の 宗務 交替 
の 一件に て 公私 共 思の 外 多忙に 有 之、 加 之 
本日ょり 開 會の各 宗懇話 會の爲 、彼是 御 左 
右 缺禮仕 候 昨夜は 右 にっき 佛 聯の會 合に 出 
で歸途 學士會 館の 結婚式を すませ 小 寓燈前 
御惠 贈の 佳品に 接し 乍 毎度 御 芳志 感銘 仕 候 
明晩は 少 々閑暇 も 有 之 候に 付 目黑に 持ち 行 
き大島 家族 共と 秋風 一夜 打 寬ぎ拜 味 仕り 度 

玉 九 七 
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眼 篤行の 人の 嗤笑が まことに 考ふべ きもの 
と 存じ 候、 但し 拙 生が 親友 荻 原の 爲に 主と 
して 賀壽の 事に 輿り しは、 其 本意 全く 學術 
的の 國際 親書を 期す るに 存 し、 荻 原 氏の 大 
材偉 器を 世間に 光顯 して 其 功績に 感謝す る 
と共に 之に 依りて 吾が 大正 大學の 世界的 使 
命を 覺醒せ しむる に 存じ、 隨て 賀壽の 僧家 
の 法に あらざる ことは 拙 生 序文の 中に 特に 
カ强く 書き 殘し置 候。 特に 目下 財界の 事態 
は 御存知の 通りの 儀に 有 之、 必須 缺くべ か 
らざる もの、 必然 行は ざるべ からざる もの 
迄も尙 之を 節し 之を 止めて 辛抱を 重ね 居候 
際に 有 之、 此時 にあたり、 行は でも 相濟む 
べき もの、 行 ひて 寧ろ 有德 有識者の 笑を 貢 
ふべき ものは 勿論 取り 止む る ことが 宜し か 
るべき 事と 愚 信 仕 候 況んや 拙 生 目下、 宗務 
所に 關係有 之、 一身上の 催の 爲に宗 内の 各 
位を 煩 はすことは、 德義 上嚴に 之を 遠慮す 
べき 責任 あると 共に、 內 には 親戚 法 緣の中 
にて 財政の 整理 寺 門の 經營 等相當 苦心を 重 
ね 居候 もの も 有 之、 此等 にも 祝賀に 由り 逯 
惑と 奔走と を累 はしむ る ことは 實に氣 の 毒 


にて 何とか 之を 避けた き 儀と 存じ 候に 付此 
點は乍 私事 御 諒察 願 上 候 要 之、 視賀の 件は 
世間に 速 惑を かけ 手數を かけ、 時間を 浪費 
せしめて 自損損 他の 外は 何等の 得る 所 も 無 
1\ 儀に 有 之、 何卒 御 取 止の 程 更に 賢考 煩し 
度 候。 

昨夜 も 申 上 候 如く 拙 生と しては 六十 囘の 
懺悔 同志 知人の 御 方に 佛恩 報謝 佛讃 仰の 御 
隨喜 にても 相 願 ひ、 親しき 人に 限り 二三 十 
人の 小人 數 にて マ ハ ヤナな り、 共濟會 なり 
增上 寺な りで、 定食 ォデン 位の 會合 にても 
爲 し度此 場合は 御供 養は 拙 生ょり 可 仕 多 人 
數 大人 數は 何卒 眞平 御免の 儀に 願 ひ 度 候、 
「若し 衆を 樂ふ ものは 諸の 惱を受 く」 とは 大 
聖の 至訓に 候內輪 の靜 かなる 集りに なし 度 
懺悔と 讃獎 との 道場を 仕りた く 候。 

文集 出版な どは 無益の 事に 候、 良 寛で も 
行誡 でも 生前には 一つの 歌集 一つの 詩集 無 
之、これが僧家の而白味に候。念々無常今 
年 か 来年 死亡の 後に 集めて よろしき ものは 
集む が 宜しく、 これ も 勿論 無益の 事に 候 
も、 物ず きの 御 方々 の 御 骨折にまで 死人は 
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ロ 出は 出來 申す まじく と 存じ 候。 

右 申 上 度、 御 厚志と 御 懇情は 何とも 感激 
仕候滿 頭の & 髮も 之に ょりて 新しき 喜びと 
可 相 成 候、 乍 去 どぅせ 御 厚志を 仰ぎ 御 懇情 
を 頂く 上からは 何卒 拙 生の 速 惑と ならぬ 樣 
拙 生が 之が 爲 に德義 的に も 職務 上に も 煩累 
苦惱の 生ぜざる 樣乍 勝手 特別に 御 願 申 上 
候。 卽ち 一切の 祝賀の 御 催は 此 場合 截然 斷： 
然として 御 取 止の 程 結尾に 臨み、 甚だ クド 
ク 候へ 共 重ねて 御 願 申 上 謹で 諸 星の 寛容な 
る 芳情に 訴へ 同時に 御 厚情を 衷心 感謝 仕 
候。 

早々 

(昭和 六 年壹月 三十 一日、 長 谷川 良 信 
中 西 雄 洞、 三輪 華 城 三 氏 宛〕 

〇 

謹啓 御 北 堂樣御 長逝 之 悲報 兩日前 今成劍 
峯君 ょり 拜承 仕り 御 悲傷 之 程 嘸々 拜察 仕り 
何とも 御 同情の 至 奉存上 候、 早速 拜趨御 吊 
辭可 申述愚 存之處 目下 淨 土宗會 中に 加へ 新 
舊學年 交錯 之 時に て 公共 非常に 多忙を 極め 
居 不本意 乍ら 今に 缺禮仕 居候、 依りて 不取 


し、 主任 醫師 の嚴 重なる 指定と 極度の 疲 
勞の爲 、今一 週 位 親愛なる 諸君を 見る を 
得ざる べし、 諸君 夫れ 宜く敎 職員の 指敎 
に從 ひ、 更生 一新の 堂々 たる 元氣を 以て 
遵奉 自治の 大 精神を 徹底せ ょ。 

一、 特に 五 年の 諸君に ありて は 全力を 奮 ひ 
背 水の 陣を 布き て 前進の 大難 關を 粉碎せ 
ょ、 病床 特に 諸君 前途の 成效を 祈りて 止 
ま^ k 

(昭和 八 年 一月 十七 0、 芝 中生 徒監 宛〕 

〇 

親愛なる 芝 中 全 生徒 諸君に 吿ぐ 。日々 各 
級 代表 諸君の 懇篤なる 慰問 狀に 接し 眞に感 
激に堪 へず、 殊に 諸君 目下 拙 生就褥 中の 故 
を 以て 嚴に 言行を 愼み學 業に糈 勵し芝 中 精 
神の 發現を 期し 克く敎 職員 諸 先生の 指導を 
遵奉す る 事は 拙 生の 最も 欣忮 とし 且つ 滿足 
する 處 なり。 

諸君 希く ば 益々 努力 奮闘し 此嚴 寒に 際し 
て 特に 衞生上 自重せ ん事を 祈る。 拙 生病狀 
は 今や 殆んど 快癒の 狀 態に 在り、 食事の 如 
きも 昨今 漸く 床上に 起 坐して 之を 攝 るに 至 
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り、 食慾 亦 潮く 平時に 復せん とす、 諸君 願 
くは 靜慮せ ん ことを、 但し 全身の 衰弱 尙未 
だ 全く 恢復す るに 至らず、 主 治 醫も尙 四 五 
日の 臥床を 必要と する を 以て 諸君を 見る の 
期間 尙旬 日を 要する あらむ、 諸君 願は くば 
自重 自勵せ よ。 

殊に 五 年 級 及び 四年內 一部の 諸君は 全力 
を 傾倒して 皇軍 勇士の 意 氣を以 て 猛然と し 
て 難關を 突破せ よ。 

玆に 諸君の 懇切なる 誠意を 感謝し 最近の 
病狀 を述ぺ て 一々 返信を 呈す るに 代 ゆ。 

c 昭和 八 年 一月 二十日、 芝 中生 徒 一同 宛) 
〇 

芝嶽と 鴨臺の 昔を 偬び 才人の 夭殤を 痛惜 
する の情甚 切なり、 此日 殘雪舊 緣の 地に 同 
人 諸賢の 溫 かなる 追悼 會の 催さ. る \ を聆き 
床上 感慨を 禁ずる 能は ず、 仰臥 筆を 執りて 
獻 香の 意を 表す。 

殘 雪に 君の 遺骨の 小寒 さよ 

(昭和 八 年 一月 廿 三日、 正大 芝岳會 阳 
中 芳全君 追悼 會宛〕 —— 絕 筆。 


▽普選と 僧侶 參政權 にっき  一 

肅啓霜 威 凛烈の 候、 益々 御淸穆 、爲 
邦家 御勵精 之段欣 慶感謝 洵に此 事に 一 
奉存 上候陳 者豫而 御高 配の 普通 選擧案 I 
も國 論の 歸 する 處 、終 ひに 議會の 上程 I 
を 見る に 至り、 今や 尊驀 御 初 委員 諸賢 
之 公明 周到なる 御 審査を 仰ぐ 事と 相 成 一 
り 候 儀 憲政 一段の 進 •步に 有 之 切に 尊臺 
多大の 御奮勵 と不粹 易 御 芳勞に 感銘 罷 \ 
在 候、 我等 佛敎徒 も 過般 之が 爲 に大會 I 
相 開き 其 宣言 決議 等旣に 御手 許 迄拜呈 一 
致 候 右 淸鑑に 供し 候 旨 趣 幸に 御高 見に 一 
合し 候へ ば 何卒 右 充分 貫徹 候 樣宜數 御 一 
配 意 奉 煩 度、 特に 普通 選擧之 徹底に 就 一 
き必ら ず 撤廢を 要する 夫の 不合理 不公 一 
平なる 被 選 權の職 f 制限 就中 僧侶 參政 
權之點 に 就きて は 御 多端 之 審查御 進行 
中甚乍 恐縮 風敎 指導 民心 振興 之爲 積年 
の 切望を 被覺召 特別 御 留意 之 上、 幾重 
にも 公明正大 之 御 執 斗 之 程 千 萬 至禱懇 
願 之 至に 御座 候 右は 拜趨の 上 愚見 申述 
御 指 敎可仰 候へ 共 不取敢 御繁用 中を 煩 
はし 御 悃願迄 如斯候 早々 拜 具。 

(中 西 雄 洞 氏 所有) 
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相樂雲 。 

先般 京都 拜訪 一二 駄作 出来 候に 付、 ニ 日 
の 淸和會 慰勞會 席上 蠻聲を 弄し 餘興が はり 
に 御 挨拶に 代へ 候 まま 序に お 笑 草に 供へ 上 
候 十九 日夜には 佛聯總 會の爲 入洛 可 仕候拜 
眉 萬々 可 申 上候拜 具。 

(昭和 七 年 十月 六日、 江 藤 澂英氏 宛〕 

〇 

拜 啓、 秋 景旣に 蕭瑟を 極め 候 節" 講壇 益 
御 淸康欣 賀此事 奉存上 候、 小 拙 も 去 九月 末 
を 以て 俗務の 牢獄ょり 解放 相 成 候 も 何かと 
心忙しく 未だ 落着て 讀 書の 氣 分に もな り 切 
れ不 申窃に 自ら 笑 ひ 居候。 

扨甚乍突然貴大學藏書中1106316氏遺 
書御珍藏と承り候に付左記の書有之候はど 
尊臺 御名 前にて 一週 か 十日 位 拜借願 度 或は 
公式に 大正 大學 ょり 借 證差入 候 も可然 何卒 
宜敷願 上 候。 

I sn KN ruta  Caleutta  edition  1877  ( c r 
otn o/ r edition) 

I I Chalcradatta  の dited  by  IKabir pl j Ty- 
ari  Mohan  sen OQ ufta  Calcutta 


小生 も來 十九 日夜 出發 京都に 參るべ く 宿 
所は 四 條寺町 下 ル淨敎 寺 小 林 圓達君 方に 候 
二十日 朝 到着 一一 十二 日頃 迄は 滯在可 仕 候拜 
芝を 得 ば 難 有 候。 

御 願 甲 上 候 書物は 其 迄に 御 都合 願 置携帶 
歸京 する も 便 ft と存候 或は 其 前に 街 •送致を 
得ば尙 結構に 候 右 迄 草々。 

(昭和 七 年 十月 十四日、 泉芳璟 氏 宛：* 

〇 

謹啓 寒氣 酷烈 之 際 益 御淸康 奉賀 候。 御慶 
事は 玆 一雨 日に 相 迫り 千 祥蓠福 之 事と 存じ 
候扠拙生去年末ニ十八日已來臥床仕り、本 
年に 入り 局部 性 陰性 的 之 肺炎を 發 し、 持病 
の 腹脊に 於け る 極めて 劇烈なる 神經痛 之に 
伴 ひ 甚困脚 却 候。 幸に 親友 長 谷川 博士の 必 
死の 努力に て、 肺炎 も 一局部に て 防止し 得 
神經 痛の 方 も 目下 稍 小康を 得て 九日 以来 平 
熱に 復し 、食慾 も 平常と 相 成 候に 付、 十五 
日には 强ぃて も拜趨 仕度 存 居り 候處 、何分 
にも 極度の 疲勞と 長 谷川 君の 今 三 四日 絕對 
安 靜の嚴 命に も 有 之、 心中 焦躁 遺憾 千 萬に 
候 も、 何卒 右 事情 御 憐察之 上、 缺禮之 段 折 
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入て 御 願 申 上 候。 

實は 今囘の 御慶 事は、 拙 生 一期の 思 出と 
して、 全幅の 心血を 麗ぎ 、一切の 精力を 集 
注して 奉仕 致し、 一 は嚴 父老 僧正 平素の 御 
道 誼に 多少の 微意を も 表し、 貴臺 にも 拙 生 
衷心の 至誠と 熱情 相 捧げ 度、 實は春 來窃に 
相樂 居候。 右樣の 業病に て 其 も 相 叶 ひ 難く 
千 恨 萬憾の 次第 衷情 御_ 察に 相 任せ 候。 

別封 粗末 千 萬 乍ら 中心 祝賀の 印 迄 御 笑納 
願 度 候。 嚴 父老 僧正 臺 下に 別に 呈書不 仕、 
右は 何卒 愚 書 御 披露 之 上 宜敷奉 願 候。 

氐上 仰臥 執筆、 辭句亂 蕪、 失 禮之儀 御 判 
讀願可 申 候。 

歡慶の 日、 吉祥 日、 祝福の 日の、 曉の 
光る 如く、 刻一刻 明に 且朗か になり 行く 
を、 床上 中心の 喜に 盈ちつ 
(昭和 八 年 一月 十三 日、 岡 本 貫瑩氏 宛) 

〇 

榊 教諭 

御 序の 節 左記の 件 生徒に 御 訓示を 乞 ふ 
一、 校長 病氣 今や 全然 危險 の區 域を 脫 し、 
平熱に 復し 、食慾 も 亦 犬い 良好な り、 但 
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—— 明治 廿六年 一月 六日 

中 谷在禪 氏に 宛てた もの —— 

先 新年を 御 賀申上 候 
高 姿 未だ 謁せず、 雄談 未だ 聽か ず、 而し 
て 新年の 賀狀 に及ぷ 一種の 快味 此 間に 注 
放たり、 梅花 離 底 客 漸く 去り 氣 少しく 暢 
る處如 是君 か、 遠山の 眉を 想 ふ 如是 君 
か、 電眼桃 唇 巨手鐵 脚を 觀ず 、妄像 幻像 
の 人は 緣 熟し 期 到りて 相 見て I 笑す るの 
時 何等の 差 か あり、 何等の 同 か ある。 書 
し 去りて 覺えず 浩然たり。 客獵の 雄篇 ニ 
此 春に 至りて 接 手し ぬ、 篱丈 紅塵の 中 錐 
心 出血の 文に 克く 拙隔 弟が 如き もの、 俗 
氣を容 れて些 も 慳惜 するな きの 雅量 唯酬 


身の 想 ある 已 耳、 其 塵 間靈筆 奔流の 如く 
趨り I 氣 流注大 江の 如き ものに 至りて は 
固ょり 一語の 賛賛を 此處に 挿むべき にあ 
らず 、鳴 呼 降 三世を 讀みて 略 君が 氣慨と 
道念と を 知れり 矣 、顧みて 君に 漸 つる 者 
三百 許 利 心の 事已耳 
鎚槌の 一 篇亦大 に 君が 博雅に 服す、 韋 
陀 、優 波 尼沙土 等を 讀みて 筆を 下す 君が 
如き もの 今數人 あらしめば 詩 思 亦 今日の 
紛 々のみなら む や 君 乞 ふ 益 精 なれ や。 唯 
詩材 中のヴ イシ ュヌ 古へ 韋紐 毘紐拏 等の 
對譯 ある あり、 如かず 此 等の 品を 用 ゆる 
の 古雅なら むには、 伊 沙那を 以て ルード 
ラと す 根 本義に 佐つ て 可なら さるな， -J、 


而も 印度 神代 誌上 ニ 者其& 1 現を 異 
にす、 語義 又 自ら 別 對譯亦 樓陀羅 の 字 あ 
る あり、 或は 之に 從ふを 可と なさざる 
か、 而も 此等少 かに I 字に 拘々 の 子 子の 

言の み、 固ょり 深く 大觀の 甚だ 偉なる を 
害せず、 

新年の 玉章 亦 昨 入手、 大に 君の 仁に 感 
ず や 厚し 矣。 

忙間 書を 作る 惡筆 書法を 愼ま ざる 所更 
に 悪し 亦 書 窓 倦を 解く の材 とならむ か。 

梅花漸やく開かむとす|夕黃昏君を訪 
ふの 意 甚だ 切なり 情緣 熟する 時は 自ら 存 
ぜん。  敬具 
上 六 江 東 塵寰中 

僧 海 旭 

無 涯老兄 

硯北 


己 

f p 


正六位_六等、贈大僧正、准司敎、勸學、ドクトル.フ 
ィ卩ソフィ ^ 渡邊海旭氏は、資性英邁にして、內に深遠の 
學 殖を蓄 へ、 外に 高潔の 行 履を 磨き、 寬宏の 襟懷 、暢達の 
才 識を以 つて 時代 指導 社會敎 化の 爲 に貢獻 せる 雪中 梅花の 
如き 不世出の 宗敎 家に して、 また 獨身 童貞の 生涯を 貫き、 
特に 同情と 俠氣に 於て は 稀れ にみ る 偉人な りき。 

氏は 明治 五 年 一月 十五 日、 東京 府 平民 渡 邊啓造 氏の 長男 
として 東京 市 淺草區 田 原 町に呱 々の 聲を擧 げたり、 擧措活 
潑 敏捷、 磊落 不覊 、幼に して 嚴 父を 亡 ひ、 慈母 兩 妹を 離れ 
て 博 文 館に 小店 員と なる。 偶々、 穎悟の 質を 當時 小石 川淨 
土 宗源覺 寺に 在りし 西 光寺 前 住 端山 海 定和尙 に 見出され、 
十四 歳に して 和尙の 室に 入り 薙髮 得度す。 和尙 、氏の 英才 
を 愛し ニケ 年の 間、 教養 甚だ 懇切を 極め、 氏 また 知遇の 恩 
簣に 感奮 勉勵 し、 十六 歳の 春、 淨 土宗學 東京 支 校に 入り 在 
學ニ 年、 早く も 全科 通 試を 突破して 更に 宗學 本校に 進む、 
研鑽 七 年、 この間、 圓轉滑 達の 才 、純情 熱血の 識は 能く 敎 
師 僚友 間の 畏敬 信賴を 集め、 望月 信亨 博士、 荻 原雲來 博士 
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等と 雁行し 正 科、 高等科と もに 優秀の 譽れ 高く、 卒業に 際 
しては 學生總 代と して 答 辭を讀 み、 榮 ある 管長の 賞を 受く 
るに 至れり、 師僧 海定和 尙の歡 喜、 慈母 兩妹の 欣淚 、まこ 
とに 所以 ありと 云 ふべ し。 學窓 を出づ る や、 直ちに 淨土宗 
第一 敎校敎 師を拜 命し、 また 推されて 宗門 言論の 最高 峯た 
る 淨土敎 報 主筆と なる、 弱冠な ほこの 時 二十 四歲 なり。 爾 
後 四十 年に 渉る 氏の 颯爽た る 木鐸の 筆陣、 ここに 始れ り。 

氏、 漢詩を 好み 文章を 能くし、 著 想の 妙、 句節の 美、 語學 
の 暢達は 當 時、 旣に信 夫 恕軒翁 、菅 虎雄 氏 比して 嘆賞 措か 
ざら しめたり、 氏、 はじめ 號を蝸 堂と 唱へ呵 雷狂史 とも 稱 
し 後に 壺 月と 號 す。 後年、 其 文藻 さらに 斕 熟の 域に 達し、 
思潮 一た び 至れば 千 言 萬 章、 たち 處に 成り、 敎界 各般の 企 
圖計畫 にして 其 文筆に 囑彩せ られた る もの 甚だ 多し。 廿五 
歲 、選ばれて 淨 土宗內 地留學 生と なり 專ら比 較宗敎 學を硏 
討し、 其 成果は 屢 々雑誌 『怫 敎』 紙上に 發 表せられ 敎學界 
に大い なる 示唆を 與へ たり。 廿七歲 、師僧 隱棲の 後を 承け、 
西 光寺 第 十六 世の 法 燈を繼 承す。 師父に 敬愛に、 慈母に 深 
孝に、 知己 僚友に 至誠なる 氏が、 師恩に 銘じ擅 信徒の 敎化 
指導に 丁寧 親切を 盡 して 歸 仰を 一身に 集めた る 元ょり その 
處な り。 然も また 出で ては怫 敎界の 不振と 弊風を 慨 し時處 
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ィ 1 0 學位を 獲得す るに 至れり。 然も 氏の 謙譲 枯淡なる、 
これを 以 つて 特別の 介意 ある ことなく 單 に留學 所管の 淨土 
宗務 所への 形式 報吿に 正め 絕 ぇて 吹聽 する 等の 事な かりき。 
宜 ベなる かな、 溫謙 典雅の ヂ工ン トル マン. ロィマン 敎授 も、 
氏を 遇する に 殆んど 其 情愛、 骨肉 父子の 觀 ありし と 云 ふ。 
然し 乍ら 氏の 深く 所期せ る 願 求は、 斯る 事業の 上に 其 全幅 
を 置ける に 非らず、 つねに 宗教家と しての 自覺と 自信に 於 
て內省 修養し、 閑暇 あれば 各地を 巡遊して 人情 風俗 宗敎行 
事 古聖の 行蹟を 尋ね、 人格 陶冶に 資する ことを 怠たら ざる 
こと、 まことに 後年、 一代の 文豪 德富蘇 峰 氏を して 『現代的 
怫者な り、 行誡 以後の 第一人者な り』 と嘆ぜ しめたる に據 
つても、 その 一 班を 窺 ふに 足るべし。 されば、 在 獨留學 生 
に對 する 氏の 慈心の 溫か なる、 困乏の 者には 學 費の 調達 歸 
朝 旅費の 貸與 等、 諸般 斡旋の 親切なる、 それを 德 とする 者、 
いまに 頗る 多し。 甞 つて 京大ょり 留學 せる 足 立 文 太郞 博士 
と 同居す る こと 三年、 その 別離に 際して これに 一札を 與へ 
て、 自身 死後の 肉體を 解剖し 醫學硏 究の資 に 供 せんこと を 
以 つてす。 死屍 解剖を 嫌忌せ る當 時の 風潮を 啓蒙す る其警 
策、 死して 尙 、學界 に 捧げん とする 其 至誠、 氏の 眞 面目、 
ここに 躍如たり と 云 ふべ し。 
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明治 四十 三年 春. 愈々 歸 朝の 準備を 完了す。 顧みる スト 
ラス ブル グの 春風 秋雨 十 有 ニ 年、 慈敎 春の 日に も 似た る 恩 
師ロ ィマン 敎授 等、 ここに あり、 アルサ スの 秀麗、 ラィン 

の 長江、 いまにして 更らに 親しき 風 色な り、 然も 攻學 半途 
にして慈母の訃音、師僧の遷化を聽く、人こそ知らね傷心 
斷腸の想出なり、故國に歸るの1!1、蓋し氏の胸中萬感眞に 
無量の もの ありし を 想 ふべ し。 

同年 三月 廿 二日、 神戶 着の 伊豫 丸に て 無事 歸 朝す、 ■氏" 
三十 九歲 なり、 直ちに 宗 敎大學 、東洋 大學 等の 敎授に ぉ聘 
せられ 次いで、 再び 淨土敎 報 主筆と して 迎ぇられたり。 之 
ょり 學壇に 、講壇に、 評 壇に、 多年 研磨の 英才を 伸べ て、 
蘭 菊の 芬 香を 競 ひ、 硏究 論叢の 貴重なる 發表は 學界に 寄與 
する こと 多 かりき。 いま 其 輝し き 雄績を 分類 記述す れば大 
略 左の 如し。  . 

◊ 敎育 方面 

明治 ® 十四 年 八月 宗立 芝中學 校長に 就任 以來銳 意 校風の 
刷新に志し、大正十 !5! 年武道敎育充實の目的を以て道場を 
新設し、 叉 從來の 十八 學級を 二十 學級 に增設 すると 共に 理 
化學 、博物 學の敎 室を 擴 張し 機械 標本 等の 設備を 充實 した 
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所緣に 應 じて 啓蒙 是正の 鞭を あげ、 さらに 高 島 米 峰、 小 林 
雨 峰、 境 野黃洋 、杉 村楚人 冠， 結 城 素 明、 安藤 正 純、 田 中 
治 六 等の 諸 俊秀と ともに、 同憂の 土を 求めて 勇躍、 新怫敎 
徒 同志 會を 起し、 機關誌 『新 佛敎』 を發刊 し、 論策 縱橫、 
奇警 百出、 專ら敎 會の彈 正 臺を以 つて 任じ、 濁流の 淸波、 
能く 當 代の 僧俗を 震撼せ しめたり。 

偶々、 淨土宗 々會に 於て、 海外 留學生 制度の 議案 可決 さ 
れ 、其 任を 擔 ふべき 宗門の 鳳 雛を 選擇 する や、 闔宗 の囑目 
は、 忽ち 氏に 集り 荻 原雲來 博士と 共に 拔 群の 選に 入る。 宗 
恩 想 ふべ く、 その 期待 やまた 大 なり、 かくて 荻 原 氏ょり 遲 
る、 こと 半年、 其 間 一意、 大 史詩の 英譯 に專注 之を 完了し 
て 明治卅 三年 五月、 二十 九 歳の 若葉 薫る 頃、 淨土宗 第一 期 
海外 留學 生と して、 無限の 憧憬と 希望を 讃岐 丸に 乘 せ、 波 
濤萬 里、 遙 けき 怫敎 原典 淵叢の 地、 獨 逸の 天を 指して 發足 
せり。 發す るに 先立ち 送別の 會合實 に 十 有餘の 多數に 上り、 
早く も 多彩なる 氏の 活動 振りを 想望せ しめたり。 

獨逸に 入る や、 ストラス ブル グ大學 に人學 し、 斯 學のオ 
1 ソリチ ー 、 敎授 a イマン 博士に 師事し、， ま づ梵藏 巴の 佛 
敎各 語を 硏究 、これを 基礎に 比較 宗敎學 の 硏鑽に 年を 重ね、 
さらに グランド 敎授に 就きて 精 討を 盡 し、 受講 攻究 通計 十 
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ニ 年の 長き に 及べり。 これを 分類 すれば、 前 六 年は 多く 象 
牙の 塔に 籠り 專心 自己の 研究に 沒 頭し、 後 六 年は漸 やく 對 
外的 活動に も 進出し カイ ザ ー ウイルヘルム 第二 世 大學を 始 
め 各大學 及び 傳道學 校 等の 招聘に 應 じて、 怫 敎哲學 、印度 
學の敎 壇に 立ち、 外國 人に 對し 東洋 文化 普及の 先驅を 爲せ 
り。 また ハンブルグに 於け る 東洋 學會、 瑞西バ ーゼ ルに 開 
かれた る 世界 宗敎 大會 等に 出席、 多年の 蘊蓄を 敷衍し 其學 
殖を 認められ、 或は 獨逸 東洋 學會 、巴 利 本文 協會雜 誌、 英 
國巴利 聖典 協 會雜誌 等の 外 國語雜 誌を 始め、 當 時、 我國敎 
學界に 於け る權威 ぁる 雑誌と 稱 されし 『佛 敎』 、『東洋 哲學』 、 
『新 怫敎』 、『宗 敎界』 、『宗 粹雜 誌』、 『淨 土敎 報』 等に 送稿し 
て隨時 貴重なる 研究 論策を 發 表し、 先人 未到の 學カ 推理は、 
峻烈なる 筆鋒と 相俟って 學 界絢斕 美を 添へ たり。 特に 密敎 
發達 論、 孔雀 王經 、毘沙門天 王經 、駿足 王 等の 硏究の 如き、 
該博なる 智識、 精細なる 討究、 犀利なる 見解は 專門 學究の 
徒を して 駭目 せしめたり。 或はへ ル レン 教授の 東洋 古文書 
の 解釋に 力を 借し、 或は ワレザ ー 敎授の 中 論 獨譯に 其 漢譯 
を擔 當解說 せり。 また 原典の 研究と しては 普賢 行 願 讃諸本 
の 比較 研究 ぁり、 獨逸 譯を附 して 刊行され、 この 論文に ょ 
り 羽 治 四十 年 十月、 三十 六歲の 秋、 ドクトル •フイ ロソフ 


る もの 十餘 名の 多き に 及べり。 獨 逸人 一一 ヤナ •チロ ヵ及バ 
ツポ ー 兩 氏の 八 年間 西 光寺に 滯在 せる と H ルゼ .ブツ ホル 
孃の 尼僧た らん 事を 希 ふて 止 まざりし が 如き 其 一例に 過ぎ 
ず。 同 師歸朝 後 夙に 亞細蓝 民族を 糾合 せんとす る大 亞細亞 
主義を 提唱した る爲め 印度、 支那、 西藏 、ビルマ 等ょり 來 
りて 西 光寺に 投ずる もの 甚だ 多し。 バ デーィ ベル、 ケ ー ビ 
1 * シナ、 ビハリ •'ホ ー ス 等の 知名の 士 あり。 叉 駐日 前 獨逸大 
使 ゾルフ 氏、 駐日 英國 大使 H リオ ツト 博士 等と 結び 精神的 
結合に 斡旋す る 所 あり。 特に ソルボン ヌ大 學敎授 レヴィ 博 
土と 共に 日 怫協會 を 創し ぺツ オル ド敎 授を援 けて 日 獨怫敎 
協會を 創す。 露西亞 人口 ー ゼンべ ル ダ 氏を 助けて 佛敎 辭典 
を 著は し、 英國ブ リンク レ ー 氏と 締盟して 日英 佛敎 協會の 
創立を 企劃し つ \ あり、 また 日印 協會 理事たり。 上海の 王 
一亭 氏狄 平生 氏 密林 氏 等と 結んで 日 支 間の 融和 親善に 努め、 
滿洲國 の 一先 和 尙を督 して 世界 佛敎 大同 協會の 創立を 助け 
之が 完成を 期せり。 昭和 ニ 年東蓝 怫敎 大會の 東京に 開催 さ 
る \ や 各宗の 同志と 共に 此の 會を 主催す" 叉 世界 日曜 學校 
大會に 英文 「大乗 彿敎と 兒童敎 化」 なる 一小册 子を 刊行し 會 
衆に 頒布す。 昭和 六 年 五月 同志と 謀り 日本 靑年會 館に 於て、 
日本 宗教 大會を 主催し、 世界 宗敎 大會の 準備に 資せり。 
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◊學界 方面 

大正 ニ 年 荻 原 博士と 兵に 『翻譯 名義 大 集』 原本 全部を 寫 
了す。 昭和 四 年 京都 龍 谷 大學森 川智德 教授と 共に、 東西 兩 
都の 關係大 學敎授 を 中心とせる 佛敎學 協會を 創立、 昭和 七 
年 八月 高野山 大學に 於て 原始 密敎學 を 創 唱し學 界の新 分野 
を 開拓す。 昭和 七 年 五月 大正 大學に 於け る 日本 宗敎 學大會 
に 於て 「孔雀 王經の 研究」 を 發 表す。 是 より 先 獨 逸留學 中、 
東洋 學雜 誌に 日本 所傳 普賢 行 願 讃梵文 批判的 校刊及 序論 
(獨 文) を •英國 巴 利 聖典 協會 年報に 拂敎 本生經 發達史 資料、 
駿足 王 譚硏究 (英文) を發 表し、 共に 歐 米の 東洋 學界に 於 
て、 賞 讃を 博せ り。 大正 七 年 『歐 米の 怫敎』 菊判 約 二百 頁 
の單行 本を 丙午 出版社より 刊行す、 氏の 著述と しては、 之 
れ 生涯 中の 唯一の ものな り。 大正 十一 年 五月 高 楠 博士と 共 
に 大正 新修 大藏經 の 刊行を 發 願し 其都監 となり、 昭和 七 年 
五月 正續全 八十 五卷を 完了し 歐米 各國の 主なる 圖書 館に 贈 
る。 また 大藏 出版 株式 會 社の 創立を 發 起し、 成立 後顧 問と 
なり 兼ねて 繼續 事業た る 大藏經 別 卷圖像 部の 都監た り。 暹 
羅 皇帝 及 現 皇帝 卽 位の 雨 度に 亘り同 皇室より 紀念發 刊の暹 
字 大藏經 を 賜は る。 思想 善導、 文化 洽 及の 目的を 以て 佛敎 
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る爲 め、 在 學生數 の增大 と共に 現在に 至る 迄の 卒業生 槪數 
三千 餘 名を 數 ふるに 至れり。 是れ ょり 先、 大正 十二 年 九月 
の關 東大 震災に 際し 芝中學 校が 幸 ひに も その 慘 害ょり 免れ 
しを 以て、 同師は 府立 第一 中學 校長 等と 協力して 數次會 合 
を 重ね 全市に 亘る 罹災 各學 校長を 集め 復興 案に 就て 連日谅 
議を 凝らし 貢獻 する 所 甚だ 多し。 財團 法人 大阪上 宮中 學校 
理事長と して、 昭和 三年 十月 鐵筋 コンク リ ー トの 校舍 三階 
建 千 三百 坪 餘の增 改築に 着手し、 同 四 年 十一月 工事 完く落 
成したり。 各宗 聯合 大學の 創設を 提唱し 財圑 組織を 完成し、 
推されて 理事長と なり、 大正 十四 年 四月 大學の 創設を 完成 
し 敎授を 兼ねたり。 爾來 卒業生を 出す こと 約千餘 人。 大正 
十三 年、 門下 長 谷川 良 信 氏 等の 創立せ る巢鴨 家政 女學 校に 
併せて、 新に 財團 法人 大乘學 園の 設置を 援 け、 昭和 六 年 四 
月、甲種四ケ年制の麗鴨女子商業學校を開設し、校長に推 
さる。 昭和 ニ 年 淨土宗 執 綱と して、 校長 石 塚龍學 氏を 督し 
名 古屋市 東海 中學 校財團 組織の 促進、 御大 典 記念 事業と し 
て、 八 百有餘 坪の 大 講堂 建設を 援護す。 大阪市 小 西 久兵衞 
氏を 勸 めて 大阪 女子 商業 學 校を 設立せ しめ、 同地に 於け る 
女子 實務敎 育に 資する 所 あり。 また 東京 府岩淵 家政 女學校 
長に 推さる。 東京 小石 川淑德 高等 女學 校の 校舍增 築を 援け 
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評議員と して その 隆盛に 力を 效せ り。 大正 十四 年 東洋 大學 
財團 維持 委員と なり 經營 の樞 機に 參 劃し、 昭和 元年 十月 大 
正大 學財團 理事長と なり、 怫敎 聯合 大學 の隆 興に 盡 す。 ■ 
.大正 ニ 年 芝 中學校 出身 柴田 德次郞 氏の 國士 館を 創立す る 
や、 栗 野 愼ー郞 、小 村欣 一、 漉 澤榮 一の 諸氏と 之を 援け國 
土の 養成に 資する 所 ぁり。 同 館の 理事と して 最近 滿洲國 に 
於け る 最初の 高等 敎育 機關 鏡泊學 園の 總長に 推さる。 同師 
は 夙に 一種の 俊才 敎育に 着眼し 自ら 衣鉢の 資を 割き 二十 數 
名の 青年と 自宅に 寢 食を 共に し 薰化敎 養に 從 事す。 叉有爲 
の 貧しき 靑年學 生に 對し 、私に 每月 補助を 贈りて 其の 成業 
を 後援し つ \ ぁり。 

◊ 國際方 ® 

明治 三十 三年 五月ょり 同 四十 三年に 至る 十一 年間の 獨逸 
留學 中、 前半は 自己の 硏究 に專せ しも 後半の 六 年間は カイ 
ザ ー ウイルへ ルム 第二 世 大學其 他の 招請に 應じ怫 敎 哲學、 
印度 學の敎 壇に 立ち 外國 人に 對し 東洋 文化 普及の 先驅 をな 
せり。 叉 同 師留學 中日 本ょりの 留學 生に 對し 懇切 幹旋に 力 
めたり。 更に 獨 逸人に して 指導を 同師に 受け、 同師歸 朝の 
後を 追って 我國に 來 朝し 起居 寢 食を 共に して 硏究 を續 けた 


淨土宗 執 綱 在任 二期 八ヶ 年、 專ら 公僕 主褰を 提唱 實踐 し、 
此間 、宗 政界 稀れ にみ る 靜穩淨 化の 實を 擧げ 、令名 全敎界 
を 風靡す。 其 他 帝 大佛敎 靑年會 、淺草 傳道會 堂を 始め 各種 
の 講習、 講演には 普 化 衆生の 本旨より 努めて 出席す るを 例 
とせり。 

大正 十二 年 九月、 關東 大震災に より 住職 地 深 川 西 光寺 燒 
失す。 藏 書萬卷 、心血を 注げる 幾多 貴重の 硏究 論策の 未だ 
世に出で ずして 一切を 烏 有に 歸 す。 當 時* 氏は 芝 中學に 在 
り遙 かに 江 東の 猛火を 望み、 毅然として 非常時の 校務を 處 
理 し、 諸般の 救急 運動に 大童べ の 活躍を 續け 、あえて 身邊 
を 顧みる の餘裕 なし。 『江 東 災火燬 無 遺 幾 萬 喪 妻亦哭 兒止說 
寒 僧 亡此苦 燒書卷 萬 若 妻兒』 とは、 氏、 災 後の 咏嘆 也。 昭 
和 六 年、 氏の 還曆に 際し、 氏が 多年 敎學界 に盡せ る勞に 献 
酬 せんが 爲 、各方 面より 賀壽の 盛苑を 張るべし との 議 起り 
企劃 着々 として 進む や、 之を 耳に せる 氏は 大いに 驚き、 百 
方 其 中止を 懇請して 止ます、 遂には 門下の 中心に 長文の 書 
を 與へて 、言々 句々、 情理を 盡し 典範を 擧げ 、戒愼 の 衷情 
を吐露して見る者をして、其謙虛なる高風に泣かしめたり。 
昭和 七 年 師走 廿 七日、 ィン フル H ンザ にて 發 熱し 自坊西 光 
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寺に 臥床す、 悲劇の 扉は 玆に 開かれぬ。 越ぇて 一月 元旦 早 
曉病を 押して、 怫前賀 春の 作法を 嚴修 し、 さらに 車を 驅つ 
て 芝 中學校 四方 拜に 臨む、 侍者 等 愕然として 是れを 止む る 
再三な り、 氏、 卽ち 聲を勵 まして 云 ふ 『僧侶と して 自坊新 
正の 恭敬を 盡 し、 校長と して 拜賀の 式を 幸す、 當然の 責務 
なり 病勢 何も のぞ、 可憐、 一千 子弟の P 育を 如何に せんや』 
と、 かくて 悲壯 、式典の 後に 講壇に 倒れ 病勢頓 に惡 化し、 
廿四 日夕 刻、 俄然 發 熱し 昏迷 ー晝 夜、 療養 及ばず、 注射 効 
なく 廿 六日 午前 八 時、 世壽 六十 ニ歲を もって、 嗚呼、 一生 
不犯の 潔き 其 生涯を 終る。 まことに 惜み ても尙 あまり ある 
高僧の 遷化な りき。 傍人 日 ふ 『正月 甘 五日は 淨土 宗祖 法然 
上人の 祥月命日 也、 事實 、先生は 奇しくも 廿五 日に 息絕ぇ 
たる もの、 廿六 日朝 迄の 脈 博は ただ 注射の 作用の み』 と。 
訃報 至って 所在に 哀惜の 聲滿 っ。 廿 七日 遺骸を 東京 帝大に 
て 解剖の 結果 死因は 『敗血症』 と 決定され たり。 同日、 西 
光寺に 於て 密葬 荼毘式 執行、 次で 二月 一日、 本山 增上 寺に 
て 本葬 儀 執行、 敎界 空前の 盛觀を 極めたり。 氏 遷化の 趣き 
天聽に達する.や、ー月册ー日、畏くも特 ^ を以って正六位 
に敍 せらる。 聖恩 海 嶽の 如し。 また 淨土宗 管長は 使 僧を 派 
して 特. に 大僧正を 追贈せ り。 榮光 、死して な ぼ斯の 如し。 
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哲學の 民衆化を 計り、 國譯 大藏經 、現代 意 譯怫敎 聖典、 國 
譯 一 切經の 發刊そ 監修し 濟美の 効を 收 む。 

◊社 會一 ©業 方面 

明治 四十 四 年の 五月 淨土宗 勞働共 濟會を 創立し、 勞働者 
宿泊所、 職業の 紹介 所、 簡易食堂 及授產 等の 各 事業を 經營 
して 勞働 者の 保護 改善 指導 敎 化に 貢 獻す 。更に 法律 人事の 
相談 部を 開きて 細民の 利便に 資し、 叉 深 川 商業 學 校を 勞働 
共 濟會內 に 設立して 商工 徒弟の 實務敎 育を 行 ひ、 且つ 實費 
診療所、 幼 兒晝間 保育 等の 諸事 業を 擴 張して 隣保 的 効果を 
收む 。從來 の 救貧 事業が 防 貧 的社會 事業に 轉化せ んとす る 
過渡期に 於け る 指導 機關 として、 明治 四十 五 年 五月 佛敎徒 
社會 事業 硏究會 を ft 立し 聯終 P 茶、 硏究、 指 導 等に 資す。 
感化、 救濟 、慈善事業 等の 內容を 表示せ るは 是を 以て 嚆矢 
となす。 左に 同師が 逝去の 節 現に 關係 せる 社會 事業 的團體 
名と 就任せ る 役員 名を 擧 げん。 

中央 社會 事業 協會 、淨 土宗勞 働共濟 會副會 長、 マ ハヤ 
ナ學園 監督、 四 恩 瓜 生會 評議員、 慈 光學園 顧問、 上宮敎 
會 理事、 少年 信愛 會名 譽會 長、 大阪四 恩學園 顧問、 怫敎 
少年 聯合 團團 長。 全日 本 私設 社會 事業 聯盟、 日本 禁酒 同' 
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盟 理事、 借地 借家 調停 委員、 交通 道德會 理事 等。 

大正 十四 年以 來社會 事業 關係 功勞者 或は 宗敎 團體 代表者 
としての 特別の 思 召に ょり、 觀櫻觀 菊 御會に 殆ど 每年御 召 
の 光榮に 浴し、 又 今上天皇 陛下 御卽 位の 大典に あたりて 
は、 忝くも 賜饗に 召され、 諸種の 業績 顯 著なる を嘉せ られ 
て勳六 等に 敍せら れ瑞寶 章を 賜 はれり。 

◊ 敎界 方面 

大正 四 年 秋、 東京 怫敎 護國團 理事たり。 淨土宗 に 於て は 
大正 九 年 東京 敎區 布敎團 長に 推され、 增上寺 顧問と なり ま 
た 椎尾辨 匡 博士と 並んで 敎監 となり 日曜 講演を 擔當 して 講 
莛年餘 に 渉れり。 中央 怫敎會 理事、 怫敎音 樂協會 理事、 怫 
敎 聯合 會 理事、 東京怫 敎俱樂 部 理事、 怫敎 研究所 所長、 東 
京 寺院 墓地 有終 會 顧問 等を 兼ね、 立案 計畫の 中核たり。 特 
に 神怫基 三敎の 連絡 提携を 圖り 日本 宗敎 懇話 會を 設け、 更 
に 之を 日本 宗敎 協 # の 組織に 進め 理事と して 久しく 盡瘁せ 
り。 大正 十五 年、 淨土宗 々政界は 未曾有の 混亂に 陷 り闔宗 
の 草 廬三顧 遂に 輿望 默し 難く、 同宗 執 綱に 就任せ り。 當 Bt 
氏が 拜辭の 感懷を 『獨 立亭 々存 本色、 莫將 山樹作 盆栽』 云 
々の 一詩に 賦し たるは、 敎界 好個の トピックたり。 


各方 面の 新聞 雜誌 等に 裼 載され たる 
もの X 中 主要なる ものを 段 錄 す。 


渡邊 君の 逝去を 悼む 


文學 博士 椎尾  辨 匡 (文) 
文學博士荻 |1 雲 來 ^^辭) 

君は 昭和 八 年 一月 廿 六日 逝去して 敎學兩 面に 甚大なる 衝動を 惹起した。 六十 ニ 
歲でも その 元氣 と學殖 とは 將來の 貢獻に 甚大なる 期待が 懸けられて 居た からで あ 
る。 今 本誌に 囘 顧の 一 篇を 草す る 箸であった が、 幸 ひ 君の 莫逆の 友 荻 原 君の 弔辭 
最も 詳な るを 以て 一切を 之に 讓 り、 唯一っ 宗敎 硏究の 態度に 就て 申 添へ たい。 

宗敎 研究に も 種々 の 態度 方法が あって 差 支ない が、 人類 學的 言語 學的 方法は 材 
料の 蒐集 や 文 獻の解 說を與 へる だけで 宗敎 そのものには 皮相 外廓に 觸る X だけで 
ある。 社 會學的 方法が 外的 關係價 値で、 心理 學的 方法が 多くは 低級なる 種々 相で 
あり、 哲學的 方法が 獨斷 なる 理念に 馳せ歷 史的 方法が 好事 的 掘 寄せに 傾く" 唯 文 
化 史的 方法に 最大なる 期待 ある も、 未だ 立派な ものは ない。 過去 研究者の 學績を 
輕んず るので はない が 宗敎 研究には 身 讀體驗 する 重大なる 方法が ある。 それは あ 
る 修行で あり 實踐で あると 云 ふが、 併し 禪の 硏究 が單に 坐禪 工夫に ありと する は 
門前に 躊躇す る もの、 念怫の 味識が 但稱多 念に ありと する は稱業 に 偏 注す る もの 
で、 未だ 禪念怫 の 宗乘に 達する もので ない。 況や 宗家の 語 錄念怫 の 法語を 羅陳糊 

諸家の 哀悼 文 


逸話 枋嵙 提俟者 丨丨 藤 井赫然 、高 野 梅 音、 
漆間德定、藤田蒗子、神谷吉五郎、高島 
米 峰、 鹿 野久恒 、中 山忠顯 、大河 內貫 靜、 
小 林 雨 峰、 三 瓶憲韋 、赤 尾 光雄、 稻葉誠 
一" 淺田 一、 其 他 諸氏。 

X 

初め！' 雷 狂史 、蝸 堂と も稱 された が、 其 
後の 「壺 月」 と 云ふ號 は、 敎學 本校 時代に 竹 
石 耕 善、 望月 信亨 、漆 間德定 などの 諸氏と 
共に 『壺』 の 字を 頭字に した 雅 號を附 ける こ 
とに なり、 抽籤の 結果は 先生は、 壺月 とな 
つた もので、 當 時の 公 會 ( 宗會) の 開 會に際 
し 何 か 制度 上の 問題に 就て、 本校 學生が 主 
となり 約 ニ 十 名 許りが 匿名で、 山 ロ 支 校で 
發 行され て ゐた 『轉法 輪』 紙上に ズ ラリと 論 
文を 揭げ 、これを 公會 議員へ 配布した が、 
その 匿名の 頭字には 殆んど 全部が 『壺』 の 
字を 冠して をつ たそぅで、 そのと きの 匿名 
の 雅號を 一貫して 用 ひられた のは、 先生の 
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法號を 無量 光 院明蓮 社諦譽 上人 善 阿 壺月海 旭 大和 尙と云 ふ。 文才 故白嶺 氏に 嫁して 西 光寺 現 住 赤 尾 光雄 氏を 生めり。 其 
氏に 二人の 令妹 あり 卽ち長 妹つ る 子 氏は 大正 大學 敎授大  他 撫育の 門下 ^ 々 の聲 名を 馳 する もの 多し。 遺 弟と して 小 
島泰信 氏に 嫁し ニ 男 一女 あり、 次 妹 かめ 子 氏は 稻門 出身の  石 源 覺寺現 住 三 好海昶 氏" 本 鄕潮泉 寺 靑柳貫 孝 氏 等 あり。 


$ 又 i 昭和 七 年 十二月 廿 七日、 流行 性感 
W 冒に て 住職 地 西 光寺に 臥康す 。越え 
» て 昭和 八 年 I 月 元旦、 病中を 强 いて 
よ 西 光寺 及 芝中學 校に 於け る 新春 拜賀 
り i 式を 主宰し 遂に 式場に 倒る。 歸寺 
本 後、 高熱 來 潮し 肺炎を 侵さる。 主 治 
1 好 醫長 谷川 基 博士の 努力に より 漸次 決 
ま 一方に 向 ひ I 月 十五 日頃に 至りて は 起 
r 一康、 自ら 食事を 喫する までの 元氣を 
1 1 囘復 せり。 爾後、 西 光寺に て 專ら療 
養に 手を 盡し 一 月 十七 日より 廿 三日までは 
體溫 殆んど 平熱に 近く、 食慾 また 常態に 變 
らざ るの 觀を呈 せる も、 廿 四日 夕刻、 俄か 
に發 熱し 高速度を 以 つて 上昇し、 馳せ つけ 
たる 長 谷川 主 治醫の 診斷は 肺炎の 再 發と發 
表され、 看護 療法、 蓠般 百方の 手を 盡した 
る も、 廿 五日 正午に 至る や 意識 全く 不明に 
陷 り、 午後 四時、 長 谷川 主 治醫は 病狀 の絕 
望を 吿げ 、午後 六 時、 特に 来診を 乞へ る 東 
京帝大醫學部の置鍋嘉1郞敎授も旣に危篤 
の狀 態な りと 斷定す 。かくて 刻々 の 容態 さ 
らに好 轉の徵 なく 暗雲の I 夜は 明けて 廿六 
日 午前 七 時 五十 分、 長 谷 主治醫 、『臨終』 を 
宣 し、 午前 正 八 時 遂に 遷化せ らる 。訃報は 
卽日ラ ヂオ及 新聞に よって 全 國に傳 はり、 


夕刻 旣に 弔問 者 ニ 千を 超へ 弔電 數 百を 算せ 
り。 遺骸は 翌廿 七日 午前 九 時 東京 帝 國大學 
醫學 部に て 三 田 村 篤四郞 博士 執刀 足 立 文 太 
郞 、長 與又郞 、小金 井 良 生、 眞鍋嘉 I 郞、 
林 春 雄、 河 合 直 次、 並に 主 治醫長 谷川 基 等 
の 諸氏 立會の 下に 解剖され、 其 結果、 

死後の 體重 五十 四、 六瓱 、腦皺 頗る 微 
細に て、 頭腦の 緻密なる を 見せ、 常人ょ 
り腦味 f 日 重く、 腹部の 腹 皮は 厚くて 約 I 
寸の 脂肪層 あり、 內臟器 管は 特別に 惡い 
箇所は 見當ら ず、 若年の 砌 肺結核を 患 ひ 
たりと 云 ふ も、 全然 その 症狀 なく 完全に 
治癒して 些の 異常 も 認めず、 脾臟が 常人 
の 倍大で 中から 特殊の 汁 出で、 左 肺が 背 
部に 密着し、 その 場所から 約 百 八十グ ラ 
ムの血 汁に 近い 水 溜れり、 卽ち 肺炎は 全 
快し、 病原は 「敗血症」 と 決定され たり。 
同日、 鈴 木 在 念、 藤 田 寬隨兩 氏、 正副 委 
員 長と なり、 荻 原雲來 氏、 導師の 下に 午後 
ニ 時 西 光寺に 於て 密_荼 毘式 執行、 畏くも 
東 伏 見 宮家ょり 御 献供及 御代 拜を 賜は る。 
式 中、 德富蘇 峰 氏の 追弔 談 、足 立 文太郞 、長 
谷川 基兩 氏の 遺骸 解剖の 經過 報告 等 あり、 
會葬 する 者 ニ 千餘 人、 弔電 六百餘 通、 献供 
の 花輪檫 等 五十 餘に 及べり、 午後 三時 半 式 


を 終は り、 桐ヶ谷 火葬場に て荼 毘に附 し" 
遺骨は 本葬 迄の 五日 間 西 光寺 本堂に 安置し 
て 近親、 知友 門下 等に ょり 連夜 誦經 念佛の 
勤行に 護ら れた り。 

二月 一日、 葬儀 委員長 高 楠 順次 郞 、副 委 
員 長 荻 原雲來 、委員 望月 信亨、 椎尾辨 匡、 
鈴 木 在 念、 矢吹慶 輝、 大 村桂巖 、常 盤大定 
下村壽 I、 安藤 正 純、 高 島 米 峰、 副 島 八十 
六、 玉 置 金 八、 杉 村楚人 冠、 境 野 黃洋の 諸 
氏を 擧げ 、芝增 上寺大 殿に 於て 本葬 儀を 執 
行す。 同日 正午、 長蛇の 車輪を 連ねて 靈柩 
車 まづ西 光寺 出棺、 肅 々豫定 の 順路 行進、 
途中 芝中學 校に 立 寄り、 職員 生徒の 燒香禮 
拜を 受け、 午後 一時 增上寺 着、 午後 正 ニ 時 
法鼓梵 音を 縫 ふて 增上寺 法主 大僧正 道 重 信 
敎 氏、 衆 僧を 率 ひて 昇殿 親しく 下炬 し、 佛 
敎 聖歌隊の 追弔 合奏 等 あり、 會葬 者は 內外 
朝野 各方 面の 人士を 網羅して 八 千と 註せ ら 
れ 弔電 八 百花 輪榴百 基弔辭 五十八に 上れり 
式 後、 遺骨を 西 光寺 歷代 墓所に 埋葬す。 尙 
三月 八日、 關係 各方 面 團體聯 合の 下に 增上 
寺に 於て 大 追弔 會を 催し、 眞 宗木邊 派 管長 
男爵 木 邊孝慈 氏、 文學 博士 高 楠 順次 郞 氏、 
代議士 安藤 正 純 氏 等の 追悼 講演 あり、 また 
同日 景光 殿に 於て 遺墨の 展觀 をな せり。 


の 固陋を 慨き 奮然 新 佛敎徒 同志 會を紙 織し、 盛に 怫敎の 自由 討究 批判を 高唱 し、 
機關雜 誌新怫 敎を發 行せ り。 明治 三十 ニ 年 小生の 外遊す る や 小生の 少しく 和譯し 
たる 大史 (英譯 ) の 續譯を 完了 せらる。 半年の 後獨 逸に 留學を 命ぜられ 爾後 六 年 
間 共に ロィマン 先生に 師事し 梵語 巴 利 語を 學修し 傍 はら 宗敎學 、哲學 を 修め、 時 
々新 佛敎に 研究論文を 寄 送 せらる。 密敎發 達 論、 孔雀 王經の 研究、 毘沙門天 王經 
の 研究の 如き 何れも 該博なる 知識、 精細なる 討究 犀利なる 見解、 人を して 驚異の 
眼を 睜 らしむ。 原典の 研究と しては 普賢 行 願讃諸 本の 比較 硏究 あり 獨逸譯 を附し 
て 刊行せ らる 。又た 駿足 王の 研究 等の 諸篇は 巴 利 本文 協會雜 誌に 發表せ られた 
り。 又翻譯 名義 大 集の 原本 全部を 寫了 せる が 如き 學界の 慶事と 言は ざる 可らず。 
或は ヘルンレ 教授の 東洋 古文書の 解釋に 力を 假 し、 ヮレ ー ザ ー 敎授が 中 論の 獨譯 
を 作る に 際し 其漢 譯を擔 當解說 せる が 如き、 又は パ ー ゼ ルの 萬國宗 敎學會 に廣長 
舌， を 揮へ るが 如き、 學界 への 貢獻頗 る 偉大なる もの あり。 され ど是の 如き 學的方 
面は 未だ 君が 本領を 發揮 せる ものに 非ず、 曾て & ィマン 敎授が 得意 然として 小生 
の 言語 學 上の 一 論文を 提示して 門下生 等に 紀念の 署名を 求められし に、 君は、 「吾 
人の 天職 豈に是 の 如き 區々 たる 小事 業な らん や」 と 記し 大笑せられ しが 如き 實に 
君の 抱負の 偉大な りしを 伺 ふに 足る。 又 君は 旅行を 好み 暇 ある 時は 歐洲 各地を 巡 
遊し 風物を 賞玩す るの みならず、 基督 敎徒布 敎の實 際を 調査し、 宗敎的 視察を 怠 
らざ りき。 

君が 本領は 實に 敎界に 於け る 活動に あり、 在 獨十年 歸朝後 幾何も無くして 芝 中 
學 校長と なり 今日に 至る。 敬虔の 信念を 培養し、 堅 實の思 想を 扶殖 し、 華に 流れ 


先生が 獨 逸へ 留學 される 時は 素晴らしい 
入 氣で 、送別 會が 十五 囘も 開かれい まの 宗 
務所樓 上での 淨土宗 の 送別 會 には 宗門 各方 
固の 代表 僧侶 達が 百 五十 名 も 參會し 會費寄 
附の剩 餘金壹 百圓を 餞別に 贈呈した ほどの 
盛會 で、 埼 玉の 松原 英治 氏と 云 ふ 先生とは 
I 面識 もない 信者 や、 ドクトル 井上 豐太郞 
氏 等 も 出席し、 僧俗の 區別が ハッ キリし 過 
ぎて ゐた當 時としては、 右二 氏の 出席は ス 
ッカ リ珍 らし がられた とのこと で、 その 時 
の敎報 誌上で 春風 生と 云 ふ 人が 『なんと 凄 
まじい 人氣ぢ やない か、 勿論、 仲々 の 才物 
であった 爲も あらぅ が、 自分の 視る 所では 
至誠と 親切 これが アノ 男の 本領で あったら 
しい、 だから 人は 何んでも 正直が 肝心 じ や 
わい』 と 評して ゐ る。 尙、 橫濱乘 船のと き 
は紋附 羽織袴で 出かけられた そぅで ある。 

X 

先生が 在獨 中は、 大のビ ー ル 黨で餘 暇に 
は 必ず 陶然の 氣を 、これで 養 はれたら しい、 
彼の ワッ ポー師 など も、 t. 佛 敎硏究 者は 來 
れ』 と 云 ふ 新聞 廣吿 をみ て 訪ねて みると、 
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塗す る ものが 宗教 研究と しての 本質に 遠き は 云 ふまで もない。 禪が 如何に 業 事 精 
進と なる か、 念佛が 如何に 平常 人生と なる かが 大切で ある。 渡邊 君には 顯 密相關 
や古梵 文な どの 獨特 壇場 あるが、 殊に 普賢 行 願の 硏究 として 發表さ れたる 學績ょ 
りは その 全 生の 業 功は 大 菩薩 行で、 菩薩 行 願の 大 進歩で ないか。 行く 處、 賴まれ 
ること、誠實認賛し、見る處、學ぶ處、眞を求め法を擇び、寬宏ょく異宗異敎を 
包容し 協力し 超異の 大道を 開く もの、 眞に佛 子たり 菩薩た る もの、 又 誠に 宗敎の 
硏究 者と 云 ふべき である。 その 發 表された る 論文 以外に 君の 人格 生涯を 菩薩の 發 
現と して 倣學 し、 その 身 證體讀 の 硏究法 こそ 眞の 研究と すべき ものと 考 ふる 次第 
である。 

弔 辭 

君少 くして 博 文 館の 小店 員と なり 幾何も無くして 深 川 西 光寺 海定 上人に 就て 薙 
髮 得度せられ 明治 十九 年 淨土宗 東京 支 校に 人學 せらる、 君 時に 十六 歲是れ 小生が 
君を 識る 初めな りき。 擧措 極めて 活潑 敏捷 遙に 群を 拔 く、 越て 二十 一年 淨土 宗學 
本校に 入學 、豫利 五 年 本科 ニ 年、 芝ょり 小石 川に 轉じ "机を 並べて 勉學 す。 君が 
性質 磊落 不覊 小事に 屑々 たらず、 圓轉滑 達の 才は 夙く 己に 文 軍 中に 顯はれ 、着想 
の 妙、 語句の 美は 時の 先生 恕軒 翁を して 嘆賞 措か ざら しめたり、 自ら 呵雷 狂史と 
稱し 、後に 壺月 と號 す、 後年 詩を 作り 文藻 更に 爛熟の 域に 達し 思潮 一た び 至れば 
千 言 立ろ に 成る。 故 宰相 原 敬 翁の 弔辭の 如き、 人 天下の 名文と 稱す 。是 すら 一夜 
の 思索に て 成れり と 君 自の言 ふ 所な り。 

明治 ニ 十四、 五 年の 頃 高 島 米 峰、 境 野黃洋 、田 中 治 六、 平 子鐸嶺 等と 舊怫敎 徒 


みで あると 云 はれて ゐ る。 

X 

淨 土宗學 本校 時代には 先生の 學友 間には 
r シッ ベ」 を 賭ける トランプが 流行し、 先 
に 物故した 安西 覺順師 などは、 よく 先生を 
ヤッ っけた 方で 『渡邊 の 奴、 元は 丁稚で 車 
引きな どやった もんだ から、 手の平が 堅く 
て、 「シッ ベ」 を くれる ときには、 割が 惡か 
つたよ』 と コボして ゐた と。 

X 

先生が 宗學 本校 正 科 卒業の 時の 席次は ニ 
番でぁった、1番は望月信亨博士、三番は 
荻 原雲來 博士で ぁる、 高等 專門 科へ 進んで 
からは、 I 年の 時に 先生が 三畨 で、 荻 原 博 
士が 二番に なり、 卒業のと きは やはり 先生 
が 二番、 荻 原 博士が 三番に なって ゐ る、 望 
月 博士は 終始 I 番 になって ゐて正 科 卒業の 
時は 同 博士が 生徒. 總 代で 答 辭を讀 み、 高等 
科 卒業の 時は 先生が 學生總 代で 答 ^ を讀ん 
でゐ る。 尤も 年齡 でば 先生は 兩博士 より 三 
ッ 年下でぁった。 

X 


旣に是 の 如し況 んや內 地 人に 於て を や、 君は 獨身 生活を 續 け、 食客 恒に十 人を 下 
らず 、.愛撫す る こと 實子の 如し、 門生咸 な德 に懷 く、 宜な るかな 君が 瞑目の 日 交 
友、 書生、 僕、 婢 、一門の 住者歙 欷流涕 慟哭して 止ま ざり しこと。 

君が 在 獨中有 時 解剖 學の 泰斗 足 立 文太郞 博士に 約して 日く 「僕 先に 死せば 五體 
を 解剖して 君が 研究の 資料と せょ、 君 先に 死な ば 吾れ 引導を 行 はん」 と、 而 して 
今や 君 不幸に して 先に 逝き、 幸に して 醫學界 に貢獻 せらる、 死して 尙ほ 世を 益す 
る ことを 忘れず、 これ 磊落 豪放の 性を 间ふに 足る。 


リン テン 


更に君が生活のー面を見れば、有時は零丁樹下微醺 11 _高歌放吟して莶公に誡 
しめられ、 或は 橙 園に 散策して 麥 酒の 滿を 引きて 歌樂に 鬱を散じた るが 如き、 歸 
朝 以後 尙 ほ將棋 、洋棋 、牌戲 、麻雀 敢て辭 せざる が 如き 洵に 英雄 胸中 閑日月 ある 
を 證 す。 

更に 又 君が 一生を 通じて 最も 顯 著なる 美德は 「功を 他に 讓 る」 と 云 ふこと にあ 
り、 隱密に 立案し、 交渉し、 助言し、 畫 策し、 指揮し、 敢て 自ら 表面に 出で ず、 
而 して 成功の 曉には 自ら 關與 せざる 者の 如くす。 是れ實 に 君が 性格の 最も 偉大な 
る 所と す、 故に 不言の 間に 君に 信服せ る 者 甚だ 多し。 これ 全く 菩薩の 大 行と 言 ふ 
べし。 

小生 君と 相識る こと 四十 七 年、 同情の 深き、. 友誼の 濃なる 唯 だ 敬服の 一 あるの 
み、 最近 君が 病に 臥す や 小生 亦 病院に 在り、 一杯の 氷果 、一 椀の 菜羹 、頭って 一 
一 病院に 持參せ しめられ、 自身 病蓐に 苦む を 顧みず、 小生の 病狀を 憂 ひ、 安否を 
訊ねら る。 而して 今や 憂 へられた る 者 恢復し、 憂へ たる 者 逝く、 痛恨 何ぞ 勝ん。 


のと 姉 崎 博士と も 相談の 上、 獨逸 時代の ど 
んな 論文で もよ、 力ら 提出す る やうに そう 
すれば すぐ 得られる、 と 頻りに 勸めた が ど 
うしても 書 力な、。 そこへ 舊學位 令に よる 
最後の 敎授會 推薦 會が行 はれた 投票の 結果 
I 票 違 ひ， で榮冠 は 常 盤 井 氏 (眞宗 高 田 派 法 
主 男爵〕 に 落ちた。 もし 本人に 少しで もな 
りたい 意志の 表示が あつたら 誰か それによ 
つて 運動で もしたら 立派に 當 選した わけ、 
出席者 I 同 此の 結果を 見て I 樣に殘 念が つ 
た。 次は 貴族院 議員 だ、 その 恩命に 接する 
の も 近し と 云 はれて ゐた ので、 德富蘇 峰 氏 
など も その 推薦者の I 人で、 非常に 殘念が 
つて ゐた。 

X 

先生の 禁欲 生活は、 まつた く 驚異と され 
てゐ る、 何しろ 菜食 嫌 ひで、 殊に 果物な ど 
殆んど 手に 觸れず 、肉類が 大好きで、 普通 
禁欲 生活 者の 型を 破って をり 乍ら 然も 巨然 
たる 髖格 をして をら れたが 、これは 先生の 
偉大な 精神 生活の I 面を 語る もので、 晩年 
一一 沙門と しての 生活の 完成』 と 云 ふ 事を 自身 
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六 ニー 


ず、 怯に 墮せず 、輩出せ る 健 兒其數 幾千、 遙に 公立 中學を 凌ぎ 芝 中の 名聲隆 々た 
る もの あり。 同時に 大正 大學 、東洋 大學に 印度 宗敎史 を 講じ、 門弟の 私淑す る も 
の 甚だ 多し。 

更に 又た 選ばれて 布敎團 長と なり、 囘謀畫 策 頗る 肯綮に 當り 、或は 每朝增 上 寺 
に 勝鬉經 、三部 經 等を 講じ 青年 男女 欽 仰の 的と なる。 其 他 感化 救濟 等の 社會 事業 
に 至りて は師の 指導 援助せ し 所枚擧 に遑 なし、 昭和 三年 君が 此方 面の 功績 遂に 天 
聽に 達し 勳六 等に 叙せられ 瑞竇 章を 賜は るに 至れり。 

君が 經營の 才幹は 天授なる もの あり、 六 年間 淨土宗 執 綱と して 宗 政の 樞 機を 握 
り、 諸般の 施設 宜を 得、 今日の 宗 運を 来し、 同時に 各種 團體の 或は 理事、 或は 協 
議員、 或は 評議員に 擧られ 君の 參與 せし 所の もの X 數 莫大なる もの あり、 大正 年 
間 高 楠 博士と 共に 新 脩 大正 大藏經 の發刊 を企圖 する や、 博士と 俱 に都監 として 其 
中堅に 立ち、 特に 財政 方面に 於て は 君の 助力を 須ずん ば 企圖 全く 畫 餅に 屬せ しな 
り、 其 效績や 偉大な りと 言 ふべ し。 

君の 性格は 威 ありて 猛 からず" 特に 同情と 俠氣 とに 於て は 稀に 見る 偉人な りき。 
在獨中 本邦 留學 生の 困 乏を憐 み 率先して 學費 調達の 途を 講じ 或は 歸國の 旅費を 與 
へたり、 歸朝 後は 益々 其 本性を 發揮し 朝野の 志士 名士 來往漸 く繁 く、 獨 逸の 長老 
比丘に して 巴 利 有 數の學 匠 二 ャ ー ナチ ロ ーカ其弟子、ヮッポーの如き歐讲大戰の時 
錫崙の 地より 追は る \ や 直に 君の 許に 赴む き、 H ル ゼ 、ブッフホルツの 如きは 君 
に 私淑して 君の 入室の 弟子た らんこと を 乞 ひたる が 如き、 印度の 志士 亡命 客を 犒 
ひ 勵 まし、 叉は 漢 、滿 、韓の 耆宿學 匠に して 君の 門を 敲 くもの 少なからず、 外人 


それが バ ー での飮 み 仲間の I 人で ある 渡邊 
さんで あり、 『なんだ、 君 か！』 と 奇遇？ を 
悦んだ なぞと 云 ふ 話 も あろ、 歸朝 後は 感ず 
る處 あつて、 斷然 ヤメら れた もので、 その 
頃の 萬 朝 報には、 その 記事が 物 珍ら く揭載 
されて ゐ る。 

X 

先生の 母上は、 獨 逸留學 中に 死去され た 
が 『僕には モ ー 母がない 、朝来の 仕事で 大 
分 疲れた、 母が 夢に 來て吳 れれば 、一層に 
甘い 眠りになる が …… 』 と述懷 された ハガ 
キ等が あり、 なに かの # 合のと きに 先生 I 
っ餘 興で も …. と 云 はれて け ふは 母の 命日 
だから 勘辨 して くれ！』 と斷 はつた ことな 
ども ある。 

X 

先生は 渡 獨後八 年 目に ドクトル® フィ ロ 
ソ フィ I の榮位 を 與 へられた が、 當 時の 高 
島 米 峰 氏の 私信には 『實に 愚かな 譯だ が、 か 
れこれ 云 ふ 程の 事 もない から、 そのままに 
してを いた』 と 云って をら れた 位で、 歸朝 
後 高 楠 博士な ど 是非 博士 號を得 させたい も 


が 論文を 發 表される 度每 に、 自分は 夫を 拜見 もし 切拔 して 保存し 何 かにっ けて は 
それを 參考 させて 頂いた、 自分と しても また 書いた もの \ 中には 先生の 說を拜 借 
した もの も實 際に ある。 先生が 獨逸 から 皈られ てから 始めて 先生に お 目に か X り 
直接に 話を きかして 頂いた。 いっも 先生の 所へ 行く と、 西 光寺の 書齋で お 目に か 
、ると、 さぅ した 當時 、先生は 「淨 土敎 報」 主筆を 兼ねられ、 週刊 新聞の 編輯を 
やって 居られ、 先生の 書齋 には 夫 等の 原稿が 狼藉して ゐる ことと 同時に 縮！！ 藏經 
と、 その外 洋書 類 (佛 敎關 係) が 開かれて あった。 その 頃、 自分と しては 怫敎美 
術の 方面の 研究を 始めて 居った。 先生は 梵語 印度 哲學 等を 專攻 して 居られ •趣味 
として 怫敎の 神話 關係 並に 美術 關 係の 資料 等 も 可成り 集めて 居られた、 お 目に か 
、るた びに そぅい ふ 書物を 見せて 頂き 尙拜借 させて 頂いた こと も屢 々あった。 自 
分が 「怫敎 の 美術 及 歴史」 を 出版した とき その 揷畫 等に っいては 大分 先生の 指導 
を 仰ぎ 且っ 材料を 使用 させて 頂いた のであった。 その後 大正 4- 一年に なって 高 楠 
先生と 御 一所に 大藏經 の 出版を 始めら るゝ こと \ なつてから は 先生と 自分との 關 
係は 特に 密接と なった。 此の 大藏經 の 出版に っいては その 校合の 大體 方針と して 
先生は 芝 閱藏亭 に 於け る增上 寺の 三 大藏の 校刊に っいて 監修して 下される ことに 
なり、 高 楠 先生は 聖護藏 宮內省 圖書寮 其 他 全般の 監修を して 下さる 順序で 刊行 遂 
行され る こと ゝ なった。 兩 先生の 熱心な 御 監督に ょり 昨 夏 此の 事業が 芽出度 完結 
する ことと なつた。 其 間 自分と して 編輯の 末席を汚して 居た ため 絕ぇず 先生の 聲 
咳に 接し 其 事業に 携はる ことを 得た。  . 

一水 四 見と いふが、 夫々 人に より 先生に 對 する 考へも 違 ふが、 私の 目に 映 じた 先 


ものではあるがその哪辯に1種云ふべから 
ざる 魅力が あつて、 どこか 人を 引きつけ る 
力の あつた こと も 有名で ある。 然し、 一度、 
經文 讀誦や 英獨 語な どを 話す 時は 生れ 代っ 
たやぅ に スラ^-とやつ ての ける、 先生の 
學生 時代に 敎へた I 高の 菅敎授 などは、 『渡 
邊君 は、 獨逸 語が 素晴らしく 出來た 』 と 云 
って ゐた 。嘗て 獨逸 から 新歸 朝の 當時 ある 
講演の 壇上に 立った が、 その 話の 筋が さっ 
ばり 判らない ので、 みるに 見 かねた 荻 原 博 
士が 立つ て 通 辯の 勞を とつた こと も ある。 

x 

先生は 活動 好きだけ に自坊 にゐて もい っ 
も あちこち 步いて 許り ゐ る。 談話 中に も絕 
えず 部屋を 出たり 入っ たり、 二三 人で 何 か 
話しで もして ゐ ると 「ヱ 何、 何？」 とやつ 
て 来られる。 日本 硏究 家と して 有名な 米國 
のメ ー ソン 氏の 學士會 館に 於け る 慰 勞晚餐 
會の 時な ども 『椅子に 腰かけて ゐ るよりも 
何 か 仕事を して ゐる 方が よろしい』 と 云つ 
て、 受付の 手 傅に I 生 懸命に 働かれ、 みん 
なを 恐縮 さした もの だ。 


諸家の 哀悼 文 
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君の 經歷と 性格の 一端を 錄 して 謹んで 英靈を 吊 ふ。  (宗敎 研究〕 

現代 佛敎 學界に 於け る 輝 やく 脚 跡 

文學 博士 小 野 玄妙 

先生の 人格の 圓滿 でぁり、 學 問の 造詣 深く、 實 際に 多岐 方面に 向って 活躍され 
たこと に 就て は 今更 改めて 言 ふまで もな きこと 乍ら" 斯る ときに 先生と 自分との 
關係 などに 就て 述べる の も 甚だ 心苦しい が、 古い 事に 遡って 話せば、 自分と しては 
直接に 先生の 御講羲 を聽く 機會が なかった。 それは 先生が 獨 逸へ 立たれた 年に 自 
分が 第一 敎 校に 入った ので その後 卜 年 以上 獨逸に 居られた から 其 間 お 目に か、 る 
ことは 出來 なかっ た。 所が、 どぅい ふ因緣 か當時 まだ 敎 校を 經て 高等 學院に 入っ 
たばかりの 自分に 對 して遙 かに 獨逸 から、 自分の 非常に 粗末な 書いた ものに 對し 
て 特に 二三 囘に亘 って 論文な どを 書かれ それには 色々 な 自分の 書いた ものに 對す 
る 有益な 注意を して 下さっ たり、 叉 指導して 頂いた ので ぁつた、 勿論 その 問 お 目 
にか、 る ことは なく 直接に 伺 ふことは なかつ たわけ だが、 然し 私 自分と して 其學 
生 時代に 興味を 以 って 讀んで 居った、 その 時分 一— 印象の 深い ものは 先生が 雜誌 
怫 敎に發 表された 諸 論文 > ラ マ敎に 關 係した もの、 或は ラ ー マヤ ナに關 した 硏究 
論文 も あった。 S 分が 其 時分に 佛敎の 硏究に 興味を 持つ に 至った に 就て は 先生の 
書かれた ものに 啓 發 される ことが 非常に 深い ものが あつた。 その後 先生は 獨 逸に 
居られて、 新怫敎 、東洋 哲學、 宗敎界 等に 澤 山な 有益な 論文を 載せられた。 先生 


六 一四 

に 向っ て頻 きりに . M . 誠し、 克已 修養の 念は 
寸刻 も 離さな かつた。 

X 

先生の 世話好きは 有名な もの だが、 獨逸 
時代は 大體 の留學 生は 先生の 世話になった 
もので、 今日 六十歲 前後の 有名な 學 者には 
學の 如何に 拘らず 親交の ある 人が 非常に 多 
い。 死後 先生の 解剖を した 足立搏 士な ども 
その I 人。 

X 

當 時は オ ー ル パックの 大のハ ィカ ラで、 
そのハィカラ和尙が歸淨したと云ふので姑 
崎 博士が 二三の 友人と 或る日 西 光寺を 訪れ 
ると折柄法要中暫く待つてゐると33てき 
たのが 頭を っる^^に 刺った 法服 姿の 海 旭 
和尙で 之には さすがに 驚いた と。 

X 

先生は 常に 語って 云 ふには r 女房を 貰っ 
て 貧乏す る 位なら その 金で 學 生の 世話を し 
たい』 と 云って 居り 且っ 之を 實 行して ゐた。 

X 

先生の 咄辯 は敎界 名物の I っに 數ふべ き 


一番 淺念に 思 ふ。 先生の 御發 表に なった 論文と しては 明治 三十 年頃から 大正 初年 
に亘 って 一番多い、 先生は 論文を 書かれる のに 自分の ほんとうの 研究の 範圍に 然 
も 何等か 新ら しい 發見が なくて は 決して 筆を とられぬ 從 って 御發 表の 論文は 一つ 
一っ 何もの かを 敎 へられて 届る (一っ一っが 金玉の 論文で 駄 論文は 一っ もない)。 
兎に かく 不朽の 硏究 論文の みで ある。 先生の _ まった 書物と して 發 表された のは 
「歐 米の 怫敎」 •丈で ある、 歐 米の 怫敎が いかに 斯 方面に 於け る 名著で ある ことは 
世間の 識者が 賞讃 すると ころ。 その後 最近に 餘り 研究論文を 發表さ れてゐ ない、 
然し 先生が 所謂 書 齋人 として 一日 も 研究を 捨てられぬ 證據は 震災 後 忽ち 震災で 亡 
くされた ものを 再度 御 買 集めに なった ことで も 分る。 他の 人々 は 如何に 見ら る X 
か 知らぬ が 先生を 學問 以外の みに 見られる が、 然し 私の お 會ひ した 先生は いっも 
書 齋人 として 藏經や 原典 やらを 見てゐ られ たことは、 最近 も 二十 年 前 も 少しも 變 
らない 。先生が 御 存命であった としたら、 益々 學問 以外の 方面で お働きに なった 
こと も 多かった であらう と 思 ふが、 先生と して かねての 宿願 「孔雀 王經の 研究」 の 
出版と か、 全 學界の 待望せ る、 「歐 米の 怫敎」 の 補 行と かは 必ずな さった であらう 
と 思 ふ。 何かと 過去 現在 及將 來を考 へて 萬感 胸に せまり 痛惜の 至りに 堪ぇない。 

(敎學 週報〕 

人間 ばなれの した 自然 兒 

文學 博士 姉 崎 正 治 

籬 

壺月海 旭 君が 危篤 だとの 報に 接した のは 一月 二十 五日 深更、 次の 朝は 旣に 亡き 
諸家の 哀悼 文 


免を 蒙って、 果物は I 切手に も 觸れぬ 、晚 
年 メロンを 少しく 口にした 位。 大好物は 支 
那 料理で、 宴席では いっも 「こいっは うまい 
<」 と 箸を とりながら、 說明 役に 當 る。 
氷砂糖を 入れた ラオ チュゥを なめながら、 
之は 酒ぢや ない ょと 斷る所 も 面白い。 

敗血症の 遠因は 果物 野菜 嫌 ひの せぃだら 
うと 專らの 評判。 「先生は おそ ばが 好きで 
す」 と 西 光寺の 書生さん が 云 ふた 事の ある 
のを 聞いた。 先生の 日く 「そばなん か 好き 
な もんか、 歸 ったって めしの 仕度を する 者 
もな し、 仕方なし にいつ も そばで 我慢す る 
の だ」 と 云 ふ 位で、 遠慮深く 思 ひ 遣りが あっ 
て 街頭の 新聞 賣子や 占賣 等の コドモ 達には 
ょく 五錢十 錢と惠 まれて ゐ た。 特に 妹 思 ひ 
で 旅先からは、 いっも お便りを 缺か さず、 
ロク セの 樣に それを 云 ふて 居られた。 

X 

娛樂 としては 昔は 碁、 將棋 など 相當 やら 
れたや うだが、 此の 三 四 年は 麻雀を 可な り 
やられた。 宗務 所を やめられてから の怫敎 
俱樂 部では 毎日 I 風戰 やらない と氣が 濟ま 

六 一七 
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生は 決して 所謂 宗政 とか 事業と かいふ やうな 方面の 人で なくして 徹頭徹尾 學窓の 
人であった と考 へられる、 夫は 私が 先生に お 目に か \ る のが 主に 書齋で あったと 
いふ 關係 かも 知れぬ が 然し どれ 丈 先生が 學問に 親しまれて ゐた か、 獨逸 時代の 勉 
强が 惜しい 事に 震災で 燒 けて 了った が、 先生の 所持され た 縮藏の 汚れ 加減に ょっ I 
て も 判り 先生の 所有され た 手垢 だらけの 藏經は 全體に ょごれて、 いかに 先方で 使 
はれたか分る。その使ひ方にっいては例のロィマン博士等を助けて梵本の証訂を 
なされた 爲め であらう。 我國の 學界で 梵語の 泰斗と して 高 楠、 荻 原、 綱 先生と 共に 
先生の 行績 にっいて は 誰知らぬ 人 もない が 自ら 諸 先生の 得意と する 所が 違って ゐ 
る、 例へ ば 高 楠 先生は ベ ー ダ、 優 波 尼沙土 印度の 古典 文學 、荻 原 先生は 俱舍 其他佛 
敎獨特 の 梵語に っいて 蘊奥を 極む。 が 先生は 夫 等 諸 先生の 畠 以外と も 云たい 又 言 
葉を かえて 云へ ば兩 者の 中間を 行っ たやうな 印度 文學 としては ラ ー マ ヤナ、 マ ハ 
バラ タ殊に ブラ ー ナ 方面に 注がれ、 佛敎 としては 勿論 華厳の 方面 もやら れ 、以外 
に密敎 特に 儀軌の 研究に 非常に 興味を 持たれて ゐた 、特に 孔雀 王經の 研究に 心血 
を 注がれて 居られ 震災 前に 夫 等の 硏 究理 趣 經の 硏究も 合せて 原稿 も 出来 出版す る 
とい ふ 話 も 出て ゐた 。同じ 怫敎の 研究 中で も 孔雀 王經 の硏究 とい ふこと などは 顯 
密 一一 敎と 並びに 婆羅門 敎 方面への 關係も 密接で 十分に 怫敎經 典に 對 する 知識が、 

叉 原語の 方面から 云っても 印度 文學の 方面から 言っても 各方 面の 豐富 なる 知識が 
なくて は 出来ない 最も 重要性を 帶びた 所で、 先生でなくて は 出來 ない もので あり 
その 研究が 出来て ゐ たのが つい 發 表を 見なかった、 若し 夫が 旣に發 表されて 居た 
なら 我々 後 學の爲 に 稗 益す る 所 あつたと 思 ふ。 突然の 訃音に 接し 自分と して 夫が 
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X 


或る 女 連が 先生の 寺で I 所に 會食 をした 
時の 話し、 「先生は 御飯 中に 便所へ 行ったり 
庭へ 出たり した」 と 面白さぅ に 話して ゐた 
が、 元来 先生の 食事は かっこみ 主義で 非常 
に 早い、 相手の っき 合を する ために 途中で 
息ぬ きを やる ので、 此の 邊に天 眞嫣漫 なお 
っき 合 ひ 振りが 見え 全く ほ \ えまし い。 面 
白い 話し だと 心から 笑 ふ。 あの 年輩の、 あ 
れ 程の 人で、 その 笑 ふ 姿は 全く 子供の それ 
とそつ くりだ。 メ ー ソン 氏 か ら帝國 ホテル 
の クリスマスの 夜會に 招待され たと きな ど 
最 先に 食卓に 飾られた、 色々 のォモ チヤを 
手に して、 紙 帽子を 冠たり、 風船 玉を あげ 
たり、 ハモ ニ 力を 鳴らしたり まるで 幼稚園 
の コドモ の やぅに なつて 打 興ぜられた と。 

X 

先生の 嫌 ひな ものは、 貧弱な もの、 くど 
しい こと、 愚痴つ ぼい こと 。好きな も 
のは 從って 此の 反對 で、 威儀 堂々 たる 法要 
が 好きだった。 

食べ物では 肉類 蓠能だ 、野菜は 大 てい 御 


得ぬ かも 知れぬ。 但し" それは 外面 事 功の 上から 見ての 事で、 恐らく 壺月君 自身 一 
の 心では 一貫した ものが あったと 思 はれる。 その 一貫は 何かと 云へ ば 人情味で あ 
る。 一面、 起越脫 俗、 如何にも 人間 ばなれの した 自然 兒 叉は 詩人 肌で、 而かも そ 
の 詩魂に も學識 にも、 叉 活動に も 事業に も、 壺月君 ほど 人情味の 豐な 人は 珍しい。 
その點 で增上 寺の 行誡師 をし のばしめ る ものが あり、 少年 時に 於け る その 感化に 
も 負 ふ 所は あった であらぅ が、 根本に 於て は 生れっきの 性格、 っまり その 人格で 
あつたと 思は れ る。 

學者 として 壺月 君の 研究は 梵漢の 古典で あり、 ストラス 在學十 年は 多く その 方 
に沒 頭した 譯で ある" 然し 如何なる 古典 も壺月 君の 手に ふれて は 單に 古典で なく 
字句 文書の 研究の 中に も 人情味の 光が さし、 溫味が 加は る。 普賢 行 禮讃は 卽ち怫 
徒行 願の 光と 熱と を 示し、 一角仙人の 物語を 典籍の 間に 探つ ては、 そこに 仙と 人 
との 交涉が 見える。 或 時 (一九 〇 一 年} の 書信に 日く、 

此間 シャクンタラを 初め 候 鉤章鍊 句に 頭を 痛む る 事 少なから ね ども、 又 情趣 津 
々として 捨て 難き 味 も 有 之 候。 

君の 古典 硏究に 於け る 心 持は、 っまり 此に あったので、 古書を 比べ 章句を 尋ね 
っっ、 その 間 常に 人情の 微妙な 階 調が 心に 響いて 來 たので ある。， されば、 その 心 
が 交友に 對 しては 友情と なり、 社會 に對 しては 熱情と なり、 三寶 に對 しては 虔信 
となつ て 動いた ので あらう。 其 等の 點を 一々 玆に 物語る 要 もなから うが、 學 者と 
して 惜む べき 壺月 君を 失った のは、 又 深味と 溫 味の ある 希有の 人間 者を 失つ たの 
で、 追慕 盡き ない。 記したい 事は 澤山 あるが 終に 一つ、 それは ストラスで 別れて 
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此の 部で、 三輪 君述懷 して 日く、 「全く 毎朝 
野. っ 原に 寢てゐ る やぅな 氣が したょ」 

X 

先生は 犬て い 三 四時 間し か 眠らず 朝の 內 
短時間 書見 やら、 執筆 やらを して 居られた 
らしい、 そして 七 時には 寺を 出られる。 自 
宅で 會ふ 人は 必ず 七 時 迄に 行かねば ならぬ 
と 云 ふので、 全くの 大 骨折り。 藤 田 浪子氏 
(現 芝 中 校長 夫人) が、 在阪 時代に 先生が 泊 
まられ、 お 目の 醒めぬ 中に と 思って 朝の 四 
時 頃に ソッ トニ 階へ 火鉢を 持って行 くと、 
モ I 机に 向って 111 四 枚の 原稿を 書いて ゐら 
れたと 云 ふ 位で 朝 早い の だけは 晩年 迄 同じ 
であった。 

X 

先生が 靑 少年の 訓育に 如何に 心を 碎かれ 
たと 云 ふことは 芝 中に 於け る 先生の 態度に 
ょって 窺 はれる、 先生は 決して 生徒を 叱責 
しないが、 亂 暴な 生徒の 仕業な どに 對 して 
は、 あの 大きな 眼で、 ぢつ とその 顏を 見つ 
める、 いっか 三 四 年の 先生の 修身の 時間 
に、 生徒 等が 雀の さ えづり の 儀に ガヤ < 


Jf 


九 
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人であった。 一月 二十 五日は 呼名の 上で (卽 ち曆は 現行 曆と違 ふが) 法然 上人の 
忌日で ある。 自分と しては 壺月君 Q 最後を 法然 上人の 忌日と 聯ね て考 へる。 明治 
三十 七 年 一月 二十 五日 附で ストラスから 来たは がきは 左の通りで ある。 

寒菊は いっも 宗祖 忌に 供へ て 床しき 花 なれ ど、 此地 之なければ、 水仙 數 枝を 市 
に 求めて 爐邊靜 に 圓光 大師 傳を讀 む。 窓外 雲 低く 風 荒れて 雪將に 至らん とすれ 
ども 吾机邊 には 古聖の 恩容 字々 の 間に 動きて、 恍 として 春の 如きを 覺 ゆ。 

昨 淨土敎 報を 得て、 君が 小石 川の 學林 に、 宗祖 忌の 休暇を 廢 したる を誡 むる を 
知り 君の 深き 志を 喜ぶ や 切 也。 

いつも 多くは 壺 月と 署名して あるのに、 此には 海 旭と 本名を 記して ある。 宗祖 
忌に 對 する 敬虔の 一端で あらぅ。 「小石 川の 學林」 云々 は、 元の 淨土 宗學 本校が 宗敎 
大學と 改まって 後、 宗祖 忌を 廢 した。 それを 僕が ょくない と 云った 事を 指す ので 
あるが、 右の 書信から 二十 九 年で、 その 法然 忌の 夜を 甥に して、 幽明相隔て るに 
至った。 四十 年に 近い 交を 追憶 すれば、 想は 雲の 如く 湧き、 思 出は ストラスの 寓 
居 や スィスの 山川、 遊を 共に した 跡を 追 ふて 盡き ない。 

壺月 君の 人物 性格 叉 活動 事業は 實に 多方面であった。 學者で あり 詩人で あり、 
信心の 人で あると 共に 事業の 人で あり、 梵漢の 古典に 入りた ると 共に 又 書生の 世 
話を やき 社會の 事に も 奔走した。 その他 數 へ來れ ば 色々 あり、 又 多くの 人 も その 
事實を 知って ゐた 。その 死につ V く 葬送 等の 參會 者の 數と 種類とは、 壺月 君の 一 
生 接觸の 多かった 事を 如實に 物語った。 多方面では あるが、 何れも 輕 く觸れ るの 
でな く 深く つき 入って 仕事を した 人、 其爲に 一生の 活動に 統一が あった とは 云 ひ 
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ぬ、 トランプ でも 麻雀で もさう だが、 負け 
ると 益々 本氣 になつ ていつ 迄 もやる。 勝つ 
とさ も 嬉し さう に 手を叩いて 喜ぷ 、歸 りの 
自動車の 中な どで も 「何、 あれは あ \ すれば 
ょかつた の だ」 と 色々 な 手を 繰返して 考へ 
てゐ るな ど 何 處迄も 童心 そのもの。 

X 

時には 音樂も やられた と 見えて、 ォーシ 
バックの 姿で セ ロを ひいて ゐる 寫眞が ある 
が、 それを どう 手に入れた か 米 峰 居士が 持 
つて ゐた 、所が 數年前 文部省 內に佛 敎音樂 
協會が 出来た 時、 米 峰 それを 持參 して 「渡 
邊 君は セ ロが うまい 位 だから 音樂 には 趣味 
が あるょ」 とやつ たので、 海 旭和尙 ビック リ 
して、 「ソ 、ソレ は闲 る」 と 早速 顏の 所を ひ 
きむ しつて 仕舞つ たとは 面白い。 

X 

七 八 年 前 迄は 大 てい 朝 四時には 起きて 自 
ら戶を あけ 放つ て おつとめを 始める。 書生 
連中は 頭を ひつ こめて 高い びき、 いまこ そ 
錚 々の 聲名を 馳てゐ る、 二十 年 程 前の 長 谷 
川、 三輪、 中 西、 桑原なん どの 豪傑 連は 皆 


伍した 社會 事業の 建設に 當 り、 怫敎 徒社會 事業の 先驅を 勤め 指導の 任に 當った 。 
從 って その 業績は 廣く 各方 面に 認められ 不朽に 輝く ものが ある。 それ故に 政府 關 
係 や 府市 主催で 社會 事業の 會合で も 開かれた 際は、 常に 佛' 敎 徒の 代表と して 招か 
れ たもので ある。 例へ ば米騷 動の 場合は 時の 東京 府知事 井上 友 一氏は、 これが 解 
決の 一策た る 米の 廉賣を 開始す るに 當 って、 救世軍の 山 室 軍 平氏と ともに 怫敎側 
からは渡邊氏を招いて懇談した如きそのー例である。飜へって學界に於ける渡邊 
氏の 存在を 語る 一例は 曾て 自分が 再度の 歐米 漫遊の 際 彼の地に 於け る 東洋 學 者の 
間で 屢 々質 ねられた 人物は 實に 渡邊 氏であった。 人 も 知る 如く 同氏は あ 土 一一 一 E ふ 性 
格と て 著述に 依る 業績を 殆ど 示さな かつた にも 關らず 、その 名聲は 大 著述を した 
學 者と 同等に 或は それ 以上に 認められて ゐる 、更に 同氏は 獨 逸の ドクトルの 稱號 
を 有して ゐた V:' けで 吾が 國の學 位を 持たな かつた けれども、 その 聲價は 博士 以上 
に 評價 されて ゐた 如き、 固ょり 同氏の 人格 識見に も 依る が、 一面 同氏は 平常 學問 
を 放 抛して ゐたや ぅで その 實常に 周到な 硏究を 怠らな かつた ことは、 何時でも 硏 
究發 表し 得る だけの 題目と その 硏究を 持って ゐた ので ある。 その他 學界 への 足跡 
を 1: みたならば、社會事業に於ける貢献と敢て劣らないものがある。 

( 敎學 新聞〕 

現代的 怫者 渡邊海 旭師を 弔す 

德富  蘇 峰 

武藏 野に 草は 品々 多 かれ ど、 摘 菜に すれば、 さても 少し。 我 邦に 宗敎 家は 桝に 


於け る 先生の 叱責の 唯一の もので あらぅ と 
云 はれて ゐる 、また カン-一 ングを 友に 敎へ 
て やつた 生徒の 父を 呼んで 『校長と して 申 
譯な しお 許し 下さい』 と、 涙に 咽んで、 先 
生の 方から 詫びを 云 はれた との 事で ある。 

X 

先生は 病臥 中、 見舞に 訪ねられた 人々 に 
對し 、全く 苦痛を 外面に 現さず、 平素の 調 
子で、 泰然自若 として 應 接され、 臨終の 三 
日 前には 「僧侶には 僧侶の 意氣が ある 危篤 
だからと て、 看護婦 や 醫者 などを 周章て & 
呼ぶ ことは 御免 蒙む る』 と 云 ひ、 また 周圍 
の 人達が 先生に 無斷で 病院 行の 自動車を 迎 
えて 来たと きは、 非常に 機嫌を 損せられた 
そぅで、 病勢 悪化の 元と なった 芝 中 學の元 
且拜賀 式の 臨場に も 『校長と して 元旦に 缺 
席して は 新 正の 儀式の 意義を 無くす る L 、 
また 一年中、 生徒の 意氣が 擧ら ないから，」 
と述懷 された が、 元旦 早嘵西 光寺 本堂の 勤 
行の 時には 旣に 平素の 聲量も 朗らか さもな 
く 脇息に もたれて 低音 僅かに ロより 拽れる 
程度であった と 云 ふ。 
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僕が 歸朝 後、 長男が 生れ 正 見と 命名した のにっ いて、 壺月 君は 犬に 喜び、 三十 偈 
ばかりの 梵 詩を 賦し 、それを デバ ナ ガリで 書いて 視 って くれた。 その 書 も 詩 も 火 
事で 亡くなっ たのは 如何にも 惜しい が、 梵語 學 者た る壺 月と 友の 爲に 喜ぶ 友人 壺 
月と、 而 して 正 見と いふ 名に 於て 特に 拂 徒の 考を 寄せた 僧壺 月と が、 此の 一詩に 
こもっ てゐ たので ある。 死に 先つ 一ヶ月、 發 病の 前 二三 日、 相會 した 時、 その 事 
を 話し、 今度は 聖德 太子 憲法の 第二 條だ けで も梵譯 して 貰へ まい かと 賴む だが、 
「大分む づか しいが、 考 へて 見やぅ」 とい ふ 事であった。 それを 考 へて 見る 前に 君 
は 病に か、 り、 而 して その 考は壺 月 君の 手では 果せた くな った。 嗚呼。 

( 宗敎 研究〕 

社會 事業の 先驅者 

文學 博士 矢 吹慶輝 

今日 佛敎の 戒律を 規定の 通り 遵奉す る ものは ゐな いが、 これを 現代に 生かして 
實踐 したる ものは 卽ち 吾が 渡 邊海旭 氏で ある。 この 點は 全く 異 數に屬 する。 

渡邊 氏の 活動は 多方面に 及び、 延 いて その 功績 も 亦 多様に 亘 って ゐるが 、特に 
忘れる ことの 出来ない のは" 社會 事業に 先鞭を つけ、 その 啓發に 努力した ことで 
ある。 同氏が 歐洲 から 歸 朝した 當 時の 怫敎界 否 吾が 國の狀 勢は 猶 慈善と か 積善と 
か 乃至 感恩 等の 觀 念の もとにな された、 所謂 慈善事業の 範圍を 出でなかった。 だ 
が、 歐洲に 於て 斯の 方面の 知識を も 得て 来た 同氏は 夙に 慈善事業から 社會 事業へ 
と發展 すべき ものとの 考へ から、 淨土宗 勞働共 濟會を 中心に、 時代に 卽し 大衆に 
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騷ぎ 乍ら 講堂へ 入って 行った、 先に 行く 生 
徒の 話聲が 水に 落した 墨汁の 如く ス ー ッと 
消えて， ゾン となって 行っ た。 卽ち當 の 先生 
が 講堂の 入口に 腕 組して、 いっも 伏 眼 勝ち 
の あの 大限を カッと 開いて 入口を 睨らん で 
をら れた ので ある、 然し 五分と 經 たない 中 
に 講義が 始っ たが、 その 語氣 態度には 少し 
も 怒つ てを られる ものは 感ぜられな かった 
そうだ。 また 生徒 等が 植木鉢を 火鉢の 代用 
にして 敎室の I 隅に 大穴を あけて しま ひ、 
もう 十中八九は 退學 もの だと 流石の 豪傑 連 
も 意氣銷 沈して ゐ ると、 先生が 来られて 
『危ない から 止めたら いいです』 と 唯 I 言 云 
つたき りだつた と。 

X 

I 時、 芝 中に も 大分 カンニングが 流行し 
たこと が あつて、 こんな 事を 極度に 嫌忌 さ 
れる 先生は 一日 遂に 全 生徒を 講堂に 集め 身 
を嚴 に語氣 を勵 まして 『純眞 なるべき 學生 
か この 破廉恥を 良、 と 田 <1：1 つて 居る のか！ 
わからなければ 天に 問へ！ 天帝に 問 ひ 奉 
れ！』 と 痛嘆され たそうで、 これが 芝 中に 


於ての 敎育 家であった。 別 語 もて 云へ ば社會 改善 家であった。 所謂る 怫法を 王法 
に寓し 王法を 佛 法に 託し、 最古の 思想を 最新の 事體 に應 用す。 師の 如きは 獨り淨 
土宗 のみならず、 又た 佛者 中の みならず、 凡 有る 宗教家 中の 典型的 人物に 庶 しと 
云は ねばならぬ。 

更ら に師が 一 生 不犯の 獨身 生活を なし" 恒に學 生と 寢 食を 共に し。 葬儀に 請 ぜ 
ら る、 に 際して は 逆に 香奠を 持參 したと 云 ふが 如きは、 獨り師 に 於て 見る 可き も 
の。 难等は 返す も行誡 上人 以後の 一人と して、 追慕の 情に 禁 へざる ものが あ 
る。  (東京 日々 新聞) 


無慾の 哲人 的老 書生 


法學 博士  松 


井 


茂 


君は 六十 ニ歲を 以て 卒然として 此 世を 去られた が 知人は 何れも 一人と して 其の 
死を 悲 まざる ものはなかった。 畢竟 君の 高 德は餘 りに 高く 何れの 方面ょり 見る 
も、 處 として 可なら ざるは なく、 殊に 其の 關係 せられた る 事業の、 夥しく 多方面 
に 亘れる 事は 眞に 驚く の 外は ない。 蓋し 君は 何れの 事業に 對 しても、 一視同人 的 
に 熱心 以て 事に 當られ たるが 爲め に、 君を 主催者と せる 團體 は、 何れも 皆 其の 長 
としての 君に 對し 心の底より 敬服して 居った 次第で ある。 殊に 君は 久しき 間淨土 
•求の 執 綱と して 其の 難局に 當 り、 從來大 に 紛糾し 來り たる 狀態を 、君の 崇高なる 
人格と、 敬服され たる 德望 とに 依り、 一朝に してよ く 之が 解決を 見る に 至つ たも 
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の 本 還 寺、 毎年 此の 數年來 、夏の 二三 週間 
を 必ず 其處に 送り、 そして 奇麗な 庫裏 も 建 
てた。 門前に 「凾嶺 第 I 勝 望 湖臺」 と 自ら 
書いて 標示した。 

X 

明治 四十 五 年 先生が 主唱して 佛敎 徒社會 
事業 硏究會 と 云 ふのを 創設した が、 之が 日 
本で 社會 事業と 云 ふ 名稱の 生れた 最初で あ 
る。 それまで 慈善事業と か、 感化 事業と か 
救濟 事業と か、 防 貧 事業と か 云った やぅな 
言葉が 用 ひられて ゐた。 

X 

先生が 國士 型の 人であった こと も 名高い 
話 だが とくに 古くから 大 亞細亞 主義を 提唱 
して、 印度、 支那 等の 各國の 志士と 往来し 
て 居つ たこと も 著名な 話柄の I っで ある。 
印度の 志士 ボ ー ス氏 などは 生佛の やぅに 崇 
拜 して ゐ る。  . 

X 

先生が 詩文の 達人であった ことは 云 ふま 
でもないことではあるが、煎.湧けば直ちに 
詩作 朗吟し、 斯道の I 人 者、 小 林 雨 峰大僧 

六 ニ 三 


人間 何人も 死を 免 がれる ものは ない ので ぁるが、 君の 如く 死後に 於て 各方 面ょ 
り 痛惜 哀慕され たものは、 特に 今日の 如き 澆季の 世に 於て は、 いと 稀に 見る 所で 
ぁる。 聞く 所に ょれば、 君は 始終 獨身 生活を 營 み、 眼中 貴賤 もな く、 又 貧富 もな 
く、 宛然 無慾の 哲人 的老 書生と も稱 すべき ものであった。 友人 高 楠 博士が 一朝に 
して 其の 最も 親しき 悌友 たる 君を 失 ひ、 犬に 落膽さ れたの も 偶然では ない。 

頃日、 芝 中 事 校 同窓 會員多 田野 俊彥 君は、 余に 對し 特に 故人に 對する 所感を 需 
めら れ たので、 余は 前述の 關係上 誼に 於て 辭 すべから ざる ものが あるので 感を述 


ベて 聊か 哀悼の 意を 表した る 次第で ある。 


大乘佛 敎興廢 に關 する 問題 


〇 之 中 校友 雜誌) 


宗敎 局長 下 村 壽 I 

現今の 政治 界 官界 或は 拂敎 界學界 等の 諸方 面には、 所謂 偉大なる 人は 少 くない 
と雖 、ほんと に 自然と 頭の 下る 樣な 人物は 極めて 稀 有で ある。 

渡邊海 旭師に 一度で も接觸 した ものは、 皆感を 同じく する に 違 ひない と 思 ふが 
その 人格は 圓滿 無碍、 純眞 崇高で、 いっも 春風駘蕩た る 中に、 毅然として 何物 ^ 
も 凌す ことの 出来ない 樣な 氣魄を もって おられる 樣で 、自然と 敬慕の 情にから れ 
る。 渡 邊師 には 色々 優れた 點が あると 思 ふが、 この 人格の 偉大 さ氣 高さには、 自 
分は 平素から うたれて ゐ た。 

これは 渡 邊師の 天稟の 素質に よるで あらう と 思 ふが、 師の 信奉して ゐた 大乘怫 
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て 世話になって 居た。 そに でい っか 誰 云 ふ 
となく 先生の 住職 地 深 川の 西 光寺の ことを 
國際 テンプルと 云 ふ樣 になつ てし まつた。 

X 

先生は 敎 學に對 する 關心が 銳敏 で、 時事 
論說の 大半は、 是れに 費され てゐる 位で あ 
るが、 世界的 名著と 稱 されて ゐる 彼の 南條 
文 雄 博 土 撰述の 英譯大 明 三 藏聖敎 目 錄の再 
刊に 就て は 補正 索引 編成 方針 等は、 多く 先 
生の 考案に 成り、 自ら 本緣 並に 補正 等數十 
部を 引受け、 また 出版費 等の 援助 等 もされ 
てゐ た。 『密 敎發 達史』 を 著して 學士院 賞を 
受けた 大村西 崖 氏が、 それが 爲に 恩師 權田 
雷 斧 大僧正から 破門 的な 面責に 遺った 時な 
ぞ 問題を 其處 迄に 至らせない 爲に 先生が 蔭 
にあって 人知れず 苦心され たことは 非常な 
ものであった し、 海外 留學 生の 相談 や 世話 
などは、 まっく 痒 ゆい 處へ 手の 屆く 親切 振 
りで、 大いに 此の 點 を德 とされて ゐた。 

X 

先生は I 固に 非常に 細心な 注意力を 具へ 
て 居られた が、 大體 、無頓着で あり 風 彩な 

六 ニ 五 
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ので ある。 叉 君は 高 楠 博士 等と 共に 世界的 大事 業と も稱 すべき 浩瀚なる 大藏經 の 
刊行を 完成した のであった。 而 して 余の 始めて 君を 知る に 至っ た 動機は、 昔年 余 
の闽男が芝中學に入學したる關係上余は其父兄として校長としての君を熟知する 
の 機會を 得た のであった が、 當 時の 余の 君に 對 する 直感は 君は 單に 校長と しての 
職に あられた ものと 見た のであった。 然るに 一た び 君の 逝去され たる 跡を 鑑みる 
に 如何に 君が それぞれ 自己の 關係 せられた る 方面に 對 して 熱心であった か、 眞に 
敬服の 外は ない。 余は 其の後 財團 法人 中央 社會 事業 協會や 交通 協會 等に 於ても、 
君に 見 ゆるの 機會に 接した 事 も 少なくなかった が、 余の 眼に 映 じたる 君は 玲瓏 玉 
の 如く 淡水の 如き 人物であった。 又 君は 何れの 人に 對 しても 毫も 之を 疑は ず、 眞 
に 稀に 見る 美質の 持主に して、 流石に 佛法の 眞理に 大悟 徹底せ る 超然 的 人物と 稱 
すべき ものであった。 而 して 君は 夙に 種々 の 大志を 抱き、 殊に 晚年に 於て は 新滿 
洲國 の敎化 事業 や歐米 最近の 精神 界の 視察 や、 君の 造詣 深き 宗敎學 方面に 於け る 
研究： M の 發表等 明かに 之を 推知し 得る 事が 出来た ので ある。 然るに 國家 多難の 此 
の 時に 當 り、 一朝 君の 如き 偉大なる 人格者を 失 ひたる 事は、 實に國 家の 一大 損耗 
と 云は ざるを 得ない ので ある。  • 

余の 舊友 京都 帝 國大學 醫學部 名 譽敎授 足 立 文太郞 博士は、 曾て 獨逸に 於て 君と 
相 約し 「自分が 早く 死な ば、 君に 讀經を 乞 ふべ く 又 君が 余に 先 だっとせば、 余は 
君の 爲めに 解剖の 勞を 取るべし」 と 互に 相 誓った のであった。 然るに 足 立 博士は 
君よりも 高齡 なる に關は らず 博士は 終に 之が 約を 果す ことと なつた ので あるが、 
博士に よりて 君の 病名 も 判然す るに 至った と 云 ふ 事で ある。 


六 ニ 四 

正な どは つねに、 激賞して ゐる 。とくに 原 
敬 氏 遺 難 當時增 上 寺に 行 はれた 同氏の 追悼 
會 に渡邊 氏の 讀み 上げた 追悼 文が 非常に 奋 
名な ものと なって、 政友會 長老 望月 圭介氏 
などは、 「あんな 名文で 讀まれ るなら、 俺 も 
死んで みたい」 とまで 云 はれ、 また 小 田 原 
の 某女學 校では これを 教科書の 一節に 採用 
したと 云 ふ。 また 『大正 新修 大藏經 刊行 趣 
旨』 や 『荻 原敎 授還曆 記念 視賀 論文 集 序』 
などは 天下の 名 文範と 稱 されて ゐる。 

x 

現に ドィッ 領の 錫崙に 居る ヱ ルゼ •ブッ 
フォルッ 壤と云 ふ ヵィゼルの 遠 緣に當 ると 
云 ふ 婦人が、 はるばる 獨逸 から 尋ねて 来て 
是非 弟子に して 尼さん にさせて くれと、 云 
つてせ がんで 止まない のを、 なだめ、 斷る 
ために 餘程 先生 も 手古摺って ゐ た。  • 
世晁各國の人々が先生を賴って寺へやっ 
て 来れば 喜んで 世話を して ゐた が、 獨 逸の 
佛敎 僧 ニヤ ナチ ロヵ 博士と か 同 博士の 弟子 
の ヮッボ ー とか 又 露西蓝 の 佛敎徒 口 センべ 
ルグの 諸氏の 如きは ほとんど 兄弟の 樣 にし 


獨 、英 、米 等の 怫 敎界關 係の 集中 點と なり、 右の 各 國の亡 
命 志士な どが 賴 って 来て 世界的 梁 山 伯と いった 形だった、 
有名な 獨身 主義で、 その代り 年中 お 寺には 十數 名の 書生を 
養って ゐた 多忙な 身を 以 つてな ほ 硏究を 怠らず、 先年 帝大 
を 始め怫 關係 各大學 を連繫 して 怫敎 協會を 主唱 創立した の 
も 君であった。 著書には 「歐 米の 怫敎」 或は 高 楠 博士と 共に 
刊行した 「大正 新修 大藏 經」 など 代表的な ものであるが、 
師を 失った のは 淨土宗 ばかりでなく、 怫敎界 更らに 日本の 
宗敎界 のために 惜しみても 餘り ある 事で ある。 

宗敎界 に 於け る 雪中の 梅花 

神道 管長 神 崎 一作 

畏友 渡 邊海旭 氏が 長逝せられ た。 君を 失 ふことは 眞に哀 
惜に堪 へない。 同 君の 存在は 單り 一宗 一派に 於ての 存在で 
なく、 全 宗敎界 の 現況に 顧みて 眞に 損失で ある。 

君は 宗門の 大學を 出て 永く 獨逸に 遊び、 眞摯 なる 學者で 
あつたと 同時に、 實 際の 社 會 事業家で あり、 一面 重厚なる 
敎育 家であって、 又 一宗の 行政 事務家で も あった。 終身 獨 
棲を 守り、 淸廉 にして 恬淡、 篤 實圓滿 な その 人格は 神、 佛、 
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基の 各 宗敎を 通じて 事に 當 つて 克く協 調を 保たし めた。 

曾て 米國の 移民に 關 する 人種差別 問題に 就き、 我が 各宗 
敎家が 蹶起して 組織した 日本 宗敎家 懇話 會を 前身と する 日 
本宗敎 協會の 如き 君は 當初 から 理事と して 盡 力され、 協會 
が 主催して 昭和 三年に 開いた 日本 宗敎大 會も同 五 年の 世界 
宗敎 平和 會議の 準備 大會 も、 君は 常に 三敎 者の 間に 立って 
怫敎五 十六 派を 協和 掖 導し、 世界の 平和と 日本の 敎化 とに 
盡瘁 された ことは、 宗敎界 に對 する 一大 業績で なければ な 
らぬ。 

現代の 宗敎界 には 學者も 思想家 も 理論家 も 評論家 も 多々 
ある。 併し 文字通り 言に 訥に して 行に 敏 なる 君の 如き 人は 
蓋し 又 まれで あらぅ。 今や 斯の宗 敎界に 於て 雪中の 林 花の 
如き 高潔なる 君の 風丰を 看る ことの 出來 なくなつ たことは 
啻に 怫敎界 の貭 失た る ばかりでなく、 汎く宗 敎界の 損失で 
あり 一大 痛 事で あると 謂は ねばならぬ。  (護 賣 新聞〕 

渡邊 君の 追憶 

高 島 米 峰 

農 邊 .君が 獨逸 に留學 したと き 丁度 吾々 の新佛 敎の雜 誌の 

六 ニ 七 
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敎の 精神が 師の 全身 全靈を 通じて 現れた ものに 外なら ない と考 へる 次第で ある。 

畢竟ず るに 大乘怫 敎と云 ふ ものが、 渡 邊師に 依って 表現せられ たものに 外なら 
ない と 思 ふ、 名門 利德に 恬淡と して 世の ため 人の ために、 不惜 身命に 盡 された こ 
とも 亦 大乘佛 敎 精神の 發露に すぎない と 思 ふ。 

渡 邊師の 遷化は 如何に 考 へても、 師 一代の 存在の 問題で なく、 我國に 於け る大 
乘怫敎 の興廢 にも 關 する 問題で ある。 延いては 現今の 精神 界に 於け る 大損 失と 云 
ふても 決して 過言では ない と 思 ふ。 

かへ すがへ す も 遺憾の 極で ある。 然し 斯く なる 上は 最早 嘆いても 詮なき ことで 
あ 名 故に、 何ん とかして この 偉大なる 損失を 補填す る樣に せねば ならぬ 譯 で、 そ 
れは師 の 直接の 蕪 陶を 受けられた 門弟の 方々、 更に 犬に しては 淨土 宗門 全 體の方 
々、又 更に 犬に しては 全佛敎 徒に 向って、 師の 志を 承繼 して、 師が 終生の 念願と 
せられて ゐた 大乘怫 敎の擴 充 普及と 云 ふこと に、 努力 精進して 下さる ことを 切望 
して 止みません。 如何に 葬儀は 盛大に 擧 行され 樣 とも、 後々 にこの 損失を 補填し 
承繼 する 人が 出なければ、 眞に師 に 對し 報恩 感謝す ると 云 ふこと にならない と考 


へる から、 是非とも 皆様の 奮起を 熱望して 止まぬ 次第です 0 


(敎學 週報〕 


八面六臂の 人 


文學 博士 常 盤 大定 


渡邊 君は 八面六臂の 人で、 學界 、敎 育界の 外、 音樂 方面、 或は 滿 、支、 印、 怫、 


六 ニ 六 

ども キ チンと して ゐるク セに ドコか I つ拔 
けて をら れ 、カフス 釦を 落して 紙 捻りで 間 
に 合せ それで 講演され たり、 座談な どに 實 
が 入って 來る と、 着物の 膝で もなんでも 突 
いて 穴が あくの も 平氣で やって ゐ たり、 見 
てゐる 方が ハラ^^^す る ことが 多い、 大き 
く 細心と いふ 諺は I 見 パラドックスの やぅ 
だが、 先生の 性格には 完全に あてはまる。 

X 

先生は 『渡 邊の安 請 合 J と 云 はれる 位に、 
何んでも 人からの 依 賴を弓 受ける、 そして 
忘れる こと も 多い、 ょく 先生から 海苔を 送 
つたから とか、 オモ チヤを 送つ たからと か 
云ふ手紙を貰った人々で、その铞物をぅま 
く 受取た 者は タン とないと 云 はれて ゐ る。 

X 

先生が 入洛され ると" 何を 措いても 先づ 
知恩院 に登嶺 。執事 長 室に 落 付く が 早い か 
直ぐ 黑 衣の 上に 如法 衣を かけ)」、 扇子 手に 
して 老 管長に 謁見を 待たれる、 そして 謹嚴 
な 面 持で 脇目 も ふらず さっ^^と 驚 張りの 
廊下を 通って 老 管長の お 部屋へ 行かれる。 


氣が さして ゐるの ではない かと.、 誰も 考へ ていた 處 である 
が、 右の 兩君が 西 光寺を 訪問した とき 本堂です ばらしい 聲 
で お經が 讀 まれて いた。 まさか 洋行 歸 りの 渡 邊君で あると、 
思い も ょらな かった 兩君は 頗る 驚いた と 云 ふ 事で ある。 こ 
れは あたり 前の 事で ある 樣だが 、燃へ る 様な 信仰の ある も 
のでなければ 到底 出來 ない 仕事で あると 考 へる。 

爾來 今日に 至る までの 渡邊 君の 行動 經驗 は、 信仰の 發露 
で 信 火が 內に 燃へ て、 行 煙 外に 現は ると 云った 樣な もので 
あった。 そこに 渡邊 君が 萬 人から 景仰せられ、 敬慕せられ、 
尊信せられ た 所以が あるの だ。 

又 彼は 日本 怫敎界 に 於け る 安全瓣であった。 寄る と觸る 
と 議論 だほれ になって、 なに 一 っ 纏まらない、 日本 怫敎各 
宗の 間に 立って、 ともかくも 何事 か片附 けいっ たと 云 ふこ 
とは、 眞に 渡邊 君の 力であった、 彼の 居る 所 そこには 平和 
が 伴って いた。 

淨土 宗內に 於いても かなり 政爭の 激しい 時代 も あったが、 
一度 渡邊 君が 顏を 出す 時、 その 醜い 政爭も 平和な 姿に 立ち 
かへ る ことで あつて、 宗內と 云は ず、 宗 外と 云は ず 日本 怫 
敎界は 渡邊 君に よって、 しば^^ 危 きを 救 はれた と 云 ふて 
よいので ある。 
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叉渡邊 君は たんな. る 安全瓣 だけではなかった。 彼は 怫敎 
界の 指導者であった。 彼の 多方面なる 知識。 それは 全 怫敎 
徒の 進むべき 機會と 道と を、 指示して くれたので あった。 
これに 依っ て佛敎 徒が 內に 於いて 何を 爲 さねば ならな かっ 
たか、 他に 向って 何を なすべき であるかと 云 ふた 樣な 場合、 
い. っも 履み 迷は ずに 前進す る ことが 出来た のは、 渡邊 君の 
力が あづか って 甚だ 大きい と 云は ねばならぬ。 

-佛敎 が國際 的に 若干の 進出を なした とするならば、 それ 
も 勿論 渡邊 君に 負 ふ處が 多い ので あり、 國際 的に 何を 爲さ 
ねばならぬ かを 知り 得た とするならば、 それ も渡邊 君に 負 
ふ 所が 多かった ので ある。 

渡邊 君の 性格は 實に 八面玲瓏であって、 全く 敵の 存在を 
許さなかった。 一度 渡邊 君に 接する 者は 皆 その 德に 服し、 
一度 も 渡邊君 に 接せず し て然も彼を敬慕すると云ふ 71 樣な 
者 も 甚だ 少く なかった ことは、 畢竟 彼の 八面玲瓏の 性格が 
しからし めた ものと 云は ねばならぬ。 

ひとり 佛敎徒 間に 於いて、 その 德が 慕は れて いたと 云 ふ 
のみな. らず 、神 徒の 間に も、 基督 敎 徒の 間に も渡邊 君と 云 
へば、 眞に 日本 佛敎徒 代表者で あると 信ぜられて ゐ たので 
あって、 
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來てい た 時で、 彼が 出立に のぞんで 十 圓會へ 寄附して、 そ 
の 時 僕は 生涯 結婚を しないっ もり だから 生活が 簡單に 行く 
から 仕事に 金を 出す ことは 幾ら も出來 る、 ともかく 十圓お 
いて 行く と 云って 十圓 寄附して 出立した。 

海外へ 出掛ける ものが 出立に 際して はたと へ 一圓で もょ 
り 多く 持って行きたい と 云 ふ 場合 だのに そして 吾々 友人 か 
ら 餞別 もろく にしな かった のに その 時の 拾圓と 云へ ば相當 
の 金額な のに、 それを 自分の 獨身 生活に 結 付けて、 投 出し 
て 行った と .云 ふことは、 彼が 吾々 志士の 運動に 如何に 同情 
を も. つていた かと 云 ふこと が 分る が、 それょりも 彼が その 
當時 終生 獨身で 暮 すのを 決心して いた ことを 知る ことが 出 
來 る。 

十二 年 振りで 獨逸 から 歸 って 来て、 僕は 色々 の點か ら考 
へて、 彼の 獨身 主義に 相當 の危險 ある ものと 思っ たから" 
先づ 第一に 結婚し ないかと、 勸吿 した ものであった。 然る 
に 彼が 云 ふのに 結婚は しない、 少く とも 寺院の 中で 生活し 
てゐる 間は 斷じ てし ない。 と 彼は 極めて 嚴肅 なお もむ きで 
斷 つた。 僕は その 時限り 苒び 結婚の 問題を 提出す る ことを 
しなかった ので ある。 

寺院の 生活を して ゐる 限り 結婚し ない と 云 ふ 一言の 中に 
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は、 頗る 多量の 意味が 含蓄され てゐ ると 思 ふけれ ども 彼は 
それを 凡ての 僧侶に 强 要しない。 

た V 彼は 自己の 信ずる 處を 自己が 行った。 そこに 彼の 面 
目を 見る ことが 出來 る。 

此の 如くして 彼は 終生 親たら ずして 終った ので あるが、 
然し 彼は 世間の 普通の 親遙 ょりは、 遙に 多くの 子を 生み 育 
てた ので ある。 彼の 靑 年を 愛する こと、 眞に 親の 子を 愛す 
るが 如く" 實 に行屆 いた ものであった。 西 光寺は 一種の 學 
生 寄宿舎で あり、 青年 怫敎 徒の クラブで も あった。 集り 來 
る靑 年は 皆 彼を 師 として 尊敬し、 親と していた r いて ゐ た。 

今日 本の 怫敎界 で 中堅と なって 働いて ゐる 人材は 多く 彼 
の 弟子で あり、 彼が 親しく 育てた 子で ある。 彼の 獨身 主義 
は 寧ろ 彼を して 偉大なる 親たら しめた ことになる わけで あ 
る 0 

彼は 又 信仰の 人で あった。 彼が 學者で ある ことは もとょ 
り 云 ふまで もない。 が 彼に 最も 優れた 點は 、信仰の 人で あ 
ると 云 ふこと である。 獨逸 から 歸つた ニ H 目 か 三日 闫 の 時 
と 思 ふが、 高 楠、 姊崎兩 君が 彼を 西 光寺に 訪ね、 十二 年 も 
歐洲 にいて 歸った ので あ A、 長い間 異鄕 に學生 生活を 續け 
た 彼で あるが 故に、 怫事 法事と 云 ふ樣な ことには、 寧ろ 嫌 


眞に 敬服 致しました。 

これが 神怫の ものは 一物 も そまつに せず、 弟子を 親が 子 
供を 愛する 樣に する お 方と 思つ た。 

後から 聞いた ことです が、 每朝經 を あげる とき* 燈明に 
あかしを つけ、 螺燭 をと ぼす ときな ど、 弟子 達が ニ 本を 續 
けて マツ チを 使 ふこと を、 惜しまれ たと 云 ふこと である。 マ 
ツチを 惜む その 中には 多 數の學 生を 養 ひ 外國 人な とを 
世話して やり、 多額の 金を 出して その 面倒を 見て やるな ど 
された。 

今のあらゆる社會を通じて全く |1 例のないことであつて、 
これは 理想的な 沙門で あると 痛感し、 敬慕す る 所以で あり 
ます。  (敎學 週報) 

愛國 者で 人道主義者 

印度 志士  ラス •'匕 八リ •ボ丨 X 

私は 渡邊 先生に 始めて お 目に か \ つたのは、 今から 十二 
三年 前から だと 思つ た、 勿論 その 前から 先生の 高名を うか 
V つていた が、 私の 政治 上の 事情が あって、 約 十 年間 ばか 
り 隱れた 生活を せねば ならなかった ので それまでは 公然と 

諸家の 哀悼 文 


先生と おめ にか ゝれ なかっ た。 

丁度 當時 東京 外 國語學 校の 印度 語 敎授の 印度人 ァタ ー ル 
氏が 非常に 熱心な 愛國 者なる 故に、 英國 大使館から あら ゆ 
る强 迫され て 遂に 自殺す るに 至った。 その 時渡邊 先生が 同 
情し、 のみならず 葬儀に 關し 費用な ども 持ち、 その 遺骨を 
わざ，-^ 先生の 門下生 青柳 君に 印度の ァター ル 氏の 親戚の 
處まで 持つ ていつ て もらつ たこと が ある。 その 時で あるが 
ある 坊さんが、 此の 如き 事情の 下で 自殺した ので あるから" 
青柳 君が 印度へ 行けば 英國の 官憲に 必ず 判る。 その 結果と 
して 靑柳 君は 縛られる かもしれ ないから、 靑柳 君は 印度へ 
行かない 方が よいと 云 ふたことが あって、 其の 事を 聞いた 
先生は、 吾々 は 佛の 使で ある、 吾々 の 恐れる 所は 釋迦 より 
外に 誰れ もない。 吾々 としては 正義 人道の 爲に 命を かける 
事が 出來 なければ、 眞の お坊さんに なれない。 故に 吾々 は 
正當 のこと をす るには、 どんなに 强迫 されても 迫害され て 
も 死刑に されても この 使命を 果たさなければ ならない、 と。 

これに 依って 渡邊 先生が たった 一っ だけ 恐れる ことは、 
釋迦の 前 だけで、 世人に 恐れる ことは 一っ もなかっ た。 又 
これに 依って 自分の 生命よりも 正義 人道を 重 じて 居られた 
ことが. 證 明され るので ある。 
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眞に怫 敎界た V ひとりの 僧 寶と云 ふべき であっ た。 

日本 佛敎界 に 於け る社會 事業の 如き、 又渡邊 君の 指導 啓 
發に負 ふ處が 多かった 所は、 云 ふまで もない。 

明治 以後の 社會 事業が 一時 殆んど 基督 敎 徒にょ って 獨占 
せられた かのぅら みが あったの だが、 渡邊 君が 歸 朝して 以 
來 、貧弱なる 社會 事業に 對し淸 新に して 且カ强 い 指導を 與 
へて くれた 爲 めに、 次第に 發 達して、 今日では 基督 敎徒に 
比べて 遜色ない 位で、 寧ろ ー步 先んじて ゐる狀 態とな った。 
此の 如き も眞に 渡邊 君の 功績と して 讃歎 せねば ならぬ 一で 
ある。 

それは 要するに 渡邊 君は、 六十 年の 生涯を 殆んど 人の た 
めに 世の ために 生き 通 ほした と 云 ふべき である。 かるが 故 
に 世の 滅せ ざる 限り、 人の 滅せ ざる 限り、 渡邊 君は 永遠に 
生きて 働いて ゐる ことになる。  C 敎學 週報) 

信者の 一人と して 

中 村屋相 馬 愛 藏 

渡邊 先生が 學問が あり、 國際 的に 非常に 働きの ある、 お 
方であった ことは 申す まで もありません。 ただ 私が 先生に 
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おめ にか ゝつた 中に、 一つ ニつ それ こそ 模範的 理想的の 沙 
門で あると 思つ たこと を 御 話 致します。 頭山滿 翁と 先生と 
私と 三人で、 私の 婿の ボ ー スの處 へ、 三 周忌の 墓參 りに 行 
きました。 頭 山 翁と 先生とは 初對固 でした。 車中 頭 山 翁が 
先生に 御子さん が あるかと 尋ねられました 時 先生は、 私は 
家內を もちません から、 子供がない と 云 はれました ので 
頭 山 翁は これは 珍ら しい、 では あなたの お經は 一段と 有難 
たいと 云 はれました。 

先生は 謙遜に 面倒く さいから 家內を もたない、 とこと も 
なげに 云 はれました。 私は 沙門です から 賞め て 頂く には 及 
ばない と 云 ふ 態度で 話されました、 普通なら 「私は 沙門で 
すから」 と 云 はれる のです が。 總理 大臣で も 子供 位に 届っ 
て おられる" 頭 山 翁 も それから 感服せられ て 尊敬して おら 
れ ます。 ですから 頭 山 翁との 御 交際は 幾 くらで も ありませ 
ん。 

私の 處で お經を あげていた V いた 時、 折辨當 をと って 食 
事 代りにし ました。 その 時 先生は 折 箱に っいていた 所の 一 
の 米粒まで も 奇麗に 洗った 樣に召 上り、 お 惣菜は 大部分 殘 
し、 それを 丁寧に 紙で 包んで、 これを 家に 持つ ていつ てく 
れ 、寺の 若い者に やりたい からと 云 はれました、 御 志には 


渡 邊海旭 上人 弔歌 


土 井晚翠 


昭和 八 年 一月の 末、 

五蘊の 集り ほどけ 行き、 

聖衆 来迎の 紫の 

雲に 乘り 行く 海 旭師、 
識譽 上人 高く 去る。 


五天の 昔跋提 河、 

岸邊に 近き 娑羅双樹、 

ニ 千年 前 大聖の 

滅度 悲む 有情の 群、 
波間に 楫を 折る 如 V 


理は 寂 光を 慕へ ども、 
情は. 煩 惱の 暗に 泣き、」 
た V 惆 然と 茫然と 
我を 忘れて 測りな き 


天の あなたを 仰ぎけ む。 

今は た こ \ に 東海の 
旭日の 邦の 怫 門の 
子ら 英靈の 別れょり 
恩愛の 焰 胸を 熬り 
無明の 淚眼 に滿つ 

思は 深し 深 川の 
淨 刹、 君の 西 光寺、 

都 門の 塵は 深く とも 
妙 境 別に 風淸く 
月 も 澄みけ む 西 光寺。 

室に ■脂粉の 香を 絕ちて 
夜半の 窓に 襟 正し、 
梵文貝 葉秘を 開き 

幽を 探りて 學海の 
底に 求めし 玉 光る。 
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其の 時 私は 始めて 先生は 眞の お坊さんで ある ことが 分つ 
たので 先生を 今日 迄 敬服して 来た。 印度の ことに 付 政治 上、 
或は 個人的 印度人の ことに 付いて、 先生に 相談した 時は 必 
ず 援助を していた だいた。 單なる 印度の ことで なく、 世界 
人類の ためになる ことがあつ た 時は、 必ず 渡邊 先生は 出來 
る 限り 御 援助を 與 へて くれた。 渡邊 先生は 個人的に 印度人、 
ビルマ 人を 多勢 世話を した ことは、 一般に 知られて 居ない 
が、 印度人 ビルマ 人の みならず、 獨 逸人 セィロン 人で も 其 
の 他の 國の 人々 でも、 先生は 出来る限り 援助して ゐ たので 
ある。 

一昨年 も 丁度 ァタ ー ル 氏の 十 周年に 當 ったので、 私は 先 
生の 所に 行き (淨土 宗務 所へ 行き) 十 周年の 法事を したい 
と S ふと 云つ たら、 大いに 喜 こばれ て、 あなたは 一向 心配 
しないで くれ、 私が 準備を する し、 費用 も 持つ 故、 アタ ー 
ル 氏の 知人 友人に 知らせて 連れて来て くれと。 實際 私は 此 
の 言葉を 聞いて 感激に 耐へな かった。 丁度 此の 日に 西 光寺 
へ 行く と 先生 自から 費用を 出して 置いて くれたの みならず、 
すっかり 準備が して あった。 

此れを 見て 先生が 單 なる 人格者で あるの みならず、 すぐ 
れた昕 の 坊さんで あり、 坊さんの 本務を つくして 居られる 
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と、 私 ばかりでなく 其の 式に 參 列して いた 者は 思つ たこと 
であらぅ と 思 ふ。 

悟りを 開く には 三の ことが 必要で ある。 一は 知識 的、 ニ 
に 信仰的、 三に 實行 的で なければ ならない。 

先生は 此の 三の 道に すぐれていた 知識 的に も 獨逸語 梵語 
其の他のことは申すまでもなく、信仰的には朝早くおつと 
めを せらる \ ことは 勿論 だが、 今度の 主なる 原因は、 病氣 
にも 不拘 、元且 に學 校へ おつとめに 行つ てから、 安心して 
床に つかれた。 實行 的に 優れて おられる ことは 日本人 ば 力 
りで なく、 外國 人まで 認める。 

坊さんは 世に ざら にある。 衣を 着たら 坊さんに なれる も 
のと 云 ふ考が 澤山 ある。 心の 坊さん、 知識 的に も 信仰的に 
も行爲 的に も、 ほんとぅの 坊さんは 先生の みで あつたと 思 
ふ。 先生は 單 なる 佛敎 徒の みならず、 熱心なる 愛國 者で あ 
り、 人道主義者で あったと 斷 言して 憚らない。 人道主義で 
あった 上に、 その 釋迦の 敎の 善い 所を 理解し 悟って、 實際 
生活に 每日應 用して おられた ので、 佛敎界 ばかりでなく 
日本の みならず、 全世界の 損失で ある ことは 云 ふまで もな 
C。  (敎學 週報) 


わが 海 旭師今 あらず。 

學 あり 信 あり 德 ありて 
更に 稀世の 才を 兼ね、 

六十 餘年 塵の 世に 

宿せし 四大 その 本に 
' 歸れど 英靈 永く 生く。 

三千の 子弟 共に 哭く 
敎の 庭の 芝 蘭の 香、 

流芳 遠く 百年の 

末に 及びて 大乗の 
道に 盡 さむ —— 君は 生く。 

n 輪 西に 傾きて 
懸 鼓の 如く 大空に 
燦爛の 光 放つ とき、 

紫 磨黃 金の お ほひなる 
影に # ふ師を 思 ふ。 
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「娑婆の 往復 八 千度」 

その美は しき 本 生の 
譚に こもれる 不朽の 眞理、 

極樂莊 嚴の鄕 ょり ぞ 
君 また 穢土に 還るべく。 

「衆生 無邊 誓願 度 
煩 惱無盡 誓願 斷 
法 門 無量 誓願 學 

怫道 無上 誓願 成」 

諦譽 上人 永く 生く。 

渡邊海 旭師を 悼む 

文部 督眷森 岡 
かをり 高き 寒梅 一夜 折れに けり 

思 ひ 出 や 獨 逸の 冬を 唱和の 夜 
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世界の 上に 斯の 道の 
ひとつの 權威 —— 君 ありて 
西歐に 蒔く 大乗の 
種ぞ 尊き、 幾何の 
春秋の 後 結ぶ 實 か。 

マロー i の 葉 影 繁り合 ふ 
セ イヌの ほとり、 リンデンの 

街 も 等し、 更に 今 

狂 妄無慙 の 空ながら 
ネヮの 岸 邊も緣 あらむ。 

更に 隣邦 中華の 鄕、 

江 南の 梅薰る ほとり、 

誠 ひとしき 敬 信の 

群と 結べり 道の 上。 

(夢の 一時の 亂れ 歎 ぞ) 

雪山 恒河 ダ ー ヂ リン、 

夢寐に 忘れぬ 五 天竺、 
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印度の 志士に 一掬の 
熱き淚 を そ、 ぎけ す J 
アタ ー ル 逝け ど ボ ー ス久 

大陸の 風雲 次第に 動く 
昭和の 春に 慨然と、 

亞細亞 聯盟の お ほいなる 
理想を 胸に 描きた る 
熱き 血 日本の 子な りけ り。 

『連 迷』 四十 餘 認識 足らず、 

盲は 盲の 手を 引きて、 

東亞 百年 平和の もと 
愛親 覺羅 發祥の 
滿洲を 知り 得ざる 時^^ 

その 滿洲の 教化の 基、 

.「鏡 泊學 園」 の 長と して 
盡く すべ かりし 明日の 命、 

天 か 塵界の 緣盡 きて 
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リ究 ° 國に佛 へ 比佛マ 〇一 
0 其 普 巴努敎 ル較敎 ン爾期 
他 賢 利む 學ム宗 各 敎來海 
密行 聖 。を 第敎語 授ス外 
敎願典 又 講ニ學 を グト留 
に 讚 墙屢じ 世を 硏 ララ 學 
關 、會 々兼 大硏究 ゾス生 
す 孔年獨 ね 寧鑛し ドブに 
ろ 雀 報 逸て 其す、 敎ル選 
各 王 等 東 自他。 そ 授グば 
種 經に洋 己の 力れ に大れ 
の、 硏學の 招ィを 就學獨 
硏鉸究 會硏請 ザ 基き に 逸 
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略 年 譜 六 三 七 


諸家の 哀悼 文 

昭和 八 癸 酉 一月 念 六日、 道友壺 
月 渡 邊海旭 上人 遷化、 仍賦七 律 
. 、五 首、 奠 之、 

雨 峰 小 林 正 盛 

聞訃猶 疑 夢歟眞 。迷 川從是 失梁津 。嘗航 歐土探 淵 藪。 將入 
滿 洲施惠 仁。 吐 鳳 文章 興 後進。 呑 牛 意 氣感明 神。 溘然君 逝 
招 難 得。 寂寞 空 山 洗 鉢 人。 滿 §1 
林苔巖 日、 辭旨 温雅、 讚 允當、 

其 ニ 

屋梁落 月 思 依 依。 隔斷 幽明 事 己 非。 遺詠 鏘鏗 金玉 響。 溫容 
髡簾霧 煙微 。交 游卅歲 同泡電 。事業 終生 闢樞 機。 還 曆ニ篇 
爲絕 筆。 驂鸞直 向帝鄕 飛。 

又 日、 主客 交 出、 面目 躍然、 

其 三 

海內 叢林 誰拔 群。 赤 髭 白 足獨推 君。 秉心堅 確淸於 雪。 處世 


六 三 六 

明澄 淡 似 雲。 夙 養 英材開 活眼。 新修 聖典 見豐 筋。 今朝 擗踊 
懷亡友 。涕淚 湊沱意 緖紛。 

又 日、 君子 不壽 感慨 係 之" 

其 四 

春寒 移疾 臥柴荆 。四 壁蕭然 瞑色橫 。雲影 低迷 天帶淚 。水聲 
鳴 咽 地 含 情。 渺茫塵 海 失 舟 筏。 慘澹紺 園 無 啓 明。 慨世 傷 時 
感何 限。 藥爐火 燼夢難 成。 

又 日、 有情 有 景字字 涙 瘓、 

其 五 

奈此空 門 寂寞 秋。 巨星 落地淚 頻 流。 群 邦 劎戟 積年礪 。絕塞 
風雲 隔海愁 。除却 伊人 射蛟 手。 爭行 斯界 失津 舟。 緣山 埋骨 
招魂 夕。 遙望 東天 登 客樓。 

又 日、 眞俗幷 叙、 析理 入微、 

又 日、 據實 揄揚 、嘔心 傷 悼、 五 律 無一泛 響、 無 ー堆垛 、非老 
手 不能、 讀畢 闇然、 


〇 〇 〇 〇 
書 門 合 五 マ 四碍四 
を 下書 月ャ 月光 月 
監 生^ S 、 ナ、 — 一 1 
修の 無- 1 書一 七 伊 
す 手碍ハ h •漢卷 帝 
。に 光 ワ無譯 四日 
な 一 I 碍佛號 多 
る 七 文 光典〜 伽 
現卷書 七に の 
代 五に 卷於漢 
意號對 四け 譯 
譯 I す號 るに 
佛る w 最就 
敎漢 古い 
々譯 のて 
典の ラ1^ 

叢 適〗 無 


十 I 年 五 I 〇 二月、 「祈 禱を 要せざる 宗教」 (無碍 光 

一八 卷ニ號 ) 

〇 五月、 高 楠 博士と 共に 大正 新修 大藏經 
の發刊 を發 願し 都監 として 編修に 努力 
す。 

〇 七月、 「法然 上人の 潠擇 主義」 (無碍 光 
I 八卷 七號〕 

〇 九月、 中央 佛敎會 理事と なる。 

〇 借地 借家 調停 委員と なる。 


大正 ニ 年 


三年 


四 年 


o ト肋卷 瓶！!  t 志と 共に 佛 _社 會 事業 

見の 大品 般若 斷片」 (宗 
敎界八 卷六號 ) ： 
〇八月、【摩唑哩制吒讚佛頌の原文」(宗 
敎舁八 卷八號 3 


四 ニ i 〇 I 月 以降 荻 原雲來 博士と 共編に 成る 翻 
擊 名義 大集^ f x_r s a et i、—、 
〇九月、 -_1- 大佛敎の敢會妳基礎」(宗敎 |3 
九 卷九號 3 


四 ニニ Jg「l(— 五卷 


四 四 


月、 佛敎 護國團 理事と なる。 
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四士 


〇 四月、 「京都 百 蓠遍知 恩 寺什寶 多羅 葉 
梵篋に 就いて」 (宗 敎硏究 I 卷四號 ) 
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〇 四月、 it 上 寺敎監 となり、 早朝 日曜 講 
演ニヶ 年 こ 友ぶ。 

〇丘月、「羯磨沙波陀物語幷に印度文學 
中に 於け る 其發展 J (無碍 光 I 九 卷五丨 
七 1 ^ 

〇 九月、 關東 大震災に 際し 住 房 西 光寺 燒 
失す。 爲に 心血. を 濺いで 完成し 出版を 
前にせ る ■「孔雀 王經の 硏究」 「理 趣經の 
硏究」 等の 原稿を 初め 書籍 什物す ぺて 
烏 有に 歸し たり。 
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十三 年 


五三 


十四 年 五 四 


〇 六月、 日本 宗敎 協會 理事と なる。 
◦十月、 日印 協會 理事と なる。 


〇 四月、 大正 大學の 創設せられ 教授に 就 


略 年譜 


六 三 九 


略 年譜  六 三 八 


〇 九月、 「陳那 及び 其 出現の 時代 J (東洋 
哲學 I ー卷 九號〕 

〇 九月、 バ ー セルに 於け る 蓠國宗 敎史大 
會へ 出席。 
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〇 四月、 「大 般若 經槪 論を ょむ」 (新 佛 .敎 
I 〇 卷 四號〕 

〇四 月、 「漢 代佛 敎古經 典の 發 見」 (宗教 
界五卷 四號) 

〇 五月、 「普 明 王 本 生に 就きて」 ( 宗敎舁 
五 卷五號 ) 

〇 七月、 「大 般若 經の傳 来」 (新 佛敎 I 〇 
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〇 十 I 月、 「閱藏 百談」 (宗敎 界五卷 I I 
號〕 
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〇〇  〇 
日日 立大森 
本 佛す學 川 
禁佛 ° 敎智 
酒 敎授德 
同 協 を敎 
盟 會中授 
理理 心と 
事事 と 共 
ととせ に 
なな る 東 
るる 佛西 
。。敎 の 
學佛 
協敎 
會關 
を 係 
創の 
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七 

〇〇〇 〇〇 
に 十 佛十校 十五 
召一 敎 一の 月月 
さ 月 音 月改'  > 
れ 、樂、 增大巢 
勳今協 國築阪 鴨 
六 上 會譯の 上 家 
等 天理一 事宮政 
瑞皇事 切に 中 女 
寶 御と 經 當學學 
章卽 なのり 校 校 
を 位る 監功理 長 
賜 大 °修 成 事と 
は 典 とる 長な 
るの な0 とる 
e 街] るし Q 
賜 ° て 
餐 同 


五 


〇〇  〇〇 
交 十す 敎世各 
通 ニ ° と界宗 
協 月 兒日同 
會佛 童曜志 
理敎 敎學と 
事 少化校 共 
と 年し 犬に 
な 聯な會 東 
る 合る に亞 
° 團 册於佛 
長子て 敎 
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六 四 〇 


〇 岩 淵. 豕 政女學 校長と なる。 
◦日 獨佛. 敎協會 理事と なる。 


〇 四月、 集 鴨 女子 商業 學校 開設、 校長に 
推さる。 

〇 五月、 同志と 共に 日本 靑年 館に 於て 日 
本宗敎 大會を 主催す。 

◦東京 佛敎 俱樂部 理事と なる。 


〇 五月、 大正 大學に 於け る 日 末 宗敎 學會 
に 於て 「孔雀 王 經の硏 究 J を發 表す。 

〇 六月 大正 新修 大藏經 全 八十 五 卷 {元 成。 
〇 七月、 大藏 出版 株式 會 社の 創立を 發起 
し、 同社 成立 後 引續き 顧問と して 兼 
て繼績 事業た る大 藏經 別卷阖 像 部の 都 
監た り。 

〇 十月、 怫 敎硏究 所長と なる。 

〇 十 I 月、 滿州國 鏡 泊 學園總 長に 就任。 
〇 十二月 二十 七日 インフルエンザ にて 發 
敷 臥床す。 


〇 一 月 一日、 芝 中學校 四方 拜に 列席す。 

爲 めに 病勢 惡化せ り e 
〇 一月 二十 六日 午前 八 時、 敗血症に て 逝 

〇 一 月廿 七日、 屍體を 解剖す。 

〇 I 月卅 一日、 正 六 位を 賜は る。 

〇 二月 1日、大僧疋追贈せらる。 
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